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鹽 尻 卷之 五十一 

〇 富 責怕レ 見，， 開花 i 言 己 開 則 謝 適 可， 喜、 正 可， 懼^ 今 有，， 1 方 値，， 豐亭ー 便 生， 酗 溢へ 喜 筵慶賞 過飾婚 喪伎樂 

聲客 沸騰， 如 動 僕 器 服 貪 珍 麗齊整 夫 無 レ德、 富貴 謂-, 之 不祥 I  {且，- 急懼 思， 何 暇 誇 俊 (許 台 仲 家訓) 

〇 或 人 曰、 近年 四民 困究 して 貧 窶 に 迫る 者 多し、 共 中に 仕官の 家 殊に 財 用 不足して 每に惶 々たり 時の 然 

らしむ るに やと、 予曰 凡そ 應仁 文明の 大亂の 後 我 國治敎 ことくく すたれて 雅 意に 任せて 事 を 虚し 力に 

隨 ひて 郡 邑を領 せし 當 時人 皆 强悍 にして 武事に 專 なりし、 世 治れる 後 も 風俗 革ら すして 六 七十 年 以前 國 

に采地 ある 士其民 を尅剝 する 事殘暴 不仁 至ら さる 所な かりし、 旣に冬 月に 及へ は 家に 其 民 を 召て 北： 貢 分 

を誇督 する に 民 も亦剛 、にして 大 かた 害 督に 至れ 共 其 出す 所 を 溶ん て諾 せす、 故 を 以て 或は 木に の ほせ 

水に 入れ 或は 縛して 雨 雪に さらし 其 妻子 を さへ に 酷 毒して 悲鳴 啼 泣の 聲戶々 に滿 ちて 逼勒 凌虐の わさ 家 

々ひとし かりし、 或 ひ は 細民の 舍を 破り 農家の 產を盡 さしめ て 貢に 宛つ 故に 其 人る 所 今 R を 以て はかる 

に 其 多き 事 半に 及 ひなん、 その かみ は 民を尅 霰す る を 以て 武士の 常と して 尤に效 ひて 忌 撣 る 事な かりし 

たまく 威逼せ さる 者 を は 情 法師の 如しと 嘲け り 彼 何の 軍事 を かなす へきなん とわら へ り、 拉 家内の 

男女 冶容を 知らす 衣食 亦 文 華の 彩な し、 客 を 饗する にもい とふつ. - かなる さまして 只氣 力の 強き を 先 

とせり、 か 、りし ほと に 農 商 も 其 分に 居て 驕 をな さ、 りし、 治 日 久しき に 至りて 諸家 其 祖先の 殘 忍を以 

て 身 喪 ひ家絕 はつる を 見て 自狼 すて、 恩惠を 念と すと いへ とも、 道 を 知ら さる か 故に 只 身心の 安から 

ん事を 謀り、 風俗 年々 に驕り 荒淫 倦怠に 財を盡 して 民の 生 產を省 さるに 及て は、 村民 も 亦^ 促の 時に ゆ 

る きになれて 遊 手 閑 を好嫖 賭に 佚し、 因循して 已か產 業に 惰る、 此時 商家 時勢の 好嗜を 見て 衣服 及 ひ 器 

什に 無益の 美 を 極めて 街 ふ、 人々 是に肢 き 外 飾に 移り 適 意 を 事と す、 是を 以て 上下 財たら す 息 を 出して 
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富 人の金 を かりて 事を辨 する、 然に 奢る 所 は 日に 厚く 費す 所 は 月に 多し、 貴家の 徵索 きびしき 故に 家々 

典 に 盡き士 して 義を すて  >- 民匿竭 して 連と なるとい へ とも、 數十 年來の 習俗 改る 事な く 却て 花 美 

に 流れ 且 太平 時靜 にして 人民 百 年 前に 倍し 物の 慣ひ 一 年 一 年より 翔 貴し、 終に 今 nn 精 窗の愁 ひ 街に 滿侍 

る、 一朝一夕の 故な らん や、 去年の 冬 我 府下の 諸士釆 地の 貢數 去年に 減せ すして 糴 の 價往歲 に增し 

て 高し、 然れは 綿 力 も此時 健に なりぬ へき を 中々 なる 究苦 往日に 過たり、 これ 久貧 にして 欠缺 せし うへ 

に は少々 のお 餘 ありと いへ とも 益な しと 見えたり、 鳴 呼い そぢ ゆく 夢の 間に 世の 變態 を兑る 事い くた ひ 

そや、 身の 故に くるしみ 人の 爲に愁 ふる 事の みに して 閑なる いとまな く、 毀 譽淑愿 互 ひに 至り 存沒 否泰 

口 にさへ きる、 年 くれはて  >- 市井の いそ かしけ なり、 何事 を か 待 春 を 向へ 老 となり 行 身 はい つれ 原 上の 

土と なる へ き 物 を、 名利の 路に 走て あたなる 世 を 忌れ 侍る 事 我人： 1： し耻 へ きの 甚 しきに あらす や。 

〇 十：：： 粛，， 一 水， 五 m 書，， 一 石 i 事相 促 迫す る 事を不 受か 爲也、 @レ 筆 1 成， 水 水 は 張 氏 (名 志 和) か 妙處な 

り、 其觀 をな すに 至りて はとる に 良士の 手段の み、 王 猷か牛 不興 か. f 誤 筆 却て 絕妙を 得たり、 通 神の 書 

聖ぉ 凡^と M しかるへ き や。 

〇江文蔚か蟹賦は嚴^^か位高くして知寡きを鄙謖れる文也、 外 視多足 中 無 _ 一寸 腸， 口裏 雌 黄 毎失レ 塗、 而相 

Si 胸中 才甲 常聚， 衆以橫 行なん といへ り、 沙頭郭 索 衆 橫行豈 料身歸 五鼎 烹 レント ハ 

後水尾 院 御製に 

よの 中 は あしまに はしる 霍 なれ や 撗 さまに ゆく 道 は 道 か は 

〇 鹿の角 を 解す に 二種 あり、 格 物 論に 槩は 冬至に 角 解ス、 鹿 は 夏至に 角 解す といへ り。 

〇 源氏 物が たりに そく かくた とい へ るば 山伏の 審也。 

〇 签の字 歌書に 5 ゑと 蕷り (う ゑ ふ をお きて なんとい へ り) ゥケと 云 は 訛歟探 (フシ ッ ケ) 伶 (同上) ふしと 

は 柴の事 (P 本紀 の訓) 柴を きり 水底に つけお さ 魚な とる を ふしつけ とい ふ 也、 綱 代 は あみし ろの 昔 使 也、 


〇或問源空上人圓光と勅^有しは在世も圓光の瑞ぁりし德輝を萬代に表し給ふ^$.慮とかゃ、 重"， ゆ レ柬渐 

の徵 號を授 させた まふ 是. 婶法東 It の謂歟 と、 予曰然 り 但し 知 恩院 再與唱 知識の 文に、 隣-, 西 都 1 念，， ^方 

之勝柩 f 卜-, 東 山 1 表， 一 東渐， 之 靈地也 等 云々、 然ら は是東 山に 敎法 を弘 めた まひし 德 にして 直に 知 恩院の 

事を稱 するな る へ し。 

〇 又 曰 源 空の 忌日 は 天子の 論 命に 御 忌と ある 故な へて 御の字 を 呼 事德の 至りと いふ 然り や、 子 曰 亦 如 

此 但し 御 忌の 稱呼は 知恩院 一 寺に 限る へきに や (綸旨 は 知恩院 のみ. 歟) 

中世 迄 知 恩 院の御 忌と 稱し餘 寺の を は 知 恩講と 呼し と 云 々(大師 行 狀翼贊 五十二) 

〇 亦 問 近 花 15 の白譽 上人 圓光 大師の 新 傳を述 せられし 中に 我 故 一 一位 家 (光友 卿) の 御 事 を ものせられ 侍る 

と 如何に や 筆せられ しかと、 曰贈號 綺詞傳 (下 卷) に 曰 さりければ 畿內 近國の 末寺 柬國 西國の 末流 聞 及ぶ 

に隨 ひて 各 上洛し 慶賀 をいた す、 尾 張 大納言 光友 卿 は 殊に 麼 代の 芳 をした ひたまい て 今なん 頼もしき 

宗門の 金 湯に て 物し 給 ふか、 大師 號の 事御隨 喜の 餘り 香資を 御影 前に. ぞ 贈らせ 給 ひける、 共 外 公家 武家 

士農工商の 輩に 至る 迄 大師 を 信し 念怫を 行す る 者 は皆隨 分の 供物 を さ  >- けて 參詣 せり (略書) 

かく 記され 侍る 、されば 二位 家 御 在世の 御 時 御領 國は 更なり 處々 の名柩 勝地に 御 寄附の 御 志尤多 かりし、 

殊に 蓮 社の 宗は御 造祖己 來御崇 仰の 御 事に て 今 一 しほの 御 信心 も淺 からす、 圓頓戒 御 相承の 後 は 御念 怫 

の數 もまめ やかに 聞え させ ましく ける 悲田 邪義 日蓮 黨御 いましめの 時 あはれ 日蓮が 邪 風 をば いづれ と 

もな く 天下に 禁ぜられ よかし、 御封內 一 局が 程に はたやす く斷絕 ましく なん 物 をと 仰 事 侍りし とか や。 

〇 去る 年 にゃあり けん 熟 田 放 生會の 頃御鎮 殿の 邊に 中間ら しき 男鎗を もち 幼き 者 一 一人に 草履 とらせなん 

として 錢を乞 ひ 侍りし、 其 後 は眞福 寺の 門前なん ど にても かくせし、 人々 あはれ がりて 物 とらせ なんど 

せし、 此頃聞 侍る にこれ は 肥 後 熊 本の 士 喧嘩せ しか 彼 家の 從者 討れ し 主人の 子 を つれ 立 退す かた を かへ 

て、 か る わざして 野に も 臥し 山に も かくれ 心 をつ くしけ るに 至誠 天道 も あはれ み 給 ひけん、 過し 冬 飛 
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州 某の 地に かたき ありと 聞 定め 忍び入て 首尾よく 主人の 子に. フ たせ 國り歸 り 侍りし とぞ、 今一 人の 少年 

は從 き.. か 子に て 侍りし とか や、 おさな けれども 父に おとらす かひく しきふ まるひせ しと 街談實 を傳へ 

侍ろ、 定て國 の 守に 達して 再び 仕へ 侍る らん、 武 林の 家に 生れた らん 人 誰か はかく 侍ら さるべき、 なれ 

ど共從 者.. か 心 をく だき 侍りし 忠の ほどい とも たのもしく かたじけなき 事なら す や。 

右 癸. u 三月 所聞也 

ortts 村に 隔夜 道心の 佾 あり、 此頃笠 寺 龍 泉 寺へ 參り 物し 侍る、 今年 二月の 末 坂 野 近き あたりに て 八 九 

才 ばかりな ろお さなき もの 打 なみだぐみて 儈の袖 を ひかへ 賴參ら せ 度 事 ありと 云、 何事と 問へば 御 母な 

くな りて 三と せの 忌日 も あすに て 侍る とぶら ひすべき たよりも 侍らす、 願 はく は 念 佛申給 はれと て 袖よ 

り あし 三十 文ば かり 出して 施す、 僭 も あはれ に覺 えてな ど內 にて はと ふら ひ 給 はぬ そとい ふに、 今の 母 

なん ま  >- しき 事に て 過し 母の 事なん と 申出 侍る も 忌みに くみ 給 ふ 故、 此頃 松の 落葉 かきあつめて しろと 

なし かくた てまつ ると て 只な きになき ぬ、 僧 あまりの あはれ に 物も覺 えす、 や 、ありて 法名 覺ぇ給 ふか 

と 問 ふに 懊 中より 守り やうの もの 取 出し、 此內に そ 侍る なれと 物 かき 候 はぬ 身 はえよ み 侍らす とい ふ、 

つと， C ひらき 見る に 戒名 あり、 是 かと 讀 きかす ほと に それにて 侍る とて 打 伏ぬ、 とかくい さめ こし 我 

袋に cilu! 少し ありし を 少年に あたへ、 是 はこと 人に えし 物 也、 これにて 花 買 墓に も 手 向た， まへ とてな く 

くわた せし を、 いさや 我 こそ 奉るべき にい かて もら ひ 侍る へきと いふに、 これ は 亦 我 志し 成と てわた 

しけれ は立歸 り、 亦錢； 一； 文 僧に わたし 花 手 向 させた ま へと て咒 して 歸 りし、 佾は 抉し ほりな から 庵に 歸り 

あたりの 同 法 を あつめ 一 夜念怫 しっとめ て 時な とかたの ことくい となみ ねん ころに 吊 ひ 侍け ると そ、 正 

覺 寺の 上人 (堅 空) 說 法の 時 (誓願 寺 一 萬 日 回向 三月 九日) つ ふさに 語り、 自淚 にむ せひて 打し ばぶ かれし 

かは聽 衆い つれと なく 皆 袖 をう ろ ほし 鼻 打 かみて あはれ かり 侍りし、 さても 浮世の 姿富且 貴き 袖に はか 

かろ 志 も 夫れ くにし かも 忠孝の まめ やかなる は 聞え 侍らす、 人 誰か 木石な らん 是等を 聞て 誠に 感 すら 


ia, た 


心 あり、 此心 あら は 何 そ 君に 忠し 親に 孝せ さるへ きを、 ひたすら 慾に け かれ 我と 我 所との 執念の み 深 

く、 君恩 を 思 はす 親の 心に 背き 或は 色に まと ひて 身 を 亡し 財 を 貪りて 名 をく たす たく ひ 萬々 なる にや 自 

省警て 道に 人へ き 事 也。 

〇 府下 光照 院 四十 八晝 夜長 行の 會に坂 東なる 某の 上人 来りて 說法 せらる、 日蓮 義の ひかめ る さまなん と 

日々 に 正しき こえけ る ほと に、 彼黨の 僧俗い と、 むくつ けく そしり あさけ る、 本 遠 寺の 僭 はこれ を 狂人 

と 呼の、 しる、 三月 八日の あした 光照 院の 門內の 松に 釘 打 立て 有し を 人々 見 驚き 拔捨 ける とそ、 正しく 

邪 徒の 愚婦愚 夫なん とのせ し 所と 見 ゆ、 鳴 呼 あさましく 拙き 事なら す や、 斯 まて 彼宗の 者と も は 惑へ る 

にこ そ佛法 者と して 僧 をのろ ひ 其 死 を 希 ふ、 これ を佛法 者と いふへ き や 妖婦の しわ さと ひとしく 侍る に 

や。 

〇 癸 己 正月 (十三 日) 院 御會始 

鶯聲和 琴 (院^ 製 

うつしと る そのよの 琴の あかぬ 音 もしら へ に そふる 春のう くひす  中 院正ー 一位 通躬 

梅 はまた 笠に もぬ はて 琴の 緒に 聲 よりあ はす 春のう くひす  武者 小路 從ー 一位 實隆 

f  J れ もまた ゆらくた まの 緖 ひく ことに 初音 も あくる はるのう くひす 

此外 これ を 略し 畢ぬ。 

〇 二月 五日 (未の 時より 暮 過に 至る) 豫州松 山の 城下 (松 平隱岐 守) 士庶の 家 三百 餘宇燒 失せし となん 西國 

より 來 りし 人の 談 なり。  I 

〇 琉球王 使 人 貢來年 (午の 夏 六月 中と 云々) 來れ るよ し 依て 薩摩 中將家 參府、 ことし も 延引 可 有よ し關東 

の 命と 云々。 

〇 關東新 大納言 家將 軍の 宣下 まします へ きょし 豫 有司 を 定 させ まします、 御 年老 は 土 屋相州 事 を 奉 せら 

I   £ 
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，一 

ろ、 共 他 水 野 大監物 .：„::s^ に は 幟 S 能 登 守と なん 上洛の 上使 松 平下總 守と そ 聞え ける。 

參 公卿 近衛へ， S 攝政家 V 家 iK,0 九條左 大將家 (師孝 卿) 

勒使  德大^ 大納： 一 ーヌ、 公 全 卿) 庭 田 前 大納言 (重條 卿) 

院使  梅 小路 前 屮納霄 (共 方 卿) 

女院使 一 め Si 小路 宰相 (尙房 卿) 

御 衣紋 は"： 前中納 1H. 水； i 卿 御身 II に 土 御門 侍 從泰連 朝臣 等 下向し 給 ふ、 近衛 九 條兩家 は 三月 九日 京 を 

發 しまし ます、 亦 今年 n 光 例^ 使 は六條 宰相 有 藤 卿 四月 湖 n 出京と 云々。 

〇 大光^ 院 の換. 吹 侍りし を兑て ひ 出る 事の み 多 かりければ 

幾と せ S 花に いのち を をし み來て あはれ 老木の 〈"もつれな し 

同 し！ g パの あか . りし 夜の かれ 行事 侍りし に 思 ひつ け 侍る 

、 J れ もまた 幾 世の 卷 のかた みそと おも へ はかす む 袖の 月 かけ 

庭なる さくらの いとお もしろ く^ 侍け るに 

思 ひいつ る 花 こそ 花に 1  人に けり 春よ むかしの 春なら ねと も 

In: し 折から 近 寺 一 萬 日 不退 轉の 念佛 回向と て 人の 多く 參り 物し 侍る、 其 開 白 もまち かく 覺ぇ 侍りし に 三 

十 年 ゆく  の浪立 へ たてし 跡も數 へ られ ていとと 來 しかた 戀 しく 東なる 友の かた へ 申 贈り 侍る。 

めくり あ ふ はる もみ そちの 老 かよに 幾數そ へ て 花の ちり けん  キヤウ キ 

〇 正覺 寺の 上人 (堅 {40 來 りて 說法 有し 聞名砍 往生の 文なん とね もころ に 述られ し をき 、て經 木に 書付 侍 

る 0 

おとに きく 名に さそ はろ  >- よしの 山， J  > ろのお くの 花の しら 雲 

〇 弘法 大師 玉 媒所歸 之 橡棹蔽 = 之 浦と (三 敎 指歸) 書た まひし は 讃岐國 多 度 郡屛風 浦の 事と そ、 萬 葉 Is* 


%  鹽 


に 人 丸の 玉藻 吉譜岐 國と讀 たま ひし、 橡樟蔽 日と は 成 安の 注に 古記 を 引て 昔 大楠桡 有し 事 をい へ わ、 是 

大師 降誕の 地に して 今なん 五岳 山 善 通 寺 誕生 院と號 す (道範 の 記に く はし) 

五岳 は 香 色 山 筆 山 出釋迎 山中 山 火 上 山 也 亦 仙 遊 原 執盖地 捨身 岳 等 は 大師 童 稚の時 遊戯の 地な りと かや 

〇 咋 (ァカ ラサ マ) 左 傳に出 注に 暫 也と、 木 玄虛か 海 賦には 直に 暫の字 を 書せ り 江 文通 か 上書に IT.! の 字 を 

書く 亦 曰 白地 も 同じ 和訓な り 

〇 藻 井 綺井天 華 板 (風俗 通) は 天井の 事 火災 を 恐る より 名つ けしとい ふか る 事して 災を のかれん とす 

る も 愚と いふべ きに や 

〇 貴 介 富家 毎に 膏 梁に 飽て中 々なる 貧 腸の 藥寬 になら へる、 素 味 を 好み 眼 金玉の 觀に 厭て は懸 の草舍 

はかなき 竹 籬のゎ ひたる 風情 を 面白き 事と す、 故に 中世 以來 茶亭 のか ま へ 必ら す， S 民の 栖 をなら へ る 事 

多し、 されば 数奇の 事 は 李 廣か數 奇不レ 得 レ封レ 候と い へ るよりか く 呼て 命 塞の 謂 也 (數ハ 命也奇 は^ 也) 

世の 貴 を 擧ち富 をね かふ もの は 忌々 しく こそ 思 ふ へきに 却て 風流の わさと し 侍る、 閑 素 幽栖 は淸き 境界 

なる もの ゆ ゑた とひ 驕 暴の 人と い へ とも 是を思 ふ 心なき にし も 有け るに や 

〇 友 (弦 齋) の 唐 茶 を 贈 侍りし か 其帒に 

菲薄 任滂笑 風流 附 故人 雖非蒙 頂 種 猶是 建溪舂 

と 書 侍りし を 謝す 

花 飛 園 寂々 陲月 一 閑人 *^ 起 松風 夢 武陵李 下 春 

〇 暮春 遊 古井莊 

山 出 落 霞. 返 花 生新 葉 稀 狐 村 幽徑裘 一任 蝶雙飛 

三月 盡 

南 村慣聽 數聲蛙 東 嶺空殘 一片 霞 落 紅爲昨 晚林經 可惜 三 舂處々 花 

  t 


尻  ， 


〇 癸已 三月 十九 曰洛 町) 火 あり 其 夜 伏 見 (京 橋 逢) も亦燒 ぬ、 廿曰 未の 刻 京師. 堪町 小川 (西へ 人) より 

火 出て 東北の かたへ 燒行大 内 も 無下に 近 かりし か は 行幸な し 奉りて 聖護院 殿へ ら せまし/ \ ける、 

院々 お々 も 他處へ 御幸 行啓な りしと かやされ ども 夜に 入り 風 南より 吹て 御 築地の 內っ. - かなく 子の時 は 

かりに 火 鎖り し、 凡 市井 七十 餘町 時の 間の 灰と なりけ る、 久我前 內府公 一條の 大政 所 德大寺 大納言 家 等 

卿 堂上の 家 數ケ所 延燒と 聞え 侍る、 此月 十六 R 東都 鳥越邊 火事 諸 大名の 家 多く 燒 失と 云々 

〇 一一： 月廿三 n の 夜 石 枕 村の 稻荷を 古渡の 新祠假 殿に うつし 奉る、 廿 七日 (山 王淸須 より) 廿 九日 (天 神 丹 

羽，^ より) 攝 社の 遷盧 あり 吉兒幸 和 朝 ほ 事 を 奉して 勤められ 侍る (御城 下 諸 社の 祠 官等 供奉す) 

〇^^ 州芥兄 .3 淸水 寺に 間 (介と いへ る禪 15 願 を 發し自 一 筆の 大 般若 經 六百卷 を書寫 せし (凡そ 十六 ヶ月に 

なる) 我： 1： 氏 重 美 これ を 聞 釋迦幷 二 夾侍及 ひ 十六 善 神の 像 を 描き、 氏族 を勸 めて 接 背し 便ち 彼 寺に 納む 

其 給の 裹に予 も 名 を 記し 侍りて 

. 六 百 金 軸 二八 善 神 麼，， 億 萬歲， 護， 國祐， 民と 筆せ し 是も亦 無 時の かたみと 思 ひ 侍る (壬 辰の 十二 

月 三日な りし) 

〇 社 ハ$ の 紙 I- を獻 する 事大 槪 定法 歟 (紙 を 疊み且 切り 垂れ 木に 挾みて 立 之) 只 伊勢 一 一所の み此 事な し、 H< 

子より 獻せ させ まします 勅幣 とい ふ は 布お の 篋物等 也、 され は 太 神宮に は庶 人の 私幣 を參ら せざる 事是 

にて：？ 知 かも 

諸 社 の^も 根本 木綿 疊の 遺風な り、 然るに， 〕れ を 參詣の 諸人に いた i かせ 侍る 事い つ の 頃よりの 誤に 

やと 荒木 m の 某い へり 

〇^ 勢 内お の 月 讀の官 に 古 により 大松樹 ありし、 是神路 山 第一の 古木と 聞え し、 壬 辰 八月 十八 日の 暴 

風に 轉 倒せし、 凡そ 長 サ让餘 間 末 口にして 五 尺に 可也と そ、 幾 代の 星霜 を麼 せて 綠を 重ね 侍り けんされ 

ありて 倒れ 侍ろ にこ そ 


尻 


此冬 大樹 隱れ させ 給 ひし か は 其 前兆に やと 云 あへ りしと かや 

〇 癸已 一；； 月 前 將軍家 御臺所 (天 英院) 從ー 一位に 御上. 潜と 云々 

近衛 太 閣基熙 公の 御 女 也、 延寳七 年 六月 十九 R 甲府 公へ 嫁 せらるべき よし 上意 同年 十一 一月 廿 一 一日 御婚 

禮 (上使 土 井能 登 守と 云々) 

〇 同月 让六曰 新 君 (大納言 家家 籀公) 御 元服 


會津中 將正容 朝臣 

大澤 右衛門 督基賢 

自 S 山 下 總守義 寧 

織 田 讃岐守 信 明 

前 田隱岐 守玄長 

前 田 伊豆守 正 長 


御 加冠 彥根中 將直該 朝臣 御 理髮 

御 烏 子 織 田 能 登 守 長 福  御泔水 

御 櫛 巾 長 澤爱岐 守資親 (代) 

御盃 中條 山城 守 信 治  御 引渡 

御捨 土器 橫瀨駿 河 守貞顯  御酌 

御 加 大友 因幡 守義閭 (代) 

其 他 有司 多し 略 之 

尾 張 水 戶紀伊 家 及び 諸 大名 直垂を 着して 登城と 云々 

新 君 御 元服の 時 御 加冠 御 现髮兩 侯 御賀を 奉らる 

御太刀 (延壽 代 十五 枚) 御馬 (栗毛 鞍 置) 御 鎧 (緋威 御 兜 同 毛) 

御 弓 (重 藤 御蹀) 御 矢 (御 籠 立 1 一十 筋) 御 刀 (國吉 代 三十 枚) 

御 脇差 (行 平 代 百 枚) 島 臺( 一 莊 金銀 彩色 鹤龜 松竹梅 等) 

右 彥根中 將獻上 

御太刀 (備前 近景 代 百 五十 貫) 御馬 (黑毛 鞍箧) 御 腰 物 (左 吉弘代 三十 枚) 

右 會津中 將獻上 


九 


一 
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御 元服 ありて 後御規 式に 供奉せ し 事 (A しまし ます 

御太刀 代 十五 枚) 御 脇差 (正宗 代 百 五十 枚) 御馬 (鞍 置) 

彥极屮 將に賜 ふ 

御 刀 (守 家 代 五十 枚) 

會津中 將に賜 ふ 

月 二  nl^:^ 宣下 

近衛 九 條御兩 ，：}^ 及 德大寺 殿 庭 m 殿 梅 小路 殿 萬 里 小路 殿 年始の 御 こと ふき も 兼て 來 臨と 云々 

御 衣紋 食^) 御身 同 (土 御門 家) 有て 新 君 出御 事故な く 禮義行 はれ は へ る 

人 (此 中.： ：2 辻 {豕 及 ひ 少內記 縫 允 三人 は 前 御臺所 御上 階の 御供 也) 

髙辻 少納赏 

押 小路 大內記 副使 靑木 雅樂頭 

壬生ノ 務  副使 結：^ 右衛門 尉 

吿使 粟 治 部大丞 (地下) 平 田 少內記 

(副使)|^2:木縫殿允 

尾 張 水 戶紀价 家幷諸 大名 登城 御 式 前々 に不異 云々 

堂上 {秋 御. 饕應之 大名 

勑使 ^東大 和 守 (仙 洞 使女院 使) 毛 利 周 防 守 

將， 宜 下に 依て 刖に 女院使 福^!5飛彈守 

近衛 {水 中川內 膳； 止 九條家 溝 口 伯誉守 

右 之 外 有司 多し 略 之 


同 五日 參 向の 公卿 以下 大饗猿 樂等有 之 

開口 近 藤 

それ ますら をの あっさ 弓 やしまの 外 もな ひく 代に 初 もと ゆ ひの 紫の 藤 波 遠く 夏 かけし 松の 榮ぇ はい や 

ましに めて たかりけ る 時と かや 

式 三番 (松龜 風流) 高 砂 田 村 東北 張 良 祝言 

同 七日 御 返答の 式 ありと 云々 太平 時靜 にして 嗣君 御代 しろしめす 御 事お ほけ なき 御 事ながら 1K 下 祝し 

奉る へき 御 事 也 

〇 或 問 豐前國 高 良 山 カウラ は 字音 也、 されば いにしへ よりの 名に 字音 を 呼ぶ は 如何と 曰、 是は香 春 也 力 

ハラと 訓ス 續 日本 紀承和 四 年の 條に豐 前 國田河 郡 香舂三 社と い ふ是也 

〇 我國 古しへ たす きひれ なと いふ 物 を 服せ し、 たす き は 中世 迄 着 袴の 時に 服せ しに 一條 院御 はかまき の 

時より 小袖 を 着し まします と 古記に 見えたり 

たす き 白 練 緩 紋は小 葵 うら は 白き 平絹 也、 三 幡懸緖 の ひろさ 一一： 寸治承 四 年 東宮 (安 德) の 御着. の 時 着 

御の やう 存知の 人な きに よりて 沙汰 有て 用意せられ たれ ども 着 御 はな かりし と 云々 (草 芥和言 築の 中 

に 見えたり) ひれ は 婦人の 首 服な りと いふされ ど 裸 帶巾領 は： 屑に も懸 しとみ ゆ 

〇 府城 東照宮の 御祭 元 和 五 年に 初り し 後 雨に 依て 延引 も 有しに や、 久敷事 は 人 も 忘れ 行 昔と 成け り、 明 

曆 元年 乙 未に 霖雨 故廿ー 一日に 渡りし と 古き 人 かたり 侍る、 近く は元祿 元年 戊辰 (十八 R 晴； 大 わたりし) 同 

八 年 乙 亥 (十八 日快霽 にて わたる) 共に 一 日の 延引な りし、 其 間 雨 降て 晩景に も 渡り または 雨ながら 山車 

引し ろ ひて 見物 {41 しかりし 事 度々 覺ぇ 侍る、 今年 癸已 十六 日に は 陰りながら 舞樂 及び 夕 へ の 御 懺法三 問 

一 答の 論義 なんと ありし、 十七 日の 曉 より 雨 降いで て 一日 降く らし 其 夜猶雨 くら かりし、 十八 n: 十九 日 

結 間な く 頻りに 雨 降 出て 卯の花く たしの {1^ いと， >, 寂々 たり、 廿日の 卯の 時雨 止晴 初て 朝日 はなやか にの 

I  I  I 


  二 一 

ほりし か は 俄に かさり て 神 幸なら せ 給 ひし もめ づら かに 侍りし 

〇 今年 立- & (叫 月 十三 n) 遲く恃 りし 故に や 時鳥な く 事 もい とと 待 久し かりし、 廿 一 日の 曙に ぞ 初音 聞 侍 

りし 共 あした 或 人の もとより 

まつ 人に き 》 て かたらん ほと >• ぎす わがた めなら ぬ 初ね なれ ども 

とい ひお こしける ほどに 

わびて すむ 宿 もす さめぬ 時鳥 うれしと、 ぞ きくけ さの 一 聲 

〇 尾 張 三位 忠吉 卿の 御 養母 押賀茂 殿と 稱 せし (おみつ 殿 事 也) 三位 家 薨御後 三 州 上野へ 移り 住せ 給 ふ (慶 

長 十三 年 十 一 月 四 n 逝す) 吉秀院 光譽貞 祖大禪 尼と 云、 上野 村 松 隣 寺 は 其 香 火の 場に して 五十石の 寺產 

あり 

我 府下の 貞松院 は 始淸洲 に 立 を 遷府の 後に 今の 地に 立と 云々 

〇 池田紀 伊守恒 利は攝 州の 人 也 (楠 正 行 男 池 田 十郞敎 正の 裔也) 萬 松院將 軍義晴 公に 仕へ しか 故 ありて 薙 

髮し宗 傳と號 し 尾張國 愛知 郡 一 柳 庄荒子 村に 移り 住し 信 長 公の 乳母 を娶 る是、 y 州 池 田家の 女な りと かや 


>,；.1 リ SMll 言 軍紀 伊 守 始ハ勝 三 郞恒興 ト稱ス 軍 女 意名斩 吾彌三 

) ぉ禾  111 輝 號勝入 仕秀吉 長久 手 一一 テ戰 死- 輝 政 左 衛門從 三位 


輝 政の 室 は 神 君の 御 女 if I 繊ほ 

〇 福ぬ 左 衛門大 夫 正則の 弟 掃 部 介正賴 とて 有し 勢 州 長 島 (一 萬 石) を領 せり、 後に 和 州 宇多へ 移る (三 萬 

石) 然るに 罪 有て 領を放 たれ 勢 州 山 田に 住せられし (比丘尼の 寮に 金 を かりてと やかく 有し か 僞金を 似 

せ 返されし 訴 にて 浪人せられ しとなん) 共 頃 本 多 上野 介 正 純の 浪人 寺 田^ 兵衛 とい ふ もの あり、 其 子 伊 

勢に 來り 問の 山に て 掃 部 介の 男 一 一人と 嘩し福 島 お を 切 殺せし かと も 疵數多 蒙りし か は 所の 者 捕へ て 


尻 


奉行へ かくと 吿、 奉行 花房 志 摩 守 は 福 島 正則と 友と しょかり しか は 寺 田 喧嘩の 仕方 宜しから さりし とて 

切腹せ しめて 事濟 にけ り、 近き 頃 掃 部頭裔 とて 幕下 へ 召 出されし 輻島助 六 は 彼 寺 田に 討れ し 兄弟の 內兄 

の 孫と かや 聞え し 福 島 兄弟 名 不知 可尋 

〇 竹 腰 氏 は 佐々 木 庶流 本 貫 は 江 州 竹 腰 村 家の 紋四ッ 目 結と 云々 

ー繩， fen 溢 tpii 導 


oo 源 重お 山城 守 ， 法名 道 珍 或 作レ鎭 


- 女子 竹 腰 正 安 妻 

-重治 攝津守 子孫 多シ武 井之祖 

一 E き本跃 原.：^ € 二 竹！'  . 

li 女 ま 1 女 7!；； 竹 1 四 郞兵衛 - 


r ,  郞右衛 『 三，？ 助 九 郞仕ニ 上 杉 景勝 1 E 蒙 從 五位 下山 域 守 子孫 多 仕-尾 公一 正せ 一年 剛月 

厂重 時が- —— 正 時 g;; 奥州 會津， 卒-  正信廿 九日 卒號 -, 正 信 院安譽 道 輝， 母 志 水 加 Is 寸女 

舊 記に 曰 竹 腰 正 安 は 金 森の 族に して 土 岐の流 原 氏と いふ、 一 說曰正 安は齋 藤の 族と 云々 梅 鉢 內の紋 金 

森 家紋な り、 或 說云齋 藤氏 代 々祟-, 天滿 天神-故 以 n 梅輪內 1 爲レ紋 仕二齋 藤氏-の 時 以レ爲 --其 一 族 1 所-恩賜- 

之紋也 

〇 熟 田の 宫 神饌の 中に 五六 餅と て 長さ 七八寸 計り 管の ことく 調せ し 餅 多く 盛りて # す 俗锅营 餅と 云 五 

六の 名義 如何と 問 ふ 人 あり、 祠官に 聞 侍りし もた しかなら す、 按 する に是 材木 を 積 かさねた る 形に 似た 

れは斯 いふに や、 いにしへ 太 物の 五六に て打附 たる を棧敷 (太平 記廿 七) なんとい ふも當 時の 材木の 名な 

れは思 ひ 合すへ し、 古しへ は 安の 部なん とい ふ 材木 あり 今 源 太郞及 ひそ 木なん とい ふ も 後世に 呼 かへ.^ 

る へ き歟 (ひそ 木 は ほそ 木の 轉語 なり) 
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〇 明智 光秀 を栗栖 野に て 突し 野 武士 は此 村の？" 人中 村長 兵衛 とい ひし ものと ぞ云々 

〇 をし めと も 私の 半の 月 はまた こよ ひも ありと 思 ひなされ き、 平忠 度の 耿也 十三夜のう たこれ ぞ たけ 高 

くよ く 聞え て 情 も 深く 覺ぇ 侍る 

〇 蒸 物の 制 久し 源氏 物 かたり 梅の 枝の 卷に 出たり 一 條院の 御 時 盛に もて 遊 ひし 故 式 1? も か、 る事誉 ける 

か、 共 時 は 沈 水 香 はかり わたりて 今の ことき 伽羅 はな かりし にや、 有たら はなと か 害さる へき 

〇 我鄉 俗に 秋に 至り 否 爪の 末な りみ-かり もりとい ふ、 京なる 人名の を かしけ なるみ-笑 ひし か 此頃和 ^5^1 一 

言 奥と いふ 物 を 見 侍りし に 

大原ゃ W 中の むらの 贝 つくり 秋 ははつ とも かり もりな せ そ 

とい ふうた あり、 京に も 元は かくい ひしに や、 物の 名 も 時に よりて か はり 侍る は 常の 事 也け り 

〇 としみ 源氏 物 かたりに あり 年 滿と書 也、 四十より はし まりて 八 九十 迄 十に 滿る其 年と 行末 も 十 年 十 

年に 滿 へ きも い はふ 也、 春 ある を 花の 賀と い ひ 秋 ある を 紅葉の 賀と い ふ 其 時節 を さして いふなり 

〇Ji^ 生 法師 三人 あり 

熊： 介 次 郎直賓 入道 號 法力 房 蓮 生 

宇都.：：.：： 藤 原賴綱 入道 號ー is;E 房 蓮 生 (洛西 粟生 光明寺 開祖 默人擇 IT 入) 山 田 先生 重 直 曾孫 源 重 行 入道 法 

名 生 

〇神{:«の迭制千木は搏風のぁ.まり打^^ーし^出し儘のすかた堅魚木は今俗ぃふぉんとりの古風鞭懸木はゃ 

ぬい 竹の 端 也、 皆 質朴の 時の 有さ まなる を 後世 さまく の理 說を設 て 却て 上代の 本義み-失 ふ 事 多し、 其 

外 鏡 形の 木 障 泥 板 も 上 久の制 也 

〇^ (田のう ね) 畦 (はたけの うね) Sf (あせ) 啜 (な はて) 溝败 扇. 田 間 畝 を 分る 巷な り) 桃 (水ぬ 

き) 
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お 邦に はいに しへ より 冬至の 贺 いと 盛んな りと 聞 ゆ、 朝鮮 王 も 此日を 以て 陳賀 すと かや (李 東郭 か談) 

我 S は 朔且に 冬至 あへ る 時 朝廷 御賀 あるの みに して 士庶 は此曰 何事た る 事 を 知らざる もの 多し、 禪院ゎ 

づ かに 祝 事 有 

冬至の 前日 所 化の 僧 方丈 を變す 

〇 錢塘 の回汝 成. か 朝樂 事に は 凡そ 四時 其 風俗の わざ を つぶさに 記せり、 元旦の 賀禮往 來交慶 する さま 

我と 等し、 少年の 遊 冶 耿吹等 さまざまの 事 をして 慰む 十八 H に 至る を 放 魂と 呼び、 其 後 學子は 書 を牧め 

ェ人^に返り^^商各其業を執るを牧魂とぃふとかゃ、 され は 元 正に は 栢枝を 柿 餅に 答" し 大橘を 以て 是を 

承て これ を 百 事大 橘と いふと いへ り 

栢 枝と 百 事と 音 近し 大橘上 大吉と 音 通せり、 我國 たいたい を 代々 にな そら へ かう し を 幸 事に 呼な とす 

る も ！：！； じ 俗 意 也 

立^の 日 は^ 人戯子 小妓等 種々 の藝を 張り 郡 守 は 僚屬を 率て 出、 舂牛を 作り 市街 競て 麻 麥米豆 を 以て 春 

牛に 拋打 等い へり 

我^ 節分の 夜 豆 を 打つ もこれ に 似たり、 昝陰氣 を 追 ひ 陽 氣を迎 ふるわ ざな り 

亦 尺 il じ 種の 生 荣を食 ふ 事 又 立春の 節 物と せり、 其 毎月の わざい とくたくし (淸明 立夏 以下の 時 食 俗 

事 多し) 

^^宋の時戯今は不擧の事多しと兑ゅ、 我國 詞章の 人 故事 なれ はとて 古 へ ありて 今な き 事 を 詩句に 作り 

侍ろ も 大方 拙し や.、 中和 節 01 月朔) なんと 昔と 戯を 同じく せす、 喘 午の 棕 菖蒲 艾葉を 用 ゆる 事 は 古今 
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し、 立秋の tn 揪葉を 戴き 秋水 を 以て 赤 小 s 七 粒を吞 なんとす る 事 古 へ よりの 姿なら-さろ にや 

四月 八 曰佛生 辰以， 盆 坐-, 銅像 一 浸以， 一 糖 水， 覆 以，， 花 亭，、 J い へ る は我國 一 般と覺 え 侍る 

1 I 月 十五 日 寺院 啓 nlj^tlw^3 一 談-, 孔雀 經， とのみ いひて 其 像の 事な し、 疑 ふらく は入涅 の 相 1^ は 土に 

はなき にや 

〇 或 人 問 明. ^ 朝の 皇子 今絕 へ てな しゃと、 予曰寳 永 庚 寅琉球 皇子 入貢 東都に して 大高季 明薩摩 巾將家 の 

邸に 於て 王子の 淸に 朝せ し 事 を 問 聞し 中に 前朝皇 明ンの 子孫 今時 小 邦 を 封し 順淸 王と 稱 すと 答へ し を 以 

て 見れ ぱ其祀 を 奉す る 末裔 有と 見えたり 

〇 或 人 問 近世 左 門 右門 等の 稱を東 百官なん といへ とも、 織 田 羽 柴の世 迄 か  る 人名 不聞 にや 北ハ 起り いつ 

れの時 そや、 予曰是 皆 百年 來の俗 風 か、 但し 台 記の 中に 左 衛門尉 右衛門 尉 を 左 門 右門と い へる 事 あり？  J 

れ記錄 の 略書と いふ ものな り (左右 近衛 府內瞎 を：！^ し を 左 內右內 等 も 同し) 然るに 今の ことき は大藥 略名 

を 呼ひ傳 へ しなり 關ケ 原の 役に 靑 山家の 臣菅沼 某 (次郞 右衛門) よく 戰ひ しか は 神 君 召て 御盃を 賜 ひし 

時 彼 立 達の 小うた をうた ふよし 聞 召て 仕 レと仰 ありければ 傘の 柄 漏のと くく ござれし けく こされば 

身に か  >- るとう た ひし、 年經 て後靑 山家 へ關ケ 原の 事 仰ら れし時 彼 柄 漏 は 恙なく あり やと 御 尋ね あり、 

重ねて 召 出され 殊に 仰 事 侍りし 故主 人柄 漏 を 以て 異名と せられし、 今に 子孫 傳 えて 名 乘 侍る、 我 府下 杉 

浦 某 も现不 盡に敲 兵を衝 て 度々 高名 有し かばの どろに 深 入す る 者 かなと 仰 有し 故榮 名と せし、 か、 る 類 

ひ 世に 亦 多し、 然るに 是 等の 故 を しらす 昔より ある 稱呼 なりと E 心へ る 最淺識 の 至す 所な り、 近年に 至り 

さまく に 思 ひ 出して 新奇の 名稱 をつ くにこ そ 俗 風下に ならえる こと 久し 

〇 埒 和名 抄に云 馬 坪 四 聲字苑 に 云 俘 (カ輟 反與， 劣 同 世間-云 良知) 戲馬， 道 也と 云々 

埒 同 抄に云 埒堤也 封 レ道曰 &?、 以-- ニ埒， 相-,! si 中 行 『則 不，， si- 也 云々、 發隱云 短 馬 曰％ 
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等按 すろ にラチ に兩字 ありて 各 異也埒 は 馬場の 道 埒は土 居な り 

•  屬 妙 { 示 玄義曰 親愛 故名レ ハ 顧 念 也 シ クシ ム ) 更相臣 順 故 名レ屬 (屬 也附 也) 

0 歸命 象 起：：：；？ 論 疏-- 曰 歸是敬 順， 義命 謂，， 諸佛敎 命， 云々  ， 

お 一一 〇 大元帥 法 は秘， 折の 修法 也、 昔 山城 國小栗 栖に其 堂 ありし 今は廢 亡せ し 台 家に は 江 州 金 勝 寺に 大元堂 あ 

り (山門 三 光院是 を 司 とれり) 其 像 我 府下 眞福 寺に あり 

熾 盛光佛 頂の 法 もまた 密 家の 大法 也、 台，：！^ に は 靑蓮院 の 內此尊 を 安 m はする 堂 ありて 傳 へ 行 はせ たま ふ 

〇^ 山の 安祥 院に 傅敎 大師の 作なる 大黑 天の 像 あり、 世間 流布の 像と 一般にして 長 高し と 云々 

〇9^ 澤長 語に 明の 成 化 年中 北京に 物 あり 確の ごとし、 倏忽 として 風の ごとし 人の 顔面 を 傷り 手足 を §3 む 

一夜の 中 數十發 名を黑 inE  (シィ とよむ) 皇明通 記に 黑生 H 其疾如 風、 或戶牖 より 入る 密室と いへ とも 至 

ら ざる 所な き 故に 人 昏迷す、 乎 足 身 面 を 傷れば 黄水 を 出す 數日 偏械 これ.、 か 爲に驚 憂せ り、 暮夜に 至れ 

は 戶々！ を 持し 燈を 張て ふせぐ、 共 黑氣來 る を 見て は 金 鼓 を 打て これ を 追 ふ、 共 形黑 くして 小さく 金晴 

俯 尾 犬 SI に 類す るなん といへ り、 我國 に此妖 物な きに やとい ふ 人 あり、 予曰 先に 聞し 今 周 防 及 ひ 筑紫ぁ 

たり 所々 此物 あり、 夜中 牛馬 を 傷 ふ 故 民人 鈍大鈹 をなら し 狩 出して 殺す といへ り、 京 近き 國々 に は 聞え 

す 坂 東の 國 かまいた ちとて 黑氣 疾風 ありて 人疵 つく 事 ありと いふ 此物 にや 

〇 駿府に 往し者 かたりし 府中 節分の 日暮 前より 市井 節 をお ろしある し 豆 をい りて 家々 待顏 なり、 さて 淺 

間の 社に は 神人 多く 出て 儺 一 rr=i を 打て 本社より はじめ 末社々々 一同 手 を 以て 御 戶を擊 事 夥し、 町へ は 地震 

の やうに 聞 ゆ、 これ を 聞て 家々 一時に 豆 をう ち 便 戸外に 出て 家の 內の 男の かきり 戶 々己 か 邱 をた、 く 事 

物い ふ 音 も 胡え す 雷同して し はしす さ. まし、 か、 事 しらぬ 旅人 は 宿に て 犬に 驚く 者 多し といへ り、 所々 

の 風俗 # にしらぬ 事 多 かる 

〇 有職 私記 は淸 家の 秘記 なり、 予 幸に 多年の 疑 を 晴^る 一 一 一に あらす (太 神宮 をい へ る 所 は 不滿の 事 ど 
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も 侍る にや) 

今日 堂上 家の 職 は滋野 井野； pa 兩 家と いひし か野宫 は薨せ させ まします 

〇 擧 sy-, 網羅 一 動， 足 觸，， 機楝， 孔 a. か 哀紹か 爲に豫 州に 撥せ しこと はこ そくる しけれ、 實にも 世に立 人 

に 交れ は挂觸 やすから ぬ 事の みそ 多 かる、 況名 綱に こめられ 利 機に 落人た る 者 を や、 いと/ \ 苦しけ な 

るも自 はいみし と 思へ はこ そ權 門に こび 勢家に へ つら ひて 尺寸の 位 を も 高 からん 事 を 欲し 斗 升の 祿をも 

貪り 侍りぬ、 そ もし はし 心の ことくな るかと 見れ は 時の 間に 事變 して あらぬ 愁 にしつ み 侍る 類 ひ 亦 多し 

嗚呼 甕 裏 蚊 虻の 身 を わすれ 風前 朝露の 命み-省す や 侍る らん、 夫 園 中 佳 花な しとい ふ もい かて 臭 草 を植そ 

へ 侍らん、 人々 貪る 思 ひ あら すん ば 心地い つも 洒々 たらん 

〇 或 人 曰 去年 (正德 一 一年) 四月 賀 茂の 御祭 女院 (新 上 西 門院) 崩御 (四月 十四日) の 故に 行 はれす S 祭 御 

再與の 前の 式な りし ン 御中 陰 過ても 再 ひ祭會 なかり し、 諸 州 小 祠の祭 故 あれ は 延引 ありて 後 行 ふと 同し 

からさる は 何 そやと、 曰禮 ニ云ク 孔子 曰 祭 過， 時不 レ祭禮 也、 疏云 謂，， 四時 常 祭 一て 兒 えたり、 祭時大 故に 依 

て 止に し を 時 過て 豈亦 祭る 理 あらん や、 其 時なら て 再 ひ 行 ふ 事 ある は 多く は 莊觀を 事と する か 故 か 亦 は 

利の 爲に する 所 也、 何 そ非禮 をな して 神 を あなと らん や 

家々 の 俗 禮も亦 等し、 人 E 上巳 以下 故 あれ は 時 食 を 調せ す、 され はとて あらぬ 時生茱 ゃ桃滔 なんと を 

もてなす へき や、 此を 以て 彼 をお し 侍ら はいかて すへ きす ましき やと 間 事 侍る へき、 山車 かさり て は 

やし 物す る を 祭る と 思へ る こそった なけれ、 およそ 新年 新甞 等の 御祭 何の 觀か あるへ き 何の 利 を かむ 

さほる ベ き 

〇 或 人 云我國 俗間 夢想の 妙藥 とて 一時 世に 用る あり、 元より 虚誕の 事 か、 廢土 にも か、 る 類 ひ ありと 答 

ふ、 異邦 夢中 靈藥を 感得せ し 事  一二に 非す、 醫說 (宋新 安張 果 著す) の 三に 渠州虞 雍公か 夢 獲の 神 方 は 事 

神仙に よる、 饒 州の 郭端反 か 獺 掌 散 等は怫 護の しるし 也、 李景 純か傳 及ひ已 志に 載し 洪輯 か受方 はと も 
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に觀 自在の fl-l 吿と 云々、 其 他 異人 夢に 入りて 神授の 方い くらと いふ 數を しらす 古書に 見え 侍る、 豈我國 

のみな らん や、 然して 敬^ 他を感 して 獲 方せ し 外 虚誕の 說も猶 多し。 

〇 異邦の 藥大 槪大劑 か、 本 事 方に ^書 を 引て 王 太后 中風 暗默 して 不語 醫者黃 誉数斛 を 蒸して 是を薰 して 

い e ろ 辜 を 得る 類 多し、 今の 人 三 五盞を 服し 便 効 を 求め 醫を責 る 事 も 亦 速 也、 孟子 所謂 七 年 之 病 三年の 

艾 久しくして 後 知らん のみと いへ り、 况 ゃ我國 今の 湯藥 甚少劑 (三十 年 前の 醫は 其劑 今に 倍せ し) なる を 

や 何の 病 を か 治す へき、 猶更其 眞偽新 舊の辨 へ もな く 半 は 病 を 見る ことく はしから す 何 を 以て か 病を瘵 

せん、 ^呼拙哉^^醫 

〇 忘 肉 抄は樂 書 也、 書寫 山性签 上人の 撰と かや、 體源鈔 も 亦 音律の 書 也 是豐原 氏の 秘 記と &ス 

^源と は 胸 3i 原の 骨 水 也 (水と 髓と昔 近き か 故 某 家に して 名 付し 所と かや) 

〇 自紀州 故 亞相公 總持寺 (江) 五ケ 條御 不審 南 楚和尙 返答 

一 淨土宗 僧： 止 偕 都 等之官 一一 進タ ル例有 之 否 之 事 淨土宗 僧綱 ノ 官位 前代 不及承 候、 近世 鎭西派 1 一 僧正 國^ 

ァリ 

一 ？ i 宗 淨土宗 官位 進 不進之 事  , .  ^1 

佛國ノ 式法 宗 33  ノ 異ヲィ ハス 戒臘德 行 一一 ヨリ テ坐配 等 ヲ定ム へ キノ 佛制 一一 候、 王家 ノ 官位 ヲ受ル 故 袈裟 

衣の 色-一 ヨリ テ 位階 ノ品ヲ 立テ 候、 怫制ハ 色 一一 ヨリ テ 位階 ヲ立 テス 靑黑 木闌ノ 三色 ヲ 袈裟 色 トシお ム^ 

,1 ヨリ テ蒲ス ベ キ旨ニ 候、 五分 律 ノ衣色 五色 ヲ用 候へ トモ 五方ノ 正色 間色 ヲ用ヒ ズ皆壤 色 一一 スべ キ佛 

ナリ、 佛法漢 地 一一 ワクリ テ 護法 重 法ノ爲 一一 諸 宗同ク 勅許 ヲ蒙リ 位階 ニス、 ムト見 H 申 候、 唐朝 ノ淨 土宗ノ 

祖 師ノ 中二 ま 山裹遠 三朝ノ 大師 號ァリ (佛祖 統紀樂 邦文 類 優 # 寳鑑等 一一 ァリ) 壁谷ノ 釋曇鸞 大師 (優 曇 S 

^二 兄 ヱ タリ 諸傳ニ 同シ) 又 菩薩 號 (淨土 論 二 ァ リ) 唐朝 道 掉禪師 (怫祖 統紀優 蕓寶鑑 二見 ヱ タリ) 

11蕃 導 大師 (往生 集  一一 i ヱ タリ) 律師 闇 梨ノ號 (念 怫鑑 一一 出 タリ) 禪師號 (瑞 應傳 一一 ァリ S 朝 淨土宗 官位 ノ 
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例 略 シテ右 ノ如シ 本朝 聖 道家 ノ 官位 傳記等 ノ意古 來講經 論 義或鎭 護！： 家 _w 禱或 御惱 加持 或 請 雨 功 験 等 , 

赏ニ ヨリ 位 一一 叙セ ラル 、ト 見ェ タリ、 後世 ハ 先例 一一 ヨリ 是ヲ 望ミ或 單恩ノ 勅許 モコ レア ルカ 1^- 道門ハ 

先 キー 一 来朝 シテ右 ノ如ク 公家 ノ役ヲ 勤 メ來リ 候、 禪淨土 ハ 後一 一弘 マル 故 二 公 請 一一 アツ カラ サレ バ 勸賞 ノ 

{H 位.： キカ (但 禪宗 一一 國 師僧 祿紫衣 ノ和尙 位 等ァリ 彼家ノ 子細 ハ存 セス 候) 禪淨土 モ國王 國主ノ 地 一一 伽 

藍ヲ立 テ或ハ 田園 ヲ タマ ハリ佛 法弘通 仕ル故 一一 諸方 各 刹 一一 於 テ國家 安全 ノ御祈 禱致ス コ ト定マ レ ル式ニ 

候、 我淨 土宗ハ 元祖 法 然ヒト へ 一一 名聞 や V トヒ專 ラ出離 ヲ志シ 歙山ノ 交 衆ヲノ カレ 西塔黑 谷ニ隱 居シ、 

藏經 ヲ披覽 アル 事 五 返 往生 ノ耍行 念^ ナリト 思 定メ、 承 安四 年生 年 四十 三 一一 シテ 宗旨 開基 ノ 故-一 祖師 官 

職 ノ望ナ ク綱位 一一 進 マ レ ザルト 見へ 候、 其 門弟 師ノ 隱遁ノ 志ヲ相 傳ル故 一一 儈綱ノ 任官 ナク候 後々 一一 至リ 

テ ハ 菩薩 號 二 任セシ (濃 州 立 政 寺 開山 智通 菩薩) 或 ハ 和尙位 上人 位 一一 任シ テ紫 衣香 衣ヲ 着用 ス淨 土宗 官位 

一一 進ムべ カラ、 ザル 道理 モナ ク 定式 モナ ク候 

一 律師 號ノ事 

永觀 律師 ハ 宗祖-一 ァラズ 東大寺 一一 シテ戒 ヲゥケ 三論 宗ヲ擧 ヒシ、 白 川 院承暦 二 年 洛東祥 林 寺 一一 住シテ 一 

向-一念 佛シ、 堀川 院承德 三年 六十 七  一丁 ンテ 律師-一任 ス、 僅-一 一宿 ヲ經 テ辭セ ラル、 ト矣 (彼 本傳 二見へ 

タリ) 但 淨土宗 官位 ノ例 一一 ァラ ズ 亦法然 門弟 一 1 隆寬律 ァリ是 モ本ト 聖道宗 ノ時ノ 官位 二 テ候 

一 淨土宗 三 衣 之 事 

元祖 本宗ハ 天台 ナ ル故本 宗ノ衣 相 ヲ改ラ レ ス直 弟皆コ ノ衣ヲ ゥケ聖 道 衣 一一 テ候、 當流ノ 始祖 西 山證. S 婊 

弟 法 興淨音 唐朝 宗祖 ノ衣法 一一 ヨリ 今ノ衣 一一 改 メラ レ爾ョ リ來 着用 仕 候-, 但 他流 ノ 改 衣其始 シ ラ ス 候 ー異國 

淨土宗 ノ衣法 ハ書傳 二見 H ズ候 (但 惣メ 衣法ハ 律文 物 等 ノ書ニ 出 タリ イツ レ ノ宗モ 各々 ノ宗衣 相 書 二  ノ 

セキ タル ト ハミ H ス候) 高 倉院ノ 御宇 法然 門弟 俊 乘坊重 源 入宋ノ 時法然 ノ云ク 宗祖 曇 鸞道掉 善導 懷感少 

康五師 一 舗圖 書尋來 ル べシト 云々、 重源宋 一 1 イリ 相 タヅ ヌル 一一 果シ テ五師 一幅 ノ 影像 ァリ、 持來シ チ 法然 

  11 ミ 


尻  鳆 


一一 送ル法 然ノ傅 一一 出 タリン、 此.. ^師之 衣 相： s: 今 淨土宗 ノ着ス 袈裟 衣ニテ 候、 此五師 本宗禪 一一 テ此衣 ヲ着セ 

ラル、 一一 ァラ ズ、 五^  ノ 中 s^llf- ハ 四論宗 道 棹 ハ en 槃宗 善道 ハ 三論 宗 二 テ候 へ ト モ 淨土宗 歸衣ノ 時本宗 ノ 

g^-^ 衣 ヲ改メ 今ノ衣 ヲ着セ ラレ 候、 故 一一 性德淨 土ノ衣 相ニテ 候、 禪衣ヲ 着用 スルー 一 ァラズ 其 影像 法然ノ 

ni^^^ へ テ今  一一 一尊 院 一一 ァ リ、 是 則異國 宗祖 衣 法 ノ證驗 也、 其 後 来朝 ノ刖幅 ノ惠遠 善導 等ノ 

街 往，， 一一 ァリ、 $： 同 今ノ衣 一一 テ候  - 

•i  g^, 近 門 之 事 

p 宗 一一 ハ敎 内敎外 ヲタテ 敎內ノ 宗ヲ指 シテ聖 道ト名 ル歟、 淨土宗 一一 ハ唐ノ 道 掉禪師 聖道淨 土 二 門 ノ敎相 

ヲ立 ラレ ハ- 安樂 集 一一 兑 H タリ) 敎內敎 外ヲィ ハス 淨土門 ノ外ノ 諸 宗ヲシ テ聖道 門 ト名付 候、 末師此 義ヲ判 

シテ 云ク此 土人 レ聖 名爲， 一聖 道 ー從， 穢 至&: 故 曰， ー淨 土, 矣 

〇 或 問^：::: 寺の 釋迦堂 (比丘尼 所ソ 僧形 あり 俗にお そうさう と 呼 ふ は 何 そや、 答是 賓頭盧 尊者 也 寺院 食堂 

に 安 すそう ざう と は聖僭 (羅漢 ヲ云) の 訛り 也 

尾府の 俗語 古 へ 婦人の 白粉 厚く よそ ほ へ る をお そうさう の 如しと いひし とそ、 是も昔 甚目寺 へ 人 毎に 

ま ゐり此 像に 白粉 を 以て 面貌 をぬ りて 願な とかけ し 事 風俗と なりし 故に かくい へ ると 古き もの かたり 

し 或 人 曰此像 羅漢の 姿なら す 疑 ふらく は此寺 中聖觀 上人の 像 かと 

〇lfl: 雜： 世 勿，， 以，， 巳 之 長， 而 j^.. 人、 勿 T 以-, 已之 善， 而形 * 人、 勿.， 以- -已之 多能- 而 困... 人 (ま 了 凡 ガ陰鳴 錄) 

〇 大舉 明-, 明德于 天下 1 含-天下 一則 吾 亦 無-明 レ德 處-矣 同上 

〇 天下 無二 自是之 ー朵傑 I 亦 無- -尤レ 人 之學問 不， 得 皆 已之德 未 レ脩 惑 末 レ至也 云々 同上 

〇 宜化之 時 洒店使， 間 有レ詩 云、 是非 不レ到 n 釣魚 處， gt 常隨 騎馬 人 ス陳籀 儒 力 餒棲幽 事) 

〇稷 樹之 法莫， 妙，， 于 東坡. '曰 1 大者 不能 活 小者 老 夫又不 レ能レ f、 惟擇- -中材 1 而多 帶レ土 SI 者 爲レ佳 (同上) 

〇 尾 南 知 多 部 野 間ま大 御堂 (俗 云 大坊) 白 河院勅 建に して 曆 年中の 草創 西方の 三 聖を崇 む 後に 右 大將賴 朝 


尻  墼 


先考 贈內 大臣 資 福の 爲 に再修 すと 云々、 亨綠四 年 辛 卯 十月 十三 日 兵火の 爲に燒 失す、 されと も 木 尊.^ 侍 

等霞異 有て 損失せ さりし とか や、 天 文 三年 甲 午 三月の 勸進 帳に 見えたり 大 坊の藏 にあり) 

〇 播州 兵 庫 (湊 川) 醫王 山廣巖 寳勝禪 寺，. 記 楠 正成戰 死の 記 は 正德ー 一年 四月 難 波 法 泉 寺の 珂然 和尙搴 記す 

る處 なり 

廣巖現 住 祖瑞師 志願 を廢し 正德ー 一年 五月 一 一十 五日 彼 戰役諸 靈の爲 に 衆を會 して 觀昔縑 を修し 永く 定式 

とせり 

〇 明の 廷臣 善惡の 報應は 多く 爽 ふとい ふ 事 を 奏せし に、 大祖曰 善を爲 して 或は 福な くと も 然も 理 として 

爲 へ からさる の 善な く惡 をな して 或は 禍を 免る  >- とも 然も 理 として 爲 へ き惡 なしと、 大哉 王の 言よ く理 

を 以て 善 惡の情 を 折て 區々 たる 報應の 說に循 ふて 理を味 さす 學者但 善 を 行 ふ 事 不能 を 患へ ょ應 なき 事 を 

患へ されと、 師 林の 獨堪 (萬 福 四 性瑩) いへ り (陰^ 錄序) けに も 世人 報應 にの み 心 ありて 善の 必 すすへ く 

悪の 必 すすま じき を理會 せす していた つらに 聲利を 追 ひ 富貴に 志して 善 を 積 事 能 はす、 凡 事 身 家の 爲に 

のみ はかりて 生 民の 爲に はからす 上ミ其 君に 背き 下モ其 親に 戾り 骨肉 相 諍 ひ 朋友 相 欺き 顯に 朝憲 を 忘れ 

幽に 天鑑を 省みす、 たま.， （\惡 ならさる も 有 所得の 念 を 以て 小惠 をな し 曰 を數へ て 其應を 待つ か 如き は 

豈是を 善と なすと いふへ ゆん や 

〇 凡人 家 子孫 累々 として 眷 總甚 盛んなる あり、 然るに 一世の 中猶究 困して 後な き 者 あり、 是 ij: 祖先の 德 

と不德 とに よれり 嗚呼 百世の 德 ある もの は定て 百世の 子孫 有て これ を 保ち、 十 世の 德 ある もの は 定めて 

十 世の 子孫 有て これ を 保つ、 乃至 三世 二世の 德 有て 三 二世の 裔 これ を 保つ あり、 其靳 然として 後な き 者 

は 德の至 薄 知ぬ へしされ とも 亦 命 ありて 然 らしむ る あり、 太 伯の 後^き かこと き 夫 一 定に 論す へ けんや 

〇 熱 田 大宮司 紫袍を 服す、 紫 は 三位 以上の 服 なれ 共 一條 院以來 は 橡 をのみ 着す るか、 但し 大神宮の 一 

の 禰宜上 階 叙 せら るれ は 紫 袍を用 ゆる 事 古記に 見えし、 されば 元德 一 一年 四月 荒木 田 氏 成 度 會常良 同時に 
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上 階せ し 正三位に 進みし 事 は H< 文に 度會常 眞を始 とす、 其 後 荒木 田 氏 富 度 會滿彥 亦 正三位 を拜 せし、 さ 

れば熱 W 大宮司 もと 尾 張 宿 痛の 職な りしが 季範 以来 南 家の 藤氏 其 職を傳 へて 四 位の 上 階せ し 例し あり、 

祠 宵 は 昔の ま . に 紫み-着し 侍る にこ そ、 先年 水 戶源義 公 へ 我 泰廟熱 H 宮司 紫袍を 着す る 事 を 御 尊 ありし 

かば 北 (故 資を 遊ばされ 進せられ しと 聞え 侍りし かど も 如何様の 事なる 子細 は 聞 侍ら ざり し。 

或 近 はに 八十 ダ聞 侍りし に泰廟 薨去の 後 御手 づ から 認め 置せ 給 ひし もの は 封の 儘 多く 燒き 侍りし、 

其 中に や 有しと いへ り 最惜. まゐら すべき 御 事 也、 ^勢の 長官 紫 を 用る 侍る 事 は 太 神宮 祌祗 和^ 續百首 

の d 注に 兑 えたり 

〇 後魏 S 縈明 年中. 宜武 帝の 年號) 海陸の 黄尋 先に 家單貧 一 且忽 風雨 錢を 飛して 其 家に 至る、 貧富 鉅萬 

に 至て 共， ギ誅 せらる (五行 記) 汀 州の 林氏罷 仕の 後  一 RIK 不一て 錢を 雨 す、 林 氏 }K に 仰 ひてい はく 非常の 

事 は必禍 をな すと す 速に 止 は 林 氏が 福な らんと 聲に應 じて 止む 後に 富 を 保てり (稽 神錄) 此ー 一年 貪慾と 知 

足と をい ふの み、 夫 非常の 事 は 必す禍 をな すと いふ もの 人 能理會 すべし、 是 怪異の みに 非す 凡賤夫 一旦 

名 位に 2^ る SSf 贫忽財 利 を 得る-が ごとき 世人 大槪 これ を うらやまざる はなし、 然して 其 終る 所 を 見れば 必 

らす禍 に 困し み愁に 死す る もの 古今 萬 々敷 

〇 范文； 止 公 一 書生が 爲に薦 福 寺 S 碑 を 打せ しめんと して 一 夕 雷 働て 其 碑石 を擊 破せ し 事、 墨客 揮 犀 及び 

昨 非 巷 か 日^ 等に 出づ、 薄命の 人の 爲に 是を說 くべき かも 

〇 宋の嘉 祐中揚 偕と いひし 人 (漢州 軍 "は1 判官) 道に 術士に 遇て 彼 云く 君 世に 瓦 石 を 化して 黄金と する 者 あ 

ろ 事 を 知れり やと 就て 偕 これ を 試る に 旣に験 ありし、 術士此 術を授 くべ しとい ひしに、 偕 云 吾 は 吏錄に 

從ふ何 そ 化 金 を 事と せんと や、 術士曰 子の 志 如斯吾 及ぶ 所に 非す と戶を 出て ゆく 處を 失せし よし 宋 書に 

見えたり、 鳴 呼名 位 財 利 分に 安んじ 天に 任せて 夤緣營 謀せ ざる 者 世に まれな り、 故に 名 を 追 ひ 位 を 求め 

財 利 を 貪ろ こと 世人 骨髓に 入りて 爲せ ざろ 所な し、 今の 人 豈術士 の 所爲を 待へ けんや、 敎 るに 爐火 丹の 術 


ee: お 


を 以てせば 必丹銀 を を 行使 せん、 人 も夫揚 氏が 志に 恥 さるべ けんや、 巳の 冬 府下 金具 師父 子 (代！： a^- 權 

兵 衛：！ ^八 兵衛) 似 金 を 作りし 事 あら はれて 獄 につな がれ 侍る 

〇s ^日 巳の 冬) 新 銀 北 (品 をよ くさせ 袷 ふこと に錢 貴き 事 日々 に甚 し、 極月に 入て 錢九百 餘文を 以て 銀 十 

五泉に 充、 異邦と また 錢の 高下 ありと いふ 人 あ.^、 予曰接 宏の自 智錄に 錢の事 あり、 たと へば 百 錢 とい 

へ る 所に 銅 錢百文 を 銀 十分に 準なん とい ひて 不レ 論ニ錢 貴錢賤 一と あれ は 唐土 とても 時に よりて 貴賤 ある 

事し る、、 へし 

異邦の 銅錢に は大槪 大中小の 三 品 ありて 直當 不同 あり 

〇 或 問 文照院 殿の 御賓母 初日 蓮宗 にて 葬し 參ら せられし が、 常憲公の命にょりて東^^山に改莽ぁりし、 

准 后の 宫御法 命 を 改め 授け 參ら せた まふと 其 法會 如何" と、 予曰 頃日 台 家の 僧に 是を 聞て 靈會 日鑑に 記し 

奉りし 長昌院 殿贈從 一 位 天 岳 台 光大 姉 (： 寬文四 年 甲 辰 一 一月 廿 八日 逝) 御 改葬の 後 御 贈位の 典 ありし 越智氏 

の 御 女と なん 去 春 (癸 巳 一 一月 十八 曰より 二十 八 曰に いたる) 五十 回の 御法會 一 萬 部の 御讀經 ありし 是文 Si 

院 殿御 遣 命と 云々 

〇 寳永庚 戌 九月 十四日 淸楊院 正 一 位 大政 大臣 三十 三回の 御 時 勅會行 はれし 御 導師 華頂宮 (尊統 王 親； 土 

增上寺 貫首 湛譽大 憎 正) 

靈祠 勅額 は 仙 洞 震 翰 (十六 日長 澤登岐 守 を 令 上洛 御 贈官幷 勅額の 御禮) 
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  三 二 

十八 日 智 恨院宮 (並) 勅使 院使御 響 (^樂 ァリ) 

〇正德 三年 (十月 十四日) 文 昭院贈 正 ； 位 太 政 大臣 御 周忌 

增上寺 勅會淸 揚院相 國公御 法會ノ 式-一同 シ 

但智 恩院官 御 下向な し 時の 贯首顯 譽大僭 正門 主に 准せられ たま ひし 

〇 或 人 曰 凡 亡者の 靈に水 手 向ろ は佛 法に 效へ るかと、 予按 する に 我 國上久 の 習俗 歟、 日本 紀 (十六) に銪 

HI か 死せ し 時 影^ 哀傷の 倭耿を 詠して 玉 笥に飯 盛 玉 椀に 水 盛なん とい ひ 其の 葬の 時 水，. _很 み もりみ な洒の 

詞 あり、 是 我！： 佛 法來ら さる 以前の 事 也 

怫氏 といへ とも 餓鬼の 外佛 菩薩 等に 水 手 向る 事な し、 今の 俗 は 我 先祖の 靈を 以て 賤 しき 餓鬼と して 祭 

ろ 者 多し 思 はさる の甚 しきに あらす や、 釋氏曰 凡 餓鬼 は怫 座に 近付へ からす 幽林の 靜所を 拂ひ昏 時に 

水食 を 麓る 事な り、 今佛 殴の 裹 殊に 朝 晝の間 施 鬼の 祭 をな す 事其理 なし、 鴻槃陀 等の 鬼 類 すら 殿堂に 

祭ら さる 蔡也 (柳樹 桃 木な き 淸淨の 地に まつる) 况餞鬼 を や、 法な き 15 は 人の 祖先 修行め てた くして 終 

り且は 智識 火 下せし 祌靈 をも呰 はかなく 罪深き 者と 同し やうに 施 食す あさ， まし、 され は 追善の 法事に 

施 食 を をす は 塞 林の 餓鬼 迷 魂 を まつり、 拔苦與 樂の大 慈悲心に 任し 其 福 力 を 以て 今日 聖靈 の增 進佛果 

を 祈る 事 也、 賤し くも 其 靈を 直に 鬼 類に して 侍する にあら すと いへ り、 施 食の 法 は密家 ことに 深き 習 

ひ あり 禪 者の 施 食 も 亦理に 近し とか や。 

〇 昔 i^g 土人 天竺へ 渡りし はいと 艱難に して、 容易なら さりし、 義律三 藏の經 を 取に 題せ し 詩に も 去 人成レ 

百 歸辨， 十、 後者 安知 二 前者 難 一な といへ り、 今時 は 印度に 牲人 毎に 多し 旅驛の 通路 も 安らかな りと かや、 

】 一十 年 計り 前 迄 長 崎に 在し 商人 (德 兵衛 とい ひし 者) もろこし にわたり、 夫より 1K 竺に 性と て 彼國の 事と 

も かたりし とそ、 靈^ 山へ も 上りし. がいと 高き 山に て 山上 石垣 をめ くらした. - めり、 其 石 苔に ふりな か 

ら 石の あはせ め ひすろ き 侍ら さりし なんとい ひしと かや 
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〇 或 曰 古き 織物の きれに 千里 切と いふ あり、 これ は 昔大江 千里 ($^..1- 守從 五 位下) 唐土 人 を 招て 色々 の 物 

樣 せし 其殘餘 なりと、 いと 久しき 物に こそ 此頃 (壬 辰 春) 難 波 人我 府下に 來 りて 古き «s 物 を 尋ねて 買 求め 

し、 僅 一 一尺に たらぬ 程の 物 を 三 莨 匁に も E 只し とか ゃ妤 事の 婦人 奇を てら ひて 

〇 瘍醫 (外科の 事 也) 探 札 (抽歲 也 今の 觀音蟹 等の 占な り) 白描 C すみゑな り) 輕 ¥ (扇 也) 便 面 JS 

面 (是亦 扇 をい ふ) 鎗旗 (茶な り) 雪 液 (酒 也) 柿脯 (和に 云く し.、 かきな たきの 類な.； -) 烏麥 (そ は 也) 

〇 詩に 首 如 飛 蓬と い へる をよ もき の 事と 思へ る は 非な り、 蓬 草子と て 葉 はなてし この 如く 花 は 野き くの 

ひらか さる かこと し、 其實は 後に 絮と なりて 飛散る 河原に 多き 草 也 和名 を しらす) よ V き は 艾の字 也 

〇 膽吹山 其 麓 春 照と いふ 里に て 民家 もく さ をうる、 古歌に 詠せ し は此處 とい ふ、 亦 下野 阔日 光山の 下檫 

地 原の 艾を よしと いふ も 古歌 故に や 

〇 五月 五日 一 百 種 草 を釆る こと 異邦の 書 (本草 陳藏 器の 說〕 古しへ よりあり、 我國百 草と いふ 事 世人 多く 

しれり 昔より 釆事 かとい ふ 人 あり、 曰 日本 推 古 天皇 十九 年 五月 五 曰 大和 國菟 田野に して 藥獵 した まふと 

いふ 事 あり 是を始 て やす へ き 

〇 五色 線 云 謝 靈運遊 レ山觀 二 掛猿下 飯 百 臂相連 1 云々 世に 猿の 手 をと りつら なり 下りて 月影 を 取らん とす 

る さま を ゑ かくは か 、 る 故事に や、 但し 月 を 取らん とする 事 は經律 異相に て や 見 侍りし 相連リ 下る 故事 

と は 別な り、 然る を ひとつに 心得て 圖し 侍る にこ そ 

〇 鼬の 火柱 を 立る とて 世に 妖 とする 事 あり、 いたち は 夜中 樹上に の ほりて 焰氣を 起し 亦 地上に 柱 S 如 煙 

氣を發 する 事 あり 是を いふ 

〇 本草に 江 東 無 狐と いへ り我國 にても 四 國及ひ 對馬亦 は 五島 等に も 狐な しとい ふ 海 限に して 渡 行 さろ 敷 

〇 大和 國世尊 寺の 本尊 は我國 木像の 始 なる 由 元亨釋 書に 見 ゆ) 

〇 唐 玄宗の 時 長 安東 都 兩宫の 官女 殆 i: 萬 人と かや 古今 被 庭の 盛な ろ是に 過た る は あら じ (五 雜§ 嗚呼 宫 

  ミミ 
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  三 四 

中の 婦人の Q; すら 萬 を 以て 數ふ、 共 文武の 宫人さ こそ 多 かりなん、 開 元の 始 1K 下靜 なりし 玄宗此 富 責^ 

極に 居て 驟り且 惑へ る宜 ならす や、 今 僅に 一家の 富 ある 者 も 其 心 ほから かにして 姪 酒に 惑へ り況 や、 四 

海 を掌 にせられし 人 を や 承 通 韆玄昭 明 三 光 弟子 南 嶽上眞 人と 十五 字の 號も 玄宗の 自稱也 SS 投龍 文) 

按す ろに 玉 京 余 闕七寳 元 糸 微上直 至眞玉 宸明皇 1K 道 君と いふ 號は宋 の徽宗 に 群臣 ひて 奉りし 

尊號 (廿三 字の 中の 中 玉と 寳とー 一字つ 、有 もお かし) 徵宗又 上 章 靑詞の 自稱に 奉行 玉 淸神霄 保 仙 元 一 六 

陽 三 五 瑶 1^ 七 九 飛元大 法師 都犬敎 主との たまへ る も 無 下の 事に や、 数量 文字 多き 名 古今た めし もな く 

や 侍ろ、 是皆 道士 黄 冠の 號に隨 ひ 生 を 貪り 死 をお それて 虚誕の 禱祠抂 惑の 兒戯に 似た るに や 壽福は 命 

ぁり5"I^_祈りて：：^^^^得べ き や 甚哉廣 宋の愚 主 嗚呼。 

〇 夏日 和 峰 上人 示， ヒ，， 綺筵， 一律よ 

獨避： 发峻忘 去就 月 幽風淡 一 茅亭 圑々 荷 露 投珠鳥 冉々 松 烟捲翠 瞑 

夜 侑 覺孤林 唾 破 窓伴數 點飛螢 梅 霖洗曉 雲 山 線 、江 潤不淺 億楚萍 

〇 山城 闽水湘 近き 櫻 井の 里 は 前 羽 林 橘 正 成 朝臣 楠 京より 兵 庫へ 下られし 時 其 子 正 行に 敎訓 して 此 里より 

故 鄉に歸 されし 事 人 俥へ 侍る 亦 西 行のう たと て 野 翁の 石碑に 

ちれ は 浮 ちらねば 底に かゆう つる 卷 おもしろ きさくら 井の 里 

集に は 兄え されと も おもしろ きとい ひし 餘情？ I 行の よめる さすがに とい ふ へ し、 凡 所々 に傳 ふる 古驮 

は 其 5^ 人の 當 座に 讀 すてし 事く さなれば あながち 集に なきと ていふ かり 侍る まじき 事な りと 或 堂上 家 か 

たり 給 ひし 

〇國 の 枕詞 あり 眞杉 小^ 國 機根 生 山背 國此類 は 昔し 材木 を 採りし 山 ありし 故の 稱也、 されば 山城 國貴船 

神社 も 屋船久 々乃 知の 神 を 祭る、 是 樹木の 靈 にして 材木ん とる W  口木の 本の 御祌 也、 或 人 曰き ふねと は 

木^ にして 佧木繁 生す る 山嶺と いふ 事 也と さもお べきに . (世人 船の 字に なつむ 事 ある 故誤說 あり ン 


尻  m 
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〇 寳永七 年 八月 水 戶中納 言 綱條 卿より 禮儀類 典 五 百卷を 大樹 公 へ 献し たま ふこれ は 故 中納貢 光？ S 卿 マフ" 

應 三年 御 撰の 書と 聞え し。 


 ,  三 六 

1 脱 尻 卷 之 五十 三 

〇is 正 元年の 冬 藤澤の 役に いたり 敵 も 味方 も 入 交り 三日 を かさねい とみ あらそ ふ 事に なりぬ、 され ども 

屋 形の 武成强 して 北 條憲定 も 終に 自害して 餘兵 をの かす、 あまたに あたりて かたみに 死す る を 破りて 藤 

^の 方の 松原の 群に て戰ふ Bf^ 有しに 味方 中 村 治 部 少輔藤 原重賴 とて 京 { 秋 3 人の 世に しつみ て屋 形に 扶持 

せられ ti;!: りしに なん、 敵の 男 は 栗毛なる 駒に 乘 りて 一 一 ッ引染 の ほり 龍の 紋付 けたる さし 物な りけ り 遠目 

なから I：？： 風 いかめしく 見えけ る、 し はし 戰ふ鎗 も あはせ しに 目の前に 彼 男 つきとめられて 頓て中 村 手つ 

から 首 を 取て 我 陣に來 りて かう くなんと 一語り ける に、 いまた 壯年 にたらぬ 男の 色白う して 誰に かにる 

べき 心地して 鴛 W あたりた ならす たきしめつ 、あはれ もい やまし 仇な からにく からぬ 面影 也、 中 村 重 

顿此心 はへ の やさし さに うた ひとつ 物して 手 向に とす、 め 侍ければ 其 首に 向 ひ 

か  >- る 時 さ こそ 命の をし からめ かねてな き 身と 思 ひしら す は 重 賴 

返し なき 身と はたれ もしれ とも 諸と もに 今 はに およ ふ 事 をし そお も ふ 

右 太 田 道灌詠 革 ic^ 景 m に兑 えたり、 か 、るうた を 道 灌の辭 世な りと いふ あやまり なり 

〇 正 德 三年 突已 五月 十八 n 相 州 小 田 原 俄に 高浪 漲り 來 りて 濱をひ たしけ るに、 犬なる 錢炮を 打 上 ゆし 北 

條， ：！^ の. 物と かや (跡な と ありし とかたり し) 

〇1!1： しき ギ 六月 十八 n 尾 府下 堀川 へ 鏗魚 おひた 》 しく 來 りし を 人 あつまりて 取上げし、 前々 にも 耱 魚の 

此 處迄來 りし 事 聞 侍らす 

漁 者 云 日て り久敷 時鲛內 海に 入 諸 魚 を 追て 濱 近く 來 る此處 のかつ を も か >r る 故に や、 され 共 沖 中 狡. も 

見え 侍らす、 或 顷 日 ほし か を 多く 船に 精 來る北 (臭に 附 しかと もい へ り 


尻  蔑 


〇 同 七月 末府城 南門の 左右 (東 は 武平西 は御阒 御門) の 堀の 所々 より Jg- のこと く 立の ほりた る もの 有、 圍 

一 丈 斗 長さ 四 五 丈 もや 有なん、 柱な ど 立た る やうに 薄曇りて 夕附 日に うつろ ひ 色 異様に 兌え し、 入々 立よ 

り 能 見れ は 蚊 幾 百億 ともなく あつまりて 此 かたち をな せし 蚊柱と いふべき にや、 いかさま 希お の 事と か 

たりし か廿 六日 邦 君隱れ させた ま へ りと なん、 廿 九日に 聞ゅ拉 はか 、 る 事の 先 兆に やとい ふ 人 多 か. P し 

〇 厠 を雪隱 とい ふ は、 雪竇 山の 明覺禪 師雪隱 寺の 司 厠 有しより 呼け ると ぞ 

〇 朝鮮 平安 城より 一 里 計 外に 麗 奴と いふ 所有、 河邊 岩石 多し 二 丈ば かりの 大石 面に 高麗 王 は 日本犬 也と 

彫刻せ り、 其 文大さ 一 尺 計よ く 切入たり と 戸川 肥 後 彼 地に て 親しく 見し と 云々 

〇 墓 上に 植し松 を 五枝 松と て 五 株う え 侍る 故實 とか や、 我國 ふるきす. かたなるべし、 古塚に 松の むらむ 

ら ある は 間々 あり 

〇 正 德四年 甲 午 三月 十七 日より 十九 日 迄 朝 暮日色 血の ごとくに 光靖な かりし、 月 もまた 赤銅 鏡の ごとく 

にて 光な き 夜の けしき 蝕に 似たり、 人 あやしみ 街に 語る 昔 も 有 やと 問 ふ 人 あり、 予曰 遠き 記錄 にも あり 

ゃ覺 えす、 慶長 十九 年 甲子 春 朝日 如 銅と 祌 君の 御 年譜に しるさせた まひし か (此冬 難 波 役 地震 等 あり) 近 

く寬 文】 一年 壬 子 三月 數 日の 間 月色 紅の ごとく 光な かりし (此年 五月 大地震 一 一月 洪水 等災 あり) 古 へ か  >- る 

時なん とけ やけく 御 祈 侍りし か 今 はさる 事 も 侍らざる にやと 思 ひしに、 同月 廿 三日より 一 七 R の 問： 田 

の 御社に て 御禱可 仕よ し 女房の 奉書に て 內藏癯 頭 (河 瀨) に 仰 事 侍りし か は 丹誠 を 致し、 卯月 三日 御撫物 

並 大麻 を 朝廷 へ 捧 け參ら せけ る、 上弦 9 ろより 月光 をまして 空の 氣色 も靜 になん 成 侍る 

〇 木 曾に て 所に いひった へ 侍る 衣笠 大臣のう たと て 人の かたりし 

生す かふ 木々 の 梢を蜘 手に て ちらぬ 花 ふむ 木 曾の かけはし 

〇 玉 川 和歌に よめる は 山城 攝津近 江武藏 • 陸奥紀 伊 同し 名の 處をも 亦よ み 來れる 言葉 あり、 名所に して tn 

驮 なき は 
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^絶 (小 田 江と 書，？. ばり 小 田 井と 呼) あしや 玉の 井 (是尾 張に あり) 

今よ ますと かや、 又鼓^:5は|^.岐國なるは紀の輔時のぅた拾遺渠に兑ゅ、 伊勢 國 なる は 鴨 長 明か 耿 あれ 共 

狂 耿に近 けれ は勑^ に 入らす、 たと ひ 古人の 歌 有と も 撰 集に 入 さる は 遠慮 あるべき よし 或 堂上 家の人い 

へり 

〇 角 田 川 近き 處に淺 茅 原 あり、 名も雅 なれと 古歌に はなし、 對馬國 安佐 治山 は 知 家の 敌新 勅撰に 見 ゆ あ 

さち 原 まと ふ黑髮 とよめ る は 名 處には あらす、 また 武藏に 名所 あまた 見 ゆ 

忍 川 (下 谷) 白糸 瀧 (樱 田) 櫻 川 (芝) 刖の淵 (一一： 股) 係の 橋 (牛 込) 鏡 池 (淺茅 原) 

なんと 名 も くちおし からね ど 古歌に はよ みし 例な し、 井に は 堀 兼 井の 外野 中の 井 (谷 中) 龜の井 (小石 川) 

柳の 井 (とらの 門) なんと 侍れ ども 耿枕 ならす、 小石 川の 十：： 歌に よめる 吾妻 川なん と 今の 名所 也、 荒 蘭 1.- 

は その 虚 分明なら す、 或 人 云神奈 川の 浦 をい ふと 云々 霞 關は今 安藝 疾 館の 邊也、 みよしの 、さと は川趑 

に 有、 隅 田 川 は 下總の 名處に 入て 行^ 法師のう たに 

まつち 山タ越 くれてい ほ 崎の すみた 川原に ひとり かも ねん 

とよめ る は 武藏國 なり、 但待 乳山淺 草なる 金 龍 山な りと いひった へ ぬれば 此山武 州の 分か (紀 國： $： 乳 

山 あれ 共 新 千載に ぉ赏 卿の 哥は 武藏 t:;: 乳 山 をよ めり) 武藏野 はすべ ての 名 なれ ども わきて 城 西 中 野に し 

て武藏 野と 呼 地 侍る とか や、 堀 かねの 井 も 其邊 近き 里の 名に 傳 はる、 但し 堀 兼の 井 は 牛 込に 有よ しいに 

し へ より 巾った へ し (我 外 山の 御館 內に： S 名 有) 

〇 熊：. e 入 近 生 高野山 智識 院に 住める る 歌 

いにしへ のよ ろ ひに まさる 紙 衣 風の 射る 矢 も 通ら ざり け理 

紙 衣と は 紙子に あらす 白紙 をつ きて 衣と す、 今一 一 H: 堂の 行者 等 着せる 處の紙 衣 これ 也 

〇$^ 勢へ 參 りし 人 云、 松 坂と 櫛 田との 問 左の 方に 小町^ あり (路數 町 隔たり 松 樹上に 生す) 土俗 云 小町 は 


男と 交らす して 死す、 後に 此塚藺 三莖を 生す 人 取て 田に うへ しょり 繁茂す、 今 席. ゲ！ S て 太 神宮に： 寅す と 

かや (叉 共、 邊に長 田 か 塚と て 古塚 あり) 小町 壤と いふ もの 國々 にあり、 我 尾 西彩屋 村に も あり 

〇 尾 張國石 枕の 里 昔 東國に 通ふ路 なりし に、 驛舍の 老婆に 旅人 やとり につけば 臥所の 下に 石の 枕 を かく 

し 置て 寢 入し 頃 其 枕に あて、 打殺し 物 を 取 屍 をば 埋 みなん とする 事 年 有し か、 彼 老婆惡 死して その 靈た 

たり けれ は 里人 祝祀 りて 祠を 立し を後稻 荷と 呼で 一 村の 產 神と 崇 むと いひった へし 

〇定 家 卿 幼童の 時 乳母に 抱かれて 有し を、 めのと 云く 俊 成 卿 は 歌よ みと 世に いふ、 君も欹 よみた まへ あ 

れに 馬に 乘 行人 あり 是は 如何と いひ 恃りを 

管 笠 を 着た るお とこの 馬に のり 川の むかひ を 通るな りけ り 

是色 とらす 有の ま. -な るす かたに していと けなき 心から 何となく いひ 給 ひし 和哥の 本意に や、 後 迄 我 管 

笠 をの 哥 ほと 實は 終に 讀 侍らす と宣 ひしと かや 

〇 熊 野 浦にから すみと いふ 物 あり、 土に あらす 石に 非スす りに て すれ は 墨の ことし、 色 はつ や. - かなら 

す 書 眉 石の 類 か 

からすみ 浦人 波に つれてよ る を ひろ ひて うると 云々 

〇 木 曾路和 田 峠に ある 星く そとい ふは黑 水晶の 類歟 

〇 尾張國 大國靈 神社 五月 六日の 祭 を 梅 華 無 盡藏に 正月の 追儺と ひとつ 事の やうに 記せし は傳 聞の lb にや 

マンド コロ カタ シロ 

今 彼 祠官に 聞處先 廳 尸 の饗 

五 前 口 (梅 木) 陵 (同 同) 先搮 一献 1 一献 三献 & 

北 五 前 n  (中 臘) 同 同 同 (同 S 三献 8) 

尸 土器 を 初 神主に 賜 ふ 神主の みて 酬す、 次櫳同 次に 中臘是 は不酬 次に 奉幣 0 一本； 次に 尸 馬上む か はき 弓 

矢 を帶先 馬場 淸 (淨衣 一 一人 樓門 にて 下馬) 神前の 西 半 町 計 威德院 門前に 於て 東に 向 ひ 鳴 弦 三度 

ミ九 


だ  m 


  四 o 

次に 祭 終て 上馬す みて 神人の る、 次に 里人の 走 馬 は 國尸を 左に 祭る 社外に 聞 さる 歟 

s\  ，- 

一 E 一  ノ 

つ PI き； 

p^i す.  .、 

〇 畜生に 水 魚 林 野獸の 三種 有て 其 類 無 I； 服な り、 樓炭經 に 魚に 六 千 四百 種、 鳥に 四千 五 百 種、 獣に 二 千 

ra: 百^ 有と かや、 予貝を 凝し に 凡 三百 四十 餘種 ありし 猶國 により 濱 により しらぬ 貝い くら も ありぬ へ し 

北ハ 魚の 類 そ 多 かる へし 

〇 土 佐 房 ほ 俊 義經ケ 15- し 堀 河 夜 討 は 文治 元年 十月 十七 日夜 子 刻と 百 練 抄に見 ゆ 

〇 玉 葉 集に 

おはた 、の 板 EE の 橋のと たえし を ふみ 直しても わたる 吾 かな 

親 豫 の！^ 也 に 法師と 有) これ は 一 一條 院讃岐 (源 三位 賴政 女) 知る よしの 事に 付 鎌 倉へ 訟へ 本意の 如 

くな りて 上りけ ろ 時讀て 送られけ ると そ 

〇 昔 我瑞公 御^ 存の時 瀧 川 某 か 家 へ 立 入らせ 給 ひしに 主家に 傳 へ し寖 筆の 色紙 を懸 置し を、 御茶 道家 山 

本 何某 先立 參り晃 て あるし へ 此懸 物取收 めよ、 { 辰 筆 ある 上段 へ は 君 あからせ まし まさす とて 外の 憑物 懸 

させけ り、 责に： 人 子 を 恐れ 敬 ひた まふ 御 事 此如そ あるへ き 

〇 いなのめ (曉 なり 萬 葉) しの ^ め (同上 古今) 稻 のみ へ (み へ の 切め なり) 篠 のみ へ とい ふ 事に して 明 渡る 


里 


そらお ほろ は曉 より 又 後の 事 夜の 明る をい ふ、 あやなし (やみ は あやなし と 云 山吹 は あゃなく^ そと 云) 

無益の 字 也 かいなしと いふ、 し 風す さむ (風 あらき をい ふ) 風 ふきすさ むは (風 ふきやむ を 云) お ほ あら 

きの 杜の 下草 生 ぬれ は 駒 もす さめす かる 人 もな し、 此 うたの こと はに てし る へ しす さめ は 愛せ さる 也、 

す さめす やとる 秋の よの 月 は不捨 心に して 餘所 にせさる をい ふ 

ちりの まか ひ (花の ちり まきれ 也) ありな め (あら すらめ となり) 時鳥な か 鳴 (か を淘 てよ む汝 がな く 也) 我 

と はなしに (しの 字淸 てよ むされと 無の 字に は 非す 俗にい ふ なぜと いふ こと 也) 秋に は あへ す (不敢 に は 

あらす 不堪 也) うはへ なき (なさけな きをい ふ) むつ かりた まふ (腹 立 給 ふ 也) やさし (はっかし とい ふこと 

は 也」 はやしく (くやしき 也) なつ さ ひ (別る 也) むつ かる (勘當 也) かた そ (谷の け はしき 路を いふ) た ご 

(苗 をう ふる 女 をい ふ) ほき (狩人の 通 ふ 細道 也) こやた (古き 堂藏 玉に 出) いなしき (田舍 をい ふ稻敷 也) ま 

つら かさ (冥途 をい ふ 大方) しま ひね (霞) こつみ (洪水に なかれよ る 木の きれ) はつ 木 (もの をお す 木 をい 

ふくいな り) いさな み (霧) さは ひこす (霜) しつり (木より 落る 雪 をい ふ) 

〇 西 溪叢語 曰 東京 高處 有望 火樓上 有人 探 望 下 屯 軍 百 人 及 桶 節お 鋸 斧 梯索之 每遇生 發拨救 云々 我 東都 火の 

見や くら を設く 異邦 望 火樓也 

〇 蠻國 の醫書 闘の 內に見 ゆ、 貝の 箱に て 章魚な り、 我國 西方に てた こふね とい ふこれ 也 


〇 翁 明 寺 入道のう たに 
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いくた ひか 思 ひさた めて か はるらん たのむ ましき は 我、 

持資 入道 道灌此 耿を感 して 

いきて 世に 今日 そと ふお も ひ 出 もなくて や はてん よしこれ も 夢 

〇 楓は郭 、云 白揚 に似て 葉圓 にして 岐 あり 脂り 香 はしと いへ り、 又寫 書に は樹大 にして 葉 三角な りと い 

ふ、 我國 古書に はか つらと 和訓す 中世 以來 かいての 紅葉に 此字を 用 ゆる は 似た る を 以てな り、 予 東都-」 

て 械を兑 し^の ことし 紅葉 愛へ し 葉 かし はの ことく 岐 とがらす されと も 大方 一 物と 覺ぇ 侍る 


〇 諸 社の 神官の 稱呼 久し (東 鑑に諸 社の 祌官 神人 云々) 日本 後紀 大同 一 一年の 條 下に 曰、 或 有 任 祌長事 幸 通 

例 其^せ 符任 神- 4^ 者宜 改爲 神主 云々 此 ころ ほひ 神 長と 呼し を 勅して 神主と 稱せ させた まふと 見えたり、 

伊勢の  一 ， ^禰 {nj を と 呼 も 昔の 神 長の 遺習なる にや 

似し- 次 {n;: は 力 -I ス ケ をい へ は 一 の禰. S を かみの 意に て 長官と 稱 する 歟 

0 帝ず 3 より 始太 神宮の 代々 の 造替且 衰世の 運に 依て 古代の すかた ならぬ 事 多し とそ、 然るに 和 州 招提寺 

は 孝 謙 帝の 御 願： 人 平寳字 (三年 己 亥) 創建 今 正 德四年 甲 午に 至りて 九 百 五十六 年 幸に して 一 度の 炎上 もな 

く 作り も かへ す 其 儘に て 類な き r;: 代の 梵刹 也 (今 寺領 HKn 石)  ■ 


鹽 


L 九 


〇 午 頭 H< 王の 梵語 (密宗 の 次第 物に 見 ゆ) 世に 多く 知る 者な し  - 

^4,". 利 婆 耶提婆 S 惹 

摩 は P の 梵語 揭！^ 婆耶は 頭の 梵語 提姿は 夭 瞩惹は 王な り 

〇 凡 諸 天明 王 等 はもと 1K 竺國の 所 祭 釋迴佛 出世 已 前より 唐土 天地 山川の 祭牲 昔より ありて 帝王の 主- 

た まふ か 如し 

〇 武問 我 國溫泉 湧出の 地必ら す祌を まつりて 鎭 とす 異邦に も か るに やと、 曰三奏 記云驕 山の 温湯 は舊 

說以三 牲祭乃 得 之 云々、 我國溫 泉の 事 宿 奈彥那 神に 初 まる、 大分 速 見 湯と いふ 事祌 記に 見えたり 

〇 菅三品 奏狀- 曰 初 拜內史 之 時 奉仕 五畿 七道 神 位記 事名號 階級 之 誤獨自 所- -考 正-六 千 余 坐 其 三千 六 百 余 

者 文 時 手書 也 云々 (本朝 文粹) 

神社の 謬 傳故實 の 違昔猶 ありし 後世 區々 として 是を考 へ 正さん とす 難 哉 

〇 富家の 入道 殿に 俊賴 朝臣 さ ふら ひける、 日堺の 傀儡と もま ゐ りて 謳つ かふ まつりけ るに かみ 欹 になり 

て 

「よの 中 はう き 身に そ へ る 影 なれ や 思 ひす つれと はなれさり けり」 と此 欹を諷 ふたり けれ は 俊 頼いたり 

/\ に けりと てゐ たりけ るなん いみし かりし、 永緣儈 正此事 を傳へ 聞て うらやみて 琵琶 法師 共に かたら 

ひさ まく 物 杯 とらせて 我 詠た るい つも 初音の 心地 こそ すれと いふ 欹を， ^  > かしこに て 5 た わせ けれ は 

時の 人 有 かたきす き 人と なんい ひける、 敦賴 入道 も是を うらやみた くや 忠 ひけん 物 はとら せす して 盲目 

ともに せめてう たはせ 世人に 笑 はれけ ると そ (長 明 無名 抄) 

俊賴の 耿を諷 ふし は 人より 稱し、 永 緣は自 街 ひ、 敦賴 はい やし 同し 事 もしな し 有、 今の 世稱譽 ある 人 

の 心根 を しらは 賢る 邪 正 自可顯 

〇 或 人 云 朝鮮よりの 舟 路對馬 麦 岐を歷 て 九州 所々 にかよ ふ、 昔 神代 新羅より 直に 日向に 舶 着せし やうに 
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見えたり、 今と たか ひぬ るに やと、 予曰 人に 聞し は 其 州の 海中に 拼裯 島と いふ あり、 毎年 韓 地より ひよ 

とり 千 1€ となく わたる (びりよ の 實を食 ふ) 其 後 鷹 陰りと て 打つ ムき 薄雲 鬚 ふ 事 あり、 國 人鷹來 るへ しと 

いふに 必魔 多く 韓 地より 飛 渡る といへ り、 是を 以て 見る に韓 より 日向の かた 風氣も 通し 侍る にや、 神代 

の 昔の すかた も 思 合ら れ 侍らす や 

〇：11 向國宇 土の 岩屋 はう かや ふき あはせ すの 尊 降誕の 處と かや、 濱邊 より 無下に 近き 山き はに てい はや 

入口の 凡そ 一 ー卜§i計深き事十四•^^-g^上 へ は 岩 一 枚に て 天井の ことし、 窟中 三祠を まつり 御 あかし 立てい 

とく 神 さ ひたり、 共 岩屋の 奥に 龍宫 穴と て數尺 計の 穴 あり、 立 よれ は風甚 しく 吹 出して 物す こしと 見 

し 人 かたれり、 n 隅 薩の三 州 はもと 一 國 にして 共に 日向の 國と 呼し 神代 卷 古事 多く 殘り 聞え 侍る 

〇； &勝怫 顶陀羅 1^ 淨除 業障經 (尊 勝 陀羅尼 經と同 本 地 婆訶三 藏の譯 )十 善業 道經 (寳义 難 陀譯) 

右一 ： 本 維摩 院の 僧正 (智 鋒) 此頃 新に 板に 刻せ し 

〇#::CK 都大擧 寮に 先聖 (孔子) 先師 (顏 子) 九 哲を影 を 祟て 1 一 仲の 釋典 めでたく 行 はれし やうに 延喜 式に 見 

えし、 六十余州の 國學 にても 各お 秋の 禮 をつ、 しめり、 衰世に 及び 寧 絶えて 後 國人其 名 もしら す、 【割 

註】 我尾州の如きは昔中^:5郡1:衛カ萩岡今.^松下村に學校ぁりし」野州足利の擧舍の外孔聖を安置する所 

も 聞え ざり し.. か 我 敬 公 獨古禮 を 興した まひ、 城門に 聖堂 を 建て 釋茱を 爲せ給 ひし、 猶亦 東都 林 氏の 宅地に 

就て 大成 殿を述 させた まひし より 一 一 仲の 祭 も 年々 あり、 常 憲院贈 大相國 の 御 治世 (元 祿四年 辛 未) 神 田の 

地 を 以て：：； Z 平 坂と 號し、 新に 大成 殿 を 搏 建 まし ませし かば 釋奠の 姿 もや  古へ にかへ りぬ、 亦 近き 頃 肥 州 

長 崎の is{ 共 家に 聖位を も ふけて まつられし を 寳永七 年度 寅：！^ 久間 安藝 守 平信 就 官に吿 て 新に 聖堂 を營し 

て 孔子 以下の 神 位專ら 明朝の 製に 效て木 主 を 安置し 春秋の 祭其禮 あり、 其 傍に 學舍を 建て 毎に 書 を 講ぜ 

しむ (向井 元 成 是を司 とれり) もろこし 人 も 時々 參 て拜禮 すると かや 是 太平の 化 也 

〇 今大淸 i^^.A 十一 一一 年 也、 帝 法令 を 壬 •IK 下し 三年の Si 十お 翁 S. 年貢 北 ハ半を 減す る、 是 在世の 永き を 祝 
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せられ 侍る とか や、 實 にいに しへ より 丁 王 五十 年に あまれる は 其 例し 少なく 侍ろ にや 

〇 賈諠 上疏云 天下 大器 也、 今人 之 置レ器 置-諸 安 所-則 安置 二 諸危所 i 危 天下 之 情 與レ器 亡- -以 異- 

賢 君 は 仁義 禮智  一. てし 暴 主 は 法令 刑罰 を 事と せり、 其 措置の 安危 德澤の 絶 亡 禍福の か. - る 所豈小 

緣 ならん や 

〇 五 菓-, 主 五穀 |( 東方 朔か 占書) 欲レ 知-五穀 之牧否 S 看 二 五菓之 盛衰- 

李 主， 1 小豆， 杏 主- -大 麥- 桃 主- -小麥 1 栗 主 レ稻棗 主レ禾 

〇 人 男女の 一 一 根 を 具す る あり 獸も か、 る 物 あり やとい ふ 人 侍る、 予が釆 地 (愛知 郡 本 地 村) 民の 家に 1 ー极 

ある 馬 ありて 時々 物を駄 して 來る、 見る にいと うるさく 覺ぇ 侍る 

〇 或 家に 謝 仙 ◎ の 三 字 を 書て 柱に 粘 あり、 これ 何の 勝ぞ とい ふ 人 あり、 これ を 雷 書と いふ 宋の大 中祥符 

中に 雷 王眞宮 に 震して 災 せりた まく 一  柱燒 すして 此字 あり、 好事 傳 へて 鎮火 辟 疫の符 とせり (集 古錄 

謝 仙 火の 字跋の 意) 謝 仙 は 雷 部 中の 鬼の 名主 行火 云々 か. -る 事大 槩 道家の 術 激 

〇 開元錢 に新舊 あり、 書 は 唐の 高祖の 武德 の禱、 新は武 宗の會 昌に禱 る、 新開 元の 背 文に 京洛 揚益 等の 

字 ある は 其 鑄し 所に 各 一 字以 表す、 亦 早痕有 もの は 舊開元 也 

甲痕 は竇大 后と 文德 皇后の 兩說 あ" 共に 不知 之、 按す るに 開 元錢は 初武德 年中より 唐 三百 年 相 績て冶 

鑄せ しと 見 ゆ (北山 醫話詳 なり) 我國寬 永錢の 如し、 寬 永の 始 より 至 今日 而以 同文 字 Ji 之 耳 

〇 漢書 食貨志 一 夫 挟 五 口 云々 食 人 月 一 石 半 五 人 終 歲爲粟 九十 石 云々 

漢の時 一 日の 食 粟 五 升と す、 我國今 武家の 月 待 一 人 食 玄米 五合 也、 或 曰是豐 臣秀吉 公の 定 むる 處女は 

其 半 を 用 ゆる 古今の 計量の 大小 不同 也、 以此類 今 を 疑 事な かれ 

〇 異邦 巫蠱左 道の 邪 術い にしへ より 多し 巫蠱 (我國 にい ふ 犬 神) 蛇蠱 (とら ひやう) 謁髏神 或は 嗚宽 預拔神 

(我國 にい ふ ゲネゥ 頭) の類數 ふるに いとまな し、 續夷 堅志に 少童 をぬ すみかく し 曰々 に 食 を 滅じ法 を 
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灌き共 死 を 侍て 枯骨 を收其 魂魄 を 掬す 他の 事 を 聞ん と 欲する 時 は 耳邊に 於て 其 事 を 報す といへ り、 癸 末 

讀識 にも 又 此事を 筆し 蠱 家人 を慘 酷せ しさ ま をい へり、 賴耕 集に も 蠱家童 男女 を 捉へ符 命 法 水 咒語を 語 

らひ 迷惑せ しめ 活 なから 鼻口 唇 舌 尖 耳朶 眼 を割央 して 其 活氣を 取 腹 胸 を 破り 心肝 を 割て 各 小 魂と し 爆 

紀 iii で 末と し、 收 裏して 五色の^.: e を 用 ひ 生 魂 頭髮と 同じく 相 結び 紙 を 以て 人形 様 を 作り 符水 をして 

my し 人家に 性て 怪 をな し廣く 他の 財物 を 持し 事 を 記せし、 嗚呼 是 一 箇の邪 術 財寳を 貪り 得る が爲か . - 

る慘 毒の 惡業 をな し、 其 終り は國 家の 爲に 極刑に ー眞る A 類 間々 聞え 侍る、 我 國白弧 犬 神 等の 邪 術 も 其 意 

マお：： 1： じ 畏れ 避て 可也 

〇 宋顆寧 六 年の 冬 建：：：！ 軍 城 ノ北五 里の 間 甘露 松 上 降りし とて 人々 瑞 とす、 濃厚 酒の 如く 其 味甜く 香し、 依 

て 松 枝 を 折て 太守 張 氏に 獣 じ 尊て 上聞に 及びし、 鳳凰 山中 を 過る 時 牧意等 見て 此 山上に も 亦 甘露 ありと 

て 玩弄す、 赍藥の 者 あり 人に 語て 曰 太守の 不察 のみ 何物 そ 甘露と せん、 露 落て 數 畝の 間にの み 偏 からん 

やとい へり (漁 隠に 見 ゆ) 凡 樹木の 精液 外に もれて 此物 となる、 古しへ よりせ 露を受 しとい へる 木 必枯然 

れは ^<瑞 にあら す、 人 主み たりに 是を 以て 賀 する は 愚と いふべ し、 松に 異花を ひらく 等 も 又木の 疾 とい 

ふへ きのみ 

〇^ 土人 は 梅の 弟と こそい へ 我國の 水仙 花 は 大方 神無月より 見 侍る、 潔 色に 類な く 霜雪の 中 獨觀， とする 

にたれ り 

〇 當 麻の 變相 中央 彌陀の 印相 は 他 受用報 身 說法斷 齢の 相 也 (西 山 一 流の 傳には 三 身 相即の 印と 習 也) 

此 印相 は 報 身 花嚴說 法の 秘印也 (密 家の 傳習) 

華厳の 大疏の 意 彌陀を 以て 華厳の 敎主 とし 且諸怫 の本師 とせり (花嚴 宗の秘 意) 

報 身 者 眞智所 成 故 名 法身 矣云 々 (花 嚴大疏 第 七) 

淨土所 談の彌 陀報身 は 普通 三 身 門の 外^に^ 十八 願酬 因の 報 身 報 土と 習 
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大乘 同性 經に 西方 安樂 ノ阿彌 陀佛は = 冗 報 身 報 土と 云々  - ノ 

〇 願生淨 土七祖 (吉 水の 相承に あらす 怫祖統 化 七 出て 四 明 石 芝の 家 曉師の 記な り) 

始祖 唐 山 正 覺圜悟 大師 

ニ祖 長 安光 明 善導 淨業 大師 

三祖 南 岳 般舟承 遠 大師 

四祖 長 安五 會法 照禪師 

五祖 新定臺 若少康 大師 

六祖 永 明 知覺延 壽禪師 

第 九 祖と可 仰 もの 也 

八祖 雲 棲 株宏蓮 池大士 

九祖 雲 峰 萬 益始日 大師 

〇 蓮 池 四 ケ本寺 

花 頂 (千 七 百 三 石 一 一斗) 黑谷 (百 一一 • 十 石) 

百萬遍 (三十 石) 淨花 (五十石) 

及び 增上講 寺 は ( 一 萬 千 石) 他に 異なる 進 藍 

鎌 倉 光明寺 は (十 貫 文 百 石) 坂 東 一 派の 古刹 

(五百石) 九州 一 派の 本 寺 也此外 五ケの 無 本 寺 京都に あり  ， 

tl、MMisr(Jsn 石) 江 州 木部 譲 寺 (二十 石) 洛西 ii 寺 (九十 七 石) 

  四 七 
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泉 州堺旭 社 (四十 石) 尾 州 名 古 屋建中 寺 (五百石) 

此等 は鎭西 派の 寺院 也 

〇 料簡 法花文句補任料现也„ー3^也簡與諫3:即量載選擇之義とぃ へり 今 俗 了簡と 書 は 非 也 

〇 掘川院 御 (嘉承 二 年 七月 十九 n:) 世に 疑 ひ 有 初 僧に 寬輔仁 親王 を 立まゐ らせんと 謀り 己が 靑意を 女房 

に 作りな し、 密に 主上 を弑し 奉らん とせし か 事 めら はれて 仁 寬も宜 も 伊豆 國へ 流罪 せらる 【割 註】 我 中 

^wl^ja£t^3寺の藏s:杲£師に此_s^ぁり盛ー：ll-記にも兒ぇたり」 仁寬は おそろしき 者に て 至尊 をう かが ひ 奉りし 

に、 時の 廷は罪 を し 死刑に 處 すべき を 流せし はい ひか ひなく 侍る、 但し 輔仁 親王へ 憚らせ まし ませし 御 

lE^ も 有しに や、 其 後餘黨 終に 弑し 奉りし やうに 世に 云け ると かや、 仁 寬東國 にて 不法 甚 しく 武州立 川 陰 

陽^と 議 して 一 流の 行 法 書籍 等 を 作れり 是 所謂 立 川 邪 流な り 

0 文屋 秀が 吹から にのう た 秋の 草木と 定家 卿の 改られ し 百 人 一 首 を 書 時 は 秋の 草木と 書 短 尺なん と 書 

に は 野？^ の 草木と 喾 へしと. ぞ 

〇太平^^?記云淸池在儋州城東北ハ中四季荷花不絡腿月尤盛 

〇 ナキナ タは 刀の 轉 語と い へ り 資は雞 ^也 

n 本紀 (廿七 )5^ をナタ と訓す 

〇 志 水 氏 は 背 原の 姓に して 右 大將賴 朝に 近 仕し 男 山 八幡 《呂 例幣 使を勸 めし、 其裔 中世に 至り 八幡 山下淸 

水に 往す 阿佛 とい ふ 庶子 多く ありし、 嫡子 左衛門 尉！： 光 は 家 を， 襤で 水と 稱すー 一男 I？ 圓誓は 正 法 寺の 開 

祖也 (源 定^ 寺 領の田 を 寄と 云々)！： 光の 子 を 高 田 孫 左 衛門宗 久と稱 す、 其 居 i 石淸 水に 隣り し 故 淸の字 を 

避 志 水と 害し 宗久八 代の 孫 志 水 加 贺權守 宗淸は 相 應院尼 公の 父 也 

〇 三 州 S< ^海 郡 平田庄 上野の 城主 上野 右衛門 尉 物 部 照 氏 は 新田 左 兵 衛佐義 興に 屬 して 戰功 あり、 其 裔弓削 

を 以稱號 とす、 平 岩 主計 頭 親 吉等は $： 此 後胤な りと 云々 


jr し  m. 


光明寺 (錄 倉) 

弘經寺 (钣 沼) 

淨國寺 I 岩 築) 

善導 寺 (誥 林) 


壽經寺 (小石 川傳 通院) 

大巖寺 (生 實) 

大善寺 〈瀧 山) 

靈岩寺 


〇 三 州 淨土宗 S 山) 壇 林 三 所 山中 法 藏寺岩 津妙心 寺 中島 祟 福 寺 尾 州 (西 山) 壇 林 三 所 飛 保 曼荼羅 寺 部田祐 

福 寺 熱 s:.^ 覺寺紀 州 同流 堉 一林 揖取惣 持 寺 京師 二 所 禪林寺 光明寺 を 合せて 西 山 義九所 也 

〇 淨土宗 關東壇 林 十八 所 

增上寺 (芝) 勝 願 寺 (鴻" 常 福 寺 (爪 連) 

蓮磬寺 (川 越) 弘經寺 (結 城) 東漸 寺 (小 園) 

大念寺 (江戸) 大光院 (新田) 幡隨院 (神 田) 

靈 山寺 V 湯 島) 

〇 名 越 善導 流 義壇林 1 一所 圓通寺 (大澤 ) 專林寺 (山 崎) 廬山流 義大阿 彌陀經 寺 〈泉 州 IJ^ 號旭蓮 社) 開祖 大乘澄 

圓 菩薩 (後村上 院 勅謚) 源義 氏の 裔孫泉 州 刺 吏 義貞の 男、 初 は錄倉 光明寺 常譽 上人の 淨土宗 を傳ふ (自此 

先禪 僧) 後に 元朝に 入て 廬 山 ia- 林 寺の 優 曇 普 度 大師， に 見え 惠 遠の 法 脈 を 繼き盧 山義淨 土宗を ひらく 

〇 官位 問答に 曰 昔 は 六 位の もの も 姓に ついて 朝臣と 書し かと 後鳥羽院より 後 は 禁制な り、 其 比 まて は 五 

位に も 堅く 制せら る 、と 云々 

〇 今 川 義元我 東 尾 を 略せられ し 時、 織 田 信 長 熟 田の 宮に詣 し、 夫より 春 敦門を 出 蛇 塌を經 て 井戸田に 行 山 

"崎より 野 並に か 、り 古鳴海 を 過り て 太子 根に 陣し給 ひし、 是 より 迫 間に 衝 入て 勝利 を 得た まひし と 一： ム 

々(此 路すぢ 田 島 家の 傳 ふる 物 かたり 也) 

〇 珠數の 梵語 鉢塞莫 とい ふまた 南 蠻契利 志當は 念珠 を 3 見 塔 子と いふよ し 

〇 今の 世 貴人より 下つ かた 駕籠と て乘 侍る は 根本 籃舆 より 起れ り、 あおた (或 あんた ともい ふ 一 露 ひなき 

物 也、 後 はむしろ にて かりに 曰お ほひなん とせし より さまく の 制出來 りぬ、 初は卑 凡の 者 道路の 勞れに 

乘 りて ありき し を 今 は 大人と い へと も是 をめ す、 但し 今の 制の ことき はつり こしょり 變 して 籃 輿と 取 交 

へしと 見 ゆ、 され は乘 物と 駕籠と 今 格別の やうに なれり 


四 九 


乙 一 


  5 

〇 安來氏 を按 する に 祌武！ K 皇 御宇 長 髓彥か 兄 安 m 東國 にの かれ 陸奥濱 安東 浦に 住せし、 齋明 帝の 時 蝦 

^叛 けり、 安^ 比 li 夫に 勒 して 是を祉 せし む、 比羅夫 睦.奥 に 至る こ、 に 安 曰か 裔 安東と 云し もの 官軍に 屬 

し 5^ を 立、 依て 阿部 ゆ 奥 臣の姓 尸 を 賜 ひ賊を 護せ しむ、 其 後裔 致 東よ く 國亂を 鎭す將 軍の 號 あり、 仁 明 

帝の 時此ぶ 大領 外從六 位下 勳七等 阿部 陸 奥 ほ豐 主等渐 盛大 也、 一 條院の 時 彼 後胤 國東松 前に 至て 賊を 

征す、 北 ハ子頻 良 共 子 を 安東 太郞頼 良と いふ 後 源 頼 義の名 を さけて 頼 時と 稱 せし 自 安東 將 軍と 名謁と 云々 

一作，， 安部 將^,  , 


>§忠 頼 


安東 


，頻 良. 


-頼 時 


安大夫 六邵司 


.稱 安東 將軍 

-爲 元 赤 村 介 

- 陰良昭  


日 井 育 人 

- 良 宗 安来 太郞 

VM 任 厨 川 1 ー郞 

k$ 任 St 三郞 

=1 任 黑 澤叫郞 

k 任 ^井 .A 郞 

I 重 任 比 沛太郞 

-§ 任 比與 ひ！ 七郞 

女 子 アル カー ノ前 具 十郞妻 


「： 


子 互 现權大 夫妻 


女 子 萬 刀 丁 妻.  I 

〇 東 照 太 神 君 御 花押の：^ 字 を 書せ ましく ける、 或 曰 もと の 字に して 廼と 同し、 凡 事を籀 の辭氣 出の 

難に 象る、 春秋 傳頂 氏家說 なんとに もさ まくの 字 注 有、 尤 目出度 字な りと かたる、 予 E 心ふ是 其 本據を 

しらすして 附會 の說を 作れる もの 也、 夫の の 字 御 判 はもと 御 家 傳來の 乃の 字大黑 とて 一筆書の 大黑 天神 

の吉書 あり、 祌君夫 を 摸して 御 花押と なし 給へ り、 其 御 押 尾 公 御相傳 にして 今 御府に まします、 か、 ろ 

御 事 も 御 家 御 譜代の 者なら て は 如何し り 奉る へき 

〇 佛者 本尊 を 立て 拜 する 事釋. i の 如き は 先師の 形 像 を あかめて 其德を 謝する 意 也、 其 他佛 菩薩 等の 像の 

如き はもと 無形の 德を 表して 其 象 を 取て 造りし 事故に 諸佛 菩薩 を拜 する 事 先 道場 觀 とて 丼 依 法 正 法を觀 

し、 或は 其 三 摩 耶形且 種子 を觀 する 事定れ り、 顯密傳 法の 僧の 外 は 此等を しらす、 今禪淨 土日 蓮宗 なん 

との 僧に 佛 像の 印なん と 問 見よ、 何事た るを辨 えさ ゐ 法師 多 かるへ し 

〇 或 問 荒神 供密 家の 正 法に なきより 谷 響 集に 記せり、 然るに 眞言 宗の儈 正 法の 荒神 供 ありと いへ り 如何 

答フ され は 谷 響に い へ る 所 は 世俗 竈神と して 祭る 荒神の 事 をい へ り、 是は倭 俗 作り出せし 事に て 道 家 

習 合の 邪法なる 由 をい へ り、 瑜義經 等に い へ る 昆那耶 伽 (譯 大聖 歡喜 天) の 本 身 障 礙祌を 一 に 荒神と 稱す 

是に 忿怒と 如來 との 二 像 あり、 一切 法の 障礙 となる 神 故 修法の 時 先 降伏す る事密 家の 大事 也、 是 竈神に 

あらす 其 本 地金 剛薩 速と 習 ふ 故 也、 是を まつる を 荒神 供と いふ、 是は密 家 傳來の 正 法な りと 云々、 但荒 

神と 云號 唐に なし 我國 あら ふる 神と いふ 事 を 荒神と 呼 

〇 摩利支天の 像 今 世に 見る 像 は 大威德 明 王 を 一 面に し 鋒を圑 扇に し 輪寳を 鋒に 持 か へ させ 牛を豕 にか へ 

たる 也、 是を 俗傳の 像と 云々 全く 密 家相 傳の像 にあら す、 あるひ は 輪寳を 射る 姿 も あり 亦鋅 にて 突 所 を 

作れる も あり、 勢の よき 様に して 事 を もしらぬ 武人 を 欺し ものな り、 小 野 廣澤兩 流 傳來の 儀 軌の像 は 形 
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  五 I】 

像 天女に して 明 王 夜叉 部に あらす 三 摩 耶形は 圑扇也 

〇 不空 li 索觀 (i!: 三 麼耶形 は S 索な り、 其 像 は 八 葉 蓮 花 中の 滿月變 して ー薩菩 となる、 三面に して 肉色 寳 

冠に 阿 彌陀怫 をいた. - けり、 右 第 一 の 手寳， S 第一 一の 手 念珠な り 左 第 一 の 手 開 敷 蓮 花 第二の 手 ^ 絹 索 を 執れ 

り 身に 鹿皮 を 服して 蓮- 《& に 座し 諸 夭 恃 多し 

南都 興 幅 寺の 南^ 堂に 安す る 所の 像 は 六 目 八臂、 是は 弘法 大師 唐に 於て 別に 傳受の 像な り、 また 六臂 

あり 右の 上 錫杖 下は劍 左の 上 蓮 花 下 は滿願 印本 手 は 合掌 也、 亦 一 一臂 あり 儀軌 によって 同し からす 密家 

の 3： にく はしく：：^ えたり 

〇 馬頭 観世音 八 臂の異 あり、 我 尾 州 龍 泉 寺の 像 は 1 一 辟 E 也 

0 千 手觀脊 もまた 異像 多し、 淸水 寺の 像 は 四十 手の 外兩 手に 一 怫を捧 く  - 

0 地藏 右手 錫杖 を 執し むる も 小 野 廣澤雨 流の 軌 形に あらす 右 は 施 無 畏の印 也 

或 寳幡を 持せ しむる 三 摩耶形 なれ は 也 

〇 大黑^ 神 頭に 帽を 蒙り 右の 手槌印 左手 囊を 執る (袋に あらす) 荷葉に 乘せ しむ (植に 作りた はらに のせ 

日本の 頭巾 を 蒙る 布 衣 やうの 服 を 着せし む 非 也) 

〇 辨才 天 は 右乎龠 (日本の 藏 のかき に は あらす) 左手 印章 を 執れり (寶珠 に 作る は 非な り) 
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〇 程 子 云 周 茂 叔令尋 顏子仲 尼樂處 何事 云 々 

夫孔 顏の樂 しみ 固より 世俗の 物に 着す る もの、 如きに あらす、 但し 學者 聖賢の たのしみ は 道を樂 むに 

ありと おもへ り、 然 れば是 聖者と 道と 二 物たり 豈孔 顔の 藥を いひ 盡 すべ けんや、 夫 聖賢の 心地 洒々 私 

意淨盡 天 意昭融 して 自然に 一毫の 繋 S 糸な し、 何 そ 我人の 遊樂を 以て 是を 見るべき や、 鳴 呼 世人 道裘都 

へて 黑寧々 猫兒 のこと し、 凱て は 只 食 を 求め 困て は 必睡り を 思 ふ、 一度 富貴 を 得れば 便聲 色の 娛を極 

め 四體の 奉を窮 む、 一 日ー 貧賤に あへ は 憂戚 耶む 事な し、 されば 樂は 其樂 しむべき 所に あらす 憂 もまた 

其 うれう ベ き處 ならす、 能 聖賢の 地位 を 見得して 彼 不改の 樂所を 語る ベ きか も 

〇 花 鏡 六に 龜に 彌老 とき は 愈 少なり、 八 百年に 至り 反て 大錢の 如し、 千年に しす 毛 を 生す と 云々 

秘傳花 鏡 は 淸の康 の 作 草木の 事 を 第 一 に 記せし とい へ とも 1K 文 以下 大方の 雜 書の 體也 

今我國 山川に 小サキ 龜錢の 如き もの 多し、 これ は 卵より 出で またし からさる 也、 豈八百 老龜の 稀なる も 

のな らん や 

〇鹤 千年に して 蓥 1^ に 安んじ 龜 千年に して _ ^業に 遊ぶ 故、 唐土 人 祝 事に 龜蓮を 書かき などす る もの 毎々 

なり、 我 國の人 蓮華 を怫 具と し 凡そい は ひの、 しる 時 は 忌と する こそ を かし けれ、 鶴 龜の形 を 作る 燭臺 

を佛 前に 置て 人目 馴 侍る、 何とて 祝 事に 鶴 龜を用 ひ 侍る や、 彼 を 忌 は 是も忌 をん 愚 妄の私 亦呵々 

愚人 死の 名 をた も 忌お そる、 然るに 祝と て ひしめ く 時 は必魚 鳥の 死 か はね をなら へて たのしむ、 是ロ 

腹の 慾に ひかれて 忌々 しさ も 忘れ 侍る 故 也、 彌愚 にして 彌妄 なりと いふへ きのみ 嗚呼 

〇 狐 鼠の 進退と いふ は 前 を 疑 ひ 後 をうた かふ をい ふ、 首鼠兩 端と はねす みの 性 は 疑 ひ 多し、 行 は 一度す 

五 11】 


  五 四 

^一 、み 一度し りそく、 穴 を 出れ は必畏 る." 所 多し、 故に 兩端を 持す る もの を然 いふ 是 小人の すかた のみ， 

一 f!;; 子の 戰々 兢々 として 戒愼 恐懼す る ものと 混す ベから す 

〇 小藝 ある 者、 ：- れを街 ひて 利祿を 貪る 只 共 名 を 人の しら さらん 事 をお そる、 故に 自街 ひ自媒 して 賣ん事 

n^. を 求む る さまい と賤 し、 鳴 呼喚嬌 娘々々 

土雜貨 を？？：； 商人 手中に 小 鼓 をなら して 人 を 集む 其詖 を喚嬌 娘と いふ (： 雜貨 慕耍) 

〇 錢を料 足 或は 用 脚と 呼 ふ、 和 俗 これ を あしと いふ、 晋書に 魯褒錢 神 論 を 著し 無 レ翼而 飛 無 レ足而 走と い 

ひしょり 起れ り、 白玉 燧集 -sa の 耿に初 到 二 家 山， 辭ニ 骨肉 一 腰 下 有ニ錢 三百 足 一とい へり 一 文 を 一 足と いふ 

へき かも 

〇 或 人 云 往生 講 なんとい へ る講 の字議 如何、 念佛講 なんと 呼 は 構の 字 や 書へ き 構 は 合 也 結 也 集 也なん と 

字 害に も ありと、 予 曰不然 いにしへ より 朝廷の 最勝講 山門の 三十 講等木 へんに 書し 例し なく、 寬弘御 記 

lJ.!^il抄なんと$!言べんに記せし、 講 はなら はしと 訓 して 凡 其 事に なら ふ 集合の 義 にあら す 

〇 世に 異を このみ 奇を街 ふ 者 ま  > 多し、 近き 比 京師に 藤 井 某 (圑 平と 呼 父 は蘭齋 とて 篤實 の儒士 なりし) 

年 わかき 者な りし か 文舉器 ありて 人に も稱 さられし、 されと 萬 好事の 曲者に て 我國性 古の 人名 を かしと 

て ilai ぉ原芥 丸と 自稱 せし、 其 友 何某 も 同し さまなる 名 付ん とて 靑 海原 泥 丸と そ 云け る、 芥丸 死け る を 泥 

丸 吊 ひて 共 石碑に 書付し 

鳴 呼 Ef^ 溺の齚 の 重石に もなら て ぬる 事な しそ 思 ふ 

〇 過し 突己条 S 座主 一 品 准 后宮 (日光) 御附 弟の 爲に 圓滿院 (三 井寺) の 貫首 を 請 まるら せ 給 ふ、 十一 一月 十 

一 n 阿部 正 朝 は (豐後 守) を 上使と して 御 心に 任せら るへ き 由 仰せ 有し、 昔より 山門 寺 門む つましから 

て戰 ひに さ へ 及 ひし 世 有け るに 今日 山門 寺 門 わく かたなく 園 城 寺の 長 吏延曆 寺の 座主の 御附 弟と ならせ 

給 ふ 事例し なき 御 事に や、 慈 覺智證 同 しく 玉 泉の 正 流 をく み 四 明の 法燈を か. -け まします、 いかて 法裔 


整 


へたて まるら すへ きを 山門 一一： 井 各^の 事に なれる も 高祖 大師の 冥 慮に はたか ひ 侍りなん、 今度より そ 山 

寺む つましく ともに 一 乘の宗 風も靜 ならん 

〇 大和 入道 見佛 (藤 原 親 盛) 世 をの かれて 後 水 邊述懷 と 云 心 をよ みける 耿 

かたり 行かけ にむ かし をお も ひ 出て なみに むす ふ 山の 井の 水 

或 書に 建久 三年 法皇 崩御の 時 出家す といへ り、 吉 水の 大師に 歸 して 二心な き念佛 なりけ り 

〇 三 井の 道顯 僧都 古人の 身を隱 しける さま をした ひ、 わたしもり こそ 罪なくて 世な わたる 道 なれと て 湖 

のかた に 小舟 ひとつお かれし 事發心 集に 見えたり、 けにう きょの 中に 心 を もと、 めす 往來の 人 をお くり 

迎えて おのっから 月日 を 過なん は. 罪な きわ さに 侍らん、 某なる 友 渡し守 描きて 一 詞 なんと 需 しか は 

長江 載 月雪艇 窄 (本ノ マ、) 一棹 書 霞水紋 迎輕風 送歸雲 

シン タケ ナ キ チャウ 

0 我 尾 府下 正月 初 三の 後 市井 立る、 心 竹 は 三 毬杖乃 遣 意なる 事前に 記し 侍る、 信 州 松 本の 人 云 彼 城下 正 

月 立る 處も これに ひとし、 但町々 辻の 中央に これ を もふく 長 サ十餘 間 計りの 大柱 (一度 調し 置て 毎年 出し 

用 ゆ) を 心と し 松 竹 等 を かさる、 これ を御ン 柱と 呼 亦 幸 神と 稱す eg 訪の社 三月 中の 酉の 祭 n 御 柱と て 立 

る あり 國風 これに 准ぜ るに や) 市井の 小童 集り 柱の 下 を わらいて かこ ひ、 且童 輩の 中 一人 を^ 當と名 付 

水 あ ひせて 柱不 これ を 饗する さま ありと いへ り、 按 する に三毬 杖と 辻 祭の 幸 神と 混せ し 風俗に や、 亦 語 

らく 初秋 七夕 町々 繩 を 以て 家と 家との 軒に かけ 路を橫 切て これ を はり、 夫に 木に て 人形 をい とおろ そか 

に 作り 紙 衣き せいくつ となく 彼繩 につり おく 事 城下 皆お なしと、 是亦 如何なる 故に ゃ國々 節 序の 俗い 

と 珍ら しき 事 多し。 

〇 初春 望 夜 異邦に はいに しへ より 家 々門戸に 燈を はり 士女 出て 遊 ふ事尤 にきく しと かや、 我 肥 州 長 崎 

の 港 もまた 此 風俗 ありと 聞 ゆ、 京 あつま なんと はか  >- る 事な し、 まして 他の 國々 此夜 寂々 たり、 凡そ 今 

脊は 一 歲十 一 一度 圓 月の 始め なれ は 人 はもて あそ ふへ きを 餘寒 折し も はけし き 時 なれ は 見る 人 もな く 侍る 
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梅 薰る色 もえなら ぬ 霞に さし 添た る 光 影 心 あらん 人 誰か 見過し A る へ き、 宋の王 夫人 (柬坡 か 妻な り) 汝 

陰 堂に して Ij^ 夜の 月 を玩し 詩に も 春 月色 勝 如 秋 月色と 作れり (侯 腊錄) され は 我 園の 人 も 春 夜の 月 を 詠せ 

し 多 かれと 必上 元にし も あらす や、 朝廷の 踏 欹そ此 頃 もめて たく 行 はれ 侍る 

〇 翁 好か 兑 くるしき 物 書る 中に 家內に 子孫の 多き と 筆せ しも 心得ぬ 人 も 侍る にや、 是我 身の やむ 事な か 

らんに もまして 數 ならさらん にも 子と いふ ものなくて 有なん とい ひし 章 亦 妻と いふ もの こそお のこの 持 

ましき もの なれと いひし 所なん とてら し 合て 見 は 北 (心 を 會 得すへ し、 され は 世人の ねか ひ 壽命福 祿は更 

なり、 家內 子孫の 繁榮を こそ たれ もく 思 ひとし 侍る を つら/ \思 へ は 人の 苦しみ ひか， 〕 と唯此 子孫 多 

きょり そ 身の 辱 を. T ，省みす いとまな く 役せられ 侍る にや、 男子 多 けれ はお それ 多く また 彼等 世の 花やか 

なる を 見聞て うらやみ か， ) ち 顔なる にも 親と 成て 自貧 且賤 しき を かなしみ 如何なる わさ をしても 彼 か 身 

を 立なん はかり 事 を は 親の 心に かけさる ものな し、 され は士 は祿. 位 を もとめ 農 は 田園 を增 して ェ商は 利 

の 多 からん あらまし に 忍 ひを盡 す、 女子 は 年も漸 おとなしく なり もて ゆけ は宣 しき 緣を 求て 嫁せ しめん 

と 心の いとまな く、 やかて むこ 聞 出して 親族と はかりに もむ つかしから ぬか は、 緣さ たまりて 共 調度な 

ん とこち たく 製し 侍る に 困し 嫁して 後よ しあし につけて 苦み の 門 ひろく 愁の數 を かさぬ る 事少ナ からす、 

かくて 《：i^ に 子孫の 歎を已 かなけき とし、 生前 惶々 としてし つかなる 心な けれ は 道に よる 志 もな く 行 を 正 

す 心 もな し、 いた つらに 子孫の 爲 に懼レ 苦み 痴 愛に 罪 をつ くり、 ひたすら 世に へ つら ひ 人に こ ひて 只 幸 を 

もとめ £ 恨して 禍を さけ 侍る さま 出 塵の 眼より これ を 見は兑 くるしから さらん や 

〇^ 葬は途 終の 大事、 孝子 順 孫 心 を 盡し誠 を 致へ きを 我國 」1| 俗 無道に して 然€^ を 選 はす 治 葬甚疎 也、 但 

廒土 風水の 說に 泥み 年久しく 柩を 停め 逝 者 をして 土に 歸 する 本意 を 失する もの 多し と 見 ゆ、 丘 氏の 大擧 

衍 義補是 を辨 する 事詳 也、 されと 俗尙改 かたきに や、 今淸に 至りても 猶停柩 の 事 やます、 康職 辛亥 (我 

宽文 十一 年) の 仲冬 停 柩官壞 の 人家 火災して 十餘具 を燒、 灰骨辨 しかたく 其 子孫 痛苦 仲る 事な かりし 
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を 齊家寳 要 (附 論) に は 恨めり、 其 他 9<竺 寺 及 ひ雷院 金 沙灘等 洪水の 時 棺屋數 百 所 漂 去せ し 事なん と 記し 

て 水火 はかる へからす、 速に 葬埋 して 保全す へき 事 をい へり 

〇 或 問 順 德院の 建 暦 一 一年 (壬 申 正月 廿 五日) 圓光 東漸 大師 洛東智 恩敎院 にして 遷化^ しか は、 やかて 廟堂 

を 營し忌 月を迎 へ 在出參 堂して 師恩 を 報せ し、 代々 の 天子 も 亦！ 淺 からす 输命を 下し 其 忌 月を修 せし 

め 給 ふ、 殊に 後柏原 院鳳詔 を 製し 此會の 法則 を 定めた まひて より 專ら智 恩院御 忌と 稱す 

勅に 宜レ修 n 法然 上人 之 御 忌， 云々 御 忌の 稱呼は 詔 命な り、 故に 餘 山の を は 智恩講 とい ふなり 

其 正月 十九 日より 廿五 s に 至る は 何れの 時より 修せ しそ、 答て 曰 大師 入滅の 後 五 年に 當 りて 建 保 四 年 丙 

子 正月 十九 日より 廿 五日に 至り 一 七日 勢觀 上人 行 はれし 

東 山 西 福 寺に 安置す る 所 大師 念 持の 本尊 (立像 三尺) 乃 背後の 漆 書に 曰 ク建保 三 乙 亥年 秋當 寺に 住す、 同 

四 年 (丙 子) 正月 十九 日廿 五日に 至り 於當院 別時 念佛 執行す、 沙門 勢 觀源智 かくの ことし ト此寺 は い に 

しへ 法 勝 寺の 境內 にして 則 其 一 院 なり、 勢觀 上人 これに 住し 大師 年来の 本尊 を遣屬 ありて 此 寺に 安置 

とか や 今 現 二 あり 

ナカラ カネ ラ 

〇 長 良 兼 良 或 人力 ネョ シと 呼け る を 夫 もよ しと 後 成 恩 寺 殿の 宣 はせ しと かや、 三 條實枝 はサネ H と讀へ 

きなりと そ 

〇 普 光 院の將 軍 (義敎 ) 初め 靑蓮院 の 上 童に てまし くけ る 時南禪 寺の 景南戀 慕して あ ひ 参らせられ しと 

かや 

〇 郁 離 子 は 明 儒 劉 基が 著述な り 

郁々 乎 文 哉と いふ 郁の 字 離 は 明 にむ かふ 義 文明の 意 也 

〇 近 江 國中賀 の 金 勝 寺に 寬平 中の 太 政 官府 あり、 菅 家の 奉に て 自書 給 ひし、 丼 位署の 下に 菅原道 眞とぁ 

りと そ、 菅 家の 御 諱をは 大方 書 侍らぬ 事故 實 なり 

五 t 
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〇ls ほ秀次 五山の 僧 をして 百 十 番の謠 の 注 をな さ しめられし、 建 仁 寺の 雄 長老 總裁 として 慈照院 に衆儈 

を聚 故^ を 尊て 記さし めし、 遊子 伯 El か 月 を 愛せし 等の 事 唐土の 書に なきに や、 小 野賴風 公卿 補 位に な 

しと そ、 船 を 公に す むと 書し 類 何にも 見えす となん、 其 頃 足 利より 上りし 僧に 元 結と いふ 者 (大怫 の 

に 住す) 曰 詩^ 風 栢舟を 相に す. - むと 讀 なり、 舟は羞 也云辨 1^ 破 意と いふ 書に ありと て 言上す 諸 僧 共 

本 を 兑ん とい ふに 秘 して 出さす、 秀次 急に 出す へき 由 仰せ 有し か は 唐本に 舟は羞 也と 三 字 細字に 書 入し 

を 奉る、 是 日本人の 筆な りと て 人に 笑 ひし か は 元 結 面目なく して 逐電せ しと そ、 予或 偕に キミ 一一 ス、 ト 

とい ふ 事 を 問し に 出 所なん と 書て 見せし、 但是も 元 結 か 類に ゃ知リ かたし 

〇 周易 そらにい ふ 時 は シャク と讀也 (梅 村 載 筆) 改定 之 時 易の 語 を ひくに はァ ル フミ 云と 呼故實 なり、 其 

他の 書 は 北 〈題目 を唱 ふるな り 

〇 林 氏 卜 部 家に いふ 神 籠の 傳を 平野より 妄 作の 偽物 也と いひし を 書し、 其 終に 曰我國 昔より 神を勸 請す 

る 時 一 . 'の 箱に 赤土 を 人て 是を內 陣に納 る時幣 を. 冉拜 して 此物は 木に も あらす 金に も あらす 神 御座 と 唱 

ふる 秘事 也と いふ、 今按 する に 神社 璽の 箱と て 封す る 法 を 予も傳 へ 聞 侍りし.、 か 往古 か.' る 事 有べ しと 

も覺 えす、 且 伊勢 熟 田 等の 殿內に 昔より 曾てな き 物な れぱ尤 いぶかし、 諸 社の 御正 印を藏 めて 神舆 にの 

せ 奉る 類 中古 以來 あるに や、 夫 を 神籬の 御正 印と いふ (ひもろ き は 後世 神社と いふが ことし) たと へ ば 太 

神 {a の 印 熱 W. の 社の 印と 四 字 を 禱 し 朝家より 納て給 ふ 物 也、 此箱を 印し の 御 箱と 呼 御正 體の 事に は 侍ら 

ざるに や、 林 氏の 書け る 赤土 を 箱に 盛る の 事 古風の 尤故實 あり 

〇 瓢 より 駒 を 出す 繪 あり、 これ は 卯月、 y 錄に 張茶老 踏破 故廬 とい ふと、 亦 張 果紙を 以て 驢馬と せし 事 太 

平廣 記なん とに ある を 取合せ て 好事の 者 描し 成 へ し 

〇 孔老怫 吸 酔の 岡 何人が 書初 けん、 壽 精庭黉 せし かば 近頃の 圖 にあら す 東海 瓊 華に 記せり 

〇 驚^ 新 SI に 雪中 f ヒ燕 繁茂せ し 事 あり 非常の 事 敷 


き 
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〇 佛 者の 右 膝 著 地 は 胡 法 かとい ふに 樂 記に 武 坐致レ 右と あれ は 三代と も 亦此禮 ありと 虎關の 濟北集 こに 

えたり 

〇 大 ほ とい ふ 佾入宋 して 佛照 德光禪 師に參 して 歸朝 せり、 是惡 七兵衛 景淸. か 伯父な り、 景淸 平家 滅て後 

大日が 巷に 來る、 大 m 侍者 を 呼で 景淸 つかれたる 色 あり 酒 を E 只 来れと、 侍者 即ち 走て 門 を 出 ッ景淸 我 を 

源 家に 訴 へて 押ん とすろ かとい ぶかり 太刀 を拔て 大日 を 切 粒せ しとい ふ (此事 出 書 何に あり や 猶尋ぬ へ 

し) 

〇 大 燈國師 出家の 後 五條 河原に 乞 貪 行 をして 久しく 人に も しられす してお はしけり、 され 共 門徒 等い み 

て是を かたら さりし に 一 休是は 我祖の 面目なり とて 風， m 露 宿 無人 犯 第五 橋邊 一 一十 年と 彼 像 上に 書れ しと 

なん 

〇 人 を 捕へ て 勾引して 賣 しもの 猿く つ はとて 物い はんと すれば 舌 切る、 物 を 含せ しと ぞ 

近世 も 出 羽 國南鄕 等に は盜賊 ありて 人 を 欺き 猿く つ は を 含せ しと かや 

〇 鹄 (白鳥な り) 一名 天， 蠻國織 出す、 天鵞賊 もとは 鹄の 毛羽に て 製せ し 今 は 大槪絲 なり 

〇 樺來唇 

樺 は 木の 皮な り 木 をむ くりて 其 皮に てもとの 如く 包ん とする に 皮ち みて 能 はざる にたと ふ、 口の 揃 

"ぬ義 あるひ はかた 事い ふ 又は こと、 もる にもい ふ 

〇 椀脫丘 (そこぬけ たる こき を 洗 ふ もの をい ふ捥權 とおな し) 椀 脫校郞 (用に たたぬ 物 をい ふ校郞 はから 

ふと 也) 驢年犬 日 (畜類の いた つらに 年寄た る をい ふ) 

鳴 呼 小人 庸才 を 擧用ゅ る は椀脫 丘が 用な き 者 を 多く 官に入 置 は 椀 脫校郞 と い ふ ベ き 蛇を窒 に や しな ひ 

驢 をして 閭を 守らし むる 類 和漢 多し、 驢年犬 日の 愚漢又 少しと せす 

〇 水中 鹽味色 裏膠靑 (傳 大士心 王銘) 水に 鹽を入 るれば 見え. され どもな めて 味 を 知る、 彩 具に 膠 を 和して 
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見えざる にたと ふ (梅 村 載 筆) 

〇 紬川顿 之 (足 利 {豕 執 isiosr 胯 元年の S 一  首の 詩 を 作り 阿波 國に隱 居す 其 詩に 云ク 

人生 五十 愧無功 花木^^^過：^:《己中 滿 室蒼蠅 不盡 去 t ザ禪榻 臥淸風 

右 南方 紀傳に 記せり 夫 頼之義 マお 卿の 遗命を 奉じて 幼君 義 滿を輔 ：！^ す、 凡 天下 を 以て 己れ が 任と し 中外 を 

して 奢 を 林. -じ約 を 用 ひ侫を 退け 正 を 進め 才を 撰んで 毎に 幼君の 左右に 侍せし め從容 に是を fiHl 導し 老を敬 

ひ 諫を納 る、 の媒 とせし、 亦或時は軍を^^して攻伐ししはノ、城を拔て敵を返く  (慶 安三 年 河 州 合戰楠 

正 依 等の ei^ 士 といへ とも 出て 戰ふ事 能 はさり し) され ども 幕下 年 や、 長し 驕 暴の 機 日々 に增 し侫奸 近習 

し 政事 始めに 似す しば/、 諫て猶 納られ ざしに や、 四 七の 文字に 懷を述 て 速に 雞髮 せし、 嗚呼 文武の 才 

ありて 世に 重んぜられ しも 如此、 後世の 庸才 豈補 養の 道 をし らん や 鳴 呼 

〇 幽 師 始めは 才 高き 儒者な りしが (味 岡氏寬 永の ころの 人 也) 故 有て 出家す、 世 をの かれし 頃 陸 奥に 

下る とて 旅屋の 床に 故鄉を 夢見て 斯抬 菜ぬ る 身の 何事に， ^  > ろ ひかれ はべ るべ き、 餘習 はよ くきき がた 

きものと おひて よめる 

すつ ろ 身 はこ 、ろ もとめぬ 古鄕を 見なれ しゅめの 猶か よふらん 

奥の 大澤 なる 所に て 雞髮し 昔の 夢 もさむ る 心地せ しかば 口吟 冇し 

術 業 誤 身 三十 年 忽披 法^ 脫澳ほ 平生 甚愛 文書 癖 換得 山林 一味 禪 

世 をい とふ すがたに はつる こ  >- ろ そとお も ひたちぬ る 墨 そめの 衣手 

く はしく は 彼 筆なる 松， おの 記に あり、 後洛 束南禪 寺の 內に 遊び、 また 泉 涌 寺に 一 院を營 して 靜 けく 住せ 

し， 尤當時 匹 如 身の 擘也 

〇 浪華 子 か萬國 掌菓，天竺 及淸ン n 本 朝鮮 等の 圖也) 寶永庚 寅 春 印行せ し、 凡 一 百餘 部の 書 を 考へ證 し 

て是を 岡 せり、 國の II の 正 敷 ものと いふべき 歟 
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〇 いらた かの 數珠 は密 家の 故實も あり やと、 或 眞言 師に 問し に、 是は 修験者の 具にして させろ 故 もな し 

最 角と 書て いらた かと 讀む とこた へし  . . 

〇 ひ ゑの 山の 如法 經は 前唐院 大師 始めた まひし 後代々 に絕 す書寫 有しに、 よの 中み たり か はしかり し 頃 

より 斷絕 して 取た つる 人 もなかり し、 善 光寺の 大勸 請の 聖 (戒善 院槽大 僧都 慶： 連) 百 金 をよ せて 過し 癸已 

の 年より や >r ふるきに 復り 侍りし と 山 僭 かたりし 

〇 或 人 云 寺院に 嬉 かくる は 供養 物な り、 然るに 多く は怫號 または 諸 尊の 種子 を 書て 懸る あり、 思 ふに 能 

供の 物 所 供の 尊 稱等を 書べき いはれ なく やと、 予曰 是を密 家に 聞し、 凡そ 灌頂、 の 時 道場 四攝の 旗に 三十 

七 尊の 種子 を 書き、 施餓鬼の 場に 五 佛の號 ある 德を 立、 且刹 竿に 普 集 餓鬼の 咒書百 德を掛 て 幽鬼 をして 

聚會 せし むる 等傳 習の 故實 あり ー槩 にい ふべ からす、 されば 佛 菩薩に 供養す る 所の 鑤には 其 尊の 名號ぁ 

る ひ は 種子 を 書て 掛 なん 事誤りと いふべ からす、 是を餘 尊に 互用せば 又 罪なる べし、 よのつね 道場の 內 

外お よび 庭 藤 等に は 決して 名號 種子 有べ からすと い へ り 

今 世 明ン儈 多く 渡來 りて 新 製の 嬸珍 らしく 見 ゆる 故 諸 寺 效て是 を 懸く甚 如法なら ざる ものと ぞ 

〇 不動明王に 四 臂の像 ありこれ は鎭宅 修法の 時の み崇 むと かや、 亦ニ臂 にして 持物の 異なる あり 傳 へて 

其 事み 聞べ し 

〇 日蓮 黨が 等に 安ん する 愛染明王 を 見れ は 本手 を 合掌に 造る、 儀 軌の說 に 曾てな き 事と ぞ、 彼等が 本尊 

はもと！^ 山 如法 堂の 安置 を 似せて 己が 家に のみ あるとの 、しる 

如法 堂 は慈覺 大師 初て 建た. まひし、 後に 惠心 僧都 釋幽 多寶四 菩薩 (普賢 彌勒觀 昔 文 班) を 造りて 安置し 

給 ひける よし、 叙 岳 要 門 山門 記 等に 見えたり 

其釋翻 多寳の 印相 相傳の 像に 背けり、 彼 徒 あるひ は 合掌に 作り 亦 は 半 蓮 花と す、 四 菩薩 もまた 山門の 

故 實に違 ふす ベ て 彼 邪 徒が 俊 作 一 1 1 ならす 
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0  シ タカ サネゥ へノ ハカ マサシ ヌキ 

〇 地下 はたと ひ 一 一位 三位に 叙 すれと も 下 襲 表 袴 指 貫 有紋を 着せさる 是本儀 也、 但し 近世 攝家淸 華 等よ 

り 召お ろし 拜領 の雜 にて ぉ紋を W ゆ (地下 ニー 一： 位 は 社家に あり) 其咎 なしと いへ とも 其 意是を 着して 堂上 

と、 しからん 事 を 思ひ忠 とせ は 騾^と いふへ きのみ、 夫禁 色を聽 さる 四 位 五位の 殿上人 或は 緯白 或は 平 

R_ 紹の 紫の 付 色の を 着せら る、 武家 は中少 將侍從 といへ とも 輒く 紫の 指貫 を 用 ひす 大築淺 葱の 韓 白な 

り、 いはん や 諸 太夫 はすへ て 平 組 あさき のさし ぬきなる を や、 今 諸 社の 神人 六 位と いへ とも 橡の袍 紫の 

^貫 等 を 著す る あり、 但し 其 社の 神 衣 を 中 下して 着す る 例 あり (熱 田の 祝 師家の ことし) 古例な くして 私 

に W ゆろ は 忌 3： 事な きの 甚 しとい ふ へ し 

近世 古 m の 卜 部 { 永 私に ゆるして 橡を服 さしむ、 鳴 呼 潜 上非禮 なる 哉 

〇 或 人 1^ 風の^に 處々 の 名所 を 色紙 形 紙に 書と て 我住國 なれ は嗚海 かたをも 書へ きか 名所 檢に 書し 例 や 

あるかと 尊ら れし、 予曰 後鳥羽院 最勝 四天王 院を 立た まひし 時 院內の 障子に 國々 の 名所 を 書て 廷官に 命 

し 和耿を 詠した てまつ らしむ、 其 中嗚海 ありて 歜 書した めし 侍る と 申 送りし、 假 初の 事 も 心 ある 人 は 私 

に 事 を はしめ なさ、 るに や、 新 古今の 六 冬の 部に 最勝 四天王 院の 障子になる 美の 浦 書た る處 

風 ふけ は餘 所になる みの かたお も ひお も はぬ 波に なくち とり かな  藤 原秀能 

宇 良人の：：： も ゆ ふくれになる 美 かた か へ る 衣手より ちとり なくなり 權 大納言 通 光 

〇i«i 寺の 上人 (宥天 今 東都の 圓福 寺に 轉 移せり) 大栖の 第三 世 仁瑜法 親王 を (後村上 院 皇子) 東南 院 のせ〕 

と稱 す、 東南 院 在所 何れの 地 そやと、 予曰 高野山の 東南 院の智 泉 法師の 開基 (天 長 一 一年 五月 十四日 寂) な 

り 若 や： ：！；^ かと 後に 南都 東大寺の 東南 院 はいに し へ 此院の 寺務必 門跡たり、 仁瑜 親王 も 南都 東南 院の 御門 

跡な りしと 花 嚴宗の 僭 語りし か は 重て 申 送り 侍りし、 其 事 明らに 知らす はたやす く 答へ ましき 事 也 

〇 五十 年 前 我 M 、印本の 書 は 紙 ひろく 厚く して 抜 紙 濃に 薄 かりし、 三十 年 以來は 紙渐々 薄く 梭紙甚 た あら 

くし 厚く 製せ り、 是書紙 かさ 多く 見す へき 爲 なり、 近年 は紙彌 うすく あしく 侍る 故 かさね 紙と て (山城 
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の 伏 見に てす く 紙な り) 書の 下 モの切 合せの 所 はかり 厚く 見 ゆる 様に する こそ ひす かし けれ (各紙の 丁 付 

も 書の 半に して 或は 廿 三の 六 三十 五なん としる して 終 丁に して 紙數 多く 見す るなん といやし^ 紙のう す 

き は 昔に か へ るか 如く なれと いさや 紙 を 多く 用 ゆ ましき 爲 なれ は 疎 薄の 製な り 

絹 帛の類 もまた 花やかに 包みて 其 織 初 二 尺 ほとの 所 はかり は 地 あつく し、 其 奥 は 次第に あらく しく 

織な す、 漆器 等 もお もての みよく 見えて 內 かたから す、 され は 今 世の 人の 心 も是を もって 知る へし、 

萬輕 薄に して 外 をのみ かさり 人 を あさむ きお のれ 利 を 得ん 事 を 欲して 他 を 省 侍ら さる 事士庶 人み な illt. 

し、 季 世の 風俗い と あさましき 事 多 かる、 心 ある 人 こ、 に 志を發 さらん や 

〇 近世 諸家の 貴人 京都より 妾 を 召さる 、に 多く は B 蓮宗 なり、 其 故 は 日 蓮 宗の憎 等 其 壇 那と心 を あはせ 

卞 賤の數 ならぬ ものに も かほよ くむ まれ 出し 處女 あれ は 金銀 を あた へ て そ たてしめ 艷 if をなら はす、 年 

や、^ け ゆく 時 nn 蓮-: 示の 法 義を敎 へ 侍る、 是 はもし 大家の 妾と なり 幸 ひせられ は必 主家 を勸 めて 我宗を 

そね の 邦に ひろく せんたくみ 也、 邪 徒の 奸曲こ  >- に 至れり と 京なる 人 かたりし (大家 妾 を かふ 時し きか 

とて 多くつ か はす 口 入の もの これ を 彼奸僧 等に あた ふ 故に 費せ しも 一 時に 取 かへ し 侍る とそ) 進んで は 

佛 制に 背き (大 かた 彼女と 通して 亂行 限りなし とそ) 返て は 責人を 欺て 邪法に 入し む 其罪誅 をも容 かたし 

嗚呼 國賊 々 々 

〇 僧松譽 (攝 州大善 寺) 日蓮 邪 徒 か 所 編せ し斷邪 正論の 破 文 を 書せ り (正德 三年 癸已 三月) 其 中  一 二 を抄す 

邪 徒 安土 宗論は 俗書に 出て 正しから すと て 辨を設 しに、 松譽 Q 栗 居士 かその かみ 自筆せ し 安土 問答の 記 

を 以て 證 せり (前人 未 發歟此 書 は 越後 國礫邊 郡 高 田 勝 願 寺の 藏に有 元祿七 年洛東 松原 下 ル妙順 寺に して 

開勸 せし と) 邪 徒 云 彌陀は 五十 コー佛 の 終世 自在 王佛の 弟子 也、 彌 陀は是 より 前の 事 は 知らし、 五十 三佛 

の 始めに 鋭光佛 あり、 何 そ 過去の 諸 佛彌陀 に 依りて 正覺 すと いふへ き や 等 松譽の 破に 智印 三昧 經 (全 一 

卷) 云 念フ- 燃燈佛 (舊云 S 光佛) 之 前 過 八十 億、 却 有レ佛 名-, 月惠 1( 乃至) 有 U 轉輪 王， 號 曰-, 惠起 王， (乃至) 

山 ハミ 


尻  m 


  六 四 

惠起王 ハ阿彌 陀佛是 也 (云々) 彌陀發 心 は燃燈 前に 在り、 云常演 一 却實 久遠 彌陀 也等辨 せり (日蓮 黨か佛 書 

にくらく111^事现の說を知らさる寨是等にても兑る へし) 邪 徒 文珠願 王の 文 其 出 所 を 知らす して 邪 評 をな 

す、 松 i 夕乂珠 發願經 (全 一 卷^: t 陀羅所 數四紙 ァリ) 人 藏の函 を 出す 

願 我 命 修時滅 --除 諸障礙 - 面 兑ニ阿 彎陀佛 牲 n 生 安樂 刹 ， 生 n 彼佛國 1 已成 ニ滿諸 大願 ， 阿彌陀 如来 現前 授，， 

我 記， 云 

信 景云彼 a 徒 は 只 説 惑に して 學を しらす、 古今 皆 R! 蓮 か 機 液 をす  りて 醉 るか 如し、 共 高馒姦 曲の いや 

しき さま 稱 牙を勞 する に 足さる のみ、 邪 徒の； 1 正論に 靑肓の 出 所 を しらすして 合. 類 節用集お よ ひ 倭爾雅 

なんと あさましき 俗流の 書 を 引けり、 松譽腹 を か 、 へ て 大笑せ し、 實 にも 彼宗の 坊主 等 か 文盲なる 今に 

はしめ ぬ 事な から 是ほ とまて 無學 なるこ そ 不便の 次第 也 

〇 峰 火 はとぶ ひと 訓 せり、 大和 國 によめ る 歌 多し、 但し 昔須 磨と 淡路 とに 通 ふ 舟に は 飛火み-立 侍りし、 

夫を兑 て 互 ひに 船 かよ ひし を しるしの 煙と 呼て 和歌に もよ めり 和 州の みとい ふ へ からす 

〇 侍從 雕朝ぼ 部所 司 代) 去年 癸 已關束 下向の 時 詠せられ し 和歌 院御感 ありし とて 京なる 人より 送ら 

れし五 首 

逢坂 

しるしらぬ 人 もった へ て 古き 名 を 今 そと、 むる あ ふさ かの 關 

鏡 山 

くもらし なむ かし を 今の か 》 み 山う つり 行 世の すかた とそ 見ん 

小夜 中 山 

あつまち になれ て 幾と せいの ちと もしら す こえ ゆく 小夜の 中 山 

富士 
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月 花の 三つの なかめ のうちな からた くひ も あらぬ 雪 はふし のね 

田 子 浦に て 海 士の汐 汲 を 見て 

世 を わたる 業 はかく こそい とまな みし ほ 汲 あまも 鹽 くまぬ み も 

〇 橫梁 先生 曰 仕 者 入，， 治 朝， 則德曰 進、 入ニ亂 朝， 則 德曰退 云々 

德 ある 者 すら 治亂に 化せら るいはん や 無 德の身 進む に 心 ありて 義を じらさる を や、 嗚呼 世人 主君に 信 

ぜら れん 事 を 求む るに 急なら さる はなし、 苟も 進 信に 心 一 つなら は 汲々 として 其 守 を 失 ふに あらす は 

必悻々 として 義を 破らん のみ 程 子 深く 戒られ し 

〇 程 伊川 曰 欲， 貴 之 心 與，， 行 レ道 之 心 二 父 戰，， 干 中， 豈安 履，， 其 素， 乎 

道 を 行 ふに 心 ある ものと いへ ども 責 からん 事 を 欲れば 必義に 勝 事 能 はす、 いはん や 世人 貧賤に 安ん 

ぜ すして 其 進む に貪躁 せん を や、 若 幸に 進む 事 を 得 は驕溢 至らざる 所な からん、 故に 賢者 は 其 素 を 安 

んじ 履む 其 處も必 樂み其 進む も其爲 こと あり、 易 曰 素 履往無 レ咎と は此： 謂な り 

〇 寒 士之妻 弱 國之臣 各 安二 其： 止 1 而已、 苟擇レ 勢 而從則 惡之大 者不に 谷-於 世 1 矣 

是嚴に 人の 志 をい ましめ り 安正の 一 一字の 外さら に 他事な し、 正なら ざれば 必邪 故に 勢 ひに した かふ を 

大惡 とせり、 嗚呼 世人 奸權 に媚 阿て 利 綠 を 求る もの を大惡 とお もへ る 人 を 見す、 却て これ を 好と しあ 

る ひ は うらやみて 其す る處 になら ふ 者 多し 是亦惡 徒と いふべき のみ 

〇 尺 蚓穿レ 堤 能 漂 n 一  邑 一寸 煙泄， 穴 致レ灰 n 千窒， (劉 子) 

貧に 事 は微に 起り て 其 未 防べ からざる に 至れる ものす ベ て 世に 多し、 就中 色の 惑の みそ 老若 智愚 とも 

に ふみまよ ふ 思 ひの 響く らく 財 を捨名 をく だし 身 を 喪す る 和漢 古今 幾 萬 人 そや、 此春甲 午 柳營の 女房 

季 園の 優 人と 亂 行の 事 あら はれ、 其 淫婦 男より はじめ 彼 親族 迄 多く 刑せられ 侍りし さま 紬々 と あつま 

より 書お くれる を. 見 侍る 事 あさましき 限りなり ける、 女房なん との 流罪 また 、 めし まれに 侍る にや、 
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  六. K 

是初 微を愼 ますして 恣に心 を 放ち か 》 る禍 となり 侍る 

〇 熱 出の 菩薩 號を 大福 田と 稱す (大福 田大 菩薩の 號は供 僧家の 稱呼 なり) 是厚 (順 和名 抄に斯 書せ り) の 

稱と 同じき 欺、 大論に 大福 は 從良^ 生す といへ る 意なる べし、 凡； i 田の 言佛經 に 多し 

〇 維摩 經と無 一 ^稱！ ^と 问 本異譯 なり 

〇 世界 遷流を 世と い ひ 方位と 界と い ふ 

〇裟 婆 は 胡 語是を 堪忍と 翻せり、 釋迴方 誌に いはく 此 土の 人 强識 念力 能 忍，， 苦樂 f 堪，， 任 道 器， 故 名，， 堪忍， 

云々、 資^ 悲 I せ 等の 釋尤廣 し 今異之 

〇 僭な 衲 衣と いふ、 按 する に怫祖 統紀註 (南 岳傳) 衲衣 をよ しとせ り 納の字 は 俗 其 義を失 ふといへ り 

〇i^ 書に 大 原の 三 寂と い へ る は 如何、 ぞゃ、 曰 枇杷 贈 國長良 (冬 嗣公 一 男) 五代 從四 位下 爲忠は 歌人な り、 

北 ハ次巧 皇太后 宫大 進爲業 法名 寂 念 世^の 作者 也、 其 弟 量 岐守賴 業 法名 寂然 往生 傳に 入れり、 其 弟せ 門 守 

は 降 法名 寂超此 兄弟 三人と もに 有智の 歌人な りし、 當時 是を稱 して 大 原の 三 寂と 呼し 也 

〇中世の俗：語：；^<を女性と呼し、 近 來小袁 を 小 性と いふ も此類 ひに か、 亦 大家の 息女 を 御料 人と 稱寸 is- 

山の 公方 義 政の 御料 人の 局の 如し 

〇 常 德院將 軍 家 (家 尙) の 女 三時 知 恩院の 住と なれり (入江 殿と 稱す) 萬 德院將 軍 家 (義晴 ) の 女 も 亦 此後住 

なりし、 その 師は寶 鏡 寺の 輝. 源：^〕 なり 今日の 如き は 入江 殿 寳鏡寺 殿 皆 皇女の 尼 公住 持し まふ 

〇 人身 十祌は 

丹元祌 (心神) 幽由神 (耳 祌) 照靈神 (nz 祌) 大和 神 (口 神) 玉 態 神 (鼻 神) 

含 明！： (肝 祌) 皓華神 (肺 祌) 常 在 神 (脾 神) 魂 停 神 (膽祌 ) 育 嬰 神 (臂祌 ) 

兑ニ余 氏 事物 異名.' 上- 

外に 耳目 口 あり 內に阡 肺 脾膽腎 ぁり是 を 銃る は 心 也、 故に 心 をェ宰 とも 靈府 とも 稱す、 、むは 性情 を 合 
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したる 名勡靜 感應皆 一 心の 主宰 也、 心 正しき 時 は 百 體俱に 正し 心 不正に して 何 を かなすべき 人に- 

ならす や 侍らん 

〇 大毘 慮遮那 成佛變 加持 經 (大日 經也) 

金剛 頂 一 切 如 來眞實 攝大乘 現證大 敎主經 

蘇悉地 羯羅經 金剛 峰樓閣 一切 瑜伽 祗經 

大昆盧 遮 那佛說 要略 念誦 經 

右 眞言 宗の 五部 秘經 とい ふ 

〇 玄義 文句 止觀 (法 華の 三部 天 臺の說 也) 是三 大部な り 

金 光明 經玄義 同經 文句 別行 玄義 同文 句 (觀 音經) 觀 無量 壽經疏 (妙 宗抄ト 云) 

、 J れ天臺 宗の五 小 部と い ふ 章 安の 記な り 

〇佛 法象敎 (刻 1 木爲 レ佛以 n 形 像， 敎レ人 也) 

余 氏が 事物 異名に 見えたり 是怫像 をい ふ、 我 國佛を ネト ケと訓 する は 浮 屠 形の 音便 叉 佛陀敎 の 音轉と 

いへ り、 但按 する に ネト ケは 怫敎の 二字の 音便に か フット ネトと 音 通す ケは 字の 略 音 怫敎と は 怫法像 

敎の 中略 歟 

〇 沙門 桑門 乘門是 其轉語 比丘. 一 必蒭 もまた 然り、 僧 を 蒙古に は 出 魯忽兒 と 呼と そ、 僧に 和訓な しほ じと 

歌書 等に 書る に 法師の 略 音な り、 尼 を アマと 呼ぶ を 和訓と おもへ る は 非な り、 阿 摩 は 老女の 梵語 也 比丘 

尼の 事に あらす 

〇 修 多羅 仁王 經の ニ諦 品に 翻して 法 本と 見えたり、 是佛の 言敎諸 法の 本なる が 故と いへ り、 書物 を 本と 

い へ る是 等の 意なる べし、 元ト漢 唐の 人の いひ 初し 事なる へ けれと も 何の 書に 經書を 以て 本と い ふ 事 =^ 

あたり 侍らす、 佛 書に 此事 あるみ-見て 抄 して 博に 傭へ 侍る のみ、 儒家の 書に 此事 あら は 後人 幸に 書 添へ 
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  六 八 

たまへ 

〇枳 ^をケ ン ホノナ シと證 り、 按す るに ケンネ /ナシ と は 常にい ふ梨實 敷、 玄圃梨 江 南 橘と 對 したる のみ 

〇 馬の 一 歲 なる を fK 昔 住) とい ひ 二 歳なる を 駒と 云 三 歳なる を 誹と 云 四 歳なる を祧 とい ふ。 

〇 阿濕^ は 馬の 梵語な り、 唐土に て 馬を產 する 所尤 多し、 其 中古へ 雲 中 (後の 大同 府 なり) に 出る もの を 

良お とせし、 大抵 西北 方に 產 する もの を 勝れたり とし 東南 方に 產 する もの を 劣弱と す、 我 國には 東北 方 

に库： する もの を 良と す、 按に 唐土 西北の 地 は 寒に 東南 は暖 なり、 我國 東北の 國寒 多し しかれ は 馬 は寒國 

に 生す るが よきと 兑 えたり 

〇 牡站北 馬に 交 はりて 生る 子 を 驟 とい ふ、 牡 馬の 驢に 交て 生す る を驛鍉 (音澤 題) とい ふ、 牡驢 牛に 交り 

て 生す る を^ 招 (音 とい ひ、 牡牛 驢に交 はりて 生す る を騎賴 (音 謫冢) と 云、 牡牛と 馬と まじ はりて 

生す ろ を. 姐-^ とい ふ これらの 類 ひ我國 にて 聞す 

〇 正 德叫年 午 四月 四 ロ所レ 殺異獸 

，お サ七 尺べ 寸餘 かたち 熊に 似て 面 人の 如し 足と 爪 鷲の ごとく 頭 毛 赤く 身 毛 黄を帶 たり 

豆 州 豐川村 は 牧野 家 (大學 成央) の采邑 にして 吏 (渡邊 

傳三守 綱) を 置て 事 を 主 維せ しむ、 今年 (正德 四) 夏 共 

妻 夜々 物の 爲に おそ はれし か、 或 夜 終に 妖 死し 面皮 を 

，く..  ？  —.，  、  さへ 剝 破られし、 五三 日 過て 物 有て 家に 入を覺 ふ、 吏 

f  -f  . 即ち 刀 を拔て 切け るに 手 ごた へ はしながら 飛 去て 形 を 

^  ^nfc  ,  見す、 され ど 血な がれて 遠く 行し 跡 あり、 家人 等 血 を 

傳 ひて 尋ね 行し に 四 里 計り 去て 栗 山村と いふ 里の 奥山 

にー窟 ありて 廣さ四 五 間に 見 ゆ、 其 內に聲 ありて 牛の 


M の ms 尺 tt 


チ、 "^^^一" へ- 


ま 

は *- なく  «! の 


，，にり おき 爪ぁリ * 


ことく 吠ゅ此 よし 吏に 吿 しかば 是を 啓し、 牧野 家より 家 入數 多. 遣 はし S 砲 を 以て 彼窟を 打し かは^して 

あたり はしり 出け る を 打 かこみ 鐘に て突留 しと- ぞ云 

牧野 家の 家人 鈴 木 平-八 石 原 修理 

小 澤傳藏 山 本珍彌 

早 川八郞 右衛門 津村八 郞兵衛 

佐 野 善 右衛門 渡邊傳 三 

足輕 五十人 

か， -る事 は 毎 もま、 かたり 傳 えて 眞僞糙 ならぬ 事前に も 多く 有し、 此度 とても 其 形 を 圖し傳 ふる 中に 

また 一様なら ぬ 形 も あれば 誠し からぬ にやと いふ 人 侍る、 されば 深山幽谷の 間に は 見 も馴ぬ 異類 多き 

にこ そ、 さいつ 頃 敷 越後 國桑取 山に て 打 留し獸 を； S 々なりと いひし、 亦 州 松 本の 人 かたりけ るは廿 

四 五 年 前 水 野 家の 家人 某 か 家へ 毎夜 もの ありて 來り おひやかしけ るに、 或 夜よ く 見ば 老人の 如く 長 高 

く 夏 夜な りし か は 蚊帳に 手 を かけて 內を 見る、 亭主 蚊帳 と共にい たき 留ん とせし にす るく とぬ けて 

あがり 窓より 飛 出る を 刀 拔て切 付し かと も 跡な くう せて、 すさまじき 毛 多く 殘 りし を まのあたり 見 侍 

りしし いへ り、 此 度の 異物 も此 類に こそ、 眞偽 如何ながら 人の 見せし 圖を こ.！ に寫 して 後の なくさみ 

に備へ 侍る。 
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i 孤 尻 卷之 五十 五 

0|、|不，，，^=仕，，勉，之：：：十&求レ延以行レ志也、 方今 眷千數 其 可レ損 乎、 i 萬 装 可レ减 乎、 

左右お：：^ 可， 去 乎、 愧然歎 口  桓生 行而死 還， 於 n 諸子-何 有 哉 (朱 子 語類 百 三十 五)  . 

- ひ，：； ま 以て. y へ. かた I 管 時讓？ とし、 翠季世 拿、 陳仲弓 か 太守 il ち官 者の 葬 を 

这 りて 是か 爲に詭 遇する 事 を 得た るか 如くなら ては豈 一 朝 も官に 居る へ けんや、 君子の 仕へ さる 事 〔且 

なる i^w 

Qg: 舉 (災 见ハ識 in 風 角 烏-占 ノ類) 外學 (六經 義理 ノ擧) 

是漢^ S 稱呼 なり、 釋內典 外典の 據 なる にや 

oi 注 書 只 注-難 レ曉 處ー不 S 全 注- 盡 本文-其 辭甚簡 (語類)  icM-p 

古人の 注解^ 節な り、 後人の 注解 1=^ 雜時風 如 斯歟、 夫 後世い にしへ をい ふ事彌 遠くして 其 代の 文字 を 

今 する 事甚 靴. し、 此の ことく 注解 家々 に 繁く書 も 亦 多くな り、 讀者 多岐に 迷 ひて 古人の 意 を しら さ 

ろ m 多し、 况ゃ閑 義論を 以て 自家の 博 を 街 ふ 類 を や 己 を あやまり 人 を あやま." む 

〇 或 人 云 囚緣の 字義 共に よると 讀其分 意 如何 そや、 予 曰因ハ 由な り 緣ハ循 なり ひとしく よると 讀 とも f 

豈 一 ならん や、 たと へ は 一 草木の 種子の 如き 是根枝 花 葉の， S 來 にして 其 生す へ き 理を具 ふとい へ とも 

k! 土 こ： 17 循せさ は 化ハ芽 生す る 事 能 はす、 然れは 事物の 成る 皆 因 ありて 緣し 以て 成に 至る のみ 

〇in は^の 本字 (笏は 俗字な り) 声 は音慶 (木お の 字な り 今聲の 略字と する は 俗な り) 妬 (音 石 女 無 子 者 曰 

^〔仆 ^て 妬 re の に 妬 を 川 ゆ) か  >  る 類 ひ 多し 

〇 一 休の 詩に 四十 九 年 落草坊 (落 草 は 不レ在 = 正 落-宗門 方 語) 洞 山の 語に 折 合板-炭 裏-坐 (折 合 は 畢竟 義な 


〇 禪 語に 富 地の 考鴇 といへ る は 開口 成， 禍 なり、 嗚呼 世に 交る もの 稍 も すれ は 舌頭の 禍 多し * 古廟 御子 

(禪 語) の 如く { さしく 口 を 開た るの みなら は 人の 耳に さか ふ 恨 は あらし、 但し 言責 ある 士大夫 可レ言 し-し 

言 さる は 祿位を 貪れるな り、 豈 忠義の 臣 ならん や 不好看 云々  . 

0 擾窒 連の 姓 は上宫 太子 山城 國 巡行の 時 水 主の 古 麻呂か 家の 門に 大複樹 有し、 太子 曰 此樹ょ 室の 如し 大 

雨 も 漏す と 依て 桓室 連と いふ 姓 を 賜 ひし 由 姓氏 錄 (十三) に 記せり、 され は我國 いにしへ より 投を 人家-, 

植る事 其 枝 を 伐は彌 繁茂す るか 故 枝の 木と 呼て 入用 ゆるに 利 あれ はなり 

〇 遠 江國木 坂け がより 上りの 方に 古 大楠樹 あり (民家のう しろ) 其 細き 所凡圍 十七 尋 なりと そ、 亦 伊勢.^ 

讀の森 (内 宫の 月よ みなり) 古 大松樹 ありて ー國 知ら さるものな かりし か、 去る 年 辰の 秋 暴風に 轉 倒せし 

長サー 一十 餘間 有しと かや、 凡そ 古地に は 限りなき 大木 も ありなん 

〇 甲. q. 春の 彼岸 會 中日う すく もりて 入日 かすかに 見え 侍りけ る を 望て、 彼 三 障の 雲 立お ほひた る、 い^し 

侍りし ほと に 

ゆ ふつく  R 霞 こめた る やまの 端 は, J  > ろに さはる 雲 かと そお も ふ 

0 凡そ 曆家 春秋の 彼岸 會を 記す る 事 久し、 昔 は 春分の日 を 中日に あたる やうに せし 事 安倍 家の 曆本 にみ 

えし、 近世 は 春秋 二分より 三日 目 を 其 初と し 六 曰 目 を 中日と 定め 九日め を 終りと す、 いにしへ は 彼 千 こ 

スる 日若沒 日に あたれ は 一 日 を延て 次の 日 を 入と せし 故實 なりし (古き 曆を 見る に 皆如此 なり) 

貞享 暦に 沒日を 用 ひす 故に いっとても 1 一分の  一 m を 隔て 彼岸の 初と せり 

亦 彼岸の 中日 は 日輪 正面に 沒す 故に 淨業 日想觀 0 時と い へ り、 曆 家の 說に曰 日の 正中す る もの 舂は 

分の 前 三日 秋 は 秋分の 後 三日 正しく 日 赤道み， 行なり といへ. 0^、 されと 大方 一 一分 は 時 正の 節に して 其 口 

に拘 はらす 日の 西に 入る を 正方と す 


尻 


  七 二 

〇H< 竺 の^は 一 歲 を三季 とせり 熟 時 (自 正月 至 四月) 茂 時 (自 五月 至 八月) 寒 時 (自 九月 至 十一 一月) され は 正 

五 九月 は 印 上 三 季の初 月な り、 阿蘭陀 等の 暦は廿 四時と し 一 時 を 六十 刻と 定め 酉の 時 を 一 日の 初と す、 

^月 を なくして 装 暑 たかは さる 法 あり (其 大槩敎 量 唇談を 見て しる へ し) され は 萬國の 暦法 各自 其 法 

あり、 或述，}3;の月を歲„1£::とするぁり^}^分を以て年始とするもぁり、 阿蘭陀 國は 唐土の 冬至より 十日 目に 

當 る：：； を： 兀：： ： とす 或は 國 によりて 月の^ 初る n を 一 月の 首と 定 むる も あり、 蠻 夷の 國暦を 見て しる へ し 

〇i^ の！ 9 母のお も ひに ありて やかて かしらお ろし 侍りし 人の 又のと し彌 生の 頃 修行に 出 侍る へ きょし 聞 

えけ る ほと にあ はれ も ひと かたなら すお ほえて 

別れて し 一-が を かたみの ひと せ をた ち へ たて ゆく 華の しらくも 

〇 庭の 綠樱. ^、初て いまた 盛なら さるに 烈しき 嵐に さそ はれ 良い ろな く 侍りし こそ、 世の さため なき さま 

も 今 一 しほ 思 はれ 侍りて 

0^ ならぬ 世 を しれと てゃ樱 はなう つろ ふ ほと もまた て 散ぬ る 

业： 正：： 悟 大師 (雁 門ノ惠 遠) 住，， 魔 山 虎 溪柬林 寺 T 招 こ 賢士 1 修 U 西方 淨業 r 其 他 多 こ 白蓮 维 r 且彌 陀佛國 

以 -r^ 花  >  分 二 九 品 1 接 二 新往？ 故 大師 稱 n 其院 1曰 二 蓮社ス 或云會 此 社-者 不 T 爲-- 名利 泥， 所.， 汚 喩>. 如，， 蓮華, 

淸淨ょ 故名レ 之) 亦 大師 門人 法耍巧 刻， 木爲 二十 葉 蓮華 I 植 n 此池 中， ffl,, 機關 i 凡 折，， 一 葉， 是ー 時與 二割 漏？ 無，， 

差俾 i 禮念 不レ失 n 正 時 ， 故 名 n 連 社 i 社 聚會處 假レ之 爲レ名 

iw^ 云 大道 本 來無レ 所 レ^、  .：II雪那得i?^,心期i遠公獨刻^蓮花漏i併向ニ山中>禮u六時l 

〇n 本 淨宗連 社號傅 

釋. C: 蓮 社. ゆむ 京 兆 人、 未レ詳 n 其 姓 族 S 宇宏 智鋒爽 逸然 不， 嗜 u 世 味 i 好 二！ i 密妙 K 旣 洞晚投 nis 聖光 

師 一修，， 淨業， 久矣、 1： 條院 天； 1 元 癸已歲 三月 從，， 國 使橘询 書， 入 yl 木 (现宗 紹定六 年) 登- -盧山 > 謁 -#禪 師- 
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傳，， 衣鉢 一而 歸朝自 號-& 蓮 社 i 淨土宗 社 號權ニ 舆于此 1 旦師 乃廬山 義祖也 (光師 門人 亦 有-敬 連 社 等， 盖 自，， 

此時， 社號間 在し か) 

〇 勅額 扶桑 盧山大 阿 彌陀經 寺 開山 等 一 祖賜紫 特號旭 蓮 社大乘 澄簡大 菩薩 智演 國師 大和 尙泉 州大鳥 郡產也 

姓 源 左 典 厩 義氏之 裔泉州 刺 吏義貞 母百濟 氏、 ^レ無 レ嗣禱 二 泉 州 家 原文 珠大土 一 一  ケ 聞-, 兒 啼，， 庭雜 i 便 開レ戶 

擧 以爲， 子 ー五歲 親，， 文 墨， 暗誦，， 曼 殊神咒 i 里 嘆 異焉、 師梵相 奇偉性 悟 而器閒 九歲人 U 東大寺 1 師，/ ^雅 公一 

而雞 染授具 長惠 解： 大 然才氣 秀逸 研 二 究供舍 一 唯 識，， 閑 奥， 洞，， 徹 三論 花 嚴妙旨 ？旣而 至 二 襟 尾 山， 精，， 練 兩部秘 

敎ー且 善，， 悉曇 字義 一 然 傳，， 台宗於 承遍觀 豪ニ師 U 母 友，， 東 福 虎關 公， 親 敲，， 禪耍 S 久學， 淨敎， 浴，， 九 品！ S 山 一 ： 

流 i 亦遙 游，， 東 關 1 謁ー鎌 倉 光明 常譽 大和 尙， 循，， 其 獎訓 ニ累，， 鎭西 正系, 自レ雨 名望 新而盛 弘，， 通淨宗 i 以，， 稱 

名 UG 花園 帝 文 保 元年 丁 巳 泛，， Kti 徑入 J 兀 (仁 宗廷祐 S 年) 登- >廬 峯 1 見 H 東 林憂蕓 普 度 大師， 學 n 輪 下 一而 

面 7i 授無邊 海藏ロ 決，， 傳，， 怫國惠 遠 之 正： R 剩 蒙，， 敎外證 K 在 レ元凡 五 年 巡； TM 名 蘭 勝區， 得 二 謁師印 可 ー於此 

齊携 ヒー： 藏 (佛 圖證) 將來佛 舍利遠 公 傳持六 時 禮連華 爐及衣 益文籍 若干 一 歸朝赏 後 i ^糊 院元亨 改元 辛 酉 也 

(其 後明 極：！^ 船，， 而板 也) 帝 召數聞 去內外 謂，， 佛家鸞 鳳 僧 中 龍 虎一 帝崇 n 其道德 1 正中 ゆ 子 元年 特詔 创-- 梵宫， 

勒 號，， 旭 蓮 社 1( 以，， 精舍， 呼，， 蓮 社， 我國 始，， 干此し 普赦 ，，天 下， 令， 修二般 舟 三昧， 益轉綜 英發、 後村上 院興國 

四 年 壬 午 (北 主康永 元年) 天變地 夭疫疾 比屋愁 苦天儉 惱，， (辰 襟 一 便 余 演公讓 災師應 レ命昇 二 九 禁ー奉 A 授ニ 一  乘 

圓戒？ 使，， 王公 以下 士庶, 七日 唱 n 一  百 萬 遍念怫 ー應， 時 妖氣忽 返 消 四民 呼 U 萬 歳？ 帝 感激 之餘特 賜ニ大 乘澄圓 

菩薩 崇號， 被 U 紫袍 i 且歆宣 { 辰 翰 寺 額 號，， 扶桑 廬山大 阿 彌陀寺 S 其 勅書 曰 法師 遠涉 U 搶波 is- 異聞 於 絶 域- 

遐游二 唐 ill 研 機 於碩師 〔且レ 施，， 食 封 百戶， 云々、 葸榮之 盛 亦 如 レ斯、 師名翼 四 布 振ニ彌 天威 風 i 不一 漲- -吉水 法 

流， 挑，， 廬山傳 燈一淨 宗中輿 誰 出，， 師之 右一 乎、 我國禪 淨兼擧 道場 以二旭 蓮 社， 爲レ先 (屬 -1 洛東花 頂 山 1) 後 龜山院 

文中 元年 (北 主應 安七 年) 秋 七月 廿 七日 師 召，， 大衆， 而上堂 遣誡普 說不， 異，， 平日？ 端座 合 爪 而辭レ 衆 向 n 自影， 

唱 n 佛名， 悠然 而坐 化報壽 九十 有 餘歲、 嘗述， 1 十 勝 論 驚覺論 獅子 伏 象 論 怫風論 等， 若干 快 藏寳践 今 皆 行レ世 
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  七 四 

〇 大樹 家 連社號 

東 照 宮 a 女 罔 is) 德蓮社 台德院 光 蓮 社 

文胎院  順 蓮 社 有章院 照 蓮 社 

贵介 蓮社號 

瑞 龍 院 (尾 張俟 光友 卿) 天 蓮 社 龍 雲 院 (高 松俟) 雄 蓮 社 

〇 我 先！？ 綱 誠 卿) 御自の 法諱を 定め ましく-け るに 院號の 上に 御 官位 を s_ はせ たま ひし (御 法名 は 建屮寺 

の智伯 上人 さつけ たてまつらる) 

從 三位 前 黄 門 泰心院 (院の 字の 下殿の 字 を 除かせ 給 ふ) 

是は 官位 は 朝家の 論 命 院號は 僧家の 號し 奉る 所 なれ はかく 書せ たま ひとなん >  但し 中世 以來 貴族院 號の 

下必 官位 を 事^ 子の 通 式に や 

〇 某 寺 殿 及某院 殿と 書 は 元 一 塔 頭 を 立し 人 其 寺院に 位牌 を 安置す る 故 本願の 號を 先と して 法名 を 其 下に 

書せ り、 たと へ は 尊氏將 軍の 位牌の ごとき 云々 

等 持 院殿贈 一 品 大相國 仁 山 妙義大 禪定門 (或は 仁山義 公と 書せ り) 

等 持院は 山城 國葛野 郡 衣笠 山の 麓に 建ら れし、 鎌 倉に て は 基 氏 尊 氏の 爲に香 火の 場 を 立て 長壽 寺と 額せ 

らる、 故に 此寺 にて は 尊 氏の 位牌に 長壽寺 殿と 書せ り、 北ハ 殿の 字 は 法 興 院殿法 成 寺 殿 等 古世に 呼し 稱に 

して jew 後に も 猶斯く 呼 ひし 一 時の 俗 風な り、 京都 將軍家 前 錄倉將 軍 家の 時 北 條氏等 寺院 を 立て 卒後脾 子 

に 某 寺 殿なん と 書せ しょし 世の 風俗と なり、 凡そ 貴 介の 法名に は必 官位の 上に 院號を 蒙らし む、 近世に 

及ん て は 平 侍と い へ ども 僧家 へ つら ひて 大槪 院號を 書す、 曰 蓮 一 示の 如き は 商人 農民と い へ ども 金 を 出せ 

ば 院號を 題す f„ ^敷に 至て は 河原者に さへ 院號を 授け 侍る 事 京江戶 ま. - 聞え 侍る、 彼ね 乞食の 部類な り 何 

そ 十 i!^ とひと しくす へき、 曰 蓮黨. か 私 こ、 に 至れり 嗚呼 
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古例 院號の 上に 官位 を 書す る法號 あり やとい ふ 人 有、 予曰相 州 鎌 倉泉ケ 谷なる 慈 恩 院の牌 子の 中に 

贈 正 1 一位 大休寺 殿 古山 源 公 

是足 利直義 (錦 小路 殿と 稱す從 三位 左 馬頭) の 法名 也、 先 公 獨院號 の 上に 官位み-置せ たま ひしに あらす 

〇 法名に 戒名 あり 道號 あり、 され ど 中世 まて は 貴人と いへ ども 只 二字の 法名の 外^に 道號 書く 事な かり 

し、 御堂 關白道 長 公の 法名 を 行 覺と號 し 多田滿 仲の 戒名 を滿 慶と號 せし 類 也、 共後士 家剃髮 して 房號法 

名 を 付 事 間々 見 ゆ、 熊 谷 入道 を 法力 房 蓮 生と 稱 せし 類 也 (これ 法力 蓮 生 法師と 呼し) 

〇 鎌 倉將軍 家の 時 宋の禪 僧 多く 來朝 してより 道 號を稱 する 者 世に 聞え しかと も猶ー 一字の 法名の みなる も 

有し、 一 一位 尼 (平政 子) 法名 を 如 赏妙觀 大禪定 尼と 號 せし 類な り、 亦 北條泰 時の 位牌 鎌 倉常樂 寺に 有夫に は 

過去 觀阿禪 門 (過去 は 法名に あらす 後世に 書く 歸元歸 本 等の ことし) 

. と あり 亦經 時の 牌 子 鎌 倉 光明寺に あり、 是には 寺號を 書す といへ とも 道號 なし 禪宗の 寺なら さる 故 そや 

其號に 

蓮華 寺 殿 安樂 大禪定 門 かく 題せ り (淨土 宗昔は 只 一 一字の 法名 あり 今の 本願 寺 門徒の 法名の ことし) 又 

いにし へ の 位牌 は 大方 雲 日 首 也 

斯の 如し 禪宗 盛んに 興って より 大人 官 家の 法名に は 居士 號を 書せ り、 今諸宗 

是に效 て 居士 を稱 して 榮 とす、 按 るに 中 阿 含 經に刹 利梵士 居士 ェ師を 四姓と 

し、 長 阿 含 經には 刹 利 婆羅門 居士 首陀を 以て 四姓と いへ り、 居士と は譬 11 絵 

に 所謂 毘舍と 同し 是商賣 市人の 稱呼 なり、 亦 長 阿 含 經を按 する に 營生居 業 多 積 ニ財寳 一名 爲ニ 居士 一とい へ 

り、 普 門 品 科 註に も 居士 を 多 財 Etif 業者 也と あり、 但亦云 居 居レ山 居：， 財 之士等 (云々) 此中居 道士と い 

へる を 以て 官 人に 宛 侍る にや、 居士 は 仕官の 稱 呼に あらす」 唐土に て 道家の 科 品に ある 稱 なり、 され は 

庶人 にして 道 を 修行す 者 を 居士と 呼 は 可な. 今 公卿 大夫等 を 以て 居士と 稱 する は是を 貶せる に 似た 
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り 何の 榮か あらん 

〇 我 ^往古 廷ほ功 ありて 死 すれ は 諌辭を 賜 ひて 號 とせし 謚は藤 原 不比等 以来な り、 東 三 條攝政 (兼 家 公) 

ん 造して 如寞 と法諱 ありし より 大方 釋氏 法名な 授け まゐら せし 

小 S 朝の 時し はらく 謚號の 典 ありし 

〇 我！： 十：： しへ 姓に つきた る 尸 (朝 ほ 宿 ：1 速の 類な り) あり、 これ を 以て 姓の 高卑 をな せり、 され は 官人罪 

あれ は 〃を卑 くし 給 ふ 事有續 日本 紀 (四十) 等 を 見て しる へ し 

ラシ ゥ. k ハラ ノス クネ ヲサマ 口 

忍 海原 足鯆 酋麻呂 をお して 連の 姓 を 賜 はりし 類な り 

〇宜 命に： 人皇 我 一が i 旨 (良 万 止) と ある をス メラ 力" ミ コト" ラ マ シと讀 事 有識者の 傳 なり、 勅旨の 二字 を 

i コ トラと 訓 せり (草木 和 言 集 等) 詔 旨 (良 万 止) はミ コト -リ- アラマ シ： とい ふ轉 語に ミ コ トラ マ シと 

よむな り、 凡そ 有識 家の 名 m 其 讀方を 健投せ すして 私に 唱 ふる 時 は 必訛耀 多くして 知者の 笑 ひ をと る 事 

每々 なり 

〇 儒 典 を 菅江淸 中等の 家 古し へ より 來れる 11 點 あり、 佛書は 山門 寺 南都 等 各自 其讀方 ありて 相 混せ す 近 

世は雅^！总に任せて私讀す、 共 理に違 ふ 事な しとい ふと も 識者の 爲に恥 さらん や 

耿 害猶讀 かた あり 妄 意に 讀 へ からす 

〇 瑞： M 山の 釋 迦 堂 @ 峨の瑞 像 をう つす) 御身 拭 久しく 結け る を此春 (甲子) 雪 峰 和 尙再ひ 興し 行 はれ 侍る 

まゐ りて 白 布なん とま ゐら せ拜禮 せし か 堂の 柱に 書 侍る 

^風 吹花拂 拭 赤 欞聖镜 曉林 殘月觀 瞻紫 金靈光 

1 二十 年 あまりの 昔の 春も猶 しの はれ 侍りて 散殘る 櫻の 枝に 結 ひ 付 侍りし 

跡と めて ふた、 ひお くる 峰. 峨の山 はなに わすれぬ 世々 の ふるみち 

淸凉寺 の 身 拭 は安嘉 門院 (後 高 An^ts 姬？ J;^ 名 は 邦 子) の 御 母 北 白川院 (持 明 院中納 言， 某. 卿の 女 名に 陳子： 一 • 
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月 十九 日 逝す) 惡 死した まひけ る を かなしみ 釋 ：11 世 尊の 靈 像に 禱た まひけ ろに 怫吿 により はしめ て 行 は 

れ し法會 なりと そ 

〇 熊 野 へ まふて 侍る 人の かた へ 手 巾 を 贈り 侍りし かその 包み紙に 書 添 へ 侍る 

岩 田川淸 きな かれ をむ す ふ 手に にこる しるし は あらしと そ 思 ふ 

〇 葉 栗の 曼荼羅 寺 は (村久 野の 前へ 飛 保 村に あり 有司の 簿には 鬥間庄 と 侍る にや) 本州 府 北の 古跡 西 山 壇 

林の 名 藍 也、 宿眷の 遠き 道に しも あらぬ と 思 ひ 立つ 志な ほさり にして 過 侍りし を 何 かしの 西 堂此春 はと 

にかく まふて 来れなん と 誘 はれ 侍りし ほと に、 やよひの 末 什 九日 彼寳 刹に まゐ りぬ、 また 夜を殘 して 出 

侍りし 川霧 打 わたりて 長 橋 半た へ 村 煙たち の ほりて 曉鐘 遠く 傳ふ生 田 川の 名 は 難 波の 名所と ひとしく 初 

音き く ほと、 きす も 情 ありけ に 横雲 白き 東嶺 のす かたはた を かし 

これ もまたい つち いくたの ほと、 きす かたら ひすて しあけ ほの、 聲 

生 田の 社 はこ > 'より 北に ある 井上 庄芝 原と いふ 里に まします となん、 文治 丙午の 春 御 位記 を 重ねて 從三 

位と 聞え させた まふに や、 程なく 岩 倉の 里 近く 古城の 墟 尋ね 侍りし (東西 三十 餘間 南北 八十 問餘) 隔て こ 

し昔緻 田の 嫡家左 馬助敏 信の 男 伊勢 守 信 安 こ  >- に 築て 居城と し 本州 上田 郡 を 進 止して いかめしく 聞え し 

に、 其 息 大和 守信武 〔念 見 院の贈 相國と 不和の 事 出 來り永 綠ニ年 にゃあへ なく 亡され 侍りし、 物 か はり 星 

移りて 只 牧童の^ のこす 春の 草の み 年々 生繁 るの みとな りぬ、 され は 百花 奸を爭 ふ も 春 久しから す 一 丘 

恨 をの こして 曉露 行人の 袖 をうる ほす 人の 世の 定めな きさま も 何 くれと 數 へられ 侍りて 

蕭々 荒郊 唳鳥歸 人民 城郭 古今 非 常時 誰 栽 梱條下 一片 曉風 柳絮飛 

たつね みる あと もさ ひしき 八重 蘀秋 ならぬ 袖に 露 そみ たる >. 

芝 原 村 を 左へ 行き 高 雄庄に 入りぬ、 乘 良と いふ 里の 名舊 りて 桑林綠 深し 蠶 養の 業 民 多 かる 所に や、 苑， g 

の 恩に こそ 貴も賤 きも はた へ を かくし 嵐 を ふせき 侍る もの を 愚に 思 ひ 忘る こそ 天津 罪人の 類 ひなら め、 
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右の 方 は 寄 木へ 往路 あり そこにば 稻 置の 天神 まします (俗に は IK 道と 稱す) 大中津 日子 命 は稻木 之^ 尾 張 

國刖祖 と 和 銅の 神 記に は 侍る、 國民 毎に 參 りて 應を 求め 侍る 御 神な り、 予 母の 喪い. また 一 閥 を 終ら ざれ 

は 尤も 參り 侍ら ざり し、 打 過 行 ほと に 茶！！ 多く 見 ゆ こ. -も酪 杉の 產 ある (飛 保 茶と て) 石 花の いみし き 名 

は あらす とも 租ー； の領を 成へ きに 足れり、 さて 飛 保に 至り 志 侍りし 精舍に 入る、 倉 環い と 高く 木立 物 ふ 

りて §H 眼淸 し、 山密 にして 麟鳳栖 門 開けて 凡聖 通す、 山門の 外に 神廟の 製し 賜 ひし 禁榜 あり 先 正東 軒に 

かくと 々、內 し 侍り か はよ くこ そとて もてなさる、 頓て打 つれて 大 殿に ま ゐ りぬ 十 餘 間の 梵{呂 彩 節 嚴に坊 

舍 凡そ 十二； 院 東西に つらなり 侍る、 瞻 仰して 階み」 登れ は 長 廊晝靜 にして 香 蕭煙殘 り金界 塵な くして 磬音 

隱々 たり、 八 人 来迎の 聖儀 二； 尊 あさ やかに 拜 まれ させた まふ 

彌陀尊 は佛ェ 安阿彌 所造爽 侍は寰 {4! 上人の 時 新に 作り まゐら せらる と 云 々 

. いや ノ\ しくせ 捻して 九拜し 奉る に 恐 喜 交流る 

紺 殿 風 回 靜玉爐 焖絶薰 一 领彌 陀怫他 祭事 云々 

三？ 和尙^ 渐 大師 善 惠國師 ) の 眞影を 拜し當 山 第一 祖天眞 葉 運上 人の 像に 謁す、 師は花 山院內 大臣 

籐師櫬 公の 令 子 西 山の 正脉を 傅へ 名望 一 世に 高 かりし 當寺を 基して 圓福 寺と 膀 せらる、 後醍醐； 大皇 特に 

紫 袍を賜 ひて 恩榮 その かみに 輝き 侍りし とか や、 光明 院の康 永 二 年 六月 十七 n に 示 寂せ り、 第 七 世 雲 光 

上人の 時宽： 止 (後花園 院 年號) 三年 六月せ 一 曰靈異 ありて 觀經の 變相を 感得せ り、 是 より n: 輪 山 曼茶羅 寺 

と改號 ありし (或 云 圆福は 院號と 成と) 後奈良 院 天文 十 年 三月 廿： AH 勅願の 綸命を 下し 官 寺に 列し 給 ひし 

凡て 善導の 風 高く 壤 林の 花 蒸して 负笈の 學徒文 を 接す、 扭 曼荼羅 堂に 升り 侍りし か は 院主 C 炬範 公) 出世 

の 僭 侶 をして 御； g を か  >. ゆしむ、 近く 拜 しま ゐら する に 丹青 花淸 くして 愁懷を ひらき 輪 圓月朗 にして 白 

頭 を てらす、 又 類 ひなき 聖 圖 に 向 ひ 奉つ る も因緣 かたしけ なく、 八 萬 四千の 相 海と こしな へに 普 攝の恩 

光 を 流し、 六十萬億の金山時に能觀の靈首5^に座し給ふ大慈大悲の尊容中/\ことのばにかけても盡しか 
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たし 心の 行 計り を拜 奉りし 是 より 方丈に 至り 院主み- 禮し良 音 聞 絶せ し 事 を 謝す、 稀に 來る 者淺 からすな 

と 聞え て寳 庫の 靈像名 書 以下 を 出さし め 是を慈 寳に拭 床上に 置て みせ しめらる、 西方 三 聖の大 像 は S 

容七尺 余) 顔 輝の 筆に して 當山第 一 の 什寳也 

按に當 國部田 祐福講 寺の 三 聖を小 三 尊と 稱す、 類 は 曼荼羅 寺の 三大三 尊に 對 せる 名なる へし 

其 他 思 敎牧溪 の 書 圖野山 大師 惠公僭 都の 眞筆！ 兆 殿 司の 涅！ 1^ 像 等 世に 稀 有の 靈 f  j なにくれと 数 ふるに ss^- あ 

らす、 亦 高祖 東渐 大師 鏡の 御影と ていとた ふとき 肖像 まします (自書 自贊 也) 亦圓 合の 中に 造り こめ まゐ 

ら せし 文珠大 士は鎭 守の (八幡) 瑞籬 より 出現 ありし 靈>胺 とか や、 猶 からの や. まとの 名に おふる 维の跡 兑 

るに 盡 せす、 且代々 の綸 3ni 武將の 證章金 田の 榮を添 法 燈の光 を增旣 にして 院主の 跌 座を拜 謝し 侍る とて 

かひら え をい かにむ す ひし 法の 水 ふかく や 世々 にち きり 置 けん 

上人の かへ しに 

法の 水な かれの 末 も ふかきえ にむ す ふち きりは 世々 に絕 せし 

かくて 正東 |±5： に立歸 りて 息 ひ はへ りし、 や、 n 西に 傾きなん とす 門 を 出て 吟節 南に 向 ふ、 あるし も 立 そ 

ひて おくり 物せられ し緣 にし あら はまた もと 思 ふこ 、ろ さ へ 此世 をな かくお も ふ：^. とやな 0 なん、 いつ 

まて か は 六道の 貪 里に さまよ ひて 三業の 罪 を 貪り 侍る へき、 娑婆に またな から ふると も 夫 を うれしと や 

思 ふへ き、 け ふ 半日の 霞に 漱き 一夢の 春 を領し 侍る こそ 塵の 外なる 心地 はすれ、 歸路 光風に 詠し 古池 野 

を 經て赤 意 子 村に 至りて 長 皤 寺の 大悲 堂に 参りぬ、 こ、 は當國 三十三所の 一 區 にて 華 峰.^ 大師 作り 殘し 

たま ひし 正 觀世音 を 安置し まゐら す、 護摩 壇上 性 惡忿ぉ 一の 御 形 世に いちしる く 赤 童子の 村 呼 は此靈 像に 

ると なん、 彼是お かみ まゐら する にも 皆大悲 救世の 〈香 巧い とく たのもし、 永き R も 今 は 峰 近く 落て 

雲の 色 花やかに 見 ゆ、 小 折石佛 園な とい ふ 所 を 通る ほと 苗代 靑み わたりて 民の 家數 くなら へり、 扨 も 

俸祿の 資を 保て 耕 稼の 苦 ある 世 を しらす 百 民の 上に 肆 にして 勞 役の 勸 ある 事 を 忘れな はいかて か 世に 應 
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し 務を經 侍らん や、 情 老て思 ひの 邪な らん 事 を 惶れ心 醉て智 暗 からん 事 を 省み は 誰か 世に 罪 を 招かん や 

なを 已心 流水に 隨て 去殘驅 白雲と 共に 閑なら は 是非の 塵な かく 結なん、 よしや あし 垣の 短き 世に みにく 

きす かたは 得 侍る たに 恥 かしきに 何事 を か 期して の とけく 思 ひしつ. ま，、〕 

陲蝶 夢遑^ 春 遠山 長 水 傲 行人 落花 眼底 風光 晚 新 見^. 點綠蘋 

名， J りなく 春 もなかれ て暮か 、 る あしまの ほたる 浪 による 見 ゆ 

〇 龍 淵 上人 (號主 以智) 京より 來 りて 卯月の 初め 法 席 を ひらき 日々 唱導 ありし かは參 りて 聽聞 せし、 祭の 

日奏桂 を 包みて $Ki て 送り 侍りし 

あはれ しれ 法に あふひの もろ かつらな かき 世 かけて むす ふち きりを 

五月 十 一 m 壽量 ng の說 法お はりて 回向 侍りし ほと に 詩歌 各 一 首 を 詠して 志を述 侍る 

紫峯 雲盡耀 金輪 遠 本 新 識五百 塵 無 滅無生 亦 無 跡 淸風特 地 自天眞 

にこ. "ろ 隔てし まよ ひより 人る と はみ えし 鷲の ねの 月 

十五 n は彌陀 感應の R なれ はとて 人々 修 善の 志し 侍りし より 放 生 を勸め 侍りし に、 あし 多く 持參 りし 中 

に 或 同 法 料 足の 包み紙に 明日の 放 生 こそ 殊に 悅ひ おも へ ると て 

うれしと よ 法の なかれの 友 千鳥な きて そよ はふな かきね ふり を 

返し 遣 はす 

せに か はる 命 もうれ しと ふとり の あすかく となむ 君に しらせし 

せに か はると は 伊勢 か 歌に よせてよ める を 思 ひ 出し は へ りし 

鳴 呼 花 を 御む 飛 雀を彈 射し 水に 描く 遊 魚 を 網 S せん 類 誰か 情 ありて せんや、 されと 一 龜を 放て 投江 の危 

を 免 かれ 群 蝮 を 渡して 魁 選の 榮を 得し も 皆 物 命を活 せし 報なら す や、 厨に 腥を絕 て 食 はさる 迄， 5 そかた 

からめ 誰か 五 忍 心なくて や は あるへ き、 齊宣 の 手 を かなしめる を 孟子 其 心 こそ 民 を 保ち 天下に 王た 
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ろに 足 へ しとい へ り、 過し 頃泥江 縣の ぁ屋の 軒に 雀の 雛と も 並 HIP て 鳴 を^ 忽に飛 か >• りて 食 はんとせ し 

か は 雀 あはて 》 散々 にかけ りに けしい かにし けん 一 小雀 や、 する はび て 立 もやら さりし を、 烏 やかて く 

はへ 羽た、 き あがる 其 悲鳴 聞に 忍 ひす、 道行 男女 車 ひく 男 迄 立と まりて あれよ/,、 といた まし かりし、 

か 、るに 亦 蔦 高く まひけ るか ありて 是を 見う は ひくら はんとけ はしく 落 か り 烏に 打 あたりし 乎 は、 さ 

すか は 己れ に 勢 ひ 凝れる 猛鳥 なれ はお それて 雀 を は 地に 落して にけ さりぬ、 さても 一 一 鳥の 暴なる ふるま 

ひの 中に さ 、 やかなる 雀 子 厄せられ て 萬 死 必定なる も 命 至ら ざれば にや 助かりに き、 あらけ なき 車 客 等 

も 其 罪なくて 死 せんとせ し を あはれ み 取 あけ 手に のせ 水の ませと かくしければ 程なく 生か へ りし を、 竹 

林の 中に 放し 飛し ける を まのあたり 見 侍りし、 けに 慈愛 惻怛の 心 は 誰も？、 同じから ざるべき や は 天地 

は 物 を 生す る を 以て 心と す、 夫 天地 を 包 著して 作爲 する 處 なし、 只 是物を 生す るの み 古に わたり 今に わ 

たりて 生々 不窮人 雨間に 生れ 此 生物の 心 を 得て 心と す、 故に 箇々 他に 背たり と朱晦 巷の いへ る さる 事. ぞ 

かし、 凡そ 禽獣と 我と 形 異なれ ども 同じ 天地の 生物なら す や、 猶 良因佛 性の わく かたなき 道理 を しらは 

拔苦 與樂の 心なから さるへ けんや、 世 儒 放 生 を 見て 小惠 なりと 嘲る 事な かれ、 是即^ 揚惻隱 の 誠より 發 

して 根 心 物を殃 ひする 惑 罪 をい ましむ るに 足れり 

〇 はやく 友な ひし 人 美濃國 (高 須) に 移り 住て 久しく 逢 ざり しが、 思 ひがけす 路 にあ ひ 見 侍りて 夫が あら 

ぬかと 思 ふ 迄に 見 わすれ、 互 ひに ふり 行かた ちに おとろ き 侍りし 其 後便に つけて 文 遣る とて 申 送りぬ 

か  >  み 山 つれな き 老の影 は 見つ 人 を も 身 を もしらぬ 翁と 

〇 或 禪院に 遊びて 池 頭 月 浮み 松聲 しっけく して 心の 塵 も はら ふ 計りに 覺 えし、 主の 僧 風月 又 君 か 心 を わ 

つら はし 侍る にやと いひし 程に 

風 入 古松 靜 月 生 池中圓 由來是 風月 兩茵 自然々 

〇 古人 云よ ろつな きに 事 かけぬ やう を 思 ひつけ ふるま ひいけ たるよ しと (一言 芳談) けに さる 心 そ あら 
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あれ は ある 物に ぞこ 、ろくる しきに なき をな しとて いか  >  うれ へ ん 

〇 俗 云； i めの 靈怪 とは按 する に 維摩 經に譬 如-一人 畏時 1 非 一-一人 得-一 其 便 1 といへ る是 なり、 凡人 事物に 恐 長 

すろ 時 情已に 饮；^ なり、 故山 鬼 共 便りな 得て 是を惱 す をい ふ 

〇 巾 午の # 常 州 生 浦 (土 屋家ー 所領) の 民 邪宗 を (立 n: 蓮黨 なり) M 心 派と かやい ふ 事 あら はれて 多く 召 捕れ 

獄に 紫れ し、 亦駿河 某の 村 (小 林 又 左 衛門御 代官 所) にして こが 宗旨 相宗 とて 密に邪 義を弘 む (是亦 日蓮 

黨 なり) 朝 比奈半 九郞) 是を 捕へ 東都に 送り 其 邪義を 尋ねさせた まふと かや、 (土 井山 城 守 主 是を判 

斷と 云々) 是等 日蓮 義を 表と し 契 利 斯當が 邪を弘 めんと すと 聞 ゆ、 凡そ 日蓮 黨か邪 義詒惑 古今  一 二に あ 

らす我 日本の 外道； 大 下の 國賊と は 日 徒な りけ り 

〇lsi 智識 を唱 へて 極樂敎 寺の 鴻鐘 を禱 侍りし、 甲 午 五月 朔 日より 勸 同一 不 一 二日 禱鑌 六月 三日 供養 正 

覺 寺の 上人 堅 空に 銘を請 へ りしに 即筆 をと りて 

有機 而應、 依感而 通、 于幽于 頭、 同證圓 通、 

とそ 記されけ る， 序 ありみな 月 四日 比丘 歸.： 亦來る 事 も あらしな ど 聞え 何となく あはれ と覺 えし ま > 

林 頭 狐 月 拂焖波 一 片板心 別 恨 多 流水 有期 誰能定 奇 峯添淚 白雲 歌 

かりのよ を 同じ 旅寢の ゆめ ぞ ともお も ひわ かたぬ 衣手の わかれ は 

師も 名殘 をし きな どき こえて 和 せらる 

離 筵掩淚 有餘法 折 抑 撓風愁 緒 多 一 錫隨綠 水雲路 山 前 江山 入 飛 歌 

かりのよ にこ 、ろと めしと はら ひて した もとよい かにけ ふはつ ゆけ 幾 

一 會 一 刖 水上の 萍の ごとく 行と まる、 恨 わ 一 曰 一の 夢た とひ 重 雲た へたつ とも 同じ 蓮 社の ちぎり ある 身 は 

中々 金 池の 會 こそ 頼まし けれなん と 聞え しに、 今 一 しほ あはれ なりし か は 人々 打な きぬ 岐阜の 方に 行よ 


伊"  m 


し 聞て 

これ もまた け ふたち わかれい なば 山み ね ゆく 雲よ まつと しもな し 

.〇 京師 銀座 近年お のれが 利 をのみ 貧り て 其 品彌ぁ しく、 身の 富 日々 に ゆたかに して ^張大 な る 事公俟 に 

も 過たり、 故に 今年 甲 午 五月 十九 日 彼 家々 に (深 谷 住 左 衛門闢 市 左 衛門中 村 四 郞左 衛鬥) 封印 付ら れ同十 

七日 遠島に 放され 財寳 こと/、 くにせら る、 凡 數百萬 金 有し かや、 束 都に しても 中 村 某 (內藏 介) 追放の 

御沙汰 ありて 跡な く 亡びに き、 され は 人々 富且貴 からん 事 を 欲せざる はなしと いへ ども、 ひたすら 他の 

禍を 省す して 自 のみ 其 愁を滿 とせし 者 和漢 古今 一 人 も 終 を 能せ し 事な し、 人の 恨み 世の そしり 終に 我 身 

を 亡 ほし 家屬緣 座して 愁 にか 、 る 者 萬々 歟 (深 井が 妻 十九 R 自殺す) 嗚呼 夢幻に 世 泡洙の 身た とひ 心の ご 

とくな りと も そ もい くそ はくの 程、 ぞゃ、 是を わすれて 人愁の 私を恣 にせん もの は 生 愚と いふ へきの み 

〇 午 五月 金銀 改 鑄の 事 天下に 令せ させた まふ  ， 

金銀と もに 慶 長の 上品に なし かへ さる、 今の 金銀 倍 を もってす べしと ぞ (銀 はまた 其 品 多し 新 令に 見 

えたり 

〇 筑前 福岡黑 田家 (侍 從宜 政) 俄に 氏族 某 へ 家督の 事 聞え 侍る 燕 安 不法の 故と かや、 昔 北齊の 主湛侍 中和 

士 開を寵 せし 土 開 は 侫奸の 內臣、 凡 詔該百 端に して 順從 他に 異なりし か は、 寵愛 日々 に 隆んに 毎に 左右 

に 侍り、 言 辭容止 諸の 鄙藝を 極め 只 燕 安 夜 を 以て 晝に繼 き、 近習に 復 君臣の 禮 なく 中外 巧言令色 を 事と 

しひと へに 賞 賜 を 貪 侍りし、 齊 主意 を 極めて 樂み をな し 官爵財 用 等の 國事は 外 臣に分 委し 三 四月に 一 た 

び 朝 を 視し其 身 は 專に聲 色 を 魏し好 俊に 親しみし か は國政 日々 にみ たれ、 必亡戒 へからざる に 至りし と 

かや、 夫 上天 子 諸侯より 庶 人に 至る まで 其 身 を 脩め すして 燕 安 を 事と し 驕侈を 究め、 貧 慾 を ほしい ま、 

にせし 人 何れ か亂に 至り 身 を 亡し 家 を 亡び 國を 敗り 祖先の 祀 りみ-結 さすして 有べき 

〇 淑窒籐 蠕 人 小 祥忌之 辰恭枯 一 辨香 
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雪 峰 

枯片爐 頭 一 線 鳳 遍薰十 却 覺輪中 逍遙 自在 垂天 f め 松 響 夢 歸只碧 {4- 

奉 和 

爐 上引愁 古林 風 殘鑌夢 暗 紫烟中 S 隙 迅駒追 日月 一片 淸輝 往事 { 仝 

同 法夾會 して 一 巧 萬遍 の聖 號を唱 へ花臺 み」 嚴 飾し 威光 を 2t しま ゐら す、 回向 終りて 香 を 薦め ま ゐらす 

とて 

靑 ti,; 桂月 照空狀 白雨 洗 蓮 薰佛場 百 萬稱風 滿沙界 天 冠地展 自淸凉 

忌 zi は 初秋 なれ ども 中元の 前に 迫り 在 出心靜 ならぬ 折からに 侍る ほどに、 水無月の 中の 一 一日 先妣の 誕日 

をむ か へ て 追 志の わざ をなん 修 しま るら す、 當日大 雄 山に 就て 徒 衆 を 請し 施 食 及 ひ 最朝禮 讃誧經 念佛な 

どい となみ 侍る. 嗚呼 去年 迄 は 花. 誕を 祝して 千代 もと 祈り 侍りし をけ ふ は增進 菩提と 回轉 しま ゐら すま 

もい と  >  ゆく りなく 村雨の 穴 i さ. ためな き 世 も 今し ほに ぬれ まさる 块を おさ へ 侍りて 

はたて 原ち りに し 秋 をお も ふに もつ ゆに さきだつ 袖の むらさめ 

或 友の かたより 此欹を あはれ かりて 

荻の 葉の を とづれ 初る 秋なら でい かに こ ほる 袖の しらつゆ 

と 申 送りけ る も あはれ なりけ ろ 

〇 友な ろ 人 ひさしく 東に あり 端午の ロ號 なりし とて 文の 次第に 書お くりし (六月) の 書翰 

三年 爲客 6 堪憐 强對蒿 華 淚潜然 官舍蕭 々愁臥 程 不聞鄕 信 却聞鵠 

と 聞え しこ そ あはれ なれ 返 翰 遣 はすと て 

ネ 情人 筆 幾回憐 武 野懐邈 眼情然 ^枕蔓 飛 千里 月 曉窓 {全 聞 一聲鵑 

〇 近世 茶 蘭と て 香め てた き 花 を もて 遊ぶ、 是を ー夬莉 なりと いふ 人 あれ どい さや 康士の 書を考 ふれ は花容 
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たかへ り、 花經 及び 遵生八 歳 等に い へる 眞^ 蘭 一名 魚 子 蘭と いふ もの 是 なり 

〇 仙人 條 (酉 陽雜姐 十九 を按 する にい はれん けの 類 今い ふた かの 爪な り西國 にて 野火 消と いふ 火に やけ 

さる 草な りと かや) 

荷 包 牡丹 一 名魚兒 牡丹 (けまん 草な り) 

長泰花 (花 鏡を按 する に 我 俗にい ふい はらの 長 春に てな し 是金盞 草の 事な り 世に きんせん 花と いふ) 

秋 牡丹 (、迤 生 八 歲を按 する にしう めいきくな りかう らいきく きふね きくな とさ ま /、、の.^ お 多し 富 

にあら すして 花き くの 如し) 

山人 掌ハ 花 鏡 をみ るに さちら さつ ほうの 事な り) 

總木 蚊子樹 (蚊の やとり とよ ふン  ナ ，• う 

IT  i キ i と 一類に して 又^の 木な り) 槲 櫝 (タマ ツバ キ なり. ま e みと は 別 か) 

"|§キ( ハン ノキ なり) i ャ ハタ ヮマ リ) 虎 耳 草 (キ ジ ン ゾ ゥ) 

あみ 花 ほうし 花な とい ふっき 草のう つろ ひやす きなんと a にもよ めり) 

前に 書留し にや 忘れし 故 其 一 一 一み-筆す  、 

〇 甲 午 文月 九日の あしたより 野 分い みしう 吹て 物騷 し、 くれたる 程 風し つまりし か雲猶 北に 行て、 もよ 力 

らす 侍りし、 三 河 遠 江 は以の 外の 雨風に て 洪水お ひた . しく 數日 旅人の 通 ひも 絕 侍る、 民家の 愁さ こそと 

覺侍 るに 漁 人 は 此風を 待 得て 悅ひぁ へ り 「南風に 依て 沖 遠く ありし 魚の 磯 近くより 網す る にゃある.. 力が 

なり、 され は愁喜 兩 なから 虚妄なる もの を 何 を か^して 深く 歎き あな かちに よろこ ひ^るへ きべ は あ 

ふく 秋の 初 風し ばし す 、 しく 覺ぇ 侍りし ま 、 物に 書付 侍りし 

鐘 遠 畑 村 老樹 幽 雨 暗雲 嶺， ゾ陽收 素 風 林 下 微凉夢 喚起 一 聲蘆荻 秋 

〇 靄 まつる 頃 雲 時々 立お ほひ 雨 打 そ A きて 月 暗 かりし か は、 市門 寂々 として 遊 人 歌 笛の 音 も 聞え 侍らす 
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十六 R の 夜 初て 澄て 月 さは やかに 秋の 灯 も今霄 一 夜の 名殘 なりけ りと 見る そ あはれ なる (府下 風俗 は 

十； 一： 叫 五六 夜張燈 す) 

市井 殘燈ぉ 俗 同 夜 凉拂席 世 緣穴ュ • 乾 城槐夢 轉爲昨 隻影 月 寒 白 首 翁 

蘭^ 會排膀 み-書と か、 く 

彩雲 毒 玉 樹淸沼 布 金 華 蓮 池露爽 眼界 潔 金 風 度 蘭 階 霧 霽靈臺 靜素月 澄 

〇 文月 屮 むすめに おくれし 人 を ひ 侍りて 

萩の 紫に つゆち り 初る 風の 音 もこと しょわき て 袖 ぬらす らん 

返し 

袖 ぬらす 露 は 夜， 〕 とに 萩の 葉の 色 か はる まて 風 そ 身に しむ 

〇 或？ 1： 盆經に 七月 十五 日 百味 五 某 を 設て怫 に 供す と 五 果とは 何 を かいふと、 云 律の 中に 核 田 ^  (棗 桃 柿の 

類) (なし りんご 风 なす ひの 類) 殼果 (かやくる みの 類) 拾 松柏の 實凡其 外 あらく しき 果なり) 

角 大小 S さ  >- けなと にや) 

是を五 梁と いへ り 

〇 近世 鄙 商家 毎に 立 用の 利 を 事と し 米穀 年々 高く 人の 憂 多し、 今 歲甲午 夏 我 府下 金 一 兩を以 て 新麥五 

斗 三 四 升 を かふに 至る、 共 他 諸 物の 直是に 准して やすから す、 剩へ錢 を も 立 用して 交易 私 多し、 此頃金 

一 歩 を 以て 錢ゎ つか 八 K: 餘文を かふ、 士庶 種に 苦しむ 七月の 初 府下 (諸 町 等) の 市人 錢貨立 用の 私に より 

召 捕れて 獄に梨 かれ 侍る、 されば 商人 等は是 を 罪 ありと も 思 はぬ さま 人 愁の甚 しき 浮世の 風俗 尤 いたむ 

へし、 似し 士も また 藏穀 の直贲 をのみ よろこ ひて 庶民の なけき を 忘れ 侍る は 不仁の 至りと いふへ きのみ 

〇 琉球國 よりす き 出す 3 具眼 紙 は 唐土の 竹 紙の ことくに して 亦 我 國有馬 紙に 似たり、 擎原 にして 色し ろく 

，つや、 かなる 紙な り、 (薩州 願王院 僧正の 許より 得 侍る) 其國 南方の 氣を 得て 萬つ 柔耍に 花 美 風雅 を 先 
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とす、 國 製の 器 も 亦 夫 故 やさしき もの 多し 

去年 十二月 十九 口の 風の 吹 放されし 船 (尾 府卞 商家の^ なり 船頭 は 攝州大 坂の ものな りと ぞ) 行末し 

れ さりし か は、 其 日 を 忌日と して 吊 ひなと せし に 今 午年 七月 さつ ま 潟より 使 あり、 琉 球に 吹つ けられ 

恙なく 薩摩& 迄 度り iil- りしよ し 聞 ゆ、 船の あやうき 事 度々 聞 侍る は是に 限らす 

〇八月八日の暴^^(前夜大雨海中沙ひかりて嗚動し八日の朝ょり雲北に飛ひ申刻ょり虱ぁらく子刻^し) 

凡そ 石 を 飛し 木を拔 く、 其 鳴と よむ 音 雷の ことく 跌雨電 々として 窓 壁す へて 破れ 倒る、 屋舍 さなから 轉 

覆して おのっから 壓死 する もの 間々 多 かる、 市井 府落是 が爲に まよ ひさけ ふ？ 资く いふ はか.^ なし、 田 

園の 損 毛 亦 幾 はく そや、 熱 田の かたは 高汐 漲り 來 りて 陸 を ひたし 堤 を 破る、 船み たれて 沒溺し 家 流れて 

財 を 沈む、 川々 亦 洪水 激して 畔 組廢漬 ゆ、 巽 一 ー萍號 情なし や 人民の 愁聲 今朝 も 街頭の 恨 話と なりて 聞 も 

いたまし、 拉も聞 まと ふ 淳躕に 動せられ て 己 か 心 をく たく も ありな き蝸廬 の爲に そな やまされ 侍る つ 

らくお も ふたと ひ 房 子 傾き 籬壁ゃ ふる 、とも 火災の 跡な きか ごとくなら まし もの を、 且我身 ひとりの 

風 か はとお も ひすて 侍る だ もお ろかに むねの 中 驚 苦し 侍る、 這箇の 小事に あ ふ すら 中々 道理 を沒 して 思 

ひさた めぬ 淺 まし さよと いひ 侍りし に、 或 桑門 聞て され はよ 大方 浮世 を 思 ひすて ぬ さま 此等 にても 知ら 

れ 侍る、 か、 る 風雨に たも 心 をみ たし 侍る そかし、 そ も 大渐の 期 至りな はさ こそ 志 もた かひ 侍らめ と 我 

なから つれな く あさましく こそ 覺ぇ 侍る といへ る も 恥 かしから ぬか は、 我 も 人も大 節に 臨みて 動きな き 

志 を 寺ち 災害に 遇て たは まさる 操 を 失せさる もの 幾 はく もまれなる にや、 釆地 ある 身 は 只 和 貢の 少な 力 

らん 事 を 思 ひとして 民の 困し み を わすれ、 農家 は 亦から くせた けられなん 事み あら かしめ 慮りな から 領 

家の 屋 破，！^ -しを 聞て は 却て 心よ きさ. まに 彼 や 今 そ 思 ひしる らんな との 、しる も あさまし 凡そ は 上下 情 

なく 道な く沒有 工夫 一 向貪吝 のみなる そす へき 方な けれ、 商賫 は彌濫 叩して 諸 物の 直を增 し、 ある は糴を 

と  め錢を かくし 法度 國禁を 犯して 刑 を か へ りみ 侍らぬ わさ ひと へ に 餓狗の 熱 油 SI を^る か 如し、 終に 
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獄 につな かれ 家 を 亡す に 至りて 止 も 愚なら す や、 鳴 呼竊々 たる 一 陲 のうち 夢に 夢 を 占へ て幣八 小の 利 を 追 

ひ、 空しく 水上の 月を撈 して 東 塗西抹 いた つらに 兒啼 女哭 をな す、 搖尾憐 を 乞の 恥た る 事 を わすれ 猶ぁ 

やにくなる 心 もよ こしまに うこき 出 侍る こそうた て あさまし けれ、 一 夜に か はる 野 分 風 草の 庵 荒 まさり 

て 外面の 白^きの ふの 色なら ぬ をみ るに も 依 報の 拙き さま 思 ひ 出られ、 厭 據の心 更に 新より 愁苦病 骨 を 

總 ひて 葬 を 林 下にい そかん 日 何事 をか捨 難しと してし はらく もと、 まい 得 侍らん や、 よしや 散 はてん 露 

の 身 はとても かくても 有なん、 華 第茅舍 同し 嵐に はてなき もの を滿 身の 風 露 々として 一片の 秋 光慘々 

たり、 更深？ i 靜に月 落 河 傾て 萬 籟俱に 寂き たる もき の ふに たか ふ、 浮世の すがた 雲 情 風 性の さため なく 

^ならぬ こそ を かし けれ、 人間の 榮枯 もまた 一様なら ぬか は、 ふしの こる 获の葉 も いつしか 露お もく 四 

壁 や ふれて 蟲の聲 いと 近く、 秋の あはれ も 今 一 しほに 覺ぇ秋 をへ てなる、 まくらの きりくす しる やい 

そちの 淚 そふと はと (大 藏卿隆 博) 古 こと 打 すんし 侍りて きしかた 遠くお も ふ 事と も 多 かりし か は 

みし ほと *>! 夢と なり ゆく よの 中に なみた のみこ そ猶 うつ なる 

淺茅 原う つろ ふ 色に ふき か へ しきの ふに はに ぬ 風のお とつれ 
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〇 程 伊川 曰 iss 卿大 夫より して 位各其德 に 叶 ひ 身 I まて 是に 居て il たり、 S 賽は共 

事 をつ とめて おのれが うくる 所 限り あり、 故に 上下 皆 さまれ る 志 ありて 天下の 心なり き、 f  _ に 

て庶士 より 公卿 こ 至る まて 日々 に 尊榮に 志し 農工 商賈 また 念々 富 侈に 志す 故 億兆の 心 志 こもく 和に は 

せて 四 分 紛然たり、 是を 如何して 今 夫 をして 一 ならしむ へき や、 亂れ さる こと を 欲すと も 割し とす 季 

世の すかた 達 不修政 刑から くみ たれ、 ず基にして度を破るに至て居を そこなひ父を捨て生^-^^くし 

倫 を 破る、 學者 といへ とも 其 居 家 孝悌に して 廉恥 禮邏 ある はいと まれな り、 凡そ 後世の 學效 ふ^ 輝に^ 

する 處密 なりと いへ とも、 躬行に しるしな く實用 に益 なくみ ゆ、 いた つらに 其 議論の み甚 高く して 己れ 

が氣象 却て 切迫し 其分辨 は最審 にして 自瞽 せる もの 少しと せす、 けだし 高く して 迫れる 時 は.^ ら す實. - 

と 離. H 寄 一して 鑿せ る 時 は 必らす 躬行に 遠る 事是 自然の 勢 ひなり、 况ゃ逢 一一 § に充り 回議 論に ほこりて 

人 を 見く たし、 あるひ は 詩 章の 末に 休々 として 是を擧 なりと おもへ る 類 何そ國 家の 用 をな すへ き. お 

〇 元首の 明らかな I 弦の 湿 事 I ら かなる 貧 代の 始 にあり、 i ハ上 つか s§f  ？: なりと 

す、 夫禹 の 水 土み たいらけ 百毂 を^す は 民 を 治る の 事、 契陶の 五穀み」 敷き 五 刑 を 明らかにせし は 民な 

し^る 方 也、 台欽 冶り て 萬 民 正し 能 後世の 及ふ處 にあら す 、春秋より 戰國 にう つり 漢唐 以下 英主な きに あ 

らす とも、 大方 官 貴人に あら は湊訛 佚々 して 政令み たり か はしく、 奸佞 時に 出て 君の 明 をお ほひ 己れ. か 

欲、 5 を 次 5 こなすな り、 而し 賢者 ありと いへ とも 如何と もす る 事 あた はす 

〇 漢書み， 見し に 哀帝の 時、 董賢佞 倖 日々 に 盛んにして 帝 出れば 必參乘 し 入れば 常に 左右す、 傳に 旬日のお 

賞 賜 鉅萬を かさねて 家門の 榮輝 天下 目 を 駭し幸 貴 一時 朝 庭に 震 ふ、 彼.. か 性質す かたの 美なる のみに あら 


  九 〇 

^ す、 共 柔和よ く 人 をな つけ 其 便 辟よ く 君に 媚ひ 一 日 も あ へ て 君 門 を 出す、 常に 宮中に 留 りて 主君と 起居 

を 共に す；^ に 洗 浴の いとま を 賜 ふとい へと もお のれが 家に 歸休 する こ、 ろな くして 晝夜禁 省 を 宅と す、 

帝. M 愛の あまり 彼が 爲に 有司に 命して 大第を 起し 土木の 功 を 極めて 美を盡 しけり、 凡そ は 彼が 親族より 

^ 做. 僕に いたろ まで 帝是を 幸して 惠み尤 あっかり しかば 內外 これに へ つら ひて 近つ き 人の 志甚ぃ やし、 

萤. 贤年廿 二に して 終に 高 安 侯に 封 ぜられ し、 されば 身 三 公たり といへ ども 猶 常に 宮中に 給 事す、 故に 百 

官ル M 彼に 因りて 萬 事 を 奏せし かば 政 日々 に舒 緩し 法度 馳 して 庶事 節な し、 威 權只董 氏と 其 同黨に 有て へ 

つらい 逢迎の Si ^のみ 志 を 得たり、 亦 識邪其 問に へだ、 りて あるひ は 互 ひに 離貳 怨瞎少 からす、 然るに 帝 

崩 じて 帝-氏 免せられ 頓て 自殺して 亡 ひし かば、 官人 彼が 家 第 を ひらき 其財寳 を斥賣 して 跡な かりし とか 

や、 鳴呼奸 佞の 小人 一 且 寵幸せられ 內外を かたぶく る もの 和漢 古今 亦 多し、 彼 北 齊の和 土 開か ことき 齊 

王に 姦 詔し、 毎に 左右に 侍して 言 辭容止 諸の 鄙藝を 究め 君臣の 類 をみ だし 專ら聲 色を玩 はしめ て紀 綱廢 

亡 せらる、 麼 代の 史策を 絶す^ 呼 愚なる かな、 佞 倖の： S 終り をよ くせし 昔 今い まだ これ を 聞かす、 然 

るに 其 身 幾 百 年 も榮ぇ 子孫 亦 多 からん、 畏を 千歳に 流る、 事 を 誰れ か 是を智 ありと せん、 誰か 是 を、？ り 

やむべき 鳴 呼 

0 野 州 R 光山 八景 詩集 (正德 改元の 秋 所賦也 刺 行) 

小食お 曉 鉢 石炊烟 含？^ 雨 寂 光 瀑布 大谷秋 月 鳴 虫 紅 風 山 菅夕照 

黑髮^ 雪 

第 一 春 曉の詩 

准三宮 一 品 大王 (日光 貫首 公辦 親王) 御作 (他 之) 

一 小 介 山 色 似.：：：： A 州 不險不 夷 浴 水流 花 氣氤氳 H< 未 曙 紅 霞 一片 入 双眸 

朝 ii 製述 宫李蹈 (號 來郭) 奉 和 
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名山^^ 鎭雄州 榮翠玲 瑞曙色 流 海底 陽 鳥 猶未翥 滿 {企 星影 溢险眸 

凡そ 八景に 各 一 詩 あり、 大王 近侍の 僧俗 及 ひ韓使 (趙泰 德等四 人) 所賦 なり、 序 は 矢 田 部 門 守 好古 書せ 

し 大王の 號を其 堂 也と 云々 

〇 日光 名勝 記 は 正德四 年の 春 具 原 篤信 筆して 刊行す 此 中に 足利學 校の 記 あり 

太平 時靜 にして 諸 州の 名跡 を 記せし 書 多く 出、 しらぬ 火の つくしの かた 鳥が なく 吾妻の 末 も 一握の 中に 

見る 心地す、 南海 北 陸大 かたしる せし 書かす かすに て 其 中に 山城 名勝 志 は 左 馬少允 源武好 編輯に して 共 

引用 書 古記 凡 六 百 八十 六部 其 博 其つ とめ 所謂 一 世 好古の 士 なり (別に 圖 あり) 庸 流の 一 村 だ も 共 後 を 知ら 

ざる 多し 甚 恥べ きに あらす や 

〇 大光禪 院の糸 櫻 見に まかりし に 良ち りて 梢 色な く 風ね たり 侍りければ 

糸 さくら 年の 緖 ながき 春に なと， ^  、 ろみち かく 花 はちり けむ 

〇 家の 樓池散 か 、 る 頃 巳が 影 をう つして 

ちる 花に 影 さそ はれし 水の面う つら ふ 老の春 も はっかし 

水 紋添暧 落花 彩 老首影 寒 鬂雪皤 何有殘 英知 舊意 池 邊懷友 獨吟哦 

〇 彌生 十日 人の 月 忌 初 (從 五位 下飛彈 守) に 池 菩提 道場に まゐ りし、 光陰 夢の ごとく いつしか 昔と 物語に 

寺 前の 櫻ち る を 見て 世の はかな さも 今 一 入に おも はれ 

曙に ちりし やかた 見 花の 雪 

〇 晋成 帝威 和 八 年 制 天 郊則五 帝 之 佐 日月 五 星 一 一十 八 宿 文 昌北斗 三臺司 命軒轅 mil 太 一 1K 一  太 很釣陳 雨師雷 

電司 空風 伯 老人 凡 六十 二 祌從禮 

秦氏 漢人 神仙の 術を崇 ひ、 祭祀 禱祠多 かりし 事 歴代の 史に 見へ たり 

〇}K 仙 鬼神 及 ひ變化 等の 宣揚 を 信じて 徒に 一 世の 富貴 壽樂 を祈禱 する 人 あり、 鳴 呼 拙 かな 朝露 夕 電の命 

  九广 


尻  》 


  九 二 

風 焦 水 凍の 身し はし 浮雪虚 花の 榮 ありと も 終に 楚姜の 籠 濫を脫 せす、 たと ひ疾除 就の 術に 依る とも 誰か 

^^！^；淺老-ぉを免るべきゃ、 頭の！！？ しはく 白して 旣に 八獄の 域に 隣せ、 老の 波し きりに 重て 渐々 二 河の 嶮 

にせ まれり、 须くは 浮世の 希望 を 捨て 不退の 常樂を 求むべし、 一た び 陽 九 百 六の 災禍 を 離れて 快く ニ轉 

の 福 樂を受 べき 事是 他に あらす、 只 ひとへ に 口 業 散稱六 字の 大悲 力に ある 歟、 淨土正 保 三部 四 軸 大乘金 

典 凡そ 七 百 六十 六偈ー 一 萬 四千 五 百 五 字 (十 勝 論) 

〇 或 ii: 僧 上 寺 深 慈 上人 または 存應と 號す或 人い ふ 勅語な りと 如何、 曰 其 勒賜號 は 善 光 觀智國 師の稱 

を 賜 ふ、 按す るに 彼 勅書 曰 

勅 法辨取 拾用责 臨機 時お 循環 心 存應物 明珠不 避燭水 大聖 寧 守 二 隅 慈 昌和淨 社 英雄 敎門碩 匠 智辨瀾 起如收 

萬 水 之 朝 卞德斗 明 似 受衆星 之 拱 引 攝十惡 之 妄性滴 度 三界 之 迷靈親 對龍顏 輸座奏 安心 之 秘耍益 重 我 字 之 布 

5^舉達者之美春郞加褒章新染震翰特賜普光觀知國師之號 

疫畏 十五 年 七月 十九 日 

是 後陽成 天皇の 勅 賜な り、 此 中心 存應 物の 文 宇 を 取て 自號 とせられし にや、 師は 柬照大 神 君の 敎師當 

時 蓮 社の 高師 なり、 元 和 六 年 十 一 月 二日 辭 世の 偈を 書して 曰佛 話提鄉 心頭 塵 未 後 一 向 但稱怫 と 筆 をな け 

端座 合 爪して 怫名 を唱し 化す、 世壽 八十 法臘 六十 有 六と 云 ふ 

〇 異邦 道教 盛んにして 莊觀 多く 道士 あまた あり 其 道 を 事と す、 其說 もとより 多端 淸淨 一 說楝養 一 說服食 

1 說符 錄經典 科敎又 一 說 なりと かや、 馬 端 臨 か 經籍攻 に 見えたり 

道家 第 一 祖は 道元 大師な り、 是漢の 張 道 陵 也永壽 元年 九月 九日 昇 IK 

〇 叢 錄を按 する に 道家に 南京 北 宗の分 あり 

OS 東 華 少陽君 11 鐘 離 權 11 呂 山 呂 ffipt 


尻  整 


-劉 海蟾操 ： 張 紫 陽 伯 端 li 石 翠玄泰  一 

一 I 薜紫賢 道元 11 陳泥丸 楠- 1 白 海虔玉 蟾- 


一— 彭 鶴林耜 

北 宗祖 

_ —王 重陽 吉—— 


—馬 端 陽 SI- 

-妾孫 不二 


-譚長 眞處端 (下略) 一 


但し 其 部 ありて 實には 其 書 ある 事な しとい ふ 

洞 元 部 一千一 十三 卷 

太眞部 一 千 四百 七卷 

太 淸部五 百 七十 六卷 


王 重陽 之敎 曰__ 金眞 1 

0 道 書の 名 多く 佛經に 等し 

洞 眞部六 百 二十 卷 

洞 神 部 一 百 七十 ニ卷 

太平 部 一 百 九十 ニ卷 

正 一部 三百 七十 卷 

凡 四百 三百 九十 五卷 (新 錄) 

されば 是を 合せて 寳文 趣錄と 呼し とそ、 宋 の符祥 年中 張 君 房の 所 集の 道 書 凡そ 四千 五 百 七十 五卷 其後增 

して 五 千 三百 八十 七卷に 至れり と 云々 

張 君 房 其 精 要み」 撮て 雪 存七観 一 百 一 一十 卷 となせ しと かや、 胡 應麟か 王 逢 遐覽第 一 に 見えたり 

〇 道家 は 老子 を 以て 敎主 とす、 然るに 老子 德道五 千 言 を 以て 敎を 設けす、 後の 羽 人 方 土 等 其 名 を 借 以て 

自重して 實は その 說を 知る 事 あた はす、 此に 於て 佛 經 の 脚跟に 就て 其 緒 餘を竊 み 諸饿を 作りて 誣世を あ 

  九 三 


さむく のみ、 異邦 共 盛んなる 事我國 神社の ことく 道觀を 建て 祈禱を 専らに すと 見えたり、 老子 を 道 書に 

^法 犬師 或は 玄屮 法な と い へ り 

C 太 上老君 (老子) 太 上仙宫 (東方？ i 也兒 -, 王 母 傳，) 太上恃 經仙郞 (王 思眞也 見，， 仙 鑑，) 閻浮提 王 (冠 

準) 五 方 夫 帝 君 (簡^; 止 見- -魏 夫人 傅つ 太 極 韋偏郞 (莊周 也 見-, 酉陽雜 姐，) 蓬萊 長生 主 (白 樂 天 也 見，" 

仙鑑し 海山 院主 (白 樂犬也 見-, 廣 記,) 太玄 博士 fe^ 周 也 見，， Ins 一口，) 

此類维 叢 壬棄に 見えたり 

〇 我！： 今の 世の ことき 學 校の 政なければ 國 學の師 もな し、 寺院 は 高く 構へ ながら 如法の 比丘 も 世に 聞え 

す、 か.' れば 道の 正しき 事 ありと も覺 へす、 幸に して 道家 我 國に入 来らす 若 古しへ 傳る事 あれば 是又世 

の € ？: をな さん喾 なり 

〇 受諸飮 貧 當如服 藥於是 於 惡勿生 增減趣 得 支身以 除饑渴 遣敎繞 

是釋迦 文 後の 比丘に 受 W 對 治の 觀を敎 へます 遣 言な り、 穴. j 僧家 獨如此 ならん や 四 衆 常に 食 あり 徒に 口 

腹の 慾を恣 にせん や、 自愼 て牧て ゆる かせに すへから す 

〇袋荒：}^^し裙抬して自資|^5頭に面を仰跡を溝壑に沈むる類幾百人そ、 しかるに 京師 難 波 花柳の 春 去年 

に滅 せす 梨園の 遊ひ舊 時に 增れ るよ し 都人 かたれり、 資 にも 我 府下の 如き 郡 民 fls^ 給せ すして 潔 腹に し 

て 尸 を 出 望 門投. する のみなら す餓 .ef の 見る目 も 悲しき 多し、 然るに 戯 子の 場 傀儡の 筵 見る 者紛 員し、 

或は 燕 缝 遊 嬉活々 たろ 顏 あり、 或は2^稱賀翮々たる體ぁり、凡重^珍賜ぉ^^.-して调疊せり、艷服を襲 

て 治容を 事と し膏 梁に 飽て i ハ堂喧 し、 いっか 道 渴に色 や は ある 士庶の 意 只 本業 を 務めす して 却て 勢 利に 

奔兢 す、 故に g:^ を兒 て自 あっからざる 思 ひに 住し、. r 一 然として 他の 愁ゃ 省く ものな きに や、 それ 滿堂燕 

笑す ろに 一 人 卿 隅して 悲泣 すれば 一 堂 皆 是が爲 に 不樂は 古今の 人情なら す や、 今年 荐に飢 て 東西に 窘迫 

の愁こ  にも 聞かし こに も 見る、 顚 連して 吿る 事な き赤然 たる 單身 街に 滿 たる を も 土芥の ごとく 見て あ 


はれむ 心なき こそ あまりに つれな けれ、 されば 萬乘 の尊矣 伯の 責深宮 重星の 內に 安座し、 皇僚， 邯司任 S 

にした かひ 適 意なら ざる 事な し 、毎に 巧言の 歡慰を 入る ありて かりにも 人間の 變故 をい ふ 事を諱 みす、 特 

乖 き蓮蹇 みて 民人 流 落 すれ ども 君主の 家 何か臉 西方て 食 ふ もの ある や、 方丈の 華錯ロ をして 甘から しめ 

紬輕の 枝 服 身 をして 暖から しむる を 見る のみ、 誰か 茱 色の 愁； 観；？ I？ 形の 患 身 を 見ん^ 呼哀 かな、 篦獨此 日 

困阨の 極に いたり 街に 伏して 死 を 待 事 誰か 仁心な からん、 いやしくも 人我の 私に 隔 りければ 斡旋.；； g の 思 

ひなき こそうた て けれ、 凡そ 人々 白骨 更に 肉 を 生す る鴻 造の 通 惠 そか こかし めな ど脫急 の 意なくて や は 

あるべき に、 月の 餽 送に は 優 通 をつ くし 他の 賑濟に は 必らす 懷愧 なること 我 も 人 も M: じさ まなる 季 世の 

す-かた こそ 悲し けれ、 まして か 、 る 時 無益の 燕 樂に財 を 費し 佚 遊 相 高て 人の 愁を しら ざらん もの は必倒 

憑の 憂苦 を 得て 蹭蹐 遠から す 侍らん、 能恐愼 みて ゆる かせに する 事な かれ 

自 評して 曰 餞 年の 時 一 村 一 落の 如き は 見る 處 聞く 處甚狹 近に して まきる、 かたなけ れぱ 共に 愁を愁 て 

自 快活の こ 、ろな し、 都會の ごとき は 貧家 富家 相 まじりて 高枕の 者 多し、 且は遊 涉凭眺 の 地 行 姦齊价 

の 家 多ければ 風 をな し 俗になら ひて 諸 戲に心 走り 荒 歉の運 を も わすれ 侍る にや 

〇 或 問 堂上 極 口 家 は 根本 高 倉 家な りと、 あるひ は 水無瀨 家な りと 如何、 曰 雨 說皆據 あり 天文の 頃 水 無？ g 

中納言 親 氏 (實は 西 三條右 府公條 公の 息な り) 子な かりし 故に 高 倉中納 一一 一一 c 永 相の 子 を やしな ひて 嗣 とす、 

左中將 親興是 なり 親 氏 は 福 島 正則の § 耳な りし 養子の 後寳子 出生す (從 二位 中納言 氏成是 なり 町 尻 櫻井ヒ 

條 等の 祖 なり) 故 を 以て 水無瀨 家の 家 司 等 家3赏 子 を 立て 親 與を魔 せんとし 或は 毒殺 せんと はかろ、 親 

與 聞て 彼 家 司 を 手 殺し 東照宮 をた のみ まゐら せられ 伏 見に 入る、 東照宮 是を客 居せ しめた まひ 中條山 

城 守の 女 を 以て 親 輿の 妻と せらる、 二子 を 生す 東 SHS 執奏 ありて 斷 綠の稱 號を韆 せしめた まふ是 堀川 

宰相 (從 1 一位) 康親樋 口 正三位 信 孝 也 (康の 字 は 家 康公御 諱の字 を 賜 はる) 

九 五 
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og 親 興 


0 親 

-信 孝 

厂女 子 


樋 口. - 


公方 家 

女房 


I 信 親 代々 

—女 子 

I 信 0 — 


i 1 1, 基 ま 止 五位 下 

一 1^ く 滿中條 伊豆守 

0 朝鮮 國事 (雞林 唱和 集の 中 筆談 を抄 す) 

散. 無赏職 而受綠 者 を 云 

我！： 揚 名の 額 遙授 の官敷 

影 {n  (紛吿 身 而無付 職之規 云々) 

諫-乂 ぼ •：•： 小 王 與申叔 舟 鄭鱗趾 等^ il? 溺高 ^ 之奇、 权爲 一 家 言 云々 

ftif  (蠶絀 者と 云々) 松 魚 (缝魚 也我國 所謂 さけのう を 也) 南 霞草 (たばこ) 

^米 (^之 不 精 也 云々 我 俗にい ふ 中 白米 也) 田 米 (粟 米 也 云々 もみな り) 

大坂械 以上 水路 一一： 千 一 百 八十 里 江戶城 以上 陸路 一 千 三十 八 里 

これ 銃 湖の 所持 扇に 書せ り 

賜 柑試士 朝鮮より^ 年 W を 進む、 王 是を諸 儒 輩に 頒て箴 銘頌賦 等 を 作らせて 其 魁 一人 を 及第せ しむる 

也 云々 

靑丘 朝鮮の 異名な り是禹 貢に 靑 州と い へ るより 起る 

廻庭染 我國人 問に 此樂は 素 逢 烏 尊 所作 也 云々 東郭が 答に 是 新羅の 樂 といへ り 

東郭云^#、寿4尊之說待在，_新羅之世,世久遠而無^不，可，考矣云々 


尻  理 


亦 東 諺傳を 引て 百 濟の王 仁 H 本に 入りし 事 をい ふ 

朝鮮 三百 六十 州错 有-, 太守 1 云々 

牧夫 府夫 郡 守 縣令 

次第 如 此と申 三年 而解， 之 或 六 年而解 ，之 云々 

是皆 小身の 守 牧と見 ゆ、 其 州と 名 付る も 我國大 郡の 類 也 

全 漆 生 漆に して 墨 を 製す るに 是を 和して 黑 色に 漆と いへ り 

孔廟祌 號以- 一文 宜王 ー鑭云 釋奠遵 ->  中 國制， 云々 其 主 三年に 一 度 聖廟に 謁して 親 其禮を 見ろ といへ り 

其 他猶多 けれと も 略 之 彼 國に摟 紅葉な しと 聞 ゆ、 草木 鳥獸は 土地 風氣 によりて 同し からさる もの 常の 事 

歟、 聘使等 來る時 我 國文擧 あらん 輩 間々 詩 章 唱和 筆談の 回答 處々 ありし、 然るに 我國人 彼に 對 して 大か 

た 屈伏の 諫言 多し、 故に 彼 か驕冗 をた すけて 誇 語 を はかし むる 事 亦 口惜し からす や、 彼國 ひたすら 文字 

の學 にの みなら ひて 武勇の 氣 なく 柔弱に して 淫風 甚し 何のお そる 、 事 か あらん、 但し 我 國文舉 S 舉者は 

近年 多く は 市井の人 または 醫 家の 小 輩 等 なれ は 彼に 向 ひて 先氣象 卑邏に 過く 故に 我 神州 を 辱し むる もの 

少しと せす 唱和 筆談 尤愼む へ き 事 也 

〇 主馬 盛久 由井濱 にて 首う たれなん とせし 時 太刀 折れし は 文治 一 一年 丙午 六月 廿八曰 也 (長 門 本 平家 もの 

かたり) 

主馬 八 郞左衛 門 尉 盛久は 主馬 入道 盛國 末子と 云 

〇；fl: 蘭 盆會の 供物に 荷葉 を 用 ゆる 事 久し、 今 は 昔の 物語に いふ、 七月 十五 日 貧し、 R りけ る 女 一 つ 着た る 

綾の 衣の 表 を 解て 楚の 盆に 入れ 蓮の 葉 を 上に 覆 ひ 愛 { 石 寺に 持まゐ りて 伏し 拜 みな； く 去に けり、 人 あ 

やしみ 是を 見れ は 蓮の 葉 に 

奉る 蓮のう は 葉の 露 はかりこれ を あはれ とみよの 怫も 

九 七 
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略書す かく あれば 世俗 中世より する こと、 見 ゆ 

〇洛^9-?£林寺に永觀律師の8^なる六字の名號ぁり、 近年 貫首 これ をす きうつし 板に 彫て 人に ほと こさ 

ろ、 共 字. 船 如何にも 凡なら す佛の 字に ならへ て 阿の 字 あり、 按す るに 是 律師の 花押 歟、 眞言 傳に 永觀は 

深 觀大倂 部に 師 とし 仕えて 眞言 を受と あれ は 阿の 字 を 用 ひられし もむ ベ 也 

或 人 云 f£ 林 寺の 院號を 無量 壽院 とい ふよし 古き 書に も 見えたり やと、 予云 宣秀の 御敎書 案に 禪林寺 無 

量 壽院と あり 

〇 香 瓜の 未に なりて 靑を尾 州の 俗 かり もりとい ふ、 先に 夫 木 奥のう た を 見出て 書せ しか 亦 馬內侍 家集に 

霧 深く 鳴し か を 見よ 瓜 生 野の けに かり もりの こ、 ろな りけ り 

と あれば 昔の 人 も かり もりとい ひしと 聞え たり 

〇 四 字經は 明の 漢沖蕭 良 有 著す、 四 言つ 、 に 故事 を 入れ 旁訓 をな して 幼學の 便りに せし 書 也 正 德乙未 和 

板 重刻せ り 

〇 渡^: 大 神の 像の 事 藤 原 長 親の 兩聖 記に あり、 明 德の頃 山城 國伏兑 なる 藏光院 の 幽林 峩冠盛 服の 神容 を 

夢兑 しに 亦應 永： 兀年 忠^と 云 僧 天神 無 準に 受 衣した ま へ る 御 姿と て 幽林に おくりし 時 朝臣 倭敎を 詠せ し 

事 委敷叔 たり 

祌ょ なを 法 を 守りて 傳ぇ けりみ つの 衣の うらみの こすな 

た へ す 我た のみ を かくる しるしに や こ々 に 北 野の かけう つす らん 

然 れば應 永の！ S より 世に 流布せ しと 思 ひ は へ る東兒 記に も 渡 唐 天 神の 事 あり 

〇蕃 光 院將軍 (義敎 ) 眞阿 上人に 參ら せられし うた 

口にと なへ 卒都婆に 書て 彌陀 はみ つ 書す とな へ ぬ 彌陀を をし へ よ 

御返し 


何と ふく 風と はさら にしら ねと も あはれ もよ ふす 秋の ゆ ふ くれ 

眞阿彌 陀怫は 後 龜山院 の 皇子 京師 十 念 寺の 開祖な り永享 十二 年 七月 二 B 示 寂の 由 寺 記に えたり、 南朝 

系圖 にも 見 ゆ 

〇 山城の 名處 かきし 書 を 智鉢儈 正に 見せ 参らせし に ほと へ て 返されし は 包紙に 

隔てな き 人の めくみ に 山し ろ やちょの ふるみち 尋てそ 見し 

返し ま ゐらす 

跡と めて ふみ 見し 春の さかの 山 花に わすれぬ 千代の 古道 

〇 后 は 天子 妃 夫人 は 諸 疾窒孺 人 は 大夫窒 婦人 は 士室妻 は庶人 配 

士 といへ とも 我 亡母の 謚號に 孺人も 書 事 潜に あらす、 文會 筆談に 其辨 ありされば.：^ 譜に 女子 を 系 岡す 

るに 某 妻と 錄 する は謙稱 とい ふへ し、 妻と は庶 人の 妻 をい ふ 凡 は 某 室と 書て 可な り 

〇 士鹌 (マ 力 エル) 士黽 (靑 かへ るの 足 長 をい ふ) 山给 (我 井手の 蛙いて 也 云々) 

〇 或 人 云饈飩 はもと 溫圑 にして 小麥 粉の もち を 煮た る ものな り、 本名 湯 餅と いふ 溫麪と 同じ 今紬く 切て 

長 を 煮る は 和 俗の 製に して 素麵 なりと、 予 云然ら さる か 唐土に も 長 を うん とんと あり、 李 唐の 古詩に 湯 

餅孟銀 線亂と 作りし を 見て 知る へ し 

〇 鐵烈に 中り し 人旣に 死に 近き を 牛の 腹 を 裂て 手 負る もの を 其 牛の 腹中 へ 入れ 熟 血の 中に 浸せ は^ろな 

りと 元史に 記せり 異邦の 人 試て 驗 ある 事に こそ 

〇 六 弓 (王 弓 孤 弓 夾弓庚 弓 唐 弓 大弓) 八 矢 (柱 矢 絮矢殺 矢 浪矢贈 矢 芳矢恒 矢 庫 矢) 

彫 弓 彫 矢 は 赤く ぬりし 弓矢な り 一^ 弓 直 弓は黑 ぬりの 弓 也呰禮 に出づ 

〇 玉 葉 集 十六 雜 弓と いふ 一 字 題を從 三位 爲子 よめる 

あらち おのかり ゆく 野 邊の草 高み ひく やま ゆみの 末 はかり 見 ゆ 

九九 


尻 


50 

一 字 超 を 詠す るに はかくて そ ある へ き、 射る 人 を は 見す して 弓の み 見 ゆるさ まあり くと よく 吟 して.^ 

るへ し 

〇 或 人の^に して 花見 侍る 時遺懷 

故 ^^^1 亂 遊子 獨偷^ 垂柳 掃芳徑 疎松隔 遠山 我愁 新白髮 花 侈 舊紅顏 

西 R 兮康水 卷日 去不遼 

〇^- -, し 年の 秋 暴風に かた. 4 き 侍りし 家の 櫻 早くち りて 色な き 頃と ふら ひ 侍りし に、 あるし いはく 本意 

ちりけ にて 今朝の 風 こそい と/ \ うらめしく 覺ぇ 侍る とて 

木から しの 秋風 脫字 にか はらめ やつれな く 花 を さそ ふ 春 かぜ 

ときこえ しほと に、 さなから み 給 ひそお のれ はまた かく こそお も ひ 侍る とて 

さく 花の 色 は あたなる ちりの 世に， 」  > ろ そむな とはら ふ 春 力せ 

拉も うはの そらなる 風に さそ はれ やすき あたし 心 は 花の みに て は 侍る、 そ も あはれ と 見る 紫の 一 もと 故 

にこ そ ひそむ る 心の 色、 今 一 しほに 袂の I 卞落 ちま さりて たつぬ うらみの はしと なれる 猶多 かるに や 

うき 袖に 落ち そめし よりよ しの 川た きつ こ  ろ も 花に なり ゆく 

なと たは むれて 歸 りし 

or 久 あが i づタま i お WSk 鬆ぉ Si 與利ハ 1タ1^ 天 伊ぎ き 及 ま. iml^i 

W 乃 天 乃 i 霸 ti ，毛 f  f 蒙 流 乃ぎ m-Hii 流 一 ¥  j 毛 

まビ兀 之お ぎ 議於& 天 i 仁義 仁 騎 si 乃 タまク ^.sf ゥ i 淳 

ゥ+' "ラ ヤス  ダ e  ァシタ ュフへ タ ビ ヮザヮ ヒナ ク  ヲモフ ココロ マ-一 マ ユキ キ -.; ^-コ.„ト、」ハ ク*!っ*^-.7ハ、ヒ*\,マ -モ ^1 - r 卜， J 

海 IS 毛 安一 良 介久平 良介內 且仁夕 仁 驟旅乃 災禍 無 志 天 所 念 行 問 仁去來 乃 路於常 盤 仁 護 幸 給 倍 止 申，..^ 事 乃 

3 シ  年 n シメセ カシコ カシ n  モウ 

由 於 平 K 介 介 安 頁介久 聞 召 止 恐类 懼美毛 白須 
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是は錢 邊眞人 某 旅路 我 p 祝 祠を尾 張の 仲 賴宿彌 へ 書て たばせと 需し、 予に 筆せ よとの そまれし a- かく 

筆して 遣 はし 侍る、 伊勢 熟 田 以下の 神 名 は斯の 如く 書た きょし 需と 云々 

〇 或 人 云釋氏 我國諸 社の 本 地 御正 體を圖 して 祟む、 其 中に 熟 田の 御 本 地 あるひ は大 n あるひ は藥師 或は 

愛染 等 一決なら、 K 熟 田百錄 等を考 ふへ し) 如何、 予曰熱 田の 本 地い にしへ より 分明なら ざるに や、 百 練 

抄 (安元 元年 六月 蓮 花王 院 惣社 本地圖 緣の條 下に) 曰 日 前 宮熟田 御 本 地 無 所見 仍唯被 ffl 鏡 云々 

， J れをも つ て 見る に官家 はい にし へ より 傳ふ る處 なきに や 

〇乙未の春世の中不敷して民間の苦しみ大方ならぬ中に熱田の社方なる神人等綿カ_^:しく凍|はに至らん 

とする 者 多し、 こ、 に 中 藤の 神 家 五 人 (大 原彌 五左衛門 林大膳 粟田 城 大夫问 左 高 介 錢部木 H 太夫) かなしみ 

にしの ひす 維持の 志 をつ くし 尾 張 氏に 議す、 祝師 (內 藏權頭 仲賴) 等 公府に 請て 調 護の めくみ を 施さん と 

す、 有司 便 祌領の 金 を 以て 封巾扶 をな さ しめらる 

三月 七 nl より 六十 日間 凡百 三十 六 ロス 三十) 全家 神人 男に 錢ー 一十 足 女に 十五 足 毎日 恩賜 云々 

彼 貧家の 內夫ト 東 國に往 て 妻子 弊 屋に究 せし あり、 其婦 泣て 曰 膽濟の 鴻恩誡 にかたし けなき 事い はん 

かた 侍らす、 されと 操瓢の わさに 近 かき 事 を 夫ト歸 りて 醜と せ はたと ひなから へ 侍る とも 詮なき 事に 

こそ 侍れ、 元より 時 至り 餓死す へきに こそ 侍れと て 施 を 受けさり しか は、 仲賴 いよく 感に堪 すして 

さはい ひそ 是神 物にして 仁政の 餘映 なり、 いかで 丐者 のた くひな らん、 夫ト 歸り來 らば いかにも よく 

容 すべし とて 資助 せん 家數に 入て ことにい たはり 侍る と 宿禰來 りて 語たり、 身の 斯 くまで 義を思 ひて 

餒を かへ りみ ざる 其志尤 あはれ むべ し、 凡そ 君に 仕へ て 萬缺る 事な き 人 も每に 貪れる 思 ひなき は 稀な 

り、 いはん や 穴 i 乏の 極に 居る 者 を や、 たれ か耻 をお も ふべき、 されば 士 として 是を聞 は慙面 汗な から 

んゃ、 世の 豕心狼 貪の いましめ にもと 筆し 侍る のみ 猶感 ありて 一 絕を賦 す 

四 壁 床 頭 雨 行 雲轉手 {4! 獨耳 足枯稿 棘路陲 春風 


  1〇 二 

嗚呼 義婦 

〇"ん|^^ に^に 題せ し 詩 あり 序 略 之 

1^ 護法 神 稱蛭兒 ，お 民 今 R 祭其祠 不憑船 上 三郞カ 我爲 佳人 釣 得 詩 

これ は 洛^ 蓮 仁 寺の 前なる 社 をい へり、 仲夏 二十 祭 之 云々 今の ことき は 九月 二十 n 祭る 

〇 山城 國粟 W 口 ^擧 水と いふ 處 あり、 昔 關原與 市 源義經 にう たれし 所と いふ、 古書に 有 や 云 異本 義經 記 

に 安元 一一-年 初秋の 事と いへ り 

〇 異邦 3 神 祭に は三犧 (羊豕 なり) 五 (牛 羊 豕魚鹿 )3S あり 是 平生の 饌食丹 穴の 難 (禽饌 也 出-七 命 1) を 

もってする 故の み、 我！： の 神 膳 は 獣肉 を甚穢 とす 是等常 獸雷を 食 はざる を もって 也、 夫 葷腥の 臭き 誰か 

惡さ るべき、 いはん や 牛 羊の 血膩雞 豚の 肝 腸，： 一 0.： 淸 潔の ものな らん や、 嗚呼 豕を 屠り 鷲 を燒き 凡そ 生な か 

ら憐 W を はなちて 油 血 盤に 流る 、さま 仁人 是を 食て 快 かるへ き や、 神饌た とひ 止む 事 を 得すして 魚肉 用 

ゆと も 脯腊の 類 を 供せ は 可な り、 眼下に 生物 を 劉 開せ んは尤 いたましき わざな り、 鳩 肉の 據 はしき を以 

飞 せんより は 不知 萊蔬淸 からん に は 釋氏花 水の 潔き 供物 を 見る に 彼 _^-M 臊 臭の 不詳 も豈 同じ からん や、 

^呼 民の 力 を わすれ 方丈 S 梁 肉に 1^ て猶 足らす とせん、 人 は 功 苦 食 淡の 志 をし らん や、 其飮 食に けがれ 

たる 心 を もって 何. ぞ淸淨 の 祌靈を 饗すべき、 若 夫 邪鬼 殃厲の 類 は 腌賸の 臭 氣に仍 て是を 貪なん、 正 神 は 

必らす これ を惡で 饗る现 なからん 吾子 愼ゃ 

是或人 神 供に 肉 を W ゆる 事 を 問に 答えし 案 也 

じ 忌 火 は 古今 共 令 あり 愼で北 ハ法を 守るべし、 伹し季 世の 愚 俗の ごとき は 甚だ 抱 はり 亦 は 私情に 任て 法 を 

たか ふ 事 多し、 八 「夫 自己の 身心 を淸淨 にして 神の 精 明に 交る か 故に 凡そ 一切の 镜氣 に觸る 事 を 忌て 

也、 然るに 世人 神 を 崇め 社に 詣て 侍る 意趣 大 かた 利 心ならざる はなし、 されば 此 心すで に 道ならぬ 幸に 

妄動 をお 驟： 淸淨 ならん や、 內の神 先 舍らす 何の 外 神 をか來 格せ しむべき、 其 外に 齋 する は 內を戒 むべ 


き爲 のみ、 今の 俗 伊勢 參宫の 輩ゎづ かに 淸 火の 一事 をな すと いへ ども 酒 を 飮肉を 食ふ软 唱雜談 至らざる 

所な し、 酒 肉 は 大神宮 六 色の 禁忌の 中なる を辨 へす 却て 祝 ひと 0  、しり 醉飽 する を 先と する こそ 淺 まし 

けれ、 鳴 呼 神に 受る こと 豈小緣 ならん や、 外 を 慎んで 一 塵の 穢を うけす 內を戒 て 一 事の を 生せ す、 祈 

る處人 慾の 私に あらす は 神明 必感. 1 した ま はん、 悉地 何、 ぞ 空し からん や、 然るに 不測の 神體を 以て 人間 

愚 俗の 如く 思へ る庸 流の なら はしい と > 無 下の 事と もに や、 神 は 誠の み是 にっか ふる は 敬な り、 誡敬感 

交の 理甚微 也、 何 ぞ利祿 を 貪り 一 身の 榮を いのるべき 類 ひならん や 

これ は 或 人 忌 火の 事 問 侍りし 時 答へ し 趣な り 

〇 明月 記 (建 仁 一 一年 四月 八 曰の 條下) 云參 -i 水無瀨 殿- 此邊辻 祭 一 一社 被 渡御 前 其 中 一 方頗 副-, 田樂 等， 供奉 

土民 等 毎年 營ニ此 事， 云々 

是今云 山城 國山崎 天 王 山の 社 也、 社 傅に は 養老 元年 四月 八日 素議烏 尊始影 向と、 按 する に延喜 式に 山城 

と 攝津境 祭疫祌 云は此 社なる 歟 

今 本社 二 座に して 左 を 東 }K 王 八 王 右 を 天神 八 王子と 稱 せり、 祇園 等の 祭る 處と亦 同し からす、 迁 祭と 云 

當時 此處々 に 多 かりし さま 舊 記に 見 ゆ、 是を辻 祭 を 御 震と 呼びし 疫 神を鎭 する 義 にて 幸 神と 一般 我尾府 

下の 市井 辻に 島津天 王の 神符 を 安置し、 燃燈 して 祀るも 古しへ： H 祭の 遣 様 かと 覺ぇ 侍る 

〇 日本 記 略 (天延 三年 條下) 六月 十五 日 公家 始自二 今年 1 被レ奉 n 走 馬 並 勅 樂東遊 御幣 等 感神院 1 是則 去年 (天 

延ニ 年) 秋 依 n 疱瘡 御腦， 有 n 此御願 1 今 被 レ賽也 云々 

古し へ より 牛 頭 天 王に 疱瘡 平復 を 祈る と 見 ゆ 

堯孝 家集に 祇園 法藥 

猶 まもれ 神の 其 代 を その ま . にの， 〕 す 八 雲の 道 もた  >  しく 

祇園の 社な 素盞烏 尊と かく 故 和歌に も かく 讀 侍る のみ 
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〇 隱元 ft 師束來 の 後 萬 福？ i 寺 を 創建して 大いに 黄 檗の風 を 振 へ り、 され は 殿堂の 奇 製の 莊嚴 より はし 

め 木魚 引 磬の音 を 珍ら かに 明 音の 誧經 いと \面 白し、 衣體 異にして 其觀 一 ならさる か 故に If 素 一 時 風 を 

なし 效て 本宗の 法式 を變 革せ しもの 都鄙 多 かりし、 寬文 年間 妙 心 寺 派の 寺院 好事の 禪子 新奇 を 街 ひて 旁 

觀を駭 す 事 ありし か は、 花園の 老 衲等議 して 誓 書 を 製し 凡 四 派の 禪侶 本山の 規範 を 免して 他 門の 法則 を 

執行す る 事 を戒禁 せし a 合 客 問に 詳 なり) 堂 持 台座 主 職に 禁止の 令旨 ありし、 され は 各 宗其本 寺の 舊規ぁ 

りて 與流是 を 守る、 これ 開祖の 所定 也、 末流 豈是に 違 ふべき や、 今 洞宗の 禪院蓮 社の 末 徒 や 、も すれ は 

檗 山の 風 をう つし 本 宗の規 を 忘る、 もの あり、 嗚呼 人々 元禪師 の德を 仰き 其 節を傳 ふへ き 思 ひ はなく し 

て 徒に 衣鉢 器 様の 美に 眩き 好事の 徒な と 異相 を 現して 却て 世の あさけ り を まねく 尤亦 誤らす や、 夫士庶 

の 世に ある も 亦大粲 其樣其 俗の 各 一 體不 移の すかた あり、 然るに 近世 都鄙の 人 冶容を 事と し 專ら戯 場の 

風 を 好み SK^ は 姪 房の すかた を舉 ふ、 碌々 たる 市井の 少年 はいふに 足らす、 武門に 業る 身の 時勢に なら 

ひて 共 容と心 を あらためん は 無 下の 事に や、 加 _i ^淸正 その かみ 家人に 令せられ し 制の 中に 云、 奉公の 道 

油斷す へ からす 朝に 起て 劎術 をなら ひ 食し 畢て鐵 砲 を發ち 馬に 乘 等の 事 を 怠らされ もし、 慰に は 鷹 野 鹿 

狩 相撲、 かやう の 儀に て 遊 ふへ し、 衣類 は 木綿： i の 間た るへ し、 食 は 黑釵を 食し 萬 美麗 を嗜 ます、 亂舞 

一圓に 是を 停止す、 凡そ 太刀 を 執れ は 人 を 切らん と 思 ふ、 然るに 人 は 萬 事に 一 心のお き處 より 生る もの 

なる 問 武事の 外、 遊 藝を習 ふ へ からす、 舉 問して 忠孝の 道 を 知り、 兵書 を 讀て武 業 を 心 かけよ、 詩歌に 

のみ 心 をよ する 事な かれ、 人 風流に なら は必 よわき 事に なかれて いかにも 婦女の 如くな らん、 武 林に 生 

て は 太刀 を 執て 死す へき 事 本意な り、 常々 武士道の 吟味せ され は 潔き 死 はしに くき もの 也、 よくく 心 


尻 


を武に 極む へき 肝耍 なりと (一書) に 書せ り、 今日 武人の 風俗 如此哉 否や、 我 身 を 省みて 思に 背く 事な か 

れ。 

〇 源氏 物 かたり は戀 慕の 情と いひ 浮世の 態とい ひ 言葉の 新たに 奇 らしき 詞 花の 巧に 妙な ろ は、 その かみ 

ふるきむ かし も此 文の すかた なし、 のちせ の 山の 後に つく 筆な くして 古今 獨 歩の 至寳 とて 世々 これ を！ g 

ひ 家々 これ を藏 む、 其 奥旨 其 秘譯傳 へ受る 人、 ならて はたやす く讀 へきに も あらす、 され は 一書の 大意 は 

注 家の しるし ijs ー數も 多く 各卷の あらまし は欹 客の 筆し 侍る 類 少しと せす、 凡そ 人 貴種に 生れ 容貌うる は 

しく 才 ありて 裔榮ぇ 尊 を 極て 命 を 終 へ き は 世の 欲する 處 にして 光 君 其是を 得たり し、 或は 花 を f  J ひぬ る 

朝 つれな き 山風 心 をな やまし、 時鳥 を まつ ゆ ふへ あくる 雲井 うらみの 端と なり、 袖の 時雨 月 を 宿して 玉 

しきの 露のう てな と あはれ にみ かき か 原の 雪 深き 思 ひ を かさね、 ある は 都の さか ひに 別れ をお しみ 磯の 

浮 寢に夢 をし の ふ 常なら ぬ 世に おとろ き あたなる 身 を さとりた まふ 事 亦此君 一 世の、 J とくさに なん 筆し 

侍りて、 け ふ も 五十 年の 夢 旅ね の 枕に 空しき 理を敎 へ もの せんと かや、 但し 其驕縱 淫奔 至ら さる 所な き 

すかた は當時 ( 一 條花 山の 御宇) の 風俗に して 人々 され を 好み 侍る 故に 作り物 かたりに も か 、 る 事の み を 

賞して こそ 書 侍る らん、 淸少納 言 か 草紙、 赤 染衛門 か 物 かたりな と 其 世の すかた もしる く兑ぇ 侍る、 さい 

つ 頃に や 友の 源氏 物 かたりの 事い ひ 侍りし 際、 其た はれ 道な く 聞 ゆる ふしく こそ 淺 ましく 侍るな とか 

たりて 

五十 餘事知 曰？ 事 艷詞空 足 解人顏 桐壺絕 孝： 茶瑩日 ：. 冊 火 忘 慈 犯王髮 

貞女 弄 釆能變 志 大夫看 去 遂無還 不如覆 瓶 糊 窓 壁 唯 便 典墳滿 世間 

〇 爛醉 しらす 三月の くれ 等閑に せし と亦是 一 年の 春け に 故 園芳菲 つきて 霞の これる 柴の戶 さ ひし、 今 は 

とて こ ゆらん かた もしら なみの 跡な き 春の 末の 松 山、 なんと 古言 すんして 遠くな か むれ は靑山 故の こと 

くにして 情 故に あらす、 幽 草に 愁をそ へ て 詩作り て愁を 遣る (乙 末) 三月 盡 

.  I〇s 
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三春 可 恨 與花盡 殘葉 一 時 烟樹深 唯 有 暮鑌追 落 sg" 無 和 陶氏惜 分 陰 

をし みこし 卷 もなかれ て ゆく 水に うつろ ふ 花の かけさ へ そな き 

〇 或 入 (問 宮氏) 霞 月と いふ 題に てよ める 

おも ひやる 空 はむかし の 詠に て 月 や あらぬ とかす む 春の 夜 

予 もまた おなし 心 を 

なれて 晃る 袖の 月 かけ はても また こ >f やむ かしと かすむ 朧夜 

つ 、し 

ちろ 花 も をし とはい はし 岩つ 》 しまた^ 初る 春の くれな ゐ 

やまぶき 

いはての みおも ふ 心 やや まふき の 花 ゆ ゑお つる 袖の たま 川 

〇 或 人 §r 伊勢の 離宫 とい ふ處亦 山城、 山 崎の 離宫 とい ふ處 同し 心 か、 予 口 不然歟 ^勢の 離宮 院は ある 

ひ は 太 神 宮司と 稱し义 は 御 "i^ と號 す、 儀式 帳に 所謂 神 房と いふ 是也、 齋主及 奉幣使の 館に して 且つ 神 

調 m.g 等を納 る^ 按主 (十 人) 司 掌 ( 一 人) 鏡 取 (三人) 厨 女 ( 一 人) 等の 官人を 置し 今 は 亡 ひぬ 

山 崎の 離 {:>!! とい ふ は、 もと 垂仁 帝の 離宮 也、 朝野 群 載に 行 敎和尙 宇 ：！^ の 靈吿を 蒙り 歸 京の 時 到，， 山 崎 離 

せ ：！ 邊, 云々、 され は此離 {a の 地 を 初て 八幡 を勸 請せ し 故 世に 離宮 八幡と 稱せ しとなん。 

離 の 名 は 太 祌遷御 以前より 有と 云々 ， 

on 蓮黨か 寺に 鬼子 母の 像 を 安置す、 共 形 立て 手に 柘棺を 持せ り、 是俗傳 の 誤 像 儀軌の 像と 達へ り。 

鬼子 母 は H< 女の^に して 薰色 (亦 は 白 紅色) 着衣 路 冠？ 堂上に 座す、 右足 を 垂れ 下して 地に 至らし む、 婉 

子 を 抱 右 乎 中に 吉祥 菓を 持と 云 々 

〇沸§1の多き淸朝^^^職五年に至り、 十：： 藏外 經典幷 諸方 語 錄雜堪 凡そ 共 九千函 續藏經 書に 見 ゆ、 示 檗山松 
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堂 藏經目 錄には 右 之 外^に 八函 あり 低し 近世の 人 藏は金 を 以て まひな ふ 故に 夫なら ぬ 書 も 多く 藏終 とな 

るに や 

〇 佛生會 に大雄 山に 參 りて 

洒出 九， 龍 天 外 水 無 憂樹下 百花 前 慈 雲眼霽 滿沙界 歩 々 風 香 捧足蓮 

同日 先考 諱 (三十 三年) 薦香 

青山 兮綠水 舊樣舊 看 非 杜宇 新聲曉 柳 花 幾歲飛 

〇 椿 を ゑの 木と 讀枝 多き 木なる か 故にい ふ、 類聚 三代 格に は、 槐材 (ヱノ キと訓 せり) 按す るに 槐はヱ ン 

シ ュ とよむ 槐 の音ク ハ ィ吳音 ヱ なる か ヱと はヱン の 音便なる へ し C 

〇 或 人 云 盛衰 記に 蔡吉 尼の 字 あり、 ダ ギと訓 せり、 蔡の字 ダの音 あり やと 予曰是 茶の 字の 書 誤りな らん。 

〇 年 神と は 正月 家に まつる 年德 神の 事 か、 曰 夫 木 集に 好 忠の歌 

みあれ 川 加 茂の みとしろ 引か へ て 今 はたと しの 神 をい のらん 

これ その 年の 穀靈 をい ふ 年 かみ まつり もと 民家の 事に や 

〇 客 有 問此春 東都 生 島 氏 尙齒會 せし 希有の 高年- 百歲 以上 三人) 閜を おどろかす ばかりに 覺ゅ、 和漢 其會 

の始 如何 予曰著 聞 集に 尙齒會 は 唐の 會昌五 年 (武宗 即位 ft 年 乙 丑) 三月 廿三 日白 居 易 始て是 を 行 ひし 由、 

本朝 文 粹に尙 齒之會 源 起 街 室 會昌白 氏、 水 石 之 居い へる 是也、 我國 にて は淸 和の 御宇 貞觀 十九 年 三 月 卜 

八日 大納言 年 名 卿 小 野の 山庄 にて 諸 老を會 せられし を始 として 此會 有し 事 古記に 多く 見 ゆ (江 吏 部 集 無 

題 詩 長 秋 等) 惟宗孝 言の 詩に 花 零 履 踏 三春 雪 松老耳 停尙齒 風と 作れる、 安和 二 年に 在衡 大納言 粟田^ 業に 

して 雙會 ありし 事 をい へり、 さても 人間の 有さ ま 短所 促 齢 毎に 多して 古稀 耆^ の 人世に 少し 况ゃ 期顷の 

修壽を やされ は 生々 たる 鶴髮亦 幾年 を か 期せん、 昏々 たる 考悖 いつまて か はなから ふべき、 嗚呼 彭 とも 

に 一 堆の 土に 歸し、 責賤 同し く 鬼 錄の名 をのみ 殘す、 たと ひ 松柏の 長壽を 重ぬ とも 終に は 桑楡の 暮景久 
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しからし、 抑 一 世柄と して 閎 凶に 遭 も 1K 年 をつ くし 享 福に 終る も靑眼 永く 開て 後 たれ か 白骨の 新に 曝 こ 

と を 免る へき、 愚に 身命 を惜て 夢に ゆめ を 執し 徒らに 壽福を 羨て 迷 ひに まよ ひ を かさね 犬馬に 先-たちて 

溝壑に なん はめ やす かりぬべし、 とても かくても 任 はてぬ. 世に 見に くきす かた を 持 得て 矍 幾に ほこる 

こそ 無下に 拙く 覺 ゆれ、 垂末頹 俊亦憐 むべ し、 衰朽 一風 を 期華顚 つれな くこ そ 侍らん、 慈则 大僧正の 歌 

よの 中に うつ 、の やみに 見る 夢のお どろく ほど はねて かさめて か 

耿子 知る やしら すゃ嗚 

〇 或 問 字ュ 出の 茶 は 何れの 時より 始 りしと、 曰 尺 素 往來に 宇治 は當代 近来 御 賞 翫栂尾 は 此間雖 衰微 三體名 

下不 空と 明 is^ 上人の 比より 梅 尾の 茶 を 上品と せし、 當 代と は 足 利 家 也、 鹿苑院 g 滿 公山 名 氏淸に 仰て 始 

て 宇治の 里に 茶園 を設 しめた まふと かや、 後 七 所の 分 あり 

森 岩 井 宇 文字 川下 奥山 

朝 曰 琶琵 

此中宇 文字と は 報恩 院 (號 森坊) に 昔 求 聞 持 堂 有し 荒廢し 茶園と なりし 土俗 グ モ ン ジを 謬り 呼て 字 文字と 

いひし と 云々 

〇 問 平等 院の阿 彌陀堂 其 製 他に 異なり 兩 樓後廊 おの づ から 鳥の 翅 尾に 似たり、 棟に 入よ し 銅の 鳳凰 雌雄 

を て据ゑ 風に 隨て舞 ふ 故に 鳳凰 堂と 呼、 何の 堂 亦如此 哉、 曰是 往古 帝官の 製に して これ を 摸して. i 院 

を 造られし か、 昔 豐樂院 の 製 左右に 栖霞樓 霽景樓 のかし をいて おはすべし 

〇 或 問 祭 及び 猿樂 など 兑る處 をさん じき 又は さじきと いふ 棧敷 (棧の 字 は 棚な り 閣レ木 爲レ棧 云々 此舍棧 

道に 似たり 故に かくい ふと) 

假^ <te 事 記に サ ヌ キと訓 せり！！： 本紀 同し 疲は 字書 度と 同し 閣ニ藏 倉 物 一也) ：：：： 今此 等の 文字 を 以て 然る 

や HI 物 かくろ 所な さんしき と 呼 事 久し、 但し 假歧の 字 は 古しへ 用 ひさり しに ゃ棧 敷の 字 百練抄 (寬弘 四 
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年 w 月 加 茂 祭の 條下) 等に 見 ゆ、 狹敷 (さしき) 此字 古書に 見えたり さしきと 呼 も 難な き歟 

野 府記云 寬仁ー 一年 四月 六日 己巳 宰相 同車 向- - 一 條棧敷 宅， 乍レ車 見い 之 云々。 

〇 或 問いに しへ は 帝都の 寺院 山號 なく 且つ 鐘を掛 すと 然りゃ 曰 然り亦 瓦聱の 製 もせ さりし と 見 ゆ、 百 練 

抄に京 極 Q 御堂の 事い へる 條 下に、 依レ 憚-洛中， 不 レ葺レ 瓦不レ 立-鐘 樓- (云々) 堀川 院御時 迄 かく あり 

しか。 

〇 或 人耿の 事な ど 尋ねよ る へ きとて 

しきし まの 道の しる へ を 三輪の 山 松の木 陰 をた のむ はかり そ 

と 侍りし、 いとしらぬ 道い かて か は 聞え 侍る へきなん と 書て かやし に、 

三輪の 山 檜 はらの 路を かき 分て 君に そと はんや まと ことのは  .. 

〇 伊賀 國 へ うつりゆく 人 をお くり 侍る とて 

わかれ ゆく 雲の いく 重は隔 つと もちきり しほとの こ  > 'ろ わするな 

0 捲磨國 一 宫 伊和 大明神 は 素 盞烏尊 第 一 の 皇子 大巳貴 尊と (云々) 正 一 位 

式 曰 宗粟郡 伊和 座 大名 持 御 魂 神社 (名 祌內) 

1 一宮 荒 田 大明神 天平 寳字年 五月 天降 (云々) 少彥名 命延曆 年中 正 一 位 (云々) 

式 曰 多 可 郡 荒 田 神社 

滔見大 明 神 養老 六 年 住 吉の大 明 神 (幷) 五所の 王子 當入座 (云々) 建武 三年 正 一 位 

式 曰 酒 見 社な し盖 式 外 而載國 帳 者 敷 

但加茂 郡 坂 合 神社 

白 國大明 神 或說に 開化 天 皇第 一 姬宫 (云々) 

tis 磨 郡白國 神社 (式內 也) 

  1〇 九 
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生 子 高 御倉 陰陽 1 一 神と (云々) 今 石 資殿是 也 

式 所謂 JsiT 耶高平 U 神社 歟 

垂水大 明 神 州 上の 御子と (云々) 海の 明 神 衣 賤明神 四 座と (云々) 

式 曰 海神 社 三 座 (名 神大 n 以新 #： 也) 

n{l: 大明祌 養老 年中 垂石 舟贺 古の 浦 座 (云々) 

式：！： 贺古， 郡 日 岡に 座 犬 何 佐々 比 古神 社 

神 名；^ に 百 七十 餘 座と (云々) 

此國 式內 は當阈 五十 處( 大七座 小 四十 三 座) 

右 は 播州 峰 相 記 を抄す 亦廣峰 山の 牛 頭 天 王の 事 を 記 曰 老僧 語 元 正 天皇の 靈龜ニ 年吉備 大臣 入唐 聖武 天皇 

天平 五 年 歸朝當 山の 麓に  一 し 給 ふ、 爱に 夢にも あらす 現に も あらす 人出 來り我 はいに しへ 母の 家 追 出 

され 蘇 民の 爲に 助かりし なみ 人な りし、 以来 lii^ 所 未定 唐朝に 契りたり し をた のみ 追 来るな りと、 云々^ 

《お 山に 崇 奉る 牛 頭 天 王是 也と (云々) 凡此記 文字 拙く して 見る に 足らす、 廣峰天 王の 說. も 僧 法師の 傳說と 

兑 えたり、 され ども 此書貞 和 四 年の 作 なれ は 近年 作り出せし 附會の 事と も 見えす、 人 麻 呂の事 を 載せて 

曰 明お 神 海に 出て 海に 入る 月 を 詠し 秋の 千 種に， 〕 、 ろ を 留の說 あり、 若人 麼を 崇めた る歟 

〇 伊勢の 宮司 は 大中臣 家 八幡の 宮司 は大神 宇佐の 一 一氏と いふ (是は 宇佐の 宫の 大宮司 也石淸 水の 供 僧 は 

. 代 々紀 氏な り) 熱 田の {a 司 はいに しへ は 尾 張 氏季範 朝臣 は 南 家の 藤氏な り、 鹿 島 香 取 は 中 ほ 氏 宮司と な 

り、 春 日の 社 は 大中臣 の 朝臣 神主と し 給 ふ、 皆 勅許の 職 也、 宮司 神主の 任 限 は 六 年なる 事延喜 式に 見 

ゆ、 痛 {nj はう り も 亦 一 補の 後 不レ須 輙替 1 と あれば 朝廷の 補任な り、 今の ことき. K 神宮の 大司正 權の禰 

宜春 日の 正權の 神主 等の 外 は 諸 社 大槩は 其稱を 破り 侍る のみ。 

GK 針 年 じ 月 七 n:r の 熱 田の神 寳蟲拂 ひ 也、 蜘切丸 (表に 吉光 裏に 丸 あり) 趣 王 源氏 一代の 名劍 也、 あさ 丸 は 


惡七兵 衛景淸 が 太刀 也、 熱 田の 國信 上々 宗近 行平吉 家な ど數十 口の 名作 有、 墨 跡 は 道 風 佐理及 家の 

跡なる 太 政 官符は 去年 邦 君より 後 軸 あらた にせさせ 給 ふ、 其 他 古 鏡な ど 唐の もの 也、 牛 王 高角 等の 珍 

寳 或は 珠玉な どは數 もしれ す、 龍 鳳の 文字 ある 錢書 書の 類猶 多し、 また 日本 武 尊の 神 影に 唐幀 頭に 帶劍 

の圖 あり、 いかなる 人の 筆なら ん覺 束な し、 傳敎空 海の 寫 せる 佛經 あり、 中に 日 連. か 筆と て 法華經 白紙 

に 金字の 七 軸 初 法 華の 夢想み」 書き 道宜 律師の 序 を 載す、 書 寫の人 施主の 姓名な ど 我國の 人に 侍らす i^s^ 

とい ふ 僧の 所 書と 見えたり、 R 蓮が 筆に あらざる 證據 也。 

熟 田宮御 遷宮 御神寶 注文 

法華經 一 部 (唐本 文字 金泥 料紙 白墨 *f 箱) 

御 鏡 一面 

御劍 一 腰 (目 貫 蒲 萄股寄 芝スリ 金) 

御 扇 一本 (兩面 書 まつたけ) 

御 神馬 一匹 {w 毛 印 雀 井越 三 目 結) 

以上 

應永廿 六 年 三月 廿 一 一日 

淸藤書 判 

是田島 祝 師家の 藏 にあり、 日蓮が 筆と いふ 法 華 經の事 唐 筆なる 事 分明 也、 亦卷 本の 日本 紀 あり、 古物に し 

て 文字 杯 正しく 今 世 判 行の 書に あらす、 古畫の 中に 菅 神の 御影と いふ あり 尋常なら す 見えさせ 給 ふ、 裏 

書に 天文 让 三年 藤 原^ 田^ 十郞信 勝の 字 あり G 劼十郞 は 信 長の 舍弟諸 書に 信 行と 書り 此人 初の 名に 藤 原 

とい ふ 字い ふかし 信 行 後武藏 守と 稱す) 猶神 刀劍數 百に 及び 古代の 樂器 など 多 かれと 大方 は 書し 侍 ら 
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  I 1 二 

〇 祇^ 一一： 所の 木地. 辨：！ ^ロ傳 

牛 頭： 大王 本 地 藥師佛 變身は 天刑 星 婆利釆 天 女 本 地文 珠 菩薩 八 王子 本 地 八 大觀音 (今 則 爲，， 十 一 面 1 雜耶云 

觀 お：：： 加 3 不 {si 尜 與，， 白衣觀 音, 而爲， 入 尊，) 

奉 施 入 

牛 頭 天 王 御正 體 

勸進 沙門 勝 尊 

幷緣阿 彌陀佛 

正 安二 年 壬 {3； 四月 十一 日 

按す るに 正 安 は 後伏見 院の 年號其 三年 辛 巳 三月 廿 四日 後一 一條 院 即位 明年 壬 寅 十 一 月廿ー 一日 改乾 元。 

〇 鬼 之 大帝 北 帝 也 (道 書 出 事 玄要言 集) 是釋 氏の 所謂 妙 光 菩薩 也。 

〇 尾 州！ t 羽 郡大縣 {.00  Ha 也) 神主 家 を 重 松と 稱す、 元 來利仁 流の 藤 原なる が 故 有て 橘 朝臣と 稱 すと 云々 

妙兑寺 蘇 十：：^ 文の 中に 重 松が 事 あり、 夫に は 尾 張 氏と 見え 侍る (重 松 は 左京亮 弟. 板津) 中 務丞は 同 郡樂田 

村の 城主 錢田 彈； 止左衛 門に 仕 へ し 共 末 也、 今 は 備前國 池 田家に 奉仕す。 

〇 春 所 法相 宗本 地傳 に云釋 (釋 ：！ 也) 藥 (藥ぎ 地 (地蔵) 觀 (觀 音) 文 (文 珠) 第 一 (釋) 第一 一 (藥) 第三 (地) 

第 1: (觀) 若官は 文 珠と習 ひ 侍る と 云々 第三の 地藏は 一一-摩 耶形幡 なり、 幡は 高く 懸 りて 萬 方の 表に あり、 

i: 几 2- 极，. t の 像に して 是を本 地の 內證 とすと 云々 本 地の 立樣 か、 る 表示 多し。 

〇 森 蛴椒现 肥 ii 國お 崎に ありて 山伏の 奉仕す る 社 也、 初め 長 崎に 神社の 勝地な りし を 異國の 人 入津の 所 

なれ は 祌の祠 立へ きょし 議せ しに 彼 山伏 信 州の ものに て諷訪 の神號 にて や 有 けん、 古き 神 物 持し に 依て 

頓て. 诹訪の 神 を 5 つし 奉り 毎年 九月 九日 を 祭日と す、 亦 船の 往來 をい のる 爲住吉 の 神 を も- § 訪の社 地に 

建し、 市民 遊藝を 施す に 丸 山 町の 遊女 番 によりて 耿ひ 舞と かや、 さし も 異邦の もの >- 見る 事なる にか、 
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る^ 風 を 第一の 見物と する 事國風 かく やとい ふへ し、 いと ロ惜。 

〇 中華 竹王祠 とい ふ はむかし 女 あり、 水に 紗を あら ふ 時大竹 流れ 來り是 に ふれて 孕む 事 あり、. 则 1,;J を 生 

しか は 竹 を 以て 氏と しける、 死して 後先 祠を 建と いへ り、 本州 山城の 風土記 鸭建 角へ 叩の 女 川流れの 丹 塗 

の 矢に ふれて 孕む とい ふ、 右 書に 似たり、 唐 竹 三 郞の廟 (功 州) は 水 濱に大 竹 三 郞を得 これ を 破りし か は 

三兒其 中に あり、 よって 以て 姓と すと いへ り、 我 國竹取 物 かたりの 說に 近し。 

〇 三 州 伊賀 村 は 八幡宮 社 領七百 石每歳 八月 十五 日 祭 禮勸進 的 あり、 神主 代々 柴田 $ ^賀 守と いふ 國 明大 

寺 村と いふ 所の 六 所 明祌は 初め 松平鄕 にあり、 親 氏 主 奥州に 在 館の 時 鹽竈六 所 明 神に いのり 給 ひ 御 家門 

苒興 ありし 後 松 平の 鄕の 御館に 六 所の 明 祌を祀 りた ま へ り、 太 神 君の 御 時 松 平より 此 地に 遷」 M す 社 を 建 

給へ り 天下 御 草創 御 願 成就の 神と て 殊更 尊崇 也、 社領百 六十 1 一石 七 斗 あり、 祭 禮毎歲 九月 十四日 的 あり、 

神主 大竹大 膳と 號す、 下馬の 札 は 靑蓮院 の 門 主の 御 筆 也。 

此 所に 綺 女房の 塚と いふ あり 尊ぬ へし 

〇 同國  一 ノ宮硬 鹿の 神主 は 文武 帝の 時 草 硬 鹿の 公宣 勅 を 奉して 創業す と 云々 祠官は 代々 草延鹿 氏な り、 

祭禮 五月 四 n: 十六夜 R 記に わたしと いふ 所 は 今の 小 坂 井村な り、 歌に よめる 嘉賀須 の 渡し は 大門 村八劍 

の 社の 邊 也と 云々 

〇 同 國下和 田 村に 尾 犬 頭の 祠 あり、 四十 五 石の 祠領は 本 多大 久保中 根の 三氏附 せし と 云々 

上 和 田 村に 替犬頭 神の 祠 あり、 傳へ いふ 和 田 氏 某晝寢 せし に 近き 池の 大蛇 是を 呑ん と は ひよりけ る を 手 

飼の 犬 彼 蛇 を ふせき 吠け るに、 和 田 氏 目 を さまし 己 を あやまつ とお も ひて 犬 を 切 殺しけ る 後に、 其 事 をし 

りて 尾 頭 を 捨し處 に祠を 建て 祀 りしと いふ、 播州の 犬 寺の 緣 起と 一般な り、 か  > -る處 所々 にい ふ 我尾府 

下 古渡 犬 見 堂 も 亦 同し 傳 へ あり 

〇 和 州 多 武峯の 神 像 破裂 古し へ より 七 度 先 神廟の 古松 樹 破裂し、 脂 流れ 膚 へ ひらく 時に 年老の 佾 神前 を 

I  二 一 二 
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  1 1 四 

開き 御 帳な へ たて  なで 奉る に 像 やぶれて 臭氣 あり 朝に 奏して 勅使 を 請 ふとい へ り 

〇^w 八 劍宮は 和 銅の 勅 建 也、 然るに 祭神 を詳 にせす、 是素盞 烏 尊 0 和 魂 を まつる 出 雲 國大原 郡に 座す 

八 ロ祌と 御！^ 體 にして 社號 口授の 秘 有と かや、 同處靑 衾の 社 は 葉 栗 郡に 座す 宇 夫須那 神社と 同體と 云々 

武^!: ？^.^ 郡 小 被 神社：： 1： 體^: 

〇海"曲^^|5!:^:5牛頭天王の社內に彌だ郞とぃふ祠ぁり、 今の 神 家の 說に 此祠は 彌種繼 命と て 藤浪里 往古 地 

主の 神な りと 云、 按するに堀田氏系譜に曰津^：！^の住人堀內彌五郞紀正泰共姓祖武內大臣を祭る大橋太郞 

平 負 絵の 靈を桕 殿と せし 其祠を 建し 年號 月日 迄 具に 記せり、 貞經は 謙 倉將軍 家の 時より 津 島の 地頭な り 

しか は 地主の よせ も 侍る 故 地主の 神と いひけ るな り、 彌種 繼 の 名 古書に 見え 侍らす 彌五郞 をい や いっこ 

なと 和訓す る も紀： 止 泰の字 ある 事 を 知らす して 妄に 附會 せし ものに や、 今 所々 天 王 祠に彌 五郎の 祠を末 

社と する 事茶義 なし" 

〇三種の祌？，：^の事八^鏡は天照太神の正體草雞の神劍は素達烏尊の和靈の表神璽の曲玉は天忍德耳尊1： 

出生の^ ひ あり、 鑿 前にして 彌榮 えます 御 鏡 を繼體 した まふ 萬 代 皇孫 尊の 和 魂の 表 か是を 以て 傳國の 璽 

とあかめ 給 ふ。 

i 太 祌義神 I 

素 逢 烏 尊 草 雞八劍 座 ..^f  ，灣ノ 尸き ズ 

神鏡 は 宗廟の 主と 仰き 奉り、 資劍は 熱 田の神 體に 立せ たま ふ、 素 盞烏尊 曰本武 尊と 御 同 德の習 ひ ある 事 

にて 二 尊の 和 魂の 表と し 奉る にや。 

〇 卷 n 若. K を 五所の 子と 稱す、 然れ とも 秘 して 祭る 神 を かたらす、 或傳云 皇孫 尊 大主尊 手 力 雄 

命 押 雲 命 道 合 神 右 五 種の 大祌を 祭る と 云々 但： 翁 月の 御祭 禮は榊 一座に 神鏡 を懸 奉る といへ り、 祭 

禮 ことに 嚴 重の 御 蔡 狸 鬼 維 等 性も此 祭に 懸る なり。 
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〇 大和 國添 上郡卒 川-一 麼太神 御子神 社 三 座 

活玉 依姬命 神武； 大皇母 神 

蹈 11 婭命 神武 天皇 太后 是 中央 神 也 

大已貴 命 和 魂 蹈鞴 婭祖祌 也 

〇 卒川 阿波 神社 (今 社 絡たり 卒川 御子の 南  一 丁 市井に 其舊墟 ありと 云 ふ) 

事 代 主神 蹈鞴 姬の父 神 也 

〇 狹岡 神社 (今 稱韓岡 社) 

韓神 

曾 富理祌 (園 神と いふ ソフリ と はソノ マ モリと いふ 轉誇 也) 

白日 神 

此三神 大歲の 神の 子 也、 以上 立 市 家 見 二秘記 y 

〇 森 明 神 (攝 東 成郡杜 村)  • 

用 明 天 皇を祀 ると 云々 

〇 濃 州 不破郡 伊富岐 神社 江 州 坂 田 郡 伊 夫岐の 神社と もに 式內 なり、 是同祌 なる へし、 亦 濃 州 各務， 郡村國 

US 墨 田祌と 尾張國  一 ノ官眞 墨 田 神社 同し 神 を まつれる にや。 

〇 尾 州 寄 木村稻 置の 天神 (世俗 天道と 號す) 大中津 日子 命は稻 木の 別 尾 張 國別祖 と 和 銅の 神 記に は 見え 侍 

る 0 

〇 夫宫 社に 火 を 忌む 事 其 令 あり 愼んて 其 法 を 守る へき 事な り、 私情に まかせて 法 をた かふ 事 恐る へ し 先 

自已の 身 ひとつ を淸 くして 一切の 據氣 に觸る 事な かれ、 世人 は 多く 祈る 事 利 心ならざる はなし 其 心 道な 

ら され は不淨 也、 內の神 舍らす は 外 神 何 そ來格 せん、 外に 齋 する は內を 淸ら かにせ ん爲 なり、 世俗 伊勢 
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參 {a する 時 火の 一 事 はする といへ とも 酒 を 飮み肉 を 食 ふ、 酒 肉 は 太 神宫六 色の 禁忌の 中なる を辨 へす 

却て 祝 ひの、 しる 悲しむ へし、 凡そ 外み- 愼 みて 檢 をう けす 內を 戒めて 人 愁の私 あらす は； t 明 必感應 ある 

へし、 何 そ 利 をむ さほり て 一途の 榮を いのる へき や、 六 色 f さ-は 

不吊 I:- 不聽言 不聞樂 不行娃 不食魚 鳥幷葷 不飮酒 

〇 市 姬明祌 

京師 七 條に社 あり 延暦 十四 年 七月 七日 奉祀と 金 光寺 緣 起に 見 ゆ。 

是宗 像の 明 神に して 昔 本 西の 市に 祭り 給 ひしと 云々 九月 七日 を 祭日と せり、 往昔 皇子 皇女 御 誕生 ありて 

五十 曰の 餅と て ，£只 て 奉りし も此 神の 社へ 幣 を參ら せられし へ 米 一 大俊) 故寳 山槐， 記 三 長 記なん とに 見 ゆ、 

爲賴 卿の 葉に 

市姬の 神の いかきの いか なれ は あきない ものに ちょ をつ むらん 

〇 攝州住 古 郡 庭 井村 依 IS 大依綱 神社 は 式內四 座名祌 大社 也、 大己贵 命の 孫 天 八 現 津彥命 を 祀る吾 孫 氏の 

祖也、 仁 德灭皇 紀に依 綱 屯 倉 阿^古と 云々 是神功 皇后 紀に 所謂 依綱彥 と！： し 今 吾孫子 村 あり (或は 阿 孫 

子と 書 播州 群談) 

〇熱田の菩薩號を大ふくでんと號す(大ほさっの號は供僧家の稱呼^3)是厚田(順和名に如此)の稱と等し 

き大 論に ハ、 福從- 一良 田 一生と い へ る 意なる へ し、 凡 福 田の 事 怫經に 委しき なり。 

〇 諸 社に： 塾 とい ふ は 其 社の 政 印の 事に して 朝廷より 觔 鑄の 物 也 (私に 作れる もの あれ は 刑 あり 律に 見 

えたり) 天 平 十 一 年 十一 一月 廿三 R 太 神宮の 政 印 一 面被始 m は (方 三寸) 貞觀五 年 九月 十三 日 准 太 神宮 例豐受 

宮の政 印 一 面 m はれし 事 太 神宮 諸雜事 記に 見えたり、 後世 是を御 政 印と 呼 ひ 其 社の 御正 體と 心得 亦 一 變し 

て 卜 部 家の 傳授 なりと て 器 土 等 を 盛りて 是を 社中に 蔵め 法 政 印と 稱し 御體 とす、 夫 政 印 は 宫社事 を修す 

ろ 待お して 以て 證 とす (官符 の 政 印 國衙の 政 印の ことし： >豈 秘し藏 て 再 ひ 出さる ものな らん ゃ況ゃ 土石 を 


お  欲 


盛 器な らん や、 中世 共 社の 祭に 神 幸 あれ は 政 印 を も 神輿に 入て わたらせ 給 ひし 故是を 御正^と 思 へ り、 尾 

州 熟 田の 宮神幸 は 根 生 放 生會に 神輿 を 神宮 寺に うつし 奉りて 供 僧 最勝會 式お しと かや 神輿に 奉. C し御體 

の 御 箱 (口 傳) を 御正 印と 稱せ しょり 事 違へ る 事に なりし にや 

〇 諸 神 記に 云、 京師 中の 御門 西の 洞院 なる 滋野 井の 社 三 所の 事 是鞠神 也、 一計 案 林 二 陽 花 三 樹尊形 は 

猿 額に 金色の 文字 有て、 貌の 上に 神 名 を あら はす 申の 曰 を 用 ゆと 云々 年始の 鞠に 申の ni み-用 ゆと 云々 

按す るに まりの 神 は、 淫祠 か 往昔 好事の 人 祭り 始めて 後、 式內 外の 社と ひとしく なりし もの か、 今 所 

々に 多く 聞 ゆ 

〇感 神 院慈惠 大師の 傳に舊 天 長 一 一年 甲 戌 以，， 感神院 1 附ビ師 盖此祌 也、 素 達 烏 尊 在，， 播州， 則 號，， 廣峯 i,, 尾 

州， 則稱 U 牛 頭 天 王 二  K々 

尾 州 津島牛 頭 天 王 他 書の 所見な きか、 但し 東鑑 にの み津 島の 社と いへ り。 

〇 神 籬の事 林 氏 卜 部 家に いふ は、 平野 家より 妄 作の 偽物な りと いひし を 書し 祌籬の 傳の事 也、 其 終りに 

云、 我國 むかしより 神を勸 請す る 時 一 つの 箱に 赤土 入る 是を內 陣に納 る 時幣を 搏 拜 して 此 もの は 木に も 

非す、 金に も あらす、 神 御座と 唱ふ る 事 秘事な りと 云 々 是 神社に 璽の 箱と て 封す る 往古 か 、 る 事 有べ しと 

も覺 えす、 伊勢 熟 田 等の 殿內に 昔より 曾てな き 事 也、 諸 社 御 政 印 を 納め 神輿に のせた てまつ る 類 ひ屮十 n 

以來 有と かや、 夫 を 神 籬の御 印と いふ ひもろ き 後世 神社と いふが 如し、 たと へば 太 神宮 印 熱 田 神社 印と 

四 字 を 鑄し 朝家より 納めた まふ もの 也、 此箱を 印の 御 箱と 呼、 御正 體の 事に は 侍らざる にや 林 氏の 箱に 

赤土 を 盛事 古風 敷 

〇 神 領の事 伊勢 神領 (四 萬 五 千 百 五十石 餘) 春 日社領 (二 萬 千 十九 石 五斗) 石淸水 (六 千 七 百 五十 七 石) 加 茂 

上 社 (二 千 七 百 石餘) 加 茂 下ノ社 (五 百 四十 一 石) 住吉 (一 一千 百 十六 石) 吉 野？ 一  石) 

凡 幾內の 神社 共神產 多し 

  】 I 七 
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-常州 鹿 &の領 (1 芊石) 下總香 取祌領 (千 石) 駿河 宮士領 (千 六 百 十九 石餘) 信州戶 隱上ノ  各 千 石) 

下ノ -ss  (五百石) 雲 州 大社 (五百石) 豐州 宇佐 (千 石餘) 猶諸 國神領 數は盡 しかたし 

〇尾西^^^5社 水無月 御 蘆の 神事 ありて 一社の 秘 とせり、 和 州 三輪の 社に も是に 似た る 事 侍る 歟夫木 集 

に 兼 の耿を 載す 

^ねつ 、立なら へ たる 蘆 やさ は 三輪の やしろの しるしな るらん 

芦 を^ね たる は 幣物な り、 津島は 疫神を 祠れる 社 故 六 n 我して、 行疫の 神靈を 和し、 束 芦の 幣を あか も 

のとして、 是を 水に 流して 流行の 疫氣を はら ふわ さに こそ 

〇 辻社 つま 社なん と 讀るは 叢祠の 類なる か、 信 實の歌 

道の 港の 木の 下 かけの 辻 やしろた かな を さりの ぬ さたむ くらん 

公明の 耿に 

ic 十 深き 野中の 森の つ ま 社， J や 花す、 き ほに い つ る 神 

〇京師大^i;^^^內lK瑞寺は豐臣秀告公の母公(號大政所)香火の地にして天瑞寺は即其號也、 亦 花屋 壽永尼 

公 は緻田 お 公 母堂 也、 北 ハ塔 大^ 寺 中 您見院 にあり 皆 尾 張 國の人 也。 

〇 或 問^ 紙を納 むる 器 を 文 Ml とい ふ ふみ はこと 訓 すべき か、 答 云然ら す、 遵生 八淺の 十六に 文 具 111 あり 

ことに 俊 式を稱 美す、 文 111 は 具の 字 を 略す るの み、 文 房 器具の とい ふ 事な り。 


【孤 尻 卷之 五十 


〇 武州東 1^ 山 新 建 溜 璃殿記  , . 1.J .  i、 If  ，、  a、 ：」 

武州 豐島| ま山寬 永寺憲 兀年 s 大相 國捨レ 地慈 眼大 I- 聽寺 一而 - c 大 J げ欲； び は 

^以擬 屮 i 占- 1, 以 i 葉 i 未レ遂 liss 住持 冇 t 靑干 u;J_5i^r- 

|ァ人&興建|> 因 I, 蘭 願未レ 成、 今大將 軍信 依 曰深讓 曰 籠 レ府之 次 SS ハ事 

、予 3 兀 i 十 年 丁  i 月 二十 三日 下レ 命旣而 命- -從四 位下 行 侍 從兼出 I 源 保 明 朝臣 P 其 位 上 行 

MJti 蓽中將 i 摩守蠢 ii-致材 用- 以助 --其費ー從 五位 下 但馬 守舊喬 I 五位 下行 丹 Ifi 曰 

^、^£^|!^執|七月十九曰|定レ基八月三日夷レ地十主六^.^5^%至年；；；^^:^;- 

偶有-, 白 鶴 一 隻， 自-, 東北， 飛來 至-一 坂 本 六 間 町 車 坂 町 ー飮啄 II レ猜レ ま 一 池 f 中 人^ ぼ 

麦 其 地 或 屬，， 本山 子院地 i 或 附-- 中堂 料 用 一人 以爲二 興^ 之兆コ 一月 六日 立レ柱 六月 十九 日 奉-江 州 石^ 寺藥 B 

弗 像 刻 一予 向以 31^ 山中 堂 安二 傳敎 大師 所レ刻 像-因 命-犬 僧都 等 運 一遍 詣で江 州 諸 寺 安 ％」 大師 所.： 一 者.：： 

之 將，， -以 奉-安 新 堂-等 1 百 矢 橋 石津寺 所レ奉 最爲ニ 殊勝 ー仍復 遣-等 蓮 一到-石 津 寺-請 レ之 住持 敎音 言此寺 

一 1 一 i 應 i 等 亦傳-1 龍岐守 I 守 乃 發-- 吏人 illm 山 i  一一 一一  I 寺 

記 相傳昔 傳敎 大師 刻-, 藥師佛 像 1 i 一 一  置 二 之 根本 中堂-欲 置 其 一 -未， 定二處 所-乃 取-一二 石塊； 將 1„ 

其 所 I 女&さ 試投」 二 石 ニー 一石 隕き翁 浦 i 藍 ハ處き 堂 奉レ安故 號-- 雲 ま 一  t 一  1曰 ヒ ^ 

將軍 奏請 P, 雲璃暨 大字-及 賜- 罄 供養 震 七月 十一 曰 S 八月 二 曰 京 難儀 I 管 宣下 

以-, 九月 • 三日 甲 戍 己時勸 行， 八月 十 一 日 上 梁 一 一十三 日 予修二 安鎭法 ニー 十五 日 吉祥 閣成 供養 C  It 

昔 I 大師 入 唐禮ニ 五奏 忽？ 一  獅子 來現， 形 農 獰己而 不レ見 叉 有 li 燈 之瑞>  |時牧-- 碧 及 

I  二 九 
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獬子 脚迹土  I 而歸旣 歸-- 本邦 i 貞觀ー 一年 創-, 文 珠樓于 比 13- 山？ 埋， 4i 石 于五方 基趾^ 迹土于 文珠所 レ座獬 子 

Z 脚下よ 故 今 以，， 正殿 旣 成-直 レ前 創-, 文珠樓 -曰 二 吉祥 閣 5 師廬 山寺 相 傳藏- 故紙 裏 一封 1 云 五臺山 獅子 脚 

下 土仍請 レ之以 S に 十 狮子座 下- 

1 ： 十八 R 奉，， 安藥師 尊像 i,, 延 堂 所 レ點燈 火， 以點ニ 新殿燈 三十 九 曰闔山 大衆 始密修 自レ是 一 母 曰勤修 

以 祈- -國. 迷 ニニ 十 njgn 供養 儀 f 九月 三日 甲 戌 供養 實元祿 十 一年 戊 寅之歲 也、 是日 天色 晴明融 如 二 春 時 一 文武 

百 fiF 各 執，， 其 事！ 成 レ列， 衛威 肅 如，， 平明 i 發-, 小音聲 rjK 刻 打 二 集會鐘 一次 外 記 率- -史生 使 部 等 n 乒-治 部玄蕃 

標？ 衆愤 參-, 藥. s» 所 I 次 予爲 證誠兼 導師 入 レ幄次 咒願師 一 一品 良應 親王 亦 人 レ幄、 次 辰 未 刻 將軍家 入- -聽聞 所- 

己 初 刻左大 Hn 兼、 熙公權 大納言 篤 親 卿 衞中納 言 基 勝 卿 各 着座 樂人發 n 亂聲- 振 抻三節 郡 有司 就 レ次治 部 玄 蕃 

率，； 衆^ > 列 二立幄 前 『伶人 奏 M 慶雲 樂， 衆 僭 各 就 vffT 伶人 奏樂 迎-, 導師 咒願 師ー幄 前奏 二 烏向樂 1 次 左 導師 右咒 

願 師乘輿 參入省 前行 導師、 時 香 朝臣 翁 量 朝臣 執レ 綱、 藤 原相尙 執， 蓋 咒願師 保 光 朝臣 惟 永 執 レ綱ト 部兼充 

執レ蓋 相從、 

凡 親王 爲， 一お 師 i 或 五 位官 人 執，， 蓋予 奏請 不に 儿此 一 憾也。 

兩師 下， 輿 上， 堂 就 n 禮座 ， 禮， 怫各 登，， 高座 1 次 威儀 師取二 御 願文 - 授ニ 導師 1 咒 願文 授-- 咒願師 - 次 圖書官 人 打- 

金 破， 次樂人 葵-菩薩-次 供 華 次 鳥 蝶 供， 舞 次 打-金 鈹 n 樂人奏 二 白 柱-次 喷師 左右 一 一人 起 レ座經 -> 舞臺- 着- -怫前 

座 1 發 fe: 此 時お 者：： ss^ 禮レ怫 取-火 舍 i 定者 隨レ音 除 行 次 堂 袁子賦 -1 花 營-次 散華 師 昇-舞 臺 -發レ 音、 次樂 

人 奏--# 庭樂- 左お 樂 行事 率； i 舞 人 伶人-左右 引頭 率- -衲衆 讃衆梵 昔 衆 錫杖 衆-南北 相 分 大行導 畢樂止 次樂人 

奏ヒー5監き讃--奏還城樂-梵昔衆唱-1梵音1奏ニ賀殿急-錫杖衆供&杖1畢！^^師表白讀--御願文-咒願師讀-- 

咒 願文 - 咒願举 共 下-, 高」 M 1 奏-, 武德樂 1 兩師亦 就 二禮座 1 禮， 佛畢復 -> 本 座 1 賜-導師 以下 被 物-有 レ差 次 打-金 

鈹, 次 左右 供レ舞 左萬樂 太平 樂陵王 右 地 久長保 樂納蘇 利 次 兩師返 省 寮 相 引、 儀 如 レ初奏 長慶子 1 衆 儈退次 公 

卿^^次將，：*家^,^聞所，入，，本院，裝束上，堂禮，佛元後侯伯屋從警衛最爲，，嚴重，次郡吏退、 供養 之 儀證誠 
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師在ヒ g 大僧正 秀算爲 二 引頭-唄 師 散華 師 讃頭梵 音頭 錫杖 頭 堂 達 定者各 一 人柄 衆 三十 N 口 譖案梵 昔 衆 錫杖 

衆 各 十四 口 咒願師 在：， 古 大僧正 儀 道爲二 引頭： 唄 席 以下 員 如 レ左 其 儀 注^ 在是日 於-本院- 餐 n 將軍 { 豕， 將軍家 

拾，， 土 田 三百 解邑 1 以 充，， 中堂 香 花 之 資-及 布 二 施 導師 白銀 一 萬 兩時服 一 一十 領咒 願師 白銀 一 萬兩衆 僧： 九千兩 1 

道俗 士民皆 來瞻禮 或 寄 n 詩 章， 贈-, 金帛 1 以賀二 希世 之 盛事？ 

供養 之 曰不， 奏，， 陵 王 荒 序 1 無，， 獅子舞， 不レ 降，， 度 者 使 御誦經 使， 皆 爲，， 闕典， 非 T 京師 路ほ 難- » 往復 1 故. * 

九月 五日 始祈禱 六日 勅書 額 自，， 京師 1 至廿 一 日 將軍家 遣 n 畠 山 民 部太輔 源基玄 朝臣 1 詣 レ闕献 n 金 Ctl 拜謝 

賜 勅額 九月 晦日 大赦 昔 者延曆 十三 年傳敎 大師 之 創-中堂-天 元三 年 慈惠 大師 之 重 建 $1 以-- 九月 一一： n, 故 

今年 供養 亦 宣下 用，， 是日 1 凡 是役也 起 _1H 於 丁 丑 七月 十九 日 一而 斷 n 手 於 戌 寅 八月 十 一 日-用 レエ 若干 費レ金 

若干 本堂 梁 長 十八 間 析廿三 間 

今 俗 六尺 三寸 爲， 間 都 料 匠 村 松 石 見 藤 原定能 柏木 土 佐 源 政 等 小 林若狹 源利尙 

嗚呼 開祖 之 遣 志 至 n 於 今日 1 始克成 二 其 事 一 殿堂 門 廡 莊嚴 無レ比 凡百 威儀 悉 遵故實 文武 貴賤 瞻禮 不レ暇 有 T 

不レ 勝，， 歡喜 1 者よ 矣仍寰  >  其 始末お 爲 -1 之 記 1 云 時 

元祿 十二 年 己 卯 夏 六月 

當山 第五 世 前 H< 臺座主 一 品公辨 親王 選 

右 久遠 壽院准 三宮前 大僧正 公海 傳 一 局 一 品 公辨法 親王 所 選 也師は 花山院 左大臣 定燕 公の 息 左 少將忠 長 朝 

臣の 男な りし を九條 太閤 幸 家 公の 猶子と して 天 海 尊者 慈眼 大師の 附弟 となし 給 へ り、 是 東都 寬永寺 第一 一 

世な り、 師台宗 を 統領す る 事 凡 十一 一年 法務 を 解脫院 一 品 尊敬 法 親王 (後に 守 澄と 改た まふ) に 譲れり、 眷 

て 慈眼 大師の 遣 志 を 以て 公府に 請て 毘 沙門 堂の 筢 たる を 興 立せ り (師を 以て 見 沙門 堂 門跡と 稱す) 

昆 沙門 堂 は 昔 京師 京 極の 出 雲 地に ありし 天台の 一 門窒 にして 林 泉 房 流 也、 明禪法 印を昆 沙門 堂 殿と 稱 

す 、(参議 成 瀬の 息) 後 愚昧 記を按 する に應 安二 年 二月 十九 日向 昆 沙門 堂 一 見 花と あれ は 後光 嚴院の 時 

  ニニ 
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堂猶 有しと 兑ゅ。 

寬文五 年 己巳 嚴ぉ贈 大相國 地 を 山城 國山 科鄉 にた まひ 五百石の 田 を 捨て 香 積の 費に 充 しめ 給 ふ、 明年 

IS 午の 秋 成して 十月 三 n 多 門 天 の 像 遷座 也、 此像 は傳敎 大師の 彫刻 ( 一 寸八 分) にして 桓武 天皇 常に 

冠 中に 安置した ま へ り、 後に 皇子 葛 原 親王に 授け ましまして より、 平氏 代々 崇め 護 贈 左大臣 平親範 (親 

王 ±5 の 時 護法 寺 S 沙門 堂は此 等の 院に 立) を 北 岩 倉に うつす、 (平 治の 亂故 也) 應保ニ 年 供養 然る 

に 長 寬屮丈 六の 像 を 作りて 彼 古 像 を 其 中に 藏む、 大像 いまた 造り 終ら さるに 山 徒 此等を 燒く仍 て 多 門 

の 像を大 原の 來迎院 に 移し 一堂 を 建ッ、 建 久六年 出 雲 地に 遷 しける か 戰國の 時 堂 亡 ひて 像の み殘 る、 

近世^: 止 公 厳の 坊官 小路 法 印 _ 一お；.^ か 家に 傳へ 安置す、 法 印 卒して 彼 後 窒是を 慈眼 大師に 参らす、 大師 

大獻贈 大相國 に 授け ましく ける 嚴有 公是を 公海に 還 附し給 へ り、 前に 慈眼 大師 此像を 感得の 際 後 陽 

成院昆 沙門 堂の 號を 以て 大師に たま ひ 其 舆復を 勅命せ りと いふ。 

後- € 院 上皇 公海に 久遠 毒 院の號 をた， まひ 元 綠五年 六月 十 .ー 日 准 三 宫の宣 旨 あり、 常憲 贈相國 公食邑 三百 

戶を賜 ふ (時に 年 八十 六) 八 年 十月 六日 疾 革なる を 以て 彌陀の 聖像に 向 ひ、 合掌 稱 名して 往生 を 願し、 泊然 

として 化せり (毒 八十 九臘 十三) 毘 沙門 堂の 双 林院に 葬せ リ。 (在世 專ら念 怫を自 行と せり) 

師 i^;:^ の：：： 创寺缝 堂の 營 多 奥州 南部の 法 輪 院泉州 岸 和 田の 幸榮寺 等の 數院は 元日 蓮黨の 寺な りし 

か、 宗を改 て 台 門と なり、 師の德 風 を 仰き て、 ともに 爲 沙門 堂の 末流と なれり と 云，， - 

嗚呼 師は茶 家の 法務 當時 智德 兼備の 高佾 にして 一 宗是を 師範と し 三 塔 是を歸 仰す、 然るに 其 平生 及 ひ 

終お 彌陀 尊に 心 を かた ふけ 念佛 して 安養に 往 けり、 一品 大王 (公 辨) 其 七々 曰の 諷誦 文 (元 祿八年 十二 

月 五 n) 師の 得脫を 祈り 翁て 群生 をして 西方 往詣の 芳緣を 結 はしむ へき 事 を 願し 給へ り、 今碌々 たる 

日蓮 か 末 徒 等 天 台の 敎桕 を學ひ 乍ら 性 生 極 樂の願 を 廢し念 佛無間 業の 惡ロを 吐く、 鳴 呼 彼等 自隨獄 の 

業 を 造り 永 却の 苦果を 招く 事尤 あはれ ふに 堪 たり。 
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〇 尾 州 龍 泉 寺定雉 和尙傳 

師諱定 雄 字 鎮立尾 州 人、 早歲 出家 精 修超レ 倫始登 n 台 山 法 乘敎院 一倍 琢 所業 後 住- > 尾 州 賢 林 寺- 專 弘，， 密乘ー 

性 常 潔白 持戒 淸淨、 移-, 住 龍 泉 寺， 修 ニ補 伽藍 1 大 興，， 宗風 i 同 國野田 密藏院 者 慈 妙 上人 之 草 创而爲 U 葉 上 一 

流 之灌室 一尾 陽 台宗辎 侶皆受 n 其餘派 i 然世遠 歲遷儀 則 渐廢壇 軌不レ 全 聞 說播陽 書寫山 密灌亦 續，， 葉 上 之 娘 

派ー不 fe-, 干 今 S 議欲 >fe-l 師到 n 寫山 1 而傳 * 大法： 一 師領 U 其 旨 ， 性，， 於寫山 ， 書，， 寫聖敎 ， 受，， 學灌頂 之 法 1 悉 

盡，， 蘊奥， 而以 歸焉、 自 A 是密藏 之 灌頂再 得 二 其 全 1 國內台 徒 授ニ其 賜 1 多矣、 甞 遇-き 来 妙 立 sn, 受 W 菩薩， 

傳ニ其 律 衣 っ兀綠 元年 辭 U 謝院 事-退 n 隱寺 後山 阿 f 自誓 前 1 一 生 持戒、 曰 業ニ禮 懺誦經 修法 念 タ無レ 

怠 常以， 一一 長 時 念 怫痛ニ 其 坐 脚 in 一  牀子 一面 レ西稱 念、 元綠 十五 年 春 正月 臥 レ疾， 皴藥 無レ驗 二月 危篤、 而持誧 

不レ 弛、 齋戒無 レ闕醫 求 n 隨食 養&、 師敢不 レ從、 一 一月 九 曰 及レ哺 欲レ踞 U 其 常 所 レ須牀 ま 弟子 等 以，， 其 病 重， 

沮レ 之、 師尙覓 而不レ 正、 於レ是 弟子 等 抱 起 令レ踞 U 牀子 i 其 相 如 n ギ常誦 念 時 一 師念怫 數聲終 如：， 睡遷、 神壽 

七十 有 1 一法 臘 若干、 夏 衆 使， 卞レ牀 安 坐 in 翌夜 S 坐 不レ倚 面相 恰熙 如， 生、 是性生 善 趣 之 相 近世 未，， 聞 M 

如 レ是立 化 命 終 之 人 I 衆 服 其 平常 密教 護持 之 力、 持戒 念怫 堅固 之德實 平生 作業 臨終 現 之 謂 也、 師禀^ 質 

直 居， 儉不， 侈、 慈心 攝， 人 淸潔之 勤 又 聲明悉 曇 等 人 所， 許 也、 其 深 信堅间 精進 不， 怠、 {ぉ 柩. 密行 之德 末世 

不ミ多 見-其 人！ 吁嗟澆 季龍衆 實爲二 傳法之 上人-者 乎、 

權 僧正 智鋒 肅拜書 

〇 東照宮 御 不諱の 後 こ. -に乙 未 百 回の 御 遠 忌に 垂 とす 二 荒 山の 御法樂 勅 會の御 も ふけ はさら 也 (御代 

參は 井伊の 直 惟 朝臣と 聞 ゆ) 我 尾 城なる 神祠 にも 御八講 等の 御資幅 あるへ しとて 過し 年よ 0 神殿 以下 

無殘 御再修 いとく 嚴 重に 出 來此 睦月 十二 日に 遷座な し參ら せらる 

別當は 維摩 院權佾 正智鋒 大和 尙 神主 は 從四 位下 左 京大 夫 源 幸 和 十三 日の あした 飛驛 守定經 御代 參の奉 

^ありし 
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さても 神君德 川の 流れ 淸く夷 を 平く る 軍き みのつ かさ を かねて 梓弓 柳の 糸な みしけ き 御 はかりこと を 

と はりの 內に めくらし あた を 千里の 外に 退く る 道 をす へお はし ませし か は、 龍 田 山の 白波 聲絕て 夜半の 

關の戶 さす 審を わすれ かすか 野の 飛火 跡な くして 雪 間の 若菜 摘む にさ またけ なしな に はの みたれ あし を 

しつめ させた まひし、 次の 年 太 政 大臣に 至らせ ましく 頓て 卯月の 中頃 打よ する 駿 河の 海 廣き 1: 惠を殘 

して！ K か 原 富士の 根の © にの ほらせ 給 ひし、 ふた あ ら山 にあら 人 神と ならせ. まし ませし 後は彌 增の德 

輝； 大か 下にく もりな く 十つ 十の 春秋 を かさねて 神風な かくしつ か 也、 こま もろこし もな ひき よろこ 

ばす とい ふ 事な し、 まゐて 我國の 蒼生み たまの つゆ を かう ふらさる 類 や は ある？^ ゃ當時 仕へ 奉りし 末々 

公 室に 祿を食 輩 誰か 神 恩に 浴せ さる、 されば 祖先の 佳 名 をけ かさす 身 を 致して 報國の 忠を盡 し 奉るべき 

そふり にし 御め くみに も 答へ まゐら すべき 道に や、 百歲の 靈祭 とて そき ならぬ 身の 中々 なる わさ ふ も 

なさ は^ふす かたと やなりなん、 さりと て數 世の 先より 仕へ 奉り 一 一心な きものに おも ほし 給 ひし 昔日の 

神惠を 子孫た る 身の あやにく にしら す 顔な らん も 心に 安から すなん と 思 ひわび 侍りし か、 城 南 大雄山 

(故： 一-位 中 將忠吉 卿 御 Ik は 花の 場な り) に 安置し 奉りし 神 廟の御 牌 子 や、 霜 を かさねて、 御 莊嚴も 徒ら 

に 塵の み， S りて 兑 えさせた まふ、 か、 れは 院主に 吿て 恭しく 撥 遣し 奉り 再興し 參ら せぬ、 彌生 十七 日 は 

神 君 極官に 至らせ まし ましけ る 一 百年の 日 なれ はとて 彼 道場に 就て 上人 祌靈を 招請し 奉る 

1 Kn 一 $遍 の聖號 四十 八 卷の彌 陀經等 を もって 供養し 奉る、 供具予 調進す 御 牌 子の 御 法諱は 昔の 儘に 院主 

のまに てま， a し 新に 彫せ たてまつる 

安！： 院殿 一 品大 相國德 蓮 社祟譽 道和大 居士 神 儀お ほけ なき 御 事な から 微忱 をった なき 言詞 にあら はし 

て 恐れみ くも 法 に備 へ 奉る 

花瑩 想日黧 柳帶 風修 遺 il^ 維 千歳 祌 光輝 八州 

ことのはに いは. - かし f ) し石淸 水き よきな かれの 末の よろ つよ 


0 


鳴 ゆ 神廟淸 言に 吉 水の 流れ を 結 はせ たま ひ、 ね もころ に 御 心 を西邁 にかた ふけて 蓮 宗の金 湯と 成らせ ま 

しまし ける にこ そ、 花 頂の 春の 新たに 三緣の 月も朗 にして 八 表 盛んに 往生の 業 を修し 侍る は ひとへ に 故 

君の 御 化導な りけ る、 蓮花受 生の 御 後 還稳の 應迹を たれて 普 渡 群 迷の 神德を 現し 柳營の 御榮も 今一に 

入 天 か 下 平らけ く 四の 海し つけき 昭代に あ ひ 奉りて まして 易 往の路 に 進み 侍る 事 そかた しけな き、 

莊嚴國 世 尊 無量 壽の 寳號 をと な へ て 一 世なら ぬ 君恩に 因緣 をむ すび 奉る 御ち きりか へ すか へ すかし こみ 

恐れみ うれしき、 猶も神 力演 大光普 照 無 際 土の 金 紋の心 を 折からの 樓花 によせ 侍りて 

樓 さく 岸よりに ほふ あさ 曰 影 かすみ へ たてぬ 四方の はるかせ 

正德 第五 季春 十七 日 白 華 翁 百 拜 

〇 正 德五年 乙 未 正月 東都 尙齒會 

義輝將 軍 御代 天文 八年已 酉に 生る 

一 百 六十 七歲 士心 賀 瑞 翁 

義昭將 軍 御代 天 正 五 年 丁 己に 生る 

一 百 三十 六歲 小 森勧齋 

東照宮 御代 慶長 十三 年 戊 申に 生る 

(松 平 肥 後 守 殿 家人)  - 

一 百八歲  古澤 宗見 

台 德院殿 後代 元 和 五 年 己 未に 生る 

九十 七歲  石 守 權左衛 門 

大默院 殿御 代寬永 一 一年 乙 丑に 生る 

九十 一 歲 下條 長兵衛 
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九十 一歳  谷 ロー  雲 

同 御代 寬永 十一 一年 乙 亥に 生る 

八十 一歳  岡 本 半之丞 

同 御代 In: 十三 年 丙 子に 生る 

八十 歲  生 幽軒 

幽軒 老人 今年 八十の 祝 筵の 贺仍て 尙齒會 をな し自饗 主として 互 ひに 賀 しける となん、 東より 記して 見せ 

侍る にか >- る 事 はいつ とても 筆に と >- めて 記し 侍り ぬれと 其 眞僞を 正す に 及 はす、 後見ん 人 そら こと を 

信して なんと あさけ る 事な かれ 

〇 笠 の解脫 上人より 法 然ト： 人へ 御 書 

昨 曰 も 徒にく らし 臥て 多くの 夢な 兑る、 今 { 竹 も 空 敷 明なん とす、 起て 何事 を か 營ん、 無常の 虎の 聲耳 

に 近つ けと も 悟らす、 雪山の 鳥 啼て巢 をいて、 速に 忘る 命 は 水上の 泡 風に 隨 ふて 消る かこと し、 魂 は 

^^中の^:1"ひらくを待て去に同しく消るものは再ひ見ぇす、 去 もの は 重て 来らす 須臾に 消滅し 刹那に 離 

散す、 重^；^身にぁる時は助けて是を生んとす、 頓死 世に 多し、 聞て 驚く 事な し、 翁て 知ら さる は 死^ 

也、 何そ必 しも 其 日に あたら さらん と は自悟 さる は 病 僧 也、 我 身 爭か其 事 を 辨る事 を 得ん 罪 は 悟ら さ 

ろに 積り 時は覺 えさる に 移る 恨なる 哉、 釋 迴 如来 恩 金の 敎を 忘れ 悲ひ 哉、 閻魔 法王の 呵責の 言葉 をき 

く 名利 身な 助 くれと もい また 北 芒 を 骸を養 はす、 恩愛 心を惱 ませと も 誰か 黄泉の 旅に 伴ん、 是か爲 に 

馳走す 得る 所 幾 はくの 利 そや 是 依て 進驅す 所爲 多く は 罪 也、 目 を 閉， て 往事 を 思へ は 歸魂皆 空し、 指 を 

折て 十：： 人 を數 ふれ は親疏 多く 隱れぬ 昔 其 事 を 望む n は 哀樂の 思 ひ 肝に 銘し 古しへ 其 人に， N ふ 時 贵賤の 

姿 眼に あり 時 移り 事 去て 今 何 そ渺茫 たろ 我 行人 殘て 誰か 又 常に 住せん、 三界 無 安猶 如 火宅 王宮 も是三 
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界の 家常に 生 老病 死の 惱患 あり、 天 仙.^ 四 苦の 身なり、 況ゃ 下賤. 貧 道の 報に 於て を や、 況ゃ 老病 有為 

の 姿に 於て を や、 愛して 夫 をた のしむ へき や 惜て夫 をた もつ へき や 

法然 上人より 御 返書 

昨日 も 徒に くらさす 口に 名號 をと なへ 今宵 も 空 敷 あかさす 心に 極 樂を願 ふ、 無常の 虎の 聲 耳に 近付に 

つきて は 臨終の ゆ ふ へ の 只今な らん 事 を 喜 ふ、 雪山の 鳥の 嘴る を 思 ふに も 來迎の 期の 疾來 らん 事 を ま 

つ 命 は 水上の 泡に 似たり、 久しく 持へ きに あらす、 魂 は 籠 中の 鳥の ことし、 開け は淨 土に 行なん、 消る も 

の は 再 ひ 見えされ は 誰か また 凡 身 を 受ん、 去る 物 は 重ねて 來ら され は 爭か歸 りて 棣 土に 生す へ き^ 臾 

に 此事を 捨て 刹那に 思 ふへ し、 彼 國に生 せん 事 を 重病 身に あれと も牲 生の 出立と おもへ は 慰みぬ、 頓死 

世に 多 けれと も 聞 度に 能 化 を 念 すれ は i 是の 善知識と なりぬ、 兼て しら さる 死後な れは必 しも 懈怠 を 好 

む 事な し、 自 悟ら さる 病 僧 なれ は 心に 信て 名 號を稱 し 奉る 賴母敷 哉 や、 釋迦 大師の 念 比な ろ 勤めに 隨 

ふて 稱名 退轉せ さる 事を歡 哉、 閻魔 法王の はけし き責を かれて 淨 土に 往生 せん 事よ 名利に 身 を 助けら 

れて も唱ふ へ き は念佛 也、 恩愛に 心 をな くさみても 常に 彌陀を 念せ は 却て 往生の 助 業と ない ぬ へ し、 思 

へ は 皆 夢 也、 指 を 折て 人を數 ふれ は 誰も 多く かくれぬ、 抑 自力の 行を修 せし 昔 は 出 離の 難き 事 をな け 

き 他力の 願を賴 む、 今 は 往生の 易き 事 を悅ふ 人々 草庵 念佛 して 蓮 臺を待 さらん や (已 上) 

兩師 贈答の 文 何の 書に 出る 事 を しらす、 實に 笠置吉 水の 文字なる 故其實 を不考 とい へ とも 其 言葉 近世の 

筆に あらす、 其 意 も 亦 愚 迷 發心及 ひ 語燈錄 等の ことし、 是非 は 智者の 取捨に あらんの み 

〇 東照宮 一 百 回 御 遠 忌 勅會 御法樂 (正 德五年 四月) 

大 導師 

輪 王 寺 一品 准 三 宫公辨 法 親王 

新宮 1 一品 公寬法 親王 

  1 二 七 


尻  鼴 


1 二八 


妙法 院宮 靑 蓮院宫 

院家等 略 之 

右參向 公卿 殿上 人幷地 下官人 略記 

ニ條 右大臣 久我 大納言 

廣橋 中納言 

臨時， 奉幣使 

石 野 宰相  甘露 寺 宰相 

徳大寺 右大將 庭 田 前 大納言 

轉法輪 中納言 梅 小路 前 中納言 

水 無！ i 宰相 

上 御 贈經使  法皇 御 贈經使 

梳 本中將  風 早中將 

女院御 贈經使 

櫻 井中 將 

^奉行 

梅園 中將 千 種中將 

殿 上 

豐 岡中將 壬 生中將 倉 橋 民 部少輔 

柳 原 左少辨 高 岳少將 堤侍從 

豐岡 右兵衛 佐 (執 益) 慈 光寺 極 藤 (同上) 小 森 丹藏人 (執签 綱) 五迁彈 正少弼 (執 綱) 岡 崎 左 術 門 佐 


鹽 


御 咒文御 願文 議謹文 

五條 少納言  柳 原 左少辨 

地下 百廿人 六十 一 人 は 名： 百 有 之 一 人 は 大經師 一 人 は經師 

四十 五 人 は樂人 十二 人 は 菩薩 

大樹 御代 參 (御幣 物 等 別記) 

井伊 備中守 

御 法 會官人 

井上 河內守 鳥居 伊賀 守 

勤 番 

榊 原 式部 太輔 (長 坂 口) 牧野 因幡 守 (仁王門) 

松 平 大隅守 (新道 口) 植村 右衛門佐 (山中 ノ火， 番) 

(十七 日) 御祭 禮 奉行 井伊 兵 部太輔 酒 井信 濃 守 

高 家 

田 能 登 守 中 條對馬 守 (橫瀨 駿河守 代 )|| 田 讃岐守 

寺社 奉行  .  • 

松 平 對馬守 石 川 近 江 守 (大御 目 付) 橫田備 中 守  ハ 

其 外 大久保 大隅守 (御 勧定 奉行) 曲 淵 信 濃 守 (御作 事 奉行) 及 ひ 中 奥 衆 寄 合 衆 御 目 付 等 諸 役人 數多 

御 法會は 一 萬 部 御 讀經御 八講等 御作 善 別に 記す 

五月 朔日 於柳營 堂上 方 御 饗應、 同 三曰歸 京の 上意 同 七日 御門 跡 方 御 饗應、 同 十 一 日 御三家 等， t 饗應と 

云々 

 —  1 二 九 


ST 


  I  Ho 

〇 我 府下 御宮 御法會 略記 

ra: 月 十五 n 人 堂 (未の 刻) 

十六 日 (御代 參音樂 駿河守 狩 衣) 八講 C お 刻より 座) 舞樂 (午ノ 刻本 地 供 夜) 

八講 (朱 刻より S 座) 論題 (三 惑 同斷法 花敎主 一生 妙覺) 

十七 日 (御代 參卯ノ 刻 駿河守 衣冠 帶劍) 音樂 懺法 (子ノ 刻) 行赦 (卯ノ 刻 十二 人) 

神 行 (御旅 所 尊 供 讚 昔 樂念怫 .1 經) 還 御 (音 樂) (初夜) 光明 供 行 道 (彌 陀經) 本 地 供 

十八 n (御代 參御法 會ノ後 也 駿守狩 衣) 昔樂 胎 曼荼羅 供 (辰ノ 刻) 

〇 我 公より n 光 公 へ 成 湘単人 正 を 以て 御太刀 御馬 代獻上 

瑞祥 院尼 公より (山 田 治 太夫：^ 攝州 公より (吉 W 八 郞左衛 門) 雲 州 公より (水 野 善 次 左衛 門) 

房 州 公より (市邊 e^l:^ ハ衛) 

凡 諸 大名 客 使者 を 以て 御祌前 へ 御太刀 馬 代 を献し 奉らる、 御祭 禮畢 て廿 一 日 諸家 一 一種 一 荷 を 大樹 へ 

献 せられ 侍る へきよ し 聞え 侍る 

〇 或 人 問！： 名 式に 左 京】 一條に 座 神 一 一座 (幷 一一 月次 相賞シ テ 新甞) 

フト ノット ノ i コトノ  ク シ マ チ In ト 

太 詔 戶命神 久慈眞 智ノ命 神 

此； 一 神 は 占への 神と 如何、 曰然 りこれ 祌 龜を祀 りて 卜筮の 時是を まつれり 

但し 太詔戶 神の 本 所 は 和 州 添 上， 郎 及ひ對 州下縣 郡に あり 天兒屋 命なる よし 神 名 帳の 頭注に 記る せり 

〇 鉢扣， 讚 ( 一 休 和尙) 

登 不着 笠 夜不茵 東西南北 自 .5 身 一瓢 扣畢有 何 益 花 發十方 淨土舂 

〇 淸淨 光寺 (相 州 藤澤) の 派 を 時宗と 呼、 或 善導 觀經疏 の 道俗 時 衆 等と ある 谒に 依て 時 衆と 呼と 云、 按ろ 

に 京師 金， 光寺の 緣 起に 六 時 衆と いへ り、 時宗と は 六の 字 を 略す ろ詞也 


fjl  ！ n 


〇 辨才 H< の 梵語 蘇 羅^ 庫 底 

蘇羅は 妙な り 姿は辨 也^ 底 は才也 又是を 凡音樂 とも 譯す、 凡そ 此 天 の 三昧 耶形は 琵琶な"、 今 世才の 字 

を 財の 字と なし 福 神と いふ は 非 敷 吉祥天 そ 福 を 授けた まふ 天 なり、 辨天 は智を 司り まします、 然るに 其 

本 地 をい へ はと もに 觀世 音の 大 慈悲に して 智福は 其 作用 也 

〇 客 あり 弘法の 投 筆と いふ 事 俗間に 語り 傳ふ、 古書に あり やと 曰、 本朝 神仙 傳に應 天 門の 額大 § 殊更 應 

の 字の 上の 點を脫 せり、 額 を あけし 後 大師 遙に筆 を 投て之 を 書す とい ふ 

〇 昔大學 寮に 安置せ し 孔子 顏 回の 聖像 末々 何れの 處に遷 せし や、 曰 園 大勝-一 曰 延慶ニ 年 八月 廿ー 日 今日 

先聖 先師 已下 御影 自レ廳 入-, 御 仙 洞 H 目廳破 壌の 後件 像 奉 JSm 置 仙 洞 念誦 堂-云々 

按す るに 大學寮 荒 廢の後 は 官の廳 に 置參ら せ、 其後院 中に 安せ しと 見 ゆ、 今 其 所在 を 知らす 

〇 乙 未 叫 月 十 一 日 賀州邊 大雪 降りて 冬の 如くな りしと そ、 北國 定めて 麥惡 かりなん と 街談す 

〇 或 問此度 東照宮に して 法 花八講 あり、 八講の 其始且 法則の 略 如何、 曰 八 講の始 は 石 淵の 操師 より 權 

舆し 山家 大師 宇佐の 神 籠に して 八講 せり 天曆帝 宫講の 後世々 結す とか や、 其 法則 は 登 座 (塗 香 等) 次に 唄 

散華 禮拜の 後 表白 神 分勸請 終りて 卷釋 あり 

讀師擧 二 首題 1 講師 釋レ 經-, 各 高座) 

大意 題目 入 文 

序 品 

初 座 大槩斯 のこと し 其 委曲 記す に遑 あらす、 問 ふ 其 首題の 釋此 度の 講 如何.^ ト曰 

發 秘密 奥藏稱 之爲妙 

示權實 正軌故 號以法 

指 久遠 本果喩 之以蓮 

-.   i ミー 


尻  m 


小 二 間道 聲之以 華 

經者 說之： f 稱 

序 者 通序刖 序な り 

品 者 類：：！： 之 言 

お 者：^, 次之義  " 

一 ^數 之始也  - 

如此 聞え し 入 文 等餘は 推て 可 知の み 

問^ 白の 意 如何 智鋒 僧正 自是 V ゲ筆 せり、 凡 敎主證 明兩尊 分身 無上 覺及 西方 能化彌 陀種覺 十二 願 王醫王 

i^伽を始^^經幷八萬十ニ權實聖敎ょり菩薩聲聞等發起影嚮當機結緣惣ては盡虛{4i法界の 一 切 三 寶に敬 

白して 神祖聖 忌の 爲に講 を 開て 法 樂に擬 する 旨 趣 を 演妙經 の 德を讃 し 神 靈の法 威 を莊嚴 し堉ー 主の 壽 

！ 1 を 祝し 終りに 人々 ra: 德を なし 安養の 玄猷に 趣き 六 凡 四 等 ひとしく 法 雨に 潤 はん 事 を 乞 願せ り、 其詞珠 

を 吐て 聽^ 感歎せ し問フ 十八 n 胎曼 供の 表白 如何、 曰體 同し 但し 歸仰は 蓮 花 胎藏悲 生 曼荼の 五智より 三部 

5^$!の？^尊.^^!|花藏 一 切の 三寳 等に 敬白せ り 願意 は 阿字 不 生の 蓮 五 相 三 密の心 淵に 薰 して 偉 德 永く 八荒 

に 被.： -祌^ 彈大 千に 扇 ひて 法界の 有情 仍に種 智を圓 にせん 事 を演り 委しく は滿 散の 法則 を 見て 知る へ し 

天ム n の宗風 ひろく 顯密の 法則 を 以て 趣き を 安養に 決す、 今：！： 蓮 か 末 徒の 如き は 犬に 台敎に 背けり 

〇^ 都 上 寺に 於て 御法樂 なかり しゃ、 曰緣 山の 御法會 一 千 部の 讀經 等嚴 重に して 安 國殿靈 祭 ありし、 

共 他^ 社の 寺院 (京師より 諸 州) いつれ も隨 分の 法樂 をな して 神 恩 を 報し 震德を 仰き 奉りし 

我 府下^ 中 寺 以下^ 時 念佛等 八日 以後 十六 日迄隨 分に 各 修行 ありし 

0 今度 正德五 年 叫 月 トヒ nn! 光山 御祭 禮神 行々 列 

鉢 (百 人 一 一行お 屮帶劍 ) ^子 一 一頭 (一 一十 人 一 一行 太鼓^)  £ 樂 法師 (十 人 1 一行) 


尻  摄 


神馬 三 疋( 一疋 ハ神 践ノ 神馬 一 一疋 ハ江戶 ヨリ 來ル) 

鐵 砲-. 百 人 1 一行 猩々 緋 袋-一入) 緋威鎧 武者 (百 人 一 一行) 

猿 引 (三十 人 猿 六疋) 


御太刀 (三人 狩 衣 馬上) 

0 乙女 (十 人) 

目 代僧 (大衣  一 .^) 

鷹 居 (二十 行 二 行) 

山伏 (十 人 一 一行) 

詖鉦 素袍 (五十人) 

旄持 (上下 三百 人) 


猿 面 (三十 人) 

黄 神人 こ 一十 人) 

神樂座 (十 人) 

10 一行) 

唐團 (1 一十 人 一 一行) 

御幣 (三人) 

神輿 (三 基) 

御 使 (鳥居 伊賀 守 靑山備 前 守) 


盤 (五 人馬 上 中 行) 

弓 (百 人 1 一行) 

翁 on 人 1 一行) 

枕 持 (三人 一行) 

棒 持 (百 人 狸々 緋ハヲ 

案 一子 (三十 人 1 一行) 

鋅 (十 基 ハク 人) 

平 山伏-十 人 二 行) 

伶人 (五十人 昔榮) 

御名 代 (井^ 備守) 

祭 奉行 (井 トー 河內 守) 

大略 書と 云 

0 蓮 社 一家の 書 宮講 御 柏原院 勅して 撰擇蕖 を講せ させ 給 ひし そ 初なる にや 

一 一水 記 云 永 正 十四 年 九月 廿 1 一日 於 小 御所 有 撰 擇集講 釋三福 寺の 長老 講釋 云至廿 八日 七ケ 日御講 畢於議 

定 所有 御對面 眉目の 至り 敷 云 

同し 御宇 傳譽 上人 をして 大原 談義 を講せ させ 給 ふ (此書 宫講の はしめ 也) 

〇 今兹 (正 德五年 乙 未) 初夏 五日 太 上 法皇 華 頂の 義 山師 を 召れ 勅して 語燈錄 を宮講 せしめ 給 ふ、 され は 

黑谷 語燈錄 は吉水 大師の 遣 文に して 悟眞寺 開祖 勅 謚廣濟 大和 尙 諸方に 求め 其 正しき もの を あつめて 祖訓 

を 末代に 施せり、 近世 (寳永 二 年) 華 頂ず、 首白譽 上人 其 善 本 豆 州藥王 寺に 在る を 請 ひ (金 澤の藏 本と 云) 義 

山師 をして 對校 訂正せ しめ 給 ひし を 門 主 尊統法 親王 令旨 ありて 繡梓 ありし (漢字 十 一 冊 和字 七 冊) 鳴呼宗 
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  ニニ 四 

«_ 燈 高く 九重に 輝き？ a 語廣く 四海に 傳ふ、 蓮 門の 榮此 時に 有 か 

〇 或 人 問 釋氏斷 〈ぉ說 西域 傳に兑 えたる 事 及び 蘇 婆呼經 si 絰 陀羅尼 惟 S 等の 說谷 響裹 (九) に 書し 且斷 

： 應の；^^は^^败利宽女經に出たるょし侍る、 共に 身 をして 無^ 淸^ ならしむ る 也、 其 他 近世 木 食す る^ ま 

尻 一  あ >t ハ說 如何、 曰 弘法 大師 承 和 一 一年 三月 十五 日の 遣吿 1 一十 五條の 中 斷穀醬 の 事 あり、 近世の 如 n 諸儀軌 

新義， にあら す 

亦 爲に斷 食の さませし 事 文德賓 錄齊衡 元年の 記に あり 

〇 或 人 m 牲生傳 (代々 多し) 及び 諸傳 記の 中期に 先て その 壽 終の 時日 を 知て 便 死す る 人 和漢 古今 多し、 其 

中 死 n を さすと いへ とも 其 期に 至て 死せ ざる も あまた 有て 人の 嘲と なる 類尤 あさまし、 或は.^ の 爲に言 

を發 して 人 を 集め 或は 陰謀の 事 を 覆 ふべき 爲に偽 をい ふ 輩 も 亦 少しと せす、 此等 如何して 知るべし ^ 

釋家 平生の 修行に より 感應 因緣 ありて 其 死 日 を あら かしめ 知る あり、 諸の 儈傳 等の 如し、 末世 誑 惑の 僧 

偽て はな 欺き 利 を 射る 惡僧 はいふに 足らす、 實 に似て 虛 なる もの 亦 人の 疑 をな す 事 性々 見聞に あり 

予.. か 聞し も  一二なら す、 先年 當國春 nn 井 郡六師 村の 民 同村 長榮寺 (日蓮 宗) に 入り 死 日 を さす 人 築り しか 

死せ ざり し、 去年 京師 (大怫 前) 焖 筒の 工人 今年 和 州 長 谷の 僭某當 府下 某の 寺 弟子 等 もまた 同し 狂 へ るが 

如；こして亦偽妄也、化ハi5^^^淺々しく人t-せし、按するに是堆陽鬼の爲に魂を惑はされて怫法の妨障をな 

す 類な ろへ し、 ム：： 病 秘耍經 (二 卷) に說 あり、 是 魔障の 甚 恐るべき ものな り、 人の 信 を さまた けよ く 疑 

念 を 生せ しむる さま 種々 あり、 佛法 者よ くく 辦 へて 魔 子に 近付く 事な かれ、 愼めゃ 其 眞僞を 知る に 三 

法 ありて 傳 へて 知るべし 


'r し 


^ 卷之 五十 九 


〇 路傍 地藏辨 

世將- -地藏 石像 - 而置二 街衢 之 側 1 者、 性 々 有， 之 無レ知 ニ其始 - 也、 蓋是以 六道 能 化 ， 而無 智者 所， t5 也、 

風雨 犯， 之 鳥獸汚 VN  、埋ニ 馬蹄 之 埃 1 沒 n 蒿茱 之？ 矣、 實是輕 蔑 不敬 其 過 莫レ甚 二于此 -焉、 非 n 唯 街爲. V 之 

^徒 亦黨， 之、 不 3自 知-, 其 非-又 不， 能， 解 二 他 惑お、 痛 乎 哉、 以外 世 及 二 澆季- 佛法衰 耗如レ 斯等事 其類頗 

多、 庶幾 後世 之 君子 誡ニ勗 迷 徒 ^ 改-- 正 過 非-乃 是 無窮 之 恩 庇 也、 或 云 和 光 同 塵 結 U 緣利， 物即大 士之懊 耳、 

今 在-, 路傍， 結， -緣 性來， 者、 亦 是利化 之 一端 也、 何强責 曰其然 不敬 之至豈 其 然乎思 之 S 心 之 

〇對 他怫稱 彌陀辨 

或 曰 世 有-, 無智 者， 向 n 他怫像 一而 唱 n 彌陀 名號 1 誡可レ 笑、 猶 如-, 呼， 王 則ず 張 也、 可レ 不レ乖 乎、 曰 夫 諸怫平 

等 大悲乃 無二 彼此 之異 i 只是視 ニ物修 1 レ善以 爲レ喜 也、 今 其 彌陀名 號乃是 多 善根 而 無上 功德 也、 間- -聚 生 稱- 

之、 而諸 till- 不-, 歡喜 1 乎、 呼 k 言 レ張即 相乖者 凡夫 之 事 也、 諸 佛大士 何其然 乎、 亦 云對レ 祌 稱 -佛號 1 者 

如何、 斯事 似，， 大乖， 矣、 然神者 聰明 正直 惟 善 惟 念、 今 夫 讀經惱 佛皆是 善事 耳、 何 强嫌レ 之 乎、 且佛神 供 

是 大聖 聖心 一 揆無， 有 U 彼此 i 其淸淨 一 味 也 如-水 之 與ーレ 氷矣、 共異 者唯是 凡夫 妄 也 而已、 然 如- -予今 言 1 则 

世 所 レ不レ 許 庶幾 续二明 眼 君子 1 

〇 音樂怫 事舊例 

陋巷 投， 老間， 戶居レ 閑、 偶有 二 排レ闥 而到者 i 乃予 之舊誡 也、 寒 溫旣畢 問 曰、 吾子. 曾 著， -音 樂怫 事之說 一有 レ 

文 有 レ義誡 是可レ 賞、 然不レ 知 古 有 T 作 M 此事， 者.. 否、 曰 有レ之 昔弘智 法師 以忍邦 行事 昔 聲厥初 開 レ務、 迪レ 識非レ 

斯莫 レ曉、 故 凡 有 n 福會 1 必以 ニ蕭鼓 S レ先致 レ令其 從如レ 雲、 眞俗 不レ爽 ニ於緣 悟一 矣、 想 夫 縱使雖 レ無こ 先縱ー 

 1[   ニニ 五 


1 三山ハ 

w 在^ 冇，， 共 利， 者、 何必遮 yN?^ 乃 有-二 5 車 之 轍 1 乎、 不ぃ 可， 不レ 爲矣、 若其爲 n 利 化-則 雖レ曰 二 愚 夫 愚婦之 

■ 所/ 爲敢 所レ不 レ^ 也、 义 ：！： 嫌 乎夫大 士之喊 慈即是 逆順 無 方 殺活應 レ宜、 猶以ニ 欲 釣 1 而牽レ 人 也、 < ^「共 以- 

¥ 吹， 而作 n 稱怫事 i 乃 生-, 他：： -1 お-人情 一可 レ 法 會之莊 飾 1 愚 化 之 一 端 也、 十 踊 律 曰 雖レ非 n 佛制 i 方 爲- 

，んー が， 者 不レ 5^ レ不 y:;: 也、 亦此例 突、 子 何 議レ之 客 謝而退 

ぉ弘 I? 傅 出，， ^一： 问^ 傅 三十 一 ， 

〇 聖像 U 不.^ 辨 

有 客 illll 世 有 U 地 藏觀音 藥師等 諸 像 一而 安 n 置 堂宇- 往々 s:^ 多、 其 中 或 有-靈^ 之 著-或 有 二 無 レ験者 一 於 二 其無レ 

験お 一往お 無レ 跡、 終 n 閱爾於 ，/ti 験， 者 辎白駢 閱往來 絡 IT 嗟 夫 諸 怫大士 平等 一揆 何 有-如 レ斯之 菜-乎、 

曰 共布 レ水则 月 現 突、 無， 水 則不レ 現矣、 隱 現在， 水 而不レ 在， 月焉、 背 有， 信 乃 有， 應也、 無 レ信 乃 無レ應 也、 

應 験在レ 何共 責& 哉、 且 隨-, 信 水之淺 深， 而致， 令 3 應驗 有- >厚 薄-也、 今 其 愚人 聞- -往决 終 s=i 穩 而生レ 

信、 Mi^ 深 故， 站，， 其應， 也頗 夥矣、 兑，， 往詣 無. V 跡 乃生レ 信、 亦 淺故丼 、應 亦 希 也、 若 其 厚 發レ信 深 歸レ之 則 何 像 

無-, 感應， 乎、 お 能 致 レ敬乃 飽 神祸ぉ i 威 是於 n 佛 菩薩 之 聖像-乎、 於 二 其無& 敢勿レ 生- -淺蔑 之 想お 乃 

輕レ^^之大過也、 可， 不レ懼 乎、 素 夫 法身 利兑 編應 無方莫 n 感不 ち應、 莫 二處不 1 レ現豈 有 二 彼此 之異 1 乎、 其 之 

信 不即妄 而己、 雖-, 现 如- A 斯今共 世人 依，， 偏 仰 之 信？ 乃 能 得 ニ靈驗 1 也、 宜乎 於-其 佛 像-如 レ遇ニ 生 身 i 心 

偈仰： お、 一 ist::.^ 誘 蒙 之 一端 亦 何 可レ議 哉、 您 於-, 何佛像 J 厚生 レ信 深致レ 敬、 即是 當來成 之緣因 也、 共功德 

3;1^.淺々乎、 逆猶 爲，， 佛種， 何 况：； ：-l:::f5<; 乎、 ^呼 吾 彌陀之 利， 物 也 不レ擇 二 賢愚 贵賤 i 亦 不レ隔 二 善惡怫 正 一 只 能 

有 U 借 心 念： 則以 n 大悲之 心 光： 而 攝 不拾塑 i 至 亦 常 an 北 i 友 一 加 之 二十 五 聖隨逐 影 護 六方 諸 3 旺 

誠 護 八. 冗 以不レ 八 P ち 直 惡神 得，， 北 i ー復 無，， ま： お 横死お， 厄難つ せじ 化 得，， 遠 年 轉壽， 也、 此乃超 世之弘 化 翻 1 

之大 利不， 可 U 得 測， -ズ 也、 -V 翅.； 力 往之徑 路而巳 乎、 抑 亦爲ニ 現生 護 念 之 金。 i-- 也、 不， 可 レ不レ 信矣、 子 其 f 


尻  m 


O 善導 大師 口 出- >  化 佛， 辨 

或 問 世 有 n 善導 大師 像 i 多圆 H- 口中 出，， 化怫， 之 狀ハ我 聞 4,、 師念怫 之 時從， ロ而屮 Z 二 光明 一未， 知レ 冇，， 出佈之 事， 

否、 曰 如 n 子 之 言， 考，， 善導 諸傳？ 不 レ見レ 有，， 斯 事ー但 宋僧傳 中少康 法師 高聲 唱，， 阿 彌陀佛 i 佛從， ロ而出 速 誦 

十 聲十佛 若 二 連珠 狀 i 曰 唱レ佛 佛形從 レロ而 出 善導 同 A 此、 作 佛事依 レ此則 知 善導 大師 亦 曾 有，， 出佛之 事， 也、 

決不 レ可レ 疑矣、 盖是諸 傳之闕 文 也 耳、 猶如 3 宋傳中 闕ニ永 明 十 萬稱佛 上品 上 生 之 事， 也、 此例頗 多矣、 今 

按慈雲 西方 傳レ略 云和尙 (善 S 念 佛從， 口 出 (云々) 亦 曇 省 律師 善導 像黉 有，， 怫從， 口 出 之 語, 

〇 木 食 

或 來問世 有 .fen 監穀 1 而喰 n 茱蔬 薄麥 等， 以 爲，， 修行， 者： 一 謂，， 之 木食上人 i 夫愚婦 奔走 信仰 爲，， 眞佛想 ー不レ 

知 有 レ說否 f 予曰 舊來性 々有，， 斯之人 I 當レ 有，， 經典之 所 4^ 也、 我 智淺識 少未レ 見- 1 其說 i 故不 U 敢稷 議， 也、 夫 

佛法之 食 者不， 擇 ニ穀蔬 r 只不レ 過，， 中 貪， 而己此 乃 三 也、 佛爹之 通 式 萬 代 不削之 規則 也、 若， ， 其 隱 n 深山 幽な， 

而修 道 者：， 遠隔，， 鄕閒， 故 無二 穀可， 么艮、 唯 拾，， 木實 草果， 以 助，， 身命， 也、 以：， 食，， 菓菜 f 而非レ 爲レ道 也、 雲 捿 

老人 辨，， 立 云、 立禪 出， 自，， 般舟 三昧， 盖 精進 之 極 恐 坐 則 易 レ昏、 非， 以立 爲，， 道 也、 今 亦 相似 矣、 抑 世 及，， 

法衰弊 人情 奸偽 昏惑彌 深、 至，， 行道佛 事, 只 見 二 奇異 之 事？ 乃 雜沓豈 翅木食 乎 哉、 玆 IS 浮：^ 

百計 詐謀現 レ異飾 ，奇驚，， 眩 俗 目 sn 惑 愚人 1 將，， 邪 命 之 業 S,, 活計 之 術 1 迷 n 眼前 之 利 I 忘，， 身 後 之 苦 i 乎 偶 

得 n 人身， 殊遇，， 佛法 ^ 此 時不， 修レ道 何日 得，， 解脫， 也、 凡人 之處， 世也縱 保，， 千載 之壽， 致，， 萬 金 之 富 5 ハ 是 一 

夢 之觀樂 也、 耳 生死 事 無常迅速 屠所 之 羊 洞 水 之 魚 何 不レ思 也、 痛 哉悲矣 

按 弘法 大師 遣吿 有，， 木 食之說 ， 是非 邪 

〇 六十 六部 

世 有 T 巡 U 遊 扶桑 六十 六 州 ， 而每 レ州納 U 經於 神社 佛閣 ， 以 爲，， 修行 ， 者 A 謂 二 之 六十 六部 5 曰 二回 國 行者， 也跋， - 

1 1 二 七 


^^山川-不，,，險虮^綿--^1^年月>不^^苦勞ー東性西還絡擇不，止、 近 歳お 甚不レ 知-, 其 之權輿 f 不レ聞 M*N 

所. レ出、 支那-人 さ.！：： 無二 共 事 ニー： 國經 典惣無 レ所レ 見、 只 世 傳昔者 源賴朝 平時 政 宿世 爲，， 納經佾 『依，， 此 善 業， 

而 生-^! 1 之 身 i 盖因， 之爲 y.N 者 也、 ^夫 設爲 n 轉輪 王， 唯 是有爲 之妄報 未， 免，， 輪回 I 非，， 可レ冀 者， 況粟散 王 

乎、 亦況 人臣 乎、 若 策，， 勵 身心 一修-,. „a 方 業？ 則 不レ： 一  歩， 不レ勞 二 千 sin 此 生死 i 到-き 刹， 得 無比 樂 ^ 

^こ 無 生 忍， 何 幸 如レ之 乎、 唯 無智 道俗 之 所， 爲 而不レ 聞，， 正道， 之 過 也、 過 乎 惑. 一矢、 寳 可，， 愍傷， 或 曰爾乃 

錢レ之 乎、 謂旣 納，， 經於佛 閣，^ 小緣 乎、 但不レ 爲，， 世 福， 而 爲，， 怫道， 乃 可也 

0 紫 式部 

世 傅 昔^ 紫 式部 造 U 源氏物語 1 其 文 詞雅麗 冠二絕 古今 i 後代 雖ぃ有 n 作者， 莫-, 以加， 焉、 且 謂，， 式部 乃 觀世音 之 

化身， 者大非 也、 盖是經 云 以，， 婦女 身 1 而說レ 法 或 將，， 馬 郞婦之 事， 附會而 言 也 耳、 今 試問：， 之不， 知 式部 說，， 

何 法， 否、 叉 不レ知 有 T 如 一一 馬 郞婦， 導 レ人之 事よ 否、 曾 無二 僧史所 1 レ載、 亦 不レ見 二 雜傳所 1 レ出、 若 如 二 光明 皇后 

及舍利 等， If!:: 乃恕， 之、 不レ 然悠々 好色 之 一女 人 也、 奚得 レー F, 大士之 1) 化 1 乎、 嗟吁痛 哉、 g{ 褒，， 過 式部 1 

而不レ 恐 レ輕^ 大 iiK 北 w% 淺少 哉有智 請詳焉 

源氏 七 論 之辨尤 可也 

〇 一二 十一 1: 所巡禮 

世尊ニ觀、 竹 之簽場 1 而詣， - 三十 三處， 謂，， 之 巡禮： 凡 其 周 廻 之際累 n 數月， P 十 有余 國 一而 到，， 濃 州 之 谷 汲， 而止 

矣、 相 傅^ 和 法 啓，， 共 端 1 盖此擬 1 普 門 示現 之數， 而爲レ 之 者 也、 然曾 無，， 經典所 一， 出、 亦 印 土 支那 未， 聞レ 

おこ 斯事 I 只 „1 ^抉 桑：^; i 襲爲， 風、 無智^ 白習以 勇， 爲 近世 殊多、 其 中 或 爲，， 現世 福 壽除災 快樂， 者、 或 爲，. 將來 

生，， 王 SMIi 之 家， 而 1 祐 自在よ 者、 或 徒 效，， 他之犖 i 而 名山 靈崛 爲，， 遊覽， 者、 皆 是不レ 具，， 正 信 f 不， 知，， 正道 

之所& 也、 資可， 愁矣、 若 夫 篤： 大 ゅ盡， 心 致， 誠、 不：， 遠，， 千里， 而 爲，， 菩提 1 者、 乃 是皆得 n 解脫， 之 良 

綵、 亦 兆不， 能， 無 k ，也、 可 二 愚 化 之 一端- 矣、 然比， -.^ 方季 む 千 萬分不 4 及，， 其  一 i-, 念怫 i 阿彌 


2^  照 


陀佛則 聞乏、 禮 則視， 之 憶念 M 憶，， 念 之 m 觀世 音大 勢 至 爲，， 其 勝 友 i 行住坐臥 乃 如， 在，， 三 尊 前 W 夫！ K 心 

徹到 現在 親 見 後生，， 極樂刹 IP 得 無 生 忍 ほ 必麼， 山涉レ 水、 風.^很露宿久勞，，行旅，其之巡禮5徒仰--影像- 

焉此 之念佛 也、 親 遇，， 眞身， 焉、 優劣 曾 壞不， 可，， 同 レ日而 論， 也 

雲 棲 老人 曾 有.， 遊， 一名 山， 之 辨，. 亦 同，， 斯說， 

〇 閑 窓 夜話 

予 投，， 老荒材 r 蟄，， 居 古寺 f 恒 閉，， 柴扉 1 謝，， 絕 賓客 一止 レ交 絕レ遊 前に 茶 助，， 相 如之渴 i 炊レ蔬 忘，， 夷 齋之飢 i 陲來则 

曲レ肱 而爲レ 枕、 覺了即 支 レ顷而 吟哦曳 レ筇遊 二 原野 i 追 レ興歩 二 後 園， 無 n 世事 之； み A 心、 有ニ鬧 寂之稱 uiw、 只 

終日 倚レ 爐而獨 坐，， 寒 窓 之 下 一 偶有，， 客乘， 月來 者， 乃 排レ闥 入 レ窒、 拂， 燈淸 話、 客 E 凡人 之 在， 世 也 無， 不. fe,, 

貧賤， 求 t 長よ 也、 故 曰 富之與 i 者 是人之 所， 欲 也、 雖，， 我 釋氏， 不レ 能， 免， 之、 綺羅 之 服錦繍 之衣嗜 J:n 

酒， 好，， 甘鎮 S 則駕： 屑 輿僕從 充，， 前後 X 則 倚，， 玉 几， 美袁 侍，， 左右 一高 明充， 座 嘉賓接 レ武、 窒 列，， 方丈 之饌， 門 

止-, 駟馬之 車 S 是 人世 之 全盛 也、 若 夫說， 法度， 人聚レ 徒肆レ 業、 講，， 經論 1 解，， 群 典， 音 詞吐レ 玉、 迅辨 如レ流 

握 こ 滿慈之 塵， 擊 U 妙 德之槌 f 乃 是法門 之光榮 也、 我 看 二子 所 ーレ爲 終 曰掩レ 扉、 蕭然 無事 旣無， ，. マ £ilv 屋、 未レ有 M 

德化， 又、 如 獨善之 行 ー似 レ效ニ 巢許之 颦っ曾 無  利，， 見 天下， 之 功：， 只 是悠々 遊民 而已、 十 3 云佛法 大事 靖 

退 小節 也、 子 何不， 思， 之 乎、 曰 嗟 起， 予者子 也、 居 吾爲， 子 言， 之、 凡 沙門 致 者 得， 遇，， 世 之 幸， 而 依，， 所レ 

施 之 多 一 苟不レ 遇 則 君子 亦 窮矣、 老懷縱 恣與レ 世相 背 其 之 所レ爲 也、 不レ 能， 悅， 人而 却爲， 人 被 レ辣； お、 只 有，， 

箕踞 白眼 之 誚ー曾 無，， 風 草必偃 之譽， 何 以得レ 致，， 富貴 『然猶 幸 蔬食茱 羹鑑縷 壞枘以 足， 免，， 千 凍 緩， 也、 亦 何 

求 レ之有 世 儒 猶有ヒ K、 死生 有レ 命富贵 在， 天. 说釋氏 乎、 且夫弘レ法利，人者大士之號懷而學佛之徒爲，，^?1^可レ 

務之急 一也、 亦 非 レ不レ 欲 レ之而 我 擧麁才 拙智淺 德輕豈 有， 一 濟世之 功 一才 辨不ぃ 及，， 王 衍之談 ？淨業 下ノ f  i 

之 道 f 自疾旣 不レ能 レ赦何 況多疾 乎、 不レ如 待-, 九 品 及第 之 時， 而 從，， 事 干斯， 也、 未， 晚耳性 素 愛 閑 厥，， 世事 

之喧 蘭 ー靜藏 n 此 竹林 之中 一好 嗜二 和歌 I 且作， 詩作 レ文 也、 拙詞 俚語 雖， 不， 足， 取、 花鳥 之晨雪 月， N 夕吟，，，；^^ 

^  I 三 九 


  一四。 

® 一  性情， 以 爲，， 閣窓之 友-也、 此 S 之 癖 也 請 勿レ责 レ之 、元 凱 有-左 傳之癖 S 氏 有- * 句 之 癖 i 遁王濟 之愛レ 馬、 

劉 伶： 兀亮之 子 猷之竹 茂 叔之蓮 亦 乃 癖 也、 此皆 古今 之 所 レ賞而 千載 之 美談 也、 嗟 乎 我老且 病矣、 只 

- 4- 生 1^ 餘- 二死- 已矣、 從 n 吾 之 所き 而修 n 斯生 1 焉、 客 笑不， 答 小 子 在レ側 記： 之 ^ 下 1 

沙門 俎範記 

右 曼荼羅 講 寺の 矩 羅師带 して 予に 示され 侍る、 け ふ もお も ほ へ ぬ 誤り を 知る に 足れり、 凡そ 地蔵尊 を 街頭 

に m は 事 西 光 法師が 京師 七 口の、 辻に 崇め 置し なんと ゃ始 ならん 歟、 戰國に 至り 先 亡の 墓所に 石脾を 立と い 

へ 共 無慙の 兵卒 多く は：：： 儿を錢 し 或は 鎮石 ともなし 亦 は城墻 なんとに 切 用 ひし をな ゆき 佛像を 彫て 墓所に 

立し とか や 夫 故 所々 に 石像 多し、 京都 町々 の 石 地藏の 如き 元 古寺の 墟に 家作り せし もの 後 園に 石像 を 積 

置 もさす が なれば 戸外に なら へ 侍りし が 後 自ら 立 並び 侍る 方 も 多し と 京なる 人 かたりし、 實 にも 不敬の 

事と もな り、 予ー とせ 江 州大津 の驛に 宿り 侍りし が酢賫 家に 石佛 をす しの 鎭石 にせし あさましと 見し が 

舍ハ 母に か 、る 類 ひ 多し、 是三 井寺の 墓所 跡と ふ 人 もな きしる しの 石なる よし 後に 人の かたりし いと 心つ 

きな きわ さに こそ、 亦 紫 式部 を ほさち の あら はれし ましたる なんとい ふ も 源氏物語 をた とひ 過て 斯 そい 

ふめれ、 業 平の 朝臣 をも问 じさ まに 稱し 侍る にこ そ (陰陽の 神な ととい ふ) 六十 六部の 回國 三十三所の 順 

禮 世に 多く 夫なら ぬ もの も めぐりあ りきて 活 命し 侍る 甚敷は 盗賊の 類 間々 侍る となん、 此 故に 其 止宿 を 

禁ぜら る  >. 所なん と 聞 ゆ (和 州 高 取 等の ことし) 

〇 過し 年 (甲 午) の^ 我 尾 西 國衙^  (平 田 村) へ 六十 六部の 者 三 人 (僧 一 人 俗 一 一人) 來り 年頃 回 園の 修行者 を 

憐む もの 、家 を 尊ね 泊り し、 其 中 俗形 二人 は 用 ありと て あたり 近き 民舍に 行し、 其 跡に て 彼 僧い とも 心 

得ぬ さま 多く 見えし 程に 亭主 心 付 隣家に 吿て 用心せ し、 夜に 入て 法師 ひそかに 間道より 出て 行 を みれば 

されば こそと て：： ii- をう か  >  ふに 何やらん 取 出して 不淨を 溜 置處へ 投入ての かれ 行を詞 かけて 追 捕へ 頓て 

彼の iiE 行の 者 を も 速 来り 村：：^ 多く あつまりて 其 所 爲を嚴 しく 責問 ふに まざれな き 誑 惑の 奸徒 ともなり、 


尻  理 


さて こそ 彼 投入れ しもの は 人の 首 (僧な りと ぞ) なりし、 是は彼 法師 ひそかに 出で にけ たりし 跡へ 11: 行と 

も來り ん時 あるし 見えざる よしをい は  >  こ 、かし， 】 求め 探り 其 投入れ し處を しらす 貌 にたつ ねて 首 を 

取 出し あるし か 殺せり と ile- におと し 入れさて わ ひ 事 させて 殊更に 金銀 を 得べき たは かり 事な りし、 村民 

怒りの 、 しり 此ま >1 にて や は 置 へ きとて ひしめき しが さすが」 下に 申さん も f  J と/、 しなんと 老 たる も 

のと もな だめければ 彼奸徒 等が 笈 打破り 三人と も 追 出して 止と 其 折から 聞 侍りし、 (其 捨し首 は 野 墓な 

どに て 堀 出し もて ありき しに や) 嗚呼 惡賊人 を 欺き 利 を 得る 輩 世に 多し (ごまの 灰の 類： K 「^法師 奇異の 

事 を かたり 人 を まと はす 事 狐の ごとし、 無智の 尼 入道 かれに た ほら かされて 肘を捨 はへ る 者 都鄙 萬々 欺 

〇 親鸞の 末 徒 其 寺院 を廣大 にして 金 彩 を 事と し是を 宗門の 榮と思 へ り、 今 京師 東西の 木 願 寺 はさら にも 

いはし、 難 波の 兩坊近 花世營 おひた. -し 土木の 費尤甚 しとい ふ、 其い にしへ は 本 寺と いへ ども 微々 なり 

しすが た舊 記に 見えし、 遣德記 (蓮 如上 人の 代) に 云 文明 十一 一年 十月 檜 皮葺の 御影堂 造 事 ス五間 四面 同 十 

三年 四月 阿彌陀 堂上 楝三間 四面と 云々 略書す、 是を 以てしるべし (是 山城 國山 科の 本坊 なり) 

〇 絡 後逢戀 とい ふ 題に て 

ながら へ て か >t る あ ふせ もしら たまの をた へ の はじと 何 うらみ けん 

同じ 心 を ある 人 

えに しあれ やそれ を 限りと 思 ひし もまた めぐりあ ふ 袖の 月 かゆ 

〇 東へ 下りし 人の 道より 文お こせし に 時鳥 聞し 由 書て 

ほと、 ぎす はっかに き、 し 一 聲に ふた >. びた どる さよの 中 やま 

返し 遣 はすと て此里 はい まだ 初音 聞 は へらす 

佗て きく 鳥の や こ ゑ も ある もの を やま ほと、 ぎす い つ につれ なき 

〇 石淸 水の 供 儈に 逢て 御 本 地に 事な ど 聞 侍りし 恭しけ なきに 
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くもりな くみつの ころもに かけこめて なをす ゑの よも 有 明の 月 

〇 或 E 花 山 院御順 禮熊野 書 寫山等 御幸の 事 古記 且ッ 歌書 (後 拾 遣 以下の 集) 等に 見えたり、 古し へ 三十三所 

を 廻りし 事 も 千 戦 渠釋に 前 大僧正 覺忠の 歌 あり 

三十三所の 觀音 おかみ 奉らん とて 所々 廻り 侍け る 時 美 濃の 谷 汲に て 油の 出る を 見て 

世 を てらす 佛の しるし ありければ またと もし 火 もき えぬな りけ り 

穴 太の 觀昔 にて 詠る 耿 右の 次に 見えし、 され ども 今の ごとく 一番 は紀州 那智の 如意 輪 堂より 三十 三番 濃 

州ハ介 汲の 花嚴 寺と {儿 めた る はいつ の 時より せし にか、 拾 芥抄下 三十三所の 觀音 は異也 (六角堂 中 山河 島 

水 寺 法 性寺祌 光寺 等 を 記し 神 咒寺元 興 寺 及び 谷 盖寺近 江の 袋掛 なんども 見 ゆ 同所 異名 異說 ありと 記せ 

しその かみ は 今の ことくお まりた るに は あらす と覺ぇ 侍る) 南紀 山陽より 東の 國々 を 順り 侍る を 西國順 

禮と いふい ぶかし I 坂 鬼の 人 首 初し にや) 亦 何 骄と番 の 字い と 俗 也 (番と はつが ふとよ みて 凡そ 一 ーッっ 、 

ある 事 をい ふ) 其 謠ふ處 の 歌み 花 山 開の 法皇 御製 也と いふ こそ 物 も 知らぬ 田舍 人の 傳 なれ、 法皇 所々 に 

ての 御 1^ さらに か、 る 野鄙の 歌なら す、 新 拾 遣 蕖に云 修行せ させ 給 ひける 時 粉 川の 觀音 にて 御札に 書き 

給 ひける 

むかしより 風に しられぬ ともし 火の ひかりに はる、 後の世の やみ 花山院 

今 京師 市井の 愚 夫 愚 婦等人 死して 三 口 一  七 R なんとに 念 怫講結 ひし 輩 集まり 先 順禮耿 をうた ひて 後稱名 

する さま、 尤もに けなく あさまし とて 心 ある 人 はま ゆ を ひそめ 侍る、 利の 爲に 唱！^ する 談者 もまた 高 坐 

のう へ にて うた ひなんと する 彌 あさまし 

〇 牲生 西方 淨土瑞 應師傅 一 册 Z 十八 人の 牲生を 記す 1 吳 沙門 道 說撰) 我 國村上 天皇の 御宇 天德 1 一年 戊午延 

寺の 日延 上人 もろこしより 傳持 せり  一， rn 延は渡 唐の 體 なり) 惠遠曇 鷲 以下の 西邁を 集む 

〇 人 は 小天地 なれ は 我 { 秋の 奴婢な りと いふ 共踐^ する 事 天理に そむけり 栂 尾の 明 惠は狗 子 を 跨 驀 して 


其 罪 を 悔い 立 かへ りて 拜 せられし となん、 凡そ 密教の 中には 一 切の 有情 はさら 也、 器物と い へと も綺 id^ 

する 事 を 禁ぜし む、 是諸 尊の 三 摩耶形 契印 等の 故 也、 我國 神社の 御 形 亦 鏡 玉劍戟 弓箭 等の 類 ひ 多し、 篤 

行の 士每に 心 を 用 ひて 可也 

〇 常赦 大赦 非常 赦- 見赦 書) 

大碎 以下 を赦 除す る は常赦 也、 八虐 以上 を免赦 する は大 非常 事 也、 凡そ 赦 書の 大旨は 人 主 之 所 命 命に 

有議 云々 

〇 世說に 王戎年 七 歲衆小 兒と道 傍の 李樹の 下に 遊 ふ、 小 兒輩李 を 競 ひ 取る、 王戎か 曰此樹 道の 傍 に^な 

から 寶斯 のこと く 多し、 必苦 李な らんと、 是を食 ふに 果して 然 りと、 物 を 見て 早く 知る 祌宽 とい ふへ し 

二 ガギス モモ  ■ 

〇 命 終 乃 際 佛像を 向へ 念佛 せし むる 事經 文に あり やとい ふ 人 侍り、 曰 觀經命 欲 レ終時 (乃至) 敎 合掌 叉 手 

稱 U 南無 阿 彌陀佛 1 云々 亦 華嚴經 (賢 首 品) 云 臨終 勸，， 念佛， 及 示，， 尊像， 令，， 瞻敬， 云々 

〇 數珠の 多少 經說 如何、 曰瑜伽 念珠 經云 念珠 分別 有，， 四 種， 上品 {& 及 中 下 一 千 「， 、十 以爲 i 百 八 珠爲， r: 取 勝， 

五十 四 珠以爲 ， 中二 十七 珠爲， 下 云々、 其 他 四十 ニ顆及 二十 ー顆の 念珠 は 陀羅尼 集經に 出ッ、 十 ra: 顆は數 

珠功德 經の說 に 見えたり、 近世 三十 六珠の 念珠な 用 ゆ、 是出所 を 不考按 する に 一 百 八顆を 三分に して 製 

せし ものなる へし (今 俗にい ふ 百 萬 遍の數 珠は是 上品の 念珠な り) 

〇 或 曰^ _ 候 は 今 俗にい ふこき う 也と、 然り や、 曰 孔衍が 琴 操 曰 f ク § 引 者乃霍 里子 高 妻麗玉 所 レ作也 〔云々)、 

是 唐土 昔より あり、 其 器 西域より 出 二十 五 弦 也、 是を 或は： S 侯と もい ふ、 こきう は 琉球國 の 作樂ー 一一 弦 子 

の變 なり 

〇 柿 樹七絕 (la 陽雜 俎- 出ヅ) 

壽 夏 陰 無鳥巢 無蟲 霜 葉可玩 嘉賓 落葉 肥大 

〇 ふけん ざう と 呼 櫻 花實は 普賢 堂と いふへ きか、 宣胤卿 文龜ー 一年の 記に 詣，， 千 本 念怫幷 普賢 堂 一 櫻 花 盛 
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也、 云々 (#: 賢 堂む かし 千 本の 閣魔 堂に 有し そこに ありし さくら 故 かくい ふ) 但 般若 irB 首 〈横 川) の 詩 叙 

に此 櫻の 事 をい ひて 或 曰 普賢 衆 は 和訓 鼻 與レ花 音 同 花 之 白 且大者 如 H 菩薩 所 レ乘白 象 之 鼻-也、 云々 然らは 

ふけん さう とい ふ も 古し へ よりの 名 也 (白く して 花の 長き ゆ ゑに かくい ふに や) 

〇 小 野 小町 か 終り さた かなら さる 歟、 但し 冷泉 家 記 云 小 野 小町 六十 九歲 於-一井 手 寺 一死 (云々) 光廣 卿の 百 

人 一 首 抄同之 (爲定 の說と 云々) 井手 寺 は 山城 國相樂 郡 井提里 光明寺と 號す、 大臣 橘 諸兄 公 建立の 寺 也 

〇 觀隨師 is^ より 上り 来りて 唱導せられ ける 程に、 人 多く まゐ りて 結緣に 一 刖の柬 西 三十 年 浮 萍相ぁ ふ 亦 

闪緣 ならす や、 五月 中の 八日 は大 谷の 宫の御 忌な りし か は、 一筆の 和字 を 卷て三 衣莒に 入れし 前座 主壽 

經光院 一 一品 大王 關左 行^の むかし 恩 顔 を 拜し洛 東大 會 の日德 輝を顯 はし 給 ひし も 短夜の 夢と 成て 老の 

眠^ 覺 やらす、 鳳笙風 {<1 ^絶て 花 g、 際の 雨 暗く 龍臺日 孤り 殘 りて 竹 園 夕の 煙 息み ぬ、 鳴 呼 五 回の 五月雨い 

く：^ を かくた し 侍り けん 今日 正當 御月諱 をむ かへ まゐら せいやく しく 聖號 一 百 萬 口 を唱へ 以て 彼 行 願 

來 渡世の 奉 爲に備 へ ま ゐらせ 侍る 事し かり (未 五月) 

し 折から 花 橘 をり て 

幾 ほと 、 おも ひし かと も 年 を 經て老 のた もとに なれした ち 花 

〇 家 生 鍋 签の類 をい ふ 

〇 雙の字 を 年 數に用 ひし 事秘笈 にめ り 

〇 文字の 置と ころ 異なれと も 其 意 同し き 事 有 

旁 若 無人 (5,^ 記 荊 柯 傳苦書 列傳) 

若 旁 無人 (左 太 仲 詠史 詩 >  れは旁 を 傍に 作る 字 同し、 傍若無人と は 俗に は 事の 狼籍 たる をい へ と 本意 

は 肩 をなら ぶる 者な きをい ふなり 

〇 與願 金剛 地藏 菩薩 秘記 

♦  >•  vt,IHIBi-f! 
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尻 


此書は 蓮華 三昧 經を 以て 記せり、 前 天台 座主 三 品 法 親王 良 助 (龜 山院 第三 皇子 宗尊 親王の 猶子 成就 院 

と號す 靑蓮院 門跡 也) 九十 計に て 筆した まふ 由 

〇 蓮華 三昧 經 (大廣 智不空 三蔵の 譯) 

眞言 宗 相承 惠 菜和尙 弘法 大師に 授けられし を歸 朝の 後室 生 (和 州) の 堅 惠と東 寺の 眞雅 とに 俥授 有て 醋 

醐及仁 和 寺 代々 秘傳す 云々 

〇 天台宗の 相承 は 西 園 寺 前 相 國其孫 竹圜院 の驊師 の爲に 三十 五 百 雨の 金 を 異朝に おくりて 天台の 聖經等 

を 求められし、 淸凉山 大聖 竹林 寺の 證堪和 尙五臺 山 修營の 爲に五 百 金 を受て 蓮華 三味 經を 渡せり、 然 

る を 良 助 法 親王 母家の 故により て 此經を 得て 秘藏 せられし よし 見 記せり 

0 或 人心なら ぬ 事 ありて なけき なから 妻 を 出せし 世の中の なら ひ、 うき 事し ゆ きさま こそと あはれ に覺 

えて 申 遣し 侍る 

樂昌分 n 破鏡- 蘇惠織 n 回文】 萍水 別離 恨 方 知 逐，， 斷雲， 

返しに 中， （^のこと ははなくて 

あはれ しれさの 、 舟 はし 中 絡て 文 かよ ふべ き 便り だに なし 

〇 再遊 南 野 

想 昔來遊 南海 濱 亦 尊，， 風景， 感情 頻 蒼 浪人， 44 十 年 事 主客 共 疑 舊日人 

遊 南 野 値 雨 

<u 見 晴山似 二 書 眉， 再 來强讀 雨奇詩 任 他西嶺 神人 袖 好 捲，， 陸 潤 1 入，， 酒 夏， 

此ニ詩 はさいつ 比 か 岩 付 老漢と 海邊に 遊びし 時に 老人 自呤し 自筆 せられし 草案 也、 梅雨の. -れ /\ に 結 

び 置し 反古の 中に 見出し 侍りし こそ、 只 其 時の 心地なん し 侍りて、 す、 ろに 來 しかた も 忍 はしけに 千年 

のかた みに なん 侍る、 物 を わすれて 過し 年月 も あはれ に覺ぇ 侍りし、 さすが 老人の 筆の 跡 なれ はこ  に 
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と > めて 消 殘命も あら は 後見ん 便に もと 思 ふ 事に こそ 侍れ、 猶彼韻 を 今更 唱 へて  .， 

津 呜海濱 岡 今日 斷腸頻 舊詩 添レ淚 蒼浪水 四 七吟殘 泉下 人 

亦 次の 額 

一片 fpj:: 嵐 拂，， 白眉，， 洒來野 雨 還 催レ詩 筐 中手 澤不 レ窮， 恨 風月 何 忘 照，， 醉惠， 

今年 卯月 は 彼 翁の 大祥 忌に て 其 香 火の 揚に 至り 牌 子を拜 せし、 鳴 呼 我 亦 素髮愁 を埋て 短靑氈 古人 を 思 ふ 

事 長し 

その かみよ あたに かき をく 藻汐草 誰かお も ひき や 袖ぬ れんと は 

〇 今歲 より 夏に 至り 疱瘡 大に 流行し 責き賤 しき 男女の かぎり 多く 亡 ひ 失ぬ る を、 なにくれと 數 ふる も 

盡 せす、 凡そ 府下 及び 熟 田なん と 近邊の 民に いたりて 千 を 以て 指 を 折 侍る となん、 京師 難 波 東都 も 亦 同 

しさ まに 聞え 侍る、 柬へ文 やる とて 中 贈りし 

風 さそ ふけ ふりょ 露よ かそ ふれ はち 、 にくた くる 衣手の しらたま 

〇已 か 父の 姉 中和 門院の 女 1^ 藤氏の 三十 三回忌 之 辰 小 塔婆 書銘 

浴，， 八德 水, 坐-, 蒙寶蓮 1 一笑 遊戯 三十 三年 嗚呼 伯母 雲井の みやつ かへ を辭 して 伊豫 國に うつろ ひ 

侍りし か、 さそ ふ 水 ありて 東海 (尾 府) に 來り老 の 後 制髮し (佳 光 院命譽 昌岳壽 等 尼) 一 一心な き 念怫の 行者 

なりし、 H< 和已の 問 四月 廿 五日) 別れ を吿 終りし つけく 念佛し 乎に 香爐を 執り 誓 到彌陀 安養 界と唱 へ 

次の 句に 及 はすして 息 絶 しもきの ふの ことくな りし か あたに 三十 行年 月 あとの 白浪 か へらぬ 昔と なりに 

き 遠 忌 をむ かへ 養 林 寺に して 追資の 讀經し 侍る 墓所に 花 折 水洒き 侍る とて 

年 ふりし 苔の したみち あと. -へ はむかし に 似た る 袖の さみ たれ 

〇 可 空大承 上人 は 予か學 友な りし、 河內國 西方 寺 を 住持して 年久しく あ ひもし 侍らす、 往来の 雁に つけ 

て 春秋 を 問 聞え 侍りし か、 今年 (乙 未) 一封の 文 を 便に まかせて おくりし に 正月 十三 曰 寂せられ しょしに 


て 其 文つ、 みなから 送り 侍りし そ、 ゆく りなき 心地し 侍りぬ、 百ケ 日の 頃な りし か は 香す、 め 侍る 

昔刖 ニ東關 月， 今 開，， 西 刹 華， 音 書 穴.^ 反レ几 孤雁 屬，， 烟霞， 

〇 泰廟十 有 七 回の 御 忌 辰 (乙 未 六月 五日) 御佛事 ( 一 千 部 御 讀經) の 折 柯有感 一 絕を吟 す 

誰 知 待レ老 一長 吁 流水 恨 新 歲月徂 迷 蝶 夢殘仍 遠々 視風何^^！^獨愁レ吾 

薨去の 前の 年證譽 上人 をして 御寺の 地に あら かしめ 靑松ズ モを鑑 せしめ 御 牌 子 以下の 事 命 ありし 翌、 の 年 

睦月の 元日 年老た る 女房なん とま ゐ りて 歸 りし 春 を賀 し參ら せし に、 いさや 今年 は 不諱の 事 聞なん かし 

何 を か 祝す へ きなんと 御 戯れ ありし. V 忌々 しと 粉ら はし 出て なんとせ しと かや、 東に くたら せまし-/ \ 

て 後 五月の 末 御 醫藥の 事 さわ かしく 聞え させ 給 ひし か、 柳 營の侍 醫をも 召し まします へ きかと 何 かしの 

少將家 啓せ させ 給 ひしに、 人命 限り あり 豈 みたり か はしく 醫を 求む へ けんや、 上より 仰せ あら は 恭を謝 

しま ゐら せて 可也、 我より いかて かくと は 可 中と て 御心靜 けく 見えさせ おはし ましけ りと、 かくして 

大樹 もお とろき 思しめ し 醫官に 命して 御問疾 有し、 水無月 五日 午の 時 過て 御 臨終 も 正しく 雲 かくれさせ 

給 ひしと かや、 かくと 聞傳 奉りし ほと に 夢幻と もお ほえ 奉ら さりし に、 幾 かへ り あたなる 月日 を 重ねて 

今日 十七 回の 御法會 待つ け 奉る もい とく ゆく りなく、 その かみ 仰 を 蒙りて 國志編 摩に 事に 員 ま へられ 

秘閣の 版圖を 開て 螢に 雪に 光り もとめし 事 三た ひ 暦 をへ 侍りし、 伏して 性 事 を 思へ は 南柯夢 空しく 愁客 

競 ひとれ 知れり、 つれな く殘り 得し 身 さ へ うたて あさましから ぬか は 御 讀經の 畢に法 場に まゐり 侍りし 

か 村雨の さと そ 、きて 袖に か り 寺り しか ば 

思 ひいつ る 昔に ぬる >r おのか 袖 を 何 さそ ふらん 今朝の 村雨 

稽首 三部 甚深妙 典 一 一 萬 四千 五 百 五 字 三乘敎 外に 於て 持 名の 一 門 を 開き 天下の 萬 機を攝 してと もに 蓮 花 海 

會に 入らし めた まふ、 嗚呼 故 君 菩提 を增 進まし/ \猶 一生 補處の 夕へ 法王 子の 佳 を ふる ひ 三 身 究兗の 

曉摩尼 輪の 極 位に の ほり まし，， なん、 凡そ は穢國 の還來 ましまして 無 累解脫 の 御 カを勵 まし、 ありし 
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世の 御惠 のま V. に 有 海 沈 沒の臣 等 をす くひと もに 一 怫 土の 花 臺に仕 へ しめ 給 へ と 恐れくて 咒 願し 奉り 

ぬ (彌陀 1^ 一  百 部聖號 一 百 萬遍) 猶 無量 大寳王 微妙 淨華臺 の 讚 文 を唱へ 奉る とて 

かすく に齊の 池の 花 かつらな かき 世 かけて pf;^ にっか へん 

〇 泥、 江 縣天王 崎 御 IJg 會の 前夜 (乙 未 六月 望) 詞に詣 て、 燈を兑 川の 邊に遊 ひて 月に 吟す、 昔日 有感 ；絕を 

賦 せし 事不！ I 思 ひ 出せし 其 詩 (元綠 乙 亥) 

が 漣^ 月 g ハ廣晚 袖 外 風輕塵 袪 獨笑 人間 康： asA^ 汙 珠自鬵 網^ 眷 

幾 昔に か 成け む、 伴 ひ 見し 人 も 今 は 泉下の 客と なりて 老の影 ひとり 逝 水に うつろ ふ もつれな しゃ、 古き 

韻 を 用 ひて 今更 自 和す 

老天月 上 江風晚 搖舟 露. 世盧虚 二十 年 前 殘夢客 白 頭 水 影 是誰敷 

〇 或 問 吾子 前に 堆揚鬼 乃 事 をい へ り、 一 書に 5;」^ 鬼と 書せ る を 見る、 同し き 答 止觀に 魔の 發相を 明らか 

にす、 其 中 三種 あり 一 者 鬼 一 一 者 時 鬼 三者 魔羅 鬼： Hi 相 各 不同なる をい へり (槌 あるひ は堆共 書せ り) 

亦按 すに 

(他 麼ノ切 ウレ へ ヲソ ル) (傷 尸 羊 ノ切ャ マヒ) 

此字互 ひに 用 ひて 字義 異也、 但し ウレ へ ャ マ ヒ其意 は 近し 

QS 一 a 法 門不レ 知，， 敎相ー 者 一一.； 代 相傳則 成，， 常 見 外道 一 これ 勝俱胝 院實連 僧都の 言 也、 泊 如儈正 曰た と ひ 敎 

3:! を學 ふと も 其 深意 を 得され は 有 相に 執し 表 德に惑 ふ 亦 常 見に しと (云々) 密教の 本意 先 深く 諸 法の 不 

生 を 了 達して 大空 無 相の 法に 於て 表德を 論す へ しとな む、 是豈 末世 淺才の 者 能 せんや、 今 無學の 眞言 師 

及 ひ 修験者 等 を 見る に 誰か 不生無 相の 现に了 達せる や、 大方 常 見の 外道なる か 祈 禱を賣 て 渡世し 侍る の 

み、 猶立 川の 邪 流 俗 風の 外法 を 以て 人 を まと はす もの  一 二なら すと 見 ゆ 

〇 近き 比 偕 林 去来 か 狂耿に 
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なと て かくい そがし いとて 二階から 落ての 後 は ひまに なりけ り 

と 詠し 實に 浮世の すかた かくの ことし、 いそ かす は ぬれ まし もの を 旅人の あとより はる >. 野路の 村雨と 

いふ 古歌の 心に も 通 ひ 侍らん にや 

〇 五斗の 米の 爲に折 腰 せん 事 を 欲せす 印 を 解て さりし は 陶潜か 操 也、 盛滿を 以て 責を受 す 角 巾して 里に 

歸 りし は 羊 祐か智 なる 歟、 休 休 亭はォ を 量り 分 を 揣し耄 を 知りて 隱れし 亦 賢なら す や、 老て貪 0 分 を 忘 

れて才 を 街 ひて 歸休 する 事 を 不知 は尤 愚な りけ る、 白髮 しっか ならで 名利 場邊に 走る 者 誰か 道 知れり と 

せん、 或 人世の かれて いと/ \ しっけく 見え 侍りし をと ふら ひて 

故 園 風物 好 孤 鶴 豈群ロ  (脫字 ァリ) 杖 頭 高掛， 月 浩歌 一 片雲 

〇 白き こそ 染 へ きもの を黑髮 のな とさか さまに 色 か はるらん とい ふ 古歌 こそ あはれ なり、 百年の 素 業 

槐 安の 夢と 成 半 世の 窮呤鉢 顆の恨 をの こす 老の坂 越 行 を わすれ 頭の 霜 白き におと ろく 世情 古べ マ また 等し 

き や 

〇 或 人の 方に て 懷舊の 歌よ み 侍りし 

うれし さは さも こそ あらめ いかて かくうき むかし を も わすれさ るらん 

〇 今 歳 (乙 未) 三月 勢 州 暴雨廿 一 日 五月 飛 驊 の 迅雷 (廿 四日 廿五 日頃 民家 燒 死人 多し) 六月 駿州 大風 (四日) 

木曾路 洪水 (十九 日須 原驛舍 三十 餘戶 漂流 男女 多く 沒 死す) 東都の 地震 一： 十九 日) なんとよ からぬ 事の み 聞 

つけ 侍る、 七日 朔日 府下 雷 烈しく 鳴 はためき 數ケ所 へ 落し (人 も 死し 侍る 愛知 郡中津 村民 {Cie 火炎す 

四日 同し さまなる 霹靂 市井お よ ひ 寺院の 地に 落し 事 亦 あまた そ 聞え し 

〇 米穀 日々 に 高く 初秋の 比 新麥金 豐兩を 以て 纔に三 斗 餘を買 ふ 民の 困し みいと く 多し、 京師 は 納凉の 

會も 洪水と いふ (六月 六日の 大水 河原の 小屋 こと/,^  く 流る) 世の 窮 故人の 出る 事 も 例の ごとく ならす、 

ましてた  >, すの 納凉 雨ふり かちに していた つらに 待 過せ しとなん、 我 尾西津 島の 市 も 人な く 剩 へ 十九 rn 
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の 洪水 ゆ ゑ物騷 かしき ま  >. に 止し、 路頭の 兒 見る目 も かなしき さま 日 を 追て 增 侍る、 凡 は 今年 府下の 

贵賤 老少お 死の 數兌 聞の 類 ひさへ 百 を 以て 數 ふまして 耳の よそなる あはれ さ こそ 多 かるらん、 よしや 浮 

世の常 ならぬ すかた を兑 て賺 離の 心 もす、 ましく 侍る なんと 中々 にい ふ 人 あり、 資 にも 世の 花やかに 榮 

え 時め く 宽に打 まし はれる 人い つか 世 をい とふ 思 ひや は ある、 憂き こそ 猶 うれし か， るへ き、 心と. - めぬ 

ほと も 世 を 忌る >• にて や 侍らん とて 

-町 ゆえに おも ひす つ ベ き 世の中 のうきに 身 をし る 時 そうれ しき 

〇 文月 初 七河鈹 の情會 をい ふ 事 久し 梶の 紫に 和歌 書て 衣 かす わさなん と 婦女の 戯れに こそ、 凡そ は 上弦 

の を 以て もて 遊 ひ 侍る は 憚な きに あらす やなん と 格 法の 儒士 はいふに や、 田舍 黄昏 靜に肩 を 掩て朱 

門 巧 タ歡聲 を 沸 こと を しらす、 只 人 問 一葉 井上に 落て 怪雲 夕への 山 を かくし 夕立 空猶さ ひし、 秋の 初 風 

いつしか 凉 しくい と、 きしかた のけ ふ を 思 ふも盡 さす、 折から 友の かたより 星 夕の 詩 一 章 をお くり 侍る 

も 情 ありけ る即 和し 侍る 

微 凉報レ 秋雨 皈雲 漏，：：^ 新 荷 風 淸，， 老氣- 蘭 窒息 ニ吟 身- 

1^^ 杖 可：， 開， 徑 松琴識 レ^, 隣 星 橋 惟 一 夕 玉露 滿 n 天 坂- 

枋紫を 折て 便りに 附し 侍る とて 書つ けし 

あはれ しれ 梶の 葉に かく ことの 葉 も わすれて すきし 秋 やい く あき 

〇 禪宗本 寺 住職 W 输 3:n に は 某 和尙と あり、 掙土宗 の 僧 を 和 尙と呼 ふは禪 家に 准して 稱す るかと いふ 人 あ 

り、 按に淨 土に もい にし へ は 和尙號 を宜下 有て 尤是 を榮 とせし 康富記 (文 安元 年 八月 十八 日) に 淨土宗 現 

存 之：：： 被聽和 尙號事 (予) 巾 了 悟 露 寺 坊主 可 被^ 知 敷 云々 且淨 家の 僧に 號を賜 ひし も 多く は 和 尙號也 

(悟眞 寺 開山 了惠 上人 二 廣濟和 尙の勒 S1 あろ か 如し) 故 今 和 尙と呼 を 好せ り 

〇 七月 十 n 觀昔を 安置す る 寺院へ 千 n 參と稱 して 男女 多く 參詣す (今 は 叫 萬 九 千 口に あたる なんと 云に 
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や) 殊に 洛東淸 水 寺 九日の 夜より 路 もさり あへ す群聚 せり、 凡そ 絰 論の 說 にも 見えす 百 年 前の 書に さへ 

なき 事 敷、 何者の いひ 出して かく 諸國 同し く 此日觀 音へ 參詣 する にやと いふ 人 あり、 予曰京 師の俗 七月 

九日より 十月 迄聖靈 の迎鐘 をつ くと て 六道 (三條 の 北に あり) に參る 事い にしへ よりあり 六道 檢傳云 昔 諸 

人從 七月 七日 十三 nl 迄 諸 今 七月 十日 群參と 云々 親 長 記に 長享 三年 七月 十一 一日 參 六道 云々 六道より 淸水寺 

へ 無下に 程遠ら ね は 諸人 今 も 九日より 十日 迄迎 鐘つ き稹葉 手々 に 買得て 便ち 淸水 寺に. まゐ ろ、 凡-て 近國 

の 民と いへ とも 亦 参詣す、 疑ら く は 昔 六道 參 りより 清水寺へ 詣し其 遣 俗なる へし、 何月々の^2^_?日幾日 

に當 るなん と い ふ 亦 近世の 事 か、 六道 古 へ の 愛宕 寺の 本尊 藥師を 安置す、 ， J  > そ 彼 寺院な りし 愛お 寺に 

て 盂蘭盆 會 ありし 事 今昔 物語に も 見えたり 

〇 霜月 陝辰 は萱親 三回の 忌日な りし か は 宿 忌より 澄心淸 魂の 齋も 毎より 嚴 にして 三寳 の^ 盛 淸條の 供 力 

を盡し 侍りし 往事 夢と なりて 流 年 秋 新な り、 靈 祭る 頃 は 夫なら ぬ袂も 露け く 何とな き あはれ 覺 えぬ、 ま 

して 隙 駒 いつしか 除 卽の期 も 近く 名殘 なき 三と せの 程い と、 ゆく りなし 

淸夜重 宵 月 凉風 幾歲秋 

とい ふ 一 聯を 書して 詞堂 にか、 け 侍りし、 亦た ま 祭る とて 經 木に 書て 水 酒く 

寒 林 露 白 夢 回 凉庭靜 烟 寺風淸 眼 雾秋月 高 

市井 欧唱 新に 軒の 燈 いつしか 孟 蘭勝會 のけし きいと ノ、 來 しかたの 秋も忍 はれ 思 ひいつ る戶 ことにしけ 

く 侍る にや、 或 人の 方より 十五 日の 夜 荻の 葉に 付て 

をき の 葉に また さそ はれて 忍 ふかな ひとり はおち ぬ 秋の しらつゆ 

と 書し も あはれ にて 

荻の 葉に おと つれし より 心なき そて にもお つる 露の しらたま 

あはれ とも 大 かたに こそなん と 書て 送り 侍りし 
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〇 此 四月 神廟 百年の 靈 祭の 御 時 

法皇 御所 御納 に そ へ て 曰 光山 へ まゐら せられし 御 

ときし あれ は ひらく にに たる 法の 花 幾 も とせ も かく こそ- -兑ゅ 


五 


0 


一 


盥 尻 卷之 六十 

〇 或 曰 浮 屠氏飮 酒の 戒甚 しからす やと、 曰釋 氏唯是 を禁戒 せんや、 書 (微 子) に 沈 f 于酒 一の 戒 より 泰^ 

酒 誥警皆 沈 湎を禍 をい へ る 事 至 深 至 切なり、 小 宛 は 幽王を 剌り柳 は武王 自警 そ も 亦 荒縱の 害を兑 るに 足 

れり、 莊周 か以， 禮飮レ 滔者始 n 于治 1 常卒 n 于亂ー 暴 至 則 多， 奇樂 一と、 林 氏 か 口 義に初 筵秩々 たろ も亂 て載チ 

號ひ載 呶ふ其 過當に 至て は其樂 異常の わさ 多く 或は 爭競を 成しなん とい へ り、 劉 氏 周 幽の飮 食 をい 〈 -な 

に 小人 男女 隔 なく 醉 さる 事 を 得る 者な く 衆 醉て淫 亂邪惡 百 醜 興る、 王以娛 とし 不醉者 は 反て はつ 力し め 

て是を 罰し 必醉 しめて 衆皆醉 といへ り、 豈方 來の戒 なからん や、 夫 自醉亦 人 をして 醉 しめ 共に 沈 酒せば 

何 そ 其 心 正し からん、 心の 不正 は 身の 不修 ところ ならす や、 身修ら すして いかて 家國齊 治す へき 聖贊の 

深戒夫 ゆる かせなら む や 

〇 逍遙 院の御 歌 

かろき 身 はくる まひと つのぬ しなれと 千 引の 石に 名 はの こりつ . - 

是は鴨 長 明か 外 山の 庵の 舊 跡に 千 人ノ石 ( チ ヒ キノ イシと 讀 む.) とい ふ大石 (高さ 一 一 丈 斗 俗に 方丈 石と い 

一 ふ) ある を 讀せ給 ふ、 され は 長 明か 石 床に は 後鳥羽院 も 一 一度 御幸 有しと 心 敬 僧都の 私語に 見えたり、 方丈 

記の ぎ さま はさな から 乞食の 住居に 不劣も 心す、 しく 世を輕 くし 侍る は 中々 なる 余 殿に もま さりぬ へし 

みかとの ならせ 給 ひし も 幽栖の 姿 を あはれ と 思して なり、 世のお ほえ 有て 時め く 人の 家居す る 夢 後 忘 は 

て >, は 知る 人 も 侍らぬ こそ 古今 多 かめれ、 まして 數 ならぬ 身の 然も 齢 かた ふきた る を さへ 忘れて や 〈诙居 

こちた く 作り ひろけ 庭の さま 木石 を あつめ 人の カを勞 して 猶 末の あらまし なと すなる こそ 無下に 拙く あ 

さましく 見 ゆれ、 あはれ いつまての 雪佛 そやと. ぞ思 はる、.、 五十 衣 を 調せ す 六十 家 を 造らされと かや 古 
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人 もい ひし、 幻の 身 を 長閑に 思 はまし か は 厭離の 心 もな く 朝に 名利 を 貪り ゆ ふ へ に 子孫 を 愛して さか ゆ 

く 末の, ゆ を こそ、 なかく も かなと 願 ひ 侍らん はい ひか ひなく 侍る にや 

〇 古 之 人：；！ I 短，， 于自見 ー故以 見：， 面 智短ニ 于自知 1 故 以レ道 正レ己 

皇の： 一： 鑑は人 f!?^ の至寳 にして 貞觀の 治 三代に 近 かりし、 秦 氏の 方鑑 はいた つらに 男女の 奸淫を てら 

して 趙高 か姦雄 邪曲 を 照す 事 能 はさり しかば 一 一世 を 保た すして 亡 ひに き、 我 八^の 神鏡 こそ 神 皇傳國 

の^. M にして 我！： の 道 もこれ に 侍る にや、 神勅 を そ へられし もた、 ならぬ 御 事 ともなり、 天 口 事 書 等 

のチ 2 記 を： て 知る へし 

〇 乙 未 ま 閑 窓遗懍  . 

S 举衣拂 綠？？ 蓬 一局 壮宇 一 聲 醉恨醍 古 徑摺花 雨 潔 短 檐菖葉 帶風馨 

眼 晴且笑 山 K 《靜 身 老轉娱 邦國寧 烟寺 暮鐘 打 頑 破 窓殘卷 ii 光螢 

0^„^州乾の境.2:に夜川十五七巧村とぃふ里ぁり、 其 名義 知る 人 少し、 巡 見の 御 使 に 及 ひし 時 里人 老者 

和 尺 夫：：： 是は 天 野 安藝 守 虎景か 時より 宫內 右衛門に 至て 乾邊 多く 主 維せ しか、 永 樂七百 文を領 せし 

御使桥 十五 人 此夜川 村 を 知行せ し 故里 俗 十五 七 百と 呼し を 後 村 名と な 0 侍る 事 中世の 名 田の 如しと 啓せ 

しか は 巡察 使 感じて 簿に 記されし となん、 村里の 俗 呼に は 得 もしれ ぬ號 間々 に 多し、 村 老の傳 へ を 聞へ 

き 事し こそ 

乾の： 人 野の (豕 老木 下 単 人 正 和 田 河內守 有し 其 子孫 今秋 葉に 殘れ り、 治 太夫 は 河- s: 守 か 孫 也 

秋^ 山の 觀 lH:f, は 行 基 大士の 作に して 十：： き靈怫 なり、 三尺 坊は 三百 年來 山に 祭る 信 州 戶隱の 飯 繩を勸 請と 

云々 されと も 十 ：！ 緣起 等の 正しき はなしと 彼 山の 修驗 者い へ り (乙 未 五月 八日 快 泉院談 也) 

〇5g<:^: 和，：？？？ I 贽 鑑國師 (寬文 元年 化す) 

州 等に 井ゾ S 地 多し C 止傳寺 等の 如し) 就中 山城 國花 山寺 (字 治 郡) はいと 古き 梵刹な りし を荒廢 して 


尻  摄 


年 久し かりし を、 國師再 創して めて たき 禪院と 成 侍りぬ (獼， f 山と 號 せらる) 

〇 或 問 吾子 先に 密行の 僧穀醬 を斷事 弘法 大師の 遣吿 にある. W いへ り、 大師 何に 依て かくいへ り や、 口 蘇 

悉地經 蘇 婆 呼 經及ひ 諸の 供養 法の .mw 軌 等に 多く 其 皆 あり (八 千 牧儀軌 等 を 見る へ し) 豈 一 經 のみの 說 なら 

んゃ 

〇 一二 位 中 將忠吉 卿 淸須御 在 城の 時 朝日 村に 老者有 古き 事 多く 御 問に 答へ 自 もまた 尾 州の 舊事を 啓せ し 人 

是を 筆記して 家に 藏む (朝日 物が たり) 當 時の 如し 

〇 吉水 大師 歸洛 (建曆 元年 十二月 廿日) の 後 參內の 事 (九 卷) 傳に 見えな から 其 月日 知れ 侍らす とい ふ 人 あ 

按す るに 正 源 明 義抄に 建 暦 元年 十一 一月 六日 權中納 言 光親 卿 を 奉行と して 御參內 あるへ きょし 仰せ 出 

され けれ は、 次の 七日に 掷參內 あり 云々 (後鳥羽院 御 受戒 も 此時 あるか) 

建 曆ニ年 正月 大師 看病 の 勅使 權中納 言 光親 左大辨 國實と 一 ：ム 々 

大師 入滅の 後土御門 院 勅して 唐 綾 十 匹 白 布卅端 近衛の 歲入等 を 以て 贈らせ 給 ふ 時 御製 

後の世の しる へ なれと て かくは かりお も ふ f  ^  > ろ を はこ ふ はかり そ 

これらの 說後 京極攝 政良經 公の 殿 記 等 (六 卷) に 出た る 敷 

〇 聖善大 祥忌之 辰 (用-, 其 花誕. N 月 1) 就 ニ大雄 山- 誦經 (三部 妙 典 二十 五 口) 

香 倡 

敝 袖冷淫 三祀淚 錦凉栩 下麥^ 羞 壽筵 往日 敍欹实 變 作，， 朝来 一 片 愁- 

祝 文 

維正 德五稔 歳次 乙 未 夏 六月 癸未 乙 未朔越 十 有 一 一 曰 丙 子 (孤 子 某) 敢昭吿 ，， 于 

顯妣淳 恭院蠕 人 藤氏 1 嗚呼 向 秋 舊葉伴 二 一  朝 嵐 1 驟 レ隙 迅駒殘 ヒニ歲 夢， 哀哉 日月 不， 居 奄及ニ 大祥， 夙 

夜 小心 長 忌昊天 罔，， 極敢謹 用，， 潔 淸次チ 盛 以薦此 常事 伏尙饗 嗚呼 
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如 來淨華 衆： 止覺華 化生 愛樂佛 法味禪 三昧 爲食 

と： |1 へま ゐら する も 過 行 月日へ たて、、 白 髮暫存 靑山長 臥 雲 も 煙 も 消に し 跡の かたみなら ぬか は、 泪に 

朽し藤 ころも 今朝た ちか ふる 露 はたお き 所な し、 電 空 師 以下 僭 俗 打 まし はり 影 前にして 一 百 萬 返の 念怫 

し 侍る とて 

みとせ ゆく むかし をし の ふ 友ち とりね になき そふる 今 n も かなしき 

彌陀經 及 ひ H 沒の 禮讃 いとしつ けく 多樹蟬 鳴て 暮 か、 る ほと 夏の {15^ なから、 す、 きかる かや 露 白々 と 見 

えて、 秋に もお さくま さりた る あはれ 人々 皆 打し ほれ 侍りし 折から、 兼て 京師へ たのみ 遣 はし 侍る 

〇選擇十六^:;ャ變相 

此 51 像 は 近 江國人 敬師花 顶の義 公と 議 して 描れ し 去年 午年 壽 刻して 弘く 遐邇に 布き 洽く 見聞に 施して 

大師 選擇 の； 止 意を顯 はせ り、 圖は前 報恩の？ I 和尙の 筆と かやい とこ まやかに して 1 1 八の 意 指 を 一 軸に 

B し 靈名を 長夜に か. - けて 知 恩 報恩の 至 心を勸 めら る 

各念怫 して 慶 讚し 侍りぬ、 一 辨の香 を 捻し 侍る とて 

深き、 江の こ >r ろ を しれと 水馴： g: さして をし ゆる 法の ふねお さ 

諸 友 所 和 予香谒 

個 齋 

城 南 精舍塞 水  挹去 瀧來. 奐庶羞  一 兜樓 三歲淚 音容 在， 眼 使 n 人愁， 

祖 軒 

宣レ無 問 n 前津, 者. - 0 灑 將ニ庶 品羞， 强脫 U 齊衰 1 大祥曰 修身 敢可レ 耐，， 長愁， 

潜 齋 

祭 谈欲レ 報 n 深 恩 重， 準擬 平生 Jg,, 膳羞 1 知 是優然 聞 往事 乃 應難道 倚鬥愁 


設奠禮 堂 虱露曉 孝 情 切々 奉芳羞 修身 豈謝 斷機敎 强脫衰 冠^ 益愁 

〇 熟 田 誓願 尼寺 は 淺井備 前 守 長 政の 息女 創建の 由、 梁 牌に 見ゅ是 國泰院 殿下 秀、 吉 公の 內 政に して^ 後大 

虞院 英岩大 夫人と 稱 せし 秀賴 公の 母 儀 也 

ムロ廟 の 夫人 崇源 院贈從 一 位の 姉 君 也 

或 云 秀吉公 の 政所 は 高 臺院湖 月 尼 公 其 牌 云 

從 一 位高 蕞院殿 快 陽 心 公大 姉 

英岩 夫人 は 妾 也. 亦秀吉 公の 妾 松 丸 殿 逝去 後に 壽芳 院月晃 盛久大 姉と 號す) 

〇 後西 院 上皇の 女御 は 好 仁 親王の 姫君な りし、 御 法諱は 

妙 吉祥 院聖輔 義英大 夫人 

〇 六月 十五 日 尾西津 島の 御 靈會國 の莊觀 なる 故 他 州の 人 も 多く 來り 見る、 いつも 十一 一： 日の 夜 は 府下の 旅 

屋に數 千 人 宿りて 中々 かま ひすし、 然 のみなら す 熱 田の かたより 船に て e くも 數 しらす、 然るに 今年 は 

東海道 順禮者 もな く 十三 日 府下 わつ かに 數人 のみ 宿り 侍りし、 是年餓 民 かしけ 殊に 旅 店の 費用 前々 に 倍 

し 侍る 故な りと 人い へり、 然る を 熟 田なる 老翁 云、 これ は 北 春 伊勢の 師 職等關 東に 狀を 送りて 去年より 

凶年 故^ 勢 熊 野路 物騷 かしく 盗賊 こ、 かしこに 多く 道 もた やすく 行か ふ 能 はす、 Hi: しく は 今年の 順禮參 

宮は 延引 有へ きかの よし 家々 より 同し さまに 申 送りし 儘、 律義なる 坂 東の 民お それ 侍りて 參り あへ すと 

なむ、 伊勢の 神人 かいひ 送りし 意 は 米穀 諸 品 高直なる に 大勢 入来り て飮 食し 路費を さへ 借りなん として 

歸り 年の 暮 にいつ もの ま、 關 東の 直に 米 を 贈り 侍ら は、 中々 得分 はなく して 家々 の難義 なる へしと て、 

か 、 る 年 は 遠 國の參 宮人 なきやう にす る 事前々 より 師職等 はかり 事と ぞ 

〇 今 歲乙未 四月 十七 日 
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神 机 御， a お 小の 後門 主 准 后宮し きりに 職務 を 御辭退 ありし ほと に、 五月 廿日 久世 大和 守 重 之 を 上使と 

して 思しめ しま V- にとの 御 事に て、 兼て湯^I;2に新御-wを營し置せ.まし/、ける へ 移り 入せ 給ひ大 明院宫 

と稱 しま ゐら す、. 新 門 主へ は 侍 從正岑 朝臣 (井上) を 以て 輪 王 寺 御 住職の 事 被 仰 出け ると なん、 京師に し 

てん 花顶 の？ 首大 1^ 正 御坊 (應譽 ) ふた . ひ 退 山の 事 を關東 へ 申た まひし か は 五月 廿 七日 所 司 代忠之 朝臣 

(水 野) 台 命を傳 へて 寺務辭 表の 旨に 任せ 給 ふよし を宣ら る、 即日 大師の 御影，； 利に して 御い とま 申させ ま 

く頓て 黑染の 衣に か へ て 六倏坊 門なる 來迎 堂に 隱退 ましく ける とか や、 寶に蓮 社の 白眉 淨宗 咼僧 

也 

來迎堂 は新存 光寺と 稱す拾 世 地に して 關東御 朱 章の 寺產 あり 

〇 紀公 n 光山 御參 五月 十  一 S 上使 森 川 出 羽 守 則 刻 御 登城 ありし、 御馬 一 匹 進 せらる、 十三 日 東部 御發 

驚 M 十 じ： n 御 參宫廿 R: 御 歸府と 云々 

〇 尾 公 n: 光山 御參 六月 十六 日 上使 大久保 長 門 守 即刻 御 登城 御 拜受紀 公に 同し、 同 十三 日 御發駕 同し く 十 

じ：：： 御 參ぉ廿 n 御歸府 

〇攝ii 群談 (十七 卷) は 難 波 人 (岡 田 某) 所 撰 也、 攝津 風土  _y 絡 後の 一 補と いふへ きのみ 其 中 遣 忌に 備 ふべ 

き 事 を 抄し亦 言 を 加へ 侍る 事 左の ことし (本文 を 略し 或は 其 意 を 取て 書け る 所 多し) 

大坂 

！！：本書紀仁德天皇御製に烏^^！^^^と侍るを釋記に烏樊介は小坂とぃ へり、 今 東 成 郡！ K 王 寺 村なる 相坂是 

なり 相と 大と 和， 語 近し、 故に 後世 大 坂に 作る 事 は 明應の よりに や、 共 前に は兑 えす となむ 

依搁 l(：J^ 吉郡庭 井村) 大依綱 神社 (式內 四 座名祌 大社 也 大己貴 命の 孫 天 八 現 津彥命 を 祈る 吾 孫 氏の 氏 社な 

仁德天 皇紀に 依 網 屯 倉 阿^古 云々 是祌功 皆 后紀に 所謂 依 綱 ノ吾彥 と 同し 今 吾孫子 村 あり (或 阿 孫 子 と 


尻  鹽 


書ぜ り) 名 越 (或はな こしと も 諫 めり) 

住よ しのな， ^ へ の 岡の 玉 造り 數 ならぬ 身 は 秋 そかな しき 

好忠 家集に 見 ゆ、 此歌を 夫 木 にの せて 白露の な こし Q 岡と 書せ り、 な こへ な こし は 音便 也、 相 州の 

名 越 所 名 同し、 但しな こやと 讀む、 筑紫尾 張に も 亦な こや あり、 然れ ども 其 名 意 M しから さるに や 

阿 彌陀か 池 (御池 通) 

昔 善 光寺の 如 來を拾 まるら せし 池と いひ 傳ふ、 故に 元祿士 一年 こ、 に 一 寺 を 建て 蓮 池 山 知 善院和 光寺 

と號 し、 信 州 善 光寺 第 七 番の像 を 申 下して 安置せ り、 按す るに 守 屋の連 金 像 を 捨し難 波 堀江 は 大和 國 

飛鳥の 里に あり (豐浦 寺の 東 飛鳥 川の 西) 名所 同し き故攝 州の 難 波 堀江 もも 捨 像の 事傳 へい ふに や、 和 

州の 難 波 堀江 を讀 しうた 玉 林抄に 見えたり 

高津 (今 か うづと 呼べり) 

風土記に 天雅彥 1K 降の 時 天 探 女 磐 舟に 乘り てこ 、 に 至り 泊り しとい へり、 萬葉蕖 角^の 耿に 

ひさかたの あまの さくめ か 磐 舟の 泊した かつ は あせに ける かも 

三津 

難 波 津高津 敷津の 三つ を 以て 三津 浦と 稱す とそ 

板 田 橋 (川 邊郡上 坂 部 村 一 說に同 郡 七 松 村に ありと も 又は 尼 ケ^ 狨卞東 町 溝川の 板 橋 をい ふと もい へり) 

此 名所 大名 寄に は攝 州と も 書し 夫 木に は 尾 張の 名所と いへ り、 按す るに 攝州上 坂 部 村に 小 墾田 宫と號 

する 社 あり、 尾 張 田と もおば た  >  とも 唱ふ、 尾 張 國春曰 井 郡 尾 張 村 (今 小 針と す) に 尾 張 田の神 社 あり、 

昔 板 田の 橋 有しと いふ、 西國事 同し いつれ か是 なる にや 

長柄 (西 成 郡に 在 長柄の 森) 

釋 日本 紀の訓 には奈 加、 y と讀り 
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0  .n 石.' 玉 出水 

天 王寺龜 井の 水の 本名 也、 但龜 井水ん 萬 葉の 歌に はへ るに や 

北^:m§K豕卿(中納言)戰死古境の地 

1^1  ^成^ 野 村に あり (俗に 大名 場と 頭ぶ) 南方の 忠臣 名家に して 武勇の 功臣な りし 

土 塔；^  (土 塔宮) 

天 王 寺 南門の 外に あり、 牛 頭 天 王 を 祭る と 云々 土 塔の 名義 未詳 

〇 陸 帶塚 (化 士" 堂 村に あり) 

傳へ 云：： T ぉ國？ i 戶の藤 四郞加 藤四郞 (入道 卷慶) 永 平 寺 開祖 道元 和 尙に從 ひ 唐土に 渡り 彼 國の土 をと り 

來 りて 茶人 を やく 是を ひたちお ひと 名 付、 藤四郞 死に 臨んで 其 土 を をし み 便ち 此 所に 埋し故 かく 呼 ふ 

と 云々 

浮上：：： 東 生^力 スガ ヱと 讀 めり) 

尾 張國^ 日 井と 訓 近し 

難 波羅城 

n 本紀 (廿 九) に 難 波 築， 1 羅城 1 云々 昔日 攝津職 を 置て 西方の 鎭 とした まひし 跡に や 

森 明 神 成 IS 杜村) 

用 明 ^<皇 を祀 ると 云々 此 社の 祌寳に 古き 旗 有、 其銘に 天下 有 貴 物 人心 也 理非 法驗 天と 書せ り、 是後醋 

糊 H<€:.i の {； ^翰に して 楠 正 成に 賜 はりし 旗な りと いへ り 

多 田 宮 (河邊 郡多阳 iid 多田院 村) 

祭神： A 座滿 仲公賴 光公賴 11:^ ム賴義 公義 家 公也、 其 中に 滿仲公 は 一 一十 四歲の 御影と て緋 おとしの 御 鐘 御 

太刀 鲛賴 金の 鐸 左に 弓 右に 矢 を 持し め 給 ふ、 連錢蘆 毛の 馬に 御す と 云々 (源 家の 鎧是を 以て 考ふ へし) 


0 


近年 正 一 位に 進めさせ 給 ふ 

天 王 寺 四箇院 (凡そ 大 寺に はむかし 此四 院の號 有し) 

敬田院 (衆生 歸 依の 場所 斷惡修 善の 所是妨 舍の號 也) 

施藥院 (藥草 をう へ 法に 從 ひて 藥を 製し 施せし 舍也) 

療 病院 (無 緣の病 者 を 寄宿せ しめて 養育せ し 所 也) 

悲田院 (貧究 無頼の 民 を藥て 住せし め 衣食 を 給せ し 所 也) 

按す るに 攝州河 內兩國 官稻の 中 三千 束 を 以て 此 費用に 給 ひしと かや、 今 天 王 寺 村 鸱田道 頓堀天 滿の四 

ケ所 乞食 寄 往の地 ある. は 古しへの 餘 風と かや、 其 地 を 看 顧す る もの を 長 吏と 稱す、 凡そ 後世 乞食の 部 

類な りと い へ る 土人 は その かみ 京師 南都 及 ひ 難 波 等の 悲 田に 入て 養 はれし 孤 獨か自 業 を 起して 他所に 

移住せ し 者と もの 末々 をい ふとなん 

1 心 寺 (天 王 寺 村 茶 磨の 下に あり) 

昔 五智 光 院の新 別 所 也、 天台 座主 慈 圓大儈 正 天 王 寺 法務の 時 東漸 大師 新 別 所を營 して 日 想觀法 を修し 

たま ひし、 後 白 川 法皇 も臨宰 ありし 法 跡な り 

南無 阿彌陀 とい ふより 外 は 津の國 のな に はの 事 も あしかりぬ へし 

と 大師 詠した まひし (六 字の 聖號 も此 歌と 書 添 まし けり 今に 難 波の 名號 とて 一 心 寺什寶 也) 數百 

の 星霜 を 麼て慶 長年 中に 然蓮社 本 譽存擧 上人 (三 州の 產天野 家中) 舆の祖 となり 一 心 寺と 號 せらる 坂 

松 山 高 岳 院と稱 す、 東 照 神君當 寺に 入御 (慶長 五 年) 有て 造 寺 資緣の 望 を 問せ たま ひしに 只境內 不^ 

の禁 あらん 事 をのみ 啓して 世故の 求め 一 事 もなかり し、 神 君 其 志 を御感 ありて 殺生 禁斷の 制札 を 賜 ひ 

且坂松 山の 寺 額 御 筆を染 させた， まひし と 云々 杻 神 君の 御 幼 息 仙 君 御 早世 まし/、 ける を、 本 * 上人 

燒 香の 師 として 高 岳 院華窓 林 陽 大童 子と 號 しま ゐら せられし (于時 慶長五 年 一 一月 七日 御 早世な り) 

1 .   1 六 „ 


  ： 六 二 

尾 府下 高！ 院は元 甲斐 國 にあり て 持 名山 敎 安寺と 號す、 童子 香 火の 場と なした まひし 後 御院號 を稱せ 

しむ、 

須磨寺 (福 祥 寺と 號す) 

平敦 盛の 母 衣き ぬ 及 ひ 所持 せられし 笛 等 什物に 藏む、 敦盛自 詠の 和馱 とて あり 

庭 雪  音壽丸 

よしやた >f と はれても またな くさ まむ おのれ あとな き 庭の しらゆき 

寄 松 祝言 

みとりなる 松に 千と せの 色兑 せて ひさし かれと や 軒の まっかせ 

共 H; 影 新 舊のニ 幅 あり、 新 は 因 州の 荒 尾 氏 寄附 也 

有 揚，^ 山お 3 幅 寺 

呵： は 殿下 (秀亩 公) の 叔父 大淸 和尙 建立 光德 山と 號す曹 洞 派の 寺 也  ， 

獨站山 鏑射寺 (有 馬 郡 山 W 村) 

此寺は聖tc^K子開基也、 寺社に 太子 蝦夷と 鬪ひ給 ひし 鏑矢 こ、 に當 りけ る 故寺號 とすと 云 々 かぶら 

寺と 讀む、 或は 蕪萊 寺と も 書せ り、 按す るに 尾 州 海 部 郡 日 置 庄甘村 井村 (カン ムラ イト 讀) に 正 一 位甘樂 

(力 ムラ ヱ) 名 神と いふ 社 あり、 是尾張 部. '氏 社に して 祌八 井耳 命 を まつれり、 攝 州の 力 ムラ ヰ も 恐ら 

くは是 に しきに や、 寺 傳は野 俗の 附會に 起り て聖德 太子の 事 を 記せる にや、 太子 蜈 夷と 闘 ひ 給 ひし 

紀に兑 えさる 歟 

阿 彌陀堂 (お 馬 村 蘭 若 院と號 す) 

此庭 中に 履 石と いふ 石 あり (くつ 石と 呼 ふ 石 諸 州 亦 所 々 にあり) 

11; 本 松 (有 風 村) 
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一 株 は古樹 にして 其 圍三尋 餘地高 サ十餘 丈 一 一 株 は圍ー 一尋 はかり 高 サ八丈 木つ き！： しく 一一： 株 一 所に 生す • 

山 神 ありて 村民 祭る、 其 木の 落葉 を 拾 ふ 事 を 憚る と 云々 

遠 州 見 付府に 三本 松の 村 名 あり、 日本 悠 風土記に も 見えたり、 今 天神の 祠 ありて 村民 まつろ 

〇 嚴島 道し ばの 記は藝 州い つくし まの 全 志な り、 近世 貝 原 益 軒 名 寄 (一 ー卷) 京め くり 大和め くり 有 馬 名所 

記 木 曾 路の記 12 光山 名勝 記 及 ひ 諸 州め くり 等の 書を述 して 刊行す、 是皆 太平 n 久しき 故 文 雑の 士諸國 の 

州 縣 志其絕 たる をつ いて 世に 弘く せりされ は 見す しらぬ 國 里の 故 を 居な から 知る 事 亦 よろこ ひさらん や 

〇 泉 州 1^ 顯本寺 (曰 蓮宗) の 僭 某 後に 還俗し 高 三 氏と 稱し、 自隆 達と 號す、 りう たっとい ふ耿 唱は是 かう 

た ひ 初し となん 

〇 泉 州堺樓 町の 醫師 願慶 とい ふ もの. -子喜 多 長 能と いひし、 當 時の 勘 太夫と いふのに 猿樂 をなら ひ 其 妙 

を 得たり、 是を喜 多 七 太夫と 呼し 

因 に 云 百番の 謠其廿 五番 は 今春 某 か 弟子 車屋 道 說選ひ 出しけ ると 云々 (道說 は 場の 車 町の 者な り) 

〇 諸官貪 4,^ にして 受 賄鬻獄 する 事 和漢 今古 絕 さるに や、 代々 嚴制を 下して 剝 民の 職 私を禁 せられ 侍る、 

近く は 文昭公 御代 始 官府の 中 殊に 鐵刺を 正し まし ましけ る、 猶國家 今日 買 曲 成 直の 聞え も 侍る にこ そ 

今 玆乙未 七月の 制に 云 

公事 訴訟 有 之 者と も 奉行 役人 中幷其 家來の 末々 とい ふと も 內緣を 求め 音物 を 相 贈 候 之 懐 制 禁有之 候、 

違犯の 輩に 至て はたと ひ理 運の 公事 其 謂 ある 訴訟と いふ も 一 切に 許容 有へから す、 若乂 裁許の 年月 を 

過 相 聞 候と いふと も 急 度 其 沙汰 こ 及 はれ 罪科に 行 はる へ きもの 也 

正 德五年 乙 未 七月 

嗚呼 苞苴 寅緣の 不潔 遂に 引手 直 求の 俗に 至る あり、 人 それ 貪汚の わさ を不耻 へ けんや 

〇 或 問 我 公領 木 曾 山の 材木 洪水に 漂流す る 時 他領の 民 これ を 奪 ひ 取て おのれ 利と する 事 聞え しゅ ゑ此春 

】 六 三 


水 水 伊 大杉荻 

因 伯 伊 大彌源 
幡耆勢 隅 太 I 
守 守 守 守郞門 
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柳營の 有司 廻文 有しと 其 時 如何、 曰 共 文 如 左 

尾 張 殿 領分 木^ 山より 伐り 出し 候 諸 材木、 洪水の 節 川筋 前々 の通猥 なる 傣無之 様に、 寬永 五ケ 年御老 

巾 被 仰 渡 木 .1= 川筋 は、 山元ょり勢州長^：：？領桑名領！^川領通り有之、 其 節 御助定 奉行 觸書 差遣し 候 得と 

もお ひ？ 桑 名 叫 n 市海邊 へ 流出 候 節 は 猥成義 も 有 之 様に 相 聞 候條、 自今 以後 は 右 海邊共 材木 流 寄 候 は > - 

山：： 儿之 役人へ 申 届 之 分 一 受取 材木 可 相 返 候、 右 之 旨 此度も 御 老中 被 仰 渡 候 付如此 候、 此上猥 成 義も有 

之 候 は 穿 髮之上 曲事た るへ し、 此 狀觸留 りより 可 相 返 者 也 


勢 州 桑 島 四日 市 

右^ 月 九 n 辻 六 郞左衛 門より 村々 庄屋 年寄 您否 姓へ 遣す 添狀 あり、 右川 筋海邊 御料 私領の 村々 

松 •  个下總 守 領分 (桑 名) 濃 州 御 ，5^ 代 支 十九 村 辻 六 郞左衛 門 御 代官 下 五十 "K- 村 

壻山 對广？ 守 領分 だケ村 

未の 六月の 洪水に 我公府 のお 司 右の 諸 村 へ 通し 流木 返辨 ありし とそ 

〇 洛束 文珠院 に德善 院玄以 法師 (前 田，：！ SS. 影像 ありし、 今 一 乘寺 村の 圓 光寺に 移し 置 

按 する に文珠 院は舊 高野山 木 食 興 山師の 寺に して、 玄以 その かみ 上人の 壇 越と して 其 營作 美を盡 せし 

然るに 元 祿五年 高野山 行人 方の 僧 不法に 依て こと./ \ く 配流 せられし、 文 珠院も 行人 方の 寺な りし か 


は 東都の 護持 院の 末寺と なし 新義 派と なした ま へり、 こ、 に洛西 乙訓寺 (今 里 村 法皇 寺 也) は 弘法 大師 

の舊 跡な りと いへ とも 一 旦故 有て 南禪 寺の 伯 英和 尙彼 寺を領 せられし より 禪院 となれ り、 護持 院の大 

僧正 毎々 こ、 を密 院に復 せまく 思 はれし 折から 文珠院 は南禪 寺と 地境 近し 故に 請て 乙訓 寺と 其 地を替 

へ 再興の 功 を 成せられ し、 是 より 亦文珠 院は禪 徒の 居住と なりし (今 は 亦 京都 邊へ地 を かへ て 昔の 跡 

田 土と なる) 此時 玄以法 印の 影 を 以て 圓 光寺に 達り 移せし、 彼等の 現 住 は 前田藝 州の 息な ろ 故 先祖の 

影 なれ はとて 南禪 寺より 沙汰 せられし 圓 光寺の 寺 主是を 入て 崇む、 但我後 他氏此 寺に 往せは 亦 必らす 

此 像を廢 せん、 然る へ く は 玄以の ゆかり あらん 寺院に 安置せ まく ほしき 事 を 歎き 侍る となむ、 

嗚 法 印 は豐臣 家の 三 奉行の 隨 一 にして 當時 威勢 を 天下に 振へ り、 然るに 今 は 其 裔微々 にして 其 遺 像 を 

さへ 誰 あかめ 祀る 者な くもて あっかへ る やうに あなたへ こなたへ 移し 侍る さま 聞に も 人 問の 盛衰 定 なく 

侍る、 凡そ 今日 世に 時め く 者の 祖先なる 寺院 は是を 面目 とし香 火の 供も嚴 重に 是は某 殿の 眞像 H;.! は 何 氏 

の脾 子な らんと いと ほこらしく 人に も かたり 侍る、 嗚呼 護 寺院 情 あら は此 像み 一 他宗へ は 渡す へからす、 南 

禪寺 こ、 ろ あら はいかて 文 珠院に 其 儘に して 安置せ て 有へ き、 兩 寺の 儈等只 今日の 名利 をのみ 謀り 一 時 

の驕を 極る か 故 也、 他の 追 遠 を かへ り 見さる 有さ ま 無下に つれな しゃ、 近年 濃 州高須 にて 羽 林 家 (義行 

公) 德永 氏の 遠 忌 をね もころ にと ふら はせ 給 ひしなん と は 御 志 わきて 有 かたき 事なら す や、 僧 法師 は 毎 

に 法界 萬 露の 回向と てすな る さら はなと 其 寺院に 昔大檀 越た る 人の 靈をは 捨てと ふら はさろ や、 おのれ 

に 利な けれ は 位牌 遣 像 もな を さりに して 塵 汚に くち 侍る 類 ひ 都鄙 呰 同し、 され は 世の 覺ぇ 花やかな りし 

人 々 のう へ すら 見ぬ 世と なれ はかく あさましく 恐れ 行 侍る もの を、 まして 世に 數 ならぬ 身の 死後の 事、 J 

ちな く 思 ひ 置 侍らん は 尤も 愚 也  - 

〇 我 府下 永 安 禪寺は 淺井備 前 守 長 政 卿の 菩提 道場なる も 今 は 誰 忍 ふ 人な きそ あはれ なろ 

永 安寺、 殿貞 1^ 道松大 居士 (忌日 六日) 

n .   1 六 五 
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天 公豈吝 中秋 月 雲 斷寒宫 碧玉 靜拂素 風 蘆 荻 露 襟懷 似， 舊 更吟哦 

むら！^ 一 もた え-/ \- はる  >- やまのはの 月 はいと はぬ あきの ゆ ふかせ 

五更に ね ふり さめて 破 窓 白く 半 疑 の月雜 いと、 す、 し 

しらつゆの むす はぬ 夢に おき も あ へ すま くらす  >- しき 月の あけ ほの 

〇 中秋 遊，， 白 華阖， 因贺 

主 翁 携，， l{tii:,  木宗 職再拜 

傲喻 l^if ^事，， 一能 休 1 一朝 通， 籍 肅淸修 名高 月影 婆 夜 譽起 桂荒馥 郁秋 

ハタ f 香 俊，， 北 斗， 風流 異 n 賦 n 東海, 交 歡何用 投，， 車轄， 到曉 醉韻爛 不レ牧 

和 SIS? 

老去 M^ll 安-, S 休， 自慙 官事 更無 レ修 芳筵卷 レ霧雖 レ吟レ 月 古 鏡 照 不 fe レ秋 

一夜 舊知縱 --笑 語 1 片雲 世 外 住，， 浮游 一 天馬 開 遍桂花 露 只 聞 金風拂 レ曉牧 

寄 月 祝 

いやた かくひ かりさし そふ 千世の 秋 見る かひ そ ある 松の 月 かけ 

年 へぬ る松戶 ほそ も 霧 はれて ひかり さし そふ 秋の 月 かけ 

老の浪 立 そふ 月の かけ はっかし さも 人に と はれ 侍る ほと うれしくて 

いと ふ へき 我 W いそちの 秋の 月見る かひ ありと 人に と はれし 

〇 親 朋往來 之禮只 可. >  視，， 義 疎密， 以 爲キ隆 殺よ 若 乃 計， 家 道 貧 作，， 靑白 俗眼， 量，， 子 姓 興衰ー 爲，， 炎凉世 

態， 者则 市井 交！ 之道而 風俗 it 惡 4^ 明 顯者也 有 道 君子 必不 U 其 然ス齋 家寳耍 ノ 上) 

禮は往 來を尙 ふ 事 人情に 本づ くと いへ とも 君子 施 出 事 有 は 亦 その 我に 在る もの をつ くす のみ 必 しもす 

ざて 人に 責望. せ なれ 今鄕俗 一 桃 一 李 も 相稱 はん 事 を もとむ る 者 あり 何 すれ そ 鄙し き 世 豈券を 取て 禮を 


尻  g 


行 ふ もの あらん や 

〇 秋 丁の 曰 勝 氏 賦，， ， 玉澤 如，， 秋 露, i 

月影 昭然. 1 水流 傳 心統學 道何體 餘波東 注 素玉澤 露 §s 扶桑 滿地秋 

其 和 

.^.1 淵々 不 レ斷， 流 人 和天黉 自惟體 白 頭 靑眼文 園 月 桂 字 松 琴 更有レ 秋 

〇 近世 諸 社の 神人 大火 祭と てこと. /(- 敷すな る はまへ に吉 田の 卜 部 作り出せる 神道 護摩の 名を替 たる 也 

元 眞言 家の 行事 を と り て 作り出る もの を 天の岩戸の 故事なん とい ふこ そ尤附 會の說 なめれ 京師 火燒の 

故 を も 知ら さりけ る にゃあ さまし、 亦 山 崎 敬 義の傳 へ とて さま ノ、 巫 風 をな す 事 東都に 此頃は 多く 聞 ゆ 

(庚申 待 及 ひ 五の 字の 符 等の ことし) 或 人 敬義を 評して 其 かみ 釋を のかれて 儒に 入り さらに 儒 をの かれて 

巫に 入れな とい へ るけ にもな り 洛の御 靈の宮 のうちに 生な から 靈祠を 立なん とせし もけ やけき 事に や 

〇 土 佐 某 か 描け る 古き 十一 一月の そうし (上下) を 見る に 十 一 月の 條に 大內 より 民の 家々 まて 庭 火 を燒き 

神 をい さむる 事故な きに あらす、 書て あまの 岩戸の 故事 をい へり 其 御 火た きの 綺 左に 記す ことくな り、 

今 は 京の 町に も か 、 る わさ 大 やうな きに や 此辖七 八十 年 以前の 物と 見えたり (辖 一 六 〇 頁) 

〇 木 氏 某の 慈 堂 一 甲子 初 度の 賀し 侍りけ る日壽 扇に 添て 申 遣 はしける 

靜 開海屋 酌-, 靑州, 鶴算爲 初 第 一籌 佳 氣淨？ f 琪樹曉 壽香馥 郁 菊花 秋 

かそ へ なん 秋より 秋の色 見せて ちとせ もに ほ へやとの しらきく 

〇 土获 を 山歸來 とい ふ 事 諸家の 本草に 見えさる にや、 草 禹餘粮 冷飯圍 等の 異名の 外今淸 船に 載 來る土 

筏 の^に は 尾 の 字 あり、 是も亦 本草 綱目に なき 名歟、 凡そ 藥 種の 名 時代と 州 郡との 鄕談有 (或 云 山 

歸來は 和 人名つ くる 所と はまた 可否 を しらす) 況ゃ、 鳥獸 魚介の 類 こ  >1 かしこ 有無 亦 其 名 異なる もの 多 

し、 一 をと めて 物し り顏 ならん はいと おこの 事 也。 
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〇 乙 未 九月 廿 九日 大樹 婚儀 を 定めさせた まふ 

法皇 御所の 姫君 八十 M 呂と 云々 (御 年 一 ーッ) 

三 家 御 方 及 ひ 諸 大名 (慰 斗 目 麻 上下. s„ ^營 命を受 て則賀 せらる 

〇 我 公 前相國 (近衛 家 ヘム) の 御 女 を 小 君に 定め 給 ふ 

七月 二日 竹 腰 愛岐守 阿部 能 登 守 登 營 井上 河內守 台 命を傳 へらる 

台 命 ありて 此度 御入內 あるへ き 常 君 (御 年士 一) の 御 妹 安 己 君と 聞え し 御 母 は 町 尻の 宰相 (兼 量) の 御 女 

(御 つまの 御 方と 云々) 


0 尻 卷之 六十 一 

〇 後土御門 院明應 九 年に 崩御、 朝廷 衰微の 日な りし か は i« ^葬の 御備 なかり し 故霞柩 いた つらに 內裡の 

戶に置 奉りて すてに 四十 余日 漸 にして 泉 涌 寺に 葬 奉る、 後柏原 P 踐 まし/、 て 什一 ーギの 後人. 水 一： 几 ハキに 

御卽 位の 禮行 はる、 是 亦貢稅 なき 故に 延引せ り、 西 三 條の實 降是を うれ ひて 水 願 の佾信 樂院顯 如に か 

たりて 費 料 を 乞て 形の ことく 執行 はれし とそ、 是 によりて 顯如を 大僧正に 任し 門跡に 准し 給 ひける、 後 

奈良院 踐祥の 後 十一 年 天文 五 年に 御 即位の 禮 あり、 大內義 降 費 料 を 奉りし 故 太宰大 戴に 補せられ し、 正 

親 町院踐 の 後 四 年 永綠三 御卽 位の 禮 ありし も 毛 利 元 就 费料を 奉りし か は 大膳大 夫に 任せら る。 

嗚呼 四 君 衰禮の 世に あ ひた まひ か.. -る 非常の 事と も ありし、 

〇 覺禪抄 (百卷 中島^ 丹 羽 庄長野 村 山萬德 寺に あり 今 闕六卷 諸 經佛像 悉有此 書) 萬 德寺は 稱德帝 勅願 所 

元祿 十五 年 六月 九日 此書畢 免 

〇 名 古尾 鎌 を 製す る鍍 冶に 南方と いふ もの あり、 傳へ 云義敎將軍富士御覽の時熱田圓幅寺に御止宿^^し 

に鑷 鍛冶け ぬき 奉りし か は、 なん ほうよ き鑷 なりと 仰 有しより 定號 とせし となん。 

〇 漢書 曰 勢 交 者 近 勢 盡而已 との もりのと ものみ やっこよ そに して はら はぬ 庭に 花 そちり しく 

財 交 者密財 盡而辣 あはれ けにう きとき つる k 友 も かな 人の なさけ は 世に ありし ほと 

色 交 者 親 色 衰而絕 ちきり きな かたみに 袖 をし ほりつ 、 すゑの まつや ま浪 こさし と は 

〇 南海に 海人と いふ もの あり、 形 僧の 如くに し- r ちいさし 渡海の 船に 飛 入りて 寂に 座せ り、 若 S 、敷 見 ゆ 

れは必 大風 ありと いふ 觀抄 篇邵子 か說に 見えたり、 我 國四國 のみに 此 もの あり 俗に 海小愤 とい ふ。 

駿州 富士足 高山 間に も 山男と いふ もの 有、 林 羅 山の 筆記に も 見えたり、 所 jS もの 此物 にあ ふ 事 をく は 
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しく かたる 

〇 譜牒の m んす へき 事何士 普か宗 规に詳 なり、 異邦 清明に 其祖を まつる 時 本家 支流 皆會 し各帶 する 處の 

系 n を 出して 北ハ 族長に 見せし む、 若 收ー减 疎に して 物に 穢し 文字 を 磨 壌す る 事 あれ は懲誡 して 攻 しむ、 亦 

不 小：！：^ 己れ か 家系 を 他に 資り、 或は 自 て. £1 を 以て 摘と し 支流 を紊亂 する 者 あれ は 官に吿 て 刑に 處 すと 

い へ り、 けに も 家譜 は 共 氏 姓 本源 を 記し 父祖の 實事を 編し 後世の 證 とする 物 なれ は 家々 重 貴す へき 事 也 

故に 我闽 古しへ 勒 して 家の 譜牒を 召て ルを治 部 省に 出さし め中務 省に 呈し阖 書 寮に 藏 しむ、 家々 も亦是 

を 記して 藏め 子孫に 傳 へし、 氏 上 支. K を 都て 各 別家 を 保し め 其 尊卑 を 素れ さらしむ、 戰國に 及ん て 本 支 

の 分 を 失 ひしょり 妄 作の もの 多く、 あらぬ 人の 裔 なと いふ 間々 あり 

01 白 根 起 白山 同 加賀國 なり 但後京 極 歌に 

こ、 にし も ひかり を 分て やとす なるこし のしら やま 雪の ふるさと 

と讀給 ひし は 一 處 にあら さる^、 越の 山 越の 高 根 越の 前 巾 後の 三 州に わたれり、 但上宫 太子の 雲上 記に 

越後 國 こし 山と 書せ り 古志 郡に て 侍る にや、 越路浦 (越後 國 こし 郡) 越 海 越 湖 (s^::-にょめり) こしの 

うみと は 亦 前後 共に 讀し歌 多し 

〇 世俗の 文 *! 封に 五大 力 菩薩と 書て 遠方に 遣 はす 事 如何なる 故な り やと 曰、 按するに釋家^？^大カをもっ 

て 道 祖祌に 習 合する 事 あり、 南都 般若 寺より いへ る 五大 カ幷符 章に 習 ひ 起り て 11  〔戕の 封に 書と 云々 

〇 歸家 日記 (三 册) は 京 極高豊 (讃州 丸 城. 干： 備屮 守) の 母堂に 仕へ し 女房 (井上 氏 女 名み ち) 一 兀綠 二 

年 夏 is^ 都より 國に歸 りし 其 日記な り、 此： i 人 幼より 惠敏 にして 書 をよ む 詩 を 作り 和歌 を 詠す (後 三 W 氏 

某の 妻と なる) 其 書の 內 あしから 山を 見て 

よそに してす き ゆく 關の あと なれ や 名のみ にこ ゆる あしからの やま 

天龍川の 詩 天 龍 河 上天 龍 去 龍 去 河水^ 永 流 二 水中 分 成 大小 小 斯褐厲 大浙舟 


， 


詩に 深 則厲淺 1^ 揭と いふ 文字な と 取し にや 女の わさに いとこち たき まて 開 ゆ、 钂 門に 人て 佛. V】 きら へ る 

にや 古寺なん とに 詣し さま 見えす 

〇 前 將軍家 (有 章 公) 日頃 御いた はり 次第に 御 心よ からさる 程に 御 祈と もさ まく 御沙汰 ありし に、 或 御 

醫師 日蓮 黨 なりし か 鬼 角して 曹洞ケ 谷の 鬼子 母祌 こそ 震驗 いちしる しく 侍れと て內々 彼 寺 僧に 仰せて 御 

祈 有し、 僧 云 鬼子 母祌の 法に 千婦 の^ 汁 をと り是を 以てい のり 奉る 秘 ありと て、 市井に 令して 千 人の 乳 

汁 を 取り、 卯月 御 祈 を 初めて 月 を かさね 結願し 符章を 獻 せ しに、 やかて 御 早世 在し か は 邪 僧 も：. WEI を 失 

ひ醫も 彼に 黨 せし 事 あら はれし、 夫 鬼子 母 は 如意 輪觀 音の 等 流 身に て 密家其 法を傳 へ ム：： 家是 を祀ら とい 

へ 共、 千婦 乳汁の 事 |れ 軏の說 になき よし 顯密の 老師 等 眉 を ひそめし。 

0 諸 州 節 序の 祝 各自 古し へよりの 風俗 有て いと 異也、 南都 は冨 家貧戶 元三 家の 入口なる 庭に 圍爐ー を か 

まへ、 福 わら あつく 其 上に 疊 しき 家の 主 夫婦 そこに 出て 拜 年の 客を受 く、 門に は必 むしろ を たれて 巧 客 

あんない すれ は 請し 入、 家の 妻 自ら もちやく まねして 雜 煮に 入て 饗す.' 客 庭 憲の祝 ひに あ ひたりと て 謝 

す、 伊勢 宇治 邊は年 禮の容 來れは 先お しきに さんきち やる とて ニ寸 はかりの わりた る 木 一 ニニ 枚 藁に て 結 

たる を 置、 田作り かう しなと おき 交へ て是を 年始の 饗 とし、 つきに いも かしら 三ッ 椀に もりて (^珠 と 

いふ) すへ わたし 小 紙 一 肷を 以て 引出 ものと す、 家の 貧富に より 紙の 大小 多少 あり、 我 尾 州の 俗- 兀 より 

雜 煮の 上 小 蛤の あつ もの 飯饌に 大根の 汗 田作りの 鰭 を 用 ひ 侍る は津 島よりの 風俗と 兄え たり、 今 柳營及 

ひ 三 家の 御 方 三ケ日 御高 盛麥 飯ね ふか 汁 いなたの 縫觅の あつ ものな と 用 ひさせ 給 ふ は 三 州 松 平の 御 佳例 

とそ、 凡そ 三 州 譜代の 御家人 家 多く は 元朝 麥飯 いなた 鰭 にらみ 鰯 (鹽 いわし 三ッ其 儘に て 置) なんとす 

はるを 佳例と する も 花 美の 風 ある 事な く 中 十 ：！ 民家 質朴の 云爲也 

亦 播州 須磨兵 庫 邊壬已 の 日 軒に 桃と 柳と を さし ましへ 侍る 事 端午の あやめ ふくが 如し、 南都 市井 五月 

五日 大竹を ひしと 立なら へ 侍る 我 熱 W の 門松の ことし 
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〇 废土 九月 十三夜の 巧 を ふ 事 可 大復か 詩に 見えし と 或 書に 記せり、 然るに 彼 集 を 見る に 其 詩 は 八月 十 

三日 夜の 詩に て 九月に は あら 寸、 彼槃に 八月 十三 日より 十九 日まで 七 首 五官 律詩 あり 

〇 細 川 三齋^ 氣を くるしみて 詠る 歌と て 人の かたりし 

いかにして 我す むさと を あらす らん 消ての 後 はおな しかれ 野に 

0 度^ 昔 人の 名 51^ 别傅を 知らす して 妄に稱 ろ はいと 俗 也 

广」 Jt^ 力、 1 ン T^t.= ^チカ 1 タカ トシ トキ 八 力 コセ マ^ タキ マ^ ヌシフ アキ テン マ タノ" ヨシ.." マ タナリ ツギ フヂ 

M  0  0  乙 叙 訓儒 M 勢 磨 蘭 磨 主復 在 公 眞能守 仁 道 眞作 弟 藤 

,1 ホゃ タ  >  ヒデ ハ^ウ ラ チシテ 

^^n:::城 三 成 £ 上 千乘 

此類ひ 多し 今！ ：！ 藤氏 上代の 人名の み 其 二三 を 記す 菅 家の 祖宇庭 をゥチ カタと 讀か ことし 

傲 名 漢昔吳 音に 讀來る 多し 其 家々 に 聞え し惠 raK- (ケ イク ヮ) 惠心 (ェ シン) 等の 如し 

〇 舜 水の 朱 子談綺 (舜水 は の遺老 我に 航し 水戶 公に 遊 任す る 人 也 安積 氏 平日 所 間 を 記し 朱 氏談綺 とす) 

堆 斥候 處 日本の 火の見櫓の 如し、 五 m に 一 堆爾 とに 作る と 云 

五節 の 時 二月 望 五月 五日 七月 七日 九月 九日 及 冬至 を 五節と す、 後 二月 望 を 上-: 几に 改め 七夕 を屮 秋に 

改む、 亦 上 元 を 上 已に改 む 明朝の. A 節 を淸明 端午 中秋 重陽 冬至 也 

蕃事 (日本 評定の 類) 牙城 (本丸) 外 羅 (ニノ 丸) 關廟 (三 ノ丸百 月 城) 甕狨 (ムマ タシ) 瞭哨 (遠き 

を 望む 高臺) 垣 (土 居) 墻 (S 箭眼 (ャサ マ) 銃 P 、(鐵 砲サ マ) 鵝吻 (鬼瓦の 類 シャチ ホコの 事と 

する は， 誤な り) 紗^ (蚊蠅 さくる もの 蚊帳の 類 フセコ の ごとし) 當鋪 (シ チヤ) 連 襟 (ァ ヒム マ) 

親 家 (ァ ヒャク をい ふ) 拙荆 (己が 妻 をい ふ) ニ婚 (再嫁の 婦. * 望 門 (未 嫁 其 夫の 死た る をい ふ) 健 T シ 

(飛脚ない ふ 亦 急 足) 映 手 (トリ テの 類) ^手 (スへ モノ 断の 類) 喝營 (トリ ゥリ) 貨郞 (コマ モ ノウ 

S 紅抹 額-, 硫球 人の 頭 捲 赤き もの) 兜肛 (ハラ カケ) 禿 毛 龍 (丸哈 ^の 如く 短き 物賤 人の 服) 合 柱 

(農夫 眩 頭より 背 迄 垂て囘 り はかり 竹に て 編む) 裘脚 ai 叉木 綿に して 調す 子 を まく もの) 紐釦 (ネタ 
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ン) 兩 (絹布 二 反な り) 純 (同 四 反な り) ^瞩呢 (ラシ マ) 5^毬(モゥセン) 花 勝 (金羝 にて 花形 を 

作り 面 を 覆 ふやう にして 頭に 押 マジ ナイと す) 扶布 (ザゥ キン) 鼓 面 (書物の 表 子) 按板 (マナ イタ) 

耳ぬ 乙 (ミ、 カキ) 碗靑 (染付 茶 ワン) 倒鼈氣 (ヒ イド 口) 

〇 乙 未 霜月 或 方に て蜋 夷へ わたりて 久しく ありし 者に あ ひて 彼 地の 産なる 砂金 を 得 侍る、 色 一具 黄に して 

いと 細やかな り、 海中より 濱へ 打よ する 1^ 石に 交りた る を 夷人 ひろ ひメゥ シと稱 す津輕 人に かへ 侍る と 

そ、 岩 金 を は ィゥヒ と 呼 ふ 寬文九 年下 蝦夷 酉 シャク シャイ ン上 蝦夷の ハイ カセと W しく 津輕の 令に 背き 

て亂を 起せし 松 前の 主に 仰せて 伐し む、 今 は 上下の 蝦夷と もに 津輕 家の 民な り 男 を ヱ ス女 をメノ コ シと 

呼 ふ、 女に も 髭 ありていと むくつ けなる に 面に も 乎に もこ まやかに 入墨して 唐草の 類 4 なすと そ 彼等 

津輕 家の 家老 をシ ー ノく 一一  シッハ とい ふ、 用人 をシ イノ 一一  シッハ とい ふ、 平 侍 を 二 シッハ 富 人 をシィ 

シャムと いふ、 彼等 か 家 窓 二つ 明て 一 方 を かもいとの 一方 を ふうく はむ と稱 して、 凡 食物 を 祭る 力，？ レ 

は 土地の 神靈 ふうく はん は義 經の靈 なりと いふ、 島の 人 死 すれば 菅 こも を 以てつ- -み弓 刀 等 をョ， に 箱に 

納めて 土中に 納む、 其 後 親族 あつまり あや ほうしと いひて なく かく ありて、 H? 客 各 はた 力に なり づ 刀に 

て 舞 かこと くし、 喪主の 額 少しつ- -疵 つけ 侍る、 其 妻 潮 を そ. - ひて 止む とか や、 誠に 蝦夷の 風俗 也 ^ 

方言 多く 侍りし 內に食 を あま、 汁 はっか 水 はせ- - つか 椀 は ざき とい ふ、 夷人 鬆 多き 事 尺 餘滔吞 時 酒 箸と 

て 七 八 寸の木 を 平め にして 表 は 銀 裏 は 狡つ け、 夫に て ひけ を 分て 滔を飮 下品の 夷 は 木の 切れに て 力き わ 

け. て飮 む、 酒の めと いふ 事 を ゑ もしき 鋭く ふ 事 を ゑ もれと いふと かや、 常 は 弓 を 持 山に 入て 獸に ふす と 

て ある をと り 夏 月ね りて 用 ゆと いへ り、 魚は鮮 多し 漁して からさけ とし 松 前へ 出す、 にしん び 子 も 彼 

地の 產 なり 凡上蜈 夷の 末 迄 三百 餘里 ありと そ. 北 は東韃 子に 向て 無下に 近し (五 七 里) .=4 ゅァ" に 縫 子、 m 

物卷 もの 多く 蜈 夷人 買得て 津輕松 前人と 食に か へ 侍る、 其 織物 とんす のこと くにして 甚 光澤 あり 

0 糯麥 (和 俗ァ カハ クム キ) 近世 朝鮮より 其 種を傳 へ 來る もの いとよし、 西 國の民 朝鮮 麥 とい ふ麥 切に-.,. 

11   【七 七 


1 七 八 


て 味 美 也 

〇 或 曰 伊勢 一 一所 太 神宮 造替の 心の 御 柱と て 神秘の 事 ありと 如何， 云 凡 祌宫の 御 事 家に 非して 容易に いふ 

事 II- 多し、 但 心御娃 記を按 する に 大田命 始て造 進の よし 兒ゅ、 豊受： 大降木 記に 云四德 (天) 五行 (地) の 象 

にして 徑四寸 長 五 尺 五 綵の線 を 以て 據ひ八 lis^ 榊に て 飾る と 云々、 1 名 忌 柱 亦 は 天の 御 柱 あるひ は 御 量 柱 

等の 名 あり、 二 所の 神宮 建 之 諸 社に は 無と 云々、 御 柱 土中に 入 事 二 尺地 上 三尺 也、 但し 積 石 ある を 以て 

二 尺五寸 現在と 云々、 S 穀の粥 を 播き大 土 公の 祭儀 ある 由 御 柱 記に 見えたり、 此外 傅 は內 官禰宜 家に 

尋ぬ へし、 凡 地符鎮 謝鬼符 等の 事 は 御 柱の 記に 見 ゆ、 大方 陰陽 家の 作法なる か 密家寶 塔の 地 金 柱 を 立 

金 壺を I- み 三-九 線の 緩 を 柱に まと ひ 五穀の 粥 酒 等 は 印 土より 傳來の 古法な り、. 祌宫に 中頃より 陰陽師 あ 

り また 密 家の 行事 を 用 ひたる 事甚 多く 閱ゅ 

(心の 御 拄の圖 本式の 分は撣 ありて 略して 書す). 

b  - 


る 


〇 或 人の 家に て 連歌し ける 時 

いつまて すまん 花の 下 かけ 

とい ふ 句に 

かり 初の 世 や むらさめの 一 やと 

り 

〇 世の中 はかなく 人々 多くな くな 

り 侍け る 頃 

數 ふれ はと もに *n と なりに けり 

おくれさ きたつ 露 も ふり も 
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o ト部兼 俱は奸 謀の 人な りし 予か岡 上記に 筆す、 されと 文 十 一 年 十 一 月棄場 を吉田 山に 再興して 神 ®l 

官の 荒廢を 新に せし、 死後 靈祠を 建て 神 立 明 神と 號す (明 神號 は私稱 なり) 

〇 賀樂カ ダラと 訓す、 文德實 錄齋衝 三年 六月 條 下に 見えたり (祌樂 と 同し) 

〇 日本 靈異 記に (孝 謙 帝の 御宇 僧 景戒所 撰) 尾 張 國愛智 郡 片輪 擲に 女の 大力 ありし 事、 及 同 國屮島 郡大領 

尾 張 宿 禰久玖 利か 妻の 強力 道國 法師 (尾 張の 產) 競 力 等の 事 を 記せり 

〇 肥 州 長 崎 港 近年 令 ありて 異邦の 商 客 市井に 居す る 事 能 はす、 且 代物 替 等の 事なん ともろ こし 人 利 あら 

さる 故 我 國の奸 商 等 ひそかに 異 客に 通して よからぬ わさ 多 かりし、 去年 甲 午 秋 其 奸商等 こと /\、 く 刑せ 

られ し、 崎湊の 市井さん /-\ 困窮の 愁を 吿て關 東に 申せし か は、 此春乙 未 仙 石 阿波 守 及 ひ 石 川 三 右衛門 

を 崎 湊に遣 はされ て 諸事 令 を 改めた まふ、 是 より 異客 市井の 舍 にやと り 侍りて 萬 古しへ に 近し とい ふ (代 

物替 止む) 

銀 高 凡 九 千 貫目 (唐 船 へ 六 千 貫目 阿蘭陀 へ 三千 貫目) 

唐 崎 三十 艘に 定めら る 

崎陽の 商家 は異舶 入津の 地 其 利 多 さ ゆる U 母々 驕肆の ふるま ひ ありし、 今度 これ を 第一 にい ましめ..：' れ侍 

ると なん 

〇 元 祿十年 丑 東都に して 新に 銅錢を 鑄さ しめらる (徑八 分 弱 重 八 分) 同 十三 年 辰 京師に して 亦 新 鑄す、 徑 

重サ 東都に 等し かりし か 次第に かね あしく 其 目も輕 して 去年 午に 至て は 其 徑七分 其 重サ六 分に 過 さりし 

か は、 新 令 ありて 東都に して 新錢を 鑄さし めた まふ 

其徑八 分强其 重サ壹 文目 (寛 文錢に 劣らす 但し 銅の 位 少しお とれり) 

又 佐渡國 にしても 新 鏡す . 

其 徑八分 其重サ 九分 (東都の 錢に ひとし 位 はおとれ り) 

.  1 七 九 


き. 


  1 八 0 

裘に 佐の 字 鏡る 

〇 或 問武城 isKm 瑶璃 殴の 前に 竹を植 しはい か 成 故に や、 予云台 家に 閒し昔 花 峰 大師 (慈 覺) 入唐して 五 

ム：： 山の 竹 を 根 こしに 持 来り、 根本 中堂の 前に 植給 ひし 其，！！：. 竹の 根 を 分て 東都に 5 つし う ゑ 法 流の 絶 さる 

しるしに なんな した まひけ ると そ、 是 もまた 大明院 一品の 宮の御 形見と おかた く覺ぇ 侍る、 予過 しとし 

彼 山に 參 りて 

吳 たけの よ i にった へし 法の 水な かれは 絕し 後の 五百歲 

と讀 侍りし 

〇^ 俗 杜^ を 以て 郭公と す 誤る 事 久し、 郭公 は^ 鳩の^ 名に して 便 其嗚聲 也、 ネッ コンは 郭公 カツ キヨ 

フコク  クヮ ッコク  ラン 1^ 

ハ鵠^ 也布穀 (列 子) 瘼穀 (爾雅 (唐 韵：) 

此 ijE 其聲を 聞て 人の 名 付る 所 字音 相 近くして ともに 音便の み 

杜^の 異名 杜宇 (禽經 ) 子 3 せ？ 子規 鐘 鹖鴃 雷 催：^ 思歸 此等 共に 音便な り 

MM 周 燕 陽 雀 和書に 時鳥と 書 は 難な きか 

〇 或 人； $ に 頭痛に くるしみ 日々 に 三 里に 炙す る 事 久し、 然るに 頭痛ます/ \ つよく して わ つら はしき あ 

り、 凡 三 里の 炙 しき 時は必 逆上して 熱血 さかんになり 却て；， g 痛す る 事 世に 多し、 是を 治す る 淸上瀉 火 

湯 こそしる しある を覺 しとて 試に あた へし かば、 渐々 快くな りし 愚なる 人の 補 養と て 却て 病を增 益す る 

類 ひ 多し、 世人 夫なら ぬ 事 を も ひたすら 信して 中々 迷 ひに まよ へ る も か- - るべ し 

近世 は溫 補の #ぉ を 人々 好みて 多 服す 心 ある 人より 辨 へて 可也、 頃日 人參 多くの みて 死せ し 者 間々 見 侍 

る 

〇 濃 州 本^ 郡に や t ハ積 村と いふ 所に 稻 荷と 稱 する 社 あり、 一 村の 產神 にして 民是を まつる、 其 祭る 日此 

村の 內頭を 定めて 其 家より 强飯 多く 調し 女子の かしらに いた、 かしめ 神前に 至り これ を 供して 後 終日 諸 


鹽 


尻 


人ぁ^：^まり食ふ、 其 n 彼 祠の戶 を ひらく 木像 あり、 畫形 にして 右手 鎌 を 取 左手- 穢を 持てい-偽に 乘れ. 

姿な りと 見し 人 かたり 侍る- 如何様 村號穗 積の 名に おへる 事に や、 稻荷 のかた ちとい はんも 亦似氣 な。 

す覺ぇ 侍る、 此社 式內に えす  力、； ムー フク-一 マ 

〇 濃 州不破 郡ィ伊 i フ の 神社江 州 坂 田 郡 伊 夫岐祌 社と もに 式內 なり、 是同 神なる へ し 亦^ 州 各務郡 村^, 露 

厨 I の 神社と 我 尾 州 一 宮眞墨 田 神社と 同し 神 を 祭れる にやと 度會 延經祌 主い へり 

〇或問本願.^"門跡に准せられし時ニ品親王に等しく官ー下ぁり、 勅書に 曰 極 官の事 爲ニ品 親王と 云 如何、 

曰是 後奈良 帝の 勒書也 其 本文 を按 する に 

極 官\ 一 事爲ー 一品 親王 被 執 申 候 間 宣下 珍重に 思 召 給 ひ 候 一 室の 光華 數代佳 摸 勿論" 候 尙從門 迹可 有演連 

者 也 

正月 廿 六日  御 花 g: 

本願 寺 僧正 御坊 

如此 つらく 御文 體を考 るに 二 品 親王の 執奏に 依て 極官 (僧 I」to に 任せられし を 仰ら わしに や、 門跡と 

ある これ 靑蓮院 殿の 御 事に して 一 一品 親王と は 便 これ か 爲の字 ある 故に、 不圖 見れ は 本願 寺 を 一 一品 親王と 

給へ る やうに 聞 ゆ、 點の附 やうに て 違へ る 事 有へ しょく 考て 見る へき もの 歟 

〇 問 茶人 利 休に 居士 號を 勒授 ありし と 如何、 實に然 り 正 親 町 院の仰 を 蒙り 茶器 を 製して 獻 上せし かは鷇 

感 ありて 居士 號を賜 ひし 

利 休 氏 は 千 與四郞 とい ふ、 剃髮 して 宗 易と 稱し 抛筌齋 と號し 亦は不 ま-庵と いへ り、 織 阳 信 長 公 釆地三 

千 石 を 賜りし 天 正 十九 年 辛 卯 1 一月 廿 八日 卒せり  1 

〇 濃 州 厚見 郡 平 田 itr 龜甲山 立 政 寺の 開祖 光 居智通 上人 は (尾 州 人 葛 西 氏) 西 山 善 惠！： 師四 世法裔 永覺師 

の 門人な り、 (武 州岩戶 山に 擧ふ) 濃 州に 精 舍を營 して 犬に 法 流 を 漲す (古 は 市 橋 & 寺 を 立 政 寺と 號 す)^ 

.   1 八 1 


  I 八 二 

て 後小松 院其德 を 崇：^ 紫お 崔か 菩薩 號を授 給 ふ (興 正 菩薩) 興 葉 山 下に 岩崛 あり (今 俗に ち B ナま 一 人の 

俗達智 とい ふ^ 往す、 師の^ 子と なる 是尾州 部 田祐； i 寺の 開基 也、 亦 山 縣郡谷 合邑に 0 井 次 郞兼牧 とい 

ふお あり (上 總介平 忠常之 十 世 臼 井上 野 介兼將 なり) 通 菩薩 を 請して 草庵 を 結 ふ、 臼井靈 夢の 感 あり 

て地屮 石像 導 大師 を 得 是今陰 住 山 善導 寺に 安置す る 所の 像な り (善導 寺 は 曰 井 氏 建る 所と 云々) 

杖樱 立 政 寺に あり、 通 師有緣 の 地 を 求め こ. - ろみに 杖 を さし 立ら れ しか 後 枝葉 出て 繁茂せ しと 云 

不鳴池 師^ 蛙 をい とへ り、 蛙 老婆に 化し 誓て 娃聲を 止めし とい ふ 

稻葉 祌の 御うた 

此 寺の みのりの 末 はよ もた え じいな はの やまの あらん かきり は 

0 城南榮 n 寺 は牲 n. 園の 犯罪：^ 戶 梟首の 地な りし を寬 文の 初 僭 任 空 (西 光院前 住) 公府に 請て 一 寺 を 基し 

丈 六の 彌陀尊 を 安置せ り、 故 亞和公 (瑞 龍院) 御感 有て 淸凉の 號を賜 ふ (淸凉 庵と 猇す公 又 金 若干 をた ま 

ふ) 任 力 をつ くして 怫殿 以下 漸次に 營造 なりに き (觀音 堂 は 小川 氏 迭立釋 迦堂は 富 商 伊藤せ jsl 立な り) 

然るに ins: 享ー 一年に や 故 ありて 任 空 出 寺 有し 後 洛東禪 林の 貫首 貞準 上人 を 以て 開山 第 一 祖と 仰き 其 門人 善 

i 仝師晋 院 して 住持せ り、 爱に號 を改て 瑞雲 山榮國 寺と 稱す、 頃日 現 住 雪 峰和尙 (第 四 世) 思へ らく 凡淸凉 

の號は 故お の 命 賜に して 刑所變 して 蓮 宇と なれる もの、 彼 地獄 猛火 化 爲淸凉 風 (觀經 ) の 金 文に |i ナヘ 

り、 寺院の 釋迦堂 は淸凉 寺の 端 像を拔 せる 謹 山 第三 傳の 尊容 也、 かたく 舊 號夫レ よせ あるかと、 今 歳 

乙 未 仲哀是 を 公 府に吿 して 瑞雲の 號を 改め 淸凉 山と 號 せらろ、 予亦 古へ よりも ふて 馴 侍る 精舍 なれ は 昔 

にかへ る 北ハ號 もな つかしく 新に 其 額 を 彫て 揭 侍る へき 爲舊膀 をお ろし 侍る に 貞享丙 寅 七月 十五 日 (裏書) 

の 字 あり、 鳴 呼 あたに 三十の 秋 を かさねて 一夢 槐 下にお とろく 遷變 今古と なりて、 只 語燕舊 梁に 宿し 

舞 蝶 故 園に 飛 7 を 見し 世の むかし 思 ひいつ るかた 何 くれと 數 へられ 侍りし も 亦 あはれ な. CS  、古林に 懐 友と 

いふ 心 を 


別 長 驚歲序 門 柳 幾囘靑 往事^ 堪述 淸凉 月滿庭 

これ もま たかならす 老 のなら ひかな 泪 かす そふむ かしかたり は 

水無月 廿 ra 日 新 額 を歷は へ る淸凉 山の 字 は間宮 信 親の 筆 也  . 

〇 或 翁 世 をの かれて 庵 ひきむ す ひ柴假 庵と 書る ち さき 額 かけし 其 心 を 問 侍りし に 翁 好 家集 こや 

のかれても 柴の假 庵の かりのよに 今 いくおと かのとけ かるべき 

と 有し かと 答 ひし そ あはれ なりし、 亦 或 僭 小齋を 作りて うつりし 夜ね さめに よめる 

柴の戶 に まくらもとめ しか ひもた k ゆめて ふ もの そ さはり なりけ る 

自求 枕と 名に つき 侍りし、 彼 翁 も 今 は 名のみ 殘 して 跡な き ゆめと なんなり にき、 此頃 柴假の ふる 跡と 

ふら三專侍りしカ^^^もぁとなく、 今 はけし かる 老 法師の わ ひて 住 庵と なり 寺り しか 其 ふすま こ 故 翁 

の 筆に て 

こ ほる らし 嵐に のこる 松の 露 

と 51^ 載 かひえ の 山に て 口す さみし 句 を書殘 せる か あね，/ \ と 見え 侍る こそ さらに かたみと 來 しかたな 

つかしく 覺ぇ 侍りし か は 

あはれ なり あらしの 後の 露 まても かたみと のこる 松の したい ほ 

夕く わの けしき 又な く あはれ なる を 

古柳 帶風 半月 微 新 荷 洗 露 ー螢飛 白 頭 無 興 年々 浪 物 換事往 人 亦 非 

情懷此 日^ 休 問 又 老當時 二十 年と いふ 古詩 を 誦して 歸 りし 

〇 元 祿壬午 春江府 の 人の 歌と て 人の かたりし 

八十 あまりむ つたの 淀の ふ る 柳 また このはる も朽 やの こらん 

〇 元 r お. f. 年 1 1 月 十五 日 西 行 五 百年 遠 忌な りしに 噶立澤 にす める 桑門 佛事 なんと 取 行へ る 時 


ffi*.  」3 
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五 百年の むかしの 花に 契り けん 嗨立澤 のけ ふの たむ け は 

束 都の 玄泰 といへ る 人の 歌と なん 

0 豊臣秀 さ^ 革の 時 諸侯 を會 して 薨後秀 賴に背 へ からさる よしを 盟 はしむ、 其 誓 書 は 聖護院 に， して 修 

験 者 をして 大 峰に 納められ しと 云々 

〇 左 中 將忠吉 卿の 御 {IJ^ 寬永四 年 九月 廿 八日 卒し 給 ふ、 淸泉院 殿 覺窓榮 正大 姉と 號す 

〇 筑 後！： 高 良 山の 內に吉 見か嶽 とい ふ 山 あり、 天 和 三年 高 良 山 十 景の內 に 

今 出 川前內 大臣 公規 

あかす みむよ し 見 かたけ の 花 さかり わきて ことなる はなの 色香 を 

季吟 

にしきと もい は- -か きりの^な ましよ し 見む 人 は 花との み 見よ 

長 十五 年 六月 十三 R 伊奈 備前 守忠 次卒、 忠次元は佐藤某か下僕熊^！と稱せしゎらはょり心さかく 

しく 身 を 立 家 を 興して 叙！ S に豫 りて 下の 田園の 事 を 司りけ る、 今 備前檢 地と いふ は 此備前 守 か 量 土な り 

〇 資永 1 1 年卷 大樹 御轉任 世子 御 晋の時 女房の 奉書 


綿 五 百 は  1 

しん 上お はし ； 

まし 候 ！ 

その 卜： 御 奏者 1 

おは 將軍家 一 

よ hv, え 

し  右大 H}1〈 


ま ゐらせ 

られ候 

かけく にの 

御太刀 

白 かね 


また ，  韓 任の 

御 祝儀  御 よろこ ひ を 

として 

御太刀 白 かね 奏せられ 候と て 

千兩 

三し ゆ 二 か 前 橋の 少將 

しん 上の をた の 


萬兩 


御 事  侍從を 

おもしろく 覺 えさせ 

おはし まし 候 

こと w„{ に 

御 書. たな 金 入卅卷 

御 看た るし な/、 

進上 候 

このよし を  ゑいかん 

よく， あさから す 

心へ 申して 御 わたらせ 

御 心へ 候て  おはし 

つた へられ  まし 候 

勾 當內侍 

柳 原 前 大納言との へ 

高 野 前屮納 言との へ 

. 信國の 御太刀 

御馬 代 白 かね 

；候  五 千 雨 


年頭の 御き ぬ百疋 御代 に 

御禮の 

大納 一一 一一！： 殿より  の ほせら. 

申させ  任官 

おはし  叙位の 

まし 候と て 

御 さた 

御太刀 白 かね 千兩 おはしな し 候 

おはし まし 御禮 として 

御 養 君の  松 山の 侍從 

よろこ ひ を も  戶 田の 

申 入られ 候て  侍從を 

幾久 とめて たく 

思しめ し 

ことに 御す  >- り 

御り やうし は i 三 稷ニか 

品/ \- おもしろく 

よく， （- 

御 心へ 候て  覺 しめし 候 

つた へられ 候 やうに  よしを 

1 八 五 
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心へ 巾 候へ 


，候 

柳 原 前 大納言と のへ 

高 野 前中納 言との へ 


おもしろく 一 

覺 えさせ 一 


おねし 

まし 候 

なほ- (\  一 一し ゆ 一 か 

千 t 一位 殿より  進上の 

お 代 此た ひの  御 事 

まても 御 よろこ ひ 

めて たき  ども 

御 • のみ 巾 入られ 候と て 

いくた ひ 白 かね 千兩 

もと  さあ や 

い は 井 入  卅卷 

まゐら せられ 候 

心得 候て  此 よしを 

中 候へ く 候  よ 

御 心^ 候て 


1 八 六 

つた へられ 

候へ く 候 

柳 原 前. K 納 言との へ 

高 野 前中納 言との へ 

二し ゆ 一 か 

しん 上 候  白 かね 

よに  千兩 

おもし 

ろく  さあ や 

お ほへ 御臺 所より  卅卷 

させ この度 

おはし  しな/ \ の 

まし 候 めて たさと も 

よしを  申 入られ 

よく/ \  候と て 

御 心得 

候て 

つたへ 

られ 
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Mi ろへ  候 やうに 

候て 

申 候へ く 候 

柳 はら 前 大納言 

たか 野 前 中納言 

二し ゆ 一 か 

しん 上 候 

御 事 

よに く 姬 君の 

おもし 御 方より 

ろく このた ひの 


の へ 

のへ 


おほし 

めし 候 

この 

よしを 


めて たさ 

中 入られ 

候と て 


こ 


- ろえ 

候て 

申 候 へ く 候 

かしく 


御 心得 候て 

つた へられ 

やう， 


柳 はら 前 大納言と のへ 

たか 野 前 中納言 との へ 


或は 出 あるひ は沒し 來り逼 りて 人の 精 氣を奪 ふ、 是を 

-振チ 遊 光敛レ 光と いひし (本草 綱 


白 かね 

千兩 

さあ や 

^卷 

〇 田野の 間燒火 あり、 戰場人 血の 跡 ことに 多し _ 

辭す るに 法 あり 馬證を 以て 相う ちて 聲を なせ は 即ち 滅す、 張 華 か 金 葉 

目) 是 也と かや 

〇lf 疾の ふる ひ 日 一 時計 前に 大蒜 根 をす り 湯に 和し 足 を ひたす (湯 は あっき 程よ ろし) 間々 落て 跡の 害な 

し、 知り 置く へ きか も 

〇 も- -ち鳥 は 春の 歌に よみ、 いなお ほせ 鳥 は 秋の 田に なくよ し、 呼子 鳥 は 深山に ありと 知りて 也 * 三 

鳥 は 古今 傳授の 人なら す はたし かに 詞の はにか けても いひ 出す へ からさる にや、 其 外に も 彼か是 かと. 

しへ よりい ひ傳へ たる 鳥の 名 多し、 大方 疑 はしき もの は 歌に 讀 ましき よしある 堂上 方の 敎 へ 給 ひし 


  一  八. - 

常詞鳥 (ほと i きす をい ふ) 眞鳥 (雉 をい ふ但 雉の 中に 臈 鳥と いふ あり 賴を もし かい へ る は 非なる にや) 

白 烏 0^ をい ふ) はなち 鳥 (大 かたのう たに は 悼るべし) 花鳥 (燕 をい ふ) 片絲鳥 (雁 を 云) 尾花 鳥 

(鹑 をい ふ 一 --小 花に 作る) 

か. -る類 ひ 多し、 草木なん とも 亦糙 ならぬ 名 多 かる 

〇 尾 州 御 封印の 高の 外 後 增の地 數千石 あり、 左に 記す 岡 崎三郞 君の 御室 は 信 長 公の 御 女 (いはき とのと 稱 

す) 葉 粟. 都黑田 村に て 三千 石を領 しまし ませし、 三 郎君 御 事の 後 は 京師に 住た まひし か 生 駒 因幡 守 (法 

名 露 W:) 彼 御領 を さたし まゐら せし、 御 後室 逝した まひし 後 は 我 公の 御主 維と なりし とか や 

本 多 主 殿 (作 左衞 門の 男) 敬 公 奉仕の 時 父の 釆地江 州 山 本 村 千 五百石 を自 知行して 御家人と なれり、 、干-殿 

死して 嗣 なかり しと かくの 御沙汰 有し かと も 跡に 立へ き 人な くして 結し、 其 知行 我 御藏 人と なれり 

キ： 殿 3^ 敷 は 今 渡 邊飛驛 守の 西 隣 野 崎 氏の 家 也と そ、 寺 尾 土 佐 守 は成瀨 一 岳の 次男な りし 養父 前 土 佐 守 (謚 

全 順) の 釆地八 千 石 をた ま はりて 知行せ し、 後に 一 岳隱 居の 時 家督 隼 人 正の 知行の 內 愛知 郡杏掛 村の 新 

田の 地 を 1 一千 石 一 岳の 願 ひに より 關 東へ 被 仰 上 我 公の 御領 二 千 石 增土佐 守に 賜 ふ (都合 一 萬 石) 土 佐 守 病 

によりて 犬 山 籠居の 時 彼 一 一千 石 は 元 來成瀬 家の 有な りし か は 隼 人 正に 返し 下し 給 ふ、 故に 成瀨 家の 釆地 

封の 外に 一 一 千 石 ありと いふ 

去年 (正德 元 ハキ) 玉， 齒家亡 ひて 江 州の 內 三千 石の 地 御倉に 入 これ も 亦 尾 州 御領の 外 也 

〇 八 丈ケ島 (豆 州に 馬す) むかし 源 爲朝此 島に わたり 異類 を 退治し 我 形 をと. -め 永く 島の 鎭 とせんと て 楠 

を 以て 自 等身の 像 を 彫刻し 殘 せし、 是を此 島の 守護神と し祠を 立て 祀りを 奉す、 凡そ 事 を 祈る に 其應む 

なしから す、 故に 近 島よりも 亦是を 崇敬し 侍る 亊 五百餘 年と かや、 され はいつ の 時よりか 將軍家 毎歲五 

月 彼 像に 鉄の 鎧 を 授け まします 事 恒例と なれり、 共 十：！ き 鎧は祌 主より 島の ものと もに 配分して 鍬 鎌なん 

とに 作らし め 農 をた すく、 此島 むかしより 痘疹 の疾ひ ある 事な し、 故に 其 織 出す 處の 布帛を 以て 小兒カ 


尻 
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守りと し、 あるひ は 八 丈 草と て異 草を傳 へて 家々 に植 侍る、 今玆 (正 德ニ壬 辰) の 仲： 鎮 鏡の 御沙汰 あり 

し を 島民 聞 あやまりて 神 像 を 束 都へ 持參れ との 仰せ ありと いひ ふれ、 彼 神主 父子 及 ひ 島民 七十 餘人 み 

奉して 武 城に 至りし 有司に かくと 啓せ し、 やかて 御聽に 達しけ るに 仰 を あやまり 承 はり 希有の 事 仕り 候 

とて 御 心よ からさり し、 されと も 遠 境の 愚民 はるく 持來る もの なれ は 先 上賢冇 へきと て 彼 像 を營屮 

に 入られし、 八 尺に あまれる 古 像 面相 甚 たす さましく 人々 面 も あはせ かたく 身の 毛い よたち 恐怖せ さ 

る はな かりし、 いかなる 思しめ しゃ ありけ ん此像 をと k めさせ まし. （-て 吹 上の 御苑に あらたに 祠を作 

り 安置 まし ./{^ ける、 扨祌主 並に 島の 者と もに は祿 たま はりて 返させ 給 ひける に 船中に て 神主 父子 俄に 

熱氣甚 しく 頓て 疱瘡 發 してい また 島に も 着せす して 死せ り、 殘る 七十 餘民も 亦 同し 病 ひに か、 りなから 

島に 歸り しか 幾程な くして こと く 死亡す、 夫より 島の 內比屋 煩 ひ 出 句 を 越さる に 凡 四百 餘ん 同し も 

かさに て 失せぬ、 殘 りし 所 民 數千人 次第に 煩な やみて 大方 死せ さる はな か， 0 し 程に 男女 煩へ る もの を か 

i へ て 他 島に のかれ 行 ほと にこ そ あれ、 八 丈 一 島す てに 人な き 島と ならん とする にしきり に 注進し 侍る 

に 大樹 かくれさせ 給 ふと 東よ リ いひ 5； おり 侍る、 實に 一 奇 事と いふへ し 


1 八 九 
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  1 九 〇 

鹽 尻 卷之 六十 二 

〇 享保 元年 丙 巾 八 月 十三 日 新 君 (吉宗 公) 大 廣？？ へ 渡御 C 御^ 帶 上段 御着 坐) 翁 而高倉 中 納言家 御 衣紋に 

まゐ りた まひ、 丄 御門 兵 部少輔 御身 固に 便せられ (三 家の 御 方 及び 諸 大名 皆束帶 にて 登城) やかて 吿使 

(山 科 出 I 一； ャ守) 御：^ 進 を 啓し、 官務宜^1曰の覽箱御車寄にさ.-け松：牛對馬守取次て御前に5^笠^1侍從 (井上 

正 5^0 奉 之、 外 記 方の 覽箱も ：！^ し 御 ありさま とそ (先 正 二位 權 大納言より 征ー H^. 使 等 前々 のこと く 御 昇進 

と 云々) 次に 勅使 院使 御劍龍 蹄の 觔を のへて 殿上の に 退出 (御規 式 多し 御 本丸 御 移 徒の 祝儀 も 進 

せらる i と 云) 次に 勅使 以下 自の 獻贺 およびせ：：々 等の 御 使な りと 侍りし (四 品 以下 御 祝 有て 入御 御座 

にて 御 一 獻の義 有) ；：^ 十五 日 新 將軍家 大廣問 へ 出御 一 條家 1 一條 家 幷德大 寺 庭 S 東 園 高 倉 土 御門 等 堂上 

之諸^}^$::;赞大^^猿樂ぁり 

式三桥 (風流 幅祌) 

口  (それい や 高く 生の ほる かけ も 千尋の 濱松 のよ ろつ 代よ はふ 秋風に 四方の 海 邊も靜 にて めでた か 

りけ る 時と かや) 

弓 八幡 (あさ ふ) 菔 (いく ゐ) 羽衣 (耍柿 御中 入) 

$ ^辨、 M 祝言 („. ^服) 

今：：： 三 家幷御 一門 等 御 登城  . 

同 十八 日 新將 sal. 家. S 書院 へ 出御 (緋御 直 垂ト： 段 御着 坐) 堂上 方 御對顏 直に 下段 へ 御 下座 

內院へ 勅命の 恭を奉 謝た まひ、 御 返答 有て 面々 歸路 まします へ きょし 仰 こと 侍りし 御 祿如左 

白銀f^-百枚綿百把 德大寺 殿へ  同斷  庭 田 殿へ 


白銀 三百 枚 時 服 十 花 田 殿へ  同 二百 枚 向 十 園 殿へ 

同斷  高 倉 殿へ  同 百 枚 同 十 土 御門 殿へ 

地下の 官人 へ は 柳の 間にて 賜錄 

白銀 三十 枚 時 服 三 壬 生 官務へ  同斷  押 小路 外 記へ 

同 二十 枚 時 服 二 山 科 出 雲 守へ  同 十 枚 同 二  結 城 左衞門 尉へ 

同斷  靑木縫 殿亟へ 

同日 一 一條 一 條家 へ は 忍侍從 (阿部 正喬) を 御 使と して 御歸 京の 旨 仰 達せら る 

白銀 五 百 枚 綿 五 百 把つ - まゐら せられし とか や、 廿 四日 勅使 等江戶 發駕廿 六日 一 等 家廿 七日 ニ條家 

御歸洛 

同日 朝廷 へ 御 謝 使 高 松少將 (賴豊 朝臣) 上京の 御 暇 (黃令 百 枚 時 服 十 御馬 壹疋) 

副使 畠 山侍從 (黄金 1 一十 枚 時 服 五) 

右兩使 九月 五日. 江 戶發進 

さても 新 將軍家 は淸溪 院故亞 相 家 (光貞 卿〕 の 三 郎君に して、 初 は右少 將主稅 頭に 任せさせ 給 ひし 高林院 

黄 門 家 (綱敎 卿) 御嗣 なかり しか は、 眞覺院 贈 招 公 (賴職 卿) 御 襲 封 ありし にあへ なう 御 早世 ありし かは此 

君受 繼 せた まふて 一 二位 中將參 議中納 言に 御 昇進 ましく ける、 凡そ 幕廟 台廟 猷廟 S 御嗣 嚴廟 御子 

まし まさせ さりし 故 仲 氏 館 林 家 御 猫 子に た、 せた まひし、 御 傍 出は是 より はじまりて 亦 甲府君 猷廟の 

令孫に て 五家 を 受繼せ 給 ひし、 此度は 祌祖四 世の 御 分流より 不 議に御 佳 運 を 開かせ まし，/ \ ける 御 

事 然る へき 天の 命に して 泰平の 治 を 知し めし 給 ふに や、 お ほけ なき 御 事ながら いと. （- 目出度 御た めし 

なりけ り 

八月 廿 六日 以後 三日の 間 三 家の 御 方 御 一 門 及 諸 大名 登營御 賀拜禮 
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  一九二 

風 折直垂 年始の ことし 御太刀 目 錄是を 獻し給 ふ 

九月 朔 R 京都 奈良其 他 諸 寺 諸 山の 愤侶 拜禮 

智恩院 貫首 傳 通院 方丈 爪 速 常； i 寺 等^に 入院の 御禮 有しと か や 

同 三 tn 公方 家柬 1;^ 山 御參堂 四日 は三緣 山の 靈祠 へま ゐら せまし/ \ ける (辨御 直 垂〕 

1 1 日に は 三 家の 御 方 等 へ 御 祝 俵の 上使 侍りし 

尾 張 殿へ (時 服 三十 二種 一荷) 上使 阿部豊後守 

紀伊 殿へ (同 斷)  同 久世 大和 守 

水戶 殿へ (時 服 二十 二種 一荷) 同 土 屋相摸 守 

鶴 千代 殿へ (時 服 十一 種 一 荷) 同 同人 

加賀 宰相へ (時 服 二十 二種 一 荷) 同 大久保 佐 渡 守 

同 少將へ (時 服 十 一 種 一荷)  同 同人 

同 十一 日 三 家 御 方 御 一門 及 ひ 御 譜代の 面々 登城 有 

饗 應猿樂 翁 老松 田 村 東北 是界 祝言 (養老) 

狂言 

末廣 かり 靈 

同 十五 日 幕下の 諸 司 幷番方 等 登城 饗應を 賜 ひ 猿樂有 

翁 賀茂 經政 野宫 羅生門 亂 

狂言 

ゑ ひす 昆 沙門 入 間 川 

同 十八 日 營 中猿樂 (前日 殘 所の 諸家 登城) 


翁 白 髭 忠度 .江 口 道 成 寺 祝言 (金 札) (三本 柱し みつ) 

同 什 五 e: 日光 宮 (公寛 法 親王) 登營 (御 任 槐の御 祝儀な り) 

此日 幕下 城外 を 御 廻り 瞰 臨し 給 ふ 

同廿六 日 上 寺 莨 首 (松 譽大僧 正 ) 登城 (標林 等 登城 御 任槐御 祝儀な り) 

同廿 七日 營中 猿樂 寺社 登城. 賜變 

翁 放 生 川 通 盛 關寺 小町 烏帽子 祈 祝言 (岩 舟) 

狂言 

八幡の まへ  唐す まふ 

〇 武藏國 二十 郡の 內延喜 神 名 式に 載す る處の 神社 十五 郡の 地 四十 四 座に して 足 立 郡 氷 川祌社 (常國 一 ノ 

(呂) 名 神 大社 月次 新甞の 祭りに 預ら せまし く、 亦 兒玉郡 金佐奈 神社 名 神 大社な り 

豊島 郡に は 式 內の社 侍らす、 故に 江 城下 古き 神 地 まし まさ i るに や、 但し Jil: 帳に 侍る とそ 所々 氷 川^ 

社 を 立て 祀るは 一 宮您 社なる 由 見え 侍る、 然るに 域 西 赤 坂なる 氷 川の 祠大 已賈祌 なるよし いへ る はた 

かへ る證 なりと いふ 人 あり、 余是 を^ 府下の 氷 川 は 六 所 神と 崇む 其內 に^ 社 まします、 是國 rsM にして 

大己貴 命な り 赤 坂の 氷 川 は 惣社の 原廟 なる にや 

又按 する に 入 間 第一 出 雲 伊波 比の 祌社は 素盞烏 尊、 第二 中 比 川 祌社は 大已責 命な りと かや、 然れは 氷 

川 を 大已貴 命と いふ 事 かた.， （\ 故 侍る 事默  . ナ  ゥ フス ナ 1- 

"B^4f 琊小： &t 社 は 尾 張國熱 の 所 攝靑衾 社 御同體 なるよし、 これ 宇失須 奈の轉 語に て 夜 居の 倭訓 なり、 

\ 天火 命 を まつる 是尾張 氏 物 部 氏の 祖祌也 

i 〇 或 人 武州處 々の 神社 を 和歌に 讀 しなり 法樂し 奉る とて 勸 進の よし 侍りし ほと によみ て其數 にの る埼 

玉 郡 玉 敷祌社 (霰) 
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碟の 葉に さやく あら ひや 何 そと もとは しらる、 たまし きの 宮 

• 荏 原 郡 磐 井 神社 (祝) 

うこき なき 御代の しるしと 更に いまい かてい は 井の 神の みっかき 

半日の 閑 遊 も 世の ちり を はら ふ 心地 そし 侍る、 折から 富 土 雪 はれて しろ/、 とみえけ る こそ 今少し 生の 

ふるやう にお も はれて 侍りて 

むさし の や 尾花 か 末 を わけ て ゆきに まよ ひぬ 富士 の 遠山 

殘菊香 寒 紅葉 堆 荒 村有 趣 盍停回 秀 然士嶺 粧銀界 可惜 障-雲 暮色 催 

〇 丙 申 丸月廿 三日 東都 深 川の 弓 場に して 古瀨 熊次郞 (4-1 1 才) 半 堂 射 越直發 一 萬 一 千 五 百 九十 三 矢 (總 

矢 一 萬 三千 六 百 矢) 熊 次郞父 は古瀨 甚兵衛 (公義 大番 役) 師は森 淸兵衛 と 云 先年 紀州御 家に 高 瀨金彌 十五 

歳に してた めしな き 直發の 聞え 侍りし に、 是は^ 年 もお さなし 矢數 十五 矢 射 越 侍る、 性質 熟練の 程お と 

ろく はかりに 覺ぇ 侍りし、 弧 光電 影 勢 ひ 高く 貫 雕穿揚 眼 明らけ く 侍らす はいかて 小童の 力 こ、 に： るへ 

き， 絕 世の わざとい ふへ きに や 

〇 長月 末の 五 R 太 宰帥宮 (有 栖川正 仁 親王〕 薨せ させ まします よし 聞え させた まひし、 御齢廿 五に ならせ 

給 ひぬ (幸 仁 親王の 御子 也 美 秋 門院の 御 弟〕 壽經 光院宮 (知 恩 院前坐 主) は 御 はらから にて 旣 にさき た、 せ 

まし ませし、 御 童體の 昔： E 東に 行啓なら せまし くけ る 時 見 奉りし 御す かたの あて やかなる、 けに 人間の 

種なら ぬ 御 ありさま 競 ひひら く 櫻 も 滴け をされ て 春色 只此 君に 有と みま ゐら せし、 年月隔て行ま>^に御 

才も かしこく きこえさせ 給 ひし、 ゆく りなき 時雨に さため なき 世の なら ひとつけ させ 給 ひし、 J お ほけ な 

き 御 事な から しづか 袂も ぬれ まさりぬ まて 竹姬君 (常 廟の御 養女) 此宫に 入 輿なら せた まふ へ き 御 さた 

め 有て 御納幣 侍りし なから 關東 打つ 、き 不？！ ^に^ 事と も ありし 故にて 御婚禮 もな く、 今更 望 門の 御身と 

\  -  -/  ユカ デゴケ -I ナ A 

ならせ. U まふ こそ^の 御 あはれ のかき りなり ける、 され は 章 廟薨せ させ たま ひ て 八十 宮仙 洞に 留りま 

一九 五 
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し、 栖宮過 させ まし /-\ て 姫君 柳 營に獨 り iH とならせ 給 ふ、 西に うらみ 東に なけく は 人 問の 常な から、 雲 

の上關の左さみたれの！^しくれの零：^^し御なみにしっませ給ふにこそ、 無常 變 態の 理も今 ひとし ほに 心 

に そみ 數 ならぬ 身の 末の あらまし なと こちた く 数へ 侍る、 つたな さもけ に/ \- 敷 思 ひすて 侍ろ へ きたよ 

りと もな りに き  - 

あたし 野の 風 こす 末の 玉 あられた まらても ろき 世 はしられ ぬる 

〇 初冬 避；： d 樓有感 

雲蚰夕 短 海門 鴻雁寒 分 風 裉錦抉 愁^^ 難 看 

亦 俳諧の され ことしけ るに、 さとつ とし くれす くる 遼 山の 姿出沒 しれぬ か 世の中に こそと て 

あの 5 ^かとうなら ふやら 行 時雨 

筑波 山の みとり この も かの もの 色し けき 紅 紫 をいて i はるかに 見えけ る 

ちきり ありて みる もよ そなる つく はねの みねの しらくも たちな へ たて そ 

題 歌 あまた 請ける 中に 逢刖戀 

うつ とも わかて^る >- 手枕に あたなる 夢 をい つむす ひけん 

同し 心 を 

あ ふ 事の これ やかき りと ゆ ふ 霜に つれてけ ぬへ きいの ちと も 哉 

後 朝の 心 を 

まとろ まぬ またね ぬ庄の 夢なら てお も かけの こる 月の さむし ろ 

同し 心 を 

月 かけの 刖れし 袖の なみた よりけ さは つれな き 峰の 横雲 

〇 十月 十 夜念怫 おの 道場に して 或 上人の 說 法せられ ける か、 十八 本願の 下 唯 深！.； d 逆 誹謗 正 法の 文 を釋し 


尻  ほ 


力り にも 口 紫の つみと S 心 はれよ とい ま しめられ 侍りし 折から 木 葉の 散し き 寺る を 見て 

みたれ ちる うき ことのは そ はら はなん さらても まよ ふ 峰の， r3S ち 

〇 同し 頃顯譽 大僧正の 書た ま へ る 西方 三 聖の寶 號に日 野 西國豊 卿の 女 三百 八十の 小名 號を四 詠に 書 添 ま 

ゐら せられし 一 1^ を 得 侍りし 結緣の ほと もうれ しくて 

入 月の ひかり さやけ き やまのはに 四方の こす ゑの 錦 を そ 見る 

書な かす 法の 水く きった へ きて う、 れ しき 名 をけ ふ 給 ひぬ る 

〇 時雨の 頃 紅葉の かさに 散 か. t り 侍りし ま. -俳詞 

からかさの 音に くからで 落葉 かな  信 阿 

早 梅の 枝 をね たむ 丸 鞘  伽 竹 

同し 比 或 人の 連歌に 

よそに はきかぬ てし くれ ふる 音  昌範 

とい ふ 句に 袖 ぬれし 夜半の 名殘 のした はれて 

戀の 題に て名處 け ふ もまた みる も はかりの あ ふ 事に かひな く ぬれし そての うら 波 

殘 月に よせて か へ る さの よその うらみ を 思 ふに も 身の たく ひなる 有 明の 月 

〇 風諷々 雨肅々 染盡 せし 紅葉 もいた つらに 砌下 のちり となり e く 浮世の あきの 名 こりた にきの ふの 夢 空 

しく、 さても 瑞廟 (光友 卿) 御 不諱の 後 あたなる 霜 を かさねて 今年 丙 申 神無月 十 有 七 回の 御 忌に あたらせ 

給 ふ • 德輿 山の 御佛事 (千 部 御 讀經自 十月 十日 至 十六 日〕 顳 してき i ま ゐらせ 侍る にも 來 しかたの へたて 

にし 歳月の 數思 はれな から へ て かく 耻 かしき 頭の 雲 今 はた 鏡の そこにつ もり ゆく， T 我な から あはれ なら 

ぬか は、 御家人 誰か 御名 殘を しの ひ 物せ さらん なれと も、 わすれ 行 月日に さし も 思 ひ 出か ほなる も 多 か 

ら ぬまめ やかなら ぬ こ \ ろの 程 こそ つれな しゃ、 代々 の 御 恩い かて 報し 奉る へき 今 わつ か 一 百 部の 稱潜 
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  一九 八 

經讓マ  1 したて まつりて 御 菩提 を 祈り 奉る とて、 十六夜の 月下 思 ひつ V け 侍りし 

E!^ 零 鳴 去 無 回 落葉 夢寐 坐助哀 孤月 霧 暗 爲誰白 繞垣秋 斷只塵 苔 

见 しゅめの 跡な き 空の 一 あらし 月 をの こして わか 夜 ふけ 行 

〇 兑都烏 (此 鳥す みた 川に 和歌 あり 今 牛 込の 邊？； H 池に 多くみ えし) 

河 上 無究恨 問 言 我 1! 人 懂鳴去 都鳥 汝盖レ 慰-, 吟 身- 

〇 水仙 花 

猗々 哄 樹.！ 一 兄 無色 艷々 桃花 猶不香 獨 見仙葩 凌浪絜 更 笑雪裡 發新芳 

荒 菊，： _ ^"陳 林^ 散て _雜隨 色な き 頃、 此 花の わか やかに "咲 初た るいはん かたなく めでたく、 東都 は 殊にい 

もはやく 祌 無：：！： の 初より ふさ やかなる 水仙 花 多し、 十月 六日 我屋 形に て 大樹 御 任槐の 御悅の 幕下の 年 

老を變 しえ しくて、 猿樂 (高 砂 吳服鬼 北) なと 侍りし 床上^ 聯の筒 花 挿に も 水仙 椿な とたて させ 給 ひし、 

梅 を こそ：；：^ と い へ ^すかた 淸く 魁て 色 も 香 もた くひな く 侍る、 されば 淸浪 仙の 名 もげに， C しく 覺 えし 

0 冬の = - 

冬 かれの 籬 あら はに 霜 さ へ て 菊より 後の 月そう つろ ふ 

〇 十 一 月 十三 n 女御 (前攝 政 家熙公 御女稱 常^) 入內 定め-聞 えさせ まします、 柳營 より 御 使 松 江 侍從宣 

^朝臣 (松 平 出 羽 守) 副使 は 中 條對馬 守と かや、 十月 十六 口 上洛の 仰 こと 恃 りて 錄賜 はる 

宜澄 朝臣へ 黄金 百 枚 時 服 十 御馬 一疋 對馬 守へ 黄金 廿枚 時 服 五 

凡そ 三 家の 御 方加贺 宰相 薩摩 中將陸 奥中將 以下 四 品 以上 之 諸家 

卞 上へ 御太刀 御 Hil を獻じ 女御 へ 白銀 一 一 奉る 事 先規の 如し 

〇 十パ 什一 日 將軍家 御 誕日之 御 祝儀 

實 は廿； n なれと も 大獣院 殿御 忌日 故廿 一日 を 用 ひらる. 1 と 云々 


〇 看 早 梅 

梅 似 有情 拂玉塵 江 南 十月 一枝 新 羅淨殘 恨 雜筵夢 孤 枕 鐘 寒 更惱人 

はっかに ゆ、 初て らうた き 紅梅す かた 見る こそ 浮世の 事 も わすれて 夢 をし き、 趙氏か うらみ-.^ はれ 侍り 

て 

袖 わけし ゆく へ を 梅の 旬 ふ 夜に なみた たつね て殘る 月影 

〇 從子勝 氏 書を投 して 一 詩 を 送る 嬉し 彼詞に 

^月盡 の 御憐吟 して 感じて 賈島も 却て 指す、 幷州是 故鄕と 詠せ しげに 一年の 花 紅葉に 細た まひぬ ろ 御 

名殘さ こそと 押 計られ 參ら せ て 

笛 韻 關山遠 晚風、 江樹塞 感多 遊子 意 眺望 惜秋淺 

返事 遣 はすと て 

花時 鳥 月 雪 看 盡武陵 四 序の 色 音 も 今は餘 波の 日 少し、 古鄉 人の 一 詠い とく 憐 むべ し、 便に よせて 一 

詞の 和ま ゐらす 事し かり 

東海 家 千里 對孤燈 影 塞 別 雲 亦 傾 月 愁眼 曉霜殘 

〇 題好戯 子畫圖 

花 西 王 姿 生得 十一 一 萬： 的 嬌冶踏 丹 枫了金 蓮 歌 春 曲、 今秋 波 淸使七 上 八 下 的 看 的 都 三 槐漾々 六 魄荡々 

了 

〇 藥師 如来の 八 菩薩 發道 西方， に 心 を 走て 南 藏院の 瑠璃 尊に 奉る 

ふるさと のまよ ふこ k ろ も 西へ ゆく しるへ うれしき 山の |li の 月  . 

〇 只 過に すくる 物 帆 かけ 舟 春夏秋冬と かや、 淸少納 言 か 書け る實 にも 花 子規 月 雪の 詠に くれて 隙 ゆく 駒 

の 足 もはやく 限りなる 東都の 住居 程なく 別れ を吿る 期いたり ぬ、 何 かし くれ かしい ひ馴し 人々 おのかし 

1  1 九九 


二  0〇 


i 名淺 をし みあへ る 屮に或 人 寬譽 

ちきり こしす ゑの まつ 山 まつ かひ もな みた こえ ゆく 袖の わかれ は 

かへ し 

ちぎり をく 末の まつや ままつ とたにき k て そし ほる 衣手の わかれ は 

わかれ ゆく み ち の ち また に 袖 ぬれて 猴 ふみ まよ ふ 雪の む さ し 野 

〇 送 行 

子發 方.：：： 丹 風 吹 葉點， 刈 筵 

手攀 サ入卷 千秋 ボな 囘瞻蒼 .^ 设似杯 

呼 意 ス.？ 酒 h 高樓 樓 h_ 慷慨 悲歎 起 

界不聞 家； 浙運盛 王 李 二 生 勃々 出 

長歎 欲以 〔な 中 一!^ 忽閱 ゆ： 客唱渭 城 

都 門 相^ 返 交^  渭城 握手 昆淸 

過 溟海推 琴 行 今 里 送^ 日 人 


起 身 嚷鬧と し 一 」 各？： i を 和す るに いとまな し- 

. , 立 馬雞留 不頭麂 失陪 握^ 淚縱横 


諸 生 依 之 造 門 端 六 顧 翻々 飛天邊 

分離 伏 誰 解 客 情 天涯 更^ 因 ft 信 

生牛最 唐 洞 夙志 欲迎 建安軌 

當時咳 唯 皆 珠玉 大雅 不振 得才難 

君 還 期 見 南^ 子 道 餘磊魂 在 束 京 

期 春 草 解顔對 曉晴 芙蓉 題 句 

言 衣錦榮 

同 韻の 小一 律 を 筆して 二子に 謝す 

遙 山雲亂 百思雜 遠 水 霧 寒 萬 恨 生 

浮 萍破盡 海門 曉 殘命 何時 望 武！^ 


分 袖 祈栴胡 B:,^z お 鞭 拂雪問 行程 

亦 ある 方、 り  志 川 

なほ さりと おやお もはんと- -め をく たもと にあ まる 今朝の 淚を 

かへ し 

おも ひお く 事た になく は 旅 ころもた ちわ かれ ゆく 袖 も ぬれめ や 


0 


尻- 


錦 を 衣龜を 腰に して 歸る よろこ ひ はさる 事な から、 さす か は 華 紅葉に なれし 外 山の 庵 名淺盡 せす、 立い 

つると て 凝に 結 ひつけし 

兹 菊に いとま こ ひして 出門 かな 

路 より 人って して 友に のこす 

武野留 連 花 又 月 可憐 殘曉踐 霜 行 說山說 水 轉誰吿 都鳥 爲吾傳 一 嗚 

恨 隨江水 愁入郡 風 候 鼓 旗亭 か へ りみ るに 遠 さかり 靑眼 i! 雙 交りて きの ふ 夢に 隔し 

冬の 日 やゆく ほ ともなき 夕 くれ に^さと 遠き むさし の k 原と、 和 家 卿の 十：： こと も 思 はれ 侍りし、 小 田- 

に 宿り 侍りし 夜碟 とかく 浪の音 聞え けれ は 

まとろ まぬ 枕のう へ に そくて なみた あらそ ふ 磯の しら 波 

箱 根路を をり 侍る とて 山家 雪 を , 

跡 をし と 岩ね の 庵お のっからと はれぬ 雪に 色 そ 寒け き 

ゅ相根山に七所の溫^！：^ぁり所謂湯本蘆の湯姨捨底倉木賀宫の下塔の澤なりとぃふ、 東都の 人に 寄て 人の か 

たへ 申 遣 はす 

あはれ しれし ほくまぬ 身 も 行か へ る うら 見に 濡し 旅の. U もと を 

蔦の 細道 は 今の 道より 左り (ヒ りの 時) にあり 東 坂 口より 古徑 わかれ 見 ゆ、 西 は 鼻 取地藏 (W かへ し はろ 

時 馬の 口 をと る を 此處の 俗 はなと りと いふ 此 藏現 形の 故事 あり) の 南の 麓より ゆく  (古道 あり ハ介 ひ 

かすかに してと をり うつ つもな く覺ぇ 侍りし 蘿の 葉な ととりて) 

名に のこる 跡 は い i つの 八重む くらしけ りし ま X のうつ の やまこえ 

H 暮 月いて- -佐 夜の 中 山 をす く 

吹す さむ あらしの 後の 淋し さ を 月に 友な ふさよ の 中 やま 

  二 〇 I 


池 田に して 熊 野 か 十 ：！ 跡と ふ、 攝取山 行 興 寺の 內に 母子の 石塔 並 ひ 立る、 墓前 梅樹 あり 是ゅ やか 愛せし 木 

なり、 巾頃枯 しが ひこ はへ 生して 今 また 盛 茂し 侍る よし 寺 僧 かたれり、 (寺 は 時宗に して 開基 は覺 阿 上人 

^^の 末院 とい ふ) 氣贺は 伊お； 郡 氣賀庄 にして 今の 驛吉 村な りと かや、 三 ケ日邊 は 昔の 濱名 にて 橋の 

^跡 は 釣 村に あり (三ケ U の 西 十^ 町な り〕 和歌に はなき 細 江 棚な し 小船 杯 あり、 入江 面，： ：！ き 所な り 

絶てし も^ 問わた る あつま 路の はまな の はしの 昔た つねて 

又 崎の 瀧な と 侍る 

； ti- の 社 まします、 伴 勢皇太 神宮 造眷 遷座の 時此 所より 絹 を 織て 奉るな りと いふ、 此 社は宫 座の 神な り 

^名 郡 五 座 (大 一 」i- 小 一 の內 何に て か 侍らん、 問と も 定かなら す 猪 鼻 湖 神社な とに て やまします か 

右の 山に 大！ i 寺 (藥師 ) 麻 加 耶」， 一 乂觀昔 ) とて 密院 あり、 世に いふ 濱名 納豆 を此 寺より 調進せ り、 (寺 產の外 

納豆 領四石 五斗つ ありと 云々) 金剛 やとい ふ 山寺 もなら へり 

ひら 澤の 右高 山の いた \ きに 相 生 松と て 一 株の 十：： 樹見 ゆ、 元は 一本に て 中より 女 检男松 兩樹に 生 ひ 長せ 

りと いふ、 左り は 坊か峰 大盤石す かた 奇也、 松 坂の 山路 ひたりに 鏡 岩と て大岩 あり、 昔 光りす さましく 

して 人の 影う つりしと なん、 故に 土俗 光石と も 呼 ふ、 坂の 西に 茶 磨 山 石 卷山等 岩 ことに 高き 峰 あり、 ど 

らこ川 過て 豊川 辨才 あり (1 1 重 塔) 右 は 本宫山 高し (本 宫は三 州 一, 宫 なり 道程 國府 より 三 里) 御油 近くな 

りて 左の 方 森の 內に 國府宫 まします 

十 ：！ 年 本 坂の 道 を 記し 侍りし か 間殘し 見過し 侍，" し 所 あり、 今度 尋ねと ひて 此 所に 記し 遣 忘に 備ふ 

m 繁匏 翁去歲 宵 is- か ^ る 所 賜 一 章尙記 得す、 今 霄再會 和 其 韻 謝 芳志  • 

斷： や (つ 飛 隔ぉ海 千里 來更問 安 笑俾 梅花 塞月ド 淸 香素體 故情觀 

^山の^-雨浙江の湖歸來て^^^なきもぁはれならぬかは 

5 心 はすよ をし からぬ 身の いのち さ へ あり へ て 人に あはん ものと は 


t 猜， 


二 〇 四 


本 坂路而 ^く 見 

え 侍， 0 し： か 

きて 後の 詠に す 


南 

里 家な く 柬に富 

ェ どかへ .0 見 

tS 一 = 遠海 を 望む 

行々 嶺 すろ、 とじ 

谷幽 な. 0 椎徑 ！5 

歿ウて 白で； E^k 

列る 風來. CV 彗^ 

6 て 口 ハヤ； G 信來ら 

す獨. 0 相思 ふ 曲 

ど 歌て 涼 咽 iM 海 

に滿っ 

有 藍 光 色 又不見 

情人 

涙 三千 W 斷魂 古. 


本 坂，：： 行 さ lr& に 休. s クゝら をり を 

下れ は 煙 3^ 袂を潘 す 岩々 綠， 胸ぁゥ て 

蛛々^ 塞し 

立 わかれい つち 

う 力る ゝ 、じ >0*» 

しらで 赵 ゆく 

峰の 浮 雲 

本 坂の 國^: の檢樣 にも 後 

書と らま はじさに 彼 山.' て 

5 つし 來ゥ L を 此., さ、 め 侍る 


尻  £2 


〇 東に て 見し 人文 送りて 燈 前の 舊約 { 仝し く 夢に のこり 心 上の 新 愁只袂 を濡す 

わすれし の 行末 しらぬ ちぎりに はかた み も つらき 有 明の E: 

なと 閒 えし 程け に 淺茅か 霜に たちわ かれて 身は參 商に たくへ、 再會も 期しらぬ あはれ 我 首 盡す へ からす 

只懷を 白紙に よす 淚 封と ひらきて よなん と 書り 

江山^ 近 人 何 遠 千里 相思 唾 草 巷 夢 盡鐘塞 孤 枕 恨 燈前 月下 與誰談 

〇 丙 巾. 十 一 月 三十日 專譽 上人の 五十 囘 忌に 光明寺の 和 上 一 倡 (通 典) 

苔舊蘇 1^ 都 半 百 沙羅夢 囘淚雷 碑 法燈 今日 照齋會 聞 說三山 絶 K 師 

予か 法の 師 一 如和尙 は專譽 上人の 高弟な りし、 芳緣の 程 も あはれ に覺ぇ 侍りし 儘 其 韻 を 和す 

蕭條松 栢帶露 歳月 轉勺苔 層 碑 満看 寒梅 殘 仙骨 玉 藤拂去 水雲師 

〇 暮冬書 懷 

年 光 何 過 易 It 髮 雪風嗜 犬 日 從池笑 殘冬暫 煮 茶 

〇 季冬廿 四日 立春 なれ は 世上 年の 暮 とて 梅 柳に も 思 ひ よら さるに や、 予 亡子 か 七 囘の遠 忌に あ へ る も 光 

陰の ほと あはれ に覺ぇ 侍りて 

梅御縢雪風^^促 柳瘦 塞塘 景色 微 老 去春來 惧存沒 市 朝新處 古人 非 

G 年の 暮に禪 林の 下人 (坦範 ) 文 S 便りに 

本ノ マ ゝ 

ぱ さと は みやこの 外と 田 ひしに うき は  れと年 そくれ ゆく 

返し ま ゐらす 

塵の 身に つもる 浮世の あくた 川な かれて はやき 老 のとし 浪 

隴 國 の圖を 見し に 彼 王 都い と 唐め きて 宮城の よそ ほひ 俗なら す、 奉 神殿 觀會門 迎恩亭 なと いふ も 

雅 なり、 瑞泉池 花瓶 喚 等 も 亦 聞に くから す、 我國 皇 城の 外 は 侯 國都會 といへ とも 其稱呼 野卑に して 詩 

！  .. ！  二。 七 


內前伏 左 
大 關見大 
臣 白宫臣 


二 〇 八 


マ， 一 


邑 


賦の詞 に 出し かたき 所と そ 多 かれ、 廣 人我 國の近 俗 を 見て いやしむ もさる 事な め 

〇 享保ニ 年 正月 院 御会始 

垂柳臨 水 

法皇 御製 

卷 かせに さ、 浪ょ する 柳 蔭い と Q とかなる 池の 面 かな 

幾 もす める 御池に 打な ひき かけた ちなら ふ靑 柳の 絲 

此 洞の 御池の やなき いつの まに なみ を も そむる 色み-見 すらん 

の ft をう つす 御池に 千世 かけて な ひけ そなたの 靑 柳の いと 

氷と けのと けき 春の 池 水に 千代く りか へ せ靑 柳の 絲 

林パ 裘 御，^:: 始 

竹裡 聽鴛聲 

御製 

色 か へ ぬ 竹のう てな に鴛 のな くや 八 千世の 春 を 待 得て 

ii!^ を 得て 色 そふ 園の 竹の 內に馴 てそ來 なくう くひす のこ ゑ 

^ことにき くと も あかし くれ 竹の 千と せ をし めて 來 なく 鶯 

^を まつ 君 かうて なの くれたけに 來 なくう くひす 千世よ はふ 

幾千 世 も 君 かみ その、 くれ 竹に はるを しらせて 來鳴 5 くひす 

右 欲^ 井家より 書て 給 はりし 亦 彼 御 歌" 一首 

院の 御會に 

いと はや も 柳 ひと 木に 春 見え て 技 まつう こく 池の あさかせ 


左大臣 綱 平 (1 一條) 

伏見宫 

前關白 左大臣 (磨 司 兼 gD 

內 大臣 (一 一條 吉忠) .! 


從 1 一位 權中納 言 公 m  (滋野 井) 


m 


うつしう えし 臺の 竹の 園よ >  にいく はるなる ゝせ 口のう くひす  同 

〇 山城 國 宇治の 黄 藥山萬 福 禪寺新 建の 台 <g ありし 時 (明曆 元年) 長 崎の へ 天竺の 錢李木 漂 ひきたり 

し を 崇幅禪 寺の 壇 越 等官に 請て 取 上 宇治に 送りて 今の 佛殿を 作りし、 實に 一 奇事 にして 大光普 照 國師來 

化の 誌 ありけ り 

〇 洛.」 ァ，^ 前 報恩 證譽湛 澄 上人 武德 1 1 年 壬 辰 一 一月 晦 E にめ てた く 座 化し 給へ り、 念佛 奇特 集 訂正の 自序 は 其 

最後 結 筆の かたみな り、 終焉の 遺偈に 151 樂 生死 兩般浪 同人 彌陀性 海中の 句 あり、 ためし まれなる 往生の 

さま 傳へ聞 侍る にも、 悲喜 こも/、 流れて 年頃し めした まひし 法證今 はみ ぬめの 浦の 藻汐草 かきのこし 

たま ひし 筆の あとに 友 千鳥の 音の みな かれて 各留半 座の 結 緣を思 ひつ、 け 侍る 

わけて まつ ひとつ 蓮の 露の 身 を やと さ んほ とに 花の なか はは 

是は 奇特 集 こ 書 入 置し が 其 程 人 に 途 り 侍 る ゆ ゑ 爱 に 記しと め 侍る 

〇 群碎錄 に耐 刑と て頰傍 毛を鑷 去る を 悲しみ 恥と する 事 あり、 我 の 俗 は の 長き を 以て 無禮 とす 和漢 

の 不同 如此歟 

〇 来 耝經は 唐の 陸龜 蒙か爲 ところ 其 他 經と號 する 書 

茶經 (三 卷) 唐 陸 羽 滔經  宋， 蘇軾  禽經  晉ノ張 華 

相鶴經 榮.^ 浮 丘 公 相牛經 齊 ノ奪戚 

讀 みる.^ か 、 る 類猶 多し、 私家の 小^も 以て 經と僭 ひ 侍る もい か、 そや、 蕩枝譜 橘譜硯 譜香譜 根 I, 菌譜 

の 類は尤 なく や 侍る 


二 〇 九 


尻 


尻 卷之 六十 三 


二 1〇 


〇 正 德六ハ 牛 丙 申 六月 廿 一 一日 未 剋 條事定 

同月 同 n 巾^ 改元 定 

御 南 殿 (次 t$ 如 先規) 


上 卿 


近衛 右大臣 

滋野 井中 納 一一 一一 " 

風 早 宰相 

油 小路 前 大納言 

庭 田 頭中將 


廣 幡大納 一一 ほ  一條 大納 言 

油 小路 中納言  今 Si 川 中納言 

甘露 寺 宰相 . 園 宰相 


傳奏 

奉行 

糸 勘 文 

天^ 周：： 曰 聖人 以通： 大下之 志以定 天下 之 業 

曰 黄 裳 元. 文 在中 

晋寄 曰應大 _ 肟睿聖 世相 承 

後^^ 曰享玆 大命 保有お 國 

藝文類 泶曰復 子 辟 還 承寳國 

右 (桑原) 式部 樣大 輔菅 原長義 

2:3^ 曰 乾？ ：3 變化各 正 性 命 保 合 大和 乃利貞 

周：！^曰元^^^：：之長也 


1 兀文 

大^ 

享保 

保 和 


天明 孝經曰 ^天 之 明 因 地 之 利以訓 天下 

萬寳 文選 云 乎大乎 一お 寶以之 化 

和德 周易 曰 和 順 於 道 德而理 於 義理 盡性以 至 於 A§ 

右 (高 辻) 文章 博士 营原總 長 

大享 周易 曰大享 無咎而 天下 隨時 

文 長 史記曰 文武； H 用 長久 之 術 也 

天 組 爾骓註疏曰天驅俯地飽仰^5-飽前南龜^れ西纏 

左 北 龜右各 從共稱 

右 (東坊 城) 大學頭 菅原资 長 


天 保 


尻 


延享 


毛 詩 曰 天 保定爾  

尙書 曰欽崇 天道 永 保 天命 

藝文 類聚 曰 聖主壽 延享； g 之吉 

右 (淸 岡) 侍 從菅原 致 長 


同日 關白 宣下 (詔書) 

關東御 使 松 江侍從 (宣 澄) 


明 和 尙書曰 百 性昭明 協和 邦 

嘉延 藝文 類聚 曰  一 #s 日延 

右 1- 五條 ノ 侍從菅 原在廣 

紹明 尙書曰  紹犬 明即命 

〇 八月 十三 日闢東 御任槐 (次第^ 記) 

十 一 月 朔日攝 政 輔實公 御 辭表復 辟 

同月 十三 H 女御 入內 (次第^ 記) 

同月 十九 S 關東三 家 及 諸 大名 登賀 -1 

女御 入內 1 

同廿 三日 關東兩 使 賞 行、 

松 江 侍 從宣澄 は 右近 衞權少 將中條 對馬守 は從四 位上ト 云々 十一 一月 廿 

十二月 湖 日 近 衞相國 御 使登營 

女御 乃 御領 御沙汰 故 御謝禮 として 進 藤 修理 亮を 以て 御太刀 馬 代 沙綾五 卷被進 

同月 十三 日關白 殿下 若君 (伴 君) 御 元服 正 四 位下 右近 衞權 少將と 云々 

同 十八 日紀 伊中 將家 參議に 任し 給 ふ 

水戶 世子 鶴 千代 元服 宗堯と 稱し正 四 位下 右 近衛 權少將 と 云々 

大樹 來國 光の 御 刀 を 被 進 少將家 御禮貞 安の 御太刀 黄金 二十 枚 綿 百 把 を载上 

〇 霜月 十八 日 京師 雷雨 風甚 しく 吹し か廿 六日 以後 雪た えす 降て 毎に 晦朔の 際 大雪 路 をふさぎ しと ぞ、 尾 

北處 々にも 一 一三 尺 積り し 濃 江の 間 は 丈に およ ひし 處も 侍りて 行人 塞 死し 民屋 倒れ 侍りし とな ス 力 k る 

事 は國に 杖つ く 翁 も 見聞せ すと いへ り、 越路 はいつ とても 雪 深く 侍る 故其備 をな し はへ る 尾 濃 は 年々 

 .  二】 一 


日 兩使歸 府登營 勅答 之 旨 言上 


数寸に過て雪|^5る泰なき故はからさる禍にぁひ侍るにこそ、 亦 十 I 月廿 七日に は京路 北風 强く 並木 を 折 

舍を 破り、 勢 志 州の 々は 大船 多く 損しけ ると そ、 柬 海道 も 什 日頃 雷雨す さましく して 夕立 そらの 如 

し、 河水 漲り 出て 旅人 驛 にと、 まり 侍りし とい ふ、 冬 川の か- -る事 近々 に 聞 も は へらす、 嗚呼 さため な 

き 世の すかた 何 か 一お なる へき、 凡そ は 忍 土 極 樂の界 誰か やすらかに 生 を遂け 侍る へき、 思 ひかけ なき 

計ら さる 愁こ 、に 恨み かしこに 悲しむ、 是を見 彼 を 聞て 厭離の 思 ひなき 身 こそ 义 あさまし けれ 述懐の 歌 

よみ は へりて  かくてよ に をし まれぬ 身を捨 やらて おも ふ 思 ひの すゑの あらまし 

〇 濃 陽 武藝郡 祌淵山 龍 門 禪寺は 元 僧 寧  一 ，H 妙玆弘 濟國師 退隱の 古刹 也 (國師 は 鎌 倉の 建 長寺洛 東南 禪寺 

に歷 任せり 文 保 元年 十月 廿 五日 寂す) 今 兹享保 改元 初冬 念 五 國 師四 百年の 遠 忌に して 龍 門 見住大 顚和尙 

衆を會 して？ g 忌を修 せり、 予柬 都に ありて 是を 聞た ま/、 國師所 筆の 靜處の 二 大字 を 得たり、 是を 以て 

龍 門に 贈らん と 欲し^ 國す、 臉月望 顚師柴 扉 をと ふら ひ 露命 消 やらす して 逢 事 を相賀 す、 豫 所得の 墨 跡 

を 出して 神 淵 常 什の 物に 充ん 一せ を談 す、 師謝而 曰 今日 我 山 四 至の 證章公 命 を 以て 有司 傳へ授 し 又不圖 g 

組の 3 帅跡を たり、 され は國師 の錄に 十二月 半 上 堂の 事 あり、 此日 たま/ \ -是に 逢 ふ 亦一奇 事なる 歟、 

す^鑑の昭ーす處歡歎に堪たり急き稿背を^^て影前に揭へしと (寺に 祖の 筆跡な し 故に 年來 これ を需て 得さ 

りしと 5 ふ) 予も亦 前 亡の 冥； t を薦ん ため 且は無 時の かたみと も 思 ひし 不思議の 因. M 更に 嬉しく 覺 えし 

か は 一 偈を 包紙に 筆す 

混々 龍 門 雲外浪 金麟 一躍. 睨祌淵 古洞 靜處雪 光 白 寒月 寒風 四百た 牛 

o^iol- の 歌  ia;- て ゆく 年の な こり をよ そに して 春 まち かほの われ もつれな し 

〇 士：； 水の 和尙の 年の あけて うきよの 夢の さむ へ く はくる ともけ ふはいと はさら ましと 讀 給へ る 事 そ 思 は 

れ 侍りし、 いつしか 年も鉍 りぬ (享保 一 K 牛 lim かさね こし 老の浪 たちゆく をむ か へ て 

柳 股 相 親. 线^ 卷 1. 開 梅 唇 笑 寅 太 年 入手 河圔數 老樹 天機 又 一新 


予年 五十 五仍て 三， 勺 云爾 

〇 春 日の 社に 讀て 奉りし うた 

あらたまの 年の 緒な かき 玉 かつら かけて あまて ろ ひかり を も 見む 

吾妻よりか へ りての 又の 春 諸と もに 年 も わか 身 もた ちか へ り 春め づら しき やとの あけ 仄 

山家 春來 とい ふ 事 を ふりの こる 雪 をし ほり 柴の戶 も わすれぬ はる やた つね 來 ぬらん 

初春の 心 を 色の こす 雪 もみと りに むら 消て 下 もえ そむる 野 邊 の 若 草 

〇 新 歲閒駕 聲有感 

蕭 條柳逕 一 聲鶯 巧 舌 爲誰話 故 情 乎 暖難消 頭上 雪 知 乎 吾 亦 下 平 鳴 

同し 頃 東なる 人の 音 書に 焉き k し 事なん と 見え 侍りし か は 返事に 申 遣 はす 

去 歲潘東 鶯柳眼 今春 蓬 左 惹花情 山 長 水 遠悵？ 裡 無限 好 昔 千里 駕 

〇 一 談ー 笑 俗 相 看杜ェ 部か賦 せし 人 日の 1;;- も來 ぬ、 鎮金前 禅の 風雅な しとい へ ども 練 柳 幾 梅自花 勝と す 

るに 足れり 

靈屈殘 雪 彩 園 庭 春 野 喜 看 生蔡靑 涉 七日 新 晴亦好 束 風 期待 百花 驚 

若菜の 題に て 

わかなつ む 野澤の 水のう す 氷猶袖 さむき 春の さと ひと 

〇 西 漢の時 集の 名な し (經 子史ノ ミ ) 東漢 にいたり て 銘頌疏 記の 類 文章の 流派 漸く 廣 かりし か は 集て 是を 

概 せし、 此 故に 集の 名 初て 著 はれし とそ (詩 薮ノ遣 逸) 我國 和歌の 集 は 萬 葉より はし まりて 古今 集 以下 代 

々の 勅撰 絕 侍らす 

〇 振，, 衣 千 扱 岡 1 灌， I 足 萬 里 流, (大冲 )  志士 惜." 日 短, 愁 人知-夜長 ス休 突) 

富貴 他人 合 貧賤 親戚 離 (顔 遠)  蟬噪 林逾靜 鳥 鳴 山更幽 (王 籍，) 

  二：： 


hi 


  二 1 四 

是等晉 人の 精一 一一 一 n にして その かみ 世に 獨歩 せり、 ひとり 淵 明か 釆菊 を秀 調と すへ しゃ 

〇 過し 年 ム：： 宗の僭 妙法 破顯答 (四 冊) を述 して 日蓮 黨か 邪義を 辨し密 家の 比丘 祌社考 神社 啓蒙の 辨疑を 筆 

して ii^ 士か怫 法 を觝排 せる を 破せ り、 凡そ 儒 釋の學 異にして 彼此 毎に 是を諍 ふ すらむ つかしき に、 日 徒 

と 諸宗と 古しへ より 心よ からすして、 や、 も すれ は 角 口 筆 陳に及 ふ， 今 世 其 書 多し、 然るに 日 徒 か 筆 常 

に 短し 偽妄 半に 過て 北ハ 邪曲 を 回 護 せんとす る 故に 書 成て 彌其非 あら はる-. -類少 からす、 諸 宗の舉 者 其 破 

文 あたら さるに は あらされ 共 大概 人我の 思 ひより 彼 を 非と し 此を是 とする の 言 痛 からん よりしかし 默し 

て自 止ん に は、 香^ あらそ はされ とも 臭 弃の爲 に 其 驛を失 ひ 侍らん や、 日 徒 か邪誕 なる を 知ら は 愈 正 法の 

舆降を 思 ひとす へ し、 花 頂の 義山獅 溪の忍 澄 報. 恩の 港 澄 等 は 蓮 社の. H 眉に して 其 著述の 書 宗風を あらた 

にせし かと も， いまた 他と 論して 勝 劣 を あらそ ふ文學 なく 侍る こそい とおさ しきに や 

〇 睦月 九日 は 性 阊寇士 六 回の 忌 辰な りけ り、 ^の 後の 年月むな しく かさなれる 春 も かなしく、 老の浪 か 

けても け ふ^ 跡と いふへ しと 思 はさり し、 夢幻 泡 影の あたなる すかた も わすれぬ ものから、 殘る袂 のみ 

しほり あ へす、 八日の ゆ ふへ 侍 舟和尙 なんと 打より 念怫 しける に 懷舊の 月 を 

かきくもる 泪も かなしめ くり ぁふ泰 やむ かしの 袖の 月 かけ 

〇 過し 冬 東より 上り 侍りし 時路に 聞し ことぐ さたとう 紙に 書付し を  一 ニ爱に 記す 

まりこ 川の^ やかて 路の右 (上りの 峠) に 連歌師 宋長 住せし 處 とて 柴屋 寺と いふ 寺 侍る (道の 程 一 一三 丁) li^ 

部の. M 西の 閬を 出て 朝 比奈の 洞と て 義秀童 形の 時 住せし 跡 ありと そ、 亦 ともゑ 川と て 水流 巴 をな す處ぁ 

り 彼 家の 紋：： を 描と いへ り (按 する に 義秀が 母 は 巴 女 也 依 之 名 を 得る にや) 

岡 部 六 彌太忠 澄の 舊宅 ありと いふ 俗說は 誤れり、 木 曾路深 谷と 本 iii との 間 岡 部 村 あり、 歌枕に も 岡 部 

の 原と いふ 名所に て 古歌 多し、 六 彌太此 所に 住せり 武州兒 玉 郡 也 

此 川の 下に ともゑの 虚{ 仝藏山 とて 茂りた る 山 ありい と 靈驗の 地と なん、 其 山の 西 を燒津 とい ふ、 舟津に 


尻  m 


して 民家 多し とい ふ、 按す るに 神 名 式に 駿河國 益津 郡燒津 神社 あり、 一 € 葉 集の 歌 燒津と 阿部と 合 詠せ，.： 

是 日本 武尊 野火の 雞 にあ ひた ま へ る處也 

古 記に 是をま 1 國の 事と す、 古語 拾 遣 又 同し 但し 日本 紀の說 を もって 正と すへ し 

舊事國 造本 記に Ik 國 造は吉 備武彥 命の 兒意 加部彥 命と いへ り、 然れは を かへの 稱 いと 久し、 又盧原 も 

むかし は國 名な りし、 姓氏 錄に 阿部 盧 原の 國 といへ り、 盧原公 氏 は 吉備の 命の 裔と 侍れ は 意 加 部彥其 姓 

祖 なる へし 

武家の 庵原 はェ 藤の 分流に して 庵原 川の 上 山の かたに 其祖の 古塚 あり 

南の 山に 八幡の 祠 あり、 や はた 村道の 左上り 竹林 あり、 東照宮 御 旗竿な とらせ まし/ \ ける 所と 云 

おんし ま 俗にお にし まと 訛り 云 

遠 州 新 坂 (日 坂と も 書) に 八幡の 祠 あり、 土俗の 說に云 昔此明 神うる はしき むすめ を 持 給へ りしに 海祌こ 

れを めて. - 妻に せんとす、 明 神 ゆろ し 給 はさり しか は 海神 怒りて 大鯨ニ 尾 を 遣 はしと らんと す、 明祌是 

をに くみ 碁盤 を 以て 打殺した まひし に、 鯨 化して 山と なる (今 の 男 鯨 山女 鯨山是 なりと いふ) 海神 猶 いか 

りて むくり こくり を かたら ひ 軍 を 起す、 明 祌姬を 山 洞に 隱し置 給 ひし か は 海神 火の 雨 を ふらし 组ー 煙； 穴 を 

覆 ひて 闇夜の 如し、 (今の くらみ 山是 なりと 云 道程 二 里ば かり) 明 神 大に戰 ひて 賊 退散せ り、 姬祌は 今く 

らみ 山の 明祌是 なり、 海神 其 憤り 止す して 明 神の 御 方なる 人 海邊へ 來れは あた せん 事 を 計る、 是 より 所 

民 潮 を燒に 所な し、 明 神 則 海 潮 をち. -め よせ 七 里 こなたの 川へ 潮 をみ たしめ 給 ふ、 今驛 西なる 鹽屋權 現 

と て 祟む るは是 なりと 云 々 (八 幡祭禮 毎年 八 十 丑 日 な り) 

是丙申 霜月 十七 日 新 坂に 宿して 所の 翁に 聞 侍りし、 すへ て 風土の 俗說 か- -る事 多し、 妄誕の 事と いへ 

とも 舊 より 語り 傳 へし 古事と 覺ぇ 侍る、 十：： I* 亦此體 なる 事 多し、 遠 江の 國 造の 始 は威務 帝の 朝 印岐突 

命なる 由舊 記に 見 ゆ 此命は 物 部 連と 祖を 同し くせり 

 .   二 Is 


〇 予か 下部の ef^ 跌に 腹中 石の ことく かたく 臍 はれて 水流 痛 忍 ふ へ からさる 體 にて 打^ 侍りし、 束 都 旅立 

前日な り けれ はと もに 召 連る にも 及 はす、 一 旦の質 奴な り けれ はいと ま 出して 彼 か 知れろ 宿に 止 置て 上 

り 侍りし (十 一 月な りし)：： -p- 極月た まく 奇疾便 覽を毘 る (其 書五卷 浪花 人 春 抱 子 所 集な り 引用の 書 凡 fn 

餘部 一:^ 類 凡 一 一 百 十餘 品) 其 中 夏 子 益 か 奇疾方 を 引て 此疾を 出せり、 蒼 木. V- 濃 煎して 是に 浴し 亦 蒼 木 麝香 

二 味 を 末と L 水に て飮 へきよ しいへ り、 是を知 さりし 故 用 藥の事 を 失し 侍りし も 不仁に 近し、 凡 醫は仁 

術な り 知ら さる 時 は 心なら す も 人の 苦しみ を 救 はすして 見なから 打す つ 鎮ひ 多しつつ しめ 乎 

〇 一： 儿 朝に 家々 物 こと を 祝し のゝ しる 袞 末の すかた を 見て はわ かう 成 給 ひしなん とい ふこ そ を かし けれ、 

廢 七， とても：. i: し 迷 ひ Q 心に て 歲洒先 拈辭不 得 被 W 君 推：； 作 少年 1 とい ひし もうれ しき さまに や、 電空 上人 戧 

に 一 ^を 

^年 作少 何虛， 認 謠曲俗 風 轉攢眉 稱 佛ー聲 活功德 無 衰無變 樂邦姿 

と 筆して 笑へ り 予其韻 を赓て 

三 元 堪笑人 問 祝 長命 一 盃低老 眉 柳 下氷融 春水錄 柬風吹 作 玉 雲 f^s 

〇 誹 林 眉 山： y 旦 己れ か {i5 の 柱に 自 はり かみして 

背 我の 掛私 方の 御慶 かな 

鎗 かへ しせぬ 隱 家の 意に に そ * 紙 衣 胜ハ 居の 身 はかく そ あれ かし、 また 彼 くせもの 白 鵄閑似 我と いふ 山 谷 

か 句の 心 を 

たれに 似て 我 はいねつむ かもめ 哉 

〇 或 方に 一 心院 開祖 上人の 鋒と て 法語 ありうつ し留む  * 

法 1、； 上人の 云ク s: 修三心 を 沙汰す る 事 一向 專修 になる まての 事 也、 一向 專修 になり 終り ぬれ は四修 一一， . 

の 沙汰な し、 一 向 isil. 修 になさん はかり 事な り 念佛 計りに なり 終り ぬれ は 唯 相" 翁して 往生な 待の み 也 


HI 


身 を か へ りみ 心 を か へ りみ て好キ につ ひ て 性 生を悅 ふも^の 心に て 有な り あしきに つき 今度の 性 生な 

大^と 思 ふ も^の 心 をお こすに て 有な"、 只よ しあし を か へ り 見す して 中 さは 極樂に 生ろ ゝと心 5!^ て • 

今より 後 臨終 迄 ひと へ に 南無 阿 彌陀佛 と唱ふ へき もの 也. たと ひ 信心 かひ なくなり 稱名 もよ はくなる 

とも 只：^: -定 往生の 思 ひ を 持へ し、 若往來 大事な りと 底に て 恐ろ、 心 あら は 亦^の 心 を 起す にて あるな 

かくい へ はとて あしき も 往生な り、 信 行か ひなき ほとの よはき も 往生な りと 忍 ふ も 亦^の 心 を 起 

すに て あるな り、 只唱 ふる 念佛 にて 往生の 定 不定 をは定 むへ し、 身 持 にても {.^ むへから す、 心 持に て 

も定 むへから す、 聽聞 にても 定 むへから す、 相傳 にても さたむ へからす、 念佛 にて 定る 往生-へ C 心 持 

也 身 持 也 聽聞也 相傳也 知識な り 淨土宗 也 能 同行 也、 此 外に は 何 にても 存 せす 候 穴 はし、 是私 の 本尊 也 

異香也 紫雲な り、 世間 佛法 の 深奥 只 南無 阿彌 i お 佛稱念 

〇 亨保 1 一年 正月 w 日 亥の 剋 南都 興輻寺 講堂より 出火し 諸 堂 炎燒す 

講 堂 (內 規廿 一?^ 九 間) 金 堂 (同 十八 間 十一 間) 西 金堂 (同 七 間 十四 間) 

南圓堂 (同 八 八方)  南 大門 (同 十一 間 四 間)  屮 門 (同 十一 問 四^) 

廻 廊 (同 六 間百廿 一間) 西 室 (同 六 間 三十 一間) 北 窒 (同 六十 一 問 六 問) 

屮 {UK 同 六 問 三十 一間) 鐘 褸 (同 四 間 六 §D  鼓 樓 (同 三 間 四 間) 

西 金堂 閼 ハ^.^ I 西 金 殿 南圆堂 Q 本尊 は 出し まゐら せし と 云々 

殘る諸 堂に は 鬼 金堂 北圓堂 食堂 勸禪堂 大 御堂 五重塔 三重 塔.！ 殿 窗殿 勸學院 三ッ^^, 

藤 家の 氏寺 はからざる に 囘祿の 事大 方なら さる 變 異なりし か は、 朝家 御す、 しみ ありて 太祌宫 以下 御 一： W 

の 御沙汰 あり、 同 十日 御 使 ありて 執； 田宫 にして 天下 太 卒の御 祈 禱、 內藏權 頭 尾 張 宿 输仲賴 命 を 奉す 

興 福 寺 元 明 帝 和 銅 三年 建-南都, 

炎燒は 陽成院 の元慶 1 1 年始 歟、 後朱雀 院 の寬德 元年 後冷泉 院の康 平 三年 堀川 院の康 和 三年 高 倉 院の治 

 ,  二  I 七 


  二 一  八 

承 s: 年後 宇多院の 建 治 三年 後奈良 院の 亨祿四 年已上 七ケ度 今度 囘祿 と共に 八 度 t〔。 

大概 伽藍の 災は 四天王， 大寺延 暦 寺， せ も 又 數度火 あ 一り， されと も 再起 昔に 耻さ る處 多し、 但 京師の 

法 勝 寺；： 儿 ぜは 圓戒螭 流の 大 伽藍な りしに 荒 廢の後 跡 絶 侍る も惜 むへ き 事なら す や、 共 他 京師より 諸 

州 名 藍 十：： 跡の 廢 退".^ 多し、 是 膀數滿 因緣盡 侍る 時に や 

〇 度-一 淸淨專 上人 初 之 韻- 

i^^^e^^^ 吟袖不 塞 林 下風 墨 洞 氷 消磨 殘月 玉 塵 霞 彩畫漫 {仝 

山 お ぶ ム眉綠 池 浸 旭光 水面 紅 迷 蝶遽々 知奈事 羈 華雜聊 惱漸躬 

〇 東より 文の っゐ てに なき 者 共が 七囘の あはれ とひ こし 侍りて 

いにし へ をし の ふの 5i のうら なく も ほし あ へ ぬ 袖に か、 る 白な み 

春の 花 秋の もみち も 名のみ にて ちりに しあと は あたの よの 中 

かへ し 

思 ひやれ しの ふのうら のうら みても か へらぬ 浪に ぬる、 たもと を 

くり か へ し 思 ひみ だる、 靑 柳の いと 、わすれぬ 春 やむ かしと 

〇 丁： ai 正月 七日 東都 驚く ほとの 震動 (巳ノ 半) 亦-保 然として 黑雲天 を 覆 ひ 迅雷 s: 々雷 霰 音 あらく しかり 

し、 (未ノ 時) 其 夜 城 鬼 火災せ し (八 町堀遷 松： 个釆女 正 稻葉若 狹守仙 石 兵 庫 等お よ ひ 諸士の 家幷に 市井 十 

餘町) さても 一 n 片時の あらゆる 變異 有し も 一 奇事 にやなん と 東より 巾 送りし、 東都 毎 歳 大火 ありて 

商家 殊に 度々 の災 にあ ひ、 心しつ かなら ねと 世 わたる 便りよ けれ はに ゃ騷 かしく 住う かるへ きを もしの 

ひわ すれて 扨 打 過る にこ そとい ふ 人； 5^ り、 され はい つれ か 火宅なら さる、 、フ きをい と はて かく 世に か \ 

づら ひむ くつけ く 名利 を 求て 老 となる、 我 も 亦 はっかし からぬ か は 酉 行 法師の 

枝 折せ てな ほ 山 ふかく 分 入らん うき 事き かぬ 處 あり やと 


讀し こそうら やましき 心 は へ 也 

同 十 CI 方々 の 火 消 役 を 諸家に 命 せらる 

東方 (松 平 遠 江 守 堀 一 舉) 南方 (加 一勝 和 泉 守 細 川 豆 守) 西方 (內藤 丹 波 守 田 村下總 守) 

北方 (諷訪 安藝 守 松平吉 五郎) 

同 十三 日 巳の 時 はかり 屮橋桶 町より 出火 未の 刻 火し つまりし 

西 は 堀端 一 町 東 は 中 通 本 材木 町 南 は 京 撟北は 中撟廣 小路 等燒 し、 即時 亦 式部 小路よ 0 燒 出て 戌の 初 迄 

ト餘町 灰と なれり とか や 

〇 華 頂 大師の 御 忌に 西 蓮 精 舍引聲 の 念怫會 有し か は 一 章の 香谒を 贈り 侍りし 

, 新 柳 階 前 春展卷 古梅 園 裏 腾焚香 月 殘華頂 紫雲 深 遍照恩 光 上道塲  -. 

亦 親 緣の心 を 

身 を さらぬ ひかり は 嬉し 有 明の 月 をし る へ の 西の 山の端 

〇 或 人 無官 太夫 敦 盛の 妻 御影堂に て 扇 を 折 初し とさる 事 あり やと 云、 按察 使資賢 卿の 息 4^ (敦盛 之 室) 化. ハ 

夫 死後に 祐 寬阿鬨 梨の (御影堂 寓居) 弟子と なり 剃髮 して 生 一房 如佛尼 公と 稱 せし、 新 善 光寺の (御影堂 

なり) 傍に 一 院を建 蓮華 院と號 して 住めり、 1 旦 後嵯哦 帝の 皇子 勝 法 院の王 阿 上人 病の 事 ありし か、 故 

ありて 尼 公；^ 扇 を 製し 祐寬 をして 加持せ さて 上人の 病身 を拂 はせ しめられし、 熱毒頓 にさめ て 平癒 あり 

し、 是 より 彼 寺 僧 扇 を 折と いへ り 

御影堂 はもと 擅 林 皇后の 創建な りし、 王 和 上人 以來 時宗の 寺と なれり とか や 

〇 過し 年 東都 牛 込 某の 町に ありし 女 醫頓に 病に かかり 七顚， ^倒 其 さま 隣家 をして 驚かさし む、 悶 亂悲聲 

遷孩の 痛 叫す るに. 似たり、 自 云頭腦 くた け 心腹 裂と 又 云 赤子 許 多 枕 上に ありと 手して 打 はら ひうち 拂ひ 

しける ：、 三日と いふ 曉狂ひ 死に 死せ しと かや (予 東都 其 近き 所に 住し かば 即日 聞し) 是を 聞に 彼女 常に 


I   ニニ 〇 

下胎の 藥を賫 てが 比 過し とそ、 鳴 呼 懐胎の .f^^ (業 を 以て 活 命し 幾 兒をか 胎內に 毒殺せ し 現報豈 まぬかれ 诗 

るべき や、^ 永 却の 苦 を 如何 かせん、 異邦.. > また 同し 悪 俗 多き にや、 名 醫錄に 京師の 白 牡丹 (女の 名 也) 

下胎の_樂を^^て^とし富を得たり、 一 旦 病に 臥し 腦疼頭 腫濱爛 いふ へ からす、 大に 叫て 云數 kn の孺兒 

來て 我腦袋 を^ 共 苦痛し の ふへから す、 是我 毎に 毒 を もって 胞胎を 破りし 其 報な り、 家人 等 願 はく は 我 

爲に 所蓄の 方齊か 焚て 世に 傳 えす 其 罪 を 謝せよ とて 終に 死せ る さま を 委しく 記ゼ り、 凡 女の 慾 情 止め 

かたく それな，？ ：2 枕 を かさね 有 身に 及んで 詮 かたなく 下 胞の毒 を 求めて 殺 罪 をな す- 姙婦 もまた 毒に あ 

たりて 喪 命す る もの 問々 多し (泰藥 をうる 事 天下の 禁令な り) 彼 殺 業 を 助く る 事 都鄙 毎々 蓋し 一 念の 

不仁^ 共む くひ 影の 昔 形に 隨 ふが 如し、 況ん ゃ此大 ISi (罪 を や 誰か 是を 免が るべき、 今 世 病 を 治せん 爲 

生物を慘^！母し藥を調するん多し、 夫 孫爲人 は醫を 以て 世に 大功 を殘 せし が、 其 千金 冀の 中に 亡蟲水 蛭の 

類 ひ を 川 ひした も！ ^；; 子 其 物 <§ を 損害す ろ をいた めり、 後世 n 腹の 愁に 心を恣 にし あるひ は補腎 房中の 

邪 術に まよ ひて 生齒 を殘 害する もの 少なから す、 何 そ 物 命 を斷の 罪に おそれさる、 況ゃ淫 惑に 起り て胎 

を 下し まのあたり 己れ か h;., を 殺す もの を や、 深く 驚き 恐 れ愼む へき 事 を や 

〇 祌 本 經.， > と 生物 を 殺して 藥 とする 事な し、 大概 草木の 用 病を醫 する に 足 わり、 此故に 其 書 A 十 を 以て 

名づ く， 後揪の Si 醫等 多く 禽獸 昆蟲を 害して 方 を 術 ふ • 夫より 亦 一 變 して 死人 枕 (靈 天蓋) 紫 河 車 紅 鉛 人 

^等 所有 不淨 物 を 以て 治療の 用と なす、 近世 蠻 藥の內 木乃伊 も 亦 人肉な りと かや、 鳴 呼人 を 以て 人 を 食 

ふ 共 不仁 G;:^ しき こ、 に 至り 忌 悼る 事 なきや、 たと ひ是 等の 物 を 以て 一 日 一命 を 長く すと も 又 限り あろ 命 

數を 如何ん、 まして 大方 妄說の 方 書 多し 何 すれ そまと へ る や 

i に 天签を 求む る 者 寺院の 墓所に 入て 密棺を や ふり 死 體な損 壌す ス事 ありと かや、 可 痛 可 濯 嗚呼 

〇 正月 十一 n 奈良 かさねて 火災、 高 5© なる 祌人 およ ひ 商家 數百軒 やけし、 春 日の 森に 火う つりて 祌宫も 

危 ふかり しか、 ル 桐.：：； 起 馳來て 火 杉 千餘株 伐拂 はれし か は 1  二 離 事故な かりし となん 


尻  親 


此春與 福 寺 炎燒故 藤氏の 官 家門 を さして 朝參 なし、 白馬 以下の 節會も 停めさせ まします とか や、 同し 

廿 一 In 京 南山^の 在家 三百 戶 計り 燒亡寳 寺 炎上と 云々 

〇 同廿 I 一日 未の 刻 はかりに is- 都 小石 川 (馬場 前) より 火 起り (井出 宇右衛門 火元な り) 折節 北風 はけし く、 

丸 山 菊 坂 火弘く 移り 水戶候 御館に 吹かけ 忽に燒 し、 水道 場の 城 地 を こして 鬼 南へ 燒 ゆく、 祌 e: 梶！^ や；： T の 

城門 燒 1： め營 中に 無下に 煙 近 かりし か は 有司つ とひて 防護し 奉らる、 護持 院は 常廟 造りみ か、 せまし せ 

まし 嚴 重の 御祈禱 所な りしに 諸 堂 跡な く 囘祿と 云々 

本鄉白山小石川御門の內は小川町飯田町鎌倉かし束町石川大傳：：^町以下、 凡淺草 御門 以南 芝 御門の 以 

北に 至る 迄 皆燒、 東 は 靈嚴島 鐵砲州 個 島に 及 ふ 

御厩 も燒し (御馬 を 我 公の 御館へ 預けさせ まします) 大名 小路 龍 之ロ遷 片時の 灰塵と なり 侍る、 福 井少將 

津山. S 少將及 ひ 御 ハキ老 に は 土 浦の 侍從 宇津 宫の 侍從笠 間の 侍從 等の 第、 酒 井 雅樂頭 酒 井 修理 大夫を はし 

め 熊 本の 侍 從佐賀 の侍從 古河の 侍從 小食の 侍 從姬路 の 侍 從大久 保 戶田稻 葉 等の 諸家 大名 小名 總て三 t 六 

十 餘所巿 井 凡 三百 町な りと かや、 翌廿 三日の 朝 またき に燒 止り し、 燒 死の 男女 數百人 眼 煙 を^て 愁 

またに 滿ッ、 然 S みならす 肆廛 物の 直 涌か 如く 日に 高く、 災 なき 家々 ん亦 くるしみに 拔す 侍る なんとお よ 

り 申 送りし、 七月 十三 日の 災を こそ：：： さましく 聞傳 しに 亦 かく 大火 ありて 上下の 愁 世の をいた まし 

むる はかりな り 

廿 三日 晝赤 城邊亦 1 一十 町餘 火事 廿 六日 深 川 火事と 云々 

苦界に 身 を 置て なじ か は 安 かるへ き なれと も- 鄙 境 田舍は 火事 もまれ なれ は E 心 ゆろ く、 忍 出の うれへ 

を も わすれ 侍る そかし、 繁華の 都 會は每 にさ はかし きに 猶 火災し けく、 しつ 心なく 侍る いそき 浮世 もい 

と はしく のかれ し 袖と て も 見聞に つけて なほ さ りな ら ぬかな しみ を そへ 侍る なんと^え し 空 也 上人 の 

世 をす てゝ身 はなき ものと 思へ ともゆきの ふるよ は 寒き なりけ り 

ョニ 


fff. 


  ニニ 二 

とよみ ましく ける を 思 ひ 出さる、 堙 となりし 家主へ 文 やる とて 

おも ひやる うき をき、 すの 隱れ家 もな きて やまと ふ 卷の燒 野に 

〇 立春 上人の 歳暮の 詠 

行 ふねの いそく とすれ と 彼岸に いたり もやら てこ ゆると しなみ 

上人 元旦に 自ら あかの 水 汲 初る とて 

長から ぬ 井筒の 綱の めくり 來 てまた くみ 初る 今朝の 若水 

〇 二： ：！： 五日 先 兄 梅； ま院 五十 回の 追赏に 一行 院 にして 行 香 するとて 思 ひつ、 け 侍る 

遠 さかる 月 曰 も あたに こ ゆるき のい そちの 舂は ゆめ かう つ、 か 

〇 庭の 梅 盛な りし 頃 友の かたへ 申 遣す 

あはれ しれと はれぬ 宿に 春 まちて ひとり つれな き 梅の した 風 

〇 丁. 5：  二月 七日 應夢 山に 登り 敬 廟を拜 し 奉る、 此度拜 禮を聽 し 人々 方丈に 會し監 司の 指揮 を まちて 御 

廟に參 る、 石^ 赛 霜 白く 曙の 霞峯 にか さなり、 尾 上の 木々 綠淸 しその かみ 但 馬の 君の 命 を 奉して 登山せ 

し來 しかたの 11^ もしの はれ、 今日は 一 職の 頭に まひし 身の 悅 ひに 私の 參禮を 請 ふて まふて 奉る も、 公 恩 

"ほと かたしけ なく 不肖の 身な から 人に 數ま へられ 侍る 事、 只 祖先 代々 つか ふまつ りし 跡 をお も ほしす 

て させた ま はさる 寬 き御惠 なれ は、 いかにも 身 を 致して 忠義の 節 まめ やかに なんと 今 一 しほに 思 ひしり 

侍る、 是 偏に 先^ 不 息の 祌德 にもよ ほされ 奉る 御利益な りと 身の 毛い よたち て覺 えしよ へな り、 稱讃經 

(一 W 部) 及 ひ 六 字聖號 (十 萬遍) 彌陀 根本 大咒 (五 百遍) 唱へ 奉りて 先 公自受 法樂に そな へま ゐら せ、 且は 

狗義の 諸靈に 回向し 侍る、 拜 堂のお.^ へなる 梅の 白々 と 見え 侍りし か は裡語 をつ、 りて 文 窒麟山 和尙に 

まるら せし 

夢 山 夢 絶 蝶 魂 疑 更聽 朝錡記 往時 古殿 風 寒梅 獨笑 春 容幾歲 雪 霜 枝 


尻  凝 


かくて 紀 殴を拜 する に、 第 一 覺源^ 師ー、 大舉禪 師の附 弟) 遣 立の 亦 舊り淺 れる古 製む かし 覺 えし 悲願 大薩 

埵 いとたう とくて まします (小 像の 千體も あり) 開山 塔の 前なる 紅梅い とよく さきて 艷色淸 香 殊更に 見え 

し、 竺 上座 住職の 昔尋 こし 春 も 思 ひ 出されて 

山 かけやた つ ； J し 花の な こり まて かたみ 顏 なる 庭の むめ かえ 

黨 ffi 岩の みはし わたる 程 水泰翠 流れ 山々 の 新晴眉 端に 上ろ、 抑 水 野 山に は 尾 張 部の 神社 在ます、 此 故に 

當國大 明 神と 稱 したて まつ る、 尾 張 氏の 祖小豊 命の あんみた まに こそ、 其 裔尾治 金述 も金祌 社に 鎮座な 

り (おかね 山祠 あり) 先 公の 此 山に 靈 槻を藏 めさせた， まふ も國 造の 古廟 まします よせ をお も ほし よらせ 給 

ひしに や、 且里 遠くして 地 清く 如何なる 兵事に もさ はかし からぬ 所な れは猶 千歳の 後 も玄臺 しっけく ま 

します へぎ 勝地な りと 恐れみ 思 ひ 奉る、 歸路嶺 を 越えて 水 野 Q 里 を 過き 荒 井に いたる、 志 水 法師 去 

年 夢と なりし 事 思 はれて 

す みすて、 身 は 雲水の あ ともなし 花やかた みの さとの はるかせ 

印 場に 溢 川 神社 あり 延 喜の 神 名 式に も 侍る、 牧部印 葉 連 公を祀 る、 是も尾 張氏國 造の 神な りけ ろ、 やか 

て大 森なる 興奮 山/ 6 ふて し、 大森 f;i: 瑞廟の 御 生母 歡喜 院大 夫人 香華の 場に して 常不 01 轉 の念怫 置せ， 給 

ふと あり 難き 至孝の 御 わさに や、 御 牌 子拜ミ 奉りし 折から 日中の 稱名 ありて 、、、 と/.. \ たうと く、 五 趣を統 

捨 して 不殘十 惡を攝 取し 不捨 利益 安樂 大事 因緣 >3 一  行 三昧 末法 萬 年に 傳 えて 退轉 なく、 一  切 衆生 彼沸國 

ならしめ 玉 ふ 公 恩 また 類 ひなく かたしけ なし、 け ふし も か V- る芳緣 をむ す ひま ゐら する 身の ちきり 返す 

く うれし さに 六字稱 名の こ、 ろ を 

南無と いふお も ひを聲 にあら はして あみた ほとけ を賴 むは かり そ 

方丈に いと ひて 立 出す、 小 畑 森 山に か、 りて 矢 W 川に いたろ、 長母禪 寺へ もま ふて まほし かりし か、 い 

と 日た け覺 えし まゝ打 過ぬ、 川に はかりなる 土橋 かけて 足 も ぬらさす わたりし、 山 田 は 一 庄の號 なから 

  ニニ  一二 


尻 


  ニニ 叫 

亦 一 村の 名 ありて 尾 張 源氏の 稱號に 呼の こす、 山 田 安食 蓬 野なん と 今 も其裔 あり. 扨 も 今日 一 日の 道す 

から 思 ひよ る^く さ を 筆して いさ、 かお も ひ をの へ 侍る、 時 長閑に 身 安き もお のっから 昇 平の 餘澤 なり 

けり 

〇 丁 IS 佛 槃忌 彼岸 會 中日に あたれり、 か、 る 時節 もい と 稀なる か 近き 例を考 ふるに 

？ 1- 長 五 年&、 子 (自是 1 ；十年 之 後) 

元 和 五 年 己 未 (自是 二十 九 年 之 後) 

明^ 三年 丁 西 

共に 二月 十五 日 彼岸 會の第 四 H 也- 此後 六十 一年に して 今 歲亦然 り、 百十餘 年の 間 只 四 度 也 

〇 城 南阿 彌陀 寺に 木像の 入滅 相 を 新造して 點相 供養 あり、 曰 あた、 かに 時 閑な りし か は 多く 參詣も 侍り 

し、 大雄 山の 緣容 いつもな からん 立なら みて 拜む、 大光 禪院の 遣敎會 いと 殊勝に きこえし、 訓讀 しっけ 

く 共 流通 分に 世^ 無常に き は 心^ 離と 又 J 北實に 危脆無 堅牢 者と 無常の 觀門を 遣し 給り、 さても 如 來妙色 

身 は 露 法 性に 等して 無量の 功德 莊嚴顯 現し まします すら 此は是 應捨之 身 罪惡之 物な りと、 まめ やかに 敎 

1: 小を垂 たま ふ、 誰か 十 悪の 凡 醒臭穰 Q 苦體に 執し 侍る へきと • 悲喜 こもくな かれて 一 偈を呤 して 香 を 

行す 

前 村後チ I 風 煙 暗 一 夢 半 春 梅旣飛 人世 無常 誰能久 十：！ 峯新翠 白雲 歸 

〇 十五 日 雲 雨 ゆ ゑ 夕 n を 兌 さりし， 十六 日 空晴 入日 殊に 花やかな りし 口 想 觀の心 を 

風拂^ 毫 絶點堪 雲 消^ 界輝紅 輪 朗然 鏡面 定心裏 花 薰十萬 億刹赛 

吹お くる 花より 花の 色 見せて 西に 入日の 岡の 春 かせ 


0 尻 卷之 六十 四 

〇 人家の 釜自 鳴て 聲 止さる 事 あり、 術 家の 說に男 は女拜 をな し • 女 は 男拜を すれ は^ゃむ といへ り、 又 

和 俗 釜なる 時に 女の 襍を 覆へ は 止と いふ、 又 男の 肩 衣 を 覆 ふとい へり 

〇 檔は隱 處に當 る 小 衣 渾複を 以て 摔 とす、 縫合す る を 袴と いひ 短 を 檳鼻襌 とい. V 犢暴を sf: 极 とする は 

非 也. 膝下 犢葬 〇 穴 あり 挎短 かくして 漸镜鼻 穴に 至る 故 也 

〇 足 利 義滿公 帝 家の 御 准 子と なられし 故 公方 家と 稱 せし、 公方と は： 大 子の 裨^ を 申 時 ザ 也 

〇 勢 州に 右近 衞少將 兼 治部少 輔源敎 賢と いひし 人な り、 按す るに 是堀ロ 治 部少輔 なり、 夫 堀 口の 稱は新 

田 源氏と 聞 敎賢は 村 上 源氏と 云々 如何、 答 曰 新田 義顯 次子 あり、 嫡子 は 越前國 1" 口に 住 次 5:- は ii:^ 本庄 

に 住す、 義顯の 四 世 堀 ロ義賢 初て 勢 州に 移り 大河 內親鄕 に 仕へ し、 其 孫 堀 ロ左衞 門佐義 藤の 女 具 極 (初 

は 貝 房 北 畠の .l^i 流 田 丸 御所) に 嫁して 星 合 侍 從敎房 及 ひ 藤 方 敎賢を 生す、 敎賢 後に 母家の 稱 號を稱 して 

堀 ロを唱 せし 故に 勢 州の 堀 口 は淸和 村上兩 流の 源氏 あり、 其 書の 目 を 正す ベ き 寧 也 

賴房 (權中 納言勢 州 星 合 城主) 具忠 (右 屮將勢 州 田 丸 城主) 具 種 (參 議從四 位下 元龜 三年 十 一 月 九 == 逝 J 

(cliji 合 敎房堀 口 敎賢) 其 子孫 今 仕 幕下 

〇 或畫ェ 一翁な かき 自 姓名 を 書し 四十 幾歲書 之と 筆せ し を識奢 見て、 凡 文字 及 ひ 畫圖に 自名を 記しよ は 

ぃシ 筆す る 事 は 六十 以後の 人 可 書 之、 いまた 五十に たらぬ 人 其 年^ を かくは 古法に あらす とて 笑 ひし 

少， やの 文字 綺な とに は七才 より 十一 一三 迄 其 年 を か ヽ はむかし よりある 事に や 

〇 允恭 天皇 御宇 造 >1 立國境 ノ標， 

國境は 私意 を 以て 分つ にあら す、 山川に 依り 土地の 風氣を 以て わけた まふ 事 也. 後世 我意に 境 を 立て 先 


ニニ 五 


  ニニ 六 

王の 法す さめり、 豊臣秀 中 ヨ織田 .：\ 条の威 を 以て 尾 張 國の內 西北の 地 を 美 濃に 攝屬 せしめら る > 多し ， 

〇 琉 球！： より^ ハ牛秋 米 十一 一一 三千 七 百 石 餘を薩 州鹿兒 島に 貢す 

〇 往昔 諸 姓の 大 氏に 太刀 を 賜い 小 氏に 小刀 を 賜 はりし 是を氏 印と 稱す、 後世 家に 傳 へ し 刀 劍は此 類 ひな 

るへ し、 世 久しく 本 故 を わすれし 家々 多し 

0 尾 府下 阿 彌陀寺 古し へ 海 柬郡蟹 江 庄新屋 村に 有し 其 地 今 阿彌陀 寺と 呼ぶ、 又 里 俗 今 谷 か 淵と 呼ぶ 川 (新 

屋村 にて 阿 彌陀寺 舊墟の 所) はもと 鐘が 淵な り、 兵 亂の時 娀鐘を 盗みし か甚重 かりし かば 此 川に 捨てし 

とい ふ、 今 漸く 川埋れ 侍る 斯波 蓊統 横死の 後弘治 元年 五月 信 長 阿彌陀 寺に して 義統の 法事 を修 せし 其 法 

名 

源 受院殿 四 品前禮 部長 山義 公大 禮定門 

と 牌 子に 題せ り、 永祿 年中 IS? 頭を營 して 源受 院と號 せり、 慶長 十六 年 寺 を 名 古屋に 移し 立つ 古書の 中 

に 共 書 あり、 左に 筆して 遣 忘に 備ふ 

源 受院殿 C 人文 廿 三 年 十 十二 日) 右 は 淸須尾 形 刑 部 大輔様 御 戒名な り、 治 部樣御 家老 織 E 彥 五郎に 攻ら 

れ御 生害な り、 信 長 様 治 部 様の 御 幼 息 方 を 御 後見に て 明ハ牛 g: 月彥 五^ を 御 退！ 1  め 被 成、 五月 十二 日ぬ 須阿 

彌陀 +!^ にて 御 法事 有 \ 一、 此時御 幼 息 岩 左 £ 衛門 殿幷御 4: 弟 方 御 伯父 津川 彌太郞 との 今 川 殿御 後室 御お 香 

其 跡に 上 總介様 大和 守 様 I- 杏 石撟左 殿 三河吉 良の 使，. など は 晩に 御參と 承り 申 候 

ぉ左衞E:殿御成人右兵銜^殿と巾御^^^御兩人津川右衞門佐殿玄蕃殿と申候 

永 fi 年 屮ー寺 を 建て 源 受院と 申 候、 1： 彌陀 寺の 上人 開山な り、 ゆ ふ てんと 申 候よ し 右兵衞 佐 殿 尾 州 御 立 

退 河 內に御 浪人な り、 御^ 髮三松 殿是 なり、 元 纏の 頃，： 1ー3 山 殿より 御 そせ うにて 信 長 様より 少しの 御 宛 

行お 之 由,^ 衞門佐 殿 法^の 名 けん 入 玄蕃殿 は 內府樣 へ 御 奉行に て 候 ひき 


o 下？？ 源. ：i ポ綱 I^g5^ I 宗 仲 In,^  宗 重 尉  顯 綢 r 右京亮) 

下 間 左 衛門尉 宗重建 保 七 年の 秋 氏族の 亂 により 捕 へられ、 京師に て 切られなん とせし に 親 P. 上人 命 を 化 i 

て； HI- 子と し 蓮 位と 名つ く、 其 子 下 間來善 以来 本願 寺の 家人と して 代々 下 M を 稱す、 彼裔 に重久 とい ふ も 

の あり、 江州瀨 田に 住す、 故 有て 美 濃 國武藝 郡 彥坂村 (山 田庄) に 移り 山田久 意と 稱す、 後 三河國 〈尖 村に 

居 を うつせし 彥坂九 兵 衞と稱 す、 今川義 元に 屬 して 同國田 原の 役に 戰 死す 法名 宗悟 と^す 

彥坂 九兵衞 11 重 久彥坂 八 兵 衞成光  ~— 彥坂 九兵衞 光正 (子孫 慕 下泰 仕) 

—彥 坂、 H.. 膳 政 勝 (子孫 尾 州 奉仕) 

〇 或 曰 駒引錢 とい ふ は 昔 我 國錢を 鑄る 家 十 文の 駒 引 一 枚 を へ たてつな きし 故 百 文 を十疋 とよぶ ふ、 

按す るに 是無據 の浪說 にや 異邦の 泉貨 もとより 駒 を 鑄た る 多し 

，將 千里 (此 裏面に 馬 を 鑄る) 追風 白 驥泰騎 (同上) 此類猶 多し、 亦 表に 駒 形 を 鑄る 物 遂：！ ：ゥ；：.^.; 紋) 學 M 

の 如し、 又 福 如 東海の 裏に は ti を 鑄、 巧 千 長壽の 裏に は 鹿を紋 とす、 或は 千里 之 能 (表)：：：： 行 千 m (表) 

出入 通泰 (表) なんと は 人の 馬に 乘 たる 綺 あり、 か、 る 事 を しらすして 妄說 をな すなり 

〇 麼長 十八 年 十二月 三 曰 公 欲， 歸， 1 駿府, 出，, 江 戶二ハ n 至，, 中原 f 有乂 (名馬 場 八左衞 門) 訴，， 大 久保忠 1, (和 

摸 守) 公 召， 1 本 多 正 信 f  (佐 渡 守) 問, 之、 正 信 以，， 口 給, 斥， I 彼 之 罪 二 一十 六日 遣 _ー忠 隣 於 京師 及 西 海 f 捧斥， 1 契 

利 斯當之 徒- 

同 十九 年 正月 二十日 定， 一大 久保氏 之 罪 ニー 十 一 日 遣，， 安藤 重 信 ス 對馬 守) 得-相 州 小 田 原 城 一二 月 二日 読 _| 忠 

隣 於 江 州， 

按 する に始 神 君 儲嗣を 定めた ま はんとて 舊臣を 召て 是を 問た まふ、 井伊 兵 部 少輔直 政 は 下野 守 殴 (忠 

吉 •§) こそ 御 心 も剛に まし ませば 亂を はら ひ國を 治めた まふ 器ぁリ と^す、 本 多 佐 渡 守 fi- 信 は秀： ^君 


尻 


く 隣 君け 

あ か 御に る 
り 議 心 勝 、 

け 實 よ れ は 
れ に げ る る 


理 


を 
取 
立 

參 

ら 


三 I へ 

せ、 己れ 其權を 執なん 事 を 計りて 三 河 守 殿 は 滴 子に てまし ませば いふに 及ばす 御 家 を繼せ 

き、 且武：^^ぉれさせまします御事はしろしめさる、 所なり諸臣の異議する所にぁらゃと由 

力 後に 大久 保忠隣 啓せ し は 巾納首 (秀忠 公) 旣に見 任の 御 樂は勿 御寬匚 にして 人君の 器此 

御 速 枝 や あるべき、 凡そ 太： キの 世に は あたかち に 強剛の 云 爲£ なき かと 申されければ、 公 

に 後：：： にこ そと {=i ひましまして 入らせた まひけ る、 かくて 亦 諸臣を あつめた まひ 曰 先日 忠 

我心と 同じ 中納言 こそ 儲 嗣に定 むる なれと 仰 下されけ る、 內 外の 諸 ！££ 長り て 出に ける、 か 

ば 三 河 守 殴 も 御 不快の 氣色 時々 見えさせた まひけ り、 佐 渡 守お のれが はか.^ ひ 後の 事 水 意 

なく 實に 中納言 の^ 御 器もう る はしく 御 威勢 も 日々 めて たく 見えさせ まし ましければ、 佐 渡 守 思 へ ら 

く此？ If; 政 をし ろしめ しなば 我 そ はしめ て 罪に あ ふべ き， 公の 在世に 先 大久保 を 亡 ほし てんと 馬場 某 を 

して 識訴 せしめ 公の 問 を まち 大久保 一 家 所々 に 要害 を かまへ 驕 充不遞 にして 內心謀 を 巧に すと 譖し 

ける とそ， 扨ん 安藤 氏 小 E 原に 行て 大久 保が 家老 天 野 金 太夫 某 を 召て 城下 諸臣 今明日 中に 他所に 退出 

すへ きょし を 令す、 天^ 曰忠隣 不幸に して^ 里の 命 を 下した まへ り 公に 對 して 誰が 異議 あるへ き、 さ 

れど僕 此城を 監す忠 隣 他所に 有て 此事を 僕に 吿さ らんに 於て は、 いかて 私に 城 を 明て は 降る へき、 且 

今 城下に ある 小 は婢妾 其奴 子 多から されと も 俄に 出 退かん 事 其 恐れ 少なから す 足下 察せよ と、 安藤 (對 

馬 守) 闩我 命の ま、 に 令す、 然るに 汝 がー 百现 あり R を 延て城 を 渡す へし、 我是を 計らん とて 退く、  fK 

野 曰僕齡 かた ふきい とも 兑 くるしな から 1 刀 を 以て 鈹腹を 切て 足下の Kil 前を藏 さんと こそ 3 わ ひに し 一 

言 以て 数：；： を ゆるさる 幸是に 過す と、 謝して 主人の 消息 を 待て 城下 も躁 かしから す 立 退ける となん、 

人の ほ たるい W はかく こそ 有 へきに、 や、 も すれば 私愁に まよ ひて 主の 愁を 忘る、 もの 少ナ からす 、天 野 

は 古き ものに て かくめ てた く 行 ひける にこ そ。 

〇， 牛 手 政 秀死諫 を 思 ひ 立て 先 一 刀 を 下して 信 長に 吿、 公 急に 來り手 を 取て 自前 非 を 悔其命 を 救 はん 術 を 


人祀建 
物 典 地 

じ、 メじ *  ノじ、 


星 


，し 
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宣ふ、 政秀 公の 非を改 むる 意 ある を 見て 悅ひ 返し まゐら せ、 後 亦 一刀 を 0- して 死せ しと、 政秀 緣 起に 

見えたり リ 

〇 後藤 祐乘は 濃 州の 武人な り 、曾て 普 光 院將軍 家 (足 利 義敎) に 仕 ふ、 一 且故冇 て 獄舍に 入る、 閑寂の ii 桃 

實を 得て 其 面に 小刀 を 以て 山王廿 一社 及び 猿 六十 六 を 彫刻す、 其 細密 奇勢 見る 者是を 妙と す、 將軍 ひと 

た ひ覽て 其ェを 好し 罪を赦 し、 金銀 銅 を 以て 目 貰髮搔 小刀 柄 を 作らし む、 其繪は 法眼 元 信 か 描る 處也、 

彼祧 核の 山 王 は 今 常 州に ありて 祠を 作り 日吉の 神と 崇 むと いふ 

祐乘か 墓 京師 千 本 蓮 臺寺力 籠坊 に あり 

〇 源 家 引 雨の 幕 或 記 曰、 源 頼 朝 卿 石橋 山 合 戰の後 下總國 國府に 至りて 兵 を 招く、 此 時大將 の陣營 布な し 

千 葉 介 常 胤お のれが 白 幕に 黑紙を 彩して 二つ 引と す、 是 吉例た るに 依て 殊に 引 雨 幕 を 用 ひらる、 といへ 

り 

〇 俊寬 僧都 平清盛 死して 後 肥後國 阿蘇山の 麓に 住せし とか や、 林 佐 渡 守 信 勝 も 織 £ 家のお に 逐れ、 南部 

但 馬と 氏名 を 改め 畿內 に隱れ 居りし か、 信 長 御 事の 後 心 ま、 にて 出し 戰國 革命の 際 はか、 る 人 多し 

〇 豊臣 秀吉遣 命に 新 八幡と 可 祝よ し、 然れ共 刺 許な きに よって 舊臣等 祠號を 請 ふ、 故に 豊國大 明 神と 

號 せられて 其 社 を 東 山に 建つ (見 伊達 軍記) 

0 國志 撰修の 時議 して 予が 書て 公 覽に備 へ し目錄 草案 

興 地 志 沿革 延長 風土記 彊城 (府郡 it 村 庄保 舊號) 山川 山野 河 海 島峡巷 渚津梁 井溪湖 

BE 堤塘 

城 地 (那 古府) 公署 (倉庫) 驛舗 (公館) 街 市 

宮祠 (官社 私 社) 學校 (記 其 舊^) 

名 公 (歷 代國 司) 良 將淸操 孝 友 文人 方 伎 僧侶 

  ニニ 九 


  ニコ 5 

食貨志 戶ロ (古今) 土田稅 糈物產 (kn 穀布 帛蔬草 竹木藥 草 玉石 器 m 羽毛 介) 

雜 ij^ 志 .riTi^  (お， f 私院) 宅 墓 iC 城 戰場 十 M 蹬 時 一 ，あ 叢談 (奇 事) 

〇 愛知 郡大喜 村 はむかし 熱^の 祠官尾 張 氏の^ 支往 せし 所な り、 今 大日 堂の 近 境若宫 と稱 する 社 あり、 

(俗に 八幡と 號 す)； 熱 W の遙拜 所と かや、 俗 體の御 形 大驅を 納め 奉り、 叉 八劍社 あり 僧；： 豕仆/ 所 を 熱 田の 

奥院 なりと 語り 侍る" 故な きに あらす 

〇 いにしへ 詩歌に 砧 多く 詠せ し、 大 かた 賤 家の わさに して かなた こなた 聞 渡せし さまな り、 今 はきぬ た 

打お とのし けから ぬに やとい ふ 人 あり、 實に もさる 事な め. Gs、 古へ は 踐民は 麻布の み 着 侍りし、 秋に 至 

り 布 を ねん ころに うちて 綿 を 入 服せ し 故す へて 砧の 音し け かりぬ へ し、 今は木綿の實をった へ衣に^^て 

賤山 かつ も 著 侍る より 衣 うつわ さ 結 侍る 

〇 古しへ 大舉寮 東西の 曹に菅 亟相江 相 公の 神 像を祀 りし、 菅家は 世 普く 知れり 江 相 公 其 名 如何ん、 曰是 

二人な り 

江 相 公 從 一一； 位 大江朝 Hl^li 曰 人 是平城 帝 之 皇子 阿保 親王 一 男大江 始祖 元慶 元年 十 一 月 三日 亡 六十 七歲 

ブ チノ 

後江 相 公 少納言 大江玉 淵 男 參議正 四 位下 朝 綱是也 天 德 元年 十一 一月 廿八 n 逝 七十 一 歲 

〇 花山院 寵幸の 女御 かくれた まひし、 戀 慕の 御な けき より 終に 寛 和 二 年 六月 御 出家 ありし、 亦 大江定 基 

三 河 守な りし か 愛妾に おくれ 頓て 僧と なりし (寛 和 一 一年 六月) 上下 同し 風 多 かりし にや 

花 山 院は後 また 淫亂の えお はせ し、 定基は 惠心愤 都の 弟子と なり 寂 昭と號 せし SLd へ 渡りて 其 名高く 

異邦の it に 日本^ 通 大師と 稱 せし、 初 はよ からぬ 事より おこねて 浮世 を捨 侍る 人 も 多 けれど、 其み さ 

ほ 正しく 末 通りし も少ナ からす 

0H 凸^ 丈 山 老人 はいみし き 文雅の 才士 なりし、 其 初 名 石 川 m: 之 (始十 太夫と 稱す後 嘉右衞 門と 呼り 幕 

下に 仕 へ 御納戶 役其傣 六十 五 人 扶持) 


0^ 


尻 


年 三十 二餘 りて 眼- SDI を しら や、 天性はらぁしき人にて.：！？：^^もてぁ つ かひ 家人 も あらあら しきに 苦しめ 

り、 浪人して 駿州淸 見 寺に 隱れ 居し 1^ 擧 文して 世に 比 ひなき に 至る、 慶長 十九 ハ牛 冬大 坂の 役 起り し 時 井 

伊 家に 屬 して 戰功 あり、 藤 堂 高 虎に 客 食して 重く 待 せらる (領 三千 石) 然るに 髙 虎の 內窒の 父 蒲 生 源む 衛 

門 (始關 小 律) 藤 堂 家に ありし か、 故有て立退く事侍りし43^之も共に行けり、 其 後 藝州淺 野 家に 遊 化せら 

れし (客祿 三千 石) されと も 本姓の 暴氣甚 しく 性急に して 其 家人 を惱 ませられし、 一 且彼僕 等 重 之 を 欺き 

捕へ 縳り 捨て去り ける 故に 男 をた てす 雞 髪して 京 北に の かれられし とそ 

〇 日蓮 黨諸宗 を 誘 謗す る事甚 しき 中に、 淨土門 を 第一 に 忌み 念佛無 業の 語 を 吐て 人 を 欺く、 慶長 十三 

年 冬 我 神 君命して 正譽 4、 譽の 兩師を 以て 邪黨日 經來源 等と 其義を 論せ しめた まふ、 邪黨 S 閉口せ しか 

ば頓て せられし、 辆亦念 怫 墮獄の 事諸經 論に なきよ し、 池ヒ の日紹 以下 常時 Q 能 化 六 人 署の書 を獻し 

身延及 京師 廿ー ケ 寺と 同し く是を 書し 大久保 板倉兩 家へ 敬し 恥 を 天下に 殘 しぬ、 近世 亦是を 知ら さる 者 

の 如して 彼 徒 念佛無 間の 惡言を 吐き 人 を まと はす、 去寳永 §： 年 東都 小 西日 感と いふ 奸僧大 に 念 佛ぉを そ 

しり、 剩へ佛 本 行集經 にあり とて 曰 我 滅度 後 於 夫 法 中爲續 身命 繋 銅 鐵頭誦 狂 念佛至 行者 充滿國 中 最甚盛 

也 是佛法 破滅 時 也 等此文 を證據 として 淨土宗 を 誹謗せ り、 增上檀 林の 宗侶閒 て 先 は 其 文の 拙き 唐人の 筆 

とも 見えす、 文字の 置 處も辨 へざる 無 眼 子 か 造言と 聞え なから 驚-一頭 於 銅 鐵-と 書 は 可也、 銅鐵 頭と は 何 

ぞ 堅き 首に やと 絶倒々々、 若 は 似た る 言 も 有 やと 藏經を ひらき 佛本行 集 經( 一 部 六十 卷) を 見る に 曾て 似. 

寄た る 語 もな し、 若異 題に かと 佛本行 經( 一 部 七卷) をく りか へ し 見る に^か、 る 拙き 文な かりし かば、： 

こそ 邪 慢の賢 僧 か 造り 出せる 誑 惑の 似せ 物よ とて 三月 ト 五日 書翰 (勸ん 疑問 一 通 あて 名 本道 寺 蓮 花 上. -と 

あり) を 以て 眞僞を 正す に 一 言 S 返答に も 及ばす、 夜に 紛れて 東都 を^ 奔 せし 寳に面 S なき ならす や 

凡そ 日蓮 宗寄籍 に 古 德の名 を假り 造り 出して おのれが 宗義に 合 やうに せし 物 多し、 能 眼 を 付辨し 見よ 

〇舍 利 はもと 怫骨 をい ふ、 然るに 多く は 玉石な り 彼 石 昔 は我國 にある 事 を 知ら さりし にや、 殊に より 


.1 三. 
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傅へ て 秘蔵し ける に、 今 奥州の 海 濱に此 玉石 多し 津輕 の- 濱 より 出る は 五壌の 中に かたまり 生す、 色 黄に 

して 琥^に 似たり、 南都の 礒 より 出る は 色白く して 砂に ましり よる、 但 すき 通れる 玉に は 間々 it 赤く 黄 

^£3を帶るものぁり、 是には 小粒なる に 分 あまた 取 付 侍る、 亦 和 州 友 田 山より いつる 玉石つ ゃゝ かにして 

ひかり や、 多し 今是を h 品の 舍利 とす、 1^: 土に も 海 も 違く 山氣 か、 る 石を產 する 處な ければ 天竺 人持來 

りし を^ 骨と 思 ひ 尊 ひ 我 朝に も 渡せし にこ そ、 諸事 古代より 傳へ藏 むる 舍利 を兑 るに 皆是と 一般の 物な 

り 乂藥珠 も 多し 信 州 善 光寺の 灰 舍利は 色黒く して 鐵の燒 飛し ことくい と 小粒な り、 其 外 紀州熊 野 及 ひ 所 

所の 山より い つる 舍利大 かた 同し ものな り 

〇 府下^ 小路の 祌 明の 祠は 天照大神 天兒 尾根 命 一 一座 相 殿に. まつる、 此社 もとは 春 日 井 郡 朝日 庄 朝日の 村 

に 在し、 須昔は 城の 時町績 きにして 朝日の 祌 明と 呼し (淸須 本 町 今 六 町餘) 昔 は 太祌宫 御園の 內 とか 

や、 ^長 十六 年 今の 地に うつし 侍る、 其 跡 は 田 を 作らす 一 株の 大杉 在し 一 且此杉 光り を 放って 土俗い ひ 

しに、 ある 人 其 木の 极 こそ 心 もとな けれと て ひた 堀に ほりけ る 程に、 いつしか 杉 は 枯し處 民 恐れて 神木 

をから し 如： E なる 祟り か あるへ きと 議 にして 一 小祠を 建つ (今の 辨 才天是 なり) 中島 官 (今 は 御園 神明と 

稱 せり) 祠 {：：：1 齊 藤氏 是を、 干： 維せ り、 朝日の 町に ありし 商家 今の 名 古 還に 移りし 所 を 朝日 町と 云 

〇 大 銃に 云 花 山院は 風流 者に こそお はし まし けれ、 御 家 を 作らせた ま へ りし さまなん とよ 寢殿對 わた 殿 

なんと はっくり あ ひひ わた ふき あはす る 事 も 此院の 仕出させた まへ る 也、 昔 はやう /(\ にて あは ひに 極 

かけて そ 侍りし 

往古の せ { やけ 土の 堂 室の ことく 別々 に 作りし と 見 ゆ、 あは ひに 樋 かけて と は屋极 別々 なれば とい を 

かけて 雨 を 通せし と兒 ゆ、 我國大 寺の 金堂 講堂の ことくな り、 花 山院彼 ひの やね を ふき あはせ てと い 

を 川 ひさり しと 15- ゆ、 され は 今の 世上の 家作 は 花 山 帝の 製 を 用 ひしと H ルゅ 

〇 本州 山^^ 長 母 寺 無住 國師自 金剛 佛子道 曉と稱 せられし、 東 寺 一 流密 派を傳 へ て 其 法 長 野 村 萬德. ：• 慈 


阪 上人 傳受 せり、 無住 は 大圓國 師の徵 1^ 賜 はりし 木 賀崎經 過 四十 餘 年と かや 

人 は 不和 寺 は 無緣に 薪な し 木 かさき にこ そこり はてに けり 

〇 伊勢 参宮して 歸 りたる 人な 祝し 滔 さかな を 贈る を さかむ かひと いふ、 或 云 此事は 京-^ 參官 すれば 昔 鈴 

鹿の 坂迄迎 人出し 酒す 、め賀 しける とか や、 夫に なら ひて 左 あらぬ 國 にても 參 宮人 を 祝 ふ 事 を 酒む かひ 

とい ふ、 古流の 俳諧 者 は他國 にさ かむ かひの 事 をい へ は 非と せし とかたる、 亦 或 云 鈴 鹿の 坂の みに 限らす 

や 宇治山 田の神へ も參 {呂 終りて 朝 熊の 嶽に參 りし 人 を 道に 饗する を滔 むかひと 稱す、 是も 俗になら ひて 

やと、 予云 古き 傳も 有て かく 云、 但し 附會 せる も 知 侍らす 舊 事神皇 本紀縱 賞の 二字 を ナカ ホカヒ と訓、 

是は 常の 饗 にあら す、 新窒 なんと 造りて 人々 打より て 物 食ひ滔 のみ 侍る 事な り、 亦 凡 祝して 食物 を設る 

をい ふ、 されば さ むかむか ひとは さか ほかいの 一字 轉 語なる 由 先年 度 會延昌 かたられし、 然れ ばい つれ 

の國 にても いふて 辭 なかる へき ゃ猶 人に たつぬ ベ し 

古記 官 愛宕 參詣 の 時 坂む かひの 事 見えたり 

〇 大樹の 御 三男 (源 三 君) 三月 十五 日 生れさせ まし ましけ るか 五月 六日 あ へな く 御 早世 ありし (我 尾 府下 

三日 物し つかなる ベ きょし 令 あり) 

東 山の 寺 中に 葬し まゐら せし となん (號凉 池院靈 序智到 大童 子) 

〇 熱 田 祌寳刀 劎の中 其 名 あ る 物 (蛛切 あさ 丸 等の たく ひなり) 

註して 奉る へきよ し關 東の 命 ありて 此春 1 1 十四 口 其銘を 記して 上りし (是は 泰廟の 御 時 ゑら ひて 磨 せら 

れし 古刀な り) 

去年 戌 眞柄か 太刀 等 太刀 三 口 磨し、 此年亦 多くの 中に て 撰 ひ 然るへ き 古刀 百 五十 三 口 を 磨て 稍 を 新に 調 

し 侍る と 祝 師家 かたれり 

〇 朝鮮の 三 使 享保四 年 己 亥 四月 十 一 日 彼 都府を 進出せ しょし、 五月の 初 宗家より 關 東へ 啓せられ 侍る 

n  こ 一 二三 
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(：i:廿九u束菜に-^^:ると聞ぇし)文廟の御時はことににきはしくもてなさせましましけるが、 今度 は 萬つ 

： 人 和 來聘の 例 を w ひさせ 給 ふと かや 聞え し、 されと 旅館 は 束 都 本願 寺淺 草の 坊 なり (是正 德 元年 十月の 

例歟) 彼寺去年^；-^：燒失せし故假屋を作らせたまひて饗侍るへきょし有司の沙汰侍るとなん (京都の 旅 

$ 々 は 本！：」 サ なりし か 今度 は 本能 寺な りと 云 々 ) 

〇 濃 州 岐阜 大 n: 山 美 江 寺の 十 一 面 (長 六尺 三寸 也) 府下 千 葉 寺に して 開帳 (五月 一 1 十 一 曰より 六月 一 一十 六 

日 迄) 彼像(天|1;太祌の冥助にょりて感得と云々)元^_^贺11名張郡伊賀寺の本尊なりし、 養老 元年 丁已元 

正 帝 美濃國 長江の 瀧 (簽老 の 瀧) に 行幸、 故 有て 彼 十  一 大士の 像 をむ かへ 右大臣 長屋 王 (天武 帝の 孫) に 

命し-: ォを建 させ まします、 供養の 導師 は 唐の 善 無 畏王藏 とか や (寺 は 今 美 江 寺の 驛 にあり し) 後世に い 

たりて 齋藤 山城 守 (道 三) 此寺を 今の 地に うつしけ ると かや、 養老の 瀧より 涌 出の 石 不動と ていとた ふと 

き 明 王の 像 も は へ る (其 他 古 像舊霱 多し) まゐ りて 拜 みま ゐら する に 大士の 尊容 奇 世の 大 像に して 凡作な 

らす 見えさせ まします、 因 緣の程 も かたしけ なくて 

ちきり ありて 結ぶ もうれ し 瀧の 糸猶 なかき 世の 末 もみ たれし 

〇 伊勢へ 參 りし 人 云 松 坂と くし ことの 左の 小町 塚と て あり (路 より 數丁 へた、 りて 兒中松 樹上 へ に 生 

ふ) 土俗 云 小町 は と 交らす して 死す、 此 塚に 藺三莖 生す 人と りて e: に植 しょり 繁茂せ り、 今に 蓆 を 織て 

太祌宫 に 貢す とい ふ、 か、 る is^ 予參宫 度々 せし かと も 不閒、 故に 筆して 里程 抄に 追加 せんと 思 ふ (亦 其 

遷長 出が 塚と て 十： J き 塚 侍る となん) 

小町 塚と いふ もの 國々 にあり、 ，お 尾 西 新居 村に も あり 

〇 さい つ 頃 か 信 州 高遠の 城 生な かりし 時 松 本の 水 野 家 臺命を 奉し 其 家臣 以下 を 遣 はして 城を監 せしめ 

られ し、 卯月の 末 城の 四 境の m 圆日暮 て 俄に 火 を 上る 事 夥し、 城 中の 人々 驚き 立 さわぎい そぎ 足 輕を出 

し兑 せし むる に、 土お 麥を かり 圃 にして 穀を 取り 共 莖をは 所々 につけて 火 を かけ 燒捨 るに て そ ありけ り 


尻  ^ 


是は 山家 薪に 乏しから ねば 麥 はう を 用 ゆる 事な く、 一 時に 燒て捨 侍る に そ 郡 上 邊も亦 かくの 如しと いへ 

り、 されば 知らぬ 域を監 せん 人 は 先 其 地の 虱 俗 をよ く 聞 置へ し、 然ら されば 不圖 物に おとろ き 士卒の 心 

みたれ 侍る 事の み 多し と 物馴し 老人の いへ る、 けに もと 覺ぇ 侍る 主君の 鷹 狩なん との 時 も 其 地 を 先よ く 

知る へ き 事 也 

〇 軍 家足輕 物見 七ケ條 

田 切 池 深 井 川 流 古屋鏽 敵， 物見 振 木 竹 茂" 場 味方 後備 遠近 之 心 付 

其 他山 岡1: 大小) 原野 狭 路廣路 村落の 案內 土地の 要害 を豫 によく 知らされば 不覺の 誤り 冇て 味方 利な きこ 

と 必然なる へし、 殊更 他 境へ 働 入る 時 山路 海邊數 歩の 間に 異道 ある を 知ら すん ば、 一時に 心 惑 ひて 見く 

るし きこと 多 かりなん、 軍 家 說を擧 び さる は武 林の 人に あらす、 此故我 先 公 (敬 公) 軍書 合鑑を 記した ま 

ひしに 御家人 其 名た も 知ら さら 人 侍る にや、 心 付な きの しきと いふ へ き 敷 

〇 黑衣 紳 よりも 猛に 婦女 男子よりも 重く、 娼妓 良家よりも 多く 乞丐 商 賈と雜 立し、 市陌の 風塵 輪 蹄の 

紛糅 たる 奸盜 の叢錯 なる 組 僧の 出沒 せる 盡く 人間 不 美の 俗 不良の 輩に して 更に 君子 小人の 名 をた も 聞す 

古しへ 所謂 不 如是 不足 爲の大 都と つ ふやき しも、 帝王 名利の 地鷄 鳴て 安き 人な き 有さ ま をい へる にや、 

京師 東都 難 波 は 更に もい はし、 所々 の 都 會亦時 俗の 尙風大 かた 不好 的の 事 多 かるに や、 凡そ 孤獨 のた つ 

きな き 身 は ひたすら 身の 便に 人に も 詔ら ひ 求め 侍る はさる 事に て 憎む へ きとな し、 人に も數ま へ られ綠 

を も 食 ふ ほとの 人の あさ. ましく、 名利 を 貪りて 望み 深き さました るいと く 見く； つし き、 我 もまた 班 白 

の 頭 さし 出て 人に 立 交り 侍る をば 心 ある 人 こそ 似け なく 思 ひ 見る らんと 獨り恥 かし 

無 由 心地 遣窮通 草 往未休 朝露 躬 夢 盡柳窓 殘月白 方 知舊史 古人 空 

0 尾張大 阈 靈祌社 五月 五日の 祭 を 梅花 無 盡藏に 正月の 追 蘇と ひとつ 事の やうに 記せし は傳 聞の 誤に や、 

今 彼 社の 祠官に 閉處を 左に 記す、 先 廳 尸の 饗先 馬場 淸 (淨衣 二人 摟門 にて 下馬) 次に 奉 弊 (二 本、 次に 
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尸( 馬上 ムカ バ キ弓矢 ヲ帶ズ ) 

祌 前の 西 半 町 はかり 威一 院 門前に 於て 東 向 鳴 弦 二、 一度 . マ 

次に祭り終りてぉ！^^て神人のる、 次に 里々 ベ の 走 馬 我 國尸を 立て 祭る 社外に 聞え さる か 

〇 山城 同名 所 記す 文中 頃より 多 かれと 俗 問に いふ、 趣き S みに て 全備な かりし に、 正 六 位 上源武 好か 編 

ろ 名勝 志 は 舊記資 錄を拾 ひて 遺ろ なくい と 正しく 問 ゆ 


尻  鹽 


〇 東都 は 百 數年前 迄 は武藏 野と て はてしなき 野 也し が、 さの み 古き 名の 虚 もなかり しに や、 されと 歌枕 

に 見えし も 一 二なら す、 今 云 所の 古に 書る 物 も 中に 間々 見え 侍る 名處 なきに しも あらね と、 よくた つね 

て 書と ゝ めし 書な きに や、 堯惠法 印の 此國 紀行の 中に (文明 十八 年 十二月) 粗武藏 野の 事 あり 

その 夜 は 武藏阈 みたと いふ 所に 明して 野 を 分け 侍る に、 名に き、 し狹山 あり 朝の 霜 を ふみて 行に 錢 なる 

山の すそに かたち 計りなる 池 あり 

氷る し 汀の かれ 野 ふみわけて ゆぐ はさ やま か 池の あさ 風 

私按 する に 三 田 は 芝の 邊此 あたりに 山な し增上 寺の 山なん との 事に ゃ覺 束な し 

隅 田 川の ほとりと りこえ とい へ る 村に 善 鏡と いへ る 翁 あり、 彼 家に 雨 やとり して 閑 林に あかめ 置け る、 

善 光寺に 在 宿して 同 十九 年 (文明) 元旦に 

治れる 浪を かけて やつく はねの 大和し まねに 春 やた つらん 

此善 光寺 今 侍ろ にや、 しの はす 池の 西に 善 光寺と て 尼寺の 侍りし 近き 頃 (享保 元年) 麻布 (百姓 町) に 寺 

をう つし 立し 是 にて 侍る 歟 • 

同月の 末武藏 野の 東の 境 忍の 岡に 優 遊し 侍りぬ、 鎭 座の 社 五條 天祌と * 侍る 

忍の 岡 今の 東. K 山な りと いふ、 されば 五條の 天祌 在ます か 知らす (後に 聞寬 永寺黑 門の 束に あり 本 は 

岡 山 今の 山 王の 地に ありし 近年 こ、 にう つす とい ふ) 

油井 島と いふ 處ぁり 、 古松 はるかに めくりて しめのう ちに 武藏 野の 遠望 を かけた るに、 塞 村 夜 梅 成^に 熏 

す 是は北 野の 御 神と 聞え しかば 

わすれす はこち ふかむ すへ 都 まて 遠き しめの、 袖の 梅の 香 

今の 湯 島 を 夫 まて ゆ 井し まと 呼びし にや 土俗の 訛 言 敷、 太 田道灌 文明の 初 菅祌を E ま 中 さたし 地な り 

きさら きの 頃 鳥 越の 翁 纏して 隅 田 川に 浮 ひぬ、 東岸 は下總 西岸 は武藏 野に つ、 けり、 利根 入 間の 二 河 落 
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あへ ろ 所に ふるき 渡り あり、 の 诺に幽 村 あり 西の？ is に 弧 村 あり、 水 *@悠 々として 兩 岸に ひとしく 晚霞 

林 江に 流る 歸帆 野草 を 走ろ かと 覺ゅ、 筑波蒼寫の^5-にぁり富士碧落の西にぁりしと云々 

波のう へ のむ かし をと へ はすみ た 川 かすみ やしろき 鳥の なみた に 

陽 E 川の けしき 今 もさ こそ 侍る 

武藏 野のう ち 中 野と いふ 處に平 重 俊と い へる か 催しより 眇々 た る 朝露 を 分て 膽 望す 云 々 

露 はら ふ 道 は 袖より むら 消の 草 紫に かへ るむ さしの、 はら 

n 冗 は 文明 十八 年 堯惠鎌 倉に 遊 ひ 再 ひ武藏 國に歸 りて 北國に 趣け る 頃な り、 中 野 は 東都の 西に あり 今と 

て も ひなびた る虑 とか や 

ほり かねの 井ち かき 所に て 

そこと なく 野 は あけに けり 紫 もほリ かねの 井の 草葉なら ね は 

是其 あらまし を攀し 侍る、 亦 古き 物に 見出し てん 時抄し 侍りなん 

〇 世の や：： 俗人 をう つす 事 十：： 今腎者 もまぬ かれす、 や 庸流を や、 され は 一 衣 一 帽 1 器 一物 一 字 一 語 種々 

の 所作 所爲 俄然と して 一 人より 唱へは 一 卿 一 州より 天下 群 起て 是に隨 ひ、 靡 然として 風 をな し 約せ すし 

て 合す 是を 時尙 とい ふ、 其 中 官府の 時尙 あり 市井の 時尙 あり 燕 遊冶容 贵胶 富と もに する 時尙 あり、 凡 

1 時流 行し 沿革して 又 刖時尙 に 移り ゆけ は 先日の 事 は 人 わすれた るか 如し、 舉者心 を 刻 志を勵 まし 眞實 

に S! に 隨ふ事 を 知ら さる 者. は 進退 據 なく 耳目 外 境 觸れ志 不定 として 流 俗に 移さる、 にや、 古より 獨 

立獨 行に して^ 俗に 移され さる 者 はまれな り 

〇 古語 云聰 ノ人多 ハ好レ 奇奵レ 奇者ハ 多受レ 惑と、 けに 珍奇 を 好み 怪術を 喜 ふ は 和漢 古今 同し 俗情なる か 

宫 となる 者是 を愼 しまされ は 其 奇玩を 以て 群小 人 進む 事 を 取り 政 を 害する 事 多し と、 舊史を 見て 知る へ 

きか も 


尻 


〇 一 器 一書 一 畫其遠く上久にぁりて名家ょりぃっろも€}人平生§^慕して致事不能もたま/.\"1^-を^ろ桌 

あれ は大 によろ こ ひ 過 望 3^ 然として 人に 誇る 是世 玩の妖 物歟、 鳴 呼 我に 無 價の至 寶のを 求めて 珍蔵と す 

る 事 を 思 はす 鳴 呼 

〇 遊行 前 僧正 唯^ 上人 陸奥籬 島に あそ ひ 

名に しお ふお のれ まかき か 島なら は 船に あき ふく 風 を へたて よ 

と 詠せられ しとて ある 人 見せられし、 さいつ ころ 波 上人 我 尾 横笛 山に 掛 錫の 折から 余 もみえ し、 念佛 

の ひまに 國々 の 事と も 物語りせられ し 一 筆の かたみ を こ ひ 侍りし か は、 まかき か 島に てい ひすて しとて 

g; 方に に ほふ 菊 はむかし の籬 かな 

とかき てた まひし 事 今の やうに 覺 えなから 上人 も西邁 した まひ、 昔語リ となり 行 侍る も憐 ならぬ か は 

としつき をい かに へたて ゝ 

みちの くの 

まかき か 島の 

殘る ことの 葉 信 阿  .  . 
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二 四 〇 


0 尻 卷之 六十 五 

〇 我！ 社の 御： 止 體と稱 する 一 說に其 社の 本 地 御 形 を 鑄た る をい ふ、 但し 是は中 ま以" 米の， SST 往バは 

北 (神器 を 以て 祠 中に 安置し 其祌 のよ る 所と して 崇 しのみ、 釋 氏より 怫 菩薩の 三 摩 耶形を 以て 安置せ し 社 

も 有と 見 ゆ 

•A 輪 は" 形 (大日) 鉢 (釋迦 八 相 成 道 三 形) 磨 r や • 剛界 釋迦) 寳螺 (胎 藏界 釋迦) 蓮 花 (彌陀 ) 

一 寳幡 (地 鈸」 未 敷^ 花 (觀 音) 

一 此外劍 玉 弓矢 等 種々 形 あり、 是 を不辨 して 佛 像の 外 は 皆 往古より 崇 むる 神 體 なりと 執す る も あり、 大治 

M ハ巾 ゃ1 一月 度會維 明大^ 姬 世紀 奥 書に 大小 神 賦神 代の 神寶を 以て 正體と 崇め 奉り、 或は 變化乃 謹 物を祌 

形と し i^l ら其精 の德を 致す とい ふ、 後 は 我 國土久 の 風俗の 如し 伹し是 も 亦 恐らく は 三摩耶 形の 說に近 

く 侍る にや、 我 太 神宮 八^の 鏡な 崇 奉る は 皇太神 此^ 鏡 を 皇孫へ 守りに 授け 給 ひし、 是，^見給ふ事吾 

を ます か 如くし 給へ と 勅 言 有し 故、 末代 迄 永く 皇太 神の 御 かたみと て 皇居に？ ぶ- S 給 ひし か、 崇神 帝の 

御 時よ り^に 祌官を 立 給へ り、 草 雍剣も 日本 武尊 ま征還 御の 時 尾 張の 國宮 酢姬の 家に 殘し 後の かたみと 

爲 し參ら せられし か は、 薨の後 社 を 建て 武 尊の 御 禮 として 奉祀せ り、 是等義 をと り 德を壽 して 神體 とせ 

しに あらす、 上 十：： 質 i5l の 人情 を 見つ へし、 或秘 記に 灭兒 屋根 命 は 弓〕 ili 太 玉 命 は劍に 座す といへ り (是內 

|«1御相殿の|^1^也外宫に遷まし.（-て兒屋命は笏太玉命は玉を以て御體とす) 是弓は 左の 謂 玉 は 右の 謂に 

して 上代 質素の 風より 義を 取て 巧みに いふに あらす、 我國 いにしへ 祌を まつる に 賢 木 を 立て 和 魂の 表と 

せし、 是も极 本 は 幣物に して 鏡 木綿 玉な とを裥 にかけ し、 夫 榊 は 一時の 物 器物 は 永く 藏 めて 祠 中に 置し 

故お のっから 化 社の 御^と なりて 鏡 玉杯 を 奉し ける 祠も 多し と 見 ゆ、 今 佛像を 安置す る も 御正 體の 鏡と 


Bi  'へ、 


同し 意 也 今 世 神 擧者流 大に是 を 非と せり、 實 にも 我國 古昔より 鎭 座の 神社 その かみ 是を 大日 そ釋： そ 

なんとい ふへ き や、 夫 伊勢 は 天 照 太 神 八幡 は應祌 天 皇熱田 は 日本 武尊 にて 座す と はかり 崇 奉る とする 心 

より 外 全く 理說 にわたら す は 習 合の 沙汰に 及 侍らん、 されと 今日 まします 人體 にあら て 其 祌靈を 祭る 

なれ は 其 神 理不識 の 沙汰 を 尋る時 儒 釋の說 を 立て 是は いはす は 又 何 を 以て か 其 理體を 明らめ 侍らん や、 

盖し懦 よりいへ は 陰陽 不測の 德を 鬼神と し 其體を あかめて 是を まつる、 釋 よりいへ は 法身 本冇眞 i 仝の 理 

體 より 萬の 種子 別れ 出る 妙 用 ある を 以て 我國 Q みならす 天竺 往古より 祭れる 所の 諸 天神 鬼 も 极本地 を尋 

れは 出驟眞 如の 無 漏の 理體 をの かるる 物な き 故に 權類化 現の 說を 立つ、 土日 本其國 異に 山川 人物 各 一 

體不 移の 定體 ぁリ といへ とも： し 一 世界の 園に してと もに 日月 を 戴けり、 此 故に 佛敎を a- ふ 人は竺 土の ， - 

說を 以て 我國の 神赋を 見る 時 其 法身の 理法より 顯 はれ 来りし 等 流 身なりと 立る を 外より とかく 非と いふ 一 

へきに あらす、 法 藏修德 の彌陀 悉陀成 道の 釋迦 のす かた を 以て 直に 日本の 神な りと かたる か 故に、 儒士  i 一 

の 爲に謗 をの かれさる か、 彌 陀釋迦 等の 本 地 法身の 理體萬 德圓滿 の 尊號を 以て 神社の 根本 地と せん 事怫 

法 者の 本意 也- 凡眞如 一 理の時 豈區々 の 名 像 を 立 へ き、 鳴 呼 法身 無 相の 體 何の 相 か ある I 相 現前の 際 相 

に 着して 執と 成 相 もと 無 相 成 事を覺 知せ は 夢に 迷 ふ 疑 は あらし 

うたて しな 夢より ゆめに まよ ひ來 てまた き、 そめぬ あかつきの 鐘  ， 

〇 神祗 道の 齋戒に 肉 を 食 さる は 其 死 猿の 血氣を 忌と し 憚り、 且は貪 求の 食慾 を禁 する 故 也、 釋敎に 順 ふ 

もの は諸佛 の盡壽 取て 衆生 を 殺害し 給 ふ 事な きか 如く、 我 もまた せめて 一 日 一 夜な り 共 殺 業 をと らしと 

誓 ふ、 是れを 近 住戒と 名つ けて、 殊に 愼て自 勵むを 精進と いふ 也、 鳴 呼 まめ やかに 酒 肉 を 禁し姹 の わ 

さ を斷し 歌舞の 場 を 避 違心 出 語の 過を愼 みて こそ 神に も 交 可レ侍 を、 身を恣 にし 心 を 放て 至ら さる 處 なく 

僅淸 火の 一 事の みに か、 はりて 是を淸 めと 思へ る 人 こそ 認り多 かりき、 今 伊勢 參宮 の辈飽 まて 滔肉 を^ 

ひ 喜 怒み たり か はしき 心なから 神宮に 入り 其 猿 其黑心 恐れ多き 事 也、 神宮 六 宫の禁 法に も 滔を不 飮肉を 
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  二 四 二 

不 食と こそ 侍る なれと 俗習 是非な き 風 なれ はと かく それ まかしに 致し 侍る 事甚 心よ からすと 荒木 田 重 治 

予に いひし、 されば 今の 人 乃參宮 大方 非禮 のね かひの みに して 正直の！： 明に むかひ 奉ら はさの つからお 

も は ゆから す や、 甚 しき は參せ を かこつけて 淫 房に 讓れ戲 場に 亂れ 侍る たく ひ 亦 少なから す (予參 道 里 

程抄 にこれ を 筆す) 

〇 山城 固 葛 野 郡 松 尾 神社 は (正 一 位 名 神 大社な. O01 1 十一 一 社 次第に 大山 昨 神 市 袢島姬 神 1 1 座を祀 ると いへ 

り、 社 に は 二 座の 神^に 秘決 ありと 云々、 叉 彼 社 記 曰當社 は以, 爲， 1 上古 國造祌 1 爲， I 帝 基 鎭守社 I 云々 

山城 國造は 阿多 根の 命な りし 由舊事 記に 見えた リ、 亦 同 記に 山^ n 造 あり 曾 能 振 命と いへ り、 按 する 

に 阿多 根 命 は 神武 帝の 時の 國造曾 能 振 命 は成務 帝の 時 乃 造 長なる 敷、 宫內省 所所 祭の 三 座の 中チ 園の 祌 

社 は, 能 振 命 也 

地 祌木紀 に 大山 咋神を 松 尾なる よし 記せり、 また 按す るに 明 應八年 十月の 古文書に 松 尾 を 以て 山城の 一 

宮と 云々、 夫當國 一宮 は 加 茂皇太 神なる をい かにして 松 尾 を 以て  一 ノ宮 といへ る や、 实^^加茂松尾貴船 

ともに 一 宫の三 所なる 歟 (加 茂 は 社稷 松 尾 は 山 靈貴船 は樹祌 なり〕 

予か 先人 は 松の 尾ち かき 西郊の 產 なりし ゆ ゑ 彼 社 を專崇 して 萬 石 寺の 院. 干： と 毎に 文 かよ はしける、 愚 も 

また 最^し、 たてまつりて 是を 敬す、 今古 記に 見る 處を抄 して 爱に 筆す、 およそ 諸 社の 記 傳神名 十： I*T と 

社 記と 俗炼と 事の たかへ る は 常の 1^=!^ にて 人うた かひ をな し 侍る、 愚 諸 社 神 名 考異を 造らん と 欲し、 其 稿 

半に して 老ぬ 我と ひとしき 志の 士 あら は是を 筆して 世の まと ひ を，  辨は 可也 

ムス プノ カミ 

〇 枯祌 長淸の 集に 

とけ やらぬ 人の こ、 ろ はつらからて むす ふの 祌を うらみつ る 哉 伊行 

衣手の ひたちの 祌 のち かひに て 人の つま を も 結 ふなり けり  公朝 

草 芥和言 集 ひた 地 帶の條 下にい はく、 ひたちの 國には 男女の なから ゐを うらな はんとて は苧 とい ふ もの 


尻 


を帶 にして 一 ッに はけさう する 男の 名 を «! き 一 ッには 我 名 を かきて 彼 神 (鹿 島 社) の 御前に ての つと を 申 

て帶を 折返して、 名 をは隱 して 末 を 禰宜に 結 はする 也、 夫 を わろ かるへ きな からる はは なれに 結 はれ、 

よかる へ き はかけ 帶の やうに まろに むす ひつな かる ゝを、 さもと 思 ふやう の 男な れは頓 てかけ 帶の やう 

に 打 かけつと 云々 

是我國 牲古婚 をな し 侍る に 神に 占て 其緣を さたむ る 風俗な り、 されと 公朝のう た 人の 妻 を もむ す ふと 

いふ は 不貞 不義の 事 も 野 俗の なら はしに ありし にや 

濃州垂 井の 驛 にや 結 明 神 あり、 俗 傳に小 栗 か 故事なん とい ふ は甚卑 也、 夫む す ふの 神と は 産 の 字 を 用 ひ 

て、 凡 生物の 始氣 を崇む 男女 婚合も 萬 世の 始 なれ はむ す ふの 神に 占と いふ は 其い はれな きにし も あらす 

〇 少時 傾-曰 益 1 老至苦 ：1 年 侵 f 紅顔 旣罷， 艷白髮 寧 久吟階 庭 唯 仰， 杖、 朝 府不レ 勝， 簪 甘肥與 _1 妖麗 r 徒 有- 壯時 

心- (廣弘 明 集 之 四十 老苦之 詩 也) 

嗚呼 鏡 底 知らぬ 翁に したしむ も 我から 疎まし けれと おひ なれて 臨 末の 旦夕に せまる を 忘れ 侍る、 歡愛 今 

何 在、 悲啼亦 空、 同爲 一 夜 夢、 共 過 十 年中と 自居易 か 作" しも さる 事 そかし、 (文集 廿六) 扨 もき の ふ は 

見 はてし ゆめけ ふ は 今 見る 夢 あす は行衞 しらぬ 夢 を まちて いつ 開 覺の职 あるへ しと も 思 ひしらぬ わさこ 

そ 拙 けれ、 南槐 の 蟻に た ほら かされて i 樂の思 ひ をな すに や、 凡夫 暫樂忘 一 一大 苦， 受ー 一大 苦, ほ 忘， 樂と淨 心 

誠觀 にいへ る敎を 知る ことの まれなる こそ 是身は 苦の もとたり (心地 觀經) 三界 は 火宅 (法 花) なれと もう 

つ くしく 思 ひなして めて しっと 住れ し考 のす さましき もい のち 長き によって よろこ ひと もす る 心なり、 

千秋 萬 歳と 祝 ひの、 しり 侍る らん 最 あさまし 

〇 或 人の 許に て はかなき 事と も かたりあ ひ 侍りし 時 

なけ かすよ わたるな み 間 を はやせ 川 さしもう きょに と  まらぬ 身 は 

〇 知覺 知ハ是 知- 此 事- 覺 墨，, 此理ス 程 子)  ♦ 

二 四 三 


  二  s: 四 

〇 祸は椎 色の 染物 (カチ とい ひカチ ンと いふ は 音の 轉すぶ 也) 今 かちんと いふ も 鉗の くろめなる を 呼 ふに 

や， むかし 4? 衣.：々 くは揭 なりし か 草根 集に 

心 を は そめす そい かかし かまなる かちの ころも は 身に か、 ると も 

なんとよ めり 播州し かまの 名物な りし 故 和歌に も 多くよ めり、 近世 唐土の 書 を 考へ褐 は 陸 個か說 に黃黑 

色な りと いふに より、 俗にい ふ 茶色の 事と する は 我國の 故に かな はさる にや、 今の 舉 者文學 になつ みて 

我國 それの ものに 其 字 を 用 ひ、 此 字に 其 和訓 を 呼 ふ は 非な りと てこと/、 に 正し 侍る はけに も 文字に 富 

たる 益に もと 思 ひなから、 十 n より W ひて 事 かくす 侍る 類 はすて、 有ね かし、 改て 益な き 事は大 やう あら 

ためぬ が 能よ し 敷 好 法師 もい へり 

〇餉 の 字 を かれい ひと 讀故 乾鈸の 事と 思へ る は 非なる にや、 朝餉と いふ も 常 飯の 事 也、 古今に 二見の 浦 

(但 馬) にと まりて ゆ ふさり のかれい ひたう へて なと かける 食膳の 事な り 

かゆ は 湯 多き 故い ふかしき 湯の 意、 かれい ひ は 水 かれた る 飯に して 俗にい ふたき ほしの 鈸と いふ も 同 

し 

〇 丁酉の 泰豊 前！！ 小 倉の 沖 へ 異船 十&艘 (長さ 三十 間 計 船 はり 1 1 十 聞 計の 大 1^ 一  艘に 百餘人 ほどの りし 

と兑 ゆと 云々) 浮來 り、 ふな ゐ して 物 待 顔な" しか は 小 倉の 城主 侍 從忠雄 朝臣 (小 笠 原 右近 將監) よりい 

そき 關 束に 吿られ しか は、 とかく 言して 舶 とも 返さす へきよ しにて 領主より 書翰 遣 はしなん とせられし 

に、 うけ ひける さまな く 直に 難 波へ 入津す へしなん とい ふ (商船の 體 とそ) さら は 威して 退散せ しめよ と 

て鈹 をなら し 物の 具 見せて 勢ひ强 くもの しけれ は、 初めは 恐る、 けしきな りし か 後 は 却て 弓矢して こな 

た を 射、 亦 は 大銃を 放て 甚 怒れる さま 也、 とかくの 體追々 關 is- に 申されし か は WE; 廿 五日 奉書 を 下し 給 

はりて 忠雄 朝臣の 參府 一 先 延引 ありて 異舶の 歸帆を はかる へきよ し 仰 出されし とか や、 近國の 大名へ も 

事を議 すへ き. S 命 有しと 閒ぇ ける、 頃 口 束 部より 來る 人に 閒 し^也、 彼 人 四月 廿五日 小 笠 原 家の 家人 某 


鹽 


尻 


に 聞し よし 右 之 趣 語れり、 いまた 其 船い つれの 國 より 来りし とい ふ 事 も乂は M 故舶 をと ゝめ ある 事も詳 

にせす とい へ とも 珍ら しけれ は 筆に 記しけ る 

〇 丁酉 五月 十 一 日 大樹 御鷹 狩 (角 田 川原と 云) 

廟の 御代に 御 狩 ありし ま、 にて 常廟は 殺生の わさ 深 かく 御い ましめ なりし 故、 延資以 來は關 ^及 ひ 

諸國も 鷹の 御 さた もなかり し (文 廟章廟 御鷹 野な し) 今度 初て 御 魔 野 ありて 自ら あわさせ まし/ \ ける、 

鷂ー 一 羽 を 我 公 へ ま ゐらせ 給 ふ (御 禮使稻 野 伊右衛門) 且我公 へ も舊 時の ことく 御鷹 場 を 進せられ 侍る (御 

禮使佐 枝十郞 兵衞) 

〇 秘傳 問答 は 未定の 所 ありと 見えたり、 陽復記 正しく 侍る にや 

〇 宋寧宗 即位 丘瓊山 書， 襲 i 位、 續 綱目 書， 位、 此時變 之大者 也、 舉 者宜， 議 -1 其 可否, 也 

〇 今 川 左 馬 助氏豊 とい ひし 人 尾 州 名古屋 の 城に 住せし、 織 田 備後守 は 國庄幡 にあり ける か 連歌の 友に 

て 常にい ひか はしける、 互 ひに 扇子 箱 やうの 物に 附句を 入れて 使して 贈り あ ひける に、 左 馬 介い はく 道 

の ほと も 遙か也 人して 毎々 物申す も 便な き 事 なれ は 我 城の 中に 居 給 ふ へ き處 をつ くり まゐ らせん、 おは 

して 心靜 かに 連歌した まへ と 有し か は、 織 田 もさる 事 こそうれ しかるへ けれと て やかて 來り、 久しく 留 

まりけ り、 人の i ^中に すま ひなから 本丸に むかひて 私に 矢 狭間 を ひらきけ る を 家臣 怪しみ けれと も 左 馬 

介 は 事と も 思 はす 等閑に 過し 程に、 織 田 氏 士卒 を かたら ひ 不意に 內 外より 襲 ひけれ は 左 馬 介 詮方な く 命 

計り を 請 たすかりて 上方へ 登りけ ると そ、 其 後名 古 屋も織 田 氏か冇 となりて 代々 しるよ しなり ける、 應 

仁 文明の 亂 より 近き 頃 迄 か、 る 事の みあり て 人心 豺 狼の 如くなん 有け る 

〇 莊子曰 子方 云 吾不レ 知，, 天地 大全 1 云 々 、 大全 之 言 盖出， 1 於此, 

〇 朱 子 文集 六 4 '八 跪 坐拜說 曰、 其爲， 一頓 首, 則 又以, 頭 頓-于 手 上 一也、 其爲ー 1 稽首-則 又郤 一一 其 手- 而以レ 頭 着レ 

地 云々 

1  二 四 五 


二 四 六 


按周禮 九 拜頓首 註 拜頭叩 i 地以 k 首 俛レ下 曰 1 頓者誤 也 

〇 梳て兑 よ 花の そた ゝぬ里 もな し 心から こそ 身 はい やし けれ 

人性 化：： 克已せ は 誰か 小人なる へき、 只 志の 固から ぬ を雞す 

C 一耶 麻 騰は山 外 也、 ャ マト、 讀故 一一 山迹ノ 意-一見 テ種々 附 會ノ說 ァリ、 マ アト 讀コ トハ、 マノ 字 1 引テ ii 

スレハ マァ トキ n ュ、 マノ 字ヲ引 クコト ハ マノ 字 ヲヒ聲 二 誦スル 習 ヒナ リ、 舊事記 大山 上津！ k ト了リ 

是モャ マ ッ ミト 誦ス へ キ 音訓 ナリ、 上古 ノ文切 其 文字 下 小字 二 テ 平上去入 ノ字ヲ 記 シテ讀 マ シ ム後 一一 小 

^ヲぉ テ叫聲 ヲ分ッ 


〇 . 


-1、 


\ 


〇 


防大 IQ 


上 


/ 


〇 


/入 ッ ク テ キ 

〇\ 

〇 フ入聲 又 〇〇 

〇 


如 此ヲ新 濁 

ノ聲 -1 書ス 


〇 如 此ヲ本 濁 

〇 ノ聲 ニ用フ 


平 


平輕， 


如此ヲ GJli 點 ノ傅授 トイ フ、 今 南都 北京 根 來亦各 傅お ァリ、 是 本昔ノ 博士 ノ職 ナリ 

ズ {豕 一一 傅へ テア リ 

0:^^ 張 風土記 今 有-其 殘編 i 山川 村里 之 名 異-- 今 所 1. 稱 者多矣 


カ官 .；}^ ヲト a へ 浮！^ 


鹽ー 


尻 


〇 源氏物語 にたきの 盤と い ニは彈 碁の 盤 也、 後 漢書 梁冀か 傳冀能 挽-一 滿 一 云々、 藝 經云彈 人對っ M 

白墨 碁 各 六 枚 先引レ 碁相當 更先彈 也、 其 局 以レ石 爲レ之 云々、 亦 類聚 前 集に も 兌え 侍る 街 土 久敷戯 なり 

ける にや 

〇 程 子の 定性 書定は 功夫に あらす 廓然 大公の 功效 なり、 大學に 所謂 止 を 知て 后 定るも 亦功效 なり、 ： 止 心 

誠意 存 養の 後 自定る 然る を先定 とすろ は 非 也、 異端 か擧 枯木 死灰の 如くな らん 事 を 要する は 我より 定と 

欲する 入定 也、 定は 自然より す豈定 るに 意 あらん や 

〇 前 漢丁寛 從-曰 何 1 受レ 易、 擧成 東歸何 謂，, 門人, 曰、 易 己 東矣、 後 漢鄭玄 事 n 馬 融ー學 及， 得^ 歸、 融喟然 

謂-門人 1 曰、 吾 道 東矣、 宋楊舰山^^,穎昌|學=明道先生1及レ歸送レ之出レ1:、 謂： rM 客 I 曰 吾 道南矣 、私 曰 三 

師 同言然 田何豈 知， 1 易 道 之 精微 f 馬 融固雜 學不， 一知 レ道者 r 獨明道 絡 世 之 學而龜 山 從，， 學之 r 遂 傳而 得-一子 生 

子 i 道 南 \ 一言 豈虚乎 

〇 詩 周 頌難朱 傳明本 所謂 諱不 下以， 1 其 名， 號.， 之 耳、 不__1 遂廢 _1 其 文 1 云 々、清 本作レ 不下以 -1 其 名- 號 -1 之 故 1 而遂 

廢巾其 文ハ 文意 安 也 予從， 一清 本 ， 耳 

〇 神 功 皇后 譽田 天皇 を 御 誕生の 時 槐木を 逆に 地に 挿て 其 東に 向 ひたる 枝に とりす からせ ましくて やす 

ら かに 御產 ありけ るよ し舊 記に 見え 侍る、 釋慈鎭 か 愚管抄 にも 此事 あり、 按す るに 子 母錄に 槐樹の 束に 

引る 枝 をと りて 孕婦 をして 手に 把し むれ は即 生れ 易しと あれ は 異邦よりの 傳 へなる へし 

〇 明朝 帝王 謚號 

太祖 開 天 行 道 肇紀立 極大 聖至祌 仁文義 武俊德 成功 高 皇帝 

成 祖啓天 弘道高 明 肇運聖 武神 功純 仁 至孝 文 皇帝 

睿宗知 天守 道 洪德淵 仁 寬穆純 聖恭儉 敬文獻 皇帝 

出， 一 干 昭代 典則 什 七 S 唐 代 帝王 諡號 始以， ー數字 i 氏 議レ之 見， &鑑- 其 亦 有， 補，， 名敎 f 然明 世宗更 先皇 

  二  W 七 


hi 


  二 四 八 

謚號 I 至-二十 餘字ー 嗟 未 1 知 _1 范 氏之議 1 者 乎、 抑 俊臣萨 之然乎 

〇，：：：i 類苑 三十 六 云 11: 土 詩雖 -1 淺近， 而 多-義理 S 窮達皆 由， 命 何 勞發， I 嘆 聲ー但 知行- 1 好事- 莫きレ 問， 1 前 

程 f 冬 去氷須 レ^ 养來草 自生 淸君觀 _1 此现 riK 道^ 分明 

〇 應 1： 天皇の 玉 冠 代々. に 傅へ て 後 三 條院の 御 1^ にめ てた く あはせ まし， ける よし 東齋隨 筆に あり、 此 

玉 冠も韓 より 奉りし にや、 今の 玉 冠 は 唐の 代の 製な りけ り 

〇 尾 張 國愛智 郡 火 上婶子 神社 は 宫黉姬 の 命な り、 亦 日本 武 尊の 妃兩道 入 姬の命 を まつる と 或 書に て 見 侍 

る、 社家の 習の 說に 異なろ にや 

〇 歌の こと はに、 ゆく りなく とい ふ は 心なら すの 意 也、 亦 詩に 孤雲と いひ 1 陣の 風と いふ は 孤雲 は 一 屯 

の 雲 一 陣は ひとしきり 也 

〇 安治 可 麻の 可 家の みなとに いる 鹽 のこて たすく も かいりて ねまく も 

お^ iii^ 十 g: 未 得 勘 知國の 歌な り、 按す るに 尾 張 國知多 郡 加 家 村 あり 安治 可 麻 は 知 我 麻の 事に や 

〇 或 問 敬齋箴 守， 口 如 i 瓶、 防， 意如レ 城、 斯語 古人 之 言 乎、 曰富鄭 公年 八十 大 n 書 座 屏於此 語 ¥於- 仕學規 

範 一：：： ぐ M 

〇 佛家 彼岸の 說谷響 にいへ るも猶 化：. 出る 處を糙 にせす^ に佛 經の說 あり や、 予曰 彼岸 西方 淨土經 に 時 

正 脩 蕃の事 を說是 其據 か、 曰 彼 經は浮 屠 氏僞經 とい ふ は 如何、 予 曰柳經 いつれ か 偽書なら さらん 我 邦 彼 

經 によりて 彼岸 舎 を 立 初し かたと へ は 十 王 經は怫 家 殊に 僞 終と 稱す、 然れ とも 十 王 堂 を 立て 施物 を 貪る 

のみ 

〇 一 S 葉架雜 字抄  . 

淸ノ江 (墨の 江 はかな 書 也) 泥漬而 (袖 ひち てと いふ は ひっちの 音便 也) 

味 酒 三輪 (平 城の 酒造る ia^ は 古しへ よりあり 三輪より 始る敷 松の 紫た て、 酒う り 侍る も 三輪の よせ あ 


る jB!l- に こ そ) 

櫻 田 部 鶴 鳴 わたる 年 伯；^? S 汐 干に けらし 鶴 鳴 わたる 

$^不止 名兒山 (筑前 國宗形 郡) 明津祌 (明祌 なり) 白祖祌 高 (嶽 なりたけ は 高き こと は 也」 

サ禾カ ッ ラス ミノ エノ ナゴノ  (マ  ナ n ナコ 、ゥ… ^ 

冬 薯ー預 葛 住 吉之名 兒之濱 (是筑 前の 住吉 欺) 吾兒 奈吳乃 海 (同上) 

年魚 市方鹽 干に けらし 知 多？^ に 朝 榜舟も 興に 依る 所見 

雲 飛 山 (かな 書な り) 風 木 殆 (ほとんど は轉語 也) 茅 花 幣 白鳥/ 鷺奴山 (しらと り はさぎ とい は 

ん枕 こと は 也) 山 響 (やま ひこ は ひびきの 韓也) 荒 競 (あらく きそ ふの 轉也爭 なり) 白 風 草花 

フナ タ ニハリ ャマシ 口  タマ ュフ スキマ シ ロタへ 

吉魚 田墾 開 木 代 (山城な り) 玉 響 入 風 白 細 布 

吳藍 くれ あ ゐの轉 也 紅花な り) 鶏冠 草花 (類聚 古 集 云 鴨 頭 草 亦 作 鶴 冠 草 云云 此義 によれば 可 n:^:: 草， 

ァ マ ァハ ビア 力 ツキ  カケ ヲシ テル ス タル シ ラタ マト ホシ n チ タキ  ァラソ 

敷 云々) 白水 郞 腹 旭 時 (ァケ トキ 也，) 鷄 臨時 多 集 眞珠 避 首 痛： こといた き 也) 桃花 

褐 客 儀 唐棣 花色 (やまぶき 色な り) 及 iJif 湍門 徒 心 霹麄 神酒 十 師ノ原 ($: 勢) 麻笥 

(今 桶の 和訓と する はたか へる にや) 

百 岐年三 野 之 國之高 北 之 八十 一 隣之宮 云々 

，ヌ マタ ノア ュ チノ ミツヲ t マナ クゾ ヒトハ クム テフ 

小 沼田 之 年魚 道 之 水 乎 間 無 曾 人智 挹 云云 々 

尾 張の 國 なり 

フリ； ^ゲミ レ. ハ ッ、 ジ ハナ ッ、 シ ハ ナ  ァシケ ノウ マ ホリス  ゥ ナイ タフ サキ 

ill 見 T メ 茵花 (或 馬醉木 花) 大分 青馬 砍 (オッス は 轉也) 童女 捜 鼻 

ヲ t ット ーァ. ゥ フネ ノ 力へ リコ ハ，^ ラ ノサキ 午- リ ハヤ クッ ケコソ 

奥 鳥 鴨 云 船 之 還 來者也 良 乃 埼守早 吿許曾 

• 祌代卷 おきつ 鳥 かもつく 船 は 船つ く 島なる 事此 歌に て 分明 也 

フサ  へ： \. ヲ モ ホシノ ス ヲホシ メス 

三更 海邊 於 母 保 之寶志 思 なり 

〇 葉 降 禮所撰 遼志曰 契 丹之始 中國簡 册有レ 所， 不載 云々、 相傳 有， 一男 子 一 乘，， 白馬， 浮-土 河 一而 下、 復； 1 0 

,  二  九 


f)l  鹽 


-   二 五 〇 

人， 乘-小 車 in 灰色 之 牛-浮- 1 潢 河- 而下、 遇- 1 於 木 葉 山-顧-合流 之 水- 與爲 _1 夫婦， 此其 始祖 也、 是 生，， 八 子， 

各 分 號_| 八 部^ I 云々 

似 力： 伢 #1 一 神乘， お 而下爲 1- 本邦 始祖-及 生- 1 八洲-事跡 上歟 

又 記-一共 地 後， 俗 1 曰、 七月 上旬 射レ鹿 夜半 令 n- 獵人 吹レ笛 倣-鹿 鳴 f 旣集而 射レ之 云々 

似.. 吾 秋分 之 時 吹 レ笛呼 レ鹿射 レ之者 1 

〇.：. 十 文懋. i め 金 志 cn、 金 ノ國本 ト朱呈 眞蕃語 舌音 訛爲 -1 女 w 或 曰， ー慮眞 1 避， I 契 丹 輿宗名 f 又 曰，, 女 直 i 愼氏遺 

極微 海 之^ 旅 也、 或 曰-三韓 辰 之 役攀氏 1 云々 

^宋浩 i "所 撰 松 1^ 記 聞 曰、 女 露 卽古肅 a; 國也、 東 漢之挹 壽元魏 謂 >- 之勿吉 i 隋唐 謂，， 榦 jf, 云々、 我 邦 古 

銖^ 人來見 記、 今樂府 有， 1 鞋鞮曲 1 卽彼 國樂也 

0 唐玄宗 先天 中 多く 書 を 集め 日本 國の 紙に 書し 事 唐 李 淳か松 窓雑錄 にあり、 凡そ 我 國の紙 異邦に 稱 せし 

裹彼國 の 書に あり 

OHSM 曰中宗 皇帝 弘道 元年 1 1 月 六日 皇太子 即位、 嗣聖 元年 1 一月 八日 降 >!盧 陵 王 i 曆 元年 九月 十五 日 重 

即， 一 帝位 【謹 按中宗 皇帝 即位 後復爲 n 皇太子 一 亦 重紹. 1 寶位 1 昇降 兩度自 A 古 無 レ此、 此昭宗 皇帝 龍 紀元 年 三月 

十三 曰自， 一壽 王 1 即位 至，, 光 化 三年？ 十 一 月 三 曰 遷爲ニ 太 上皇 一至- fK 復元 年 1 正月 一 曰返レ 政却即 -1 帝位 1 自レ古 

未レ有 云々 

按亂世 之 極 至-干 此 1 我 朝 未レ有 n 此類 1 也 

〇 枝の 詞に 級長 戶の 風と いふ を 西北の 風な りと いふ 古人の 言に あり や 曰 源 順の 歌に 

山の端 を 科 戶の風 は 吹 はら へ かた ふく 月 やし はしと まろと 

〇 和歌の 三祌は 何れの 事に 出た る、 曰 祌代傳 授記及 ひ諸祌 記に 依れ は、 和歌 三 神 は 住 吉表筒 男 中 筒 男 底 

筒 男な り、 人 丸 赤 人 衣 通 姬は何 そや、 曰 これ を 和歌の 三聖 とい ふ 


尻  m 


〇 今 俗に 醫師の 名 ある を藥師 とい ふ、 是藥師 佛應病 與藥の 事 を 浮 屠 氏い ふ 故に 藥師を 彼佛に 比して いふ 

なる へし、 低し^ にもと つく 所 ある や、 曰 子 か 言の ことくなる へし、 少彥名 神 は 我醫藥 の祖： t なり、 然 

るに 神 名 式に 鹿 島 大荒礎 前藥師 菩薩 神社と いへ る も 佛號を 合せて とい ふ、 亦按 する にいに しへ 我 朝 蟹： 水 

に藥師 とい ふ 姓 あり、 績 日本 紀孝謙 記 曰 內藥司 佐 兼 出 雲 國貝外 掾正六 位 上 難 波 藥師奈 良と いふ 人 あり、 

其 祖德來 は 高麗 國の 人我 邦に 投 化して 朝に 仕 ふ、 德來 五世の 孫惠 m 唐に 入て 醫術 を學ひ 得たり、 朝に 歸 

りて 藥師の 姓 をた まふ、 後に 姓 を 難 波 連と いふ、 思 ふに 藥師は 尸な り、 凡 朝家の 政 を 執る 人の 姓に は 朝 

臣の尸 キ.？ り 王家 ァの親 家 は少兄 (亦 宿 顧と 云) 國司は 國造鄕 邑の司 は 連稻置 等の 尸 あり、 眞 人道 師は學 者の 

尸 忌 寸祠官 の 尸 直 は 商人 を 司る 人の 尸な り、 藥師も 亦 醫藥を 司と る 人の 尸な り、 され は 古しへ 典 藥の人 

藥 師の號 ありし を 後世 音に 呼な へての 名醫を やくしと いひし か 後 は 藥師怫 の 事と 心得て 混し ける にや、 

鋇師も 亦 毅ェの 尸也舊 事本紀 倭銀師 等か祖 天津 眞浦 (古事記 作， 一麻 羅乙 といへ り、 今 は 種 姓 異なる 毅ェを 

もな へて 毅師 とい へる 類なる へし 

鋇 治を毅 治の 音に せし は 異邦よ リの 誤な リ、 是もか ぢと讀 とも 我 朝の かちとい ふ 元 姓の 穀師 なり、 か 

なじと 訓 する 略な. OS 

〇 績 日本 記 仁明紀 有，， 陸 奥國玉 造、！ I 泉石 神 之 名 f 以-此 石神 1 勿レ 混，. 認三狐 祌而稱 ：1 石神 1 者よ 

〇 歌 *! に 式 神と いふ 名 ある は 式 伏と いふ は 何事 そや、 曰是 人形の 識祌 なり 巫蠱の 妖術 也、 古記の 式に 厭 

付る とい ふ是 なり、 ii: と 身の 代の 人形より 起れ ろと いへ り 

〇 博物 典彙ー 曰 冬至 後 陽 生用レ 事、 而日反 行 n 陰 之 北方 f 夏至 後 陰 生用レ 事、 而日反 行， 1 陽 之^ 方 1 者 蓋 陽用レ 

事 則 日氣盛 也、 故 能進而 入，, 於 陰 方 1 陰 用 レ事則 日氣衰 故退而 反-於 本 方 i 

月 云々 明 不，， 全瑩 f 而似レ 瑕 者 叉 何 也， 世俗 桂樹蛙 Is- 之 說其惑 久矣、 或 者以爲 日月 在レ天 如， 一 兩鏡相 照 一而 地 

居-一 其 中 1 四 旁 皆 空 水 也、 故 月 中 微黑之 處乃鏡 中 天 地 之 形、 略 其 形 似而非， _ ー眞有 =是 物 一也 云々 
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信 景按斯 說近， 现然 意ヒ絃 前後 月與 k 日 兩在レ fi<、 則不》 可 i 謂 H 日月 之 間 有, 地爲. ー此黑 形 f 以レ鏡 揭倒則 産 

裡\ 一物 影れ-一鋭 屮 一夫 月 水 之 精 水 能 一 lb ー离象 f 月 在， 天地 形 入-一月 中 1 爲，， 微黑形 1 乎 • 識者 察レ之 

〇 本朝 三 極 神器 您 謂-之 神璽 f  ^謂， 之則以 _| 八阪壞 曲玉- 爲，, 璽 f 謹 按璽本 付. 節 名 唐 制； 太子 有，, 傳國璽 及 八 

璽、 皆 玉 爲, 之 博物 典 * 曰、 种 璽以 鎮，， 屮國 1 藏 而不， S 是也 • 我 曲玉！： 璽 授受 傳國之 璽 也. 亦 M 有， 一天 子 印 

章-位 等 S レ之、 共 文 曰- 1； 人皇 寶： 璽 f 漢舊儀 曰 璽 i_ リ ：！ 玉 蛸 虎 劍文曰 皇帝 行 璽 皇帝 之 璽 皇帝 信 璽 等 云 々 、 五 

代 周 始迭ヒ ；寳 -rn,rM 帝 承天受 命寳？ 曰 ：1 皇帝 祌璽 I 自 レ宋以 來多號 レ寳、 璽^ 惣 太子 符節 1 也、 叫 嘉靖十 

八 年 I 一月 曰 レ造， I 御 寶塑十 一 願 f 則 璽寳共 一 物 也 

〇：：E 稱異神 

愈 稱^ (三 祌) 玉 依姬命 (三 神) 賀茂 (山城 大和) 媛 許 曾 (攝 津豊 前) 南宮 (攝津 美 濃) 熊 野 (紀伊 

^雲) 丹 生 (紀伊 大和) 中 山 (美 濃 山城) 石山 (大和 備前) 

〇 同名 與人 

倭 姬六人 孝 • ぶ 女 1 一人 孝 元 帝 女 一 人 崇祌 帝 女 一 人 垂仁 天皇 女 一 人 開化 帝 御宇 一 人 

人 麻 呂四人 ？ 5 本 玉 手 羽 栗 加 茂 小町 二人 小 野 玉 造 淸麻呂 二人 ト部 和氣 祟 道 天道 

二人 (尊號 なり〕 舍人 親王 早 良 親王 行： 十三 人 在 原 橘 一人者 鍛工 也 

犬 養 一 ： 人 一 人は大 友亂に 死す 一 人 は 坂 上 大国の 子 也 

豊成 二人 橫佩 石 川 千 方 二人 一は 天智 御宇 一人 は 朱 雀 御宇 

乙 丸 二人 藤 原 大伴 仲 丸 三人 ナ、 伴  惠美 阿部 

藤 夫人 之稱 二人 房 前 女 武智 is 女 束 人 二人 大野 良 峰 

麻呂 二人 藤 原 紀 冗 方 二人 菅根之 子 一 人 槐梁之 子 一人 

是^_ "類 亦多矣 亦： 姓氏 1 則 如： IB 原 f 一  ハ祌^ 銶足之 流、 一 ハ皇^ 表 米 之 流 也 • 尾 張 連 小 豊命裔 尾 張部彥 八 
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井耳 之 後 也， 同姓而义有，，婉.ザー之分ー若--夫源氏1代々皇，..^賜っ姓則多爲_-源，朝ぼ- 

〇辛丑異邦厦門乃鄭氏へ國姓爺の孫名は奏个：^)^^皇の裔武帝の孫を奉して兵を擧1^鬥辜：灣等を拔て明の興 

復を なす、 明の 殘： ^等 多く 是に隨 ひ 附て數 士の兵 勢ひ猛 く、 北京より 兵 三十お を 以て是 を 討に i. 兵事と 

もせす 是を討 や ふり 其將 師皆戰 死せ り、 南京 を攻 北京に 入らん とす 街談 さま./. \ なり 

丑の五月入津の^^1"船の談とそ 

八潘船 まて 來る其 年 六 番^の 說と 云々 其詳 なる 事を閒 すと いへ とも 先し るし 侍る、 共 後 奏舍生 捕れ 

入牢す、 後年 淸帝 泰舍を ゆるし 臺 灣を與 へられ 住せし むる 談刖に 出 

0 長 門 豊 前の 小 11 或 人の 許に ありし か はこ ゝに寫 し 記しぬ、 はやと もの 文字の 簡 以西 责に 海！： 絶景に し 

て もろこしへ わたる 舟路 もこれ よりす とか や、 小 倉 官府 こと 更都會 にして にき はしき 地 也と かや 

小 倉の $w は黑 S 如 水の 後 細 川忠興 (越 中 守 鹿 長 五 年) 忠利 一 一代 居城な りし、 寬文九 年 小 笠 原忠貞 移られ 

しょり 今に 代々 か はらす 侍る 

〇 壬 寅 五月 十五 日 蝦夷 希有の 大地震 大山 ニッ 崩れし 異獸 多く 出 はしりし 中に 一 一 面 八 足の 物飛專 風の こと 

くな りし、 夷人 是を 捉ん とし けれと も 得る 事 能 はすして 行方な く 成 侍るな と 聞え しょし、 奥の 仙臺 なる 

人の 文に 見えし 

〇 八丈島に 流人 日蓮 黨本光 張 本と して 一 船 を 盜取乘 り 曉に豆 州の 地に 至る、 浦賀の 番人 沖に 異なる 船の 

た、 よ ひて 入 もやら す 見 ゆる を 以て 吏 所より 船 多く 出して 彼 者 共 を捉へ 東都に 送る、 凡 七 人 有しと いふ 

(八 人 有て 黨せ しか 一 人 は 約を變 して 留る) 六月の 事と そ 

〇 異邦 今玆 明の 洪武 帝の 裔來武 音の 孫 朱 r*&i 建璋 洲泰縣 の臺灣 路に 居せ しと 云々、 兵 を 擧自順 成 王 

と號す (淸康 i 一六 十 年 我 享保六 年 辛？ せ 也) 四月 十九 日の 夜 福 建の 內臺 灣南路 統領 營の參 將官苗 4 が 龍 を 討 取 

夜 軍 城 軍 多く 討され て 殘卒降 人と なる、 夫より 臺灣の 官府へ 打 入 同し 晦に 至て 大に戰 ひ惣兵 官歐ぃ f 氏 C?- 
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く 妻子 を 他 境へ 退け 軍兵 を あつむと 云々) 安平 鎭の 副將許 氏と、 もに 戰 死す、 ー：^-灣道爺宫^氏は舶に乗 

して 厦！： の 地へ 走る、 彼 地水師 提督 施 氏い また 三 將の戰 死 を しらす、 故に 梁 氏 を 拒て 入. れす 梁氏即 自殺 

後 臺灣の 淺兵所 民 遁れて 厦門に 至る、 是 によりて 施 氏 驚て 福 州浙江 マ.！、^ に 〈y ど吿 く、 五月 朔 

n 來 一 貴 臺灣の 地 三 縣の敵 を 悉く 打取、 正月 十五 日 覺羅滿 保 厦門へ 渡り 水師 提督 施：： を將 とし 兵船 數多 

相 添臺灣 近境懲 湖に 至らし む、 浙江福 建廣東 三省の 官兵數 萬騎を 以て 六月 十三 n 臺灣に 至て 十六 日 犬に 

戰ふ、 朱 一 貴 利な くして 地 を 去 三 四 里 引退く、 六月 十七 日 十九 日の 合戰 及ひ廿 三日の 戰に朱 一 貴 利な く 

して 退く、 廿 五日 淸兵抱 拓官倪 氏 厦門に 至る 云々、 朱 一 貴の 將 軍吳 I 一周と いふ 者 今： キ 歲と稱 し丘ハ 

卒を 左右し 力 戰人を 驚かす とい ふ、 其 後 朱 一 貴大に 勝て 臺灣 を隨へ 軍士 四 人 を 撰ひ國 主に 封し 安ギ 1  、南 

路北路 の兩營 を 守らし む、 諸 州 急 を 北京に 吿と いふい また 天兵の 來るを 聞す とか や (七月 十二 日 南京 船 

頭 沈 玉田談 なり)  - 

右 七 n 九 cc 人 津寧波 を 出し 船頭 鐘 觀天同 十九 日 入津 寧 波 出しの 船頭 尹 心 宣同廿 四日 入津 厦門 出しの 船 

頭 康子斐 等 我 長 崎の 吏 所に 吿る 街談 たり、 即風說 定役及 ひ 通 詞の者 をして 譯し記 錄し關 束に 達せら る 

其 記 を 見て 略して 此に 筆す、 猶其 後の 事 聞 まほし 五月 我國に 夜々 白氣を 見る 此時 にあ たれり 

〇 遠 州 鹽見坂 はいと 面白き 境地な り、 狂 漏 風な きに 漲りて 潮音 怒 雷 をな し 海 < ^白雪 をく だく 御覽記 等に 

和歌 あり 

富士  義敎將 軍 

今 はは やね かひみ ちぬる 汐 見さ かこ、 ろ ひかれし 富士を 詠めて 

御發句 

秋 寒み ふしの ね も 見つ 汐 L 兄 坂 

又 飛鳥 井 宗世明 應八年 五月 東行の 時 
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き 折 を まつ へき 身に も あらす 覺ぇ 侍りし 程に うつし 後の かたみと なんし 侍る 

〇 齊籍に 「： 如此 する み 釣. おと 云、 搜 ri 後記に 見 
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〇 尾 張 は小懇 なり、 尾 張 風土記 佩 窒の臣 を 討 終れり、 其 國を號 して 於 波 利の 國と いふ も 附會に 似たり、 

國名-^土記^說取に足らす、 小墾 W の 天皇 を 小 治と 書 は 字書に 塾 は 治な りと あろ 故 也、 亦 大和 國に高 尾 

5-C1 ぁり是 もまた 小墾 なり、 吾 尾 張 國今小 針 村 ぁリ、 當國 中央の 地に して 尾 張と いふ 地 もと 此所 也、 小 

針 は K 名 書な り 今 俗にお はり 村と いふ は 訛れる や 

〇 風 間 國語賈 達 註 曰 風お 釆也釆 .1 聽裔旅 之 言-也 

〇 法師 櫛 とい ふ 俗語 は秘笈 所謂 和尙嗜 = 梳篦 一一 同シ 

〇 十 ：！ 怫 像に とりの 作と て 希お の 珍と する あり、 按に 日本 紀 (廿 二) に 鞍作 ノ鳥 爲- 一造 レ佛ェ 1 云. -、 推 古： 大皇 

御 { 十の 人な れ はいと まれなる 作怫 なる へし 

城^^ 中 寺 本尊 三 身の 印の 阿 彌陀は 前大納 一一 一 ー：家 御 寄附な り、 是 鳥の 作と 云々 結 世の 古 像と いふへ し 

〇 殺 詞謂皇 孫 端 御 殴者稱 -1 神武 天皇 1 也 

萬 紫 集 1 一十 卷家持 所作^ 族 歌に 見 ゆ 
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0 尻 卷之 六十 六 

0 禮曰大 夫 燕 貪 有 レ瞻無 レ脯， 有， 脯無 レ膾、 士不 レ贰羹 戴- 云々 

大 夫の 祿 重き も 尋常に は 兩備へ 食 はす、 況ゃ. i^i 人 を や、 古しへの 人 其 質朴なる 蓽是 を： て 知るべし， 

後世 我人 朝夕 羹 戴の 贰 あるの みならす 滋味 を嗜て 數 椀の 饌を用 ゆる 事 實に忌 悼る 事な きの 甚敷 なり 

殊に 今 暴 富の 人家 食 を 美に して 器 皿を盡 し、 衣 を 新に して 飯 形 を 巧に する を 事と す、 鳴 呼 恐る、 事な 

からん や、 凡そ 身 は 一縷 を 被 三 槍 を 食 毎に 織 婦の勞 農家の 苦 を 思念せ ざるべ けんや、 "； ケゲ 忘れて 自球 

なる もの は 終に 他の 毀 唾 を 受けさる はなし、 其大 なる は 身 を 亡す に 至る 是を 愚と いはざる ベ けんや 

〇 鳳凰^ 而冇 _1 仁義 之 意 f 虎狼 生而 有- 1 貪 昃之心 f 兩者不 レ等以 n 其 母 一鳴 呼 戒レ之 哉 大歳禮 

是 男女 婚禮を 正しくして 其 始を愼 むべき 事 をい へ.^、 今 世 色に 迷 ひて 奸婦 を納れ 姹亂の 巾より 子 を 生 

す 何 ぞ其子 好るべき、 己れ より 正しからて 子 を 責るは 痴人と いふべ し 

〇 或 人 云 今の 俗贵 となく 賤 となく 節分の 夜 炒豆を 撒て 祝 事と す、 所に より 除夜に する も 有 之 追儺よ. y 起 

れり、 屮 世の 詩なん にも 見えし といへ りしに、 京人 ありて 云 洛外 御 泥 池の 艮 隅に 豆 塚と いふ あり、 傲へ 

云寬 平の 御 時 京師 疫癘 流行せ しに 神託の 事 ありて 此 地に 貴 船の 神 を祀れ り、 除夜に 土人 祌舆を て此池 

を 廻り 其 後 炒豆を 升に 盛りて 四 方に まきし 餘り及 ひ 升 を 土中に 埋 みし 其 處を豆 塚と 呼 ひしと 是疫を 追 祝 

專 なりと ぞ、 されば 炒豆を 打 侍る は寬 平に 起り 京師より 始り諸 州に ひろまりし にやと いへ り、 此事、 宇 

多 記 略なん とに も 見えされば、 不審ながら 風土に 傳 ふる 事に 間々 又故實 なきに しも 侍らざる にや 

〇 和漢 俗語 も 古今 不同と たと へ ば 昔 誑 惑 者と 呼し (： 沙石集 等 を) 百年 以來は 鳩の 飼と いひ、 頃日 は 是を謹 

摩の 灰と いふか 如し か、 るい たづの もの 異邦に も 多き にや 彼 國語を 聞けば 種々 あり 其 略 は 

.  I  二 五 九 
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唱 • 子 (我 にい ふご まの はいの たぐ ひ)  ； ^嗜^つ. ^盗人 也) 

(やまだち 也)  ぼ ま透 ヾ はぎ 也) 

i  我國 にい ふこせ う 頭巾の 類 也)  一 移 反 人 I ひとむれの 惡黨 也) 

此類 にて 知るべき かも、 鳴 呼 太平の 代 は山盜 海賊の 徑を 剪て 人 を 殺し 財 をう ば ふ惡黨 なしと いへ ども 間 

々放 手の 破-漆 戶賭坊 にあつ まり、 滔色 をす さみ 肆 なる 不好 ffi. 等 こまの はいと なりて 人を詐 して 物 を 取、 

或は 旅人 を^して 財 をう はふ 類造路 過客の 害 往々 聞 侍る、 丁酉 今年 九月 勢州椋 本の 商 客 十お 都に 下る 路^ 

名？ ^ぶより 唱予 付添、 名 十：： 府を 通り 律 近所に て 彼いた つら もの 旅客の 包 を 盜て跡 なくなりぬ (金數 十雨 

おし) 旅人 是を追 ひ大草 山の 麓なる 民家 近き 所に て 其 盜人を 切 殺して 荷物 を 取 返し 侍る (所 民 共に 府下 

に來 る^ 司 共 故 問 鄉へ吿 けり 親族 來り 謝して 旅客 事故な く歸り 侍りし) 亦 同し 頃 豫州西 條の商 客 を^ 子 

等路 より 付て 勢 州 鈴 鹿 山に して 彼の 商 客 を 切 殺し 其 荷物 をう はへ り (二人の 内 一 人 は 少し 疵 かう ふりて 

死せ- f) 故に^ 家より さま/ \ 尋ねられ 侍る よし 聞え し、 勢州邊 はか、 る賊 絡す 出沒 して 旅人 か-劫し 侍 

る、 驛の おも 是 をは禁 する； 攀を 不得^ 是を 正せ は必 あたし 侍る とて 知らす 額して 過け ると なん、 領 家の 

有司 何 そ „3 を 厳に 戒めさる や、 綠林. 2： 浪の 恐れ は 戰國の 事 也 治世に 何 そ 道路に 反 人 あるへ き、 鳴 呼 か、 

る Hii^ 黨 ある は 北 (州の 宰のを こたれ るに や 

〇江州萬川の嶽は^^山の刖院(ひゑの山の奧の院と云)相應和尙の開基にして觀音不動©^沙門0三聖像を 

膨 して 安置せ り、 此に jl あり 和尙行 法の 時 飛泉の 上より 火炎 落 か、 りし 是靈 木な り、 卽ち是 を 以て 像 を 

作られし 不動の 感得い ちしる し、 故に 明 王 院と號 すと かや 靈驗今 もまた 響の ことしと 云々 

山門 山 住の 行者 六月 會に入 峰す る 所 也 (1^ 山より 北の方 十 里ば かりの 道程な り) 前行 一 百日 無言に し 

て 叙 山の 諸 堂. 趟所を 毎日 ま はりて 拜す (其 道 七 里 半と 云 ふ〕 入峯 して 七日 断食し 行を滿 す、 此 地に 淨鬼淨 

滿 とて 尺 あり、 和 州 大峯の 前 鬼 後 鬼が 如し 入 の修驗 を、 道〉 くと そ、 此年 丁？ C せお 光寺 大勸進 職 (Is 善院の 


严 


、设 雲儈都 ) 金 を 施して 彼黨を m 一修せ り (開 善院 前に 百 金 を 入れて 山門の 如法 經を 界 行す) 平信 長 山門 を：！ 

亡せられ し 時取隱 せし 大小の 本尊 多く は此 地に 有て 山中に 朽 のこれり とい ふ、 其 時 中堂の _ 樂師如 來も燒 

失 まし ましけ る、 傳敎 大師 あら かしめ 末世の 異變を 鍵 給 ひしに や江 州の 內七 所に 同し さまな ろ 像 を 作り 

置せ たま ひし か は 其內を 以て 今の 本尊と す (東都の 瑠璃 殿の 本尊 もや はせ より 移されし 也) 堂の 釋迦 6； 

み 奇異の しるし ありて 八 潮の 迁 堂に うつり まし ましけ る を、 山門 再興 (秀吉 公) の 時御歸 座と 云々 (長 一 一 

尺餘 立像と 云) 江 州に て 四 明の 末寺 多し 今 も 伽藍 所々 に殘り 侍る といへ り、 大方 荒 廢に及 ひし 寺 間々 あ 

りと 古 宗の僧 かたれり、 亦 西 塔の 灌頂 久しく 絶し を此冬 一お 輿と て 門下へ 廻文お しとな り 

〇 古跡 はなつ かしき 物に こそ 侍る、 凡そ 與廢 皆因緣 あり、 尾 張の 國分寺 (中島 郡 矢 合の 荻 園) なんと 跡な 

くな りし、 城 南 元 興 寺 は 道場 法師 誕生の 地に して 南都の 元與寺 をう つし 建ら れ しか は、 その かみ は 類 ひ 

なき 伽藍な りし、 久しく 荒證 して 寺號 のみ 所に 呼 傅へ、 古 瓦亂れ て此邊 にくた け殘 りし 丈 六の 如來面 (藥 

師 なりし とい ふ) 觀 音の 御^ 朽 しま、 にて 草堂に あり、 けうが る 世す て 人なん と 住して 幾年 か 過 侍りし 

と， 丁酉の 冬 香譽 上人 (建 中 寺 前 住) 其 結た ろ を 再興して 元 興 寺の 號を 新に せん 泰を 公府に 啓し 造 ふの 志 

侍る いとめて たしゃ 

享保 三年 戊戌 三月 十  一 R 所 請の ことく 再 住せら る へきよ し 公 命 を 成た まふ 月 十三 日香譽 卜： 人狀を 以て 

予に吿 たま ひける 

C 仲冬 初 1 一 愛知 郡 末 森 村に 遊 ひ 里 北 城 山に 登る (城墟 東西 間 余 南 rt.- 七 八十 間 一 一重お) こ、 は： 大文 年屮織 

^備後 守信秀 築て 同 郡 古渡の 城より 移り 住せられし、 初め 中島 郡 門 問 庄勝幡 に 起り 享 綠 中 名古屋 の 城 を 

奪 ひ (K 文 十五 年 信 1^ 生る) 亦 古渡に 居し 此山 にて 卒せら る、 當時威 を ふる ひて 今 川 家と 戰ひ (三 州 小豆 

坂) 大に駿 兵 を 破り 屢濃 州に 向て 齋 藤氏 をう か、 ひ、 終に 山城 入道 (道 三) か 女 を 以て 信 長に 嫁せ しむ、 故 

に兩國 無事な りし、 天文 十八 年 三月 四十 ニ歲 にして 下 世 せらる、 家督 信 長 (卜： 絵 介」 統て 武威 益 盛んな り 

  二 山 ハー 
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  二 六 二 

し (名 古：： e 城に ii, す) 此 山の 城 は 舍弟武 藏守信 行 (初め 勘 十郞) をして 居らし む、 信 長 中島の 清須 城に (^ 

： お 家 代.^ S 城 地な り) 移りて 後 (弘治 1 一年) 林 (佐 渡 守 其 弟 美 濃 守) 柴 m (後 修理 亮と稱 す 名 は 勝 家) 等の 家 

は： ia, 仃を 奉して ホ： とし 信 長 を 殺さん と 謀る、 故に 戰 闘に 及ぶ 美 濃 守 殺され 柴 W も败 走す、 信 行雞髮 して 

^を 謝せられ しかと も 次の 年 (弘治 三年) 正月 信 行 終に 淸須 城に して 害せられ しか は 未 森 は 城 なくて 廢 

蕪せ しと かや (今年 丁 に 至りて 凡そ 一 百 六十 一 年) 城 地 壚を殘 して 昔 かたりと なりぬ (十：： き 井二 三ケ所 

今^ 存 せり〕 鳴 呼 氣焰星 斗 を 摩し も 空しく 荒 草の 霜 を かさねて 兒ぬ 世の あわれと-つつり 行 有さ ま、 すへ 

て靑 山. 0： 髮の恨 を， や.^ に 足れり 感 ありて 一 結 を吟す 

功名. 爲昨槐 安 夢 瑟々 山風 不拂悲 提劍據 鞍 轉何在 只 着 老樹 落 紅 飛 

元は 里に なら ひ 建し を、 近き 頃 渡 邊家其 山地 を 寄て 寺 を 丘上に 移す、 寺 東の 山に 藥師堂 あり 栊巖道 見 (信 

秀) 松 11^ 迅悅 (信 行) の脾子 舊り殘 わる も 哀れ 也、 雪岑秀 顯は柴 m 勝 家の 法名と かや、 此寺は 快 翁 俊 和尙開 

組 なり 嵐霄 みたれ て改變 多く 木 葉 ふり 裡て 幽徑 さびし 

冬 ふりしかれの 、薄 霜に ふして さそ ふ あらしの 聲た にもな し 

亂山 のす かたさむ けき 屮に 木^の みさか 高く 雪 を 見せて しろ/ \ とさし 出た る は 富士の 根に 似たり、 越 

の 白山 はるかに 見えて il す さまし、 南海 夕日に うつろ ひて 船の 帆影 夫 か あらぬ かと 詠の 末 も 限 しられす 

山 を 下れば 池 水 波 をた、 みあし かもの 群居る もえなら す 

あしか もの あしの はとな く 行水 はこ ほり も あ へ ぬ 池の さ なみ 

なんとつ ふやき て歸 侍りし 

〇 先 舉 話 (^都 跡 部 顯元祿 十三 年の 記 也) とて 儒學 者の 書る 物 あり、 樣 さまの 事 を 俗語に 述し其 一 二 

藝の冇 もの は不仕 合な り、 得 求 は 孔子 を師 にと りても おのれ か 藝に自 滿の氣 あり、 まして 今時の 輩な 

ゃ或は私はひょんな事に數年骨を折.《^ましたなと^' ぃふは夫かすくに自滿な.=^云々 


ほ 


尻 一 


おれ は 學？？ はせんから 何 をしても 大事な ひとい ふ は 非な ろ 事な り、 出家 か 袈裟 を はっせ は 魚 鳥 を 食 ひ 

て も 能と いふ や ふ 成 ものな り、 殺生の いたましき 事 はさら になき にや、 されば 出處 進退 も舉久 せねば 

構な ひとい ふ 者 あり 大に あやまれり ける 云 々 

佛者 か此世 を假の 宿と いひて 土 藏を建 置 は を かしと 云 々 

か、る類多し、けに小藝をぅりて利を貪り名を求むる者^^心はっかしからぬかは、 又 自家 儒者に は あら 

すと て恣 なる は 無道の 至リ とい ふ へし、 さても 世に 佛の 道に よる 人 多 かれと 實に世 を はかなみ 據土を 厭 

離す る 者 幾 はく もまれなる にや、 土藏 作りの 後世 願 ひこ そ 多かん めれ 

〇 和漢 問答 は 達 恒翁か 筆な り、 神道と て 近頃より 世に もて あそび 學ひ 侍る ことく さを述 たり、 共 中に 唐 

土の 事 をい ふとて 

國號は 其國の 治りし 始 より 自然と 神聖の 德を 以て 其號備 侍る へ き 答 なれ は、 其 時 々 の 帝の 心 々 に圃^ 

を附 しける は 私なる 事な り、 是國 からの 惡き故 帝王 1 姓の 正 脈に て 治ら さるし るし 也 云々 

また 堯舜の 讓位湯 武の放 伐 心よ からさる さまに いひな し、 且廣 土人 は 心お くれて 官人 たる 者の 獄に 祭れ 

策う たれても 亦 もとの 位に 昇りお め/、 と 事 を も 取 侍る、 陳文子 か 如き 傍輩に 君 をうた せなから 仇 を 忘 

れて 他國に 去ぬ る をも淸 しと ゆるされ、 遽伯玉 も 傍輩の 其 君 を 亡さん と 謀る を閒 なから 知らね 顔して 其 

場 を 去し を 君子なる 哉と 褒ら れ、 曾 子は武 城の 大 夫の 元に ありし 時 寇盜の 入 來るを 見捨て 去れる も 聖賢 

ゆるし 置れ し を、 皆 非 興の さまに して 其國 からに 付ての 事な りと いへ り、 まことにけ なけなる 氣象も 見 

えさる にや、 されと かくる 論 は 我 國の十 ：！ へ學 ひに とめる 人 謂 立 さる 事に や、 近年の 神道 者 唐土 を は i^is^ も 

あし さまに いひけ し、 我國 をのみ ほめ ほこり 侍る 論 多く 聞 ゆ、 尤か、 る 心 は 我 國に忠 ある 様に 聞 ゆれと 

も 我 先王の 御 心に も あらす 代々 の 名臣の 言に も 似す、 只 一 門戸 を 立て 自新義 を張大 にせん とする 我執よ 

りさ まくの 言語 をた くみ 出し るに や、 か、 る論大 かた 出口 延： M の陽復 記の 比より 世に 樣々 の 書 も 侍 


二 六 四 


，一 
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ろかと 5： 兑 えし、 但し 惟 足の 門人なん と 殊にけ やけく 祌道 とて 世に なり 侍る にこ そ、 是はト 部 家の 餘誕に 

して 山 崎 敬義翁 一 流の 神道 を 作り出せし を 今 亦 言 を そ へ て 一 家 を 立ろ 者と も 都鄙に 多し、 千 早 振 祌の道 

：冉ひ ら かにな ろが 如くに して 是 より 更に あらぬ 事と 成 行 侍る にゃあ さまし 

〇 或 人 云 无の字 は 無の 略字なる やうに m め ひしに、 周易に かきり て 必す无 の 字 を 無 ひて 無の 字な き は. 如何 

なる 事に やとい へり、 云 ク無は 古し へ のき 林の 字に して 蕃 I 称と 連績 す、 豊 有無の 無 はもと 无の 字な りし を 音 

同し き 故 案の 代より 媒を 以て 无の 字に 作せ し、 秦の李 斯が餘 書に 林を變 して 四點と 改め はしめ て 無の 字 

を 作れり. され は 諸の 聖經 は秦 火に 焚し 後復是 を 書す る もの、 改 字の 無 を 用 ひし 惟 易の み 焚 列に あらさ 

れは 昔の ま、 に 无の字 ん "書傳 へ 侍 る 事 字書 に 見えし 

〇 或 人 云 淨土宗 に 八 枚 起請と 云 ありと 聞 何 そや、 云 ク圓光 大師の 一 枚 起請に 聖光 上人 相 傅の 一 紙 を 添ら れ 

し 後記 主禪師 (鎌. S 儿明， の 開山) 文 永 六 年 八月 ゆお 冗 日の 眷詞良 曉師の 正 和 一 一 年 1 一月 十五 日の 誓、 定惠 

.1の^^.水ニ年八月仆三日の誓、 良 順 師の應 永 十 年 五月 廿 六日の 誓、 順 譽師の 永 亨五年 十 一 月 三日の 誓、 

常春 師の魔 正 一 一年の^ 詞を稱 して 八 師相傳 の 法文と いふ 

是化介 (光明寺 一流) 正 流の 相承と して 一： 儿祖の 敎戒に 違 はさる しるし 也 柬常緣 入道 此 . 傳を受 て 後よ め 

る 

誰もし るな も あみた ふの 六つの 字 もった へて こそ は猶 とうと けれ 

0 我^ 官家 神事の 時 冠の 巾 子の 角に かけ 給 ふ. 2： 糸の あるひ は靑 糸の 組緖を (左右 十 筋 亦 は 十 一 一筋) 日陰 蔓 

とい ふ、 是祌 代卷に 所謂 蘿 (比 舸礙) 十：： 語 拾遺に 蘿葛を 比可氣 とよめ り、 古代の 風俗に して 神事の 冠に 付 

給 ふ ひかけ かつら は 一名 下 ズ门 または 山海 松と もい ふ、 蔓草に して 淸き 山陰に 生して 愛すべき 草な り、 圖 

せし か 如し 凡そ 蕴の字 をった ともむ くらと も訓 せらる にや、 此っ たは 四時 葉靑し 駿河國 つたの 細道に あ 

りて 久しく 歌に もよ めり、 我教 iE9-si 師尾張 氏の 門に 正月 二日 かけ 侍る は此 つた 也、 されと 松風 蔑 月と 


尻  m 


覺來 寒夢晴 


いふ 蕴は秋 紅葉の つたの 如く 見えし、 按 する に蘿は 字書に なり 共 

いへ り、 亦 女蘿は 鬼絲の 事と い へと も釋 文に は 木に ある を 女 蔑と し 

草に ある を 1^ 絲 とすなん と 侍る にや、 亦 It 蘿-杳 も 一 草と いふ 說 あり 

ー戀 羅薛蘿 なんとい ふ も皆蔓 連す る 草 なれ はつろ あ る § 心 名に や、 され 

と大极 を蘿蔔 といへ はつる にし も 限らぬ 様に 侍る、 知れる 人 わけ 

正しく 好事に かたれ 

山より 取來 りて 植 置に 久しく 靑し、 されと も 里に は 土 あは さろ にや 

終に 枯 侍る 

〇此 冬 (丁酉 十月) 東都 民 地 に 諸家 の 扣家ぁ る 其 慰 かこ ひ を 取拂 ふ へ 

きょし 令 せらる (倍臣 及び 商家 寺々 の 扣地等 も 同じさ ま 也) 御廳 狩の 

障り 且は 無益 の 家 造り 侍ろ 故と そ、 され は 太平の 人々 本宅の 外 下 

敷なん と 賜 はりて 土木の 費 昔に 倍せ るに、 亦 私に 農民の 地 を 豕作 

りて 或は 妾 を 置 或は 水 石 を 巧に して 遊 所の 隱れ 家と する 方 多 かる、 

斯 あれ は 世の 費 をい ましめ まします にや、 天下"；.！ を 以て 北 ハ心を めみ 

侍ら は 非に 落る 咎は 侍らし 

〇 和 光謙 上人 冬日 卽與之 韻 

回 頭 遙嶺雪 眼 霽 白雪 平 


呼 我 一 聲鶴 

和 竹 龍王 之 韻 

棘 竹有聲 孤枕靜 破 窓鐘斷 夢回晨 朔風^ 州 發梅去 結 凍更知 時序頻 

〇 或 問勑會 御供 養 等の 時 貫首 參 堂の 行列 さま/ \ の 名目 ありと 如何、 云ク され は 其 略 (i^都璃璃殿供^_1^1の 
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ノ  at^,  一  力 ギ卜，  セン トク  カウ ショウ  ケヒ イシ  センタ ノバ ゥグ ハン 

，所 1  寸 (俗な り) 5:2 取 (俗な り) 專當 (僧な り) 網 掌 (儈 なり) 檢非遠 使 (宫 人な り) 前^ 坊 官 (俗 

と佾と あり) 三 ■ (大法 師 律師 等 從傣師 威儀 師) 十^ 子 (如意 座 具 居 箱 草 座) 貫首 (執 綱 殿上人 同 

同) 、ぎ (殿上人 傘^ 草鞋) 上宣 ik 中 意 子 大袁子 大宣子 長 同 同 同) 御.. -後官 人 (儈カ 者 同) 扈從 

(官 僧) 大衆， 群 行 (或は 官 人の 後 殿 も 待る こと あり) 

右ム n 家密家 大概 此の ことし、 淨家は 大同小異 あり 知 恩 院吉水 大師 五 百年 御 忌 勅會の 次第 を 以て 見る へ 

し (前に 記せし 故 略 之) 

〇 神無月の 比 笑 濃國に 行て 歸 りし 人語ら く、 武藝 郡大矢 田の 天 王に まゐ りし、 山 深く 岩 ほえなら す 松 茂 

て祌さ ひたる 社な り、 摟 門に 下馬の 牌 あり (門の 注に 打 付たり) 供儈 二院 あり、 大門 凡 十八 丁に して 六 町 

は 松 高くなら ひ 六 町 は 櫻 木立い とふり たリ、 亦 六 町 は楓樹 茂て 紅葉た とうへき 方な く 目 も あやなり (木 

の 太 さニ圍 はかりなる 多く Sg: 葉 大小 ありて 色 も さまざま あり) 夕日に うつろ ひて 人の 面 赤く 見 ゆ、 大矢 

田の 紅葉と て國 にしら さる 者な し、 此木は 後醍醐 院 勅して 植 させ 給 ひしと 所に はい ひ 傅へ も 侍る とそ、 

あれ は 京 近き 山 か is^ 都の かたに 有 まじ か は 旅人 ひき もた へ す 侍らん に ひなと いふ 名に 口 をし くも 人 SI ま 

れ にして さ ひしき 秋の かたみな りけ りと. いへ り、 實 にも 都 近き 所に 中々 景色の 勝地 ま、 多 かる、 か. ゝる 

地歌 枕に ももれ 侍る にこ そ、 又 其 御社 は 式 内外の 宫 社に もや 侍る らん 緣 起なん と 聞 まほし (社 拜殿等 も 

大に祭 5? 所^地に あり 御 靈會の 時 車 一 軸 わたり 侍る とそ 名 古府より 北の かた 十餘 里の 所な り) 

〇 思 心^ 都 勅に よりて 參內し 稱讃淨 土經を 侍講. B. され けれ は、 ^^感のぁまり本尊香爐及ひ御衣を賜はり 

しか は 十 M 鄉 なる 母 公の 方 へ 御衣 を 贈られし 返事に、 是を榮 とし： e とする 心中々 に うら みられし 其 文の 中 

山 へ の ほせた てまつ りて 後 は あけても 暮 てん ゆかし さは 心 をく たき けれと も、 たうと き 道 人と なした 
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てまつ る うれし やと こそ 3 わ ひしに、 大內の 交り をし 宫位 にす ゝみ靑 紅 索 香の 衣の 色 を か へ 君に 向 ひ IS- 

り 御經講 讀し御 布施の 物 を 取た まひ、 か 程の 名聞 利 養の ひしり と 成 そこねた まふ ロ惜 さよ 淺ま しさよ 

只々 命 を 限りに 樹 下石 上の すま 居 草 衣 木 食に 身 を やつし はて 木 を こり 落葉 を ひろ ひ、 ひとへ に 後世た 

すからん とした まへ とこ そこ しら へたて しに、 再 ひさ かえ 出 王宮の まし はり をな し 官位 階の しな さま 

の 袈裟 ころもに 出立 を 飾り、 名閒の 爲に說 法し 利 養の 爲御 布施 更に 出 離の 御 はたらきに あらす、 

只 輪回の 御身と 成た まふ そや、 あ ひかた き 優曇華の 佛敎 にあ ひ ぬれ はと 思 ひ 入れて 後世 助かり 給 ふ へ 

きに て 候に、 かなしく 一旦の 名利に ほた された まふ こと 愚かなる、 中の 愚かなる 事 殊に 口 をし き 次第 

淺 ましく こそ 候へ、 是を 面目と 思 ひ 給 ふは賤 しき 迷 ひなる へし、 夢の 世に 同し まよ ひに ほた された る 

人々 に 名 を しられて 何 か はせん、 なかき 世に さとり をき はめて 佛の 御前に て 名 を あけさせ たまへ かし 

怫法を 知ら さる 賢 入 さ へ しゅ やう 山に 登り こもりて 王 命 を はいな ひ 申せし とか や、 况ゃ刺 髪染 衣の 御 

身に て 捨身の 行に 趣きた まひし 山籠りの ひしり の 何 條 さの み勅定 にか-^ つら ひ、 男女 雜 居の 所 へ は 出 

させた まふへ きそ、 またた ま はり 候 御衣 はいかに したる 御 はから ひそ や、 旣に 如法 如 說の聖 さへ 布施 

にう たれて は 地獄に こがさる、 とこ そ 申に、 稱讃 淨土經 しょうとくの 御 布施の 御衣 此ぁ まかと りて 何 

とすへ き や、 後世た すくる 迄， )r てな くと も か へ りて 三途に 引落した まふ へ き 事 あさまし とも 申す へき 

や うな くと 手に も ふ れ しと 思 へ は此儘 法師 に 返し 候 云 々 取 意 略文 

鳴 呼 賢なる 哉此 老婆 かくて そ 僧都 も 浮世 をい とふ 事い やましに 欣淨の 念 厚く して、 往生 I 文集 を述し 自他 

を 利益 し た まへ り、 季 世の 僧 法師 權門 勢家 に 自ら 近 つ き 詔ら ひて、 名 を 求め 利 を 貪る 者此老 尼の 筆ハ跡 

を 見 はいかて 面に 汗せ すして 有なん や、 是に 慙愧の 心な からん ゃ禽獸 にも 劣り 侍らん、 僧都 もとより 名 

利の 人に あらす、 只 至孝の 志より 送れる 物 を さ へ つれな き 迄に 追し いましめられし は 後人のお よふへ く 

もな し わざな りけ る 
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.   二 六 八 

今 世：：： 黨 わきて 貴家 を祈禱 にあ さむき、 邪法 を勸 めて 他の 壇 越 を 引 入れ、 富 人に 衍ひ 近つ き 是を世 

に ほこりの、 しる 者 其い やしき さまい はん 方な しゃ、 諸 一 示の 儈 とい へと も 金 を 出して 色 衣 を 着し、 只 財 

资を つかむ 謀 を 逞しく す、 Siil 是を 情み 侍る は理 りに も 過たり、 國賊の 名の かる、 方な くや ありなん 

管し 

〇 昔 ま 玄腈か 母 (盧 氏) 北ハ 子な 戒めて III、 兒 子の 官に從 ふ 者 あるに. < ^来りて 其兒 今贫乏 にして 存 する 事 

不能と いは、 =1^ 好 消 6- なり、 若 资貨充 „ たし 衣馬輕 肥な りと 聞 は是惡 消息な りと いへ り、 後世 仕官の 者 日 

々に《は贵に志し非義の財を得て衣服^^貨を以て其父母に贈れば、 父母た る 者 伹喜悅 する 事 をのみ 知ズ終 

に此 物い つれより 得た ると 不問、 大概 非理の 物 を 以て 父母に まゐら する も 多し、 是自 盗賊の 業に して 親 

を簽 ふより, ましき かた も 侍る にや、 幸に して 大咎 なく 共 心 ある 人 內の愧 さるへ けんや、 程 子 曰 順 レ现 

则 裕從, 欲 惟危と 世に立 人夫 是を念 はさる や、 鳴 呼儒怫 其趣殊 なれと も 慈母の 義方を 以て 其 子 を 敎ろ心 は 

ひとし、 我 先妣 (：s に 5^ 母 か 戒を稱 して 人の子 あやまち ある を 聞て は 其 母の 姑息 痴愛 をいた まし かり 侍り 

予 をして 非に 落 入 さらし めんとの み 戒られ し、 性 事 夢 穴 r: 敷燈下 古を懷 ふに 淚落 そふる，：：. 'にも 思 ひいつ る 

•rr のみ そ 多き、 汝^；；の綠を食て奉國の忠を忘れは先人を地下に恥しめなん、 汝か祿 常にし も あらす、 古 

へより 子々 孫々、 水く 領 すべきよ し 筆 章に 顯 はし 賜 ひし、 人々 の 釆地も 時う つり 物 か はりて 他の 有と なり 

しを兑 す や、 汝居 やす からん 事 を 思 ふや 是 君の 地な り、 何 そ 安逸 を はかりて t 仝し く 遊 宴の 場と せんやな 

ん とね もころ に 諫られ し、 けに 國を 保ちて 我 あり 顏 なりし 大家 も 跡な く 成 ゆけ は、 亦 某の 領 となりて 我 

物と おもへ る もた かふ 世の なら ひ は 他の しるよ しとな り 侍る 類 ひ、 天下.，、 亦 同し 周秦 漢に改 り三國 より 

末々 一統して 乂 わかれ 侍る さま 我國 平家の 驕泰 源氏の 威武 北條數 代の 榮ぇも 足利將 軍に うつり、 織 ，出、 

羽： S 太の つき 起れ るすへ て 誰か 子孫 長く 傳 へて、 富且 貴き もの 仃〕 しゃ、 猶 一世 夢幻の 如く 跡の 白波 消て 亦 

；: にふうた かたに ならさる を 忘れ かちに して、 あしたに は 名 を 追て 十字街 頭に 走り に は 利を數 へて 半 


0 
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夜 鐘聲に 驚く さま 拙な からす や 

〇 前 侍講 禪蓮社 良 照 圓觀義 山 

享保 一 一年 丁酉 4" 1 月 十三 日 七十 三歲 にて 遷化、 實に蓮 門の. n! 眉の みならす 天下 其攀を 知ら さろ おなし 

〇暢 日 十 1 一日 看 早 梅花 

閑 山隱々 曙 雲 開 古 苑慘々 落葉 堆 獨覺 暗香 有餘味 歲 塞雪裡 一枝 梅 

0 身 まかりし 者 親の 植 置し 梅と て 里より ねこし うつして 年毎 華 さく 頃 かた 身と 愛せし 力 ル冬 は..' とい 

と はやう： 咲て 紅のに ほひえ ならぬ を 見る にも あはれ まさりて 花に も淚を そ、 き 侍りし (十  一 ^t^.^p^ 

かひな しゃむ かしに、 たる 色 も 香 もた か爲 となき 梅の たちえ は 

〇 去年の 冬蘖 山の 海脈靈 源禪師 (淸 人) 府下の 護國 林に 來られ し、 千 呆和尙 の名殘 なりし か は 行て 相见し 

白梅 花 を 折て まゐら せし か は 手に 取 微笑して 知 乎 祖師 西來 意と 示されし か は、 初 無-一：^ jf- 一い^:; S ^ぼ 一とて 养 

せし も 一 とせの 夢と なり、 禪師も 今年の 五月 (十八 月) 順 寂せ り 季秋悅 峯和尙 の附法 旭如師 (淸の 南す の 

儈) 萬福禪 寺普院 の事關 東の 命 侍りし、 か はる 浮世の 姿 何 くれと 数へ らチ. 侍りて 

， 】 と、 ひし あと はなき さの 濱 千鳥 うらみて そな くた かふうき 世に 

〇 明遍儈 都の 念怫 者の 十樂 (往生 要 集 X 見えさらん 無 下の 事な りと つ ふや かれし、 けに 十" しへの 西方 を 慕 

ふ 人是を 誦習せ さる はな かりし にや、 今の 世 は數へ 知る 者 も 希な りしに、 近顷玄 律 法師 (江 州の 人) 十樂 

和讚 を述し 獅溪の 上人 (忍 徵) 跌 作り 梓に ちり はめて 指 子と なし 展轉歌 詠せ しむ、 是 より 想 を 安養に 送る 

人 亦 多 かる、 或 人す、 めて 十 樂の歌 四季に 讀し中 見 佛聞法 樂の詞 をと りて 冬の 歌 

いと、 猶 いとへ 此世は 秋の 葉の 跡な き峯の 雪の あけ ほの 

〇 詞章の 末を學 びて 大小の 學を 外にす ろ は 俗儒な りけ り、 夫 居 敬 は 小 舉の事 窮理は 大舉の 工夫 存# 一は 大 

小 を $ 只 けり、 天則 を 尋ねて 仁 を 求む ろ 者是を 拾て 亦 何 を かすへ き、 徒に 雜害 を讀は 聖賢の 學 にあら す、 
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二 七 〇 

異 み奇 をなら ひ 名利の にして 何の R! あてもなく、 放逸 無慙 にして 己れ か 心に 合され は 妄言 を 吐く 

辈可痛 可 IE 

〇丁_ 叫 霜： r:4- 三 n の 夜 亥 時勢 州 山 田 一 志の 中程より 火 出て 宫地西 河原 中 瀬ク" 吹 上等の 市井 幷師 職の 館 あ 

また 堯 し、；^ 一 a へ も 火 無下に 近 かりし かと も 下馬 所に して 火留れ り、 岩 淵の かた 禰宜の 館 數多燒 亡に 及 ひ 

しと そ (凡 三千 三百 餘戶) 去 永寳ー 一年 乙 酉の 夏 太 祌宫の 神 霞 をい ひふら しける 事な のめなら す、 京師より 

はしめ 諸國の 男女 狂へ るか ことく、 毎日 數萬 人參宫 せし か は 神人 犬に 利 を 得し、 其 冬山 E 大火せ し 近年 

太々 神樂 とて 商家 農， 數十金 を師職 家へ 入れて 非禮 の禱祠 をし 侍る 事 都鄙 盛 也、 今ノゃ 春より 秋に 至りて 

外- に幻 の 太々 神樂六 K:! 餘度幣 金 凡そ 1 一 萬 金に 餘れ りと かや、 師職等 元より 敬神 如 在の 禮を 忘れ 專ら利 網 を 

おりて 愁海を 漁り、 財貨 を 欺きと りて 驕泰の 備是を 淫坊に 捨て 洒 色に 亂る、 類 ひ比展 大概 ひとしと そ、 

かく 非道の 輩 豈天炎 を 蒙らて あるへ き や 

〇^{!i.i 內， 紀氏卒 哭忌之 辰 (十 一 月廿 七日) 慶諧九 品 曼荼ー 舗 開 題 三部 妙 典 一 部 就 墓所 建 五輪 塔將 莊金臺 

以作銘 筆此曰 

無 盡具葉 傳開曇 華  満天 雪白 潔 發金葩 

嫁 を か へり 見て おも ひつ、 け 侍りし 長歌 

秋き りの 立 わかれに し ゆ ふへ より 面影 ふかく なるみ かた 歸ら ぬ浪に 袖 ぬれて 幾よ 千 

2L? の 聲 さむく 月^ か、 る 山の はに やみち てらせと はかりな き 光 あまぬ く 西の 空 ふ 

りさけ みれば 55^ かなる 泪の 露に いつしか けし 衣の うらの 玉と たに しらて 幾よ か 迷 ひ 

けん 二、 のしな さく 花の えに 心 を そめて さらに 今 尋 きつれ は 隔てな き 昔の 花の み 

や こと は て そみつる 白 川の 關も むかしの 名のみ して 心の をく の さはり なく うきよ を 

よそに 思 ひすて、 き 


むらさきの 雲の たち 居に おも ふかな それより 西の 花の ラて なを 信 阿 

〇 或 云 肉食 を 忌と する 事 儒 釋の說 あり や、 唯 我 國祌事 是を忌 機と する のみ 歟、 曰 ク懦祭 其 齋の時 肉 を不貪 

等の 事 禮 に出豈 儒に なしと せんや、 况ゃ釋 氏の 如き 肉食 を 食 ふ 事大 戒 あり、 且其 禁忌 猶 ふかき か、 凡そ 

五 辛 酒 肉の 禁忌 報 應經に 四十九日と いひ、 僧， g 律に はヒ 日と 云々、 南海 傳に 11- 辛 は 七々 日と いへ り、 0 

佛 三味 經の說 に 大蒜 は 九十 日 肉食 は 七十 日 魚肉 は 三十日 飮酒は 七日 女人と 交る は 三日 五 辛 を 食 は 九十 日 

と 云々 善 集 經には 食 鳥 者 は 五十 日と 見 ゆ 

是俗家 別時 修 善の 際 或は 臨終の 誡也、 出家は 一 向五辛酒肉平生の1^^なり、 然るに 今の 僧 法師 五 辛 を 貪 

茹し 酒に 醜して 忌禪る 事な き 風俗 可 憎 可憐、 其 肉 味 を嗜み 女人と 交る は 謂に たらす 

問 我 國の肉 を 忌は稳 とす、 釋 氏の 意 も 同し き や、 日榜 珈 經を按 する に 凡そ 鬼神 は 惡臭を 聞て 其 所に 尋來 

りて 隙 をう かくひ 短 を 求る か 故に 甚 これ を 忌と す、 され は 名香の 緣 によりて 聖衆諸 天 も來儀 在す 事 をし 

らは惡 臭に よりて 邪祌鬼 類交亂 せん 事 疑へから す、 榜嚴に 所謂 五 辛の 臭 稳を食 ふ 者に は fK 仙 遠 離し 餓鬼 

其 唇 を 舐る と、 常に 幽鬼と 共に 住せ は； i 德日 消て 長く 利益な かるべ し 

〇 孔穎達 曰 古人 不， 騎&、 故經典 不レ見 至， 1 逍武靈 王 i 騎射 以敎， 1 百姓-云々、 古 者 馬 以駕レ 車、 不 -1 單騎 >至-- 

六國 -始。 &f 騎云々 (群 碎錄下 同) 

陽 秋 卽赛秋 避，， 晉諱 1 故 云々  . 

孔子 無つ 鬚 孔叢子 云々 今 像 多 鬚 誤  . 

粹變 婦人 有， 汚 也粹變 月事 也 

影！： 附庸也 

八 尺 曰 レ尋丈 六尺 曰 文 吊 云々 

縛 錢繙絲 也 以貰， 錢、 錢 一 百 曰，, 一 ，(一 縉は錢 一 貫 也 十 百 文の 事に 用 ゆる は 非な り) 


尻  Pl 
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三代 兩漢 用-, 馬車 ー魏晉 至-梁 陳 1 牛車 1 云 々 

我國 牛車^ 製は魏 以下の もろこし 人の する 處 になら へり 

鼓 三 は 三十 三 一 爲-ー 一 通 1( 鼓 鐘の 一 聲を 一 通と 心得 侍へ る は あやまり にや) 

龍 錡竹名 年老 者 如 竹 枝葉 搖曳不 自禁持 

か、 る 類 ひ 今 多し 共 一 一 ーを抄 して 此に 記す 

C 杜^ 鶴 詩 曰 百 歲有， 涯頭 上白 萬 般無レ 染耳邊 風 

けに 物 錄の來 る を耳邊 一 陣の 風の 如くせ はなしか は 心に しみ ふかく 愁 へ みたれ 侍らん や 

〇 三冬-李に せまり 人 11 いそがしく くるしけ なり、 塞 夜 客 あり 云 吳の祝 允 明か 語 怪に濟 漬祠わ 神 は靈， 騒い 

ちしる しく 貧者に 錢を 貸し まします とか や、 され は 其祠の 前に 大池 あり-、 人 金 を からん と 欲すれば 先 神前 

に禱 りて" ね 決し 神是を 許せ は 契 券 を 書て 池 中に 投 るに 忽ち 是を卷 沈め や" ありて 望し 數ほ と金 を 浮み 出 

す、 借：^ して 是を 持ち去ろ、 扨て 約せ し 期に やたり て 子 本 を 具え 往て 神に 謝し 是を 池に 投す 〔- は頓て 

； こ 沈めし 券 を^み 返す といへ り、 か、 る 社 も あれ かしと て 笑 ふ、 けに 我國 か、 らまし か は 人々 <^H 市 

の 如く 烏 紫して 祌 にへ つら ひ 金 かりなん に 如何 成 神 ももて あっか ひた まひなん、 r 父 は 欺き 借りす まして 

北ハ のつ くの ひ を 怠り 侍る もの も 多く 冇 なんとて 共に 呵々 せし、 鳴 呼 富 を 求む ると て は 辨天を 祭り 稻荷を 

祈る もの こ、 かしこに 多 かり、 是 中世 以來 の陀祇 尼の 邪法 を傳 へて 狐 を まつる はさに こそ 侍れ、 立 川の 

餘流今 も 絶せ す 人 を 邪路に 惑し 侍ろ いと， （-淺 まし、 麼土 とても 道士の 邪 術 さまく ありと 見えたり 

-語怪 は 我國の 物； の體の 如し、 奇怪の 事共 多く 筆せ り 徐横卿 か 異林方 鳳 か 物異， おも 亦是に ひとし 

〇 臉八出 山の 聖容 を拜 して 香 をた てまつ る 

凍 髭 當年眼 石 座  一 EmTi^ 瑤臺 現前 無 軌飛龍 化 縻廊 太虚 乎 乍 噴 雷 

〇 昔 zi 子 玉 食 を 兑て燈 然として 曰、 ^機斯 可な らん やと 錦 衣 を 見て 颦然 として 曰、 弗塞斯 可な らん やと 

 —— i   " 


花屋 を 見て 俄然と して 曰、 弗露斯 可な らん やとけ にも 食 盛に 衣かゝ やき！ K の 高き 誰か 是を 欲せされ と、 

身の程 ならぬ は 中々 なる 禍 なる 事 を 知らす して 猥に 口腹の 慾を嗜 み、 形 貌の美 を 街 ひ： IJf 舍の花 を 尊ら と 

す、 たと ひなし 得る も 亦 夢幻の 榮何そ 泡沫の 身 を わする、 や、 終に 仇なる 苔の 露と 消えす みかし はしの 

こる とも 他の 有と ならん もの を、 何 を か 執し 何 をが 惜む へき 殊に 白 頭の ほと 自 おも ひ はへ りて ii:^ 甚の歌 

末ち かく ことし もこえぬ 老の 1S$  くるしき とてもい つまての 身 そ 


hi 


m 


二 七 四 


0^ 尻 卷之 六十 七 

〇 小人 以，, 小善 1 爲， 无レ 益而 弗レ爲 也、 以， 1 小惡 1 爲， 傷而 弗い 去 也、 故惡積 而不レ 可， 掩、 罪. K 而不ぃ 可， 解 

(繁^ 傅 孔子 語) 

. に "呼蕃 小なる を 拾て 惡の 小なる を 去らされ は IS に 心 不善に 趣ぬ へし、 小善と いへ とも 擇て爲 は 志い つ 

とても 善に 向 はん、 され は自 毎に 省 我心 志義に 趣向す る 忠孝に 趣向す る 敷、 名利に 趣向す る歟、 

財 色に 趣向す ろ 欺と 事々 の 念頭 其 趣向す る 所を識 らは必 善に 向 ひて 退す、 不善 を 去て かへ り 見され は 

n 々に 名利の 場に 馳て財 色 を 思 ひとせ は豈 善道に 趣に 日 あらん や、 惡 積り 罪大 にして 掩ひ解 さるに 到 

て 終に 名 を 猿し 身 を 亡 ほし 家な 破らん のみ、 是自 招く 禍 なり 誰 を か うらむ へ き 

〇 一 早 保 三 戊戌より 關 東の 命に 依て 諸 州 城 地お よ ひ 山嶽 等の 東西南北 を 委しく 記さし め 奉らし む 

〇 京師 大佛殿 (方廣 寺) 大 像の 涅槃 相 を畫て 今年 己 亥 一 一月 供養と 聞え し 幅 凡そ 九 間 長十餘 間と 云々 

来 ：1 寺に ある 兆 殿 司 所 園を寫 せし とか や 

〇 虞 谷 翁武城 西淸戶 にして 春寒の 一 詩 を 吟て或 人に 示さる 予 代りて 其 韻 を 和す 

^ 去 梅 窓 花發展 還留殘雪覆.^?眞 關河 千里 都 城 夢 柳 色 綠寒ー 一月 春 

〇 諸家 中世 次來 〔¥紋 あり、 其 中に 立 花 家 は？ g 園 守 岩 城 は 漏 月を紋 とせり、 此名を 不知 人 多し 又大 岡の 紋 

は 七 本 卒都婆な りと かや 此類ひ 多し、 予 先に 所 著 S 家紋 記に 詳 なり 

〇 輪 王 寺 (日光) 一 品 法 親王 公 寬享保 三 戊戌 六月 十三 日 天台 座主 宣下 (靑 蓮院宮 座主 五月の 末 御辭表 侍り 

し 次な り) 

御上 京 ありて 有 栖川官 に まし/ \ ける、 其 日 敕使院 使 等參向 ありて 敕 命を宣 たま ひし、 堂上 諸家 集會拜 


鹽 


尻 


賀大鑾 侍り、 翌 十四日 座主 御參 内院參 同月 廿 六日 a: ベ：： 山廿 七日 三 塔 稗拜堂 ありし 

〇 山城 國久世 郡 (久世 村) に贫夫 あり (市 兵 衛と呼 ふ 元 肥 前 國の產 にして 十 年 許り 久 に往 せり) 舉の綿 衣 

1 ッニッ を 夏 冬と なく 服し 繩 やうの 物 あれ は帶 にして 外に 衣帶 なかり し、 每に鍋 签の鏡 かけと いふ 事 を 

業と し賃を 得れ は餅滔 なと 買て 食し、 錢 なけれ は 二日 も 三日 も 食せ す、 隣人 食 を e ^(ふれと も受 す、 に 

は 釜  一 口 滔德利  一 口 鑄 樂の箱 一 つより 外 器財 もな く、 よそめに は狂氣 乞食の 正體 なき 風情な りし、 •¥ 保 

1 一 丙 三月 六日 隣 In, の 友 (木履 をつ くりて 業と する もの) を 呼て 年來心 をき なく ものした まひし 事 わすれ 難 

し、 我 明日 往生し 侍る 酒 酌て 浮世の 名殘 せんとて、 一 ッ ある 签を彼 友 をして 代と なし 酒 求 得て 二人 心よ 

く是 を飮、 翌 七日の かた 共に 念 怫し德 利 寄 鐘 木に 碎 破し、 年月の 願 は滿ッ 南き： 阿彌陀 あら 有 かた や ic- 

利 往生と たは むれ、 頻りに 念 佛し今 は 佛の迎 へた まふ そとて、 顔色 喜色 ありて 笑 ふか ことく、  ^佛名 を 

唱 へて 正 念に 息 絶たり、 同し 所の 萬 福 寺と いふ 道場に 葬りて 淨淸と 法名せ し、 後 入々 立 入て 跡取認 しに 

常 ありし 所の 壁に 反古 張 置し さま/ \ の 事 蚩曰 し 中に、 自身 を 省れば 乞丐に 異ならす 鋭 食 有 餘殘軀 を 養 三 

界 は是舊 宅の ことし、 誰 を か 恐れ 誰 を か 恥 亦 何 を か 悲愁 せん 嗚呼 世 は 皆 其 夢 哉 

罪と か は 接て つもりし 鍋の すみ はら ひて あと は 塵 もの こらす 

なんと 見えし、 如何なる 人の こと はに ゃ只獨 ありて 日 比 酒 を 好み をし き 男と て 所に も 愛せられ しか は、 

世に 殘た けにて 人々 よくと り 納めし 身 は 風顚漢 のさる いた つら 者と 見えし か、 朝夕 さかし く念怫 して 目 

出た く 往生 を遂 しと 去年 あつまに て 京なる 人の 語り 侍りし こそ、 す、 ろ淚 落て た ふとく 覺 えし、 El に は 

殊勝け なる 後世 者と 見えて、 其 心虚假 を懷き 名の 爲 利の 爲 計な す 事少ナ からす、 終焉の 際に あさまし きす 

かた 間々 間 類 ひこ そ 侍る に、 其 貧民の 云爲 至誠に 本願 を 信し 往生 をね かひ、 能く 念 佛西邁 し 侍る にこ そ、 

むかし 比歙山 延昌儈 正い また 下郞 にて 修行の 時 京都の 山中に 行暮小 家に 依て 宿られし に、 主は老 法師な 

るが 程 過て 物 荷 ひて 歸 りし、 夜 ふけ かたに 浴して 別に 作 リし小 庵に. 入、 朝に 至る 迄高聲 に念佛 しける を 

二 七ーュ 
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僭： 止 云お も ひい やしみ しに も 似す かく 行した も ふはい かなる 事 そと、 法師 云 己れ いやしく あさましき 身 

のうへ 食 ふへ き 物な けれ は 餅 取の 取淺 したる 馬 牛の 肉 を 取 持 來. ON 夭 を くら ひて 過 はへ る、 然るに 念佛ょ 

り 外 つとむる 業な く 年 比に 成 侍る、 死ん 時必吿 奉る へし、 此處に 寺 建た まへ 今：：： 讓り 奉る と 契 をな しぬ、 

(後遙 過て 三月の 暮 方に 戶を 叩く 誰 そと 問 はれし に 先に 北山に て 契り 申せし 乞丐に て 侍る、 今 此界を 去 

り 極 樂に迎 得て 參り 侍る や 其 由 を 吿申爲 なりと て 去ぬ と 思 ふ 程に 夢 覺 けり、 つとめて 第 子の 僧 を 彼 山へ 

をし へ やりて 見せし むる に 有 夜め てた く念怫 して 失ぬ るよ し 其 妻な く/ \-i 一 りしと なん、 其 後 僧正 村 

上 天皇に 啓して 其 所に 一 寺 を 建て 彌陀 樂と號 せし よし 今昔 物語に 筆し iit ろ (天 德 三年 四月 九日 供養の よ 

し 抉 略記 桑に 兑 えたり 日本 紀に延 昌 宣旨を かう ふり 勒 願の 寺と なせし 事 見えたり) され， は 念 佛を行 せん 

人 はたと へ 一代の 法 をよ くく 舉す とも、 一文 無智の 愚鈍の 身に なし 尼 入道の 無智の 輩に 同して 智者の 

振舞 をせ すして 只 一 向に 念佛 すへ しと、 吉 水の 大師 遣 誓に 記した まひし を 忘れ 風俗 過た る 念怫^ 多 かる 

にゃあな かしこ、 十：！ 今の 跡 を 晃 聞なん 人 はつ や/.、 己れ か 身の ほと を はかりて^ 假の 心なく 實 しく 念 佛 

して 往生の 本意 を遂け 侍る へき 事な り 

〇 聖徳 太子 一 千年の 御 忌に 浪華なる 人 天 王 寺 所々 の 名 を 人々 に 歌に よませて 法樂し 侍る とて、 予 にも は 

るノ、 と吿 はへ りし か は結緣 の ほと もうれ しくて 詠て 達り 侍り し 

飽 井水 

かゝ るえ の ありと もい やさ 白 石の 王手の しみつ 汲 そうれ しき 

法 華 園 

千と せ行卷 やむ かしの 跡と めて ふろき にか へ る 法の 花園 

〇 三 覆 (正 五 九月 也 又 三 長 云) 六奏 (六 齊日ヲ 云.) 八 校 (八 節： U ヲ云 華厳 一一 出) 冬至 立春 春分 立 

S  (夏至： >  立秋 秋分 立冬 


是を淨 土 三昧 經には 八 王 日と いへ り 

〇 千 器 一 金雞無 阻隔 一 珠千元 々 不 混和 建 志 運 心 等 虚空 寒 防 非密念 在；： 釐間 

圭峯 大師 (宗密 ) の警 語な り 

〇 牟尼世 尊 五 濁に 降し 璣に投 し 器に 隨て 大小 權實 の敎を 立、 故に 其 同一なる 事 を 得す、 是 供に 正直の 道 

を 示し 證 悟の 門 を ひらきて 遂に 佛果に 至らし むる 方便の み、 豈是を 非と し 彼を是 とせん や、 され は共大 

道に 通す る 者 少しも 小徑に はしり、 以て 偏に 自勝他 劣の 見 を 生して 世 尖 遣 法懷亂 せる 凡 は 各自 共 承 ま、 を 

以て 戶牖 とし、 面々 自義を 開帳し 經論を もって 干戈と なし 互 ひに 相攻擊 す、 は 1^- 失に j^i て- 邀變 し、 法 

は 入 我 を遂て 高低と なる、 是非の 紛拏 誰かよ く 是を辨 折 せんや、 蓋し 宗 源の 本末 を 分^し 顿渐の 異同 權 

實の淺 深 を 明らかにし、 2:^て法義の"i{&殊を正すへき事實に容易ならんゃ、 我人い また 魔道の 左 道 を すら 

辨 すして 何 そ佛世 尊の 門 を 望ん や、 自先 省よ 我 饑凍を 憂 ふる 心なき や 人の 1： 賤 する を 恐る、 思 ひなき や 

若く は 利 若く は 名 若く は 愛 若く は 惡の至 順逆 得失の 境に 於て i^l 空に 向 ふか ことくな り や 否 をよ く 察し、 

三 毒 清く 消え 五愁 悉く 盡て 後自 反照せ は、. 牟尼隨 機 變の敎 祖家據 病 指藥旨 萬々 として 大悲 無二の 大道た 

. る 、もの 中の 明かな らん、 徒に 無明に 覆 はれ 諍 を 起し 論 を 巧に して 彌煩 惱を增 長し、 他 を 輕慢し 邪曲に 安ん 

し 虚誕 を 以て 人 を まと はす 類 何そ佛 子と いふへ き や、 ii 擧者 流と いへ とも 猶 孔子 立敎の 本旨 を わすれ、 

r しに 角 口の 末の み 局して 偏執の 思 ひなき は 稀なる にや、 宋儒 朋黨を 立む つまし からす 明 儒 議論に せま 

り てま 說を 張大 にす る 類、 皆自み る 處を是 とし て 他 を 謗 ii- せる さま、 釋氏宗 を 立 一 、其廢 立 に 執す る とひ 

としから す や 

〇 色 愁の戒 儒に 怫に是 を 重し とす、 嗚呼 妖姿目 を 蕩し狡 謀 心 を 針す、 其 禍鎮， i よりも 怪しく 僚 原の 火よ 

り f^" し、 古へ より 女禍 にか、 りて 身 を 竄し家 を 亡し 國を失 ふ 人 和漢 一 々なろ に、 牧誓牡 鶴の 戒 谷風 靜 女の 

そし" よ"、 普献漢 成唐玄 の類衽 席の 愛に おほれ 遂に 天下の 亂を まねく 者 多し， 禍胎亂 萌関闥 の 中に 伏す 

二 七 七 


s^.f   二 七へ 

. る を 不知、 事 贵 となく 賤 となく 只 彼 惑 故なら す や、 訶色經 (：羅 什譯) 云戀 着して 自患 へ 死に 至る 迄まぬ かれ 

す 厄と して 至ら さる 事な し、 一 度是を 離る、 事 を 得ても 若 亦 顧 念せ は是獄 より 出て 還 亦 入 ことしと 云,， 

凡そ 是を遠 離す るに 或は 佛號 を稱へ 眞經を 誦し 解咒を 持し、 又は 受體を 思 ひ 念 を 攝し心 を.^ き、 または 

尻 一 起 船の 無^ を： nj- 又は 唯識の 所變を 知て 心の 所 到に 隨ひカ を 着て 是を 消へ きをお も ひ 初る、 なさけの 色に 

まよ ひ 能 かへ る 事な し、^ 呼是 心さ はや かなら す、 百度 を昏亂 する も 其 初 一 念 はわつ かなる 物を自 思ひ譬 

ひ^5::ねて思ふまとひょりはゃましけ山幾重の恨を數へ ひとりね を かこち、 ある は 命に かへ て 逢 _v まれな 

るし のひ路 をな けき、 待 (肖に 身 を こかして さはる 關守を うらみ 僞り 多き 世 をな けく も盡 せす、 逢見て 獨 

袖の 淚 ぬれ まさり 別路 を かなしみ 絶て ふた、 ひ 思 ひを殘 すに や、 され は 五 愁の妄 情 を 結 ひっきて 執、.： "き 

れ かたく 其 順境 心 を 放て 繁念 ことに 深き 故に 迷 魂 を 八苦の 浪 にた 、よはし、 其 遠 境お も ひ を 煙に して 忿 

恨む ね をふさく 故に 怨を 一 世の 人に 報いて 歷劫流 轉の基 を 固く する 事亦淺 ましから す や、 寃 家の 惡因 

誰か ルを いと はさる へき 

戊 戊 五月 束 都 (堀江 町) にして 男色の 恨に 堪 すして 小 年 を 双 傷して 男の 自盡 せし と あはれ なり、 其 他 男 

女 街に 死し 親 家の なけき と 成 類ひ此 にも 閉 かしこに も 語る、 近世 都鄙 此荒 惑甚た 多し 鳴 呼 

〇 孔安闽 云攻劫 曰レ寇 殺レ人 曰, 賊 

〇 己 亥. 九月 十一 日の 晝大 流星 2^ より 坤に 飛行せ し を 人々 見て 大ぃ 怪しめり、 けに 光り物 は 夜 こそ 見 ゆれ 

其 形 を 現せし 事閒も 傅へ さる 一 奇事 にや (流 は晝も 有へ けれと も晝は 日の ひかり 强き ゆえ 見えす) さ 

れは 犬の 中部より 下 陰氣多 かる 故. 今年 我 府下 卯月より 五月の 末 迄 ほと、 きすな かす 大方 立夏の 比よ 

り 子规^ さる 年 はなき に、 此夏 にかき りて 小 暴に 至る 迄 も 一 聲の 初音. おと つれさる いと 本意な し、 此邊 

中{4.:陰：|^^$1しくして時鳥かけりなく事不能ことも侍るにゃ 

都 は 三月 十 一 日に 啼初 しとが や、 信 濃 及 ひ 伊勢より 京師 邊 四月に 入て 初ぬ 聞し とか や、 今年 秋に いた 


る まて 終に 子規 をき かす 

〇 或 人 茶屛に 書へ き 一 詩 望 あへ り、 拙き 事い か、 と辭し 侍りし かと も^あな かちに せめら，；： ii!: りし に 

松風 金 鼎 起  夢 破竹 窓邊  物 外 凌 宵 翼  翮々 乍 欲 仙 

また 

1 鼎 花 馨別領 春 碧 流乘月 問芳津 清風 吹 去 武陵雪 塵 外 豈無掃 玉 塵 

と 書 てお くりぬ (岡 田 某 淸書武 萬 某 筆 之) 是亦無 時 の 紀念 歟 

〇 法三宮 (仁 和 寺院 家 記) 法 三 御子 (拾專 集) 

是寛平 法皇の 皇子 齊世 親王 御室に 御 入室 有て 眞 寂と 稱 せし、 法 三と は三宮 にして 法師に 成た ま へ る 也 

法 親王の 法の 字と 同し 但 後世 は此號 なきに や 

〇 四 履 (三代 實錄貞 觀六年 四月の 記) 是四 至と 同し (四 至ヲジ キト ョム ナリ) 

東西南北 幾 町と 宅 をへ 云 時の 詞 なり- たと へ は 大社の 地 四 至 八 町と いふか 如し 

〇 大江匡 房 一 1 條高 倉なる 所に 文庫 を 造り 書籍 を 多く 納 置れ し、 仁 平の 比 迄 有し か燒 亡した る. H 續 古事 談 

に 記す、 我國 文庫 ある 久しき 

〇 堯憲深 秘抄に 等 持院殿 (尊 氏) 五條の 俊 成 卿の 尾 敷に 玉津 島を勸 請、 經賢法 印 を 彼^ 當 職に 補せられ し 

事 有 今の 新玉津 島の 社な り、 貞治六 年 三月 廿 三日 新玉津 島の 歌合 御子 左爲遠 

うつ もる 、宮居 はこ、 にあら はれて ひか リもそ ひぬ 玉つ しま ひめ 

冷泉 爲 邦の 歌 も 同し 歌合に み ゆ 

今 そ猶ひ 力り はま さ る 玉 つし まこ、 もむ かしの 宮居 なれと も 

此社は 根本 俊 成 卿 建ら れ しか 荒 廢 せし を 後 再興 有し 故 和歌 皆 其 心 をよ めり、 尊 氏 始て勸 請せられ しに あ 

らす 
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〇 近比舉 T ォ 歌人 風流の 號 つき 恃 りし是 又 一 時勢の 事歟 

藻蟲 #パ 長^) 風車 軒 (玄 旨) 夕顔 巷 (道 舂) 

か、 る 類 多 かりし 今の 祭お 此等を 和風の 俗流のと て 嘲り 侍る にや、 寺に は 櫻 元 寺 (西 行 櫻の 土寸嵯 t:) 柳 篤 

^1 寺 (S 哦) 等稱多 かり 

C 戊戌 卯月の 末に や 吾妻に て かつらの わか やかなる を 見 侍りし (京より 极 こして 植け ると なん) 一 葉と り 

て さう しの 問へ 人 置し か 亦のと し 古さと へ歸 りて 後 祭の 頃昆 出しし にあり し 儘に 見えし こそ、 其 ほとの 

事 も 思 ひ 出られけ る 葵よ り^^りて 來 しかた 戀しく 侍り けれ は 

忘れし とち きらさり しに もと あらの か つら はかれぬ かたみな りけ る 

其 葉 を爱に 粘て 後の かたみと し 侍る 

〇 樵 徑靑を 踏て 九十の 春 をお くり 旗、 亭衣を 典て 千日の 醉 をす 、む 

^蝶 {4| 枝 を 遠り 落花 流水に 隨ふ、 半月の 閑 遊 も 浮生 を 慰す るに 堪 

たりと 口吟す 

一 ^武陵 月 更無 舊夢尋 花 飛 怜影瘦 樹老 識舂深 

麥隴 翠嵐 盡 松濤 落日 沈 邐遠 山路 遠 聽 斧斤 音 

の か れ 得ぬ 身 は それな か ら 世 をす つ る 

II  こ、 ろ を やまの しをりと そせん 

谷川の ゆく 溯の 花の しら かみに なかる、 恭 をし はしと、 めん 

〇 參州 人良尙 (天 野) 隱逸傳 の 古人 を 一 首つ ゝ歌 によみ 侍る とて 

牡丹 花 老人 

春の 野 や 牛の 綱手 もなかき 日に 角く む 草 を 分る 花の 身 


， 
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予も其 類に よみ て 送り 侍りし 

空 也 上人 

世に 似す ょ峯の あらし をの かれ 來て 市の かりやに すみ そめの 袖 

〇 高野山の あたらしと いふ 所に 不萠 菜と て 自然 生の 菜 あり、 味 尋常の 如くに して 少こ はし、 よく 煮と、 

のへて いとよし、 大師 その かみ 種 初て 永く 毎に 有て 末代 まて 絕せ しと 誓 ひまし./ \> ける とそ、 山上 はい 

つくも 生 菜 乏しき に此 山の 院々 其 賜 を 得 侍る も 一 奇 事なる t~ 

〇 仁王 經に 三界の 外 別に 一 衆生 ありと いは、 是 外道の 說 にして 七佛 の所說 にあら すと (璎ま n 一" a 同 之) され 

と亦大 論に は 別に 淸淨國 土 を 得て 三界 を 出と いへ.^、 此 故に 後 擧 安養 界を 以て 三界の 內 とし 外と する 異 

倫 ありて、 多く は 迷 悟に 淨檢を 分て 自力の 兑 解に 止る 人 も 侍る、 夫 諸怫の 境界 何 そ 內外を 別つ ： き やい 

たつら に 唯 心の 淨土 をのみ 執して 願力 所 成の 蓮界 をうた かひ、 かたお ちに 己 心の 彌陀 をのみ 尊 ひて 十：^ 

正覺 の佛體 をい やしむ 輩 は 皆異學 異昆の 人な り、 淨宗の 行者 豈是 等の 說を 以てと かくい ふへ けんや、 凡 

は三不 成の 外に 淨土を 建立す ると 宣られ し 群 疑 論 を 見て 知る へ きか も 

1 質不成 (淨 土據土 無上に して 差 列 有事な しと 執す る は 俗諦 恒師の 法 を うらな へ り) 

異質 不成 (淨土 穢土 隔刖 にして なかく 異所 なりと 執す る は 3 呉諦 平等の 理に 背けり) 

無 質不成 (上に 淨土 なく 下に 穢土な しと 執す る は 六 凡 四 生の 因^な し) 

竹窓隨 筆に も (蓮 池 大士) 此心 はへ を 委敷辯 せられし 

〇 淨土 宗の惣 安心 は ひとへ に 厭離 據土欣 求 淨土を 先と す、 され は 此を厭 はすして 彼を欣 とい は、 是 虚偽 

のみ、 此を不 厭 者 何 そ 彼 を 欣ふ事 あらん や、 凡何なりとも婆婆に希，^^}めらん程を厭離の心35!;實なるへか 

ら すと 獅溪の 忍師敎 へられし 者 を 今に 忘れす なんと 記し 侍る、 彼 師の序 かける 用意 問答 を ある 儈に 送る 

とて 

 1  二八 一 


s 二 


 1  二八 II 

つたへ をく おなし 流れ を 結 ふ 手 も 濁らし とお も ふ 山川の みつ 

〇 古詩に 云處レ 一 一大 夢 i 經云 幼來觀 一一 世 問 1 猶如ー 1 夢中 事-若と 云、 如と 云 は已不 得して 喩て是 を 云 ふ、 究 

極し といへ は 皆 なり、 少壯 老死 生して また 死す、 生して 來るを 知らす 死して 去 を 知らす、 蒙々 然冥 

々然として 千生 萬幼自 知らす、 地獄 鬼畜 人 天に 流轉 して 昇りて 又 沈み、 沈みて 更に 昇る 皇々 然忙々 然と 

して 千生お 劫自 知ら さる 眞 夢に あらす や、 古詩に 云 枕 上 片時 春 夢中、 行盡 江南數 千里と 鳴 呼 我人 利 名に 牽 

れてー s£ 里に 往返す る 者豈必 しも 枕 上の み然リ とせん や、 莊周 蝴蝶 を 夢み し 其 蝶 を 夢み さりし 時 も 亦 夢な 

り、 夢に 夢 を かさねて 空しく 世路に はしり、 きの ふ は 東武に 在て 公館に 役し、 け ふ は故鄹 にかへ. て 茅 

屋 にね ふる、 往事 皆 夢な り 憂 喜 苦樂今 いっくに か あ る新績 古今に 心 海上 人 

世の中 を 夢 そと まて は 知りな からお とろき 難き 身 こそ つら けれ 

〇 千：： 一. 振 神の 道 を 聞か はしける 人 々 (度 會延佳 延昌延 經源弘 年 荒木 田 重 治大中 臣師尋 平時 繩等) 今 は 名の 

みのこして 登 霞 夢 空し、 彼 ii 送りけ る 文 ともを 物の 次 手に とり 出し 見る こそけ に 千と せの 形見な りけ る 

古 き 歌に も 

みるた ひに 老の なみた を そ、 く 哉む かしの 人の 筆の す さ ひに 

とよみし を E 心 ひ 出ら る、 折から 伊勢 人より 文して 

わすれても またと へ かしな わすれ 貝み る 目な きさの あまの 住家 を 

とて 色々 の 貝 をつ、 みて 送りし ほと に 去年 春 一 一見 浦に 遊 ひし 事 も わすれす なから へ たて 行 春の 海い と、 

佳境の すかた も戀 しさに かへ し 

わすれ 草 わすれぬ もの を 一 ー昆 かた ふた、 ひぬ る、 袖の しきな み 

またもみ む 流れて 結 ふ 契 あれな み もすそ 川の 春の あけ ほの 

0 三月 九日 雷鳴 氷 降ろ (重サ 一 二 文：：： より 三 四 文目に 至る) 京 も 同し さまに 閒 侍る、 三 州 狹投の 社 境へ 雷 
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落三圍 はかりなる 松燒 倒れし とか や、 同し 十八 日 西北 風 はけし く 雪 ふりて 冬の ことし、 此日尾 西津島 

雷 はためき 祠宫の 家へ 落て 大木 を 折し とい ふ、 八 事 山 興聖律 寺の 天瑞 比丘 (此 山の 基) 十五 日に 遷化し 

て、 け ふなん 葬し はへ ると て 府下の 男女 多く まゐ りしに 霰 雨 夥しく 濡れて かへ りしと かや、 其 明の 日 西 

北の 山山 をし な へ て 白く 見えて 風 さえ か ヘリい と 寒 かねし、 四日の 節に 及 ひて (十九 日 節) かゝ る|6^-もま 

れ 成る や 

〇 稻荷祌 社 (山城) 山城 風土記 神祇 拾 遣 諸 社 根元 記 等其祌 一 决 せす、 大 槩倉稻 魂と 心得て 難な かる へ し、 

あるひ は秘 記に 稻荷社 者 秦氏遠 祖 なりと 云々、 此說 風土記に 合し て 故 侍 る 歟 

秦中家 忌寸等 遠祖 伊 侶臣秦 公稻梁 を積蠶 事に 供す、 祭の 日 黍 粟 蠶種及 ひ 陶器 を 參詣の 人 求め る を 思 

ひ 合すへ き歟、 蠶稻 元より 雅彥憲 命より 生す る 故に 秦祖を 以て 稻靈に 配し， 祀れ ろに や 

弘法 大師 東 寺の 邊 にして 稻を 荷へ る 翁に あへ る說、 知曰證 大師 稻羽 里に して 老人 稻を かる をみ る說 似た 

り、 稻荷 社の 禰宜祝 は 古より 秦 氏人 也 

〇 後土御門 院 後柏原 院 後奈良 院三 帝の 御 骨 を 深 草の 安樂 行 院の法 花 堂に 牧 奉る (明應 凶年 記 1 一水 記後奈 

良 院御捨 骨 記 等に 見えたり) 古しへ より 尊貴 Q 骨を納 むる 堂 を 法 花 堂と 呼、 是. K 山の 法 花 堂に してな き 

人，：： 菩提 をと ふら ふより いっかた にても 牧 骨の 堂 を 法 華 堂と いふ， 錄倉 に 右 大將家 の 法 花 堂 有 し 類 ひ 也 

〇 俗に 道理に 應 せぬいた つら もの を下當 人と 呼 ふ、 白 氏 文集 (三) 云 謬擧者 坐 不當辜 云々 4- もと 官 人の 事 

也、 (脫字 有) を 呼擧し 損した る を 云 俗 呼と 意 同し かる t ん 

〇 いにしへの 鎧に まさる 戟衣は 風の いる 矢 も 通ら さりけ り、 是は熊 谷 入道 蓮 生 (レ ンセィ と：， まむべし) 歌 

なり 高野山 知識 院に 住け る 時 也、 紙 衣と は 今い ふ 紙子に 非す 白紙 をつ きて 衣と す、 今 二月 堂の 行者 等 所 

着の 紙 衣 これな り 

0 正 之 會に當 座 寄闘戀 (三月 廿 八日) 
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おもへ ともかくと いはての せきの 名 は へたつ る 中の 人め なりけ る 

〇 初？ si 

劳， いお，：.？, 九卷榮 又 看 圆荷點 々淸 人 也 幾 時 能 常人 向 啼鳥莫 問 前 程 

0 己 亥. 彌生 の 初 城 北 古村 の 女. 太 祌ー. - へま ふて しに、 さはる 事 有 て 路 より 歸り し、 亦 思 ひ 立て 參り し に 

豊々. ^リ の： -ri て 自！： ^の 長くなる やうに 覺 えて 心た とくしう なりぬ、 餘所 EI に は 角 ある やうに 見し 人 も 

侍りし か、 とかく 川 を 得 わたらて 伴 ひし はかり 參 i 呂 して 後連歸 りしに、 其 傣宿を はしりいて ゝ五里 は 

. ^り- C なる 川へ 落 入て 死せ し、 其 夕 は 風 あらく 氷 降て 雷鳴 はためき しか 其 家の あたりへ 洛け ると かや、 

n ヒぶ や、， のみこして 人 も あさり 侍りけ る 女な りと そ、 亦 同し 月の 末 府下の 市人 (玉屋 町 東側の 商人な り) 

參" せし か 日 市場に て 心亂れ 自害し そん ぜしを 同行 つれて 歸 りし 廿 七日に つれ 歸る) 凡 參宫は 六 色の 

，お-ありて おろそか ならぬ 事なる に、 雜々 の 下輩 は淸 火齋戒 にも 及 はす 家 を 出て みたり に參 ものし 侍る 

類 ひ.^:: 今 祌の崇 りに あへ る もの 見聞に あり (太 神 宵神異 記) されば 參宮の 志 ある 人 はよ く 心得て 可也 

〇 此赤丹 波！： 千 丈が 原と 云 山家に て蟒她 出て 人 をな やませし を 狩人 鐵砲 にて 打!！： f、 そこの 地頭 某へ 見 

.^-...Iro とて^ 都へ 首 はかり 持 行、 三月 中に 持歸 りし を 人々 見し とて 語る、 大さ炭 計 ふくへの 小さき 物に 

して 兩に耳 あり 頭に 赤き \^ むらく と 生 ひて 見えし とか や、 深山に はか、 る もの 間々 あり と^に 人の い 

ふ も いつはり なら， f 侍る にや 

〇 上 州 妙^ 山 横 現 へ 參詣の ものに ii とて 寶侍 へる もの、 圔 


0 


〇 彀 山の 妙義 法師 誓て 魔道に 入り、 凡 魔 類 をして 惡念を 得さら しめ 菩提に 導かん となり * 故に 此山 卑ら 

天狗 を崇む 靈驗も 著しと かや、 今 は 參詣の 人 ことに 多く 侍る 故 商.： \^賑 ひさかん なる 市の ことし、 遊女な 

といと 多く 遊 地と なり 侍る よし 參 りたる 人語り し 

〇 問 魔道 如何 曰 其 說廣し 略して 四 種 を 分別す へ し 

一 能 殺 (出世の 善根 を 害能專 命 を 奪す 是に四 魔 あり 大 論に 見えたり 罵意經 にも 五を說 けり) 

1 一外 道 (人 をして 惡行 をな さしむ る を 云 是に又 九十 六 種 有 花 嚴大論 等に 見えたり 其說廣 博な り) 

三惡鬼(身を障難して善道を退轉せしむるを云鬼類亦甚多し正法念經及.^:^珈立世等の諸論委し) 

四惡神 (心 を! ：1 牙して 善行 を暴棄 せし むる を 云甚稲 類 多し 孔雀 經入 lis 伽經 及び 仉舍等 S 諸 論 委し) 

大 般若 經魔事 品等の 諸 經大論 起 信 等 諸 論 其 外 諸 師ハ釋 を考へ 見る へ し、 凡佛 法に 障雞 せる のみに あらす 

世 問 一 切の 事 障 難 ありて 遂に 不善の 事と なる もの 告 魔羅 波 旬の 所爲と 知ろ へ し、 共對治 小緣の 事な." す 

四 種の 對 治の ことき は興敎 大師の 往生 秘觀 等に 出たり、 されば 愛 綸の繁 縛 こそ 魔 ： 恐 敷 ものなる を、 巾 

々近き 戀 慕して いやましな る 煩， 惱を增 長し 或は 噴火に 身 を燒き 名利の 路に闲 苦 すらた くひ^ 魔 事 也と 知 

る 人な くや 恃る、 俗間に 魔と いへば 外より 來る ものとの み 知りて、 おのれ か 愛 相 行識卽 魔なる i=.7 を.^ ら 

す、 諦理に 乘て自 の妄. 情に したが ふ を 外道な りと 覺 せす、 貧 吝憎惡 の 念 樣惑顚 倒の 思 ひ 我から 惡魔 "惡 神 

と 成ぬ ろ ーチを わすれて 人 慾の 私 を張大 にし、 禍 あれば 外 鬼 を 攘ひ外 神 を まつる 事 至 愚と いふべき にや、 

不祥 皆お のれより 招く 事 儒家の 常談 にして、 今の 四書 六 經を學 ふ 者 誰か 敬に 居り 理を 究め 一 百 一.^ しく 行お 

にして、 凡そ 世の 違 順に 於て 情 能 安 忍す る やひた すら 人 をと かめ 天 を うらみ 身の 不善 を かへ り 見さる 多 

し、 長 天 罔 極の 孝 を 思 はす 報國 致命の 忠を 忘れながら 瑩し 己れ に 充り自 ほこり 侍らん 類是 もまた 外道の 

甚敷 ものと いふべき かも 

〇 三代の 下 講擧漢 唐 を 盛 力と す、 高祖 S 陸賈に 於け る 文 帝の 賈 誼に 於け る武 帝の 董仲舒 に 於け る 共に 道 
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を 問 治を爲 こと を 欲せ さる はなし、 然るに 議者 高祖に 諸 王 死 を 得さる の 恨 をい ひ、 審 食の 宮闈を 濱亂せ 

し n:! 氏の^ {zi- を禍 せし 等を議 す、 文 帝 理. を窮む る 心 有て 賈誼理 に 造る の擧 なかり し 故に 德 終に 古に 媳る 

事；；： とい ひ、 武帝， 2^ における 徒に 間て 不尊 徒に 知て 行 はす 遂に 奢淫 の失窮 合の 禍奸 邪の 譖巫蠱 の獄父 

子 隔絶せ しとい ふ、 後漢は 光武の 賢經 術に 孜々 たる 前代に 此君 なし、 然る を 正 后 を廢し 太子 を 易 諫臣 を 殺 

せし 事 を 数へ、 顯宗の 高 致なる も 偏 察に して 好て 耳目の 隱發を もって 明と すと そしり、 肅宗の 尊 經事師 

前人に 媳 さる を さ へ 無 逸の 戒忽に る 所 あ とそし る、 夫ょり以下唐太宗£^;を好み情を經術に留名儒を 

て 磨せられ し を も 名 は 聖を希 ふに 似て 道に 於て 得る 事な く、 奸諛 列に 厠^ 閨門嗜 慾 多く 鼎； g を 移し 

宗支を 翁る の禍を 井-すと そしる、 然れば 前代の 賢； 土 皆不好 的の 人；^ 〔、 賢者 は備 はらん 事を責 といへ ども 

ト： 件々 の 如くなら ば舉問 益な きに 似たり、 さらば 何. の 代 何の 君 かよく 學を講 して 堯舜の ごとく 何の 臣敷 

を 講じて 阛孔の ごとき、 夫宋儒 議論 甚 せまりて 寬綽 ならす 明 儒い よ/ \ ^切なり、 嗚呼 三代の 君^ 末 

々は 祖宗の ごとく ならす、 況 ゃ漢麼 を や 況ゃ宋 以下 を や 時の 降り 衰 ふる はさる 事に て 人世 元より 全備の 

^^:人なきは愁3_,五？^の自然にして、 然る もの を かくせ はよ からん かく あらば やなん と 先代 を 評して 殘り 

多け なる もい よ./ \迁 なる にあら す や、 其議者 論者の 代の 君臣 何れが 漢 唐に 增れる や、 議論い よく 委 

して 君は彌 かたまし、 其 先代 を 評議 せんより は 退て 身し つかに 心安 からん こそ あらま ほし かるへ きに、 

近世の 儒士 みたり に 人 を 是非して 自 反愼獨 にう ときこ そいと おこなる 事な おける、 然るに 我 もまた 議者 

をい ふから 是も 非なる JI-、 鳴 呼 一 笑呵々 

〇 五 n 十： ー：：：鳴^^驛へまかりし(關ま御使^1;ぁる故有司多く行向ふ愚も其員に數まへられし)かは鳴海祌 

社へ 參 りぬ (^屮， お居 あり 其より 數町 北の方 問に 社 あり 成 海神 社と 書 は 式に よりて なり) 松 ふりて 翠 高く 

西 はなる みかた 晴て 船の ゆき、 梢の ひま./.、 に 見 ゆるに もえなら す、 昔日 本武尊 東征の 日 御船よ せた ま 

ひし 蔡跡 いと 神 さ ひて 面白し 
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みふねと めし 跡 はむかし になる みかた 道 ある 國そ いま もた へ せぬ 

いのるな る 心のう ちの ねき こと を 人 こそ わかね 神 やうく らん 

とつ ふやき し 友なる 人 (中 村 正筠) 

あ ふけ 猶朝 みつ 潮に 船と めて 神と なるみの 深き 惠みを 

頭 護山 如意 寺を尋 はへ る (同し 驛瑞詳 寺の 末院 とはいへ 共 古跡に て あるひ は靑鬼 山と. ら號 す) 圓融院 の 

御宇 郡 司 藤 原 元 命と て 暴 惡の吏 侍りし、 密妻 かり 行路に 川 あり、 あたり 近き 卒都婆 を 倒して 撟 かけて わ 

たるに 地藏 尊容 有し を あさけ りて 通りし、 其 後 心地 煩 はしく 死して 冥界に 入る、 僧 ありて 憐み是 を かへ 

した まひなん と覺 えてよ みかへ" し、 いとく かたしけ なく 定 朝に たのみ 丈 六の 地 藏大士 を 彫 さしめ 伊 

副 神- 钎の 側に 安置せ しめ (社 今 絡て 其 跡 もさた かなら す) 後 冶 泉 帝の 時に や 堂 をた つ 是を鳴 海 寺と 稱し 

ぬ、 元 命 はしめ 靑 鬼に 犯されし 事 有し 故靑鬼 山と 號せ しとい ふ、 後 一 圓 上人 再興して 薩！^ の^ 異 いよ/ \ 

いちしる し、 ，ぜ 程 國師の 及 ひ 地 藏靈驗 記な とに も此靈 像の 事 あり、 尾 張 六 地蔵の 隨 一 にて まします けに 

ほさち 大悲の 本願 は惡人 も捨す 小緣の 便に つけても 済度した まふ 事 誰か かたしけ なみ 奉して 有へ き、 く 

るし き 六 の 街に またな か へ し 給 ひそと 念す し 侍りて 

賴む そよ 御 法の 舟の わたり 川う きを もしらぬ おろかなる 身 を 

此 寺の 時鐘 は關 東の 命に 依て 鑄 給 ひし 頃、 予其銘 を 書し その かみの 事 も 思 はれ 樓に 上りて！ a 侍る 

藻汐草 かき をく 海士 のかた みとも われから みつる 水 塞の あと 

驛 長の 老父 安規 法師の 方へ 行し、 近き 比 細 川宣紀 朝臣 此亭に 宿しまして あるし の 法師に 詩 を 賜 ひし 

硏覃居 

郵 亭駐駕 夕陽 邊 奇石靈 水 鶯喜遷 松 竹 鎵騰蓬 島 茂 箇 中更 有 小 神仙 

あるし いと かたしけ なくて 寺 島 安規 

二八 七 
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ことのはの 玉 をみ かける ラて なと もなる みのうら の海士 の：^" 屋も 

と^し けれ は 興せられ 侍りし とて 見せ 侍りし、 幽齋玄 きの 裔 にて 和歌 もより/ \iw え 侍る、 廢韻を さへ 

うる はしく 吟し給 ふに や、 あるし もまた 當 座の 夷曲尤 風流な りけ るけ に 泉水 淸く すみ 松風す、 しけな り 

ける を： n ^侍る も 面白 かりし か は 

住 初し 人の こゝ ろの すくし さは 夏の 外なる まつの 下水 

1：| 川に.！ 一..i め は 火 高の 里 (今 は大 高と いふ) もまち かく 松風の 里 西に 見えて 田 面の 早苗き よし (牛 毛 村に な 

ろ をの 松と いふ あり 是 松風の 里) cHli 崎の 橋 今 所た にさ たかならす (そうつ の 橋なん とい ひしに や) 鳴 海に 

古城の あと あり (驛の 北) いつの 頃に や 安原 備中 守と いふ 人 築 初し とそ、 共 後 何某 くれ かし 城主と 1^. しな 

ん と^えし も 今 は 人す まぬ 野ら となり 侍る、 城墟の 西に 蓮 長 法師と て淨土 宗の隱 者の 住る 庵 あり、 立 寄 

て こそと ふ fi?  くしつ けく 住な しける さま 暫 しあ る八& のうち も かく こそ あらま ほし 

ャ战 風格 ク 一 塋冷 ij^ 上 盡雲遠 寺 鐘 橋畔 月 來涵皓 影 溪鬥 靜陲玉 芙蓉 

十三夜の^：^みんとて I 人 二人 こ、 に 遊 ひし も 十九 年 前の 秋と なりに き、 (辛 己 九月〕 後の 宵と いふ 一 卷の 

文書て 

月影 も 見え すなる みの 浦 さ ひて 秋 ^5 せ さむく ちとり 鳴な り 

とよみ 侍りし 131- なんと 思 ひ 出られて 

鳴 海 かたうらみし 秋の 露なら て 老の浪 そふ 衣手の 月 かけ 

〇 宋 朝の；^ 家 二つ 所謂 55! 學 家と 文章 者と なり 互に 相 攻搫詆 譏して 舌戰 止す、 遂に！： をして 其 害 を 被らし 

む、 人 亦澳， 丄队土 羊囊の 時文 者と！^ 裔人 に不 近道 藥+对 と 各自 門戸 を 分て 標榜し、 遂に 水火 i 黄の 角 口 

を 起し 网の禍 となりし、 我國近 n! 京師 束 都 經舉者 あり 文章 者 ありて 相 誹謗し 甚 しき は 仇讎の 如き あり、 

亦 一 稀 神 寧 者 流と て 一 箇の新 義を街 ふ ありて 世の まと ひ 少なから す、 此 等大槩 名の 爲に 售ん isl^ を 求む る 


塵 


輩- 一 や (軍法 及 俗禮の 末技と い へ とも また 互 ひに 是非 を あらそ ひ 各 一 .：！^ を 立と す) 釋氏 いにし へ より 顯^ 

ffil.lEi の 家相 互 ひに 論辯已 時な し、 鳴呼我と我所との執に沈て木ぉ無《れの大道を失ふ事儲佛の學^^^=问し 

きに や、 天下 智を 好む の 害 古今 等し 仕官の 上に しても 富 を 以て 是 とする もの は 祿を讓 ろ 事 あた はす、 顯 

を もって 是 とすろ もの は 名 を ゆつ る 事 不能、 權を 親す る もの は 人に 柄を與 ふる 事 能 はす、 是を 操れ は 

是を .5a れは 悲しむ、 是： 大の戮 民な りと 莊周 かいへ るけ にさる 事 そかし 中々 なる 世 まて 人の 目立るな か 

らん は 胸のう ち いと 安から なむ 

o我國の官位に^iw名を配當の事元勅旨に出て其かみょり呼來れり、 されと 土の 宫號 時に よりて 名 同し 

くして 職 異なる 物 多し、 光祿 大夫漢 唐の 時 は 官職な り、 明朝に して は勳 階な り、 是三 公の 下 九 卿の 上に 

位す、 漢の亟 相 御 史大夫 唐の 開 府儀同 三 司に 准ら へ て 可な り 

〇 我國冠 服年途 出身の 者に あらされ は敢て 位袍を 服せ す、 明朝の 季虜變 已來冠 服 上下の 等な く H 商と し 

て 宰相の 官服を 着し 吏卒も 王公の 衣 を 被に 禁制す る 人 もな し、 倡 優 隸卒も 公然として 禮服を 用 ひて 忌 

る 事な しと そ、 賤か貴 服 を 着す る を 僭上と いふ 是國の 賊なリ と 古人 はいへ リ、； ^ゃ韃 子 國號を 建てより 街 

府 上下 剃 頭^ 髮滿 州の 巾 を 載き 自北虜 の 服 を 衣て 自 甘ん し 侍る、 今 我國の 好事の 輩 土の 物と い へ は是 

を 好ん ていつ しか 吾 王 國の製 を わする 思 はさる の甚 しき 也 

近頃 我國 剃髪の 儒者 深 衣 を 作りて 服せ し、 禮記及 ひ 朱 子の i バ.^ 禮 或は 羅氏か 說等を 取て 私に 製す といへ 

とも 便なら さる 物 也、 諸 社の 神人 古服 祭服と て 製し 着す る も 近世の 事歟、 古 法 か、 る 服な くや 侍る、 

大方 吉川惟 足 私鬥を 立し ょリ 一 箇の 異端 世に 閒ぇ 侍る にや 
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.   二 九 〇 

1 皿 尻 卷之 六十 八 

〇 徹齊記 (正 徹和尙 字 は 淸岩招 月 庵と 號 せし 鬼 福 キーの 書記な りし) 近代の 歌よ みに して 世に 知られし 歌 多 

し、 長 祿 二 年 五月 九日 寂す (七十 九歲) 遠 稿 を 草根 築と 名 付、 一條 禪閤 (兼 良 公) その 序 を 書た まひし、 朝 

野 it 苑. -f 名 築 を 見し に 新績十 n 今の 擇 雅世 大納言 (飛，： t 井) 堯孝儈 都なん と徹 書記 を 妬 忌して 彼 詠歌 を 集 

に 入られ さりし とい へり、 凡 秀才 は 時の 人 妬 忌 せらる、 事 和漢 多し 

〇 心 敬^ 都 (S; 十 心院) は 文明 七 年 四月 十六 日 寂す (七十 九歲) 

〇 三 河！： 祌名帳 资妖郡 鬼 足 神社 は國 造本 記に 穗の (今の 寳飯郡 昔 は 國と稱 す )！： 造 は 生 紀臣祖 鬼 上足 Uj と 

云々、 15^ 足と は 文字 を 略してい ふ 敷、 然れ はゥゾ コと稱 すへ きを 今 はゥ タリの 神社と 呼 侍る 

ゥカミ の 力 は タと横 昔 通し、 ミとリ と は 亦 通せり、 谷 を タリと 讀に 似たり、 然れは ウタ リはゥ カミの 

昔 便な ろに や 

〇或問五畿に次て^5-^道を第ニとし、 昔の 儘 伊賀より 數へ 初む 是 大和の 京な りし 時の 次第と かや、 山城 

を 第一 に數 ふる 察 何時より そ、 予曰續 日本 紀に云 承 和 三年 十月 承前 之 例畿內 國次以 大和 國處之 第一 云々 

然れ はや 安城 遷都の 後 (延暦 十三 年) 四十 三年 仁 天皇の 勅定 なる 事 を 知る へ し 

〇 三 河 國內祌 帳 

八幡 三所大 菩薩 大明祌 

若宮 兩所 天 滿天祌  . 

正 一 位 硬鹿大 菩薩 大明神 

十九 所  正 一 位 池 鯉 鲋大明 神  坐 碧 海 郡 


尻  m 


同 猿投大 明； t  坐 加 茂 郡 

同 石卷 大明祌  坐 八 名 郡 

正 二位^ 利 大明神  坐 幡豆郡 

同 赤 孫 大明神  坐 寳銀郡 

正三位 磐 倉 大明神  坐 設樂郡 

同 津守大 明 神  坐 竇飯郡 

同 鬼 足 大明祌  同 

同 白鳥 大明神  同 

同 謁磐大 明 神  坐 額 田 郡 

同 阿 志 大明祌  坐 渥美 郡 

同 御津 大明神  坐 寳飯郡 

同 砥神大 明 神  同 

同 內母大 明 神  坐 幡豆郡 

正三位 伊 良久 大明 神. 坐 渥美 郡 

從 三位 竊樹大 明 神  坐 碧 海 郡 

同 石山 大明神  坐寶 飯^ 

同 寅 之 大明神  坐 渥美 郡 

同 猿投三 御子 大明神 坐 加 茂 郡 

明 神 1 1 十三 所 

正 四 位下 伊 麻 留明神  坐 碧 海 郡 


同 糟目 明； t  同 

同 大 伴明祌  坐 八 名 郡 

同 井 祭 明 神  坐 齊飯郡 

同 野 社 明 神  坐 碧 海 郡 

從叫位 上 草 部 明 神  坐 寶飯郡 

同 大頭明 神  坐 碧 海 郡 

同 和 久知明 神  坐 寳飯郡 

同 白鳥 三 御子 明祌 同 

從四 位下 日長 明 神  坐 碧 海 郡 

同 大藏明 神  坐 寶鈑郡 

同 稻束明 神  坐 蟠豆郡 

同 熊 來明祌  同 

同 齋宮明 祌( 一 本 如此) 同 

從四 位下 凍 明 神  坐 資飯郡 

同 形 原明祌  同 

同 須羽南 宫明神 坐 設樂郡 

同 津投明 神  坐 幡豆郡 

同 加 御玉 明 神  坐 設樂郡 

同 土 穴 明 神  同 

同 據束明 神  坐 寳釵郡 

二 九 1 


同 砥鹿 ニー. 御子 明祌 同 

天神 十；； -所 

正 五位 下 驚 取叫祌  坐 碧 海 郡 

同 小島 デ、 祌  坐 碧 海 郡 

同 保 天神  坐 加 茂 郡 

同 灰寳； 大祌  同 

同 野 兑天祌  同 

同 兵. ナ、 祌  同 

同 廣 澤天祌  同 

同 消 前： 大神  坐 額 3 郡 

同 (脫 字) 天神  同 

同 宫近： 大神  坐寳^ 郡 

同 大庭； 大神  坐 加 茂 lit 

正 五位 下 長 孫！ K 祌  坐 八 名 郡 

同 廣 nw: 大祌  坐？ si^ 郡 

同 ^^鏡天神  同 

同  石 前 祌  同 

同 和 知 デ 、祌  同 

同 大坂： 大神  坐 八 名 郡 

同 抦山 天神  同 


ニ大ニ 


同 

同 


措 本 天神 

小山 天祌 

大 井天祌 

石 村 天神 

大村 天神 

江 原 V 人； t 

佐 脇 天神 

櫻 本 "天神 

前庭 天祌 

院庭天 种 

國玉 天 神 

服^ 

占 部 天神 


正 五位 下 接 泊 天神 

同 國 玉 天，， 


同 

同 


久佐志 天神 

野邊 天神 

葛 ii; 大神 

If 部 天神 

Hiic 大种 


同 

坐 碧 海 郡 

坐 碧 海 郡 

坐 八 名 郡 

坐 碧 海 郡 

§00 

坐 碧 海 郡 

坐 寶釵郡 

坐 碧 海 郡 

坐 幡豆郡 

同 

同 

坐 渥美 郡 

坐幡； 丑 郡 

坐^ 豆 郡 


尻  鹿 


同 走 井天祌  同 

同 注津 天神  坐 額 W 郡 

同 小山 田 天神  坐 寶飯郡 

從五位 上 河 向 天神  坐 八 名 郡 

同 和 田天祌  同 

同 野 IT 天祌  同 . 

同 滔 人天祌  坐 碧 海 郡 

同 火 御子 天神  坐 涯美郡 

同 比 蘇 fK 神  坐 碧 海 郡 

同 蒜 生： 大祌  坐 八 名 郡 

同 加 知 •  大祌  坐 智飯郡 

同 完秦 天神  坐 額 田 郡 

^ 市 階 天神  坐寶飯 郡 

從 五位 上 佐 井； 大祌  坐 八 名 郡 

同 ^1?5天祌  坐 設樂郡 

M 竹 谷： 穴祌  坐 齊飯郡 

同 槻井 天神  同 

同 舟 多天祌  坐 八 名 郡 

同 資海大 神  坐 Si 美 郡 

同 溫谷 K 祌  坐 寶飯郡 


同 土師 天神  同 

同 小川 天神  坐 碧 海 郡 

同 草 佐 天神  坐幡 _リ： 郡 

日 女！ K 祌  坐 八 名 郡 

同 ^智驗 天神  同 

同 滔井 天 祌  坐 碧 海 郡 

同 小 田 天神  坐 贊飯郡 

同 小槻 天神  坐 八 名 郡 

同 摩 乎 虜天祌  坐 R 飯 郡 

同 竹 生天祌  同 

同  黑田 天神  坐 八 名 郡 

同 庭 野天 祌  坐 寶飯郡 

同 大津 一大 神  坐 八 名 郡 

從 f;- 位 上須波 天神  坐 設樂郡 

同 石按若 御子； 人祌 同 

同 劍若 御子 天祌 同 

同 大社 天祌  坐 八 名 郡 

同 祌 小山 天祌  同 

同 大歲； 犬祌  坐 渥 ie< 郡 

同 神 本 天神  坐資飯 郡 

二 九； 二 


二 九 四 


M 池 上天 神  同 

M 御宗 1K 祌  同 

同 八劍 天神  坐 資顿郡 

同 國 津 1K 神  坐 八 名 郡 

同 厚木！ K 祌  坐 竇飯郡 

同  出 雲天祌  同 

同 石 上； 大祌  同 

同 牟留； 大祌  坐 渥美 郡 

同 楠 本天祌  同 

^ 西 堂 j;irK 祌  坐 寳鈸郡 

同 鬼 堂；^ # 天神  同 

同 祌月 天神  同 

從 五位 上官 解天祌  坐 寶飯郡 

R  ^久佐 si^ 祌  坐 渥美 郡 

同 ^久佐 女神  同 

^ 多 liiK 河津神  坐 寶飯郡 

同 槻 村天祌  同 

三 州 加 茂 郡 猿投大 明：^ 前 寶樹院 周 S 書 之 于時元 綠五年 壬 子 中 春吉黨 

し 貝享元 甲子の 六月 ゥ して If かむ か、 gis 肥 州 長 I 囊大に 流行し、 比羼 床に 臥 


同 菱木 野天 神 

從五 位下 絹-束 天神 

同  黑楊 天神 

同 善德 天神 

同 櫻 井天祌 

同 三 祭 天神 

同  穴 社天祌 

同 大歳 天神 

同 溝 庭 天神 

小 初 位 神 七 所 

今槻若 御子 

上羽祌 

御 與木秦 部 若 御子 

^與祌 

礒宫祌 

髙宫若 御子 

牟久津 神 


同 

坐 八 名 郡 

坐 寳飯郡 

坐 寳飯郡 

坐 八 名 郡 

坐 寳鈸郡 

坐 額 ffl 郡 


尻 


PS 


し 死に 至る もの 七 千 餘に及 ひし (六月 官に 請て 救 金 を 賜 はりし) 九州 中 國の方 も 亦" 挖 〔- m 一  時に 行 はれ 彼 H:=- 

に 死す る もの 甚多 しと 聞 ゆ、 六 七月 難 波 京師に 及 ひ 染疫の 家々 苦しみ 愁ふ、 ，：：水南尤^=^しく堺の商家死亡 

數千 人な りし、 京に て は 組 を 定め 人形 を 作り 夜に 入り 數十人 金 鼓 を 鳴らし 疫を 送ろ-おひ すしく 前代未聞 

のす かたなり し、 關東も 同し さまに て 我 府下 中元の 前後 病に 臥し 醫師藥 化 J を さし をく 時な かりし、 されと 

も 五三 日に て 頓て本 服し 死亡す る 者 は 聞え 侍らす、 勢 江 濃 三の 諸 州 東都 も 同し 疫に染 さる はなし、 古しへ 

にい ふ 三日 疫病と はか、 る 類 ひに や 

〇 昔皇 郡大擧 寮に 先聖 (孔子) 先師 (顏 子) 九哲 S 像 を や〕： ぶ泰 秋の 釋典 目出度 行 はれし さま は 延菩式 等に 見 

ゆ、 六十 餘 州の 國學 にても 各 春秋の 禮 をつ、 しめり、 衰世に 及 ひ 學絕ぇ 國人其 名 もしら す (我 尾 張の 如 

き は 昔 中島 郡 國衙获 園 松 下な どに 學校 あり) 野 州 足利學 校の 外 先聖 を 安置す る 所 も 聞 さりし、 我 敬 公 

獨り禮 古 を 興し 給 ひ、 城內に 聖堂 を 建て 鍵 菜 をせ させ 給 ひし、 猶亦 東都 林 氏の 宅地に 就て 大成 殿 を 建 さ 

せた まひし より 二 仲の 祭 も 年々 ありし、 常 憲贈大 相 國の御 治世 (元 祿四年 辛 末) 祌 H の 地 を 以て 吕平 坂と 

號し 新に 大成 殿 を 再建 あり、 釋 典の すかた もや や 古しへ にかへ りぬ、 近き 頃 肥 前 長 崎の 吏 其 家に 聖位を 

も ふけ 祀られ しも、 寶永七 年 庚 寅佐久 3^ 安藝 守 平信 就 官に吿 新に 聖堂 を營 し、 孔子 以下の 祌 位專ら 巧+钆 

の 制に 傚 ひ 本 主 を 安置し 春秋の 祭 ありし、 其 傍に 擧舍を 建て 毎に 書を講 せし む (白 井元 成 司 之〕 唐土 人 も 

時々 參り拜 禮す是 本 平の 化な り 

〇天 子 御酌 を 賜 はる 是を天 酌と いふ は 後花園 院の 時よりの 稱呼 也、 いにしへ は 其 事な かりし とそ 

〇 部屋 今關 の 官府 字に 隔舍 とか 、 せ 給 ふ 

0 遠 州 秋 葉 山 は- k 、登山 秋 葉 寺 本尊 觀音 (三尺 坊は 土地 也) また 國國 光明 山 は 大鏡山 光明寺と 號す 本尊 虚空 

藏 なり、 此雨 寺曹洞 1%、 の 古禪剎 なり、 秋 葉き は 往昔 天 野 家 世々 造 進せ し 

吾 前藝州 太守 淸窒 淨辨 居士 (天 野 景顯秋 葉 城主) 

 1  二 九 S 


K  塵 


二 九山ハ 

崇 天院前111 1  ノ」 み； 」 ハー^ 本 居士 (天 野 遠 

是等秋 葉 寺 Q 大 なりし 、ダ. -ムギ 

〇f 栖ィ (碎米 也 俗 云め ざい) 裸麥 (赤 剝麥也 俗 云な か はだか) 

〇 クーが •  ^記 W 書 前後 をい ふ、 "；疋 に 文選なん 〔せ 訓讀 通せし もの を 中世 馐 者の 舉 と 思へ り 

〇 三 註 千 字 文 蒙 求 胡^ 詩の 註解 をい， V 是亦 中頃 •y" 國蜃 家の 事に して 後に 禪徒專 ら是等 を 習 寧せ し、 近 

世 亦 三髏詩 古文 寶及ひ 錦 誘 段 杜律等 を 講授し て 是を儒 學と思 へ り 

〇靑i;^ 眦 丹菓- 待と 封せ り- 竺土靑 蓮華 あり 其 花 青白 分明に して 大人 眼目の 象 ある 事 維摩 g 註に 見 ゆ、 丹 

菓梵； 諧は頻 婆 土に て， W 思 子と いふ， 飜譯 名義に あり 和 俗 云 唐 小豆な り 

〇 江 械外山 ほとりに 伦 住しけ る丐 者の ことき 櫓 物 商人 あり、 豊前阈 企 救 郡 葛 原の 者な り、 かゝる 身に K 時 

の 情 を： し 自身た のしむ も 一 奇人と いふへ し、 かれ 故 鄉の勝 1 尸" を 十 所よ みし 中 門司關 

かき 結て 通 はぬ 中のと もちと り 夢 さへ うとき もし G せき 守 

暖 に衣飽 まて 食 ひ 人の 上に 立て 花 紅葉の 情 しらぬ 人 も 多し、 彼に 對 してい かて 面 赤からて 有へ き 

〇 近き 俳 林 去来 か 狂歌に 

なと て かくい そかし いとて 一 一階 落ての 後 は 隙に なりけ り 

と讀 し實も 浮世の すかた 大槪 かくの ことし、 いそ かすば ぬれ まし もの をと いふ 古歌の 心に も 通 ひ 侍らん 

や 

0 白 川院は Bi- 色 を 愛し ましくて、 少年の 兒 婦女の 如へ 冶容 なさし め 給 ひ、 フ つくしく かき 魏醬 くろ 

に染て 紅^う すく は へ る さまい と-, - うたく 見えし とそ (此 後官家 大人と い へ とも はくろめ つけし 今 も 同 

し) 長鬥守 經敏か 家人 (周 防國の 人) の 子 幼より 大寺^ 常敏 寬か兒 童と なりてい と をし きものに せし 

を、 白川院 御幸の 時 天眼に 及 はれ 召て 衆 殿上し 御 寵愛 有て 1汇 服し 近習に 仕へ 參ら せ、 肥 後 守成 重と いひ 


し は 此童か 生 立な りし 

〇 束 都に て 或人敎 へ られし 喘息の 藥 (水無^ 家 秘法) 六 君子 湯に 加味 麥門冬 天 門 冬 五味 子 熟 地 黄 右 四 味の 

外に 筘根 草，： 1" に 加へ 用 ゆ 

〇 忍 はすの 池は麼 長の 頃より 水 谷 氏の 刖紫 なりし、 來！^ 山 御 建立の 時 寄附し 參ら せらる、 共 後 池の 端 在 

家 や、 立 そめし 山 名 勘十郞 とい へ るす ゑ 物 切 世 渡る^ ありし、 彼 か母容 うる はしかり けれと 心猛き 女に 

て 人の なま 首 を 見さ れ食 もす、 ますと て 我 子に いひて 毎に 人の 屍骸 を 側に かさね 置し か は 山 名 ももて 

あっか ひける、 或 時下 部に 乘物 させ 打 乘域西 を 廻り 今の 山 王の 西なる 池 邊に乘 物 おろさせ、 やう こそ あ 

れ汝等 は歸. ON 去れと て 强て歸 せし、 僕 等歸ろ まねして 其邊 にかくれ うか 5^ ひしに 俄に i 仝 かきくもり 夕立 

雷電 はけし く 池水浪 立す さまし けれ は、 僕 等い そき 行て 兒 るに 婦んは 見えす 尋ね わ ひて 家に 歸 りかくと 

吿 しに、 亦 彼女 馬に 乘馳來 る あは やと 家の 內の 者と も 走り出る に 我家へ は 入らす、 忍 はすの 池へ 飛 入し 

か は浪立 さわき て 水路 を ひたせし、 彼乘し 馬の 主 (淺 草の 馬子) 跡より 息 も 絞 あへ す 馳走り 我 赤 坂 溜池の 

邊を 通りし に、 あやしけ なろ 女房 水中より 浮き出 馬 を ひかへ、 我を此 馬に のせよ とて 飛乘 しか はさる に 

て も 何方へ 行た まふ そと 問へ は、 我 里は此 あたりな りし 故此 池の 主と ならん と 思 ひしに、 先に 鰓 ありて 

主と 成 我 を 拒めり、 さら は 住 馴し邊 りなる 忍 はすの 池へ くして 馳出 侍りし か 得 追つ かて 追參 りし 其 女房 

は 如何にと 問 ふ、 人々 物 恐ろしく 此 池に とて 騒き あへ り、 共 後 ま、 怪異の 事 も ありし に 勸舉院 の 了翁愤 

都 島 を 築き 辨卞天 を 安置し 惡 黨を鎭 せられし、 然るに 一 且 地震して 鐘樓 倒れ 鐘 池 中に 沈みし、 房 州の 海 

士を將 てきたり かっき 求めし に 泥 深く 底 を盡し 入る 事 を 得す、 是 もまた 彼靈の 取し にやと いへ り、 了 

翁 一 切 經を彼 島に 安置 られし 後 は 怪しき 事も絕 しと かや 

〇 戰國以 來諸國 罪科の 民 を 其 領境を 追 ひ、 他の 累 となる 事^々 多 かりし、 關 束の 仰 事 ありし 

■ 科 人 追放 之 事 

i  二 九 七 


u  接 


  二 九 八 

右 科 人の 品に 依て 扶持 を 召 放 つ 歟、 或 家財 闕所 又は 其品輕 に は 過料 等 夫 々 に 可 被 申 付 候 儀 は 勿論に 候 

件の 惡箏 有， に 差 置 候 を 嫌 ひ 他所に 追放 候 儀 は 有 之 問 敷 事に 候、 近年 於 公儀 は 追放 者 先 は 無 

之様被仰付-,、^1^國々所々其皆を存し^^に追放有之問敷候、 然れ共 喧嘩な とに て 双方 疵付候 者 敷、 亦 

は 侍な と 品 に より 追放 申 付 却 而可然 趣 も 可 有 之 候 間 北ハ段 格^ の 事に 候 

右 之 通 可 被 相 必得候 以上 

寅 三月 

去年より や 京師 is^ 都 雞波苔 墨 の 刑 を 始て靳 流の いたまし きをな ため、 大 かた 贖 銅 を 出して 免され d& 

ム チウ チイ レズ：，  クビ ダイ  / 

る、 我 十 ：！ 律 及 ひ 明^ 淸体 をも考 しめ 給 ふと かや 

〇 享保六 年 辛 丑 七月 廿： I： 夜 丑 時 尾 城 西の 一村 (海 東 郡 臼 唐 村) 其 地 鳴動す る こと 地震の ことし、 老少 恐れ 

迷 ふ 亦 俄然と して 大風 起り 木 を 拔石を 飛し 家 顛倒す る もの 八戶其 地の 民家 大方 破れぬ はなし、 暴 雨 覆り 

かふ.， 鳴と よむ 是に 厭れ 疵を かう ふる 者數 人、 近 村 はた、 雨 あらく 自音 せし 計り 何の さはり もな く 田 

園 自 若たり、 ほら貝の ぬけ 出しに や 龍の 上りし にやと いふ、 去 頃 勢 州 桑名領 五反田 村 も 一村 鳴動し 辻 風 

のこと く： is^l^ 一 倒せし、 是 -A 行の 氣 偏にして 常に 戾り 地中の 風土 を 衝て發 出す る 時 必物を 破る、 されと 

：^ハ 時 其 所に 居る 人 ゆく りなき 死 をす る も 哀れ 也 

〇{ 炎 十 一月 八 n: 南風 强く南 湖 大^ 邊は 波濤 漲りて 船 を 損せし、 其 後尾 城 南 榮國寺 本尊 汗 流る、 事 去々 年 

の 冬の ことし、 又 C£ 念佛所 (誓願 寺) 大像も 汗 あり、 希有の lej- とて 見る もの 多 かりし、 されと 寺々 金箔 を 

したる 注ん 汗 e> こと I 卞 落し 所 多し、 冬日に 南風 はけし く 雨濕時 氣に戾 りし 故 か、 る 事 侍る にこ そ 

〇 亨保七 此冬難 波 京師 一 m 都に 令して 春：！" 樂事凡 時尙の 俗書 板 行 を f (した ま へ り 

C 近き 阿 陀ょ り大鳥 を獻 せし、 (駄 鳥) 圖 のこと く 人に 見せし ま、 此に寫 す 

？^のー：！さ叫尺餘ぉをゅひ火を^にさはりたし  、 


尻 


o 濃 州 安八 郡 春 近 村 (戶田 內藏介 領地) 富農 井上 與三郞 と 云 ものの 宅 後 園に 年久しく 住け る老 狐、 地主と 

代々 親しく 鄕 里の 者と 常に 詞をか はす、 其 名 を 板 益 亥 正 別名 を 梅 庵と いふ (或 納受 翁な とかく 自らい ふ 

獸狐 もと 何の 名 か あらん 時に 取て よろしく 呼で 可な りと 凡そ 三百 年 住せり とい ふ) 手 能書 (漢字 和字) 華 

法 あり 禪を談 し 醫に功 あり、 一 旦行衛 なくう せし かは淺 ましく 打 歎し に、 同 里の 者 上京して 江 州 大津驛 

に 逢し に、 狐 云 我 都 かたに 故 有て 移住へ き 事 出来し かかくと 吿參 らせん も 年 比の 情なし とや 思 ひ 給 はん 

且 なけき まし まさん もよ しなし と 心なら す 去 侍りぬ、 年老て 死す へき 時 近し 只再會 なき を 悲しと て落淚 

し * 一筆書て 日頃の 厚情 を 謝し 井上 か 子供に もよ く 孝した まへ 學文 怠り 給 ふなく 申 給へ とて^れ し、 里 

人 も あはれ に覺 ぇ歸國 して， 語る に、 合 家 一 邑皆 泣に なきけ ると かや、 狐い ひし 我 異邦 寧 波 近き 處の 僭な 

！  二 九九  „ 


I ,   三 〇〇 

りし か 一 念の 邪見に 依て 畜身 を受 いと ロ惜、 但し 將來は 善 趣に 生る へ しと 井上 か 子，^ に 物よ ませ 手なら 

はせ なんとせ し 後に^ 岐阜 山 孝 寂と いふ 野 干 あり、 是か事 を も賴み I 直しと かや 鳴 呼 是は野 干に して 僧な 

り (長齋 一 食な りし) 今 世の 方 袍は丹 頂 大形 儈 にして 野 狐なる もの 多し 

〇 河 內國玉 手 安福 寺 珂億ヒ 人我 故 君 (光友 公) に淨土 五重の 相傳 をな し參ら せ、 御 院號を も 授け 奉り 御 布 

施 いかめしく 寺 廢をも 寄 給 ひし か は、 上人 頓て常 不退 轉の 念佛 所と なし、 其 他 七ケ所 淨院に 資料 を附し 

彼 菩提 を 祈られし、 卜： 人 亦 寂の 後 は珂慶 上人 彼 寺 を 住持 せらる 山家の 懷を述 て 

う AJ きな き 心なら ねと 動きな き 山そう き 世の へたて なり 凫 

〇 武州熊 谷の 西 新 堀と いふ 里に 古しへ より 舞 女 あり、 上に もめされ 傳馬賜 はり 東都に 出 他 邦へ 行、 その 

行 被 翳れ る さま 大家の 婦人の 如し、 靑 漆の 乘物對 の 挾 箱 織物の ゆたん 蒔搶 (菊 桐) の 長刀 を 先に 立鎗 持せ 

たる 者 を 佻と す (是 夫な り) 某 名 を 代 々御大 藏と稱 し富祐 なり、 梨園の 少年 及 ひ戯藝 者數多 扶持し 所々 戯 

場 を ひらき 利 を 得 侍る とか や 

〇 佐 渡！： 三 郡^ 茂 (度 津祌社 大目 神社) 加 茂 (大幅 神社 阿部 久志比 古神 社) 

雜太 (引田 部 神社 物 部祌社 御 食 神社 飯 持 神社 越 敷 神社) 

彼 國の官 社 凡そ 九 座 並 小社な り、 今 は 俗 稱を呼 式內の 神と も 知ら さる 也 

秋 米 通計 十三 萬 £ 石餘 (米穀 上古) 荻 原 近 江 守 吏の 時^に 新 m 數ー： 山 石 を墾く (餘は 前に 記す) 

〇 少兒； し頓に 死す る 者 多し (府下の 席醫 ハヤ テと いふに や) 諸藥驗 なく 見えし、 然るに 醫家必 讀日醬 

水 散 暴^ 如 水 一 身盡 冷汗 出脉 弱氣少 不能 言甚者 嘔吐 此爲 急病) 

半 夏 (一 兩姜 製) 良姜 (二 匁 五分) 乾姜 (炮) 肉桂 (五 匁) 甘艸 (炙 五 匁) 附子 (炮五 匁) 

右 細 末 ま 毎 服 四 匁 水 1 ー鍾煎 一 鍾服 云々 

〇 歌 こと は 


田 時 (たつき たよりの 意) 山 もせ 野 もせ (山 も 野 もせ まき 程と いふ 意 庭 もせ も 同じ) うた 力た けうな く 

(心なくな り 甲斐 國の詞 なりと 云々) をち こち (あちこち 遠近 也) せに や 成ぬ る (せ はく 成ぬ る也瀨 をせ 

とよむ も 狭の 意歟) けに (勝の 字 也 露より けにと は 露より まさると いふ 心 也) 

言 壟 集に 見えたり 

〇 淨土宗 十月 六日より 十五 日 迄^ 時 念 佛を唱 ふ 十 夜と いふ、 是彌陀 正覺の 日な りと 西 冬 三 五彌陀 正覺と 

華嚴經 にあり とい ふ、 然るに 花 嚴に此 文な し、 或 僭の 云 十 夜の 月 は 無量 壽下曰 於 此修善 十日 十 夜 勝 於 他 

方 諸怫國 土爲碧 千歳の 文より 名 付し. 十月 は 十三 佛を 月に 配 すれ は阿彌 陀に當 り、 十五 日 は^ 月念佛 n 

十五 日彌陀 なり、 此 別時 中世 迄の 書に 見えす、 洛東 „i 林 寺の 古記 を 見れ は 天 正の 頃より 十 夜の 事 を 記せ 

り、 京師 眞正 極樂寺 (眞如 堂) 每歲 十月 六日より 十六 日の 曉迄 法事 をな す、 此寺十 夜念怫 の權舆 なり 

〇熱£ 社 佛供田  . 

愛 智郡刖 武皮小 塚 村 

秋 米 百 九十 三 石 二 升 地 七 町 一 段 五 畝 廿九歩 

同庄七 女子 村 (今此 村民 家な し 高 白 一 S 村 小 塚 村の 民 供 農事) 

秋 米 百 十五 石 一斗 七 升 四 合 地 十二 町 五 畝 四 歩 

同 郡 一 柳 庄八屋 村 

秋 米 九十 七 石 三 斗 五 升 六合 地 九 町 一 段 三 畝廿歩 

通計 四百 五 石 五斗 五 升 田 廿八町 三 段 四 畝 三 歩 外 四 至 田園 市井 凡 三百 三十 餘町 

犬せ ：！ 司領 秋 米 七 kn 十七 石 

愛 智郡鳴 海 庄野並 村 地 五十 四 町 七 段 七 畝 一 歩 

〇 那 古府 下城 內 外諸士 宅地 市井 屋舍 

r. ——   1110I 


^1   ko  二 

. 本 w 秋 米 二 千 一 九十 七 石 八 斗 也 

此外 近年 所增の 地は此 限に あらす 

〇 城内 牛 頭： 大王 祠 六月 十六 H 御 • お ^=車 樂 (二 輛) 

尻 一 前車 は 名 古 屋村廣 井村 後車 は 車 町 升 屋町此 町 は 織 E 家の 時より 有 之 

名 古 屋村廣 井村の 車、 昔 は 今 御園 町 通 三つ 藏條 の， g 街に て かさり し、 其 後 同町の 上に も りけ る始 今の 

御園 町 三つ 藏 上る 處 東西 は 家 也、 遷府の 後諸士 家作り しに も 民猶： S 所に て 地 子 錢を士 家に 納めし、 敬 

公の 御 時 旅 入 縊死の 事 ありし より 今 堀川 筋へ 村民う つりけ る、 共 後 は 車 も 御園 町 本 軍 町の 辻に て JB りし 

共 後 城 地の 端に 常 も 車 を 指 1}^ ける か 凶年 餓莩車 を 猿せ しょり、 常 は 町人の 藏に 納め 六月の み 出て 右 車 料 

郡長 根庄 御器所 村に て 五十石の 地 を 寄らる、 萬 治 1 1 年已亥 印章 を 賜 ふ 天 王 領は名 古尾 はに て； 一一 ぼ y 

十四 石. 斗 五 升 五合 豊臣 家より 以來邦 君 印章 を 賜 ふ、 東照宮 祭 田 名 古 屋村 十五 町 六 段 二 歩；^ 米 三百 三十 

五 石 九 斗 七 升 一 合但 印章 は 1 一 百 石 元高 也 

〇 愛智郡 si- 崎 戸部 蛇毒 氣祌 fK 王祠 

御^ 今 "依-一忠 吉君之 命-度 長 十 一 年始 レ之、 祖車樂 1 一輛 自レ 古在 レ之只 御葭の 事の み 山 崎 村の 葭池 にて 徑 一 尺 

五寸に 把 刈な り 

〇盟姥にニglぁ.《^、 其蟲は 一 也 殼は大 に 異な リ 

凡榮蝶 化して 紅 蝦と なる、 蟹 條も义 蝦と なる、 俗に 云 車蝦 はかうな の 化す ゐ 所 也、 かうな を 唐に て は 寄 

居 子と 云、 元 鼓な く 他の 空殼を かりて 寄 居す と、 必 しも かくは あらし、 されと も殼 同し からさる を 見き 

古人の 云 然る や、 予思ふ 一 物異 殼の蟲 ならん 其 鬚の 有無に て 見る へし 


尻  ^ 


は 同と ぃ是 
な じ く みは 
し く 蟲の鼓 
鬚 はこた 


. ^ノ  p< 

.^J^ ん 是は 常に 

一 へ〉  >  多き かう 

Tr, な 但し 鬚 

〇 武藏坊 辨慶か 生地 は 紀州熊 野な りと そ、 但田邊 と 新 宮と兩 所に 辨慶か 生地と 傳 へし 所お、 新宮舟 出の 

生地に 產家 柱の 楠と て 枝 逆さまに 生 下る 古大楠 あり、 昔 柱 を 逆に 立し か极 生し かくの 如しと 土俗い ひつ 

たへ 侍る 

〇m 邊に 鳥合權 現と いふ 祠 あり、 源平 合戰の 時^ 當赤 白の 鷄を 合せて 占 ひ 見し 所な りと そ、 或は 新 熊 野 

とい ふ 

〇本宫 四月 十五 日 御田 植祭中 其より 御山と 稱し七 八 尺 四方の 山形 を 架し 上に 小祠を 作り わたせし、 良享 

年中に 大 坂の 僧 善心と いふ もの 神輿 を 制し 是に 代へ 侍りし、 元祿 十六 年より 又木の ことく 山形の 小祠を 

3k 渡しけ る、 其 形 は 京 ザ S 園會の 山と 一 般 なりと そ 

〇 詩 行 葦 朱傳曰 古器 物 欽識云 々 

欽は內 へ 切 こみた る 字、 識は 外へ 鑄 かけた る 字、 磁器の クハ ン 二 ゥも欵 入な り、 和俗ケ ボリと いふ， t 欸 

也 

〇 孝德：  大皇 詔して 凡そ 死せ る もの、 髮を刺 所々 稷 りに 埋む 事を禁 せられし も 末世に は 知る 人な し 

0 熱 田 寛 永の 緣起 書して は 藤 原 村 招 朝臣 也、 系譜 雜類 三に 右大臣 內 麿の 曾孫 從 五位 上 村 招と あり、 是に 

や 唐土の 金銀 斯の ことし、 我國 の畫ェ 唐の 繪を 書と て 金銀 は 近代 後藤 家 錯 る 處の姿 を 描く いと を かし、 

三 〇11 一 


ふクて 俗ョ鑌 
と チ訛ン 音 
ぃョ u チ 


〇 金 陵鄭元 突か 総 梓せ し 南北 時 尙綺筵 必用 骰譜滔 令 一 卷飮滔 の 慰 事に て 禮容の 正しき にあら す、 たと へ 

は 古詩 句節に 一 統 山河 壯帝居 (句 首 二の 字 有 詩 )一 一 陵 風雨 自帘來 0 一文字) 三 峽棲臺 流 日月 等 (百 千 萬の 字 

に 至る) 又 正：：！： より 十二月 迄の 字 ある 詩、 或 春夏秋冬 天地 風 花 日月 何 にても 其 類の 字 有 詩 を 同時に 云 こ 

とく 見えたり、 亦兩 骰子 を 三度な けて 其 目に よりて 詞 をい ふたと へ は 


又 1^ 人に 今の 織 部 1^ を 持た る も かたはらいたし 唐の 盞は 

フタ 

器 也 今 漆- の 絲底ぁ る はさら の 蓋な り 


かくの 如し 我國 のさ か つき 元 土 


一一 1〇 四 

見 幼 學須知 


鎮 圔 

雜字 大全 


Li 


B  _^  5  3 ま 移お B  & 五更 ミ 如 A 

HBI  SHI  EHU 


又 殊窩譜 は 四 骰園也 是明季 の 遊 ひなり けり 

〇 一 字 折 開而兩 字音 同 (滔 令) 

相 (木目) 鈴 (金 今) S  (金 斤) 任 (人 壬) 湘 (沐 目) S  (沐 木) 

IT ォー 哇 (吐 土) 遂 (竹 逐) 

0 文字の へ ンッ タリな と を 私に 書 は 他 字 を 成 事 あり 

タウ n ク 

t 擬 (是は 同じ) 戆 §. (是は 同じから す) 

〇扁( 字) 書に 外よ 11!^; グ 開と あれ は 常のと ほそに 非す、 音 枇器破 未 破と あれ は 物の ひ、 わ. とい ふ是歟 

〇 皇女の 大臣 家に 嫁す る を は 榮子內 親王 配 一  1 一 條綱平 一-と 書へ し、 親王 家に 嫁す る をは內 親王 认見 殴入應 

と 書 へ しと 堂 卜： 家より 敎 へ られし 

〇 玄 上の 琵琶 依レ 人名 レ器  . ^ こ 

藤 巨 勢 麿 三男 眞作之 子 右 巨 守 之 孫 諸 葛 之 子少納 一一 一 i 上 (ハル ラ とよむ) 承 平 三年 正月 廿ー n 卒 

〇^^^-«1ぃにしへ ょり陶器を制す、 但 茶器に 至りて は 唐物の 外 は 尾 州 瀬 戶の製 を 第一と す.、 是は 中古 常國 

知 多の 人 藤四郞 (法名^ 慶) 道元 和 尙に伴 ひ 入宋し 磁器の 法 を 習 ひ得來 りし 故 也と いふ、 夫 尾 張 國は往 十" 

よりして 土器 を燒て 朝廷に 貢せ し 事 ik- に 見えたり 

_   三 。五 


  三 〇 六 

〇 奉 試^ 秋 興 以^ 除 等 十一 一字 居 句 頭 

治 文 雄 

建 西 暴 初 韓除金 正： 土 滿江鴻 翼 足 平 陸 菊 叢 香 定識幽 閨女執 梭織綿 章 破 簾蟲納 薄危牖 月光 凉成雨 紫 聲亂牧 

芳 色货 賢 候閉戶 歡淸郞 

00  橘 在 列 (大和 守秘樹 子- 

窓^ 隨 獎吨風 凉動枝 殘聲顿 導々 列 影 雁 離 々 蘭 色 紅添砌 菊花^ 滿^ 闺 々 EC 幾嶺校 々 水澄 池 

走 脚 詩 (異邦 所謂 編 傍 休 也) 藤 原敦隆 

敏|§^敏^<^^忿怒怨悲忽恣志忠感恩應念忠 

右兑^ 齋 一人 一首 

〇 明 永 樂中來 常と いふ もの 將^ に隨ひ 倭の 海上に 備へ軍 破れ 俘に せられ 日本に 来る、 天 龍 寺 の 虫：) 大歲 に 

より 親の 事 を 歎し に 大歳惻 然として 憐 みて 公に 巾て 縱て歸 らしむ、 丘 濬の玻 臺類稿 e: 十七に 是を載 倭人 

愤 深へ 孝心 を感 せし を稱 せり 

〇枕草 紙に あし 昔た かう け は ひなと おしく とい ふ 膝 聞 ゆ、 春 抄に陪 膳の 藏人 なと 行か ふなる へし、 

おし/ \ は 足 昔の 高き をい ましむ 聲也、 源氏 やとり 木 .3 卷 注に 聽 雪御說 にう つ ほ 物語に おしと いへ る詞 

あり、 人の 足音 高き を 恐れよ とい へる 心 也 云々 

信 景按に 今 世高贵 の 御 ありき を 〈1 はら ふとて しゐ/ \ と いふ は此 おし/ \- なる へ し、 忍の 字お しと 讀 

忍 ひかくれ よ 忍 ひ しづか なれよ とい ふ 意に や 

〇 帳， x_s!s 夜行 攀藏 人い とき ひしく もてなして かいつ くろ ひ、 I 一人 わら はより 外 入る ましと を さ へ てお も 

にくき まてい へ は、 殿上人な と^も：： ii^ 獨 はかり はなとの たま ふうら やみ 有い かて かなと かたくい ふに、 宫 

の 御 方の 女房 一 一十 人 はかりお しこりて こと/ \- しう いひた る、 藏入 なにと も ぜす戶 を 押 あけて さ、 めき 
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入れ は あきれて ける、 こ はすち なき 世 かなと てた てる も を かし、 夫に つきて そめし つきと も 皆 入る けレ 

きいとね たけな り、 上に もお はしまして いと を かしと 御覽 しお はします と 云々 

信 景按に 凡 枕 草紙 は當 世の さま を あらわに 書て 身の 面目ら しくい へと 君の 御 恥は此 等に 知れ 侍る、 凡 

行事の 藏人 は^ 入を禁 すへ き爲に 昔より 舞 殿の 東 戶に立 開 围 する よし江 家 次第に も兑 えたり、 然るに 

女寵 盛んにして 是を禁 する 事 能 はす、 すち なき 世 哉と いふ を 了 條院を かしと おほしめ す 無下に ロ惜か 

らす や、 此 書に 禁中の 局々 みたり か はしき 淫風 官女 は 直とらぬ 遊女の 如し、 男女 別な き 事 离獸に ひと 

し、 むへ なる 哉 武臣 權を 握る きさし 漸 見えし 事 を 

〇 けづ りひ 削 氷 夏 月食 物損 出せぬ 爲永を 加へ 置 事な り、 江 家 次第 廿 新任 大臣 大饗に 云 羞看物 暑 月 削 氷 

甘 瓜 等 云々、 同 五 列 見の 首 注に 紛熟又 加， ig 永 1 云々 

〇 ほ をい ろ 蒲 黄色 かと 春曙抄 にあり、 或 人 云茶藥 なと ほいろ かくる といへ る 是默、 予思 ふに 是は 火色 

なる へし 但 黄なる 色 なれ は ほ をい ろに や 

〇 あはせ うつ ほに も あり 食の さいなり、 さい は 柒の字 なれ は 魚 鳥なん と 草なら ぬ 物 を 菜と いふ も儉家 

の詞 なる へし、 昔は鈸 汁の 外なる 饌は あはせ とこ そい ひし 

〇 唐土 釋氏 祭れる 伽藍 祌の號 其 府君甘 K 使者 其 刹 官等と 稱す元 道家の 稱 なり、 秦山」 肘 君 司 命 3 典 君五痕 使者 

雪 廷刺官 の 類 也、 亦密 家に 行 ふ 大元師 の 法 も 方術 家の 事に て 元師は 武官に して 神仙に 多く 授く趙 元師王 

元師の 如し 

〇 朱 元 師は胎 を 寄 癸 亥の 年 十月 癸 亥の 日時に 育せ し、 形藍靑蠶眉^賑左に金鎚を執右に^！セ袋をかく 

る 等 (搜神 大全 五) 我 國大黑 神に 似たり、 亦 亥の 月 亥 日時と いふ は 4. 月 亥の子の 祝 ひ 由て 起る 所に や 

〇 東 華 紫 府少陽 帝 君 東 王 父 也 

西靈母 西 王 母 也 又 名 _1 靈大妙 驄山金 母 一 

  三 〇 七 
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！；！ロ 國 みなつき はら ひの 詞に鬼 王 父 西 王 母と 見 ゆ、 廣 道家の 事 を 我 神事に 習 合せられ しと 見 ゆ 

比 一 一 仙： 霞 は 震 兌 少 il 少陰 の ゲ いふ 

〇 野 S 松三郞 御代.： 所 遠 州 豊^ 郡 月 村 百姓 作 十 所持の 古 餓に枝 出花 さきし とそ 


枝载色 鍋つ るの 如く 花 こ、 めさ くら 色 は 金銀の ことし 
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0 尻 卷之 六十 九 

〇 問 善 言 則 拜吿有 過 則 喜 有 聖賢 之氣象 (宗 林甫省 心錄下 同) 

坐 密室 如 通 衢馭寸 心 如 六 馬 可 以免過 

寳善言 を 聞と も 謾り過 を 吿れは 却て 怒ら、 是 小人に あらす して 何 そや、 獨居も 衆と 立 如く 愁に馳 る 心 

をよ く駐 めな は 終：！ I 何の 過 あらん、 閑居して 不善 をな し 心 を 放て 肆 にし 何の 善 を かいふべき 

器 滿則溢 入滿则 喪 

自信 者 人 亦 信 之 胡越满 兄弟 自疑. 入.. 亦 疑 之 身 外 皆敵國 

人のお の れを 信疑す る 皆 我より する 處也 

功名 官爵 貨財 聲色皆 謂 之 供 欲 可 以殺身 

其實 有て 功 立名顯 はれ、 其德 有て 宫に 進み 爵を加 ふ、 聖賢 是を辭 せす といへ とも 自 にあつ から 處 なし 

康流は 非 を かさり 術 を 巧に して 是を 得る 事 を 貪り、 得れ は =セ を 知らす 猶色愁 の 惑に 於て を や、 ひたす 

ら 貪りて 身 を 喪を辨 へ す 我 尺 毎に 戒む へ きを わすれて 愁を恣 にす 

好 名 則 立 異立則 身 危爲善 者不霄 利遂 利者不 ：J3- 善 舜妬之 徒 自此分 

利 名の 害 大方なら すして 人是を 好み 是を遂 ふ 哀#、 

渉 世 應物有 以橫逆 加 我 者 譬猶行 草 莽中荆 棘 之 在家 徐行 緩解 而巴、 听謂荆 棘 者 亦 何 心 哉、 如是 则 方寸 不勞 

而 怨可釋 

靈 舟の 我に あたれる もやす からす、 徒に 外 を 見て 內を _v さる は 我人の 私情な り 愼ゃ戒 よ や 

誠 無 悔恕無 怨和無 仇 忍 無 辱 

Hld-HHl.. ,. .:, —   > .;. ！ ...  ,  If  [！ 三 0 九  .:」  
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 ■ 1  三 1 〇 

外 m, 者 内 輕故保 富貴 而喪名 節內重 者：^ 輕故守 道義 而樂 貧賤 

:,^饕^<;ぉ必非爲善不如拾惡救過不如省非古之人修身以避名今之人飾己以耍譽所以.^:人臨大節而不奪今人 

見 小利 而：^ 守 

我人 利 勢 に 心 有て 道義 名 節と 思 ふ そ 可耻哉 

:^人俘^<?必^醜4右必妬士大夫繆者忌^1者疑必然之理也 

ゲ；^ 女 妬： は 家の 害 をな し、 緩 者 iwi 者 は 國の禍 となる 

费 千金爲 一 瞬 之 樂執若 散 而活凍 f は 幾千 K: 人 

鳴呼不 節の 肘 を 用 ひて 不 蘇の 民 を 安ん する 事 を 知らす は 暗 主の する 所 代々 の 史を旯 て 可 知 かも 此類格 

き C 多し 今 共 一 1 ーを抄 して 自戒と す 

〇 前 中將藤 "ぬ 綱 村 朝臣 (松 平 陸奧守 上野 介) 今年 (己 亥) Q 秋 卒せられし 其辭 世の 偈 とて 人の 見せ 侍る 

$5 示 幻 法 門 愛 重 說倡言 人 若 問 端的 虚空 草鞋 飜 

若 かりし 時より 敎 外の 風味 を奸 みて 智識に も參 せられし とか や、 亦 和歌の 道も淺 からす その かみ 

常廟の 御前に して 歌よ み 結へ と 仰 有しに 取 あ へ す 

我 こ- 1 ろみ か. -1 さらめ やた まほ この 常の みち ある 君 かひ かりに 

と 啓せられ し、 終焉 もめて たくまし^ \ たると なん 

〇 堀 m 駿河守 紀 正朝々 臣 去年より 難 波の 務^し 交代して 下られけ る、 心 わ つら ひすき て 自らの しるよ し 

近. 江 固に おなから 立よ る 事 も 御 ゆるしな けれ は is- 都に 趣 かれけ る 美 濃路に 至りい と 病お もりて 八月に 及 

ひ 細 揪の驛 にして { 仝し く なられし 臨 末に 筆と りて 

立 か へ る やまち は 程 をへ たてつ \ いそかぬ 死 出の 旅に おもむく 

夢の ゆめ 夢に ゆめ 見る 世 中 をい まさら 何 かかな しかる へ き 
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とて かやて 下 世 有しと かや、 驛 なる 土. - にて 葬し 正 院心空 常 安 士と 法名し 參ら せけ ると かや、 さため 

なき 世の 有さまい かなる えに しあり て か あたしの 國 土と なられし、 すへ て兒る 類 ひ 聞 所の 無常 眼に みち 

耳に たえす 秋の 露 消 やすく 峰の 雲 跡な きさまに も猶 驚き あ へ ぬわ か 心うた てつれ なき 餘 りて 執^く 侍る 

耻か しさ 

おろかに もうつつ とお も ふ あらまし に 見 はてぬ 夢の 世の わすれぬ る 

〇 叫 太祖 微時剩 村 を 過、 二日 不食 たま/ \ 入 家の 園 一 株の 霜柹正 熟せる を 見取て 食す、 十 枝に して 飽く 

其 後 興 基の 始 太祖 此處に 至り 彼 姊の樹 を 見て 下馬し 赤袍を 以て 是に 加へ、 封して 凌 露 長者 或は 凌 霜俟と 

いへ るよ し 在 m 錄に 記せし、 忽 難の 時 食な く是を 食して し はし 命 をた すく、 其 恩 を 忘れさり し 我人 平日 

君の 綠 を 食て 其 恩 を 報す る 心なし 鳴 呼 

〇 爲，, ffis 示, 皆 所謂 小人 懦也云 々 

嗚呼 周 衰へ秦 立て 叔孫 通名 有し も 巧言 面諛を 以て 二世の 博士と 成、 漢 起て 孔穎達 名 有し も 又 王 世充か 

臣と 成れり、 唐朝 文章の 擧盛 にして 詩賦 の名譽 有し 人 多 けれども 眞 儒な かりし にや、 近世 詞章 家の 學 

者 唐の 才人 を 以て 聖の 如く 家の 詩人 を 以て 宗 とし、 其 他 宋の先 儒^ 程 張 朱の ごとき 眞儒を も 膳 人の 

ごとく 思 ひて 王 安 石 蘇 東 坡が類 を 以て 好と す、 明の 代 北部 李 夢 陽 (號 {仝！1： 子) 唐人の 文章の 學を 好て 經 

學を 外にせ し 者なる に、 今 我國の 一 擧家是 を もって 祖の ごとく 學ぶ、 李 夢 陽 は 末 明の 北 人に して 孝宗 

の 時獄に 下し 武宗の 代に も ふたた ひ 錦 衣の 獄に 下して 終に 職 を 落して 問 住して 死せ り、 何の 政 敎に補 

ありと も 見えざる 者な り豈 これ を學 ばん や 

〇 海 潮 論 云 地浮與 大海 隨、 氣 出入 上下 地， 下 則 海 之 水、 入 於 江 謂 之 潮 地、 上 則 江河 之 水、 歸於滄 海 謂 

之汐云 々 元 耐得翁 の 就 日録 に 出た り 

〇 王 世 貞觚不 膦錄に 袴褶は 戎^ 也、 短 袖 或 無 袖、 衣 中 其 下 を 斷て潢 指 有て 下 服 竪招之 袖の 長 もの は 腰 を 

三 二 


撒して 中 問 一 線 通 を 以て 横 之 これ は 程 子 衣と いふ、 衣の 線 通な きもの を道袍 とい ふ、 また 直 綴と 云々 我 

國入宋 の 愤傳へ 服す る 處の禪 衣是直 綴な り、 然れは 今 僭の 用 ゆる 衣 は 唐土の 俗人 燕 居の 服に して 我國官 

{豕 用 ひ 給 ふ 處の道 服是也 (常の 綴に して 月 かたのな きものな り) 

〇 杜陽雜 編に 新羅 國獻 せし 佛 像の 察 を委敷 記せり、 共 方 佛山高 一 丈に 可なる 沉檀を 彫 球 玉 を 以て 是を成 

す、 佛形大 なる は逾寸 小き は 七 八 分， 眉目 口耳 螺髻毫 相 こと /.-» く備れ り、 亦 金玉 水精 を 鏤て幡 蕴流蘇 

とす、 百瑤 以て 樹を 作れり 樓閣臺 殿 飛 か 如し、 行 道の 傲た k 千數 のみなら す、 下 紫 金 鐘徑濶 三寸 上に 龜 

n を 以て是 を^ 北； 鑌の擎 ことに 行 道の 借禮首 地に 至る 等 人工の 及 ふ 所に あら. さる. H 筆せ り、 帝 不{ 仝三藏 

を拜 せしめた まひし となん、 新羅 國の 製に は あらし 疑 ふらく は 天竺 傳來 の議 像に や、 亦 同し 書の 中 卷に貞 

元の ハ牛 南海より 奇女を 貢す、 年 十四 歲悟ェ 巧 比な し 一尺の 緒の 上に 法 泰經七 卷を繡 にす、 其 字 粟粒 を不 

f あして 點截方 明 品 題 章 勺遣闕 ある 事な し、 亦 飛 仙 蓋 を 作る 絲 一縷 を 以て 分て 三樓 とし、 染て 五彩 をな し 

堂中に於て結びて傘}迹を五^2-となせり、 其 中 十 州 三 島 天人 玉 女 臺殿麟 鳳の 象 あり、 外に は 執幢捧 節の 童 

子 千數其 濶さ 一 丈と 云々、 官屮に 在て た. 1 胡 摩 飯 二三 合 を 食す、 元 和 年 憲宗其 聦惠を 嘉し賞 賜 多 かり 

しかと も禁裘 に 住すろ 事 を 願 はす、 請て 南海に 歸る仍 て號を 逍遙と 賜 ふ、 實 海外の 神仙 成しと かや 

〇延 平の 吳 氏 姉妹 六 人 皆^  淺忍 なりし かば 時の 人 是を六 虎と 號 せし、 中に も 五 虎 (弟 五の 女な り) 

水 タミ タケ クム コキ n  、口 

尤甚 しく 三度 人に 適て 皆不 終して 去ら；； し、 平生 手つ から 婢を 殺せし 事十餘 人に 云々 

か \ る 女 も 有事に こそ 大方なら ぬ 業報な らん、 和漢 女の 姓 は ひかみ て妬嬋 なる 故 怒に 乘 して は殘 忍の 

ふるま ひ ある 事 少しと せす 

〇漁.：^§ 湖の 以て 網の 四角に 置 は、 多く 仓ーを 得る とか >- る 事 和漢 多し 

〇 江澗溪 沼の^ 乖釣布 網の 者 を 見て は 至 心に 褐諫の 呪， を點 して 倒 誦する 事 七 返 すれば 終日 獲 事な し、 湘 

^の 問 李 道 人と いふ 有し、 常に 此况を 持して 物 命を濟 しと 云々、 我 國淨ロ 業の 咒を 以てする も间し 凡 
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殺 を 見て 慘敷 心なき は 禽獣に 近し 

〇 士 人の 甚 貧なる あり 夜毎に 香 を 燒て天 を 祈る 事 久して 不解、 一 夕忽閒 穴. 一 中 語 有て 曰、 常汝 を^み て 我 

をして 汝が所 欲 を 問し むと、 士 答て 曰 某の 所 欲甚微 なり 敢て過 望に あらす、 但 願く は此 生に 衣食 逸足り 

て 山水の 間に 逍遙し 以て 其 身 を 終ら は 足なん と、 空中 大笑して 云 神仙の 樂何そ 得 やす かるへ き、 答 富貴 

を 求め は 可也 

是語を 設て人 を 風す るか、 鳴 呼 今の 人我 何の 望な し、 衣食 尋常に たりて 身 閑に 山川の 景物 を 親 は 可な 

りと、 是實に 得 易 からん や、 凡そ 淸樂は 功名 爵祿の 能 及ふ處 にあら す、 然るに 世人 富贵を 貪りて 淸樂 

を 知らす、 身 を 危地に 置く 終日 惶々 たる 者 愚と いは さるべ けんや、 已亥冬燈ー^2^"處を抄して筆に任 

〇享 保 四 年 (已 亥) 十二月 十 S 日夜 勢 州 桑 名驛災 し延て 市井に 及び 三百 二十 餘戶 城摟ー ケ所燒 し (十九 ハ.^ 

前の 大火の 後 や 商家 建續 けて 見えし に 又 かく 煙と 成し も 時と いふべ きのみ) 守 も在府 なりし か 我 公より 

御 使なん と 侍りし、 春 日 社にから うして 火 をの かれしと かや 

十九 ハ牛 前元祿 十四 年】 一 月 四日 桑 名大 火町屋 より 出火 城內 のこらす 燒失此 時 fK 守燒 落る 

〇 美 濃 國加納 近き 所に 松 あり、 或 人是を ゆき、 の 松と 呼、 初て 和歌 を 集めし に 堂- -家も 數人諝 たま ひし 

其 一 二 を抄す 

武者 小路 從 1 一位 權 大納言 實陰卿 

あかす 兑し たか 通路の 核 ひとり ゆきて ゆき X の 名 をと \ め けん 

六條從 1 1 位 權中納 言 有 藤 卿 

誰も 先餘 所に はすき すたち そよ る ゆき \ の 校の その 名 しられて 

六 條參議 正三位 公 長 卿 
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ひと もとの その 名 や 種と 旅 ひとの めて、 ゆき、 の 松の ことの 葉 

參議 正三位 爲信 卿. 

うつし に兑る も^か へ ぬ 松 なれ や 往來の 名 さ へ 散う せす して 

正 四 位下 頭 辨光榮 朝臣 

名に たてる .5 き、 幾よ そとし バ をと へ はこと ふるまつ かせの 聲 

從五 位下 遠 江 守 氏 朝 

みちのへ に 一 木の まつの 幾 はる も ゆき、 の 色 を 見せての とけき 

〇 逮摩流 支 は 小永淳 1 一年 東 夏に 來る、 武后改 て 菩提 流 支と 稱す (流 支 唐譯是 愛) 經 五十 三部 一 百 十 一 

卷を譯 せられし、 玄宗開 元 十五 年 十 一 月 五日 卒す、 歳 一 百 五十六 謚 して 11 元 一 切 編智三 藏と號 す、 內庫 

の 物 を 出して 喪を營 しむと 云々 

〇 今の 僧家 良才敏 なる 者 は 訓詁 を 攻め 纷 槧 を 業と する 事 儒生の ことし、 是 より. 上なる もの は 古德の 

機緣を殘披して：がュ響を追ひ影跡を捕へ て巧に人を！^|^す、 其 言 は 佛祖の 先に 越 ぬれと も 其 行 凡庸の 後に 落 

て屮々 あさましき 事 多 かる、 妄りに 般若 を談 して 自残咎 を 取 事な かれと、 蓮 池 大士の 誡られ し はさる 事 

そかし、 其不擧 なる 法師 原 ひたすら 名利に まよ ひ 色に けがれ、 滔 にみ たれて 慙愧の 心なき もの 少 からす 

〇 奇功を 街 ひて 譽を 要め 兇 cfl^ を 逞して 威 を 示す 類 は 戰國の 人の 狀 なり、 文詞を 先と して 其 興 象 風神 格 律 

音調の みに 心 をと め、 自智に 誇りて 道舉を 外にし 名 を 貪り 利 を 追 ふ は季世 文人の 流な り、 一向に 身を榮 

え 家 を 肥し 世 を 希ひ寵 をと り、 子孫の 謀 をのみ 念と し 道義に よらす、 忠孝 を 忘る ゝは 古今 小人の 陋 俗な 

り 

〇 執 勤 就勞而 無怨は 官士の 職分 也、 是 をい とひて 安 便 を 要め いやし やく も 勞に服 事 を 免れん とする 者 は 

^を 欺て 閑を偷 む^とい ふ へ きのみ、 或は 勞役 を自 功と し 名利 を 貪る は 傭 償の 賊 民と 伍 を爭 へ る 小人 也 
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何 そ官士 とい ふ へ き 

〇 美 濃 國高須 近き 處に松 木 村と いふ 里の 民 (武 右衛門) の 娘 三 歳に して 額に 肉 角 を 生す (中指の 太サ) 夫よ 

り 面に 瘡 出来、 E も 鼻 も 了ゾに 成て 頓て 死せ し、 其 後 女子 二人 生れし か 共に 一一： 歳に して 前の ことく 煩 ひ 

肉 角惡瘡 異ならす して 皆 死せ しと 見し 人語れ り、 如何なる 業報に や 

〇 或問筑 紫の 彥山 は！ K 狗魔 所なる と 如何、 予曰彥 山 三 嶽權現 は 伊奖諾 伊 奘冊ニ 尊 及 ひ 天 忍 骨 尊 也、 崇神 

帝 即位 二 年 (乙 酉) 神祠を 立た まひし 其 靈験寳 に 響の ことし、 九州の 人是を 尊敬せ さる 者な し、 頃 n 彼 

山の 座主 相 有大惯 正の 需に 依て 安樂 院の知 雄 比丘 筆記 さる 所の 彥山權 現 靈驗記 一 冊 (寳永 六 年の 作) 亨保 

(已 亥) 光謙 師序 作て 印行せ り、 祌靈是 に 見えたり、 誰か 是を魔 類と せん、 凡 深山幽谷 は陰氣 盛んにして 

怪しき 事毎に 多し、 故に 愚庸 皆； 大狗に si^ して 其 祭る 所の 祌を わすれし 處間々 あり 

〇 城 南淸凉 山榮國 寺の 卜： 人 蘭 多く 植て もたり し い 夏に なりし 故 去年 五月 竹籬 しわた し 置け り、 其 竹の 内 

1 本枯 すして 靑 みあり し 七月の 比より 逆さまに 立し 竹 上より 一 節 芽 を 出し、 烈日に もお とろ へ す 秋 を へ 

て 冬に なりてい よく 枝 多く 出、 雪 霜 を衝て 今年 猶數 枝の ひて 葉の 立上りて 見え 侍る、 (庚 子) 正月 什 s: 

日 上人 見よ とて 見せられし、 竹竊 にせし 餘の竹 は 枯果結 ひし 繩も大 かた 朽 侍る 中に、 綠淸く 一竹 逆し ま 

にして 枝葉 は 上さ まに 生 ひ 立 わか やかに 見え 侍る、 根 を も 生して 此夏も 過な は彌 奇異の 事 成へ し、 むか 

し 名 ある 人の 杖 さし 置け るか 枝葉 生して 今 も榮ぇ 侍る なんとい ふ處 ま、 見聞に あり、 疑 はしく 思 ひ恃り 

しが、 か、 る 異ならぬ 事 侍る と は 今お も ひ 知られ 侍る 

〇 凡そ 物の 名目 文字に 見た る 計して 其 道に 立 入 さる 人の 唱 ふる を 聞 は、 淸燭 音便なら ひなき 故 有職の： M 

ひ を 執事 多し、 たと へ は樂の 名に 

fni 帝 破陣樂 圑亂旋 萬秋樂 央宮樂 奉 王 破陣樂 春庭樂 (是は 方の 樂 なり) 

拔頭 新 鳥 蘇 (卜の 字 濁) 古 鳥 蘇 (卜の 字淸) 退宿德 長保樂 登天樂 (書 は 左方の 樂 なり) 
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此類 あまた あり 其 他 公事 及 什器 色々 の 名目 習 ひなく 傳を受 すして 唱 ふる 事な かれ、 大か iJ 田舍、 力 歌, 

かたりす る をき けは片 腹いた き 事 問々 あり、 つ、 しむへ きか も 

〇 梅花の 赏 久しく 土の 盛なる 陸 凱 か 贈を始 とする にや、 我國 仁德聖 主の 御 時 10 濟の王 仁 難 波 律の 什 を 

奉りし より 代々 の 歌人 ことのはに かけて 幽色淸 香 を 賞せ さる はなし、 菅公 東風 吹 はの 詠 橘 氏 庭 篤の 呤人 

皆 知れり、 元より 我 土地の 產に ともし からす 僧の 隆蘭溪 遠く 孤山の 種 をう つし、 和 靖の晴 香 海 東に 浮 S 

する もの 是を西 湖 梅と いふ や (或は 林 氏 梅と いふなり) 其 花單葉 純白 淸薰 遠く 襲 ふ 可 謂 閑 遊の 逸 友な リと 

、 予此比 入の 家に 開 句 ふ を 見る、 あろし 一 言なん と需 しか は そ、 ろなる 野 詩 一 絶 を 綴て 差 置 侍りし 

〇 准 后 (询 子) 皇子 降誕 (享保 四年已 亥十 1 1 月廿 九日 丁 卯の 屮刻 なれば 即 元日 戊辰 御 誕生と 云々) 

我國の 太祖： t 日本^ 余彥： 大 (祌武 ) 度 午の 年 正月 朔庚 辰に 華誕. まし/ \. ける よし 史に 見えたり、 其 也 上 

宫聖皇 (聖德 太子) 敏達 帝の 卽位ニ 年 (癸 已) 正旦に 生れさせ まし/. \ ける、 大方 正月の 御 誕生 目出度 例 

しに や 侍る、 延菩の 御門 (仁 和 元年 正月 十八 日) 三條院 (：大 延四年 正月 廿日) なんとも 睦月に 生れさせ たま 

ひし かど も 元日 にて 侍ら さりし にや、 此度 皇子 御 誕生い と ^- に まれなる 御 事な りしが、 (庚 子)； &武 天皇 

と M し 廿日 准 后 かくれさせ まし./ \ ける こそ、 お ほけ なき 御 事ながら うち 驚かれて 世の さだめな きさま 

も 今 一 しほに 愁喜 こも.， うつり 行なら ひ、 玉のう てな 賤か ふせや 同し うらみ を 聞 侍る こそ さま/ \ な 

りけ る、 新 中和 門院と 號 し參ら せられし. 12 し 二月 十日 新 承 秋 鬥院薨 せ させ まします (有 栖川幸 仁 親王 

の 姫君 英おと 巾せ し 束 山院の 中宮 御年卅 七) 雲の 卜： 打 そ ひて 春の 雨し けく 大宮人の 袂ほ しあ へ ぬ さま 京 

なる 人より 巾 送りし に そ、 更に、 r 'つ、 とも 覺ぇ 奉ら さりし 

〇 我^ 此春 太； t 宫 へ御參 (享保 五 年 ま、 子 正 H: 廿九 日夜 出御 佐 岸； より 御船 晦日 Mn: 市 1 一月 一 日津 1 一日 小 

はた 二日 三 n 兩 御 拜朝熊 山 御 登山-御 束帶 御輿に めす、 諸 太夫 以下 常の 如し 但小隨 身な し (同日 又 小 は 

た 四日 津 五日 四： ：！ 市 六日 桑 名より {:a へ 御波：； g)  i^^ 故な く 御 城い と/ \EI 出た し、 御路 すから お 公 及、 
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堂 家 等 御 もてなし 目 をお とろ かす 計な りしと かや、 同 十七 日 番頭 (肥^ 孫左衛 門) を 以て 大樹へ 御 默と物 

あり 

內宮 ( 一 萬 度 御稜 大麻 一 箱 太 々 ：t 樂 御供 御直會 一 箱 神酒 御 勝 魚 昆布 熨斗) 

外宮 ( 一 萬 度 御 我 大麻 一 箱 太 <r 神樂 御供 御直會 一 箱 神酒 慰 斗) 

おそれみ- (\ なから 御供つ かふ まつれる 方へ 申 送りし . 

絶せ しな 幾よ ろつ よの 春の 色 をみ もすそ 川の 清き なかれに 

敬 公 御 參宮は 寬永ー 一 年 三月 同 六 年 九月 

瑞廟は 萬 治 一 一年 三月 九日 御 發駕に 御參宫 あ" しと そ 

〇 遊行 四十 九 世の 他 阿 上人 (諱は 1^) 國々 修行 ありて、 過し 冬 (十一 一月 四日) 城 西 横笛 山 光明寺に 止留 せら 

る (束國 北 II 四國九 國紀伊 伊勢 等 こと /、く 廻り 是 より 三 遠駿相 甲の かた へ 修行と きこ え し) 九日 菅 一 津の 

里え 行て 上人に 見えし、 延寳六 年 戊 午 秋 四十 二世の 古跡 (四國 上人 を 古跡と 稱し藤 澤淸淨 光寺の 現 住 を 

新 跡と 呼へ り) 尊 任 和尙に 逢參ら せし ょリ、 尊通師 唯稱師 光明 道場に 來給 ひし 度 事に 往て 結緣し 侍りし 

も歸 りこぬ 夢と 成に き、 予か 遠祖 對州剌 吏 藤遠貞 (信 州宫 方) が 子 金 吾 校 尉 長 弘芳樹 院親氏 公 (德川 { 氷 御 

法名 德阿彌 ) に屬し 奉り、 遊行 十四 世 尊觀法 親王の 門徒と なりて 性 願と 稱 せし、 昔の 因 緣も朽 せす 代々 

の 貫首に 相 見し 參せ ぬる も 嬉しく、 夷 曲 一 首 を 上ん に呈す 一 一河 白 道の 心 を 

頓む そよ け ふりに 波 を 立 そ へ ていと、 あやうき 道の しる へ を 

上人 打吟 して 遣 迎のー 一尊 そ たのもし くみそな はし まします なんとい ひて 

六の 字の 深き ちか ひ を賴み て やな ほ 入 やすきみ ほとけの 道 

と 書て 返し 在け ろ も 無 時の かたみ 也け る、 拉 も流祖 一遍 上人 (智心 他 阿) は吉 水の 大師の 高弟、 證 空善惠 

國の 門人、 性 達 上人の 弟子に して 西 山の 法 義を傳 えられし、 熊 野 權 現の 夢吿 によりて 踊躍 念 怫の祖 とな 
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られ し、 北ハ 娘？ 他 阿 ( 一 遍 上人 舍？ 相 州 藤 澤淸淨 光寺の 開山な り) 伏 見 帝の 正應ー 一年 (己 a) 攝州栗 河の 極 

衆淨土 寺に して 始て 六十ず：： 人 決 生 往生の 小簡を 諸人に 施與 ありし より、 今日に いたりて 贵 となく 賤 とな 

く 彼 小 簡を受 て 芳緣結 ふ、 簡文 南無 阿 彌陀佛 (六十 萬 人 決 生 往生) と あり 是を 神勅の 御 算と稱 す、 建 治 元 

ハ牛 十一 一月 師熊野 参詣の 時祌 勅と r ム々 

六. 字名號 一 遍法 十 界依正 一 遍體  一 32： 行 離 念 一 遍證 人中 上 土 妙法 華 

"だ證 誠大權 現より 感得の^ 句の 文な り、 此 句の 上の 字 を 取て 六十 萬 人と 書り 

光明.^ ォ 今のお キ： 覺阿は (遊行 第一 一世 其 阿 第三 世 覺阿四 世を彌 阿と 稱す今 彼 派の 僧 此號を 得て 榮 とす 羽 州 

最上 光明寺^ 都淺草 日輪 寺 等 は 代々 其 阿我國 光明寺 近古 覺 阿に 進めり 光明寺に 付た る 代々 の 號は梵 阿と 

稱 せり) 前 興 院覺阿 碧 道 和 尙の法 券 なれ は 昔 今の 物 かたりし 侍る にも 盡 さす、 日中 禮讃 の金鈹 聞え し 

かは^ 場に 出 侍りし、 頓て 引聲の 彌陀經 はし まり 禮讚 ことに 聲 すみ 聽衆淚 を 落す、 自助 音し 化怫 菩薩 尋 

^到 一 念 傾 心入资 1^ の 句に 到りて 悲喜 こもく 流る、 引 聲音亂 の稱名 はいと、 身に 入て いひ しらぬ 袖 も 

露け し、 下 眾觀の 心 を 後 峻哦院 

おろかな るな みたの 露の いかて^ 消て はちす の 玉と なる らん 

とよ ませ 給 ふける 事 を 思 ひ 出て 讀 侍りし 

秋なら ぬ 露 をん 袖に さそ ひ 來て淚 うれしき 法の 道し は 

か へ る さに 阿波 手の 社に 遊 ひて 共 かみこ、 にて 不逢錄 を 

いっかに せん あはての 森の もり 初て つ ゝみも あ へ ぬ 露の たもと を 

と 讚し も 十 か へりの 春の 霞た ち へ たて i 松の 色 昔に 似た る も あはれ なり、 輪 光院の 儈と來 しかたの 事 杯 

語り ii 侍りて 

まほろし の 世 をな くさめ しことの はもう つ、 なからの 夢 そ はかなき 


なんと すんして 歸 りし 

〇 諸國の 社家 吉 田の 命 を 奉と いふ は是 なり やとい ふ、 不然ト 部 家 今是を かくいへ り、 然るに 先年 關 束の 

命 如 左 

. 社家 位階 之 事 從先規 傳奏有 之 は 勿論 無傳奏 社家 も吉田 不可 及 執奏雖 然從遠 吉 W へ 頼 來り候 社 人位 階 

之義 は從吉 £ 方 職 事 迄 申入 相 調 可然候 無位 無官の 社 人 装束 は吉田 可爲差 11 者 也 

延寳ニ 年 寅 五月 十七 日 

右 之 .1 書 同年 九月 廿 五日 所 司 代 永 井 伊賀 守より 武家 兩傳奏 へ 相 渡り、 同月 廿 八日 兩 傳奏吉 田家 荻 原 家へ 

令せられ し、 さある に是を 不知 顏 にて 諸 社の 神人 を 一 圓に領 せんと せらる、 にや 

祌人裝 束の 事 風 折 狩 衣 を 着す る 事 神事に 似け なき 默、 神事の 時 は 淨衣を 可用な り 

〇 淨衣 祌事之 時 不レ分 n 尊卑 1 着レ之 

康永 三年 十 一 パ廿ー 一日 着，， 淨衣， 重出 U 中 門 廊-修 禊 (于時 左大臣) 

應永廿 九 年 十 一 月士 一日 春 曰 祭 上 1： 勸修寸 中 納言自， 一京 都， 辯淨衣 立 幅 子 

至 德二年 r;^ 月 廿八曰 攝政幷 左大臣 被 レ參， 1 春 曰 社 一 殿上人 四人 (右 中 將季尹 朝臣 少納言 長 朝 朝臣 左 少將頓 

冬 右兵衞 佐 長慶) 着- -淨衣 一至 德ニ年 八月 廿七曰 近衛 前 博 陸 春 曰 也、 諸大夫 二人 各 着 M 淨 衣- 

康永 三年 十  一 ie: 廿ー 一日 參， 1 春 日 社， (取 要) 諸大夫 (光遠 朝 臣％ ノ 綱光熙 光一 ゆ. 仲廣經 賢) 國定 (五位 一 人也以 

上淨衣 下お) 六 位 (源康 成紀定 乘源康 信紀久 知) 衞府 (長 泰峯長 以上 淨衣上 結 也) 

G 三 H 廿 七日 (未 時) 東都 市井より 失火して (巾撟 三 丁目 北へ 燒し) 数千 町を燒 もて 行、 東彀 山の +> 々十餘 

坊 炎上し 

大献 公の 靈祠も 災す宫 (公寬 法 親王) の 御所 無下に 火 近 かりし， されとも煙をのかれさせ給ひし^？璃^^^ 

下 異なる 事 侍ら さりし、 大樹 此日 御鷹 狩に して 御い ましめ も 厳かな り けれと も 時の 災は のか れ^さる 
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にや 侍る らん 

〇享保五年^子四巧朔ロ已時因州^:!-取の^ほ府火災(松平右衞門督^城)城樓諸門庙藏殘りなく燒し、 諸士 

の { 水 七- Hn 餘軒 寺院 1 一 百餘所 市井 六 百 数十 戶燒 死の^ も 多く 閒 えし、 元祿 十四， Hf 辛已ー 一月 六日 勢 州 桑 名の 

城災 せし 後 諸 网，： ^城の 燒し はな かりし、 督此比 歸國の 命 有て 旣に柬 都を發 せらる へき 日 も 近り しか、 國 

の 城 煙と 成し 故 〈豕臣 荒 尾 サ水因 州の 地に 城お けれ は 夫へ 入る へきに て歸 上られ 侍りし、 池 田家 代々 の重寳 

ち 5.3 亡 ひける と 聞え し、 鳴 呼 三界の 火宅に 身 を 置 程 贵も賤 しきもうき 事なくて や は あるへ き、 財 寳も亦 

^散 ならぬ もの を强て 我物 額なる こそい と 愚か なれ 

〇 悅法雄 師初は 相 州 箱 根 is- 福 寺の^ 當 なりし か、 世 をい とひて 山中に かくれ、 一食 長齊 にして 靜に 住れ 

しか、 大山の 貫首に すへ まゐ らせんと 彼 山 徒頻に 請し けれ は 

かしこき は ある を もす つる 世の 屮 にな きを もとむ る 身と 思 ふらむ 

と 寄す て. -行衞 なく 失ら れし、 近き 比 は 京ち かき 日 野 山に 幽に 住して いま そかり しか、 德 孤なら すして 

入々^^ し 往來の 袖 多 かりし か は、 此所も かし かまし とて. またう かれ 出なん とせられし を， 京なる 人と 

かく こしら へ て 北山の 幽玄なる 地に 方丈 はかりの 菴 結びて うつし 入れし、 六 物の 外 本尊 もな く觀 相の 窓 

靜 けく、 念 佛の聲 のみに していと/、 たと く 物せられ 侍る となん、 我 名利の 家に 在て むくつ けく うき 世 

に 交り 罪陣を かさねて 厭 心なき を 思 ふに、 見す しらぬ 千里の 外に 向 ひて 面 も あかく 成 はへ る 心地した る 

にこ そ、 立 かへ りて は 亦 慚愧の 心 もお ける 耻を 知ち はなと 白 頭の みにくき を わすれて 朝に 立 やと、 我心 

からい さか ふ もよ しなし ゃ徵安 門院の 一條 

幾 ほと、 おも ひながら も 歎く こそ 浮世 を しらぬ こ.^ ろな り けれ 

とよみし はつれな き 我き k しれに や 

老の 坂い くた ひこえ ていた つらに また わけ わ ふるむ さしの、 £^ 


〇 樓炭經 に 畜生 水 林野の 三種に して 凡 七  一 三千 三百 種類 ある 事 をい へ り、 今 見る 蠻書を 以て 思 ふ佛說 

の虚 なら さる 事 を 

〇 覊寓 冬至 (十 一 月廿ー 一日) 

短 # 不妨 千里 信 梅 華 三 五 含 春寒 新香 雖使鄕 思 動 竹 葉强爲 一笑 歡 

〇 山門 探題 前 大僧正 實觀無 時の 記念に もとて 天台 大師の 影像 を彩畫 し、 彼 御 臨 末 無量 壽を譜 した まひし 

偈を 書て 授けら る、 1  臾子十 一 月廿 四日 大師 講にそ 3- 與を掛 奉る 慶讃 供養し 参ら するとて 

特 地：.^ 然睡 當 年老 作家 何 言 惰代化 S 妈是 舌彌陀 

九拜 香を薦 奉る 谒 

々朔風 千壑雪 禪關梅 白^ 開 春 臺雲 絶壁 分 天 半 潤 心 當面月 一輪 

落 月 士峯の 雪に 殘り細 雲 紫色の 濃なる も 西方 引接の 曉思 はれて いと かたしけ なし、 易性而 無人の 心 をお 

も ひつ 、け 侍る 

いかにせ ん歸る はやす きふるさ とも われより 遠き 雪の かよ ひ路 

〇 佛成道 

鐵骨 幾年 托石間  天 香 乍 玉 肌寒 

人々 歳暮の 歌よ みける 時 

ひきつけて くる 靑 柳の いと はや. くれな ゐ にに ほふ 梅 か 枝 

筏士 のい そく 歲木を 積 そ へ て杣 やま か はに 水 そくれ ゆく 

〇 莩保六 年 辛 丑元且 

物 育氣和 春正融 江山 蕩漾朝 i. 紅 知 韶光不 分 高下 花信 一 偉一？ Jill 通 

化 日 由 來擊壞 歌 况魚初 躍 鳥聲和 春 山^ 待 開花 路 行 處望新 得意 多  ； 


此卷將^！鄕 

立 なれし おなし 鼓の 關の戶 もまた あけそめて 今朝 は 長閑き 

〇^ 防 老人 居 を 知 庵と 號し鳥 山林 友と 云 事 を 人々 に 詠 させられし 時 

前大^^：止寳觀 

， J  乂ろを もな とかみた さん 山 さとに 糸竹なら ぬ 鳥 こ ゑ，/ \ 

同 

微風 吹綠 柳乖； 陰 花^ 琴：^ 焖樹深 無限 山 光. i ヴ ^ 性 清音： 

W とりの しつ 枝に ちかく 友 なれて さす か 世に 似ぬ はる ，. 山す み 

〇 获欲 散と いふ 題に て 

散 そめし 露 さへ うたて 宮城 野 やうつ ろ ふ ほとの 萩の ひとむら 

水鳥 多 

凍る まも 足の いとなく 打 むれて 水に あと あろ 鴻 のかよ ひ 路 

早 梅 

雜 ふかくに ほふ まかき は- フ つ ろ ひしき くより おくの 梅の はつ 花 

水 石契久 

いくとし かむ す ふそうれ し 白 石の 玉 出の 淸 水た へ ぬな かれ を 

束 風 吹赛氷 

とけ 初る 氷の ひま も 深みと り 松 かけさ そふ 峯の春 かせ 

〇 灭滿 法樂の 和歌 

っくしかた波の八百la^の御稷に，^なれてそかすむ千代の松原 


尻 


〇 享保六 年 正月 十四日 院御會 式 

子 日 催 興 法皇 御製 

小 松 ひき 遊 ふ はる 野の こ. -ろ をもう へ て砌 のね の ひに そお も ふ 

同月 廿 四日 內公实 

江上 春 望 御製 

うら 波 ははる か にかす むな に はえに かせさむ か ら す 梅 も かほ り て 

〇 東邯 にて 梅の はっかに ひらき 侍りし を 見し は 昨日の ことく 侍る に、 いつしか 古さと に 歸り樱 いくほと 

なく 散す き靑葉 ふく 風 も 寒から す、 藤 山吹の 色 移り か はれる さま 光陰の いちはやく 變 態の 常なら ぬに， V 

更の やうに うちおと ろかれ ぬる も はたお ろかなら ぬか は、 逝川囘 流な くして あとの 浪消 を爭ひ 白日 一 一た 

ひ 平なら す あす を 待へ き 命 か は、 三月 盡の あはれ を 人々 讀 ける 時 . 

まてと や は ゆ ふへ の 花の な こりな く 霞 わかる、 はる やまの 端 

〇駿 州 巨 鼇山淸 見 興 國禪寺  ， .. . 

開山 第 一 祖關 聖禪師 (聖 一 國師嗣 法) 准 開祖 勅 賜 寳珠護 國禪師 中興 勅 賜自覺 聖師大 進和尙 

是 なん 無雙の 勝地な り (客殿に 鷄の繪 あり 雪舟の筆と いふ) 海門 眼 清く 有 渡の 濱三 保の 崎詠盡 さす 寺 前 紅 

梅 今 盛に ひらく ( 一  株に して 東西 十七 間 あまりの 大木な り)  .，. 

鼈山衝 翠玉 梅 魂 一 簇紅雲 1L 海門 紫 府淸香 暖風裏 枝 南 枝 北 別 乾坤 

辛 丑 一 一： 廿 三日の 口 號其草 後に 見出せし 故爱に 記す 

〇 卯月 朔 日の 心 を 

つき もせぬ うきことの 葉に 春 くれて 花 はきの ふの な こりた になし 

我張府 おと- - しも 去年 も ほと-きす 鳴 さ； しこと し 如何と 覺 束なくて- 
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ほと、 きす 聲 まつ ほと もとし を へぬ こしち のか リの 三た ひ 行 まて 

〇 孟夏 初 八 佛誕之 日 浴 五香 水 捻 一 辨香偈  ， 

七 蓮隨歩  1 一 龍 酒 湯  、 

淨 法界 身 本 無出沒 勿 波 湧波騰 動三湘 

〇 家に 所崇大 職冠大 神の 肯像は 土 佐 光起 か所圖 也、 頃日 彼 初 君 書た まへ る 法 華 經數行 を 得て 其 像 上 

に 粘し 奉り， 新に 表 肖 をな して 大功 大德を 謝し 奉る、 折から 藤 花 を 以て 供養し 參ら するとて 

藤 さけ はまた むらさきに 染て けり くらはし 山に か、 る しらくも 

兩普明 王 本 地 法身の 淸月 畢竟 { 仝に 遊 ひ、 社稷 括 民の 垂跡和 光 千と せ の 後 も あき ら けく 照らし. まします 

御 事の かたしけ なさに 

てる 月 のく もる 時な く あきらけ きみかけ になれ しさ ほの 川 水 

〇 此春！ ^日 社 法 樂に春 祌祗を 人々 勸進 せし 時 

かすか 山 かすむ 光 もみち あまりめ くみ を はるに 猶ゃぁ ふかん 

軍矩 

さか ふへ き卷 をむ かへ てみ かさ 山 藤の 末葉の 色 やそ ふらん 

意； 一一 一" 

とき は 木の ためし かさねて 三 笠 山 はるの いろ そふ まつ も楙も 


尻 卷之 七十 
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忍の す さ ひ 

此 一 卷忍 のす さ ひとい ふ は 庚 子の 春東歆 山なる 尾 公の 御宿 坊類燒 せし か は 君命 を 蒙りて 彼 土木の 

事に 預られ しに 彼山假 住の 間に 筆記 せられし を かく 名 付ら れ しになん 

忍の す さ ひ 

〇 此春廣 子 三月 廿 七日) 東都 下谷災 あり、 餘炎東 叙 山に 及 ひ院々 多く 炎燒 せし、 北ハ 中に 我 公の 御宿 坊顯 

性院も はからす 烏 有と なれり、 同し 六月 十四日 命 を かう ふりて 土木の 事に あっかり 侍り、 同し 廿 三日 彼 

山へ 移りて 假 なる 所に 住 侍りし、 いと やう か はりて を かし、 夏な から 風す、 しく 侍る ゆうへ 

荻す、 き 曾よ や 吹く る 風の 音に 秋なら ぬ 庭 も 露 そみ たる >, 

〇 忍 岡避暮 

隱々 阿閣 引秋凉 # 冉々 水 芝 輔錦香 短 棹 長歌 悲遠客 孤 身 疑 夢 人陂塘 

〇 中堂 (東西 軒より 軒まで 三十 餘 間と 云々) の 環 璃尊を 拜し法 華 堂 常 行 堂な と拜み 巡り、 忍の 池に 臨め は 

數十 町の 水面な へ て、 荷葉 綠を しき ー函花 紅白 を まし へ て 香 風最淸 く 蓮 花界に 入る かと 疑 はる 

蓮 風 送 暑 露 華 浮 獨歩微 吟慰遠 遊 玉 宇 無 塵 東岳暮 水 光山 色 双淸秋 

程なく 秋た ちて あしたの 風 身に しむ、 む 地 そす る 

露む す ふす、 の 篠屋の 朝 戸出に をき ふきこ ゆる あきの 初 かせ 

市 買なる 御館へ 文 遣と て 申つ か はしける 

たつね みよ 風に しられぬ 露 まても しの ひの 岡の 秋の ゆ ふへ を 

1 ュニ五 
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水邊に 月を兑 侍りて 

一 江 秋色 不ね人 滿^ 金波 人望 新 爽氣瓢 然蘆荻 露 ！ K 心 水面 本 無 塵 

0 此 出に 故 ありて 來れる 人 (奥澤 氏 ) おさなき もの を 先た て、 打な けき 侍る 

秋 かせの たつより やかて 消に けり わかなて しこの 露の 身そう き 

となん 聞え 侍る 程に あはれ も 大方なら す覺 侍りて 

一 花の あきのな てし こ 露き えて かた 見に のこす 萩のう はかせ 

〇慈 鹿 慈眼 兩 大師の 眞像此 山の 三十 七院 一 月つ  執事し 奉らる、 文月 は 凌雲 院に 遷座 在し 院主 探題 前大 

止 は 予か家 助なる うへ、 一山の 學 頭に 物した まへ りし か は、 いとうれ しき 結緣 になん は、 る、 三月ば 

慈 is^ の 御 月 忌に て 御 帳 ひらき 參らせ 人々 群集せ り、 夕へ かた 一品の 宮 も御參 ありし、 根本 花 峰の 二 大師 

はさら 也此 大師 を は 世に よく 知參ら せて 都鄙 恭敬す る 者 多 かる、 {莨 に 本 地 十 方 慈父の 觀 自在 大薩埵 にい 

ま そかり 侍る とか や、 慈眼 視 衆生の 誓い かて. S しかるへ き、 故に 增長 菩提心 を 祈り ある は 人間の 故 を 願 

する に 響の ことく 應 あり、 よしや 仇なる 夢の 世 はとても かくても 有なん、 只 永き 闇路 をて らし 給へ と 祈 

奉りて、 榜嚴 の. 2 我 觀聽^ 明 故觀昔 名 編 十 方 異能以 眼 作 耳根怫 事故 名 觀世音 自在 云 無 礙と文 を 思 ひて 

澄 月の ひかり あまね きむ さし 野 やきり にさ はらぬ 获 のうは 風 

〇 七夕 まつる ゆ ふ へさ ひしき 柴の戶 にう そふき て 隅 田 川 も 無下に 間近き なんと 人の いふ を 聞て 

影う つす 星 合の そら もす みた 川い かに こと ムふ 露の ゆ ふくれ 

ー聲、 y 笛晚 池 館 授蓮花 水 動 魚迷徑 林 空 鳥 有 家 

素 琴 和 月 冷 銀 者 含秋斜 ^:f:. 風 煙 外 穿 雲 將上據 

〇攝 州 長柄の 橋の 木に て 故 一 一品 亞相家 (光友 卿) 彫刻 ましく ける 地蔵尊 を 年 比 もり 奉りて 此度 東行に も 

身に そ へ 侍りし、 予 如何なる 因鎵 にや 多くの 御家人の 內 にて 此 山に し はし も 住 侍る 事お ほろ けなら す覺 


0 
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え 侍りし ま..、 彼 大士の 像 を 院主に 参らせ 永く 當院に 安置した まひて、 多くの 人に 結綵 しまし く 侍ら 

は、 生前の 喜 ひ 且は無 時の 紀念 にもな し 我 後の世 を放拔 した まへ とて 

たつ 浪の あさ 瀨 もしらぬ わたり 川 われ 迷 はすな 法の 舟お さ 

〇 靈 まつる 比 は さらても 抉 露 そへ、 見し 世の いひむ つ ひける 友 も 今ば 泉下の 客と なりし あと 忍 ひふと ふ 

わさ 多 かる、 まして 武藏 野の 秋の かせに 所から 忍の 岡に 住 か へ 思 はさる 外の はきの 下露 を 手 向の 水と な 

し 侍る もさた めな く、 晨鐘夕 梵の聲 に 心 もす みて よしや かくても あらま ほしな と 思 ふとうろ 作り 燈か 、 

けなと する いと/、 めつ らし 

月 前述 懷を 

おも はすよ 知らぬ むかしの 秋 まても しの ひの 岡の 月に 見ん と は 

護 國院の 常 不退 轉念佛 所 にして 亡 人々 の 爲に稱 名して 香す. -め 侍る とて 

脫無邊 苦 海 頓入天 華 光 落々 大千界 金 風せ 露凉 

さらて たに 風む す ふ 袖の 夕 まくれな みた わけいつ るむ さしの、 月 

本 照院ノ 座主 

〇 一 品の 宫の御 墓所 拜し 奉る も かたしけ なく、 久遠 壽院准 后の 塔に まるり て 彼 康存の 御 時 まみえ 參らせ 

て 法の 道 承 はりし むかしの 秋 もい と おも ひ 出られ 侍る 

幾 としを かさねし 秋の かたみと もしの ふの 岡の 苔の したつゆ 

〇 十 五日に は 主計 君 立 入らせ ましくて いと/、 恭き 仰せ 事な と 侍りし もうれ し、 同し日^^樂院の巧萬 

本ノ ママ 

遍會 いとすし やうな り 

かけう つす 横 川の 水に 秋 なれて 筢ぬ ひかりの 月 も 澄に き 

くり か へ すお も ひの 玉の 數 ことにな かき 世 てらせ 秋の 月 かけ 

  1 ニニ 七 
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〇 十六 n 文珠樓 (文 珠の像 並 四： 大王 を 安置せ り) に 登る、 遠き なかめ 目 もさ やかな り 

海門 秋 霧 松 靜 閣 上風旋 旭日 迎 麼々 堂々 新 眼界 凌 霄俯視 碧 淨々 

人の かたへ 巾 遣 はす 

秋の色の 桐の ひとはに 落 初て ゆ ふへ よ 袖の露 そこ ほる、  . 

〇 女郎花 を 人の 送りし ほと に、 人なら はいつ  のさ はり 有へ きに と、 ひ ゑの 山の 念 怫會に 和 泉 式部 かつ 

ぶ やきし 事な とお も ひ 出して 

さす かまた しの ひの 岡の 女郎花に ほふ ともなき 草の葉 かくれ 

〇 廿四 n の 天台の 御 忌！：：！ にて 三昧 堂に して 徵法會 侍りし けに 六 根の 罪 も 消 は へ る 心地して 懺悔の 心 を 

草の葉に おくしら 露 は あ ともなく むかひの 岡の 風の， まに ノ、 

〇 大佛 殿のう ちの 悲願 金剛の 像 まします、 (立 容) 此 近き あたりなる 精舍六 所に 地蔵尊の 像 を 納め 奉りて 

諸 人に 緣を結 はしむ、 願主 今年 九十 歳と かや、 自ら 彌陀の 名 號を板 面に 書き 地蔵尊の 利益な と 記して 

人の 爲か きをく 老の くりこと を 後の かたみよ 南無 阿 彌陀佛 

隨立 I： の あまり かたはらに 書付 

こ. r の そち 老の坂 ゆく みちし る へ 迷 はし ものよ むつの ちまたに 

〇 千 乎 堂 は 献廟の 命に して 藝 fe- の 立た まへ るに なん、 平 盛久代 苦の 御 誓の ま、 に 白 12^ 斷て 不思議の 靈 

fS ましく ける 尊像 (く はしく 緣起 にあり) 也、 おと 、し此 堂に して 

身に か へ て たてしち かひの 橋 はしらく ちす や 今 も 人 わた すらむ 

とよみし も 三と せの 秋に なりぬ (六月 廿八日 は 盛久命 助かりし 日 也) 

夏^の はきの ふる 枝 を その ま、 に はなす り 衣き つ 、 なれに し 

Q* 教 山の 學 頭 凌雲 院前大 僭 正 K 觀和尙 は 仙 波の 星 野 山 (はじめは東^^山と號せし星降の地ぁる故當山 
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開基の 後號を 改めし となん) 無量 壽寺喜 多 院兼帶 なり、 彼 寺 は慈覺 大師 基 を ひらき 彌陀の 像 を 彫刻して 安 

置し 給へ る靈地 也、 幕下 朱 章の 地 七 百 石 を領す 坊九院 あり) 關東談 所の 隨 一と かや、 河 越 も 無下に 近く 

みよしの 、 里程 遠から すいと  >- 靜 けき 所と 聞 ゆ、 扱 も 凌雲の 亭 より 南東 はるかに 望め は 東都 半" 眼 下 に 

見えて 上 總下總 安房 等 はる，/ \ 見 ゆ、 鳥 越 角 田 川 まつち 山ち かく 月の 夜い と，/ \與 あり 

これ もまた 我た っ杣 をう つし 來て 鷲の 御山の 月 やとす らん 

〇 同し 比 (七月 廿 四日) 常 行 堂 重 葺の事 を も 命 を 奉して 彼是 沙汰し 侍る も因緣 あり や、 此堂は 我 前 一 一品 家 

敬 公寛 永 四 年 丁 卯 九月に 建 させ 給 ふ (奉行 安部 勘 兵衛良 長) 本尊 は 紅頗梨 色の 阿彌 陀如夾 (金色 觀勢 

二 菩薩た うとく まします、 爱の妻 戶に摩 多羅 神 を まつる 是念怫 三昧の 守護神と そ、 鳴 呼 法 花 妙 部に 如來 

親しく 性 生 を 記し、 華 嚴頓敎 普賢 體陳 たまへ り、 執 持 名 號の功 德如來 一代の 會 ことに 稱 讚した まひ、 十 

方の 種覺是 を證誡 した まふ 五 濁の 惡輩未 法の 羸 劣と い へ とも 彌陀 大願 業 力に 依て たやすく 無 爲の報 土に 

生す る 事誰歟 望まて ある へ き、 凡そ は此五 三昧 海に 入て 在 纏の 罪 を 維き、 塵累の 淸淨を 得て 安養の ili^ 

花 を 開き、 眼 あたり 如來の 無量 光 を 見 現前に 菩提の 記を授 了て、 化身 無 數百仍 職 智力 廣大 にして 十 方に 

偏し、 普ね く 一切衆生 界を利 度 せん 事亦樂 しからす や、 うやく しく 尊像 を 拜し寶 號を唱 へ 奉りて 香た 

てまつ る 

巍然獨 坐 法堂秘 月面 光圓 滿玉樓 易往 西方 十 萬 億 一 聲 一 念 豈難修 

此堂 にして 毎月 十四日 曼荼羅 供なん 修 せらる、 これ もまた 華峯 大師の 遺風と かや 

〇 避暑 忍 池 

蓮 風 送 暑 露 華 浮 緩 歩催吟 半日 遊 眼底 翠 I 山 避暑 處 林 頭 風 靜寺門 秋 

うつくし よしと 蟬の啼 らんと 俊賴朝 Hn の 詠る 夫 木のう たは 今の 人の つくし こ ひしと い へ る蟬 なりと かや 

蜩の 類に していと ちいさき か聲は 鳥の 如く 高し 東都 はいつ くも 多し 

  ミニ 九 


  三 一一 〇 

，， 

霧 はろ むかひの 岡の 杉 むらに ゆ ふ ひさ ひしき 日く らしの 聲 

〇 僧と 念佛 往生の 事物 かたりし りし 時、 客 云 東 艦 十四 (建 久五年 五月 一 一日) 由 比 浦の 漁夫 無病に して 死 

に 往生の 端 想； r て、 諸人 擧て 結緣に 端座 合掌して 聊動搖 なしと 記せり、 是 如何なる 念 怫者成 けん、 吉水 

,^ 大師 西 化の n 漁 人を勸 めて 往生せ しめ 給 ひし 類に や、 され は 大師の る傳を 見る に 法 中に て は 慈^ 良快顯 

腐明遍 等の 高僧 知識より、 蓮 生敎阿 等の 不舉の 儈幾百 人 か 共に 西方に 往生し、 且上 三代の 至尊 后妃 竹 園 三 

公 九 卿 を 始め、 武家 野人 愚 夫 愚婦及 ひ强盜 獵者淫 房の 婦女の 類 迄念佛 往生の 數を 添し、 是實に 如 來大悲 

の 折 ズ願機 を 撰 ひた ま はん、 十 方 善惡の 衆生 至 心に 信樂 して 彼 國に生 せんと 願し、 單 直に 念佛 して 往詣せ 

し 人々 あな かしこ、 身の ほと を 知りて 無舉無 分の 機 は 他方の 出 離の 外 絶て 路 なき 事 を 知るべし と ある、 

上人の 勸られ しこ そた うとく 覺 えし 

〇 了 然禪尼 は柬福 門院の 女房な りしが 女院 かくれさせた まひて 後除髮 して 諸方の 禮師に 參じ目 出た き 明 

眼の 尼な りけ り、 出家の 初め かたちの うる はしき をい とひて 自面顏 を 掠し 其^に 

昔遊宮 裏：^ 蘭麝 今 入 禪林燎 面皮 四 序 流行 亦如此 不知 誰 是箇中 移 

いけろ 身 をす て 、 やく 身のう からまし 終に たき 、とお も はさり せ は 

^都 二く たりて 結緣多 かりし、 晩に 鎌 倉に うつろ ひなんと しける 時、 rn 比 書お きし ー卷の 和歌 を 人に 送 

られ し、 其 一 冊 計らす 得 侍りし 昔日 彼禪 尼に 見えし 時 

問 云何是 祖師 „i 尼拂 一 拂云不 傳敢問 不傳. ^傳尼 云 秋 風浪 馬 啼拜云 一 江 秋色 書 難 成と て歸 りし も 一 一十 餘年 

夢と なりに き、 今此 卷を兑 るに も 其 時の 心地 は 無 時の 紀念 なりけ る 

け ふ 兑んと 誰か 思 ひき やむ さしの 、ひと もと ゆ ゑの 露の かたみ を 

彼 一 卷 何人 か 名付けん 紫の 一 もと 、 なん 題せ し 

〇 初秋の 題に て 或 人の やにて 讀は へ る 
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秋の色 は 桐の ひとはに 落 そめて ゆ ふ へ に 袖の露 そ 見た るる 

初秋 や 月の ゆ ふ へ を 吹かせに す、 しく をつ る 桐の ひと 葉 も 

〇 或 人寓舍 をと ふら ひこ  >- のす みか うらやま しなと 云て 

犬 日 枝 を こ、 にう つして 湖の すめる こ  >- ろの 花の はちす 葉 

返し 濁に しまぬ 露に こそ あれと て 

にこり ゆく 心に そ 似ぬ すめる 夜の 月 を まちと る 蓮 葉の つゆ 

北 はっく はねの 緣 はるけ く 西に 富 土の 雪 眼す、 し、 東南 海 はれて 遠 帆の 消の こる あした 金 風：^ を ふくも 

えなら す、 萩の 花 露に かた ふき 尾花 ほの/、 と 見 ゆる 氣色 いはん かたなし や、 その 夕つ かた 讀 侍る 

影う つす 月 を やとせ る 初 尾花 まねき やとめ し 露の ゅふ暮 

月の 歌 あまた 讀 ける 時 

あさち 原 露の やとり に影馴 ていく よた ひねの 月 も 澄らん 

新 知 恩院の 鐘い つも 聞え 侍る、 亦 朝夕 金詖 まち かくひえ つ， て 念佛の 便と なる もうれ し、 幡隨意 上人 基 を 

開き 龍神に 緣を結 はれし 事な とお も ひ 出 侍りて 

講殿秋 閑 一葉 風 寒 泉脉々 酒 塵 中 金 鐘 呼 去 武陵月 捧出 龍珠光 玲瓏 

〇 湯 島天滿 宫の內 にて 八 子 王の 藏王權 現の 像 開帳の よし 人の 語 侍る、 是吉野 子守 勝手 三 所， 御 神 (聖德 太 

子 御作) にて わたらせ まします、 見よ しの、 名 も當國 にも 侍る にや 人って によみ て 奉る 

ひた ふるに たのむ の 雁の かりの 世 もす てぬ ちか ひに あはれ とば 見よ 

此 あたりに 妻 戀の明 神と て小祠 侍る、 いかなる 神 を まつれる にや 柳の 井と いふ 處も 侍る とそ、 葉 柴の里 

淺茅原 鏡の 池な と は 忍の 岡より 東 也と かや、 まつち 山 角 田 川 歌に よみけ る 名所に て 侍る 

或 人 云 こ、 を 忍 ふの 岡と 云、 西の 麓なる 池 を 忍 はすの 池と いふ、 思 ふに 此池も 忍 ふの 池と いふなる を 俗 
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にかくい ひなら はせ るに や (忍ぶ と不 忍と 意た が へり) 山城 國 (乙 訓郡) な る は つかし (羽 束師 とかけ り) の 

杜を 今の 里俗耻 しらすの 森と 呼と 同意の 談敷 

〇^ 並の 5 へ の 夜々 のかり 寢も いつしか 八月に なりぬ、 八日の 夕べ より 月 も 毎夜に はれて 次第に 影 あか 

くな り 行 も あはれ に 面白し 

たのめ こし 月 を まつち の 山 かせに おと つれそむ る ゆ ふくれの 鐘 

待^ 山は此 岡の 東な り 

\ 曰 忘れめ や 秋の はてなき むさし の、 ゆ ふつ ゆ 白く やとる 月 かけ 

九 曰 幾 秋の 悌 うつす ます か. - みむか ひの 岡の 月の ひかりに 

十 日 露む す ふ 秋の ゆ ふへ やい ほ 崎の すみた 川原に 月 やとる らん  一： 

角 田 川 も 東の 方に ちかし 

十 一 日 まちい つる 峰のう き雲晴 初て 月に と はる. - 露の やとり を 

十 一 一日 むさし の や 草 はみ なから おく 露に かた ふく 月 を あはれ とそ 見る 

〇 十三 日の 夜 は 殊に 雲 はれて 空 もす みわたれ り、 松 高して 風に ー聲 の秋淸 く、 霧盡て 軒に 連夜の 月 を か 

けたり、 桂 花 翳 を 遺り 蘿 葉月 を 擺 ふさまい ふ はかなり し、 衆徒と 池の 邊に遊 ひて 潯 陽の 江 も 思 はれ 侍り 

しなと 聞え し 程に 

よつ の をの しら へ を 松に ふきそ へ て 入江の 月 を はら ふ あき かせ 

松む しのす たく ゆ ふ へ 或 僧のと ふら ひ 来りし 

しの ひかぬ 忍 ふの 岡の 村す、 き ほのかに もる、 まつむしの 聲 

〇 十四日の 夜 薄雲た ちお ほひな から 更行 月見え て 春の 夜の ことし 

草 まくら かた ふく 袖の露 ふけて 霧に こもれる むさし の. -月 
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〇 十五 日 雲 立お ほひて 月 も 兌え さりし そいと 口 をし、 更行頃 雲間に 見えし ひかり はたな つかし 妙堯僭 都 

へ 申 遣 はせ し詞 

風搖 白露 世緣輕 淨隔塵 中心 更淸 可惜 武陵 一二 五月 不着 桂 影 一年 明 

鴨 長 明か こ はな ほさり の 秋の {4 か はと 詠せ しも 思 ひ 出されて 

露 はかり 袖に おけと や 今宵し も 月影 そ はぬ 秋の むさし 野 

0 十六 日 雨ふりて 月見すな りに き、 立 待の 宵 住 心院の 坂より 見ろ 月 かきり なくめ てた し、 片雲 歸盡て { 仝 

すみわたり、 花やかに さし 出し 影 またい はん 方な し、 東の 方 さはる 山の端 もな く、 赏 むさし の >- 月の な 

かめうら むく は 十分の 圆 ならぬ こそす こしかけ たる 心地し 侍る 

まつよ ひに なさ はやこれ も 嬉し さ をつ みかねた る 袖の 月 かけ 

〇 居 待の ゆ ふへ 雨 あら/、 しう 草の 庵 もりて 袂の しほれ けれ は 

くるしく ももり 來る雨 かむ さしの  >, さしてつ ゆけ き 草の いほりに 

明の あした 野 分 はけし く、 苫 ふける かり 住 もい と  >- あや ふく 侍りし を、 とかく 取つ くろ ひ 侍る もろう か 

はし、 世に すむ 身 は あらぬ 事に 至りて らうし 侍る、 ゆ ふっかた 風 やみ 露 白く 虫の 音 また あはれ なり 

吹す さむ あらしの 後の しつけさ もお も へ はし はし 柴 のかり 庵 

0 がる あした 學 寮に 入て 軍內 某と いふ 儒士 杜氏 西 山の 詩を講 する を 聞に も感 ありて 一 絕を辍 りて 一 音坊 

といへ る學 生の かたへ 遣せ し 

暮鐘 殘角西 山 恨 空 遂斷雲 萬 里 秋 雁 外 無 書 孤月 白 桂 光 却 使 客心愁 

秋 聲の詩 を 入々 作りけ る 時 

旅 雁聲寒 無夢尋 風 傳蘆笛 感鄉心 嗚蛩砌 下 連 宵 語 孤 舘搗秋 落月砧 

〇 凉夜 凌雲 院の 大僧正 (實觀 ) 庵 をと ふら ひ 来まして 燈下台 家の 舉を きくに 盡 せす、 今に 異邦と い へ とも 
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後世に 至りて は 山 外の 說 をのみ もて 遊 ひて 天台の 舊を わすれ 侍る にや、 我國 中古の 記の 俗に 近く 侍る を 

いやしみて 共 赏をか へ りみ 侍ら さる もうらみ あり、 但し 花峰惠 心の 後 眼 ある 人 もまれ/、 なれし にや、 

智禮智 旭 は 北 ハ德其 行ひ甚 高し、 今の 人德行 をす て. -文辭 に 眩き 異を 好み 奇を街 ひ 菩提心な きこ そいと々 

々かなし けれ、 あるひ は 敎觀の 旨 を 外にし ひたすら 一 經の德 に ほこる 故に、 あらぬ 邪 解も發 りて 謗 罪の 

いたまし きも ありな と 聞え 侍る、 凡 此師は 一山の 學頭 にして 知行 あさからぬ 知識 也、 いかなる えに しあ 

りて かか 、 る 師に逢 參らせ 立 入らぬ 道 を も 問 侍る こそい とうれ しき 結緣 なりけ る、 文 宇の 名號を 書て 送 

られ ける 返事に 

汲て しる 深き なかれ や 玉 川の 水上き よくす める 月 かけ 

ひ 文 珠樓の 西 坂の下に 穴 神と て祠 あり、 鳥居に 忍 ノ岡稻 荷と 榜す、 此社は 八幡 太郞義 家 奥州 下向の 時 建ら 

ろる と、 後に 賴朝卿 御 參；？ - しとい ふ、 古へ は此所 奥州への 通路な りしと かやい と景 よき 地な り、 祌も亦 

瘻驗 いちしる くまし ますよ しとなん (或 云 延喜祌 名 式に 穴澤 天 神の 社と 錄 せる 是な らんと 然る や 否や) 堯 

^sl-の道の記に忍ふの岡に五條天祌ましますとぃ へ り、 其 社 今の 山 王の 地に ありし、 聖堂 を 尾 公 (義 直) 建 さ 

せ 給 ひし は 天神の 北の方な りし、 元祿三 (庚 午) 昌平 阪 へ 聖堂 を 移し 玉 ひし 時 天神 は黑 川の 前 へ 移し 參ら 

せし か、 同 十 年 (戊 寅) 九月 災 せし 後 今の 茶屋 町に 移し 立 (五條 天神 天滿 天神) 一 一座 を祀る 刖當は 代々 連歌 

、ゲ畢 ひて 前に は柳營 の御會 にも 儘の ほりし となん 

今淸水 寺の 地 は 聖堂 ありし 所 也 

〇 當山は 元 藤 堂 家 別業な りし、 其 先 (高 虎) の 香 火の 場 を 建て 寒 松 院と號 す、 大献公 寬永寺 御 建立の 時此山 

に 東照宮 を 藤 堂 家より 建ら れ、 塞 松院を 以て 別當 とせら る (今 猶然 り) 然れは 寒 松院は 根本の 佛院 とい ふ 

へきに や 

湯 島の 南に 妻戀明 神と て小祠 あり (稻 荷と いふ) 此 所なん 齋藤 刖當賓 盛が 住所 永 井の 庄也 (今 長江と 呼 


m 


ベろ と) 實盛壤 は 葉 柴の宗 山寺に 有と そ 

所の 者 妻 戀の神 を實盛 生れし 所と いふ 非歟、 實盛は 越 前の 產也 (或 云 妻 戀明神 は n 本武 尊の 靈 なりと 

是弟橘 姫 を戀て 吾妻と 呼 玉 ひしょり 始る にや 

0 此春 (享保 五 庚 子) 朝廷 不諱の 御 事 侍りし 故 御會始 もなかり し、 七月 廿 三日 內の御 會始と 聞え し 

綠 有年久 御製 

臺 なるみと りの 竹の わか 世に も か はらぬ 色 を 幾と しか 見む 

公鄉 の御耿 いつもの ことく 侍りし 其 中に 

中院 通^ 卿 

ことのはの ふりせ ぬ 庭の をし とも 見す や 御 そのに 千 ひろ あるかけ 

武者 小路 實陰卿 

深みと り 千と せ ふりぬ る くれ 竹の いまよ ろつ よは 君 かよの かげ 

同廿三 B 院 にて 詩歌 合舞樂 有しと 聞え させ まします 

〇勸擧院の了翁僧都(錦^^1賣藥の始祖なり)は禪に參し、 大光普 照國師 (隱元 和尙) の 門人と なれり、 忍 

岡の 池中辨 天の 場に 勸學院 を 作り 經藏を 建ら れし、 後 今の 地に 遷 つて (宫の 御所の 西南の 方) 高 泉 禪師の 

碑の 銘を 書て こ、 に 置れ し、 彼 儈都諸 州の 梵刹に 一 切錢を 奉納 凡； 一十 一 藏と 云々、 寳に結 緣の淺 からぬ 

事と も 也 (憎 都の 忌日 は廿 二日な り) 今 勸擧院 めて たき 談所 にして 每 日の 講 侍る、 一 山の 舉察を 開かれけ 

ろ 其 德 仰く へし、 院內の 本尊 は唐佛 の釋： ^如来 也、 今の 學頭は 探題 前 大僧正 赏觀擧 寮に 番頭 を 置て 擧ぶ 

東 岳に 雨 を聽く 

山 向 沈 陰亦晴 無 端 旅 雁 叫 雲輕 壺 中酒盡 對燈睡 一 枕 萩 風 成雨聲 

八月 廿 七日 初 雁 かね 音 つれ けれ は 
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むさし の や 霧の まよ ひに 聲 たて、 尾花め くらす かりの 一 つら 

長月の 初砧 のおと をき くも あはれ に覺 えし ま、 

誰 を かもしの ぶの 岡の 村す 、 き ほのかに よはの 衣う つなり 

妙堯 上人 詠 竹 詩 を 和す 

直 節 虚心 不受汚 七賢 竹 下 豈迷途 秋風 掃 月 玄丘竹 蔓玉 玲瓏 悅耳娛 

〇 重陽 雨晴て 秋色 淸し 一 音坊へ 遣す 

消 索 江村 紬菊班 孤吟 信 歩 獨偷間 魚 浮 幽沼山 t. 影 雁 斷長空 雲度關 

茅合雨晴^^序廣 お 烟風去 竹爐閑 白 蘆 紅 蓼 幾秋聲 淸 1^ 使 人 忘老顔 

かりの 接 も秋更 虫の 聲絕々 になり ゆく こそ 哀れ なれ 立山 僧都 ロ號 

品物 影衰 秋色 分 悲風^ 雁 和鑌聞 幽闕已 極 山林 裏 獨難 世變對 白雲 

と 聞え しほと に 

簿霧 5- 寒 山不分 古林 漠々 碟鍾聞 菊 前 衰鬂與 霜 白 一 片皈心 日 暮雲 

〇向 岡 (忍 岡) にいに し へ より 小 野 照 崎 明 神と て靈祠 あり、 台德 山嶺 照 院善養 寺 は 其 供儈 なりし、 寬 永中祠 

を 坂 本 (一 一丁 EI) へ 遷し 建て、 善 養 寺 は 同し 所の 北 (坂 町 四 丁目) へ 移さる、 此 寺に 古き 小石 塔 あり 之 を 小町 

塚と 呼 (小 野 岡 此の 名に より 小町 を附會 する 歟 但し ふるき 據 あるに や) 此 寺の 西の 岡に 船繫き 松と て 老樹 

ありし か 元綠十 一 年 九月 六日 燒し、 拉も小 野 社 は 篁の 祠 にして 毎年 九月 十九 日 祭り あり、 近き 年 1^ 堂上 

家 下向の 時 所 を さして 尋ね まうて たま ひしに そ 篁の 事 も 人 多く 知れる とか や、 神 像 は 束帶の 御影と いふ、 

武藏の 橫山黨 は 小 野 姓 也、 是 共廟祖 なる 敷、 延 喜の 祌名 式に 小 野 神社と 侍る にや (昔 は此邊 (本ノ マ 、) し 

か 亦 角 田 川大に 流れし にや 舟つな ぎの 稱は へる) 福 毒 院の境 內に龜 山と 呼 ふ 小 丘 あり、 芝に も 同し 名の 

所 あり 一 所 民お がめ 女が めと 云， ^  、 はめ かめと、 ぞ) 惣 門の 前なる 常 樂院は 念佛の 道場に して 世に 六 あみた 
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と 呼 ふ、 昔 豐島左 衛門尉 某 女の 爲に 武藏 野に 六 所の 堂 を 作り、 阿 彌陀佛 を 安置せ し、 せんしゅの 逢に も 

と 木と いふ 地の 如來を 第一と し、 龜 井戸の 如來を 終と す、 ニ季の 彼岸 會盆十 夜 等 府下の 男女 多く 巡參す 

(木 一 本に て 六體を 作れり とい ふ) 

〇 九月 十三夜 ことに 空す みて 月い と淸 くさえ 侍る、 忍 ふの 岡の すま 居 も 今 は名殘 近き 程に 文 珠樓の ほと 

りに 人々 と 遊 ひ 月見 侍りし 

かき そ へ て 秋 も 末 野の あさち 原 また 露わく る 袖の 月 かけ 

とし ふと もい か、 わすれん 東路 やしの ふの 岡に なれし 月影 

ある 人 

めつ るより なに はみ ちかき 今宵 かな あしの ひとよの 月の ひかりに 

と閜 えし こそ あはれ も大 かたなら す、 千夜 を 一 夜に なすと もなか/、 言の こりて 鳥 や 鳴なん と 思 ふ、 

秋の 半の 月 はつれな き 雲 ゆ ゑに うらみ あかせし 長月 十三夜の 夕ば えいと しづけ く、 岡に 登りて 月 を まち 

侍りし も. 裾野の 露な ごり なく 立 消え、 さわる 山の端 もな く はる^,^ とさし 出た る さまい はん 方な く、 實 

むさし の 秋の すかた を 今と し、 ぞ思 ふま V, になん 見 侍る もうれ し 

はても なき 尾花 か 露 を わけいて  >- ひとり 秋なる 月の むさし 野 

〇 け ふ (九月 十五 日) は 神 田の 祭と て 笛 鼓の 昔なん と あしたより 聞え 侍りし、 夕方 釋華 高き 鈎 やうの 物此 

邊りも 通り 侍る、 此社は 神 功 皇后に てまし ますと かや、 平の 將門 反せし 時 藤秀卿 下野 國 さる 島に て 梟せ 

られ しに 其む くろ はるかに 武 野の 東の 末 迄 軍 を 追ひ來 りし を、 祌 田の 明 神 打倒し 給 ひし、 かの むくろ を 

祝 ひて 神と 祟む、 今の 鳥 越の 明 神な りと か 土俗 かたり 傅へ 侍る にやる 今玆舂 朝廷 不諱の 御 事に て 毎年 柳 

營 へ參ら せらる 、勃 使 もや  此頃參 向 有し 

十 一 日 登城 十三 日饗 猿樂ト 五日 御 返答と 云々 

 1  、  1 二 一 二 七 
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堂上 家け ふ 此祭兑 給 ふと かや、 莊觀 といへ とも 流石 田舍 ひたる すかた 雲の上 人 如何 見 給 ふらん 

小 野 照 崎の 明 神 祭の n  (九月 十五 日) 

八し ほ路 にこき 出し 船 も 立 かへ りしの ふの 岡に あと や たれけ む 

〇 常 行 三昧 堂の 資 冠の 彌陀尊 は 寬永御 建立の 始 よりす ゑ まゐら せし、 一 旦宫の 御坊 災 せし 後 新に 法談 所 

を 造られ 彼 尊像 を遷し 安澄 せらる (大明 院宮の 御 時) 今の 紅 ぼ 梨 色の 尊 形 は淺草 寺傳來 して 祟め まもらせ 

し定 朝の 作问 身の 靈像 にて いま そかり ける、 このた ひ 御 重 一尊 遷座の 夜拜み 奉りて 

あきらけ く 西に 入日 も くれな ゐに染 いろの 山 や 秋の 紅葉 

〇 老 眠 早 覺常殘 夜 (白 氏) とい ふ 心 を 人々 詠け る 時 

うちとけ ぬと はなき もの を老 らくの ねさめ のこる 窓のと もし 火 

〇 耿 のかな とめ はなら ひなく して はみ たりに 讀 かたし、 且命 とも かなと 留、 亦 は 上の句に しの ひて 通 ふ 

道 も かな 等い へ る は、 願の 字 を 萬 葉に かなと 讀る是 也 (こ ひね かふ 詞 なり) 

〇 淸淨花 院向阿 上人 は 從四位 上大膳 太夫 源信宗 也、 父 は武田 安藝 守 時 綱、 母 は 遠、 に 守 朝 時の 女、 龜山院 

永久 六 年に 生れ (意 名德 光丸) 建 治 三年 十 一 月 元服 (加冠 北條 時宗) 伊豆 甲斐 駿河 安藝 等の 守 を經、 兵 庫 頭 

大腿 太夫に 至れり、 元應ー 一年 十一 一月 出家 (系 圖には 光 阿と 云々) 元德ー 一年 十 一 月 九日 化すと 云々、 作者 類 

記に 新 千載 集の 作者と 云々、 亦 一 說文永 二 年に 生れ 弘ゃ十 年 出家 貞和 元年 六月 二 3 遷化と もい へり、 洛 

西 は 六月 一 一 n を 忌日と せる とそ 

〇顯性院(柬^;^山)に松^^5の景描る释風ぁり(陸奥守ょり送られしとかゃ)けに八十島の詠めかくこそと目 

も あやなり けり、 鹽 釜の 社い と 神 さ ひ 見 ゆ 

白 川の せきの あなた を寫し 緒に こえな て 千 賀の鹽 かま も 見つ 

〇 八幡 太郞 東征の 時 たっさへ 持れ し 琵琶 今 下野の 金鎖 寺に あり、 我 敬 公之 を 摸し 作らし め 給 ひて 顯性院 


F し  m 


に 納めさせ 給 ひし 

〇 月の ゆ ふべ 三昧 堂に 念怫 しける に、 紀齊 名の 勸畢會 の 侍 序に 念 極 樂之尊 一 夜 山 月正圓 とい へろ も 思 ひ 

出られ 侍る 

霧 はら ふむ かひの 岡の あき かせに 月 落 か 、るふし の 遠 やま 

靑嵐袖 ひや. - かに 皓月 眠靜 けし、 嗚呼 今佛 像に 對 する も 大賓に 接して 恭 謹なる かこと くなら す、 たま- ) 

經 法を學 する も 財 利 を 求む るの 勸 的に しかす、 か 、 る 拙 さは 慙愧 せす して 我は顏 なる も 自ら あさまし、 

され は 鴨 長 明 云 (，發 心蕖) 男女に 愛着して 命 をす て 勝 他 名聞の 爲に肝 瞻を碎 くさ まなと は 末代 とても 纖盛 

ならす や， 博卖 打と いふ もの をき け は 夜 もい ねす 晝も立 去る 事なくて 片時 も 休ます、 其 間 身の くるしき 

心 をく たくさ またと へ てい はん 方な し、 され は 貪愁勝 他の 心 切なる 身 力に ておのつ から 心 を やしな ふか 

たも 有に や、 目 もつ ふれす 腰 もす くます よしなきす さ ひに はかく 心 を 入 るれ とも 善根と い へ は 緩く 懈怠 

なるやと いへ り、 此頃庚 子 七月 江 城 西 曹子谷 日蓮 派の 儈 一 婦人 を少 男に 駐ひ 房中の 慾を恣 にせし を、 寺 

なる 男 彼 か 女なる もうか 、 ひ 知りて とかくけ さう しけれと も、 うけ ひかす して か へ りて 僧に かくと 吿し 

か は、 大に 怒り それとなく かの 男 をつ らく 召使 ひたる ほと に、 頓て 人に も かくと あら はしける となん、 

聞え 見えし か は、 僧自不 律の 事 をい ひ あかされて は 住持 もし かたき 故、 ひそかに 其 男 を 殺して 彼 心亂れ 

て 自殺せ しとい ひしろ ひけろ に、 其 男の 親類 怪しと てと かくする 程に み くるしく おそろし かりし か は、 

新紋金 十五 雨して かれら をす かしな ためし >  さす か賤 しきもの とて 慾に ふけりて しつ まりぬ、 共 在所 板 

橋に かへ りて 不知 顏せ しに 注 家 聞 出して、 さる 徒ら もの を 其 儘に おくのみ 歟、 金に かられて 骨肉 0{兔 死 

を隱 せる 事 沙汰の 限りなり とて、 吏 所に 訟 へたれ は 滑 も 女 も 皆から め 捕れて 禁獄 せらる、 間な く大 刑に 

そ 行 はる へき (同年 十 一 一月 让 七日 千 住に して 梟 せらる) 拉も 色の まと ひ 利の まよ ひ 一 方なら ぬ さまき も を 

驚し 侍ろ、 亦 同し 頃 色 を ひさく 尼 かあつ まれる 宿へ 立 寄る 男 あり、 初めは 1 尼と 物い ひし か ある 日い は 
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く 誠 は そこに 心 あろに あらす、 此 家の 娘に めて まよ ひ 侍れと 便りな き故此 日頃と かくい ひか はし 侍る、 ね 

かはく は そこの 中た ちに て かの むすめに あはせ てた へ とて いかめしき 贈り物な としたり けれ は、 尼 こ > - 

ろよ くう け ひきて こ  >- にして はさる 事 も 成 かたし、 いさ させた ま へ 我し る 所 ありむ ぐら はふ 宿ながら ひ 

尻 一 しきものに は 袖 をし 給へ なと いひて とかくして 彼 娘に あはせ なる さまに いひ 出して 男に あはせ にけ り、 

男 限りなく よろこ ひて 尼に もね もころ にものし けれ は、 折に ふれて 娘 を さそ ひいて ける を 二親 心 付、 あ 

やし かりて こ 、かしこ 其 あたり 尋ねし か は、 あからさまに 事 あら はれに けり、 母お やい かりい きまき て 

尼 を 其 寮の 老尼か 方 へ るて 行、 此尼 こそ 人の むすめ をみ たり か はしく そ 、 のかして 世に なき 男に あはせ 

侍る、 いたつ らものに なんとの、 しりけ る ほと に、 老尼 もさる 情なき ものに て 其 尼を縳 して、 二階なる 

所に つりお く 初めは かなしき 聲 たて 、泣と も 立 寄る 人な し、 一 一日め の 夜 今 は 命 も 結え はへ る さりと も 情 

なき 宿の 婦の さかな かりし 故 そやと て、 次第に 聲も 細く 聞え けれ は、 ともの 尼 も 所の 男女 も 左 まての 罪 

にも あらし 今 は 許し 給へ とて 打より て ひたすら 詫 けれ は、 やう やく 三日と いふ 朝繩 ほと きおろ したる に 

はや fi^ 絕 ぬか 、 る淺 ましき 事 こそな けれと て、 人々 あはれ かり 且は老 尼 をお そろし きものに いひけ る、 

其 日の あしたより 淺 草なる 尼 かゆく 所の 娘の 母物の 氣付そ ひ 口 はしり、 さる にても 情なき ふろ まひい か 

て 命い けて 置へ きそと て はしり ま はりつ、 柱に みっから かう へ 打 あてなと せし か、 其 日 (九月 十 一 日) の 

暮 頃に くるに 死に 死にけ ると なん、 老尼 もた まし ひ拔 たる ことくう つ 、なく ほれて 今 は 死す へき 有さ ま 

とか や (十月 十 曰 終に 死す) 聞し と 語る 人 侍る こそい と/、 あさましく 覺 えし 一 念 無量 刼繋念 多生 却と い 

へ は 彼 も是も 共に 三 塗の 火坑に 入りて 炎の 底に こかれ なん 事 あはれ に 悲しから す や、 嗚呼 此 等の 人身 を 

置 所 を 撰 はす、 あたなる 色に おほれ 亦 は 財に くらまされて か 、 る 類 ひなき 死 をせ し 事 額 あつむる 入 あり 

夫 も亦禍 業の 惡因緣 にこ そ 侍れ、 夫 姪 盜殺妄 の 四重 を 犯して S 梨に 沈み、 九 百 二十 一億 六 千歳の 苦しみ 

を受 なん (月 連 問罪 羅經 )；^ や 尼た る 身 は 八重の 婆 羅夷を 如何 かせん、 我等 十惡の 凡愚と い へ とも 幸に 六 


ほ- 


八 起 世の 本願に あへ り、 いかて 九 品 往生の 望 をた > -ん、 終 時 從佛坐 金 蓮の 本意 を遂 なんに 豈 かたしと せ 

んゃ、 只 うらむ らく は 願 行の いさまし からぬ 心の 程 をのみ なけき 侍るな と、 H ひに 聞か はしける も 善 gf」 

皆 善知識な りとうれ し 

〇 又或淨 家の 儈 出世の 爲に數 千金 を 懐に して 上京せ しか、 白浪 綠 林のお それ を愼 しみ、 西國 某の 家 vtg 

り 上ろ 路 にして いまた 足下 を 知らす とい へ とも 武士 はさる たのもしき 方 こそ 侍れ、 我 今 僕と 1 1、 上る *^ 

次 止宿し つ 心なし 願 はく は 君と 俱に 行て 心 を 安ん し、 且は懷 金 を 行李に 入れて 給 はら は惠 ならん とい ふ 

彼士 聞て いた はしい さた まへ 金 は我筐 にかくし 侍る へしと ていとね もころ にものせ し、 一 日 一  一 R となく 

行ける、 や、 近 江なる 勢 多の 橋 夜 を こめて わたりけ るか 彼士 兼て 慾 心 ありて 其 僧 を 橋より 突 をと し 下人 

も 同し 波に 沈 入し、 かくて 國 にかへ りて 曰數 過け るに 共 僧 尋ねて 至ろ、 淺 ましく せんかた なけれ ま， いふ 

へき 言葉 もなかり しに、 佾 云く 我 出世と ていた つらに 世 塵に 交 はり 金の 爲に命 を 失 はんとせ し 事 こそい 

とく 愚 也、 足下 も 害心 ありて 水中に 投 せられし かと も 水お よく わさ 知りし 故に 頓て 岸に 上りぬ、 され 

とも 今 は 出世す へ きょす かもな く、 やと ひつれ し 下人 さ へ はかなく 水の 泡に ともな ひし か は あちきな く 

今 は 世 を 思 ひすて、 京なる 知る 人 尋ねて かう くと かたり、 わつ かの 資緣を 得て 是迄參 りし 也、 よしや 

足下の 名 立て 命 失 はんも 元より 罪業 也、 始 我より 賴み しあ やまり 他 を うらむ へき やうな し、 皆 宿 因の^ 

のいた す處 なると こそ 悟り 侍る、 此 よし 吿て そこに も 心 やすく 世に あらせん 爲 にこ そ參り たれ、 さらよ 

いとま 申と てた ち 出る を 袖 を 取す かり、 さる にても 耻敷 心底な と 男 を 立 侍る へきと て刀拔 てもとと り 押 

切 一筆 を殘 して 家 をの かれて 出し、 儈も かれ か 惡心を ひる かへ しける を隨 喜して 立 わかれし、 其 新發意 

京なる 蓮 社に して さま を かへ 專修の 行者と なりて 今 は 東都 麻布の かたに 忍 ひ 居 六 時の 念 怫長齋 にして 堅 

固に すぎ やうし 侍る と、 或儈の 語りし こそ (其 僧 もまた 城 西 某の 所に 念佛 して 在と そ) 不思議の 因緣 にて 

かれ もこれ も 菩提の 道に 入りけ るよ と、 悲喜 こも/、 流 侍ろ、 一 念の 惡 よく 入 を 殺し、 一 念の 善よ く 人な 
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みちひく され は 一 念歸 命の 念佛 なと か 空 しかるへ きと もに 念佛 して 歸 りし 

〇 蓮 花 T 昧經の 三十 七 尊 住 心 城の 文 を 同 經の義 軌に衆 寳淸淨 連 花臺上 蓮華 眼佛 結跏跌 坐と 云々 (連 眼 弗 

は 阿 彌陀佛 なり) 仁 和 寺の 濟遏 僧都 金界 三十 七 尊 を 以て 當麻 曼荼羅 中臺の 三十 七 尊と し、 名 位 印 記 を fe. 

り ー卷の 抄物 を 著されし を、 大 御室の 上乘院 代々 相傳 なりし、 西 山善惠 上人の 孫弟證 佛に庳 へて 長樂寺 

の隆覺 律師の 門人 阿 日師に 授られ し、 應 永年 三緣の 酉譽 上人 傳へ秘 して 持た まへ り、 賫永四 年眞譽 大き 

正 ぼ 阿 上人に 授られ し (東都 一 心 山 稱往院 の 住持) 依 之當麻 網目 秘決 抄を述 して 七 齒のロ 決を弘 めら る、. 

今 現に 在て 講說盛 也 ( 一 Ki: 萬 人に 結緣 せられし と 云々) 

〇 台 宗の歸 命 房と て 匹 如 身 侍りし、 北 小路 家に して 一品 禪尼 (桂 昌院) の 御 兄な りし か は、 當廟に ま 親し 

き 御な から ひに てい ま そかり し、 坂 原の 西敎 寺に 住せられ しか 寺務 かじかま しとて 自隱遁 し靜に A ふ 弗し 

て 有し を、 關 東より 命 ありて 下向 有へ きょし 再三 仰せ 事 侍りし にも、 桑門 は， いみし き 御 方へ^ さるへ き 

本意 を^して かたく 辭し 申されし に、 猶ば もころ なる 御文な と 侍りし かはいな ひかた く 東都，  一く，. こり、 

わりな き 仰 を 蒙り 參ら せし 故老の 身の 見 くるしき さまして 參 りし 由、 御前に て 申されし か はよ くこ そと 

て 祿を賜 はり 如何なる 寺 を も 御營 あるへ し武 陵に 留り てよ、 亦 都 域の しっけ からさる. をい とひ 物し 寺ら 

はかま ひすし からぬ 地を點 して 寄 させ 給 ふへ き 旨い と あさから す 仰せ ありし かと もと かく 名利の^ 二 身 

を 置 侍らむ 事 本意に 非す、 まいて 寺な と 住持つ かう まつる へき 事 はか けても おも ひより 侍らす、 只 生前 

に 尼 公に あ ひ參ら せし 事 ふしき の芳 恩な り、 今 は 御い とま 中て まかり 出 候と て 旅 宿に かへ りつと めて 亦 

仰せ 事 S あらん をむ つかしと いひす て歸 京せられ し、 君に も 利 名に 心なき みさを を感せ させ ましく ナ 

る、 共 後 は 岩 倉なる 山の 奥に 閑地 を 得て 鍵 方丈の 巷 引 結 ひ 内に は 世に 用 ゆへ き 調度 ひとつ も 置す、 土签 

ひとつす ゑて 飯に も あらす 粥に も あらぬ もの を自 と.、 のへ、 時と なく 金鈹 うちならし 稱 名し 軒に 髑體ひ 

とっかけ て 常に 無常 を觀 し、 柴の戶 をと さして 問 ひ 來る人 も 厭 捨てられし 草 養の 障子に 書 捨られ し 和歌 


かくて 世に 往 ともい はし 岩 くら やまつ より 外に 友 もな き 身 は 

いっとな く 念 佛の功 も 積り て 目出度 往生 を遂給 ひし を、 ふもとなる 民と ふら ひて 見 侍りし に、 西に むか 

ひたる ま >r にう つ ふして 合掌 もみ たれす 見えた まひし を、 人々 につけ しらせて いみし くも 取 納め 寺り し 

其時莽に會せし僧の今東^^山に有しにまのぁたり聞侍りしこそす>,ろに淚もぉちてたぅとく覺ぇし、 

呼 今 世の 儈 法師 緣な きも 强て便 を 求め こちた く 名利 をのみ 貪り、 寺院 建立に 事よ せ權を 計い， 威 を ふる ふ 

さまい と/、 あさまし、 歸命 尊師は 望ま さるに 幸 ひ あるべき を 我と いと ひ獨 居念佛 して 西邁 せられし 事 

亦 類 ひなく 侍る 昔 明 禪法印 云 法師の 德 ひらく 事 は 大略 後世の 爲に はすても のな りと いはれ し ( 一 言 芳談) 

遁世 は 凋 林に 竹 を曳か 如く 物に か 、 へられぬ とこ そいへ、 氣 きたなく 便宜の 得失 を 思 ひ 志 はたた 資緣に 

のみ あらむ かた そわ ひしき や . 

〇 庚 子 九月 十三 日 前 僧 上湛譽 大僧正 遷化 (八十 三歲) 終焉の 前 病る 心地 もな ほさり なりし、 今の^ 首 (源 

譽 大僧正) を 請し まゐら せられと く 非人 をた て 心 やすく 念怫 せんと 思 ひし 素 意いた つらに して 年月 をへ， 

侍りし も耻 かし、 但し 退院の 後 相 應に出 離の 心さし も 汚されす 靜 けく 念 佛し 侍る 事 一幸と 覺ぇ 侍る、 今 

はとく 本家に 歸 侍らん とて 旦に十 念 を 唱へ其 夜め てた き 往生 を遂 たま ひぬ、 十三夜の 月 ことに 澄て 雜の 

菊 も 紫雲に よそ ほひ、 t^、のこる菊風に薰して立ょる袖もかぅはしかりしとなん、 凡そ 近世^ 俗の 中 多く 

正 念 往生の 人 を 見聞す るに も、 未 世 燭亂の 際 口 稱念怫 の 一 法なら て は豈に 直に 道場に 至りて 無上 覺を成 

すへ き や、 され は 臨 末に 至りて 生 を 貪り 死 を 怕れ只 此皮囊 をお しみ、 目に 妻子 を 顧り み^ 離に 忍 ひかた く 

家財に 繫緣 して 放捨不 下なる G みか、 境界の 不順に 因て は 恨 を 抱て 死し あるひ は 病苦の 逼迫に みたれ て 

痛 を飮て 去る 輩 は 此易往 の 通路 を 知らされ はなり、 可惜 可哀 嗚呼 

〇 題 さくり て 詠 侍りし 耿 

推 夫 
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いた つらに 妻 木 こる 身 もし はしと て 心 やすむ る はきの 一 とふし 

萩 風 

それと なき 旅 寢の秋 も かなしきに ゆめ ふき さそ ふ をき のうは 風 

葛 

しるら め やまつ ちの 山の 葛 かつらくる よし もな き 夜半の うらみ を 

尾花 

風 を ひく 尾花 か はす ゑ は 白妙の 浪 におと なきむ さしの  >- 原 

檮衣 

， J ろもう つ 音 をし る へ に 里の あまの 月に も いくよも しほく むらん 

QCI 少將 のう へ 松 君の 御 方 (前 中 納言綱 誠 卿の 御 養女 常 廟の御 養女) 隱れ させ まします (九月 廿日) いま は 

の 際 御 筆 とらせた まひて 御辭 世の 和耿 ありし 

朝顔の 花の ひと 、き 千代 を へ て 松の みとり も 夢の 世の中 

御 佛念靜 に 申させ まし メ\ て 秋 霧に ともな はせ たま ひしと そ、 無量 山に 葬し 光 現 院鏡譽 圓淸大 姉と 號し 

參ら せらる 

〇 長月 廿日 忍の 岡より 御舘に 歸 りて 後 彼 山なる 僧の もと へ 申 遣 はしける 

秋 はつる 岡の 篠屋 のしの ひねに ふしに く かりし 夜半 も戀 しき 

〇 神無月の 始め 當廟御 遠 忌の 法事 侍りし 御 使と して 東 lig 山 へ まかりし に、 其 秋 住 なれし 事お も ふ ほと い 

つし か 時雨 ゆく 岡の ふしき も あれに 覺 えて 

林 丘 分夕麗 孤雁 遂風飛 勝 日 何爲昨 仙 亭霜葉 稀 

音 か はる 木の はの 時雨い つの まに のこり も はてぬ 秋のお も かけ 


神無月よ そに はすき ぬ 村し くれ わか 袖からの 冬ゃ來 ぬらむ  一 

檮衣幽  ，ー 

ころもう つ ふもとの さとの しる へ たにまた はるかなる 小夜の 巾 山 一 

吹た へ てまた 吹い つる あき かせに 音う ちす そふ 夜半の さ ころも  一 

結戀  一 

見し ほとの おも かけち かきまくつ 原な と枯 はてし 中の かよ ひ路 1 

紅葉  一 

染 のこす かた も あらしの 山の端に しくれ つくして さそ ふ 紅葉  1 

寄鏡戀  A 

立む かふ か 亡 クも今 はう かりけ り わか ひとり ゐの影 を かたみに "一 

一 

忍 乃 須 佐 比 一 


壅 
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鹽 尻 卷之 五十 七 


〇 朝野 群 載 li 一十 卷ニ； 善爲康 永久 四 年 丙 丁 編 次 

永久 は 後れ i 院年號 也 其 中 一 一 一 を抄す 

一  尺 一 一寸 (上廣 一 一寸 七 分 下廣ー 一寸 分厚 三分 頭體合 有半 月 之 形) 

北極 玄 無上 無 極 天皇 太 帝 尊皇 

北辰より 祭文に 見えたり 

〇 將軍家 i: 答 

竹 千代 .誕 生に 付靈筆 勅書 頂 載し 奉り 希有の 御 事 かたしけ なく そんし 候 武門の 繁昌 は 朝家の 安泰の 御爲 

よろこ ひ 思し 召问し 御 心に 御 祝 ひ 被 成 候よ し淺 からぬ 仰に て 候い よ./,、 千 歲萬歲 迄と 相 替らす 出度 

御う け 給へ ると 此 おもむき 天 聽に及 はせ 給 ひ 候て 

十月  一 n  御名 御 判 

十餘 代の 基 を 立 天下 久しく 隨 ひま ゐら せし 凡庸 人時 有て 富貴に 至れ は 必昔を 忘れ 驕暴 放恣に 成り 身と 子 

孫と 共に 亡 ひ 侍る 事 和漢 等しく 侍るな り 

〇 或 記 n 永 亨七年 十一 一月 天 野 民 部 少輔遠 幹 己の 領內秋 葉 山に 於て (遠 州) 鬼 を 狩 獲、 IIH5 州 林 氏 某に よりて 

德川殿へ献す、同八年正月三日德川殿謠初彼！5^ゲ-獒としたまふ、松平家歲首鬼の御美此ょり起ると云々、 

また 林 氏 此時薛 の 墓 を献 せし 是 一路の 臺の 權舆と 云々 

0_ ふさ W 閃) 註 群 魚 驚 散貌孔 氏の 讀は 直に 閃と せり 閃 は 門 中に 人 有て 或は 見えさる 意 ひらめく と 云に も 魚 

の 網なん とに おそれて？？ a ひらめの 冷，』 の 字と 水中 忽有忽 無の さまな り 


尻  ^ 


〇 攝州大 阪は中 迄 石山と 呼し にや、 永祿 十八 年頃の 古記 東 成 郡 生玉庄 石山 本願 寺と 書ろ 物 あり 

〇 信 長の 時 盲人に あらす して 千 貫の 錢を 出し 撿校 となりて 利 を 射し は 攝州兵 庫の 津常 見と いひし 富 商な 

り、 亦 同時 種々 の 術 をな し 婦人 を まよ はし 泉 南に て 八十 餘人迄 賣し者 は 京師 馬場 時 門 役の 奸婦 なり、 村 

井 長鬥守 召捕誅 せし 亦 安土 宗 論の 時誅 せられし 不傅は 九州の 者 一 切經を 誦しけ る 偽て さまく の詭 をな 

しける 

〇 武家 年始に 主君 を拜 する 鳥目 を 捧け贄 とする は 天 正 十 年 正月 元 S 江 州 安土の 城に て 信 長 僚 約. の 令 あり 

しょり 始と 云々 

〇 武家 正月 馬乘 初と いふ は 天 正の 頃 まて は 爆竹と 稱し名 あり 武士 馬を馳 て、 其 終り にか さり 置し さきち 

やうに 火 を かけ 見物と 共に 一同に 瞳と はやし 立て 馬 共を駔 させけ る， 是を 年始の 祝儀と せし、 亦 其 頃に 

や 馬 を^さす る 者 は 織物に て 覆 をせ り、 是 を類盖 とい ひける 今 ふるき 櫓に 其す かた 間々 あり、 頗盖の 名 

今 は 知る 人な きに や 

〇 敬 公の 御 時に ゃ御紋 のす かた 大樹と 同し さま なれ は 少し 異なる やうに 附 させ 給 ふ へき かの よし、 松 平 

伊豆守 何となく 啓せられ しに、 公 仰 曰され は 神 君命 有て 尾 張 家 は 葵の 表 葉 二 ッ裏葉 ーッ、 紀伊殿 は 表 

葉 一 ッ裏葉 ニッ、 水戶殿 は三ッ なから 裏 葉を附 へきよ し 仰 を 蒙り じ 故に 命の ま、 につけ 侍る、 なに か は 

同し 儀なる べきと て、 日頃 服 御の 物に 付 させ 給 ひし 御紋を 見せさせ 給 ひし か は、 伊豆守 甚 恐れ 不知の 罪 

を 謝せる とか や 承る と 古人 語り 侍りし 

〇 蘇 武か屑 書の 事は實 にあら す、 單 于に奇 をし めし 驚し めて 蘇 武を歸 らしむ へき 一 時の 謀に て 明 帝 使 

者 をして 語らし めし 詭言 也、 此を 故事に して 詩賦を 作りな とせし を 好事の 者 後に 附會 して、 宋の^^徑は 

眞 州に 留ら れて膈 足に 一 紙の 詩を繫 き、 長 安の 住 宗か妻 は 燕に 詩 をた のみて 其 夫に 情 を 傅へ、 張 九 齢 は 

^に 書 を 結 ひ 友人に 投せ しなと、 開 元 遣 命 夢 蕉詩話 等に 記せし、 夫 遣 事 は 我國の 物語 類 ひに てあらぬ 事 を 

三 3 七 
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作り、 詩 話 は 時の 俗談に して そ、 るなる 事 をし るして 世の あそ ひとせ し 書 なれ、 和漢に 傳 へて 實 事と す 

る こそ 愚か なれ、 彼 報恩 經 賢愚 經な とに 彼羅捺 國の臈 書の 事 を 永々 と 書し は 蘇武か 故事に より て 作れ 

る を、 佛說 にも 雁書の 事た しかに ありと 書に も 引なん とする こそ 片 腹い.^ けれ、 凡 佛書は 元 有 故事 を 其 

儘 記して 佛 說某經 なんと 名 付 侍る 事每々 多し、 是を 信す る 愚 夫 愚 婦の拙 はさら にもい はし、 代々 に傳へ 

てロ資 とする こそい とも 無 下の 事な りけ り、 我國平 判官 か卒都 流しの 歌 は 後白河 法皇 漢昭の 謀に なら 

ひ、 淸盛か 物め てす る 心根し ろしめ して 彼 を 感動せ しめ 康賴等 を 返し 給 はんとの 御 謀な りしと そ、 俗に 

云 百合 若 か 魔に 文 結 ひて 古里と 贈答せ しとい ふ は 報恩 經の說 を 取て 物語に 答せ しとい ふ を 作り、 赤 井 氏 

か 先祖 源の 義經の 供して 蝦夷に 隱れ 鷹に 文 を懸て 都へ 便りせ しょり、 かり かね を 家の 紋 とする 由 彼傳に 

出る もお なし 故事 をと りて 作れる 事 和漢に 多き を や 

〇 今の 俗 貧者 を 謂て 髓 より 火 出る なんとい ふ は 百緣經 富那奇 餓鬼の 事 をい ふに、 支 節悉火 出と 窮餓の 至 

を 語る は、 生な から 貪 究の人 をい ふに や 

〇 三十 年 前世に めて もてはやし 侍りし 菊芍藥 は 花い と 厚く 重なりて にき はしき を 珍と せし、 近年の 華 は 

葉 薄く 大方 單辦 にして 輕を 見物と す、 世輕 薄に 成 行す かた 人の 心に よりて なり 

〇 在 安民と 禹曰若 時 惟 帝 其 難 之と、 盖し 天下の 理に 於て 疑ふ處 なく 私に 勝 欲を窒 き、 天下の 物に 於て 蔽 

はる  >-處 なき 人に あら すん は 豈是を 能 せんや、 後世 只 材能を 以て 人 を 取て これ か德 行を稽 へク、 故に 才 

有て德なき小人自^^事を得て位に昇り、 祿を襲 國政を 左右して 事 を 破ら さる 者 幾 希 也、 凡 虛美を 掠め 浮 

春 を 邀め阿 絢して 容悅を 事と し、 ^覆して 朋黨を 固し 其 爲る處 皆 己 か 利 ある 事を專 にす る 者、 是 小人 姦 

邪 也、 然れは 亦是を 見る 事 難に あらす、 只 人君 巧言令色に 迷 ひ 宮圍の 逸 樂を鄭 にす ろに 便 有て、 其 己に 

忤恨 する 者な きか 如き を悅 ふか 故に 其 奸慝を 見す して 却て 是を寵 し 權を盜 まれ 國を うは れて後 止に 至 

る 者 古今 亦 多 かるに や 


IS  二 


一 


今の 世の 智惠 ありと おもへ る もの 其 終 を 見れ は 大方 奸 邪の 小人たら ぬ はなし、 能 見る 眼 あら は 何 そ 惑 

ふへ き 

0 藤 原 南 家の 祖武智 i? を プチ マ ル 或は タケ チマ ル なんと 讀は非 也、 日本 紀 私記 (公 古 望) 者 謂 尊貴 爲武智 

と 云々 ム チマ ルと いふへ し (大 cn 靄 貴の 責の字 を 以てしるべし) 

〇 荒 井 筑後守 (名 は^ 字 君 美 白 石と 號す) 需麥麵 の 詩 

落！ 1^ 玉 屑 白皚々 素 餅團^ 月樣開 蘆 倒 孤洲吟 雪下 蓬飄 平野 捲沙來 

鸞 刀探處 淑絲亂 翼 签烹時 疊浪堆 菜 一服 葷葱 宜佐饌 肯將. 1 飯訪 天台 

よく かたと り 作る、 河 漏 を そ は 切の 事と いへ と 其 製 異なる にや、 切 は 我 國の饌 元 3. 州 H< 目 山より 始 りし 

とか や 

〇 西 行 法師の 息慶 法師 は 粟田 宫 (祟 t 、院 御宮 號) の攛^ 當 なるよし 盛衰 記に あり 

〇 足 利 公方 家 東 山 殿と 稱し 室町 殿と 稱 する 事 私に あらす、 文明 十五 年 六月 勅命 を 降して 號 せられし よし 

京 花 集に 見えたり (親 長 記 因 之)  - 

〇 公方 家の 御所 を 殿中と 呼 ふに 義滿 公の 時よりか く稱 せし とか や、 殿中 年中行事と いふか 如し 

〇 乞漿得 酒と は豐 年の すかた をい へり、 思 ひの 外に ゆた けき こ 、ろな り 

〇或問むかし菅家の怨靈比^^の山法性坊に現し玉ひしと其古跡ぁりゃと云、 敦山遣 xt 院 御所に して 祌怒 

りに 觸れて 1K に 登り まし/、 ける 跡と て、 今に 登 天 石なん とい ふ 所 あり 

〇 暦に 記す 三 伏 (五月 中 後 第三 庚 爲初伏 第 四 庚 爲中伏 七月 前後 第 一 庚爲末 伏) 

秦の德 公より 始まる 由、 史記 秦の 本紀) の 注に 見 ゆ、 五雜 姐に 元と 西戎の 俗にして 三代に はな かりし と 

いへ り 

〇 義海 集に 云、 地 府十王 盖十于 之 義其五 稱閻羅 1^ 尊 位 i!: 戊 土 居 中 故 也 云々 
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正 法 念！^ に只璘 摩羅の みあり て翻譯 して 雙 王と いふ、 兄 は 男獄を 主と り 妹 は 女獄を 主る と 見 ゆ、 (釋門 

i 十五の 號は 成都府 大聖 慈 寺の 藏川 か偽鞋 より 始れり (地藏 菩薩 發 心因 緣 十五 經) 瑛 摩羅 は 冥界 地 

府の 主の 故に 十于に 配して 戊 土 を 以て 稱せ しと 見えたり、 地藏は 大地の 功德を 以て 稱す るが 故に 閻王 

を 地 藏の敎 令 輪 身と す、 されば 亦 懸衣翁 奪 衣 婆 も閻王 兄妹の 別 身に 象りけ るに や 

〇 或 云 中元の 月 を 詠し 中秋の 晴を悅 ふ 事 唐の 書に 多し、 我國の 九月 十三夜 を 以て 月 を 賞す、 或は 異邦に 

て も 月の 詩 ありと いひ 义然ら すと も 云、 菅 家の 詞 有と いへ ども 是れ 一時の 興 也、 され ぱい つれの 代より 

十三夜 を もて 遊 ひ 侍る と、 予曰中 右 記 (中 御門 右府 記) を考 ふるに 保延 元年 九月 十三夜 今宵 雲淨 月明な り 

寬平 法皇 名月 無双 之. H 被 仰出仍 我朝以 九月 十三夜 爲 明月 之 夜 云々、 然れば 宇多院 以來 十三夜の 月 を 賞し 

侍るな らん 

〇 禮記 11 卿 任 左 注 凡 立 者 尊 右 坐 者 尊 左 云々、 往古 は 右 を 尊と し 右 丞相 第 一 左 丞相 第一 一と 次第せ し 故に、 

左 道 左遷 左 計 左官 等い へり、 後に 改て 左を尙 ベり (吳 元年 丁 未 十月 改 云々) 座す る は 尊 立 は卑座 者の 右 は 

立 者の 左 也、 たと へば 南面 は 君 位 北面 は臣 位に して 其尙 ところ は俱に 東なる をし るべ し 

。抬芥抄曰長耿は：^^-七五七五七五七七七、 短歌 は 五 七 五 七 五 七 七 七 

〇 天工 開 物三卷 (上中下) 異邦の 雜記 なり、 凡そ 十八 條珍 らしき 事 も 間々 あり、 其 中に 木綿の 事 見 ゅ抄し 

てこ、 に 記す 其圖を 略し 侍る のみ  - 

布 衣赳彈 其 岡 

凡 綿 は 禦レ塞 棉花 古書ち- -臬 K 種 遍-- 天下 1 云々、 花 有-白 紫 一 一色- (以下 略 前に 出) 

〇 三幣, 子 

以， - 珠玉 ，爲--上幣1 以 M 黄金- 爲- -中幣 I 以-- 刀 布- 爲- 卞幣】 

刀 布は錢 也、 我國 古昔 玉 を至寶 とせし、 中世 以來は 黄金 白銀 錢貨 をのみ 用 ひて 珠の寳 たる 事 を しらす、 
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且幣 といへば 白紙 を 切て 串に 狭み し 物との み 思 ひ 侍る にや 

〇 群 書 備考 四 (茶 法) 曰、 茶/. 見，， 於王褒 ：？-• 約 i 盛，， 於 陸 羽茶耗 r 而其稅 則自レ 唐， お 也 云，， 、 

今 唐土 前 一 茶の みに して 我 宇洽の 名產の 如き はなしと、 明. ノ 僭千呆 いへ りし、 けに も 我 國の茶 を 上品と 

すへ し、 唐 茶 年々 渡る とい へど も骓 なる 事は雅 也、 我 ひき 茶に は 及 はす 

_.〇 四十 1 一歳 厄年の 事、 或 三 寳感應 略錄に 載す る魏の 道秦が 故事 をい ふとい へ ども 是は 道秦 一 人の 事に し 

て 人 皆 四十 二に して 厄難 有と も 侍らね ぱ證 とする に 不足 敷、 靈權の 年忌 十六 二十 五、 三十 四、 四十 三、 

. 五十二、 六十 一 を 人の 大忌 とす、 四十 二 及 ひ 三十 三 歳 はなし、 是は我 俗にして 四 二 (死の 言) 三 三 (さん 

/、の 言) なる より 甚忌 しと 見 ゆ (東 見 記に 見えたり) 鳴 呼人 生れて より 老に 至る 迄 何れの 年 何れの 月 何 

れの 日歟安 かるべき、 世 は 無常の 街 身 は 病の 舍心は 憂の 器に して 須曳も 厄難な き 時な し、 是を 免れん と 

して 思 を盡し 神に へ つら ひ 怫に請 ひ禱祠 幾の 費 をな し 侍る も 大方なら ぬ 痴人と いふべき のみ、 淨土我 常 

轉倒を 反して 寳相を 悟りなん 日憲 の安穩 とい ふへ し、 さなく は 終身 苦しみの み 重なり 侍りな む 

.〇 四百四病 は 維摩 經智度 論 等に 出， 醫書 にも 孫 思邀が 千金 方に 見えたり 

四氣合 德四祌 安和 一 氣 不調 百 病 一 生 四 神 動作 四百 病 同時 俱發 云々 (千金 方) 

〇 群 書 拾 唾に 本靖 十二 陳 をのせ て 皆 方角 を 以て 名と す、 其 中に 子方に 向 を は 大黑と 名 付 (是 北方の 水色 

なり) 摩訶大 伽羅 黑天 元より 北方の 祌歟 

〇 異邦の 祭に 獸肉を 供し 我國の 社其獸 肉な 忌む、 是元 土地の 自然なる か、 東南 之 人 食 U 水產ー 西北， 人 食 n 

六畜 (五雜 日本 は 東南の 國 にして 水物 多し、 獸を食 ふ もの 多く は惡 疾を發 す、 温暖の 風氣を 得て 生す 

る 人 獸肉を 食 ひて 可な らん や、 祭り は 虱 土の 俗に 起る 東西 兩 土の 祌祭 怪しむ 事な かれ、 只 誡敬如 在の 禮 

に 於て ほ 東西 何 そ 異ならん 

0 陳無忌 云、 世人 以レ痴 爲，， 九 百 in 其 精 祌不, ^足 (愛 R 齋 叢抄) 
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是は in 貫 文に して 一 百 文 不足と いふ 意 也、 我國呆 東西 を さして 不足と 呼 ひ、 ぬけと いふ も 同し 

〇： 人竺 呼-, 米粒 含 利 佛ー爲 --舍 利 亦 似 n 米粒： 是故 曰- -舍 利- (秘蔵 記) 舍利 者稻穀 也、 駄都者 怫體也 (慈 恩 上 生 

經琉) 

〇|^ 照 神；！；； 弘ュぬ 二 年 正月 十五 n 御 元服 (干 時 十五 歳) 今 川義元 加冠、 理髮は 關ロ刑 部 少輔親 永 也、 德川次 

郞三郞 元 信と し稱 奉る (是迄 は 竹 千代 君と 申せし 元の 字 は 義元自 名の 字 を 進 せらる) 

關ロは 義ー兀 の 妹の 夫な り、 此女な 以て 公に 嫁せ しめらる 後 築山 殿と 呼し 

同； 一； 年 四月 十 R 御名 を 改て元 麼と號 せらる、 此時 松平藏 人と 稱し給 ひし か は、 公方 家へ 使 を 以て 御馬 献 

しまし/、 ける (嵐 鹿 此馬 は-ま 原 兵 部 一 奉りし 駿馬な り) 將軍義 輝 自筆の 御 內書を 以て 御 太 力)》 参らせ 

らる共 書に 云 

道路 使者 差 越 殊更 御馬 一 疋 (鹿 \^) 献之御 滿足被 思 召 御 自愛 不斜 候爲 其方 嫁娶の 祝儀 御太刀 一 腰 (來國 

光) 被 下 之 侯 猶細川 右 京大 夫 可 申 也 

五月 十六 日  義輝 花押 

松 平 蔵人との へ 

となり 右 京大 夫 は喑元 也、 是 等の 事 を 知ら さる 者 は 神 君は參 州に て かすかに おはし まし、 今 川 家の 陪臣 

なんとの やうに 思 ふ 愚 俗 も 侍る にや、 當 家に 仕 へ 奉る 身 はか る 事 を も 知り 置 ま ゐらす へ き 事 也 

〇 落花生 は 藤蔓お」 葉 一 遍び； に 似たり、 其 花 落地  一 si- 土中 結 其 味 甘美 常に 異なり、 人 珍 貴と す 東 垣 か 食物 

本草 ノ： 一： に 見 ゆ、 山藥と 同類なる よし あれ は 元より 毒な く 補虛の 物に て 侍る と覺ぇ 侍る、 是 豆の 類 也 

地 錦 抄に其 植 やうなん と 委しく 記せり、 煎りても 蒸ても よし、 此頃 唐土よりも 多く 來り 亦我國 にても 

種 まきて 資を とる 

OS 枝 龍 眼 共に 衝 中に 生して 1 一種 一 類の 如く なれ 共 其 能 同し からす、 S 枝 は 多く 食へ は 虚熱を 發す龍 眼 


には此 事な し  * 

〇 西瓜 は 東 垣 禮の削 瓜の 文に よりて 古より 中國に 有と す、 然れ とも 中世 契 丹より 傳 へしと いふ もの 實を 

得た る 敷、 食物 本草に 一 種 揚溪贝 とい ふ 物 あり、 秋 生し 冬 熟す 形 少し 長 一 遍 にして 大 なり、 色 燕 紅 味 西 

に 勝れり、 冬より，？ 年の 夏 迄 もな りて 壞せ すと 云々、 此贝は 我國に はなき にや 

〇 南^ は 元ト回 乾の 瓜 也、 同し 物に 亦 かほち やとい ふ あり 

〇 鴛豫は 雌雄 暫時 不捨、 其 一 を 失すれ は 思慕 惟 悴 して 死す、 古人 之 を 匹 鳥と いふ、 此 鳥性淫 なれと も 鶉 

鴿の 貪れる に は 似す、 貞 にして 外に 交ざる も 正し、 鴇 鳥 は 諸 鳥に 交る、 魚に は吳 中の 昌候魚 諸 it とひた 

すら 交 はる 者なん と は 邪 也、 人に して 夜發の 夕へ に 出て 誰と なき 男に 交 はる も耻 へき 事な • る を 忌 る氣 

なく 侍る、 東都の 如きい また 申の さかりよ りむれ 立て ありく さまい と あさまし、 終身 一 夫に して 他 を 知 

ら さる は寳に 難き 敷 

〇 凡そ 祿を 食て 君に 事 ふるもの は 忠義なくて や は 有へ き、 され は忠 に三ッ あり 道 を 以て 君 を -§31 ひ て 化づ 

之す る は大忠 也、 德を 以て 君 を 調へ て 是を輔 る は 次な り、 是を 以て 非 を 諫て是 を 怨るは 下忠也 (周 公 は 

大忠管 仲 は 次 忠子胥 は下忠 也、 韓詩 外傳に 出) 

禮 記に 人臣 は 其 身 を 殺して 君に 益 あれ は則爲 之と いへ り、 中 務卿宗 良 親王の 歌に 

君か爲 世の ため 何 か をし からむ すて 、かひ あるい のちな りせ は 

嗚呼 仇 牧は閱 王の 亂に 首を碎 かれ、 安 金 藏は心 を 割て 信 を あら はす、 山岳の 志銕 石の 心 一死 鴻毛 斷て不 

移 は 武士の 忠 にあら す や、 夫 報 國の忠 なくして 大祿を 食 は盜に ひとし、 季世大 かた 忠と いふ 事 を 知らす 

侍る にや、 仕官の もの、 ひとへ に 利 を 先と して 義を 忘る、 類の みそ 侍る、 故に 抱 關の事 を 思 はす、 運甓 

の勞 あらす、 飽迄 くら ひ あた  かにき て はかりな す 事なくて 止 は 君に 仕 ふる 人に あらす、 碌々 たる 凡庸 

とい ふへ きか も 
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〇 通 志-一男 女 始生爲 A 黄、 四 歲爲レ 小 十六 爲レ 中、 二十 爲レ丁 六十 老 といへ り、 老を しらは 頓て靜 なるべき を 

名利 を 追て 止さる 人い と 拙し 

〇 齔は昔 裸毀齒 也と 字書に いへ り、 凡そ 男子 生れて は 八 ヶ月に して 齒 生し 八 歳に して 龀 女子 は 七 ヶ月に 

して 齒 生し 七歲 にして すと 云 齢 をよ は ひとい ふ も 元と 齒の字 を 歳に 用 ゆるに よりて 也 (上なる を齒と 

いひ 下なる を 牙と いふ) 

〇^ に乘る 者禁詞 多し、 先 船 作る 時 木 を わる を 木 を はしら かすと いひ、 舟 漕 返す ももと すなん とさ ま/、 

有、 害 土 とても 同し 禁忌 有に こそ、 船中に して は 箸 を 快 子と 呼 は 箸と 住と 唐音 同し き 故 也、 住と は 船の 

す はりて ひさろ を 云、 仍て是 を 嫌 ひ 返 語して 快 子と いふと かや 

〇 大舉の 題 注大舊 音泰と あり、 倭 音 は 共に タイ なれ は 聞知る へき やうな しとい ふ 人 侍り、 予曰大 は淘音 

(ダィ^^?ー11»1にてタァ)泰は淸音(クィ唐音にてタァ)と心得なは何かは紛れぁらんゃ、 濁音 は 大小の 大也淸 

音は少 の反對 にして 博 太の 義 なり、 劉昌宗 も亦淘 音と せし 也 

〇 玉 笑 "sljn に 云 人 之 初生、 以，， 七 曰， 爲臘， 人 之 初 死 以，， 七日-, 爲， 忌、 一 臘而 一 魄成故 七々 四十 九 曰、 而七魄 

具矣、 一 忌而 一 魄散故 七 々四十九日、 而七魄 ^矣、 易 曰 精 氣爲レ 物 遊魂爲 レ變、 故知-鬼神 之情狀 I 

〇 鹇立澤 三千 風. か 住すて し に 醍醐 大納言 西 行の 像 を 書きた まひて 其 上に 自書 添 給 ふ (西 行の 歌) 

いっくに も 住れ す はた、 すまて あらん 柴の いほりの し はしなる 世に 

此外何 くれと 見聞し 事 も 旅の つかれに 紛れて わすれ 侍りし 

〇 富士 のす そ 野 を 過し 時 野 〈お 云、 いての 里なる 大泉寺 は 昔 まき 狩の 舊跡 にて 禪師 房の 塚 侍る、 去し 元祿 

十四 年に や 五 百年の 遠 忌 いかめしく 修 せし なんと 語りし も 昔覺ぇ 侍りし 

〇 母 衣 * スホ tO とい ふ は 元と 矢 ふくろ (ャネ 口) の轉 語な りと 古家の 傳 あり、 按す ろに 日本 紀に景 行 天皇 

の 御 歌 摩供羅 摩 (倍 羅を釋 記に 云) 鳥の 腋下の 毛 を まほろ はとい ふ掩ひ 藏す義 也と、 然れは ほろ はもと 矢 
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を掩藏 をい ふ 敷 

同書 九 祌功皇 11；： の 御 末 利 云々 まりや は 征矢 也、 釋？ に 云 甲 EI の 間に 入れ かくす 箭也、 今 世の こつ ま 

かき 歟と 云々 (近代 こつ まかき の 名み 聞 さる 歟) 

〇 五色 線 (宋の 時の 書 也) 曰 人 聞，， ：s 女樂， 則 出レ門 西向而 笑、 聞 肉，， 味 美， 則 過， 一展 門， 而 大嚼、 是を 西 笑と て 

心に 望む 事 ある をい へり 

〇 又 彼 書に 騎火 茶と いへ る は 火 前に あらす 火 後に 非す とい ふ 事 也、 淸 明の 時 火を改 むる 故な りと そ、 最 

上の 茶は淸 明の 時節つ みとる を 以て 斯ぃ へり 

今歲辛 丑餘寒 殊に はけし かりし か は 茶芽淸 明の 頃 は 摘 取へ くもなし 立夏の 頃 や 上 牙 さし 侍りし か はと 

りて 唐 製に し 侍りし 

〇 或 問我國 古へ 宫に 漏刻 を 置鈹を 打て 十一 一時 を吿 不知 候 鐘 を 撞て時 を 知らす る 事 何れの 代より おや、 予 

曰 百 練抄曰 (大治 一 一年 1 一月の 條) 陰陽 寮 漏刻 樓鐘燒 亡 云々、 此鐘は 桓武帝 遷都の 時 作り 渡されし 所の. 5(：：- 

百卅七 年を歷 と) 然 なれ は 我 國上久 より 時の 鐘 ありと 見えたり、 但し 其始を しらす 桓武の 御 時 

〇 居 家 必備の 攝生耍 錄に彭 祖曰人 不レ能 レ無レ 思 當，， 渐々 除，， 之 云々、 但 能不レ 思，， 衣食 『不レ 思-, 聲色 f 不レ 思-, 

勝負 ー不， 思 一一 得失 1 不レ思 一 一榮 辱， 云々 

嗚呼 世人 常に 病な く 延年な らん 事 を 欲せ さる 者な くして 其攝 生の 道 を しらす、 いた すらに 衣服の 奢 を 

かさね 飮 食の 美 を嗜 み、 聲 色に 近付お ほれ 自勝他 劣の 思 ひに しつみ、 得 を 喜 ひ 失 を 愁ひ利 名の 街に は 

せ、 榮を 謀り 辱を惡 むに 心 やむ 時な くパ 母に 思 ひを勞 して 身に 病な からん 事 を 欲する は 寒 をい とひて 衣 

を 脫き暑 を 苦て 裘を 求る か 如し、 是を 愚と いは さるへ けんや、 凡そ 喜 樂は陽 を墜し 忿怒 は 陰 を 破り、 

悲哀 は 魂 を 傷 ひ 憂愁 は 臓 を 痛し め、 驚 恐 は 心 をして 倚處 なから しむ、 憎 愛 性 を 損し 疑惑 は 令 を 害し、 談 

笑 神風 を 失す 或は 起居 節なら す 行 立 座臥に 久敷類 ひ 事に 觸て 度な く 侍る うへ に、 風 寒濕暑 をお かし 雨 
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になれ 霧に や ふられ 夜 不寢晝 臥し、 亦 は 旅行に 苦しみ あらゆる 不養生 を盡 して 疾病 あれ はなき 事の 俄 

に來る 如く 醫を 集め 巫 をた のみ、 自 悲しみ 人を愁 しむ 是を かしこし とや はいふへ き、 僅に 藥 餌- ゲ 以て 

すと いへ とも 馬に 乘 て^し 盜人を 牛に 乘て追 ふか 如し、 いかて 行と、 くへ き や、 嗚呼 是 一日 一の 身み 養 

ふす ら猶 おろそか なり、 其 心 を 養 ふ 事い かて か 知る へき、 され は 夢幻の あたなる 身 はたと ひ 保養 其 法 

のま、 にす とも たれ か 千歳の 春 を 見る へき、 長生の 爲に奉 養す る も 亦 次に 愚 也、 只 長き 世の 闇 をいて 

丄ニ界 の 外に 逍遙し 侍らん こそ あらま ほし けれ、 此 故に 我 佛慈を 垂れ 敎を 施して 迷 徒 を 導き 給 ひぬ、 

之み- 學 ひて 三途の 據惡を 離れ 九 品の 淨 善に 入れ かし 嗚呼 

〇 小 野 小町 か 事 さた かなら すと 兼 好 法師い へり、 宇治 拾 遣に 壯衰記 を 引て 若く 盛んな りし 時 はいかめ し 

くもて なされし 有さ ま 類 ひなかり しに、 十七に て 母 を 喪 ひ 十九に て 父に おくれ、 一 一十 一 にて 兄に わかれ 

廿三 にて 弟 を 先た てし か は、 單孤 無賴の 身と なりて 文 屋康秀 にさ そ はれ 三河國 にくたり し、 わ ひ ぬれ は 

のうた この 時よ める なんと 書り 

〇 淡 路國は n 木 21^ 初の 本土に して jg: 名 郡淡路 伊佐 奈伎 神社 (名祌 大社) 三 厚 II に 大和 國魂 神社 (名 1: 大社) 

おはします、 我國を やまと、 申 事 は祌武 天皇 以来の 事 なれと も、 祖神本 基の 地に 大和 國 魂の 號 あり、 神 

害 講習の 人心 付な にや 

〇 宽永 十七 年 突 辰に や 畿內牛 死す る 事 多 かりし、 近衛 殿 御領 宇治 郡 五ケ庄の 鄕民 祈りなん とし けれと し 

るし なかり し 程に、 御所に 参りて 此. S を 歎き 申 けれ は、 仰に 云 土地の 祌は 何とい ふと 御尋 ありし、 柳 明 

祌正 二位に まします と 啓せ しか は、 御耿遊 はして 短冊 參ら せられし を、 神殿に 捧申 てより 此禍 やみ 侍る 

となん 其 御詠 所に 傳へ 侍る 

本源 自性 院關白 (信尋 公法 名應 山) 

あはれ み をた る 柳の 神 なれ は 死ぬ る をう しと 思 はさら め や 
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和耿の 妙なる はさる 事に して、 か、 る 高貴の 御手 向 は 殊に 神も受 させ ましく ける にや、 いと 有難き た 

めしな りけ る 

〇 井伊 家の 功臣 罨原某 其 出陣の 際甚 腹痛せ しかと も 推て 出立し に、 神 祖御藥 を 賜 ひて 是を 今日明日 迄 三 

度に も 服せ よと 命 有し か は、 かたしけ なく 拜し 奉りて 當 座に 殘 らす飮 けり、 これ を御覽 まし Z 、て 誠に 

勇なる 志 かな 暮を まち 翌を 期す へき 思 ひなく、 專ら此 一 戰に死 を 究めし さま にしろ しめされ しとて 

大に感 せ させ まし/、 ける とか や、 武門に 立戰 場に 臨む 身の いかて ゆるやかに 末の あらまし をな すへ き 

や、 太平 日 久し けれ は 武人と いへ とも 自心 ゆるみて その 志 薄くな り 侍る にや、 念怫の 行者 は 朝夕に 死の 

近き を 念し、 あたなる 世 を はかなみ 一枝の 花 一 辨の香 を 供す るに も、 是を 限りと 思 ふ 程なら ては爭 かし 

み 深き 今生の 望み を絕 侍らん や、 物 毎に 執して 百年の 末 も 命 あらん やうに 支度し、 口に 歐欣を 吐て 名利 

にい そかし く 白 頭の 死 を 催す を 思 はす、 僅に 病に 臥せ は醫を 集め 禱を なし ひたすら 命 をし けなる こそ 無 

下に あさましく 見る目 も 拙し、 後世の 浮沈 をな けく と 見れ は 叉 我 身と 子孫と 永き 榮 をのみ 思 ひとして 祝 

ひの、 しる は、 いと あやにくなる 佛法 者と も 成け る 

〇 放 生 はいと めて たき 善根 なれ、 されと 五！^ 一 相 か 生 日を賀 せんた め 鞏大卿 多の 崔鴿を 放ち、 一枚 毎に 祝 

して 願 はく は 相 公 一 百 一 一十 歳 なれと いひし 名聞 くるしき 諕言 己に 利 あらん 爲 なれ は 有 所得に 作 善 何の 功 

德か あらん、 然るに 尊貴に 詔ら ひて 多く 生類 を殘 害して 其：； 戊 をと る 者に は遙に 勝る 方 や 侍らん 

鞏氏 か蛩倦 遊錄に 出す 

〇 伊 尹 亡而沃 下葬以 天 子 之 禮周公 封而成 王賜以 天子 之條棄 天下 尙爲敞 展禮條 豈爲虛 文 生前 名器 或惜繁 I- 

死後 功 勳何難 墜道錢 唐 田藝衡 (玉 笑 零 音) 

〇 忘 レ名之 士能棄 二 萬 乘之君 i 好， 名 之 入 能 輕，， 千乘 之國， (同上) 

〇 女 冠-男 冠， 妹 喜 亡 レ國、 男 服， -女 服， 何 晏喪レ 纏 (同上) 
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女 冠 服 を交變 する も妖 とい ふへ し、 我國 男色 盛なる 時 少年 女装 を爲 もの 間々 多し、 冶 容淫を 敎て道 

お正し からん や 

〇 琴舉 大意抄 

琴の 起り の 事 

琴の起りは世本とぃふ書には祌農の所造と\/^へり、 琴 操と いふ 書に は伏羲 作， 琴 所 一一 以修 一， 身、 理惟 反， 一 其 

天 腐， といへ り、 楊 雄 か 琴淸英 とい ふ 書に は 舜彈二 五 やな-之 琴 m}f< 下 化堯加 ニニ S 以 合一 君臣 之 思 一と い へ 

り、 桓譚が 新語と いふ 書に も 五： 一  敍爲 レ宫其 次 商 角徵 羽、 文 王 武王各 加 一，  一 s 以爲 一一 少宫少 商， と い 

へり 何れも 杜氏 通 典卷ー 一 百 四十 四に 見 ゆ 

琴の 名所の 事 

琴の 名處左 闘の 如し、 琴の 長サ 三尺 九寸 一分 今 尺に 直して 二 尺八 寸 一分 五 厘 也、 岳より 龍 齦 迄の 間 三尺 

六寸今 尺に して 一 一尺 五寸 九分 1 一 厘 也、 されと も是は 大槩の 恰好 を 書た る 事に て 古今の 名 琴 長短 さまさま 

と 見えたり 

琴の すたれたる 故の 事 

琴の すたれたる いはれ 大 槪三ッ あり、 一 に は 凡 樂を覺 ゆるに は譜 とい ふ もの を 作りて 其譜覺 ゆれ は 手 は 

皆 ま S にこ もりて あるな り、 笙は凡 一 ェ凡下 十 行 美 比 千 字 笛 は 千 五 夕 中 六 下 口の 八 字、 蓽德も 八 字 琵琶 は 

1 下 字に あまる 音 はなき に、 琴 は 一 錢に士 一律 三重 ッ 、ありて 三十 六な り、 七鉉を 合て 二百 五十一 一七 終 

の 散聲を 加へ て 二百 五十 九、 是に亦 泛聲ー 一 百 五十二 合て 五 百 十 一 の 音な り、 其 上に 右手 左手に さま/、 

の 事 あり、 ：：：t^ を 一 々に 諮に 作りて うた ひ覺 えんと せんに は 文字の 數も 足る まし けれ は 琴の 手 を そらに 覺 

ゆへ き やうな し是 第一 の嗨：^^なり、 二に は 古しへの 人 は 心 ゆき 風雅 なれ は 六 八の 和 を 面白き 事に 思 ひし 

に、 世衰 ふるに 隨 ひて 人の 心 追切殘 露に 成 行に よりて 同調の しかと 合た ろ をのみ 賞^して、 琴の 調を奏 


l.^  ，ザ さお w  ^《峰 w 
'W^^ 一' ンャへ 


«もリ》?^^、"'\^&'、  "*0、  £ 

い ば!^ 7 リ いざか 


ぼ》" 
■^t せ や  <  もま 二、 At^^ 


V« 《-ゾ ^ttv  >^JJlfi 


^ ゆや 


お、 ト 


£ 体 


^や I 


く         >il'lT  、.  ^> 
>\V/" "ゆ るパ' '、い ：^、 、 

vi-rf<rc';i^o;<i w きつし 


¥ め *  <メ   き >u さ 、 'きせ 、ち 


お く  Xl>T お:^ 


/  ま は 

輕 


^森 
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調に 直して 歌 を も 同調 を 用 ゆる 故 琴絃を 細く ぬるく する によりて 他絃に 遇ても 其 音 をう は >, ろ、 まして 

管な とに 遇て は 影 もな く 成 行、 唐の 高宗 皇帝の 時 琴す たり 行し によりて 呂才 とい ふ 人に 勅して 再興せ し 

め 給 ひたる に、 玄宗 皇帝 は 琴 を 殊の外に 嫌 ひ 給 ひて、 褐鈹を もって 琴の 穢を 靜ん とのた まひし 事 も 有な 

り、 國 にも 夫より 後 は 大方 隱 者の 翫ひ 物の やうに 明朝の 書な とに はい ひて 宗廟の 樂には 儀式 はかりに 

琴 を 用 ひたる と 見えたり、 是亦 琴の 廢る、 いはれ なり、 三に は 琴 は 歌と つる、 ものに て 然も 譜を 作る へ 

きまう けな けれ は、 歌の 音に つれて 彈覺 えたる を 世の 風 卑しくな りて、 さま/、 の 新ら しき 耿 ひもの 出 

来れ は 古しへの 樂歌 はすたり 行、 催馬樂 風俗の 類 ひも 今の 世に は 大形 結た る やう 也、 され は 琴 はうた に 

つれて 絕 たる 成 へ し、 今 琴 を 再興 せんと 思 へ らん 人 は 幸殘幽 蘭の 譜に 如何様と もうた ひもの を 付て 琴の 

手 をよ く彈覺 え、 琴の 律に 通 貫し 杻事膂 塞に て幽 蘭の 曲 を 奏した る 事 異國の 書に 見え たれ は、 歌と 樂と 

の 合せ かた を 工夫して 箏葚篥 其 外の 樂 器に も幽 蘭の 曲 をと りたて  >- 見た らんに、 おのっから ひき かた 合 

せかた 具 はりて 何れの 樂 にも 琴 は ひかれん ものな り、 茂 卿 東に 生れて 足跡 關 西に 及 はね は 堂上 樂 家の 秘 

傳を もしら す、 僅に 一 ッニッ 習 ひ 聞た る樂を わさに 依て 異國の 書 を 味 ふれ は 愚者の 一 得と も 己れ か 心に 

は 思へ とも 異なる 事 も 多 かるへ し、 されと も 世 中に 楊 州の 鶴と やらん 云 事の 難くて 樂に 達せる 人 は、 文 

擧に 疎く 文擧に 深き 者 は樂を 好めと も學 流に 違 ひ 有て、 末の世の 說に感 し 古に 復 する 事な けれ はに や、 

今 太平 百年に 及 ひて 諸の 道與 きと も KAf の 事 は 沙汰す る 人な きか、 悲しくて 違 ひたる 事 多くと も 書 遣たら 

んに は、 志 ある 人の 階梯 ともなれ かしと 思 ふ 計に 大略 を 錄て拍 氏の 許に 贈るな りけ り 

亨保七 年 壬 寅 四月 廿 八日  物 部 茂 卿 

〇 後漢 光武の 時日 本垂仁 天皇の 時に 當れ り、 此時曰 本より 使者 を 遣 はす 事 あり 是兩朝 往来の 始也 

〇 琵琶 橋の 一 里 許り 外に 琵琶 嫁と いふ 所 あり、 此所は 師長の 妾 か 橋に 揭 おきし 琵琶 をう つめし 所と かや 

〇 鐘 K 乙 客 曰 間者 書 二 片紙干 謹厮乙 H 字 1 多懸 n 民間 門戸？ 不レ知 是何字 也、 答 元 世 生米 渡 舟 子 軀，， 疫鬼， 之 
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符也、 群 談採餅 第五 僧 梵部曰 豫章之 南數十 里、 生米 渡 乾 道 八 年 三月 八 曰有レ 僧、 晨濟將 4 チ岸 戒-, 津吏, 

曰、 少項 有，， 衣 一一 黄 衫ー五 人 絡 而至ハ 切 勿 &レ渡 レ之則 有-一 奇禍ー 取レ筆 書-一三 字 1 似 レ符、 了 不レ可 レ識、 其 文 曰 

鋒 膝 乙 以授， 史、 曰 必不レ 可 レ担當 --以 レ此授 1 レ之、 語畢而 去吏不 -1 甚信 ^ぉ 怪レ 之、 至 レ時果 有 H 五 人 衣-黄 移 f 

如-, 府州縣 ク.. i 者 I 各 負 n 篛 ig> 直前 登レ 舟、 吏 不レ許 レ渡皆 怒 罵、 欲- 毆擊- 良久 不レ 解、 吏 乃 取-所 レ書字 1 示レ 之、 

五 人 一 見狼狠 反走轉 £ 處 失，， 所在 籠 於 岸 側 1 發レ 之、 中 有-小 棺 三百 具 2 焚 レ相而 俥-其 符 S 章 人家々 

岡-, 供 之， 此時 江浙多 レ疾、 此 邦晏然 識者 謂 五 人 乃 疫部鬼 也、 儈必 異人 (ならん) 

〇 生 俗 額 曰 生 朱 惟 切 音 錐與レ 禿義同 

〇 客 問- 賠に唯 入梅の み 有て 出 梅の 節 を 出さす、 俗傳 ふらく 梅雨 出入の 間 或 曰 十八 日 或 曰 十九 曰 載 藉に所 

見なし や 

答 梅雨 以，，  一二 十日， 爲， 一共 R 歳々 試， 之 出 梅 之曰必 有お SS 最足 レ爲レ 讖焉、 本草 綱目 第五 曰 梅雨 或 作-一 徵雨？ 

一 百ミ北ハ沾， 衣 及 物 生-, 黑徵， 也、 五月 芒 種 後 逢， 壬 爲-- 入梅 I 小 暑 後 逢 レ壬爲 --出 梅 i 亦以 n 三月 1 爲 3 迎 梅雨-五 

月 爲，， 送 梅雨， 

〇馬ほ (ム カデ) 雨具 (出家 語) 

家 語 王肅註 孔子 廿 1 一世 孫 孔猛後 序 

〇 家， 諝曰季 孫 聞 鋭 然愧曰 地 若 可 レ入吾 豈忍レ 見- 《必子 1 哉  . 

世の 誇に 地 を 割て 入 度と いふ 是敷 

〇 家 語： 一お 篇曰 夫江始 出-於 S 山 一 其 源 可- -以濫 i、 及 H 其 至- 于江津 ー不レ レ舟不 レ避レ 風、 則不レ 可- -以 涉- 

非 M 唯 下流 水 多  >  邪 

物の 始を濫 鮪と いふ 是也、 初は少 にして 後 大成 をい ふ 

〇 旬虛 鐘 を かける 臺 なり 
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〇 へちま 漢名 糸风 和名い とうり 

〇 釣針の 咽に 入る を 治す 或 童 部 あやまって 釣針 咽に 人て 拔 さりし、 次第く に 腫け る處 にあろ 人 来 

りて 筆の 軸 を 細か に 割、 口 に 人 糸风を まき 本 を ヅて拔 けれ は 其 儘 拔て命 助かりぬ 

〇 穗の 咽に 入る を 治す 或 者 麥の德 の 咽に 立け る を 眞綿を 口に 人渐に 取し と 也 

〇 胡椒に むせ ふ を 治す 佐 久間勘 左 衛門殿 子息 或 時 胡椒の 粉 鼻に 入む せひて 結 死せられ しに、 或 人口 

より 油 を 流し 入 けれ は 蘇生 有しと なり 

〇 碁石 鼻に 入た る を 治す ある 人 戯れに 碁石 一 ーッ 鼻の 穴に 入し か 何としても 出さ" しに 紙より をして 

一 方の 穴に 入 けれ はくさめ/、 して 石 出たり と 也 

〇 餅の 食傷 を療す 尾 州 名 古 屋眞甫 餅の 食傷よ くせし は 或 人 餅の 油 あけ を 食 ひて 食傷 以の 外な りしに 

醫療 手を盡 しけれと も驗 なかり しに、 眞甫 とい ひて 庸人 有し か 来り 見て、 頓て 孔柑子 を碎き 絞り 汁 を 

口に 入れし か は 立 所に 快氣 したりと かや 

〇 拜禮 する をぬ かつく とい ふ詞 ひたい をぬ かとい ふ、 額 田 部 皇女な とに てし るへ しひたい を 席に も 地に 

も 附て禮 をな す 事 也 

〇 水に おほれて 息絕し 者に、 やまからの 黑燒を 口に 吹 込て 水 を 吐出す 事 妙な り 

〇 尾 州 知 多 郡に て 嫁入の 事 富る 者 新ら しく 船 を こしら へ へさき に嬅と 嫁の 紋 をす ゑ此に のせて 送る され 

は 嫁 を 御新造と もい ふへ し 

〇 勢 州に て 遷宮の 時 絹に て 之 を 覆 ふ を きんかい となんい ふきん かいは 絹 垣なる へし 

〇 章 安琉云 魔羅と いふ 註に 秦言能 奪 命 (中略) 或 云 惡者多 愛欲 故 云々 陽 根に 此號を 取し も 一 切の 障り 是ょ 

り 起る 故 か 

〇 昔 中. 納言成 頼と いふ 人 鷹 を 遣 ふ 術に 堪能な り 今 俗語に せいらいと いふ も此 人の 事より 申出せ りと なん 
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Q« は 一 羽 1 一羽と いはす 一 連 一 一連と いふ 鷹の 犬 を 一 匹ニ疋 とはい はす 一 牙 一 一 牙と いふなり 

〇 鏖の鳥 とい ふ 時 は 雉に かきる 也 

〇 我國 いにしへ 今の 世に 大部なる 書 は秘府 略な り 天 長 二 年 滋野貞 主 奉 勅 諸 儒と 所 選 千卷と 云々 今 は 結た 

り 

〇 高僧 傳を讀 に 天竺 は 辰の 月 を 以て 歲首 とする よし 我國 五月に あたれり 

〇 權法敎 とい ふ妙藥 あり 镞の ぬけ かたきに 用 ゆ、 噹螂の 乾 干を紬 末にして 鏃の拔 難き に 疵のロ へ 少しぬ 

れは 維の 頭 少し 出る を 釘 ぬきにて ぬく 妙な り、 不可 疑是高 坂彈正 家の 秘法と 云々 

〇 中 川 流の 古賓 方に あみ かさ は 北條氏 政の 巧み 出されし と 云 ふ此說 信し かたし、 太平 記 十 一 卷相 模太郞 

落 行 段に 曰 破た る 草鞋に 編 笠 着て と あり、 然らは 此時旣 にあみ かさの 名 あり 新規の 物と もい ひかた し 

〇 馬 鞍の 手形と いふ は 平家物語 待 賢 門の 軍の 章に 惡源太 鎌 田 か 鞍に 乘 かねた る を 見て 敎 へし 詞 なり 

〇 弓 二 張 飾る 時な と 亦 人へ 遣 はす 時の 目錄 なと に 弓 二 張と は不 書、 弓， 一張 張替 一張と 書 也、 二 張の 弓 を 

引と いふ^に て 一 一張と 書 事 を 嫌 ふなり 

〇！：§ のかな め は 要の 字 を かく 延喜 式に は 蟹 目と 書て かなめと 讀 せたり、 蟹の 目に たと へ り 古書に のす る 

事 なれ は 蟹 目の 方 用 ひて 然る へ き 敷 

〇 冠 着す る 時 は袍を 着す 狩 衣の 時には 冠 を 着す る 事 はなしと 思 ひしに、 先年 御 即位の 時 地下の 官人狩 衣 

に 帶釗冠 を 着したり 有事に や 

〇M  《茱 はまな とよみて 魚な り 故に まな 板 まな 箸と いふ は 魚板 魚 箸な り 

〇 サガ は惡の 字の 訓 なり、 不祥と 書て サ カナシと 讀せ たる 所 も 侍り、 シは助 語に てサ カナリの 義勿體 な 

し 如 在な しのし 字と 12 し、 源氏物語 タ顏 の卷に 心さうな き 家 童子と 見えた る もキに 心なし 貧相 成 少女と 

いふ 心なろ ベ し 


里 


〇 神 s 棟に あるち ぎ かつを 木と いふ あむ かし は 人 家屋の 楝 にも 有しに や、 京より 通 はか.^ 北 愛宕 

郡 小 野讓か 畑と いふ 村 Q 襲 ほ t 所々 にあり、 所 父に 問 は 風 はけし 故に わら ふき 風.^ と：；； れン 

^ におく 木な りと ぶ、 此 名.^ 此所 にて かつら 木と いふよ し 也、 昔 I4f 喜 風お さへ に 置し 

物と 見えたり、 ひ はたに 成て は 入ら さる 具な りちき と は 風 木と 書な り、 風 はちと よませた." を こち 

とい" こてし る へ し 本音に は あらされ とも 風 木の 字是 なり 可辨 

〇 歲德の 方 を 俗に 惠 方と いふ 吉 方と 書な り、 伊勢 守 記 寬正六 年 八月 今 出 川 殿 夫人 產の 所に 見えたり 吉 

を ゑと よむ 事住吉 をす みの 江と 讀に 同し 
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鹽 尻 卷之 七十 二 


〇 念怫堂 の 上人 待 舟 美 濃國北 洞の 山なる 眞性蓮 社に 退院 せらる、 年頃 なれむ つ ひま ゐら せし 名殘盡 せす 

して 送 行し 侍る 

わかれ ゆく みの 、 を 山の まつこと もさた めな きょはた のまし もの を 

訪舟 老；！ 山！^ 之 W 

拂缺 松風 笑獨淸 柴扉 期待 紫雲 迎 幾年 忘 了 人間 事 眠 對歷山 聞鳥聲 

〇 瑞 峰沙彌 一 周の 忌 (五月 廿ー 一日) 香す、 むる とて ひさしく 親し 事 も 思 はれ 侍りて 

なみた とふ 山 ほと 》 きす 一 とせに ふり へ たて ゆく 五月雨の そら 

〇 六月 五 m は 泰廟廿 三回の 御 忌； 1^ にして 三日の 晨 より 御讀經 侍る、 愚 わつ らふ 事 侍りて 御寺へ もえ 參り 

侍らす、 閉 飛て 兑し 世の 夢 をて らし 林 月 細く して 光陰のう つり 來る におと ろく、 白雨の 袖 をうる 

ほし 侍る にも 只に 赛の御 際の やうに おほえ 奉りて 

むさし の や 消に し 露に 幾と せかな みたかさぬ るけ ふの 御 法 は 

お ほけ なく も 彌陀經 一 百卷を 誦して おそれみ おそれみ 覺 位を莊 厳し 奉る、 鳴 呼 末の 露 本のし つくい つれ 

か 消な て あろへ き、 曉禽晚鐘無常を吿るにもぉとろかす刹那生滅の謂^^ゎすれて、 愚に 常住の 思 ひ をな 

し 順逆の さか ひに 走り 得 喪の ちまたに 迷 ひ、 きの ふ も あたなる 利 名に 追れ け ふ も 空しく 心身 を くるしむ、 

彼 北 叟は愁 喜 皆^て 柴の戶 のし はし 身 を 置 露の やとり にも 貯る 物なくて そ ありし、 如何 計り 心の中す > 

しかり けん 隱岐院 御耿に 

いっとな く 北の 翁が ことくせ はこの こと はり やお も ひいれな む 


き 
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0 此春 (辛 丑 正月 十八 曰) 尾 南 知 多 郡 (擾戶 村) 龍 雲禪寺 寄宿の 僧 泰雲火 化せし とて 人々 奇異の 事に し 侍ろ 

(自坑 ほり 火 を 燒其師 と 問答し 自 谒を唱 へて 辭 世す) 美 濃 國領下 村の 產 にして 十四 歳より 剃 髮し、 文 を も 

擧ひ行 を も 練て 近頃 は 木 食な りしと そ、 凡そ 上古の 名德 捨身な きにし も あらね と季 世の 劣 機 いかて 是 

を 潜 ひなん や、 かれ 丈夫に して 死 を 見る こと 歸 るか ことくな りし や、 そ もく 堆 M 鬼に 惱 され 魔の 爲に 

奇特 を 現せし か 知り かたし、 夫實に 捨身の 志 あら は 人 しらぬ 山 谷 も あるに、 か、 る 村落の 中に 事 を 生し 

臨 末の 問答 もい とむ つかしく 辭 世の 偈も亦 名聞 氣 なり、 とにかくに 造化に 互り なん は禪 子の 事なら す や 

侍る、 これ もまた 然るへ き 業報の 果す處 ならん かし 

〇 或 問 我 國火定 三昧の 例 あり やと、 曰 扶桑 略記 治曆ー 一年 五月 十五 日の 條に 四條 坊釋迴 堂の 往僧文 杂於鳥 

部野燒 身と いへ り、 亦 元亨釋 書に や 吉備宮 の 祠官隱 逸傳の 東の 聖の 外燒 身の 人 ありし や、 管 見 故 見あた 

り 侍らす、 近世 東都に して 誑 惑の 賣 子等 燒 身の まねして 大に錢 をと りしなん と 人の 物語に は 聞 侍りし、 享 

保 改元の 年 東都 南大久 保なる 黄檗 派の 儈火定 とて 自の庵 を 燒しを 所 民 火 を 打消 僧 を 引出せし 放火の やう 

にさた ありし 程に、 有司 是を钆 されし か狂氣 のうつ.. なき 儈 とて 免され 侍りし 

予其頃 外 山に 有て 聞 侍りし 

！ せられし 時 舟 中の 作に 曰 

山水 無情 分去往 鄕關何 處望西 東 

尙喜此 心 如 橋 木 


〇 淸僧道 本 和尙は 南京の 人享保 三年 我國 に投： 

吴湘、 江 口 上 艨艟 萬 里 惟 憑 五雨 風 

乍 飛 彩 Si 搖銀海 


留； 


跡 寄產南 三十 年 

雪 襄行裝 添白髮 


坐 看 洪濤撼 碧 《仝 

多 君意氣 每相憐 

風前 相 憶 對靑天 


長期 共 說無生 語 

閩中佛 法 今 如 線 


見聞 總屬 有無 中 

却 爲離群 斷河緣 

遙望吾 作 仔 肩 


博に して 道義 高し とか や 去年 (子 三月 七日) 蘖 山の 獨 文禪師 (淸儈 ) に 我 公館に して まみえ まゐら せ、 木惹 

m ハ七 
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禪 師以來 代々 相 見して 結緣 せし 事 をい ひし か は、 いといと ねむ ころに 接せられ しこれ も 亦 不思議の 好 因 

緣 なる 敷、 土の 萬 里へ たて、 見す しらぬ 國人 も因緣 あれ はした しく 物し 侍りけ る、 同 鄕の家 をなら へ 

て も 身 を 終る まてた かひに しらて 過 侍る も 又 多し、 舍衛の 三 億は佛 在世に あひなから 夫と もしら て そ 侍 

りしと かや、 本 和 尙の詩 閩中佛 法 如 線と いへ るに そ 異邦 今 末：^ のしる しも 殊に 甚 しきに や、 我國 寺院の 

營 僧侶の 多き 古し へ にお とら さる か 如しと い へ ともい さや 白 法 隱沒の 時に やうた て あさましき 事 聞 も 一 

二なら す、 大 かた 渡世 誑 惑の 爲に佛 法 を 市して 自慙愧 のこ  ろな くや 侍る、 か. -る につけて そ 末法の 劣 

機 願生淨 土の 敎ロ 稱念怫 のお こな ひいと く たのもし けれ、 此 時に あたりて 三 學分內 に證を 得ん 事最ぉ 

ほつ かなく 侍る 

〇 和 俗 家の 稱號を 名字と 呼、 是を近世名-^^子との事と心得ぁたらん事として、 苗字なん とかく は 却て 誤 

れる にや、 是は中 武家の 出身せ しもの 其鄕 里本贯 の 名 田の 字 を 呼し より 名字と 云 ふ (伊東 天 野 北條等 

の 如し) 人の 名と 字に て はなし、 たと へ は 其 居所 を 以て 呼 も 同し けれと これ は 其 人 を 尊ん ての 事 也 (一 

條 殿九條 殿と 云 六波羅 入道 鎌 倉 右大臣 等の 如し) 公家の 稱號花 山 院德大 寺なん と 申 を 花 山 院氏德 大寺氏 

なんとい ふ 事 さらにな し、 近世 名字に 氏 を 添へ て 武田氏 長 尾 氏なん とい ふ も 古書に はなき 事 也、 此頃は 

また 是を 姓と 書林 家の 畢士を 姓 は 林なん と 記せり、 いさや 姓氏 は 昔より 勅授の 事に 侍る ものな、 今 rr, 私 

に 氏と も 姓と もい はん はいと も忌惲 事な きの 甚 たしき に 非す や、 俗擧者 云く さな けれ は 唐 風の 歌な とに 

似； 艰 なく、 倭號を かく も雅 ならす 故に 姓と 書と いへ り是 ふつ." かなる 事に や、 其 書の 名 を 注せる を 見れ 

は 何 右衛門 某兵衛 なと 近代 和 俗の 雅 ならぬ を 記せり、 これ は 何と 街 風と いふへ き、 八 居 題詠に 泉 州の 商 

人廣余 屋^ 右衛門 (名 は 與隆別 號は梅 所) か 事. を も 姓 は 唐金と 書 そ あまりに 興 かる 事と は覺 えし、 予 先に 

姓氏 考 一 卷を 筆し 侍る  カパタ 

〇 山城 國相樂 郡 綺 (日本 紀) を 或は 綺 田 村と かけり、 中 右 記に は 加 波 多と 假名 書に せり、 または 紙幡 (今 
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昔 物語) とも 記しけ る、 此を^ 幡鄕 とかけ る は 蟹滿多 寺の 名に よりて 也、？^ 滿 寺の 故事 處 女を她 とらん 

とせし に 蟹來り て^を 殺せし 物 かたり 著 聞 集 今昔 物語 元亨釋 書なん とに も 載せられたり、 按 する に是素 

盞烏 尊她を 斬て 稻田姫 をた すけた まひし 故事 を かたり 傳へ てし 後世の 事と するな るへ し、 綺田 村の 神延 

喜 神 名 式に 綺原坐 建^ 那 太此賫 神社 を錄 する にて 知る へ し 

〇 同 郡 祝 園 昨 元お なしく して 轉語 なり、 曰 本 紀には 羽 振 園と 記し 神職 式に は 祝 園 神社と いひ 和歌に は拃 

の 森と よめり (今 は i その 杜の うちに 祝 園 社 まします) 祝 園 村 を 里 俗 は ほその 村なん と 呼 ひ 侍る、 か、 ろ 

1 所の 名 一 一 號の樣 になり たる は國々 に ま あり 

〇 今 歲洛東 眞正極 樂敎寺 (眞如 堂) 二 萬 日 不退 轉念佛 の 回向 ありし (四月 六日より 十五 日に 至る) 参詣 群 を 

なし 侍りし、 寄捨の 散物甚 多く 銀 五 百 貫目に 及 ひ 米穀 千 石に あまりし とそ 、毎日 千 人の 飯 を 炊く 誰と なく 

食し 大 殿に 大鉦 二十 口なら へて 打け る 程に 稱 名の 聲 山野 を 動し 貴賤 悲喜し 侍りし とか や、 坂 本西敎 寺の 

八 萬 & の 回向 こそ 世に たく ひなく いひし か、 此 度の 群集に は 及ば さりし と 京人 来りて かたりし、 隔てな 

き 誓 ひと 誰もた のむ らんしる もしらぬ も 南無 阿 彌陀佛 と、 蔡華 園の 頓阿 よみた まひし をお も ひ 出られて 

餘 所に しも 隨 喜し 侍る 

〇 多武峰 妙樂定 惠和尙 (大職 冠 長子 實は 天 万豐日 天皇々 子) 養老 四 年 八月 三日 遷化、 墳處 在，， 山城 國木幡 寺 

邊- 云々、 一條 禪閤御 撰の 大職冠 記に 見えたり 

〇 世に 她に足 ある もの まれに ありと いふ、 百練抄 保安 三年 五月 十四日の 條に故 三 品 親王 白 川 堂 (香 勝 寺) 

前庭 有， 足 g 出來、 爲レ犬 被 二 喰き と 云 類 ひに や 

〇 熊 野權現 は孝昭 天皇 1 一十 五 年 庚 寅 三月 十五 m 御 出現 云々 (大 中臣 日記) 祟 神 天 皇六 十六 年 己 丑 出現の 說 

は 非なる 敷 

〇 丑 四月 四日 大樹 吹 上の 別 御所に して 御 自民の 訟を聞 召 (凡 十五 品) 有司 取 捌 宜しき よし 御機嫌と 云々 

三 六 九 
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〇 菖蒲 かふと は 元は 石 打の 戲れ より 起って 少袁の もて あそ ひなり、 近年 美 を 先と し 金銀の 箔を 付て 甚費 

多 かる、 殊に 都に は 大方 かふとの 外大 なる 木 偶人 あまた 立なら へ 侍る、 一形の あた ひ數 百匁に 及ぶ あ 

りと そ、 是も亦 時 尙の觀 なりし 今年 四月 關 東の 有司 令 を 市中に なして 制 有て 曰 

一 菖蒲 3. 立 物 計 笵置可 申 事 

一 鉢し ころ 何れも 墨 塗に 可 仕、 紋ゑ かき 候 は、 たんご ふんろ くしゃう にて 少々 彰色可 申 事 

伹 織物 類に て 包み 申 間 敷 事  _ 

一 鐘 長刀 はく 置 申 間 敷く 其 外ぬ り 彩色 甲 同様の 事 

但 人形 可爲無 用事 

右獻 上の 菖蒲 甲たり とい ふと も此定 よりよ ろしく 仕 間 敷 候、 是 より 麁 相なる は 唯今 迄 用 ひ 來り候 通りた 

ろへ く 候 

丑 四月 

ゆに も 世の 費へ か. -る 事猶多 かりぬ へし、 太平の 化に ほこり 人驕り 萬つ 觀を 專ら にす、 御い ましめ なか 

ろへ けんや 

〇 同し 月の 令に 曰 

諸 秤 千木 新 古に 限らす 修復 糸 付等內 々にて 持へ 用 ひ 候 儀 堅く 仕 ましく 候此段 向々 へ 可 被 相觸候 以上 

丑 四月 

權衡は 1K 下の 輕重を 正す 器^ ゆる かせな す へ けんや、 近年み たり か はしき 事 も 侍りし にこ そ 凡そ； §： は 亦 

國の製 ありて 私に 作る 事 を 古し へ ょり禁 せらる、 尺 に 至りて は 布帛其 長短 少しの 事 は 害な き 故に や 製 

法嚴 ならす、 異朝 代々 の 尺 一 樣 ならす 我 國の古 製 等 は 律原發 揮に 見えたり 

〇 東 武忍岡 坂 本の 養 玉院は 天台の 古院 にて 元 ほ 三 明 院と稱 せし、 慈眼 大師 東數山 創建の 日自の 壇家 を盡 


尻  m. 


く此 寺に 譲られし (今 神田邊 及び 新吉 原の 者 共 正月 御 本 功に 參 りて 御 齋玉 はる は 昔の 例な りと そ) 然るに 

一 旦烏丸 家の 息 院主の 時 新に 邪義を 立て 非 法の 事 を 勸られ し 故、 其 弟子 日 野 家の 息 某の 僧都と 共に 遠 流 

に 配せられ、 三 明 院の邪 流 を 天下に 禁 しまし ませし (攝州 大坂天 鷲 寺 等 も 同じ 邪 流な りし) 其 後.. マ 號を改 

て 揚玉院 と號す (始は 車 坂に ありし が 元祿十 一年 九月 六日 災 せし 后 今の 地に 移せり 享保五 年 三月 廿 七日 

再び 燒 せし) 

本尊 釋迦迦 葉 阿難の 三 軀は淸 朝の 怫ェの 作珠に 巧手と 見 ゆ、 壇 越對馬 中將家 寄附と かや、 夫 中世より 眞 

タテカ ハ 

言に 立 川の 邪 流 (無住 國師 のい へ る 土 眞言 是 なり) 

天台に 日蓮が 異流淨 土に 一念 義の 別解禪 にこ も 僧の あやしき も 侍る、 近世 亦 台 門に 三 明の 邪風禪 家に 正 

三邪禪 ありて 世の まと ひとなり ぬと 森 田 法 橋 (玄 寧) 語りし 

〇 眞言 家に 密嚴 安養 不一 一の 義を立 亦 大日 彌勒 一 體の說 ありて 別報 兜 率の 往生 を 顧 ふ、 比日 河 州 九 華 山 六 

陰. 師 秘密 安心 往生 耍集 一 ー卷を 筆して しきりに 生 天を勸 めら れ 侍る、 是 元より 邪義 にあら す 

但し 季 世の 下 俗を勸 侍らん は、 安養 牲 生に しかす や 侍らん と、 無 相院大 僧都 (亮甚 ) 談 なりし 

右 1 一條 去年 忍 岡に 有し 時 聞し 處也、 彼兩人 過し 冬此春 はかなく なられし か はか はかりの 事 も わすれ か 

たく 筆し 置 侍る 

〇 享保六 辛 S 六月 四日 は傳敎 大師 九 百 回の 聖忌 とて 山門の 末寺 國 により 登山 せらる、 尊跌院 僧正の かた 

へ いとま 乞 ひ 申 遣 はすと て、 御山に 登り 得ぬ 身 を うらみ 侍る につけても 業 障の 程 思 ひ やられ 侍ろ なんと 

書て 

すてぬ 世の くらき に まよ ふ 五月闇 雲の 八重 山み ち は あれと も 

三日の ycz 法なん と 打より 別時の 念佛唱 へ 侍りし が、 淨土院 に勅會 侍る 事 を 聞 侍りし ま >r に 

おも ひやる 小 比 叙の 雲 もみと り そふ 杉 立 洞の たかき 御 法 を 


F し 


  三 七： 

金絲 蓮と いふ 花 を 見 侍る にも 彼 見 金 蓮華 如 日輪の 文 をお も ひ 出て 

ひかり そふ こかね の はちす かた ふけば 西に 入日の すかた とも 見き 

四 E の あした 香 を 奉る とて 

大鵬 捭風冥 海吼 怒 聲震起 走 龍 蛇 凉雲洗 出 四 明月 ^雨 新開 五嶽花 

〇 故？！；； (泰廟 ) かくれさせ まし ませし 後い くそた ひの 夏 をむ か へし、 こ、 に廿 三回の 夢と ならせた まふに 

も 打お とろ かれ 奉る、 いその かみ 見し 世を數 へしの ふまに、 我 も ふるの 中道む かし をへ たて、 消 やらぬ 

命 は 草の 紫の 露な から 風 まつ ほと も 思 ひ あへ ぬ こそ 愚 なれ、 此 日頃 心地 わ つら はしく 侍る 故、 御 法會の 

庭に も 立 入らぬ 身な うらみ 侍りて、 その かみ 仰 を 奉て 何 くれと 書 あつめし もし ほ 草の 跡 も 今 はた 心に の 

ころ 御 かたみと おも はれ 侍りし 

かきわけし むかしの 跡 を 水楚の 岡の さ  >- はら 踏まよ ひぬ る 

塋飛 かふ も あはれ にて 

かひな しゃ ほたる ゆ ふ 居る 柳 かせ あつめぬ 窓 もまた てらす とも 

〇 人々 敎 よみけ る 時 題 さくり て 名 處の秋 

秋と 猶 ふき 初つ らん 松 島の うら はっし ほ 風の みとりに 

〇 六 そちの 秋 

ふり はつる 我 身 六十の 神 無 a: 神 はいつ より 時雨 初け む (續後 撰 知 家) とい ふそ、 我 身のう への やうに あち 

きな くおん t: れ、 淺茅生 葉 うら かれて 吹から あらし もち かき ほと 山里なら て さ ひし さまさる 夕つ か 

た、 友 SL^ 來 r さえゆく 窓の 月に 何 かの 事物 語せ しか、 いふり た < 顔し， し 吾子 今年 は 一行の S- 子滿 り、 さ 

こそ 初 度の 賀も 有へ きな と 人 もい ひ あへ りしに さもなくて 打 過 侍る はいと 情なし、 しかす 吝音 にして 費 

. ^いと へ るに はとて 笑 ふ、 予云 凡人 滿の賀 むかし は 上さ まの 人 をして その後 子より 南極 務 W によせ てよ 


ろ こ ひ 祝 ひ、 义は 時の rf^ 北 ハ.： 咼齢 を賀し 下されけ る、 同し 朝に つか ふまつ る 人と も 詩 秋 を 詠して 末の 十と 

せ/、 にみ てる 事 を 祝せ しに や (代々 の 撰 集 源氏物語な とに 見えし) 昔誕 日に も あらす i せ は 花の 賀秋は 紅 

葉の 賀冬は 雪の 賀な とい ひていと 艷 なる 事共 ありし、 凡 四十の 賀に元 良 親王 一 枝の 菊 を賦し 貞は 公の 佳 

什傳 へて 治 民の 要たり、 五十の 祝齢菅 家の めでたき ためし あり、 淸 貫の 開 筵史に 見えし、 法興院 (翁 家) 

の攝政 六十の 算を常 寧 殿に 賀 せられし は 東三條 殿の 御 父なる 故 也、 七十 を賀 して 水 石亭の 詩耿會 大藏善 

行より 盛事 七 秩の秋 を 得て 梨壶. IV 土 壽を獻 せし は、 淸愼 公の かしこき 德 なめり 淸 和の 皇女 七宮八 旬の 御 

賀に重 明觴を 同く し 貫 之 詠 を 響せ しと そ、 花 山の 儈正 五條の 三位 九十の 賀を 殿上に 賜 ひし も 例し 多 か 

らす、 從 一 位貞子 (冷泉 相國の 母義今 出水 川と 號す後 源 草院御 外祖母) 九 旬の 壽百 僚稱 I 只 千歳 美を傳 ふる 

類 は 長き 命の かひ ありて 花 を 頭の 霜に まかへ、 千世の かさし の 折に あ ふ もめて たく、 菖彌 草に くらへ 

て 長き 世 を 祝 ひ 菊の 否に か はらぬ 秋 をめ て、 積る へき 千年の 末 を 雪に そふくな といた つらならぬ こと さ 

まなり ける 然るにた X うと 田舍 翁の ふつ 》 かなる かか ム る わさせる 事 近き 頃 迄 も 聞え 侍らす や、 土に 

はな へ て 三 四十の 初 度の 辰祝壽 いかめしく、 華麗 陳へ 金燈を 張り 宴會を 設けて 膏梁を 盛り 絲竹調 高く 回 

雪 風 薫す、 壁 上 新に 圖書を 給し 座 下 互 ひに 辭賦を 競 "ふ ある は 金玉 を 贈りて 践 麟の祥 旦を贺 し、 ある は 光 

閬逮 偃して 芹 曝を献 す、 滿堂 終日 歌唱し 合家蕃 桁に 誇る とか や、 近世 我國 にも 是を うつして 我より 壽章 

を 奥め 請て 壽客 を會 し、 哺 啜沈醉 嬉笑 雷同す るを榮 とす、 思 ふに 夫 生 日 ほ 母 難の n 其 子 死 をお それ 優 

苦しの ふに 堪 さりし 日 そかし、 程 子 倍 笑の 說を思 はさる へ けんや、 人の子た る 勞に叛 き 養 1 ゲ 奉して 以て 

父母 を 安ん する を 孝と す、 予今 即罷萱 親の 堂に 在る 如く 風 木の 悲 すてに 至り、 痛 極 終に これ を 通. はんと 

して 由な く其劬 勞の鴻 恩を拜 報し 己れ か 不孝の 重罪 を慙 謝する に 何 を 以てせん や、 是を思 ふに 此！ 《 は殊 

に うれへ 淚 はかりに 只來 しかた を 思 ふ 豈此心 を か へ て經を 奉せ す 思 ふ 事な けに 淺ま しの 政 詠を譬 二して 

吉大鄕 か 王 丞相に 詔ら ひし 一 百 二十歳の 言の 如き を よろこ ふも淺 まし、 且活々 の 肉 潑々 々ゆ 魚 辜 殺治與 

1  三 七  一二 


1,L 


.   三 七 四 

して 雜客を 延き霜 醉まハ 堂す へき や、 且度 下の 身なら は 謹で 從ふも 可也、 今 は 子弟 是を 請て 祝 せんとす と 

も 我より は辭 しなん、 まして 我兒 輩い また 禮 になら はす、 門下 負 笈の人 も 侍らす、 是其 幸に して 生 日 

を 過し 侍りし、 の 文 皇祝壽 の宴會 を^られ さりし を 常 情に 超過す と稱 せし、 我 後白河 院 六十の 御賀せ 

させた ま はすして、 た." ほうけ つきた る 如法 經會 を設 ましく ける もさき 通 かたき 御 志なら す や、 下 愚 

か是 等を擧 ふとし はか けても お ほけ なく 侍る、 只 此日祝 事 心に やすから さる か 故に 獨讀經 放 生して 父母 

生育の S 心に こた ふ へ きわ さなき をな けき しが 人に はかくと も吿 さりし、 家に ある もの 、たんさく さし 入 

て猶 ちとせ 君 そ さかえ を 三 かさ 山 あふく も 高き 檜 原 松 はらと 聞え しも、 おのか 心に も あらす も覺 えさる 

共 情意 も徵 しく 思 ひて か へ しとはなくて 

くち 殘る 老木に し はし 秋 を へ てし くれの もれし 檜 はら 松原 

され はまた 此月 暴風 洪濤 のさる さわ かしき 事共 侍りて、 家の 戶 うかれ 漂 ひ 男女の 限り 流れう せ 侍れば、 有 

郭 うれ へ 北？？ S もやす からぬ 折から、 是を 耳の よそに してい かに 心つ きな く 身の 祝 ひ 事， ：- ちた く 物し 侍ら 

んゃ、 年 あき 家 さ ひしく は あれと も 人の 爲に 破觴を 侑む る はかりの 力お とろくべき か は 物み-しき gl 猿と 

な 見た まひ そ、 むけに 行年 波 さかさま にせぬ 月 曰 を數 へう つして 鏡の 面影 はっかし く 終に 雞髮の 効な く 

して、 肪年犬 日のお もて ふせなる つら さ 消ぬ まの 霜に よす る 蒲柳の質 何 をめ いほくに か、 末の 千年 をな 

とい ふ へき^なら ぬ ほ、 かみく つ はむしろ 田の 露の よは ひも 何 かいの らん (一 1 條 1K 皇太后 大貳の 歌 也) と 

よみし 下 m:- かき >r しれに こそと 思 はれて 

むしろ 田の いつぬ き 川の いつのまにか しらの 雪の かけやな からん 

桑樹： _lfi^ てし の ふ 世の むかし は 遠く、 廛 かましき 世に立 まし はる さへ もい とわ ひしき や、 人の 上 にても 

のノ、 しく 花やかなる あたり はさし も 入りし なと こそ 思 ひ 侍る、 但貴 介の 御 事 はさら なり さかえ 行末の 

千年 を かけて たのもしく 期 あらまし 給へ る 人々 の祝壽 を、 排斥して いひ や ふり さみし 侍ろ に は ゆめ ゆめ 
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待ら す、 これ は 愚なる 我 身 ひとつに とりて 老 しれた る つれな さや 、くっし 打す て  > -誕節 を もよ そに せし 

はかりな り、 袋 はっきく 世に しらる 人の いて、 行 慶に袞 廚百歲 の 長 からん 事 を 祝し、 甲子 迴て猶 も 

鹤算 を數へ かさぬ、 古稀の 靑牛 關の 花に 伴 ひ 垂化文 王に 見え、 十 年の 末 を 待 百年 を賀 しなと すろ も 共 

德を聽 し 其 功を稱 せらる 、 はけに いける かひ ある 命と も 見るべき に、 鼠 枝の 才 なく m ひられす してす け 

な ふ身老 さら ほひ、 大方 世に 殘る友 もいた つらに 死 あまれる 身の 何 を かほき の、 しるへ き、 ひた ふるに 

思 ひし はとく そむき 捨 へき 世のう きを 數へ なから 家 を こりす まに 南 飛の 鶴 を うらやみ 海 邊の驚 を そ へ て 

ん あらまし する 我 こそ 淺ま しけれ、 あす しらぬ 露の命 常なら ぬう き 世の さか 野邊 のけ ふりに ともな ふ、 

程 折 ふしの 花 紅葉に 伴 ひ 柴の戶 のし はし 靜 けから ぬ こそめ やす かりぬ へしな とい ひし かば、 客い と 興な 

けにて 世に した かふ 身 はけ やけく、 俗にな もとりた まひ そとて 出ぬ、 よしや 身の なくさめ の ありけ にし 

て 人 思 ふらん、 捨 かねて あるに も あらぬ 老 らくの 身 を こそ 歎け 世 を は うらみし、 冬の 夜の 長き に 炭 根.^ 

きつく して^の くりこと よしな くこ そ 

享保七 年 神無月の 初  - 

白 華の 殘 翁し くれに 先 筆 を そめし 

〇 寺 を てらと 訓 する は 照螢の 意に や、 てら をて ると いふ 事 言葉 集に 宫 寺の 古語 をみ やて りと いふと い へ 

り、 此類此 書に 多し 

〇 或 人 江 文明 神と いふ 神 は 何 そと 長岡爲 丸に 尋 しに、 云 江 は 衣 也、 文 は 含の 義 にして 食の 事 也、 衣食の 

神に して 保 食の 神と も倉稻 魂と もい ふといへ り、 是附會 の 拙き ものにして、 江 州 江 文 村 はこと に 所の 名 

なる 事 を 不知に や、 可 笑 可哀、 又 巫女の 振る 鈴は篠 なりす、 とさ、 と 音 同し、 猿 女神 岩戶の 前に 篠の葉 

を 持 舞し より 起る、 凡祌 をす、 しめる とい ふも是 也と、 これ 何の 據 そや、 一笑 呵. > か 、る 妄言 を 吐く 愚 

俗 を謾し 造言の 罪 をお それさる あさまし 

三 七 ff" 
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〇 孝德 天皇 詔して 凡 死せ る 者の 髮を刺 所々 に 猥に埋 む 事を禁 せられし も 末の世に 知る 人な し 

〇 延ぉ式 凡 金銀 薄 泥不 レ得レ 爲-, 服用 並 雜器飾 S 五月 五日 諸 衛府甲 胃 之 飾不， 在，， 制限， 

伏按昔 rr 朝家 禁，， 嬌飾， 如， 此、 季世 無用 費 弊多豈 可， 不, 禁、 因 云 五月 五日 甲胄 之 飾 者、 是 今日 端午 兒直 

所レ 弄せ 之 本 敷 

〇 新ハ牛 兒擎 弄，， 毬杖 f 是 異朝 舉 丸之戯 也、 韓詩 所謂 毬杖奮 合 且離是 也、 叉 古詩 云 毬杖交 加 錦繡衣 杖 之 字 

猶多俊 俗 ii,, 之掣珠 f 是亦諱 詩 云 霹靂 應， 手 神 球 飛、 異邦 固 稱レ珠 

〇巾^我^3-關の國にて愚俗云、 我 はかりな き功德 をな しつ 我 里の 寺に 鐘な かりし 故、 某の 鄕の 寺に 押入 

燒拂ひ 類 ひなき 大鐘其 他の 怫具 こと- {\ く 奪 ひ 取て 我 寺に 寄附せ しとて 大 言せ しと 語る、 人 聞て 功德に 

は あらす 惡 行なり とて 笑 ふ、 予思 へらく 古今 國守郡 牧民 をし ほりて 物 を 取、 老少 をして 溝 堅に 轉 せしめ 

これ を あはれ と 思 ふ 心 もな く、 彼 民に とりし 物に て神祠 をい となみ 怫閣を 作り、 固より 驕吝 甚敷儈 法師 

に 布施して 是 を功德 なりと ほこる、 是彼愚 俗の しわ さに は 劣れる にや、 すへ て 道 を しらす 義を辨 へされ 

ば大 やう か る 事の み 多し、 儈 法師 は 己に 利 あれ は 他 を そこな ふ も か へ りみ す耻を 忘れ 義を しらす 世人 

彼に まと はされ て寳 をす つる 人 和漢 そ も 幾 萬 人 そや 痛む へ く 悲しむ へ し 

〇 處 をし えたぐ ると 和訓す、 今の 俗儒し えたぐ ると 讀 いとった なし、 しえ の 切せ なり 拗音に 讀事も 字に 

よりて あれと も、 虐 をせ たくる と讀て よし、 神代の (脫字 か) に はと 拗音に 書し 所 多し、 直音 拗音 轉 語音 

便 を しらす は 書 を讀に 俗なる 事 有 へ きか も 

〇 稱號を 諸家に 賜 はる は秀吉 以前 はな かりし にや、 唐 にても 周の 代 迄 は 帝王の 姓 を 臣下に 賜 ふ 事 は 例し 

なかり しに、 漢の 高祖 敬に 劉 氏 を 賜 はりし より 虎の 人 主 遂に 法と 爲し たま ひしと ぞ 

〇西域^^云在，頭曰レ瓔、 在レ身 曰 レ珞 

〇 麼斯吒 此言， ， 獼猴， 
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按 倭俗以 n 铺猴 ， 曰，， 摩斯 1 者即 梵語 敷 

〇 濃 州 高 須の南 かちあ ひとかい ふ 所の 八幡 社の 境 內に異 竹 ありて、 竹の 犬なる ものに て圍四 五寸も あり 

て 七 所 叢生し 侍る、 八月 苟を 生す 本草 綱目 及竹譜 にもえ もしらぬ 竹 そ 侍る、 當 麻の 曼陀羅に 付し 竹 軸 一 

節 一 丈餘 あり、 是今 東禪寺 村に あり 神 物の ことく い へ と、 南廣 I 員综 H 竹 は 一 節 丈に 近し と 時 珍い ひし かど 

不思議に あらす 

〇 神社の 鳥居む かし は 門と いひて 鳥居と いは さりし、 伊勢神宮の 一 一 一等の 鳥居 も 第 一 の 門 第一 一の 門と 古 

き 書に いへ り、 但寳龜 二 年の 太政宫 符に內 外の 鳥居な と あれば 門との み もい はさり しと 見 ゆ、 とり ゐ通 

りの 轉訓と 云、 然れ とも 酉陽雜 m に 東門 雞棲 木と いふ 事 あり、 是 鳥居の 意に 等しき にや、 質朴の 昔祌社 

の衡 門に 雛 を 宿せし めしより 鷄 棲の 名 あるに や、 然 らば 鳥居と 書 は 古意 敷、 形に 付て 天の 義 とし 又 鳥 井 

と 書 は附會 也、 花 表と 書 は 誤れり、 花 表 は 門に あらす 只 神社 古俗の 門と 心得れ は 可な り、 種々 の 理說を ま 

うけ 奥深く い ふ は 近世に 出づ 

〇 紅花 (一名 紅 藍 花) 和名 くれな ゐと いふ、 くれと は吳の 和語に して くれの 藍と いふ 事な り、 本吳國 より 

傳 へし 故な り 吳竹吳 服の ことし、 本草 綱目に ある 吳藍は 別物な り 

0^ 與レ藥 字 同、 見 n 豪州 老君 碑？ 元 贊所レ 書の 題字： 水 局の 三 字 有て 醫語計 を 書す、 蒸 藥に用 ゆと 元 菊 

の談也 

〇§ (音 鳥軟 羨) 1^、名(音暖平聲大聲也) K 明 (音 荒 開明) ，秦音 車上 聲推明 也) 

、 此 等の 字 誤 寫はー 一字と なる 

〇 詩 を 作る に 第三 字 第五 字 或 平 或 仄橫に 見通し 同し きを は 嫌 ふなり、 或 人 元 贊に問 ふ 古人の 詩 多く 見通 

しに 平 字 を 用 ひ 仄字を 置し 如何、 元日 夫は排 律の 格 也、 凡 詩 は 管絃に 蒙らし めて 歌 ふ もの 也、 排 律は樂 

に 用 ひすして 文字 を 面白く 仕 立る 計りの 體 なりと 答へ しと 云 
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〇 或 僧 書翰 を 書き 元贊に 見せし に、 はし 書に 先 さまの 寺の 事 を 書り、 元曰是 記の 體也 書翰の 法に あらす、 

叉 某の 字 印行す る 時の 事 也、 おのれが 書に 某の 字甚 不可な りと い へり 

〇 東 に 十字と いふ を 今人 饅頭の 事な りと おもへ る は 非な り、 饅頭 は 其 代に はな かりし、 是蒸 餅の 異名 

なり、 晋書 蒸 餅 上不折 十字 則不 食と いへ り、 蒸 餅 は！； を黷 にて 作れる 物 內に饀 なし、 今 長 崎 市人 製して 

異邦 山 西の 客 阿蘭陀 人 等に 賣る是 を ハ ン と 云 ふ  j 

〇 八朔 風俗 は 我國の 事に や 一條 禪阁の 御 記に 見え 侍る、 今 柳營家 殊更なる 御 こと ふき 侍りて、 諸家 御劍 

御馬な と 元 正の 如く 獻らせ 給 ふ、 京 は 行 器に おくり 難 波 は 意 茨の 枝に 彩 雀つ けて きらめき おくり か はし 

なと する、 其 外の 國に はか X る 事 も 聞えざる にこ そ 

〇 羽柴 (武城 東北) 祟 仙 寺に 齊藤刖 當實盛 か 石塔 あり、 法名 加條原 院眞阿 彌陀怫 

武藏の 永 井に 寳 盛が 住せし よし 此寺彼 居の 墟 

〇 土 佐 家の 祖は^ 所從 五位 下 土 佐 守 1^ 原經隆 也、 其 後 越 前 守 行 光 其 子 越 前 守 光重 其 子 土 佐 守廣周 (彈正 

忠) 相績 して 鎗所 となれ り、 廣 周が 子 刑 部太輔 光信より 土 佐 を稱號 とす (永 享年 中の 人) 其 子 土 佐 守 光 氏 

(刑 部太輔 右近 將藍) 男子な かりし、 其 女子 狩 野犬 炊 介 元 信の 男に 嫁せ し 故 输所預 りと なる、 其 子孫 今繁 

昌 して 幕府に 仕 ふ、 亦 今の 土 佐 家 は 其 庶流 泉 州 裸の 人 土 位久欣 とい ふ 者の 裔、 朝家 官を賜 はりて 緒の 事 

預れり 

〇 和 粛の大 なる もの 昔 東大寺に ありし 事 古記に 見 ゆ、 今 は 亡に や、 今日 現在の 大書 は 洛東東 福寺涅 像 

明 兆 殿 司の a. にして 竪三丈 九 尺 横 1 一 丈 六尺 結 世の 窬圖 なり、 其 他 は 同 寺の 法 堂 天 井の 龍 も 亦 兆 公 筆の 筆 

なりし、 紙蔡 りて 破れし 後 狩 野 光 頼 (本 稱は木 村 狩 野永德 養子と す) 板 面に 是を 書く、 龍 頭 1 一 丈 餘其身 は 

十八 丈餘 (慶長 中の 人な り) 

〇 村 上 天皇の 御宇 瀧 口の 下部 雷に 逢て 半死半生 なりし、 醫師忠 明 灰 を あつめて 是に埋 置し が、 時 を經て 


尻  凝 


人心地に 返りし 事 今昔 物語に あり 

〇 人 をお くりて 歸 る鳥邊 野と いふ 句に 梵燈 

身 はいつ のけ ふりの 爲に殘 ろらん 

と 付ら れし、 その かみ 口碑に 傳へ 名句と せり 彼 翁 死後 北 野末 社に 祟祠り 煙宮と 云々 

〇 神に 參ら する 幣を 初穂と 呼 ふ は田稻 みのりて 牧め ぬれば 先 本 居の 祌に献 せし これ を 初 漶 といへ り、 今 

金銀 及 泉 貨を初 機と 呼ぶ はこれ に 準して 然るに やとい ふ、 按す るに 三代 資錄 に貞觀 十一 一年 新錢 を， 鬚 作し 

早穗 二十 文と あれば 錢 を初穗 とい ふ 事 久しき 義稱 敷 

0 予が父 在世な りし 時 三河國 御油の 驛 南水戶 山に て 村民 堀 出せし とて、 銅 錢を名 府に携 て 来りて 公府に 

納 なん 事 を 請 ふ、 依て 是を 啓し 奉り 民 は 銀なん と 賜 はりし なり (瑞 公の 御 時 也) 亡父 曰 昔 三河國 一?^ 美 郡に 

て 阿育 王の 寳鐸を 得て 朝廷に 献せ しとい ふ 事 三代 實錄に 見 ゆ、 其 高さ 三尺 三寸と いへ り 今 銅 鐘 形ち 異様 

にして 我國の 製なら す、 是 阿育 王の 古物なる も 知る へからす 

但か > "る 事 申 上ん はいと もこの 事な りと て 人に も 語りし、 其 後 如何 行な かりし と 思 ひわ すれ 侍りし、 

年經て 東に 下り 外 山 御 別業に 寓し 侍りし、 御 邸の 吏 語りし は今此 御園に 其 鐘 を つらせて をら せた まふ 

とい ふに そ、 立 かへ り 昔の事 もね にな かれさらぬ たもと を濡し 侍りし 

〇 令-, 曰 (淡 海 公 奉勅而 撰) 凡 先 奸後娶 爲-, 妻妾 ー雖 レ會， 赦猶 離， 之 云々、 夫 女 を 嫁す る 法 先祖 父母 伯父 叔父 

姑 兄弟 外祖 次に 舅 從母從 兄弟 等に 吿禮を 正し、 嫁娶 すへ きょし 令に 見 ゆ、 されば 禮を 以て 交ら さる を^ 

とす、 たと へ 私に 姦通し 後 祖及ひ 父母に 申て 巳に 婚娶 すると も、 其 後奸通 私事 發 露し 者 はたと ひ 非常の 

赦 にあ ふと も猶亦 離せし むと、 右大臣 夏野 公の 注解に 見 ゆ、 古しへ 我國 婚姻の 禮正敷 事 を 見つべし 

〇 宇 野六郞 (赤投 光範 家人) か 子 熊 王 丸 は 楠 正 儀に 父 を 討せ 其 仇 を 報 せんとて 光範に いとま 申ければ 志 を 

感 して 一刀 を あたへ し、 頓て 赤松 城の 軍營に 至りと かくして 正 儀に 仕へ し、 美敷袁 なりし か は 正 儀 もら 
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うたく おも ひね もころ に 情 ありし、 父の 仇 忘る にあら され ども あたなる 情に ほた され 月 曰 を 送りし、 父 

か 七 回に E 心 ひ 切て 宿意 を遂 なんとせ しに、 其 日し も 正 儀. K に 元服 させ 和 田 和 泉 守 を 烏帽子 親と し 和 田 小 

次郞 正覺 と名乘 せけ る、 正覺泪 にむ せび 身の つら さ 人の 情の わく かたなき 思 ひ を 語り、 君 は 仇な から 仕 

へ し 程 も 口 惜く思 はさる 情に ひかれて 素 意 を 失 ひし、 只今 君の 爲 父の 爲に自 死す へ きょり 外道な しとい 

ひ、 刀拔て 自殺 せんとせ しか は 人々 おとろ き 取 留めし かと も、 よしや 浮世に 住む へき 身と も覺 えす と 其 

刀して 鬂 切捨、 峰-蛾 牲生院 に 入て 衣 を 黑染に そめ 正覺 法師と てお こな ひす ましけ ると、 古き 書に 見 ゆ 

儒者より いは > 正 しからぬ 振舞と て そしりなん、 情 知る 人 これ をい やしむ へき や 

o:^ 南 野 ii 內海大 御堂 寺 (大 坊と稱 す) 中 與長圓 法師 は 東 照宫母 公の 甥な りし、 慶 長年 神君此 寺に 遊た 

まひ、 何事 にても 望 あらば 啓す へきよ し 仰 ありし に、 長 圓戰國 の 風に なら ひし 佾 なり けれ は 心の ま、 に 

鹿 狩す へ き 地と 應 御免 あれ かしと 申せし か は、 神 君 思 ひの 外にお ほしめ しながら 鷹 簡鹿簡 及 ひ 小鳥の 證 

^なんと 命して 有司より 下し 賜 ひし、 實に 不律亂 行の 事に や、 次の 秀圓 法師 あさまし とて 彼 簡等を 深く 

かくし 置きし、 其 次 快^ 法師 住持の 時 成 瀨正虎 彼 魔 簡鹿簡 を 乞て 彼 家に 藏む、 小鳥 證文 のみ 猶 寺に 藏む 

〇 荻 生 氏か譯 文-茶 蹄 曰、 和 國緞馭 胡 魔 島 をの こ は 丈夫の 稱、 ろ は 助 語、 やまとり の をろ のか  み 神ろ き 

神ろ み 等の 如し、 をの この 唐音 倭奴國 なり、 夫 を 略して 倭と いふ 後に 同音の 和の 字に 改む、 大和と いふ 

は 大宋大 廒の大 の 字の ことし 日本の 愁名 なり 山 迹の國 帝都の 時 大和と 書た る は 苦しから ぬに 似たり 平安 

城に うつりて 猶 大和と 書る は不學 なりと 云々、 按す るに 緞鼠胡 魔 島の 名 を 丈夫の 事と する は舊事 記の 說 

にあら す附 會の說 か、 古事 談大 雀： ナ、 皇の 御製 又 B 本の 名に あらす、 且延喜 講記弘 仁 私記 序の 說に 違へ 

り、 今 音 を 以てい ふ は當ら さるに 似たり 

我國十 2 し へ より 傳 ふる 處の 字音 も 前後 漢及隨 唐の 音聲 也、 今 明 淸の國 音 は 大方 元 以來韃 音に て 古し へ 

の 音に あらす、 され は慈覺 大師 傳來の 引聲彌 陀經を 唐音 讀と いふ 全是 漢音 也 
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〇 和訓 は 百 濟の王 仁より 始まり 王 辰つ ひに 定る、 讀 書の 字音 代々 を麼て 吳漢雜 誦せり、 桓武犬 皇延. ほ 十 

一 年 諸 生 をして 漢音 を 習 はしむ 同 十七 年 勅して 讀 書の 音 吳音を 用 ゆる 事な からしむ これより 大學察 及 各 

國の學 校 皆 漢音 を 用 ゆ、 承 安 以後 覺阿 人宋し 明庵歸 ^3 比より、 宋音 交い 道隆兀 庵大. ぶ^ 光寺 01 僧 多 

く來 朝し 誧經讀 書風 を 異にす、 されと 朝廷の 文官 猶 昔の 音 を變 せす、 近世 淸人 多く 長 崎に 來り國 音を傳 

へなら はしむ、 今の 學者異 を 好み 奇を 街ら ひ 一家の 門 を 立、 我國 古昔より 學ぶ處 の 字音 を 和風の 俗流の" 

といやし み、 和訓 助 聲の則 を 捨て 明 淸の音 をよ しとす、 講說 を惡み 詞章 を 事と する 呰 新奇の 私な り 

〇 丁酉 六月 尾 北 葉 栗 郡 門 間莊玉 井村 加 茂 之 社 境 古き 井筒 を 掘せ し、 天平 三年 辛 未 三月 五日と 字 あり (享 

保 二 年に いたりて 九 百 八十 七 年 也聖武 帝の 年號 也) 井筒 は 丸く くさ ひに てし めしと 兑ゅ、 あひ^ 等の 製 

古代の ものな り 木 はまきの 木に て斯 のこと くなる 板 十六 枚 あり、 


むかし 玉の 王の 墟 にして 淸泉涌 出す、 古き 木 土中の 水に 付 ぬれ は 久しく 堪侍 るに こそ  ー 

〇 攝州 長柄の 橋 柱 參州矢 橋の 木 今 も猶堀 出し 侍る、 相 州 箱 根の 湖中大 杉い くら も 侍る とな ス f 

より 近き 里 (藤 井村) にして 古代 温泉の 跡より 湯 ふね 堀 出して 湯 も わき 侍りし と 見し 人語り し、 叉 或 有 二 P 

云 我 公 御 t.A- 內 美濃國 安八 郡 森 部 村に 神明の 祠 あり、 昔 皇太神 を數年 祟め 奉りし 舊 跡と かや、 彼お，】 石 船 宇 

治 橋なん と 呼 古所 あり、 其 橋の 墟 地中の 橋 柱 ま 、あり、 是垂仁 天皇の 御宇 なれ は 天平の 前す てに 七 百.^ 

四 年 其 昔の 橋 柱 こそ 朽も はてなん、 後世に 小 熊 道の 橋な りし か は懸改 ると も 絶て また 幾 百年に かなりな 

ん、 然るに 今猶 土中に 古き 柱 あり 水中に 埋 みし 木 は久敷 ある 事 を 知る へしと い へり 

〇 或 問 無官 大夫敦 盛の 妻 御影堂に て 扇 を 折 初し と 去 事な り やと 云、 按察使 資賢鄕 の 女 一教 盛の 妻) 其夫タ 
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  三 八 二 

m 後に 祐宽 阿 阁梨 (御影堂に 御 同居) の 弟子と なり、 剃髮 して 生 一 房 如佛尼 公と 稱 せし、 新 善 光寺 (御影堂) の 

かたはらに 一 院を て 蓮 靡 院と號 して 住せり、 一 旦 後嵯峨 院の 皇子 勝 法 院の王 阿 上人 病の 事 ありし が、 

故 ありて 尼 公 栢錫を 製し 祐寬 み-して 加持せ させて 上人の 病身 を拂は しめられし、 其毒頓 にさめ て 平癒 あ 

r. ル， 一 りし、 これより 後 寺 僧 扇 を 折と いへ り  - ン 

御影堂 はもと 擠林 IT- の 創建な りし、 王 阿 上人 以来 時宗の 寺と なれり とそ 

0 俗に 云賀德 丸は疫 樂の謠 によろ 法師と いふ これ 也、 謠の隅 田 川 は 梨園 溫 故と いふ 書に 見えたり， 吉田 

少將及 野 上の 斑 女 か 事 あり 

此害な 五 卜 年 はかり 以前の 筆と 見 ゆ、 附會の 事 ままお ほし 

〇 寬正五 年勸進 能の 圖 京師の 古家に あり 舞臺式 今と 同し からす、 樂屋 舞臺の 南に ありて 茁詖の 席 同し か 

ら すと かや 

〇 昭中將 (致 平 新 王の 息な り) 光少將 (堀川 大臣 顯 光の 息) はたく ひなき 若殿 上人に て、 少將 ある 時 一の 力 

重".；^ ありて その かたさ まの 人々 患 ある 事斜 ならす、 又 一座の- 宣旨を 得べき かたの 人々 床しけ に 物 まち か 

ほな りし を兑 て、 仇なる 憂世に まつ もお しむ もこ ろうき 習な りけ りと おも ひ 渡世 をい とひて 出 1ダ した 

まひぬ、 中將は その 頃齊信 公任 俊賢 行成な といみ しき 方 人達 陣座 にて 事 を さため ましけ る を 見て、 身の 

程 を しらて いた つらに 位高 からん 事 を 思 ふ は、 はや 我 身の 耻を わすれた るに てこ そ あれ、 此人々 に はい 

かに もお よふへ からす、 なまし ひに 朝に つかへ て 何 かせんと て 雲水の 徒と なりた まひぬ (長 保 三年 二月 

三日 中 將少將 三 井寺 出家) 共に ir 井寺 慶舴 阿闉 梨の 室に 入れり、 左 中 將成信 (廿 三) 左 少將重 家 (廿 五) と 

聞え し 公任 卿 此事を 聞て 行成 大納言の もとへ 讀て 贈られけ る欧に 

おも ひしる 人 も ありけ る 世の中に いつを いっとて 過すな るら む 

いと あはれ なろ 事に ゃ招鵃 曉筆抄 にく はしく 見えし 


0 
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鹽 尻 卷之 七十 三 

〇 年號 改元の 式戰國 擾亂の 時、 古實の 家名 記 多く 云て 古法 陵 夷し 元 和の 比 迄 は 異朝の 年號 をと りて 用 ひ 

助 文なん との 御沙汰 もなかり しに や、 寬永 以来 は 先 規を考 へさせ まします 御 事に て 舊に復 りし も 太平の 

すかた 也 (天 和 改元の 時 迄 地下の 學者も 庭 上に まゐ りし か 故 有て 今 はさる 事な し) 

〇 今時 六 位の 袍色 縹 なり 綠 にて こそ 有へ きを、 何の 時より や 紫色 0 二位 以上) 絶て 橡染 となりて、 四 位の 

崖 緋も黑 くこ そ 成 侍る、 綠染今 はなし 七 位の 袍色を 六 位 服し 侍る、 其 深 淺の分 もな くや 侍る 官位と いひ 

衣袍 とい ひ 古し へ を 以て かたくなに いふへ からす 

〇 京の 所 司 代と いふ 稱呼東 山 殿 (義 政) の 時 京 極大 膳大 夫持淸 (佐々 木本 家) 侍 所の 司に 補せられ、 京都の 

事 を 奉行せ しか、 其 身 江 州に 在し 時 多 賀豐後 守 中原 高忠 をして 京都に 置て 萬宰 せしめし を 所 司 代と 呼し 

是始 なるとい ふ (但し 前に も 諸 司 代の 名貞 和の. 比 も 有しに や) 

〇 或 人 云 我 俗 十 一 月 天台 大師 講の紅 喫 を 喫して 云 今日より 一 歲を 添と 是 何の 謂 そ、 予云是 冬至の 粥 を あ 

やまり 傳 へて 大師 忌の 供齋に 混し 剩へ 賀稱 す、 按す るに 宋の陸 放 翁 か 冬至の 一 聯に家 貧に して 輕過節 身 

の 志しに 怯 レ增レ 年、 註に 鄕俗謂 喫-一 冬至 釵 1 即 添-一 一 歳-云々 之 を 以て 知る へし 

〇 去年 關 東の 命に 依て 淸ノ 帝の 六 翁 衍義官 板 成て 天下に 普くせ させ 給 ふ、 されと 無學 の徒讀 得さる も 多 

かれは 重て 窒直淸 (新 助) 仰 を 蒙り、 彼 書の 大意 を 和字に 書て 梓に 彫て 世の 敎論 にな さしめ まします、 寳に 

擧 校の 政な かりし 世より 只 號令を 以て 天下 を 主 維 まします にや、 今淸 論に 依て 和語 を 綴り 此民 をして 善 

に 相倡隨 せしめた まふ 御 事、 お ほけ なき 御 事な から 昭代の 典則 も 直 盛事に 見えて 有難く 覺ぇ 侍る 

〇 和 州吉野 山の こなた 今 市の 驛 より 東北 六 七 里 計り 姨か峯 の 麓に 合 河 (或は 河 野と いふ) に長祿 元年の 冬 


尻  a 


  三 八 四 

横死 まし ませし 一 -ー宫 の 君の 舊跡 あり、 (釋院 ) 所 民い ひった ふ 其 時 大西助 五郎と いひし もの 赤松 家に 組し 

案 して 討. ュ 6 ゐら せし、 山 谷 を ひそかに しの ひ 寺の 後口の 山より 人し と 云 々(天井 敷板 刀の 跡 今にの これ 

り此 上中下 三 保 を 分つ {:« の 甲胄 を 分けて 三 所の 民家に 蔵む) 彼 御 首み 神に 祝 ひ 所民祀 をな す 事 今に 絶す 

となん 

南方 退治の 事 攝州大 坂 (天滿 川 崎) 九 昌院藏 本の 上 月 記に 其 始末 詳に 記せり、 將軍 家譜 及續 太平 記甚略 

して 且事 遠へ り 

亦義經 連れられ しも 此 山と かや、 事顯 はれ 東 嶺を經 て 伊勢 を 過り、 東國に 下向の 時 露 深して 袂を濡 しけ 

るに、 衰運 せん 方な きを 歎き 白 綾の 小袖の 袖 を 切て 拾ら れし、 後山 民 此袖を 拾ひ藏 めし 村の 稱を 今に 白 

綾村と 呼、 其 露け しかりし 山 今秋 爽の夜 も 露 更に 置 事な し是 一事 奇也、 と 所の 者い ふと そ (義經 を 神に 

いは ひ 祀る彼 綾の 袖 今に 現在して 六月 虫干し 侍る となん) 

右 京師の 商 (吉 見彌 六) 壬 寅の 春 故 有て 彼 地に 往、 委敷 聞し とて さまく の 話しせ し 六月 八日 

亦 彼 山の 遠から ぬ 程に 聖 天の 岩屋と いふ あり、 はる ノ、 と峻 しき 峰 を攀て 登れ は 三尺に たらぬ 穴 あり、 

岩 を 踏 とらへ て 下る 事 丈 はかり 下 は 平にして 甚くら し、 先達 有て 松明 燃し 入る、 內に亦 底 しらぬ 穴 あり 

て 鳴 事す さまし (水 音な り) 左の 方に 石 門 有、 是 より 脇道 四 五 丁 も 有 こそ 大方に して は 通り 人る 事 能 はす 

卞 右り 方に 上る へき 岩 有て 幽に 日の 光 を 見る、 から ふしての ほる これ を 菊の 岩屋と いふ、 こ. -は 上の^ 

に 穴 有て 甚 明し 四方 切 立て 薄墨 色の 壁の ことし、 夫に 菊花 を 彫て 尤奇 巧な り、 亦 太刀 機の 物 を も 刻 付た 

り 其 他 何も 見えす、 石 瓶 子 一双 岩に すへ あり、 いと 神々 しく 身の 毛い よ 立て物 を は 見 次と いふ 

是亦 右の 人 かたりし 

〇 奥の 津輕今 別れと いふ 礎 あり、 大浪の 後舍利 (衆 色 侍りし) 及 ひ紋石 (水晶に 似て 鈍色なる に 青色 白色 


VI  键 


の紋數 まさく 有て 可愛) 沙金等 あり、 そこに 蟲巢 とて 淺標色 S 自然 球 あり、 此所民 獸肉を 岸に 沈め^ 

は是 にす かりて 集る を 取 上る とい ふ、 圓 にして 少し ひらめな り、 琢磨 をから すして 自穴 通れり (取 上る 

時 は 田螺の 如き ふた 有て 內は 肉な り) つや、 かなる 事 すれる か 如し、 是を 東都に 出し 寶る (元は 直珊 

瑚に ひと かりし か 今 は 下 直 也) 印籠 等の 緒メ 人の ェの ことし (今 京師 是れに 似せた る珠 多し) 亦 同し 綾き 

の 石 岸に 朱 砂 あり (生し き 時 は 紫色な り 幾度と なく 水 飛 すれ は 極て 色よ き 朱な りと 云) 常 廟の御 靈屋御 造 

作の 時津輕 家より 多く まゐら せられし を 漆に 和して 塗らせら る、 に尤色 上品な り、 今 現に 見る 處. a 今^ 

の 其 地番 人 を 置て 猥りに か A る 玉石 金 朱 等 を 取 事を禁 せらる、 其 他 珍異の 水物 多し と 近き 年往し 人語れ 

り 

〇 論語 衛靈 公の 朱 註 史魚以 尸. 諫ス と、 靈 公の 時 遽伯玉 賢に して 用ら れす、 彌 子瑕侫 にして 任 レ事史 魚 (名 

if 衛の大 夫) 病て 死る 際 其 子に 命して 曰、 吾 朝に 在て 賢 を 進め 佞 を 退る 事 能 はさり し、 死後 禮を 成へ か 

らす尸 を 北 堂に 置て 足りなん と、 公 柱て 吊す 尸 を 見て 怪問 せり、 其 子し かくと 啓せ しに、 公容を 失し 

て、 曰 是案人 か 過 也と て、 頓て伯 玉 を 召し 彌子を 返 けられし となん、 故に 孔子 稱 して 直なる 哉と {ロ： ひし、 

嗚呼 剛正不 阿に して 陰諱處 なく 極諫 して 屈 抑せ す、 其 直き 事 矢の 如く 禍患を 以て 慮と せす、 遂に 節 を t- 

して 人に 拘 はす、 治亂 死生 を 以て 一已の 志 を 仲し も 亦烈忠 とい ふへ きのみ、 謹 公 raf:; 色 を 愛して 賢人 を 忘 

れられ しも 尺諫を 以て 行 を 改られ しに や、 後の 人に 臣 たる 者 我 君 能 はすと て 止なん よ 恨み 有へ き 事 こや、 

我 據見院 平 贈相國 (信 長) 始は其 行 ひ 不善の 事 多 かりし か、 平手 政 秀死諫 の 後 は 過ち 少ナか りしと そ 

0 孔子 三戒 少ハ色 (好色) 壯ハ鬪 (爭鬪 ) 老ハ得 

タタ カウ  モノ ァシ牛 

これ は 堅に 戒 しめ 給 ふ 

三畏 天命 (不 長) 大人 ナ (1 ナ^) 聖言 ("i^ ブ) 
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 .  三 八山ハ 

これ は 横に 畏れた まへ り 

〇 人谯 に. 1 る 時は疾 死す、 然るに 魚 は 水に 安ん す、 人 木に 處は 惴慄す 然るに 痕は 木に 安ん す、 毛 嬙麗姬 (古 

の 美人) 人 美と して 之 を 愛する に 鳥 鹿 は 之 を 見て 飛 せりと、 漆 園 老人 かいひし 實 さる 事 そかし、 名利 

を 厭 拾して 山林に 入ろ 者 は 世路を 見る 事 汚泥の 如くし 侍る に、 身の 榮を 貧れ る 人 は 之 を 見る 事 萬 獸の様 

に覺 侍る にや、 智愚賢 不肖の 毎に 反せる 亦 珍ら しからす 

〇 享保六 年 辛 丑 六月 四日 傳敎 大師 九 百 回の 養 忌に して、 比 1^ 山 法會行 はれし となん (台宗 の 僧國々 より 登 

山せ し) 我 國圓戒 の 始祖 なれ は諸宗 共に 祟 ひ 侍る、 予も 報謝の 爲觀 無量 壽經 を讀谶 法を修 して 香 を 行し 

侍ろ とて 

大鹏撙 風 一 ハ海吼 怒 聲震起 走 龍 蛇 凉雲浩 出 四 明月 沛雨長 開 五嶽花  • 

〇 或 問我國 いにしへ 官 漏刻 を 置鈹を 打て 十二時 を吿 る、 不知 何れの 代より 侯 鐘 を 撞て時 を 知らす る 事 あ 

り や、 予曰百 練抄曰 (大治 二 年 二月の 條) 陰陽 寮 漏刻 燒亡 云々、 此鐘は 桓武帝 遷都の 時 作り 渡されし 所の 

由 (三百 三十 七 年 を ！-) い へ は 我 國上久 より 時の 鐘 ありと 見えたり、 但其始 を しらす (桓武 帝の 時よりか) 

〇 或 人 描な したる 丹 州 H< 橋 二 ュの圖 左に 略寫 す、 睦 奥 松 島 伊勢の 二見と 合せて 三 勝景と 云、 けに も か. r 

ろ 絶^の 隊 地に 遊 侍ら は 目 も あやならん を 心に 任せぬ 身 は 見す 知らて 過し 侍る、 せめて は鎗 にも 書たら 

んを 見て し はし 佳境 を 心に 思 ふ へ きか も 

かき をき しちと りの 跡 をた つねす はいか  ふみ みん あまの はし 立 
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〇 信 州 松 本領 某の 里に 地藏堂 ありし.. 八十 年 前此像 失せて 其 名を傳 へし ま、 に、 年 ふりしに 享保 三年.： J 

月 十五 日 地 藏大士 の 像い つく ともなく 現 然として 擅 上に まします、 其 頃 領主 水 野 出 羽 守の 夢に；； -綠 出の 

老師 こそ 此 ほさつの 化 現にて まします と 吿を感 せられし、 七月 十五 日 前大潜 正の 御坊 (祐； 大) めて たく 西 

遷し給 ひしと、 領主 殊に 奇異の 思 ひ をな し 大僧正の 門人 祐海 上人へ 夢の 有様 を 書お くられ、 北ハ靈 は自 

招請して 舘に 安置 せらる とか や。 

同年 九月 朔日舘 林 善導 寺の 方丈 へ 水 野より 贈られし 狀に其 趣 をく はしく 書 送られ 侍る、 其 像は惠 心の 

作と 云々 

彼 大僧正の 御坊 は 近世の 高 德其名 天下に 普くして 在世の 奇特と いひ、 寂 後の 瑞異 とい ひ、 人の 兑聞を 驚 

す 計りの 事 都鄙 傳 へさる はなし、 其 遣 跡 は 武州目 黑に地 を 賜 はり 基 を 開き、 明 顯山祐 天 寺 善久院 と號す 

庚 子 七月 は 大僧正 第三 回の 忌 辰に して 十五 日より 廿五曰 迄 門人 以下 集會 して、 一 千 部の 三部 妙 曲 を讀誦 

し 報恩 追 遠の 佛事 いみし く修 せられ 侍りし 

寺の 本尊 は顯譽 大僧正の 眞影遣 身の 舍利を 安置せ り 

予も 亦其經 衆の 緣を むす ひて 香儀献 ると て讀て 贈りし 歌 

むす ひもく 野邊の あさち か 末葉に ももら はて やとれ 露の 日の かけ 

祐 公康 存の日 十 萬 人の 念 佛會を はしめ たま ひしに、 上 は 玉 敷の 臺下は あやしの 笛屋 なる 人 迄、 其會 衆に 

入て 日課の 稱名 を唱へ 侍る、 勢 州 松 坂なる 淸 光寺 を 其 本 所と 定められし、 年に まして 人の 救 も 多く 今年 

丑 辛 正月 智恩講 に 至て 凡 四十 一 萬 七 千 一 一 百 二十 三人と 聞え し 

〇 予 東都に して 渡 唐 1K 神の 薔像を 得たり、 東 山 岩 栖村罨 の 自書 讃也 (師諒 は 靈彥字 は 希世 惠鑑明 照禪師 

と謚 す) 故 鄉に歸 り 三月 廿五 s 香 を 捻し 奉る とて 

唐 ころも をらぬ 扶 もに ほひけ り あふくに 高き 梅の 春 かせ 

 .  三 八 九 


I   三 丸 O 

〇 海 內奇觀 とい ふ 書 は 唐土 佳境 勝地 を 記せる 書 也、 夫 山川の 美景 は 造化のお しめる 處 にや、 王侯と いへ 

とも 恣に兑 給 ふ 事 難し、 されと また 自緣に ふれて たやすく 晃 侍る も 少なから す、 實 にしらぬ 國の 名區奇 

l^u に J» こ 川に 里に 心なく 侍る は 無 下の 事 也、 亦 一 曰 一見る のみに て 深く 思 ひ 入て よく 觀る 人い と /^永 

れ なろ にや、 勝地の 景物 を 見る は 只其畤 しばし 心 を 慰め 目 を よろこ はすの みに あらす、 幾年 麼ても 事に 

ふれて 其 見し 所々 の 有 樣を思 ひ 出れ は、 今 もまた 目前 14 見る 心地して なつかし、 之 誡に薰 してよ しなく 

レ ひれ もりし ぬと 妄執 深く や 侍る、 され は 過し 事く さは 夢の ことく 今 見る 處の花 紅葉 も 常に もて 遊 ふ へ き 

か は、 一念 過て 後は處 に 向へ るが ことく、 また 新なる 境界に 見なされて 念々 生滅す る 事 留らぬ 川の 流 

れ より 祸 速に 侍る、 東の 旅に 見し 富 土の 雪 田 子の 浪も いつしか か へらぬ きの ふとな り、 古 鄉の花 ほと き 

す：： 几 聞て 夏の 日の 安から ぬに 苦しみ、 秋風 吹 初て 萩の 露 身に 入蟲の 鳴聲も あはれ にお ほえ 侍る、 後の 文 

月 御い とまし はした ま はりて 勢 州 菰野 山の 溫 湯に まかりし、 嶺の雲 谷の 霧め つらし く 彼 造化の をし める 

勝 d ゃゲ たやすく 見 侍る もうれ しく 签 おそろし、 其 程の 事 旅亭の つれく に 凉窓燈 下 筆に まかせて 後の 形 

兑に もとこ >r に 記し 侍る  ， 

後の 七月 七日 此 山の 湯に 行 侍りし 夜 

ま 星の あまの 岩 舟 こよ ひも やまた ゆ ふかせ を 待てい つらん 
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此溫泉 は 養老の 沙門 淨薰 藥師善 逝の 靈吿 により、 祌井を 尋ね 得 神祠を 建て 土地と し、 ^を 全し 性 を 保 

すろ 水源 を 開けり とそ (川端の 神明 淨薰 I!f 今に 舊墟 あり) 其 後傳敎 大師 北 谷の 靈 地に 精 舍を營 し 冠 峰 山 三 

寺と 號し給 ひし、 覺 t "傲 都 をして 住せし め ましく ける、 本尊 瑶璃 光如 來は 大師 自 彫刻の 尊像な り (今 

藥師 堂に 安置す る 座像な り) 星 移 霜 か はりて 温泉 {4! しく 絡 へ 古寺 廢 亡す (慶長 中炎燒 す) 然に貞 享四年 丁 

卯官に 請て 舊地を 新に して 温泉 ふた、 ひ 昔に かへ せり、 是 より 諸人 來り 浴し 疾を 去り 病 を 消す 今の 如き 

は！ 9- より 西より 登山して いとく 賑々 しき 湯 本と なれり、 され は 一 脈の 溫泉 流て 北に 向 ひ 直に 衆生 塵 坂 

の盡を 待、 千溪萬 峰水淸 く風凉 しく 炎暑の 苦 を わすれて 秋の 月 心に 澄む、 驪山 曉眼晴 て華淸 春意溫 なり、 

浴し 罷て 泉に 臨て 整 ふ 冠 獄の雲 白く 寒を懷 ひ、 甕 を 傾て 望む 觀州峯 の 慮 青し、 產所 岳峩々 として 常に 雲な 

帶 天 公 自范寬 の 圖を翥 く、 三の 瀧 玉 を 噴て 一 簾の 秋水 神 龍 を 飛す、 横嶺 側嵩容 眼に 供し 淸風 微雨 詩情 を 

助く る さま 戶山九 江の 詠め 羅浮七 千の 溪も かく やと 覺ゅ、 東に 目 を 送れ は 海原 天 影 を 接して 遠近の 船 帆 

f?^^ に 浮み、 富 士の雪 秋 を 忘れ 御坂の 翠夕遙 なり、 尾 城樓臺 海門に 高く 桑 府の粉 蝶 水玉 近し、 歩 をう つ 

せ は 詠 新に 首 を 廻らせ は 望み 異也、 萬 岸の 波 光 天上 下 三 山の 秋色 月 東西 見る目 もい と あやなり けり、 か 

て 古鄉の 人々 と吟を 共に し 他 境の 客と 詠 を 等しく して、 聯嵐含 暈に 笑 ひ 絲竹も 所がら 聲 おかしくて、 く 柏 

子 取 下戸なら ぬ 袖と ち 1^ を 回らす 凡そ、 入湯 人 百 を 以て 數へ 侍る に來る あり 歸る あり、 しる もしらぬ も 

終に 別れ ゆく こと はり 今更 はれて 胸中の 觀昔 もい やま さり、 浮世の 無常 も此 時に 知られ 侍る、 や、 日 

數 へ て 下山し 侍る とて 宿の 障子に 書付 侍る 

わすれし な 露 分 衣た ちか へ る 峰に も 尾に も 心と  >- めて 

三 島 十 州き の ふの 夢と なりて 風水 聲音 耳に のこる かた 見に なん 侍る 

^山 澗水淸 く 魚の すむ へ くも 兑 へ さるに、 あま ことて 潔き 魚の 數寸 なる かいと はやく 泳き 飛 侍る を、 

蝇；^ して 釣 さまめ つらし く 興 あり、 毎年 六月 十六 m 初て 網して 太 神宮に 供し、 十七 日より 所の 民 取 侍 


1)1  m 


ろと そ、 給と なして 尤 佳味 也、 また 產所 か- うへ に 湖水 あり、 夫に 締魚 多し すその 、川に 鲇 多し 

〇 唐 大師 蔡魚同 公 徐神翁 か 海 陵より 京師に 來 るに 逢て 曰、 且 喜す H< 下 太平 此 

ト リアへ ズィフ 

時 河北の 盗賊 まさに 定まり なんと 翁云大 平の 大 上方に 遣す、 許 多 魔 を 人^ 

,  に 下 生して 世界 を 壤る事 をな すと、 蔡云 如何 そ 其 人 を 識る事 を 得ん と、 翁 笑 

て 云 大師 も亦是 也と (錢世 昭か私 說に見 ゆ) 

實に 魔羅 外に あらす、 人 勢 盛んなる 時必 故障 をな す、 順逆に つきて 皆 恐れ 

さるへ けんや、 徐氏か 如き 直言 末の世に 有 かたく こそ 

〇 一行 阿闍梨 人に かたりて 曰、 吾 古人の 相 法 を 得たり、 凡そ 人 を 相す るに は 

洪範の 五福 六 極 を 以て 主と す、 其 由 所 を觀其 安ん する 處を 察して 大槩を 5：! へ 

し、 其 人 忠孝に 仁義に して 所作 所爲 言行 相應 し、 顚沛 造次 必 善に 歸 する 者 は 

吉人 也、 亦 不忠 不孝 不義に して 言行 不相. 1 顚沛 造次 必惡 に歸 する 者 は 凶 人 也、 

吉 人は必 五福の 報 を 得、 凶 人 は必六 極の 刑 を 獲、 共 身に 於て せされ は 必らす 

其 子孫に 於て す、 但 風骨氣 色の 中に 於て 其 前 程の 休咎を 料る 者豈 よく 悉く 中 

るへ けんやと いへ り (錢氏 私說) 

嗚呼 人 一 動 一 靜必惡 善の 機顯 はる. -者 朝に 夕に 見る 事の 難に あらす、 之 を 

捨て 相 法の みを專 にせ は 何 そ必す 中す へき、 四民 空しく 身の 便利 を 貪て 道 

義 によらす、 甚 しき は 酒色に 身 をな し 逸 遊に 心 を盡す 何の 福 報 か あらん、 極 

刑 を 免 かれて 身 骨 所 を 異にせ さる は實に 幸と 可 謂の み 

〇 世人 毎に 饌 食に 於る 己 か德行 如何と はからす して 徒に 食 ひ-狩る は 鳥獸に ひとし、 され は 心に 叶へ る 厚 

味に 向 ひて は必 貪^ 心 起り、 心に 叶 はさる 鰊 食に 必瞋を 含み 侍る、 嗚呼 一 捥の釵 も實に 天恩な り 君祿也 
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民勞 也、 共 來所を 省みす して 愚に 貪嗔を 起し 侍る は 天の 罪人と いふへ し 深く 恐れ 戒 しむへ し、 猶少 より 

老に 至て 幾千 萬の 生命 を 害して 口腹の 慾 を 快 せん 事よ く辨 へ は慘 しき 事なら す や、 殊更 祝 ふ へ き 日な と 

に は 海陸の 肉 味 を かさね 饗を設 く、 故に 漁獵 はこれ か爲に 海浪を 侵し、 山林 を 衝て& か罩票 置せ さる 方な 

く、 人家 は 亦錢を 以て 網と して 日々 に 山 生水 物 を 殺し、 其 £^ 毛 を 削り 其 霄血を 分つ、 脂 腺 盤 孟に滿 て 快 

しとす、 北 ハ慘 毒！^ 子に ひとしく 其 咜ぉ齒 ^狗 にい つれそ、 され は宰 殺の 厨 烹飪の 竈 を 遠る は 仁術な りと い へ 

とも、 ：：- 疋猶 ITt を掩 ふて 鈴 を盜に 異なす と 古人の 誡を しらす、 恝 然として 思 ひに も かけさる は 我人 尋常に 

なれて かへ り兑 さるの み 

〇 近^ 神と て さまく の新說 多き 中に、 七夕つ めの 故事 は 元日 本に しての 事なる を、 唐土 人昔傳 聞し 誤 

て 上 H< の 事と せし なと いふ は 珍ら しなから 覺束 なき 說也、 我國 記に も 風土記に も雜 錄小說 にも 曾て 無事 

とそ、 馱 によむ も 只 唐土の 文に 依て 詞を なすの み、 按す るに 雄 略 天皇 二十 三年 七月 七日 伊勢 外宮 御鎭座 

の 車 を 以て、 天 援 命の 名は牽 合せし と覺ぇ 侍る、 和 州 天 川の 奥に 星の 森 ありて 牛 女の 二 星 を祀り 星の 

社と 稱し、 筑 前國大 島の 天 川の 邊 にも 二 星の 社 あり、 孫姬の 式と いふ 記より 起り て祠を 立け るに や、 さ 

れと式 內の祌 社に も あらす、 共 所 水の 流れ 直く 白砂 廣 くして 天の 銀河に 似た る 川 をい つくに も 天の川と 

呼、 後た な はた 姬の 名に より 二 星の 社 を 建し あり、 遂に 我國の 事と いふ 新說を 起せる 成へ し 

タナ ハタの 和訓 はすへ て 機 女の 稱呼 也、 手奈機 姫と いふ 事に して 一人の 名に あらす、 亦 は 細 機 SB 等 

を轉ー S せり、 但し カナ ハクと いふに は 心なき にあら す 
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〇 詩 云王于 出征 以 王國； 叉 云王于 出征 佐，， 天子 i 又 云 共 武之服 以定， ,： ト： 國 『又 云 文武. 甫萬 邦爲， 憲 (六月 

章) けに 將軍 は國の 爪牙 (李 1、 傳) にして 安-一 邊境 1 立-功名 1 在- >  於 良將- (晁 錯傳) 平段檢 (哥 舒韓) 來^^  、來 

頼) 天 山を定 (薛仁 貴) 覓 5i 冊 を 奪 (狄靑 )ニ 心なき 壯心 にして 威武 戚揚 以て 天下の 亂を 伐て 太平 を 致す， 公 

候の 干城 武 にあら すして は 何 そ 之を爲 へき、 但 後世の 如き (春秋の 代 戰國七 雄 我 國保元 平 治 以来の こと 

し) 慾を恣 にして 亂を 起し、 利 を 貪て 人 を 殺す か 如き は 公侯の 腹心に は あらす、 之 を奸賊 とい ふへ し、 

孟子 王子 塾 か 問の 答に 殺， 二 無罪， 非レ仁 也、 非， 1 其 有 1 取 レ之非 レ義也 云々、 實に 殺盜の 罪懼 るへ し、 此時戰 

國七雄 互に 土地 城 域を爭 ひ、 不辜を 殺戮して 野に 盈 城に 盈て 人の 土地 を 侵して 竊み、 人の 寳貨を 奪 ひ 取 

て 已を增 し 家 を 富す、 是實に 不仁 不義の 甚 敷に あらす や、 然るに 當 時の 諸君 之を爲 になら ひて、 いまた 

その 道 を 知ら さりし、 我 國も王 命の 甚敷 征伐 絶て 後 は 自己の 慾を恣 にして、 人の 城 を 屠り 人の 國を盜 て 

己獨り 富責を 得、 まことに 不仁 不義の 基し きもの 也、 今の 軍法と て 世に 鳴 輩 大方 仁義に 遠く 人倫に 暗く、 

拙き 家書 を 街て 戰國 無道の 凶事 を 以て 昇 平 至 治の 良 時に 施さん とする も、 夏燼冬 扇の 類に して 辆 人心に 

害 多き にや、 文盲なる 田舍の 武士 聞 得て 是を 聖賢の 敎 のこと く 思 ふ も 亦 拙し 

今 世 軍法 者 流 を 分ち 派 を 立て 互 ひに 爭 ひて 自販 事 を 謀る 輩 豈治道 を 知る へ き や 

0 蹄山ス 牛馬 脚 跡の たまり 水 也) も 水 也裨， (凡そ 四海 をす ベ 通じてい ふ) も 水 也、 其 大小 淺深之 を 同し と 

せんや、 奸詐 (僞 欺) も智 なり 昭 Sg (之 を 明らかにし 非 をい ましめ 正す を 云) も智 也、 其 邪 正 倒起豈 ひとし 

からん や、 君子 も 人 小人 も 人に して 其 趣向 天地 を 隔て 黑白を 分つ、 誰か 之 を 見る 事の 難 かる へ き、 然るに 

我人 某 小人 を さけて 其 君子 を 親しむ や、 自省よ 日夕 所爲 これ 善な り ゃ是惡 なり やと、 こ ゝに怠 事な く は 
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何れ か 人の 非爲 をな すへ き、 只 財 色 利 名の 爲に覆 却 せらる 悲哉。 

〇 心路： 止く して 迷 はす は 誰か 指南車 を 要せん、 心 見 明に して 邪な く は 豈照膽 鏡 を 開かん や、 大雄氏 一代 

三百 餘會の 示 敎其已 を 不得か 物 也、 天機 千 差なる 故に 敎 もまた 萬 別 也、 正 見 正路 は 人の 本分 何 そ 風な き 

に、 浪を 起す へき、 人よ く是 をお もへ 

〇 鲲を雨 雅に魚 子な りと い へ は 至 小の 物 敷、 莊 子に 限りなき 大 魚の 名と せり、 一 字に して 大小 天 淵を隔 

つ、 され は 鯨の 二三 尋 なる を！ Is- て は 之 を 小と し、 资の 胡麻 子 計なる を 見て 甚大な りと 云、 大小 も 亦實體 

なきに や、 凡-：：；^^短遠近も貴錢貧富も同し愁臺も亦虚也、 頃日 或 人 愛子 を 喪 ひて 父母の 愁 聞に 忍 ひす、 然 

るに 七日の 間 其 妻 一 女子 を 生す、 合 家 喜 悅の色 有て 初の 愁へ 忘れた るか 如し、 鳴 呼 世 皆 然り曉 鐘 一夢 短 

し、 こ、 に 笑 ひかし こに 怒ろ、 一治 ー亂も 漕 行 船の 如し、 あとの 白浪 たちもの こら や、 咋日 となり 去年 

と 数へ 昔と iw る 何事 か 常なる へ き 

〇 燕 坐と 坐 禪の意 同し、 月燈 三味 經に燕 座に 十 種の 德を說 く、 困 座して 能觀 すれ は 無始 生死の 苦 患の 身 

心眼 前に 現す、 塵 點刼數 を經て 造りし 罪業 も 心を靜 めて 觀 達すれ は 只 一 念の 中に つ、 まれり、 けに 一念 

彌陀 佛即滅 無量 罪豈虚 ならん や 

〇 頭髮の ふけ は 風 厨と 書へ し 

敎死淸 規に頭 を 播事を 得され、 恐らく は 隣 輩の 鉢 中に 落なん といへ り (齋 食の 時の 事 をい ふ 中に あり) 

〇磁 毛：，；： は 磁石の 事 也、 翻譯 名義 集 六に 見 ゆ、 一念 受 生の 繫. 屬磁毛 石の 釣 を 吸 出しと いへ り 

〇 天臺宗 ーぃ：：門 跡の 始は 妙法 院 1 一品 親王 尊 性 (後高倉 院第 一 皇子 也) 承久 三年 十月 三！ II 叙位 (釋 家官班 記) 

仁 和 寺 (駕 1  一一 L 宗) の 贯首を 御門 跡と 申 は、 仁 和の 御門 皇居の 跡と いふ 車と いへ り、 御窒 とも 稱す、 妙法 

院も亦 後 白 川 法皇 御所の 地に して、 昌雲 大僧正に 附屬 まし/ \ ける 故、 皇居 御門 跡と 號 すと かや、 妙 

法 院の宫 一 品に 至らせ 給 ふ 事 は 久しく 絶し を、 一 一品 堯廷法 親王 享保四 年 御 病中に 一 品の 宣下 有し は大 
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渐の 際せめ ての 御名 殘と SE えし、 頓 て^し ましく ける、 此宮は 今の 法皇の 皇子、 御 母 は 松木內 大臣 

宗條 公の 御 女 東 山院の 令弟 也、 今 は 梶井宮 (道 仁 法 親王) 一品と 聞え させ 給 ふ、 去る 丑^年 根本 大師の 

九 百 回の 御 忌 淨土院 の 觀法御 導師せ させ 給 ひし、 法皇の 御 戒師故 一品 を勅授 侍りし となん、 日光 山 輪 

王 寺の 外 台 家の 一 品 此兩宮 より 近く は 侍らす や 

〇 白川院 男色 を 愛し ましく ける 事 (出前) 又む かし 在 五 中將 少年の 時眞雅 正 \ ーを戀 て、 盤の 山 ゆ 岩 

つ、 しによ せて 思 ひ を 述られ し、 けに 分桃斷 袖の 情淺 からす、 からに やまとに 責 となく 賤 しきと なく 仇 

なる 色に 心 を盡し 侍る 事、 古今 か はる 所な しと 見 ゆ、 亂世 武家の 愛 童 主人 難 あれ はい さきよ く殉 して 二 

君に 仕へ さりし も あはれ むへ し、 今 は 只 利祿に 慾め きて 梨園の 戯 子に おさ/ \- おとる ましき や 

〇 在京 大^と いひし むかし 東國の 武士 弓馬の 及第して (延喜 式 等に 見 ゆ) 譜代なる 家の 者と も 京師に 上り 

て 內舍人 或は 諸 衞府に 任して 仕へ まゐら せし、 其 後 は 無官の 武士 交代して 內裘 を警衞 せし 稱呼 也、 後世 

四十 八ケ所 か、 りと て 在京せ しか 大番 職の 一 變 せし もの 也、 鎌 倉の 大番 衆と 呼し は、 嘉祿 元年 十二月 頼 

經將軍 幼な くまし./ \ ける 故、 北條 家計ら ひ 遠江國 以東 十五 ケ國の 御家人に 課して、 御所の 守繁を 置し 

より はし まれり (東 鑑脫 漏) 

0 信 州 淺間山 はむかし より 燒 出て 歌に も讀 り、 今年 (壬 寅 十月 十日 頃より 煃 りたち 十三 日より 大 にやけ 

侍る) 神無月 廿 六日の 夜より 東都 灰 砂 降る (是彼 山の 灰な り 先年 富士山 やけし 時の 如し 但し 砂 少し 白し) 

之より 地 鳴動す る 事 夥しと なん、 沼田 城 邊の人 は 人心地 もな く 侍る とか や 

〇 十 一 月 四日 東海道 小 田 原 以東 暴風 民家 轉 倒し 樹を拔 石 を 飛 はす、 同し 八日 南風 强く南 湖た 錢邊の 浦々 

洪濤 漲り 同船 十餘 艘行衞 なく 吹 流せし (尾 南 知 多 郡の 船 も 北風に あ ひし か 城下 村の 礎に ありて 恙なし) 雨 

いみし く 降す さましき 事 限りな かりし、 浦人 百餘人 流れ 死せ しと そ、 我 府下 四日に は 雨 寂々 として 冬の 

空に 似さり し、 夜に 入り 大雨 ふリて 子の刻 計に 止し か、 曉前 西風つ よく 吹て 晴に屬 せし、 八日 南風 秋の 
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  四 1 。 

ことく あらく 敷 雨の あし 時なら ぬ氣 色な りし か、 辰の刻 過より 雷 遠く 鳴 巳 刻 大風 屋を 破る はかりして 

未の 時 や i 止み、 晴れて 西風 甚 快く 覺 えし、 熱 ほの 濱は潮 高く 漲來 りしより 市井 亦 先の 洪濤 にこりて 器財 

とりした、 め、 老人 女子な と 家 をに け 出し 小船 二十 餘艘 つなけ る ま-に、 破れし 冬 風の 南より して か-^ 

る les- 白 頭の 翁 もさ き^- \ 間 侍られな との & しりぬ、 不定の 界何か 常なら む、 立 白浪の 消 を あらそ ふ 身 を 

いかにし てうき 褰を數 ふらん、 大樹の 御 女 九月 六日に 生れさせ ましく し、 十五 日に は 三 家の 御 方より 

も御賀 申させ 給 ひし、 霜月 五日の 夜 御 早世 まし./ \ ける、 高き いやしき のかれ さる 無常の 道 誰か 百年の 

後 を 見 侍らん や 

〇 此月八 H 風雨の 後尾 城 南 榮國寺 本尊 汗 流る- -事 おと.^ しの 冬の ことし、 亦 常 念佛所 (誓願 寺) の 大像も 

汗 あり、 希有の 事と て 僭 俗 走り 行 見る 者 多 かりし、 されと 寺々 の 金箔 をし ぬる 柱な とも 汗の ことく I 下落 

し處數 所な りし、 冬日に 南風 烈しく 雨濕時 氣に戾 りし 故 か-る 事 侍る にこ そ、 むかしより 怫像 汗の 事 古 

記 等に も 見 ゆ、 されと 其 同 陰晴 風雨の 事 をい はす、 大方 打績 晴天 時候た かひな き 頃は斯 のこと き 事 侍ら 

さ るに や 

〇 十 一 月；； iR 皇子 誕生 (御 母 は 中 納言基 香 鄉御妹 新 典侍 局) 

同し 月 伏：：^ 邦 永 親王 御 女 基 宮御方 菊 亭屮納 言公詮 卿へ、 御 一 一女 岩 宫御方 は 出 雲 少將へ 御 緣組仰 出されし 

よし 

〇此 冬關 東の 令 凡そ 盗賊ぬ すみ 取し 物は闕 所に 準し 公府に 入、 向後ぬ すまれし 主 其 物の 在所 を 知て 奉行 

所に 吿は本 主にた まふへ きょし 也、 亦 京師 難 波 東都に 令して 春 繪 樂事等 凡そ 時尙の 俗書 板 行 を 禁し給 

マク ラエ n ゥシ 3 ク ホン 

へり 

近世 大坂 にて 西 鶴と いひし 跳 林 戯書 多作り て 板せ し、 後 之に 效て よしなき 事 を 作り、 世の 費 人心の 害 

ともなれ る 故と 云 
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〇佛成道同法と共に香を！^gして 

探 梅 蓑 笠 白 獨立 凍雲暖 

(脫 字) 洗 殘雪 寒 江 開曉來 

〇 豊臣秀 頓に殉 せし 少童四 人 

高撟 半三郞 十五 歳 士肥庄 五郎 十七 歳 高 橋 三十 郞 十三 歲 眞田大 助 同 歳 

秀賴 最後の 時 加 藤彌平 太武田 左吉に 介錯せ させ 給 ふに、 四 人 西に 向 ひ 念怫し 一 度に 聲 かけて いさきよ く 

切腹せ しと そ (古記 拔 抄從是 以下 十條 同上) 

〇 森 蘭 丸 は 信 長の 寵-直 或 n 公 居 給 ふ 處の節 を 卸す へ きょし 宣 ひしに、 蘭 丸 竹 杖 を 以て 先 節のう へ を こ.， 

ろ 見ろ に 茶 椀に 水 を 入た ろ 有し を、 物 ふまへ て靜に 取て 節 を おろせし、 せ： ハ心 付な くは耻 かましき 目 を こ 

そ 見る へきに、 かく 物せ し 事 神妙 也と 宣 ひしと 云々、 これ は 信 長 彼 は 毎に 物事 靜 にして 思慮 ある を 例し 

給 はんとて、 かねて 水 椀 を 置れ しとな り、 蘭 丸 少年に して 武勇の 器 も 有 故に 十六 才の時 五 5ぉ 石の 地 を 賜 

ひし 

〇 下總國 小金の 城主 洒 井家の 息 (金 三郞) 小. 田原沒 落の 後 は 神 君に 仕へ 奉りし、 同國笛 井の 城主 原 式部 

の 息 (童 名吉) 十六 才の 時より 神 君に 仕へ 奉りし、 京 南 伏 見の 御 屋形御 造作の 際 君 ふと 土木の 場へ 出 

させ まし-^ ける に、 原 御 刀 持て 急な りし 故、 物 を も はかて 御供せ し、 酒 井 見て 己 か 草履 をぬ きて 吉に 

はかせし、 君御覽 ましくて 原 か 色に めて 、か-. るに やと 思 召 けれ は、 汝 いかて 草履 を 取て かれに 與へ 

しそと 仰せけ るに、 畏て彼 はいに しへの 主の 筋目 臣は彼 家に 在る 者の 世 枠に て 候と 啓せ しか は、 君 打う 

なつかせ 給 ひて 千 葉 家に 原 あり、 原に 洒 井元 來 有し (今 幕下の 高 城 家の 裔也〕 恩 を 忘れさる 祌妙 なりと て 

御感 有しと 云々 

當 時の 少年 はかく 正しき 振舞 有しに や 家 を 起して 名 を 知られし もこと はりに こそ 
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  四ー 二 

〇 慶長 "A 年 濃 州關ケ 原の 役 は、 上 杉 景勝 (權 中納言 從 三位) 上洛 延引 を 咎め 御 征伐 有しより 事 起る よし 近 

代書 物に 記せし は 如何に や、 北ハ 起り は 石 田 三 成 (治 部 少輔) 兼て 太閣 百年の 後天 下 を 己に 歸 せんと 思 ふに 

さはり となる へき は德川 家な り、 亦 我と 敵 せん もの は 上 杉な り、 兩家を 我に 隨は しめん 事 直 江 (山城 守 

§^ にあり、 彼 をした しまん に はしかし と 計略して 直 江と 親しくな りし、 伏 見の 城に て 雨後の つれ 

/\ なるとて 直 江 を 招き さまく 饗して 後、 己れ か 版 せんとす る 本意 を 吿し直 江 も異志 ある 奸邪 なれ は 

す はよ き 事 こそ 出 來れと 思 ひ (織 田家 を 亡 ほし 石 田權を 柄ない 我 もまた 上 杉 を 追て 關東を 主 維す ベ しと 

おも ふ 志しと なん) 密に 云く 越後 は 二百 年 已來上 杉か領 にして 國民皆 彼 を 主と し 敬 ふ、 其國 にして は 本 

^！：：ふを達せん事難し、 所詮 上 杉 を 他 州に 移す 術 を 謀る へし、 且 德川 家勇智 英雄に して 八州 を 管せ り、 其 

助 をして 蒲 生氏鄕 か剛烈 なる を緣 家と して 奥州 を かため 給 ふ、 按す るに 先 蒲 生 は 亡 ほして 其 幼子 (鹤千 

代) 少ハ牛 なれ はと かく 罪咎 をなら して 會津を 追、 其 跡 を 以て 上 杉 を 移し 入て 足下と 我と 攻 なんに は 何條亡 

ひさる へきと いふ、 石田此 謀に 同し、 文祿四 年の 春 (二月 七日) 氏鄉を 毒殺し 其 家老 蒲 生 四 郞兵衞 と 氏 

鄉の近 は (互 八 右衛門) 以下の 家人 (須賀 中島 等) と隔 をな さしめ て， 遂に 咎を 得せし めて 後秀行 (鹤 千代) 

•he 廿ー を 減して 十八 萬 石と し、 野 州 宇都 宫に 移して 上 杉 を 思 ひの 儘に 會津 に遷 居せ しむ、 其 翌年 秀吉 

おせし (疫長 六 年 七月 廿 四日 景勝 百 萬 石の 領地 を 減し 米 澤の城 三十 萬 石と し同廿 五日 勝 三郞秀 行に 會津 

を 賜 はる) 後 京 伏見靜 ならす、 こ. -に直 江上 杉 を 原の 新拔を 築し め、 浪人 を 集め 異志を 計る のよ し 

を 流言せ しむ、 此時上 杉の 〔豕臣 藤 E 能 登 守 景勝 か 心に 北 n きし 事 ありて、 會津を 退き 京師に 來り 景勝 逆 意 

の 事 ありと 讒せ しょり 事 起り て、 祌祖御 出馬 ありて 實石 田と 直 江と 久しき 謀計な りしと 云々 

〇 當 時世の 諺に 三駿 三勘兩 兵と 呼し は 時に 名 ある 武人 をい へ る 俗語な りし 

宇 伎 美駿河 守定行 (上 杉 家人) 坂 垣 駿河守 信 形 (武 田家 人) 吉川駿 河 守 元 春 (毛 利 家人) 

小 ^5 勘兵衞 (武 田家 人) 渡邊 勘兵衞 (田 屮長政 家人) 杉 江 勘兵衞 (石 m 家人) 井伊 兵 部 少輔直 政 (國 家 御 家 
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人) 浦 兵 部大亟 (毛 利 家人) 

亦 其 比 俗に 缺 口の 男は必 勇猛な りと いひて ロ缺 とい ひし 武士 あり 

本 多 百 助正廣 (國家 御家人) 川 田 監物信 親 (上 杉 家人) 山縣三 郞兵衞 (武 田家 人) 長 尾 隼 人 一 勝 (幅 島 正則 

家人) 

是皆大 剛の者 也、 右の 中 長 尾 は元ト 山路 久之亟 とし 勢 州 神 戸の 城主 祌戶下 總守友 盛の 旗下の 士 にて 高 岡の 

城主な りし (父 は玄蕃 とい ふ 北 畠 家の 勇士 人 皆 しれり) 後に 長 尾を稱 して 藝 州に 仕えし 

〇 相 州 小 田 原の 役 後秀吉 奥州へ 動 座の 次 手、 鎌 倉 を 過り て 鶴 ヶ岡へ 詣し、 上白 幡の社 (賴朝 卿 を まつる) 

神 扉 を 開かせ 影像 を 立な から 見て、 公 も 我も微 より 起り て 天下 を 左右す、 但し 公 は 源 家の 滴 流 東 關の士 

始 より 公 を 敬す、 故に 不日に 心 を 遂られ し、 予は氏 姓な き 土民 也、 然るに 今 四海 を 堂に 見る 公に 勝れり 

され はとて 公と 我 は 宇內の 朋友な リと、 像の 背 を ほと/、 とた、 きて 去れり、 時の 人 其 濶氣を 感ぜし と 

云-々 

秀吉 自慢の 氣象 ありて 神 像に 無 禮なリ し、 我 神祖駿 州淸見 寺に 入らせ 給 ひし 時 等 持院の 影像 を 見 玉 ひ 

是 何人の 遺 像 そと 住僧 是尊 氏將 軍の 影な リと答 ふ、 祌祖座 を 返き 甚敬 しまし/ \ て 源 家 興業の 將 なり 

とて 拜 しまし くけ ると かや、 秀吉の 神 像 を なれあな とれる は 恐れ多 かる 事に や 

〇 稿圑 右衛門 直 之 は 遠 州 撗須賀 の 家人に て 須田次 郞左衞 門と いひし、 浪人して 京に 住し 時雨 左 之 介と 名 

を改 し、 加 藤 左 馬介嘉 明に 屬 して 度々 戰功 有し か は 千 石の 賜 を 受く、 一旦 軍令に 背く 事 ありて (嘉明 指 

揮の 場より 士卒 を 張 出せし を嘉明 吃せ し を 口 をし か 力て 出奔せ. 00 豫州を 退去す、 其 際 主人の 家の 大床 

に 一 紙 を張殘 せし 其詞に 

遂不留 江 南 野 水 高 飛 東海 一 閑鷗 

と 嘉明甚 無 興して 其 仕途を 天下に 塞け り、 されと も 金吾秀 秋の 家に 出る 者は禁 する 事 不能し か は、 E 之 

四 一 三 


尻  级 


  四 一 四 

往て仕 ふ (千 石 を 領し鐵 砲 頭と 成) 慶長ヒ 年 十月 秀秋 卒せり， 故に 浪人して 尾 州に 来る、 三位 中將家 (忠 

卿) の 御家人に 班せ り (嘉明 國家を 憚て 其 仕を禁 せす) 十二 年 一二 月公薨 せし 後、 また 浪人し 幅 島 正則に 

f^ii す (千 石) され 共嘉明 正則に 云て 其祿を 止、 故に 藝州を 去り 雞 髪して 銕 牛と 號し、 京師 妙 心 寺の 大龍 

和 jci: の會 下に 在て 洛下 を分衞 する に 直 綴の 上に 兩刀 を帶 す、 時の 人 或は 怪しみ 或は あはれ む、 ある 朝 和 

尙壞 {豕 に齋 ありて 門下の 禪子皆 往て鎮 牛遲參 せし、 叱して 何そ遲 かりつ ると 聲を はけ， ましてい はれし に 

牛 靜に座 具 をのへ て揖し 

1 鞭遲到 勿肯怒 君駕 大意 我魏牛 

和尙 可せ りと 云々 

直 之 か 事 今に 人稱 す、 されと も數 君に 仕へ て忠 ある 事 を 聞す、 其 終り 浮 屠に 入て 耻 なかり しも 恨む へ 

しと 儒者の いひけ る さる 事 そかし、 亦 直 之 還俗して 秀 頓に屬 し、 慶長 二十 年大 坂の 役に 戰 死せ しもい 

とロ惜 

〇 可兒才 藏吉長 武勇 世に かたり 傳ふ、 されと も秀 次に 忠 なくして 後 福 島 家に 仕 ふ、 常に 愛宕 權現を 信せ 

しか 我廿四 曰に 死す へしと いひし、 老年の 後 六月 廿 四日 沐浴し 長刀 を 把り 胡 床に 腰 打 かけ 息 絶ぬ、 時の 

人 之を奇 とせし、 遣 言して 廣 島の 矢賀と いふ 地の 坂の 傍に 葬りし、 石塔 を 立て 銘に尾 州 葉 栗 郡の 住人 可 

兒 才藏吉 長と 刻めり、 往來 の士心 ある 人 は 下馬せ し 事と かや 

吉長 家老に 竹屮久 右衛門と いふ 者お し、 いつにても 我 知行 半分 あた ふへ しと 約せ しか、 尾 州 長久 手の 

役 後 福 島 家に 仕へ 七 百 石 を 知行せ し 時、 三百 五十石 を 竹 中に 得させし とか や、 約束 を變せ さりし は奇 

特 なる 敷 

〇 細 川 家に 松 井 佐 渡 守 有 吉頼母 二人 は 武勇に 名高 かりし 家老な り、 松 井 死に 臨て 云 武人 は戰鬪 一 途 にし 

て多藝 なる へからす、 我 主君の 風に 習 ひ 詠歌に 心 をよ せ 茶 式 を もて あそ ひ 進退の 節 を 能 せんと、 毎に M 


をのみ おも ひし 故 大方 武業は 脇に 成りし、 兵事の 場數は 有吉に 二度 多 かれと、 世に は 禮容は 松 井 武行は 

有吉と 乎れ しはいと ロ惜、 武士 は 外に 取る 處 あらす とも 武 業に 怠らす は 無骨の 振舞 何 か 苦し かるへ き あ 

なかし こ、 若輩 等 これ を 知れと て 死け ると なん 

是實に然り本ょり武は.|^人に近からすは、 いかて 酷し き 寒暑に も堪へ あや ふき 時に 心 を 動 ささる へけ 

んゃ、 太平 日 久しき か 故に 武門の 祿な食 ひながら 大方 懦弱に なりぬ、 されと も 風情 公家に も あらす 亦 

商 民に も 似す、 只 梨園の 鴃子を 見る 心地 そし 侍る 

〇 木 村 常 陸 介 越 前より 伏 見に 来る 時、 其 家人 (鐵砲 頭) か 鎗の鞘 路頭の 木に か i りて 鋒 あら はなり し錡の 

色 あり、 常 陸 介 怒りて 凡 武士た る 者の 鎗 かく 錡 をる 事 や ある、 我 持てる を 見よ とて 鞘と りて 辱し めんと 

する に、 己 か 翁は猶 色よ さりて さ ひけれ は 興さめ し貌 なから 大家 猶斯 のこと し、 况ゃ 小身の もの は 油 B 

あるへ からすと て、 顏 打ぬ くひて 馳 ぬる を 人 嘲り笑 ひしと 云々 

當時武 を 以て 鳴 輩 すら かく 己 を 省 さる 曲者 有、 まして 今 世の 如き 鎗の鞘 塵 はら ふ 事 もな く 侍る もの 多 

き 

右人の もとめ 故覺 えし 事 を 書て あた ふ、 武勉は 武家の 事 知る へき を、 他の 事の ことくお も ひなして 心に 

かけさる 人 少なから す 

〇 今年 寅 東都 白山 御 別業の 墟に施 藥院を 建 させ 給 ひ、 賴 かたなき 病人 を あつめ、 醫師小 普請 をして 療治 

せしめ 給 ふに、 和藥 をのみ 用 ひて 試み 侍る へきよ し 聞え 侍る、 是亦 一仁 政なる 

病 者 を 送りつ かひに 有司 あまた 所の 節 頭 を 得され は 入 事 あた はす、 亦 無 賴の者 死 すれ は 其 本 所の 者 費 

用 を 以てす、 故に 中々 人の 累 ひとなる 事 も 侍る とか や 

〇 同 法の 僧 (願 寸順智 法師) 獵 月 望月 あかき 夜念怫 して 座 化せし、 日來の 本意 も あはれ に覺 えし、 結社の 

人々 と 念佛し 侍りて 
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とゝ まる もす き 行 身 をも頓 むかな ひとつ 蓮と いひし こと 葉に 

1 七日の 法 舎に 彼 香 火の 場に 至りて 

今日と ふやき の ふ を 人の むかし そとお も ふ 我 身 は あはれ いつまて 

〇 年の 暮に 源氏 物 かたりの こと はに て 人々 歌 詠し 時、 (柏木) ふたつい はんに はとい ふ 事 を 

待 を かろお とて ふたつい はんに は 霞に ゆ、 きにしつ、 ころな き 

〇 十一 一月 廿 六日 我祌祖 降誕 四 度の 甲子 滿、 殊に は 今年の 支 干 十 一 年 壬 寅 十一 一月 廿 六日 (但し 天文 壬 f「B; に 

は 日 も 壬 寅な り) と 同し きを 賀せ させ まし/ \ て、 諸 大名 及 布 衣 以上の 御 役人 を 召て 營 中に 饗を給 ふ (木 

具 三十 九茱) 我 公へ 安藤 對馬守 を 以上 使と して 二種 一荷 を まゐら せらる、 公 便チ御 登城 御 謝 禮御賀 申させ 

給 ひしと かや (御狀 有し) いと— 目出度 年の 暮 なりけ る 

天文 十 一 年 壬 寅 (降誕) 慶長七 年 壬 寅 (此時 は 御 在世) 

寬文ニ 年 壬 寅  享保七 年 壬 寅 

〇 此！ ^坂 東 鬼 奴 川 小 貝 川 利根 川 等の 塘を 修築し せしめた まふ (武 常. 卜： 野の 國々 民 を 役して 營 上より 一 分 

通りの 費 m を 賜 はろ 

〇 攝州大 坂の 藥 店に 令して 樓藥の 通用す へ きと、 其 名 を改む へ きとの 合 を 定めさせ まします 

〇民の戶甯ると詠せし門の松にg^初るみとりのそら幾春か目馴たれと、 今更 ゆ ゑく しう 世に しらぬ 心 

地して 珍ら し、 六十へ て 立 かへ る 元旦 筆 を 試と て  . 

栴瀕臊 雪 啓芳辱 柳 待 東風 垂釣綸 水面 綠新 花髮白 一行 甲子 亦 逢 春 

ふりつも るむ そち 往来の 一 夜 あけて ことしの はるに あ ふさ かの 關 

寄國祝 (北辰の 拜 のこ、 ろ を) 

うこき なき 國の ためしと 春 はまつ 北に みそし の 星 ものと けし 


千 景 J— ト： 幸 
門 矩 綱 和 


〇 械積鈴 老人 九十の 賀に三 首の 和歌 を 詠して 祝し 侍る 

松 九十 なほみと り そ へと か へりの 花 まつ はるの 宿の 松 か 枝 

竹 こ i の 重 や はるかに 千代の 道 遠くす ゑ ものと けき 宿の くれ 竹 

梅 三度 あ ふ  一二 十の はるの け ふより やよ ろつ の 代に ほへ 宿の 梅 か 枝 

〇 福壽草 元旦に ひらけし、 或 人祿を 添へ 福祿壽 草と やい ふ へきと て 興せし か は 

祿の ひらき 初な り 福壽草 

とて 共に わら ひし 

〇 人々 春の 歌 詠し 

のとけ しな 正木の かつら 長き 日に くり かへ す 春 を 今朝 はむか へ て 

あらたまの としの 光りに 明初て 春た つけ ふの 春 もと ひける 

空 は 今朝 まつ 日の もとに 明初て 他の くに まて はろ やた つらし 

立 かへ り 春は來 にけ リ年 はやく 花 を はいそけ gl 方の 山の端 

〇 或 人 柴の扉 をた つねて 

たつ やけさ 霞 S ころもう すくと もき つ、 なれ 見む 梅の 立 枝 を 

安 峯良馳 に 策て 涉り寳 帳 金樓を 遣りて 新に 從 ふわ さもな く、 蓬 扉 いつしか 人目に 逢 柳 畦 ひとり 赛色を g 

れむ、 ふりの こる 雪に 我 身 をよ せて 兒を呼 ひ茱を 挑て 养羹を 作る 

濤七 別無勞 馬蹄 孤村 幸 在 短節携 雪 消靑薺 新薦歲 喜 見 陽 和 到野溪 

〇 人の 方より 若 茱の題 送り 侍りし ほと に 

雪 間と ふ 春の わかなのと り/、 にこれ も 千と せの 數ゃ 摘な む 

草 わかみ 結 ふこ ほりの 解 そめし 野 澤の水 そ はる や 先し る 

四】 七 
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〇 去年 もいた つらに 名利の 場に 走り、 今と しも また 氷炭 を 合して 心 を くるしむ、 護 落の 器擁 踵の 村を慙 

塊せ すしたり、 貌に 首の 見 くるしき 世に さし 出て 物 ほしき さまの 見 ゆる 事 面 ふせな りけ る、 猶泡 の 命 

n; 夕に せまれる を さ へ 忘れて、 ひた ふる 世 をのと けく おも ふ 園の 梅む かしに 似て 柳の 雨 抉 をうる ほす、 

睦リ初 九 は 亡子 昌景が 十三 囘の忌 辰に して 佛に香 まゐら する にも、 と はるへ き 身の ほと 思 ひし 年月 遙に 

隔 しも、 只 其 際の 様に うき 事 を ひき かへ して 獨 なみだ を 催す 

あらぬ 世と なリて もした ふ 別れに し 身の ゆ ふぐれ の 雲に かすみに 

十 ハ巾 あまり あだに 三と せの 春 にても わかと ふ へし ふお も ひや はせ し 

〇； 止 月 六日の 夜 稱名院 の 實譽西 堂 身 まかりし 侍りし、 性て 講結 ひて 社會 場と し、 月々 の念怫 もい とたの 

もし かりし に、 ゆく りなく 先た てる あはれ さに 

むす ひ 置し 元 を わすれ そ卷 風に とけて へたて ぬ 雪の した 水 

〇.：il 井 某 も 舎 衆な りし か 歳末に はかなく なりて、 睦月 十 一 一日 は 一 一七 日と て 政秀禪 刹に 法事 執行 有 けれ は 

參 りて 香 を薦む 

奉 (せ 齩蝶夢  呼覺 曉鶯聲  柳 色 共煙晴  花 光 隨雪情 

,w 呼 山 雪 邀山月 江 風 剪 江 雲 

〇 金 岡 か^道 風 か 書 傅へ て寶 とす、 氏 安 か 散 樂行景 か 鞠 今 見る 事な し、 淸 明か ト康賴 か 醫其術 家に 傳ふ 

され は 能 者の 器物 は 形 を 傅へ 術 者の 事業 は 書に のこりて 千歳 稱 さらる、 も あり や、 東 坡か唱 曲豈其 文字 

に 如む や、 石 勒か宇 和 靖か碁 等 共 拙と いへ と 其 名 をく たす へき か は、 我人 能 もな く 亦 拙 もな く碌々 として 

离獸と 群 を 供と し、 草木と 同し く朽 菜なん はロ惜 からす や、 但名を 求む る は 亦 愚な り や、 今 難 波に 一 井 

桐 介と て儒士 あり、 今年 癸 卯 一 百 十六 歳い と 健に して 住 吉邊に は 朝の 間に も 性^す、 されと 强放 にして 

世と 戻り 人 ことにう とみ 侍る 故 * 其 博舉名 もな く不 好の 事の み數 へられ 侍る となん、 すへ て 長 壽の者 を 


見る に殘 忍の 性質 強暴の 所 爲 ある 人 多し、 是 血氣衰 へす して 侖根 長く 侍る にや、 慈 忍 柔和に しし 好 人と 

呼る、 人 短命 多し 

〇 我 國昔封 戶の數 を 問 人 あり、 云ク稻 凡そ 十 束 を 一戸と いふ * 是 民の 家 一 戶 より 貢す ろ 所に して 便 * 米& 

升 有餘な り 

〇 前 歳 一 日擊 k 鼓^ 一一 疫癘 鬼 1( 呂氏 春秋) これ を 害 除と いふ、 季冬命 一一 有司 一大 儺す と (月 令) 云 追儺 是也、 我 

國 除夜 或は 節分の 夜 豆 をち らして 鬼 を 追 も 同し 世の 俗、 福は內 へと 呼 こそ 慾 深く 聞 ゆれ、 諸 社 諸 ふに 有し 

修正の 鬼 走り も 亦 陰陽 家の 方に して 疫を拂 ふ 術な り、 我中岛 郡 追儺 (正月 十 三日路 人 を 捕へ 其 夜追駔 す：； 

異邦 疫を 人に まかしつ る 術と 同し くして、 是も亦 追儺なる を 社，： k あ 供 儈も其 本 を わす わて 何事なる^ をし 

らす、 近世の 僞書 (舊 事大 成經) に 我國の 故事の 如く 記せし は 可 笑の 甚敷 なり 

〇 己 か栖眷 移り 來り しも 今年 I 不 年の 舂を滿 ける (寳永 元年 甲 申 正月 十七 日な りし) 其 程 あ C し 者と も 4.. 

は 鬼 簿に 名を殘 して 我 孤 白 頭と なりぬ、 つれな く 隔て こし 霞 幾年 降つ もる 松の 枯葉、 深く 雪 11 もお そ 

き 谷の かけ 草 あはれ にしる へ する 鶯 (正月 八日に 聞し) の 花の たよりと ふ、 そのの 梅 いつしか t 、句 ふ も わ 

すれぬ むかし 戀 しくて 逝 著不， i 囘， 存者 難, 久留ス 白 氏 文集) といへ る 古詩 をお も ひ 出し 侍る 

またも こぬ むかし をし の ふ 梅 か 枝に 我 身 ひとつの 春 かせ そふく 

上 元の 夜 月 を 見て 

な こりと て 老の淚 にの こる かなむ かしわ すれぬ はるの よの 月 

〇 吉水 大師 知恩講 (十 丸 日より 廿 五日に 至る) 彼 行 狀を讀 奉る に、 建曆 元年 十 一 月廿 113 勝 尾より 歸路 まし 

くて 淨 土の 紹隆 ます./ \ あらたなる 事 を 記せら る、 亦と く淨 土に 生き 還り 來て結 緣の人 を-)，， \ くむ 

か へ んと ちか ひまし/、 ける、 大師の 御言 忝く 覺ぇ 侍りて 

たち か へ り ふた、 ひすみ し吉 水の 月 はに これる 世 を てらす とて 

  EI1 九 
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御 臨 末の 際 其 御 遣 跡 を い つれの 處に かせんな と 門人の 申し 玉し に、 念怫 せん 所 は 海人 漁 人 か苦屋 まて 皆 

我 遺跡な りと 仰せけ るに こそ、 いっく も 大師の 法 跡なら さる はなしと 悲喜 こも/ \ 流れて 

苫屋 守る 賤か袂 に ふく かせ もお なしめ くみの 春なら ぬか は 

〇城南の光明|^:1社今年御忌執事集舎の場にて法言侍りしかは參りて念佛す (十 g: 年 前寶永 六年此 寺の 執 

事な りし) 香を埝 して 

花 "伯 映 紅 春 入梅 香 分聖境 紫雲 臺 江川 捧出 殘更月 一 朶金蓮 誰 所 開 

苔の 庭 玉の みきり もへ たてな くに ほひ を わかつ 梅の はるかせ 

〇 大 淸太宗 皇帝 (太祖の 子 順 治 十八 年 辛丑季 明永曆 十五 年 我寶永 元年 正月 七日 太祖 崩す 壬 子 元 を改康 

3 ク 

と號 す) 康 if 六十 一 年 壬 寅 (我 享保七 年) 十 一 月 十三 日 崩す、 聖算 六十 丸 第 四 皇子 登極と (雍 親王 四十！ 一 

歳お 崎の 吏 所より 癸 卯 正月 關 東に 注進 之 十一 一月 廿 七日 狀と 云々) 東西 海 波の 障り もな く か、 る 事 三十日 

のうちに 聞え 侍る され は 歴代 在位の 長き 唐玄宗 (四十 五 年) 宋仁宗 (ra 十 年) 南宋 高祖 明世宗 (四十 五 年) 神 

宗 (四十 七 年) の 如き を こそい へ、 今の-:^ 帝 在位 六十 一 年 を 保 まし/ \ ける とそ. li:: 以後た めしな き 事に 

や 然るに 齊祚 一： iz 歳と 祝 すれと もい つれ か 百年の 壽算 ありし、 長き もまた 春宵 一 陲の夢 あたなる 昔 かたり 

となり „a  く 人の 身 こそ あわれな りけ る 

大淸新 帝 諱胤截 壬 寅 十二月 サ 七日 卽 位以， 明年 癸 卯， 爲-雍 正 元年， ス新帝 登極 詔) 

聖 祖 11 神宗  世祖 皇帝^^^^^  康 gi 帝 ） ^ I 新 帝 

康^ 帝 遺 詔 ( 一 編) 新 帝 登極 詔 ( 一 編) 

我享保 八， 牛 癸 卯 版 成！： 島援之 句讀也 


尻  ^ 


尻 卷之 七十 五 


〇 孟子 盡心 下民 爲レ 貴の 章に、 祭祀 以， 時 然而旱 乾 水 ils 社稷， 云々、 朱 注に 土 穀の祌 民の 爲に f 

防き 患 を ふせく 事 能 はされ は、 其 壇. 镱を 毀て 是を更 置 云々、 說者 大概 神 を 怨み 尤 るか ことく 講 す是レ 非 也. 

丹 陽吳签 孫曰變 置と は堉； 镱を 他所に 更置、 其 神 を 改め 立に は あらす と 此解尤 よし、 すへ て 孟子の 言 民 を 

本と していへ り 故に か、 る 事 間々 あり、 今の 講者 や、 も すれ は 祌を輕 蔑す 忌^り て 可也 

〇 お 本ソ， S  I 千年 (千年 忌 なれ ども 忌と 稱せ すと かや) 一 n 了 保 八 年 二月 陣儀上 卿 正 二位 權 大納言 原 通 躬(，；，^) 

^號 柿 本 明 神  祌位 正 一位 

同月 十八 日 宣命從 四 位下 卜 部 兼 雄 (吉 田) 

宣命 神 位記 太 政宫符 仙 洞 五十 首 御製 

右 は 上 卿 (中 院) 館 に して 勅命 を 奉す 

宫命 等授與 (石 州) 人 麿 寺 僧 (此度 高角 寺と 改猇 あると 閒ゅ) 

女房 奉 if 授與 (播州 明 石) 月 照 寺 僧 

宣命使 彼國に 下向な く、 兩佾を 召て 命を傳 へらる と 云々 

京師の 聞 *T 斯の ことし、 猶く はしき 事 は 後に 記す へきな り 

〇 三月 十八 日 柿 本 明 神の 神 影 を かけ 奉りお それみ おそれみ 法樂し 奉る 和歌 

祌 1 ま 

跡 たれし 祌そ 千と せに みっし ほの 八 百 會の浪 や 君 か 世の 數  信 阿 

( 此 1^ 滋野井 大納言 公證 卿褒稱 をた まふ 四月 八日〕 

四 二  J 


良吉景 


尙近矩 


儈 

正 四 

智 5 
鋒 


くら ゐ山ぢ とせの 坂 もす くに 行 道 ある 御代 を 神 や 守らむ 

ra; 方^の 花の さかり を それな から 手 向に なさむ 祌 のまに 

千と せ ゆく 後 も絕 せぬ 敷し まの 道の 御 祖の神 そこの 祌 

ゆ ふたす きむ す ふ 千年 を かけ まく も かしこき 御代に 祌 まつるな り 

鶴 

千と せ ふるたか きょは ひや もろ 鳥^た くひ をい つる 和歌の 浦 田 鶴 左 京大 夫 幸 和 

社頭 松 

ちとせ ふる 松 も 色 そふ ことの 葉の 道に 名た かき 祌の廣 前  沙門 全提 

あさひ さす 山の すかた もた、 ならぬ 鳥の 啼音も 花のに ほひ も  景 矩 

名所 月 

霧の 問の： 很路 しっけく あかし かた 月の みふね も かすみ わたりて 

あ ふけ 猶 高角 山の はるの 月め くる 千年 もく もりな きょに 

名處松 

春 かせ や 高角 山の まっかえ もけ ふそち とせの 色 まさるらん 

寄 道 祝 

しきし まの 道の さかえ は 天 か下祌 代の ま、 に 三十 一 文字 

我 府下の すき 人 所々 にして 會 ありし 

〇 怖 本社の 號 山城 國紀伊 郡 飛鳥 神社 (式內 一名 柿の 本の 社と 云々) これ は 鴨 is.lg. 也と- 

仁 七 年 七 巧條) に兑 えたれ は 人 丸の 露に は あらす、 土地の 稱呼 にて 侍る 

i 一ギ四 八 坂 寺 文書に 怖 本 里に 兑 えたり 


言 

景 


阿 


信 阿 


尻 一 


o 世人 神 を 敬し 佛を崇 むら 者 ありて 甚 謹めり、 然して 其 志 念 を 問へば、 或は 子嗣を 求む る 事 を禱り 或は 

壽命を 延ん事 を 祈り、 及 ひ 病 病 を 消し 災難 を 解し 功名 を取爵 祿を增 し、 家宅 を 安ん し资 財を豊 にして 長 

久 を-街り、 且 己れ か 惡仇 とする 所の もの は 早く 死亡 せん 事 をい のり、 己 か奸淫 する 所の 事 は 快く 自在な 

らん 事 を 祈る、 およそ 斯の 如き 等の 千 妄萬願 を 以て 日日に 百祌の 祠に詣 し、 時々 千佛の 像に 媚其吿 許す 

るに 盛 供 を 許し 華燈を 許し 財寳を 許し 掭惹を 許す、 其大 なる は 形 像 を 安置し 殿堂 を 作り 供 器 を 置 田園 を 

寄 事 を 許す あり、 夫 正直 不偏 を 祌と稱 し大悲 平等 を^と 名 付、 豈 便利の 爲に許 願す る 賄に 因て 福 祥を降 

與 する 理 あらん や、 たと ひた ま/ \- 心 を 遂る事 を 得と も、 是 はこれ 本命 分の 自致す 所に して 許 願の 力に 

は あらす、 され は 祌佛を 崇敬し 供祭す る は 好 心に 屬す *J いへ とも、 有 爲の妄 願 憎 愛の 邪心 遂に 善に うつ 

るへから す、 S 概し理 に據て 之 を 論 せ は 人々 言行 を 正しな して 只 廣く諸 善 を 作 るへ きのみ、 凡そ 君に 忠し 

親に 孝し 世に 信 ありて 貧 を 憐み災 をす くひ 苦 を 恤み殺 をい ましめ 生 を 放ち、 すへ て 他の 非 を 掩ひ共 善 を 

揚る等 種々 の 陰 隙 種々 の 方便 力の 能す る 處に隨 ひて、 皆 求て 是を 行して いやしくも 爲に する 所な く は、 

自善 功の 所感 理必詳 を 降し 福 を 更る者 あらん、 猶亦 心を遂 さる も是を 天命に 歸し是 を 宿 緣に委 て 不怨不 

尤彌行 善 を 加へ、 退悔 なく 世： f を 求めす 專ら義 に從て 道に 背 さるへ し、 不 然して 庸 俗の 貪吝に 任せ 妄意 

に 祌佛に 近より 是を 侮. ：- これ をけ かしな は、 其應 験な きのみ ならす 天誅 冥罸 還て 其 身に 及 ひなん、 近く 

我 見 間す る處 不意の 禍咎 有て 身と 家と 滅亡せ しも Q  一  二なら す * 人々 深く 恐れ 慎ま さるへ けんや 

ィヅナ レ ，17 

世の まとへ る 飯 綱 戴 符鳴絃 の 類 ひ、 及辨 天の 邪法 等は更 也、 法 花の 持經者 多く は邪義 に洞沒 して 妄願 

甚し 

鳴 呼 浮世の 無常 を f 《ま 土を惡 みいと ふ實心 あらん 者、 誰か 妄願を 事と すへ き、 夫季世 聖賢の 正道に 

依て 行 邪な からん 察 を 志と すと も、 中 下の 機 世に立 人に 接り 妻子 を 顧る に 及ん て、 且夕 見る 所 聞處言 

に發し 行に 顯 はる、 者 其 好惡平 かなら すして、 いかて 孔孟の 本意に かな ひなん や、 只自 ゆるす 所の み 

四： 三 


尻 


  gn 一四 

ありて 終に 流 俗に 從 ふに いたれ は、 義を 正し 節 を 守る 意樂 まて ある 事な くや 侍る、 i 右釋 典に 據て道 を 行 

せんと 欲すろ も 上 機に あらす は聖 近の 自修 苦行 其 力なき 事 をし る、 しかし 暫諸緣 を 捨て 浮世 を 厭 ひ 身 

世の 願望な からん に は 

〇 癸 卯 1 一月 一 曰 一 條 (正三位 左 大將) 兼 香 公 (三士 一歳) 內 大臣 辭 表し 給 ひて、 頓て输 笥隆賀 (七十 1 1 歳) 內 

府に 至らせ ましく ける、 老臣の 御 故と そ、 同し S! 日に 辭し 申させ 給 ひけれ は、 同日 廣幡鲁 -忠卿 を內大 

In- に しまし くけ る、 同 十五 日 冷泉 爲久 勸修 寺の 高 顯參議 に 昇進と 云々 

〇 當宦 公卿 (卯 一 一月 十八 日 迄の 袖 略) 

關 白( 從 一 位) (二) f 公 氏 長者 左大臣 (近) (從 一位) 家久公 右大臣 (正 二位) 吉忠公 

內 大臣 (正 二位) (ヒ 口  、ノ タ) 豊忠公 准 大臣 (從 一 位) (松ノ 木) 宗顯公 

權大： H  一一  c  (正 二位 X 屮院) 通躬卿 (西 オン ジ) 致季卿 (ダイ ゴ) 久 卿 (久) 惟道 卿 (束 ソノ) 基 長 卿 

(シ ゲノ 井) (從 二位) 公 澄 卿 (ヒロ ハシ」 畿廉卿 (万里) 尙房卿 (右 大將) 幸敎卿 (從 三位； 房 殿 卿 

權中納 言 (從 二位) S) 隆典卿 (花 山) 常 S 卿 (今 出力 ハ) 公詮卿 (正三位) 基 香 卿 (淸 ガンジ) 治 

房 卿 (一一 ヮタ) 重孝鄕 公； i 卿 (クシ ゲ) 隆成卿 (カラス マル) 光榮卿 (セィ ガンジ) 雜季鄕 

參議 C 正三位) (ム メタ 二) 通條卿 9 タゴ) 通喑卿 (タ カノ) 保 光 卿 (山 モト) 公 尹^  (タカ クラ) 

永 房 卿 (ヒ ノ) 资時卿 (レイ ゼィ ) 爲久卿 (ク ハ ン ジ ュ ジ ) 高顯卿 

前官 及 非參議 殿上人 等 略 之 

大樹 吉宗公 (御歲 四十) 

(伏) 邦 永 親 干 ：( 一 品屮務 卿) 貞建 親王 £ (部 i 高) 家 仁 親王 (式部 卿 有) 直 仁 親王 (彈正 尹 有) 明夷寫 形) 

〇 暮春の 歌 

まきの はの 接に さびしき 鐘の音 はなより 後の はるの 夕 へ は 


述懷 

せめてた、 おなし 心に 世の中 をな けき あわせて いふ 人 も かな 

〇 年老て 今 は 東に もく だら じと H 心 ふ、 春圓頓 院の宮 なる 人の かたへ 申 贈りし 

おも ひいて よしの ふの 11； の 櫻 はな 見し 人數に それ も ありき と 

埋火 となり はつる とも わすれめ や 花に くちせ ぬ こ、 ろ はかり は 

〇 正 綱 會の夕 早苗 を 

うちな ひく さな へ の 末 は 風見え て ほのかに しろき 露の ゆ ふくれ 

〇 順智 法師 百ケ 日の 宿 忌 同 法と も 百 萬の 念怫 申け る 時 


日數さ へ あとの かた 兄の 濱 ちとり 

なきて そ ひろ ふ 袖の しら 珠 

〇此春京師ぃかのほりをぁけ侍る：6^^法に過た 

り、 g: 月朔日 令して 是を禁 せられし 

先年 京師 大火の 春 か、 る 事 ありし、 よから 

ぬ時尙 とい ふ 人 も 侍る となん 

〇 上の 文 字 は 濃 州 安八 郡 春 近 村 (戶 田內藏 

介 主の 領地な り) 富農井上爲三次郞とぃふ^^ 

の 宅なる 後 園に 年 ひさしく 住け る老 狐の 筆跡 

也、 (自 三百 年 住せる と 云々) 地主 も 代々 親し 

く、 主人 及ひ擲 里の ものと 毎に 詞か はしける 

程に 皆よ くしれ り、 其 名 を 板 益 玄正刖 號な梅 

四 二 五 


一   四三ハ 

庵と いふ つ あるひ は 納受 翁なん と 力く 自らい 獸狐 もと 何の 名 か あらん 時に とりてよ ろしく 呼んで 可な り 

と) 手よ く かき (漢字 和字) 攀法 あり、 禪を談 し 醫に功 ありし 一 旦行衞 なく 失し か は、 地主 本意な く あさま 

しくう ちな けき しに、 同 里の もの 京の ほりして 江 州 大津驛 にて あ ひし 狐い ふ、 我 都 かたに さる 故 侍りて 移 

R_ りて 住へ き 事出來 しか、 かくと つけ まゐ らせん も 年頃 情なし とやお も ひた まひなん も かたはら いたく、 且 

なけき まし まさん もよ しなし とお も ひ 、こ、 ろなら す 去り 侍りぬ、 年老て 今 は 死ぬ へ き 時ち かし、 只再會 

なき を かなしむ とて 落淚 し、 一 筆 かきて n 頃の 厚情 を 謝し 井上 か 子供に もよ く 孝した まへ、 かなら す學文 

おこりた まふな と 申させた ま へと て、 手 を 握て 別れし か 里人 も あはれ にお ほえ：！ 國 して 此の 事 を 語る、 

合 家 一 泣に なきけ ると かや、 此 狐の 事 さまく 物 かたり も 面白き 梨 多し、 書も盡 すへから す、 狐い 

ひし 我 異邦 寧 波 近き 處の 僧な りし か 一 念の 邪見に よって 畜身 をう けて 三百 餘年 我な から ロ惜、 但し 將来 

は必善 趣に 生を轉 すへ しあな かしこ、 人々 邪見に 墮. ンた まふな 無常 を かへ り 見 一 大事 を わすれす して 念佛 

した まへ なんと 示せし、 井上 か 子供に 毎に 物よ ませ 手なら はせ なんとせ し、 後に 聞く 岐阜 山に 孝叔 とい 

ふ野于 あり、 これ か 事 を も 里人に 賴 みおき しと かや、 鳴 呼 是は野 狐に して 僧な り (長齋 一 食な りし) 今 世上 

の 方 袍圆顶 は 大方 倂 にして 野 狐なる 者 多し、 およそ 一 念 誤り 邪 なれ は 死生 鎮捧を 握り、 一念 信 正し けれ 

は聖衆 金蓽； は 寄す、 Si 家 再生の 說を いぶかり 輪回の 敎を疑 ふ は、 か、 る 事 を 見聞せ さる か 故に や、 彼老 

狐に あ ひし 人に 閒き且 露 跡 を 見て、 すきう つし こ、 に 粘す、 客 あり 笑て 曰 吾子 これ を 信し これ を崇 ふや 

さら は. 狐にば かされし とい ふへ し、 予曰我 これ を 疑 はす 又是 を不崇 とて 戠に 一 偈を 第す 

山 明 山 暗- m 魔 靡 是 一 時 非 亦 一 時 無 盡藏中 花與柳 紅々 綠々 更何疑 

とて 呵々 す、 世人 かしこく 妖 狐の 爲 にば かされす と、 自慢す る も. 名にば かされ 利にば かされ 色にば か 

され 酒にば かされて かへ る亊 なきもの 一 s£ 々敷、 外 魔 は 一 にして 內魔は 一二つ 身に した かふ を 知 さるに や、 

G 魔の 宇 梁 以前 舊譯 の經 論に は 磨の 字 を 書せ り、 武 帝の 時より 鬼に 從 ふと 口 決に 見えし 


尻 


- なん 


〇 癸 卯 三月 二日 法皇 七十 御賀 御遊 ありて 猿樂等 侍りし、 岸 本壽見 (新 烏 丸の 住) とて 今年 百 三十 四歲の 

翁 を 召て 餐を賜 はりし 

いと 健に して 滔食壯 年の 人の ことしと そ、 德大寺 殿 若君 元服の 日も參 りて 數十 盃の滔 給け る 

四月 下御靈 鴨の 社へ 御幸 あり (林 丘 寺 御幸の 日な り) 

〇 享保八 癸 卯年 一 一月 朔日 (辰ノ 刻) 

祌階 宣下 (石 見國柿 本大明 神)  中 務 


正 一位 

上 卿 

奉 行 

辨 


中院 大納言 

葉窒頭 左大辨 

同 人 ず 


大輔 (岡 崎 )5^ 廣 朝臣 

少納言 西 洞 院範篤 朝臣 

大外記 淸岡致 長 朝 ほ 

宣命使 吉田 侍從翁 雄 朝臣 


次第 


上 卿 着 使 座 (臭) 次 職事來 仰々 詞、 次 上 卿 移 座 端座" 次 上 卿 令官人 敷軾、 次 上 鄕以官 人 召大ー 記內 記參軾 

次 上 卿 仰々 詞 (如 職 事) 次內 記持參  ー 

宣命草 位記 等 (入 莒) 次 卜； 卿 披見 畢賜內 記 云々 候 小 庭、 次 上 卿參弓 場代 付 職業 奏聞 (內記 以先內 覽莒^ 

從) 職 事 奏閒畢 返 賜 仰 可 令 清書 由、 次 上 卿 復使座 仰 可淸書 由於內 記、 此間取 出 位、 記 置 右方)、 次. 2: 記 持 

參淸書 (入営) 上 卿 披見 畢內記 返 入、 次 上 卿 以官人 召 將監將 監候小 庭、 次ト： 卿 仰 請 印 事 將監退 入、 次 掃 部 

寮 立案 於 軒廊、 次 少納言 主 鈴 將監等 列 立案 下、 次 上 卿 以官人 召 外 記 仰 云 中 務輔候 哉 外 記 中 候 之 由 h 卿 仰 

云 召 外 記 稱唯退 入、 次 中務太 輔參進 軾ト： 卿 取 出宣命 (置 石 方) 賜 位記 輔賜莒 經小庭 置 位記 於 案上披 之、 次 

少納言 捺印 (中 務輔於 案下 卷之) 次 中務輔 返上 位記 莒於上 卿、 次 上 卿 披^ 畢中務 IT. 返 入 (：此 問少納 言、 以 

下 退下ル )、 次 上 卿 以官人 召內記 賜宣命 位記 (入営 j 內記候 小 庭 上 卿 就 弓 場代 以職事 奏聞 (內 記以先 內覽営 
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相 も)、 威 事 奏聞 畢返 賜、 次 ト螂復 座內記 ^営 退 入、 次 上 卿 以官人 召 外 記 問 使 參否外 記. e. 候 之 由 上 卿 仰 云 

- 召使 來. K:、 次 上 卿 賜宣命 位記 於 使 使 賜 之 退出、 次 上 卿 官人召 外 記 返 賜 営、 次 上 卿 令官人 撒軾、 次 上 卿 起 

^也 

位記 

柿 本社 

右 可 正 一 位 

屮務千 垂光： a£ 邦 德究誠 直 於 祌道開 蘊奥 于歌林 宣授極 位 式 輝 祠壇可 依 前件 

お 子 保 八 ハ牛ー 一月 一日 

宣命  ヘン  ィャ マへ マ 

ス 甴  1"tii，.s 神 本 乃 廣前尔 巾 賜 倍お 申 虡時波 千載 乎歷 (多禮 化 毛) 道 波 百世 尔宗 (止 之 夭) 公私 尔敬禮 坐 

ャ 高久祌 位稱^ £ 、依 S 天奈 5 殊 K 有レ 所あヒ 行つ さ 一  位 乃 御冠 尔上奉 利 崇奉流 因テ從 S 位下 行 

i:::: 從ト部 3^:1 1^ 雄 乎， お^ i ハ 御 位記 乎 令- 捧ケ持 T 夭 奉 出 須此狀 乎 聞 食 天 天 力 下 平安 尔詞林 繁榮尔 天皇 我 朝 

庭 乎 ^ 盤 Si ^盤：：/ 護 賜 比 祐賜倍 止 申. に 凝波久 止〕 申須 

享保八 年 一 一月 一 日 

太 政 {n 符 石 33? 國 

應奉祌 位記 事 

納， Ims"-  宛 夫 二人 

使從四 位下 行 侍 從ト部 朝臣 兼 雄 從捌人 

祌部 一人  從 一人 

； ？ 正 一 一せ 權 V 納. 一一；：： 源 朝臣 通躬 宜 奉 觔爲奉 柿 木 太 明祌神 位記 差 件 等 人 宛 使發遣 者國宜 承知 依宜 施行 仍 


K  -PI 


須阔牧 宰潔齊 擇定使 所與使 .1^ 共披 讀.〕 チ<  叩 然後國 司 請 取 位記 奉 之 不得遽 失苻到 奉行 

正 ra 位 上 行 左 巾 辨藤原 朝臣 賴胤判 

從 五位 上 行 主 殿 頭 兼 左 太夫 小 槻宿； 1 判 

享保八 年 1 一月  一 R 

石見國 領主 は從 五位 下行 隱岐守 源兹親 朝臣 (龜 井) 也、 神 本社 御 奉納 五十 首 和歌 は刖に 一 卷 とす 今 共 始終 

のみ を 記す * , 

立春  太 上皇 

C 此 みちの ひかり も そ ひての とけさ を 世に しきし まの 春は來 にけ り 

祝 一一 一一 n  中院權 大納言 通躬 

此 ときに あ へ る を祌も よろこ ひに まもらん すゑ はちと せ 萬 世 

題 者  藤 谷 前宰， 扣爲信 奉行  三 條中納 言 公 幅 

〇 洛東 無量 壽院 の 貫首 1^ 範 上人 退院 (卯 三月 廿 五日) ましくて 醍 糊の 何 かしの 院 (遊 雲 寺) にの かれ 給 ひ 

しょし 文のお とつれ に 聞え しか は 

あ つ さ 弓 はるの 山邊 にの かれて そいる e: かけ もさ こそ 淋しき 

その かみ 束 山 晉院の 際 賜 紫 G 謝に 雲なら は 嬉しから まし むらさきの 衣の 色 も かりそめの 世に と 讀給ひ 

し 事 をお も ひいて > - 

むらさきの ころもの 色も此 はる は 藤に ゆ つりてす みそめの 袖 

上人の 返し 

むらさきの ころも、 今 は 51^ か へ て 竹の いほり にす みそめの 袖 

〇 卯月の 初つ かた 幻 院師の 庵に まかりて 世の はかなき 事、 くさ 念佛の たのもしき さま 何 くれと 聞か はし 
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ける に師夢 知識と いふ 一 卷の 文と りいて、 (知 道 和 尙の述 なり) これ を 見し やおよ そ 世 尊 如 夢の 衆生の 爲 

に 如 夢の 身 を 現し 如 夢の 法を說 たま ふ、 禪祖亦 一喝 雷の ことく 轟て 迷 魂 を華胥 氏の 枕に 囘 へし、 痛棒 雷 

のこと くひら めきて 睡魔 を 無 何 有の 床に 追 ふ、 されと 六 穰の凡 類猶槐 下の 夢 を 貪て 覺る處 なき か爲 に、 

夢：； 彼 佛の往 ハ金を 施し 給 ふ はせ めての 大慈大悲 ならす やなと 聞え しほと に、 けに 小 くるまの 行な やむ 身 

にもて あっか ひ、 六ッの 道に さすら ふるん 塵 影の まよ ひ、 流轉の 夢の うちにう つ 、なき 色 心 一 一法の 我執に 

ね ふたく、 此身を 夢な りと 了せ ぬ ほと はたと ひ修 善の めて たき も、 いた つらに 人 天の 幻果を 受造惡 はも 

とより、 三 一が 一 のうき 身の 感す 善と 不善と こそ 異ならめ、 おなし： ei 死海の 漂囘 るへ きこと いと， うたて 

しき 迷 ひさ まなら す や、 於戯 漏心盡 され は 幾た ひも 生緣休 時な し、 生緣 休され は 必らす 其 質 を 托する 所 

有 かく 殘る うら 仏 極り なし、 彌陀蓮 花界は 不退の 土に して 吾 有の 生 緣を絡 長く 生死の 夢 覺頓に 無始の 苦 

因 を 拔て無 生を證 す、 此 牲の 大道 を 得て たれ か西邁 をね か はさらん とて、 禮して歸りしか夕くれの夢 

ぉもしろく：：^んしほとに 

かけて まつこ-ろの 色 か 藤の 花 へ たてぬ そらの 雲の むか へ を 

〇 世の， 屮何 くれとう き 事し けく 侍る うち 

いと ふへ き 世の ありさま はさま /\ ^にう きをう きと も 見す や 聞す や 

〇 五月 三日 赤善院 大童 子 東都 天德敎 寺に して 御 送葬な しまいら せし 御 事った へ 承 はり、 更にう つ X とも 

覺 えす 無常 を 

iw^ 草の つゆより さきに かけ 消て ほたるむ なしき 野 邊の明 ほの 

〇 或 問 太 神せ 3 句 (朔十 一 日廿 一 日) 毎に 司對 面と いふ 事 ありと 聞く、 如何なる 神事 そと 云、 これ は 上 日の 

多少に より 結^の 等 を定る 事に して、 今 も 番文を 宮司に 納 むる をい ふ 也、 亦 問？ M 承と は 何 そや、 云く 奉 

幣 使の 馳走.^ をい ふ (昔 は！： 司赋 承せられ し) 亦 問 四 所 職掌 人と は 何 そ、 云 神宮の 神 わさに 琴 生 笛 生 歌 


長 鳥居 子是 をい へり、 亦 問 太 神宮の 神人 は 位階に のみ 進み 官 はなし (禰宣 權彌梵 に 補す) 諸 社の 祠官の 八 

翁 諸 司 あるひ は ，陶 の 司 を 任せら ろか 如きに あらさる は 何 そや、 云.^ もと 社 人の 任官 は 違犯と いふ へ し、 類 

聚大 補任 (建久 三年 三月の 條) 等 を 見る へ し、 今 は 流 例 風俗と なりし う へ は 是非な き 事 敷 

〇 園 祌とは 一 座に 限ら さるに や、 延 喜の 內膳 式に 十四 座を錄 せり、 但し 所々 の 園 神 をす ベ 云 (式 は 一 一座 三 

座 一座 等の 所 あり 

〇 まよ ひ 神と いふ 神た 野犬 神な との 事 かとい ふ 八 あり、 然らす 人 を まと はす 妖異な り、 宇治 拾遺に 三條 

院 八幡 行 察の 事 書し 所 を 見る へし 

〇 春 は 曙と 淸少納 言 か 書る さる 物に て やよひ 廿日 計りの 明 行 山際 霞た と /、しく 靑紫 にか ゝ やき 落る 有 

明の 月に 散殘る 換.^ 亂ぁ ひてい ふ 計な く 面白く 覺 えし. ユ r 

山の はは あさ 紫に あけ 初て 月より おつる 花の しらゆき 


H 三 ！ 
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これ は 或 好事 此春明 M-i^ 見に まかりて 歸り しか、 所の 園く はしく 書て 家 つとにせ し を 略して 爱に寫 す 

〇 猷廟の 御 時より/ \ 御 狩 ありし 儘に て嚴廟 以来 御 四 代 絶て 御 狩の 沙汰な かりし か、 常 大樹 御代 初より 

し は/ \ 御 ii 野の 出御 (葛 西 中 川 品 川 駒ケ野 等) 今 歳 卯. 三月 卄 一 一日 目黑 原に て 猪 狩に ならせ 給 ひて、 騎馬 

のせ こ を御自 左右し まし/、 ける 事 はれ/ \ しき 御 事と かや、 事 終りて 數 千の せこと きの 聲 山野 を ひ ゝ 

かせし とか や、 久しくな かりし 御 狩い と 珍ら かに 侍りし と 聞え し、 是 もまた 太平の 日 怠れる 士の 爲に武 

を講 せしめ まします 御 さたに や 

〇 つくし かたの 僧東國 行脚して、 此頃故 鄕へ歸 るよ しにて 立より 歌な と 聞し 中 八橋に て 

やつはしの あと や 結なん はるく とい ひし こと 葉の 花な かりせ は 似 雲 法師 

と 開え しほと に 

やつはし や はる. 過し いにしへの 花に 色 そふ 今の ことの 葉  信 阿 

〇 東都 赤 阪の龍 泉 寺 主佛元 上人 寫信錄 開 題 一 千條を 筆して 學 者に 便りす、 今年 癸 卯先ッ 一 卷を 板し これ 

を 人に 印 施せら る、 是 無事 露命 はかり 難き 故 かくして 諸人の 結緣 をな し、 同 生 極樂の 回向 をな さしむ、 

予 にも 一 本を惠 まれ 侍る、 實に談 所の 擧徒 よき 寳 なりけ る 

〇 太 神宮 (此 一 條は 前に も 記せし 案 有し 故 忘て こ、 に 記す) 年限 修造 良 近寄せ まします とて 去し 年の 頃よ 

り關 東の 命 あり、 木 曾 山に して 良 村な 採 まいらす、 神人 柚 人山に 入て 御木 を 採る、 過し 年 寅 十一 月 料 木 

三千 餘本川 水の 障りな く 海に 浮べし、 今度 は 我 公より 參らせ 給 ふ、 尾 張 伊勢の 海上 をへ て 內宮の 料 村 は 

1 一見 潟鹽 合より 御 裳 川に 入る、 外宮の は大 淀の 浦より 豊宮川 を 登り 人 侍る にや、 山 口木 本の 祌祭 なと あ 

ると て 今年 卯 一 一月より 川の 邊の 大小の 木 を 宇治山 田の 地下 人と も 御木 ひきとて 宮中に 渡し 參ら する 事、 

前々 も ありし なから 此春 はわき て 美麗 をつ くし、 衣服 あさ やかに 車 を かさり、 さまさまの 作り もの も 巧 

に、 あるひ は猿樂 または 今様の 雜藝を 張り、 鼓笛 音 ひ-. - きょそ ほひ きら/. \ しくめつ らしき 故、 自他 國 
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々見物人 m ことに 市 をな し 侍る となん、 一行の 御木 引 其 費用 數十 金と なん 聞え し、 1,", の中此 ころ は 貪 迫 

をな けく 人 多 かるに、 また かたへ はいと/、 にき/、 しく 侍る にや、 夫 造 營の時 色 節 職掌 人等祌 代の 舊 

を 尋ねて 其 式 尤嚴^ の 御 事 也 

延喜式 勅使 部類 記 雜例集 心 御 柱 記 山 口 祭 記 遷宮 要領 等の 古記 を可考 

されと も 今の ことき さるが うしき 雜戯を 施し、 口 を 消し 侍る 事に むかし はな かりし にや、 促し これ もま 

た 太平の 餘表 にして 神風の あまね き 故と めて たき 代の ためしに も數 へなん、 今年 はいつ.， （\ よりも 諸國 

より 參ぉの 人 も 多く 侍ろ 

〇彌 生 十六 日 は 淸雾院 故 少將家 三 囘の御 忌日 也、 誰し の ひま いらす る 人も閒 えさせた ま はぬ にやと * 

いとく 悲し 仕へ まいらせし 人の 方へ 申 贈りし 

ねぬ に兑し 三と せの 夢の な こりさ へ なみた にの こる あけ ほの &月 

〇 獨對燈 とい ふ 事 を  僭 正智鋒 

,  さよ ふけて ひかり も 細く 友と 見し 我 かけさ へ もうと きと もし 火 

〇 此夏も 五月に 至りて 時鳥な かす (五月 五 ：11 節な り) 重 五の あした 

いか なれ は あやめ かり：.. く 軒に さ へまた ね を そ へ ぬ 山 ほと、 きす 

〇熱£ 沛に遊 ひて 

鐘 送 暮雲 去  li" 眼 江 水 や  泛舟 眸渺々  千里 一身 輕 

〇 衆生く るし み^けれ はよ く 厭 心 を 生す とい ふ 事 かける 文 を 見 待り て 

路 とめん かた もな きさの 濱 ちとり うき 世の 浪に ねの みな かれて 

ある 阅 王の 逆 惡父を 幽し 母な 罵る に 至る、 違 提の怨 苦涕哭 悶絶して 深く 據 土の 堪 かたき をい とい ふ、 心 

發り 不間 惡^ 不 見- € 人の 處に 生せ ん舉を 願せ り、 夫 骨肉 至 親满怨 家に して 此楚毒 をな す、 況んゃ 他人 外 


尻 一 


家 を や 世す へて 逆 難 多し、 誰か 已を 愛し 親しむ へき、 互 ひに 我執の 炎 高く 勃 逆の 劍 利し、 百年 を 待 得さ 

る 身 つれな く、 浮世の さか * ザ 見聞して 猶 こりす まに 利 名 を 貪る 事 我人 皆问 しき 歟 

〇 遠山 翠近 山の 靑是只 草木の 緣會 にして 實 色に あらす、 萬 物よ く 見れ は 共に 幻と なる. 是偏計 依 他所 執 

の 情有體 無なる 喜 ひ 見れ は 草木み な 喜色 あり、 愁眼を 以て 見れ は 山海 共に 愁容、 是 おのれよ： C 物 を 

昆て 物より 物 を 見る にあら さる 故 か、 己れ と 物と 亦 幻なる 事 を覺ら は、 大千界 中 何の 愁 喜の 色 象 あらん 

む や 

〇 或 人 問石淸 水の まつりに 細男ノ とて 木 偶人 1 ー驅 あり 是何 そや、 曰雜宫 遷座 記に 見 ゆ これ 武內高 良の 神 1 

とか や、 又 問 八幡 山 四月 三日 日 使と いふ は 如何 成 事 そ、 曰 祭りの 放免の 類の やうに 覺 侍る、 八幡 一呂 寺 年 

中讃記 見 ゆ、 神人の よそ ほひ 大臣の 容を なし 隨身等 を召俱 す、 主人 は 冠に 紫 藤の 花 を 掛け、 舞 男 は ^ 樓 

の 枝 を 挿す、 嫋. g 鄭奸 のす かたに て 祌庭を 回る 等い へり 

〇 武州熊 谷の 酉 新 堀と いふ 里に 古し へより 舞 女 ありて 上に も ゆるされて 傳馬 等た ま はりて 東都に 出、 他 

邦に も ゆく、 其行莊 おこれる ていたらく 大家の 婦人の 如し 

靑 漆の 乘 物に 乘り對 の狹箱 織物の ゆたん (蒔 繪桐 菊) の 長刀 を 先に 立て、 鎗 持せ たる 者 を 供と す (是は 

其 夫な り) 

其 名 を 代々， ■  一は 藏と稱 し 甚富祐 也、 梨園の 少年 及 ひ戲藝 者數多 扶持し 置て、 所々 戯場を き 利 を 得 (京 

大阪 江戶の 開場 主と 同し) 世に かくる 業 をして 生理の 本 等と おもへ る もの も ii はるに や、 此夏 (卯 四月) 木 

曾路 をの ほりし 友の したしく 見し とて かたる も、 い とョ里 パ" ^ る 事 ともなり 

〇 佐 藤 國三都 

羽茂ボ 4 きタ f 社； ほ) 雄 太 C 引 m 部ノ 神社 i 食 神社) (氬部祌社越敷神；^餒持ノ神社) 

加 茂 (大幡 神社 阿部 久志比 古 神社) 
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彼 國の宮 社 凡そ 九 座 並 小社 也 

秋 米：^ 計 十 三 一 5:10 五石餘 (米穀 上品 味 ひ 好し) 萩原 近 江 守 吏 の 時^に 新田み 「墾 r 數萬石 の 地) 

國 南北 二十 里 計り、 ia- 西 或は 七 八 里 計、 廣狹ぉ 北に 鷲 崎 束に 湊町 水津 南に 小 木、 此等は.^!^着なり、 西 

に 相 瓜と いふ 處 (小 木より 九 里 半) 公 舘民閭 等 或は 寺院 冇、 我 熱田驛 ほと 有と そ、 遊女 町 も ありていと 

激 なりと いふ 

越後 國出雲 崎より 海上 十八 里 (海 潮靑黑 して 淸 からす 濱に 近き 所は淨 しと い ふ) 所々 墮濱 あり、 北山 灌現 

社と て 大山の .ra- にあり、 千 口 城 爐三所 (相 川の 北方 获澤田 相 川) 今 吏 所の 交代 夏 四月と かや、 今年の 吏 着船の 

後 中 三日 過て 去ハキ よりの 盥公舘 を 出て 歸 帆と かや (國家 御代 初めに 大久保 石 見守 此 n の 吏と して 金の 事 

を 司と りし) 小 木より 北 •，； ^里 はかりに 俗 譲の 都 志 王 丸の 母此 li? に うられ 粟 圃の鳥 を 追し 所と て あり、 今 

草木 生せ すと いふ、 七，.^ の 5： に 日 蓬 題 口 か 浦と いふ 所 あり、 昔 波 上に 首題の 七 字 を 書れ し 所と いふ、 日 

莲佐 渡の 書は此 所に て 記されし にや 彼 徒者 これ をい ふ) 此國 松柏 多し 鹿 猿豺狐 はなし、 犬は廳 犬と する 

によし とそ、 ^,1? 形甚た 小き 也、 海魚 多し， 1 鳅 烏賊 殊に 多く、 蛸 は長サ 五尺餘 なる もの あり、 あらめ わ 

かめな とたれ 取ろ 人 もな く 浪に打 あけ たるま- -に見 e とい ふ、 金穴 長サ 一町 幅 半 町 ほと あり、 柵 を かま 

へ て其內 に^ 所 あり 町 屋十餘 軒なら へ り、 鋇冶石 匠 等 居れり (またかん なく づを繩 に 制し 魚油 を 濡し火 を 

燃して 金穴に 入る 用と す 其ェも ありと ぞ) 享保 三年の 夏 頃 堀 入 山 は 五十 町餘も ありて 甚勞 せり、 內 闇き 

故に 榮蝶殼 に燈を 燃して あかりと す， 油煙 洞 中に 滿て 衣類 も 人面 も黑 くなる、 金 堀必命 長から すなん と 

いふ (小 木より 一 一里 砂金 山と て秃山 ありこれ 銅の み 出る とい ふ 名に 負 はぬ 事に や) 金 ある 後 を 1  ぶ 付て か 

ます やうの ものに 入れせ を ひ 出て、 石の 臼銕の tit にて はたき ふる ひ、 大 なる 石臼に て 水 ひきに して、 拔 

木 器に かけ 樋の 水 をう けて 流し、 布 をし きて 彼石紛 をす くひ 入 るれ は 石 はな かれ 金 は留る (色黑 し) 此を 

洗 ひため、 叉 水 を 入れ ゆりて 水 を 拾て おもし を かけ か はかして 後 火 製す、 初 は 金く す 出す に 銅^れ 三度 

フィゴ 二 カケ. ^ 
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ふきて 交 金の 色 見え、 四 度に 至て 金と 銀 を 分つ、 凡そ 初め 五 ki: 目に して 終り は 黄金 二三 卜 目に 過 さるよ 

し、 右 金 を あら ひし 水 町 屋の前 を 流れ 所々 に 六 七 尺 計の 水 溜の 器 を 堀 入 f し 其 流れ を 取 落 る 砂 を 取 (ね 

KJ たの やう 成 ものに 流し かけて 村 婦是等 を 取る) 又 業な. n 女 老婆 等 谷に 下り 破 石のう ち 金 ある を 拾 ひ 持 

歸 りて 賣る、 尤もと ほしき 業な りと そ、 金 大工 (かね ほり をい ふ )一 晝夜 にして 出入す. 其 料 一人. c 銀 五 

文目より 二十 四 文目 迄 上 ェ下ェ の 品 あり、 ェ入是 をと りて 酒色 を恣 にし 敢て是 を貯る 心なし、 故にい つ 

も 身 貧に して 且命 短し とい ふ (所 民 甚接亂 にして 婦女 も 他に 奸し禮 法 ある 事な し) か、 る しれもの も 世に 

あれ は あるに や 

右 は 尾 西 海 東 郡 富 永 村の 民 志 賀右衞 門と いふ もの、 享保 三年 戌の 夏 彼 國の吏 北條家 (新 右衛門) の 供し 

て 渡り、 歸帆 (河 野 豊前守 其 時 は 甚左衞 門と 稱 せり) S 舟に 乘 して 歸る、 見 間せ し 所 を 語りし ま、 筆に 

記して 遣 忘に 備へ 侍る、 心 ある 者なら は^ 古き 說も尋 て 見る へき を、 か- -る 俗； 杂 のみ を閱 しに や. 顺德 

院此國 にして 崩御な りし (仁 治 三年 九月 十 一 一日) さ こそ 御 舊跡も 侍る らん、 九 五の $1 位いた つらに 外 ，1? 

の 塵と ならせ まします、 是 もまた 業報の 然るべき 時に 一、、 鎌 倉の 北條 氏倍臣 として かくお も ふ 儘 成 振 

舞せ し、 其榮 にし も 又 一時にして 高 時 九 代の 家 を 亡 ほし 草の 原なる 舊墟と 成 侍る、 凡人の 世の 冇様盛 

衰舂霄 一睡の 夢なる もの を 何 を か 喜び 何 をか稔 ふべき (嗚呼) 

〇 去々 年 明 帝の 裔朱 一 贵 兵を擧 てし は./ \ 騒 かしかりし さま を 書に 筆して 南京より 琉 球に 送る、 中 山 王 

是を薩 州 侯に 參ら せし を 頓て關 東に 獻上 有しと かや、 京人 其 書に より 且街談 を 加へ て五卷 とし、 今 癸 

卯 夏 印行せ り臺灣 軍談と 題す 

〇 七月 朔 日の 朝風 凉 しく 侍り けれ は 

をき なれし 露 こそ あらめ 朝戶 出に おも はぬ 袖の あきの 初 かせ 

七夕 遇 立秋 
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牛 诸影澄 細 月 臨 露 風 先 滌得愁 襟 香 筵凉至 炎光 謝 不覺流 年 白鬂響 

题ニ河 iESl 之^ 

西方お 路甚 分明 勿 畏衝烟 踐浪行 直 到浪窮 烟盡處 歡看脚 底 玉 蓮 生 

〇 尾 北たら かの里 常 念敎寺 (ム 门宗) 四十 八晝夜 不退 轉の 念佛與 行の 事 侍りけ わば、 鎗 喜の あまり 本願 念佛 

略 因 一 册 まいらす ると て 

往て 生ろ はちす の 花の 中に 敷 資の座 わけて またなん 

〇 今 歳 癸 卯 元 U: 上： J 端午 星 夕 一 ま 陽 節に 常る、 元 和 三 丁 巳 (百 七 年) 延寳 一 一甲 寅 (五十 年) 貞享ー 一 乙 ft  (三十 

九 年) 是告 五節 あ へり、 其 中 延寶ニ 年 (正朔 二 一 一三 三 rag: 五 五六 .一 ハ七七 八 八 九九 十 十 十 一 十 一 十二 十二) 

十 一 一月 皆 n の數 節に あへ. ON 


0^ 尻 卷之 七十 六 

0 武 信玄諸 州の 城、 王の 所爲を 我士將 にしる さしめ て ひそかに 見る 事 度々 なり、 其 中に 遠 州 乾の 城主 天 

野 {呂 田 左銜門 霜月 十日 あまりに ま はり 尺 計りなる 桃實 を三ッ 岐阜に 獻せ しが、 祝して きこしめし、 1 ッ 

は濱 松へ 贈らせた まふ、 祌君 賜を拜 して 後 其 桃 をば 隱 してす てし めた まふと あり、 信玄 大に感 しける と 

甲 陽 軍鑑に 記せり、 祌君此 時 三十 計に ならせた まふと ぞ 

〇 歳 德の方 俗に ゑ 方と いふ、 吉方 とかく 事 伊勢 守の 記 寬正六 年 八月 今 出 川 殿 夫人 產の 所に 見えたり、 吉 

を ゑと よむ 事住吉 をす みのえ と讀に 同し 

〇 萬 葉 集に、 玉串の 御賀 玉の 樹の鏡 葉に 神の 昨備 へつ るかな、 此歌 にて 正月の 門松に 神 取 付て 門 祌を祀 

る 事 を 思 ふべ し、 おか 玉の 木 は 松 を も 榊 を もい ふよし 古事記に 見えたり 

〇 大家 元服の 時 ゆすりつ きとい ふ もの あり 如何なる 器に や、 予曰 沮坏と 書て あまつき とも ゆすりつ きと 

もい ふ、 丸く 深き 鉢に 米 計り を 入て 臺に 居て 理髮の ひん 水の 具な り、 打亂の 箱と いふ 物 あり、 源氏に 多 

く 見えたり、 元櫛笥 のかけ こなり、 今 婦人の 櫛なん と 入る 亂 箱と いふ 物な り 

〇 寬 平の 帝 (宇多院) 御 出家 ありし、 眞ー Iiic を， 1 仗佾 正に 受て灌 頂せ さた まひ、 法 流 を寬空 僧正に 授けさせた 

まふ 專ら 桑門の 御 ありさま なりし か 御行 脚の 事 はな かりし、 花 山 院御發 心の 後國々 を 御 修行 ありし、 是 

始な るべ し、 今の 三十三所 觀音順 禮も此 法皇より 權舆す 

〇 或 問 近世 民間 六十 六部と て 囘國す 如何なる 寺社 を か順禮 する にや、 予曰是 近き 比の 野 俗 なれば 參詣の 

所 もさた かなら す、 六十 六ケ 所の 寺社に 一 部 八卷法 花經を 奉納し 奉る、 其 次 は 寳永四 年 東 武旭譽 か 板 行 

せし 一 幅に 見へ たり (此類 印形 多し) 

1 ！  四 三 九 


K  m 


下野 瀧 尾 山 (千 手) 

相 州 八幡 (釋迦 ) 

駿州 士 (阿 彌陀) 

尾 州  一 {呂 (大日) 

$ ^贺圓 誇 寺 (不動) 

紀州熊 野 本. K  (彌陀 ) 

和 州 長 谷 寺 (十 一 面) 

攝州天 王 寺 (正觀 音) 

豫 一 宮 (正觀 音) 

播州 書寫山 (如意 輪) 

備州 ：！： 上 (；： i: 上) 

防 州 新 寺 (正觀 音) 

筑後高 良玉垂 (釋迦 ) 

薩摩新 E  (彌陀 ) 

豊後 E:^  (彌陀 ) 

雲 州 大社 (釋迴 ) 

因 州 一 せ "(同上) 

サぉ州 一 せ： ：( 釋迦) 

能 登 石 動 山 (虛 { や ；藏) 

は 州ト； 颜訪 (文 珠) 


上野 一 宮 (彌陀 ) 

豆 州 三，： (釋 il) 

遠 州 國分寺 (釋 11) 

濃 州 一 宫 (藥師 ) 

勢 州 朝 熊 岳 (福 方) 

泉 州 松 尾 寺 (千 手) 

械州加 茂 社 (正觀 昔) 

阿波 太舰寺 (虚 {41 藏) 

讃 州白峯 (千 乎) 

作 州 一 宮 (釋迦 ) 

淨土寺 (正觀 音) 

長 州 一 せ "(同上) 

肥 州 千 栗 (彌陀 ) 

大隅 八幡 (同上) 

豊前 宇佐 (同上) 

伯 州 大仙寺 (地蔵) 

但州整 父 (文 珠) 

越 前 平.：： 水 寺 (釋 „i) 

越 中立 山 (彌陀 ) 

越後 藏王權 現 (釋 il) 
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武藏六 所明祌 

甲 州 七覺山 (同上) 

三 州 鳳來寺 (藥師 ) 

江 州多贺 (彌陀 ) 

志 州 常 安寺 (正觀 音) 

勢 州 上 太 手 (正觀 音) 

丹 波 穴 太 寺 (十 一 面) 

土 佐 五臺山 (同上) 

淡路千 光寺 

備州告 備津宮 (彌陀 ) 

藝州厳 島 (辨才 天) 

筑 州宰府 天神 

肥 後 阿蘇 ifaC 十  一 ^) 

日向 法花嶽 (釋 迦〕 

石 見八幣 (同上) 

隱岐託 日 (釋迦 ) 

丹 波 成 相 (千 手) 

加州 白山 (彌陀 ) 

飛 州 國分寺 (釋迦 ) 

佐 渡 小 比釵山 (正觀 音) 


0 
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出 羽 湯殿 山  奥州 竈 (釋 iD  常 州 鹿 島 社 (lEh) 

下 總香取 社 (十 一 面)  上總 一 宫  安房 淸澄寺 (虚空蔵) 

右の 內 にても 亦-謹なる 所 を順禮 する も あり、 山城に て 八幡 淸水、 大和に て 東大寺 興 福 寺法隆 寺に て納、 

す 尾 州に て 熱 田國府 宫寺定 たる も あり、 國々 にて 其 志す 寺 一町に 納め 侍る とそ、 武藏以^3-の人殊に多し秩 

父 坂 東 一 百 八十 八 所 も西國 三十三所 四國 遍路 四十 八ケ 所に 六十 六部 を 一 ッ にして 囘る者 多し、 其 中に 資 

子 蟹 僧の 物 貰ふ爲 にあり くも 侍る、 古代の 笈熱田 田 島 家に あり 念 比に 作りし もの 也 

〇 和 俗懷姙 の 女腹 帶 する 事 は 五ケ 月 を 以てす、 中世 は 五ケ 月に 限ら. さりし にや 足 利 鹿 義の窒 着 帶の事 

鬧大曆 に貞和 三年 一 一月 九日 戌 蝕着帶 今月 七月と 云々 

〇^ 日 井 郡 德木住 野 田 村 醫王山 藥師寺 開祖 慈 妙 上人 建 仁 寺 葉 上 僧正 四 代の 法嗣 (今の 密藏院 天台と 云々) 

曾て 後伏見 帝 御 醫の事 ありし 時 加持し 奉り、 御 本復の 賞に 震 筆の 密藏院 の 額幷十 一 面觀 音の 木像 御子 香 

爐 及び 薛風 一 双 を 賜 はり、 其 他の 勅書 今に 藏 にあり 

香爐 古物 は 失せて 夫なら ぬ 香 爐を藏 む、 屛風は 三位 中 將家御 國務の 時 外の 屏風と かへ て 次 目に たま ひ 

し、 御 逝去の 後 何 地へ 行し やまた 御城に 納め あり や 知ら や 

〇 尾 北 繼 鹿；^ の 緣起甚 妄誕の 言な り、 鹿の 字に よりて 附會も あり、 按す るに 山城 國高尾 山 も 磨の 字に よ 

り 鏖 に 似た る 山なる よしい ふ、 か、 る 所々 藥の 尾と いふ は 甲 岡の 處を いふ、 山の 頭に 對 して 山の 尾と い 

ふ ^なり、 櫻 花 峰に も：^ にも 植 こしなん と 詠る 歌に て 知るべし 

拇尾 (尾 州ッ 力の 尾 も是に 同し きか ト 力の 木 をッ 力の 木と もい へ り) 撗尾 はっか やまき 多き 山 ゆ へ 名つ く 

高 尾は秀 出の さき をい ふ (我 丹 羽 郡に も 高雄庄 あり 高し とも *1  く II 鹿 尾に 同し) 長 尾 は 出 崎の 長き 所、 讼 

尾 は 松 多き 處、 水の 尾 (川 近き 處) 平 尾 當尾所 尾 蛇の 尾 牛 尾 等の 名山 域の 國の內 にさへ 多 かる、 よく 地形 

を 見て 古書 を考 へ附 會の說 をい ふ 事な かれ 

四 四 1 


四 四 二 


〇 尾 東 瀨戶物 山 あり、 せと は海礒 近く 山 島の 間 をい ふ、 追 渡の 事 愛社 郡の 海 遠き 地に せとの 名 はいかに 

して あるかと いふ 人 あり、 され は 我 陶器の 製 知 多 郡海邊 より 燒 初て 二 軒に つきて 漸 北の方に うつりし と 

かや、 初 知 多の 瀬戸より 起り し 名なる へし 

〇 或 問 我朝怫 ェの始 いづれ ぞと曰 古書 を 見る に 

定朝 11 覺助 11 康助 11 康朝 11 成 朝 斯の 如し 

又 佛師の 系 51 を按 する に 

： - 光孝 だ 皇 1\ 一 皇子 是 忠親 王 之 御子 然 き 了 日 向 守 


曾裴高 寺 刖 $3 i 1 カ京怫 師祖號 七條佛 

憎 T& 高 日本 怫師撤 - ixm. 


. あ 朗法橋 上人 位 

^ま 奈良 怫ェ祖 


此 より 兩 家の 裔 多し、 定朝六 世の 孫 運 慶其子 殊に 巧手な り、 玉 眼の 製 も 運 鹿 法 印を始 とすと 云々、 され 

共 天智； 大 の 御宇 稽 主動 稽文惠 父子の 佛ェ 和州舂 日の 地に 住せし、 但是は 異邦 投 化の 人な り、 我 國佛ェ 

の 始は盖 厳 高 法 印 敷、 或 曰 然らは 系 圖 いやしき 者に あらす、 然る を 乞食の 黨類 とする は何ぞ や、 中世 國 

朝 大地の 寺に 敬 田施藥 療病悲 W の 四 ケ院を 立 以て 貧究及 重病の もの を此內 にやしない 其勇壯 になり しも 

のに 業 を 授け 生を遂 しむ、 凡此四 院の內 敬田院 のみ 儈 侶の 舍 にして、 殘る 三院は 多く 惡疾猿 火の 者 あつ 

まり 或は  一 口 乞食せ し 者 も あれば、 夫に 準して 彼三院 より 出た ろ もの、 未々 をば ケ 一食の 部類と 呼な り、 

猿樂 獅子舞 等 先祖 稲 類 ある もの なれと， 一 旦 京師 河原に 在し より 起り、 或は 南 般若 坂より 出 余 壽树て 

亦 ft*? の說に = ^"し 朝家.； E 人 を あはれ みたま ひて、 卜： 加 茂 封 境の 中に 田 疇な 置、 日向の 國 に官稻 ありて 衆 

盲の 食に たま ひしと 云々、 是亦療 病院の 類なる べし、 昔： 大王 寺の 四 ケ院は 攝河兩 州の 內の 官稻 三千 束 を 

^ffl に 賜 はりし よし 十：： 記に 見へ 侍る、 然れ とも 生 佛以來 一 覺 一 等 か 如き は 亦 別に や、 殊に 覺 一は 明 石と 

も檢 校と も稱し 尊氏將 軍の 族な り、 是 より 盲人 を 世に 威 ありと いふ、 いはん や 城 仁 か 旅宿閲 雨の 歌 


夜の 雨の 窓 をう つ にもく、 られは 心 ももろ き 物に そ ありけ る 

天聽に し 夜雨と 勅號を 下されし (後小松 院刺 賜な り) とか や、 盲人の 車 書る 物に 光孝 大皇 のね 子に 明 を 

失 ひた まひし ありし 雨 夜の 子と 稱せ しと 云々、 帝 紀を考 ふるに 光孝 天皇 三十 六 子に して 雨 夜と いふ 皇于 

なし、 おも ふに 雨 夜の 城 仁 か 事を傳 へる 誤に や、 光^帝 を 小 松の みかと、 稱す、 城 仁に 號 下されし は 後 小 

松 帝な り、 故に 事 を あやまり 記に 作り かくい ふに や、 例せば 蟬丸を 延喜第 四の 御子と せる 類 ひに や (延 

喜 第 四の 皇子 は 1 一品 式部 卿 重 明 親王な り 蟬丸は 皇子に あらす) 

〇 山から とい ふ 鳥 は 久しき 名に こそ 夫 木 集に 見へ 侍る. 山陵 鳥と 書てから の 四十から めと 歌に よめり 

籠のう ちも稱 うらやまし 山から め 身の ほと かくす 夕 かほの やと 

籠 襄に瓢 を つりてね くらと する も 久しき 事に や 

深山 邊の 嵐に うつる 小から めはし くれに な ひく 木 葉な りけ り 

ひからの 群て 飛ぶ は 散 ゆく 木 葉に 似た ると 見る 心地す 

朝 またき 四十から め そ 高くなる 冬 こもりす るむ かし 住家 を 

亦 額 鳥 增子鳥 火 燒鳥ひ ゑ とり子と 和歌に 詠り、 但し これ は 夫 木 一 體の 歌に て 励 撰なん との 姿に は 侍らす 

〇 山 崎 宗鑑は 元 常德院 S 將軍 (義尙 ) らうた くもの した まひし 直な りしと かや、 能 害の 譽れ 有て 今 世に 手 

跡 多くの これり、 俗に 宗鑑か 書ら 物なら 家 は 火災 をまぬ かると い へ り 

〇 甲 辰 月 十三 H 奥州 岩城領 (內藤 備後守 領七萬 石) 已の 時より 搞暑甚 しく 人家 煌赫 にたへ す、 水 を 汲て 

洗 ひ 浴す るに 忽湯 となる、 年老た る ものいと けなき 童 病床に 臥せる 輩 一時に 正 氣を失 ひ 侍りし、 义は 

時に 死亡せ し者數 をし， r す、 亦 川 澤も蒸 熱し 煎た る ことく 池 魚 林 鳥 ことくく 煩 死せ しと かや、 力、 る 

事 閒も及 はすと そ- 信 州 木 曾 Q 奥なる 僧 云、 酷暑 迫りて 雷發 すれば 頓 て暑氣 散す、 雨な くして 山嶽 濕熱 

の毒氣 散され ば 俄にぬ けいて k 山中 陰 烟氣昏 して 野 を 衝き里 を 行事 霧 嵐の 如く、 其 通り 行處^ 々として 

  四 四 三 


人物 を惱す 事數十 年の 中 偶 あり 岩 城 邊定て 近き 所なる へしと いへ り 

0 紅 夷人^に まいり 三月 朔日營 中に て 彼 國の謠 曲 をうた はせ たま ひし、 

其 曲の 名 を せられし かば かびたん 一 曲の 名 を 其國の 字に て 書 奉りし、 

西 乂爽に は 北の 1： 字 を 書せ たま ひし 寫 

凡そ 漢字 は 上下と 齊 下し、 ：大竺 の 梵字 は 下より 上に 返し、 蠻 夷の 字 は 皆 

横に 書な り、 阿蘭陀 字 は 陆浙文 { 十と 一般にして や，， 異 也- 是北 狄の满 ST 

字と JjJV 古 〔+ との 如きに や 

〇， お 社 俗 體の祌 形と て 神殿に 置 奉る、 是は. t 社に 祌衣 調進の 時崇 むる 事 

也、 安置す ゐ 體女體 共に 有と て 祭りし も此 像より 起れ り、 中世 已來^ 


曙 


尻 一 


ある は必 作りて 殴內に 置、 凡 神 座の 數程 尤麗 なる 像 也、 按す るに 昔 幸の 神の 類 ひと 覺ぇ ぬまた ひなに. ：- 

〇 秀吉聚 樂落慶 の 時い か t-u 心 ひた まひ けん 一 首の 歌 を 詠 ぜらる 

露と をき 露と きこえぬ る 我 身 かなな に はの 寧 は 夢の よの 中 

自筆に て 書、 寵 尼孝藏 主に 命し 深く 納め 置へ し 用 あらん 時 早速 出して とのた まひ、 年 經て慶 長 三年 八；^ 

十七 日 孝藏主 をめ して、 いつぞや あっけ 置し 歌 や ある 持 来れと、 藏 rf: の 尼頓て 奉りければ 年 諱をも 

«1 たま ひて、 花押 を 半ば 書て 今 は 如何にも 叶 はじと て 其 儘お かせ まし ましけ る、 翌日 薨た まひけ る是を 

太 閣御辭 世の 歌と て 木 下家に 傳へ藏 め 有と ぞ 

〇 丹^の 羽の 字 を 貰ひ柴 田の 柴の字 を 貰 ひて 羽 柴と稱 し、 明智 光秀の 秀の字 を もら ひて 秀吉と 名 付く と 

云々 

〇 或 曰 平康賴 入道 鬼界か 島に 配流の 後 千 本の 卒都婆 を 作り、 和歌 二 首 書て 咒 願して 海に 浮む、 其 一基 藝 

州嚴 島に 漂 寄せし を傳 へて 都に 至る 

さつ まかた おきの こしまに 我 ありと 親に は告 けよ 八 重の しほ かぜ 

おも ひやれ し はしと 思 ふ 旅路に も猶 ふるさと はこ ひしき もの を 

淸盛 もさす が 哀れけ に 聞け る ，3 平 、物語に 記せり、 然るに ) 說には 後 白 川 法皇 淸 盛が 心 を や はら けんと 

て、 御 謀に 此歌を 卒都婆に か、 せて とかくして 淸 盛に 見せた まひし、 實に 康賴が 詠せ しに あらす と 如何 予 

曰 近世 軍法 者なん と傳 ふるに か、 る說 多し、 されば さつ ま 潟のう たは 實事 にして、 あはれ も 深 く^ゅ、 

平家 物 かたりの みに あらす 千載 集 羈旅 部に  . 

こ. - ろの 外なる 事 ありて しらぬ 國に 侍りけ る 時に よめる 

平康賴  ， 

かくは かりう き 身の程 も わ すられて なほこ ひしき は みやこな りけ り 

1 —— .   四 四 五 


， 


  四 四 六 

さつ まかた 冲 のこし まに われ ありと 親に はつゆよ 八重の しほ かぜ 

m:? ひやれ のうた はなし、 平家物語 は.^ 物の 爲に 作れる 故に か- -る事 はま- - あり、 俊 成 卿 勅 を受て 撰ら れ 

し 集に かく こと はに 書、 姓名 まて 載た まへ る を 謀計の ラ たなと いふへ き 様な し、 淸 成ぶ  1 在世の 集な りと も 

いかて 勅撰に 偽 術のう た を 入らる へき、 ？れ ゃ此集 文治 三年 秋 序せられ し を や、 世俗 何の 考へ もな くお の 

が 情に 任せし 十 し へ の 事 を 語る もの  一 二に あらや 

漢、 干. 胡. 王 を 計りて 蘇武を 返さん 爲に僞 書 を 作れる を附會 にや 

〇 聚樂毛 利 〈水の 亭に 紅梅 ありし が 連歌の 附法 橋紹巴 

梅の 華 神代 もき かぬ 色香 かな 

九 條植通 公 (法名 玖 山) 聞 召て、 業 平が 歌 は 龍 田 川に 水の 紅に して か、 る 事 は 神代に も 間す と 情 を スれた 

ろ 所 也、 何 そやい つも 見る 梅 取 出て 神代 も 聞ぬ とい ふへ き 意な し 

屮比 伊勢に て 冬 比 櫻 花 を 見て  夢！^ 

夂 A . が、 は 神代 もき かぬ さくら か な 

とい ひし も 所の 神風の 國 にて ことに あらす 

太 神 {a の 御 神木 なれば かく 本 歌 をと る もよ し、 毛 利 は 神 家に も あらす こそとの たま ひし、 亦 秀吉若 II;- 誕 

生の 時 法； aim 巴悅の 記の 詞九條 家に もて 參し 詠し、 うぶやし ない 一七 日に はかれと ありし、 公 聞 召 源氏 

物語に は 左様に 書 あれと 中 比より 死者 中陰の ヒ 日く に ひとしく 閒 ゆれば とて、 一 七 花！ 一七 花と 書く も 

のな りと 仰ら れ しと かや、 又 京に 惣堀 ほらせられし 時 王 都に は囘 りに 堀 は ほらぬ ものと 仰ら れし事 あり 

しと ぞ亦 久遠 山の 額 を 龍 吟和尙 書れ し 中 { 仝 山と ある を御覽 じ、 帝京の 中には 山號 ある まじき をと 宣ひ け 

ると かや、 今 は 京 中の 寺院 大槩 山號 ありと 聞 侍る 

〇 聚樂に 和歌 舎の 時 若 狹少將 (長 嘯 子) 兩中 時鳥 を 


尻 


本/マ、 下の句 St  > 

雨に なく 佐 野の わたりの ほと、 ぎす たれ  これら かせ やな からん 

幽 齋曰此 歌よ ろし、 但し 都の 會 にて は他國 の名處 よまぬ 事 也、 叉 佐 野の わたりに 時 rt^vj 詠た る を 不知と 

申されし とぞ、 幽齋 常に まします 間の あたりに 召 仕 はる  少年と も 思 ふさ まくる ひの k しれと も 咎めた 

ま はす、 恩齋 といへ る 用人 時々 戒るを 聞て 曰、 武家に 遣 はる 者 は 事 出 來れば 今の？. i にも 命 失 ふ もの 也， 

か は ゆけ にお さなき もの を さな 制せ ぞ とて 宥恕 ありし により、 凡そ 召 仕 はる もの ども 深く かたしけ なか 

りて、 たと ひ他國 にて 大名になる とも 此御家 をいで、、 別の 主君 を や .賴 むべき とて 忠意 まめ やかな りし 

とぞ * されば 小勢に て 不慮の 籠城の 時 も 大兵た やすく 攻る事 あた はす、 將の 一言 誠 あれば 士卒 身 をす て 

て義に 死す る 事、 和漢 古今 等しく か はる 事な く 侍る のみ 

〇 我 尾 州 圉府宫 の 追儺 他所に はなき 事の やうに 人々 おもへ り、 古へ 鎭 西の方 所々 行 ひし、 亦播磨 國は德 

山刀 田 山 法 華 山 大山 清水寺 皆 今に 至りて 鬼 はりし をな す 

但し 人 を 捕て 鬼と する 事 は 他 州 今 はなし、 其 所の 民に 料を與 へて 是を 務めし む 

〇琉 球 人 於 駿州淸 見 寺 故 君 墳塚文 

維時 寶永七 年 庚 寅 冬 ±1 月廿三 曰、 疏球國 中 山 王 使美閨 王子 尙紀豊 見 城 王子 尙祐等 遣 使 贊官喜 手 刈 (於 

尙) 前 川 (尙 克從) 於淸見 寺、 奉 弔 故 具志以 王子 尙宏 法號 求壬院 大洋 尙 公大 居士 之靈、 ^呼 先生 傳聞故 君 

中 山 王 尙寧之 愛 弟 而尙懿 公 第三の 王子 也， 爲其人 也 孝弟 而好 忠信 就 尙寧王 扈從薛 州 之大守 而駿州 不幸 

遇 病 時 也、 慶長 十五 之 年 庚 戌 八月 廿 四日 辭 世驛卒 時人 築 干玆、 星 野 t 任 再 至 今 一 百年 吾國俗 稱馼河 皇子 

者 是也、 鳴 呼 痛！.！^ 天涯 殖身不 得囘鄕 子孫 雖多隔 結 遐方經 曆百歲 元 來焚香 但有淸 見 關月訪 寂 家 一三 保 校風 

間荒凉 而已、 吾輩 歷此 爭堪 感激 謹陳 一兆 禮以 表寸 恍之微 先生 有靈鑑 \ ー尙享 

按神君 年譜 曰、 慶長 十五 年 八月 六日 島津 家人 率琉球 王、 東駿府 八月 琉球王 見 公 云々 此時尙 宏客殁 

0 西 续記曰 印 土 旃荼羅 云々 如 此方 魁臉與 人別 居 
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按我國 屠者與 人別 居 者！？ 之 敷 

〇 布袋： W 明 州 奉化縣 GI 稱名契 此時號 長 订チ 謚寶應 大師 

〇陳 元^ 敬 公の 御前に て賦す 

夕 中秋 雨 

屮秋 唯冇名  雷雨 到 二更  電影落 岩 下  猜疑 明月 生 

〇 前 屮納宵 秀家ぽ 氏 を 以て {は 名に 冠ら しむ 奇也、 堀 更儀云 秀家當 時 備前岡 山の 域に あり 備前 中納 言と 云、 

配流の 後備 前 國を筑 前 中納言 秀 秋に 賜 ふ、 備前岡 山に 移りて 是亦備 前中納 一一 一一：： と 號す、 慶長中 一 一人 備前中 

納首 有て 疑似な ろ 故に、 世人 秀家を 呼で 宇喜多 中納言 と 云、 又 秀秋を 金 吾中納 言と 云 ふ も俗稱 にして 是 

を 別った めの み 

〇 高野山に 佛 法！^ とい ふ 鳥 あり、 按九華 志 是念佛 集 似是志 云大如 鳩、 色 黃褐翠 碧 間、 而 成文 音韻 淸滑、 

如誦 怫聲、 一 名念佛 韋蟾 曰 IS 聽林飛 念 佛鳥細 看 壁 畫駄經 鳥是也 

〇 支 院和俗 是を宋 寺と いふ 事鈹山 志に 見 ゆ、 鼓山 志 は 明 儈永覺 禪師の 所纂也 

〇 {： 昔 贷俗 一一 ヒラ カフ リト云 ./ 昔 兵 俗 一一 ズ イト 云 厂音 罕俗ガ ン ダレ ト云 {： 音 綿俗ゥ カフ リト 云广 音剡^ 

マ カム リ トー. ム パイ 音 赤俗ギ ャゥ, ーン ベ ン ト 云 欠 音 謙 俗ック ッ クリト 云 

〇：：： 禮 (寄 叙 指南 ュ出) 吹 嘘 (杜 律) 资議 (居 家 必要) 披露 (楞 嚴經) 

初心 (榜 厳經)  儀式 (法 花) 安堵 (史 高祖 記) 印 可 (維經 摩) 

家脊 (&世 家)  斜的 (固， 語) 

〇 南朝 紹運圖 

帝 後宇多 院 第一 I 皇子 諱 高 治正應 元年 十一 一月 降誕 正 安四 年 六月 親王、 嘉元 一 一年 十 1 1 月 元服 三 品、 德治 

三年 九月 立太子、 文 保 元年 二月 践祚、 三月 即位 十月 御簡十 一 月大 甞會、 元弘 元年 八月 出レ京 入， 1 御笠 


置 f 九 tn: 遷， 一宇 治, 十月 還 一一 幸 六 波 SI 一年 三 Apr 幸隱岐 H 有レ島 三年 E 二月 幸-一 伯 着國， 卅上 一大 塔宫及 

新田 足 利 赤松 等 起， 兵、 賊伏： fe 六 還-一幸 京 城 一延 元々 年 八月 足 利 高 氏叛燒 京師 一十 二  H 出 在-一大 和國 

吉野山 一 楠 正 行 等 入朝、 四 年 八月 十 £ 日讓位 十六 日 崩. -吉野 岩屋 一 葬-, 如意 寺 塔 尾 is 今 實城寺 皇居 舊 

墟也 


九十 五代 


お 鎖 だき 歷代 皇紀 爲 n 九十 六 世 1 是以 n 九條廢 帝-列， iliL 

お"^ 解ヌ白 2 統一 御 母談天 門院 藤 原 忠子參 議忠. 蒲 女 


I 品中務 卿元弘 元年 七月 笠 置 十月 歸京 三月 遷-- 土 佐國烟 1 三年 歸 洛建武 二 年 十一 月 卒レ兵 征-- 東 

關 1 延元 三年 三月 六 曰 於-一越 前 國金崎 1 横死 

iM: 艮舜三 母贈從 三位 爲子 . Ins  Sri 一 一條 良 基 養 君 

—尊 良 親 王 權 大納言 爲世ノ 子  良玄 大僧正 母 今 出 川 右大臣 公顯女 

號-河 端宮 1 准 后 源雅房 傳レ之 太宰帥 上野 太守 元 德ニ年 九月 十七 日薨 

一 I 世 良 親王 母遊義 門院 一 條參議 實俊女 

始 妙法 院鬥迹 天 4 〔坐 主 一 品 法 親王 号， 1 尊 澄つ 兀弘 元年 八月 與レ帝 入-一 笠 置 一九 月歸京 1 1 年 三月 遷. 一 m 

岐國 三年 六月 歸洛延 元々 年 入，， 遠江國 井伊 城 i 俗 遠 江 介 道 政 之 任-中 務. ii- 征ぉ 

將 軍-後 歷， 1 東 關北越 【住，， 信 濃國 大河 原 1 故 号， 1 信濃宮 ー亦數 到， 1 吉野 行宮 ^ 天授 三年 於-長 谷 寺-落 

飾終歸 M 井伊谷 ー薨 七十 餘歲 号， 1 冷 湛寺殿 i 新 葉 集 撰者 也 

—宗良 親王 ii-ps も」  1  


號 -1 遠 江 宫-始 在 n 駿河 f 國人狩 野 介 貞長等 奉， 之 移， -遠州 秋 葉 城 f 爲 U 今川氏 -TI^ レ擒 入洛、 天授 三尔カ 

月 廿日 於， 1 北京, 薨 

  四 四 九 


尻  w 


  四 五。 

與良 親王 II 原囊女 

二 品 上野 太守 正 平 十 一 年令 旨稱 -1 一 品 f 始 在-遠 江國 奥山 『井伊 介 高 顯及天 野 遠 幹^ 奉， 之、 後 移，， 駿 

河 國富士 谷 宇津 峯 f 稱， ー宰 津峯宮 i 更遁還 甲斐 上野 晚住， 一信 濃 國識訪 f 應永 三十 一 年 八月 十五 日 於， 1 

信 州 並 合 f 爲-並 合 備前守 駒 場 大膳亮 等 i 横死 號，， 大龍寺 一 設，， 香 火 之 場， 在-尾 張國海 部 郡 津島村 一 

—尹 良 親王  ， 


尹 良 薨後堀 田 正 重大 橋 貞元等 殘卒奉 k 之、 入，， 三 河國" 作手尋 隱-, 尾 張 國海部 郡 i 薨後號 n 瑞泉寺 殿- 

き  義女    15^ 直言 住 尾 張 國海部 郡 

良 王  源 重 俨母大 橋 貞元女 

始梶井大塔門主}K.^n坐主ニ品法親王號，，尊雲^兀弘元年八月入，，紀伊國十津川ー還俗擧，兵立-大功f 

三年 補-一征 夷將 軍， 而 入洛、 建武 1 一年 五月 依 &氏讒 謀， 幽-ー 相 州 鎌 倉 石 月 1 一十三 曰爲- 一直 義， 横死、 牌 

子 今 在 _1淨 光明寺 一 

f 良 MF- 母お 部 卿 三位 局 親子 - i§H 良 お 一 作-一 常 良-征夷 將軍延 元 五 年 叛逆 而殺 

護 良 親 rh:^ 納 fis  陸 良 親 母從 一 位 源 親 房 女 

—女子 母 竹 原 宗規 女 

仏糾 坊元弘 s: 年 正バ廿 三日 立太子 延元 一 1 年 五月 横死 


—恒良 親王 


母 新 待 門院 廉子 阿部 公廉女 

或 云 三位 實廉女 


：兀弘 三年 十月 左 馬頭^ 義奉， 之 補， 一征 夷 將軍ー 任， I 上野 太守， 鎭， 一 鎌 倉 ー建武 1 1 年 七月 信 濃 國 兵襲沒 落、 

小山 秀朝 等戰 死、 大江占 奉， 宮 入京 延元ニ 年 四月 横死  一 


尻  鹽 


-成良 親王 (母 同恒 良)  一 

御 諱義良 初 任， -兵部 卿 陸 奥 太守つ 兀弘 三年 鎭， - 奥州 ^ 四 年 親王 延元々 年 歸洛御 元服 三 品、 三ハキ 入，， 御 

野宮 f 七月 再 東征 四 年 三月 還， 一 御吉野 宫 ー改， 一元 興國 『脇 M 刑 部卿義 助衞， 一 護 行宮 一 八 年改， ニ兀： 止チ 四， 

正月 楠 正 行 等 死， 節、 七 年 足利義 詮講， 和、 廿四平 三月 十 一 日 崩、 寶算 四十 三 ( 一 云 四十 一 ) 葬， 一河 內ー 

國櫓尾 觀心寺 f 北朝 以レ帝 奉， 稱， 1 住吉 御所-  ： 

ブ針 I ほ 院御母 新 待 賢 門院  1 1  J 

• お 按神皇 正統 記 爲-ー 第 七 s;7.? &成良 親王 ノ上 1 敷  一 

I 拿 M 去 醍鬪宮 一 作果尊 

尊 一 4 法 親ョ母 少納言 內侍 M 條贈 左大臣 隆資女 

去 お 塗 護院宮 早世 

璧助法 義王母 少將內 侍 菅原在 仲 女 

—法 匚去読 仁 和 寺 宮正平 七 年 十月 廿 五日 寂 

法 I 法 薪 王母從 三位 爲通女 

I お B 去统 一  乘院 一呂  一 _ -稱ュ 叔惠-  . 

ナノ B 法 栽 3 母從 1 1 位守？ 山 本 左大臣 實泰女 

-苗良 去 M  £ 母中納 言 典 親 子 

满 良法 親王 花 山 院實親 女 

-宜生 去 大覺寺 宮北國 配流 爲-ー 名 越 氏-見 レ害 

ぉ蔡ョ 母昭慶 門院 龜山院 皇女 

延元々 年 尾 張 國-正 平 一 一年 十二月 入，， 元朝 徑山， 嗣法歸 朝 後 住， 一 遠 江！ M 深奥 山 【方 廣+! ^開祖 

也 元 中 七年閏 三月 廿 二日 寂 


四 五 


四 五 二 


，一 


—無 文選 禪師母 同- 1 恒性- 

征西 將，： ^式部 卿 菊 池 肥 後 守 武光奉 通-, 明、 干パ故 異邦 呼 一-日本 國王 一明 史書 _ 一良 懷， 在， 一 肥 前 國八代 

高 田 f 嘉 62- 二 年 三月 十八 日薨 葬-一 麓 山-  , 

, 懐 良 親王 wznB  


-」 任 征西將 や si 

ムュ- 母 菊地武 光女 


^^SE  tsH-.f<l 寸亲葉 集 作者 

, ^邦 親王 母 尊長， 


！；：^^く！：^-ト-卜がュ-太守 一 作 二 守 永- 

. ^良 窓. ト 母昭訓 門院 

—尊 融禪師 保^ 寺お 號 蘭 和 尙_ 

i1.c  一  ni 前齊宫 女御 祥子 內. 親王 自野宫 返 下 

, "^度 r お 母 中 官京極 院泄子 

，宣 政： 院 一品 懼子內 親王 2 母 長 門お 

お rrr^"..- 新 葉 集 作者 

ま 屮納 言內侍 

—幸 子內 親王 新 葉 紫 作者 

き，， - ズ帝潜 幸吉野 \ 一時 配吉水 執行 某 

I 草， TA^ill 水 院高壽 尼 公是也 

—此餘 皇女 十二 人 云々 然未 i 詳 _| 是 否 - 


御諱 顧 成 正平廿 g 年 三月 踐： r 明年 改-- 元建德 ni 一年 改 兀 文中 5 年改- 元 天授 一七 年改 -元弘 S 宗： 


尻  m 


良 親王 撰， 一新 葉 和歌 集， 奏覽、 四 年改， 一元 元 中 『九 年 九月 大內左 京大 失 義弘奉 _ ー將軍 義，」 命 『恭講 レ和ー 

開十：=::ニ：11行，ー幸暖，以，ー北帝，(後小松院)爲，，御養^1-^授，，三種神器ー受ュ太上天皇尊號ー晚落飾法ー 

諱 金剛 心 自_- 後醍醐 幸., 南、 至，， 明德 三年， 凡 五十 七 年、 南北朝 始 j 統 天下 稱，， 太平 『應. 水 三十 一 年 四月 _ 

十二 曰 崩 葬- 1 紀州玉 川 里,  ； 

はおき I 院 .1111  

一 

御 母嘉喜 門院 藤 原 勝 子、 近衞 左大臣 經家 女、 或 書 曰 後村上 院 崩御 皇子 寬成嗣 立、 文中 I li^ 八月 I 一 

日 傅-位 皇弟澱 威 f 隱- 紀伊國 玉 川 里 f 落飾 號 ，- 法覺理 【崩 後 號，， 長 慶院？ 詔 運錄等 或稱， 一長 慶. M 然 

後； E 一山 帝 前 長慶院 一 、干： 也 何不， 載， 之 乎、 曰 記 南 紀者往 々次長 慶院 爲，， 後 ^ 山院之 次 f 度 舍延經 首 

窃： ゲバ 成寬成 和訓 一:^ 兄弟 焉、 有， 1 同諱， 乎、 且新葉 集 序 曰、 自，, 元弘， 始至， 弘和ー 今 代 三嗣歲 A 十 年 

云々、 ラ祁 元年 辛 酉 十二月 彼 集 奏覽、 自，， 元弘 改元 年 辛 未， 至-於 此， 實 五十 一 年 也、 其 問 所謂 三嗣 

者 後 醒蹈帝 後村上 帝 後 龜山帝 三 主 而已、 且彼集 十六 前 大僧正 賴意及 前 大納言 光 有 等 所， 詠、 和歌 

共 謂-三代 一 者豈虛 乎、 成寬成 一 ホ.： 而 i 見 宇 互用， 之、 後 以爲， 二人， 默、 新 葉 李花 等 集 無，, 長虔院 

之認 1 切 非-一別 主， 者 明矣、 亦 按前齋 宫祥子 内親王 號， 一長 慶 門院 f 何 襲， 一 伯母 之 院號， 乎、 南 帝 系^ 云 

後村上 院第 一 皇子 長慶院 於， 1 山門， 自害 是又 誤矣、 嘉吉 三年 於，， 山門 I 横死 者萬壽 寺 宮签因 而後^ 

U 院孫 也、 蓋 小 倉 上皇 於 n 玉 川 1 崩號， 1 長 慶院, 者歟、 其 後 龜山院 號者稱 光 院追謖 也、 後人 見 k 有- 兩 

號-遂 爲， 1 二 帝-敷、 可否 俟，, 後 君子， 而已 

|扁 王議 驄集作者 . 

—泰成 親王 太 宰帥薪 葉 集 作者 


四 五三 
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t „   四 玉 四 

:^、p?-,- 前坊 太 宰帥薨 後 葬- -士" 野 如意 輪 寺- 

—說成 親王 


母從ニ 別敎子 

圓滿 院宫後 還俗 文 安四 年 於- 1 紀伊國 1 


- 圓滿院 


I 師成望 兵 部 卿 I 集 作者 

—深 勝 法 親王 二お 一名 尊 觀新紫 集 作者 

或 tE 遁世 歸-- 于八世 他 阿 上人 ー爲- 時 衆 一遊 行 十二 世上 人是 也、 自 1 是以來 代々 以， 1 遊行 上人 ー稱， 1 南 

門跡 1 云々、 應永七 年 十月 廿 四日 寂 二 品 號-土 御門 宮- 或稱 _1 東南 院宮？ 或仁譽 尾張國 中島 郡 大須庄 

SMi 寺屮興 

念 去 5ri 或 曰 任瑜 非-一 後 村 上院 皇子 - 鎌 倉將軍 

住 询注も ョ久明 親王 令 子此說 不審 

lc{ 成 王 號-- 鎭西宫 1 菊 地 氏 奉レ之 

お af£ 帥官 號， 一 髙福院 宮， 後出 家號ー 一頼 瑜 t 

—T*^ 區ョ隱 ，1 お 尾張國 大須庄 1 


御 諱幹仁 後 囿融院 皇子、 永德 三年 四月 十二 曰 受禪、 然爲， 1 後 龜山院 御 養 S 恭受 -1 祌器 一， 1 正統 H 莨 明 

德ー 一年 壬 十月 五日 也、 應永 十八 年 八月 禪位永 享五年 十月 廿 四日 崩 

九十 八^ 

I 後小松 院 正統 萬歲 

正 長 元年が 勢 S 司 北 あ 滿雅奉 X 之爲 -1 主君- 然爲- 北 軍-被 &講 k 和歸 -1 嗟哦- 蟄居 


尻 


/ 


或 云 小 倉 殿 c 後龜 山院) 皇子 輿 極 於 _| 南方， 稱レ 帝紫此 宫. 肘ん 

—行 悟 法 親王 圓滿院 

帥宮 後出 家號 -1 義恩 1 政 眞阿洛 陽 十 念 寺 開祖 

良 仁王 永亨 十二 年 七 n 二日 寂 


ぎ闕名 永亨中 南方 潜 爲主也 


_稱-1 天 基 天皇 


-尊雅 


早世 


. 尊慶 遁世 時 衆 

，女子 潜僞， -尊 子. ぽ王 


稱妙福 院宮始 居，， 伊勢 岡 大河 內， 後 移-下野 國， 應永 三十 一 年 於-美 濃 國可兒 郡， 爲， - 武家， 見， 擒 

r 義仁 

II 敎尊 大僧正 勸修寺 

始禪 僧爲， 1 萬壽寺 弧 海 弟子， 號， 一 金藏司 s„ 日 野 有 親隱謀 f 還俗 入，， 吉野 北山 一 爲，， 南方 ま嘉吉 三年 七 

月爲 -1 大內氏 I 被レ害 

—.gFRl 後 小倉宫    

1 云 東 寺 長！！ ，1— 住 IgpTl, 秀，， #盖3^  ;,, , ,j 一 


f 一  宮ー 初嘉吉 三年 月签因 殘卒等 上洛、 急亂义 禁闕- 奪- 1 神璽 f 附，， 此宮， 爲， - 南方 主 f 稱， r 親王- 闕 
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名、， お 正 ニ年士 一月 依， 1 武家 之 命 r 上 滿吉中 村貞友 以上 1 二十 餘人 發、 而長祿 元年 十二き IB 丹 生屋， 

帶刀左 衞門等 入- 1 北山 1 ま 1 此？ 取-神璽 一而 出、 然 伺候 近 土 等 丹 生 屋執& 神璽 御箱ハ 後 小 寺 入道 性 

說尋ニ出之ー奉-1武家ニ1^々 

横死 之 時 十八 歳 

ヒ,： -ケぃ 一 說自； 大親； 土 

號， 一一 一 お， (闕名 V 長綠元 年 十二月 一 一日 問 鳥 彥太郞 中 村彈正 h 月 左 近 將監等 襲 米 害， ー此 せ！ 1, 時 十六 歲法 

名忠依 

可チぎ 紀州熊 針 色 川 左 兵 _ は对家 有 高 野 宮忠儀 王 

1 河 野 一 ほ 癸未 一 一 =： 令」：： 川 小松^ 盛之裔 

長綠 1 一年 八 晦日 Cn 武家 1 被 レ奉レ 渡， 一； t 璽 御 箱 於 公家 T 以，， 明德 三年 神器 御 歸坐之 ¥l 奉レ納 -1 帝宫 f 

北山 河 野 兩主沒 而後 南方 讓屬 -1 武家- 芡 

〇 昔 陳萬年 か 子 成 仕へ て 事 を 奏する に 近臣の 非 を 譏 利せ し、 父お 年 病に 臥て 成 を 召て 上に 事 ふべき 事 を 

巾 下に 戒し成 眠りて い ともよく 聞 入 さりし かば、 父 怒りて 我い ふ 事 を 練に 間 侍る らんと いひし、 成 云 聞 

まいらす る i$ おろそかに あらす、 のた まふ 處を嗜 み 侍る に、 大約成 をして 上に SS らひ 世に 容ら れんの 術 

を敎 へた まふに こそと 答へ ける となん、 今 世 父兄た る もの 異見 もて 事々 しく 子弟に 戒 しめ、 智惠 あり 顔 

にい ふ 事 をき けば 大槩 入に へ つら ひ 祿を釣 義を捨 剩ぇ名 を 追 ふ 事 多し、 父兄 之 を敎へ 子弟 これ を 習 ひ 朝 

に 立に や 悲しむ へく 痛むべし 鳴 呼 

〇 享保ー 一年 丁： S の赛本 多若狹 守助芳 (豊後 守廣孝 五代) 越後 國糸川 (糸魚 川 力) より 信 州 飯 山 へ 改封 ありて 

一 is^ 石 御 封 成 下されし か は、 先年 家 将の畤 故 有て 離散せ し 家人と も此 度歸參 せしめら る 事 浪人と も へ 

吿られ し 一書の 寫し 


お 


m 


家督 相 接せし より 以來 是非 一 度 君 父の 恩に 順 ひ 譜代の 諸士 平生の 困窮 浪 籠の 飢寒の 憂 を 出し 度 願 ひ、 

朝暮止 時な きに よりて 召 仕 ふ 下々 まで も 寒暑の 痛 を も かへ り 見す 相 勤む とい へ とも、 武運 時 至に さる 

にや 年月 を 重ね 此 度の 吉事 待受 すして 死 失せ 候 輩 多き 事 誠に 殘忍 不便の 至極に 候、 其 子 其 孫 等に 及て 

渡世 かな ひかた く 如何 ほと 零落いた し 候 共此節 恥る にたら す、 主恩 を 放る るう へ は義を 重ん すろ 者 ほ 

と 其身衰 ふへ き 事に 候、 たと ひ 士官の 法に 乖 きたる 有様に 成 行と も 全くい とふへ きに あらす、 先 fg 死 

を 共に して 相 勤し 譜代の 者の 子 はいふに 及 はす、 撗須賀 時代 抱の 者たり とい ふと も 扶助す べきの 間 走 

. 參 るべき の 旨 向 寄 次第 早々 相 達すへ き 也 

實に 時運の 盛衰 家人の 聚散 毎の 事な から、 助芳 主の 志し 臣を恤 み 家 を修る 本意 有け る歟、 凡そ 戰國の 時 は 

兵馬の 用 あれば 其 家々 の 臣少き 事 を 憂と し、 情 を 加へ て 召使 ふ 事 何れも 同し、 太平 日 久しければ 軍事 用 

なく 近習の 辨侫の 外 は 疎々 しく 成 行、 數代舊 功の 家臣と いへ とも 祿漸々 に 減少し、 多く は 新參の 行衞な 

き 者と も、 或は 內寵 の緣 ある 商 民の 類 ひ 武士と なりて 其 坐 上に 居り 大祿を 食 ふ もまた 風俗な り、 然るに 

思 加の 祿を 以て 私な く、 舊 功の 者の チ孫を も 召歸し 殊に 不便に 思 はれし さまい と， C おがた き 志なら す 

，や、 若 一 且事 あらば 其 家人 等 豈深志 を わすれ 侍らん や、 人の 上た る 身の^に こそと 思 ひし まゝこ >- に 筆 

す 
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鹽 尻 卷之 七十 七 

〇 康 安元 年 仁 木 右 京大 夫 義長勢 州 長 野 籠城の 時、 土岐右 馬頭 氏 水 外 山 遠 江 守 直 賴今峰 験 河 守 光政 兄弟 三 

人 仁 木に 場せ しが 外 山 今 峰 心 を變し 武家 方の 寄 手に 降り、 あまつ さへ 兄の 氏 光 を も降參 せよ かしと 使 を 

入て 申せし に、 氏 光 使に 向 ひ 中々 返事はなくて 彼 文 を 引返して 

つらなりし 枝の 木の葉 を 散々 にさ そふ あらしの 音 さ へ そうき 

と i! て 送りけ りと なん、 か&る 時に こそ 忠と 不忠の 道は顯 はれぬ へ きか も 

〇 紅 夷より ッゥフ ルと いふ 器 を 幕下に 獻す (豫御^；！-有て辛丑持來ると云) 其 形嘲叭 (からかさの 中に ひ 

らく 如し) に似て 長サ 六尺 計、 其 細き 方に 口 有 其 口にて いふ 語、 遠く 五六 丁に 至て 能 聞へ 侍る 器 也と そ 

〇 頃日：： ろ檔 螂の屏 卜： にある を 一 她 うか- - ひよりて 呑ん とす、 檔螂駭 て 臂を振 ひ 她の首 を 忽に狄 こお ご 

りして しきりに かみし か は、 蛇^ 倒搖動 すれ どもす ベ き樣 なし、 遂に 小 螂の爲 に 長蛇 嚙 殺されて 殯れ しと 

語る 人 あり、 ， 鳴 呼 II 螂臂元 蛇 勢に 敵 せんや、 力 相 及 はさる 事 十 人 を 以て 千 虎 を 制する よりも 難し、 され 

と窮 J!^ の 勇 却て 暴 猫の 牙 を 恐れさる も あり、 兇 敵又摧 きかたき に 非す、 凡そ 兵 機莫測 胸裏の 萬 兵 誰か 得 

てし らん、 君子の 身 小に すへ く大 にす へし、 丈夫の 志 能 屈しよ く 伸 ふ、 將 略を詳 かに せんと 欲せ はよ く 

武 經を讀 へ し 

檔の 她を拉 殺す 事 珍ら しけれ は此に 記す (壬 寅 四月) 

〇 過し 辛 丑 東 國松樹 多く 枯し、 今年の 春諸國 竹に 實 あり 大方なら す、 枯行松 竹 は 雪 霜に も堪て 久しく 綠を 

見る すら 時 ありて 其 生を遂 す、 まして あたなる 人の 身 あした ゆ ふへ を 待へ きか は、 其 中に 適長壽 ある は 

1^ にや、 元 祿中城 束 御器所 淨光禪 寺に 百 六 歲の尼 ありし、 今年 聞く 知 多郡驄 崎の 海 潮 鞾院に 百 三 歲の老 
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女 ありと、 諸 州 を尋閗 は猶多 かるへ し、 されと 頓て泉 路に歸 して 跡な き 夢と なり 侍る を、 愚かに 祝 ひの 

のしり 侍る も 亦 笑 ふべき かも 

〇 酒 は 就な り 人性の 善 惡に就 亦 造な り、 吉凶の 造 起す る處 なりと いへ り、 (說 文) されと 善と 吉と はなく 

して 大方 凶惡 のみ 多し、 迷亂 して 醐 せされ は 醉飽 して 病 を發し 死に 至る 類 ひ 萬々 か、 飲酒の 戒 者より 

は甚 しと 謗れる も あれと、 世の 凶惡 酩^よ. ON 起れ る もの 目に 見 耳に 聞る 古今 少しと せす、 今年 壬 寅春關 

東亂醉 の御戒 あり 其 令 如 左 

滔狂 致し 刀 脇差 に て 疵付ゅ 候 事 

,1 其 主人へ 預け 置 疵付候 者 平癒 次第 療治 代 出させ 可 申 候 療治 代 出し かたなき 者 刀 脇差 取上げ 酒 狂人 は 主 

人へ 相 渡 可 申 候 

但刀 脇差 其 班 付し 者 へ 取らせ 可 申 事 

1 右 療治 代 流の 多 小に よらす 中小 姓 體の者 銀 贰枚徒 士は金 一 兩足輕 中間 は 銀 一 枚 差 出させ 可 申 事 

滔狂申 候て 人 を 打擲いた し 候 事 

1 右 1, れ斷但 刀 脇差 取 上に 不及 身上 限 諸道 具 取 上 打擲に 逢 候 者 へ とらせ 可 申 事 

但 右の 酒 狂者の 義 主人へ 斷候節 欠落と 申立 候と も 主人 方 を罷出 三日の 內 にて 候 は 欠落 は 相 定巾 

問 敷 候 事 

右の 1 ーケ條 町人 共 別て 穿 髮申付 候 次第 同斷 

但 主人 無 之 者 は 宿所 へ 可 歸出事 

酒 狂に て 道具 損 致 候 者 之 事 . 

1 過料 出させ 損失の ものに とらせ 輕き 身上の 者 限 可 申 付 候 事 

寅 三月 

四 五 九 
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〇 利 を 好の 害 を 知て 名 を 好む の 害 を 知らざる 者 多き にや、 鳴 呼 終身 名の 爲に 役せられ て 不暇は 豈身を 治 

るに 何の いとま あらん や、 昔 一 老宿 あり 云 世 擧て名 を 不好者 ある 事な しと 因て 長歎 を發 す、 座中 一 人 作 

て 曰 誠に 尊 論の 如し 名 を 不好者 は 唯 公一 人の みとい ひし か は、 此老 欣然と して 悅色頤 を 解り、 不知 已れ 

か爲に 資らる k 事 を 名聞の 破し 難き 事 如是と、 殊宏 大師の いへ る實 さる そかし、 噫 名 を 好む 人の 毀譽を 

思 ふか 故 也、 譽る人 毀る 人我と 共に 世に 留 るべき か は 谷 響の 名 を 貪て 夢幻の 身 を 苦しむ る もの、 愚と い 

はさる へ けんや 

〇 壬 寅 六月 熱 田の 社へ 或 侍の 妻 参詣せ しか、 俄かに 物く る はしくな りて、 かた ひらぬ き 裸に 成て 狂 まと 

へる を 下部 從 者なん とり 止めて 茶店へ 入 • 其 宿へ 人 走らせて 暮に 及て 將て歸 りし、 又 其 後一 男手 洗 水の 

邊 まて 參り 刀拔 てみ たり か はしき さま 見えし か、 僕す かり 取て 伴ひ歸 りしと ぞ、 是を 聞に 皆淸火 心齋に 

疎かなる^ ともなり しとなん、 神 驗籠異 豈に緣 ならん や、 同 七月 廿 一日 熱 田 大宫正 還 {呂 (m- 晋に 依て 去 

五バ廿 七日の 夜假 殿に 遷座な さしめ し 今夜 御歸座 也) 翌廿 一 一日 神前 舞樂 中世 退轉 せし を 我 誠 公 御 廢存の 

時お，^ に 命して 樂器及 舞 衣なん と 調せ させ 進ら せた まひし か、 舞な くして 年 を 經し時 ありけ るに や、 今 

度 城下の 樂人 をして 習 ひし 事 を あらたに して、 や- - 損せし 樂器も 新く 萬嚴 に舞樂 初り 侍る、 是 もまた 國 

靜に 侍る しるしと 難^ 覺 侍る 

0 伊勢大神宮の 御 は 首に かけ 巾 もお それ ある 御 事な から 靈驗 いちしる き 事 古今 一 二なら す (祌異 記の 

如し) 此 春が 都の 者祌樂 奏せん とて 遙 かに 上りけ るに、 三十 人ば かりの 中 松 坂 明 野な とに て 數人病 もな 

く頓に 死して、 大雨 石 を 流し 風 木を拔 なと せし を 松 坂 以南の みなりし、 此度杣 入の 御 事 (寅 六月) 前の 如 

く 註し 文に 任せて 材木 を 採る に、 御 戸木 は 甚大 木なら て は 川 ひかた し、 木 曾の 嶽も今 はさる 大木た やす 

く 侍ら ざれば 如何す へきなん と、 有司 も 心 を 廻らせし か、 祌 人山に 入し 程 眼前に 大き やかなる すこやか 

の 拾 木 曰 比 ありと も 兌へ さろ に 立なら ひ、 あやしく そ 人々 神異 只ならぬ 御 事 を覺へ て 身の 毛い よ 立し と 


まのあたり 見し 人 かたりし、 いと も かたしけ なし 我等 誠う すき 心より こそ 感應の 月 照らした ま はん 事な 

思 ひ 奉り、 一 度 はお それ 一 度 はかなし む 或は 祌崇け やけく 或は 利 生の いちしる き 見聞に 付て 虚 ならす 

る も、 皆 化 俗 結緣の 方便な りけ るに や 

高く しりて あ ふかさら めゃ宮 はしらた っ杣 やまの 木々 の 惠みを 

〇 永綠十 三年の 秋 客 星 現せし (天に 堙を 吐か 如し) 武田 信玄其 家人 武藤三 河 下 曾 根 某 等 をして 占者 石山 博 

士 1: の 兵 庫と いふ 者 (江 州 石山の 人) に考 しむ、 彼 云 客 星 今に 於て は 何の 用 か 有へ き、 此後贵 賤地を かへ 

上下 分な く 姓氏 を 偽り 一 家 を 立 國に賊 すべき 事必 せり 我 子孫 我 業み 繼て 詮なし 是を 限りに こそ 侍る とて 

水 內郡百 貫 文の 地を辭 し、 頓て扶 を 拂て驟 を 出 國に歸 りしと なん、 夫なら すと も 戰國の 俗 弊い かて 道 有 

事 有へ き、 占者 事 を 客 星に よせ 信玄を 風して 自 退きけ るか、 今 昇 平の 代々 いへ とも 奸 多して 賢 稀に、 人 

人已れ か所爲 をのみ よしと 思 ひて 他の 諫に從 ふ 事な し、 たまく 文 を 舉ふも 邪見 成 執の みに して 君子の 

氣象 あろ ことなく や 侍る、 數 ならぬ 身と はい へと もはやく 世 を遁れ 侍らん に は 如し 

後世 藝を街 ひ 術 を 賫る辈 身 を もしら す、 まして 道に よるへ き や、 世俗 名 閒の甚 しき 人 さまく の藝を 

擧 ひ自昆 所の なき も 多し 

〇 享保七 年 壬 寅 八月 十四日の 夜 子 刻 過より 海鳴りて 汐耀き 雲 飛 風 巽より 吹 出て 空の 氣色も 只事なら す、 

か.^ る 程に 暴風 木 を 拔き駛 雨 石を轉 す、 又 沖の 方に 波濤 嶺の 如く 漲り 起て 俄濱を 浸せり、 熱 田の 磯 公館 

吏 舍及驛 店 ことくく 破れ 倒る、 漂溺の 男女 老少； C 餘人 片時に 死て 跡な き 波に 恨を殘 せり (はせ の 浦う 

き島邊 殊に 汐 つよく 漲りて 民家 こと/ \く漂 流す) 

今 路の末 載談撟 より 以東 戶々 こ.^ かしこ 倒れし、 東南 井戶 田う つくしの 森の あたり 迄 漂流す 二 名、 0 

の 鳥居 も 跡な く 北 ハ邊へ 大船 數艘打 あけし- 田圃 今年 は豊 登せ しに 潮に ひたりて むなしく 枯 のこる、 0 

家 も 農 人 も 唯 あきれた る さま 也 
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IK 和 元年 辛 SI 七月 廿日 暴風 洪水の 時 洪濤陸 を 浸し、 築 出しの 民 戶は押 流し 跡 かたなし、 今年 四十 二 年に 

や 

2^ 崎の より 南の かた 大方 破れさる 里 もな く、 鹽屋 のけ ふり 絶て 漂 死 亦 百 を 以て 數 ふと かや 

大野より 南 はさの み荒氣 なき 事 も 聞 へ す、 宫 より 西北 數 里の 濱邊大 浪堤を 破り 家 を 倒す 事 限りなし 

甚兵衞新田堤祸^5-の方、 新茶 ai". 新 W 初 堤祌戶 新田 南西の 方、 其 外 大寶押 萩 村 四 郞左衞 門 新田 鳥 ケ池市 

江 うくる 蠏江砂 成 川 逸^ 橋 下田 本 地 等 堤 凡 十九 ケ所 破て、 田圃 こと/ \ く潮滿 ひたる 其 他 北方の 諸 

村 風に みたれ 潮に 犯され さろ はなし 

おより 北の方 一 の，：：： T!iit 倒す、 名 古 a: 府下 正 德四年 八月 八 H の 大風 後 か、 る 暴風な し、 家々 押な へて 破 

せ さろ はなく、 問々 た ふれて 死 も 所 々聞へ 侍る、 世の 費 人の なけき 大 かたなら す、 勢 州 桑名府 俄然 

として 湖に ひたり、 府下 近 村 千 六 百 戶轉倒 漂流^ 南 赤須賀 より 富 田の 村に 家 流れ 人 死す る 事數を しらす 

とか や、 四日 市場 白子の，. i 安濃 津松 坂大淀 二見 潟 同時 潮に 犯されし、 志 州 鳥 羽より 以南 紀浦 大風 洪濤と 

間 ゆ 

南紀 殊に 風强 く稻德 こと./ \ く 吹 落せし と 云、 桑 名 以北 大島長 島 竊甚し 

紀州御 _识 堤 五 萬 千 四 廿間餘 破れ、 家 六 千 五十 五軒 轉流、 橋 百 四十 一 破 流、 船 三百 八十 S: 艘 流れ 失 都て 

田 阔數ー s£ 石 荒しと なん 聞え し、 大阪邊 は 風^ 甚 しく 家 を 倒し 木 を 折け る 

赤 坂關ケ 原の 西 は風强 からすと そ 云 

京の 方 水 n 以 is- 風雨に 家 を 倒し、 並木 折 侍る 所に て は 地震な りと いへ り、 京 も 難 波 も 風雨！^ しさ まなか 

ら潮 のさ はぎな かりし 故人の 恐れ も 等閑 也 (此間 •  睨 字)  は 風^し からす、 三州吉 W 

の來は 風お とろく 計の 事 もなかり し、 三 南 田 原 佐久島 等お 家 破れ 人 漂 死し 且船 われて みたり か はしき と 

かや、 あらまし 聞し 類 ひ 如此、 さても 我 熱 田 浦 及 ひ 築 出し 町 等 溺死の 骸數日 求 出して 其 親族 歎き 悲しむ さ 


ま 目 も あてられす、 或は 幼き 子を懷 にいた なきな から 死せ る も あり、 または 水中に 度して 赤子 胞衣な か 

ら 血に まみれて 見 ゆる も あり、 あるひ は 老女 一大事と 箱 物かゝ へな から 伏した る も あり、 いと 罪深き す 

かた 淺 まし、 辛 ふして 一 身 を 免れ 出し も 妻子 をう しな ひ 家財 をす て、 よるへ なきな みに 打な けき つる 者 

いくらと いふ 數を しらす、 や、 潮 ひきて 己 か 家々 の 程に 殘り 裡れし 家財 ある も 入 亂れて わく 方な く 侍る 

を、 隣家と あらそ ひ 怒り 打 あ ひて なけき は 外になる を 見る、 井戸田 邊の もの は 流れよ る ものみ 我先にと 

ひろ ひ 取、 俄に 得 付ける 思 ひ をな して 悅 はしけなる も 侍る に そ、 愁喜兩 つなから ijs 妄 にして 唯 一箇の 慾 

のみ 盛な り、 これ も 又 得て 幾程の 身 を かた もつ へき 夢に 愁ひ 夢に よろこぶ 人間の 愚か さも 今更 思 ひしら 

れて あわれ なれ、 十五 日 は 府下 廣井縣 の 祭 なれと も 見る 人 さへ なくて 過ぬ、 夕つ かた 殊に れて さわる 

隈 なき 月の さし 出る さへ、 何となく 哀れに 中秋の 會 ある 家 もな く、 いと/ \ さ ひし、 おと、 し 去年 見さ 

りし 月の 色な から、 年 わすら はしくて たれこめて 秋の ひかりしらぬ こよ ひいと 口 をし、 人の かたより 文 

おと つれて 中秋の 月 題 送り 侍りし 程に 

峯の雲 溪のゅ ふきね たちさりて おも ひしょ. もす める 月影 

亦 同し 題に て 詩 一章 

鐘 盡雲歸 開 11 霄  遙分淸 影 百 憂 消 

方 明 昨夜 恕雷走  布 洗 金波 八月 潮 

年 ことの 秋の なか は を 思 ふに も かくさ やかなる 月 はめつら し  正 辆 

名に たかき 月の 光の かくれと やよ しこよ ひとは しらて 見る とも  景 £ 

〇j^ 壤の 間に 生して 旣に 人の 名 あれと も、 不惠 にして 道 を明修 する 事 能 はす、 贫迫 にして 施濟 する 事不 

能 は 不幸と いふへ し、 是を 憎む に 足らす 其有智 にて 富る 者の 溫飽 にして 義に 背き、 俯仰の 天地に 不： £^ 

まゝに 不善 を爲 るは大 塊の ー蠢 なり、 嗚呼 忠信な くして 徒らに 世に立 德 なく、 功な くして 位 を 望み 宫を 
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載 ひ 故な く ft を 貪り、 ひたすら 貨 肘の 多豊 ならん 事 を 思 ひと レ、 命 を 省す して 長 壽を希 ひ 毎に 餓狼の 心 

內に 熾ん にして、 搖 尾の. BC 外に 基し く 只 自利して 他を恤 さる は實に 天の 罪人と いふへ し、 一 度 罪 を 天に 

得る 者豈 のかる ゝ所 あらん や、 然るに 災禍 を自 招き (脫 子) なして 却て 天 を 恨み 人 をと かむ 亦大に 愚なら 

す や、 凶 族 皆 我より す烏飽 K 慷の己 を慙愧 せざる ベ けんや、 若 天の 一 火薛を 降す は 德を修 て 可 樓稱是 さけ 

て 避る 道 あらん や、 自已の 所 化の { 火薛は 不義の 私よ. ON まねきな す、 何 を 以ての かれ 活 へきと 大 甲の 深き 

誡 めか-おも ふ へ きか も 

〇 凡そ 亂 後の世 キ. 宰相な と 其 志 唯 死 を 生し 骨に 肉す るに 有て 制 治に 急な り、 其 有司 も 亦 各 名 節 を 重ん し 

虚耻 を：. 儿 として！： 政 を 補 ひ、 民の 衣食 を 足して 其 居 を 安ん す、 故に 日々 に 治れる すかた 見 ゆ、 大 日 久し 

けれ は戰 {: の老 といへ とも 干戈 を 見す、 宫人其 職 を 怠り いやしくも 爵祿恩 遇 を 貪り、 下民の 愁苦を わす 

ねて 私家の 便利 を £ 心 ひとす.、 故に 竊に 財胳 を聚欽 して 君の 耳目 を掩 ひ、 あるひ は强て 他の 田 矛な 市 ひ 

て自 奉す るに 厚く、 報 國の忠 なけれ は 政事 を紊亂 し、 人民の 傷害す る 事 古今 等しき にや 舊史を 見て しる 

へし 

〇^^ 都 增ト： 寺 寬永寺 先 公の 御靈祠 前へ 盂蘭盆 倉の 燈籠を 諸家より 献 せらる、 事前々 の 例な り、 其 制い と 

巧 をつ くし 羅を 以て 張り、 綾 を 裁 錦 を 切 木 偶人の 愛すへ く 剪 彩 花の 觀る へく、 種々 の 莊り余 碧 を 以て 其 

^E^^ し、 今 ハ牛辛 丑 諸家へ 臺命 有、 凡 露- 祠 へまい r ，する 燈籠美 濃 紙 を 以て 張、 靑紙 をして 御紋を 剪て 粘 

し、 たけ 一 丈に 過へから すと 云々、 世の 無用の 費 をと ゝ めさせ まします る 事 間々 聞え 侍る めて たし 

熱 S 正 覺寺 略緣起 

〇 尾張國 愛知 都千寇 iid 熱 田 今 路齙足 山 正 覺講寺 は、 巧 三代 後花園 院 御宇 永 享年 中融 傳永乘 上人 開基に し 

て、 勅願の^ 堪西山 孤 壇 林の 隨ー 也- 抑 上人 は 當國部 田 祐幅寺 第 四 葉の 主にて 德行 兼備した まひ、 特に 

； t 明 和 光の 利 生 を ひ、 赏て 越の 白 出へ 參詣 の際權 現より 彌陀三 聖の繒 像 を 惑した まひき、 其 像 今祐輻 


寺に あり、 亦當所 寧-田 太祌宮 を 尊敬して 時々 參禮 した まふ、 一旦 參詣の ¥0 さ 束 我 所 鈴の 御前の こ 

たゝ すみて.、 鳴 海 潟 蒼海の 漫々 たるに 臨みて 神德 の深廣 なる 事を扣 (像した まひし に、 ひとりの，..，.^ 然 

として 來り 上人に. e. しける は、 我 は 當宫の 神職 粟田 眞人 (家名 城大 夫) と 申 も-のにて 侍る、 に 人」 こ,， "宫 

に 詣て誦 經念佛 し 法樂を 奉りた まふ 事 殊勝に 思 ひ 侍れ は、 こ、 の 地 を 上人へ 寄附し 奉る 願 はくよ 一 寺 を 

建立し 與 法度 生の たまへ と 語りて 行隱れ ぬ、 上人 奇異の 思 ひ をな し 試に 此 地に 一夜 を あかし、 主 止の、 レ 

を 定めん とて 葭 野の 中に 座 具 を 敷 終夜 心 を 澄し 念佛 した まひ、 翌日 彼眞 人の 宅に 尋て對 面した まふ、 ^ 

«3 の祠宫 にあら す 上人 あやしく 覺 えて その 趣な 語り 給 ひければ、 3 呉人 申け る は my 神慮の 所作に あらん、 

其 地 は 我 所領に あらねば 地主に 乞 請 まひら せんと、 上人 を 伴 ひ 行 地主に く はしく かたりぬ、 也 主 も 誠 こ 

明祌の 示現な らんと 信服し、 則ち 此地を 上人に 寄 まひら せぬ、 上人 悅て あまねく 諸人に 吿た まふに 遠近 

馳 集り 土木 を 運 ひ 資財 を 抛て 佛殿 僧舍 不日に 經營 す、 上人 怫 殿の 西の かたに 井 を 堀し めた まふに 靈飽 の 

足 ある を 見て 上人 奇 とし、 おもへ らく 龜は是 四 震の 一長 壺の德 あり、 殊に所は蓬萊島の^^なれは實に正 

法人 住の 瑞相 なりと て、 便ち 龜足 山と 號し たま ひぬ、 此 神慮 を 得て 草創の 事遙に 天 聽に 達し、 則^ 願の 

綸 匕曰 を 賜 ひ 亦 金泥 を もて 彌陀の 三 尊 を 簡畫し 永く 當寺 に納 させた まふ、 ズ永祿 年中 正 親 町 院^て 先，〕！ -の 

歙 慮を崇 させた まひ、 重て 觔 願の 綸旨を 第 七 世の 住 大融仙 恩 上人に 賜 ひし、 其 後 慶長六 年の 卷民 家災の 

餘煃 にか、 りて 殿堂 こと/ \  く 灰燼と 成ぬ * れ されと も宸 筆の 綺像及 ひ淨土 曼荼羅 佛涅^ 像 15^5、.：^ 格：： 都 親 

筆佛 菩薩 來迎像 等焰を のかれて 今 に 之 な 藏む 

當寺 本尊 は寬 永年 中 第 十五 世 在 通敎諫 上人の 時、 近 村 山 崎の 鄕に靑 山 太 郞左衛 門吉久 とい ふ 者、 當國松 

本の 域. 干； 佐 久間大 膳 亮平勝 之崇し 所の 彌陀 立像 を傳 持せ り、 然るに 寬永十 一 年 七月 十 £ 日 の 夜 其 像 夢中 

に吿 たま はく、 熟 田の 居民濟 度の 時 至れり 速に 正覺 寺へ うつし 安す へしと •  ^久 さめて 驚き 急き 上人に 

啓し ければ、 上人 感歎に 堪す頓 て 衆 僧 をして 彼 家に 牲 しめ、 むかへ とりて 佛 殿に 安置した まひけ. 、夫よ 

,  四 六 五 


尻  饔 


  SM (六 

り此 かた 威光 年 を 經てか S やき 慈 濟日を 追て 盛んと なれば、 靈吿の 今に {仝 しから さる 事 諸人 普く 知る 所 

なり 

長 十七 ハネ第 十 一 一世の 住澤道 上人 殿堂 を 中 輿せ り、 今の 仙 洞 寛 文 三年 第 十九 世 曲 {4i 上人 新たに 本堂 を 造 

立し 擅 林 を 興 せり、 昔日より 上棟の 日 必らす 白 鶴 空中に 翱 翔の 瑞 ぁリ、 諸人 皆 神慮の 示現 を感： ^す 載 

て本緣 起に 詳 なり 

時享 保十歲 (次 乙已) 秋 八月 現 住正覺 沙鬥默 全敬識 

乙已 八月 寺 藏の寶 物 を 出して 諸人に 拜 せられし 時の 板 行 也、 i 辰 筆の 彌陀 三聖 (金字 御讃) よに 類 ひなき 尊 

容 あり、 其 他 古 畫の佛 菩薩の 像 結 世の 筆なる 多し、 叉 東都 營中慶 長の 宗論 (四 度 宗論記 筆に 詳 なり) の 

時 池 上等 六ケ寺 の 住持 連署 を 捧し證 書 一 通 高 野 賴慶闍 梨の 記事 一 卷 あり (其 時 身延山 以下 連判 京都 本國 

土ふ廿 一 ケ寺 連名の 證狀增 上 寺へ 納 させた まひし 此 一 通 は 澤道和 尙に賜 はりて 長く 寺に 納む) これ を 人々 

讀て 日蓮が 造言の 罪 を そしり、 且宗 論に まけて 刑せられ し 昔 を かたり 嘲る と、 日蓮 黨之を 聞て 大に腹 立 

たゝ さへ 淨 土の やつ はら 我 宗を議 する に、 か、 る 物 を さは かり 見て さ こそ 嘲りなん 之 をた ゝす はお かじ 

とて、 折から 彼岸 食の 時 なれ は 寺々 の 談議に 道理 もな く、 淨土宗 を 餅 謗せ し 事 法に も 過たり、 鳴 呼彼宗 

徒 如何にして 是程 まて 愚痴 邪 執なる やとお も はれ 侍る、 在俗の 男女 ことに かたくな にして 多く は 噴 意に 

安から ぬ さまい と 不便な り、 今年 東都 邪 術の 蓮 徒 有て 獄 につな がれ 京師 秘傳 の餘黨 ありて 詰問に 及 ふと 

なん 

〇 许-収 錄風爐 子 をい へ り周繞 して 風 を 通す る を 以てな りと、 一 說に形 像烽爐 子と 名 付 理亦沂 一し と 云々 (異 

邦 昔 は ひき 茶の湯 を わかし 今 は 葉茶 を 煎す る 具と す) 

我 國風爐 毎に 用 ひて 湯 を 煮 茶を點 す、 名義 知る 者な きに や 

0 或 問 身 ss のか ゆき は 其 文字 を 知る 者 珍ら しか.， T す、 こそ は ゆと いふ 其 字 何 そや、 予曰-^^海集に (宋の 


^.v ユ 
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王 遠 か 所 選) 人 之 手心 抓 而不， 痒、 人 之 足 心 孤， 之 則 痒 者^ 也、 盖人ギ 、化 通-心 氣 でむ！？ 火 喜レ動 故不レ 痒- 

人 之 足 心 通. ー腎氣 〔腎屬 レ水喜 レ靜故 痒 云 々これ を 以て 知る へ し 痒の 字な り 

〇 桂苑 叢談 (唐 馮翊所 撰) 曰 越の 僧 靈徵蓮 花 漏を廬 山に 得たり、 其 製 銅 葉の 器 I チ蓮 花の 如し、 盆 水の 上 

に 置く 底の 孔水を 漏し 半 なれ は 沈む、 晝夜 ことに 十！ 一た ひ 沈む 冬 夏 雲 陰 月 黑差ふ 所な しと 云々 

惠 遠禪師 山中 漏な きを 以て 是を 製せ リ といへ る は、 不漏 もと 漏 器に 依て これ を 作り 六 時 念怫の 時刻 定 

られ しとな り 

〇 中華 古今 注に 城 は 盛 也 所-一  以盛 受-1 人物， 也 

域をシ 口と 訓 せる は 韓人の 方 語なる か 先に 記 之せ し 

〇 靑龍暢 朱 雀 幡玄武 幡白虎 幡黃龍 幡は魏 の 朝より 起る (古今 注) 今 是を信 播と云 (符は 信 也 四 方 及び 畿內 

ノ郡國 これ を 用 ひしと かや) 本と 神 幡には あらす 

我國 皇帝 卽 位の 裨 時 庭 上に 是を 設け 立ら る ^ は 四 外来 朝の 儀な り、 我尾府 東照宮 御祭の 日此 五幡に 勾 

. 陳幡を 加へ て六暢 立ら る (勾 陵 星の 名 龍 を 圖す板 あり) 然るに 神輿 御 出の 時 此六幡 を 夫と なく 三 所の 神 

輿に 一 一幡つ、 先立て 持 行 は 其 分 もな く 見え 侍る、 同し く は 六 幡を三 所 神輿の 先になら へ陳て 行か は宜 

しかる へ し (東照宮 御祭 は 天子の 禮を官 准 ありし 故 也 諸 社の 如く 私に する 事に は あらす) 

〇 古今 注に 唐の 武德貞 觀の頃 宮人 馬に 騎り 3 幕羅を 着して 全身 を障蔽 す、 永 歡の後 は 惟 帽を用 ひて 頭 や、 

淺露、 後世 は 縛帛を 以て 製し 身を蔽 等の 事 をい へり、 是我國 婦人 身 を 蔽ふ被 衣と 一 般 なる 樣に覺 え 侍る 

但し かっき は 全く かたら ひに して 別の 製な し、 是 上古 質素の 時 婦人 出 行に 輿 車な ともな かりし 時、 其 

被 所の 布帷 をと りて 頭に かっき 身 を蔽 ひし 事 なれば、 あな かち 異邦の 故事 をい ふに 及 はすと いへ とも 

似た る 故事 こくに 記し 置 侍る、 識者 之を考 へよ 

同書に 女人 披帛ス 開ー兀 中より 有と ぞ) 是も亦 かきり なき 體 にや 

四 六 七 
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〇南^$近^?-に奇怪なる裹ぁまた記せり、 鬼 物 ありて 瓦礫 を 打 (江 都の 大廳 云々 我 51 も 又 ま、 有 之) 

〇1?ー：几天^^遺|3!-に長安の士女赛野に遊ひ歩して名花に遇へは、 席 を 設け 草 を 藉き紅 裾 を 以てた かひに 乖 

掛 して 宴 をな す、 其 奢 逸 如斯と 云々 

我國 京師 都 春 日 花見の 客 奢 逸 これに ひとし、 近き 世に 袖 一 311 なと いひて 1^ 人 総 衣を掛 しも 少なから す 

殊. 斑 和 州. 野 山の 櫻 花 開 盛の 時 京 難 波 人 遠 遊の 輿他國 にあら さる 所 也 

〇 則大の 朝政 姦幸 によれり、 時の 人 之 を小兒 市^と いへ り- 是 香味 もも 擇 はす 唯 肥大なる もの を 撰に た 

とへ し (我 國も悝 俗 は 瓜の 大 なる を よろこぶ」 

〇 西 使 記の 元の 劉 邡の所 記な り、 是元主 西 狩の 事 を 筆せ り (旭 烈統 軍) 其 中 佛國乞 迷の 俗 をい ふに、 釋迦 

氏の 衣鉢と 俾 ふる^ は 其 人 儀狀甚 ことなる 也、 所繪の 達磨の 像の ことし、 葷滔 を不， 茹日々 に梗 一 合を啖 

ふ、 所 li 皆怫法 „1定 す 等い へり、 竺土 は怫跡 なれ は 其 餘音流 風の 殘れろ も ある ヘレ ラ、， 是を漢 に 傳へ方 語 

を 譯し再 傅して R 木に 至り、 亦 和訓 を 以て 是を說 いよ/、 遠くして 彌眞に 近から ざる 事 も 多 からん、 但其 

正宗 を 傅へ て逍を 行す る 人 は豈三 國の異 あらん や、 但し 我國 戒律 ある 儈の 外は大 かた 白 俗と 伍 をな し、 

其 心 北： 行 ひも 亦 僧家と は えさる 多し、 剩へ不 律 非爲俗 家に 劣れる もの 一 二なら す、 口にの み 悟道 得 法 

を 吐て 心肝 ける を 慚愧せ さ ろ に や 

〇{ 木 成大か 桂お 蠻 志に 珍ら しき 事 多し、 其 中に 曰 は 海上 水 居の 蠻 なり、 舟楫を 以て 我家と し 海 物 

を 探て 生 をな す、 g よく 水に 沒す繩 を 以て 其 腰に まと ひ 入り 得る 事 あれ は 其 繩を動 す を 見て これ を 引 

て 上く、 先つ？ S 衲を煮 極めて 熱から しめ 水より 出れ は 急に 是を 覆. V 然ら されば 寒 憶して 死す、 或は 大 

魚！^" 諸の 海怪に 逢て 觸 折れて 死す る も ありな と委敷 記せり、 是我國 海邊の あまと 異なる 事な し、 予そ 

のかみ^ 勢の あわかけ すか 等の 島 近く 船 を 浮めて、 あまの あはび とる を 見し、 其いた まし さ 見る に 忍 ひ 

さりし か熱衲 をき する 舉は あし、 "p- れ 春の 末の 一 3^ 也、 我 勢 海 温暖の 海水なる 故に や 知り かたし、 凡そ 渡 
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世 さまさま といへ とも か i る淺 ましき 生業 如何なる 業報に や 

〇 ij^ の サ成ン M を 溢と" ム、 兩 手なる を 操と 云、 掬 四なる を 豆と 云、 四 豆 を 15^ とい ふ、 四區 を签 とい ふ、 签の 

二 有半 を 一  1 とい ふ、 薮ニ 有半 を il? とい ふ、 二  を鍾と 云、 二 鍾を秉 とい ふ、 秉は 十六 斛也 といへ り爾惟 

(孔鲋 作 之) に 見えたり 

廿 四 孝の 繪に かまみ-堀 出せし さま を 圖す是 金。 釜 を 得たり しと あろ を、 金の S サの 事と はしらて 字の 

儘に かまと 心得し あやまり 也  . 

〇 唐" 羅隱か 西 同書に 家國の 理亂は 文武の 道に あり、 昔 聖人 書 契 を 造りて 以て 隱情を 通し、 弓矢 を 削り 

以て 不伏を 威す、 二つの 物 古今の 所存 然れは 文 は 以て 理を 致し 武 以て 亂を定 む 云々、 亦 曰 日の 明なる 幽 

に てらさ さる はなし、 是を覆 ふに 重 雲 を 以てすれ は 光輝 親る 事な し、 氷の 鑑 たる 来りて 斯應 する あり 是に 

混す るに，^ ノゲ 以てすれば 影 象 偶に 滅す、 夫 水 日の 明鑑を 以て 其常然 なる 物 を 失 はす t$y、  ^雲 土の 異 

を 以て 其 性もう つす にあら す や、 人 神智の 察なる 靈 ならさる にあら す、 徒らに 內には 愛尙の 情を存 し、 

外に は 僧 忿の事 を 狭め は、 是非 得失 まと はさる 事 能 はす、 何 を 以て 是を 明らかにせん 云々 

此 等の 書 甲 辰 暮春の 閑 窓に 見る 故 其 一 ニを抄 して 筆す、 反古 箱の 中に 有し か は爱に 記す 

〇 或 あした あさまし けなる 法師の 鉢 乞 ありて 我柴 扉に 立 入りし、 鉢 入れ 且食 あた へ なと しけれ は 限な く 

悅ひ 出ぬ、 我 >ポ たらぬ 身 も 彼に は 勝りけ りと 思 ふ も、 我な から 拙く 施 を 己れ か 心に いまたい みしき 事と 

思 はぬ こそ、 喜捨の 本意に して 虚假の 念 もなかる へき、 とにかくに 我と 我 所と を わすれさる 思 ひ 拙く 覺ぇ 

侍りて 

散 行 をお しまぬ 我と おも ふこ そ もみ 

に 力く る こ &ろ なりけ り 

〇 此秋 法皇 淨 土の 法 門き こしめ しける 時 遊 はされ ける 御製 

1 念彌陀 佛卽滅 無量 罪と いふ 心 を 
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ひとす ちに おも ひしの ぶの みたれ す はう き 身に つもる 罪 そけ ぬへ し 

=s 折からに や 出， 1 昝惠ー 亡, 身と いふ 裹を 

見よ や 人お のかえ ならぬ 花の香に 折つ くさる X 野路の； lli が 枝 

けに も > 夫 己か智 を 街 ひ 侍ろ 故み つから くるしみ なすの みか 人 を も そこの ふ 事 世に 多し、 殊に 念佛 者の 

久 L おの ふるま ひする こそ 高祖の 遣 誓に も 背き 侍るな らん、 御所の 御製お それ ある ことなから 立 入らぬ 田 

舍翁迄 もお かたく 感し 奉りぬ 

〇 正 親 町の 一 位 家 (公通) 近衛 前攝政 (太 政 大臣 家職 公) の 御 方へ 參ら せまし まして、 御 慰と て繪 なと 害 給 

ひし ハ 一 位 家 よく か i せた まふ) 竹の子 をお かしく 描せ 給 ひし か は、 殊にめ て 御覧し ましまして 何に て 

もお 力し き 事 I 筆な と 御た はふれ ありし か は頓て 筆と り 給 ひて 

從 一 位前權 大納言 公通 

？ 1 はしかり つか ひやう にて 小 笠と もさう りと もなる 竹の子の 皮 

と 書た まひし をい と./,^ 與せ させ 給 ひ、 實に 世の 人の こ、 ろた かく もい やしく も， なり もて ゆく は 心より 

と そな と 仰せ ありし とか や (京人の 文の 中に こま こまと 見 ゆ) 善惡 につけて 己れ かなす わさ 故な り 

〇 さいつ 比に か 有け む 志 水 法師 

世の中に やすらか なれ は 身 はい やしい やしから すと すめ はくる しも 

とよめ りし 今 は"：：^ さへ かたみと なれり、 凡 は 苦しみて 貴 からん より やすらか にして 賤 しからん こそ 願 は 

こかろ へき、 顧 倒の 樂 にも 幾 はくの 事 か あらん、 歡 樂極ュ 6 ら さるに 頓て 哀傷に くるしむ 物 を心靜 けき 草 

の 庵！ 11 月 何ぞ遲 からさら む、 看輕肥 流水 則： 竜 幻 之 歎 忽起見 支 離 懸藉因 菜 之哀不 休と 託 事觀の 言を殘 した 

まひし か、 記 主禪師 のこれ そ 行者 出離最 要の 事 なれとの たま ひしに 見聞に つき 善惡 にわたり 厭欣 のた よ 

りと ならさる へき か は、 空 也 上人 市の 假屋 にの かれ 住みた まひて 頭の 雪 を 恥す、 世路に 走り また 眼前に 


偽り を かま へ て 悔し かるへ き 後の世 を 忘れた る 市人 を 見 かなしみの 淚 にた へ や， れ觀念 Q 便りな りと 

のた まひし とか や、 嗚呼 幾 そた かひ 窓 を 開て 落 月 を 看、 一生 濫に 倚りて 斜 暉 を 送る とつ ふやき し 人 も 有 

けんかし、 慈 鎭和尙 の 歌に 

町く たりよ ろ ほひいて ゝ世を 見れ はもの、 こと はりみ な しられけ る 

み. 讀た まひし こそ、 事に 託せる 御 歌と は 思れ 侍る 

〇 予此頃 町 を 通り 侍りし に、 粘うる 家へ 五十 計りなる 男の 來り買 ふ あり、 あるじい ふそ こに はいつ も獨 

り 住に て さ こそ 勞し、 亦 さ ひしく やお はすらん なと かたら ふに、 男い へらく ひとり ある 身 は 事々 に 堪忍 

しゃすく こそ 侍れと、 答へ し を 聞て 身に こたへ 覺ぇ 侍りし、 (九月 十三 日) 凡そ 合 家に きに きしき 人 は 朝 

夕に 心に もとれる 事の み 多く、 ねんし かねて はいと み 腹 立、 いと、 胸のう ち 安から ぬ、 彼 堪の字 多く 書 

て 家の 內 おたや かなる さま 見せし、 唐土 人の 事 まて 思 ひ 出されし、 百 忍して あやにくなる 家 を かへ り，.^ 

ん より、 獨身 にして やすらかなる へき こそ あらま ほしけ わ、 彼 男 か 答へ おもしろ くそ 侍ォ 

〇 或 人念佛 して 決定 往生す と はきけと も、 われ 決定と も覺 えす とい ひしに、 快音 上人 (大雄 十九 世 照譽) 

顯譽大 &n 正 へ人來 りて その 如く 申 侍りし に、 御坊 はい へらく さら は 往生 はせ ましき と 決定せられ ける 力 

と、 彼 人 答へ なかり しい これ をお も ひた まへ かしと いはれ しと 語れり、 げに牲 生に つき 輪回に つけ 一 か 

たに 決せる 人 まれ 成に や、 人み なくに そらく して 老 つくす 身 を 省 見ぬ • 我人 あやにく に はっかし けれ 

〇 前禪林 賜紫祖 範浣鷄 上人 今年 乙 己 夏より 老の 病い と、 かさなり、 文月の 末にた のみな く 見えし、 . ^子 

等い はく 今に 御 かきり こそ 近く 侍る らん、 日來 口す さみた まひし 御 歌な とい 表 はの 際 1 言 辭 世に tf し 置 

たは さるに やとい ひしに、 上人 打 笑 ひて 年 比い ひすて しことの はこ そ 皆 我辭世 なれ、 此 外に 亦 何 を 力い 

ふ へきされ はかく こそと て 

夢 裏 之ー漫  如 幻 之 生  八十 餘歲  彌陀 1 聲 
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世のう き はわ すれ. はっと も 西の { 仝に むか へ の 雲の 道 はたが はし 

と 聞. え 其 後 彌陀經 を 誦せら る、 各 助 音せ しに 西方 段に いたり 無量 壽怫と 誦して 聲 止まり 息 絶た まひし (七 

n 廿四 n 屮ノ下 刻) とか や、 類 ひなき 往生の 相なら す や (去年 彌 生の 末 東 山 退を隱 して 今 は 南！^ 泉の 十 

寺に まし ませし) かく 閉ま いらせて、 年頃の 勸 化の 折 ふしの 和歌 今 は 耳に のこる かたみと 名 接 も盡せ 

す 門徒の 方へ 中 送りし 

むらさきの 衣の 色 を その まゝに 雲と 染 なすに しの 山の端 

賜 紫の 時 雲なら は うれ じから まし 紫の ころもの 色 も、 かり 初の 世に と吟 たま ひし は 雲のう へまて 聞え し 

となん、 退隱 してし はし 醍醐に 假 住の 時よ みて 參ら せし 

むらさきの ころもの 色も此 はる は 藤に ゆ つりてす みそめの 袖 

上人の かへ し 

むらさきの ころも、 今 は脫か へ て 竹の いほりに すみ そめの 袖 

ことく さお も ひ 出られ 侍る 

幻 隱 師予か 歌 を 和した まへ るよ しにて 

雲なら ばと いひし も 今 は 夢 なれ やむ か へ の 花に 身 はう つして 

〇 尾 州 土 田 村 百 五十 貫 淸須村 百 五十 贯 津島村 贰百貫 

右 は 翰 書禮、 せ 集の 五 期 波 (豕 知行 之 *! 出 案 見えたり、 是は當 時 の 高に し て分錢 の 法 也 

〇 ^雅- 牛 .piT 無效以 彝聽之 =^ 林 云 牛 聲聩潜 確 類書-云 牛 以レ鼻 聽蛇以 レ眼聽 語 云 蛇 襲 虎艚其 以此乎 云々 

.0 准 南 子 一： ム鬼絲 無 i 根而 生、 蛇 無^ 而行、 魚 無^ 而聽、 蟬無 レロ而 鳴、 お レ然之 者 也 云々 

凡そ 鶴 鸛白鶯 の 類 ひ 足 高き. ひ1 は 交 はらす して 胎 孕し、 ^は 陰な くして 交尾、 蠶は 食て 不飮蟬 は 飲て か 

もす、 陸 鳥 は 雌 進^ 同し く 水鳥 は 陽物 を備 蝶、 諸 花の 蘂を „ss こと を 好め ども 連 花 を 外にす、 猫 諸蟲を 
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くらへ ども 蟻 除 を 除く 類 ひ、 己が さまく 異なる 事 侍り、 蝶 は飛巢 ゆるやかなる 蟲故ー 父：^ て- 吶首 そむ 

きな から 飛行す、 蜻蛤を 羽 力 はやし 蝶の 如く 交りて 飛なら ば必 はなれなん、 故に 雄 尾な 雌 頸に かけて 

同じ かたに 飛ぶ も 化 功の 妙と いふべ し、 或 入 問と ほう 雌 陰 は 頂に あり や、 曰 細に 見れば 雄 蟲來て 先 雌 

頭に 尾 頭 を懸る 時、 雌 蟲尾を まけて 雄 蟲の腹 下に 附 して 交る、 雌 尾 伸て 後 起 翔る 其 離れさる は 欲い ま 

た靈 さる 間 か、 水邊に 至り 又數々 尾 を 曲る を 以て 知る へき かも 

〇 劉 (深 貌) 物 を强く はまって 精出す 事 をり うと 精出す とい ふ、 此字を 書 敷、 深く はまって 其 伎 をす る 事 

なる へし 詩 漆、 m 瀏其， 淸矣 

〇 弘仁承 和， \ 間 傳 聞唐國 有-白 居 易 『エレ 詩 而其集 未レ至 云々、 弘仁帝 時 白 氏 文集 一 部獨藏 -秘府 r 世未レ 有- 

賭 者 1 

或 記に かく 見 ゆれば 白 氏 文集 は弘仁 帝の 時 初て 渡りし と 見 ゆ 

〇 土 輪 則 也 野火 宿彌 初て 作りし となり 


亶^ 舗 

： ゥグャ 

兌 舗 

タヤ ゥ， ャ 

井 匠 

古 曰 


足 夫 下 所 

ャ クト、 V ケド n 

轎夫 

カゴ カキ 

力 ン ベ ン 

焙盆 


華 子 

コック キ 

蹵者 

救 火 衣 

昏倒 眷 M 


昆盧殿 

ダイ ブソ 

行李 

タビ ニモッ 

觀場 

ケ ンブ ツバ 

刀 i 服 


舗 金 

千ン ハク S 

響 


縱拜 

力. 1 チャウ 

保 人 

ゥケ 一一 ン 


蠻狀 

7 イタ^ス 

倒垂鬼 

ミ ョ -ン 二 ウド 

夾剪 

ハサ ミ 


ボウ ズ ァタ マ 


念珠 

ジュヅ 
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四 七 四 


鹽 尻 卷之 七十 八 

〇 落榮風 (ァゴ ノカ ケガネ ハゾル ルナ リ) 醫事 綱目に 類 車 病と 呼び、 外科 正宗に は 落下 頰と いふ 

〇 余以， 手爲， 口、 君以 レ眼爲 ：."？^、 東坡 か^ 龐 安常に 字を畫 して 見せしめし 戯語叢 話に 見 ゆ、 襲に 語ん と 

する 人 席上に 指して 字 を 書して 晃せ しむ、 ^、和 亦 同し 

〇p- 樊嗜之 盾-可 n 何 治 西 子 『可- 1 以療 Ik 甚東坡 か 文 也 

〇 或 問屮世 以来 武家 釆地永 樂錢幾 莨と いふ、 凡 一貫 は 秋 米 幾 石に 當れ る、 曰 代々 所々 によりて 不： IE 有 之 

是を 分錢の 法と いふ、 たと へ は 毛 利 元 就檔井 隱岐守 へ 下せし 感狀に は 分 錢八霣 之 地 檔井隱 岐守於 南桑內 

爲給地 被 遣 候 全可爲 知行 者 也 

弘治 三年 十一月 卄 sr= 赤 井 左 京 等 五 人 連判 也 

分錢天 正の 石 直しに 束國は 一 貫 九 石 西國は 一 貫 八 石と 云々、 但 天 文の 比 は 三州邊 の分錢 一 貫 十 石な りし 

にや、 予か先 天 野贊景 天文 十九 年 三 州大濱 にて 五十 貫 文の 釆地 を拜 す、 然るに 其 納得 は 五百石の 地な り 

其後來 海道の 分 錢五貫 百 石の 石 直しな り、 甲 州 邊は石 直し 尤 少し 一 貫 四 五 石の 時 有しと そ 

〇 或 IE 後水尾 院江州 永源禪 寺へ 御 硯を御 寄附 ありて 御製 を 添 させ まします と、 其 網 歌い かに やと 曰、 先 

に 間て 物に 書付け 置 侍りし 左の 如し 

法皇 御 砥の御 記 

硯の よは ひ はよ を もって 數 へ しると かや 人の よさし もみし かきに 久しから まほし きこと よ 故院の 常に 

御手 なれし もの をと 思 へ は 座の 右に 置て いつしか はたと せ あまり 七と せに なりぬ いま はとて 永 源 寺の 

持に ゆ つりあた へ て 彼 寺の 具と なさし むお のっから 經 多羅 尻 書 寫の功 を 積 はなと か結緣 にな さら 


んと斯 なん 

海 は あれと 君 かみ かけ は 見る めな きす- - りの 水の なかれ かなし も 

我の ち はす k りの 箱の ふたよ まて こはつた へ こし 記念と も 見よ 

かく 遊 はされ て 遣 はされ しとなん、 故 院とは 後陽成 院の御 事な り、 お ほけ なき 御 事な から 御製 至孝の 御 

すかた もい ちしる く、 愚なる 耳に も 心に そみ て覺ぇ 侍る 

0, 饈 (胡靳 切) 趙叔 向 肯綮 錄に餅 中の 豆な りと あり、 是今 いふ 餅の 中の あんなり 

〇 登 はの ほる 也 登 は 器な り 

器の 登 は 肉に した かふ 久 なり、 A にした かふ 字と 同し からす 

〇 人情 毎に 禍を 避る に數々 たる 事 和漢 古今 皆 等し、 一 度の 感 ありて より 貴賤 褐 忘に 心を惱 さる ゝ もの 理 

を 以て 論す へからす、 嗚呼 其 中 我國尼 年の 說 有て 尊卑 皆お そる、 異邦 も 亦 年忌の 說 ありて 甚抅れ り、 我 

國 (男 四十 二 女 三士 二) 異邦 (七 歳 十六 廿 五三 十四 四十 三 五十一 一六 十 一 ) と 忌 年 同し からす、 され は 男 は忌レ 

雙女は 忌レ隻 なんとい ふ 事、 陳縫懦 か 群 碎祿に 見へ て 北 齊の李 渾か弟 鎗六歲 にして 入 學を願 ひし か、 家人 

等 偶 年の 俗 忌 を 以て 許さり し 事 あれ は、 其 來る事 も 久しと 見 ゆ、 冠 弄の 吉禮 にも 男に は 偶 年 を 忌み 女に 

は 奇年を 忌し (我國 厄年の 說も是 に 等しき にや) すへ て 禍福 命 あり、 豈俗 忌に した かひ 愚に 是を信 せんや 

嗚呼 まとへ る 哉 世人 

〇 藤 瀨使府 記 

尾 西 (海 西 郡) 長岡庄 藤ケ瀨 邑は橫 井家 歷桑 梓の 使府 也、 其 遠祖 賊を攘 ひ 民 を 治めて 爱に 移り 居れり、 撗 

井家 當時 東 照 太 神 君に 仕へ て 駿府に 出仕し、 慶長中 敬 公 封 國の後 府下に 屬 し參ら せらる、 され は 其 地 

東西 狭く 南北 長し、 四邊川 流通し 堤 封 廻り 圍 めり (東 は 木曾川の 末 西 は 長 良 川より 来る 北の かた 小川 流 

る) 凡そ 佳境 梅 早して 北に 地な く、 行人 霞に 鞭う ちて 春を領 し、 勝 持 柳 編して 東 又 東、 篙ェ 風に 帆 かけ 

  四 七 五 


尻 
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て綠を 渡ろ、 すみれ 開 く 叢に き- -す 鳴、 花ち る 里に ひ はり 伴 ふ、 靑 葉の 木末 茂り 行程 子規 閑 夢 を 呼て 草 

の 菊に 4| 口 をお も ひ、 叫に 亂る、 螢火 自殘卷 を 照し つへ し、 蓴茱淸 く 浮んで 驢魚 流れに 上る、 早苗 取 わ 

さしけ く 魚 火 浪を燒 かけて いと/ \ め さまし、 金 風旣に 至り 玉露 ゃ& 落て 尾花 打 まねく けしきえ ならす 

遠く 越 路の雲 を 分し 初 雁の 音に はたか 玉章 かけて 來 ぬらん と 忍 はれ、 靜 けく すめる 水の面に は 一葦 明月 

を 戟て歸 る、 野 もせの 蟲 の聲盡 せぬ 物から わさ 田 かりほす 民の 苫屋も いつしか あはれ にう つらなく、 野 

邊 こかれ わたる 林 風に 傳ふ 遠の きぬた はち- -の思 ひを碎 き、 しくれ に染る 岡の 紅葉 は 色々 の 錦 を 辯る、 

袖-お-き 朝戶 出の 雪に うつろ ひて きの ふの ま、 の 野 山なら ぬ こそお かし けれ、 寒 塘の 水に おしか.. f> の あら 

そ ひ 鳴 こ ゑ も 近く、 淺茅枯 ゆく 霜のう へに 月 細く 残る あしたの みか は、 四時の 佳 觀其心 を 慰す るに あま 

り あり、 义 はるけ く 束 北 を 望め は 猿 投翠晴 て 木 曾の み 坂 雪白し、 眞 かみの こそ 本州 第一の 高ね なりけ 

る. 越の. IE 山 半 秀て稻 葉 山 立 わかれ ゆく 雲の た. - すま ひいと 興 あり、 西北 は 伊吹の 嶽 ことにい ちしる く 西 

の 峰 は 養老の 名に なかれて 瀧の 糸 長く 雨後の 詠し ろ.. （-と 見 ゆ、 菩提 山 多 渡の 根に つ、 きて 伊勢の 山と 

海原^: IT しく 遠に しも あらす、 鳴 呼 夫 景に對 して 情に 關り、 時に 逢て 觀を 起す、 壯 にして 毎に 遊吟す へ 

し老 て心歸 休す へき 勝地な り、 然 のみなら す 第 s: 蓮 界をも ふけて 緊松山 两音敎 寺と 號す、 吉 水の 流れ 淸 

く 善 峰の 月 澄り、 ：： 巴 主 其 高 曾 以降の 佳 城を營 して 世 家の 無窮 を 期す、 鬼 東 福 門を嚴 にし 白髭舂 日の 兩祌 

を^す、 松 高して 風 萬 春の 綠を そへ、 竹 底に して 霜 千秋の 色 を かさねなん 有さ ま尤 めて たしゃ、 主人 一 

筆の 記 をなん 需られ 侍る に應 して、 つたなき 詞を ちらして 中々 勝景 を 塵し 侍る もい とお この 事な りけ る 

幾ち とせ 君 か あ ふ へ き 春秋の 花と 月との 詠めた えせす 

正德甲 午 秋  .n!i_l; 園 散 人 

〇 俗に 云 白子と いふ もの あり、 生な からにして. 0： 毛なる はん 妖に 近し と 五雜： 姐に い へ り、 *{肌 辨か續 醫說に 

=: 儿を社 公と 呼へ り、 其 女なる を 社 婆と 云、 周 蜜 癸 辛 雜議に 近時 社 公 多 爲-- 回々 * 所賈、 或 云其腦 中お 珠と 


哭 無淚而 笑有淚 

如 厠 不能 躇作 掉却踭 

少飮酒 多飮茶 


尻 


社 日 受胎の 者 肌 肉 純白 鬚 髪 雪の 如しなん と. < ^辨ぃ へ".、 されと 徐巽か 胎育產 化 論、 氏 か 遣 書 等に は； ii 

日の^^:^く侍るとそ(北山藉說) 

〇 渡 邊源吾 綱 は 融 公の 四 代 源 次充か 子な りし を、 仁 明 源氏 源敦養 ひて 子と す、 故 源 系阖兩 所に 出たり 

滿 仲の 女 を 娶て賴 光に 與 力し、 萬壽 一 一年： 一月 三日 卒 七十 五歲云 々 

〇 周必大 ニ老詩 話に 夜雨 稀 々耳 雨舂花 見 見 空 花と 云 一 聯は 老人の 視聽 をい へり、 鳴 呼 -piT 目の みか.^ 

らん や、 謝肇 細か 老人の 拗に (文 波 搜抄) 

夜 不臥而 豪 i 陲 子 不愛而 愛孫 近年 不記而 記 遠 事 

近不： ！D^ 而遠欲 見 打 却 不疼不 打 却 疼 面白 却 黑髮黑 却 白 

是 老人の 友なる 郭功父 は亦此 外に 種々 Q 拗を 記し 

不肯坐 多 好 行 不肯食 軟耍食 硬 大事 不問 碎專絮 

暖不出 寒即出 (# 川 志に 見 へ たり) 

〇 轉注之 器 楊 外 巷 曰 若 漏 扈之類 云々 

按す るに 漏 扈は和 俗 所謂 上戶也 

木时 (磨 磐 を 挽 施ら す 木な り 俗に 云 ひき 木 輟耕錄 に 見えたり) 

擦 (燈炷 を 挑 木 俗に いふ カキタ テキ 代 醉篇に 出 唐 韻に は 火 杖と いへ り) 

3^  (京の 俗 硫黄 木と いふ 田 舍に付 木と 云委巷 叢談に 見えたり 元 杭 州より 始まりし よし 云々) 

白 耳 (酉 陽雜 俎に あり 俗 香 を 燒時此 物に 火 をと りて 香爐に 置き 香 付と 呼 ふこれ なり) 

〇 凡そ 鳥の 雛 卵を脫 すると 其 ま、 W を啄む 物 は 卵 中より 毛 を 生す、 脫 卵の 後 親鳥に やしな はる、 鳥 は 毛 

を 生せ すして 出 < 、予か 季子 韶景之 を 分ち い へ り、 先人 も此事 をい へり や 否や 心 を 付て 見る に 果して 然り 

〇 居 敬窮埋 となら へ 說れし は 謝 氏より， はし まれり、 朱 子 之 を 稱し給 へ り 

四 七 T 
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C 我 阔分錢 石 S しの 祿法 近き 代國 によって 不同 也、 永樂錢 を以し 法と する 事應永 中に 初る (、水 樂は 

永に 常る) 應永十 年 (八月 三日) 明 船此錢 を積來 る. 夫より 麼 長に 至りて 二 百 餘年永 樂錢直 を 貴し、 他 錢(> 

たと 云) は賤 し、 此 故に 在々 所々 永 樂惡錢 の 撰 ひ 民 あらそ ひやむ 事な かりし、 天文 十九 年 相 州の 匕條家 

令 を 下して 永樂の 外用 ゆへから すと 云々、 關 八州 皆 是に習 ひし か は 他錢は 上方への ほして 關 西の 諸國仕 

ひし、 豊臣 家の 時 又 永樂と 他錢と 交へ 遣 ふと 雖 とも、 他錢四 五錢を 以て 永樂 一 錢の 直とせ しか ま- S 

の 撰 ひか まひす しくて 民 安から さりし、 慶長十 一 年 (十 一 月 八日) 我國家 東都に 令 を 出して 永 樂錢を 用 ゆ 

る 事を禁 した まひし か は、 民の あらそ ひやみ にき、 我 國錢を 鑄て 行 はれし 慶長通 寶是也 (永樂 の えら ひ 

^；-十七年の問か) 其 後 寛 永 三年に 寬永錢 を 行 はれし 後 今 諸國に 通用せ り、 是 永き 昭代の 典則 也 (金の. A 

刺 "敏 日 其 輕重を あな かち 正し 疵 ある を 撰む 事甚 しかりし 享保十 一 年の 秋 令 を 下して 金 を えらみ 重さの 至 

ら さる を まし を 取る 事を禁 せらる) 

〇 天文 以前 東國の 武士の 風俗、 中世 鎌 會柳營 の 餘風を 傳へ習 ひし、 鐵灣を 以て 齒牙 を染し (當時 合戰首 

實檢の 時 も はくろめ せし 首 を 上へ 直せし と 云々) 亦 はっしき とて 木に て 剪 を 作り、 首髮 ぬきう すろ かし 

臂毛を 五味 子蔓 にて かため、 髪の 末 を もみ ふさの 如くに ゆ ひ (あるひ は付髮 とて 別に 髮 末の 如く 作リも 

みそめて 花 ふさの 様に せし) 衣裳 も 素 襖 をのけ、 ゑ もんとて ゑり をう しろへ 引 さけし (小袖 はかり 着す 

る 時 も 背の 見 ゆる 程 ゑり をのけ て 着す る をよ しとす) 袴 腰 は 引 あけて 後。 ゑ もんとて、 うしろ 腰の 間 五六 

寸程 ありし、 また 長柄 刀 (柄 目の 先に さしつ かへ る 程に せし) とて 抦長 くして うてぬ きを 入し (太刀の 製 

を爲 して 製す) その 様殘れ るに や、 慶 長の 頃 書る 搶 (浮世 又 兵衞等 か) 其 姿 ありて 今より 見れ はいとく 

おかし、 寬永 中に III 曰し 物 かたりに、 關東 侍の 風俗 さへ おかしき に、 今 見るなら はいかに とい ひて 笑 ふ 人 

あり 實 にもと 見 劇し 愚老も 今と なりて 見るならば さも あらんな と 筆せ り、 凡そ 元 和寬、 _^7^ 來年 を經て 

諸士も 商人 も 首つ きょり 衣服の 製 さま. C に 改まり 變" て 同し からす、 近き 延寳の 頃と 今日と 亦 其殊な 


る 事 多し、 當風 とて 時. 51: する すかた も 數十年 過て 見 もし 聞 もせば- 今の 百年 前 を 聞 如くお かしき 事 多 か 

るべ し 

上下の ひたの ためやう なと、 小 田 原の 北條 家の 諸士 する 所 を關東 多く まな ひしと そ、 或 人 肩 衣の ひた は 

信 長 公より 始まる と (織 田貞置 老人い へり) され ども 今少し 前より 有し や、 但し 上下の ひたと はは かま 

の 事に や 知 かたし、 亦 五味 子蔓を もって 今 男女 盛に 髪 を かたむ、 是も亦 中世より せし 事と 見えたり (伽 

藍の 油と て臘 にて 煉 しも その かみ はな かりし) この頃 聞く 三 州 某の 一 ト谷は ひなん かつら 取つ くしけ る 

と、 京師 難 波 東都 は 更なり、 所々 の 都 會及ひ 田舍の 末々 まて 婦人 これ を 用 ひざる はなしと かや、 是 もま 

た 一時の 妖 草と いふべき にや 

〇 元祿 十六 (正月 初) 京師 (油 小路 一 一條 上る) の H 人 (屏風 屋 七左衞 門) 男 f  (十！  ！歲長 三郞) 俄に 發 熱し n を 

へて 心 立直り しに、 腹中 物い ふ聲 あり、 合 家お どろく 人の いふ ほとの 事 を 答 ふ、 彼 子 毎に あらそ ふ藥禱 

を盡 して 驗 なし、 ー醫 (菅玄 際) 見て 方 書お ょひ雜 記の 中に 此疾 あり、 應 聲蟲是 也、 試に 藥能 へんと て 雷 

丸の 入し 湯 藥を三 貼 を 調して 服せ しめんと する に、 腹 聲大に 拒みて 其藥 m ゆへから すと 云、 頓て 急に の 

ませし か 次の 日より 聲ゃ、 かれし ま、、 彌是を 用 ひし か は 日 を 經て聲 結し、 一旦 副に 登る に K 門より 一 

蟲を 下す、 形 蜥暢の ごとく 額に 小 角 あり、 定 りて はたらく 其 親 やかて 打殺しぬ、 病 者 六月の 末に 快 本 服 

せし とて、 奇疾 さま. （- にして 人身 を くるしめ 侍る 事 和漢の 書に 間々 見 ゆ、 養 林の 上人 唐土 此疾 お出 所 

さま^, \ 記し、 人間の 身中に かきり なき 諸蟲 ある 事 を 書せ り (別に 一 冊と す) 元ト より しき 身と く 思 ひ 

とけ は あさまし かるべ きを、 うつくしく 思 ひひ かみた る こそ 愚に 侍れ 

〇 同し 八月 土 佐の 津へ 蠻舶 漂流し 來る、 守より 船 を 出し 何國の 舟た る 事 を 問 はしむ、 言語 齊音 にあら す 

して 曾て 通せす、 日本 船 を 見て 其 怒れる けしきな りし 鐵炮を 打 出して 敵す、 守よりも 銃 を 放して 去らし 

めんと する に 不退し か は、 兵士 あまた 出し 大较を 以て 蠻船を 打破る、 船 頓て燒 人 皆 沈みし、 やかて 關束 
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に 啓せられ しか は 褒賞の 典 行 はれ、 兵士に 白銀 時 服 を 賜 ふく はしく は^ 記す 

〇なまくさしとぃふ文字水^^^の物には腥の字を書禽獸の肉には疆字を書へし 

〇 晋に^ 食 を 1 頭と いふ (劉 孝 威 謝 賜宰食 一頭の 類な り) これ を 元 明に は 食 一 筵と いへ り 

〇 叫の 姑 蘇の 張 文 元 か繪美 婦人 を 描に 妙な りし、 明 人 曰 其 ェ掉約 明媚 人 をして 祌魂を 飛せ しむ 等い へり 

彼^に かける 女 を 見て 心 を 動かす と 貫 之の かける 言に ひとし、 我國の 晝ェ維 かける 春 意 便 面 を もろこし 

人 精 結殊詭 たりと い へ り、 今 京師 東都 盛んに 之 を 描て 人 をして 淫を敎 ゆ 鳴 呼 

oil 元 通 寶の錢 は 歐陽詢 か 所書錢 のうら に 三日月の やうなる かたち あり、 是は 唐の 高祖の 后文德 皇后の 

爪 形な りと かや、 後世 錢文寶 の 字を闭 ゆる 事 開元錢 より 古今 重 之 故 藥に用 ゆるに 古 錢は開 元錢を 第一 と 

す (藥に は 五 k: 年の 外 を 得 もの を W ゆと 時 珍い へり) 我 國の古 錢莴年 通 寳神功 開寶隆 永永 寳は開 元の 製に 

異ならす、 もし 和 人に して 藥に十 ：！ 文 錢を用 ゆる 事 あら は 倭 錢の中 祌功等 を 用 ゆへ きに や 

0 我 近世の 俗婚禮 納采の 禮を 結納と よふ、 按す るに 韻 會の壽 の 字の 條 下に 古人 以物 結納 人必 曰爲壽 云々 

納の熟 宇 は あれと も訓と 音と に 呼 も是 にあら すと いふ 人 あり、 按す るに 近世 迄 婚を定 むる しるしに 婿 

の 方より 酒^ 及 衣服 等婦 家に 贈る を 言 人と 俗にい ひし かく 入る、 の 意 也、 夫 を ゆ ひ 入れな りと 訛し より 

結の 宇 を 書に や、 今 は 貴人 も 皆 結納の 字 を 用 ひ 給へ は 物 知 顔に 非と せん もお この 事 也、 時 俗にした が ひ 

て 又： を は 知り 置へ き 事 也 

〇 明の 殊宏所 述の正 訛橥に 異邦の 僧 老爺と 呼 を尊稱 とし、 和 尙と呼 A は 己れ を輕ん するとす るの 訛 をい 

へり、 老爺 は 官府の 號 僭の 宜敷 所に あらす、 然るに これ を 以て 稱呼 とする もお かし、 我 國劍術 弓 射の 師 

を和尙 と俗稱 する も、 かたはらいたし • 是 茶道の 名 ある 者の 禪に參 し、 風顚漢 の氣象 ありし を 和 尙と呼 

しょり 師 となり、 物 をし ゆる 者 を は和尙 とい ふと、 こ、 ろ 得ぬ る も 又お かし 

〇 或云不 律の 僭 寺院に 女 を 隱し置 を 大黑と 云と そ、 俗に ハネを 祭る とい ふ鯡 語な りと いふ、 予曰 然らす 
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功 能文 軌に大 M 一の 事 をい へる 條下 百味 斷 五更 1^ 不知 衆多 人 供す といへ り、 惡佾女 を 隠し 夜更 人知ら す 食 

を與 ふるゆ ゑと かや、 此 名目 日蓮 宗 より 起り しと そ 一笑 呵々 

〇 或 人 云 阿蘭陀 r¥ の 名 萬 國全圖 になし、 紅 夷 を 以て ヲ ランダと 呼 ふ、 然れ とも 或 書に 紅 夷と 阿蘭陀と 種 

類同して 一地に あらす と 如何、 曰 華 夷 通商 考と 阿蘭陀 は惣 名に して、 其內 各^の 號 多き 事 を 記せり 

〇t ジリと は秀識 とい ふ稱 にして 我國 秀才の 稱 なり、 聖の 字に 訓 して 夫より 僧の ことくの やうに なれる 

は 訛れり 

〇 フシ ハカ ヒとは 節奏の 和訓 ハカ セを 博士と こ、 ろ 得ぬ る は 誤れり、 栢 子の 轉， 語 也 (フシ 《カセ トハネ 

トヒ ャゥシ トイ フコト ナリ) 

〇 劉氏鴻 書に 高麗 ノ擧 〈始 於箕 子、 日本 ノ學 《始 於徐福 云々、 按 する に我國 文字 ある 事 神武 帝の 前より 傳は 

るへ し、 然ら すは豈 甲子 を 記す へ けんや、 何 そ孝靈 天皇の 御宇に 文字 始まる とい はん、 されと も聖學 其 

正を傳 へて 萬 世に 被る もの は 王 仁 を 以て 祖 とすへ し 

〇 僧 は 和 俗 云 問屋な り、 閬 tn 百 四十 六 島 夷 志に 見えたり 

〇 居 停 主人 和 俗い ふ 借屋の 家主な り (類書 纂耍 十に 見 ゆ) 

山 伐 我 國の杣 なり (同書 十一 二) 

餅師 餅屋な り (同上) 

小 業 味 屋也 (同上) 

〇 人の 资禀 かしこき を 穎 利と いふ、 此字出 所 あり や、 按す るに 類書 募 要の 四に 怜倒 といへ る ものなる へ 

し. 注に 俊 悄の入 をい ふよし 見えたり (秀過 萬 人 曰 俊悄繪 好貌) 

〇 熱 田 八 劍宫造 替は三 州 長篠御 凱陣の 後此營 あり、 信 長 公 柴田蘆 毛と 云 馬 を 神馬に 率せ 給 ひしと そ 

〇 正月 十五 日淸凉 殿の 前庭 靑竹 を燒 (吉書 を 以て 同く 燒く) 十八 日 竹 を 飾り (指 扇 等 を 結 付く  J 唱 門師大 mi 
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  四 八 二 

松大夫 (二人 翁の 姿 二人 嶇の 姿) 鬼 假". ^を 被り、 赤毛 を 蒙り 三 と 大鼓 を携へ ニ翁遂 舞て 打 之、 童子 二人 

喷之止 牟止也 祝 ふとい ふ、 本 は大內 裏の 時 神泉苑 にして 歲 首の 毬杖 を燒 し、 優 人 法 成就の 池と はやせし 

とそ、 然る を 三 元 張と 書て 異邦 上 元の 然燈 に率强 し、 左義 長と 書て 道士 釋氏試 法.^ 釋勝 故事お 孝： 一一 in は 皆 

附.^ の俗說 なり (法 成就の はやしの 事 つれく 草に 出) 

〇 牲昔 民の 貢す る 所 は稻何 束と 數 へし、 中世 は 何 町と いひて 米數 はい はさり し、 鎌 倉將軍 家の 時 は賴朝 

卿 愁追補 使と なりて H< 下の 貢 を 左右 せられし、 或は 幾 町 を 賜 ふとい ひし も 後に は 錢幾買 を充 なと いひし 

車 侍りし、 北ハ 後の 賜祿 いにしへ に 異なり、 足 利 家の 時 また 一 變し截 田家 戰國の 中に 立て 其 威 も 他に 異な 

りし、 武士の 綠を賜 ふ 事 米穀 町 i にも よらす、 只 南 は 何を界 とし、 北 は 其 地 東西 其鄉を 限る と 四 至を定 

めて 知行すべき よし 折紙 を 賜 ひし (亦 同輩の 人々 なりし かば 殿と 書 給 ひし 是は賴 朝 以来の 例に して 今 出 

身の 家人と い へ ども 殿の 字 を 書り 名 印 を 用 ひ 給 ふに や) 羽 柴家は 亦 格^に して 損益 を考 へ られ し、 加賀の 

前 W 家 及 一 時 出身の 家 は 各自 法 も あり 飞 同様なら ざり し、 前 關白秀 次 尾 州 を 主 維せられ し 時 祿を與 へし 

め、 上田 下 W を 糾合せ て 知行せ しめられし、 此 故にた かひに 諍 論の 事 も 出来て、 傍輩の 中 不和なる もま 

、聞え し、 然ど も秀次 は 生得 利愁の 心う すかり し 故、 損益に おほれて 法を亂 るへ き 主にて はな かりし と 

そ、 この 故にし とけな き 事 過て 秀吉と 毎 は 心よ から ざり し 事な りと なん、 秀吉 は大然 心の 漢 なり、 諸士 

の 知行 賜 はる 際 上下 の^をつ き 合て ならし 割 (地頭 は 六 分 百 性 は 四 分) あたへ 給 ふ 事 は、 大 かた 秀 次の 

爲 せし 所に 起り て 法と なり 侍る にこ そ 

〇 論. 語爲 政に 攻 異端 集註に 其 率 1K 下 至 於 無 父 無 君、 此 至の 字 其の 字の 下に 有そう な ものなる に、 天下の 

字の 下に ある は 何 そや、 夫 率 天下 は 好に も惡 にも あり、 聖人 は 人倫 を 明に し 給 ふ、 揚墨 異端 は 人 儉を滅 

す、 こ ゝは揚 墨 か 道 を 以て 天 下 を 率る 事 をのた まへ る 故に、 天下の 字の 下に 至の 字 を 置た まへ り、 か、 

る 文字の 置 やう 一お 味 あり 看過す ベから. f 


尻 一 


〇 文 命 東 堤 碑 

相 之滔句 川會！ E 百 川、 東 入于海 富士莒 嶺鎭其 南、 大嶽丹 山 速 其 北、 實關屮 之 襟 帶海東 之 喉 咽 也、 寳永已 

亥 之 冬、 富士山 東南 之 隅 土中 發火、 沙石 飛數百 里、 盖 硫黄 之氣 云、 其 災傷之 處及關 東 八州 之 地、 不見靑 

艸者數 百 里、 深 者. f 丈 淺者盈 尺、 武相之 間 是甚、 酒 旬川遂 壁、 其 後此年 大水、 堤防 悉沒、 以故居 民 流亡 

者 二十 有 載、 于此 

朝廷 方 求 治水 者、 以欲爲 生 民 興 利 除 害、 享保 丙午 舂 二月 丘隅欽 命來載 于此， 乃大 興- -徒以 搏士、 乃 因 

伸. 勢 疏水 循 水性 導 河、 旣平可 一 執 人始地 著、 乃吿 成功 雖然不 有 祌： W 安能 保 不壞于 永久 哉、 謹按昔 安貞 

1 一年 勢 田 判官 爲兼奉 勒 治水、 建 神 禹祠于 鴨 可舊章 可據、 故 今 累石設 1: 坐于堤 上、 越 四月 朔 四方 氓お 

傳聞其 事、 不期 雲集、 膜 拜者弗 己 其 時 上 功未 金 梭、 則揭畚 賴以擬 祭祀、 丘 隅乃與 1  お 約 n、 菜 自今 歲以 速 

求々 毎 値 四月 朔而之 老幼 男女 徴 神 之惠、 來拜者 各 運 土石 以爲 神事 神 丼 豫哉、 乃 降福于 下： JiT 於穆弗 

已則水 不失其 常、 地平 天成 穀登 歲豊 乃納、 而 貢賦 仰 供 公役 育而 父母 妻拏俯 全、 私 修而 孝弟 和而隣 m 詞 

訟 不興、 盜賊悉 戢疾疫 弗 行災傷 永^ 皆 神之惠 也、 伏 惟 祌昔 治水 娶于塗 山 辛 壬 癸 甲 啓呱々 而泣、 弗 子 

八 年 於 外 三 過 其 門而不 入、 股 無 肉 脛 無毛、 是獨何 心卽以 治水 安民 爲其心 也、 故 今而輩 運上 石 以寞堤 祌 

豈弗饗 哉、 夫 祌配諸 后土與 fKig 隆、 雖萬世 尙新故 神卽后 土之祌 也、 威 霞 甚大 而輩、 凡有疾忠•：3^^故誠虔 

禱之必 有効 驗、 則 各 量 其 力負 土寞堤 履而固 之、 以賽 祌功勿 伐 堤樹勿 動、 堤 土 寧^ 一  塊 勿 損、 一 毫凡而 

輩務 所以 章 堤防 者 神 之所悅 也、 神 豈貪棄 盛 乎、 又 唯 而辈之 誠 耳、 聞 者悅而 退、 已而事 聞 敎曰可 賜金 

而兩以 爲其資 乃 付 諸 冶 堤 之 民、 得 永 弗 怠 其 事、 且植 桃李 梨栗于 卜： 以爲蓬 實於戯 聖代 視民如 子 則 祌之 

心卽 朝廷 之 心 也、 因 名 其 堤 以文 命 勒石以 詔 後世、 時享保 丙午 夏 五月 二十 五日 

武州橘 縣川崎 冠帶 老人 田 中 丘 隅敬識 

東都 徂徠 先生 奉 敎刪潤 門人 平 義質書 

四 八 三 
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  四 八 四 

文 命 西 堤 碑 

故 岩 流？ i 堤大 n 垛今 改名 曰 文 命 堤、 (丘 隅) 欽街 官命 來修 之、 肇建 神 禹祠因 以名之 事詳東 碑、 共賜宦^^ 

金 二十 兩其華 栽 桃李 共 E;^ 植梨栗 以爲歳 時 祭祀 之资 也、 乃 令 曰百爾 子弟 搏 h 運 石、 歲以爲 例補簿 漏而賽 

神 勉旃勿 怠遂勒 謹吿諸 千歳、 武藏國 川 崎 田 中 丘 隅 立 

東都^ 徠 先生 奉 敎刪潤 門人 平 義質書 

丘 隅 武州川 崎 驛長田 中 兵 庫 

祖徠物 部茂鄕 荻生惣 右衛門 

義質三 浦 平 太夫 

off 学 萬 章 下 交際の 章の 問に、 交際 は (禮義 幣帛 を 以て 交接す る をい ふ) 固り 恭/、 して 辭讓 も亦恭 とす 

乃ち 之 を卻事 ぁり是 を卻 して 不受者 を は 人 便 以不恭 とする は 何 そやと、 孟子の 答に 凡そ 人の 餽を處 する 

に 故な くして 卻る もの あらし、 もし 尊貴 我に 賜 ある 時 己 か 心に 竊に其 賜物の 自て來 る 所 を 計り、 疑て 此 

物 を 取る は 義に合 か 抑 不義なる かと、 曰 必す所 取義に 合て 後 是を受 く、 然ら され は 之を卻 す、 是 今の 世の 

人下箇 自己の 廉 をのみ 知て 尊者 交際の 魏 物の 恭を省 見す、 夫 尊者 は恭を 以て 我に 賜 ふに 我方より は 逆に 

共 非義を 探り、 尋ねうた かひ 計りて これ を 卻る是 刻薄の 意 を 免れす、 其 物 を 鄙ん して 其 人 を輕ん する 也 

之 を 以て 不恭 とす、 故に 君子 は 尊者の 賜物に 於て 受 へし 則 受て卻 さる 也と いへ hN、 私 曰 凡そ 君 父の 不是 

底 を 見さる は臣子 忠孝の 誠意 也、 然れは 君 父の 恩賜 はたと ひ 如何なる 物 を も 恭拜受 すへ し、 此を 以て 知 

れ假令 君より 夫なら ぬ 事に 綠 を沒收 し、 官職 をお しさけ 給 ふと も、 一 念の 恨 有へから す、 父母 我に つ- 

れ なくと も 其 心に 達 ふべ  からす、  然らす は義に 於て 正しく 理に 於て 曲す とも、 亂臣 賊子の 分齊 をの かる 


【？- 
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へからす、 亦 我 身に 災禍 病惱 あらん 時 も 貧^ 患難に 遇 ふ 時 も 1K を 恨み H< を咎 むろ 心な かるへ し、 .V 方擧 

者 廉の名 を 立て 名分 そ 義理 そとて 自 知り 顔なる は、 一 箇の 我執に 局して 臣 子の 情 を 忘る、 も 多き にや 

〇 享保十 一 初秋の 季へ 東都に して、 松 平信 濃 守 主の 家老 諸 岡 常 右衛門 を 用人 久 布目 乂右衞 1:^^ 傷して 自 

も 刀に 伏しけ る、 是諸岡 毎に 邪 慾に して 人 を 苦しめ 簡略の 名 を假て 民を惱 し、 領內 家中 恨みに 不堪し お 

とそ、 貞享の 初 堀 田家 を稻 葉某營 中に して 誅 か」 しと 一 般の 事に や 

〇 護に 猿の 狂言 は 見ぬ からお かしく 侍る と 也、 寵厚 蒙りし 人 等の いへ る は、 君恩 山より 高く 海より 深し 

戰 場に 一命 を輕ん し忠を 拙ん て、、 平生 も 御爲. 驟 かに 思 ひ 奉らし と、 かくて 其 人の 行 を 見れ は^ 士 をな 

やまし 百姓 をせ たけ、 君の 御藏に 財 多く 聚る を御爲 とし、 善人 をし こちお とし 侫人 をす、 め あけ、 己れ 

か黨 をむ す ひ 勢ひ猛 ならん 事 を 欲し、 萬 ひいきの みに してや はらけ る 事な く、 實に此 志 を 以て 萬 人君 一 

人 を 恨る 事 限りなし、 是心は 君臣 實は籌 敵な り、 せめて 其 身 一人 か戰 場に おもむきな は 日 比の 言に も 恥 

もこ そせ め、 勇士 は 己れ に媚 され はしか/ \詞 かけす、 法 者 も 詞を盡 しける 時 は不淺 親しみけ り、 かく 

あれ は あら かしめ 先 其 そな へ 違へ り、 {是 に 古人の 損益 を も 聞す 武略に もうと く擧 文に も 闇く して、 君の 

爲を おも ふとい ふ は 猿の 狂言に 同し 見ぬ からお かしく 侍る 云々 

太閤 記 小 瀨道喜 か 筆記 (元 和 二 年) に 見えたり、 此記其 世の 事 を 筆して 人の 心得に もなる へき 事 多く 

あれと、 今 は 見る 人 もな くや 侍る、 聖賢の 事を讀 こそ 難から め、 せめて は是等 をな りと も 見て 我 身 を 

省 は、 君に 仕へ る もの、 便りに も 成なん 嗚呼 

〇 今年 畿內及 ひ 濃 尾の ことき 八月の 末に 至る 迄 風雨の 災も なく 田禾豊 登せ り、 然るに 九州 は 所々 洪水の 

聞え ありて、 七月 六日より 十一 日迄筑 後な ど 大雨 風 雷水大 かた 平地に 丈餘 りた かく、 四國 なと 盡く 損せ 

し薩摩 かた も 同し なと 街談 まち/ \- なる、 尾 東の 地 三 遠 は 所に より 日て りに 稻枯し 所 も 多 かる、 東西 風 

氣同 しからす 愁喜 も亦異 也、 浮世の すかた 常は斯 .Q ことし 何 を か 見て 深く 事に 執し 侍らん 
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〇 丙午 重陽 菊 未開と いふ 事 を 人に 勸 めら れ しま、 

雨 塞き まかき のきく は. おやらて 秋よ すゑ 野の 露 そかた ふく 

〇 十月 殴 下 (一 1條綱平公)御辭表右大臣家(近衞家久公)關.^^官ー下ぁりて左大臣に轉.せさせまします、 內府 

(一條 兼ォせ 公) 右大臣に 任し 給 ふ、 中 院通躬 I？ 內 大臣に 任せられ ましく 頓て辭 表 ありし (攝淸 家の外 

は此例 多し) か は、 九 條の左 大將家 (幸敎 卿) 內 大臣の 宣下 を 蒙らせ 給 ふ、 同し 廿 三日 新 殿下 御 奏慶と 聞 

えさせ まします 

〇 隋 ，の 害 借 音の 字 多し、 是を會 せす して 讀み 和點訓 をな せし 故 通せ さる 事 多 かるに や (古書 借 字 多し 

g: 害の 如き は 朱 子旣に 書して まと はさら しむ) 辨 して 讀 へ し 

〇 或 人 七十の 贺 せし 主 殊に よろこ へ るそう たて 露 消ぬ まの 命 をき たなく 執し、 猶百 とせな と 人の へ つ、 コ 

ひい ふ を 嬉しく 思へ る さいつ 比に や 女 借 子 (志 水 法師) 

なか かれと 誰も やお もふ老 らくの 身の くるし さ を かねて 知らす る 

と讃 りし 事 をお も はれし は 法師 老の後 歌の 事な とたつ ねし 人の かたへ 

1: につく 杖に すかり て 今 もな ほ わけ こそ まよへ 敷し まの 道 

其 人 

くれたけの 未 かけて しるへ せよ わかしき しまの 國 につく つ ゑ  幸 閑 

とい ひ 送りし、 老人の ことくに 心得 額なる もき て あれ かしと おも はる i、 彼 法師 か 常に 物 ことに <il- 

は 忘れし なと 知らす 顏 なりし はおく ゆかし かりし 

〇 位袍 はさら 也 なと 宫 家の外 は 着し 給 はぬ ゆ ゑ、 今様と て 時尙し 侍る もな くや 侍る、 女房の 小袖 百 

年，；^ と 今と： 1: しからす、 染物 縫. f 昔に 似す (予か 祖母 中和 門院の 女 蠕に て 其 小袖 ふる ひなから 今 家に あ 

り 古代の 物に 近し) 人の よ ひ 名より はしめ 萬の 器物 まて 古今のと な へ すかた 同し と は 見す きかす 力 は 


る ましき 佛具さ へ 昔 山門 南都の 古寺に 有し 物と 異なり、 建 仁の 比 千光國 師人宋 より 法衣 も あらたまりし 

とか や (無住 老師の 記に 見 ゆ) 近世 隱元 禪師來 朝の 後 萬つ 黄蘖 のす かた を 人 好みて 世に 弘く W ゆ、 末々 

又 如何なるへ きとお も はる X、 舉 文の 道 も 今 は ひたすら あらたまりて 爭 ひもます く 多く 侍る にや 

〇 仲冬 廿 七日 雪 降 春 日の 御祭り なり けれ はお も ひつ、 け 侍りけ る 

さそな けさ 檜 原 松 はら 白た へ に 色 もてはやす 雪の たま 垣 

雪 夜 和 人 韻 

满 班 江 光 銀界寬 心頭 轉不 遂囘灘 安 門 無 問 返獣椅 雪雾 扁舟 月獨寒 

〇 或 人の 家に て 述懷の 歌よ みける 時 

し はし 身 はたと ひ 安 をぬ すむ ともこ、 ろの うれ ひなき と きゃある 

〇 年 くれはて、 貫首 小 松うる 聲 もい そかし、 まして 事たら ぬ 宿つ らし、 貧 裡無錢 能 使 鬼 古 詩吟して 人の 

方へ 申 送け る 

世のう さ を うれ へ あはせ て 歎に も満 まてかぬ る 身 そつれ なけれ 

恨ても またな くさめ つ 老か身 は 今 幾 ほと、 おも ふ はかりに 

歲暮 

あす は 來む春 もお も はすした ふかな おし 見なれ ぬる 年の わか 

〇 老 去て 看る 事を怕 る、 新暦 日と はいへ と 柳 眠 いっしし か 春み-催し • 

元 辰 戲れに 筆 を 試む 

新 舊誰分 半夜 梅 老 添歲鈹 報春來 笑 誇雅子 滿堂當 • 

あけて けさ 古 を ままの 草 も 木 もな とめつ らしき 春と 見 ゆらむ 

〇 元旦 子 日な. ON けれ は 
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明初る 空の けしき も 更にめ つらし 
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初 n さす はつねの 松の ひと もとに 千と せの はるの 影 こそ こもれる 

^^^祥光紫に^s^郊瑞露靑しほとなく渉七の佳辰になりぬ、 長懷復 舊懷 界如院 僧-止 公に 巾て 世 をの かれた 


まひし (十一 一月 一 一命 ありし) 此_ ^文お とつれ てあらました か はす 

る 事 を 知ろ なんと 書て 

辛苦^ 辦 六十 年 迷 岐尋外 遺南遷 春風 提起 吹毛劍 

和 を まいらす 

暮鼓朝 鐘 春 幾年 卽今 一 化 歲月迁 世 綠絕影 江邊柳 

のかれえ て 春 こそ 春の 長閑 さ をう きょの 外の 花に しるら む 

〇 潜齋 老人 人 日， 口吟 

生茱 今朝 試欲排 霜 凝 畦 苑卒難 消 

和 

春 野お 可 藜 秋 挑 鶯歌更 唱百憂 消 

0 法藏忠 律師 歲^ 垂示-云 

能： S 除軟 粥 飯 習 氣莫誤 落 節 那獲鞋 

謝メ 云フ  白 t& 翁 

歷洛 春光 風流 忽對. 皇乍慙 想 


#i 铷， ケ脫し 心頭 悄然と して 春 自春在 


截斷陰 魔 心始圓 


三 徑花靜 竹杖圓 


江 邊水碧 受春早 苔 鮮躍波 傍柳條 


東風 雖未 解殘雪 新 見 金 花 白玉 條 


花 開 西方 活佛國 


無 着 一味 阿， W 陀 

〇 七：：！： 七 nj^ 牛 織女 一 一星の 16^ 和漢 尤舊 たり (齋階 記 博物 志 以下の 浪說 也) 然るに 初秋 夜半 天に 中す る もの 

は河簌 (三：： S 織女 (四 星) にして 牽牛六 Bif: にあら す、 もし へ より 牛 宿の 度 十 一 の 星の 中に 河 鼓 ある を 誤 

りれ-に i# やとい ひしと かや、 河 鼓！： は 軍鼓 鐵絨 をホ： とり 關 梁の^ 難 を 担く 德 あり、 綠女 ( 一 名 須女星 一 

跋絲綿 賓玉及 ひ 女 功 を 主と る、 然るに 二 星 を 夫婦と して 祭る もの は不 司な りと かや 


尻 


〇 天河 詩 (小 雅) 維 天有漢 といへ り、 漢は 白色に して 遠く 河水 を 望む か 如き 故に 河と 稱 する は 其 象な り 

博物 志诲と 通す とい ひ、 物理 論に 漢は 水の 精 等い ふ は 虚妄 憶說 のみ、 正 法 念經に 釋提の B 吐， 所氣 連る と 

いふ は竺 土の 俗說 なり、 天經或 問に 望遠鏡 を 以てう かゝ へ は "大 漢と いふ もの 實 に是れ 小！： 生の 陰れて 見え 

さるもの、 然も 微 にして 甚攢聚 一 帶す、 蓋し 天 體通明 映 徹する に 因て 諸 星の 光 を 受け、 幷 合して 一 眞白 

線の 如しと いふ、 是 古しへ になき 說 なり、 按 する に漢は 天の 四 象の 一物 體 なり (日月 星： iK 是を四 象と す) 

大陽は 日 大陰は 月 少陽は 星 少陰は 辰な り、 辰と は即此 天河に して 斜に天 緯を絡 ひ、 微星 めつ まりて 此に 

係る 所以 者な り (辰 を 以て 星な きの 處 とす 又 非な り) 

〇 近年 神道 者 流 か妄談 に牽牛 織女の 河 會は本 ト我國 の 故な りと、 種々 の 憶 說を迭 ろ 又 一 笑す へし、 - おする 

に舊 事大 成 S  (偽書に して 國 家の 禁也) 云孝靈 天皇の 廿六年 正月 倭迹曰 命 無， 夫、 而 S 遂 生-一 奇兒 f 胞袋 

不レ 破如レ 玉、 屮 有-男子， 淸 通欲レ 破、 2? 而不レ 破 其 夜 升灸成 i 、今 在- 1 銀河 1 袋星是 也-ぶ.^、 此等齒 牙を勞 

する に 足ら さろ 造言 也、 祌道者 流 七夕 まつりの 本據 とす 呵々 

0 梅雨 (碑雅 四時 纂耍碎 金錄等 諸說ー 定 ならす )一 --曰 甲乙 ノの年 は 芒 種の 後 第二の 壬の 日 入梅 廿ー 日 也、 

丙 丁の 年 は 同 第二の 甲の 日 入梅 七日 あり、 戊 己の 年 は 同 第二の 庚の 日 入梅 十四日 有、 庚 辛の 年 は 同 第二 

の 戊の 日 人 梅 九日な り、 壬 癸の 年 は 同 第二の 丙の 日 入梅 廿 一日 是も亦 一 決し かたきに や、 五雜？ ^に 三 四 

月の 問 (淫雨 やます して 物徵 腐す る を 梅雨と いふ、 徐淮 より 北 六 七月の 交 愁霖不 止 を 梅雨と 云よ し、 我國 

いにし へ. より 歌に 詠す る 五月雨と しらは 何 そ 日 數を定 むへ きに や (俗 架 花 落と 書 露 入と 書く も 十 ：！ しへ 無 

之) 十月の 時雨と 對也 (液 雨是 也) 本草 綱目に 立冬の 後 十日 を 入 液と し、 于 雪に 至る を 出 液と すと いへ る を 

以て 知るべき のみ  _ 

〇 後奈良 院の 天文 廿年 辛亥 以西 己 余 亞國の 蠻客我 肥 前 國に來 る、 是 より 契 利 斯當か 邪敎九 國に弘 まる、 

後陽成 院文綠 中 太閤 秀吉其 人民 を 欺 惑す るを惡 み、 彼 主 者 (伴天連) 六 人 其邪黨 (以留 萬 等) 一 一 十 餘人を 刑 
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す、 (京師 大阪を 渡し 長綺 にて 磔 にす) 寛 永 十四 年 丁 丑 肥 州 島 原に 彼续徒 起り て亂 をな す、 同 十五 年 戊 寅 

正月 城 を 攻め. S を 誅し給 ふ， 慶安明暦及び寬文始に至て猴^^^類ぁりて諸園に搜し捕しめ悉く刑し、 天下 

に 殿 令 を 下し 毎歲 有司 をして 是を钆 さしむ 

以西 巴爾亞 は聊蘇 根本の 地な り、 邪 徒 大竺の 南 iB< -呂宋 阿媽港 (sf 寨 Q 諸國を 取て 邪宗 盛 也、 中世 以來 

其 國の舶 我と 通商せ しか、 寬、 水 十五 年 以來來 貢 を 禁し交 を 結た まへ り 


0 尻 卷之 七十 九 

〇 我 を あぬ (ヮヌ ) とい ふ 事 久し、 日本 を 倭 奴と いふ も 此國の 人 異邦に わたりし 時、 いづれ の 國人ぞ と 問 

ふに ヮヌ 國と唱 へしより 國號 なりと おも ひ、 すべて 俊奴國 とよび しと かや、 唐土 人の 書し ま. -に 倭の 字 

を 用 ひ 来れり 亦 和と も 書く 

倭 (鳥 魁 切に て 音燈謹 順貌と 字書に い へ り) 

和 I, 戶戈切 音禾順 階に して 溫 なる をい ふ 去聲の 時は應 和の こと 亦 調和な りなん とい へ り) 

始 より 我國 -3 爲に 倭の 字 を 唐土 人つ くりて 呼し にあら す、 旣に 詩經に 倭の 字 ありて 上久 よりの 文字な り 

たま/  、 我國 人の 言葉な 聞て 音 を かりて 倭 奴と 書し ばかりな り (あぬ とはァ はわれな りヌ はのと 同し) 然 

るに 近世 我國或 書に 俊と いふ 字雅 名に あらす、 和 を 以て かへ て 佳なる よしいへ り (唐 書に 倭國の 目惡其 

名不 雅改爲 日本と 云々) 唯是 もろこしの 文 をのみ 見て 我國の 故を考 へす いふに や、 日本と いふ も 才ネヒ 

ノ モトと いふ 言 (是天 照 太 神の 德號 にして 深き なら ひ ある 事な り) にして 唐の 時 始めて いひし にも 非す、 

凡そ 文字に 意な し 只々 音を假 のみ、 (梵語の 譯 字に 其 音を假 ると 同し) 近年 一 種 Q 學者 萬づ からの 風を妤 

み我國 Q なら はし を 野卑と し 侍り、 日本 きら ひ あろ ゆ ゑに 天下と いふ 言 も 唐土なら ではい ふま じき やう 

に 心得、 去 ほどに 異邦 をた つと みて 中華 國杯稱 して、 ひたすら 曆を うけた る 臣國の 如く、 我 中津國 をお 

としめ ける は 心 ひかめ るに， 1 そ 俊の 字 を 以て 不雅 とせば 何ぞ 正史に 用ゐ耠 ひしゃ、 日本 紀等 を考へ 見る 

べし 

倭國造 倭大國 魂；！！： 倭^ 命 倭 直 (此類 翁 一 一 一なら す) 

其 他 詔 命 勅書の 文に 倭の 字 を 用 ひ 耠ふ事 毎な.^、 豈 一 偏に 不雅の 文字な. リと いふべき、 投 等の 畢 者に 對 
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して 角 口 せんとに は あらす.. 倭 書 を 見る 人の 爲 にあら まし 書し ろし 侍る (和の 字 も 倭の 音に 近き 故 取 用 

ひて It- に 書し) 

京師 淺見 安正 か學も かたお ちなる 事ながら、 彼が 中 國辨は 犬に 我 國に忠 あり、 護 國隨筆 等の 如く 倭 風 

をい やしめ あざけり たるに は 似す や 侍らん 

〇 六月 九日 (巳の 時) 束 都 小 傳馬町 三 丁目 H< 火、 折節 南 薰强く  の 方へ 市井 四十 餘町、 佐 竹 右 京大 夫宗對 

馬 守 松 浦 肥 前 守 等の 舘を はしめ 數十ケ 所、 舆德寺 以下 二十 餘院 委く燒 失し、 はて は 東 叙 山の 東 金 杉み の 

わに 至り 申の さかりに 火 止まりし とぞ、 夏日の火事近年聞侍らす^^に希有の事敷 

〇 或 人 一 方の 奇藥 あり 老を 退け 眼 を 明らかにす とて 調合す、 人々 なら ひ傳 ふる 事 を 欲し 侍る、 其方 蓮 肉 山 

藥に雀 十八 羽の 肉 を 霜と し 合すと 云々、 昔鎭 江の 范氏か 妻 療法 を 患て 死に 瀕し、 道 人 奇藥を 敎て鵲 一 百 

首に 藥米を 飼 ひ 三七日 を 過て 其膽を 取て 藥を 合すと、 范氏 やがて 百鹊を あつめて 飼 ま、 死す る もの あれ 

ば K 共數 を充、 旬日なら すして 公用に 依て 出つ、 其 妻 鵲を觀 て 歎息して いはく、 我 一人の 病 を もって 

物 命 を 損 ふ 事 巧餘に 至れる か、 其 不仁 何ぞ甚 しき 其 寧 死す とも 豈 これ を 殺す に 忍ばん やとて、 籠 を 開き 

て 放てり、 夫婦り て 之 を 聞て 怒り 責む、 妻 敢て悔 ます、 已 にして 重病 を經 すして 癒たり、 初 久しく 子 あ 

らす 此年忽 孕て 男子 を 生す、 兩臂鹊 の 形した る黑痣 ありし とか や、 感應編 圖說に 見えたり、 嗚呼 物の 飛 

走は猶 人の 行動の ごとく 其 镜蟄は 人の 寢 所に 等しく、 其 巣 穴 は 人の 宫窒の ごとく 物の 胎卵は 人の 孕 育と 

-  ズゴ モリ ムシ ゴ モリ 

同じ、 然るに 飛 を 網 射し 走 を逐捉 して 生 を 得. さらしめ 穴 を 壙巢を 覆して 安き を 得 ざら しめ 胎を 傷り 卵 

を 破り 育 を 得 ざら しむ、 殺 機渐く 熾く 手段 渐く 滑に 忍び 殘害 をな し 口腹の 慾を恣 にし、 あるひ は 病の 爲 

に 物 を 狡して おのれ 生なん 事 を 謀る 類 ひ、 これ 不仁 不 慈の 極に あらす や、 夫 國君は 春 田に 澤を不 レ圍大 夫 

は 群 を 捻 はす 士は麝 卵 を 不レ取 ぽ禮に 見えたり、 且昆蟲 朱 蟄の時 火 田せ す 卵 を 取らす 覆さす、 宗廟の 犧牲 

に すら 牝を用 ひす、 蟲胎飛 is 類な 殺さす 等 正しく 記に 載て、 聖人 物 を 愛し 仁 を ひろくす るの 政 を 見す、 
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止 事を不 得して 狩す る は 一 つ は 田 穀の害 を 除き、 一 つ は 武を講 し 兵 を 治る 國事 にして、 私の 遊與 をな し 

猥りに 物 命 を 損 ふに あらす、 世人 妄 意に^ を 好む は 聖賢の 罪なら す や、 況 ゃ釋敎 のい ましむ る處を や、 

殺 業 尤^し き 故に 遠 庖猶耳 を 掩て鈴 を盜に 近し とせり、 心 ある 人よ く 思 はさろ へ けんや 

〇 法寳大 法師 (道 式 謚號) 書 紳云害 善 之 法 偏 〔且遠 之 損 惡之道 益 其 用 之 口 無自伐 心無 自欺勿 抱.^ 竄勿 5^ 外^ 

欲 人 之 眷畜已 之 私 殺 義之始 陷禍之 基 自特其 德必有 餘議自 矜其達 必有餘 非 云 々 頻驚光 影 坐 勿 消 時 色 蕉虚質 

非 汝久欺 蓮華 淨土是 汝眞歸 云 々 (天 笠 別 集) 

亦 彼 師の金 園 臭 中 施 食 文に 惟 願面 玉 鬼王大 權勝士 慈善 重心 普攝 無量 無邊 恒河沙 餓鬼 之 衆 悉來我 所 受カ我 

所 施 無 遮 無 礙淨淸 法 食 云々 

〇 邪解奸 曲の 語を說 て、 人に 僞心を 生せ しむれ は必 他の 善心 を 損し 功德を 破ろ 罪是 より 犬なる はなし、 

とにかくに 口 業 をお それ、 是に 付ても 一 向口 稱の 聖號 おこたる 事な かれと、 或師の いましめられし こそ 

おのれ か 云 爲も恥 かしく 覺ぇ 侍りし、 夫なら ぬた に 人の 聞に 違 ひて 恨み ある へ き 言の葉 もちり やすき を 

自 いましめ 侍る とて 

あしま、 J  く 棚な し 小舟と も すれ はう き 世に さはる ことの 葉 もな し 

〇 世に 習俗 時勢 あり、 凡 今一 衣 一幅 一 器 一物 一字 一語 種々 の 所作 區々 の 所爲、 ー蟒 一人より 唱 へて 四方 

むら かり 起り て 一時 之に 隨ふ事 あり 時尙 とい ふ (竹 窓 二 峰) もと 放 事 あるに も あらす、 さの みもと 與 すへ 

き 事なら ねと 其 世 一同に おもしろき 事と す、 異邦 も 我國も ひとしく 侍る にや、 過し 年 難 波の 戲場 にて 明 

季の國 姓 爺 (名 は鄭 成功と いふ 永 曆帝朱 氏 を 賜 はりて 尊 親して 爺と よ へ り 故に 世に 國姓 爺と 稱 せし) 軍功 

なんと ありし さま を 傀儡師せ し を、 時人 面白き 事と し 一 年 見て あかす、 此 奉も猶 同し 事の みせし 梨園の 

戯子 もまた 之に 習 ひて 藝を 巧みに せし か は、 亦 人 群 をな す 京 も 東都 もお なし 事 をな すに 看 的 人 大に喜 ふ、 

これより 木 偶 優者 はさら に もい はし、 萬つ の 弄 器に も 此事を 作り 一 時の 題 話に も此 戯れ を 打た せす と 
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いふ 事な し 是も亦 時勢と いふへ きのみ 

〇 朝廷 今 n:ji 略 一 一品 あり 堂上と 地下と 也 

堂上 之 補 略 

攝關 左右， 大臣 (前 職攝閥 前官 大臣) 內府 (前官) 儀 同 三 司 一位 大納曾 (前 宫) 

中納言 十 人 (前官) 參議八 人 (前官) 非參議 (官卑 にして 一 一三 位に Ini^.^ し 上 は 或は 前宫當 厳の 人々 多し) 

まてな 公卿と 稱す 

藏 人頭 (正 四 位 上に 始る辨 官中少 將侍從 等も此 事な り) 藏人 (正 五位 上に 始る此 中に 諸官 なし) 

六 位 藏人ハ 《^ 殿 を jy し 人々) 

是 迄み 殿上人と 稱す但 六 位 は 別なる 敷 

地下 铺， M  (地下 は 正 四 位下に：^ る) 

. 外 記 方 大外 記 少 外記權 (大少 ) 史生 文 殿. 史生四 人之內 二人 をい ふ) 召使 陣官 人內竪 (兼 主 鈴) 

兵 ii^^ (翁 主 主 代) 鼓師 ^師 忌 部 (御倉 小舍 人中 翁 之) 

. 左 馬 右 馬 寮 左右馬^^舍人(八人) 掃 部 察 造酒 司 大舍人 (字シ レス 使 部) 

右 を 外 記 方の 官 人と 稱す 

官務方 左太史 右 太 天 左右 (大小) 左官 掌 右官掌 召使 主 殿 寮 生 火， 官人 火 師 

松 持 門 部 (一人 は 佐 有 一人 は 左 SB^) 內舍人 大藏省 年預 大工 寮年預 近衛 府 生年 預 大藏 省府生 

左 近 府鈹師 同^ 師 使 部 術士 御 香水 官人 德鉢官 人 (同 鉢 之 役人) 

四 府兄部 右近 衛府 沙汰 人 I 駕輿丁 八十 五 人 兄 部 之 沙汰 人 共に) 藏人方 出納 內藏 寮年預 

近衛 鹿 頭 内 藏寮官 人 史生 右近 府鼓師 同鉦師 御藏 小舍人 行事 所 戶部主 

內膳司 大膳職 圖書寮 主 水 司 修现職 上 南 坐 下 南 坐 釜 殿 (仕 人) 


鹽 


院承仕 (御 經藏 經師) 大佛師 檢所 

^取 大工 大針 御 牛 飼舍人 (御 車 副 御 車大工) 

外 記 官務兩 局 及 藏人方 

典藥寮 針 博士 陰陽 士 御厨 子所預 供御 所預 上 御藏 下 御藏 御壹召 次長 

院廳 同雜色 

大 經師院 (經師 )  .• 

撿 非違 使 方 判官 看督， '長 使廳 火 長 調度 懸 御隨身 

伶人 非藏人 上 北面 (院 ノ藏人 同非藏 人) 下 北面 

此 外院， 諸大夫 親王 家 殿上人.^ 諸 大夫攝 家淸花 家の 五位 六 位 等牧擧 にいと まあら す、 衰 へたる 末の世と 

は 申な から 猶 九重の 官家 ゆ、 けく 物せ させ まします にや 

〇 享保ー 一年 丁酉 五月 十 1 一日 對馬侍 從義方 朝臣 を營中 へ 召し 朝鮮 國五隣 好の 聘使來 * 亥 秋中來 朝せ し む へ 

きょし 御 年老 を 以被仰 出 

〇 後 京極攝 政の 

からさき やに ほてる 神に 雲き えて 月の こほりに 秋風 そふく 

此歆を 或 上人 水 想 觀の說 法に ひきし はいと よく 叶 ひける にや 

〇 寂 蓮 西 行 定家三 夕のう たの 外 霧 立の ほる 秋の ゆ ふくれの 歌 を そ 小 倉の 百 首に も 入られし 

續後撰  藻 壁 門院 少將 

詠る にぬ る たもと を うら 見ても 身のと かならぬ 秋の ゆ ふくれ 

同  源家淸 

すて はて A あれ は あるよ のなら ひに も猶 ものお も ふ あきの ゆ ふくれ 

WI 九 五 
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これら もまた 秋 夕の あはれ なる すかた にこ そ、 身のと かならぬ とい ひ亦猶 とい ふ 一字 尤感 あるに や 

近き 比 京人？ の 玉と い ふ 書 を 編て 秋の 夕暮の 數十首 入れ 侍る 

〇 親 後 撰雜耿 

本草 を ひらき 見て よめる 丹 波經長 

おしへ をく その ことのは をし る へ にて 四方の 草木の、 〕 、ろ を そわく 

帝王 圓阅を 書 侍る とて 屮原師 光 

祌 代より 今 我 君に 傳 はれる 天津 ひっきの 程 そ ひたしき 

共 (糸々 の事讀 るうた は 一 しほ 骨に 入りて 侍る にや、 

按 する に圆阖 とい ふ は 今 世い ふまる 系 阖の類 ひか、 同 集に あきつ はの すかた の國 とい へ る は 日本の 事 

なり、 此號 一一-部の 本書 等に は 見えさる にや 

〇 九月 十三夜 雲 立お ほひて 月 かすかな り 

露^る まかき の 菊 はう すまり ていと 、すかた もたらぬ 月 かけ 

顯輔の^^の秋月のすかたは多らねとも(風雅藥)とょみ給ひしにゃ(十三夜のぅたなり) 

〇 入々 題 さくり て嬈 t 鹿 を 月な から 端山の 紅葉 あけそめて 遠 さかりぬ る さほし かの 聲 

〇 駕性院 の 上人 (美 濃國 伊志良) 長月の 末にと ふら ひ來 ませし 山寺の 秋 如何に やなと 申け るに 上人 

とふ 人 も なきやま さとの 秋 はな ほさ ひし さ を まつ 入相の鐘 

さ こそと 見る 心地 そす る 返し まいらす 

さ ひし さの ゆ ふ へ はま さる 鐘の音 も かこち やなれ し 秋の やま さと 

〇 九月 盡 めくり あはん 程 をた のみし むかし さ へ とまらぬ 秋 をよ そに や は 見し 

〇 神 無 0: になり ぬ 散 稍し 紅葉の み殘 りて へ たて ゆく 月日い と 、 いちは やきに 袖 さむく 何となく 哀れなる 
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あした 

雲 はな ほし くれぬ ほとの 朝 あらし 何 をた よりて 袖の ぬるらん 

若木の 樓は いまた はくら 葉 も落盡 さるに、 野邊 にあり しとて 人の 土筆 を 贈りし、 珍ら しき はさろ 事に て 

かく 時に 先た つも あまりに 與な くや 侍る、 水仙 花 初冬 茶人 開 爐の比 わつ かに 見る こそい さきよ くい はん 

方な し、 亦 九月 も暮ぬ 先に 見た る はた そかれ 前に 燈火か  >- けし 心地 そす る、 され は 花 は 待 ほとの 心盡し 

に 峰の 白雲 を も 夫 か あらぬ かとた とる f  3 そ 情 あれ 秋 冬の わすれ はなけ しかる さまに や (八朔 梅 葉 ありて 

花の 見 ゆるい とおかし からす) 世の中の 事 も かく こそ あれ、 時に 先た、 すまた おくれさろ はこ、 ろに く 

し、 物の 初 終り こそ 又お かしく も あはれ と は 見る 

〇 母の 植 置し 橘 (うらみ かんとて 實 いと 大き やかなる) 十 餘年を 曆て其 木 丈に あまりて なほみ のら さ.^ し 

か、 今年 乙 巳の 秋 葉の あいだに つや、 かに 橘 子 を 見し こそ あはれ なき 世の かたみな りけ りと おも ふ もな 

つかし、 袖 ふれて 猶 むかし こ ひし 

しくれ ゆく 秋の 梢に あら はれて 袖 もむ かしに 句 ふたち はな 

〇 維摩 院の 僧正 退院の 事 を 公府に 啓し まします 頃 (三十 七 年の 擔抑 鎖を脫 せんと 欲すな と 書て) 

幾と しか 賴 みし 道 を 踏 か へ てい まよりも との 鄉 をた つねん 

かくき こえし か は 返しと て 申 侍りし 

踏 わけし 道より 外に 道 や あるかく も か へ る も 法に あ ふ 身 は 

〇此，.！ 肥 前 (平 戶邊) 日て りして 田園 あれ、 八月 暴 虱 ことに あら，/ \ しく 洪水 あふれて 稻禾 こと/、 く 損 

亡 (凡 四 萬 石餘) のよ し 松 浦 家より 啓 せらる、 其 他 九州の 地 風雨の なやみ 大 かたなら す こそ、 浮世の さま 

年毎に 災妖 變異耳 をお とろ かす 計りの 事 いっとても 聞 さる はなし、 かくてう き 事し けに 過 行 も あやにく 

におろ かなら す や 

 ！,  四 九 七 


0 


  四 九 < 

〇 報本會 (卜 月 十 夜) の 頃觀無 景-, 經を讀 ける か 厭 苦 緣の意 を  , 

しの ひ 5^ ぬしけ き 歎きな， ^ り 積て 世 をい とふ へ き 道 やた つねし 

0 府下 七 寺 古 藏經の 中 金剛 頂經觀 自在 王如來 修行 法 一 卷 (靑龍 寺 東 塔の 藏經と 云々 是 1^ 山黑 谷の 報恩 藏 

なり) あり、 奥の 題名に は阿彌 陀怫誦 法と 書せ り、 是 安元 三年 四月 十三 日 書寫の 古本 也 (大 中臣 安長 朝 

臣 寄附の 經 なり) 

〇 去 寳永四 年 甲 午 一二 州大濱 茶店の 者 罪 ありて 豆州大 島へ 流し 遣 はされ し、 其 父母 は 罪な かりし か は 所に 

在し 我 府下の 者 (五條 町 治 兵衛) の 女 十一 一歳な りし を 兼て 彼 もの 、妻と すへ しとて 迎 とり 置し、 流刑の 後 

i ^父母， 3 れを呼 か へ し 養 ふ へ きとい ひし かと も、 おさなき 者の 打な けき て 一度 こ、 の 老人 を 親と し 其 人 

を 夫と きく 名の ありし、 今 不幸 ありと もい かて 老夫婦の かく 便りな きをお も ひすて、 歸る へき、 只 其 儘 

に 置た まへ とひた すらい ひし か は、 志の ほと を感 して 扨 月日 を 送りぬ、 うき 中に そ 人となり てこ としは 

廿コ； にやな りし、 養父母な けき て 我 子 遠き 島へ 流されて 今 は 十二 年に もな りぬ、 然るへ きかたへ 緣 にし 

もとめて 嫁せ よなん とい ふに、 泪 かちに かく 年月 を 經るも 今 一 度 あ ふ 事 も かなと 思 ふ はかりに て そ 侍る 

老た まふ 身の 御 ありさま を 見る にもい かほとの 得よ は ひと も覺 えす、 其 程 仕へ まいらせて こそ 我 本意 も 

通りぬ へし、 百年の 御 事 も 候 は、 頓て 尼に もな りて 後の世 を こそと ふら ひ參 らせん、 いかて か 人に 見へ 他 

の 家 を 取 まかな ふ へき こ、 ろ 露な しとて いと 孝を盡 せし、 此年享 保 乙 已若其 人命 あら は佛の 御め くみ も 

あれ かしと て、 三寳 にいの り 夏の はしめ より 經文 書初し、 さても 不思議に 彼 Q 男 赦免 を かふむ り 國に歸 り 

侍りし、 其 男 ゆるされし 日 は 三 州に て經 書初し 日な りと そ、 をと こも 其 志 を感し 父母 は 其 命の 內に逢 ひ 

し 事 夢の 樣に覺 へ、 女 は 貞節の 心 末 通りぬ るに もい と、 盡 せぬ 泪 なりし、 頓て 打より 夫婦と なりぬ、 是世 

の 一 奇事 なりと 共 近き 人來り 語る を 聞て、 しらぬ 里の 物語に 袂を しほりぬ、 か 、 る 貞女 は閭 にも 表し 侍 

らん を、 末の世と て街談 とのみ なり 侍る にや、 さても 今 世 大夫士 の 家より 農 商の 末々 まで 女心 さもしく 


"リ： 


尻 


眞 正の 道 はお も ひ よらす け 也、 世の 擧者 なと 鼻の 程お こめき たる もの も 大方 名利 ふかく、. 不孝 不義の 振 

舞 多 かるに や、 か、 れは 家の 內修ら すして 彼 も是も かたまし き 事 聞へ 侍る そかし、 夫に 佛の利 生な とい 

へ は あさけ り そしりて、 已は 因果 撥 無の 外道と 成な から、 聖 中の 聖の 妙法 を 毀り 口 業の 罪 を かへ り 見ぬ 

もの 少ナ からす、 是 等の 事 今日の 事に て虚 ならす、 いかて 貞節 誡 ありて 三寳に 祈らん に 其 験な かろ へ き 

にや、 仰て 之 を 信す へし 必 誹りて 冥罰 を 招く 事な かれ 

〇 智鋒 僧正 退院の 事 上に も 鬼 角 止めさせ 給 ひし 捨 世の 本意し はし 空 敷 事 を 

うきし つむ さため なき 身の はかな さ を ふり 見 ふらす みしくれ に そしろ 

返し まいらす  - 

うつる 身 をし はしと まる も 世の中 はしくれに ぬれぬ たもと や は ある 

〇 光雲 院殿大 夫人 (前 攝政家 御 女 我 公のう へ ) 御辭世 (八月 七日) 

結 ひか へ ぬ 時 こそ 來 つれ 願 ひこし はちす の 露の 花のう てな に 

靜に御 十 念 まし/、 て 御 往生と きこ へさせた まふ、 實に 高貴の 御身と 申つ や/、 佛法 にも 立 入らせ 給 は 

ぬに こそと、 世に おも ひしに よらぬ 御詠 御 臨 末の めて たき さま 聞なる にも、 御宿 世の 程お も ひ やられ ま 

いらせ 中くなる 人々 の 後世の 道 疎々 しき はいとく あさましき 事なら す や、 女院の 往生 和漢の 書に 一 

1 一なら す 男子の 身 恥 へ からさらん や 

〇 勢 陽の 雲 鶴師來 りて 唱導 せらる (西 蓮 寺，) 大經の 無上 功 德の釋 をね もころ に讀し 聞され ける も、 いとた 

.師 に 一 紙 を 書て i; 迗 りし 


、"きし： の 毎に I ズ： > 六の 街に さすら へ そめて よりいく か へ り はれ /-、 しき 心 もな くいた るそう き聲 をの 

^  ,^  ：  ^  -2 流離  幾許  清淨  轉歎 

みき 、 てす 、 ろかなる 宿 こ-さう とけ はいと としつ、.： J なくむ とくに 恥 力まし きつ うと を もす てぬ 誓 ひと 

するとな り  ものさわがしく 靜  甲斐な し 無慙  罪人 

 1  四 九九 
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、 } そ 聞 まいらす もの を 願 無上 功 德をさ へ むくつ けき わなみ をし へ 給 ひける さいはん かたなし や 

^,  吾等 

世上 功 德の心 を 

法の 庭 ちらす 紅葉の ことの 葉 はまた うへ もな き 鷲の 山 かせ 

^一  師は 折からの 錦 をき たまへ るに きくし さ を も 塵の 世に つけて、 この さう のめい ほくと は 露した ま はて 

これ も ひた  >  けたる やうに や 思 ひ 給へ る、 神風の 里に しくれ て歸る ましなん にこ そ、 雲水の する すみいと 

物 さはが し 

たうと し 

あと  めぬ 身と やし くれの ふるさと もこの た ひころ も 打す て 、ゆく 

神無月の 末  白 華 園 (信 阿) 

その かみ 冬の 比 太 神宮 へ まいりし 事なん と 思 ひ 出 侍りて 書 そ へ まいらせ ける 

わすれす よ 御 裳 川の あけ ほのに しくれ ていて し 袖の 月 かけ  " 

鶴師 返しと て 書 送られけ る 

白 や If 園： ：5 阿の 御 許より 三く さの やまと 歌 を 詠して 給 はりぬ、 詞の 花の よしあし は 難 波なら ぬいせ をの 

あまの しるへ きにし も あらね と、 心の 色の 深き 情 は 千し ほに も尙 あまり けん、 かく 淺 からぬ いっくし 

み を 得て、 さうな く 口 をつ くみなん もとお も ひつく はの 山の 塵ひぢ ひろ ひ あつめて かしこき 眸 をけ か 

し 奉る ものなら し 桑門 雲 鶴 

とく 法の ことの 葉 草の 露わけ て 人と こ. - ろの 花 は 見て まし 

〇戯 寄 白 華 阒主翁 釋六如 

^儒 林矣通 神道 窮理歸 心 入釋門 難易 途殊 知樓徑 自稱 人世 白 華 園 

和芳韻  . 


尻  憩 


江 南 雪 裏 梅花 信 風月 歸來 名利 所 塵 世但無 寒机淨 何時 去 入 白黯園 

〇 乙 巳 冬 

梅 先 南 至 白晴軒 竹 隔西斜 暗頹垣 侯 曉宵長 鐘 半夜 添 來花髮 豆摩沮 

〇 仲冬 十 有 七 冬至 適 遇彌陀 降誕 日仍唱 一 絕 

仁 勝 慈 尊 降誕 辰 一 陽 今日 復 金輪 天 根轉處 十方界 將作 無量 壽城民 

同日 香偈 

照 破 人 1K 曼 白 毫曉聲 開 寒 紅花 不盡 無量 香雲臺 

〇 信 は慈實 なり 不 5 疑 力 ハ 不差爽 なり 

シッ カリ ト マコト 二 カタ シ  ァ チコ チトタ ガハヌ 

〇 水 府の常 福の 眞阿 上人 三部 經合讃 七 卷を述 し、 今兹 七月 板 成て 行 はる、 實に 先に 經解 多し といへ とも 壽 

經 親等 別々 に述 して 三部 一手の 注な かりし にや、 此度 淨家鎭 流旗義 正意の 注 出來蓮 社の 至寶 とい ふへ し 

〇 淸板 白骨 觀の圖 あり 新に 寫 して 揭く 

位 山た かしの はやし もろともに すて 》 行 身 を 何 をし むらん 

0 遇し 神無月 法皇 修學の 離宮に 御幸 詩歌の 御與を 催させ ましく ける 時 

山 皆 紅葉 用 紅 字 御製  * 

秋 後重來 古洞 中 合 峰 西 脚 野 村 東 滿山 一様 霜風樹 富 錦 千 稜躐得 紅 

數 しらぬ ちし ほの 棺 かさね あけても みち そや ま をな へ て染 ける 

諸家の 詩歌 も 侍りし 其 中に 正 親 町 一 位 家 

ちらさし と 枝に 色 葉 をむ す ひ をく 

シラ クレナ 匕 

白 紅の 瀧の 水引 

〇 已十 一 月 四日 法皇 禁理 へ 裨幸 御遊  - 

五 2 


五 〇一! 

左方 參 音 聲 慶雲樂 

万歲樂 (窪 左 近 將監辻 I や M 守) (近 富 近 任 ズ窪左 近 將監辻 主稅權 助) (近 綱 高 房) 

散 手  近 任  一 

害 春樂  (高 房 近 富) 辻 左 近將監 (高忠 近 綱) 

7 クグク 

^.1  (近 富 近 任 ) 窪 左 近將監 (近 義高忠 ) 

陵 王 .  (高 房) 

チャウ ゲン シ 

退出 長慶子 

右方  參音聲 慶雲樂 

長保樂 (東 儀內匠 頭 多河內 守) (兼 陳忠 音) (林 左京亮 東 儀 左 近 將監： K 廣經兼 村) 

貴德 (林 肥 前 守) (廣 雄) 

白濱 (兼 陳廣經 X 東 儀 右兵衛 尉 多 左 近 將監) (兼 雄久 連) 

新榦稱 (忠昔 兼 村)  (兼 雄久 連) 

納曾利 (^雄 廣經)  ， 

返 出  長慶子 

〇 武具 を隱し 朝鮮 へ 渡せ し賊 船荷 物の 品 々 如 左 

1 花色 綴 貝 足 七十 領 一 卯 花 緩 具足 八十 領 

1 黑革^ w 足 百 五十 領 一 薄 萌黄辍 具足 一 ー百領 

合 五百領 

一 銀 筋 立 5- 八十 四 刎 一 惣銀薄 甲 百 刎 (但ァ ラレ 星) 一刀 脇差 三百 五十 腰 一長 刀 八十 振 

-1  二十 三 挺 


武具の 外 荷物 

一味^ 七 百 斤 ー鹽搦 四十 樽 一海 鼠 三百 斤 ー鍟節 七 百 連 

右 之 外食 物に 成 候 品種々 有 之  - 

1 十六 端 帆 壹 一 帆柱 S 本 一 筵 五 百 枚 

此外帆 品々 有 之 

右乘 船の 者と もの 名  • 

^ 肥 前 國平戶 者 四 人 悠兵衛 九 右衛門 又 左衛門 九 郞左衛 門 

同國甲 山の 者 愛人 次郞 右衛門 

筑前國 星 野の 者 三人 次 郞左術 門 權兵衛 彥兵衛 

右 之 金 元 仕 候 者 四 人 左 之 通 

筑前 國四ッ 山の 者貳人 彌次郞 鶴 左衛門 

豐岐國 の 者貳人  孫七郞 利八郞 

右 之 者と も 白 狀の覺 

一 當已 三月 十四日 豐岐國 より 對馬國 へ 渡り、 豐浦冲 にて 俄に 東風に あ ひ 什 七 八 里程 冲 へ 船出 夫に よ 力 

數日を 送り 候處、 豐岐 御領 內の獵 船 是を見 付 早速 堂 岐へ 注進 仕、 五月 三日 壹岐御 奉行所よ 0 番船附 置、 

右の 趣 長 崎 御 奉行へ 御 通達 有 之、 長 崎 並豐岐 より 御 役人 船 多く 參り、 賊 船の 內 頭分の 者 九 人並 金 元 仕 

候 者 四 人 被 召 捕 長 崎へ 參り牢 舍被仰 付、 船荷 物 を 御改御 吟味 有 之 候處、 前に も ケ樣に 致し 渡し 候、 此度 

三度 目の 渡船の 旨 白狀仕 候よ し、 依 之 右の 者と も國々 左々 所々 御 詮議 有 之 候 亦、 攝 州大阪 にも 具足 賫 

り 出し 候 同類 有 之 御 詮議の よし 御座 候 

已 八月 . 

,   ,  五 〇；. 一一 
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  五 〇 四 

此 一 紙 人の 許 に ありし か は爱に 記し 侍る、 嗚呼 利に 惑 は あるか 中に も 極て 愚なる 事な. がら、 和漢 古今 萬々 

にして これに 命 を 拾て 命 を 亡す 類 ひ 珍しから す (戰國 の 武人 も 利 慾の 爲 ならぬ は 少し 尤ぁ さまし) 或 人 云 

凡 渡海の 便 あらん ほと、 長 崎の ぬけ 荷 朝鮮人 參の 私販等 止む ベから すと、 けに も 利 を 見て 身 を 忘る、 人 

は 何 か はさて あるへ き、 立揚の 利に 命 を 喪し 恨 を殘す もの 近世 多し (頃日 も 我 門黨の 商家 自盡し 又は 家 

を 破りし もの ニーなら す， - 米穀 あらん 限り はいかて のへ 凶 鬻販 止む へき、 さあれ は 亦 刀剣の あらん ほと 

は！ 傷の 害 やむ へからす、 酒 旗の 立なん ほと 醉 凶の 者なくて や は あらん、 女の あらん 國 などで か 淫橡の 

奸 止む へき、 財寳の あらん 中 盜人絕 へき や、 出身の 仕へ あらん ほと； § -賂の 贈物 止む へき やうな し、 我人 

凡人の あらん 間い かて 妄念 止 侍る へき、 儒 敎も佛 說も立 入りて 學び おのれ かまと ひ を 止へ き覺悟 ある 人 

千 萬の 中 いくは くもなく や 侍る、 只 朝より 暮に 至る 迄 一箇の 慾 念つ きお こりて、 しはらく も 安き 隙な し 

屛^ 愁 苦して 累 念積惠 財の 爲に走 便せられ、 あるひ は 水火 盜賊怨 家 ij^ 主の 爲に焚 漂 却 奪せられ て、 かれ 

もこれ も 憂 毒 松々 として 憤 を 結 ひ怖惱 をいた き 終に、 終身 天 命す る さま 目に 觸 耳に 傅へ 侍る のみ か は、 

我 も 亦 愛 濯 萬 端に して 勤苦す る 事斯の 如し、 衆の 寒 熱 を 結て 痛と 共に 世に 居 事 豈大慙 大愧せ さるへ けん 

や 

〇 雪の おもしろく 降たり しあした、 す ひつ ほから かに かきな して 源氏 物 かたり 見る に、 いと あはれ にさ 

びし う あれ まとへ るに、 松の 雪の みあた. - かけに 降つ める 山里の こ. - ちして 物 あはれ なる をと 書る (末 

つむ はな) 今朝の ありさまに なつら ひ 見る も を かし、 亦 橘の 木う つもれる を御隨 身め して はら はせ 給 ふ 

、フら やみ かほに 松の木の おのれと おきかへ りて、 さとこ ほる る も 名に 立ッ すゑのと 見 ゆるなん と (古驮 

に 我 袖 は 名に たつ 末の まつ 山 か 空より 浪 のこえぬ 日ぞ なき) しるせし、 前の 松の 雪の みとい ひける にて 

、フ しき あはせ ていと 面しろ き 氣色を 見る 如く 筆せ し尤 妙な り、 偖く さくしく 雪の 事 をい はす、 やかて 

^にう つりて 正月の 初 又 彼 宿の 歌 かくと て 東の 妻戸 押 明 たれば、 向 ひたる 廊 のうへ もな く あれ たれ は、 . 


i は 
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日の あしほと なくさし 入て 雪 少し ふりた る ひかりに いとけ さやかに 見 いれら ろなん と 寄し、 さなが vTi "ビ 

の あけ ほの、 すかた、 すみあらせし 宿 もい はしかく ろへ たる さま 大方の 筆に およ ふへ き や は、 彼卷 のつ 

らもよ みし 歌の こと はとり て 

打と けぬ 朝の たる ひも 我 袖 もむ す ほ れぬ 雪の 朝 戸出 

いた つら ことす とや 思 ふ 人 あらん かし、 世故に 似ぬ 己 か 心 を さ こそ あやにく に 見ろ らん、 これ もまた を 

かし 

〇 霜月 廿日の 會 里 時雨 

神無月い と. - 夜寒の 里 あれて 偏ぬ ももる も そて そしく る 》 

〇 尊 珠院の 大師 講 初秋の 熾 法に 参りし、 聲明 いとしつ かに 自根塵 を はらし 侍る 心地 そす る、 安樂 行 品の 

般舟助 音せ しか 深入禪 定見 十 方佛と 誦せら る >• を 聞く 

四方の 山み なしろ た へ の 雪の 色 をし つけき まとの ひかりに そ 見し 

廿 四日の 曙 月う すくの こりて、 初雪 白々 と 降 積る も 踏 わけん 我 跡 さへ に をし く、 つとめて 六 如師へ 音つ 

ける 便りに 

いそき つ  >1 まかき も 野 邊も降 か へ てめ つらし と 見る 今朝の しら 雪 

藤 重 美文 を こして 

あやにく に 日影 もらして はれ 初る 雲よ つれな き 雪の むらきえ 

うき 雲 はよ しさ そふと も 朝 あらしし はしな ふきそ 木々 のしら 雪 

來る人 ことに 今年 はいつ くよりも 雪遲 かりし、 興 ある 朝 戸出に け かれし 心 も ふりす > "く 様になん 覺へ 

しなと いふ こそ、 情 ありけ る 心なき ものと も 珍ら しなと いひの、 しるに、 一 客戶に 入て け ふの 雪 こそ あ 

しく 苦々 しけれ、 路次 ふみ あへ す 泥土に すへ り まみれて ほくり とられし なと ふつ かにい ふこ そ 情なけ 
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れ、 如何にむ くつけ き 者 も 月 雪 はこと に 愛する 景物 なれ (積れ た.' 道は絕 とも 山 さとに 日 を ふる 雪 をな 

とか 賴 まん) と 俊 成 卿の 問 人に かへ てお も ひ をのへ たま ひし も ある そかし、 折節の 艷 なる 詠と もしら す 

僅かに 村民の 貢し 來る よね 今少し 遲 からん 事 をお も ひとす る 人 殺風景な りけ る、 夫 風 を 訶し雨 をる 罵 は 

K の 政 を もしらざる 凡庸の 忌憚る 事な きに や、 ま ゐて與 ある 初雪の あした 夫と も辨 へさる い と/ \ 鄙し 

下部な との 泥土 洗足 雪 寒き 朝 を うれ ひ 侍る はさ こそ さも あれ、 家の 主と もい ふへ き 人の 田舍の 俗になら 

ひ、 か  >- る ひがさ まなる 言葉 ある こそ 淺ま しけれ、 上 日 宿直つ とめ ある 人の 定れる 時 ありて 出仕 ふる 日 

鞭 を 遣れ 镫を脫 する 苦寒、 まして 乘る物 もな き 袖 は密雪 狂風の 爲に雪 をい とはん も理 りに こそ、 おのれ 

戶を 出す して 事 かくまし き 身の 何の 爲 にか 街頭の 雪 を 踏て これ を訶 罵す るらん と 無下にお も はれし、 嗆 

梅 梢 香し く 雪花 また 新なる 晨紅爐 を 圍み溫 粥 契し、 しっかに 春 を 占 得て 蕭 疎た る柴 扉の 獨居 こそ 心 やま 

しからす を かしかり ける、 究年兀 々として 人の 笑 ふに 從 はす 不用 多才 解 嘲 を 作す 事 を 

梅花 三 點 晴雪 殘星淸 誰 識蝶身 夢 爐邊 百念輕 

〇 仲夂 A 十  一 n 京師 時なら ぬ 迅雷 戶々 耳を掩 ひし、 頓て白 河へ おちて 在家 數十 戶燒 しも 希有な りしと 京人 

の 文に 見えし、 雷鳴の 恐れ は 炎 夏の 折 こそ あれ 火災 は大 かた 隆冬 にしけ きも、 時 ありて 聞 を 驚し 見る目 

しっけ からぬ 事 間々 あり、 定めな き 世に あや ふかる へき 身 は 時 を や は 侍へ き、 無事 迅速に して 出 息 入 息 

の 間 もしらぬ 命なる もの を、 末の 有 ましに くれゆく 我 拙 さ を 慚愧せ さる へ けんや 

〇 小 君 (光雪 院大 夫人) 御百ケ 日の ほと ゆく りなく 過 させ まし ましけ る 頃、 仕べ まいらせし 人々 古里へ 歸 

り 行 へ き H もち かく 聞え しに ある 女房 

別れ ゆく 旅路の 夢 もむ さしの： 草 は 見なから あはれ とや 見む 

十一 一月 十八 日靂 脾德與 山に 立た まひ 遷座の 御法會 あり しもゆく なき 御 事 也 


甕： 
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〇 內匠 式に 膳 榧 一 合 杓 一 柄酒臺  一 ロ盞  一 口 云々、 

およそ 是等數 ある 物 を 呼 ふ目圖 書式なん とに あまた 見えたり 

^パ； アル モノ) 鶴-口  (1^ 孟等 蓋ナキ モノ) 幾 脚 (足 アル モノ 机 等 ナリ) 

i パ 數ノソ „ -ヒ タル モノ) 幾 掛<; 凡 ソ長キ モノ 劍墨杓 扇等ヲ ヨブ トイ フ) 

亦 事物 異名の 下に 見えし 大槪は 

iii 紙) iii 或 g 幾 管 i) 一帖 £H- 本ヲ ィフ) ー闕 03 一 床 ふ 幾 g«) 

一 襲 (衣 裏 有 衣服) 一 (單 皮) 一方 (猪 鹿ノ肉 ヲ呼フ 牛肉 ハー 情ト 云) 四 蹄 (猪) 

幾 翼 (雞鴨 等 ナリ亦 幾翅ト モ) 幾 掌 (鵞又 幾對ト モ) 

此類猶 多し、 今 略 之、 凡そ 物の 盤に 盛 (我 俗 だいにつ むと いふ) たる を幾筐 とい ひ、 袋に 貯 たる を は 幾^ 

とよ ひ、 瓶に 貯 たる を は 幾 is.^: とい ふ 類の 名目 唐土の 書に 多し、 我國 今の 俗 數目を 呼 ふはいと も ふつ" か 

に 聞え し 

〇 左右の 一 一字 を 萬 葉に はト カクと 讀 なり、 無 左右 はソゥ ナクと 二字に 音 にても 讀む 

江 文通 か 上書に I 足 ii マー 左? i\ 少ク如 n 憐察づ なと あり、 是は 俗に 何 かなしに とい ふ 意に 通せり、 無 t? もサ 

ゥナク とよむ、 是は亦 類の なき 事に いはり 

左右 を詩經 周易 文選なん との 舊訓 にヲフ サ キ ルサ とよめ り、 性 還と 同し 意に 用 ひし 

〇 丁酉 五月 廿 五日 我 城 中に して 此 春の (三月 十 一 日) 將軍家 御代 始めの 式目 を讀 しめ まし/、 て 御家人に 

承り 傳へ しめさせ 給 ふ、 天 和の 御 式目の ま にて 奥 書に 其 趣 を 加へ させ まし， ます 
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御 夜 居間 年老 (西 上 南 向) 御用 人 等 大目 付 (北上 西 向) 大寄合 (北上 南 向) 其 後 御 簡物頭 等 北に 向て 番頭 其 

外 禮劍の 面々 共 後 諸 物 頭 (五所 御門 頭 等 迄) 安達 玄長讀 まいらせ 侍りし 

文廟 さし も 御 心を盡 させ まし/、 て 仰 出されし 式 も、 今 はさる 古文書と なり 侍りし、 まして 數 ならぬ 身 

の 見さらん 跡の 事なん と、 こちた く 書 置 もい とノ、 つたなし や 

〇 荻 野 知 秋 翁 予か蜀 葵に 題せ し 徑詠を 和せられ 侍りし ま、 再 ひ 彼 韻に て 

横卷 不知 殘月傾 閑 窓 添 得 文紅榮 芝 園蘭徑 馨風裡 口占 更愧自 俗情 

とまう し 狙 はしける 

〇 活軒 世態 を述し 一章 

盖黉 人世 渡津舟 登 岸 東西 去不留 名 姓 {4! 殘ー碑 主 靑 苔埋盡 土饅頭  . . 

賓に うき 名た に 終に 身に そ はぬ 苔の 下、 あたなる 世 を 誰かのと けく 思 ひ 侍る へき、 彼 詩 を 和し 侍る とて 

己れ か 志を述 

空 江 載 月 一 虚舟 曉 嶺雲輕 自去留 蒲 白 # 行靑對 老眼 是非 更無到 心頭 

〇 公侯 以下 倭 俗 門 內玄關 あり、 元是釋 家の 製 也、 大蔵 ー覽集 四に 無 縫塔樣 分明 擧不 透玄關 蹉過來 云々 

〇 造 像の 事、 造 像功德 經觀怫 三昧 經優塡 王經怫 在命棺 敬福經 等に 見えたり、 法 華に 彩 書作佛 像と 說 なり 

其功德 をい へり 

予 先に 所述の 本尊 問答に く はしく 記し 侍る 

〇 浴 像經の 香水 一 にあら す 

牛 頭旃擠 紫 擅 多 摩羅 香 松芎藭 白檀 金 龍腦 沈香 磨 香 丁 香 

此^^^：！る^！^に隨ひて以て湯水とし怫像を浴するょし見ぇたり谒に曰 

我 今灌沐 諸如來 淨 智莊嚴 功德聚 五 濁 衆生 令 離 垢 願證 如來淨 法身 
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我國 今の 俗 四月 八日 灌佛の 外 浴 像の 事 を 知 さるに や 

〇 勿論 (食 義に及 はぬ 義也) 白 氏 文集 勿 n 復論ー 源氏物語に ろな ふ (橋 姫) とい ふ 言 あり 是 勿論 也 

〇s? 我國 人の つらく とよ ませ 侍る、 淸看 t 鹩橋宫 月と 源 時 綱 か 詩に 作れり、 倩 は 肩と 同字に てつら 

ゥッ クシ  ゥヅ クシ ク ミル 

つらと いふ 意 はなき にや 

〇 就の 字 をつ らくと 文選の 古訓に よむ (心 を定 てく り 返しお も ふ 意と) つらく と 意 同し き 敷 

〇 寂の 字 をつ くくと よませたり、 閑 坐 寂 無 語 (白 氏 文集) 萬 葉に うつ ふしと い へ る も 同し とそ 

〇 淸 平瑟楚 側の 五 調子 我國傳 習して 樂 家の 法と す、 是隋 樂の傳 ふる 所、 漢 家の 舊 法に して 宫 商角徵 羽の 

五 音 也 淸は雙 調 瑟は黄 鐘楚は 一越 側 は盤涉 平の 名のみ 不易 

唐 十一 一 旋宫を 用 ひ 八十 四 調 を 造れり、 古法 こ、 に變壞 していに しへの 樂音 やう やく 知る 人少 くな りしと 

そ、 我 邦隋唐 三韓の 樂を傳 へて 今に たかはす 侍る、 朝廷 南都 天 王 寺 三 所の 伶人よ く 古法 を存 せり 

〇 信濃國 より 越後 國へ 行路 (糸魚 川 道) を や 野と 云 所 あり、 そこにう るりと て 蜂の 少き やうなる 蟲 多く 有 

て、 晝の間 行 客 其 野 を 通る 事 能 はす 夜の み 往還す、 彼む し 人 を さす 事甚 しとい ふ (さそりの 類に や) 又 三 

州吉 良の 庄の中 某の 村に は蠅 多き 事 他所に 比す へ き 方な し、 俗にむ かし 5： 勢に 五月 蠅多 かりし を まつり 

送りし か、 こ  >- にあつ まりて 今 も かく 侍る なんとい ふ、 伊豆 國天木 山に て は 蛭 樹木に 多くして、 行人 高 

聲 すれ は 蛭 必らす 落て 人に 害 ありと て、 馬 夫 あら かしめ 敎て 物い ふ 事な からしむ とか や、 遠 鄙の 地に は 

この やうの 事 まま 多し 風 氣の然 らしむ る 故 か、 人の 心 はへ も 各國の 習俗 ひとし からす (人國 記の ことし) 

されと 人の 性 は 皆 善に て、 敎 はなと か 道に 背く へき、 花洛 東都なん ともよき 人の みならん や、 殊に 近年 

擧者 名利の 爲に異 を 立 奇を街 ひ、 みっから 門戸 を も ふけて 輕他 自慢の 儒士多 かる、 これ か 門に 擧を うけ 

て 夫 をよ しとお も へ る 人な しか は. よかる へ き 田 舍無學 の 篤實に ははる かにお とれる 人 多 かろ へ きそわ 

ひしき や 
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〇 閱月翁 卯月の 末 東に くたり 侍りし か、 濱 名の 海つ らいと 淸 くしつ けき すかた 見る にも、 八 德の池 水 思 

ひ やられ 侍る と 也  < 

おも ひやる 淨き臺 の 蓮の 水 か 、 るう き 世の 波 を 見る にも 

あ ふちの 花 さかりな り けれ は 

むらさきの 雲 待 身に も あ ふち 吹 枝な つかしき 華の 色 かな 

路 すから 閻 浮の 身の いと はし、 さも いやまさ りなから 猶 妄執 はなれ かたく、 故鄉 なつかしく おも ひ あれ 

はこ そ、 見 かへ る 山の 月に 袖 をも自 うる ほしぬ、 いっく か 旅なら ぬ 身 をお ろかに こそなん と 思 ひかへ し 

侍る、 さても 往還の 旅の 袂を 見ても、 さ こそ 老 たる 親 幼き 子い とおしき 妻 もた る 身なる へし、 ほた しそ 

たたぬ 身 はこれ に はいと/、 まさりぬ へしなん とす こし 打な くさ は 侍ら ひ ， 

親よ 子よ 品 か はると も 古さと を おも ふ は 同し 旅路な るら む 

けに 古稀に 近き よは ひまた か へ るへ き賴 もな し、 屠 羊の 路 いっか 歩行 筢 なんなん と あはれ に 書て 送りし 

兑る nn もな みたかち に 返事 遣 はすと て 

燕膈 いつしか わかれて あとな き浪に ひとり こち、 鳥 かなく 東の 便り 戀 しきに、 立 行 二 村 山の 雲 一 かたな 

ならぬ 思 ひ を 一筆に おくりた ま はり、 うれし さまた たいめ 給 はる 心地す、 けに も濱 名の 入江 見し 程の 事 

も わすれ かたく 思 ひやる の 和 欲い と、 身にしみ 侍りて 

法の 水お なし 流れ を 結 ふ 江に うれしき まて そ 袖 は ぬれけ り 

うへ もな き 法に あ ふちの 花 かつら かけて たもとの 玉と や は 見し 

ゆき、 する 旅の 情 誰も/、 同し うらみなる 意に たか ふまし きに や 

ゆきと まるなら ひに 袖 は ぬれ 初て うき 旅 ころもき つ ^にし 

〇 東都 城の 大營 は慶長 十 一年 丙午な り、 尾紀 及び 水戶 侯の 御 屋形は 麴町御 鬥の內 (鼠穴と いふ) に 立 並 ひ 


鹽 


侍りし、 元 和 九 年 癸 亥 台 德公我 公 Q 御舘へ 御成の 時、 殿 門 を 新に 作らせ まし /、けろ (奉行 山 下 信？！ T 敬 

公の 御 時鐘 町 十  一 丁目 刖に 御舘 を 新造 あり、 寬永 十九 年 壬 午 御移徙 あり (新 屋敷と 云 ふ) 市 買 御門 外の 御 

屋形は 其 後に 營せ させ 給 ひし (此時 鼠の 穴 御舘 を うつさる) 

〇 瑞龍公 御 誕生の 後天 王 (丸の 內) 若宮へ 御 參りは 寛 永 一 一年 乙 丑 九月 一 一日と 或 古書に 書留 置し を 見 侍りし 

〇 東海 開祖 澤菴師 の 百 首の 和歌の 中に 早 秋 を 

西に、 フち 南に まくる あらそ ひの 雲の はたても 見 ゆる 秋 かせ 

光廣 卿の 點に名 越祓と 申、 火剌 金と 剌 する 火の 名 を こえて 金 位に わたる 故 南の 雲の はたて にや、 南方の 

雲の はた 西風に な ひくよ し 珍重に 候と 添書し 給 ひし、 され は 天 照 太 神と 素盞烏 尊と 御 あらそ ひの さま 神 

代卷に 見え 侍る を、 度會 延佳釋 せし 時 息延昌 また 少年な りし か、 此 11^ 、ふ 出して かく ゃ恃 ると、 申されし 

とそ、 實 によく かな ひたる 引うた にこ そとて 堂上 家の人々 は感 しあ はれし 

また 祓の心 を 彼和尙 

おろかなる 心 ひとつ をみ そき せ はなに はの 事 も あしから め や は 

すその 勺 さぞ を かしく と 添書 侍る 

亦初戀 神 やしる おも ひかけ ぬる 一 一は しら 天の うきはし こ ひわた る 身 を 

古 鄉 いっく， にて 見る も か はらぬ 色な から 月に はお も ふ ふるさとの 秋 

懷 舊 あ ともなき 人の こ X ろの 何に か はの こりて 今の なみた と はなる 

元 和 六 年の 冬 和泉國 にて 詠し 光廣 卿へ 見せ 參ら せられし に、 た 、點し 返されし 時 

ひとつ ふたつ 拾 はむ 玉も殘 るらん 我お ろかなる 袖の せま さに 

と 書 添た まひし、 凡そ 此和尙 一家の 法燈筢 なんとせ し を か. - けて、 祖風 すゑの 世に のこる もい みしき い 

さほし にこ そ、 和歌の 道に さへ うとからて 書 置し 三十 一文字 人の 口碑に ある も 亦 ニーなら さるに や、 後 
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五  一 二 

の？ i 子此 等の 風雅 すくなき 敷 

〇 將， ホ^ 昭 の六條 の本國 寺に まし ませし 時、 三 好 一 黨寺を 圍んて 主君 を弑 せんとす、 幕下の 士命を 捨て 

防戰し 贼收れ 退きし 後、 信 長 室町 御所 を營 して 移し 參ら せられし に、 本 國寺は 前の 年より 御 趣な りし 故 

感赏 に！^ る へきと 人 £ 心 ひしに、 彼等の 坊中を こと/ \ く 破 却し 近衛 殿へ 參ら せ、 公方の 御 庵 所 もこ ほち 

て^ 府 近習の 士に賜 ひし、 n 蓮 黨不律 多き 故 上意に 背きけ るに やとい ひしが、 資 は. 松 永 彈正彼 宗旨に て 

ft 持と ひそかに 通し、 公方 をう か 、ひける 故と 聞え し 

〇豐 ほ秀吉 朝鮮 役の 時西國 へ 下り 給 ふとても しの 關 にて 人々 に 和歌 を 詠せ しめ ましく ける 月の 歌 (細 

川玄旨 代りて よまれし) 安德 天皇の 御 事 を 

波の 花ち りに し 跡 を こと 、 へ はむかし なから にぬ る  袖 かな 秀 吉 

沈みし も 西 かけの 猶 のこりけ りみ もすそ 川の 末た えぬ 世に  近 衛 

其 外 岐阜 中納言 以下 三十 人耿 あり 

もし ほ 草 かく 袂をは ぬらす かなす  >. りの 海の 波の な こりに  玄旨法 印 

秀吉 はさし も 田舍人 殺風景の 猛將 なりし か、 醋 糊の 花見 聚樂の 歌なん とも 侍りし、 天下に 名 を淺す 程の 

器は大 かたならぬ 事と も 多き にこ そ、 無下にお とし 侍らん は 恐れ あるへ き 事 也 

〇 やま かつ (樵 夫) たみし (唐 民 子 わたしもり) か はら (漁 人 あみ 引 者) す こ (數 ならぬ ものの 子) ぬと すと 

(是 もまた 賤民な り) おさめみ か は (下女の 事 也 或 小片お さめ はお さる 、 卑婦 也雜檢 をお さむる 女な りと 

いふみ か は、 副の 長な とい へ り) さつお (獵師 ) のど こ 人 (狩人 あらお 男の 能 入) あら を (男の 海人 也) 和歌 

の 古き 稱呼猶 幾 はく も あり、 亦 我 を ヮヌ、 ァヌ とい ふ 事 久し、 日本 を 和 奴と いふ も 此國の 人 異邦に 渡り 

し 時い つれの 國人 そと 問に、 ヮヌ國 と 答へ しょり、 國號 なりと おも ひすへ て 倭 奴 國と呼 ひしと かや、 唐 

人の 書し ま . に 倭の 字 を 用 ひ 来れり 


〇 力 、し は 驚 山 子と 書り、 是をそ ほ-つと 呼 (滑 都の 字なん と 非な り) そ ほつ は 山 子の 轉 語お、 元 和語 こ あ 

らす 本名 はおとろ かしと 呼 ふ 人形な り、 歌に はモ ほっと も讀. り 

〇 丁酉 三月 安藝 {呂 崎の 武士 あらたに 敷地 を 開き、 家作る とて 古き 石 M 。を 掘 出せし、 其 石 面 こ淸少 il 一口の 

字 及 ひ 和 5^!- 彫て 有と そ  / 

うつ なきあとの しるし を 誰に か はとは れん 事の あはれ しも かな 

傳聞 侍る、 淸少納 言 伊豫 國に うつろ ひ 住け る 事 は 古記に 見えし、 藝 州に 墓 ある 事 見當り 寺ら す 

〇 堂上の 諸家 は： ん攝 家に 屬し給 ふ、 ， J れ を家禮 衆と 稱す 

近衛^ i 豕禮让 七 家 

四 辻 持明院 滋野井 難 波 山 科 櫛笥 柳 原 廣橋 高 倉 平 松 石 井 長 谷 

裏 辻 西洞院 ： ，  - t 

九 條殿家 禮十家 

綾小路 鷲 尾 

二 條殿家 禮三家 

中 御門 白 河 四條 

1 條殿家 禮九家 

中 山 野宫 橋 本 甘露 寺 淸閑寺 東坊械 五條 高 辻 藤浪 

鷹 司 殿 家 禮十家 

正 親 町 冷泉 下 冷泉 梅溪 阿野 藤 谷 川鳍 堤 町 尻 入、 y 

淸花 家の 名な し 

天下 諸 大名 は呰 公方 家の 家来に て 尾紀水 戶は淸 華の 列な りと かや 


R 野 西 富 小路 裏 松 竹屋 竹內 橋 吉田 获井 山 井 土 御門 樓井 

油 小路 堀川 葉 室 五迂 萬 里 小路 押 小路 唐 慮 伏 原 
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Di  m 
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〇 我 府下 奉仕の 生 駒 家 は 北 家の 藤氏な り、 昔攝政 大政 大臣 良 房 公 (謚忠 仁 公) 別業 を 和 州 生^ 鄉に螢 し 給 

ふ、 北ハ 支^に して かしこに 住し、 代々 生 駒 を 以て 稱 とせし、 後裔 移りて 本州 丹 羽郡稻 葉の 鄉小折 邑に居 

れり、 文明 年中 生 駒 左 京 進 家 廣名を 以て 時に 聞え し 其 略 系 


-K;,,, 左 京 進 g.^,, 加賀守 .15;. 幾人 "ぼ 5 八 右衛門 勢 州. 因 stnji 

.ifei:  SINP  し. 家 npf  。4«,E ——一  禾. 費；— 禾 2» 


-長島 城主 

く,^ llH 長公窒 

|,^„^3言忠隱雄母 


宗勝 


主計 


-善長 右近 


〇 觀昔 二十 八 部 衆 之 名 

那羅延 堅固 大辨 功德天 密遮 金剛 大 梵天王 摩 酺首羅 天 帝 釋天王 東方 夭 金色 孔雀 1K 

昆 樓勒疋 摩和羅 王女 sij 沙門 天 昆樓博 叉 滿喜車 王 神 母 1K 五部 淨 1K 難陀 龍王 樓羅 天 

緊那 羅天 阿修羅 王 金 大王 乾 闥婆王 沙迦羅 王 金毘羅 王 滿仙王 摩^ 羅王 散 脂大將 

畢娑迦 r 維 王 婆 蘇 仙人  . 

〇 田家 N 時^ 候 誇 語に 九月 十三 日 晴針靴 挂斷繩 (九月 十三 日月 見の 事 はな けれと 晴を 期す る もの 有と 見 

ゆ) 除夜 犬不吠 新年 無疫 (我 俗 これ をい ふ 毎年 考 ふるに 除夜に は 犬の 聲 まれなる やうに 覺ゅ) 

i …ヌ父 阿部.^ 右衛門 正 狭 初 名 善 右衛門 奉仕 家康公   

〇.^A^ わ 格 Ipru 股-お 千 石 天， 正 八 年 小 田 原 合^ 高名 後 御 老中 六 萬 石-  一 


, 阿部 f 守 主 六 碧 I 守 i 伊 與守正 春 


阿部 河 內守正 興 

厂 阿部 左 Bil 介正吉 


等 先祖 

八 千 石 


阿部 河 內正致 fe^ 阿部 伊勢 正 治- 

-阿部 市三郞  厂づ 


.K 部 善 兵衛- 女子 


阿部 鐘 if  E  一 ^ 

-杉山 忠次郞 15： 勢子 


尻 


一 河内 守 正 興 天 正 九 年 癸！ al. 誕生 1 招の 名 は 七 之 助 

一 十八 歳の 時 GK 正 十八 年) 相 州 小 2 原陣 高名 此時 家人 片倉源 右衛門 働^ 之 由 

一 文祿 元年 壬 辰 一 一月 薩摩守 様 十 萬 石に て 武州忍 域 御 移の 時 河 內守じ 百 石に て 御 奉公 

一 慶長 .h;- 年 濃 州 關ケ原 合 戰の時 河內守 武功の 時 家人 海老 名 九 右衛門 成 田 仁 右衛門 働 有 之よ し 

一 慶長五 年 庚 子 九月 薩摩守 様 四十 三 萬 石に て 尾 州 淸須御 改封之 時 河 內守御 年寄 被 仰付領 三千 石 

一 慶長十 一 年 丁 未 薩摩守 様へ 知 多 郡 被 進 五十 萬 石 御-お 封 之 時 一 一千 石 御加增 五千石に 成 

一 慶長 十一 一年 三月 薩摩守 様 薨去 同年 四月 源 敬 公へ 尾 州御改 封河內 守^ 此 時より 源 敬 公御附 

一 慶長十 年 薩摩守 様 御家人へ 被 下 置 候 御加增 有之內 十一 一年 盡被召 卜： 候 此時河 內守殿 以前 S 如く 三千 石に 

御成 候よ し 其 後一 一千 石 一 度 三千 石 一 度 御拜領 にて 八 千 石に 御成 候よ し 大阪御 陣 の 時 竹 腰 山：^ 守 殿相備 

1 寛 永 一 一年 丙 辰 1 ー條行幸の時成瀨隼人正殿竹腰山1^守殴阿部河內守殿瀧川豐前守殿四人^^.帶源敬公の供 

奉の よし 

1 河 內守殿 諸 大夫御 叙爵 は 慶長十 年 四月 十六 日薩摩 守様從 三位に 御 昇進 之時從 五位 下河內 守に 叙任の よ 

し 

是は 安部 家に 答 ふる 一 紙の 案 也 

〇 北 條泰時 曰 御所 (將軍 賴經) へまい りたれ は 人の 家の 端 板 は內の 見苦しき を 隠さん 爲な るに、 泰 時の { 糸 

の 端 板 は內迄 見通れ りと こそ、 仰 ありつれ と 人々 の 中に て 被 申 けれ は、 次 手 を 以て 奉公 せんと S 心へ る 人 

々御所の 仰の 如く 誰々 も かく こそ 存 候へ、 大方 御用 所の 爲 にも 築地つ かれな はめて たく 候 ひなん、 各 一 

本つ 、築 候 はんに 十日に は 過 候 はし 安き 事に て 候、 此次 手に ひし ノ、 と 御沙汰 候へ しと 口々 に 被 巾 けれ 

は、 打う つき 各の 心さし の 返す ノ，. -有 かたく 覺へ 候、 實に御 志 あれ は 御身 は 安く こそ 思 ひ 給へ とも、 國 

々よな り 人夫と もの ほりて 築 事 はかりな きわ つら ひ 大事に て 候へ し、 用心の 爲と 仰せ 候 得と も泰 時；.^ 盡 

I  五 i 五 
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  五 I 六 

なは鐵 の 築地 をつ き 候と も 助かり 候 はし、 蓮 有て 召使 はるへ く は斯て 候と も 何事 か 候へ き、 堀な とほり 

て 候 は 、そうき はきの 時 馬 人 落 入て 中々 計りな きわ つら ひ出來 ぬと 覺へ 候、 はし 板の すきなん と はかき 

も^し 候 ひなんと 申され けれ は、 人々 言な し 心 あろ. < ^は感 淚を 流しけ り (河 石 集 三) 

^呼 賢なる 哉 四 條院晏 駕の後 御 相 續の御 事 廷臣 議 する 處多 かりし かと、 土 御 門院 皇子 (後 f 蛾 帝) を關 

束より 計ら ひ 立 参らせし も正理 そがし、 當時 兵馬の 權を 執て 萬 人に 仰 かれ、 おも ふま、 なる へき 身の 

摘 上 を 敬 ひ 下を惠 み、 自家の 驟侈を 捨て 善政 を 先と し、 親族 迄 も 過分の 官祿を 望む 事な し、 泰時 巳れ 

か 分 を 能 はかり 安ん せし 故、 ^后 親房尤 是を稱 せられし (神皇 正統 記 1 一) 

〇 辨才 天 は n 輪の 內に觀 す 金 光明 經の說 正し、 流布の 辨才 一大 經は 偽經と 云々、 但し 亂脫添 文 ありて 正し 

がらす 其 蕃本密 家の 刖傅秘 あり、 辨才の 修義は 式に 印 明 を 書 添た る 物にして 正しから す、 修法 別に あり 

〇 宇 贺耶は 蓮难； 一： 味 終に 出て 辦 天 と问 しからす (白 蛇 を 宇賀 邪と 云) 然る を 今 混して 辨. iv の 像の 首に 白 蛇 

を 造る は あやまれり 

on 蓮.： 一： 小 S 愤 常に 法 華の 外 を 爾前經 とて 謾、 然るに 利の 爲に は三寳 荒神と てまつ り、 辨天 を 崇め 妙 見 を 

祀る類 多し、 亦 不動 愛染の 像 を 安置す る も 眞言 家の 風な り、 是亦大 日經 瑜祇經 等の 說 にあら す や、 本國 

寺 妙 滿寺牛 王 It 印 を 出す、 其 說を聞 は 俗にい ふ 牛 王の 事 を かたる 一笑す へし、 何 そ 牛 王說の 秘說を しら 

んゃ、 曼荼羅と て 首題 を 書 共 左右に ゑ も 知らぬ 字 あり、 是 不動 愛染の 梵字な りと いふ、 其傳を 得すして 

妄りにお のれ か 細工に 任せて 書 故、 非 法の 字と 成、 彼 邪 徒に はか、 る 事 ま 、あり、 人 嘲り笑へ は 大に怒 

ろ こそ かた 股いた けれ、 己れ か 文 育 を 省す して 却て 他宗 を 誹謗す る、 其 量 を 不知の 甚 しきと やい ふへ き 

〇 天 王坊の 南坊に 天刑 星の 肅像 あり、 尤他 になき 秘像 なり、 其 上に 左 は 十 一 面 觀音右 は 文 珠の小 像 を 描 

す 

K< 刑 ni- は ii. 頭 天 王、 文 珠は玻 璨才： 入 女の 本 身、 十 一 面 は 八 大觀昔 の 總身八 王子の 本 地な り、 是 にて 紙 


園 三 所の 本 地と 見へ たり 

〇 位 袍の熾 紋に轡 とい ふ あり、 馬 轡に似 もせす 是何 そや、 亦 輪な しとい ふ紋 あり 如何、 曰 職き に 之 を 聞 

し是 和歌に 詠せ しくつ わと り 草の かたち をから くさに 織れる 物な り、 其 輪 あらさる を 輪な しと 呼と い へ 

り 

〇 天 瑞寺殴 贈 准 三后從 一 位 春 岩 桂 公大 禪尼 

是豐臣 秀吉公 母 大政 所 1 一位 尼 法名な り、 1K 正 二十 年 (文祿 元年な り) 壬 辰 七月 廿 二日 薨 

隆勝寺 殿貞養 道松大 居士 

大政 所 父 也 文祿ー 一年 巳 一 一月 十八 日卒 

前 黄 門秀岩 日詮大 居士 

金 吾 中 納言秀 秋 法名な り、 慶長七 年 壬 寅 十月 十八 日卒 

〇lg 田 IIB^ 公の 御 母 は 土 田 氏な り、 我 尾 州 鷲 嶺山含 笑 寺 (愚 巷和尙 開基) は 彼 母 公香 火の 場な り、 北 (法名 

含 笑 院殿茂 嶽凉繋 大禪定 尼 (享綠 元年 六月 一 一日 逝) 

〇 或 問 我 國の否 其 形 如何に やと、 曰 上古 は 土器の み、 漆ぬ り は 中世 以来 か、 相 州 鎌 倉 敎恩寺 (時.： 一： 小な 

り) に 昔 重衡と 1^ 盛せ し とて 寺寳 にあり、 大さ 今の 平皿の 如くに して 淺々 し (內 外黑 くして 內に 梅花 n 小 

仏 i) 是そ中 酒 KT 十：！ 田 織 部 重 能 茶 亭の饗 に 備る時 製し 初し 盃 のかた ちな り、 近世 彌輕 薄の 器と なれり 

〇 古佛 書に 宅 間 か 筆と いふ は、 檢所宅 間 掃 部 法眼 淨宏 とい ふ是 也、 北朝 後光 嚴院應 安の 比の 人な り 

〇 佛 ェ蓮慶 は東寳 記を按 する に 東 寺 大佛師 なる 由い へり、 蓮 慶か子 湛慶康 辨康勝 運 賀運助 あり、 子孫 多 

し大槪 好手 也 

〇 大神 君薨せ させ 玉 ひし 後、 駿 府御械 中なる 金銀 寳器 一物 も 東都に うつし 納め. まし まさす、 尾紀 及水戶 

侯に、 頒 ち參ら せられし 故、 御 重器の 中柳營 になき 所の 名物 多く は 御三家に 傳らせ 給 ふと かや 
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〇^^ 湖 曰 自古以 正字 爲號、 多 不利 如 梁 正 平 IK 正 元 正 至 正 之 類爲其 文 一 而止也 云々 

按す るに 是抱 はれる 說か、 夫 正 は 君 也.： 也 定也平 也 是也亦 邪の 反に してた、 しき をい ふ、 何の 凶 か 有 

一而 止 は 折 字の 附會 なり、 正の 十：： 文 は 一止 也、 これ を もニ而 止と いふへ きに やとい ひしに、 或 人 云 吾子 

か 言 も 亦 一 偏の 議か、 つら/、 思 ふに 我國 文武 帝の 大寳以 來年號 正の 字 用 ひられし は 一 條院正 曆を始 

とす、 彼 帝 花 山の 淫風 を繼 懦弱 上古に もた めしな かりし ゆ ゑ、 執 抦家恣 に 天 下 を 左右せ し、 是 よりそ 

王家 威一お へて 權 下に 移りし、 其 後 は 土 御 門院 正 治 元 其 年に 賴朝薨 し 同 御宇に 賴家 横死し 帝 も又讓 位の 

後西 狩し 給 へ り、 後深草 院正嘉 元 風 洪水 流疫 打續 き、 伏 院正應 元年 大地震 其 三年に 淺原八 郞南殿 を 

犯して，：：： 盡 せし、 花 E1 院正 和に It 倉 大火の 災 後^醐 院： 止 中 地 妖の類 有て 帝外國 へ遷ら せまし ませし、 

光厳 院正慶 むなしく 錢 帝の 號 となれ り、 後村上 院正平 立 か へ る 皇-連 もまし まさす 南山に おはらせ 給 ふ、 

稱光院 正お は 凶に して 一年に て 停り ぬ、 後花園 院康正 寛 正の 如き 天 變 (雨 ョ及ひ 三日 現し 地妖 澤池變 

し fSil 申せし 事 一 i^々) 疫癘 巷に 滿て 中々 あきまし き 世な り、 後柏原 院永正 元年 天下の 飢筵 前代未聞の 

凶事な りき、 其 他 三 笠 山の 祌木 故な くして 數千株 枯れ、 彗星 凶 星 あら はれて 太 神宮 池 巢の災 ありし、 

山-: i れ海 溢れ (永 正 七 年 八月 卄 n 洪濤遠 州 今 切の 入海と 成) 或は 武臣 細 川 政 元 害せられ、 將軍家 東に 奔 

り 給 ひし、 正 親 町院： 大正 寇 火に 災 しけく 其 十 年 信長弑 せられ 給 ふ、 亦 大風 洪水 地震 疫癘 善から ぬ 事 多 

かりし、 此 等の 凶事 夫なら ぬ 年 號の時 も 毎に 有し かと も、 謝 氏 か 言に よりて 史を 見れ はさる 事 多し、 

近 比 後光明 帝の； 止 保 さし も凶變 はな かりし かと 明主 援兵 を 請 ひ 世間 さは かしく、 且 在位の 內 崩御の 御 

事 近き 世 聞え させ 給 はす、 凡 年 號定の 日 は 京師 地下の 學 者も禁 庭に まいい 弋 とかく 唱 へな として 議し 

奉りし か、 天 和改元 の R 庭 上に して }K 火の 昔に 呼 ひし 故、 貞享 以來は 地下の 者 を禁せ させ 給 ふ、 今の 

改元： 止 德の後 壽經院 の宫京 極に 打つ、 き薨せ させ まします、 大樹の 御 幼君 (虎吉 君) も し 冬 御 早世 有 

し、 今年 夏 新 上 西 門院 崩斜 ありし、 且 去年 及 ひ 此秋も 諸 州 大風 洪水 庶民 溺死 千 を 以て 數 ふか 、 る 事に つ 
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けても、 正 Q 字の 例し 思 ひ 出 侍りし に、 神無月 十四日 幕下 薨せ させた まひし、 鳴 呼 賢哲の 君に て 渡ら 

せまし けれ は、 天下 惜み 奉る 御 事い ふ はかりな し、 因 云 宋の眞 宗の豐 亭を揚 大年か 爲子不 了と い 

ひて 用 ひさり しと かや、 其 外 純 隆 平の 號を議 し 1K 聖明道 字を賀 せし 歸田錄 等に 見へ たり、 我國： 止 保 

の 正しき 人く ち 木 かなと いへ りし、 延寳 改元の 時內々 明 和と 號 せらる へきなん と議 せられ、 勦 文 を 草 

して 啓せ しに 法皇 (後水尾 院) 聞し 召て 九 年 あら は 如何と 仰 事 ありて 停り しと かや (めいわく としと 聞 

ゆる 睿慮 にや) 和漢 古し へ より 年號の 文字 評議 ある 事に や 

〇 先學話 (東都 跡 部 良 顯元祿 十三 年の 比) 云、 怫者 か此世 は假の 宿と いひて 土 藏を建 をく はも かしと 云々 

か る 類 多し 

〇 佛像 を彩畫 する に 皮 膠 を 用 ひ 侍る は镜 はしき 事 也、 陀羅尼 集經に 彩に 薰陸香 汁 を 用 ゆ 皮 膠 を 用 ゆへ か 

ら さるよ し 見え、 仁王 念誦 法に も 香隱を 以てすへ しと 見えし、 香 膠と は 諸の 芳草の 根 汁 粘着 をい ふ、 又 

石 蒜 芥子の 油输 具に まし へ て 妙な りと かや、 木像 を も 今 皮 膠 を 用 ゆ 願 はく はうる し を もってせ は 淸淨な 

ならん、 惠心 等の 古作に はにか わつ き 像な し 

〇 密家崇 むる 十一 ー天の^^^塵左右に分っ時 一 一 一等 あり 

六焰魔 天 一地 1K 五 火 天 二月 天 四帝釋 IK 三 多 門 天 

本尊 左 三 伊舍那 天 本尊 右 四 風 天 二日 天 五水 天 一 梵天 六羅刹 1K 

此付 多分 は四臂 不動明王 を 本尊と する 歟、 但し 五大 尊 等 亦 は兩界 曼陀羅の 本尊と あるへ し、 密傳を 得さ 

れは 知る 事 あた はす 

〇瑞 龍 公の 御 歌 をつ かふ まつりし 尼の 書と S め 侍る 中に 

日光 山に て たちつ 、く 御^ 0 ためしの 宮 はしらて る 日の ひかり かきり しらす も 

戀  つ  めと も 時雨の ひまに あら はれて 色に そいつる 袖の もみち は 
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来に くたら せまし ます 時 

淸兑 かた 波 そせき もる 三 保 か 崎 まつに むかしの 名のみ 殘 して 

一 夜と まる 宿の つら さも わすれなん 此世を 旅と おも ひこり な は 

浮し まの 原に つ 、ける むさし の や 尾花 かす ゑの ふしの しらゆき 

春の 御うた の 中に 

のとけ さはむ かしに にたる 舂 もます かすみ もお なし 峰に 立と も 

老後 華 老 ぬれ は 花の 色香 は それな から 手 折て かさす こ 、ろうと さよ 

木せ 路 にて 谷 深み そこと もい さや しら 雲に こま ふみ わたす 木 曾の かけはし 

幾 闩數木 曾の あさき ぬ 袖 さむき ゆめ はねさめ の 床の まっかせ 

述懷 うき 世と てこ、 ろの 外にな り 行 をし りなから しも 猶 まよ ひぬ る 

民家 を 人 ことにす みなす わさ そ あはれ なる 賤 かわらやの 軒 をなら へて 

おも ほしめ す 事 ありけ るに や 

あらまし に たかはぬ け ふの ある まてに なか >t れ とのみ すゑ はお も はて 

世 中 を わたり ノ、 て あと 見れ は 阿波の 嗚戶の もとの 波 かな 

田家 秋 山 E もる 賤か かりほの 稻 むしろ なきあかす むしの 聲 あはれ さ 

外 山の 養老 木 幾 秋の きくの しら. 露 f て ゃ老を やしな ふや まの 井の 水 

0 水 戶黄門 源 義公我 瑞龍亞 相 公と 御物 語の 序-一 曰、 公每月 七日 疏 食し 給 ふと 聞く、 凡 終身の 喪 は 年-一 

一度なる を 如何して 流 俗に 隨 はせ 給 ふと、 公：：： 然れは 足下 は 苺月疏 食な きか、 義 公曰然 り、 公 曰 前に 源 

成 公 薨去の 時 三年の 喪 を 如法に しまし ませし や、 義公曰 吾 今 世の 風に なき 故 世に 隨 ふて 五十 日の 暇 を 謹 

みしの み、 公 m 足下 勤め かたき 1  お 喪 は 流 俗に 隨 ひなし やすき 事 をのみ なし 給 ふか、 我 愚に して 舉を 知ら 


すと いへ とも 厚に 隨ひ 風に 同う して； 母月疏 食し 侍る、 これ 亦 孝心の 一端 かと、 義公 御言な、 广 りしと 北 (時 

聞 奉りし 人の 語りぬ 

〇 柳 |:,： 長サ 1 一尺 廣サ 一 尺 深 サ四寸 五分 或は 一 一尺 一 一寸 廣サー 一尺 深 サ四寸 延喜式 三十 四に 兑 えたり 

柳莒は 元と 蓋と 底と あり 木 を あみて 造る、 今 世 物 居る は 其 蓋の 變也、 但し やない の稱 は！：^ の 內に柳 

盤 あり、 之 を 呼と いふ 說 あり、 枕 草紙なん とに はやない はこと 書り、 然れ はやない はこと やない は 元 

と兩 種に や 
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武業記 引 

我國呼 武士 稱 弓馬 家 所謂 弓 者 歩 射 也 馬 者 騎射 也 (見 軍 防令義 解) 盖曩時 試 男 兒疆執 而操練 弓馬 者 賜 及第 

(騎射 一 尺 五寸射 二： 箭告 中者爲 及第 歩 射 四十 六 歩 十 箭的四 以上 爲 及第 見延喜 式等舊 典) 以入色 幕府 守禦天 

{豕 中共 或武藝 長 性 志狄介 不問 水火 必達所 向 勿 顧 死生、 以 一 當百者 爲異能 之士、 殊給 四時 別祿 (見 兵 部 

^式) 夫 武者 剛疆直 理而克 定寰區 禍亂每 爲國家 干城 杆外違 內以弧 矢 之 威是實 武人 事業 也、 傳此業 代不失 

武名、 而乘忠 款者稱 爲譜第 弓 執、 嗚呼 生 弓馬 家 者須思 紹述祖 業、 若 不然則 違 武名、 而 爲尸綠 素養 席人愼 

莫 怠慢、 今 S 、古往 我國武 職名 目 略記 其 事故、 以授童 蒙焉、 冀 世襲 蔭 補 之士識 武家 基本、 熟 閑 弓馬 兵 

要宜墜 封 國之忠 噫 夫欽哉 

庚 寅 季春  問 津亭書 

古 帝京 諸 圏 武官 ヲ置テ 天下 軍馬 ノ改令 ヲ爲シ ム凡內 武宦ァ リ其略 如 左  ..， 

□ 內武ゥ に (在京 護衛 ノ職 ナリ) 

諸衛 S  ニ官 ァリ) 近 外 

厶 近衛 府 (是 一一 左右 ノ衛府 あり) 

左 近衛 大將 右近 衛大將 左 近衛 中將 右近 衛中將 左 近衛 少將 右近 衛少將 

左 近衛 將監 右近 衛將監 左 近衛 將曹 右近 衛將曹 左 近衛 府生 右近 衛府生 

番長  番長 
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舍人  舍人  近衛 

厶 外衛府 C 是 一一 衛門ト 兵衛上 一官各 左右 ノ府ァ 


左 II： 門 佐 

左衛門 大志 


左 兵衛佐 

左兵衛 大志 


近衛 

右衛門佐 

右衛門 大志 


右兵衛 佐 

右兵衛 大志 


左衛門 大尉 

左 衛鬥少 志 


左兵衛 大尉 

左 兵 衛少志 


右衛門 大尉 

右衛門 少志 


右兵衛 大尉 

右兵衛 少志 


左 衛門督 右衛門 督 

左衛門 少尉 右衛門 少尉 

右衛門 府生 左 衛門府 生 

以上 衛門府 

左 兵衛督 右兵衛 督 

左兵衛 少尉 右兵衛 少尉 

左 兵 衛府生 右兵衛 府生 

以上 兵衛府 

右近 衛府 ヨリ 以下 ヲ六 衛府 ト稱ス 

馬 寮 (是- 一 左右 二 寮 ァリ) 

左 馬頭 右 馬頭 左 馬 介 

右馬少 4 儿 左 馬大屬 右 馬大屬 

馬醫 

兵 庫 寮 (古 ハ是又 左右 一 一 寮 アリシ ナリ) 

兵 庫 頭 兵 庫 助 兵 庫大允 兵 庫少允 兵 庫大屬 兵 庫少屬 

右 は 武官 人 三 寮と 稱す、 馬 寮 は 閑 馬の 調 習 養 飼 供御 G. 乘具等 を 掌る、 兵 庫 寮 は 御」 の 儀 杖 兵器 出納 噪凉 

等 を 掌る 職 也 (往古 は 左右の 兵 庫寮內 兵」 m 司 を 置れ し 也) 凡 諸 國司ニ 寸介橡 目) 郡 司 (大 領少 領主 政 主 帳) 等 

も 亦 武官 也、 然れ とも 兵 部 省の 令 をは受 さる 也、 其他內 外の 武官 はこと くく 兵 部 省の 統る處 なり、 故 


右 馬 介 

左 馬少屬 


左 馬大允 

右 馬少屬 


右 iiJI- 大 4=- 左お 少允 
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に 兵 部 卿 は 親： 土の 任 也 (但 公卿 又 兼 之尤 重職な り) 後世 左右の 近衛 大將を 置れ てより 之 を 武官 長と し 文官 

の大 に 比す、 其 倚賴 他に 異なる もの 歟、 大臣に は 任 すれと も 大將に 任す る 事 難き を 以て 其 重職た る 事 

を 知る へし、 幕府 幕下 大樹と 申 も大將 の異稱 にして 天 下 兵馬の 權 之に 歸 せり、 され 共 名 帳 位記 等 は 兵 部 

省の 知る 處 なり 

兵 部 省 {ii 人 (^禮 "e^KB 大司 馬の 職な り 我國八 省の 第五 省 武官 也) 

兵 部 卿 兵 部太輔 兵 部少輔 兵 部大丞 兵 部少丞 兵 部大錄 兵 部少錄 

隼 人 司 (此司 兵 部被官 也) 

隼 人 正 隼 人 佐 隼 人令史 

往古 は 兵 部 省の 下司に 兵 部 司 (正：！^) 造 馬 司 (正 佐 令史) 鼓吹 司 (正 佐 令史) 主 船 司 (正 佐 令史) 主 鷹 司 (正 佐 

令史) ； A 司 有し か 後世 改 止の 典 有て 隼 人の 一司の み 也 

□ 外武赏 (藩鎮 之 職 也) 

將軍 副將 車監 (左右) 車 曹錄事 (其 員 有少) 

是 征討 ある 時 臨時に 補 之但陸 奥國鎭 守府は 常例 置之邊 要の 藩鎭 とせり 尤 重職 歟 

軍團 (諸 II 各 郡 常に 皆 置る 國 司令 之 軍事 ある 時は將 軍に 從て賊 を 討す) 

大毅 一 人 (兵士 を撿 校し 武具 を 充備せ しめ 弓馬 を 調 習し 陣列 を符閱 する 事 を 掌る 職な り) 

少毅ー 一人 (凡 大毅少 毅を軍 毅と呼 倭訓ッ ハ モ ノ  、力 ミ) 

凡， m 毅は 兵士 一  千 人を領 する 者は大 一 人少 一 人 あるひ は 1 一人 補す、 六 百 人 以上 を領 する 者は大 一 人少 

一 人 五 百 人 以下 を領 する 者 は唯毅 一 人 を 置と 云々、 六 位 以下 勳 功の 者 及ひ庶 人の 武藝可 稱者を 補す、 

主悵 一 人 校 尉 五 人 旅 師十人 隊正ー ： 十 人 

是亦依 郡 多少の n あり、 ，：^ 毅の 八" を 奉て 兵士 を 掌る 職 也、 兵士の 中 弓馬に 便 ある 者 を 補す 


大毅 以下 將 軍の 指揮に 從ひ其 命令 を 奉て 軍に 臨み 寇に對 ふ 時 兵士 を 率 ひて 戰 はしむ、 兵士  (五 人 を 伍 

として 十 人 を 一 火と いひ 五十人 を 一 隊 とす 一 隊の列 を 正す を隊 正と いふなり) 國 人の 中强斡 にして り 

馬に 便 有 者 を 撰み て 隊を定 む、 騎射に 習 へ る 者 を は 騎の隊 として 歩 射に のみ 習 へ る 者 を は 歩兵の 隊と 

す、 參雜 する 事 を 得されと 云々、 十 人して 馬 六 疋を養 ひ 布の 一 張 其 外 兵 具 等を備 ふ、 また 一人 ハ 母に 弓 

箭 太刀 刀 子等 を備へ 人別に 箭六 斗鹽ー 一升 を 備ふ是 いにしへの 軍役な り 

行軍 陣列 古法 先 鉢 兵士 次鋅 兵士 

一隊 i 母に 十 極 あり 五栀を 前に 列して ー柯に 兵士 五 人 を 配す、 即前 列廿五 人 を 以て 先鋒と す、 五 循は後 

に 列す 是亦ー 循に五 人 を 配す、 即 後列 廿五人 を 以て 次 鋒と するな り 先 後 合せて 五十人 也、 十 隊には 五 

百 人 百 隊は五 千 人 也、 是を 以て 兵の 員 を 量る へ し、 先鋒の 兵 を 第 一 等と 稱し次 鋒の 兵 を 第一 一等と 云、 

是人數 陣列 を 帳に 記す 時、 某 は 何の 隊の 第一 に 有 某 は 何の 隊の 第一 にあり と 知る 爲 なり 

優 少叙勳 古法 

上勳 (首 を 斬る 事 五 級 以上) 次勳 (首 を 斬る 事 四級已 下) 

先鋒の 者 上勳次 鋒の 者次勳 なる あり、 次 鋒に して 上 勳を立 先鋒に して 次勳 にさ かる もの あり、 先 次の 

兵士 同勳 なる も あり、 又 先鋒 3 中に S- 乙 丙 丁の 四 科 を 定め 次 鋒の 中に 戊已庚 辛の 四 科を定 て、 一 動 毎 

に 斬首の 勳功を 考て勳 位 を 賜 はる 事な り 

(甲乙 人と いふ は 凡 兵士 一  隊の八 科の 中 一 一 一 を 略して 呼 ふの 稱 なりす へ て 兵士 を 甲乙 人と いふと 心 得 

へからす) 

加轉 假令 元の 軍に 首 十 級 獲た る を 一 轉 とし、 一 一度 目の 軍に 五 級 を 得た る も 亦 一 轉 として、 勳位を 加 

へ 授るを 云 

古へ 兵士 簡點 する 次に 因て 軍に 入 軍毅其 武藝を 試み、 將軍其 勇 略を考 へて 帳に 記し、 兵 部 省に 申て 奏聞 

五 二 五 
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  五 二 六. 

を 遂け勳 位 功田 を 評せし む、 是 より 出身して 軍圑に 補せられ 幕府に 班る も あり、 亦は擧 せられて 王 都に 

撰 せらる る も あり 此譜 第と いふなり 

凡 兵士の 京に 向 ふ 者 を 衛士と 名 付、 邊を 守る 者 を 防人と 名付是 より 登用 せらる. -も每 の 事 也、 此等は 

大槪 兵士 立の 武士 を 云、 內舍人 立 兵 衛立は 又 各^の 事歟 

內 人 兵衛 (後の 近衛 也) 

-r;- 位 以上の 子孫 年廿 一 以上 兑役 任な き 者 を 京 及 各 國の官 司^ 撿し、 式部省に 送る を 太 政官に 申て 檢簡 

し、 性 識聰敏 にして 儀容 取へ き 者 を試定 て內舍 人に 充て、 坂 東に 遣 はし 武藝を 演習せ しめ 其 器 を 撰て 

朝に 召使 はる、 帶劍の {：：：： 也、 是 より 多く は 衛府に 任せられて 昇進 をす る 也、 亦 六 位 以下の 子 身 カ强幹 

にして 弓馬に 便 ある 者 を 撰て 兵衛 と爲、 此 もまた 出身して 家 を 立る 也、 兵に 譜 弟と 稱 する 者な り 

* は 中古 以前の 義也、 但し 源平 兩 家に 屬 せし 重代の 武士 其 先祖 軍 圑に擧 せられ、 亦 は 內舍人 近衛 等の 中 

より 來ら さる はなし、 然らは 其 根本 を 知へ き 者な り、 賴朝 卿以來 亦ー變 して 足 利 家 天下の 權を執 給 ひし 

より、 今に 至い 大漑其 風俗 等しき 歟 

重代 武士 (親 Is- の 記を按 すれ は 永 保 元年 三月 源 義家坂 東の 揚名將 史等を 會盟の 後 諸家 源氏に 屬す) 

自古 源平の 武 將に屬 して 王の 師を 勤勳 功の 名 を 立し もの. - 子孫に して、 民家に 落す 武業 を傳 へて 家譜 

を 失 はさる 家 を 云 是亦譜 第と 稱す 

新 加 武士 公家の 庶支將 軍 家に 仕へ 薦 達せられし 家、 或は 一旦 零落して 家譜 を 失 ひし 者、 戰 功勤勞 あり 

て 得 ひ 出身して 幕府に 進： ii する 家、 又は 農兵 戰國の 間 自ら 武勇 を 以て 柳營 家の 臣 となり 鷹揚せ し 家 等 

一 一 一に あらす 

倍臣 武士 古しへ より 將軍 家の 直 HH にあら すして 諸將の 下より 出身せ し 者の 家 を 云 

謹按 する に 神代 古へ 經津主 武壅槌 の 二 神、 恭天照 太 神の 勅 を 奉し 中原 を 平 治し 給 ひし は、 我 國將師 の 


權舆： ナ、 孫 降臨の 際 天 忍 日 命 大來目 を師ひ 弓矢 を提て 御前に 立 給 ひし は衛. 附の 濫觴 也、 ^余， * ^尸、 ね 1- 聖文神 

武の 神德を 以て 大 八州 を 御し 給 ひし 時、 道臣命 軍師と して 勳績を 立ら る、 是人王 武將の 始教、 崇神 ；人皇 

四 道の 將軍を 命し 給 ひて より 將 軍の 號は起 りし、 景行 天皇の 御宇 皇子 日本 武尊 を大將 軍と し、 吉備武 

彥大 伴の 武曰を 左右の 將軍 とし 給 ひ、 東夷 を 征伐 ありけ る そ 征夷 使の 紀元な りけ る、 是 より 代々 の 補-職 

綿々 として 柳營 威風 高く 天河 淨く 甲兵 を 洗て 國家 を衛 護し、 民人 を 安保し まします 是れ * ^武徳の 光輝に 

あらす や、 凡 武臣た る 者義を 守て 國に 報し 身 を 殺して 忠 み-成へ し、 名 節 全から され は稱 虛を傳 ふるのみ 

にあら す 其 祖先 を 地下に 恥 かしむ る 謂な り、 恐 愼て我 職分 を 勤む へ き 者 也、 され は此志 有て 武藝 に馴て 

筋骨 を 健に し、 軍法 を 練て 心 志 を 定め 國 家に 用 あらん 事 を 思 ひとす へし、 是武 業の 務 なり 之 を 以て 利綠 

の媒 とし、 名 を 市譽を 貪る は 武士た る 者の 所爲 にあら す實に 恥へ き 事 也 

尾 府下 蔭 子 

寳永七 年 庚 寅 三月 望  天 野 信 景謹誌 
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0 尻 卷之入 十二 


〇 平 陽府志 (祠廟 部) 一 ー賢祠 あり、 注に 在-, 南 首 陽 山， 祀 n 夷齊， 大麼^ 立レ廟 云々 司 馬 光の 詩に 曰 

夷 齊双骨 已成塵 獨；^ 淸名 日月 新 餓死 溝 中 人不識 可憐 今古 幾何 人 

此外名 賢の 詩 多く 載たり 

〇禮兑 (通解) 今 太刀 馬 代を献 して 主君 を拜 する 禮劍 と稱 す、 盖し禮 見す るに 劍を 以てする 謂歟 

〇 微樂朝 上樂/ 小 變ク迫 如， 沒-ー 塗炭， と 野 山の 大師い へり (三教 扮歸) 

〇 異邦に 金 蠶猫鬼 等 種々 の 妖術 ありて 物 を リ人 をな やます、 我 國四國 の 犬 神 安藝の 蛇； I 備前兒 島の 妖 

狐 等、 人に 付て 禍を なす 者 も 一 般の 邪道 也 

〇^ 調 は 鼓な との 拍子なら ふ 書に 〇 等 ある をい ふ、 心 耍在ニ 腔 子 裏， といへ る 腔の 字 も 等し、 慈と 訓せ 

りー阁 一方 は 一 圍 なり 

〇禪 滑 道具 衣の 腰に 紅の 組 を さけ 侍る、 之 を 平 江？ iif 名 付 元 衣帶也 >  今 は禪僭 冶容の 具と せり、 凡顯密 

家 じ 條の修 陀羅ー sj: 等に 紅 紫の 組總 やかに する 事尤 如法なら す、 異邦 千怫 衣と て 袈裟に 怫 像を繡 する 訛 倭 

漢季 世の すかた 等しき にや (千佛 衣の 辨 "宏正 訛 集に あり) 

〇 皇太子 を ia^{2a と 稱し 靑宮と 呼少 海と 云 

宋 延年 か 詩に 正 體育德 于少陽 云々、 少 El は 束 方 也、 又 震 爲-, 長子， 東屬レ 震と いへ り、 舂宫 とい ふ も 同 

意 也、 神 異經云 東 明 山有レ 宫靑 石爲， 墙、 有-, 銀榜， 以-, 靑石碧 鎮ー題 云！ K 地 長男 之宫、 之に 依て 靑宫と 呼 

とそ、 山海 經云無 C 牟山南 望，， 幻 海 二-み々、 ： 大子を 大海に 比する、 即少陽 は 其 流れ を衍す 謂と かや 

神異 山海 等の 書 虚誕の 說も： 大下 公共の 號 となれ るに や、 正 名の 君子 は 此等を も 亦 取 ましき 敷 


〇 友 曰官家 装束の 中に せ！ 1 鉢と いふ あり 何 そや、 チ曰是 公卿 等 法 體の衣 也、 下 は 指貫 上 は孢の 如し 色 多く 

は 鈍色な り、 必 袈裟 を 着せら る (西 一一； 條 家の 家書に 有) 其 他 入道 者の 服 一 にあら す 

鈍色に 二種 あり 蘇芳に ダウ サを 加へ 染 ると、 靑 花に 墨 を 入て 色 をな す 同し からす、 本願 寺の 末寺 等 鈍色 

とて， H 衣 を 着る は あやまれり 

〇 遊， ゅ窟 にあ ふて わかる、 すかた を 細やかに 書し 中に 

アナ 二 クャャ モノ カラス ョ ハ 二 シ ヲ ナサ ケナ クウ カレ！  ノ マダァケ^*,ル 二 ヨブ ヲ  コ/ シ マゾ 

可 憎病鵠 夜中 驚レ人 薄 媚狂鶴 三更 唱， 曉な とい へ る は 和 耿の詞 にも 通せり、 此 書の 點は木 .is 

神 擧士伊 時に をし へ 給へ りと、 文章 生 英房文 保 三年 四月 十四日の 序に 見えし、 凡い にしへ は 詩文 は 共 

訓點 家に 傅授 して 書生に 傳 へ し、 今時 私に 素讀 する か 如きに は あらす 

〇 或人シ キ ミを佛 に 供す る は吾國 のなら はし 神に 榊 を 取と 同し、 シ キ ミも 常^ 木 なれ は 榊な りと 是憶說 

也、 凡そ 機 を怫に 供す る事密 家の 諸 儀軌に 出て 天竺より 傳 えし 事 也、 或 人 云 ま 尾花 を 水 かけ 草と 讀靈に 

水 手 向る 草なる 故の 名な りと、 是亦 和風 歟， 等 持 寺の 原 古が 施 娥鬼渠 類 分解に 鼠 尾 草は醫 害に 止 咽渴蘇 

息 腹 病 草な りと い へり、 され は 鬼 類の 渴を 止る か 故に 此草を 用 ゆるに や 

〇 或 人 云 米穀の 俊に 米 を 盛て 横に 細繩を 以てしめ 然して 後に 不動 繩 とて 竪に かけて 結 ふ太繩 あり、 不動 

の稱 いぶかし 不動明王の よせ 有と も覺 へす と、 予曰此 名目い と 久しき か、 延喜式 十二に 不動 倉^ 一： ム々 江 

次第 四に 不動 倉穀 とい へ り、 康保 元年の 官府に 云天曆 官符以 n 正稅， 遺爲， 一 不動 1 云 々 、 古し へ 正月 吉書奏 

に 諸 國の鏡 給て 不動の 倉 ひらかん とい ふ詞を 奏せし と 也、 これ 動きな き 御倉の 謂に して 明 王の 名に は あ 

らす、 昔 穀倉 院の 俊に 結 ひし 繩 よりい ひ 初たり と 見 ゆ、 不動 繩 公方 家 及 ひ 三 家の 御國 にして 貢す る 所 は 

くもて に 二 筋 かけ 侍る、 諸 州の 俊 は 一筋な り、 又 俊の 口 を か るに も 公 倉の 俊 は 九 結、 御家人 は 八 結に 

する 事 農家の 所傳也 

G 左右 馬 寮御監 此 御の字 は 天子の 厩なる 故 御と 稱す るかと、 予曰然 らす御 二 践馬ー 監，， 諸牧， 故の 號 なり 

  /兰九 


一 


  五三。 

と 或 卿に 聞 侍りし 

〇 人 を 饗する 時 北 (人の 主君の 筆な と を 床に かける は 却て 無禮 也、 其 客 我 君の 墨 跡 も鎗も あらん 座に は 打 

とけて あらん や、 然らは 客 を 困し め 侍る に 近し、 亦 儒家 客な らんに 佛像は 更なり 僮 法師の 筆せ し 物 を か 

け 侍らん も 興な く、 道に たか ひたる 心地 そす る、 凡 は 山門の 僧 を 招て 禪 子の 文字 を かけ、 淨土宗 の 僧 を 

客と して H 蓮黨か 書る 物 を 床上の かさり なと せん 事い と ある ましき 也、 此 心得に て 書霱も 器物 も 其 人に 

よるへ き 車 也、 堂上 家の 書る 和欧 所の 筆から やうの 類 は 誰も 難な かるへ しと 有識の 人い へり、 亦 和歌 

とからの 人の かける 物 あらん 時 は、 先 和歌 上 床に かけ 唐土の 物 は 次に 懸 へしと 也、 さりと て 我國た  >  う 

との 筆 を 先 儒の 德 高き 人の 書 書の 上に 置へから す、 其 時 は 我國の 物は懸 ましき 也、 すへ て 立 花な とも 古 

し へ より 聞 ふれた る 我國の 花木 草 枝 を 先 上に も 中に も 遣 ひ、 今更の 唐め きたる は 下に も わきに もさす 事 

皆 本土み-尊 ふ 心なり とそ、 今の なま 學 文した る 人 や. -も すれ は 我中國 をお しさけ、 心に も 思 ひ 口に もい 

ふ は 忠義に 疎き 心に や 侍らん、 もろ， 〕 しも 中華な とい ふ 人 こそ 多 かる 是を ひか 事と 思 ふ學者 はまれ 也、 

山 崎 敬義の 流れ をした ふ 人 や、 我國を 先と する 意 は ある 也、 此比は 京なる 儒家 我 國を中 夏と 書る いとよ 

し 

〇 是日已 過 命 即隨滅 如 小水 魚斯 有何樂 (出 曜經ノ 一  無常 品ノ文 也) 我此 身命 能 得 幾 時 是日過 命隨滅 猶如牽 

羊詣 彼^ 所渐 々 近 死 無 所 逃避 (心地 觀經 無垢 稱品 ノ 文) 

{分 知 愛 念 危脆身 不覺隨 朝 +1 盡 (：：1:經_肤 捨身 ノ文) 

是身不 堅 如 水上 泡 (金 光明 經 捨身 品) 

白樂： 大か幻 世 來夢 浮世 水上 泡と 作れる も 之に よれり、 嗚呼 春宵 一 睡の 夢に 是非 を あらそ ひ、 流水 瞥 

本の 渥に 得 喪 を 計ろ こそ、 うたて おろか 也け る 

よもき ふに いっか をく へ き 露の 身 はけ ふの ゆ ふくれ あすの あけ ほの 
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慈 鎭和尙 の 詠に や 

〇 比 翼烏 は 何の 書に 見へ たり やと 問 人 侍りし、 嬡 記に 南方に 比翼の鳥 あり、 雄 を 野 君 雌み- 觀 意と 呼 ふ、 

總名は 長 離と 云 長 相 離 著す る 故 也と い へ り 

〇 或 問 今 世 貢 法 地方 を はかり、 其 秋 米 を 十分に して 六 分 を 地頭に 納め 其 四 分 を 民の 得分と す、 古しへ も 

此法 あり や、 曰延喜 式に 國司處 分 公 解 差 法 は 大上國 の 守 六 分 を 得る よし 見へ たり、 盖し 古法に よりて 如 

此徵、 中國は 五分 下 國は四 分と いへ はすへ て 六 分と する に は 非す 

〇 委巷 叢談 ニ娼女 - 初 薦二寢 於 人 - 曰- i  0k 々 

我國 花柳の 家 水上と 呼 ものと 稱を 異にし 事 を 同し くす、 異邦 娃坊の 事 かける 書數部 さ. ま/、 の 名自ぁ 

り 

〇 或 問 熟 田 大宮の 見 龍神の 社 祭神 尊命 記に 書せ りと いへ とも 龍神の 號其據 なし 如何、 曰是 弘法 大師 感得 

の 神なる か、 彼行狀 (第 八 祌泉祈 雨) を按 する に谆和 天皇 天 長 元年 大師 請 雨の 時 甘 雨 降て 炎 孕 を 洗 ひし、 

大師 曾て 茅 草 を 結て 龍 形 を 作り 壇上に 安置 せられし、 法 成就の 後 奉送の 時 草 龍 東に 去て 尾 張國熱 田宮に 

留れ り、 彼 社の 珍事と して 今に 崇む、 東海 鎭 護の 奇瑞なる にやと いへ り、 之 を 以て 考ふ へし 

〇 文 勝 而周衰 淸談而 晋欧道 擧盛而 宋亡云 々 

周晉 Q 世衰敗 は驕潜 放肆に よる、 宋の 諸君 子豈 之と 同し からん や、 只皇家 道な く 奸邪政 を 執し 其 亡 ふ 

る 何 そ道學 盛んなる 故と いふ へ けんや、 但し 當世 の擧 者黨 ありて 互 ひに 諍 意 あり、 各自 門戶を 立て 道 

弘 がらす、 自勝他 劣の 念甚 しかりし か は 人の 謗り も 又 多 かりし にや 

〇正月三日の夜松離の御遊^.1^蓖の檯は國家のさる目出度例しぁりてことにっくり物せさせ給ふ御事、 慕 

府に もこな たに も か はる 事 侍らす とか や 

〇 京人の 文に 去 冬 武者 小路 家讀 たまもし とて 書 添し 和歌 寄鶴戀 
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とりの 聲も わかよ とて はな かねと も つらき こ.. ろに きけ はこ そ あれ 

〇 攝綠家 3{t^ 、殿に 窗軸を 懸け 立 花な と を 置る  >  事 はなき 御 事 なれと も、 近衛 家 (前攝 政 家^ 公) の姬君 へ 

我 公 御 納聘の 御 時、 御 使 (志 水 .：！^) 御饗に 御床 飾せ させ まし/、 ける は 時に 取ての 御 厚情と そ、 萬 一 偏に 

執し 侍る は 末々 の 者の 事に や 

〇音 羽 山 瀧 一 r 所に あり 山 科 西 坂 本淸水 寺、 伹 しおと は 山 は 山 科に 限る かの よし 井蛙 抄に見 へ たり 

〇 非常 高貴の 死 をい ふ、 長 秋 紀に元 永 二 年 十 一 月廿 八日 三宫已 非常 給 云々、 今 世 よのつね ならぬ 事 を 

非常と いふ も 悼る へき 言に や 

〇 人 言語 あり、 言語 必 思に 發 して 其 心の 善惡 いちしる し、 夫 鬼 を 說怪を かたる は 總て荒 唐に 屬す、 心暝し 

てまと へる か 致す 所 也、 人の 富貴 をい ふ は便是 他の 豪膽を 羨み 且嫉 忌より 出て、 人の 貧賤 をい ふ は便是 

彼 か 欠 缺を笑 ひ 己 か 富に 驕る思 ひに 發 せる 事 多し、 是 一片の 俗 心 腸 方に 此閑 言語 をな すの み、 或は 飮食 

の 美惡を 論し 或は 女の 奸淫を 評する か 如き は尤巿 井の 下流 也、 され は 亦 亦 朝政 邊 境の 驚 息を談 し、 

仕の^ 除 をい ふ も 心なき にあら す、 古人 云  一 口 除 目 を 看れ は 三年の 道の 心 を 損すと、 鳴 呼 我人 毎に 

進む 事 を 貪て 退泰を 忌と する 利 心 あるか 故 也、 夫レ 人 國を憂 ふる 心なく は ある へからす、 されと 國を 

憂 ふる 言 は ある 事な かれ、 共 分に 非す して 憂國 のこと は ある は 其 位 を 出、 若 憂 國の寳 心なく して 輕々 し 

く 之 をい ふ もの は 便 上 を： i れる人 也、 人々 口に 絶て 談 する 事 をせ され、 亦 語 官府の 得失 人家の 長短 関門 

の 隠微に 及 ひ、 或は 自の貪 焚 みん すして しかも 人の 嗜愁を 嘲り、 已か牟 利の 云爲を わすれて 他の 詔媚を 

お ふ 類 多し、 是 $： 害 を ひ禍を 招き、 少しき なる は 人の 恨 を 取り 犬なる は 身 を 殺す 道 也、 故に 先賢の 言 

慎 を 先と せり、 凡そ 我人 賓筵會 席に 當 りていた つらに 醉飽 し、 雜談亂 語 喧嘩 雷同して R を 終へ、 無益の 

閑 語に 自他 を撗 して 過失 を 重る 事 萬々、 誰か 此 時に 互に 非な りと 思へ る、 自か へりみ 戒て 口の 禍 をまぬ 

かれは 可也 
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〇 得 n 石像 夷 神 1 之 記 (並 鹿 島 略記) 

音信 法師 は 常 州 鹿 島太祌 宮寺秀 尊上 人の 弟子 也、 去 元祿壬 午より 回國 し、 旣に九 霜 を麼て 六十 餘州 納經 

の 願を滿 て、 今玆庚 寅の 季秋歸 路の次 手に 名 を 尋來れ り、 常陸帶 かけても 思 ひ よらぬ 人に あ ひて、 陸 奥の 

末の 松 山 はかくし く、 越の 白浪 思 ひ 立し 木 曾の あさき ぬきつ なれて、 京 難 波より しらぬ 口の 心つ くし 

も 海松 目の 見る かひ 有し 國 所の 有さ ま は 筆に も 及 ひかた し、 输島 泊の 磯 ゆ ふへの 月 を 詠し 和 秋の 浦、 書 

あつめた る ことの 葉 あはれ に、 神風し つけく 七の 道 さはり なき 御代の すかた も 有りた く、 聞に 盡 せす 共 負 

し笈 の內佛 像な とひら き 見せし、 鹿 島 神宮の 記 は 彼 宫の祌 人中 臣連 胤貞 筆して 與し 一 卷也 (元綠 十 S 年 

三月 廿 一日 書 之 云々) かけ まく も かしこき 武蹇槌 太 神 は 盤 余彥の 天皇 中州 を 治 給 ひし 後、 今の 常陸國 見 

目の 浦 神 野の (此 處脫字 あり) 

長足 姫 尊 三の 韓を伐 給 ひ、 歸 朝の 時 陸 奥より 御船 を 廻らし、 見目の 浦に よらせ ましく し、 神 野 神宮 を 

拜し、 荒 祭の 齋 として 普 雷 婭命を (傳云 仲 哀帝 第一 の 皇女 也ト) して 祀を 奉せ しめ 給 ふ (此事 日本 紀等 

に 見へ す盖 一社の 緣起 のみ) 此 より 齋 女相續 して 今廿 五代と かや、 此 乙女 を 立る 時中臣 氏に 兩家 ありて 

双方より 龜甲を 出し 燒て卜 食の 兆に より 夫と 定 侍る となん (甲の 皆燒 たる 方の 乙女 は. た てす 燒殘 りたる 

甲の 文 を 見て 定 むと 云々) 拔も神 護 景雲 元年 丁 未 勅して、 太 神の 遙宫を 大和 國春 日に 崇め 給 ふ、 平 城 帝 

の 大同 元年 丙 戌 左 大將藤 原 定員 を 勅使と して、 常陸國 行方 郡 島 崎の 大生に 遷 しまつり 給へ り、 同一 一年 丁 

亥十 一 一月 廿 七日 今の 鹿 島太宮 にう つし、 神宮 を 建 させ 給 ひしょり、 今 曰に 至る 迄 動な き國 家の 鎭 として 神 

德を 天 下に 施し まします、 叉 太 神宮 寺 は 元 明 帝の 和 銅 元年 戊 申万卷 上人 基 を 開き、 十 一 面觀昔 自在の 像 

を 安置し、 太宮の 內證本 地と 崇められ しと かや、 神宮 寺の 緣起も 亦 ー卷 ありてい とつ ふさに 記せり、 今 

釋 藥地觀 文の 五 尊 を 本 地と すと 云々、 要石 は 回り 貳尺 計り 高地 上壹尺 五六 寸 ありと なん、 其他攝 社の 外 

祭祀の 次第 祠 官職 號 名字 迄ね もころ に 記せし か、 頓に歸 り 行路 留め 難く 寫 しも 取ら さりし そ 恨な りけ る 
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III  臺 s 

猶笈 の內に 一 軀の石 夷の 神 像を藏 む、 其 石 紫に して 碟品 3 氣象 あり、 其 中央に 惠美須 を 彫刻せ しいと 古物 

にして 凡作なら す、 昔 信 云此像 は薩摩 かたに て 或 民家に 得たり、 弘法 大師の 御作と 傳へ聞 侍る とかたる、 

謹按 する に、 薩 摩國鸞 岳に 岩 殿と て 昔より、 夷 三 郞殿を 祝 ひま いらせし よし 古き 書に 侍る か、 る 由緣に 

て 大師 彫せられ 侍る にや、 予曰此 神 像 を 己に 與 へ よ 家に 安ん して 崇め 物 せんと 儈曰如 匹 身の 何 をか貯 へ 

て をし み 侍る へき、 只い つくに も あれ 尊信の 家に まし まさん こそ 神の 本 誓なら めと て、 いと 快く 授與し 

侍りし、 これ 時寳 永の 七 年 重陽の 佳節 也、 鳴 呼 水符を 佩て 壽客を 見る 朝 此靈像 を 得る 事因緣 もお ほろ け 

ならす、 尤も 且 喜す るに 堪 たり、 故に 神 座 を 新に し 香 を燒て 再拜し 慶賀の 一 谒を唱 ふ偈云 

八十 重 波 一 釣 神 梓 船 戴 笑 狹金鳞 玉 壶風潔 泛蓬島 水 鑑月寒 謁聖眞 

願 はく は 五福 家に 預り 百祥 をして 後裔に 傳 へん 事 を、 神 夫 レ愚漢 か 至誠 を感覽 した まへ 

^(贝 十月 十 n  輟 St 翁百拜 

右 石像の 夷 神 府下の 櫻 花 山 靈岳院 に 奉納して 永く 彼 寺の 鎭 とす 

〇 武曰茅 野の 字 を 吾子 ヨシノと 調す 如何、 答 林 家の 說に隨 ひて 間々 かく 訓點 せし、 今按 する に チノと 稱 

すへ し、 國 造本 紀續 本紀 (靈龜 元年) に、 茅 野 を 珍努と 書る を 以て 知る チノと 讀む事 古訓なる 事 を 

〇 養老 三年 制 曰 穀 之爲， 物經， 年不， 腐、 自今 以後 稅及雜 稻爲， 穀而 收レ之 (續 日本 紀) 當時勅 製 專民を 救 ふ 

を 本と し 給 ふか 故、 稻を穀 にて 貯 へしめ 久 敷に 堪 飢饉に m ふ、 後世 人 多く 食 少し 穀を貯 へ 侍る に 及 

はんや、 叉 製に 粟 之爲， 物 支 久不， 敗、 於ニ諸穀中，最是精好天下盡VR耕種莫レ失^時候ニf^々(續紀也)按す 

るに 昔 は 田圃 廣く 稻麥 をのみ 種て 民 食 足け る 故、 他穀を 種る に ゆる かりし と 見へ たり、 故に 令して 粟 を 作 

らしめ 給 ひし か、 今 は 諸 粟 を 種 野 を 治山 を ひらきても 作り 令せ されと も 民力 を盡 す、 然るに 食に 乏しく 每 

に 不足の 色 あり、 是上 世人 少く季 世 は 人 多し、 然も 世 驕奢に 流れ 其 費 萬々 にして 遊 手の者 义 半に 居れり 

され は 京師 難 波 柬武の 如き 一 間の 花柳 淫婦 千數百 人、 美服 盛饌 酒池肉林の 饗 毎日 幾許の 費用 そ 悉く 知へ 


ビ V; 
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がらす 其 他の 遊 場 梨園の 扠も亦 幾許 そそ、 其 奸其媚 よく 人心 を 惑して 財 を 漁り 寳を盡 しむ 夭 下 貧 不足の 

一 敷 

〇 東都 根 来の 同心の はしめ は 

薛嚴院 (极來 半 右衛門 祖領 三千 五百石 愛染 院 (根 來 五左衛門 祖領千 石 

添 女 牽牛双 扇 開 年 々一度 過河來 莫言 天上 稀 相 見 猶勝. 間 去不回 

朱 文 公の 詩 也 (前燈 新 話に 注に 見へ たり MK: 一星の 配齊 語に 初 まり 荊 楚記乞 巧 を 云、 柳宗文 作り (乞 巧 文) 

張 文 潜 歌 を 詠し、 釆？. 邑議 詩を賦 してより、 詞人 七夕の 作な き 代な し、 嗚呼 天の 列 宿 を 褻 侮して 忌憚る 事 を 

しらす、 我 國倭敌 新 秋の 詠 七夕つ めの 戀情を 詠せ り、 朱 子 も 亦 之に 傚て 彼妄 誕に從 ひつる かとい ふ 人 あ 

り、 予曰 詩賦は 事物の 眞 撝に拘 はらす、 時 俗の 風に よりて 其 心を述 るー體 あり、 楚辭の 有様 を て 知る 

へし、 朱 子の 詩 其 微意 只 絡る にあり、 予昔 七夕の 題に て (前書に 七夕の 一夜 あ ふち きりを 世に はいみし 

とい ふ) 

かなら すの 世の いつはり にたく へ て はこの ひとよ こそうら やまれぬ る 

と讀 しも 廿年 前の 秋お も ひ 出て しの ふ 昔と なりに き、 六月 下の 弦 立秋 なれと も 金 風 袖に うとく、 しらつ 

ゆいまた 零さる にう き 事し けき 块は泪 に ぬれて、 今年 獨我 身の 秋と なる も 悲し 

我. らの 袖の しら 露 まつち りて なくさめ かたき 荻のう は 力せ 

.  さめの こる 目 はかり はう つ  にて 見し は あたなる 夢の 世の中 

〇 尺^ 穿 fe^ 能 漂 こ 一 邑 1 寸煙 泄レ突 ニ致レ 灰千窒 1( 劉 子) 

〇 大昆暖 遮那成 佛祌變 加持 經 (大日 經也) 

金剛 頂 一 切 如 來眞實 攝大乘 現證大 敎王經 蘇悉地 錫羅經 

金剛 峰樓閣 一 切瑜 伽職經 大昆盧 遮 那佛說 要略 念誦 輕 右 眞言の 五部 秘經と 云 
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  五三 六 

〇 玄義 文句 止觀 (法 花の 三部 }2i の說 也) 是三 大部な り 

金光明經玄^^  ri: 經ノ 文句 刖 行玄義 同文 句 觀昔經 觀 無量 壽 經ノ疏 

是： 大ム ：！ の 五 小 部と い ふ 章 安の 記 あり 

〇 佛 法象敎 (刻 レ木爲 レ佛以 M 形 像： 敎レ人 也) 余 氏 か 事物 異名に 兑 えたり、 是佛像 をい 4 我 邦怫を ネト ケ と 

訓 する は 浮^ 形の 便 亦 は 佛陀敎 の 昔 轉 といへ り、 徂し按 する に ネト ケは 佛敎の 二字の 音便に や (フッ 

と ネトと： 11::.^ す ケは敎 の 字の 略 昔) 佛敎 とは佛 法像敎 中略 敷 

〇. 水 字， にお：： 永 木： P レ 爲レ笏 云々、 順 和名 抄云ほ 倭 名佐久 木可レ 爲レ芴 云々、 按す るに 笏をシ ャクと 呼 ふ 

はせ の 昔 を 忌 尺の 一哲 を かりて 呼と、 常談 はさる 事な から 疑け らく は 佐久の 木に て 作る 故の 名歟 (サク と 

シャ クト； 通す) はいちの 木 n 本名と かや 

この類に いち ゐ かしと いふ 木 あり 是は亦 別 木 也 

〇 鶴 I ツル 今 ^ 鶴に 作る は 非 也刖鳥 也) 鵠の字 胡 谷の 切昔斛 なれ は鴻鵠 也、 古 祿の切 音 谷 なれ は 小鳥に して 

的に 描れ？ 胡 老の切 一 ii:: 浩 なれ は浩々 大也 (烏 にあら す)！^ 谷 切なれ は音涸 にして 鶴と 同し 五雜 姐に 之 をい へ 

り、 ^に 記す、 彌陀經 昔 我國に 渡りし は 白醉^ と あり、 近世 唐土より 來る經 及 ひ 注 家の 書 皆 白鹤に 作れり 

音 白 鶴， J れ浩の 昔に あらす、 我國 の^ コゥの f?!:: に讀： i する は 誤りな 、 つ る 我！： 今黑 (形 小に して 足 もまた 

黑し 吣ト： 品な り) 白 (形大 にして 足 淡 紅 味 下な り) まなつる OS 鷄 なり 色 靑く預 を さる こと ニ寸 はかりに 

赤き 毛 あり 處衡 志に いへ る 灰 鶴：：；. 也 M 一つる より 大 なり 味黑 につけり) 丹 鳥 は 白つ るに 似て 色は黑 し、 頭 

赤く 黑し松 前に 多し 西國に はなしと そ、 ァネハ ツルと 云 一種 まなつる の 如に して 甚 小鳥 也、 琉球鶴 もま 

なに 似て 頭 は 丹れ T に 似たり 

〇 寬永八 年 十 一 n;:An 駿河 大納言 忠 畏卿淺 §i 山に して 猿 狩お へきよ し 仰な りし か は、 御家人 祌 地に 狩し 

給 はん 車 如何と^ しかと も、 御 承 なく 御 狩 有しに 狩 取し^ 凡 千 貳百四 捨餘と 云々、 御歸の 時より 御 心 
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亂れ 初し とか や 

〇 洛陽音 羽山淸 水 寺 堂 前 舞 臺と稱 して 板 敷の 臺 あり、 是は十 n しへ 舞樂 ありし 故の 稱 とそ 今猶 左右に 槃屋 

有、 他境淸 水に 校して 作れる 堂 を は 您て舞 養と 云、 舞樂 もな き 所に かくい ふ あたらぬ にや 

〇 武備 志に 佛來數 古、 是西蕃 の波羅 多： 兒國の 人名に あり 酒器の フラ ス コも此 字なる 歟 

〇 佩刀 (カタ ナナ リ) 剌刀 (アイ クチナ リ) 解 斗 刀 (； 上 急拔 (ヮ モサシ ナリ) 屮刀ヮ キサシ ナリ) 

馬背氈 (馬 氈ナリ ：) 黄銅 (眞論 ナリ) 紅 銅 (ァ 力、、、 ネ ナリ) 砂子 (カル イシ ナリ) 彌沙 (醬ノ 字ノ譯 語) 

水路 (養 ノ 字ノ譯 語) 可 羅米糯 (醬 风ノ譯 語) 右 之 類 武備 志 日本 條 下に 見えたり 

〇 大學は 心の 字# 子に して 宋序 性の 字 を 第 一 義 にの へ 、 中庸 は 性の 字 服 目に して 朱 序 心の 字 を 一 大事に 

記せり、 是ー 一書 聖賢 性 心 互に 發し給 ひし 微意 也、 論孟 は 聖賢の 言語に して 朱 序 史傳を 以て 其 行狀を 書せ 

り、 是 言行 一 现の旨 を 示されし 處也、 盖し 四書 は 内に して 性 心外に して 言行、 此 四の 理を 明らかにする 

を學と 云、 四 子 を 捨て 叉 何 をか學 ふへ き 

〇 安 覺和尙 は (千 光阈 師の舍 弟) 色條氏 本の名 は 良 祐亦經 祐と稱 せし、 性 強記に して 藏經記 得せし 事旣に 

一半に 過し とか や (鶴 林 玉露 十六 ロ稱 之) 入宋歸 朝の 後 筑前國 田 島の 香 正 寺に 止り、 乎自 一筆の 一切 經 

を 書寫し (承 元元 年 十一 一月 其 功 を 終る 云々) 嗚呼 今の 人 三 五 紙の 文字 を 記す る， も 難く、  一  ニ卷の 書籍 を寫 

にものう くして、 舉を すと いふ こそい ともお こか まし けれ、 昔 人 立志の 堅 苦 を 見て 5:.. 愧 さる へ からさら 

んゃ、 朱 子 曰 今徙： ：* 者讀レ 書尋レ 行、 數レ墨 不二 曾 全 記 得 i 如 レ此而 M レ有レ 成 亦 己 難矣、 學に志 ある 者尤 つとむ 

へ き 事な り 

〇 敬 (K 息サカ ヅキヲ サス) 領 K 规 (サカ ヅキヲ イタ、、、 ク) 

〇 客 在 曰 ー佛像 あり 骨 立瘦顏 にして 座す 是を見 明星の 釋 逸と いふと、 予曰之 を 雪山 苦行の 釋迦 とい ふへ 

し (雲 山 示 修六年 苦行 每止食 一 麻 一 麥皮骨 連立す と 書り 釋迴譜 等考ふ へ し) 兌 明星と は 成 道の 釋迦を 云、 

五 一 二 七 
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其 形 羸 身酏陋 にあら さる 歟、 苦行の 後 牧女か 十六 轉の乳 摩 を 食して 精氣 充足し、 金剛 場に 跌 座し 慈心 三 

眛に 人、 臘八 明星の 出る 時 無 漏 道を證 すと いへ り、 世に 癯容赤 足の 立像 を 出 山の 釋.、 迦と呼 は 深く 考 へす 

して 描處 なる へし、 只 比丘 形に 11 せ は 可也、 天台 大師の 說に觀 察 四諦の 像は老 比丘の 形なる よしいへ り 

〇 四 敎ノ怫 相 怫身本 一 レ 赴示レ 相 

身 量 丈六壽 八十 老 比丘 像 菩提樹 下 生草爲 坐 是藏敎 の釋. i 也 

帶 比丘 像 現 尊 持 身 樹下定 坐 是通敎 の 釋迴也 

掌 現 尊 特容坐 蓮華 臺  是別敎 の 釋迦也  , 

不可思議 如虛 {<. ^桕  是圓敎 の釋： 逃 也  . . ， 

右の 顯敎 の說 のみ 密家 所傳尤 多し 傅て 知る へし  , , 

〇 三 浦 道 寸法 師陸奥 守 四 位 少將を 望て 古河の 御所へ 讀て 奉りし 

老の 波よ る./ \- おも ひつ 、くれはむ さしの 關 もなか はなり けり 

頓 て執奏 有て 望の 如くな し 下されけ る、 子息 荒 次郞を は彈正 少弼に 任せられ しも 和歌の 德と 聞え し 

〇 楊 升 巷 曰 nl 光之 白日, 日、 月光 之 白曰レ 狡、 男子 之 白日, 折 n、 女子 之 白日， 妣、 老人 之 白日 レ噃、 草花 之 

白 曰 レ葩、 霜雪 之 白 曰 レ燈、 鳥 羽 之 白日 レ»~ 

〇讀喾 0 窮， 现居， 敬遷レ 善改& 俗儒 務 fe 麗レ詞 釣レ名 于レ利 

用兵 王者 救， 民伐レ 暴禁レ 亂保& 覇者 利レ已 殺レ人 逞レ怒 快レ慾 

〇 忘肉抄 とは樂 害 也、 書 寫山性 穴ニ 上人の 撰と かや、 體源鈔 も 又 音律の 書 也、 是豐原 氏の 秘記 となん 

源 體とは 鱟原ノ せ 水 也、 水と 髓と 音 近き 故 其 家 にて 名 付し とか や 

〇 公方 家の 年始に 諸家へ 酒 給 ふ は 御 に餘 りし 御酒 を 御 銅 铫に打 入て 夫 を 賜 はる 故、 御酒 を 受て後 戴く 

是を御 流と いふ、 我 公元 正に 御酒 を 御家人へ 賜 はる は 御 K やまいり て 之 を御铫 子の 口にの せ、 酌の ii に歸 
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り 御酒 を 彼 土器に 入、 夫 を 外の 土器に うつして、 始の 土器 を 賜 はる、 次-」 御！！^ ある 土器 を 亦 外の 土器に 

うつして、 其 土器 を 出す 事い つまても 同し、 、之 はまい りし 御 土器 を 下さる 、體 なれ は、 御 土器の みいた- 

、きて 御酒 は 戴き 侍らす 之 を 御下ケ 入と 申 也 

〇 凡そ 君の 御前へ 召 出しと て 一 器 を 座に 置て 數 人出て 酒 をた うへ 侍る、 これ は 土器 も 御酒 もいた、 く 事 

なし、 され は 召 出しの 酒を飮 あまして 次の 人へ 飮 する 事大なる 無禮 也、 下戶 なり 共 あまさす 岙 へし、 小 

笠 原 家の 禮に召 出しの 御滔 は、 皆飮て 土器 を 座へ 魚道して 立 習 侍る も飮餘 させし との 事と かや 

シ タミ 

〇 四 種ノ鎧  源氏 黑糸鎧 平氏 紫 糸 鎧 橘 氏 黄 糸 鎧 藤氏 萌黄糸 鎧 

朱 雀 院承平 七 年 依 宣旨定 之 云々 (出于 兵家 秘書) 

〇 去 歲季冬 十五 日 故少府 監赤穗 城主 淺野長 矩舊臣 大石內 藏助等 四十 六 人異體 同志 報 sr 今玆 仲春 初四官 

裁下レ 令各處 n 死刑-其 志 難 レ遂其 生不レ 全、 嗟 呼 天 乎 命 乎 栗 時運 難， 堪レ哀 有 レ感而 作 大學頭 源 信 篤 

曾 聞 壯士不 還 去 易 水歲寒 連袂行 炭 啞變客 追豫讓 欹滴浪 挽田橫 

精 誡石碎 死何悔 義 氣水淸 生太輕 四十 六 人齊伏 f:^ 上 IK 未 察 此忠情 

鳴呼岐 下の 野人 は穆 公の 難に 鋒を摧 き、 篛 桑の 餓 士は宣 子の 爲に戟 を 倒に す、 是皆 一時の 恩賜た も猶生 

を 忘れて 酬 和の 誡を盡 せり 況 君臣の 大倫 大義に 於て を や 誰か 抱 永 握 火の 思 ひなからん や、 張子 房 博浪の 

謀遂 さりし も 終に 漢に藉 て 秦を滅 し 所謂 報す るに 國土 を以 する 者 敷、 義士 刑に 處 して 後 大石 氏の 碑に 忠 

誠の 號 ある を 見て 或 人 

もの 、ふの 八十 氏 川に 霧 はれて にこらぬ 水に あら ふ 月 かけ 

むさし の 、草の 露に はふり ぬと も その 名 はくち じ莓 3 いし ふみ 

〇 僧 承 兌 謂 情窩 先生， 曰、 有 レ眞有 レ俗今 足下 棄 J 具 還， 俗、 我 不唯惜 執 拂拈槌 乎 而已、 叉 爲，， 叢林， 惜 、先 

生 曰自佛 者， 言 レ之、 則 有，， 眞諦】 有，, 俗諦-世 有 nw 世 一若 以レ我 觀レ之 則 人倫 皆眞 也、 未聞 K. 呼，， 君子 1 爲.. 俗 也、 

  臺九 
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0 我 恐^ 徒乃是 俗 也、 聖.^ 何廢 -> 人間 世 1 

先生 永 綠 四 年 辛 酉 生 二 播州 細 川之邑 ー始爲 レ僧稱 _> 錄首座 S 野 昊東明 長老 門下 後說 n 胡 服 1 爲 n 儒士 一生，， 子 

冬 及 女子 1 

伲； 〇 剃 髮の人 を 總て釋 氏 1 ぶい ふは彌 1K の 道 安より 始まる、 開 元 錄に秦 晋己前 出家 者 多 隨ニ師 姓 1 後 彌天沙 道 

安 云、 凡 制 髮染衣 紹，， 釋迦 種， 即 無，， 殊姓， 宜 3 悉稱， a 氏 1 云々 

〇 金 陵鄭元 实か所 校 梓の 南北 時尙 綺筵必 S 殺 譜酒令 ー卷、 飮 酒の 慰 事に して 禮容の 正 敷 事に は あらす、 

たと へ は n 占 詩句の 類に 一 統 山河 壯帝居 (句 首に 一 の 字 有 詩 を つらぬ) 一 一 陵 風雨 自南 一 一文字) 三 峽樓臺 流 

日月 (百 千 萬の 字に いたる) 亦 正月より 十一 一月 迄の 詩き 夏 秋 冬 1K 地 風 花 月日 何 にても 其 類の 字 有 詩 を 同時 

にい ふ 事と 見えたり、 また 雨 骰子 を 三度 擲て其 目に よりて 詞を いふた とへ は 穀子譜 は 

BS 六 宮粉黛 Ea 文 移-北 HH 五更 三點 如 此穀闘 六十 四譜 あり、 亦 珠窩譜 は 叫 殺の 圖こ 

ES 無-顔色- EE 成 k 象- H3 人- >篤 行" れ明 まの 遊 ひなり けり、 我 邦 亂盃醉 狂せ るに 比 

HH  HS  Ha  して は 風雅なる に 似たり といへ とも、 禮 法の 外 

に 出て いた つらなる 酒興 を 催し あ へ る はいふに 足ら さるに や 

〇 源 三位 賴政 平家 を 憾る事 ありて n 頃 用意し か、 私 計 を 以て 宿意 を遂難 かり けれ は 二院の ニノ 宫を かた 

らひ 奉り 事 を 起し けれと も 本意な く 打 負けり、 され は賴 朝の 兵 を 擧られ しも 彼宮の 令旨 を 得て、 北條の 

時 政と 議 せられし 中に 宫はぁ へ なく 成せ ましく ぬ、 平家 彼 令旨 をけ うし 源氏 等 を 追討す へ しとに 計ら 

れ ける を、 散 位 保 密に頼 朝に 吿 しょり 止 事 仙 洞 を 得す、 却て 籌策を 回らし 始に 平の 兼 隆を亡 ほされけ る 

此時 諸人 平家 を る 事 多 かりし か は、 やかて 源氏に 與 して 淸 盛の 子孫 皆 跡 なくなりぬ、 人の 世の 盛んなる 

時 かたへの 恨み を 省り 見す、 秦の始 皇國を 合て 獨 天下の 主と なりけ る も 三世 を 經す滅 ひに けり、 聖戒方 

策に あり 人に たる 者學を 知ら すん は 有へから す 
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〇 宋儒 人の 影像 を 祭る を 非と せり、 其 一毛 も 違 は、 是 他の 人な りと いへ り、 實 にも^ 應^ を 11 して 退 之 

とせし 類 ひなき にし も あらされと、 程 伊川 は只佛 者の 影を崇 むる を 嫌へ るより、 すへ て 影 堂 を 以て 作 

とせし にや、 圖像を 以て 非と せ は、 陵閣雲 臺に勳 功の すかた を畫 しも 追 惑 如何と やせん、 東坡か 孟活然 

をい へる 淸を おも はさる へき や、 され は 花鳥の 繕 を 見れ は、 自 春風の 中に 座す るか 如く、 雲 月の 圔に對 

して は心凉 しからぬ か は、 其 先人の 遣 像を拜 して 誰か 追 遠の 心 起ら さるへ き、 たとひ^^士の牽なりとも 

其 神の よる 所な れは躁 かにす へからす、 まして 妙手 祌 有て 筆端 造化に 參る 物、 なと か-お ^ なくて や は ある 

へき、 宋儒何 そ 之 を 非と する、 是排釋 の 私に ひかれて かくひ かこと し 侍る にや、 靑卷不 倒 處紅樹 白 開花 

物 を 鳴 呼 ■ 

〇 或 問 豊前國 一 "1 良 山 カウラ は 字音 也、 され はいに しへ よりの 名に 字音 を 呼 ふ は 如何、 曰 これ 香 赤な り 力 

ハ ラと訓 す、 績 日本 紀承和 四 年 條に豊 前 國田河 郡 香 春 三 社と いふ 是也 

〇 まく まの、 ゆ こりて まろ を さす さ をの ひ ろ ひゆ くら しかくて いとなし 六 {豕^ ^に此 歌の 注 あ りと か 

や、 まく まの は眞熊 野に して 今の 本宮 也、 ゆ こり は齋 浴の 義、 まろ は 路の事 さす さ をと は 男の 稱、 ひろ 

ひ 行 歩 也、 かくて は如此 也、 いとなし は li なしと いふ 事、 祠官 祭祀の つとめ をよ める. Hii 恃 ると、 本宫 

祠宫 二階 堂 藤 原命秀 かたりし 

〇 府下 聖德寺 (初 在 富 田 村) 什器 本 親鸞より 附屬 して 七寶 山と 號す、 其 中鵜ノ 丸の 劍は 今な し 

按す ろに 伊勢 豊受の 神人 出口 氏 齢 Z 丸の 劍と いふ 太刀 あり、 其 初 は 濃 州久々 利の 人 土岐惣 五郎 か 太刀 也 

夫より 代々 傳 へ て土岐 氏か寶 とす、 久々 利 城主 土 岐三河 守 森武藏 守に 亡 ほされて より、 其 太刀 は 金. 
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U にあり、 なに 森 屮將忠 政 太 神 宫へ默 りけ る、 然し 代々 出口 家の 蔵に 有と なん、 是聖德 寺の 鵜 丸に や 

問 名の 刀 か 知 かたし  — 

〇 森 武藏守 長 可 は源義 家の 孫 森 冠者 親隆 より 出、 森 可 勝 濃 州 可兒郡 中^ 戶庄鳥 峰の 城に 住け るより 代々 

爱に Is す (今"，^ 山な り 明歷ニ 年金 山 を^て 兼 山と す) 長 可 か 父 三左衞 門 可成と. いふ、 山 は 可成 等 香 

火の 寺お、 元 跑元ハ 牛 九月 十九 日 死. - 心 淨 翁と 云、 武藏守 は 天 正 十二 年 四月 九： n 死. - 鐵園秀 公と 號す、 

其子.11::£^;5?將兼美作守忠政は寬永十 一 年七日七日卒す、 本源 院先 翁宗 進と 號す、 此 等の 位牌 可成 寺に 

あり、 又 平信 長 本能 寺に て 事 有し 時 同し く 死け る、 蘭 丸 は 瑞桂院 鳳 山 知 賢 居士と 號し坊 丸 を 夏山 淸凉 (脫 

字) 丸 を 法雲宗 心と 號す 

〇 兼 U の 土 谷 云、 兼 山の 城 は 天文 中に 齋藤 大納言と 云 人 築け ると いふ、 此 大納言 何人 そ 其 名 もな し、 兼 

山村 淨昔 寺に 其畫像 あり、 髮を 被り 鎧 を 服す、 讃は 天文 八 年 八月 釋明齋 か 作る 所 なれと、 誰の 子孫 亦 は 

J せま 某と いふ^も なし、 鳴 呼 我亂國 より 武人 多く 官を 潜て 或 某 守 或 某 太輔等 口宣な くして 自ら 名く、 剩 

へ 火納： 百 を も 借し ける 忌撣 なきの 甚 しき 事 也、 彼 大納言と いふ もの 仆四 歳の 時 土岐惣 五郎と 云 ものに 厠 

中にて？：^されけるとなん、 畫讃を 見れ は 一 時の 强勇 にして 和歌 を 詠し 禪に參 せし 者に やい と 不審 

或 n 齋藤道 三 か 弟な りと 非 也、 蜜 藤 系圖に 見えす 三條 大納言に 子 故 有て 十三 歳に て 岐阜 齋藤道 三方へ 

來り 頼て 養子と す、 金山の 城に 入 置此子 大力に て自 大納言と 號す、 久々 利惣 五郎に 殺さる、 犬に 事 長 

し 後金 山 記に 委し、 此書は 犬 山に 多し うそら しき 書 也 

〇 予講 鑑， 至-一憲 宗崩弑 書法 一依- 1 通鑑 綱目 1 辨レ 之、 街鑑曰 綱目 上 暴 崩-一 於 中和 殿 一時 目 曰 時人 皆 霄內常 侍 

陣弘志 弑逆發 明、 曰 時 暴 崩 者 一 以著 T 大 ほ不レ 能- -究 詰-之 罪 甘 著- 1 嗣. 君不 1 能レ討 k 之 罪-云々 

考 異曰尙 ¥2: 常 侍陳弘 志弑- -帝于 中和 殿 1 云々、 尹 氏發明 云， -、 疑 非-朱 子 之 意- 且 輿- - 前後 書法-皆 不-- 相伴- 

云々 
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信景按 スルー 1 發 明ハ稱 一一 暴 崩 書 シ、 目 一一 弑逆 テ傳 フル ヲ見テ 謂 之^、 考異晋 孝武漢 平隋文 等ノ萌 一一 於 

テ皆 弑テ書 ス、 憲宗 一一 ハ崩 ヲ書ス ル n ト是唐 ノ文ノ マ， - 一一 錄スル モノー  1 シテ、 朱子ノ 定本 一一 ァラ スト 

ウタ 力 ヘリ、 且太和 九 年 陳弘志 伏誅ト アル 目 一一 對元 和ノ 亂ァレ ハ、 朱 子 豈崩ト 書 セン ャト、 以 爲ク予 

謂晋帝 及ヒ漢 平隋文 ノ-コ トキ ハ、 卽日弑 逆 ヲ知ル 人 多 力 リシ 故 一一、 試 ヲ書シ 憲宗ノ 死ハ十 1 一年 ノ 後世 

一一 著ナル ヲ以テ 先崩ヲ 大書 シ、 時人 ノ風 閒ヲ 分注 二 載テ兩 ナガ ラ漏 サス、 且暴ノ 一字 眼 ヲック へ シ、 

大ハ 當日ヲ 書ス、 綢目隨 テ書シ 其疑ヲ 傳フ、 穆宗敬 宗文宗 三代 ノ後太 和 九 年李訓 謀テ陳 弘志ヲ 討、 元 

和ノ亂 ノ爲ナ ル由ヲ 記ス、 又 胡 氏 ノ言ヲ 引 テ陳氏 力 弑逆ノ 事 未 レ明ハ 必其罪 ノ實ヲ 正 シテ市 朝  一一 S- シ テ 

善 力 ル ヘシ、 コレ ヲ 暗殺 ス ル ハ亂賊 ヲ討ス ル道 一一 ァラ ス トイ ヘリ、 然レ 、ノ 十一 一年 ノ後 トイ へ トモ 陳氏 

力 セ シ コ ト 未明 ナル モノ アリシ 力、 若 考異ノ 如ク直 一一 弑帝 ヲ書セ ハ 分注 何ソ 時人 皆 言 ノ語ァ ニキ， 

暴ノ 一 字 ヲ以テ 其疑ァ ル事明 ケシ、 朱 子 筆 其 意 深 シ後入 ノ及フ へ キ處 一一 ァラ ス、 問然ラ ハ發 明可ナ ルカ 

曰 發明ノ 評 可ナル へ シ、 但唐書 一條 ノ文ヲ 以テ綱 ト目ト 二分 タ マ フ 筆法 ニ於テ 細 一一- 眼ヲ ッケサ ラン ャ 

網-一 ハ其 卽日ノ 史筆 テ直ト 記シ、 目 二 至リテ 時人 ノ疑ヲ 傳フ、 當時十ニ年不決ノ事ヲ以テ後世^：ゃァコ 

レヲ書 サン ャ、 其 疑 ハ疑ヲ 傅へ テ其實 ヲ傳フ 是史ノ 直筆 也、 綱目 ヲ讀者 細-眼 ヲッケ スハ何 ノ，" 妃カァ 

ラン、 發明考 異等末 書 補ナキ 11  、ノ アラス、 是 ヲ以テ 確定 ノ論 トス ル事ナ カレ、 鳴 呼 史書 ハ 今ノ. ^トス 

ル ヲ 本意 トス、 殊 -1 綱目 ハ 春秋 ト 一 般豈 歷史ト 同シク 見レ之 乎學者 深ク意 ヲ致シ テ 可ナリ 

〇 正月 萬 歳と て 素袍ゑ ほしす かたに て 祝詞 を唱へ 侍る は、 尾 州 春 日 井 郡 守 山村 地 之 內木ケ 崎 長 母寺禪 僧に 

開山 無住と いふ 人 其詞を 作りて、 同國 愛知 郡印內 村の 民に 敎 しと かや、 其詞は 屋舍營 造の 事 其 故に や、 

朝廷 正月 五日 東 庭の 千 壽萬壽 は 新始の 次に 之 を 催す 事 流 例な り 

〇 鏡に はす かたは かりのう つる そと 思 ふこ、 ろの 耻 かしき かな、 夫 鏡 を 以て 姿 はう つし 見る へし、 心 を 

うつして 善惡を 見る は 先聖の 文な 力、 され は 鏡 を 取て 艷容 をつ くろ ひ、 淫心 を まし 書卷を 開て 利 名 を は 力 
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り、 峯を なす は m ゆる 所 あやまれり  ， ゲ 

〇正门 の 鍵ル. は 山，： 素の 俗より はし まりけ るに や、 栗 榧と ころも 山に あり 贯衆 ゆつ り はなん と 雪の 屮 

にても 枯ぬん の 故 t 敷て 食し ける 成へ し、 其 象 を 表し 其義を 取に は あらし、 田作 煎 海老な とほし かため 

たる 物 なれと も 魚 味 乏しき 所に はいと 珍し かりなん、 元日に いもし あらめ W ゆる^ は延喜 式に も 見へ、 

土 佐 R 記に も あれ は 久しき 風俗と 覺へ 侍る、 唐の 雷 餅 を 我. 國の齒 固めに 附會 し、 五 辛 盤 を 诿の蓬 萊の事 

の 様に かたり 侍る は 似て 是 ならす  ン 

〇 天 正 十八 年豊臣 家相 州 小 £ 原 を 伐れ し 時.. 織 田 信 雄 尾 勢 兩國の 勢 一 萬 五 千 を 引 卒して 會 せられし、 其 

時 軍 mi し ，，：■ り けれ は、 淸須の 商お 富 商 及 村落の！：. 米 を 監督し、 吏 をして 是を閉 封し 軍の 糧に備 へ 置れ 

し Kirvr お 吹を愁 ける とそ、 信 雄 束！： 左遷の 後 福 島 正則 淸須 を領 せし に、 1^ 司に 命して 長サ 三十 間の 倉廪 

を三ッ つくり、 米穀 を 充^せ しか は 其 時人 4- を稱賀 す、 正則 臣， ぼに 語りて 曰、 軍旅の 事 有と も 商 民の 蔽 

會を閱 止せし といへ り、 人 悅ひ あへ りけ ると なん、 前 左 中將家 (忠吉 卿) 淸須に 移り 給 ひし 後に、 彼 三 

,: 十の 穀倉 昔の 如く ありし、 俗是を 三ッ藏 とい ふ、 名 十 遷府の 時 倉 廪を廣 井縣に 移し 建 給 ふ、 數十 宇の 

倉^ なれと も淸須 にあり し舊 號を傳 へて 三 ッ藏と 呼 ひける、 三 ッ藏の 名 は 如何なる 事 そ共辨 へす 侍る と 

古き 人， ぼり し 

〇 孟子 集注 序說に 如氷與 水精 非 不光比 之 玉 自是有 溫潤含 蓋 氣象無 許 多 光耀云 々 、 摘 訓以水 字 爲讀非 也、 

便覧 內精 爲讀是 也、 水精 一 作 水 曰 光石 也、 按す るに 水精 石 は 世人 能 知れり、 玉 は 如何なる 色した る 物 

と辨 へて 知ろ 人な きに や、 珊瑚 は 赤く してす き 通らす、 琥 班 は 黄に しても ろし、 瑪瑙 は 紅の 筋 あり 琉璃 

は 靑き石 也、 丸く 磨 ぬれ は 俗 皆： 土と 呼と かや、 いさや 根本 玉の 宇の 玉に は あらす、 珠は次 玉；：^ は 似 玉な 

んとゝ 字書に もい へ は 玉 は 一 物な りけ り 

往日 我 誠 公の 玉 帶を兑 りし、 有職者 n クと呼 ふ、 其 色白して 水晶の やうに すき 通らす、 霞 を 隔て i 仝 
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を 望む 力 如し、 其つ ゃゝ かなる 事た と へん 物な し、 廣 物と 見 へ て其紋 いと 精 好な りし、 凡み 我 B ま or に 文に 

鬼 形 獅子 形 唐草 唐 花 等 一 業なら さるよ し 有、 巡り 方 丸 辆の別 あり、 此御帶 にて 玉 を そ 見知 侍りし- 宫 〔农は 

常に 目馴給 ふらん なれと も、 地下まして 田舍に はか- -る事 も 見ろ 事な けれ は爰に 記し 侍る、 我 明 永 平氏 

鬼 形の 玉 を 久しく 持傳 えし も 何物と も 知ら さりき、 頃日 窮市 にして 唐 花の 玉 を 一 ッ 買得 侍る、 是我袁 蒙 

の 玉 を 見知りなん 爲 箱に 籠め 侍る のみ、 拔も玉 見 しらて 三度 迄 捨られ し 昔 も 有 けんかし 夫 を 公朝の 讀る 

あら はる、 時 こそな けれ 三代 まても 石と てす てし そのから 玉 を 

嗚呼 君と して 賢を昆 知り 給 はさる は 本意な き蓽 にや、 珠は蚌 の 所 生と いへ り 貝の 玉の 事 也、 の 玉 は 八 

月珠 なり、 跑の玉 は 露 珠 にて 侍る、 されと あこ や 貝の 玉 は 銀の 如く 光り もめて たく 見えし、 いにしへ よ 

り寶 とせし は是 にや 西 行 法師の 歌に 

あこ やとる ゐ 貝のから を 積 置て たからの あと を 見す る 成け" 

となんよ めり、 あこ や はた いらき の 形に 似て 耳 ありて かたき 貝 也、 夫 上古 は 貝 をす りて 寶 とし W ひけろ 

秦に 至りて 貝を廢 して 錢を行 ひける よし 埤雅 なんとに も 見えたり、 され はこ そ寳 貨財の 字 も 介. ^ り、 貢 

賜 賠賫買 販責貯 貰 賄 等の 字 も 亦 皆 貝に 介へ り、 貝 を 分れ は 貧 也 貝 ff^ 賤也、 貝 を 執 は 贄也此 類 多し 字書 

考へ 見る へし 

〇 一 器 一書 一 晝其 遠く^ 力 d に 在て 名家より 出る 物、 平生 歆 慕して 致 事 能 はさる もの、 偶 之 を 得ろ；：， i あれ 

は 大に悅 ひ 過望析 然として 今に 矜る、 是 世^の 妖 物なる か、 嗚呼 家に 有無 酬價の 至寳を 求めて 珍藏 する 

lajl- を 思 はさる g;r 呼 

〇 王制！ n 命 市 納賈以 觀民之 所 好 惡志淫 好 辟 

曲 巿の官 時世 物の 貴賤 厚薄 を觀 察する 事 をい へり、 凡 貧； 貪の 日 は 用 物 貴し、 淫 なる 時 は 侈 物 貴く！ 1^ の 志 

淫邪 れは其 好む 所の 者必 正しから す、 今 唐土より 渡す 所の 器物 大概 用な きかさり を 尊ら にす、 我 京師 
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の 諸 T: 制すろ 所の 珍品 も 又 無用の 物お ほし、 和漢 季 世の すかた 之 を 以てしる へし、 近世 婦人の 頭 飾の 输 

一 枚紋銀 Klig 餘の費 を 及す 其 他の 侈 物お に 半せ り 

〇 關節 行- S 赂 1 請求- 1 時官 1 曰 & 節- 

金 虎 一一 一一：： 小 入 位 堅如レ せ其惡 如レお 

^0  位に 居 芳香 を くら ひ 忠信 を 建す 却て 民を妖 する を 云よ し 

右三 ケ條 類セ チズに 見 ゆ . 

〇 抱 柱 トハ妥 に ある をい ふ 

〇 肥 言 トハ信 を 失する を 云 ふ 

〇 貪 胃 トハ 射利に 急な ろ を 云 

〇浪 ^ト ハ生 现を務 さる を 云 

〇 程 子 曰 十！： 人 自_1 幼擧， 遊 所所, 見 皆 善、 至, 長 而不レ 見 二 異物 r 故 易 一一 以 成就-今人 自レ少 レ見 不善、 才善 

言 便お，， ^惡， ：：： 々消 鍵： 史 お- 甚 天理， 

士ぉ宋 朝 ゆ 盛んに 多き 時た も 君子の 言斯の 如し、 我國白 河院以 來國々 の藥校 漸く 廢 せり、 保 元 平 治の 

凶 丘 〈より 元享 建武の 大亂に 至て 京師と い へと も 4, 八學 ほろ ひぬ、 矧ゃ 諸國を ゃ此に 於て 人々 攀文 は釋氏 

の 作業の 如く  E わへ り、 應仁 文明の 以後い よいよ 衰亂の 極に して 文 籍ん散 亡せ り、 平 相！： 安 公に _み. 一て 凶 

賊牛 おさまり、 ま：； ほ 殿下 龍 公の 時 海 內漸齊 し、 源 大祌君 一統の 後； 大下 泰然と して 干戈の 動な し、 是ょ 

り^:? ：: の十發 りて 經傅を 講習す、 然れ共 戰國の 舊習野 俗い また 免 かれされ は、 舉者 といへ とも 巧僞機 

關の心 胸 屮に簿 蒸し. IIH 利に 汚染し 或は 沈湎 或は 荒淫 其 他 盤？^ 奢侈 至ら さる 處 なし、 故に 出て は 君臣 

相 欺き 入て は 骨肉 相 評す、 人の 己に 同し きを 悅ひ 入の 己に 異なる を嫉 む、 今の 人生して 稍 物 知ろ 事 あ 

れは、 之に 效て自 便利 を 事と す、 里に 無益の 遊 ひ あり 市に 無用の 器 を ひさく、 况んゃ 所々 の 都會藝 
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の 場 を 張、^ へ 男色を銜ひ花柳の.¥を架して行姦の淫婦を賫ろ、書寬歌倡の扠家に155れ_;|5^^^、|?^,徒^ 

に盈 り、 彼れ 狎ぉ是 に 親しと 見る 所閗所 穢惡の 事に あらさる はなく、 逸 樂の念 日々 に^ 長す >  ：:^ 之產 

を 費し 業 を 怠る は 更に もい はし、 竞に禮 義を捨 倫理 を 亡 ほし、 自禽獸 に 陷ろ類 ひそ も 幾 一 人 そや、 偶 

篤實の 父兄 有て 子弟の 云爲 を戒禁 せん 事 を 欲すれ と、 其 勢 ひ 防へから さるに 度れ り、 今の時たとひ5^:- 

入 君子 世に出て 敎を 施す といへ とも、 急に 風 を變し 俗を改 むる 事 難 かるへ し、 亦いた ましから す や 鳴 

呼 

〇 詩 經衍義 崔后渠 云 正風 以- -關唯 1 爲レ首 夫婦 之 正 也、 變風以 n 柏 舟- 爲， 首 夫婦 之變 也、 閨鬥 爲-- 風化 之 原-故 

夫子 謹 i 之 云々 

關唯は 夫婦 德 化の 瑞隣趾 は 周 家 化 善の 應也、 柏 舟 は衞國 の亂俗 莊公嬖 妾に 惑 ひ、 夫人 莊姜位 を 失 ひ煩寃 

の 情を述 しを始 とし、 新臺 二子 乘舟は 淫亂の 禍此に 極れ る 事 を 謂.^、 始め 宣公其 子仍か 妻の 美 を 愛て 遂 

に 納れて 己 か 夫人と し (是宣 妾な り) 壽及 ひ朔の 二子 を 生し む、 朔 成長の 後不 道に して 其 母と 共に 仍を公 

に i^r 公晴く まと ひて 仍を齊 の 國に牲 しめ、 竊に人 をして 溢と いふ 所に 埃し め是を 殺さん とす、 異母 

弟の 壽之を 聞て 愁に堪 す 仍に此 事を吿 しむ、 仍曰是 君の 命也遁 へからす とて 道に 趣け り、 壽^ 悲しみ 仍 

か 節 を ひそかに 盜 みて 先立て 隘に 適し か は、 待受 たる 賊等仍 也と 思 ひて 殺しけ る 所へ、 仍 至り 之 を 間て 

大に 驚き 歎き、 我 こそ 君命に て 死す へき 身 也、 壽は 何の 辜 有て 殺しけ る そとい ひし か は、 扨 は 先の は仍 

にあら すと て 又仍を 捕へ 殺しけ る、 此後朔 代り 立て 衞の 君と なれり これ を惠 公と いふ、 然れ公 _ ^臣等 惠 

公 か 其 兄を讒 殺せし 事 を 怨み、 憤りて 亂を 作し 惠公を 追 出し 牟と いふ 人 を 立て 衛の 君と す- 惠公齊 に 

趨り 諸侯 を 憑み 軍を發 して 衞を 伐つ、 ^牟 負て 周に 犇る、 惠公國 に歸て 周の 惠 王の 牟 を容れ たま ひし を 

怨み、 燕の 國 と共に 周 を 伐つ (臣 として 君 を 伐) 惠王溫 とい ふ 所へ 遷幸せ り、 諸 1  お 謹て 子 類と いふ 人 を 立て 

王と ュ气 然れ とも 貌叔 とい ふ 人に 殺されけ る、 爾後 衞惠公 卒して 子懿 公立り、 た臣 百姓 等 無： 追 人の子な 
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れょ 服す る こ.， ろな かりけ るに、 8 公 も 叉 無道に して 政 凶く 且鶴を 好みて 車に のせて 往還せ し、 狄人共 

隙 こ. 乘 して 亂 をな し 懿公を 殺しけ る、 斯て衞 喪 ひに き、 嗟 乎 是ぉ子 夫婦 不正の 禍閏 門より 起り て 宗社を 

覆す に 至れり、 失 文： 土の 聖 にして 大姒淑 德の配 を 得、 身修家 齊國治 天 下 泰平の 基 をな す も、 また 閨 門よ 

り はし まりて、 化 子孫に 及へ り、 朱 子 曰不， 由， 1 道心， 一 付-一 於形氣 一則 爲レ惡 形 氣猶レ 船 也、 道心 猶， 舵 也、 船 

舵 從之行 有レは 入-一 於 波濤 i 或 人情 慾に 耽り 博 突 を 好ミ禁 を于し 業を廢 す、 終に 困窮して 出奔せ り、 是 君に 

仕 ふる 道 を 忘れ 親の 養 を 省みす、 妻子 を 捨て 孤獨 となり 朋友 を 欺き 盗賊の 心を發 せり、 鳴 呼 倫理 こと /\ 

く 敗れて 禽 獸は隕 ぬ、 离獸は 罪な し 彼 は 天地の 罪人 なれば 畜類に おとれり、 意 ふに 其始 誰か は 身 を鳥獸 

に ひとしく せん 希 ふべき、 只 道 を しらす 惡 きに 交 はり、 只管 形氣の 破船に 乘 じて 愼 しみの 舵な く、 風波 

泊 沒の界 に 入れり 惜 むべき 哉、 彼 も 人也豈 五常の 情な からん や、 一た ひ 人 慾に 昏ま されて よお 此滔溺 に 

至れり、 *r して 以て 誡 しむ 欽哉 ト： ラ 

〇 論語 子 罕>  在- 1 川 h, 曰 逝 者 如， 斯、 夫不 i 舍-晝 夜 I 

和訓 畫夜 をす てす と讀 む、 按 する に說苑 (十七) 曰 泉 源 潰々 不レ釋 -ー晝 夜-と 書せ り、 舍を釋 の 字に かへ た 

れ はすて すと 讀も 古訓 也、 晝 夜に と、 まらす と 讀て朱 注の 意に 合 ふかと 覺へ 侍る 

〇3^ 子 曰 孔子の 時 諸侯 甚强大 なれと も 皆 その かみ 周 王の 封建せ し國 也、 ^に 周の 典 旣 に廢壞 すと いへ 

共、 然も 未 泯絕せ さる 者 多し、 故に 晉齊 の覇周 王を狹 尊す る義 にあら され は 自立す る 事 能 はす、 孟子の 

寺よ 之に 異也、 天下 大國 七ッ周 命せ し 所に あらさろ 者、 四 國且周 名 位 有な から 政 結澤竭 たり、 故に 孟 

子齊梁 の^に 勉 るに 王道 を以 した まふ 舉 孔子と 同し からす、 君子 は 世 を 救 ひ 時に 行 ふの み、 我 國保元 平 

ム cr- 來 朝廷 微 なりと いへ とも 命 行 はる、 元曆 以後 は 只 朝家 を 狭て 自立の 謀 をな す、 新田 足 利 等の 如 

し、 織 E 豊臣 興りし に 及て 王政に 乖て又 君 を 尊 ひ 一 ^ む 事 をた も 知らす， 我 大祌君 彼 朝敵 を 伐て 天下 一 

統す、 凡そ 大樹 殿下の 任槐及 諸侯の 昇進 皆庭議 にあら す や、 去し 已卯我 公 襲 封の 時 肥 田 某 を 朝に 遣 はし 


て拜 謝の 義 あり、 右兵衛の 號は 大樹の 命と いへ とも 執 奏に及 はさり しか は、 得川吉 通との み 啓せ し、 誠 

に 朝政の 正しき 季の 世と いへ とも 猴斯の こ とし、 同年 八月 從四 位下に 叙し 右兵衞 督に 任し、 遂に 從 三位 

に 越 階 ありて 右近 衞權 中將に 任した まふ 

〇 隋 ^帝の 時 虞 世 基と いふ 赛儉 の臣用 ひら^て 時め きし か は、 彼 か 親類 はいふに 及 はす， 北 ハ朋黨 まて 勢 

ひ ありて、 面々 に 利 を 求め 己に 賄して 調 ふ 者に は 功 もな く德 もな きに 官祿を 申 あたへ、 訟獄の 非 分なる も 

却て 道理と せり、 故に 進む 事 を 索む る 者 詔 順して 其 門に 來往 し、 賄 を 入 媚を盡 す 事 、日毎に 市人の 利の 爲 

に群聚 する に 異ならす とそ 

〇 執 レ政堅 如， 1 金石 f 行 レ令信 如 n 四時 I 據レ公 無 レ私如 二 天地 一と 賈誼上 疏に見 ゆ、 慶 賞して 善 を勸め 刑罰して 

惡を懲 す は 先王の 法 也、 後世 賞 罸の權 を とれる 人 政事み たり か はしくて 堅から す、 號令 後.^ り變 して 信な 

く、 私情に 隨 て好惡 過， 誤し、 内 寵外奸 君臣 を昏 まし、 人相 欺き 民 皆 然る 世に 國 家の 靜 平なら ん爲を 欲す 

とも 豈得 へ けんや 

〇 七 八十 年 前 武士の 仕 ふる 者 三 四百 石の 綠 ある 者 も、 門 宇 いかめしく 造る 家 は 少なり、 客 を 赛應し 無益 

の 遊興な と は 曾てな かりし、 たま/ \會 合の 時 も 主 は 汁物 を 調して 客鈸を 包み 來り^ 滔を飮 て 遊 ひしと 

かや、 衣服より 器物に 至る 迄 其 分 を 安ん しける とそ、 唯 名 ある 人 を 召使 ひ 好 馬 を 畜ふ事 を 思と せし、 應 

仁 文明の 亂後 武士の 世に ある 者 は、 多 は 田野の 民より 出し 故 か、 且戰國 打 績て蟻 侈に 暇な かりし か は、 

か- r る 風俗な にしに や、 三 五十 年 以来 は 下士の 家と いへ とも、 客 堂 を 設け 衣服 上 士と諍 ひ、 珍 遠の 饌 

を備て 客に もてなし 侍る、 糸竹の 遊 ひにくれ 男女の 色 を 先と す、 故に 俸祿 足る 事な くして 毎に 貧 をく る 

しむ 事 諸國亦 同し 

〇 逢迎 して 合 はん 事 を 冀ふ言 を 蹈 と 名つ け、 境に 隨て 達 巡 する の 念 ひ を 曲と 名 付、 され は. 酌 は 質 か 

らす 曲れ は 直から す、 只自欺 誑し 人 を 欺 誑す 是 一 の 貪の み、 貪 一 た ひ 起て 到ら さる 所な し、 壽幅 名利 財 

五 四 九 
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色逸樂^5-西に党め馳走するさま尤ぃたっかし吁 

〇 歷代儉 邪 姦惡^ 時^て 上に 幸せられ、 高位に 至り 大祿 を受、 園 宅玩好 飮膳聲 色の 類 一 時の 榮盛を 極め 

私 門 車 に 13 み 中外 風 を 承め る あり、 歷方 修正の 士^ 遇すして^ 柯に窮 し、 蹇 に 及 ひ 桑 樞簞瓢 鑑篇薄 

に； に 迫り、 柴 門 雀羅に 隔て 親族 交り をい とふ あり、 世人 是を惡 む 事 疾病の 如くす、 故に 時に 趨り 

勢に 附 阿諛 を 辜と し、 道 を 捨て 曲義を 捨て 唯 希 倖 徴寵の 謀 をた くみ、 たまく 幸 を 得て 擧 ひら るれ は、 

益 掘- 1 を 以て 官を 改め ft を ましなん と謨 る、 彌 得て _i 貪る より 外 は、 容 悅を專 にして 內に猖 厥 を 張り、 

狗聚を 勤め 智德の 人 を擠排 し、 奸黯の 者に 朋黨し 法 を 市上 を 蠱し、 意を肆 にして 奢侈に 安ん す、 其 終り. 

は必 事に 罪せられ 獄に 下り 市に 案ら れ、 財寳 塵の 如く 散し 氏屬 辜に 死して 後 止む に 至る 類、 和漢 古今 許 

多 百 人 そや、 彼 命に 安ん し 天 をた のしむ 君子 一旦 窮す とはいへ 共、 世に 怨 なく 暖は燈 羊の 火 を 分ち、 明 

は 綾 麻の 燈を假 浮 雲 卷舒の 意な し、 笑て 入 問の 與衰其 期 ある 事 か 自得す、 衣 を 千尋の 丘に ふる ひ 足 を 萬 

m の 流れに 洗 ふて、 獨 風月 を 友と す、 天 年 を 終て 世 系 を 無窮に 傳 ふる 事 又ね か はしから す や、 之 をす て 

て 彼 を 取る 世の 至 愚と いふへ きのみ、 歸來 堂上 忘 形 友 名利 場 邊晩駕 人に あらす は、 誰か 好事の 皆虚 事な 

る 事 を 知らん や 


0 尻 卷之 八十 四 

〇 有官 3 人 唐 名 を 以て 書 事 中古 以来 多し、 但し 官號 姓名 は 後世の 證 として、 眞僞 をた..！ す ものな れは容 

易に す へ からさる 事 也 

海 東 諸 國記源 道鎭か 書に 九州 府の 探題と 稱し、 或は 鎭西 節度 使 九州の 伯 九州の 都督 都 元帥 右武衛 九州の 

德管 等、 唐に 遣 はす 度 毎に 遠へ る 故に、 所， 稱不, 一 と 申 叔舟は 疑へ り、 其 他 畠 山 細 川 斯波山 名 京 極 等の 

武臣 外國に 遣る 書 多く は 唐 名 を 書り、 此時 西國の 武家 多く は 韓と私 交して 書 を 送る、 其 中官に 非す して 

高 崎 城の 大將 軍、 三 原津の 太守、 杉 河の 守、 大畠 太守、 海賊の 大將 軍、 赤 問 關の鎭 守 等 己 か 住居の 地に 

守 或は 大將 軍なん と *T しも 多 かる、 又 平 朝臣 門 四郞藤 原の 孫 右衛門 尉平 與三郞 等 俗號を 姓の 下に *T しも 

あり、 されば 位署の t|l 式 定まれる も 後世に は 忘れ 侍る、 いはん や 我國の 人文字に うとき 故 僧 法師 をた の 

みて 書翰 を 書し む、 彼 名分 を 知る ものに あらされ は 私意に 任せて 書し 事 多し、 鳴 呼 足 利 家の 末 天下 邑に 

君 あり 村に 長 あり、 各自に 疆を 分て 犯しと り 相凌櫟 し、 君命に あらして 境 を 越て 外交す、 君臣の 大義 こ、 

に 至りて 蕩然 たり、 祭伯來 るの いましめ は 春秋の 聖戒 ならす や、 名分み たれ 倫理 沈み 悲ひ哉 

今 左官の 身に あらす して 某 左 衞鬥某 兵 衞丞助 進 等の 號 ある も、 應仁 以後の 惡習 也、 今 乞食 者 また 何 右 

衞門 何兵衞 等の 名 あり 甚 しからす や 

〇 千 村 助 右衛門 重 伯 は 代々 久々 利 家の 者に て- 寬永廿 年 癸未 家督 御朱印 知 七 百石領 す、 致仕の 後 知行 土 

岐郡 日吉鄉 に隱居 、 其 次 助 右衛門 重 住 萬 治 二 年 亥 家督、 實は重 伯 弟に て 重 住滴隱 居して 無 求と 改、 千 村 

數馬は 右 重 伯の 子 也 

〇 山村 千 村 其 外 一 類 共 木 曾 殿 立 退 信 州 故 Ig^ に 引 籠罷在 候處、 慶長五 年 秋 石 田 治 部少輔 叛逆に 付 權現様 下 


五. 百 石 三 尾將監 

二百 石 千 村 九 右衛門 

千 五 Hn 石 關 東八騎 L 
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^小山より 御 上洛 被 遊 候 節、 山村 甚兵衞 千 村 平 右衛門 七月 廿 八日 小山 御陣 所へ 被 召 出、 一類 共 相 催 木 曾 

谷 中 切 取 御先 手 可 仕 匕 被 仰 付 候、 同 八 朔日木 曾 中 諸 士如先 規被下 置,、、 御朱印 地 被 下 置 一能 登 申 候、 關 

ケ原御 勝利 以後 L で- ハ年赛 木 #1 類 十二 人大 阪へ罷 登、 權現 様へ 御 目 見 仕 候 得 は、 此度木 曾 谷 中 Dj. 速靜謐 

に 巾 付 候 條御感 被 思 召、 美濃國 中に て 一 萬 六 千 一 1 百 石 一 家 A ハへ 御朱印 一 通に て， が 下 置 j 家 配當す 

三千 石 山 村 甚 丘ハ衞 三千 石 千 村 平 右衛門 千 六 百 石 高 田 半 左衞門 

七 百 石 千 村 助 右衛門 七 百 石 山村 淸兵衞 

三百 石 千 村 藤 右衛門 八 百 石 原 圖書 

六 百 石 千 村次郎 右衛門 五百石 千 村八郞 右衛門 

千 三百 石 (隱居 料) 山村 道 勇 (但道 勇 死後 甚兵衞 知行へ 入) 

八騎甚 兵衞平 右衛門 同心 _ー  成 

お 之 通 配分 仕 候、 馬場 半 左 衞門は 其 後 御 旗本 へ 被 召 出、 山村 甚兵衞 木 曾 谷 御關所 御預幅 島に 住居、 千 村 

平ム銜 門 は久々 利に i 能 在 候處、 殘る九 人の 者久々 利に 在宅 仕 毎ハ牛 御上 下^ 頭 名 古屋へ 出御 目 見、 直に 御 

暇 被 下 在所、 寬文五 年 己 四月 宗門 一 札の 節 九 人の 一 札 甚兵衞 平 右衛門へ 差 出 申 害に 罷成、 九 人の 者 共 中 

合 尾 州へ 出御 奉公 仕度 3 曰 御 願 巾 上 候、 一札 直に 寺社 奉行へ 差 出. S. 候、 同 七 年 春 九 人 共 名 十 ：！ 屋へ 出御 奉公 

仕 候、 八 十 千 村 九 右衛門 儀 隱居奉 願 候處尾 州に て 無 勤の 楚 知行 減少の 御 例に て 一 一 百 石の 內百 五十石 

怜小十 郞へ被 下 候、 九 右 衞門御 米印 地 は 減少 有 之 間 敷 筋に 奉存 候、 其 上 木 曾 一 家 共 は 御 米印 一 通に て拜 

^rt. 配分 仕候義 にて 御座 候、 減少 被 仰 付：^ 21 無 御座 由 巾 達 父子 立 退 申 候、 其 後 K 豕 共へ 御掛り 父子 罷出 

候 E むは 不調法 御 咎の品 被 仰 渡、 九右衛 鬥 は 石 河 伊賀 小 十 郞は稻 葉 右近へ 御 預けに 罷成、 九， お 衞門義 無お は 

死 小十郞 御免、 御 害 院番被 RM 出勉 兵衞と 改名 段々 相 勤 病身に て 願の 上 御役義 御免、 御馬 廻りて 病死お 

切 米 上. 界 子な く斷筢 


小十郞 へ 贰； C 五十石 代 被 下 或は 御通番 へ 被 召 出 候と もたり 後 御 番勒其 以後 病氣 願に 依て 御免 御馬 ® 


〇 マ， 一安 一 1 一 庚 寅年 御祭 禮警固 式 定 ル 

御 足 輕頭押 乘始- 朝 比奈與 五右衛門 長屋 六 左衞門 

〇 五 七日 於江戶 

公 御 逝去 御华 五十 一 

殉死  八 千 石 御 老中 

(介 借 柳 生 兵 庫) 

(介 借 小 畠 十 太夫 X 自分 御 長屋 一一 テ) (家 來) 

(介 借小澤 新右衞 門) (一 一千 石 御 側 同心 頭) 

(自分 御 長屋 一一 テ) 

(家来) 

(介^ 戶田忠 兵衞) (千 石 御用 人) 


寺 尾 土 佐 守 K 政-, g: 十八 卞) 

新 武屋鬥 左衛門 

鈴 木 主 殿 一お， 光 (三十 一 一才) 

馬場 太郞 左衞鬥 

里村彌 五兵衛 門 

志 水 八 郞左衞 門正昭 (卅ネ ) 

岡 田 市 郞左衞 門 

土屋 善之丞 元高  ， 


(自分 御 長屋 一一 テ) (家来) 

(成 瀨藤左 衞門御 長屋 - テ) (四百 石 寄 合 元 御 側 衆) 

(介 借 - 不及旨 申 候 得 共 一 i 左衞門 昆瓮， 版 而家來 角 右衛門と 申 者に 申 付 介 借) 

(市 川 文 左 衛門御 長屋-一 テ) (五十石 五 人 分) 御鷹 匠 

(介 借 吉田淸 三郞)  鈴 木 太 兵 衞重長 (五十 一 才) 

右 寺 尾 鈴 木 (卞 殿) 志 水 死骸に て 御供 木 曾路登 

土 尾 鈴 木 は 於江戶 火葬 死 骨 東海道 登 

  五 五 一一】 
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  五 五 四 

御れ 也體 五月 八日 木せ 路御登 同 十七 日 小 牧御晝 休より 直に 相應 寺へ 被爲入 

瑞龍 院^ 木 贫路五 廿ー 一日 御上 着 五月 什 三日 

御 法 蔡始ぉ 部 御 執行 (六月 七日 迄) 導師 相 應寺江 戶三河 尾 張 衆 七 百 五十人 五月 廿 七日 八ッ時 

御？： ぉ體定 光寺へ 被爲 入同廿 八日 寺 尾 鈴 木 主 水土屋 鈴木爲 追善 施餓鬼 被仰廿 九日 £ 人の 死 尸骨定 光寺へ 被 

遣 六： =： 八 m 御 發驚御 下向 什 八：：！ 

上使 酒 井 i- 岐 守を以 御 家督 被 仰 出 七月 廿 1 一日 御 繼目御 禮被仰 上 

寺 尾 土 佐 守 は 成瀨华 人； 止 次 Ef^ に 名跡、 八 千 石 被 下： S 後 御 老中 相 勤 土 佐 守 直龍是 也、 其 後 亂心犬 山へ 楚 

お 共 跡 熊 谷. 2： 匠 へ 名跡 三千 石 下され 寺 尾と 改當六 郞左衞 門 元祖 也 

鈴 木 h 殿 は 同名 藤 左衞門 次男へ 名跡、 甙千石 被 下 置 其 後 御 老中 相 勤 伊豫 守 重章是 也- 當 繁之丞 元祖 志 

水 八 郞左衞 門 は 北： 子 友 之 助へ 遺跡、 千 石 被 下 置 其 後 八 郞左衛 門と 改大御 番頭 相 勤、 病死 無 子 同名 源 八 

へ 名跡. ム： 石 被 下 置^、 常 八 郞左衞 門 元祖 土 屋善之 丞始は 御 同朋 相 勤 靑阿彌 とい ふ、 御 取 立 被 遊 四百 

石被ド S 殉死、 枠 太 郞左衞 門へ 遣 跡 被 下 置. 弁 之丞と 相改、 御徒 頭 相 勤 御 暇 被-卜 濃 州 妻 木へ 引 籠り 閑栖 

と改、 北 (子 次 郞左衞 門 は 御： f;^ 被 召 出 善之丞 と 改，" ？化在 候處、 父閑栖 俄に 妻 木に て 闇 討に 逢 候 故 敵 討 奉 

願 立 退行 衞 不知、 其 枠 善 之 丞天和 1 一年 初 而街目 見 仕候處 五十人 扶持 被 下 其 後 病身に て 引 籠 元祿 元年 十 

二月」： r 处斷絶 

鈴 木 太 兵 衞は枠 五 人お 之惣領 太左衞 門 は 

源 敬 様より 十三 石 三人 分 被 下、 御手 躞匠 相勸 父^ 死の 後 現 米 百 石 被 下 置 候處、 病身 一能 成 御 切 米 差 上 度 旨 

奉 願 共 枠 太 郞吉へ 御 切 米 百 石 無 相 逮被下 候處- 其 年 相 候に 付 太左衞 門へ 十 人 扶持 被 下 病死 斷 絡- 次 

W 太お 衛は 淑敬 様より 十三 石 三 入 分 被 下 御 竿^ 匠 相 勤、 父 if 死の 後 御加增 三十 石 五 人 分 御 腰 物番相 

勤、 其 後 泰心院 様 御 部 Elg へ御附 御^ 番相勤 八 T 石 五 人 分 迄 被 下 貞享 三年 病死 無 實子富 出 勘左衛 


門 養子に ii 淸兵衛 と 云、 J^:,-:  .-  :{ ュ召出 五十石 五 人 分 被 下 置. ：兀錄三：么.ii^死斷港三男！i8兵衛は父l?死 

之後被召出十石1^;人分被下.^ー：マ^匠ん勤、 其 後 兄 太 左 衛門差 上 候 居： if 敷 治 兵 銜へ被 下 御加增 五十 石 

五 人 分 被 下 置^ 而 太兵衛 と改、 元錄五 年 地方 百 五 4- 石 被 下 置 * 同 六 年 御 K 相 止 候に 付 御..： 通り 其 子 人 

兵銜 早世に て當太 兵 衛新御 番に被 召 出、 四男彌五郞五男竹左衛門何れも父殉死？-:.^^^^;,«ぼに被召出 

相 勤る 

〇 國を 有つ キー 臨， 兵 喪 師の禍 は 小に して 或 以て 覇 たり、 秦の穆 公 越の 匂踐。 類是 也、 不道 にして 得 地 Gf- 

は大 にして 或 以て 云ふ楚 の、： r 王齊 の；^ 王の 類是 なり、 其 君 德を廣 くす るに あらされ は 一 旦 土地 を廣 くす 

る 3； 早 水く 冇へ けんや、 兵 を 強く する は 先お も强 する にあり、 民の 強き は德廣 くして 民 安き にあり、 地廣 

からさる を 患と せす して 民の 安から さる を 患し は 唯 大王 敷、 大王： li^ を 安ん し 兵 を强 くし 土地 子孫に 廣か 

りし も 其 德を修 られし 故 也、 周數巧 年の 祚其本 大王の 基 を 堅固に せられし にあり、 我 國戰國 東？！ の 勇 » 

なきに あらす 唯錢 柴の兩 家に 然す 

但し 二 代 を 保た すして 亡 ひられし、 我 神 君 其 遠祖 以来 德廣這 正し、 德公參 州 入 i: の 後^ 子孫 代々 仁慈 

にして 民 安 かりし 事大 久 保，： の 家書に 詳也、 汉ゃ 神 君の 盛德 大業 ：大 下に- 0 ひしな や、 憶 iC 年の 鴻基高 

く 四海 波浪な く 萬 民 紫に 安ん す、 誰か是 より 盛んなる 者 あらし 

〇fK 正 七 年 五月 廿 七日 江 州 安土 慈 恩 寺の 淨嚴 院宗論 列座 次第 

北 ノ左坐 oth 宗)  南 ノ右坐 ( 日 jsg) 

正 福.^ 寸養譽 玉 念 妙覺寺 常光院 n 諦 西 光寺 聖 *貞 安 妙滿寺 久遠 院日雄 

頂 妙 寺 前 住 日 銑 妙顯寺 大藏坊 

東 ノ上坐 判者 三人 

南禪寺 313 嚴院 錢臾景 秀ぉ老 南都 法隆 寺瓦坊 印專覺 金 華 山 十 葬 SB^ 居士 

五玉 五 


r 一 


 .  五 五六 

西 ノ下坐 (聽 衆) 

山門 三 井」.. 舉匠 (二人) 東大寺 興 福 寺碩德 (二人) 安土 總見寺 諸寺ノ 沙門 

正面 御名 代 

織 田 七 兵 衛信澄 

奉行 三人 

菅谷丸 兵 衞 掘 久太郞 長 谷川 

頂 妙 寺の 日 统妙覺 寺 の ：：： 諦建部 紹智大 脇傳助 不傳坊 其 他 邪 徒 多 か りし 其 時の 狂歌 

日^ かみけ ん眞實 うちわられ 四十 九 年の 恥 を かきけり 

〇 洛來智 恩 院の山 號を花 K 山と いふ、 廣土 天台 山 別 峯の號 をう つし 用 ゆ 

天ム u 山修禪 寺の 北境の 一 峯を花 P 、とい ふよし 智者 大師の 傳 等に 見えたり 

〇 ヒジリ と は秀識 とい ふの 稱 にして 我 國 秀才の 稱 也- 聖の 字に 訓 してより 從レ 夫、 僧の 事の やうに なれる 

は あやまれり 

〇 紀州 那智の 比丘尼 は 皆 山伏 を 夫と し、 諸 州 歌曲 を 以て 勸進 する 比丘尼 をす ベて 其 歳 供を受 く、 殊に 東 

都 色 を〕？ 3； る 比丘尼 數千人 ありて、 多く 供料 を 贈る 故 一 山 富て 豊かなる 一 在家 也、 熊 野 比丘尼と て 昔 は 所 

々修行し ける、 いつしか 遊女と 伍 を 同して ける 色 を專ら とする さまい とに けなし や 

〇^ 勢の 上人 善 光寺の 上人 熱 田 上人と いへ る も 比丘尼な り、 伊勢の (慶 光院) 上人 は禪宗 にして 紫 を 衣 * 

熱 m 善 光 T> は淨土 寺に して 香 衣 勅許 也、 此等は 共に 淸尼 にして 那智の 如くに あらす、 其 中 善 光寺の 比丘 

尼 所に あつまる 衆 尼、 多く 不 蒙の 女 刑に あ ふへ き 身の 此 所に 走り 入 は キ； 家 其 罪 を ゆろ し 侍る 故、 か、 る 

もの あまた おん を 刺て 心ならぬ 尼の みなりと かや、 錄 倉の 比丘尼 所 も 又 あるひ はか、 る 風俗 ありてい ふ 故 

に、 ままみ たり か はしき 事 聞え iii; る 


竊 


〇 伊勢の 神領 ra 离ー 一千 百 五十石 餘卷 日神領 一 一 萬 千 百 十九 石 五斗、 石淸 水神 領六千 七 百 五十 七 石、 

賀茂上 社 七 百 石餘、 同 下 社 五 百 四十 一 石、 住 吉ニ千 百 十六 石、 吉野千 十 石 等 凡畿內 の！： 社共： t 產 多し、 常 

州 鹿 島の 領 一 一 干 石 (此內 三百 石 は 大宮司 百 三十 石 は 神宮 司刖當 三百 石 は齋其 他社 家 分配せ り) 下 總國香 取 

祌領千 石、 駿州富 士領千 六 百 十九 石餘 (三百 石 は 大宮司 百 五十石 は 寳幢院 五百石 は 新 宫家百 八十 石神 人 

配當と 云々) 信 州戶隱 上！^ 訪各千 石、 下識訪 五百石、 雲 州 大社 五千石、 豊州 宇佐 千 石 等 諸 國の种 W 數へ 

も盡 しかたし 

曰 光山 二 B£l 一千 六 百 石 (輪 王 寺の 宫) 紀州 高野山 二 萬 石、 伯 州 大山 寺 S 百 石 は 大山 寺 6 學頭壤 那院領 也) 

三千 石、 出 羽 國立石 寺 (寳珠 山河 閑院) 千 四百 二十 石 (天 臺)、 同國 最上 成就 院七百 八十 九 石 (眞言)、 同國 

山形 光明寺 千 七 百 六十 石 (時 衆)、 かかる 類猶 多し 

光明寺 は按察 使將軍 修理 大大 兼賴 本領の 地、 兼賴は 最上 家の 祖也 

况ゃ攝 州 天 王 寺 和 州 法隆寺 等の 勝區、 山門 三 井 及 五山 等の 寺產智 恩增上 以下の 蓮 社 其領义 幾許 そや. 世 

の 風俗に うとき 儒士利 をのみ 計る、 愚 俗なん と は國の 費と いひ あへ るに や、 德 もな く智も なく 偏に 姦侫 

の 邪 人時め きて 大祿を 食 輩 は、 又國 家の 费 にあら す や 

〇 或 問 錦の 直 垂は武 將の服 也、 然るに 近世 其 製 を 見す 如何と • 答 古へ、 干： 將將 軍の 定服 にして 練 被の 文字 

を 出せり、 姐 談に曰 上古 は將を 補す る 時 此服を 賜 ひて 其國へ 行る となり、 此服を 得たら 士： 易き 故に 無 

禮の 失な し、 魔く 時 は 令に 應す、 地 は 錦 を 用 ゆ 裏 は 朽葉 薄 衣の 板の 物た るへ しと 云々、 長 は賴義 記に 三 

尺 五寸と 但し 人に 因る へし、 袖の 廣さ 一尺 六寸 等い へ hs、 予傳て 其 製 を 得たり、 軍 家 者 流 多く は 古記 を 

見す、 附會の 新 製 を 以て 語る あり、 尤も 鳴 呼の 事 t( 

〇 金剛 草履と いふ は菅を 以て 作る と 傅へ 云、 五大 院の 安然 和尙 いたく 貧し かりければ 草履 を 織て 營 みと 

せられし、 人來 りて 夫 は 何と 問へば、 金剛の 性 體と答 へられし とか や、 今 も 伊勢 參宫 の路 にて 菅の 草展 

  五 五 七 
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を 金剛と 呼ぶ、 金剛 坂の 地名 も iNi より 起れ りと いふ、 昔 は佾家 歩行の 時 は 多く これ を 用 ひし、 尻 坊は裏 

に 革 を 川 ゆ 又^ 物 也、 され は 土寶 茶の 家に は 盧同か 像 を 置き、 屠者樊 i 曰か 形 を 安ん する は是を 以てお 

のれが # 、の祖 とする 胡亂 の所爲 也、 若我國 草履 作りの 祖をも 安然 和尙 とや いふ へきと て 胡、 盧す 

〇 熱 W 太 神み ゆきの 時 神輿に 紅の 長き 組 綱 一 一條 を かけて 尾 張 氏の 人お よ ひ 神人 牽て 渡し 奉る、 石淸 水の 

神 幸 之に ひとし ひかの みすと 稱す 

日 の 御 綱 或は 緋の 御つな なりと 云々 

〇 玉 葉 it^ に 人 麻呂の 墓に 卒都婆 立 侍る とて 書す 

世 を へても あ ふへ かりけ る 契り こそ こけの したに もく ちせ さ. ON けれ 淸輔 朝臣 

同 し 墓 尋ね 侍りけ るに 柿の 本 明 神に まふて 、讀 侍け る 

ふ るき あと こけの した まて 尋す はの. ) れ ろかきの もと をみ まし や  寂 蓮 法師 

と あり 人 丸 明 神の 號 ある は祠、 卒都婆 立てし は 墓な り！^ 所^ 區と 見へ たり 

〇 或 人 In 近來 きたりし 朝鮮人 を はるに 多く は 浴す る 事な し、 資に きたなき 事なら す や、 予曰 異邦 養生 家 

はしき りに 浴す る 事を戒 しむ、 是血 凝結し 氣耗 損せん 事 を 恐れて 也、 謹 曰 蜀ん： 一時 一 浴 死 時 一 浴と すへ 

て 蜀國の 風俗^て 浴せ す、 盛者と いへ とも 布 を 以て 身 を 拭 ふて 止と かや、 我國 人と なら はしの 遠へ る 

車 叫 外  一 二に あらす 

〇 或 人 曰 狐 魅の 人 叫 國に往 け は 其 魅自 去と 是 何の 理 そや、 曰 唐土 交廣の 地は蠱 ありて 狐な しと かや、 我 

四！： も 亦犬蠱 ありて 狐 魅な しとい ふ、 され は蠱 狐其氣 相反す る t ん 

〇 參州加 T ば邯足 助庄八 蟠お緣 記に 云 (1 1 冊 あり 一 は 漢字 一 は 和字な り 和字の 本舊 傳歟) 天智 帝の 御 字 三 州 

寳 飯郡大 深山の 異人 坂 能 士加茂 郡餒盛 山に 移り、 其 所なる 足 城 媛と いへ る 女に あ ひて 一 女 一 一男 を 生す (足 

城 は聖武 帝の 御宇 1^ 社 や 5 社の 內に祀 ると 一； ム々) 


『 


尻 


？皈 能士〕 


.cn 鳳 叫 年 一 一 ほ 


日 化 


，き m^i,! 爱聖武 帝 碑 宇崇建 

宗見足 緩 祠號若 緩 社 

n ョ、 行 基 菩連崇 之建祠 

—力 戸淨 夫^ 滔荷社 

一 f  £ ヒ弘仁 七 六月 依託 

—好 基士 建祠號 若宮 


此 1^. 能士を 崇て忽 社と す、 今 所謂 八幡宮 是 なるよし 記せり、 平 域 帝の 大同 三年 四月 野 口村 藤 太夫 か 女 (七 

才) に 託して 便 巫女と す、 聖武 帝の 御宇 神宮 寺 を 建と 云々 

按す るに 末社に 熱 S 承 和 八 年建レ 之) 狹ナ k 弘仁 十三 年建レ 之) 兩社有 之、 熱 田の神 託に 八幡の 奠祖 のよ 

し吿 たま ふに より 祠を 立つ 等 云々、 然れば 本社 應神 天皇 默 

建 久八年 四月 賴朝公 神領を 寄附 云 々 

建 保 元年 三月 賴朝 公の 像 を 崇め 祠を 立て 今宵と 號 すと 云々 

か、 る 事 多く 記せし 其他國 人の 名字 數多 見え 侍る、 三 河 人の 事考 ふへ き爲 にもと 其 荒增を 略して 左に 筆 

す 

額 田 庄源忠 家  刑 部 左 衞門行 光 (保 元ノ 頃) 

足 助 三 吉村當 麻 太夫  阿 指 村 藤 太夫 (文 應ノ 頃) 

外 下山 吉木刑 部 左 衛門尉 (文 永ノ 頃) 足 助 領主 長 崎 殿 (延 慶ノ 頃) 

茱八 兵 庫 助太郞 (木 鄕)  成 瀨九郞 左衞鬥 (介 木鄕) 

勝 兵 衞次郞 (二 吉鄕)  . 田 中次 郞左衞 門 (武 節鄕) 

是 は建武 元年 甲. i^s.- 生 會流鏑 之 射手 也 

代官 茱倉左 近藏人  武藏守 源 基 連 (建 武四年 ノ頃足 助 領主) 

  五 五 九 


仁 木 鄉源長 重 (仁 治ノ 頃) 

茱倉 卿紀平 太夫 (文 永ノ 頃) 

代官 足 立 五郎左衛門 尉 

荻 野 源 兵 衞太郞 (仁 木鄕) ： 


m 
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/   五六 〇 

吉木掃 部 助三郞  小黑 平次郞 勝左衞 鬥四郞 

是は建 武四年 常 社笠褂 相撲 等の 奉行 也 

安藤 兵 部 左 衞門尉 光俊 (應長 ノ 頃) 

〇 日 速 か 種 姓 其 傅に 藤 原 氏なる 事 見えす、 然るに 頃日 房 州 高 光寺 誕生 寺の 什物の よしに て 彼 系圔を 出せ 

り (小 冠者 を 描き 上に 家系 あり) 按 する に是貫 名の 稱 により 竊に寬 永 御 撰の 諸家 系圖 より 寫し 出し、 古し 

へ よりある 如くせ しと 見 ゆ、 され は備中 >大 夫 共 保 (井 伊祖) より 貫 名 ノ四郞 政 盛 (井伊 太郞直 子) 其 子 直 

行 まて 井伊の 家系 を 全く 寫 せり、 此後は 彼 邪 徒 等 作り出せろ 系 圖と見 ゆ、 其 故 は 註畫讃 等を述 せし 時豈 

づ湊に 尋ねさらん や、 然るに 藤 原 氏と いはす 三國 氏と 出せし を 以て 今 世の 偽作 明らけ し、 今の 作り 系區 

一 i 


品 赏名庭 行. 


太郞 


Mm 


-重直 

-重忠 _ 


-重政 (太 郞： 


-早死 

I 藥王丸 (日蓮) 

I 衷友 (三 郞) 

斯の 如く 記せし 識者よ く 其 系 代 及 ひ 古記 を考 へよ、 是 日蓮 黨 近世の 僞作也 

ois^ 人 問琉球 王の 世 系 如何と、 曰予 先に 尙島紀 事 一 編 を あら はして 略 其 世代 を 出せし (^きとよ. K 阔を 

いふ) 明朝 冊立 ノ琉球 中 山 王 (世 系 略) 

察. sr^ 子 也 J 

.   .3=?轺  尙巴志  尙 中い ！ 


1, 


厂 牛-一 冊 封 


.尙 思 達- 


尻  -3 


おき，， 實は思 達 I むお、 布 里 之 弟 景泰五 ^一 ほ 天 順 七 成 化 七 年  

— 尙 令-一 ノ-弟  お^ 久， や— SRiM 封 尙^ 年嗣王 嗣王 

金 福 卒後其 弟 布 里與 -I 金 福 之 子志魯 1 爭立  III 

I () 尙ず、 成 化 十五 年嗣王 尙 淸嘉靖 十一 年嗣王 尙  一 C 嘉靖 三十 七 年嗣王 付. ボ万曆 lAljjj  

I— 尙寧萬 暦 三十 一年 嗣王 中 山 王 代々 

「日本 薩州ノ 附庸」 

日本の 虔長 十四 年 (已酉 明 ノ万曆 三十 七 年) 島津家 大神 君の 命 を 奉し、 中 山 都 を 伐て 速に 其 王尙 寧を虔 

にし 之 を 以て 關 東に 至る、 便 臺命 ありて 中 山の 王に かへ し 封し 薩 州の 附庸 になした まふ、 是 より 毎年 

秋 米 十一 一 萬 石 を 以て 薩州 侯に 貧し 我 國の封 命 を 奉 

隋 書に は 流 求と 書し 元史 には瑶 求の 字 を W ゆ、 明 人 是を琉 球と 記す、 今我國 も又琉 1?^ と 書せ り、 せ も 

は 流 处の字 を 用 ひしょし 陳氏琉 球考に 見えたり、 委しく は尙島 記事 を 見て 知る へ し 

或 曰 琉球兩 使 は 何れの 使 そ、 曰 與那城 王子 は 我 大樹 御代 始の御 賀を獻 する 使金武 王子 は 自嗣封 を 謝 

し 奉る 禮使 也、 され は 兩使來 聘の事 九月 十四日 柳縈に 達せし に、 諸 大老 議 して 曰 庚 寅の 兩使薩 侯 其 費 

用を辨 す、 此 度亦兩 王子の 入 來打續 其 費 少しと せす、 只々 大樹 を贺 すろ 使は暫 延引 可お かと、 然と も 

島 津家曰 中 山 王 尙益壬 辰の 冬薨 せらる、 され は先ハ 牛より.^ 山 王薨し 世子の 喪 過て 淸 朝より 册封使 を受く 

吾邦に 於て は 三年の 喪 を 待す 彼 國王嗣 位の 忝 を 謝し 奉ろ 例島津 家に 定置 所 也、 明年 は 淸の册 使^ 國 に 至 

るへ し、 仍 て此般 兩使關 東に 趣と 云々 

兩國王 使 幷倍臣 等 六 百 餘人 去る 七月 鹿兒 島へ 着岸 也 

  五六 1 


1   五六 二 

0 但し 暴風に より 献 貢の 船 入津せ さる 故に 兩 使の 東 向 冬に 至る 

琉球： 土 府の使 九月 九日 薩州 鹿兒 島^ を 出て 十月 大阪に 着船、 十 一 月 六日 大阪 を發 し同廿 六日 江府に 入り 

侍る、 御 ハ+老 (大和 守豊後 守河內 守) より 出されし 諸驛 への 廻文 休 宿 附略之 

尻 一 〇 尾 州の 商人に 大阪 廻船 を 持し あり (長者 町 紙 1^ 理兵衛 か 船頭 攝州大 坂 松 本！？ 政 之 助 廿五才 其 外 九 人) 去 

る已 霜月 十九 日米 及 ひ 村 木 等 を 積て 城 西 堀川より 出船し 志 州 戸羽へ 着 (十 一 月廿 一 日) 日和 を 見て 艫纈を 

解き 紀 州の 里の 浦へ かゝ り、 夫より 大阪へ 志て 乘り行 (十 一 月廿 八日) 明け方より 暴風 はいみし くて いた 

つらに 吹 放され 浪 にた、 よ ひし、 同し 港 を 出し a- 三 四 艘暫は 見えし か 行衛も 知らすな りぬ、 只々 丸人乘 

りたる 船の 者と も 消なん とする 命盡 せす、 百 廿日 計り 海上に 日 を 送りし、 其 間風靜 りて 磁石 針 を 以て 考 

ふるに 日 も g: も大 かた 北の方に 見へ ぬ、 拔は 限りなき 南海に こそと いと、 心細く 念佛 なんと 唱へ、 せめ 

て 陸地 あらん 所へ 着て 水の み 死せ は 恨み は殘 らしと いのり ものし ける 折から、 大きなる 鳥-鳴の 如くに し 

て § ^黄に 羽 は 薄墨の 色して、 つ はさ 凡壹丈 五 尺 も ありなん と 見 ゆる か ニ羽來 りて 船に とまる、 拉は島 

こそ 近き にあれ と 憂き 屮に もうれ しく、 米 洗 ひて あたへ けれと も 是を食 ふ氣色 もな く、 暮に飛 去り あし 

たにまた 來ろ、 共 比より は 海中 も靜 にあた、 かなる 事 暮春の 如し、 兎角 日 を 送りし 程に 西北 <S 方に 山 は 

るかに 見え 初たり、 急き 乘附 はやとお もへ とも 帆 は 先に 吹 破られ 梶 絶て 力なし、 されと もさ ほなん と を 

以て 漸々 に 漕 行 ほと に 一地に 至りつ きぬ、 人 あれと も 言語 糙に 聞え す漸 琉球國 なる 事 を 聞て 悅ひ、 年月 

時 を 問 ふに S. 午 三月 廿 四日なる よしい ふ、 船の 漂流せ しさ まこ まくと 聞て、 口 本國 より 居 置 番所に 吿 

へ しとて 食物 を 送りて いた はりぬ、 かくて 薩摩 侯の 家人 (佐 合 太 郞左衞 門 田 島 市 兵衞) 事の 次第 問閗 き- 

其 後 船中に^ 置 船の ま はりに 境 結 ひて 陸に 上る 事な かれ、 毒蟲 (はめと いふ) 有て 人 を 傷 ふとて 堅く 制し 

けろ、 口  1$ に 飮食を 送り 疎かなら す 養 ひ 侍りし、 夏 を 過 秋に 至" ぬ t 月 十 一 日出 船し 薩摩 かた 山の 湊に 

至り 着ぬ、 こ- - にて 侯より 命して 哈を修 し 大阪に 送 給 ひし 


十 一 月 尾 州へ 歸 り^り 侍る (九 人の 內 一 入 は 船中に て 死す 薩摩 にても 船より は 上け さりし が孟蘭 盆の 日 

を 幸 ひに 吏に 吿て 寺院に 詣 てて 船中に て 死せ し 者の 追福な どせ しと 云々) 十；  一 廿 八日， お 公より 薩 摩の 

家人 伎 合 氏 等に 時 服 I 一 ッ宛賜 はりし、 是は琉 球に て 漂流の 者と も をいた はり 侍りし 故と なん 聞え しなり 


四 六 ！li 


m 


 .  五六 四 

鹽 尻 卷之 八十 五 

歩 射秘解 

〇 邦國の 射 儀 最も 重し、 我 朝家 成 風な りし 時 其禮行 はれし 跡 延喜式 江 次第 等の 書に 殘れ り、 綠倉將 軍 

家 京都 公方 家 御 的の 式 もまた 略舊 記に 見 ゆ、 其 御家人せ バ 禮を傳 へて 人を敎 へし、 應仁 文明の 凶亂 以後 武 

家の 禕" 傣 昔日に 似す、 織 田豊臣 革命の 際い にしへ を舍て 俗に 習 ひて 禮彌 荒め り、 所 々の！； 社 歩 射の 儀 遣 

ると い <  とも 古法 を 失して 其禮を 知る 者な し、 頃日 歩 射秘解 一 卷を 得て 二れ を讀實 に古禮 のす かた を兑 

るに 足れり、 然るに 其 書 只耍を 取て 之 を 解す、 故に 事 漏れて 備 はらさる 處 ある 歟* 亦 烏焉の 文字 ありて 

句読す へから さる 事を覺 ふ、 予其 誤字 を 正し 一 本を寫 して 家に 藏む、 其稱 謬る 所の 者 は 後人 之 を 改めて 

可也 

•353;、 水 己 丑 仲秋  天 野 信 景書之 

歩 射秘解 (歩 射 俗に 誤て 奉 射と 書 也延喜 式に 諸 衞人等 兼 預ニ步 射 騎射-と 云々) 

兵 庫 頭 植房抄 解 

夫射禮 ハ 公家 武家 共  一一 E ュ ルコ ト久シ  卜， 

仁德 天，？ 一 十二 年 七月 廿 一 日 高麗 國ょ" 敛の的 の^を 我 朝に 渡す、 同 十月 五日 相 人 宿 ：1 鴻 舘 にし 

て 射る、 高麗 人お それ をな し彌 御門に な ひき 從ひ 奉る となむ 

毎年 正月 十七 日 (射 禮ノ 翌日 ハ射 遣トテ 昨日 射禮 一一 參セサ ル四府 二 射 サシム ルコ トナリ 天平 一 一年 二 ハジ 

マル 或 ハ弘仁 二 年 正月 ト 云々)  r,- 

テ TV 力 t 

射績 は： 止 月 十七 日^ 禮鬥 にて 行 はろ、 也、 代の 始には 逢 樂院 にて あり、 先 十五 日 兵 部 省に て手番 とい ふ 


事 あり、 正月に なけれ は 三月 十三 日 也 

淸寧 天皇 九月 一 日 詔して 弓 射さし む、 孝德の 御宇に は 正月に ありき、 天智 天皇 九 年 正月に 士大夫 等に 詔 

して 宮 門の 內に大 射す と 見えたり、 賭 弓 ハ 正月 十八 日 又 殿上の 賭 弓 は 臨時の 儀 なれ は 年中行事 のうち 

に は あらす 

大內弓 場 殿 一一 於テ 

弓 場 殿 は 御門 弓 を御覽 する 處也、 大國に は澤宮 とて 天子 射 を 習 はしむ る 所 あり 

羽林ノ 器用 ヲ撰テ 之 ヲ行ハ レ 

公卿 已下 束帶 して 之 を 勤めら る  ： 

木工 的ヲ カク (弓 〈各 漆 弓 ヲ持ス 文官 トイ へ ドモ又 同ジ)  一 

木工 寮 は 木 作の 事 を 掌り、 料材を 治め 意匠 を 管領 すれ はなり、 頭 は s: 位 五位 任 之  一 

此 禮スタ レ テ 百餘歲 

貞治五 年の 歌合に も 名のみ きくけ ふの 的 射の 射 席 も 今 はむかし と 敷し の ふかな、 と 弓 場始の わさ を 

讀り 

按 する に此ぅ たは 十月 五日 射場 始の時 天子の 網 射 席 を 詠す、 後 成 恩 寺關白 (兼 良 公) 御 記 曰、 十月 三 

日 左 右衛門 弓 場の 湖 を 築く、 其 日 は 天子 弓 場 殿に 出させ 給 ひて 弓 を御覽 する 也 (公卿 以下) 束帶ぶ 

て 之 を 射る、 天子 御 射 席 を 敷れ て 弓矢 を 御座 左右の 脇に 立ら る、 是 群臣と ひとしく 弓 を 射 給 ふ 由 也. 

誠に 文武 二 ッの道 は 一 を闕 くへ からさる か 故に、 今 天子 も 弓 場 殿に 出させ 給 ひて 武道 を 習 は を 給 ふ 

也、 ロ傳に 射場 始 なく は 賭 弓 有へから す、 賭 弓な く は 相撲の 節 (七月に あり 江 次第 等に 委し) 有へ か 

ら すと 申 也 云々、 嗚呼 射 は ひとへ に 五物の 能 を 以てすろ のみに あらす、 萬 人の 敵と なりて 三軍 を謅 

奮せ しむ へ し、 至尊 85 武を 習ふ況 公卿 以下 をゃ況 武士 をゃ舉 ひす は 有 へ からす 


尻  m 


  五六 六 

建武 一一 公家 一 統ノ 御的ァ リシ トイへ トモ 其 例 又 相續ナ シ 今 ハ  ^, 

後醍醐 天皇 隱岐 同より 御歸洛 ありて 公家 一 統の御 時、 建武 元年 正月 廿 九日 御 的 あり 五番の 五 度の 弓 也 

(元 弘四ハ や： 止 月廿 九日 改ヒ： 儿建武 1) 

武家 ノ佧例 トシ テ行ハ ル、 所ナリ 

建武四 年より 例年の 事 也 (建 武四年 は 南朝 延元 1 一年 也) 

歩 射 は 极木祌 社ノ禮 トシ テ 

祌は f 儀を受 たまへ は 射 禮を行 ふ 也、 禱祠 祭祀 供-一 給 鬼神 非レ 禮不レ 誠と 見ん たり、 正 レ己和 A 容揖 讓禮に 

あらす や 

酒 饗ヲソ ナヘ 祌事 ヲスル  ュ、、 

消饗を 用る 裹祌 事の みに あらす、 正月 十八 日の 賭 弓に も 罰 酒 を 行 ふ 事な り、 大將は 近衛の 管領 なれ は 

射手 を 引 つれて 歸 りて 饗 をた まふ、 之 を かへ り あるし とい ふ 也 

鳴 弦 メ，： ：：F.;{i  ノ御愤 ヲ靜メ 

掘 川 院御時 ハ義家 鳴 弦の 事 を 勤めた まふ 

矢 ヲ發メ 禁中 ノ 異類 ヲ平ク 

近衞院 御宇に 頼 政 矢を發 せし 事 有 

先 縱是多 シ 

右に いふ 類 ひの 先蹤 しるす に 所な かるへ し 

右大將 ，.家 ノ 御 は文ュ H 五 年 正月 二日 謝 禮ヲ行 ハル 

五番の 五 度な り 

《=5 御代 御 的 始建武 四 年： 止月廿 四日 
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等持院 殿御 代 始の御 的 也、 六 番の五 度の 弓 也 

貞和 元年 正月 十五 n 御的始 

是も 等持院 殿御 代 也 五番 五 度の 弓 也 

足 ノフム 處目ノ ミル 處弓 ノヒク 處矢ノ ハナ ッ處コ トコ トク 規ニ アタリ 矩 ユア タル 

皆 法に ありと いふ 意 也 規矩 は 法度 也、 され は 離 婁之明 公輸子 i\i 巧不， 以 一一 規矩， 不レ 能レ成 一一 方 といへ り 

百 發百中 

養 由が 故事 也、 柳の 葉 を 百 歩に 懸て 百度 射る に 百 中る 之 を 百發百 中の 藝と いふ 也、 亦 は 穿 柳の 曲と も 

いふ 

身 ヲ正シ クスル 要旨 ナリ 

武篁 論-一 曰 仁の 弓 を 張り 義の弦 を かくと 云々、 又 射 義-ー 曰 內志正 外 體直然 後 持， 1 弓矢， と あり 

然リ トイへ ドモ持 非 箸 短才ー 1 シ テ 

淨元 卑下の 辭 なり (信 景按 する に 本文 此下闕 たる 歟其 文屬 せす) 

水 干 立 鳥 帽子 ヲ用ュ ル ナリ 

賴 朝の 御 時 J^,^ の 出仕に 其 出立 を か へ すして 射た る 間 例と するな り 

家々 ノ紋ヲ 繍物ニ シ テックべ シ 

水 干の 地に 家の 紋を ちらして 織つ く、 同し く紋 をぬ ひ 物にして ぬひ 目つ けにす るな り、 紐の 付 様 その 

外條々 しるし 分かた し內衣 はい つれ も 白 かる へ し 

ムラ サキ 

是は數 年の 弓太郞 三度な と 用る 事な り 

五 度 弓 ノ時ハ 弓 ノ數十 張 

 .  五. K 七 


m 


  五六-^ 

三度 弓に は 六 張 もた する 也 

1 ーシ キカハ 

にしき ^と は師 子の 丸 をい ふ 也、 此 頃のお もて 革な とに は あらす、 昔 は 東 國に染 けり 今 はなし (錦 革 

と は 後^の 正 平 革の 如し) 

指 ヲッグ コ ト ハ 略儀 ナリ 

も £ の 寺 は 指つ きたろ は 用 ゆ へ からす、 但し 神事に つきた ろ を わさと 用 ゆる 事 習 ひ あり、 總 して 指 をつ く 

事 は 常 流 一 段の 秘灘 なり、 ^朝の 御 時 富 士の卷 狩より 始 りたり とい ふ 一 儀 あり、 是も當 流に 申 事 なれ 

と 誠の^ にあら す、 口 傅士 II 部 抄を考 へし 

サ シ テ苦シ ク ハネシ 

かへの 诀 はっきても 苦しから す、 今 用る はつ r くべ からす 

^ノ サシ様 

委しく 見え たれ は 記さす、 は 私宅より さして 馬に 乘る 也、 射 はて、 退出の 時は廢 門に て 射手 具足 介 

添に 遣りて 後ぬ ぐな り 

手ノ內 ヨリ 大指 一一 カケテ 

是 に^して 習 ひ あり、 かくる と i ふ訶 にっきて 一 說 あれと も正說 にあら す 

弓 十 張 左右- 五張ヅ 、 

これ は 五 度 弓の 時の 事 也 

介 添い 若黨ニ 騎^ 垂大 帷子 タルべ シ 

白 小袖. 直垂 なり 烏帽子 は 小 ゆ ひ ありかけ をす へし  -, 

屮間七 使 ミナ ヒタ 、レナ ル ヘシ 


「- 

u  二に 


尻 


はりが へ は 中間 持な り、 各 白 小袖 赤 直垂を 着し 烏 幅 子 はこ ゆ ひなし かけ をす る 也、 何れと も 直乖- に. おの 

紋を^ 紙に て 切て つくる 也、 刀 は鞘卷 なり 太刀 指 は 白直垂 なり 絞 はこれ も 同前 又 紋を黑 くす るな り 

皆大帷 大口た る へ し 厩 者 一 一人 黑直垂 に 烏帽子 同前 一 んは 白き 手綱 を 持 也、 是 ハス 直垂 なり 夫 1-^ 一  人 白 

直 垂に立 烏帽子 を^し 笠 袋に 手お ほひ を かけて 常の 如く 持 也、 し とづ、 を 腰に さす 此外ス はう きの，^ 

添 童な とひと つに 行列す 

馬 ヨリ 下テ 尸 ャガ テ沓ヲ ハク 

.總 門の 外にて 下馬し 沓を はくな り、 唐門へ 歩みて 稗 出の 御 左右 まて 待 奉る 間 は 床几に 腰 を懸る 也、 御 出 

のよ しす はう きの 朝夕 一 一人 來し申 時 床几 を 立、 唐門の 外にお ひて 具足 をと る 也 

其 後弓ヲ トリ 

初 右の 介 添 先 沓を兩 の 手に 持て 左より はかせ 退く、 其 後 左の 介 添 弓 を 取て にきり の 上下 を 持て 力ら に 

す を わか 左の 方へ なし、 弦 を 上へ 成て 射手の 左へ より 出 ダす也 

右の 介 添 矢 を 取て 篦を 出しの こ ひ 羽 を も 直して おっとり の 節邊を 左に てとり、 いたつ きのうへ を 右に 

てさきより 取て 射手の 右より 羽 を 後ろな して 出す 也、 また 前より 弓の 上 を 越しても 出す へし 

サテ 敷皮ヲ トルべ シ  才 UL,^.3- 

介 添 敷 皮 を 取て 白 毛 を 上へ にせ をり を 射手の 右に なしても つやう に 出す 也. 斯 のこと くして 射手 各" お 

門の 內へ參 入す るな り 

コア ガリ ノ坐 一一 オタへ キ様 

あら 座た つ 事立樣 未， 定 故に 前にても 後 にても あら 座 をし く 也、 弓太郞 は我卽 へき 所に 座す る 也、 四ッ 

折の 敷 皮 を 其 鐵白毛 を さきへ なしせ を リの方 を 左の 足より 踏めく り 座す る 也、 沓を はきな 力ら 左の 足 

  五六 九 
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,  .  .  五 七 0 

を 上へ におき て 居る 也、 御 出 なれ は 御 的 奉行 相手の 次第 を 折紙に かきて 朝夕に もたせ、 弓 太郞を 始め 

みせ 射 乎 各 披見して、 扨 其 ごとく 相手く つが ひて 式の 座に 着 也- 敷 皮 をと るへ き やうせ おりの かた 

を あとへ 左の 足より 後。 さまに 足 ふみして しさる 也、 前後の 射手 如此、 拉 左右の 手に て四ッ 折の 角 を 取 

て 式の 座へ あゆみ 行 也 

式ノ 座-一可， 即 次第 

我 相手 乂ト： 下の 射手 を も 見合せ て 敷 皮の せ をり を 左右の 手に て ひろけ、 .MI 毛 を 的の 方へ なし 先 キに折 

延し扩 ni を さき へ なして おきて 上ミの はしの 角を兩 ほうとり て あと へ しされ は 敷 皮の ひろこる 也、 拉相 

手 を 見 カロて くし かみの かた を ま はりて 相手と 目づ かひして 敷 皮に 座す る 也、 條々 細に はしる し 難し 

ャガ テ沓ヲ ヌグべ シ 

左より ぬきて 左の 足 を 上に おくな り 

タト フ紙ヲ 取出シ テ扇ヲ ヌキテ 

敷 皮の 右の 角の 下に 扇た とう 紙 を をく 也、 扇は黑 骨子 こま をす かすへ し、 かなめ は 常の 如し 但し 細き 

革に て かなめ を またげて こふ 也、 故實 なり 繪な ともさた まらす これ も 祝儀の 故實 有、 次に たとう.^ の 

察 常の 如し 三に をり て 夫 を I ーッに をり て はし を 切 也、 扇 は 敷 皮より 1 1 三寸 出る 也 

數ヅカ へョル べキ様 

相手と 目 を 見合 杏 を かきょせ 左より はきて いざ. いで、 左右の 袖 を 打 出して 乃. - 立て 數づ かへ よる 也 

前 弓 ハ弓 ノウ ラ ハ ズ 一 尺 計り 

うら はす 一 尺計數 つかの かたに 打 かけて 三度す りて 外へ おしのけ 夫に 弓 を 打 かくる 左の 手に て 肩へ 打 

こし 

左 ノヒモ ヲ左ノ 手 一一 テ肩 へ 打コシ 


0^ 


尻 


是は水 干の 事 也、 故 實の習 ひ あり 總 して ひもの 付樣 常の 水 干に はか はる 事 あり 

小足 ヲッ カヒテ 

小足と いふ は 前後 か はりて ロ傳ぁ リ、 面白き 習 也 

左 ノ足ヲ 初 一一 フム事 

條々 ロ傳 あるへ し 

右ノ 足 ヨリ フミ 初ル事 

魔障 を 退る に內 むきの 矢 を 用 ひ 習に ひとしき 事 也、 秘說 たるへ し 

數ヅ カノ 內ノ カド 一一 弓ヲ タツべ シ 

ァヷチ 

弦 はさき へ も 亦 的に もむ かふ へ からす、 たと へ は 西に 祭 あら は 乾 方 へ 弦 をむ くる 心なり 

小足 ヲ引ァ ハ ヒテ 

此 小足と いふ は 初の こ、 ろに あらす、 是は只 足の くつろき にっか ふ 事 也 

凡 相手 矢ァレ ハ射 テカシ コマ レ トイ ヘリ 

相手 矢 あら は 射手 かしこまれと いふ 事 あ. nN、 是は 前の 射手つ、 立チ 三度 目 五 度 目の 時 は 矢に しつ あら 

は 後。 の 射手 は 矢 を 射て かしこまる へ し、 是紂て かしこまる 也、 同し ならび 後ろの 射手 は 矢に 失 ありて 

かしこまりたら は、 前の 射手お と 矢 を さし はっして 畏まる へし 是 射て 畏る 也、 亦 贰度目 四 度 目の 時 前 

後の 射手 此心 をう ちか へ して 心得 へ し 

三 足 マデハ ハダ ヌキヲ 入 レズ シテ 

手の 及 ふ 程なら は 其 儘 取りて ゑり を 直して 射 也、 是 より は 遠く 三 足より は內 なら は 足 を ひきてと る へ 

し 三 足より 遠く は 胃 を 入れ 足 を 引 齊へ足 を はこ ひても とのこと く 足 踏して 肩 をぬ き 射る 也、 矢の 時 は 

たぬき を 入る 事い また 射 へ き は 時 は 下が へ のゑ^^を引入たる計也， おと 矢に て 失 ありて 射 ましき なら 
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は ゑり 袖 を 常の 如く 直す へし 但しお と 矢な. ON とも 引 はなしな どに て 射 直す へきなら はな ほす へ からす 

不慮 二 引キ ハグ ラカス 箏 

折 上さる に 引 はくら かす 時 は 手のお よふ 程なら は 其 儘 取る 也、 三 足の 外なら は 肩 を 入れ 足 踏して そと 

ゆきて とり、 數 つか を ま はりて 元の 如く 足 踏 をして 射る 也 

的 場 中程 マデハ 

的 場 中程より 遠く 矢 あら は 矢 取り 取て 數 つかへ よ リて 射手に 出すな り、 的 場 中 邊に矢 ある 時 も 介 添に 

とら するとい ふ 儀 も あれと、 旣に 日記に 自身 取る と 有う へ は 異議に 及ばす 

弓ノカ へ ル事 

弓 か へ りたる にも そと 弓た をし を はする 也 

ハタ ヌキ ヲ入レ テカシ コマ リ 張代ヲ トル 

數 つかに かしこまり 張 代 をと り 亦 立て 射る 也、 おと 矢の 時 は 張 代 を 取る に 及 はす、 但數 つかに て 張 代 

を 取て 敷 皮 へ かへ りたる は尤 よしと 古人の 故實也 

張 代 持 ノ介添 右 ノ膝ヲ ツキ テ弓ヲ 取 リカ ュ へ シ 

左の 介 添 張 代 の^よ. nN 少し 下 を 指三ッ にて 持て 弦 を さきへ なし、 右の 肩に あて、 行きて 射手の 左の 脇へ 

よる、 右の 膝 をつ きて 弓の うら を 左 へ なして 水 干の 袖 を あけ 張 代 を 袖 手の 膝の 上へ 出すな リ、 か へ りた 

る 弓 を は 今の 弓の 下より とる 也、 如 前 右に 持 左の 手 をつ きて かへ る 也、 是は弓 かへ" たる 時 又は 弦の 

切れた る 時の 察 也、 弓の おれた る 時 は をれ な 取間タ 別な" 次に 見えたり 

弓ノヲ レ タル 之 ノ_5!!!- 

弓の うら をれ て 弓 杖に つく 程なら は 弓た をし をす へ し 

拉張 代ヲ取 ルナ リ 


0 


尻 一 


張 代 持て 行キ樣 前に 同し 射手に 出して おれた る 弓 を 持、 左の 手 をつ き 左へ ま はりて かへ りさ まに 弓 立の 

方 を 見 1、 弓の 折 亦 弦 あらば 弓 を かたけ ながら さしより て 御前 を 後 n へな さぬ やうに すみかけ てつく 

は ひ、 左の 手に て 折 を 取て をれ 目 を 下へ なし かたけ たる 弓に 取 そ ゆる 也、 其 後 弦 を あら/ \ とわけ 左 

の 手に ひつ さけて 持つ 也、 弦の わけ 樣ロ傳 ぁリと をく あ て 進退し にくき 時 はみ たけ さる 樣 にして 歸 

る もく るし 力ら す 

數多 一一 折レ タラ ハ折 レヲ トル 一一 及ハズ 

數 つかの き はに 横に 置て 肩 を 入れ 數 つかへ 板り て 張 代 をと る 也 

的 矢 自然 風-一 モ吹折 ラレ 

はけて 後篦も 折れ 亦 羽 も 切れた る を 見 は、 はけたり ともおと 矢に 取 かゆる 事 有へから す、 さし はづし 

てたい は ひしいて かしこまる 也、 扱 代 矢 を 取る へし 

イタ ツキ モ ヌケ或 ハ碟ニ 止 マ ル事 

日記の 如く 其 儘 射へ し、 ロ傳に 云し のぬ け はぬけざる と 同し 心 也、 つ ふぬけ は 矢 そへ てこす 心 也. お 

して 射る へ しと 昔よ hN 申傳 へたれ さも 有へ きに や 

介 添 矢ヲ持 テョ ル時 

射手の 持ッか 如く 持て 靜に 歩みて 射手の 後へ より、 左の 膝 をつ 令 右 を は 立て i 射手の 袖 を あげ 出す 也、 

代 矢 は 一手 持て 行 也、 但し は 矢 を 射てお と 矢の 時なら はかた 矢 持て 行へ し、 亦 云 矢 折れ はなれて 前の 

如く かた かれさる 時はハ 矢なら は 折 さる 矢に 取 添て、 右の 手に 横に 羽 頭 を 前へ なして 引提て 持へ し、 

おと 矢なら は 折れ を 一 ッに 取合せ て 同シく 持て 歸る へし、 何れも 立樣に 左の 手 をつ きて 之 は 順に 歸 るな 

り 前 弓の 介 添の 事 也 

矢 取 ノ持樣 二 《出 サズ 
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矢 取の 矢 を 持 事 右の 手 を 上へ に 左 を 下に 射つ けの 節邊を 持へ し、 羽 頭 を 右の 方へ なして 身に 引 そへ 持 

也、 是も 射手の 後ろへ より 左の 膝 を 突き 袖の 下へ 出す 也、 加 様に は 介 添 は 持て 行へから すと 也 

雨 雪ノ 曰ナト ハ敷 皮ノ下 一一 打 板 ヲシク 

打 板 は 足 を ひきく 付て 用る 也、 あら 座の 時 も 式の 座 も 素 襖 キの介 添 敷へ し 其 上に 敷 皮 を 射手し きて 座す 

射 《テテ 後 敷 皮 一一 着座 シテ 

三度 射 はて、 敷 皮に 飯り 矢 をた はさみ ひも を 結 ふ 也 

扨 扇 ヲサス ベ シ 

共 後に 中 門の 內へ參 るな り 

沓ヲ ハ 沓脫ノ モト-一 脫テ參 上シテ 

上へ あかり 一 r 足 三 足 進みて 日記の 如く 膝 をつ き、 矢 を 腰に さし 膝 を 直す 時 役人 銀劍を 出さる i 也、 其 

時 又 一 一足 三 足 進みて 左の 方より 出さる、 を 弓の 上より とる 也 

同シク 右へ 皈ル へ シ 

共 儘 退出 し^を はき 本 座に 皈る 也、 御前へ 參る 次第 弓太郞 次に 同 後 。弓 一 一度 目の前 弓 次に 同く 後 弓 三度 

目の前 弓 次に 同 後" 弓 

ッカサ キノ 方へ サケ 緒ヲマ カシテ 

下緒 をつ かさき へ かけて とい ふ 事 也 

ッ カノ キ ハ -1 橫サマ 一一 マキ テ 

目 貫の 通り 抦 先へ 卷 きたる あまり を まく 也 

カタ ノウ ラ 一一 テ卷 キト メテ 

横に 卷 たる あまり を 下緒と 鞘の 間へ とりて 留 むる 也 
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退出 スべ シ 

御前 を拜し 申し 左. =N へ ま はり 退出す 

御衣 ヲ タマ ハル 時ハ右 ノ膝ヲ ツキ 

御廣 蓋に 入れた る を 役人 持てい つる、 是も 少し 進み出 右の 手に てと る 

右 ノ肩ニ 打力 ケ テマ カリ 出 ルナ リ 

敷皮ヲ 相手 ト向 ヒテ タ 、 ミテ 

敷 皮より 同し 様に 立て 左 へ ま はお 後。 むきて 左右の 手に て 敷 皮 をた、 みて 又 向 ひて なほる 也 

御門 前 一一 テ介添 一一 ヮ タスへ キナリ 

廣 門へ 退出して 御門の 外にて 渡す 也、 先 敷 皮 次に 銀劎 弓矢 を 渡す 也- 其後碟 をぬ く 也、 總 門の 外にて 

沓を ぬきげ を はく 也、 扱 馬に 乘り 退出の 體 出仕の 行列に 同し 

ッ、、 、ノ 射手 《左へ マハリ ハツ シ タル 射手 《右へ マハル 

はっした る 射手 は 御前へ もま ゐら す、 相手の 退出 を 敷 皮に 待て 同し 様に 立 也 

數ヅ カノ 高サ 一 尺ニ寸 

數づ かの まはリ 前後 共に 三尺 也、 前へ の數 つかの 中に 一 ッ いる、 也 

數ヅカ トイ フ ハ 

當流 一 段の 秘說 也、 わざと しるさす ロ傳 あるへ し 

篠竹 ヲ長サ 一 尺 二 寸ー； 切リテ 

太サ 細き 筆の 軸よ リも猶 細き 也 

數ヅ カノ 後口  ノキハ 一一 才ク 

ならへ て は 置す ねたる やうに 置 也  . ノ -V 
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  五 七山ハ 

ヒ トリ 弓 ノ禮ノ 事 

これ も 秘事 也、 然る あいた ひとり 弓に も 中の 弓の たいは ひ を用ゐ てよ し、 秘 する によって 也、 但し わ 

さと 中の 弓の たいは ひ をす る 事 も あり ロ傳 也、 面白き なら ひなり 

着座 ハ前 ノ方ノ 座-一 ック 

事に より 後" の 座に つく 習 ひも あり 

雪 雨の 日ナド ハ 

加樣の 時は數 つかの き はまて ス素襖 キの介 添 傘 を 射手に さしかけて 數 つかの き はに 射手 かしこまり、 ひ 

も を 治め 立 ツ^ かさ を 引て 遠くの きて 長り 待な り、 射 はて ゝ かしこまる 時 亦 差 かくる 也、 永亨 三年 御 的 

其 後 は寬正 三年の 御 的み なかさ を さし 打 板 を 用 ゆる 也 

オト 矢 御免 ノ事 

等持院 殿御 代 攝津兵 庫の 津 にて 御 うらかたに 武田薩 摩 守 公信に 半 的 を かけすして 射させら る 其 時お と 

矢 御免 あり E 細 ありと いへ とも 記す に 及 はす、 其 恩賞に 兵 庫 頭に 任す 賴 政の いにし へ を 思 召 出て なり 

弓 太郞セ キノ 後 U  ニ退キ タル コト ナリ 

數年 高名の 時 三度 目の 《矢 迄 射た るに おと 矢 御免の よし 仰 下さる、 也、 則 はたぬ きを 入れ かしこまり 

矢 を 腰に さし 相手 を 待て 見合て 敷 皮に 歸 へ る 也、 亦 云い また 三度 目 射さる 前に 仰 出さる、 時 は 後 。の 射 

手數 つかの 中に 立て 中の 弓の たいは ひ を 用 ゆるな リ、 ひと リ弓 にて こそ 有へ けれと 此時 はわ さと 是を 

用 ゆる 事刖 しての 習な り 

五 度 一一 テモ 三度 ュ テ モ兼テ 度 數ヲ定 メラ ル 、 也 

五 度 にても 三度 にても 射 はて、 つ-のいて はかり を 召 出して 射させら る、 也、 日記の 書樣 なと 有 へ し 

元弘 四 年の 御 的に はつ i の 射手 みなもて 再 偏 也、 其 中に 細 川 侍 中 三 五 度の 高名に よて 御衣 を かっけら 


m 


る- -と 也、 いと も かしこき ためしに そ ひくと 侍. o しも 此 時の 事 也 

參 勤ノ勞 

勞は 奉公の 勞 なと、 いふか 如し 

亨 綠 三年 冬の 頃 射禮の 日記 披見の 刻 堀江 兼宗 とい ふ人此 日記 打 向 ひたる 儘に は 其 意た しかなら す ありし 

か は、 予立 入らぬ 道な から 互 ひの 稽古に もと 愚かなる 心の 一 筋 を 申し 侍る に、 猶 記して なと 侍れ は、 誠 

に 鳴 呼 かましき わさな から、 いな ひかたくて 不審と 侍りし 所 はかりの かたはし を聊 しるし 侍る 也、 一 覽 

の 後 は 丙 丁の 童に 傳 へらる へき 也 

庚 寅 神無月 十五 日  兵 庫 頭 植房記 之 

弘治 元年 乙 卯 三月 吉日 書 寫之畢 

尾 府下 ノ士 

寳永六 年 八月 十五 日  天 野 景 


五 七 七 


 1  ,  五 七 八 

0 尻 卷之 八十 六 

〇 北 白 S 信 雄と 上野 介 信 包 (信 長舍 弟) と議 して 南 伊勢と 北 伊勢の 界を改 なんとし、 雲 出 川 を 其界に 定めん 

とせられ しに、 或 老人 云當 國 南北の 界は 十：： 歌に 

風 年の 池の なかれの した ゝりは 安濃と 一 志の さ ヶ ひなり けり 

と 巾せ は 之 を 以て 定め 給 はんかと、 兩將 これ を 感し其 境 を 定られ しと 云々 (此時 信 雄 は 大河 內に在 信 包 

は 津城を 守れり) 

〇 今の 勢 州 松 坂 は 初め 四 五 百の 森と いふ 名所 也、 古歌に 

いせの 國 よい をの 森の ほと \ ぎす 名のりす てた る 古 年の 聲  . 

俗によ いのもりと 呼し は 轉語也 

〇 後 拾 遣 に爲吉 朝臣 三 河 守に て 下り 侍りけ るに、 すの またとい ふわたりに をり 居て 信？； I の 國三坂 を 見 

やりて 讀 侍りけ る  能 因 法師 

くものう へより 見 ゆる あし 引の やまの たかね や 三 坂なる らん 

今 尾 城下より のかた に 高く 見え 侍る、 是を 見る 每に此 歌 をお も ひ 出し 侍る (俗に おんだけ とい ふ 御嶽 

ミサ カヲン タケ) 

〇 伊勢 物語の 题號 さま，/ \ の說 あれと も附 會の樣 に覺恃 る、 釋契沖 か抄に 堀川 院後度 百 首に 藤 原忠房 

伊勢なら は ひか こと そと も 思 はまし 大和なる て ふ 美 作の 池 

これ 昔より^ 勢 人の ひか 事 は 世に いひ 來れる 事に て讀れ たりと 見 ゆ、 亦 夫 木に 鴨 長 明 

いせ 人 は ひか 事し けりつ しまより かひ 川 ゆけ はいつ みの \ 原 


ュ 
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とよ まれた ろに よりて 思 へ る は、 作者 謙 退して 聞 侍りし 處を あつむ.；； はさた めて ひか 事 多 かろ へ しとて 

や 伊勢と 名 付た るな らん、 後に 淸輔朝 ほの 袋 irK 紙 を 見 侍りし か は 早く 此說 ふりた る 事に て 侍りけ りと 云 

々、 是 にて よく えたり、 但し ひか 1* と は 業 平 好色の 姿 を *T つらね たれ は 世の 正しから ぬ 事と いふ 意に 

や 侍らん 

作り物 語に て 業 平の こと を樣々 書し 寶錄 にあら す 

〇 あかた 縣の宇 を m ゆ 唐土に ていへ る 郡 縣の縣 に似て 同し 兼の^ 訓には 侍らす、 あかた は Ifts. &の 意に 

して 田舍 にある 己か領 知す る 所な らんと い へり、 古今 集 文 屋康秀 か 三河椽 になり て 小町 か 冗へ あかた み 

に は 得いて た、 しゃと いひお くりけ る も、 田舍 見に は 得お も ひ 立 ましき となり、 あかた めしなん といへ 

る も 國の司 を 召て 行 はる ^ 公事 也 

〇 侍の 禮服 は素袍 上下 烏帽子 小刀 略の 時 は 懸素袍 (袴な し 上 はかり 打懸付 腰に 帶 して 烏 幅.^ なし) ：： え 

利 家の 末 迄 はかく ありし、 亨 綠 前後より 多く ははつ とく を 用 ひし、 今の 袖な しの 上下の 起る 所歟、 11^ 衣 

の ひた は 平信 長 公以來 なるよし 先年 織 SI 貞置 老人 談也 

〇 昔 廷臣の 男子 多く は 東國へ 下し 武を講 せし む、 駿河 伊豆 相 摸はェ 藤の 一族 多くして 弓馬 を敎 ゆ、 ザ 

府秋田 城 等の 諸家 指南せ り、 凡そ 內舍 人の 宫は東 園に 下り 武事 を 習 ふ、 古しへ より 關 束の l!s 威 他 に^れ 

たる 知るべし、 文字 を 習 ふ は 大概 西 國に遣 はし 大宰降 菊 池 城 等の 諸家に 學ひ、 異邦の 人に 交接せ しむ €： 

記の 官 多く 西國 より 出し 人 あり 

侍 從は武 文 を 兼 內舍人 は專ら 武備 を 業と し 內記は 文筆 を 紫と す、 此三宫 を 四 分 (力 ミ、 シ ャゥ、 スケ 

サ クワン) なし 獨 歩の 宫 なり 共に 中務 省に 屬す 

〇 左 大將家 (近 衞權 大納言 家久 卿) 今度 關東御 下向の 次 熱^宫 に 御參り ありし (已. nj 四月 十四日) 先拜 殿に 

てし はらく 額つ かせ ましくて 祭文 殿に 入らせ 給 ひしに、 御沓 を脫 して 歩行せ させ 玉 ひし 御 敬 心 S ぁュ h 
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りに やと 見し 者 語り 侍る、 按す るに 凡 神社の 廣 前に 石 を 敷 は 履 を 脫て參 る 時 泥土 を さけ 侍らん 爲也、 太 

祌宫石壺ょり^宵皆^を脫しー^^座して拜し奉る、 攝社 1- 踞の拜 所 も 參詣の 人心す へき 事 也、 故に 內外順 

拜の時 足 半 をた く  isfK- 法な りと かや、 すへ て 神の 社 直面の 正道 は祀を 奉る 、干： ならて は 通る ましき 也、 太 

祌 {:« にて は 旦祌 前の 正面 を さけて 拜し 奉る へき 也、 內宫に 鳥居 八重 榊の 前そ庶 人の 拜所 なりけ る、 我人 

履の ま i 御前に 出る のみ か、 正面より 石壺を 越へ 玉串 御門 近く 立 向 ひ 奉る こそ 忌憚な き 者 なれ、 熱 田 社 

の 如き も拜 殿の 束より 詣て 横の 木の 元にて 拜し 奉る. へき を、 恐れな く 御正 面に 向 ひ 奉る こそ 淺ま しけれ 

〇 元 和の 末 我 公 室の 諸官 いと 事 すくなく、 御 納戶も 夫と 司と る 人な かりし、 曲 淵 某 (八 右衛門) 何となく 御 

調度なん と 承り 出納せ し、 大献公 御 上洛 (元 和 九) の 時 公 も 御 上洛 在し、 御 跡 山 下 大和 守 妻 (相 應院 殿御 妹 

隆： 止院 と號) 及 ひ 竹 屮源助 後室 (志 水 加賀守 妹此姉 は秀次 公の 妾に て 文 祿四年 横死せ し 人の 妹 也) 一 一人し 

て 御 納戶の 雜事を 承りし とそ、 其 後 羽 鳥 平 左 衞門山 田 金 左 衞門成 田 藤 右衛門 各 藏米ー 百 石た ま はり、 始 

て 御 納戶役 勤め 初し と 古人 かたりし 

〇 或 人 E 我 敬 公 御 狩の 時 鹿 を 御家人に 賜たり、 鹿 食の 檬 三日な りと 仰せられし 如何、 予曰公 乃 御 博識 當 

時 瞧 か 北 (右に 出む、 之を考 ふるに 延喜式 曰 凡觸機 云々、 六 畜樊肉 三日 云々、 法曹 至耍抄 にも 亦 曰、 喫 鹿 

の檢 二.； 日 といへ り、 是 私家の 事に あらす、 古しへ は 天子 元 正の 御 膳に も 獸肉を 奉りし 事 江 家 次第 等に 見 

えたり、 公 これらの 義を用 ひ 給 ひしに や 

〇 或 人！ n 中世の 書に 五本 立 七 本 立なん とい ふ 膳 有、 今 云 七五三の 事歟、 予 曰 膳部 家に 閗り 五本 立と は 五 

棗 盤 七 本 立と は 七 勝 也、 聚樂 行幸に は 九 本 立な りしと かや、 其饌 具等甚 美を盡 したる 事に て是を 禮家饗 

膳と いふ、 予も之 を 傅へ たれと も 繁多なる 故是を 略す 七五三 は 只 三 膳 也 

〇當 國名處 昔 聞 山 を 八 藜 山と 記せり、 今の 興 正 律 寺の 邊 りなる か、 曰 八 事 庄島田 村に-一お 聞の 松と いふ 古 

木ぁり此所の山名也、十：I俗の傳ふる處^:水州篠田の森狐の.一.a事と 一 般 にして， 狐兒母 をした ひける 時 彼松樹 


里 
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の 下にして 母の 聲を 聞し 杯 かたる 

聲 はかり 音 聞 山の ほと ュ きすす かた ゆかしき 物に そ 有け る 

此歌 にて 風土の 說も 有け るに や、 亦此 里に 古 厩と いふ 所 あり、 野 翁の 說熊 坂長範 住せし 處 海道の 馬を盜 

みつな きし 所 也と いふ、 其 地に 地藏堂 あり 是を 毛替の 地蔵と 呼 ふ、 長範 白馬 を 盗み 來れ はや かて 黑！ HI- と 

變し、 凡そ 馬の 毛色 を 異にしけ る地藏 也と いふ、 さわ は此 地藏盜 人に 與 せし にや 一笑、 亦 其 東： 牛 針 村に 

長範か 馬場と いふ 所 あり、 美 濃國赤 坂に こそ 熊 坂 か 物見の 松 及 ひぬ すみし 馬を藏 せし とて 洞 も ありと か 

や、 此事は 世に あまねく 知り 侍らす、 如何 成盜人 をい ひ あやまり 侍る しらす 

〇 德 木，：： H 出 川 村に 往昔 曾 呂利惣 八と いふ 盜人 有、 是を 時俗ス ツバと いふ、 凡貪恣 にして 盗賊 を 友す 類戰 

國の時 村落に 有て 人を惱 ましけ る 者と もの 稱也、 惣八か 子 篠木村 松と いへ る 少年、 信 長 公に 召 仕 はれ 本 

能 寺の 變に のかれて 在所に 歸り隱 れて老 しとい ひ傳 ふ、 |§ 八 か 事 は大草 村の 福嚴 寺に もさ まく 希有の 

事 を かたり 傳ふ、 彼 村の 邊長範 か 事 をい ふ もの は、 彼 スッパ を 長範に 比して 云け る を 今 直に 古しへの 事 

とする にや 

〇 御渴 殿の 上 (徒然 草 百 十八) 抄物 多く 誤りて 解說 せり、 これ 禁裡の 間の 稱呼 也、 二 水 記 大永六 年 四月の 

條に 朝餉の 問 裏 盤 所 儀 定所御 湯殿 上等と いへ り、 圖を按 する に當 御所の 西廂 間の 北 也、 これ 四 卞述續 し 

たる 稱也、 上の 字な けれ は 御 浴室の 事と なる 今日 始御 湯殿 也、 といへ る は 御 浴室の 事 也、 亦 御 湯殿 記と 號 

する は； 大子內 々にて 女房の 文體に 日記せ させ 給 ふ 御 記 也、 御 記な 略書す 

十六 日 (はろ -0 いつもの ことく 御み まに 御 あみた か、 り 候て 御 かちん はな 御 あかし まいる ゆ ふかた 女 

中 しゅうは かり 御と をり 十七 H け ふむ け あきま いらせ 候と て 御所/、 男逮 御と きしゅし こうあり 云 

々女院 の 御所より こはん (一 ー兩) 白 かね 大 ばん ( 一 ッ) 御ち やの/ U 御 入ら ふ 御た る 色々 まいる 1 てうみ の 

よりむ まの たらし 御茶の こ を "青鷺 御た るまい る 云々 

.  五八 一 


五 OI 


尻 


か、 る 文法 也、 此內 むけ あきと は 今の 有 氣の賀 也、 白 かね 大 はんと は 今の 丁 銀の 事に や、 茶の 子の 稱も 

中頃より いへ ると 15^ ゆ 

〇幅^«正刖：_-め須の城ょり國替の時、 生 駒澤井 等當國 先方の 士に 別れ を吿且 曰、 我 微賤 少年の 時 工匠の 爲 

に餉^ を 運 ひし、 其際或夏^*:目寺の內釋迴堂の老尼か所に休らひしに老尼原く待して食を與へ茶を飮し 

む、 我 今是を 忘れす 故 食糧な 施して 其 恩 を 謝す、 我 他 州に 移ら は老尼 便な く 思 ひなん、 卿 等 宜しく^ 老 

尼 をお は 我 足なん と 諸-: せり、 此 より 毎年 彼 院に米 を 贈れり、 澤井與 軒 老人 家督の 後 まても 絶す 贈 施 

しと 直に 語られし、 正則 は あらけ なき 武士な りし か 身の 昔 を 忘れす、 人の 恩 を 報し 微賤の 時を耻 すして 

諸 {豕 に 語り 隠れる 心 な かりし は實に 奇特と い ふ ベ ， ノ 

〇昔$:^のニ祌始て州國を起して必隱^^佐渡一 洲を稱し、 亦 對馬壹 岐ニ島 を擧給 ふ、 これ 皆 我 邊の地 也 

其 所々 の 小お は 瀬：^ 1 凝 成と は綠 海お よ ひ 外 夷に 近 共 郡 を 云、 水. 凝て 成る と は 沼の 諸道 をい へり、 此關 

門 城 隙 を 備て民 を 守護せ しむ 所 也 (民 部 式 曰) 陸 奥 出 羽 佐 渡 隱岐豈 岐對馬 爲邊耍 云々、 夫 事 勝 長 狹を國 守 

と稱 せられし は、 是筑 紫の 阈を 任して 其 地 を 戌ら しむる 也、 齋- 干-神 を 柬；！ 檝 取る 遣 はし 給 ふ は 東 極の 海 

はに 緣る地 を 守らし むる 也、 さあれ は 犬 照 太； tC 夫 父母 旣に 諸子に 任して 各 其 境 を 守らし むと は是也 

伹豊玉 彥の海 {.a は對 Hiitci? を さす か、 ハ雄 揲の壯 人なる は 隣 寇に備 る 也、 凡 我 武備の ゆる かせなら ぬは大 

寶の令 を：： ルて 知る へし、 孝德記 (大化 元 八月) 東國 等の 國 司に 詔して 兵 扉 を 起 造し、 刀 甲 弓矢 牧聚 して 國 

兵 を へ 集て 木 主に 假給 ふ、 光仁 記 曰 世 を 濟ひ化 を 興す は宽に 元 功 を 任し、 罪 を 討 チ邊を 威す 事 亦七德 

に资 せり、 文武の 道 一 を 廢せは 不可な り 云々、 三 關邊耍 む 外！； 大小に 隨ひ 以て 額 を 爲し、 仍て 殷富の 百 

姓の 方 弓馬に 堪 たる 者を點 して 共當番 ことに 守らせ、 武藝を 習 はしめ ょ此 守備 を 設け 不急 を 宥せ道 也 云 

々、 次 下に の 軍令 六條を 載らる、 之 を 知らす は 有べ からす、 其 他 代々 の 紀傳を 見る へし、 鎭守府 人 

宰府のことき•束西の邊要に城隍關門を堅^.J、烽候を置界限を定め其國郡の首長を任し、 中 區の蕃 屏を安 


ん する にあり (成 務帝五 年諸國 をして 國郡造 長 を 立 縣邑に 稻置を 並 循矛を 賜わり て 表と する か 如し) さ 

れは 日本 武尊 東征の 後 東の 夷し ばく 騷 動し 王 命 を 背く、 元 明 帝 和 銅 四 年 陸 奥 越後の 夷等亂 をな す、 E 

勢 朝臣 磨 を 陸 奥 鎮守 將軍 とし、 佐 伯 宿禰石 場を征 越後 蝦夷 將軍 となし 征伐 あり (此 等の 職 今 知ろ 人な き 

にや) 元 正 帝の 時 養老 四 年 多 治 比の 眞人縣 守 を 持 節 征夷 將軍 とし、 阿部 朝臣 駿河を 持 節 鎖 狹將 軍と し、 

各軍監 軍曹 等 を 命し 給 ひ、 亦 藤 原 朝臣 宇合 を 持 節， K 將軍 とし、 坂 東 九 國の兵 三 萬 人 をして 騎射 を敎 習し 

軍 を誡 練せ しめた まふ、 聖武帝 以来 陽 成院の 御宇 東夷の 反亂 其討滅 等の 事 帝 紀に詳 也、 我 前 王 兵 を E 

ひ 民 を 保ち 給 へ る 事 をし るべ し 

〇 享保十 年 四月 十七 日 宇佐 神 宫豊上 大宮司 到 津中務 再營の 事を關 東に 請と て 上リし 時、 山城 國石淸 水に 

も ふて、 

水上の 塵 を も はらへ 岩清水 こ、 もなかれ の 末の 祌 かせ 

此歌を 奉納せ しと そ、 東都 入 云此歌 姿よ ろしと いへ とも 甚以 不敬な り、 淸和帝 以後 伊勢 石 淸水を ニ所宗 

廟と稱 して 崇作 他に 異也、 到津 おのれ か 奉祀の 神 を 本と する は 一 社の 舊例 なれと も、 男 山に も ふて 、か 

、る ことの あるへ き や、 八蟠の 神人 さ こそ 不興し 侍らん なと いへ り、 實 古き 神 地に 住人 は 他に 知ら さろ 

事 有て、 ま、 自慢 驕亢の 事 もい にしへ より 有に や、 類聚 國史に 出 雲 筑前度 雲 三年 以來國 造と して 郡領を 

帶せ しむ、 言 を 神事に 託て や- r も すれ は 公務 を廢 す、 自今 以後 國造 をして 郡の 住を帶 せし むる を 得さ 

れと 云々、 妄に 神事に 託して 淫風 を あふく (百姓 女 をと りて 自 妾し 神宮の 釆 女と 呼 等 多し)：：； ル國 典に 稽後 

に 理徵蕭 すへ し 云々、 類聚 三代 格 も 2^ しく 云、 私 門 日に 益し 民の 父母と して 還て 巨蠭 となる、 宣 しく 舊 

例 を改國 造と 郡 領と職 を 分て 之 を 任せよ と 云々、 これを以て3^0へし、 古しへ より 祌人 神事に 托して 私 

を爲 せし 事、 出 雲の 國造 近年に 至りて 私家 を 立て 國主 といへ とも 其 令に 順 はさる 事 多 かりし、 懷. 枯斷を 

見て しるへ し 


^   m 


  五八 四 

〇弘仁九ハ牛三月^^、寅改長門國司爲鑄錢使定長官 一 員 判宫ー 一員 主 典 鑄錢ー 一員 造錢 刑土師 一 員 吏 五 員 云々、 

然れは 鑄錢： S は 元 長 州に 有しと a- ゆ、 是 類聚 國 おの 說也、 日本 紀に長 門國豊 浦. 厚狭 等 銅 を 貢せ しと 見 ゆ， 

^蔵 國始て 銅 を 貢せ しとい へ とも 先 西 國銅冇 し 事又紀 文の ことし 

〇 日本 紀 (元 正. 紀卷老 四) 征隼人 持節將 軍と 東西 對名 也、 昔 東に 鎭守府 を 置 蝦夷に 備 へ、 西に 鎮守府 を 5f 払 

维人等 を 防 かしむ 皆邊 要の 地 也、 亦此 に 殘士と 書て カチ トリと 訓 せり 楫 取な り 

〇 奇異 雜談集 (應 仁屮) 足輕 一人 清水に 参詣す、 格子の 紋帷 チに萠 黄の 十 德に刀 脇差に て 中間 は 肩 衣 袴に 

て 主の 笠 を 頭に かけて 乎鎗を かたけ て 跡に ゆく 云々 

- おする に 中世の 武士 素 襖に 小刀 差 太刀 を は 持せ て 歩行せ し， 鎗を用 ひし は戰 場の みなる か、 應 仁の 比 

ヒ 方今^と 同し くせし にや、 十 德とは 今の 袖な き 肩 衣に あらす、 今官 .；！^ の 輿 かく 者の 服す る 所の 衣 也 

その かみ は足輕 といへ とも 是を 着せし、 中間の 肩 衣 今の 如に して 亦異 也、 ひだな く 袴の ト： に 着て 付 腰 

の帶 あり、 猿樂 狂言に 今 もこれ を 用 ゆ 格子の 紋とは 今い ふし まなり 

〇 異邦 殺 撰に 獣肉 を 先と す、 魚 鳥 これに 次き 先 是を食 ひ 酒 を 飲み 後 飯 を 服せ り、 我國 0 飯 を 第一 とすろ 

^土,.；： の 風 也、 阿蘭陀の 如き は 唐土 人の 調味に 似て 亦 異なり、 酒 蔬茱羹 ^を 貪 ひて 鈸を 喫せす、 只 わつ 

かに^ 餅 を S ひて 止む、 近き 比 長 崎より 筆して 贈りし 通 詞の者 紅 夷 を 饗する 活具 左の 如し 

ち さ、 せんとう 『かけ；. I；： ぼ i 肌 

スラカ せん 玉子、 さき ひと もし 一 ホル トウ 胡树紛 

せん 人參、 ぶた 肉 

i うなき さあり 

紅夷葺 胡 桝 

ィ楚油 少暨少 入て 煮る 


Bi 


n ヲ 


カリオ 


ォッフ へ 


阿蘭陀 かう へな 蘯漬 

おかす とぶ たの 細 切 を 

ぶたの 百 ひろに 詰 入る 

牛肉 

f 鶴の 切身 

こ ふんと 

さ ふらん 


-に \ つくの 扮 

胡 树の粉 醤油 少鹽少 入 

一て 煮ろ 


しゃう 

嶋 

幾の 身 

丸 玉子 

一 鳩 


せん ひと もし 

- 上下 玉子に て 包 

粒胡树 人て 煮る 

く づの粉 入 

ふらんそう ゑん 少 入て 

煮る 鹽少 砂溏少 


醤油 少鹽 少し 一 

人て 煮る ^ 


滔 


汁 


ス テル 鶴 肉 玉子 丸 


して 

醬油 少鹽少 入て 煮る 


鹽 牛肉 


以上 

〇 怫祌の 前に かけ 侍る わにく ち は 元金 詖也、 r^s^ 集 壬 生地 藏堂 暮春 念 怫の時 鳴らす 金口 は來出 殿の 御少は 

進 也、 (金口 をヮ 二 クチと 訓 せり 口 は 鼓の 和訓 假名 書な り) 近世 神道 者 流 祌代卷 を附會 して^の 故事 をい 

ふ は {€ら さるに や 

〇 拾 芥抄十 訓抄及 袋 草紙な とに い へる、 京師 天の 橋 立 は 昔 六條院 に冇し (今 東 本願 寺境內 なり) 中世 迄 池 

殘 りて 其 側の 市に 針を賣 し、 後 池荒慶 して 町と 成 針 ェも大 津路に 移る、 されと 古の 名 付て 今 も 池の 側 針 

と 云 

 .   五八 五 
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  五 八 六 

〇興；1.:ルに^5:^藏院とぃふぁり、 此住佾 代々 鎗を 業と して 人に をし ゆ (谷鎗 寳藏院 とい ふ) 東武 にも 參り鏡 

つか ふまつ る、 -ぉ子 ：1  母に 多く あつまる (昔 蔭 流^ 術と) 其 門人 師を 呼て 和尙と 云、 今 他所に て 僧なら ぬ 者 

の劍 術馬藝 なと 敎ろ師 を  <  和尙と 呼、 元 寶藏院 より 風 をな せりと そ 

〇 山城 闽紫野 兼 盛 家集に むらさい と 書り、 倭 書に きをい と讀る 事例 多し 

〇 四 八" 律に 烟筒 あり、 毘波沙 律に 陀婆閡 の 名 あり， 烟筒は 今い ふきせ る、 陀婆閱 は 淡 婆 姑に ひとし、 然 

れは： -儿天 笠に も烟 をす ふ is^ ありと ：3- えたり 

〇. や：： き 比 京師の 某 (銀 まつ 武者 小路 (寶隆 卿) の？： 弟に 班 せん 事 を 望し に、 • 公私に 付て 御い とまし まさ さる 

よしを 宜 ひて 遂にう け ひき 給 はりし、 後 彼^ 罪 有て 刑に 處 せられし 時、 或 人 云 か-. - るいた つら 者と は 知 

り 侍らす、 志 有て 敷. ci5 の 道に 入參 らせんと 中せ しに、 つれな くいな ひさせ 給 ひし 人 もい ふかり しか、 か 

く 身 を 破り 父母 殆 辱す へき 末の 事 をし ろしめ してに やと、 今 思 ひ 知 参らせし と 啓せ しに、 いかて さろ 後 

の 豫知 しめす へき、 凡 世に 時め き 花やかな ろ 際物の あはれ を も 知りて、 實 ある 者は甚 まれくな り、 

いはん や 微賤より 幸に 家 を 起して 富 騎る者 を や、 事に なれて 名聞の 爲已れ か 嬉亢の 助 せんとて、 作文 和 

歌の：.； 沿 化 n 敍禮 式の 方 問 まほし かり 侍らん、 類 ひに いかて 打と けて 道の 物 かたりなん とすへ き やと 宣 ひし 

とか や、 貪 心の 爲峻險 を 行 ひて 人 を あさむ き 誑かす 辈、 事毎に かたはし 學 ひて 我 は 顔す る もの 少な 

からす、 道 しれろ 人 之に 與 せんや 

〇 皇女 を 何 子と 子の 字 を 呼 事 は 仁 明 IK 皇の 皇女 正子 內 親王 を始 とす、 其 後 は 官家攝 祿 の 御 女 か-こそ 稱せ 

し 末々 は士 ぼの 女 を も 何 子と 呼 侍る 

〇 后宮の 御 事 を 紫の 雲と いへ り (八 雲) 釋家 紫雲の 迎 はる、 事な から、 和歌な とに まさしく 往生の さまな 

ら て W ゆる 事 は 遠慮 有 へ きに や 

〇 門 は上來 e: 院そ， おなる、 一 條院の時梅壶.ぉ太后御落飾ぁりしも^^三條と申て門院號はなかりし 


尻 


〇 すへ て 皇子と 申な から 賤祚 なき 太子 を 王子と 書 侍る は 史官の 故實 也、 宫と はがり 申 は 親王の 宜旨 なき 

を 巾す 也 

〇 大臣の 大饗の 數，： 疋 まれる 人の 外參り 交る を 垣 下の 公達と いふ よし美 花 集に： 13- えたり 

〇 散 位 某と 書 事 堀川 院 和歌の 御 會 より 例と す、 六 位 ： 人 散 位と 書 は 受領の 介橡に 限れる にや 

〇 官を授 る を 任す とい ひ、 位に 昇る を 叙す とい ふ、 職に 命 せらる ゝを 補と いふ、 叙 王 は 8^ 也 如何、 答 親 

王に 宜下 まします を は 立 給 ふとい ふ、 師明 (三 條院 皇子) 寬弘八 年 十月 五日 立 親王と いへ るか 如し、 立 后 

立太子 なんと 同し きに や 

〇 座主 は官故 任と 稱し、 法務 は 職 故 補と 稱す、 山門 は 山務、 寺 門 は 寺 務と呼 ふ 

〇 非常 尊貴の 死 をい ふ、 長 秋 記に 元 永 二 年 十一 月廿 八日 三宫巳 非常し 給 ふと 云々、 今よ のつ ぬなら ぬ 

事 を 非常と いふ 憚る へきに や 

〇韃粗£ 黄 旅 正 紅旗 正 .2: 旗 等の 號 ありて 武官の 等 を 分りて、 正 黄 旗 兵 部 右 侍 郞都察 院右副 御史加 三級 1^; 

羅滿 保なん といへ る、 ことし 韃 人中 國に 入て 帝に 姓氏な き淸 朝の み 


五八 七 


尻 


lull  五八 八 

鹽 尻 卷之 八十 七 

〇 犬追物 檢見矢 沙汰の 事 

檢！ 2- 矢の 事 連々 高忠に 望け るに 厥 志を感 しられけ るに や、 文明 十八 年 正月 十四日 江 州 甲 良 座下鄉 寳蓮院 

の 庭に て 日記の 面 テの矢 を、 小 八 木 四 郞兵衞 尉忠勝 をめ しくして 隱蜜 にて 沙汰 あるな り、 次第 具に 註 置 も 

の 也、 同 正月 十五 日 六郞殿 (高 淸) 敏滿寺 正 覺院に 御座 候 時に、 多 賀豊後 守高忠 出仕 申 酒宴の 半に 射手 方 

の 御物 語 巾され ける に、 中に とり 分 大名の 御 內には 犬 を 放さす る 者か餘 多なくて は不叶 候、 小 倉 將監年 

齢 も 行 候 問 撿見を させられ 候 はに 可 然と 如 此存候 昨日 矢 を 沙汰 仕 候て 見せ 候と 申されけ る、 此の 由 

を 近習の 面々 より 實 澄に 密に 知らせて 面目の 由 申 送られけ り、 同 十七 日に 六郞 殿へ 實澄 出仕 申た るに、 

此日も 酒宴 有しに 寳澄を 召れ て 豊後守 御撿見 をせ よと 申、 いよくた しなむ へきよ し 直に 仰せられ 御酌 

にて 御酒 を 下されけ り、 此事 注し 置 事 何とも かたはらいたき 事 なれと も、 子孫に 信 をと らせん 爲に 書き あ 

らす者 也、 其 檢：： の 矢 を 沙汰す る は 日記の 面の 矢 を 沙汰す る 也、 日記の 面と はやま はりの 日記 S 事 也、 

八 ま はりと いふ は 繩を八 ツ^ 圔に 書て、 兩 方へ 犬の 出た る 跡 を 書て 矢 を 妻き あら はすた.. -、 八 廻りに 犬 

は 十八 匹 あれと も 沙汰す ろ 矢 は七ッ なり、 遠近に 鞭に てうつ と 弓に てうつ と 一 ーッ あり、 十文字 を 打に 一 あり 

塞 近に 己 k 三ッ 也、 か、 るから すに 1 ッ也、 四 寸の羽 ひきに 一 なりつ るる 別に 一 也、 まるひ さくり の 十文字 

ニニ 也、 遠近の 內 にも 近き は 鞭に て 打 也、 それより 遠て 鞭のと、 くまし きを は 弓に て 打 也、 遠て 弓 杖 

にあ まろと 見る をば 十文字 を 打 也、 十文字 はな は をし 出した る義 也、 繩 より 打 遠近 を 十文字の 橫點 より 

矢の 遠近 を 打 也、 まろ ひさくり の 十文字 は 刖の義 也、 をく にこま かに 注 付 也、 糟 古に 矢 を 沙汰す るに も 

人の 所望に も 矢な 沙汰す ろに も 日記の 次第に さたす る 也、 遠近 は 矢 を 一 ッの分 書 あら はして 鞭と 弓と にて 
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打 事 別々 に 沙汰す る 程に、 日記の 面 は六ッ なれと も汰沙 する 矢 は 七 度な り， 檢 見の 不作に 矢の 事に さたす 

ると いふと さばく 云と 有 也、 さはく と は 馬に 乘な からこと は を もって 矢の 善惡 をい ひて 落 居す ろ をい ふ 

也、 沙汰す ると は 馬より をり て 遠近 を 打繩を あゆ 寸法 を 取、 かふ かい を さしてつ る を 渡て 矢の 兆 を 定め 

て 落 居 を 云 也、 加 樣に各 別す る 事 意 得へ し、 はや 馬より をり たらば 是非に さたすべき 事 也、 撿： 3^ は 最も 

大事の ものと いふ 內 にも 矢 を 沙汰す る を 以て 大事と す、 むかし も 中古 も 沙汰し すました ろ はまれ 也、 其 

故に 涯分 さそき て 沙汰せ しとす るに 射手の 訴訟つ よければ 無力 沙汰す る 也、 如何なる 人 もしげ く 沙汰す 

る はなし、 射手の 訴訟 不, 休 マして 沙汰す べきに 定まらば、 撿見は 鞭 を 腰に さし 繩の內 より 馬より をり て 

馬 を 引出させて、 其 後に さたすべし 如何なる 貴人の 御前 成と も 檢見矢 を 沙汰せば 沓を脫 ベ からす はきな 

がら 沙汰すべし、 高忠の 語られし は滿願 寺院 (高 賴) 御 聞 書に は、 たと ひ 公方 様の 御前に て 成と も檢兒 矢 

を 沙汰せば 沓を はきながら 沙汰す べしと あり、 可 意 得 事な り、 いまた 馬より をり ぬ 先に 能々 可覺悟 候、 

遠近 を 可 打 事 を も 鞭に て 可 打と 繩と 矢との 注 を 能々 分別し、 亦 弓 杖に 餘 らんと 思 はば 十文字 を 打 へ きと 

可覺 悟、 馬上に て 能 々分別し 覺 悟して 下馬して から は 少しな りと も 思案し 滞る ベから す、 次第/ \ のお 

ほへ 計 にても あらす、 矢 を さたす る は 品 か、 りし あはせ 一 も かけて は此興 成へ し、 さるに よりて 檢 見の 

越度 は 矢の さたに ならでは なきに よりて、 道 を 嗜み名 を 思に 檢見 殊更 さたせ しとす る 也、 伊勢 守 先祖 松 

禪と いふ 人 二宮 越 中 入道 (覺 妙) とい ひし、 此人々 はさば かりの 功 者な りし かと も、 矢の 沙汰に 越度 あり 

と 語り 傳 ふる 事 也、 如何に 射手の 訴訟つ よくと も いかにもして 沙汰せ しとす る 事 也、 其 上 功 者の 證 人な 

くて は 沙汰せ ぬ 事 也、 定る法 也 馬場に て 沙汰す る は 矢に よる 事 なれば 何れと も 定めが たき 人の 處望 にて 

も、 さたせ よ 犬はなくて さたす るに は 日記の 次第に 沙汰すべし 

〇 遠近の 鞭に て 打に は、 鞭 を 腰に さして 繩の內 にて 馬より をり て 馬 を 引出させ * 檢見は 其 儘 繩の內 に 立 

て沓 はきながら 歩む 事 なれば 閙敷は あし、、 品が、 りょくて 何 如に も 時宜 身體 心に かくべし、 な は 近く 
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成て 馬上に てぬ く 如く 腰に さし. U る 凝 をぬ きて 右の 乎に 持 也、 持樣 はさき を 左の かたへ 成て さき を さけ 

す 持へ し、 右の 手の 大指を 鞭より 前へ なす 也、 左の 手 をは大 かた 右の 手のと をり にな か と 持 也、 跡 

もとより 能々 目 をつ けて 跡 を 見へ し檢見 はさく り を 見る 事簡耍 也、 跡を兑 るに ことくし く 不審 さう に 

不可 見、 其 故 は 馬の 上 にても 跡 を 分明に 昆て矢 を さばく 程に、 馬より をり て はさぐ り を 見失し と 目 を 付 

へし、 弓手の 矢 馬 手の 弓 にても 引目 にても いっく か繩に 近と 能々 見 屈べき 也、 是は繩 と 矢の 間遠から ぬ 

によりて 鞭に て 可 鞭 をぬ.、 ベから す、 跡に 目 を 付て 繩 のき はへ 歩みより、 扨て 鞭 を 右に 持て 弓手の 矢の 

通りの き はへ あゆみよりて、 左の 足 を繩の 外へ ふみ 出し 右の 足 を 繩の內 のき はへ 不被 寄て、 兩 方の 足 を 

同じ 通りに ふみて、 繩を またげ 腰 をす へて 右の 手に 持た る 鞭の さき を 矢に くらぶる に、 左の 手に て 鞭の 

中 を とらへ て、 右の 手に て は繩の 上の 眞中 にて 鞭 をつ. みて 繩と 矢の 程 を 知る 也、 左の 手に て は 鞭の 中 

をと ゝ こふる 時 は、 大 指 人 さし 指た けた か指此 三の 指に て とら 〔て 手の こうは 下へ 成な り、 醫師 小指 此 

二の 指 は をろ 也、 右の 手の つまむ と はたけ 高 指 醫師指 小指 此三を は 折て、 手の こう を. にへ なして 大指人 

さし 指此 二の 指の 爪 を 合する 如して 持つ をつ まむ とはい ふ 也、 弓手の 矢 を 打てば 其 手 を 働か さす、 鞭な 

持て 其 後 馬 手の 矢 を 打に：；：： 一： ま、 うしろへ しさるべし といへ ども、 鞭に て 遠近 を 打 は 矢と 繩 との 問 近き 程 

に 其 俊 へ しさら ば、 行 i? ニも沓 にも 矢少も あたりて は可爲 曲事、 同じく うしろ へ はし さらす 馬 手の 矢 

沙汰 せんとて、 はな はの 外なる 左の 足 を ひらきて 繩の內 へ 遠く ふみ 入 也、 其 後に 右の 足 を 馬 手の 矢と を 

りの 繩の內 へ 踏 寄 也、 其 比に 左の 足 を 亦繩を をして 繩の 外へ^ 出して.、) 左右の 足 を 繩の內 外の 同と をり 

に^ 揃て 馬 手の 矢 を 打 也、 馬 手の 矢 を 打と て は 先 右の 手 を繩の 上 に^て、 鞭 をつ まみ たろ 所 を 繩の眞 

巾に よく 置て、 其 次に 鞭の さき を 矢に くらべて 遠近 を 知 也、 鞭に て 打 も 弓に て 打 も 十文字の 橫點 より 矢 

を 打 も、 弓手の 矢 馬 手の 矢 次第 は 如此、 かつらの 外の 馬場に て 伊勢 守 先祖 松 禪檢兑 にて 遠近 をう たれけ 

るが、 弓 乎の 矢の 如に 馬 手の 矢 を も 打て 沙汰し ちがへ たたる と、 我ながら 知て 馬場 を はせ 廻りて 只今の 
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矢 は： ^.1 禪. f 仕りち かへ 候、 當流 にて はなく 候、 松禪が 越度に て 候よ し 申された る を、 近頃 能屮 されたり 

これ は 名人の しわざと いひて、 みな/ \ ほうびし たれ ども 沙汰す ましたる に は 如何 ほどの をと りぞ や、 

少の 事ち かひて はい たづら 事 也、 馬 手の 矢 を 打て 見る に、 馬 手の 矢が 弓手の 矢より： 「遠 は 弓手の 矢が さ 

したる としるべし、 馬 手の 矢が 近く は 馬 手の 矢が さした ると しりて、 ひとりごとに 弓手の 矢が さして 候 

とも 馬 手の 矢が さして 候と も ひとり 言 いかにも ゆに もらしく すべ し、 さはく とく 弓手の 矢 さした ると 云 

て 沙汰して 見れば、 ちが ふ 事の ある をば 獨 言に 以.』 S は 弓手の 矢 さした ると 申 候へ ども、 沙汰 仕りて 候 得 

ば 馬 手の 矢 さして 候な ど、、 以前い ひつる 事の ちが ふ をば 首尾 を 可 一一 I 一 c、 ひとり 事い ひて は 则鞭を さし、 

馬 を 繩の內 へ 引 入 させ 繩の內 にての りて、 則 鞭 をぬ きて 弓手の 矢 にても、 馬 手の にても 賞 せんと 思 ふ 矢 

の 射手と 目 を 見合て、 繩近 はと 問て 矢 を 入べ し、 遠近 打た る 矢 を 入と て は必ら すな わ 近よ と 問 也、 但繩 

同じ 近 さなら ば 弓手の 矢 を 可 賞と いふ 程に、 繩 おなし 近) にて 弓手の 矢 を 入る 時には、 其 矢 をば 鞭 近よ と 

は 問 ふべ からす、 其 時 はこれ よと 問て 可 入、 ケ 様の 分別 肝要 たるべし、 亦云繩 にて 打 時に 弓手の 矢と な 

わと 其 間近て 左の 足を繩 より 外へ 踏 さすして さたす る 事 あり、 其 時 は 左の 足を繩 のき はへ ふみ、 右の 足 

を小繩 のかた へ ふみて 左の ひざ を か、 めて、 弓手の 矢の 遠近 を 打べ し、 弓手の 矢 如何様に 沙汰す ると も 

馬 手の 矢 は 左の 足を繩 より 外へ 踏 出し 繩を またぎて 打な り、 馬 手の 矢 は 矢より そばへ 足 を 踏に よりて 沓 

行騰 にさ はらぬ 程に 繩を またくな り、 文明 十二 年 三月 廿 八日に 赤松 殿 (政 則) 0 馬場に て 小 笠 原 備前守 

(政 淸) 遠近 を 鞭に てう たれけ るに は、 弓手の 矢 をば 繩を またがす、 馬 手の 矢 をば 繩を またき て 沙汰 有り 

し、 實澄其 時 見物して 分明に 覺 によりて 記 之 

1 弓に て 遠近 を 打 事、 馬」，： にて 鞭 を さして 繩の內 にて 馬より をり て、 馬 を 引出させて 沓 はきな が..^ 繩の 

內に 立て、 以中 間 射手の 中に て 知 昔の 人の 御 弓 を預り 候へ と 云て、 借り 寄せて 右の 手に 取て ひの さけて 

跦 本より 目 を 付て 能々 跡 を 見て、 先ッ 弓手の 喉へ 寄 hs て 左の 足 を繩の 外へ 踏 出し， 共 次に 右の 足を雜 のき 
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はへ 踏 寄せて 繩を またき て、 右の 手に 持た る 弓 を 左の 手に 取 渡し、 左右の 手に 弓 を 持て 腰 をす へて、 弓 

を ふせて 弦 をむ かひの 方に なして 遠近 を 弦に て 打 也、 左の 手に 弓の 中程 を 持 右の 手に て 弦 をつ. まみて、 

规の 上へ に 押 付て 遠近 を 打 事 鞭に て 打に 違 はす、 弓手の 矢 は 先 づ弓害 を 矢に くらへ て、 次に 繩の 上に て 

弦 をつ まむ、 馬 手の 矢 は 先つ まみた る 處を繩 のうへ にあて て、 其 次に 弓 はす 矢に くら ふる 也、 此 覺悟簡 

要 也、 弓手の 矢 を 沙汰し はて &、 其 次に 馬 手の 矢 沙汰 せんとて はう しろへ しさる 事 左の 足より 引 初 也、 

右の 足 もし さり 左右の 足 同所に 踏繩を またき て 馬 手の 矢 を 打 也、 是も打 様 は 鞭に ての 如し、 獨言は 鞭に 

て 打 時に 同し、 組 弓に て はは づ だけ 指た るな とい ふ 事 はあり 思 ひ はから ふべ し、 獨言 をい ひて は 中 1? を 

以て 弓 をぬ しに 返して、 馬 を 繩の內 へ 引 入 させて 乘り、 頓て鞭 をぬ きて 矢 を 入 也， 鞭に て 打 時の ことし 

所々 に 注す に 及 はす、 鞭に て 打た る を も 弓に て 打た る を も 遠近 を 打た ると いふ 也、 十文字 を 打た るも橫 

點 より 遠近 を 打 事 なれと も、 失 をば 十文字 を 打と いふ 也、 同事の や ふなれと もことば づ かひ 替 るべ し、 

1 々次第になら はすして 只 推量に て は 皆々 ちか ふへ し、 一 ケ條 違え ぬれば 千 萬の 事 をよ く 知り ぬれと も 

人に 輕 しめらる、 也、 但し 弓馬に 限らす 何れの 道 も 如此也  > 

1 十文字 を 打 矢 はと もに 繩 より 弓 杖に あまる 矢な り、 十文字 打へ き 次第の 事、 矢より 內 のさく り 二に か 

うが ひ を 立て、 弓繩を 渡して 又 十文字に 打て、 其横點 より 矢の 遠近た、 すべし、 繩の內 にて 馬より 下て 

馬 を 引出させて、 繩の內 に 立て 中 問 を 以て 射手の 內に知 音の 人の 弓と かう かひ を 借りて、 我 かう かひと 

ニッ 右の 手に 持つな り、 其 時の 響の 持樣 (脫 字) ことし、 醫師指 小指に てに きるな り、 弓 を は 左に て ひつ 

さげて 持 也、 何も なれ ども 殊に さぐり を 能々 見て、 跡より は 左り 馬 手の 矢の かたへ は繩を 越へ て、 しつ 

/\ とさく りの き はへ あゆみよりて、 跡 本より 簪を 立るな り、 二の 響の あ ひ は 跡 を 二 も 三 も 隔て まなる 

計に 立る 也、 口 傳曰跡 本に 右に す t-- に 立 ぬれば 末へ はちと そば なれと も不 苦、 只 さくり を 能 見る 事簡要 

也、 转を 立る 時 はさの み^に は. R はで 跡 を 右に なして 立るな り、 簪ニッ 立て は 跡に 向て 杏 を 踏 そろへ て 


立て、 左の 手に 持た る 弓 を 右へ 取 渡して • 弓の 本末 を 左右の 手に 持 うら はす は 左へ なし、 もとはす ば 右 

へな すへ し、 弦 を 簪の內 のき わに 出し 付て 左右の 足 を踏弘 けて、 腰 をす へて 弦 を 砂に わたす 事 也、 先 外 

の 方 へ 渡し 次に さくり 本へ 渡す 事、 1 1 度 も 三度 も 弦の 跡の つく ほと 渡して、 つる をお し 付た ろ簪 のき はに 

て 弦 をき つと 我 前へ なす をよ せひと して 弓 を あげて 左の 手に 持て、 其 次に 右の 足 を 跡より 向 ふ へ ふみて 

さ-ぐり にの る 也、 跡 を またく をば さくり にの ると いふ、 繩を またく る をば 繩を のる とい はす、 耀を また 

くと いふな"、 跡に のりて 右の 手に て 跡 本なる 簪を ぬきて 我 刀に さし、 亦 一 あろ 簪 をばぬ きて 烏帽子の 

へりに さし、 入道 は 行騰の 後。 にさす 也、 其 次に 左右の 沓の鼻 をなら へて、 跡：： き はへ ふみよせ てた て點 

と沓の はなと 十文字になる ことく 踏 そろへ て、 其 次に 左に 持た る 弓 を 右に 渡し、 如 前に 左右の 手に 持て 

うら はすば 左の かたへ 成な り、 弦 を沓の はなのき はに 押 付て 一 一の 沓の鼻 を 定木の 如に して 弦 を 押 付て、 

其 次に 左右の 足 を m み ひろ ゆて 其 次に 横 點を渡 は、 先ッ 弓手の 矢の 方へ 渡 初る 也、 弓の 本 害の 方 也、 ふ 

は うら はすの 方 へ わたし、 初めて 横 點をは 本 はつの 方へ 渡し そむべ し、 此 分別よ く/ \覺 悟 あるへ し * 馬 

手の 矢の 方へ も わたし 弓手 馬 手へ 1 一三 度 も 砂に 跡の よく 付 程 渡し、 橫點を 渡して 後に 橫點 より 弓に て 遠 

近 を 打 如くに 打へ し、 十文字 は繩 をし 出した る 物なる 程に 弓に て 打、 遠近に 少も違 ふべ からす、 獨>1  一一：！ も 

前に 同し、 弓の 弦 を 袖に て打拂 ひて 弓 を 主に 返す とて は 御 思 入 候と 云て 遣す へし、 袖に て 弦 はら ふ 時 は 弓 

を 左の 手に 持て、 直に 立てら とうら はすの 方 を あ ふの けて、 弦 を 右の 手の かたへ 成て 右の 袖に て 弦の ほ 

こり を 打 はら ふて 返す 是は禮 儀 也、 十文字 打た る 時 もつ る、 すがる- -の 矢の 沙汰の 時に たて 點計 渡た る 

時 も、 砂に 弦 を 渡した るに はつる を 袖に て 打 はら ひて 主に 歸す へし、 只 遠近 計 弓に て 打た る 時に 思 違へ 

て 袖に て 弦 を はら ふへから す、 矢の 沙汰す る 程の 人の 是 程の 義は思 違 ゆる 事 は 有 ましき ことなれ 共、 愚 

なる 爲 子孫 注 置に よりて か、 る 粉れ 事の 有 を は 具 註す るな り、 弓 を 主に 返す 時に 簪をも 一 度に 返す 也、 

能々 可有覺 悟、 弓 かう かひ 返して 後に 馬 を 繩の內 へ 引よ せての りて 矢 を 問て 入る、 也 • 遠近 打て 入 矢 は 
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みな/ \ 同事 也、 鞭に て 遠近う つと 十文字と 此三は 弓手の 矢と 弓手の 矢と を さたす る 矢 也、 右手の 矢 も 

をし もちり の 矢 も 同 je^ 也、 能々 可有覺 悟、 十文字 を 打に 自繩弓 杖に は 餘矢を 十文字に 打 は、 十文字の た 

て點の 弓の 本 はすの なわに つか ふへ きと 見て、 繩を のけさせて さたす る 也、 先年 豊後守 伊勢 守 (貞宗 ) の 

尻 馬場に て 十 文.：， f の 矢 沙汰し ける に は- 繩 をのけ させて 沙汰し 候よ しか たられけ る 也 

1SI 寸の羽 引の 事、 寸迄は 不苦若 四 寸に過 は 矢を捨 べしと いふなり、 此矢を さたす るに は 繩の內 にて 

下馬して 鞭 をぬ きて、 右の 乎に て 持て 左の 手 を 寄て 鞭の さきにて 羽 引 を 打て、 左右の 手 を 高く さし あけ 

て 羽 引に くらべて、 つまみた る 鞭の さき を 左の 手の 四寸 にくらべて、 其 時獨言 をす るに はよ き 時にはよ 

く 候 寸の內 にて 候と いふ： a、 左の 手の 四 寸と は大指 をのべ 人 さし 指の ふし 二 折て その あ ひだの 寸法が 四 

寸也、 中指 無名の 小指 はに きるな り、 左右の 手 を あゆて 鞭 先と 手の 寸法と くらぶる とて は、 如何にも 兩方 

の 手 を ひろ. と 高く あけて 烏帽子より 上ゲて くらべ て 人に 可 見 也、 羽の 引た る處へ 歩みより 身體か i 

り 鞭に て 羽 引の 緒 をく らふる、 其 後 左右の 手 を 高く あけて 鞭の 先に 手の 寸法 を くらぶる、 よせい か、 り 

を 如何にも けいこし 嗜 へし、 此矢は 只 一 ある 矢な り、 繩の內 にて 馬に のりて 頓て鞭 をぬ きて 繩を打 出し 

て 呼ばり、 次に 名 をよ ははるべし、 喚 次な くは檢 見さし きの 前へ に 打よ せて 名 をよ ははるな り、 つる、 

わかる 乂の弓 も 一 あり、 まるひ さぐりの 十文字 も 一 ある 矢 也、 か-るか、 ら すと 一 ある 矢な り、 此四寸 

引の 矢 迄已上 四 は 一有 矢な り、 沙汰し はて、 矢 を 入る 事 は 同様 也、 檢見 する 程の 人の 此 分別に まよ、 ふ 

事 は 有 ましき 事 なれと も、 晚舉の 我に なら ひて 注 付 也 

一 此矢を 六桥に 沙汰 ありし なり、 つる- - わかる、 羽 引の 事、 つる i わかる、 不見分 時 は 矢の 引 初た る 跡 

と， また 矢 通り £ 跡と 二に かう かい を 立て、 弓弦 を 渡て 引目の 方 を 押へ て少も はたらかぬ やうに して、 

はすの 方 を 跡へ 打懸 はか、 ろ はつる i にて ゑせ 矢 也、 不懸 はわ かる X にて よれ 矢な り、 此矢を さたせば 

以- 一中 間 一ん の 弓と、 簪を 借りて 我簪 と！ ーッ 右の 手に 持な り、 其 持樣は 一 を は 筆 持 ことくな り、 一 は 醫師指 
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小指に 握りて 耳 かきの 方 を 手の 內に 持な り、 弓 を は 左の 手に ひつ さけて 持 也、 in を は 先 引 初めた る さく 

りに 立て 其 次に 矢と をり のさく りに 立 也 其 時 は 腰 をす へて 跡 を そばに して 簪を立 也、 共 次に 左り に た 

る 弓 を 右へ 取 渡して 左右の 手に 持て、 弦を簪 のき はに おしつけて 沓を ふみ そろへ たる を 左右へ ふみ ひろ. 

けて 左右の 手に て 弓 を 二 所 取て 先ッ 外へ つる を 渡て 其 次に 繩 へ 渡すな り、 すなに 跡の 付 ほと 一 一度.. T 三度 

も 渡して、 初め 弦 を 押 付た る 所に てつる を 我方へ なす をよ せいとして、 弓 をた、 人に 持せ て 簪を跡 本よ 

りぬ きて、 一 をば 我 刀に さし 一 をば ゑ ほしのへ りに さす 也、 入道 は 行 騰の腰 こさすな り、 腰よ. りよ 少し 

前の 方に さす 也、 其 次に 引目の 方へ より 右の 手に て 引目 を 押へ、 左の 手に て は S 口の 邊 より 篦屮の あた 

り まて 手を篦 に 付て なて あけて、 害の 方 を 弦 を 渡した る 跡に 打懸れ は、 か、 る はつる. 1 にて あしき 矢な 

り、 かからねば 別る- - にて 好キ矢 也、 か i らぬ 時の 獨言 はか、 り 候 はすと 云々、 馬に のりて 矢 を 入べ し 

はづ をつ るの 跡に うちかく る 時 は 右の ひざ をつ き 左の ひざ をた て \、 左の 足 を は 打 かくる 矢と そ へて ふ 

みよせ る 也、 引目 をお しっくる 時 は 引目 尻に 向て つく ほふな り、 此の 跡に 簪を 立る にロ傳 ある 也、 此 時の 

かう かひ を 左り さくり 立る 也、 左 さくり と は 犬の 足跡な り 

矢 ことにた すくへ きとい ふに よりて すこしの 事に て 矢の は 

すに か-. <ら せし とて 助ける こ X ろ 也、 弓 を 人に かへ さんと 

て は 持た る 弓 を またとり て 袖に て 弦 を 打 はら ひて 簪そ へ て 

主の 方へ 返す へし 

1 此矢^ 五番に 冇 沙汰 如 其 以後 は 沙汰すな り 

此弓は 弦 は 下 也、 繕に 書に より 加 様に 見 ゆる 也 • 左 跡に か 

うか ひ を 立る 事 は故實 なり 矢 を 助く る義 也、 弓の 弦に 矢 害 

かからねば よきな りに よりて 左 跡に 立ろ 也、 口  も故實 も 
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.   五 九 六 

あるへ し 

一 か、 るか > -らす 矢 沙汰の こと、 此矢 ははすな はにか- - るか i ら すと 不審の 矢な り、 繩を 直に 上て 持 上る 

に矢少 もつ きて あから は 可レ捨 はたらる すば よき 矢な り、 繩を持 上る 時 は 左の 足を繩 より 外 へ ふみ 右の 足 

を繩 のき はへ ふみ、 繩を またき て 左お の 手に 同時に 繩の 下へ 入な り、 直に ひさの 通り. まで あくるに 矢 は 

たら かすして 共 儘 ある はよ く 候と、 獨り 言して 其 後 馬に 乘り矢 を 入 也、 此繩を 持 上る に故實 あり、 繩の 

下の かた を 持 あけさ まに 內へ ひねり 入 るれば、 矢 はたらか すして 矢 を捨ぬ 也、 是は矢 を 助く る義也 

1 まるひ 跡の 十文字の 矢 は、 まる ふ 跡の 矢 好き 跡に か- 1 るか、 らす見 分 さる 時 は、 まる ふ 跡の きわ 二に 

簪 をして 弓の 弦 を 渡て、 矢に 近き 跡の きわ を 十文字に 打に 其撗點 に懸は 好キ矢 也、 か.， ら ねば ゑせ 矢 也， た 

とひ わろ き 跡に か、 ると も少 も好ク さぐりに か乂 らば 好キ矢 也、 此矢 沙汰の 時 は 人に 弓と 簪とを 借りて 跡 

本より 簪 をして 弓に て 立て 點を 渡して 弓 を 左り へ 取 渡し、 右の 手に て 跡 本の 響 一 計ぬ きて 我 刀に さして 

まる ふ 跡の き はに 立た る簪を はぬ かすして 置て、 右の を 越て さくり に乘 てぬ かぬ 簪 のき は を 十文字に 

うたんと て 弦 を 押 付け、 時に ぬかす して 置きた る 簪を拔 て 烏帽子の へりに さして、 其 次 十文字の 橫點に 矢 

のか、 るか、 ら ざる を 見て 是非 を さたむ ベ し、 機點 にか 、りて 候 得ば 獨言 にか. り 候と いふなり、 此簪を 

拔く事 をよ くく 覺 悟せ すば 一 ーッ ながら 】 度に 拔て は此 興なる べし、 此簪 立に も故實 ありさぐ りの 爪 さき 

に 立る 也、 其 故 は 此矢は 好 * 跡に 懸ば 好キ 矢なる によりて、 少しも 矢に 近く 立て かゝ らせん 爲に爪 さきに 

立る 让 "；儿 も 矢 を 助く る義 也、 H}!^ き 跡に か、 ると も少も 跡に なにも か、 らば 、好-一矢と は あしき 跡に はま 

る ひたる 跡 也 その まるひた る 跡に か 、りた， ：- は あしきと い へど も、 其 矢 十文字の 横點 にか V らば 好 キ矢也 

.r 文字の^ 點と いふと も 4, 横 s,.. は輕、 き はに 弦 を 押 付れば 頓て弓 を立留 也、 袖に てつる 打拂て 候と、 簪 

を 弓 乎/ \ の 矢の isl^ 沙汰して 見せら る i 事 はな かりし かと も、 具尋て 如此書 注て 繪圖を も 書て、 髙忠に 

見せたり しに 此の 分なる よし 申されけ り、 弓手，， ，\ の 矢の 遠近 を 打に は雜 より 鞭に てもう たれよ、 亦 弓に 


H、 


也す 響な 何 弓 
く はる もの 
に 砂へ 下弦 
立に しへ は 
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てもう たれよ 繩 より 遠近 を 打へ し、 弓 杖に あまら 

ば 跡に 簪を 立て 弓の 弦に てた て點を 渡して 横^と た 

て 點に少 かけて 渡して 梳點 より 遠近 を 打な"、 跡 近 

の 矢より 打 也、 其 次に 跡に 遠き 矢 を 打と て は 前へ あ 

ゆみより て 打 也、 遠近 分明に 見ば 善 惡を定 むる、 ひ 

と り 言 にさぐ り 近 か 能 はさぐ り 近き かさして 候と、 

云て 馬に のりて 矢 を 入へ し、 繩近 かと 問て 入へ し、 繩 

同し 近き ならば 跡 近き を 賞す へし、 馬 手く の 矢 を 

しもち り替 りくの 矢の 遠近 をば 是.， > 弓手/ \ の 矢 

の 如し、 只る 所と て は 跡の 近き を 先 遠近 打て、 跡に 

遠き 矢 を 打と てうし ろへ しさり て打處 のか はり まてな り、 其 外 はか はる 所な し 能よ く分刖 あるべ し 

1 弓手く の 矢 も 馬 手 /\- の 矢 も をし もちり の 矢 も 犬に 好き 時の 事 也、 一 も惡く は不及 沙汰、 (二宮) 越 

中 は 小 笠 原 興 元の むこに て 其 身 も 器用の ものな りしが、 弓手 馬 手の 矢 を さた せんとて 馬より をり て、 何 

れか 弓手の 矢 そとい ひたりし に、 輿 元の 申されし は 馬 手の 矢が 跡 を 越たら ば 沙汰す るに 及 はすと て 其 儘 

沙汰せられ す、 當 座より 不會 して 三年 中 をた かひたり と、 常に 高忠の 語らわし 事な り、 矢 を さたして な 

ら では 檢 見の 越度 はせ ぬ 故に、 いかにも さばきて さたせ しとす る 也、 備前殿 (政 淸) の 赤松 殿に て 遠近の 

さた せられし を も、 兵 部 少輔殿 (元 長 後播磨 守) 其 次の 日高忠 所へ 狀 ありて、 證人 もな きに 備前守 矢を沙 

汰 仕る よし 其 聞え 候、 以の 外の 事に て 候 由 有け るに、 多 賀豊後 守 もこれ は 兵 部少輔 殿の 申さる る 事尤の 

由 語られけ る 也、 又い つれの 馬場に て は 不知、 兵 部 少輔殿 (元 長) か- - るか、 ら すの 矢 を さたして 馬に の 

りて ひかよ ふと 云て、 其 後に 矢 を 入られし をば 如何の よしを 多豊も 申されけ る、 彼 面々 の 上に さへ 越度 
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「ん 


ある 事 也 後生 晚 寧の 輩唯大 かたに 嗜て叶 ふ へ からす、 檢見を 心に かけん 者 は 矢 を さた せんと 覺悟 致す へ 

き 十 疋廿 疋の假 初の 檢見 成と も、 右 射手た ち 訴訟つ よく 棧敷 にも 功 者と もの わたりて、 是非に 是は 沙汰 


7^  ^ 


/ 
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なくて は 不可 叶と、 のかる、 處 なく 巾され ばいか 5- はせん 檢見を 心に かけん 者 は 矢の さた をく ふうす" ハ 

し、 犬追物の 人 衆多 からん もの、 檢 li- に 心 を かけさらん は、 ロ惜 かるべし つ ゐには 矢の さた 肝要 成べ し、 

之 を m 心へ 以上 

高忠 数十 年撿兑 せられし かと も、 矢 を さた せらる、 事 は、 伊勢の 守 貞宗の 馬場に て 十文字う たる.^ 矢の 

さた 計： T 也、 ^5-體時{且比.類なきょし皆々中傳へり、 一事の 越度な く 思 ふこと さた ありけ り、 赤松 殿 (政 

^) 速 連 矢^ さた を 御所 望 有りけ るに、 或 時 赤松 殿御 馬場に て 高忠檢 見たり し 時に、 餘多 射お きたる に 
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定かた き 矢と ゆる ありし 程に、 さたせられ るへ きょし 赤松 殿 仰ら れ けれと も， 檢見此 矢 は 沙汰に 及 は 

すと てさし を かれけ る を、 ひらに さたせられ よと て 赤松 殿御 馬より をり させた まふ、 彼 御 一 {豕 御披 {!:»$; 

々射手 なれば 悉く 下馬して 訴訟 有け るに、 撿見は 馬に 乘 りながら 御 返事と も 申されけ り、 下馬し つれ は 

さたせ では 叶 はす、 其 上 沙汰に およばぬ は 馬上に 見定めて 詞 にて さばく ほと に、 自 由な からと 申て 終に 

下馬せられ さりけ る を、 赤松 殿撿 見の 馬の そばへ よらせた まひて、 かたく 仰せら るる 所に て檢兑 申され 

ける は、 今迄 は 斟酌に て 不申候 得と も、 堅 蒙 仰 候 沙汰 仕 候 はぬ も 如何の 様に 候 得雖、 矢の さたと 申す 事 

は 射手の 中 にても あれ 棧敷 にても あれ、 師兄 舊參の 仁を證 人に たて、 沙汰 仕りて こそ、 よき も あしき も 

分別 候へ 此故 は證 人の なきに は 沙汰 仕らぬ 大法に て 候、 只今 此 馬場に は 射手に も棧 敷に も 功 T 汧ゎ たらす 

候 程に、 さた 仕る もの も 曲な く 候、 沙汰 させられ 候 射手の 御爲も 曲な へ 候と 被 申 時に、 赤松 殿此義 尤も 

其理 候と て 其 儘 矢の さたはなくて、 亦 犬追物 ありし 當座 はにか/、 敷 ほと に辭退 中て 沙汰 仕らぬ と、 以 

後 も 度々 語られし なり、 犬追物- S 馬場に て は 只 一座 也、 文明 三年 十月 什 八日 は 京都 東西の 兩陣 毎日 毎夜 

合戰の 最中に て、 笠 を も 犬追物 も 思 ひ 出る 人 もな き 程に 物 かたりす る 人 さへ あらぬ 時分なる に、 杉 原 掃 

部 助 (長 恒) 陣屋に 小 笠 原民 部 少輔小 笠 原 刑 部 大輔武 田 中 入道 杉 原 伊賀 守 多 賀豊後 守 以上 六 人 寄 合て、 

昔 今の 物 かたりあ りしに、 當時は 一生 萬 死の 合戰の はかり 事の みなる 中に、 誰れ か 日記の 届の 矢 を 滞ら 

す 沙汰す べきと ありし に、 是も彼 もしが たきよ し 有しに、 豊後守 日記の 面 を さた ありし に 一 こと も帶ら 

す 身體時 {几 いふば かりなく 見事な りし かば、 人々 の 褒美 中に 及 はす 酒宴に 來 りしに、 多 賀豊後 守 (高 忠) 

一 首の 歌 を 讀て折 敷の はしに 書付 けられけ る 

庭の 面に 弓 張 月の 跡 見えて 八 百よ ろつ 代の 影 そ ひさしき 

と 有ければ 五 人の 人々 興に 入て 皆々 返し 讀 ませた まふ を、 亭主 掃 部 助 (長 恒) 序 を 書 歌 をし るし 付て 高忠 

に 送らる、、 此ー卷 も實澄 寫留て 所持す るせ く 此 時に 陣屋に て 沙汰 せらる、 まで は兩度 也、 陣 にての 
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沙汰 は當 座に 參會の 人 皆々 武 田小竺 原の 面々 杉 原 兄弟 也、 普 代と いひ 功 者と いひ 此 一 人を證 人と すべき 

に、 旣に證 人 を 五 人 そろへ て 矢の 沙汰の 事、 上古 も 末代 も 更に 比類 あるべ からす 

文明 十八 ハ牛正 n 廿： II  小 倉 將監實 澄 作 

1 細 川 殿 馬場に て 文 七 年 六月 十 n 見物す るに、 細 川 殿 一家の 引目 は棧 敷の 內に 置キ、 內の者 は 竹垣の 

外の きわに をく、 矢 取 は 細 川殿大 馬場に て はつ いぢの きわに は 居す、 少 一 一三 間中 程へ 出て 居 也 * 是は 馬場 

^きに よりたる 也、 私に 曰犬檢 見の 矢 を也汰 する に 遠近と いふ 根本 は 何事 そや、 犬に 矢 を 射 あつる に繩 

きわに て々 t わなろ 犬 を 射 あ つる を 本と する 故 也、 さて こそ 當 流に 繩 きわに て あたる を 本と いふ これな り、 

此心 をし らんと おも は- <  つ いふした る 犬な と 射る 事 は、 以の外 不可 然 なり、 さるに より 撿見 ふした る 犬 を 

むか はきつ、 みて を 打て 追 出して 諸人に 射さす ろ を 以て 知るべき 也. 少も繩 より 遠近 をば 不賞心 これ 也 

よき 矢 M 様に 餘多 射た る 時の 事 也、 よき 矢 同様に 繩に近 はさぐ り 近 を 賞す これ は 以上 繩ぎ はの 事 也、 外 

にて は繩へ 近き 第 しらざる 問、 弓 杖に あまる 間 ダ弓を 以て 十文字つ るの 跡 をして、 橫點 の繩の 心に して 

共横點 に： ：！： じ 程に 好キを くらへ て、 橫點に 近き を繩に 近き 心ね にして 賞す る 也、 繩も外 も 近に 鞭た け 近 

き は 鞭に て寸を 取り、 鞭より 長き は 弓に て寸を 取る 也、 弓より 猶 外の 矢 遠き はさり とて は繩へ くらべら 

ねぬ 問ダ、 繩の 心ね に 十文字 を 弦の 跡 をして 其 横 點を繩 と 用て、 それから 好キ 矢ニッ 遠近 を 取 也、 はす 

と繩 にくら ぶる 也、 十文字 は横點 にくら ふる 也 以上 
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0 宗 義の辨 

三論 宗 推 古 朝 春 三月 高麗 國 より 惠灌と 云 僧來り 三論 宗を弘 む、 日本に て は 宗旨の 始也、 又 東大寺の 

道 慈吳の 智藏に 仕へ て 三論の 擧 を受、 大寳 元年 入唐し 益 三論の 旨 を 極め、 元 正の 朝 養老 元ハ 牛に 歸て盛 

に此宗 を唱ふ 

法相 宗 興 福 寺に あり、 唐の 玄 三藏 天竺より 傳て國 に弘ら る、 日本の 定 惠和尙 (大職 冠の 子) 彼國に 

渡り 玄 弊の 弟子たり しかと、 歸 朝の 後世 を 早くす、 今の 法 W は 玄肪と 云 人、 入 して 泗 州の 智周 大師 

(玄 #ー 一世の 弟子 也) に 逢て 之を傳 へて 流布し ける とそ 

俱舍宗 玄肪 はしめ て 之 を わたす 

成實宗 俱 舍成實 なと いふ は小乘 なり、 道 慈 律師， 问ク傳 へて f5 ^せら るれ とも、 依 學の宗 に て^に 此宗 

を 立 る 事な し、 元享釋 *r 曰 日 域 之俱舍 成實は 學に備 ふるのみ 家 を 立す 

律宗 (招提 寺西大 寺) 天平 勝 寳六年 唐鑑眞 和尙來 朝して 此 宗を弘 む、 然れ とも 其 法 盛なら す、 北： 後 建 

唇 元年 一 一月 俊ー仍 法師 宋 朝より 歸て泉 誦寺を 開て 律宗を 中興す、 自 爾以來 此宗隆 にして 諸 州に 弘 まれり 

華嚴宗 唐杜 順和尙 より 盛な りし を良辨 僧正 傳 へて 東大寺に 興隆す、 此寺は 即此宗 によりて 建立 せら 

れ ける にや、 大華嚴 寺と いふ 名 あり 

天台宗 (延曆 寺) 延曆廿 三年に 最澄 入唐して 天台の 道邃. 和尙に 遇て 其宗を 極め、 同 廿四年 六月 歸 朝し 

數 山に 在て 此宗 を弘む 

眞言 宗 (東 寺) 延曆廿 年に 签海最 澄 同し く 入唐して 眞言 第 六 s 祖惠 菜 和 尙に隨 て 其 法 を 極め、 大同 ー兀 
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年 八月 歸 朝して 其 法 を弘ら る、 此宗に 古義 新 義の法 あり 古義 は 弘法 新 義は根 來覺錢 の 流義也 

禪宗 お 澄 随仁入 の 時北宋 の？ i を傳 へて 歸朝 有し かと も 共 法弘 まらす、 文治 三年 四 月榮西 (千 光！： 

師) 入宋 して 黄 龍の 流 を 汲て 禪宗を 究め、 建 久ニ年 四 巧に 歸 朝して 之を弘 む、 これ 日本に て？ 1 宗の始 

也 

日本に て禪 寺の 始は筑 前國博 多の 聖福寺 也、 此寺 建久六 年に 創立せ るよ し 元享釋 書に 見えたり、 是 

より 建久 三年に 筑前 香椎の 神宮の 傍に 於て 報恩 寺 を 構 ふと あり、 是禪 寺の 權舆す へしと いへ とも 

j 聖 幅 寺に は 扶桑 袋 初禪窟 とい ふ 後鳥羽院の 勅額 あれ は、 日本 禪 寺の 始 たる 事い ちしる し 

曹洞宗 釋近元 入宋し 天童の 如 淨禪師 に 値て 曹 洞の 宗旨 を傳 へ て 歸り來 り、 城 南の 深 草に して 法を闢 

く北條 の時賴 召せと も 至らす、 越 前に 柱て 精舍を 構て 永 平 寺と いふ、 建 長 五 年 八月 遷化す 壽 五十 g: 歲 

是曹 洞宗の はしめ 也 

淨土宗 後鳥羽院の 裨 時 源 空 專修 念佛易 行の 淨土門 を ひらきて より 以來 はし まれり、 上人 黑 谷に 在す 

の 節 也 

淨土 宗に數 多の 門 流 多し といへ とも、 世に 盛に 行 はる、 は鎭西 山の 二流 也、 鎭 西流義 とい ふ は聖光 

上人 (辨 阿) 筑後國 善導 寺の 開山に て、 其 後 京都に 至り 念怫 門を弘 む、 筑 紫より 登れる 流義 なろ 故に 

1- 西 流と いふ 也、 今 西山義 とい ふ は是も 法然の 弟子に 澄 { 仝 上人 (善 惠) 粟生の 光明寺に て念佛 門を弘 

む、 京より 西 山なる 故に 西 山流義 とい ふと かや 

S: 宗 (撤に 一 向 宗と稱 す) 法然の 弟子 親鸞 卜： 人 (善 信) 建曆 年中より 此 宗を弘 めて 國々 に 流布す、 親 鷲より 

十一 代願 如上 人の 時に 鬥 跡と 號す、 親 蠻始は 慈 鐄和尙 の 弟子に して 天台宗たり、 後に 法然の 弟子と 成 

て 善 信 房綽空 と 名つ く 北ハ 後親鴛 と改む 

ョ 蓮.： 一； 小 -乂應 年中より 日 jiSi 上人 是を はしむ 


0^ 
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時宗 ^豫國 の 住人 河 野 七 郞通弘 か 次男 出家して j 遍 上人と いふ、 是 時宗の 始祖 也、 一 i^^^^ 

靈 夢の 吿 ありし とて 後宇多 院建ュ 5 年中より 諸國を 遊行して 法を弘 む、 是諸阔 遊行の 祖也 

大 念佛宗 大治 1 一年 大 原の 來迎院 の 良 忍 上人 融通 念佛を 始て弘 めら ろ、 其 後 絡たり ける か 如何にして 

ける にや、 良 忍 所持の 本尊 及 ひ S 一 証な と石淸 水の 寳藏に 有け る を、 後醍醐： 大皇の 御 時 深 江 法. ゆと . 

在家の 入道 感得して 融通 念佛を 再興す、 然 ありし より 相績 せり、 ^州 平野の 融通 大令 ：-: ゆ 寺 也 北 ハ宗选 

津河內 大和 等に 盛んな り  J 

〇 一 向宗 門跡 俗說に 後柏原 院の 御時亂 世に て御卽 位の 禮行 はるへ き 料 fi もなかり ける を、 三條實 隆卿 

の 計ら ひに て 本願 寺より 御 即位の 料 を 奉る、 其 賞と して 初て 准 門跡の 號を 許さる、 とい へり 

〇 山 臥 は 役 行者 を祖 とす、 文武 帝の 時の 人 其 道 を修驗 道と 號す、 山 居して 難行苦行 する を 以て tj- とす、 

堀川 百 首 永緣の 歌に 

山 ふしの 苔の ころものう すけれ は 冬に なりぬ るけ ふ そかな しき 

抄に 山伏 は 出家の 惣 名な. nN と あり、 之 を 以て 見れ は 山 居の 僧 を 山伏と いふに や、 今 は 一種の 術 者の 名と 

なる 

〇 男色の 起り、 伊 調に 比 頑 童の 誡 あれ は 則 上古より 旣に此 事 あり、 然れ とも 是を亂 風と いひて 十：： 人 之 を 

禁め 給へ り、 され は 孔子ん 宋朝か 美 あら すん は 今の 世に 免 かれ かたしと 誚り 給へ り、 衞國の 治ら さりし 

は 彌子か 故に 非 や、 衞の靈 公 彌子瑕 を 愛して 國の政 を 忘る、 漢の 高祖の 武 かりし も 籍孺に まよ ひて 政事 

に 怠り、 惠帝は 閤孺か 美 を視て 起臥 を 供に し- 文 帝 は 三代より 後の 賢 君な りし かと も 其 愛し 給 ひし-な，^. 通 

か 事に よりて 朝廷の 禮を失 ヘリ、 哀帝 は董 賢と 斷 袖の 僻 愛に 依て 政を妨 け：^ をみ たりぬ、 亦五雜 姐に い 

へる は晉に 至り 此風大 に隆ん 也、 咸寧大 康の後 寵大 に發り 女色より 甚 しく、  士大夭 之を尙 ひさろ はな 

し、 海內 之に 倣 傲て 夫婦 離別し、 勳 すれ は怨 .s: を 生す るに 至る、 宋 代に 至り 道攀 盛んに 行 はれ、 此風少 


六 〇  一 I 一 


—c .   -パ 〇 四 

し はおとろ へぬ、 今 稍 雄 張す といへ り、 抑！： を かた ふけ 城 を 傾ける 事 女色の みい ふに あらす、 この 故に 

戰國 策に は 笑 h: 力 破 志と しるせり 

〇 露拂 埃 襄抄に 一 の 遊の 最初に する を露拂 とい ふ、 禁裏に 親 鞠の 御會 ある 時， 必加 茂の 社家 參て 出御 

ぉノ 前に 先 嫁て 懸 りの 露 を， 洛す是 を露拂 とい ふなり、 源氏 蓬生の 卷に 御先の 露 を 馬の 鞭して はら ひつ，， と 

あり 

〇 乍 會蒼 Isi 曰、 乍兩辭 也、 禮運註 蔬 祭，， 百 神， 曰，？ r 陸 個 云 1  ヌ讀曰 乍 一 ハ有 I 《無、 爲 A 乍 物 生死 老少 

1 《有 一 "無、 何有^^己：：！；^之謂レ乍俗にナガラとぃひッ 、とい ふとい ふ も、 詞を兩 にす る 時 W ゆ、 譬は惡 と 

知て せぬ はよ きなり 惡と 知りつ-. なすと いふ は 心と 行 ひと 一 ハ 有！ ハ無 也、 人の 苦勞 をい と は、 招か さる 

か u?-f， 苦勞 ながら 出 給へ とい ふ は兩辭 也， 此類和 俗文 字 を 用 ゆるの 妙 也 

orm^ 埒は竹 を 並へ て 結 ひたる 物 也、 今！^ 明と いふ 古き 一一 一一 I： なり、 南都に て 春 日の 祭 禮の時 一 夜 祌輿を 

外にう つす、 其 回りに 5^ を 結て 人の 妄りに 近付 觸ん 事を禁 しむ、 其 翌朝 今春 氏の 猿樂 I？ を持來 て、 初て 

獨り 神輿の 前に 詣埒を ひらき 祝言 を讀、 是 より 諸人 共に 入る、 此 故に 物の 屈 塞の 開きた るを埒 明と 云來 

れり 

〇 工夫 ：：： 々人に 雇れ て 賃を取 匹夫の 事 をい ふ、 大工 夫 諸 職人の 類是 也、 王 肅傳に 功夫と も 書り、 學者 

も終：：1心を^|{:-ひ迅を修る事を勤る故に此ェ夫の一 H 子 を假用 ゆ、 今 俗に 思慮す る を 工夫と 心得ぬ る は 違へ 

り、 工夫 は 只 勤む る 事 也 

〇 公事 論語に 出たり 亦 禁中 一 切の 政務 を 公事と 云、 居 家 必用 曰無レ 私、 無， 公有 レ 所-作 爲 f 曰， 事邊 鄙の 

民 相 論して 上に 訴 ふる を 公事と いふ 

〇顯證 居 家 必川曰 顯證謂 T 知. I 見爭端 一之 人 上 也， 今 も 鞠な との 時 傍に て 見る 證人 を顯證 とい ふ 

〇 けし 5 俗に 卑しき もの  事 をけ しう は あらぬ と 源氏： S 木の 卷 にあり、 不一 一 下 習 一と HIT  く 下手し く あら 
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ぬ 也、 又怪 敷と 書て あやしむ 心 も あり 

〇 こうす る 俗に 病な とのつ のる をコ ウス ルと 云、 枕 草紙に こうじに ける にやと ある 困 字 也、 くるしむ 

心 也 

梵書以 .1 1 世 1 爲， 二 劫；. 俗にこう を へ ると いふ は 世 を I むる 也、 亦 碁 C  IP ここう を-むと 、 ふ 事 

說ひゥ St ノるレ 去、 以ぁ脅 に 曰 A 劫、 人 6 痛む へき 事 を云詬 るな と を 劫に とる とい ふ.， >  碁の 手より いへ り 

〇 榮西 俗に 傳ふ建 仁 寺の 榮西 後鳥羽院 文治 三年 四月 宋 朝に 趣き、 建 久ニ年 四月 宋 朝より 歸り C 禪^ を 

弘む 土 御 門院の 朝 平政 子錄 倉の 壽幅寺 を 立て 居らし む、 建 仁 二 年 六月 建 仁 寺 を立禪 宗を弘 めんと す、 

h 梁の 日に んて大 なる 村 木 h ら さりけ れは此 僧 人夫に 下知して 我 名 を 呼て 引場へ しとい ひけれ は、 江 

梁 故な く p.; 上たり、 是 よりお もき 物 を曳時 ゑい さゐ ゑい さ ゐと呼 ふ 事 はし まれり とそ 

〇 規模 規は圆 なる もの を 造る ぶん ま はし 也、 摸 は 形 有 物 を 作る 1 ひり、 何 にても lf> とする 事 を規莫 

とい ふ 也 

〇 被官 職 原 抄に附 屬の宫 を被宫 とい ふ、 其 人に 付て 官職に 被る 義 也. 武家の か、；^ のこと し 八 省 各被宫 

あり 

〇 彼是 俗に 物 を 賴む事 を ひしと 賴 むと いふ も 彼 も是も 共に 憑む の義 也、 埃 囊抄に 曰 人 をた のむ に ひし 

と賴 とい ふ は 靡 恃の字 也、 是は千 字 文に 靡 レ恃ー 一已 長， と ある を 引て 證 とす、 されと も 字義 聞え すかれ を も 

賴む 故に 彼是なる べし 

ヒャ々 ェ 

〇 白す 或 日 銅 氏 俗^と いふ、 初出 家す る 時 四 句の 偈を說 訖て俗 服を脫 き、 香 湯 を 以て 洗； ぬして 白衣の 

氣パ 度、；；^ 除く、 是 より 後暫も 僧衣 を脫て I 衣になる を無禮 とすると かや、 禮 服を脫 去る 時 は 僧俗 皆 白衣 也 

〇 破 志 俗に 1W 行 法に 背きて 我爲に 益な き 友 を 破 志 者と いふ 尤 意義 あ"、 志と は 心の 趣き 向 ふ 所 也、 心 

の 正面 正直に 其 志す 處の めあてに 行 向 ふ を 云 ふ、 今一 人 来て 邪 僻の 行 をな さは、 中 人 以下 は 遂に 彼に 浸 
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港せられ て德 義を銷 刻し 破 志の 端と ならん、 之 を 破 志の 友と いふへ き 也 

〇 早 癒 祌祗に 奉る 物 を n 十穗 とい ふ、 三代 實錄に 見えたり、 是稻の 初 穩をは 先 神に 手 向る 物なる 故 かく 

はいふ 成へ し- 三代 錄曰、 新 鑄錢を 神に 奉る とて 所 一一 鑄 作 一之 早穗 十五 文と あり、 然 あれ は 何に よらす 

祌に 奉る 物 を CM® とい ふならん 

〇 無 墓 寢覺 記に 云、 むかしの 人 は 父母の 墓 をい みしく 架 ふる を 孝養と す、 報恩の 志な き 愚者 を はかな 

しとい ひ 初て、 今 も 愚かなる 人 を はかなし といへ り 

〇 杏 俗に 句の 字 をに ほふと 讀り、 あやまり 也、 字書に 句を熏 香と する 義 なし、 一 i 原 敦光對 庭 花 詩 曰、 

常 p?!-^ 句 含-ぬ 媚、 入 簾 落 Htlw 風 斜と濃 匂 を T.>t^s に對 す、 是 もまた 薰 香の 義 とせり、 如 此の 類 官家先 儒の 

詩文に 冬し、 ^習て 寧せ さるの 誤 也 

〇t=^ 多 俗に 人な と 多く 築た る をに ゑる と 一 K 

二 ン シャク 

〇 にくき もの は 生て 見よ 菅 家の 御 歌に 

いのちかない きの 松原い きて^ 心つ くしの 人の はて 見む 

000,. 髮亂貌 俗に ほう/、 と云是 なるべし 

0^^ 風の 吹ん とする 時 沖の 方 光る 事 也 

〇 出ね ふ 子に 旅させよ とい ふ 諺、 人の子た る 者 家に のみ 有て 父母の 愛育 を 憑て 世 1? の 人情の 險惡 なる 事 を 

知されは^を立る！9^^かたし- 故に 愛寵 深き 子 ほと 旅に 出して 銳氣を 折け とい ふ 諺な り、 最故 あろ 詞也、 

子 臼 在 レ旅之 時 謙 降 1^ 和 乃 可- 1 自保 r 而過 剛自高 失-其 所- 宜レ 安矣 

〇 哭 祌代紀 の 訓也哀 鳴す る 事 也 

〇 繭 日本 紀の訓 也、 註-一 此-ニ 云 一一 妖例 一と あり、 おのれと いふ 中略 也、 俗に おれと 云 ヮとォ と 通す われと 


いふ 事 也 

〇 わぬ し 野 槌に汝 也、 吾の 字 を ヮと讀 人 を さして 吾子と いふ 

〇 江 帥 野 槌に大 江 Iffi! 房太宰 帥と なる か 故、 y 帥と いふ、 世に カウ ソッ なるとい ふ訶 も. V,, 帥.^ 字 也、 とい 

ひ 習 はせ りと あり、 亦 は 苛 察の 字 を 用 ゆ 

順 か 和 夕 杪の訓 也、 ^勢 物 かたりに かたい 翁 土 佐 日記に も 此かぢ とり は 日 もえ か はらぬ かた い 

也と あり、 皆 人 を 罵る 詞に用 ゆ、 都而 乞丐 人 をい ふへ し、 今 俗に 癩病 人 をい ふ は あやまり 也 

〇 加減 酒 を溫る を カンと いふ は 加減の 中略 也、 藥を 煎す る もの 薪 を 加 ふを武 火と し、 減す る を 文 火と 

す、 然れ は酣の 字間の 字 等 は あたらす 

〇 考問 史記 伍子 胥傳に 出たり、 亦 拷問と も 書く 居 家 必用 拷掠漢 法 謂- -拷笞 問-也、 字 彙拷ハ 打 也、 罪の 

疑 はしき を捶擊 して 問を拷 掠と も 拷問 其 云 也 

〇 冥加 祌 明の 加護 を 云、 或說に 冥と は 幽暗の 義也、 冥 慮 冥 感等皆 同し、 幽暗の 地 他人 は 未知に 及 はす 

神の 格 度へ からす、 おのれ 陰德 あれ は 必す其 報 ある を 冥加と いふ 

〇 三 拙 曰 S 雜姐 十五) 庖 之 拙者、 椒料多 匠 之 拙者、" 把 釘 多宫之 拙者 文吿 多シト 云々、 ，1" 土 郡 縣の吏 毎に 禁 

約 文 吿の詞 を 初 野に 布 また 利害 を條陳 する の議、 連 篇累牘 己 か 貪 を かくし 自其 虚を銜 ひ、 其 拙 を わ 1 わ 

て 其 卞を顯 さんと する 類、 實に宫 人と 成て 拙く 國の爲 に 益な きもの 敷 

〇 朱 引 ヲ知ル 歌 

星々 ノ右 リニ アル 《字 眼 ナリ左 リノ 星 ハイ ラヌ n トナリ 

則 旣莫不  彼爲善 

世ノ朱 引右リ ニット 思フべ シ中ノ カキヲ ハ篇 トシ ル へ シ 

周宋  內則 
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右 所 中 ハ人ノ 名 左リヲ ハ ノ 朱引ト カネ テシル ヘシ 

尾 州 名古屋  忠雄  中納言 

二 ッ引屮 ノ朱引 ハ物ノ 本 左 リニ ッ ハ年號 ヅカシ 

大舉  •； 早 保 

〇 常 懣院將 ^綱 +ー" 公營中 虎之 問 御譬書 

1 苦 は樂の 稀樂は 苦の 種と しるへ し 

1 主人 は 皆 無理な りと 思へ 下人 は 足らぬ としる ハ し 

一 子 ほと に 親 を 思 へ 子な きもの は 身に くら へ 世 を 手本と 知る へ し 

1 一言の 異 は 千金 也 異見 を 不聞者 身 亡 ふと 知る へし 

1 撿 にお ぢょ 火に 恐れよ 分^な き 人に 恐れよ 慾と 色と 酒と を 敵と しる ハ し 

1 朝疲 すへから す咄の 長座す へ からす 

一 小なる 事 を 分別せ よ 犬なる 事に 驚く へ からす 九分に たらす 十分に こ ほる X と， 5- る ハ し 

1 人 を^る 自を 削る 也 分^ は 堪忍に あり 

C 辛 卯 (正 德 元年) 六月 五日 秦心公 十三 回忌 一 十 部 御 讀經邦 君 御參御 装束 

初日 (五月 廿 九日) 御中 柄 (中日 結願に 同し」 

御冠 5i 額 (紫の 紐懸 緒) 御れ 衣 (縹 御紋 三重 櫸) 

御 指^ (緯 紫. iir 镧) 御檢扇 御 草鞋 

御太刀 (近 Hi 持 之」 (諸大 夫 三人 随身 六 人 布 衣 十三 人素換 以下 如 例 御 醫法撟 一 人 御 同朋 一 人) 

巾 日 (六 ZC1 一日) 

御衣 冠 (御袍 ツル ハ ミ御紋 菊 立 涌 御 奴 袴 鳥櫸) 
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結 頃 (六月 五 曰) 

御朿帶 (御 袍禁色 御紋輪 無) 

御大 帷 (紅 ノ 袖單) 御 裾 (紅ノ 重紋)  . 

御 表 袴 (禁 色魔-一 霰) 玉帶 (有紋 巡 方) 

御太刀 (平 塵 蒔 槍) 御平緖 (ノ 淡 紫) 

御统 御淺屐 (供奉 諸大夫 三人 朿帶) 

〇 或 曰 異邦 其 朝に ある もの は大廒 大宋大 明な と 大字 を 蒙らし めて 尊稱 す、 前 朝と なりて は 大の字 を 書せ 

す、 日本人 あやまりて 犬の 字 を 付て 大元大 明と 稱 すと、 予曰然 りされ とも 我國 古き 文 大字 を 書し 例 多し 

令の 序 は 右大臣 夏野 公の 所 筆に して、 隆 周の 對に 大漢と 書せ り 一 偏に 心得へから す、 夏野 も 夫 は あやま 

りと はい は. - 是非な し、 亦 云 洛陽長 安 を 以て 都の 號 とする は 不審と 云、 然り 姑射 陽 を 以て 仙 洞の 稱 とす 

る も似氣 なくい ふへ き や、 古しへ より 忌 さる 事 を 近年の 擧者 は、 我 かしこ 顔に さま. （- 難し 侍る おこの 

事に や 侍らむ 


六 0 九 


鹽 


ふハ 10 


0 尻 卷之 八十 九 

〇 原始 沿革 

我 固 神武 帝基ヲ 開キ、 崇 神 帝 人民 ヲ校シ 調 役 ヲ更科 シ池溝 ヲ開キ 農事 ヲ勸 メ、 成 務帝諸 州 ノ郡境 ヲ分チ 

h=r 吋田ヲ 定ム、 神 功 皇后 驛跻ヲ 作 ラシ メ 三韓 ヲ歸セ シム、 仁 德帝屯 〈尸： ヲ立 (爲國 民 也) 貢物 ヲ免 シ、 履 

中 帝 諸 州 一一 國史 ヲ置テ 一一 n 事 ヲ記セ シ ム (仁德 以後 聖人 ノ學ヲ シル) 雄 略 帝 郡縣ヲ シ テ桑 ヲ殖シ メ蠶 テ養ヒ 

推.^ ノ朝 上宮聖 皇學ヲ 講シ 冠位 ノ 階級 ヲ定メ 禮樂 ヲ傳、 男女 ノ別ヲ 明 一一 シ 憲法 ヲ 作リテ 非爲ヲ 誡シメ (天 

文 地 现暦木 方術 等 皆此時 傅習兒 日本 記) 工匠 ヲ 異邦 一一 召 テ宫舍 器 什 ノ制ヲ 定ム、 我國史 テ錄テ (舊事 本 

紀) 後世 ヲシ テ紹 シム、 孝德帝 上宫ノ  js 只-一依 テ更ー 1 八 省 百官 ヲ置諸 國學 校 ヲ立テ 軍團義 藏ヲ置 タマ へ 

リ 、 文武 帝令雜 ヲ選テ 政 治 大成 ス代々 ノ 律令格式 ノ 沿革 モ正シ 

. 灭 武帝ノ 時 ST お 州 白銀 ヲ貢 シ、 聖武 帝へ 時 陸 奥 ヨリ 黄金 ヲ出 ス、 元 明帝ノ 時武藏 國銅テ 貢シ始 ノテ錢 

货 ヲ用ュ (和 銅 開 珍) 元 正帝稅 及ヒ雜 稻ヲ穀 トナシ テオ サメテ 粟 ヲ種シ メシメ 民 食 ヲ饒ハ ス、 諸國御 

I^^s 日^ 加納ヲ 置、 防人 部 郤使ヲ シテ民 ノ害ヲ 除キ、 上下 助ノ丁 帳ノ丁 ヲ定テ 公私 ノ 田圃 ヲ保 クシ 

ム、 是等 皆民ヲ 仁スル 王政 ノ始 也， 歷世 沿革 ァリ トイへ トモ 共 一一 先王 ノ 制-依 レリ、 文學 《太宰府 ヲ 

本 トシ 武藝 ハ 豆府 一一 習ハシ テ各 及第 ノ 典ァリ シ 

や ：！ 朝廷 諸お 人 ノ外諸 國衙司 府ヲ置 (守 以下 ノ官 人依國 不同) 郡 縣領吏 (郡 司 以下 如 令條) 軍圑ノ 兵士 國學ノ 

博士 sig: 生) 國社 (一 {:« 惣社) 國寺 (國分 寺國分 尼寺) ヲ建テ 以テ主 維 スル處 ァラ、 レム、 風土記 ヲ作 ラシ 

メ尺 部お ノ n 帳ヲ 記サシ メ玉フ * 是皆外 宫ノ設 民ノ 爲ナラ ヌハ ナシ、 歷 代ノ史 (日本 紀 以下) 及 律令格式 

一一 見へ タリ、 屮世 一一 及 ンテ諸 icn 大臣 ノ莊園 ラ置レ テ不輪 ノ處多 力 リシ、 寬 弘永延 以夾尤 昔-一 似ス 祿法モ 
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代々 一一 異ナリ シ 、 尾^、 ハ^| ヒ广圓 融院ノ 御宇 國司 ノ殘 暴ヲ訟 フ 其 解 書 今 現 一 1 海 東 郡 一 色村ノ 西方 寺ノ 藏文 

和 二 年 四月 所 書寫ー 卷ヲ 存ス) ヲ 按スル 一一 貢 進 ノ官物 調 指 手 作 ノ布麻 浦 茜 艸及ヒ 漆鹽等 ノ雜貢 大抵 式 文 

一一 同シ クシ テ叉 異ナル モア リ、 凡 調 指 匹 別 所當料 m 二 町 四 段 代 一一 シテ其 米 四 石 八 斗 (指ヲ 貢 一一 所 進 之 曰 

所定 約 直匹刖 一町 餘 云々) 人民 兵 杖 ノ禁庶 人ハ錢 貨ヲ用 ヒサ ラシ ム、 物ノ 交易 ハ絹米 ヲ以テ 其 直 ヲ定ム 

亦 諸驛傳 食料 ノ如キ 尾 張國ノ 如キハ 一 驛ノ田 十二 町、 傳馬ノ 料 田 十六 町 驛家雜 用 ノ准穎 六 千 七 百 九十 S 

朿 所在， 馬 三千 匹 直 ノ^ 五十石 籾 二十 四 石 傳馬凡 十五 匹 ノ內弊 損 買 替ノ直 籾 五十二 石 五斗 等ィ、 ヘリ、 又 公 

廨俳 料稻束 貢物の 白 糊 黑米春 米所 輸ノ賞 等 種々 ノ品 ァリ、 按スル 一一 稻十 朿ヲ 一 戶 トイ フ、 是 民家 一 戶ョ 

リ貢 スル處 一一 シテ黑 米 五 升有餘 ナリ、 十戶ハ 五斗 百 戶ハ五 石 千戶ノ 封ハ米 五十石 也、 是古 ノ封戶 ノ數ナ 

リ鎌倉 將軍家 ノ時ト 不同、 賴朝卿 天下 ノ愁追 補 使ヲ得 諸國ノ 守護 地頭 ヲ置擲 司 保司ヲ 武家 ヨリ 置レ シ後 

國司 郡司莊 司大キ 一一 昔 一一 似ス 郡莊司 ハ 絕國司 ハ楊名 ノミ、 貞應 一一 日本 國中 ノ 大田文 ヲ作ラ シメ 尺地 モ a£ 

東ノ、 王 維 ナラヌ 所 ナカ リシ、 北條家 能國政 ヲ治ム 一 變シテ 足 利 家立テ 天下 皆是 一一 伏ス、 十_^^^世ノ中治@ 

具 一一 古記-一見 ュ、 應仁 文明 2- 後ハ 公方 ノ威ナ ク諸國 大ュ亂 ル我國 未曾有 ノ衰極 也、 此時 古記 散 亡 シテ禮 

儀 夷 一一 變シ衆 雄 其 境 ヲ同シ クシ、 且ッ 他ノ城 地ヲ侵 シ奪フ モノ 七 八十 年、 織 田 信 長足 利 家 ヲ廢シ 諸州ヲ 

左右 t ラ レシ、 天 正ノ變 後豊臣 氏. 大下 ヲ治テ 國始テ 安シ、 慶長 一一 坂 城滅シ 我國家 一統 ノ後 四海 浪立ス 萬 

民業 ヲ タノ シム事 今 百有餘 年、 其 間 西 海東關 南北 ノ 風俗. ヽノ戰 園 ノ習氣 ァリテ 中世 ノ 治-一 似ス、 身 ハ冠ゅ 

ナク文 ハ俗體 一一 成レル モノ 尤恨ム へ シ 

國 舉絕テ 人學ヲ シ ラス 故 二 我意 一一 任スル ノミ 

〇 今日 幕下 ノ士 一一  テ所給 穀倉 ノ數 

年傣 (春夏秋冬) 凡 二十 七 萬 六 千 三百 七十 四 石 五斗  . 

月 支 十一 一月 凡 七 萬 三千 三百 七十 七 石 

ツチ カタ 

  六 一 】 


尻 


I  ,  六 一 二 

通計 穀倉 三十 四 萬 九 千 七 百 六十 九 石 

0 又 東都 ノ 市井 通計 一 千 六 百 七十 一 一町 fl..:;- 十六 萬 一 一千 六 百餘人 (享保 六 年 所數) 一 日 所 食 飯 糧四萬 三千：： 

三十 餘石 也、 此外 幕下 ノ官人 諸侯 ノ 家人 及 束 lis 三 緣等ノ 儈侶其 他 諸州ノ 旅客 又 幾 萬 人 乎 

〇 營中！ 朝 賜 食ノ人 三千 人 一一 可也 (其 所 炊 一 饗ノ米 凡 七十 餘石 ナリ) 是ヲ以 テ見ル へ シ、 往古 朝廷 大炊寮 

ノ炊 食モ亦 今日 柳營ノ 御厨 一一 ハ及フ へ カラス、 是 古今 世態 ノ然 ラシ ムル所 也 

〇3^ 邦明ノ 時、 北直隸 (北京 京都 也) 口 三百 四十 一 萬 三千 二百 五十 四 人、 南直隸 (南京) ノロ 九 百 九十 六 萬 七 

千 glKi: 三十 九 人 ( 一 統 便覽ノ 北京 八府 南京 4- S: 府 ノ人數 ナリ) 

〇 我 京師 ノ戶四 一保 七 千而ロ 五十 萬 七 千 五 百 四十 八 人 也、 其 洛外 又 殆足與 之 相 比況 廷臣 (地下 堂上) 及 在京 

ヒ トカヅ 

ノ 武家 ノ 多キハ 此限リ ユア ラス、 又 坂 城 人民 ノ多キ 京師 一一 倍スル コ ト許多 也 

諸 州都， ノ戶 ロモ亦 百年 ノ前ト 今日 ト 十倍 セリ、 諸 品 ノ直亦 今古 異ナ リ時尙 玩具 一 年々 々ヨリ 新タナ 

リ 

〇 國史 (日本 紀 以下 ノ勒撰 至 三代 實錄) 有テ ヨリ 後 類聚 國史新 國史延 喜 御 記 及 諸家 ノ記錄 世代 ヲ紀 セシモ 

ノ許 多ァリ 

今 其 大概 ヲ記ス モノ 如レ左 

日 次 記 (各自々 筆ノ 古本 今 現在 尾 張 家 ノ藏) 

師輔記 (一 卷) 師. ぽ記 (一 卷) 師通記 (二 卷) 經實記 ニ卷) 爲方記 (一 卷) 忠通師 元 實親記 (共 五 

卷.) 記 (^長 四十 卷) 玉 海 (兼實 百 八卷) 殿 記 (良經 六卷) 實經記 (二 卷) 玉蘂 (道家 三十 卷) 

良資記 ( 一 卷) 照 光記 (定家 十一 一 卷又云 明月 記) 

是等 ヲ 以 テ. K1 朝野 ノ 事 ヲ可知 也 

十二 合ノ 文書 (攝 {豕 ノ記) 


巧 


大宰 (海 卽位ノ 式) 小宰 (臨時 公事) 大司 {全 (節 會) 小司筌 (官奏 ) 大司寇 (叙位 執筆 J 

づ司寇 (如 叙位 執事) 大司徒 小 司 徒 太宗伯 小宗伯 (除 目ノ 大門 急秘 等) 

相 傳正記 (^條 家)  -产程 等 J 

玉 葉 八 合 (月輪) 玉 海 一 合 (後 京 極) 玉 芯 七 合 (光明^ 寺) 

是謂 n 三代 名 記 1 

口 ij 五合 (圓明 寺) 愚曆 五合 (後光明 峯寺) 玉央 一 合 (後 芬陀利 華 寺) 荒 唇 六合 (成 寺) 

是 謂-四 代 實紀ー 此等ヲ 以テ禮 義ノ故 實ヲ可 考也其 他 諸家 歷代紀 事 ノ記錄 尤多シ 

〇 日 次 記 之 外史 錄 

二 年) 六 條院顯時 記 (永 萬 元年 六月) 朝隆記 (保 元元 年) 朝 謹 (永 治 元年 十一月) 

s^!Lf.fm(i) 篇記 (正 安二 年 正月) 成 通 卿記( 久安六 年 六月) 光 維 卿 記 (議) 

S 年 山ハ 5 外記 師尙記 5治$ 正月) 外 記 廣元ノ 記 (文治) 長 兼 卿 記。., 久ニ 年) 

"1^Lp^f^:)cufi(f-i)  I 記 (治 承 四 年) 經光卿 記 (仁 治 二 年) 憲 說記(定 き 

右 Ml^ps^ 記 (建久 元年 3 左 少辨 家 光記 (貞應 元年) .K 右 記 (永 保 三年) 右 少辨靈 記 (弘長 元年) 

年 千 は 日 仁 平： 年 § 一ヶ月) SK 自 正月？ ハ月) 同 g セ 月？ 一月) き 二  (春 

三 ヶ月) 仁 安元 (自 九月 至 十 一 月) 同 二 (自 四月 至 六月) 同 (十月) 同 三 (正月) 同 (七月) 

一 ill?,. 同 (.5(i) 同 (十一月) (上下 二 冊) 同 (十二月) (上下 二 冊) 同 (四月) 

嘉應 元年 六月 同 (.f^ 月) 同 (十月) 

治 承 四 (二月) 

I 此外兵 範記園 大唇薩 戏記梅 松 論元享 日記 等 數十部 武家 記錄 伊豆 日記 東鑑等 不二 一 今 其 繁ヲ恐 レテ其 

六 一 三 
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  六 一 四 

名ヲ 略ス、 近世 ノ記錄 甚多シ トイへ トモ 古ヲ 不知 者ノ所 記豈見 ルー 一足 ンャ、 其 中 公家 ノ記 錄ハ 古へ 

ュ准 セラ ク 、 力 故： E 日 ノ 說 一一 ァ ラ ス 

0 朝廷 ノ柳任 今：：： ^十：！ へ 一一 異ナ ラサル ァリ、 大臣 納言參 議非參 議藏人 等 堂上 地下 其 分 正シ、 武家 《鎌 倉 

ノ施チ 頼 朝 卿 ュ 始リ攝 家 一一 准セ ラル ^其 名目 舊タ リ 

政所 (刖當 ) (令) (案 主) (知 家事) 京都 守護 西 鎖 奉行 人 諸國 守護 (鄉司 保 司) 地頭 

大概 此類也 

〇 足 利 家 ノ時ハ 又 各刖也 

三 管 頭 W 職 御所-御家人 (外様 奉公 國人 一 授) 平 奉公 御 格 勤 雜色 

京 所 司 (是 ハ 昔 ノ 檢 非違 使廳 一一 ァ タル 屮世 侍所ノ 司 是ナリ 侍 トイ フヲ 略シテ 所司ト 稱ス) 

諸 司 代 ハ 土着 士 (在所 持ト俗 一一 云) 家人 在京 スル ヲ代 ト呼リ 

外様！： 人 探題 奉行 等 時お テ補 闕ァ リ シ是永 祿中ノ や：： 記  一一： へ タリ、 今 關東ノ 御家人 ト其 稱呼更 -1 不同 

敷、 文明 以來 天下 禮ナキ 故 ふ 多クハ 民間 ノ稱モ 多シト 閒ュ、 (f 諸 II 官府 ノ土名 各自 異 一一 シテ甚 タ野ナ 

ル モノ ァリ (ノ ミコ ミ役 吟味 役ナ トノゴ ト シ) 

〇 夫阔異 ナレ ハ事 不同 (朝鮮 三百 六十 州 牧夫 府夫郡 夫 郡 令 縣監ヲ 置 州 日本一 郡 トクラべ テ不及 滴ト不 

同 况ャ： ：： 本ノ 制ヲャ ：- 世 異ナレ ハ事變 シ、 地 不同 ハ俗異 ナリ事 變スレ 《時 衆議 ヲ總 テ其敎 ヲ定ム (我 和 

銅延喜 風土記 モ其 土地 風俗 ヲ知 ラシ メン タメ  ノミ) 擧者 今日 聖人 ノ書 ヲ讀 トイ へ トモ 和漢 ノ 古今 ヲ知ラ 

ス、 虛 ぉ敬窮 理ノ閉 工夫 ヲ費 シ徒ラ 一一 空腹 高 心ナル ノミ、 何 ノ用ヲ 力 爲へキ 非 擧者却 テ其非 ヲ數フ 若 如 

此ナラ ハ止ム 一一 マサ ラン ャ、 先 ニ熊淨 老人 其學不 滿ナレ トモ 能 世態 人情 ヲ知テ 敎ル處 皆： 莨ナ リシ、 寬文 

一一 伊藤 氏 7.:: 學ヲ起 セル 先人 ノ 及 ハ サル處 也. 近世 荻 生家 博ク書 ヲ見ル コ ト明カ ュ 古今 ヲ辨メ 獨歩セ リ、 

人々 是ヲ 指南 トセ 《誤 少ナ カル へ シ 


鹽 


尻 


虔長 一一 少， r 記 賢 好 (淸 家) 冷泉 (惺窩 藤氏) 及 林道 者 等 〈 皆 結世ノ 才ァリ テ 儒學ノ 中興 ト ナ レリ * 是等 モ 

亦尊ム へ シ 近世 擧ャ 、明ラ 力 一一 成 ヲ以テ 末擧生 等此先 儒ヲ議 スル者 多シ、 其 規模 ノ大ナ ル事ヲ 知 ラサ 

ルカ 故 ノミ實 一一 愼ム へ キナリ 

〇 古今 時勢 考 . 

占し へ 我國の 先王 制に 遵て 六十 餘州 を郡縣 にし 

按す るに 神武 天皇 國造を 定め、 成務 天皇 諸！！ に 造 長 を 立て 縣邑を 稻置を 置 猶矛を 給て 其 表と す (日本 

記) 上 宫王曰 國司& ¥ 造 勿レ劍 二百 姓 i 國非- 一一 一 君-民 無. 一雨 主 f 率土 兆民 以レ 王爲, 主 (推 古 憲法) され は國司 

の稱 ある 事 久し、 孝德 天皇 唐 制に 遵 ひて 宫を 置、 文武 天皇 令 律 を 定め 給 ふ 是淡海 公の 賢德の 力なり、 

國司 (守 介椽 目) 郡 司 (大 領少 領主 政 主 帳) 軍圑 (大毅 小 毅主帳 校 尉 旅師隊 正) 國擧 (學 士擧 生) 等の 諸 {B 大 

に備 はりて 各 其 職 を 奉せ り、 但 異邦の 郡 縣の吏 は 唯 文官の み 我國は 文武 を 兼て 掌れ り、 軍圑 兵士 を 司 

る 故 也 

賓客の 禮を 修め 其 士を禮 せり、 故に 諸士 出て 道 を 本朝の 上に 行 ふ 事 を 得 (皆 民 を 保の 政 を 行 ふ) 己 か本實 

に 處れは 皆編戶 のに 氓して 其鄉 里に 戶籍し (其 主 地の 人は國 司の 籍に 記して 田 有) 歲 時には 戈 矛 を 荷て 玉 

都に 更 戌す (II 衙の令 を 奉して 事を務 む) 是便庶 人の 役 也 

國郡 司の 外筑 紫に 太宰府 入筑 前) を 置、， 帥 貳監典 博士 下 師通事 等の 官人 ありし、 陸 奥に 鎭守府 を 置 將軍副 

監曹錄 事 等の 官人 有し、 陸 奥に 荷 戈して 更戌 する 者 は 弓馬に 操 練せ ろ 國人を 試て 及第せ しめ、 式部 1  竹 

に 送り 太 政官に 申し 檢簡を 得て 遂に 內舍人 或は 兵衞 (後つ 近衛) に 任せら る、、 是等 もと 宫家. &i 流の 諸 

州に 在る 者、 若 は 凡そ 五位 以上 は 皆宫出 位田 職 田 を 賜 ふ 事、 其爵科 有て 田 を 受く六 位 以下 は W なし、 

然れ とも 人に 依て 恩 田 を 賜 ひ 子孫 國に 在て 編戶す 

此に 於て 出 處の道 異邦 照 代の 典則に 比す、 旣 にして 國司 威な く t ぉ司權 有て 守 介の 任揚 名と 成しより， 武 

六 1 .五 


  六 一六 

家 共 名 を 代々 にして 始て自 族を尙 へり 

.21川院永保：兀年源義家八幡.^郞^9^國の將吏を會盟せし後國の兵士等皆源家に屬す、 亦 高 望 王 (平 1!/ 

の祖) 上 總の揚 名の 介に して 北ハ の男國 香以來 鎮守府 (奥州) に 任して 子孫 弘く なれり、 花 山 一條の 際 

藤氏 卜； 公に 居蟻泰 にして 軍事 を しらす、 武人 は賊を 詩し 凶 を 治て 國を 安ん す、 其 故に 威勢 武家に 有 

て後廷 ほや、 微也、 忠盛淸 盛 等の 如し 

鎌 倉將軍 家の 時より 以降 

後鳥羽院 文治 元年 右 大將賴 朝 卿 天下 惣追補 使と 成て 國郡 を、 維 せり、 三代 將 軍の 後 北 條家假 に 武將を 

立て (攝 家の 息 或 親王 J§ 國政を 執る、 謙に して 不奢 能く 人 を 任して 天下 久しく 之に 歸 せり 

凡 文 族 股 (白 川院の 後國々 の 寧校衰 へて 學 土の 聞 ふろ ものな し) 唯 探 弦の 家の み (武將 及 ひ 幕下) 儼然とし 

て 大名 を 立る もの 漸く 海內に 編し、 國 人の 上に 居て 國政を 掌る は 公卿の 職な れは是 をお 子と 稱す へし、 

然るに 北： 職 を 問へ は瑗衞 § 從 隊伍に 束 せらる、 事猶 故の 如し (諸國 農兵 家の 職 をい ふ) 足 利 將軍家 三 管領 

TO: 職 (氽 等の 如し、 豊臣 殿下 天下の 亂を 治められし 際 我 國風變 して 封建の 勢 自然と なれり (異邦の 國を封 

して 諸侯 を述 るに 效へ るに あらす 時勢 止む 事 を 得さる 所な り) 故に 功 有て 國郡 を領 する 人に 從 事す る武 

士、 北 (稍々 たる は 十 〕 鄉を 離れて 遠く 主家の 官" 肘 (城下 也) に列處 する 事 起 わり 

昔 は 兵士 常に 共 本 居の 地に 處し、 軍事 あれ は 將師の 所に 集り 軍事 終れ は 亦 古里に 歸る、 是自の 田 ある 

故に 其 召 仍者は 共 地の 民 也- 今の 如く 我 本 居の 地な く、 僕 從の者 は 皆 質 奴と なれる 如きに は あらす 

HI 始て產 を 製す るに 各 祿 を授く 

古しへ は W 幾 町 を 賜 ふと 云、 馬の 飼料 を 給 はると 云- 近き 世 は 永樂幾 貫の 地を領 すと 稱し、 今 は 幾千 

石の 地と 呼 ふ， 乂年傣 月 支の 祿法 あり 

此に 於て 復耒乾 を 事せ す、 {I:: 家と 伍 をな して 兵 農 (百姓 武家) 遂に 君 を 異にす、 其 君子と いふへ きもの)：^ 


定れり ( 一 域に して 家老 用人 等 也) 其 職 を 問 は 亦 先の 如し 

武藝 をなら ひ 軍 術 を 業と す、 是の 兵士 職分 也、 1：?； 子と いふ は 唯 政事 を 用 ゆ、 朝廷の 三 公 八 省 ft 外の 官 

長 をい ふ、 今 侍と いふ はなへ て 武士の 稱 なり、 是 古しへの 時と 異也、 侍者 (日本 紀) 大寶の 令 (戶 令) に 

凡そ 年 八十 及 ひ 篤疾の 人に は 侍 一 人 を 給 ふ (其綠 料 也) 九十に は 一 一人 百 歳なる に は 五人^ 其 子孫 を 以て 

する よしいへ り、 其義解 (夏野 公) 曰 侍 を 給 ふ 事 貴賤に 限らす 皆 普く 是を給 はると いへ り、 是武 職の 者 

にあら す、 老人 を 介抱す る 家人の 稱也、 後々 は 武家に 家 子 郎等と 呼 もの 侍者の 類 也、 故に 武藝を 演習 

して 事 ふる 者 を 押な へて 侍と よへ り 昔 越 中次 郞兵 衞盛淸 か 我元ト 平家の 一 門 なれ 共身不 おた るか 故に 

侍と はなされたり とはい ひし は、 其 世に 侍の 稱を 不滿 せりと 見 ゆ、 今 は 侍と いふ を榮と 思へ り 

今の 世に 當 りて 國家 (公方 家) 兵 職 を 以て 諸俟を 差す (古しへ 諸侯の 稱 なし 但 執政 家の 大功 ある 人 ま- -封 

侯の 典 あり 然るに ii! 贈 封の 號也) 諸俟の (俗に 大名と いふ) 侍者 大小と なく 其 諸 隊伍に 霉し、 必顯 職に 擢ら 

れ後始 て 仕へ て 其 道 (國 民政 事 を 掌る) を 行と いふへ きのみ、 古しへ を 以て 今 を視れ は、 農家と 兵家と 大 

に 分る とい へ とも、 官府に 仕へ て祿 あり (釆地 俸 支) 均しく 是は庶 人 也 (自 もと 本 居 も 田 もな きか 故 也) 今 

の 仕へ は 仕へ さる か 如し、 其祿を受るも猴廛 ( 一 夫の所居|^-しへ の五畝の宅とぃひし是也) を受 るか 

如し、 苟も 其祿を 失へ は 廛の地 ある 辜な し、 (本 居な き 故に 祿を 失へ は 浪人して 庶人 也) 以て K 畝 (異邦 

古しへ 一 人の 受る 所の 地 也) に 比する に 豈是處 (出 處の處 也 本 居て 耕して 食す る ものな り) と 謂； を 得 

へき や、 必らす 仕へ て後處 あり、 其 居所 食物 あり、 昔 孟子 謂ら く晋は 天下の 仕國 なりと、 然れ とも 亦豈 

今の 如く 急なら や 

右 は 東都の 徂徕子 筆せ し 處を抄 して 初心の 人の 爲に 別に 言 を 加へ て 記す、 夫！： 司な くして 守護と なり 

しも 元弘以 來は亂 世と なり、 武命も 亦 行 はれす 剛強の 武夫 自立して (文明 前後よりの 風) 國郡を 恣に奪 

領 せり、 織 田 羽柴の 興る に 及ん て海內 や- - 定まる、 我 國家大 化隆治 光華 四 表に 被る の 日、 遂に fe- 國 (俗 

  六 1 七 


r ，さ 


  六 一 八 

に 方 石 以上と 云) を 建て 天下一 新 也. 然して 俟國に 仕る 士本 居な く、 祿を受 て 官府に 住す 故に 用 常に 

足らす、 釆 地の 貢 は 大概 市人の 物にして 民 も 亦 我 民に は あらす、 此事 を能辨 へしれ る 人 まれなる にや 

今日 舉ト ^"1;^ 等の 時勢 をよ く 知ら さる か 故に、 異邦 三代の 封建 秦漢 以来の 郡縣、 我國縣 令の 制 今日の 時 

尙？^ して 分別な きか 如し、 此 故に 三代の 學 といへ とも 今 世の 講釋の 如く 思 ひ、 古の 諸侯 は 我 今 世の 大 

名の 如く 行中の 召俱多 しとお も ひ、 今 も 又 唐土に 國々 の 諸侯 あるか 如く 思 ひ、 鎌 倉の 時 も 今 東都の こ 

とく 足 利 家の 時 も 今の ことく、 諸 國の主 幕下へ 參 勤し 亦 昔 も國主 有て 今の 如く 城營 をな し 家人 を 城下 

に 家お せ させな とする 如く 思へ るに や、 時變 人情 古今 大に 同し からす、 是を 不知し て妄- 一聖 人の 道と 

て 我 知 額に 講 する 事い ともお こか ましき 事 也、 凡そ 學文 せん 人 はよ くく 時勢 を耍 とす、 此 故に 史を 

見る へ し、 さなく はう わさ 物語りと 成て 何か爲 めに も 成へ からす 

〇 武 とは^ 亂の言 勇と は 聖者の 大德 也、 三代の 君子 は 皆帶劍 せし、 天下 事 あれ は (傳に 云 祀戒と は 邦の 

大 ie^ 也と 云々) 君子 (公卿の 官人) 將師に 命して 亂を戡 しむ、 文武 わく かたな かりし、 子 思の 時人々 聖人 

の 道 を 知ら さりし より 屮席を 作りて 敎を なせり、 然るに 智仁勇 を 以て 專ら 是を學 問の 道に 用 ひられし (是 

或 一 迅 のみ) 戰國に 及て 文武 其 術 を 殊にし、 秦漢 よりして 後 は 文武 其官を 殊にす、 唐 架 以後 又 文武 政 を 

殊にす、 故に 後世の 舉者 は武は 君子の 事に あらす とお もへ り、 爱に 於て 古意 隱沒し 遂に 中庸の 言 を 執り 

て、 儒-おの 男 者 尊ら これ を舉 問の 上に 謂て 論辨 する に 及へ り、 是 一 を 執して 百を廢 する もの 也、 此 等の 

人 豈能勇 有て よく 亂を 戡んゃ (是 勇武 を 略 論す) 

邦 昔 王侯の 大夫士 たる 者 は 元 ト鄕學 の進士 にして、 出て 道を當 時に 立 (所 舉所敎 先王の 禮樂詩 書 也) 年 

老 ぬれ は 致仕して 本 里に 歸り處 せり (本受 得し 田 宅 あり) 其 地の 民家 i 耝 旣に藏 り祈樂 (新穀の 成 時 也) 旣 

に 入り、 やや 歲事畢 り ぬれ は (冬 也) 鄕 民の 少年 彼處 士の舉 者に 親近して 學舍に 入て 敎を受 く (六藝 の 書) 

六 春の 後 皆 {| に歸 りて 各 農事に 傅し (禮 書の 意) 秦漢 より 諸侯 を 止て、 國に 封建の 君な く 郡縣を 分て 吏 を 
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置て 賦稅を 掌ら しめ、 咸權ー に 王朝に 統 へたり 

秦始を 暴 主と 謗れ 共、 後世の 君た る 處皆始 皇に效 へり、 君 一人 便利 有て 尊貴 一身に 统 たる 故の み 

六 朝亦變 して 隋唐宋 元 明淸に 革り て 十：： への 學は 何事た る 事 を 不知 者 少しと せす、 我 國應神 帝の 時 周孔の 

書 至り 百濟 の儒士 (王 仁 等) 敎を なせし、 後上 宮聖 王禮 樂を傳 へて 濡佛の 擧を講 し 給 ひし、 後 淡 海 文忠公 

中興の 聖 運に 乘し擧 を 好み 政 を 正し、 文武 帝の 朝に 律令 を定て 天下 大に 治まる、 四 道の 儒 臣有大 學に頭 

有て 之 を統 たり、 擧 問の 道 盛んな りし 事 今と 同し からす、 諸國 亦擧舍 有て 國 f.> 士敎 をな せり、 白 川院以 

來國學 旣に衰 へて 學者 世に 稀 也 

, 南都 北嶺 邪 惡の儈 徒の み恣 にして 王公 も 誡る事 能 はす 

保 元 平 治の 亂 人倫な く、 壽永元 曆の變 君臣の 禮 地な 拂 へ り ， 

- 然るに 鎌倉將 -m 家の 時 は猶中 家の 儒に 令 法を議 して 國政を 行 はれし、 其 後は此 等の 沙汰に も 及 はす 我 

. 儘に 事 をな せし 

沉ゃ元 弘建武 の 後 は 武家 海 內に滿 て、 王朝 年々 に 毫 廢 せし 天下 暴 主に 惱亂 せし か は、 人間 學 文と いふ 事 

を 知ろ 者な かりし、 凡そ 文字 を 知ら さる 者 人 を 殺し、 國郡 をう は ひ 持て 自恣 なりし 何の 學を いふへ き、 

嗚呼 我國 未曾有の 褰世 なりし (應仁 文明の 凶亂を 云) 元 和 一 銃の 太平 を 以て 冷泉の 惺 老人 林 家の 羅山 子大 

に發 揮して より、 人間 學問ぁ ス 事 を 知れり、 然るに 武家 猶戰 國の餘 習に 染て 儒士を 見る 事茶賤 しむ、 今 

曰 fn 年 照 代の 化廣 く、 人 は 聖人の 道 を 聞 事 を 得、 然れ共 又 朱 王の 學者趣 を 殊にして、 古 擧宋學 亦 互 ひに 

門戸 を 立て、 文 矛 筆戰止 事な し、 是 大概 先王の 道 を 假て私 智を逞 する か 故 也、 世 は 唐 虞に あらす 人は聖 

人に あらす、 必惡 多くして 善少ナ けれ は、 勝負の 論の み 日々 に 盛に して 人我 殺 氣道を 塞く、 宋擧 の治國 

に 於る (通 11  綱 yl 等) 講習の 修身に 於る (性理 名分 等) 人と 我と 皆 其 苛 刻に 不勝、 遂に I 人 をして Ci 者は必 

らす人 を 攻ろ事 を 喜と いはしむ るに 至る 亦 悲しから す や、 是 大抵 商 執 か後啻 朝廷の みに あらす、 庠 序と 
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  六 二 〇 

いへ とも 彼 苛 法 を 用る 意 有て、 三代の 學の 如く 仁 以て 國を 治る に 及 はす、 凡 法 家の 惡習 十： 2 今人々 骨 二 

倫め り、 故に 北 (道 を 談し經 を 解 も 亦 其 中より 来る、 後世の 弊 は說の 詳密なる に 在て 擧 者の 氣象甚 議論 

に 迫れり、 今日 書 を 讀人は 自省て 習俗に 流る-^ 事な かれ (是 文學を 略 論す) 亦 何 そ 名利の 爲に 學を講 すへ 

さ 

是 もまた 徠 老人の 書 置る 物の 屮を抄 して 記レ 之、 我袁 蒙の 儒者 を 見る 便に 備へ 侍る のみ 

〇 復谷元 淡 害  物 茂 卿 

寥々 乎大雅 足下、 玆按尺 一知 足下 平安 之 狀喜慰 何 如、 三 復來書 恍如握 臂邸中 時 覺鄙吝 去 體焉、 益 不堪 寥 

々憾已 *T 屮所言 乃 近親 不 俊學、 則 附錄中 語 指植 二三 以欲觀 不俊答 辭然此 事、 不俊不 欲 辨何則 人 各 有 所見 

何必能 M 所 雖異、 足下 不能 外 孝弟 忠信 刖爲 道、 不 俊亦然 則均是 孔門 之 徒 也、 何 必爭其 異同 且 孔子 時 書 

無 定義 各 從其人 所見、 故 如 引 詩 *r 其 義處々 皆殊、 請擧 一 二 如於辑 敬 4- 在 詩止爲 語助 辭大學 則 止 於 至善 

之 至 也、 如上 • 人 之 載無聲 無臭 在 詩 本 一一 n 上天 不可 法、 故 法文 王而 中庸 乃 言 至 德之化 不動 驚 色 此類不 遑枚擧 

可 1:^ 其 無 定義 也、 孔子 時 舉問皆 如此、 故 不俊謂 苟能以 孝弟 忠信 爲道何 必爭其 異同， 且 前キ與 足下 數相是 

時 曾 談 1\ ー餘、 時 或 有 所 觸發然 足下 不以爲 意漫弗 之将、 是 足下 盖於宋 儒 之學心 深 好 之 故 不侫之 言不入 耳、 

其 後旣歷 数年 足下 好 aK 發博讀 書、 然所讀 皆宋後 i! 大 S 宋 以後 不啻. 經術至 於 文章、 經濟旁 及 醫ト諸 雜<^ 亦 皆 

程 朱 流 風 所浸淫 故所讀 益博理 攀之蔽 (ま 牛不復 自覺、 而不侫 則殊于 此因學 古文 ，辭 日 熟. k: 書目 不涉宋 後者 十 

冇餘； 牛、 稍 知お 十 ：！ 言 而不與 後世 之 言 M 也、 以 古言 讀\ 一 宋懦之 解 無 一 合 者 如 彼 附錄巾 所載、 乃 僅々 萬 分 之 

141  火、 是豈 一 々傾倒 I- 語 足下 使 無 疑 乎、 要 之 樵 子 問 山 漁 父 答 水 柄 髮不入 rai- 何 乎、 以不侫 觀之程 朱 亦 豪 

求 處倫. \ 一士、 豈 不敬 畏： S 其 解不與 古言 合 則 非 孔門 之 奮^立 一 種、 宗門 不侫剪 劣 豈能知 聖人 之 心 乎、 亦豈 

知宋儒 果非而 不侫是 乎、 然吾 所謂 .sc 推 諸 古書 一 々胸 合例證 i^g -、 夫宋儒縱聖不知十：！言而得^^！聖人之心 

i« 々無 此现 故不传 不能 棄己 所見 以强從 宋^ 耳、 觀 足下 所 引 諸 文 皆 用宋儒 之解是 足下 滿腔皆 宋學更 無 他物 


不侫雖 辨豈能 使 足下 了 然無疑 乎、 足下 旣以不 侫爲非 則付不 ki 之說： 小用 是無 憾矣、 萬 一 或 以爲ぉ 理刖伏 1 お 

自今 已往絕 目不視 朱懦書 * 一  熟讀漢 以前 #1 則 足下 聰敏年 尙少、 數 年間 必知有 所謂 古言 者、 夫 然後宋 1^ 之 

解罅滿 百出 不復埃 不侫之 辯焉、 不侫 所以 答 足下 盛 意 者 止 於此、 若以 口舌 爭之 水火 氷炭 之不相 入、 轉增紛 

奴 耳 唯 足下 亮察 不備 

是徂徠 翁 之 書 也、 實穩々 當々 學者 如此、 則 何 有 角 ロ爭訟 乎、 今 學者於 一 言下 必有圭 角 知 其 素： 偏小矣 
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〇 正德 改元 有て 秋 關束命 有て、 海道 諸驛 をして 晝夜報 刻 を 族 人に 知らし むる へ きょし 新 令 有し (驛 の大な 

る 所 は 鐘 を 懸て司 刻の 者 を 置 其 小驛の 如き は擊 打して 時 をし らしむ へきよ し) 我 官府 及 ひ 熱 田の 驛の如 

き は 元より 候 鐘 あり、 鳴 海 淸須鐘 を懸て 新に 司 刻の 事 を 令し 給 ふ、 同し 曆ニ年 壬 辰の 春淸 須淸凉 寺の 新 

鐘 成、 縣令柴 山 幸 良 毘銘を 書して 是を懸 く 

〇1^ しハ牛 七月 鳴 海の 宿に も 辰錡を 鑄さし め 給 ひ、 如意 寺に 掛 させ まします、 重 行 予に其 銘を書 せん 察 を 

請へ り、 我 不才 を かへ りみ す 草して 送り 侍る 

緊尾州路愛知郡鳴^^驛分時鎳銘 

緊命 氏 不一 掌範挺 ？は々 合 律 韻々 以周 

鳴 海錢月 蓬 島 望 仙 遐 邇共樂 視聽更 得 

宏基永 固 君 德莴年 

正 德ニ年 歳次 壬 辰 秋 七月 天 野 信 景謹銘 

〇 象 は 梵語 は 伽 耶其雄 は 牙の 長さ 六 七 尺、 雌 は 牙^に 尺餘 りに 過へ からす 

〇 元 正^ 人と いへ とも 天地 を拜禮 す、 是分を 借す るに 以て 必 しも 義に 於て 害な きに や、 江 家 次第に 庶人 

乾に 向て 天 を 拜し坤 に 向て 地 を拜す へしと いへ り 

按に戌 亥の 方 未 申の 方と とる は惡 し、 上下と 取へ し 是活也 

^邦に も此禮 あり、 SI^ 桑 撮要 等 を 見て 知る へし、 亦 文雅 社 約 (唐 仲 仁 甫所著 也：) に鄉俗 元旦 家々 天地の 神 

牌 を設、 生 Bi- を 供して 祭る 有さ ま を t: 褻と して 曰、 今擬 すた、 香 を 燒て北 后し、 四 拜禮を 行 ふ 外 更に 物 を 
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も陳 する はや. - 人情に 於て 近く 禮も 又妨ケ し、 盖し 人兩？ i に 生し 天に 覆 はれ 地に 載らる 是我 父母 也 • 此 ぃハリ 

歲に當 り 目を擧 れは靑 天上に 有て 全く 禮を せす は 心に 於て 安 からん や 

^人 は 以て 君に 献 すろ 事 有へから す、 君 を 見て 併し 一度 叩頭せ さる は禮 にあら す、 邵礙節 云 毎日 淸 3Jrl 

性 香 謝 天 謝 三 光 叩 天の f 邵子行 ひて 以て 偕と せす と 云々、 是實に 敬神 守 分の 禮を 得た る歟、 なまし ひに 儒 

舉 する 者强に 名分 をのみ いひて 時 情に 戾り、 潜 犯 をのみ 懷 ひて 敬禮を おろそかに する 人 多し、 予か 知れ 

る 人 1$ に 敬遠の 二字 を 口にしき て 自ら 神祠に 入り 終に 拜に及 はす、 立な から 見物す る さま 尤 不敬な り、 

程 子 は 儒 十-也 然れ とも 僧寺に 入て 佛 像に 背き 座せられ さりし 事 書に 見へ たり、 "；疋 もまた 敬愼の 一 ならす 

や、 唐土 今 天地 を 祭る 牌に 萬靈眞 宰と稱 する 類 ひ は 實に是 ならす、 我國人 日月 を まつり 社稷 を亨 する も 

僭 犯な りこれ もまた 天地 を拜 する 禮 意に 心得 侍ら は 過ちな かる へきに や、 必らす 神 位 を 設け 供物 を献す 

へからす 潜蹁 の罪甚 しき 事是 に然ん や、 況ゃ日 待 月 待と 稱し稳 家の 娼優を 集め、 淫樂を 張り 蕃を圍 み 酒 

に 狂して 夜 を 明す 類 を や、 非禮 if 醸の 罪 家の 禍を 招く 道 也、 豈 恐れ 愼 まさるへ けんや 

〇 元洲補 明， 宣宗章 皇帝 語 n 講官 1 曰、 伯 夷 太 公皆歸 n 文 S 及 n 武王 伐，. 紂 一 輔 i 之、 一 諫>- 何 浸 目窮對 

上 曰 、 伯 夷之 心 在-萬 世 f 太 公 之 心 在 ，1 當時 - 也 

〇 十月 亥 日朝 廷御嚴 重に 構 御所より 舂形を 調進す、 これ をッ クックと 稱す 

神無月し くれの 雨の あしこと にわかお も ふ 事 かな へ つくく 

此歌を 誦し 給 ふと かや、 是 もまた 民の わさ を しろしめす ありさまなる へし 

〇 篆 象の 文字に 梅花 揚柳 枝の 形に 書な したる は 磁器なん との 銘に用 ひ、 劍 刀の 象に 書る は 兵 具の 銘. に 書 

事 也、 わけ 知らぬ 人 は 珍ら しけれ はとて、 夫なら ぬ 物に 書 侍る は 拙し と 手 かける 人の 物 かたりせ しと そ 

さも 有へ き 事と 覺 へし、 さなく はいかて くた./ \- しき 文字 を も 作り 侍る へき、 萬つ 道具に く はしき 人に 

其理を 尋ね 間 ひ 我 知 を 致す へ き 事 也 
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  六 二 四 

〇 信天翁 海 邊の鳥 也、 丹 後に て あほう 鳥と 呼 ふ、 長 門に て は 沖の たいとい ひ、 筑 紫に てらいと いふ 

淡靑 白に して 鷂に似 雁より 大也、 食 を 貪らぬ 鳥 也 

？ K ぼ S に似て 終日 食 を 求め 貪れる 鳥 也 

一 一 鳥貪廉 なる 事 潜 雄 類書 事 言 耍言耍 言 群談採 余瑯， t 代醉 等に いへ り、 同し 人に も 貪欲に して いやしき 

と、 淸廉 にして 貴 ふ へ きと あり、 廉は 大方 世の 爲 あほう 鳥と 呼れ、 貪 却て 知 ありと 稱 せらる、 にや いと 

ロ惜 

〇 三代. 兩漢 用- 1 馬車 f 魏晋 至， I 梁陳ー 用，, 牛車, 云々 

我國 牛車の 制は魏 以後の もろこし 人の する 所に ならへ り 

〇 和 俗物の 自由なら す 煩 はしき を シン キな りと 云、 心 菊と 書と 思へ り、 陳元贊 云く 性急と かく、 明 人の 

俗語な りと 語りし 由、 元 i„ ^老人 茶話に いはれ し 

〇 或 人 曰 笙は說 文に 十三 蕭 といへ り、 我國今 は笙は 十七 管なる は 何 そや. 予曰 十七^と いへ 

とも モ ャ の 

二せ ia: は 其 管の みに して 音な し、 其餘の 十五お M を 以て 甲乙 兩 音の 十二 調と す、 故 廿四管 あるへ きに 八 調子 

にして (八 調の 中 一 調は兩 音) 四 調 足らす、 是を 十五 管の 中に 攝 するなら ひ、 樂家 の傳を 得て 自 吹て 其 

律 を 知る にあら すん は辨 ふる 事 能 はし、 亦 平 調の 乙 八の 兩管 別に はなし、 吹 時 は 其 音 同し からす、 兩管 

を 一 つに して 吹け は 其 音 sf ならす して 一管の 如し、 嗚呼 陰陽の 交り 其 妙 此等を 以て も 知る へし、 內 にし 

て 7TN 婦 外にして 君臣 其 姿 同し からされと も、 心 を 合する 時は國 治り 家齊 ふる 道、 萬 物 因 一理の 妙 を理會 

す へ きか も 

0 孟 浩然 か 詩に 春眠 不覺 曉、 處々 閉啼 鳥、 夜来 風雨 聲、 花 落 知 多少と 作れる を 人 見て、 此 作者 は 盲 子 か 

とい ひし 事 吹劍錄 にあり 

〇 今の 俗 上より 令す る 事 を 解と いふ、 稱は 物に 鞍て 突 犯し 或は 物 を 汚す をい ふ 字 也、 命令 頒賦の 字義 は 
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なき か、 如何にして かく 稱の字 を 用 ひ來れ ると いふ 人 あり、 予曰是 のみなら す 倭 俗の 佞 宇多し、 是はフ 

ルと いふ 言の 訓を かりて 書し かな 也、 其 實は徇 の 字な り、 關市 令に 云皆經 一一 本邦 1 云々 等 法曹 至要 抄 なと 

の 古書に 多く 見えたり、 經は縱 橫囘旋 の 義也今 云 ふれ 狀は 古 しへ 廻文と いひし 

觸狀 なと 今 我 官府 字と なれ は書改 むへ きに 非す 

〇 或 人 問 吾子 先に 多 田 北條の 如き は 名字と いふへ し、 名 田の 字 を 以て 家に 稱 する 故 也、 公家に て は稱號 

とい ふへ しとい へり 然る や、 曰然り 近衛.？ = ^條殿 等 云 は 其 御所の 在る 地を稱 し、 德大寺 花 山 院等は 其 家 管 

領の 寺の 號を 以て 稱 せらる、 何 そ是名 田の 字と いふへ き や、 但し 名字と 呼へ きも 亦 あや 有歟、 山 科 家 文 

龜 1 一年 十月の 雜掌 言上の 文書に 曰、 山科鄕 云々 爲， ー當 家名 字 之 地 1 譜代 知行 之 段 勿論 也 云々、 之 を 以て！ 

れは山 科 日 野 白 河 岡 崎吉田 等の 如き は 名字と 呼て 難な かるへ し、 强 ち稱號 とのみ いふと 心得 へ からさる 

にや、 近世 名字 苗 氏と 書は甚 あやまり 也， 況ゃ是 を 氏と いひ 姓と 呼な とする を や、 田舍 武士な と 物 知 顔 

に 近世の 俗事よ しとお もへ る最 拙き 事なる に、 近年の 學者も 又 ひたすら 稱號を 氏の 姓のと 書な とする に 

や 
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三才 圖，^ 第： A 函宫室 一 に此圖 あり、 按に閭 里 は 小宰の 官府と 見えたり、 然れは 周 禮の閭 と 明の 代の 閭 

と少 w!c なる； 但說 文に 里 居 也と あれ は 時代に より 制 は 違へ とも 庶 人の 集る 處也、 圖も亦 我國の 町家 

とい ふに 似たり、 很 ig の閭に 商人 はなき にや、 然 あるに 皆 瓦屋の 制な り、 我國 とても 攝州大 坂の 町家 

大槩瓦 ふきな り、 然れは 諸國の 城下に ある 町家 は 唐土の 閭 にして 商人の 立 交れる ものな り 

〇 正 一 位 天滿宫 (聖鹿 北 野天 神) 

神^ 諱道眞 字 三 天機 日 命裔、 菅原 始祖 古人 孫 參議從 三位 是善卿 之 男 也 

仁 明 帝 承 和 十二 年 降誕 

淸和帝 炎 觀四年 五月 輔 文章 生、 九 年爲， 一得 業 生, 十一 一年 三月 廿三 及第 十八 年傳從 

宇多 帝 寬平五 年 1 一月 參議、 九 年 六月 中納言 升 大納言 兼 右近 衞大將 

醋醐 帝昌泰 1 一年 1 1 月 十四日 右大臣 從ー 一位 大將 如レ 故、 延喜 元年 正月 廿日 ( 一 作廿 九日) 遷- 一太 宰權帥 1 三年 一 一 

月廿五 H 薦， I 于 太宰府， 于, 時 五十 九 歳、 延長 元年 四月 廿 一 日 捨，, 左遷 宣旨 f 復， 一 右大臣 一 贈，, 正 二位 f 朱 雀 帝 天 

度 五 年 七月 十二 曰 託， 一 西 京女 文 子 【欲， 住，， 右近 馬場, 仍 私立， 一 瑞雜， 崇レ 之、 村 上帝 天曆 元年 六月 九 曰 移 it:^ 祠 

于北野 f 九 年 託- r 江 州 比 良社官 神祇 太 輔壬生 良種 幼 ま (七 歲) 良種 乃 往朝曰 寺 議僧最 鎭法傣 世 等 祭， 之、 稱， 1 

天滿大 自在 天神 1 云々 

1 條帝： 止曆 四 年 八月 ( 一 作 六月) 廿日 遣 ー| 勅使 於宰府 安樂 寺 鹿， 贈， 1 從 一 位 左大臣 f 勅使 武藏守 菅原幹 政 

(左 躬子祌 君 書 孫 也) 五 年 十一 ー月十六日^5.贈，，正 一 位 太政大 HH 勅使 散位菅 原爲现 (幹 正 姪 正子 輔 なり) 北 野 

廟 一 條院. 水 延元ハ や 八月 五 曰 始預ニ 官幣 曆 1 1 年 六 月 廿 g 曰 奉- 官幣， 爲ー I 十九 社刖， (廣田 神社 次 之) 

寬弘 I 一年 八月 納祌鳥 S 院、 天 仁 一 一年 I 一月 1 一十 五曰始 行，, 御 忌， 

右抄北 野緣起 公卿 補任 及舊. ：！^ 秘記 略書 レ之 

髙辻 五條 ^3{坊城 唐 橋 淸岡 桑原 (儒家 也)  、 
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右 六 家 及 武家 加 賀前田 等 皆 神 君 之裔也 

〇 謠 に盛久 とい ふ もの あり 東鑑 平家物語 盛衰 記 等に 見えす 故に 作り ものに やとい ふ 人 あり、 予曰長 門！！ 

赤間阿彌陀寺所藏の平家物^！？は流布の本に異也、 廿の卷 に 盛 久か事 あり、 主馬 入道 盛國か 末子. H.: 馬八郞 

左衛門 盛久と あり、 京に 隱れ て觀音 6. 像 を 作り 清水寺に 安せ し 事、 文治 二 年 六 年 六月 廿 八日 由 比 か濱に 

て 切らる へ き 所に 太刀 折れ けれ は、 賴朝 ゆろ して 所領 杯 返し 與 へ ら わし 事 あり 

〇 熱 田 湊常夜 燈幷序 

尾 張國吾 湯 市 郡 件 燈堂者 爲レ使 n 往来 之 4n 有 I. 便 于夜渡 1 也、 是則 依- 1 于 亡父 成 瀨隼人 正 藤 原 正 成 遺命 f 而 

(正 房) 所- 1 營建， 幷 寄，， 五十 町 之 田地 於 太子 堂 一 以爲- 膏 油之貨 1 矣、 所， 冀 至- 1 于 千萬歲 1 无，， 斷絶， 矣銘 闩 

挑 ー點燈  致 萬 人 利  比 計 南 針  却 有 第一 一 

寛 永 1 一 乙 丑 歳 臘月 十七 日洛下 杏一 奄 正意 謹 誌 之 

〇 或 云 和 同 開 珍の 錢は元 明 帝の 即位 元年 武藏國 より 始て 銪を献 せし 故 元 を 和 銅と 改め 給 ひ、 彼 新 銅を以 

て錢を 鑄さし めた まひけ る 事績 日本 紀に 見えたり、 然らは 和鋦開 珍と なる へきに、 同の 字 を 書せ し は錢面 

せ はき 故に や、 予曰然 り 但し 柳 文の 賀表に 見る 天地の 和 同と 云 文字 あれ は、 當時 年號も 銅に よりて 和 同の 

意と なし、 錢文は 全く 天地 和 同の 文字 を銘 せられし にや、 此錢 今猶殘 りて 古き 代の かたみと 成 けれ、 按 

する に 和 銅 元年 戊 申より 今年 寳永 丁亥 まて 凡 一 千年に 成 侍る、 嗚呼 彼 銅 泉 古今 幾 回の 代に 傳 はりて 盛衰 

の 家 を歷傳 はり けんや、 文字もう せな てけ ふ 迄も傳 ふる 事よ、 是 にも 又 昔の事 問 まほし 折から、 花 下に 

は 酒 を 酌 侍る 戯に ー輕 一辰 徑 語を辍 侍る、 和 同 開 珍 は 千古の 古錢 とい ふ 八 字 を 句の 上下に 置て 客に 示す 


六 二 九 


和 銷以來 s 錢司を 澄れ、 代々 gl 法主 之 四海 利 源 通し 侍る、 鳴 呼 悟りて 獨り守 錢の虜 となり 辱 を 招く 事な か 

れ、 ^相 一 時蜀 山の 富 も 興 を 百世に 殘し 侍る もの を、 嚢裏 空しく 座 を 生す とも 胸中 長へ に惱 なからん そ 

願 はしかる へき、 天地の 淸 風水 一瓢 我に 事足へ き、 人 は 何 を か 不足と せん、 よしや 今日は 韶 光の 盡 なん 

とする を こそ 惜み恃 るへ きもの をと て、 盃滔に 笑 を 添へ： りし 

0:!m 承 五 年 三月 大中臣 能 親 訟％關 東 S 正月 十九 曰 號-- 熊 野 山 S 增 1\ー 徒 類 f 濫入 一伊 雜宮 鑌，， 破 御殿 f 犯， 一 用 

神^-之 爲-- 1 ノ禰 {=! 成長 祌主 沙汰-奉 レ！？ ^-1 御體 於內宮 1 之處、 同廿 六日 件 輩 亦 襲， ー來山 E 宇治 兩鄕ー 燒, 失 

人 mif 取资肘 f 訖天照 太 神鎭坐 以降 千 百 餘歲皇 御 孫 尊垂跡 之 後 六 百餘年 未， 有， 1 如， 此例 云々 

右東鑑 三に 兑ゅ、 度 會經曰 熊 を 以て 神 敵と いふ は是 より 始 ると 云々、 私 曰 外宮 を 以て 皇孫 尊と 稱し 

て 闽常立 尊と 害せす. 大中 HI1 氏の 傳は よく 有け るに や、 亦壽永 三年 五月 賴朝 卿內 外宮 御厨 寄進の 狀に 

寄進 伊勢 皇太 神宮 御厨 一 處 . 

在 n 武藏國 飯 倉 1 云々 

是は內 せ ：！ 一  の 寄進 狀也 ( 一 ノ； 11 宜 荒木 田 成長 祌 主へ 遣 はさる) 

寄進 ^勢 太祌宫 御厨 I 處 

. 在， i 安房 國 條 1 云 々 (^3113: 次郞 太夫 生 儉に賜 ふ) 


和 氣長椿 春 八 千 

同文 四海 太平 年 

開花 山靜記 今古 

珍重 杖 頭 酷酒錢 


是 外宮 へ の 寄進 狀也當 時 外宮 に は皇 の 字 を 誓せ さ る 事 ら けし 

〇 人壽 百 歲 七十 稀 一分 衰老 一分 癡 中心 二十 餘年事 幾 _ 

此詩 のこ、 ろ を讀る 

いとけ なし 老 てよ はりぬ 盛りに はまきら はしくて 終に くらしつ 

玉 葉 集 十八に あり 


m 


  六 三 二 

鹽 尻 卷之 九十 一 

〇 足 利 家 十一 位 鹿 苑院義 滿時定 之 

御 一族 大名 守護 外様 評定 御供 衆 申 次 番方 國人 奉行 末男 

oi^ 一  位 大獣院 家 光 公 時 被定之 

御 一門 國守 侍從 四 品 嫡子 萬 石 以上 (國 守ノ) 二 男 三男 (gl 品 以上) 嫡子 (萬 石 以上 ノ) 嫡子 

外様 高 家 番方 

〇 仲哀 皇諱 足仲彥 日本 武尊子 也、 母 兩道入 媛 在位 九 年御歲 五十一 一( 依 日本 紀如此 ) 

謹按 日本 武尊之 薨景行 天皇 四十  一 £. 亥 也 

仲哀 天. ：$； 生成 務 天皇、 即位 十九 年 己 丑 其 中間 三十 七 年 敷、 以此見 之 則 仲哀非 日本 武尊之 子 乎、 但紀年 

紀時誤 之 乎、 不可 得 知 之 姑 以待後 之 君子 耳 

〇 新譯 仁王 經曰有 一 太子 名 曰 班定登 王位 云々、 祀塚間 摩訶羅 大黒天 神 云々、 靑龍疏 云大黑 天神 鬪戰神 也 

若禮彼 神.^？ 共 威 德擧事 皆 勝 故 嚮祀也 云 々 

倭 俗 以大黑 天 爲軍祌 者據之 也、 班 足 之祀神 賢愚 經曰祀 羅刹普 明 王 經曰祀 樹祌師 子 斷肉經 曰 祀山神 皆 浮 

屠妄誕 也、 足 取 之 就中 山 神 之 名 怫經間 有 之 我 邦 所々 祀山神 者、 但其山 之 精神 也、 但有習 異敎而 祭 邪神 

者 亦 可 祭 之 也 

〇 佐 保姬を の 事と し 龍 5： 婭を 秋と する 事なら の 京の 時の 事な りと そ、 佐 保 川 はなら の 東 河原 山 頭陽氣 

をう けて 長閑なる 故 也、 龍 田 は^ 樹 あり 秋 景 他に 異なる 故な りと なん、 姬とは 功 化の 靈に 比して いふ、 

51 おりつ 姬連秋 津姬の 類 也 
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〇 木 曾の 梯は山 谷の 間に かゝ りて 河流に そむき 侍れば、 いかなる 洪水と いへ とも 橋 を 損 ふ 事な し、 然る 

にいつ の 比に か あり けん 旅人 かりそめに 煙草の 火 をす てし か、 草 野に 燃 か、 りて 梯燒 にけ り、 其 後は梯 

邊 火を禁 せし かば 亦 炎燒の 難な かるへ きに、 一 年 山崩れ 岩石 まろ ひひ か、 りて 撟 あへ なく 落に きと 其 所 

の 人語り 侍りし、 嗚呼 時 ありて 災害の 遁れ かたき 斯 のこと き^、 水 あふれて 落へ き 橋の 火に 燒け、 火を禁 

むれば 更に 岩に 崩され 侍る にや、 凡そ 人の 世の 有 樣是に 異ならす 榮へ衰 ふる を ある は羡 みある は 歎く 皆 

愚 也 禍福 時に 至り 時に 去る 人力の 如何と もす へきに あらす、 何 を か 愁へ何 を か 喜 ひ 侍らん、 靜寄 東軒舂 

歷獨撫 

〇|^ 金と 鬆金 香と 同し からす 蘭 草と 蘭 花と 異也 

フヂ ハカ マ 

藤の 類 も 十 種 計り ありて 一 ならす 本草 綱目 を 可考見 

〇靑 春 不界來  偶齋 

斯生始 出 少年 叢 應接比 來宜白 翁 今歲 春情 非 去 歳 悲歎 共 遺 付苓通 

苓は猪 一 令賤藥 也、 通 馬 失 也、 王 荆公か 詩に 人間 榮願付 一 令 通と いひ けん を 思 ひ よられし、 實 にも 夢幻の 身 

たと ひ歡樂 すと も そ も 幾程の 世 そ、 況ゃ 浮世 百年の 中 多く は 心ならぬ 事の みうち はへ て 悲愁 すくなから 

す、 唯 愁喜兩 つなから 忘れて 天 をた のしむ 人 こそ、 かしこしと いはん 予も^ 題に て  信景 

浮 水 飛 紅 伴 世， 謳 風光 可惜 與春流 鏡 中條忽 幾人 去 對影 不知 何 白 頭 

〇 熱 田 和歌. |3 

舂日陪 熱 田 社 寳前同 詠 社頭 松 和歌 

左 近衛 權中將 藤 原爲滿 

さく 花 は 横雲なら し 松た てる かけ も ほの/ \ あけの 玉垣 

以下 僧俗 十八 人 十八 首 あり 略 之 
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  六 三 四 

度 長 九 ra. 辰ギ 三月 十九 日 

右の懐紙熱3の祌ii^にぁh^ 

〇 春 日 井 郡 W 根 村 龍 泉 寺 山 本名 龍 御山 也 

衣笠 內 大臣 

天逮 かお 誘 ひつれ てやくた るらん たつの みやまの ゆ ふたち の 空 

〇 梵綱 1^4 生 =1; 戒第十 曰、 菩薩 乃至 殺 父母 尙不加 報况殺 一 切 衆生 云々 

リ乎 字， 打 無 父母 如此 乎、 夫 爲君父 不報仇 則 不敢敦 蒼天、 孝子 忠ほ豈 與浮廣 氏 犯 不忠 不孝 大罪 男 宜致思 

同不 上自 * ぶ戒， お 三十 六 曰、 寧^ 熱魏丸 云々、 不以 破戒 之 U 食 信心 壇 越 百味 飮食 * 义曰 寧臥大 猛火 羅綱熱 

鐵也ヒ 下ズ 破戒 之 身 受信、 い 壇 越 百 種牀坐 (放縦 破戒 者 豈有此 等 堅固 之 志佛. 經凡不 辨之而 妄言 尤多矣 ) 

愚 按俗傅 三者 託宣 (見神 樂岡記 愚直 記 等) 八暢 託宣 所謂 雖食 魏丸不 受心據 人物 雖坐銅 焰不到 心 濁 人處者 

盖取梵 鋼 之 文 爲之具 六 根 淸淨之 言 出 法 泰等云 々  I 

〇m 園な ^^1: の 俗とう もんとい ふ、 稻 門と 書へ しゃと 5 ふ 人 あり、 然ら す元ト ともい ふもと を 引 も を は 

ねて いひ あやまれり とも は そと もの 略 也 

〇 著^^に 赍 治の 頃 帝 住吉に 御幸の 時、 神主 宮居 を 新しくな し、 昔より 書付 置し 人々 の 詩歌 跡 なくなり 

し を 情なき 15^ にして、 或 人柱に 書付け る 歌に 

書付る 跡 はちと せ もなかり けり わすす しの ふ 人 は あれと も 

とか .0>c  、り、 又 ふるき 跡 を 尋ねて とお ほした ちて 普 光 院の將 軍 (義敎 ) 東國に 下り ましく ける、 不 破の 

««s ^なんと 荒 たるま、 なる を、 世の 靜 なろ 例し にも 御覽 あるへ き 御 あらまし なりし に、 國の 何某 御 儲に 

軒 も 新たに ふきな して^ 召 及 ひし、 あはれ もた ければ 御 心に 不 叶いと 不興な りしに、 相阿彌 とか や 御前 

のきれ 者な りし か 
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ふき か へ て 月 こそ もら； 5 板 ひさし とくすみ あらせ 不 破の 關守 

とっか ふまつ りて こそ 中々 輿せ させ 給 ひしと かや 

〇 前 中 納言 從 三位 尾 州 太守 源 綱 誠 卿、 父從 二位 前 大納言 源 光友 卿、 母 征夷 大將 軍從 一 位 左大臣 贈 正 一位 

太 政 大臣 大猷院 殿 源 家 光 公 女、 靈仙院 元 祿六稔 癸 酉 夏 四月 襲 父 之 封、 同 十二 年 己 卯 夏 六月 五日 享年 四十 

八 薨于武 州 江戸 市 買 之 邸、 同月 廿 四日 葬 于尾州 愛知 郡 古 井邑 德興山 建 中 寺 

〇 尾 陽 侯 一 一品 前 亞相源 正 公之 墓 

從 1 一位 權 大納言 源 朝臣 光友、 父故從 1 一位 權 大納言 義直嫡 母 淺野氏 高原 院 夫人 實母吉 W 氏歡 喜院、 寬永ー 一 

年 乙せ 七月 廿 九日 生 於 尾州那 古野 城、 1 1 十六 歲襲封 元 祿六年 癸 酉 致仕 十三 年 庚 辰 十月 十六 日 薨于春 日 井 

郡 山 ffl 庄大曾 极別墅 >  壽七 十六 歲諡正 公法 諱瑞 龍院！ K 蓮 社 順譽、 葬 愛 智郡古 井村 德興山 建 中 寺 

右 石 誌 深 E 正室 作之實 得誌體 

〇 朱 子 曰 君臣 父子 之 大倫天 之經地 之義而 所謂 民彝 也、 故 臣之於 君子 之 於 父 生 則 敬 養 之、 沒則哀 送 之 所以 

致 其 忠孝. N 誠 者 無 所 不用、 其 極 而非虚 加 之 也、 以爲不 如是 則 無以盡 乎、 吾心 云爾 然則其 有 君 父 不幸 而羅 

於 撗逆之 故、 則 夫 爲臣子 者 所以 痛憤 怨疾而 求 爲之必 報 其 饕 者、 其 志 豈有窮 哉 故 記 1^ 者、 曰 君 父 之 饕不與 

共 戴 天 寢苫枕 于不與 共 天下 也 云 々 (朱 子 文集 七十 五) 

本書 此條之 次赤穗 義士 亦 明^ 剛襦の 事 あり、 然れ とも 此ニ 條旣に 前に 出た れは爱 に^し 畢 

〇 或 人 どうらんと は 如何 書と 問し、 知ら さりければ 其 由い ひやり ぬ、 程へ て 小 出！ 齋に 聞し に 銅 卵と 

但し 出 所 は 知らぬ よし 語られ 侍りぬ、 又 大成 木 を 挽の こきり をお がと いふ は 何の 字 そとい ふ 人 あり、 下 

學 集に ゃ大 鋸と 書し と覺 えぬ，^ はヲ— ネの略 ガは. の 音の 誤れる にやと 答へ し 

〇 大明 一 統便覽 云、 北直隸 八符戶 四十 一 萬 八 千 七 百 八十 九、 口 三百 四十 一 萬 三千 一 一 百 五十 四 人、 南直隸 

十四 符戶 一 百 九十 六 萬 一 一千 八 百 一 十八、 口 九 百 九十 六 萬 七 千 四百 三十 九 人 

  六 三 五 


0 


尻 


  六 三 六 

此 南北 1 一京 戶ロ也 其 十三 省 戸口 今 略 之 

〇 我 日本平 安城 洛內戶 四 萬 七 千 口 五十 萬 七 千 五 百 四十 八 人、 是延寳 九 年 九月 所數其 洛外 亦 殆足與 之 相 比 

況 朝廷 宫家 武臣 多非斯 限、 亦 我 尾 城下 市井 戶六千 六十 二、  口 六 萬 三千 七 百 三十 四 人、 是元祿 五 年 九月 所 

數也 

〇 辛已 六月 廿日の 朝 またき に 京師 暴 雨 迅雷して、 凡 京 中 五十 四五 所へ 一時に 落し、 院の 御門 二 條の城 中 

なんとへ も^て 人 も 死す とそ、 洛外 も 亦 所々 へ 落け る、 壬 生の 民家 雷火に て燒 侍りぬ とか や、 か V る 事 

は^ 傳 へたる 事 も 稀な りと て、 京なる 人く はしく 書 送り 侍りぬ 

〇 一元 花 小 木 也、 高サニ 尺に 過す、 三月 紫 花 を ひらく 藤の 花の 色に 似たり、 花 開く 時 葉な し 花 落て 後 紫 

生 ¥ゾシ^ ハ花紫 毒 あり， に. i ふへから す、 世俗 是を 誤て 紫荆樹 とい ふ、 紫荆 樹はス ハウ 木 也、 此 物に あらす 

o^^^.^ 春 こまかなる 紫の 花 を 開く、 一  處に花 多く あつまり ひらく 花 ひらく 時 葉な し、 花史曰 こやす 

事を好み 水 をお そる、 根の 傍に 枝 を 生る 長大なる 時分け て植 へし、 亦 云 其 花 毒 あり 人 を 殺す 

〇 或 愤西國 行脚して 歸 りしに 逢し、 彼 云 攝州須 磨 寺に 平敦 盛の 古 影像 あり、 义因州 池 田家の 年老 荒 尾 氏 

新たに 影な 输 きて 納めし を し敦 盛の 裔 かと、 予曰愚 も 前て 彼 寺に して 見 侍りし、 按 るに 荒 尾 は 元 尾 州 

の^に して 姓 は 平 也、 其 ゆかり は 知らす 

尾 州 犬 山 端.：：：^ 寺 無 因 禪師も 荒 尾 家の 族に して 一 派の 祖也、 應永 十七 年 六月 四日 示 寂せ り 

〇 友人 野 屮氏熱 W 白 烏 陵、 驚と 烏と 群 をな す を見圍 碁の 黑白 を鬪 しむる に 比して 詩を賦 せり、 予亦小 詩 

1 絶 をな す (白 烏の 陵 俗にたん ふ 山と いふ 其 古名 は 和歌に 作る 根 山 これな りと かや) 

琴々 根 山千歲 9- 衝風塞 鷺入鴉 群 iffiK 越女曉 南北 一 仟^ 妍^ 色 分 

越溪の 女子 肌 商の 哲、 の 人物 身 の黑 きとから すに たと へつ へく や 侍らん とて 笑 ひし、 ^君子 小 *^ 

のさ まに 通 ひ 侍らん il- 


〇 源氏物語 人名 凡そ 四百 廿七人 悉く 寓言 也、 紫 式部 莊子か 書に 效 ひて 妖覿 の詞を 巧みに せり- 寬弘の 初 

に 成て 康 和の 末に 廣 まりし 由 河 海の 序に 見えたり 

源氏の 八本 (源 光行 校合) 

iSHt  (今 不傳)  一 一條 本 (伊房 本) 冷泉 本 (中納 言 朝隆 本) 

黄镇紙 (堀川 左大臣 俊 房 本) J,^ 極 本 (從 三位 簾子ノ 本) 唐紙 小 双子 (號， 一 尙侍本 一法 性 寺殿ノ 本) 

五條 本 (俊 成 卿 本)  靑禱紙 (定家 卿 本) 

此 外河內 本と いふ あり、 河內守 光行 八本 を 校合し 自 取捨し 家 本と せられし 也 

〇 和 泉 國大鳥 郡 萬代宮 は 神 功 皇后 廟也 (神職 寳典萬 代 は" 百舌鳥 也 亦 書 _| ギ受， ) 

同 國大島 神社 天 種子 命 也 (神 fg 竇典) 

按す るに 卜 部 家の 說に大 鳥の 社 は 天 照 太 神の 御靈 とす 如何、 曰 これ 卜 部 兼 ir が說 也、 二 a 記に は 日本 

武尊 とせり、 姓氏 錄十丸 和 泉 神 別 六十 氏の 中 大鳥ノ 速 は天兒 屋根 命の 後な ろよ し 見えたり、 天 子 ノ命は 

兒屋 命の 神 孫大鳥 氏の 祖也、 寳 典の 說 至高と いふへ し、 但し 大鳥 郡に 大 鳥と 稱 する 社 五所 あり 

神 名 式に 曰 

大鳥郡 

大鳥 神社 (名 神大 月次 新甞) 大島 神社 (餓敏 ) 大鳥美 波 比 神社 大 鳥井瀨 神社 大鳥濱 神社 (敏) 

如 此錄す 一 神 を 以てい ふへ からさる 歟、 此中 一 所 は 大社 其 他 は 並に 小社に して 祭 幣の分 あり 

〇 出の 字 去 聲スィ の 音 は 財物 を 出し 入る、 時 はかりの 事な り、 然るに 和訓 ィ ダスと 讀む時 は 是非に スィ 

の 音と 覺 えて、 金瘡 出血 を スィケ ッと讀 み 彌陀經 の 出和雅 音叉 は 出廣長 舌の 出 も、 皆 スィの 音に 請む は 

誤な りと いふ 人 侍る 

〇續 日本 後 紀仁明 天皇 詔 奉 ^ァ 座，, 尾張國 1 從 三位 熱 田 太 神 正三位 並納封 十五 戶ょ 云々 

II  さ 二 七 
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〇 增鏡文 永 九 年下 後 條哦後 新 院御事 云 々 尾 張 熱 田 社 裨處分 云 々 

處 分と は 剖^ 其 事 也 

〇 束 闽陳道 記 (細 川 玄旨ノ 作) 曰當 社中 八劍 宮者爲 日本 武尊由 有演說 云々 

〇 大江医 衡爲尾 張 守 時 熱 田 社作大 般若 經書寫 之 願文 一 篇 本朝 文粹 十三、 医衡手 自書 寫大 般若 經自長 保 三 

年 八月 至寬弘 元年 十 だ、 首 一 兀四箇 年竟其 功大 江 医銜 願文 鎮守 熱 田 云々 熱 田權現 云々 

又^ 道 記 熱 E 權現 云々 

〇 妙 昔院太 政 大臣 師長 治 承 三年 配 於 尾張國 井戸田、 大臣 拜熱 m 社 於 神前 彈 琵琶 云々 

或 記 曰 其 曲流 泉 嫁 木揚眞 三曲 云々 亦 曰 上 玄石象 云々 盛衰 記 及 十訓抄 有此事 

〇 或 曰 熱 m 楠 御前 樹則常 社 四 至 八 町.^ 中央 也 

本社 在其來 御 S 社 在 其 西、 宗廟 社稷 之 間 有此樹 一 秘也 云々 

〇 熱^ 講式 

日本 大楝梁 熱 田 大祌云 々 

倭 武尊改 天 叢雲 字 稱草薙 丸 云々 

朱雀院 御.： 于始放 生 會於當 社 云 々 

福 原ほ淸 盛宣 一 切經會 云々 

玉 1、 護 宗廟 萬 民 與樂社 壇 也 云 々 

呼傳 云々  径炬島 云々 

第 一 諧 蓬萊宫 者 云 々 

立.！ t 居 於 九 所 云々 

光 渡 裁談撟 云々 
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去 白 鳳 記 云 我 是魔黯 首 羅智所 城主 一一 一億 攝領大 威德 大力 示 現 熱 田 太 神 也 云 々 

永 正 六 年 己巳 八月 日 

座主 檣大 僧都 良 信 花押 ァリ 

〇 天 鹿 兒弓如 鹿 背 勺 之 弓 是云發 向 弓、 天 羽々 矢 作 二 羽 矢 於； t 社 納ニ羽 矢、 矢ぎ^ 作 二 羽 者、 陰 弓 之 g 七 

尺 五 寸曳則 一 丈 五 尺 (三 五 ノ數) 也、 神代 矢 長 五 尺 (弓 之 三分 一 以爲矩 軍 前人) 

〇 時 fK 鹿兒弓 fK 羽々 矢咒 三度 例 也 云々 (神代 ロ訣) 

〇國 名 風土記 曰 伊豫 國 本書 彌國月 神 御 產國也 云 々 

今按詠 和歌 御 坐國且 名祌記 云、 出雲國 大日 靈貴產 生 之 地、 而今 亦 有 日 神 垂跡也 故 名 日 御崎 云々 

〇 活套 活套頭 无套頭 

出 無寃錄 言活套 頭者斷 罪人 活殺 不定 之 言 也、 无套頭 者 當殺之 罪人 也、 字書 之 例 有 活套之 字 • 以 可爲活 

字 以爲无 字 未定 也、 熟 字 謂 之活套 或韵套 (登 稻也此 註 司 馬 公 五 音 集 韻 - ー出以 書籍 謂 一 快 一 套之 套亦綃 

也) 

〇 夫 龍 陽物 也 藏雲蓄 雨 吏 民 承祀、 而望雨 故 異邦 多 營龍祠 人禱福 如吳江 龍王 堂 之類甚 者、 安 其 神 像 程 子 闘 

之佛氏 所有 龍王 龍 女 之 說而怪 誕妖與 尤^ 也、 陰陽 家 亦 爲龍祭 

〇 陸 田 ヲ波多 ト訓ス 日本 作， 1 畠 字- 

按 -ー 波 多 ハ 墾田 也 見延喜 式廿七 主稅下 

〇 直 相ハ祌 供ノ徵 セル ヲ云、 或ハ直 會ト書 義同シ キ歟、 又 直禮ト 書ハ非 也、 近世 祌宮皆 直會ト 書ス、 直 

相 ノ字延 喜 式 三十 二 大膳ノ 上 一一 ァリ 

〇 生道鹽 式ノ 三十 二 大膳下 式 頭註-曰 堅鏖也 云々 

亦 曰 生 道 尾 張 國郡里 ノ名也 云々 
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今 按知多 郡 東 浦 也 

〇 縣度 出 n 前漢誉 九十 六 西域 傳ノ上 r 師 古註 曰縣， 繩而度 也 

我 邦 山中 亦お 之 

〇 市 列 出-西域 傳， 註-市有 _ -列肆 1 云々 

〇 勝寶 元年 十一 一月 戊 寅迎， - 八幡 神 於 年 群 郡於宫 南 梨原宮 f 造-新 殿, 以爲， 1 神宮, 丁亥 奉，, 大神 一 品 比哮神 1 1 

是 見-接 曰本紀 十七 I 按 奉- 1 神 位， 先， 此 無- 據見 I 默 

〇 續 日本 紀 十九 勝 賓六年 八月 正 四 位下 安宿 王卒、 誅 人奉誅 isi 曰 千尋 葛藤 高 知 天 宫之尊 云々 

按卜： 代 • 人 子 之 號；^ 數字 者、 當時 誅詞而 皆謚號 敷、 若 聖武帝 者 尊者 號也、 備稱 勝寳感 神聖 武 皇帝 諡曰 fK、 

璽國 抑！？ 豊 彥： 人皇、 鑌 日本 紀註曰 謹 按勝寳 七 歲勅曰 太 上 天皇 出家 歸佛 更不奉 至寳字 1 一年 勅 追 上 比 

號謚 云々 

〇 同書 廿三 曰麋帝 fKfel. 寳字四 年 七月 癸丑 天下 諸 國奉造 阿 彌陀淨 土 畫像仍 計國內 僧尼 寫稱讃 淨土經 云々 

按： 光^ 后 七々 之 事 也、 釋氏說 曰^ 七 年 六月 藤 豊成之 女 感得 淨土園 像、 叉 常 誦稱讃 淨土經 云々 

夫當麻 曼陀羅 即寳宇 四 年 所 造、 而後 豊成之 女 得 之^、 但寫寳 字 四 年之圔 敷、 績 日本 紀寳字 七 年 一 ハ月之 

記 無 cl-it, 羅之事 _ぉ浮 屠 氏 妄誕也 

〇 尾 張 國泰日 井 郡 小 針 村 尾 張 神社 祭神 天 香 語 山 命 云々 小 治 W 連 等祖神 也、 按續 日本 紀廿九 曰稱德 天皇 神 

護 度 雲 1 一年 十 1 一月 S. 子 尾 張國山 £ 郡人從 六 位下 小 治 田 連 藥等八 人 賜 姓 尾 張宿稱 云々 

按尾張 述尾宿 痛 太祖 神 香 語 山 命 也、 然賜姓 時 不同 皆 見國史 

〇0 梅 は a; 腿阔 より 來る 故に 名と すと かや、 色 黄に して 梅に 似 侍らす と 長 崎の 儈 語り 侍る とか、 玆年已 

卯の 正月 八日 或 人の 許に て 見 侍りぬ、 我 大公の 御園に あり 夫 も 一 枝った へけ るよ し 也、 實 に， るし にも 


勝りて 珍ら しく 覺ぇ 侍りし、 香 は よのつねの 梅より 濃に して 蘭に もお さくおら す、 花ょ|1^黃にしてか 

さなり 內に 紫の 色 ありて 花 ひら 尖りて 見え 侍る、 葉の なき 姿 は 梅に 似て 梅花の こと やうなる ものせ 

花譜 云 瞧梅本 非 梅 類、 以其與 梅 同時 香 亦 相 近、 色 酷似 蜜 旱故名 臘梅、 最先開 色 深 黄 如 紫 iii、 花 蜜 香 濃 若 

欖香此 品最佳 云々 

亦 は 小 黄 香と もい ふ、 金 一倍 鎮 春寒と いひし は 山 谷な り、 今の 人 獵梅は 早 梅な りと おもへ り、 詩に 乍り な 

力ら 尋常の 梅 を 詠す、 世に はいへ とも 見す しらぬ 事の み 多 かる、 物に 卽て其 理を究 むる は 朱 子の 門人 

なりけ り、 爾言 をす て 下聞 を 耻るは 擧者奢 冗の 心より す 殊にい ましむ へき かも 
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〇i?E にかけ る 女 を 見て た、 に 心 を 動かす 人 は あれと も、 地獄の 變相を 見て 罪 をお そる、 者 を 不間、 朱景 

玄か棗 斷は吳 道 子 地獄の 變 相を畫 かきて 後 成 都の 人 來り觀 てこと/. \ く 罪 をお それ、 福 田 を 修めし 兩巿 

の S 活魚 肉不 估？ といへ り、 當 時の 人質 實 なりし 故默、 そ も/、 名畫の 人を感 せし むる 故に や、 李 翰林 白 

淨土 變相譜 云、 八 法功德 波動 靑蓮之 池、 七寳 香華 光映 黄金 之 地、 淸風所 拂如生 五 音、 百 千 妙 樂咸疑 動作 

(樂抒 文 類) 我 國當麻 寺の 曼陀羅 は 更に もい はし、 智光淸 海の ニ變 共に 觀 想の 爲 ならす や、 今 はいたつら 

に 光嚴^ 淨の相 をのみ 觀て 心に 欣求淨 土の 誠み 致す 人 稀なる にや、 彼 三 曼陀羅 吳道子 か 筆に 勝れる 事 

せり、 然るに 是に對 して 注 想す る 者の 美 婦の檜 を 見ろ に 如か さる は 何 そや、 ^障 ま 一 厚して 惠 日光 を 隔 

れ はなり、 ^呼 光明 大師 淨 土の 變相を 富 給 ひし 事 三百 壁、 四方に 散 施して 有 緣を勸 誘せ り、 其 流に 浴す 

る もの 誰か これに 傚 はさらん や、 されと 貧家の 入 圖畫の 費用に 乏し けれ は 其 こ i ろお とも 能 はさる 處 

也、 夫 丈 尺の 親帛に 金を圔 して 創 端し 銀 を 綺て像 を 設る事 こそ かたから め、 なと か 三聖の 尊容 を寫 すの 

みに 幾の 財 を か ffl ゆへ き、 予先窒 か 夢 後 を追咨 せんた め淸 海の 曼荼羅 一 鋪を圔 せしめん とて. 京なる 人 

へ 額み 遺 はしける か 文の 奥に 注 想の 心 を 

影う つす こ k ろの 水に 澄 月の やや かて 雲井の ひかりな りけ り 

〇 教ー m 御社 御 再興の 時 (貞享 三年) 遠 四 至の 大 鳥居 を 革.' て 建ら れし (古しへ は 今の 澤の 觀音辨 天の 祠の所 

に 在し がた ふれて 有し を 見 侍りし も 1 むかしな り) 卅七年 を歷て 去年 (享保 七 壬 寅) 八月 十四日の 暴風に 

轉 動し 今ハ牛 新に 建 させ 給 ふ 八月 五日 笠 木 あくるよ し 聞て 往て見 侍りし、 扭も佛 願の 重罪 を 接し 給 ふ 事 は 

大木 を牽に 隨键を 以て 轉す るか ことき を さとり 得し 人 もこ そ あれ (圓光 大師 行 狀に此 事 あり) 顯眞 座主の 
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ろくろ かまへ たる こと そとい へ るへ 思 ひ 出され、 其 巧 さし も 安らかに 大木 を輕々 と數 丈の 柱 上に 引 上ら 

れ 侍る、 已か 力ならぬ さま も 力し こく 、いと、 他力の 往生 も， 火 生し 侍る 心地す- ^我壯 年の 時た ちし 鳥居 

f 二十 餘 年の むかし を 數へ、 衰老の 今 を 知る に 一 夜の 夢の 如し、 うき 世の 無常 今 一 入 思 はれ 侍りて 月下に 

おも ひ をの ふ 

としを へ て 見馴れし とかと もます 鏡 もとの 身なら ぬ 老の月 かけ 

〇 癸 卯 秋の 頃 尾 城 北 小 木 村 (春 日 井 郡) の 民 語りし、 十八 年前處 民の 妻 産して 後 心み たれ 迷 出て 行方な く 

うせし か、 此秋 家に 歸る其 さま 裸に して 草葉 を 腰に まと ひ、 髪 赤く つくる もの 如く 眼 大に身 骨 立てす さ 

ましき 姿 也、 久しく 家 を 離れし かさる にても 戀 しく 歸 侍る よしと いへ と、 夫 も 興さめ 物 おそろしく 家に も 

あられす 逃 出て 友なる 者の 處へ 行、 しか/ \ と 語る、 是を閉 て 一村の 者 集り 見る、 とかく 家に は 叶 ふま 

し 出 ゆけ とい ふに、 女 は 打 うらみ 我 むかし家 を 出し 後 夢の ことくう かれ 山に 入て け ふまで 有し、 つれな く 

いとへ るロ惜 いかて か 》 る 所に 有へ きとて、 走り出し 路に 獵師の 居し か、 其 さま 異にして いふせ かりし 

か は 銕炮を 以て 打殺す へしと て、 煙藥取 出す を 女 風の ことく 馳來り 獵師か 手 を とらへ、 我 を 殺す へきし 

たくこさん なれ、 我 は此里 何某 か 妻 也 か、 る 事に て 出し か 家に 歸 りし をい ぶかり 追 出せし とて 始終 を 語 

り、 たと ひ 銃火 猛 なりと も豈我 死す へき ゃ是を 見よ、 先に 銃 玉に あたりし 跡な りと て、 胸 を 開き 見す るに 

黑點數 多 あり、 獵師 云いつ くに 住み 何 を か 食せ る、 多の 年月 を 過し も 疑 はしと いふに、 女 云 我う かれ 出し 

後 はう つ、 なく 山より 山に 入し に、 人心地 付て 物 ほし かりし か は、 蟲を とらへ 喰 ひし か 事足らぬ 樣に覓 

しか は、 狐狸 見る に隨 ひとら へ 引 さきて 食と せし、 力つ きて 寒き とも 物 ほしき とも 思 はす、 月日 を 山上 

谷 下に 送る と 云、 獵師 され はこ そ妖 魅の おそろしき 者な りと おも ひし か は 急き 立 去り かへ り 見れ は、 髮 

空た ちて はしる 事獸 のこと く、 山に 分 入し 所に は 其 レか妻 こそ 山姥に なリ しと 雷同して 語る とい ふ、 鳴 呼 

さらぬ たに 罪深き 女の 生な から 毛 もの- - 類と 成し は、 如何なる 過去 世の 業報に やと 閒 さへ 淺 まし、 男と 
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て も 道なくて 食し 娃を 貪り、 禮 なくて 恣に 有なん は 畜生に 幾 はく^ 異ならん、 倫理 を 明かに して 敎を施 

して 亂ほ 賊子な からしめ ん爲 にこ そ、 聖賢 心を盡 して 言 を殘し 給へ り、 是を しらす 忠孝の 心なく、 夫婦 

とぃひ兄^^^ぃひ朋友と云其道なくは人とゃはぃふ へき、 一 度 人身 亡 ひ は應刼 にも 得 かたし、 質 を 六 趣 

にあら ためて 幾め くり か 苦しみの 境に 生死す へき、 我人 志 を こ、 に 立す は 後悔す とも 何の かひ か あらん 

〇 ゥ チウ ミを內 海と かく 事 よのつね か、 尾 張 國內海 浦 常 陸 國內海 浦 等 也、 異邦の 書に は 裏 海と 書せ リ、 

海防^ 要 等に 兒 えたり 外洋 裘 海と 云々 

〇 松に 茯 あり 竹に 雷 丸 あり、 茯 1 令 は美藥 にして 雷 丸 は 毒 あ^、 松露 は I 伏 の 類 ひ 馬 勃 は 雷 丸の 類に し 

て 大小の 異 はあり (馬 勃 は 俗 狐の^と 云 又 首た けなん とい ふ) 松 子 は 人に 宜しく 竹實は (自然 鎮) 毒 あり 

〇 唐土 人 海鼠 を 柿 益の 物と て 珍 貴と す、 其能足，敵ニ人參-故曰ニ海參-ょり五雜姐に見ゅ1"^^1ゥ海男子亦海 

^(Bf ^根に 似た る 故な り) 異邦 は 海 遠く 干た る (くし こ ふぢこの 類) をのみ 賣 故に、 市人 いつは.；： S て驢 皮に 

て 作れる 物、 又は 驢ぉの 陰楚を 乾して 欺と いふ 事 本草の 注に 出たり 

〇 水 =:Ji- 風厲 (疫 也) 蟲 (蝗 也) を 管 子に 凶年の 五 害と せり、 凡そ 蝗 はいな むしの 物心 名に して 慎 (爾雅 に 心 を 

食と いふ) ほ (說 文に 葉 を 食 ふと 云) S: 一  に 娥：： に 作る 音特 S. 雅に根 を 食 ふとい ふ) 賊 (節 を 食と いふ) の 四 

輕 あり、 各 形 異にして 害 をな せり 粟 梁 黍 稗の 類 も 亦 虫の 爲に傷 はる >- 事 人の 疾病 あると ひとし、 田圃 蝗蟲 

あれ は 民 千 計して 是を 除ん とす、 人 疾病 あれ は醫に 依り 巫に 託して 是を 治せん 事 を 求む、 夫讒詔 巧言の 

奸邪 は國の iG* 螳 民の 豺 狼に して， 却て 時に 寵 せられ 國 家の 大 害と なる 者 和漢 史に絶 さるに や 

〇宋 の 岳 武穆； 土の 墓前 もと 銅 を 以て 秦檜 夫婦 及 萬 侯 等 三 身の 形 を 鑄て 立つ、 皆 反 縛 長 跪して 戮 辱の 有 樣 

を 作り、 人に 奸 邪の 忠良 を誣 害せし 事 を 見せし とか や、 共 醜 像 後に 人取り 撖し事 を 僧と いへ ども 雲 接の 

宏和尙 殊に をし みて 復鎮の 事 を 希へ り (直 道錄) 

〇s?i^ はもと 石な り大秦 固より 出と なん、 今 は 種々 の 色 あり、 自然 灰 を 以て 冶て なす 物 也- 元 魏ん時 月 
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氏 國の人 鑄て つくる、 後世 火 成す るび る どろ 是其遣 法な りと、 唐土 人，、. へり (剪 灯 新 話 註) 今日 見る 所 阿 

蘭陀 より 来る 物、 其 製 他に 異にして 好 乎奇巧 人目 を駭す 

〇 紙 は 和漢 國々 にて すく、 蘇 易 か 紙 譜に蜀 は 麻 を 以てし、 閩は镦 竹を以 し. 浙は麥 稻稗を 以てし、 

吳は 繭を以 し、 楚は楮 を 以て 紙と すと いへ り、 HI 本の 紙 は 大方 楮皮を 扣き秋 葵の 汁 を 合して 紙と す、 是 

梵！： の 風に 習へ るか、 山 楮をガ ンヒと 呼 ふ 鳥の 子なん とに すく はこれ を ゆ 

〇 覇王蕉 (サ チラ、 サッ ホウ) 乾して 煎 服 すれ は 一に ぼ を 治す、 甚 妙なる よし (大和 本草 附錄ノ 一 ) 世に は奇な 

りと はかり 知りて、 Ipi を 治す る 事 を 知ら さるに や、 人に も傳 へて 可也 

C 暹羅國 より 来る サフランと いふ もの は 15^ 金 の 事 也 

〇 鶴 子 草 (北 戶錄) 我 俗に 云 鷲 草 也、 秋の 頃 田野に 多く 生す 

〇 チドリ 足 前の 三 指の み 後 指な し、 歩む に 足 を 左右に ちかへ て はしる 人 Q あゆむ 事、 是に 似た る を 千鳥 

足と いふし ぎの 一 類な り 

〇 殼 梁の 中には 松 子尤佳 也、 榛子 (ハシ 广 ミノ ミ) 椎子 (シ イノ ミ) 亦 貪 ふへ し、 其 他檯子 (俗 一一 ィフ ドン 

グリ) 擧樹子 (ク ヌギノ ミ) 柏 子 (力 シ 、ノ  ノ ミ) 椅子 (ナラ ノ ミ ) 襟 子 (イチ ヰ ノ ミ) なんと 其 形 似て 味 苦く^ 

し、 只 焙炒或 ひは搗 末し 餅と なして 救荒に 用 ゆへ き Q み 

〇 番椒 (トウ ガ ラシ) 我 國是を 食す る 事 百年に 過す、 淡 婆 姑と 相 前後す、 倶に蠻 人より 傳へ 種して 今 世に 

ieS く 食 ふ、 むかし はもろ こしに なかり しに や 本草 等に 見えす、 近代 明 ンの黄 氏 か畫讃 に是を 載す、 今我國 

見る 處實 の大 なる 小なる 圓 にして、 ほう づきの 如き 長く してく この 實の 如き、 黄なる も 紫なる も 種々 あ 

りて 愛觀 すべき 物 也 

〇 耳の 薄き を 貧と し (東觀 癸 記) 耳の 白を顯 名の 相と す (汎池 筆記) 其 他 風骨氣 色の 中に 於て 其 前 程の 休咎 

を 料る 事 和漢 古しへ ょり說 あり、 從理の 口に 入る を 貧困の 相と い ヘリ、 周亞父 はけに も 餓死せ しかと も 

六 四 五 
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？ s 羅は竞 に 衣食 を 保し、 目 車-睫 あるな 吉相と いふ、 舜の 如き は 天下 を 得、 然るに 項 羽 はゅメ 下に 死し 魚 a- 

M 隋人) 市に 靳る (雞 助) 豈 一 定 ならん や、 唐の 一 行 曰 其 所， E を觀其 安ん する 處を 察して せよ、 忠孝 仁義 

所作 所爲 15 一 c 行相應 して 顚沛 造次 も必す 善に 歸 せん もの は 是.： in 人 也、 是に 反せる もの は 凶 人の みと、 是相 

人の 不謂 ー百 にして 相 法の 察 藍な ろ もの か、 鳴 呼 形貌を 以て 人 を 相 せんより 心 術 を 察して 善惡 をい ふへ き 

かも 

〇 宽 家六說 (寃 家と は 元 佛經に 出て 宿 生の 怨謦 今來て 情人と なり 我 道心 をぎ へ 我 出 離 を妨る をい ふ) 

作詞者 流 女の 〔11 慕す るを寃 家と いふ 

I  -  i£ 深意 濃 彼此 牽繁寧 有レ死 耳不レ 懐-異心- 

私に 倭 歌 を 以て 解 せんとす 

消 はて、 身 こそ は 灰になる とても ゆめの たまし ひ 君に あ ひそへ  玉 葉 集 

二" 兩情相 繁^ 隔^ 端 心 想 魂 飛 寝食 倶廢 

恨みても^ おなし 世に ありけ る やつらき を しらぬ 命な るら む  新 後 撰 

三 長 亭短亭 偶 レ岐分 レ袂驥 然銷レ 魂 悲泣良 苦 

後の世の たのみに なして 戀 しなんい きて 待へ きかきり ならね は  新 千載 

四 • 山 遙水遠 魚 雁 無 憑 夢寐 相思 柔腸 寸斷 

また かよ ふお なし 夢路 も 有 もの を ありし うつ、 そうた て はかなき 風雅 

五- 憐 新棄舊 辜 恩 負 義恨切 憫懷怨 深刻 骨 

悔しく そ 契り をき けるな から へ て か はる こ ゝ ろの はても 見る にも  績 千載 

六" 一 生 一 死 稱景怨 傷 抱 恨 成疾迨 與俱逝 

立 か へ hN さて 戀 死な は あ ふこと にか へしい のちと おも ひこ そせ め  新績 古今 
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右六宽 家の 說は葦 航紀談 に 出たり、 嗚呼 思 ひ 染るこ V ろの 色 は 袖の 溴 にあら はれ、 、フき 身に たへ ぬな け 

きに おも なれて、 物 やお も ふとと ふ 人 もな く ある を さへ うらめしき 命に かへ て、 時の まも 比 世な から あ 

ひ 見ん 事 を 思 ひ、 わたらぬ 中 川に 年 をへ てく ちの こる 袂を かこち、 おのっから いつはり ならぬ 契り をし 

も、 猶を しかへ しまこと かとと ふへ き 人め の ひ まもなく、 あ ふさき る さに 思 ひみ たれ、 し はし 忍 山の 岩 

根の 枕 か はしても 夢 かとた とられ、 心 ある 鳥の 音なら ね はしの、 めの 袖 ひや、 かに、 おき わかれ ゆく 露 

にきえぬ 命 もつれな く、 有 明の 月の かたみ も 幾 ゆ ふへ か泪 にく もり、 面影の こる 曙の 夢に ありし 情を數 

へ、 はまちと りかよ ふ はかりの 跡 は 有な から、 見ぬ めの 浦に ねの みな かれ、 ある は 忘れて し 人 を うらみ 

末の 松 山 こえに し 波に 契りし むかし を 忘れす、 彼お とろ かされし 鳥の 聲を つれな くまち わ ひて きく 身と 

なけ かれ、 ある は 遠き 雲井に こ、 ろ をお くり、 または か へらぬ 路に泪 そ、 きて 鳥 部 野の 煙 を さきた て 侍る 

類 ひ、 初め 終り 皆愁へ 恨みなら す や、 好 因 緣是即 惡因緣 也、 見す 知ら さりし 時い かて 此思 ひや はありし 

】 念の 迷 ひ 終に 無量 劫の 繋縳 をむ す ふ、 よく 思 ひとけ は おそろしき 寃 家なら す や 

〇 或 人 問 我 國昔諸 州軍圑 あり (兵 を 司る 委く武 業 記に しるす か 如し) 團の 字義 如何、 曰 圑は物 を まろめ あ 

つむる 意に 用 ゆ、 唐に 戒圑 兵團 なんと 稱 する も 圑練 使と いふ 武官 あり、 夫 を 一字き りて 用 ゆ 民兵 を團聚 

し 訓練す る 職な り、 我國 いにしへ 唐に なら ひて 名 付る 處 としる しへ し 

古しへ 圑次郞 團三郞 等 呼し 宇 も、 軍圑 より 出し 人の子 または 孫 也、 今 世 彈の字 を 用 ゆる は妄 意な りけ 

る 

〇 釋家宫 班 記 云 行 基 云々、 天平 二十 一 年 正月 十四日 改， I 大僧正 1 號， I 大 菩薩， 

世に 基師の 菩薩 號勅授 にあら さる やうに いふ は 非 也-正しく 聖武 帝の 歆旨 也、 源 {41 の 菩薩 號 (光照 大士) 

は 後柏原 帝の 勅授 也、 日蓮 か 菩薩 號は勅 賜に あらす 

〇 叉建武 1 一年 正月 宣旨 云、 大佾正 可 准 1 1 位 大納言 佾正可 准 I 一位 中納言 權附正 可 准 一二 位參議 云々 

.1 ハ四セ 


尻- - 


 .  六 四 r< 

佾正は 公卿の 准據 なる 事是を てし るし、 僧正 は 紫 を 着す る 事 を 聽、 然れは 今 賜 紫の 沙門 は 又 僧正に 准 

せらろ i 事 勿論 歟、 上人の 位 は 五位の 准據 なり 

凡 剃 乂染 衣の 身 は 朝市に 遠 さかり、 山林に 交る へき を、 德不 孤して 名 一 時に 高く、 人君 是を屈 請して 法 

を 聞、 是を 崇めて 號を 授け 給 ふたむ 心 ある 者 は固辭 して 受 さりし (法然 上人 封 を 避た まひし か 如し) 但僧 

官は 諸.： ォの法 を 正さん 爲に 置れ し、 後世に 德 なくして 晋院を 希 ひ、 金 を 出して 官位 を 買 ふに 至る 嗚呼 

〇 凡そ 事物の ちかくより てま さしき をヒシ とい ふ、 たと へ は 箱の 菴と 底と よく あ ひたる やうの、.： ：！ 也、 今 

の 俗縻特 彼此 必是 必至なん と 逢1 も あれと、 漢字の 音に て 和語 を 解 事宜し からすと、 或 法師の いへ るけ に 

も 也 (堪澄 上人 歸命 抄耍 解) ひしと はきび しとい ふ 上略に や、 稠の字 蜜の 字 をき ひしと 訓す、 物の すきま 

なきやう の 心 也、 され は此 等の 字 を 以て ひしと とい ふへ き 所の 文に は 書へ きに こそ、 近 俗 和語 方言 を 漢字 

の 昔に 求て 書 は 必淺擧 の所爲 也、 譬は 事の いそ かしき 又は 器なん と 持 ありく に 其 鳴 音 をが た ひしと する 

とい ふ、 是に我 他 彼此の 字 を 用 ひ 物の 高く より 落る をぐ はらぐ はらと なると 云 ふ を、 瓦 落々々 の 字 を 書 

等 多し、 すへ てりん としたる しゃんと したる なんと いふ は 物の 容貌 をい ふ 和語 也、 是等 やうの 言に も 亦 

漢字 を 用 ひ 侍らん や 

〇 衆議の 參の字 マジ ハルと 讀め とも 接の 字 交の 字の 意に 非す、 雜の 字の 義に 近し、 問 厠の 義 にて ハサ マ 

ル意 なり、 其 数の 中へ ハサ マリク ハ 、ル事 をい ふ、 唐土の 參知 政事 等い ふ 宫の參 の字是 也、 亦 朝 參の參 

は 字義 各 別な り 謁見の 事な り、 朔ロ 十五 日に 出仕す る を朔參 參と いふ、 塚に まゐる を墓參 とい ふ も 同 

し、 今 俗 の 所 へ ゆく を以レ 參參上 仕なん とかく は 字 意に 違 へ ろ 也 、まろる に 參の字 を 用 ゆる 事 もと 非 也 

佛 神へ 参詣と いふ は參謁 往詣の 略語に して 參を 直に 往 行の 事に 用 ひ 侍りし、 文法 はなき にや (まるる と 

いふ はま ふ するとい ふ轉. 語な り 詣の字 至の 字の 意な り) 

〇 念 怖の 念の 字 は 口に 唱 ふる 義也 (心中に 思 ひ 入て それ か 口に 發 する を 云 か) 念^ 念 經念咒 等 皆 し、 In 
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書に も 小舉に 念書と いへ る は 書 をし かと 讀を云 (譯文 筌蹄を 見る へし) 念の 宇根 本 は 念頭 をい ふ、 唱の意 

とする は 唐土の 小說に 多し 

但し 聖 道家に 所 談 の念佛 多く は 憶念 觀 念の 念 も 侍る、 淨土 門の 念佛 はロ稱 をい ふ (憶 はお ほへ て 居る 事 

また 思 ひ 出す 意 有) 佛の 相好 功 te を觀 念す る を 念怫と 云は聖 道家 意 也 (思慕 を 念と 云) 心に 彌陀を 頼み 

救 我のお も ひより 口に 發 して 其 名號を 念る を念佛 とい ふ は 淨土宗 の 意 也 (音 聲に唱 ふる を 念と いふ) 

〇 玩と 弄と 意お なしから す、 玩の字 は 何の 用に もた、 ぬ 物 なれと も 見物になる 故な くさみ 物にする 義な 

り、 奇玩珍 玩の類 をい ふ、 弄の 字は戯 弄と 連用して あちこち とな ふり ものにする 義也、 是を轉 用して 弄 

の 字を娃 事の 義 とす、 弄 屁 股 は 男色の 娃事、 弄 屁 は 女色の 娃事也 

〇 流の 字 あまたの 意味 あり 

第一流 (是 第一 等 也 等の 字の 意) 女流 (女 輩 也 輩の 字 意) 流 俗 (末 俗 末の 字 意) 

風流 はもと 遣風餘 流の 義 にして むかしの 名殘 ある をい ふ、 後に 哂 落の 義 となして やさしと 義に訓 す 

か- -る 字義 枚擧 にいと まなし、 よく 文字 を しれる 人に 學 ひて 可也 

〇 書法に 跳 出と いふ 事 あり、 つ、 けて 書 をく たりより 一字 だけ 上へ 出して 高く 書 をい ふ、 擡頭 (一 瘙頭 

ニ擡頌 モア リ) あるひ は提 頭と もい ふ 也 

〇 胖合 (夫婦 形 を 合する を 云) 野合 (老 夫の 幼 妻 を 得る をい ふ) 凡そ 合の 字 はは なれ わかれて ある もの か 

1 つになる をい ふ、 形 を 合する は 夫婦な り、 心 を 合する は 君臣 也 朋友 也、 好 合 は 妻子の 心情 和す る をい 

ふ、 媳合は 君臣 朋友の 上に て 心 も 道 も 異なる に 強て 外む きに て 合する をい ふ、 凡そ 君臣 は義を 以て 德を 

合す、 朋友 は 信 を 以て 交り を 合すへ きに 心の 外に いつはり 合する は 相 欺 也、 季 世人の 臣 たる 者 大概 利祿 

の 謀 を 先と し 朋友 も 又 便利 を 謀る 故に 倫理 を 捨てお のれ か 慾を恣 にせん とし、 相 欺き 相 詔て 義も なく 信 

もな し、 男女 も亦娃 行み たり か はしく 妾 を 愛して 妻を輕 し、 或は 花柳の 色に 弦て 貨を失 ひ 名 をく たし、 
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^ 共大 なる は 家 を 亡 ほし 命 を 喪 ふに 至る、 誰か 夫婦 別の 正し きゃある、 且 兄弟む つまし からす 親族 は路入 

の 如く 相 見る さま 今の 世の すかた なり、 人々 みっから 人 かまし く 思へ るに や、 其實は 禽獸に 近し 鳴 呼 

〇 或 人 云 頃 日月 季の國 姓 爺 (鄭 成功) か 事 書る 物 多く 板 行せ し、 寬文六 年 丙午 國姓爺 死す、 其 子 錦舍も 

K,l 朝 恢復の 志 あり やと、 予曰： 大和 元年 辛 酉の 長 崎の 街談 (東都に 獻ら所 也) を按 する に季 明永曆 十三 年 己 亥 

(淸朝 順 治 十六 年) は 我 國萬治 一 一年に あたる、 鄭氏 北京 を攻て 不利 同 十五 年 辛？ 4- (淸の 順 治 十八 年) 我寬文 

元年 也、 鄭氏東 寧に 渡る 其 年 大淸， 太祖^ せり 明年 (淸 太宗康 元年 寬文 I 一年 壬 寅) 鄭氏思 明に 築く、 錦舍 

初め 原鬥 (日本より 六 百數十 里) に 居して 演武 亭と號 す (厦門 は 元 泉 州の 內 なる 一 島に て 僅 三 里 はかりの 

地 C 水 州の 石 5^ とい ふ湊 より 舟の 通 ひ あり 又漳 州の 海 澄よりも 通す ると 云々) 錦 舍城を 東 寧に 築て 安平 鎭 

と號す (もと 阿蘭陀 人性 居せ し 地 也) 此 時勢 ひ を 南方に ふるへ り、 故に 歸 降の 地甚 多し 其 略.. は . 

シャゥ テン ムァタ n ヮヅン カン ッ ィ ファンス ヱン タン シィ ケィ チン テツ ツァン シン カン キヤ ティ ラァ サン ティ ハァ， ナン カン ダァト^^ 力 アレイ 

肅慌 麻 豆 新 港 1^ 裡 半 線 淡水 鶴 籠 竹 燥 新 港 仔 猪蠟山 之 巴 里 南坎 大肚 傀儡 

此所々 の 民 貢を納 (大概 獸 皮な りしと 云) 赤坎 とい ふ 所 i 寧の 地に して 三 里 計" の 所と 云) に 扉 を 造り 

て 貢物 等を藏 めし、 清の 康顆 十九 年 (我 延寶八 年 庚申) 正月 廿 六日 錦舍 死す (四十 一二 才と いふ) 錦舍に 二子 

有 兄 を 欽舍と 云 弟 を奏舍 とい ふ、 欽舍は 妾腹 也と いへ 共、 彼妾產 して 女子な りし か は 市井の 商人 杉 氏 か 男 

子 其 折から 生れし とひ そかに 取 か へ て 男子なる よしを 諸 臣に吿 し (錦舍 も 男子な かりし か は 此事を 知る 

と い へと もしら さるまねし ておのれ か 子と せし) 次男 奏舍は 時に 十三 歲 本妻の 子 也、 錦舍 死せ し 時 諸臣欽 

舍は 元より 鄭 氏の 實 胤なら さる 故、 議 して 正月 廿 八日に 殺せし 時に 十七 歲と 聞え し、 便 奏舍を 立て 柬寧 

の 、干； とす、 總督官 劉 氏 仕衞宫 5^ 氏 等 補佐 固 かりし か は、 境 內靜謐 なりし よし 委閒ぇ 侍る、 我貞享 元年 甲 

子奏舍 淸へ歸 せし 事 は 先に 記る せし 故爰に 略し 侍る 

设鬥城 (演武) (東西 日本の 八 町 はかり 南北 も 又是に 可也 石 墻髙サ 二 丈余 門 四 所に 開く 戶千餘 戶ロ三 

萬 人に 可也と 云) 


柬寧械 (安平) (東西 四 町に 可也 南北 も 同し 石 墻三丈 はかり 門 四 所 庫 倉 五十 餘戶) (錦 舍か親 埃 男女 一 

千 人に 餘れ り) (城外の 諸官 兵士 及 ひ 商 民の 家 千戶に 可也 男女 一 ー萬餘 口〕 

赤坎城 (順 天) (東西 1 一町 はかり 石 墻五丈 はかり 門 一 所戶 大小 1 1 萬 餘戶ロ 男女 1 一十 萬 人に 可也) 

錦 舍か官 人の 略 左の 如し 

文官." ハ總制 六部 宣慰 道宫 府官 州官 

武官 提督 五 親將軍 統領 都督 鎭官 副鎭 

其 他屬官 多し 今 略 之 

按す るに 東 寧 は 元 南海 一 島の 地 珞伽沙 谷と いふ、 後大 寃と號 せし (或 臺灣共 云) 熱 地に て 終 年 雪 霜 見す と 

かや 蠻語 にして 中國の 言葉に 異なりし かと も鄭氏 居して より 廣 土人 多くう つりて 一 都會 となりし とぞ 

〇 或 人 問 蠻國の 人の 官名 は 如何なる ぞ、 予長崎 通 事の 書し を 見し 其 中 天竺の 內東壎 寨の官 

口 クチャ P ゥ ハナ ラフ ャァ チヤ ロウ ホン ャァ フ ゥラァ 

六 招 花 撞雅 招笨雅 浮.^ 


暹羅 の官人 

タ ァニゥ チ フャフ チロゥ n ゥ ホン チッ？ ァ ラツレ ワンチ ッコ； 

大庫 握雅 咬羅封 握拍 握鸞 握坤 握 文 此類 ひなり 

亦 問 阿蘭陀 國は 殊に 遠國故 中國の 南の 方に 地 を 取て 住居す と 其 所 如何 曰 一 所に あらす 其 大概 如 左 

口  n ン カラ ハァ.  クャヮ 

六 甲 咬^ 吧 (シ ャガ タラの 事 也) 狐哇 

呱哇 の 境 海邊 の 地 紅 夷人 多く 住居 す 其 略 如 左 

テャィ リイ フン サム 〈ラン ゃゥ ハマ ラァ ケッ レツ シッ サン (ン 

井 里！^ 三 巴 籠 ニ抛嗜 吉勤石 石 邦 

亦 遷羅の 地に も 住せり 其處々 より 土産の 荷物 を 積て 我國 にも 來る (昔 は 平戶へ 入津せ しか 寬永 十八 年以 

來長 崎へ 入港せ り) 

叉問浙 江の 普 陀山は 東西 三 里 南北 一 里 はかりの 島に して 觀 音の 霊地なる か 今 は荒廢 せりと 云 如何、 曰 昔 
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は 五 餘院^ 侶 六 千餘ロ ありて 尤 繁昌せ しが、 我 天 和 年中 阿蘭陀 人 是を奪 ひし 時 亡 地と なれり、 今の 如 

き は赤院 五六，： 千殘 り、 份も三 四十 人に 過す とか や、 さしもの 靈地 ありて 如此惜 むべき 哉 

凡そ 土の 事 近世 長 崎の 西 川 求 林齋述 せし 增補華 夷 通商 考五卷 (寶永 五 年 戊 子の 春 板 行) に 委しく 記せ 

り、 cli-.^ 見て 知るべし、 又 毎年 長 崎の 通 事より 風說 書を關 東に 獻す、 國々 の 人の 談話に して 面白き 事 

さま^., - 聞え 侍る 

cl^ 義は 害 物の うら かき を 云、 むかしの 書籍に おもてに 本文 を 書 其 うらに 注 を 書し を隱義 とい ふ 

〇 哲の字 は 倡 ひて 催促す ろ義 也、 督過 (トガ を責る 也) 督戰 (タ 、力 へと 士卒 を責 るな り) 將を云 亦 家の 長 

子 を 家督と いふ..^ 家 內を率 ひ 倡 ひて 賁 催す 職分 ある 故の 稱な り、 然るに 我國 近世の 俗語 父の 跡 を 相鑌す 

る を 家 と いふ は 誤りな りと ぞ 

〇 印の こと を 章と いふ は 如何と いふ 人 あ"、 章の 字義 多し 文章の 事に 用 ひ、 亦 アヤと 讀む意 は 紋の義 な 

り、 慮^に 所謂 九章是 也、 考ェ 記に 赤 白 二色 を 交へ たる を 章と いへ り、 樂の 一 段 を も 一章と 云 書物の 一 段 

を も 一 章と 云 (一 ケ條の 意 也) 平 章 は 官上早 周號は あはて る 也へ 是は意 を 假り用 ゆ) 是皆 印章の 章に あら す、 

章 は 叫 著の 義 にして 璽と する をい ふ、 故に 漢の 法に 比-一 1- 千-石 以上の 印 を 章と， 稱し、 1 1 百 石 以下の 印 を 

印と 云、 然るに 我國今 大樹 家より 諸 大名に 賜 はる 朱 章 を 御朱印と いふ は、 當ら ざるに 似 たれ ども 世の 

風俗 か.^ る 事 多 かる 

〇 商人の^ 節を考 へて 利を逐 ふを廢 著と 云 (昔 は 貯と書 同音) 如何、 曰廢 居と いふ も 同じ、 商 買のう へに 

賤物を 買 居 を 居と も貯 ともい ふ、 貴くな りて 寶 出す を 廢と云 

〇 質 をシチ と讀む (人 シチ 等の ことし) シッの 音 をシチ とかな にかく  (佛を プチと 云 ひ 菩薩 を ボサチ と 云 

等) 入 聲の字 也、 但し & 3； 物の 時 は去聲 にて チの 音の 害 也、 質 子 は ひとじち 也、 和 俗文 字の 四聲 をた かへ 

音の 夫なら ぬ を 誤り 用 ひ 来りし 類少 からす 
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質 物 を 入 て 金銀 錢な ん とか ろ を當 とい ふ 物の か はりす る義也 

〇 日曜 月曜 Hi- 也 木曜 火曜 土曜 金曜 水曜の 星 を 七曜と 云、 是に羅 喉 星 計 都 星 を 加へ て九曜 とい ふ、 亦紫无 ，^ 

月 字 を 加へ て 十一 曜と いふ、 事 星 命 家 者 流の 書に 見えたり、 但し 是 はもと 天竺の 說 にて 廣 土の 舊說に は 

なき 事 也 

〇 諧價は うり 物の ねうちす る 事な り、 諧は ロ諧の 意に てい ひかな へさる 專也， 詼諧は 俳諧と 同じで きく 

ち をい ふ 事 也 

諧 はと V の ふと 讀 むが 本 訓 なり、 和 諧調 諧と速 用し 思 ひ あ ふ 事 也 


六 五三 


0 


尻 


g  直 尻 卷之 九十 三 

〇 今 =r 入道 了 俊 は 好事の 人 也、 常に 和歌 を 詠して 冷泉の 爲秀 卿の 許へ 遣 はしなん とせられ けろ、 其耿 0 

中に 心 ある 友 こそ かたき 世な りけ り獨り 雨き く 秋の 夜す から、 後 普 光園 寺 攝政良 基 公より 連耿の ゆるし 

を さへ そ 得られけ ると そ、 冷泉 爲尹 道に 達した ま はぬ とて 人の そしり も ありけ る 頃 落 書お ぼ. 抄 と- - 

ふ 書 を 記されけ る、 後 圓融院 の天覽 におよ ひて 感し 下されけ る 次 手に 

誰もな と 拾 はさり けむ 和歌の 浦に め なれぬ 玉の のこる ひかり を 

と ffl. 製 をな し 下されけ ると なり、 作文の 物い と 多く ありし 言塵抄 なんとも 彼 入道の 筆 也 

〇 建 安張 氏 曰 屯 有 君 道 故 利 建 候 蒙 有 師道 故 童 蒙 求 我 天地 旣位 君師立 矣易樂 成) 

愚 按乾天 坤地人 所 知、 而屯蒙 之 爲君師 也、 先人 未 發夫有 天地 而後 有人、 必有 上下 之 分 而始君 道 立焉、 

君 必治 民而 敎之以 孝弟 也 君 師固不 有 一 ー矣、 尊 而爲君 之 親 而爲師 之 易 也、 貫 天地 包 萬 物 其 旨 深矣责 

〇 太 上皇 (百 十三 代) 孔子の 像に 遊 はされ ける 御製 

たれ か 道 をう けっか さらん 四 をた ち 四 を をし ゆるみち をなら は i 

後水尾 院へ 御杖 を 奉らせ 給 ふとて 

君 か 手に け ふとる 竹の 千世の 坂 こへ てうれ しき 行末 もみむ 

御返し 前 太 上 天皇 

つくから に 千年の 坂 も 踏 わけて 君 かこ ゆ へ き 道し る へ せむ 

〇 花火 異邦 般 火と いふ 新 裁萬寳 全書 什 W 卷に 多くの せたり 

〇 瀛奎 律體に 古人の 詩句 殊にす くれたる を 多く 記せり、 實に 我人の 及 ふへ き 事に あらす そ 力 中に わき 
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てお もしろ く覺へ 侍る を 書記す  . . 

秋 SS 云 家 貧 莆僕慢 官！？ 化 友朋 疎 

陳后山 云 月 到 千家 靜 林昏 ー鳥歸  . 

劉 賓容云 寒 樹鳥初 動 霜 橋 人 未 行  、 

張 宛 丘 云 淸香 侵^ 水 S  一 影 伴書燈 

王 右 1^ 云 牧童 望 村 去 田 犬 隨人還 

茫石湖 云 月從雪 後呰奇 夜 天 向梅邊 有刖舂 

^松 云 汲 水 疑 山 動 揚帆覺 岸 行 

か、 る 類ひ猶 多し 有聲の 緒と いふへ きか も 

〇 方 相々 頭假 面、 我 邦 神社 有 藏之者 名 曰 猿 田彥之 面、 固附會 也、 然按 類書 驛耍方 相 開跡祌 也、 叉 曰險道 

人 也 云々、 我 猿 W 彥太神 開 路而導 天 孫 故 記 之 乎、 我 尾 州 大國靈 祌社有 稱司宫 神假面 式、 曰 猿田彥 祠官甚 

畏之、 盖是 往昔 儺 鬼 所 蒙 方 相 之假面 也、 誤 曰 司宫神 也、 司 宮神又 書 主 宮神疑 三 狐 神 之 訛 言 乎、 俗 巫以三 

狐神害社^^神等字司宮主宫亦誤三狐之音乎 

〇^ 人 祝漢貞 者累朝 供奉 滑稽 善 伺 人 意 云々、 尤爲 宗所喜 上 行幸 召漢貞 云々、 曾 及 外 問 事 上 正色 曰、 我 

泰汝荣 供戟樂 耳、 敢于預 朝政 兼 遂疎之 

人 主 {R 者 接 人 を 近つ けて 戯樂に 供す る は、 如何せん 彼 輩 をして 外 朝の 事 を 察せし め、 みたり に 朝 事 を 

いはしむ ろ も あり、 小人お のれ を 利 せんが 爲に 巧言令色して 喜 をと り、 中外の 害官； 宗漢貞 か 外 間の 事 

をい ふ を 以て 其 人に あらす どす るの みならす、 遂に 是を うとみた まふ 實に 後世 人 主の 鑑 なりけ り 

〇 飛 烏 井雅章 東に くたり 給 ひし 時阳 子の 浦に て 浪の聲 す さまし かり けれ は、 人々 かし かまし なと いひけ 

るに、 かくお も ひくら/:^ 5 ふ どか や 
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聞 なれぬ もの ゅゑ浪 はかし かまし それより つらき 世に はすめ ども 

兼 好 法師 か 世の中 を わたり くらへ てい ま そしる あはの なると は 風浪 もな し、 ど讀 しに もま さりて * へ 

侍る わさ 也、 世の中 聲 利の すさまじき 中に まし はりて、 かし かまし とも 思 はさる はいと つたなし 

〇 唐 太宗爲 高祖 二 男 則稱ー ー郞、 玄宗 爲睿宗 三男 則稱 三郞、 如 張 易之 昌宗 稱三郞 六郞、 本朝 光孝 帝 三子稱 

太 郞ニ郞 三郞、 滋野貞 主 稱滋ニ 在 原 業 平 稱在五 在 武家、 則 源 賴義三 子 稱太郞 二 郞三郞 (餐？ 峰 文集 十八 記) 

太郞 1 一郎 等 之 稱始唐 高祖 之 子、 而我 朝起于 光孝 天皇 之 皇子、 中世 以此 分嫡、 庶其後 不嫫而 稱太郞 身 伯 

而 云四郞 五郞、 自此 名分 大混 雜矣、 且 源平 藤 橘 淸中菅 江 等 諸 姓 者 蒙 郞稱源 太 郞平ニ 郎等、 是亦 源氏 而 

稱平 太郞、 平家 而稱 藤太郞 類、 皆季世 不正 名稱 也、 況不 補任 之身而 稱官號 者、 雖謂流 風 時俗獨 不可 革 

之、 然 有志 道 之士豈  1^ 之 乎、 又 名字 昔 稱名某 字 某、 若 所謂 菅家道 眞名而 其 字 三 也、 中世 以源太 郞平ニ 

郞等爲 字、 見 盛衰 記 後世 以稱號 之 氏 曰 名字 可 謂 誤矣、 近年 書 苗字 者附會 文字 而不古 也、 鳴 呼！！ 田豐ほ 

起 於 匹夫 恣 兵馬 之權、 不敢慕 先 世 流 風、 故 衣服 名 號失其 本、 而 大變國 故以此 近世 人大槩 元不蒙 服、 足 

不着 襪、 言語 文字 亦 習 鄙 俗、 此時 雖與君 而革之 容易 乎、 然 至尊 在 上而不 失名 位、 民 未 左 衹所頼 人性 

之 善 不易 古今 耳 

〇 しつのお のたぬ をす とい ふ はるの 田 をつ くります たの 神に まかせて、 尾 州 中島 郡 國衛庄 益田鄕 有益 田 

村名傳 云、 此所古 有益 田 神社 有 八幡 社、 赤 染衛門 家集 云、 益 田の 御社 どい ふ 所に まふて たりし に 神に ま 

うきせ しど あり、 此則衛 門 尾 州に あるの 日な り衛門 は大、 y 医 衡の窒 也、 医 衡 曾て 任 尾 張 守衛 門隨 之なる 

へし 

〇 薜文淸 公 曰、 人 有 才能 而見於 辭貌者 小 也、 可 知 嗚呼 天下 之 事 皆 我 分內之 事、 豈以功 能 誇 人、 汉記片 文 

双 字 以充人 乎、 今擧 者！. „i 以爲 自己 即人 之師、 而 不欲以 友義 交 之 動、 則以 孟子 待 諸侯 之 事 藉口 謀 就已來 見 

但有實 德則不 招、 而朋 自來擧 花柳 無私、 而人固 爲來看 自矜自 代 者 皆 妄而已 
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〇 相撲に せきこす ま 等の 稱 あり、 按す るに 萬 葉 集の 一 一十に 防人 郭領 といへ る は國々 より 召れ し 相撲 人の 

|91?-なりと解に：：^んたり、 せきこす まう とい ふは是 より 出し 名と かや 

〇 或 人 nl 〈足 着の 式 を 問 侍り、 且 鎧の 古實 なんと 尋られ 侍りし ほと に、 今は傳 ふへ き 子 も 侍らねば 代々 家 

にしる し をけ る 趣 をお しへ ゆつ り 侍りし、 され は 物の 具の 輕 重より 弓 刀の 長短な と は、 所に よりて 必し 

も 一 定 ならす 昔 佐々 本 重 綱 山の も 坂し 時 (建 仁 三年) 父の 禪門 (左 衛門尉 高 綱 也 武功 抜群の 老者) に 鎧 を 見 

せ 侍りし に？ i 門默 して 不語、 重 綱 退て 後光 綱 (左衛 門 尉) 綱 (左衛 門 尉此ー 一人ば 重 綱 か 弟な り) に禪門 かた 

らく 重 綱 は 今度 かなら す 討死す へ しと、 兩息其 故 を 問し に 父 禪門曰 山 徒の 合戰大 かた 歩行 立なる へ し、 

然るによ ろ ひの 製甚た 重く 見 ゆ 且弓も 長に 過たり、 山 頭 さかし き 地に 相應 せす と はたして 重 綱う たれし 

これ を もって 見よ 甲胄 弓箭 を帶 する 身 は時處 位の 用 不用 ある 事 を 知る を 第一 とす、 今 太平の 代大 槪莊觀 

を 先と し、 武 林の 故赏を 知ら さる 製 間， t. 多し、 吾子 夫 恩 を盡せ 

〇 或 人 問 年頭の 鞠 始めに は. &の日 を 用 ゆると 何の 謂と、 曰 諸 神 記に 京師 中の 御門 西の 洞院 なる 滋野 井の 

社 三 所は是 鞠 神な り 

1 計 案 林 二 卷陽花 三樹尊 

形 は 猿 額 金色の 文字 あり、 の 上に 神 名 を あら はす 申の 日 紀氏を 以て これ を 祭る、 故に 年始 翻に は 件の 日 

を 用 ゆと 云々 是を 以てしる へ し 

按す るに 鞠の 神 は 元より 淫祠 敷、 その かみ 好事の 人 まつり 初て 後式內 外の 神と ひとしく なりし もの 所 

々多く 聞 ゆ 

C 高 贵脾子 を 安置す る 堂 を 靈屋と 呼る は 近世の 稱 かとい ふ 人 あり、 然らす 榮花物 かたりに 長 保 一 一年 十一 一 

月 十五 日^ 子 崩せし 事 をい ひて、 鳥 部 野の 南 二 丁 はかりた まやと いふ もの を 作りて、 築地なん とっきて 

こ、 にお はし まさせん とせ させ 袷 ふ 云々、 一 條院の 頃より 此號 ありと 見えたり、 但し 是は 墓所な り 近き 


ころい へる 印 塔の 類 敷、 其 靈屋は 唐土の 祠 堂に 似たり 

◎ 近世 明. 一 儈等關 羽の 像を圖 して 禪院の 伽藍 神と す、 按す ろに 源奠氏 公吉 夢に よりて 關 羽の 像 を 元朝に 

もとめ、 洛 東大 興 寺に 崇め 祠られ しょし 彼 寺の 緣起 にあり、 是我 國に祠 りし はし まり 歟 

〇 餅 は 粉 麵之養 也、 我 國多爲 稻餅混 之、 謂 其 能 毒 者 可 笑 之 もちこめの もち は 姿の 字、 うるしね の もち は 

幹の 字な り、 稻 はもち こめの 事に して、 稻 餅と 稱 せされ は 小む きの 粉に てつく る 餅 也 

〇 淸 朝の 康稱 二十 七 年 戊 寅 (我 元祿十 一 年な り) の曆 をみ るに 二 至 及 ひ 月の 大小 たかはす、 其 外 節 中も逮 

ひ 侍る はいかなる 事に やと、 深 田 氏に 尋ね 侍りし に、 され は時憲 暦の 節 氣は日 行の 盈縮 によりて 是を定 

む、 我 貞享曆 はいに しへ よりの ことく、 一 年を廿 四に わりて 其 節 中 を さたむ、 故に 唐土の 曆 をた かひ あ 

り、 皆 唇 者の 意 ある 事な りと いへ り 

〇 日月 食 陳氏 曰曆家 推算 專以 此定 疎密、 本 不足 爲變 異、 但 天 文 方遇此 際又爲 陰陽 厄會故 聖人 畏之 云々 

按 日月 爲 月掩而 如虧、 月食 日與 月相 對而 中間 有 地球、 隔日 光、 則 月 即食貪 處是地 影 也、 或 人 曰 暦 家 推 日 

交會 定食 者 皆 朔望之 際 也、 然 史書 亦 載 他日 食 之 則 非 變而何 乎、 曰 食 者 必有朔 望 之 際 決 無 他、 日 所載 史 

者 多以薄 食、 前 漢書 天文 志 曰、 日月 薄 食、 孟康曰 日月 無 光、 曰 薄 京 房 曰 亦 黄 爲薄韵 會曰不 交而食 曰薄韋 

昭曰 氣牲迫 之爲薄 云々、 然則薄 固 不日 月 交會、 昔時 天文 舉 不詳 明 故 以薄爲 實食謂 之變異 耳、 以陳氏 言 則 

知本不 變異、 只 聖人 長 其 厄、 會是足 破 了 千古 疑議耳 

〇梵 人別 音 在 音 不在 字 華 人別 字 在 字 不在 音梵 人長于 音、 所 傳從聞 入 華人從 見入、 故以 識字 焉賢知 云々 (震 

澤長 語) 竺土唐 山 字音の 別斯 のこと し、 但し 梵字の 巧なる 一 字 多 含 而隱情 を 通と する もの あり 

〇 秦孝 公一 一十 一 年 有レ馬 生， 人、 占 曰 諸 畜生 非 其 類 子孫 必有 非、 其 生者 至 始皇果 呂下韋 子な り 

集異 志に 見えたり 亦武 后の 時 井水 變 して 赤キ事 血の ことし、 井中 吁 嗟の 聲 ありし は 後臣醋 吏の 妖、 晉 

惠 帝の 時 殿 前の 鐘 涕を 出せし は、 賈后か 惡の感 する 所なる よしいへ り、 和漢 池 水色 を 變し物 汗 を 流す 

六 五 九 
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事 ま、 あり、 呰 善から ぬ 事に そ 

〇 眼鏡々 靉 la とい ふ は 趙希鹄 か 洞 天 淸錄に 出たり、 元 西域 滿利國 より 宋の 時傳 えしと そ 

〇 秋の 華 は 藤 はかまお みな へ しなんと 名 も ふりて むかし 覺 へ たり、 建 蘭の かう はしき 秋 海棠 色う つくし 

き 中く めて たし、 中 比 まて は我國 にな かりし にや、 我 敬 公秋 海棠 を ひと もと 得させ 給 ひかきり なくめ 

てお も ほしけ る、 共 時 まて はしる 者 まれくな りしに、 明.' 元贊 見て 唐土の かたに な へ て 多き よし 啓し け 

ろなん、 今 はいつ くも 多く 侍る 

〇 何 異孫十 一 經問對 一 曰 論語 云々 孔子 沒 門人 以 平日 所 記 輯而錄 之 如 今 之語錄 云々 

〇 日本み 祌國 とい ふ は 我 前 王 先 氏 皆 尊み て かみと 稱せ しかみ は 上の 意 也、 訓を假 て 神の 字 を 用 ふ、 後世 

祌異の 神と し 巫 風 を 以て 神道と 云 ふ ロ惜、 鬼神に つか ふる を 以て 神國 とい は、、 謝 氏か雜 姐に 所謂 琉球 

敬祌以 人 守 節 者 爲尸謂 之 女王、 世 由 神 選 以相代 自國王 以下 莫不 拜禱、 惟 謹 田將獲 必禱於 神、 神 先牲探 

秘數茄 之 懲災 捍忠屢 顯應靈 云々、 然れ は琉球 もも 神國と いふへ し、 中國 却て 淫祠と す _ 

CX 乙 酉 月 棚) 黄葉 山 六 世 千默死 (明 ノ福州 ノ僭號 曇瑞性 安) 同 六日 茶毘、 全身 化 五色、 舍利 門人 分 得之來 

(什 九：：：)， 成 M 之似藥 珠^ 现彩 或問此 舍利實 一 奇事 也、 儒家 有說 乎、 答 我 朱 夫子 曰 釋氏之 學務使 神 輕去其 

轮、 以爲座 亡 立. 脱 之備、 其 魄之未 盡化者 則流爲 膏液爲 珠琲、 以驚動 世俗 之 耳目、 非 老子 專氣致 柔之謂 ( 

語類 Ki 卄七) 此不 鏤異、 或 曰 異邦 有 術 者 人 死 則 稍 中 藏以藥 レ珠火 化 而後 開 灰 洒水則 多爲如 硝子 子瓔 珠俗以 

爲，： n 骨 所 化、 凡 浮 屠 氏 設術欺 人 者 非 一 1 一、 從來 夫子 所謂 膏琲而 雖非僞 物、 然 汚穢 灰 膏豈足 祟 之？^ 以券石 

藥珠 欺^ 人 者 乎 

〇肖柏(^1^州|^^<)を牡丹花老人と いふ は 

さかぬ 花や こ、 ろの 深 見 草 

とい ふ 連歌の？^ せし よりの 異名と かや 
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進堆 天降 獲 叢雲 5^ 武 東征 名 草 難 須信知 仁 賴勇行 萬 年 寳祀吾 湯 市 

山 崎 敬義翁 明曆四 年の 春 熱 田の 社に まふて、 此詩を 作れり、 寶に 素尊她 をき りて 刽を 得、 稻^ 姬を めして 

出 雲の 大社の 紀元と 成 給 ふ、 又 八 雲の 三十 一字 は 俊 耿の體 の 初な りけ り、 武尊 は刽を 得て 賊を はら ひせ リ 

酢 姬を幸 ひし 熟 田に 和 魂 を 殘し給 ふ、 新 治 十八 字の 御 ことのは は 連歌の 權舆 也け る、 謹て おもへ は 素 尊 

は體 にして 武 尊の 用 也、 盖し劍 は 二 尊の 表 乃 神乃武 

〇 春 日本 兒屋命 一 座 後 移 祭 三 神 爲四座 北ハ故 如何、 曰 按大鏡 鎌足 大臣 誕于常 陸 國鹿島 神社 北ハ本 2^ 之 神 也、 

於 此地祭 祖祌兒 屋命故 上世 新 帝 即位、 則 遣 幣使於 鹿 島 立 后 任 大臣、 亦 奉幣 祌護 景雲 二 年 以鹿島 及 香 取 之 

太 神 祭 之 卷日地 可 謂 上 寄宿 神 也、 其 若 姫 太 神 者 不知 其 故 書、 以待 君子 之 言 耳 

〇 後水尾 院五典 之 御製 

君臣 有義 - あまつ 空く もりな きまて 照る 月のう つれる 水の 色 もに こらす 

父子 有 親 雲井より 澤邊 にかよ ふ 聲す也 子 をお も ふ 鶴 もお も はる かな 

夫婦 有 別 行かよ ふ 山 田 もる おそいと まなき しつ はた 帶 のとけ しょの まも 

長幼 有 序 春 ことに 梅より つきて 人呋 花の 梢 あまた (脫 字ァリ 本ノ ママ) 打 ふたりな き 

朋友 有 信 あしまより 友した ふ聲の 哀れなる をのれ のみや は あさる 雁金 

又 神職の 御 歌の 中に 

賴む そよ 御 裳 川の すゑの 代の かすに はわれ ももれ ぬ 惠みを 

ァシマ  ァシマ  モズ  ■ , ： 

〇 地名に 文字 を 誤りし 味 k を 味 鏡と 書類 ひ、 唱へ あやまりし は毛受 (百舌鳥の 和訓 モズ なり Kn 舌 野 を 毛 

受 野と 古書に あり 假名 書な り) を めんじょと 讀類 ひ、 田舍の あやまり を 用 ゆる は田屋 をたん じ やと 讀類 

ひ、 音便 轉語 せる は 泥 江 を ひろいと 呼 ふ、 (今廣 井 作る) ヒ チをヒ とい ひコを 0と 云、 元ト ひち りこ 江と 

いふ 言な り、 江と 井 ど 通す 石 作 を やさ こと 呼 ふ、 元ト いはつ くりとい ふ 言な り、 - イワの 反シ やなり さく 
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とさ， J と 通す 

〇 文 作る に 行の 體 あり、 元ト 六義變 して 詩と なり 敎 となる 事實を 並へ、 始終 を 記しうた はる. A 樣 につく 

る を 行の 體と いふ 也 

〇問 禮勝则 離 樂勝則 流 才是勝 時 不唯至 於 流 與離即 禮樂便 不在 了、 朱 子 曰 這 正 在 勝 字 緊要 只 才有些 子差處 

則 禮失共 節 樂失其 和竞些 字 正 是交加 生死 (岸頭 語類 八十 七) 

凡そ 節 樂は和 也、 然るに 勝と いへ は是便 私の み豈 天 地 節 文 ありて 和樂 する に 似 侍らん や、 後世 樂は淫 

哀の聲 に 流れ 禮は 繁多の 觀に 止る、 神社の 祭祀 古き を傳 えし はいと 安らかに 自節文 ありて 煩 はしから 

す、 人兒 て和樂 す、 後の 事を好み 傍觀 をのみ 先と する の 如き は、 新爲 の附會 にあら され はいに しへ に 

か. - はり 法に のみな つみて、 時處 の分辨 なく 自勞し 人 苦 議りを まねく に 過 さるの み 嗚呼 

〇 神靈は 敬して 遠 さく 物と はかりこ. -ろ得 侍ら は 亦 誤る 處多 からん、 今國 家の 尊 神 東照宮に 越る はな 

し、 然るに 日光 山の 御宮 は 處民拜 殿に 遊行し、 或は 農具 を 枕と して 午睡す る さま 格 法の 神道 者 儒者な と 

見 は 犬に 非と せんか、 台德 公の 仰に も祌 社は處 民した しむに あらされ は 必らす 荒廢に 到ろ と、 故に 日光 

山 公に して |g 素 賤民の 參詣を ゆるし 給へ り、 され は 伊勢 太 神宮のお ほやけ なる いかなる 者 も 荒 かきの 御 

門の 前 まて 憚りな く 至りて こそ 神 をした しみな つかしく おも ふより、 亦 自尊 信 もお こりて 敬し 奉るな り、 

ひと へ に禮 法と て 人 を 遠 さけなん とせん は 神 を はなる V, 姿な りけ り 

〇JS 子 人 を 刑 殺す る 屠 者な り、 我國 刑戮の もの ある 時 戶を磔 りり 首 を 梟す ろ 事 をな す もの、 投 本は穰 

多の 種類に して 京師 は 藍^の 家是に 預れり 

〇 或 問攝州 i:H< 王 寺 西 門の 額 を 世俗 小 野道 風の 手跡と いふ、 按す るに 吾 熱 田春敲 門の 額と 筆勢 同し から 

す (此古 額 ffl^ 祝 師家の 藏 にあり) 如何、 曰 1K 王 寺の 額 は 道 風に あらす 是聖德 太子の 眞跡 なり、 天 王 寺の 

十 ：！ 記を按 する に、 此 事に 太子 三 體の筆 道 を 残し 給へ り、 所謂 三 體とは 


鹽 


一 i 疏 (神 文の 書 也) 二 曰碑龜 井の 碑石な り) 三 曰 額 (西 門 鳥 井 額な り) 

此三體 の 中疏と 碑と は 亡 ひて 傳 はらす、 今龜 井の 水中に ある 龜形は 彼 碑文の 臺石 なりと そ， 具に は讀 

書 類聚 (傳敎 大師 唐の 懷素 法師の 爲に 記せり) の 序文に 見えたり 

〇 百 練抄に 雲居 寺 (號 膝應藏 陀院) の 本尊 は 金色 八 丈の 彌陀 のよ し 見えたり、 昔洛 陽の 大佛 と稱 せし 事 古 

書に 見えな から、 八 丈の 大 像と は 聞え さると 曰、 予 異本の 百 練抄を 見し に 八 尺と 記せり、 是を是 とすへ 

き 者 か、 其 かみ 洛東法 勝 寺の 昆盧舍 那佛は 三 丈 二 尺夾侍 (胎藏 の 四佛) 各 1 一大 梵釋各 九 尺 四 天 八 尺と 云々 

講堂の 釋迴ニ 丈 普賢 文 珠各丈 六、 彌陀の 九 尊 及藥師 堂の 本尊 地蔵 丈 六 等い へり、 亦 五大堂の 不動 尊 二 丈 

六 (各 丈 六 王四大 明粹) 九重の 塔に 八 尺の 五智 を 安す と 云々、 大治 勅願 文 1； 續 本朝 文) に 見えたり、 か.' る 

大像 多く ありし か は 雲居 寺の 本 尺八 丈と いへ る も、 實は 座像 四 丈なる へ けれ はさ も ありし にや、 雲居 寺 

法 勝 寺 今 跡 なくなりし、 世の 變態 古今 同し からす 

〇 過し 頃 仙 洞 皇子 嘉 知の 宮五才 にして 早世 まします、 これ は 輪 王 寺 (日光) 准 后の 宮 (公 辨法 親王) の 御 

附 第に 定ら せた まひし か は、 わきての こる 御 うらみても 一 方なら す、 實相院 の 新 宫に御 やくそく ありし 皇 

子 もまた 打つ  きかくれ させ ましく ける、 水無月 末の 五日 左 大將家 (九 條權 大納言 師實 公) 廿六才 にし 

て薨 逝し 給 ふ、 今の 攝政家 (輔實 公) の 世子に て 渡らせた まふ、 御 母 は 益子內 親王 我少 君の 御 兄な り けれ 

は、 五月の 初めより 舂日 御社 希有の 神異 ありし、 畿 內近國 (此 間脫文 あり) 參り 侍りし、 彼 御旅の 中正し く 

赤色 忿怒の 面 像に 人に は 見えさせ 給 ふなん とい ひし、 よからぬ 怪異に やと 京 田舍不 霧し かりし か、 國家 祟 

神の 奉祀に わたらせ 給 ふへ き 皇子 攝祿 時の 長者の 御 摘 子 かくれさせた まふ 御 事、 いかさま 神慮 さきた ち 

て 其 兆 を 示現し ましく ける にやと 京 童街談 せり 

〇 八月 十六 日 (未 下 刻) 先 公の 靈柩 来らせ 給 ふ (木 曾路 洪水に て 一 日の ひた まふ) 御家人 甲斐な き 御 迎に參 

り 侍る も ゆく りなき 世の すかた なりけ る、 頓て建 中 寺の 御堂に 殯し 奉り、 朝夕 盛 奠し六 時 勤行 ありし、 
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藩屏 盤石 事 皆 非 武藝 英姿 剩德威 漠 殿論經 搜舊藉 梁 園 5r 冊 忘 心機 

麟眸失 影 知何處 龍 種乘雲 長不歸 金 寳签存 龜紐絕 西風 吹 淚濕人 衣 

正德 三年 八月 日 大舉頭 藤： 篤 謹 誠 

正德 三年 七月 1 一十 六日 尾 賜 侯 黄 門 源君斃 去、 身 居 貴 威 之 上 齢 及 五 旬 之 半天 哉 命 哉、 謂 之 何 哉 如 湊運應 

佳 招近拜 尊容 恩 遇之涯 何日 忘 乎、 君 若 保 餘齡長 治 封 國則河 §1 王 之 學術東 平 王之寬 仁可以 期焉、 可以待 

焉鳴 呼此年 何年 乎此日 何日 乎爲 世爲國 不堪 悲泣 也謹陚 鞔詞以 表微忱 

憶 昨 逍遙 錦緯筵 盛容 威望 兩相全 黄 門贵美 唯留位 素 月沒光 {4! 仰 1K 

千里 良 駒 才已盡 十 枝 若木 影 難 連 州 民懷德 不能 忘 餘得ー 一 南 敎化傳 

林 信 元拜書 

正德 三年 七月 廿 六日 宗藩尾 陽 俟銀靑 光 錄黄門 源 公 幾、 鳴 呼 爲國家 可 長大息 哉、 僕 亦 得 公之 顧 遇 哀情 殊 

切 因賦奉 

自是 神堯後 由来 公子 祥 英姿 千里 去 雋望 一朝 亡 

宗窒 贫議表 世 家 唯： 墨 章 周拜 悲魯衛 漢代 哭齊梁 

蘭 坂 暮風寂 一 桂 萩 露 傷 稼 生 多 日 事 哀挽 淚盈裳 

林 信智拜 書肅具 

圚鹿御 事の 後う かりし 御 わさと もに 日數 あはた、 しう 過 させ まします ほと、 八月 末の 九日 侍 從正喬 朝臣 

(阿部) 及 重 之 朝 ほ (久 世) 上意の 御 使と して 我 世子 御 襲 封の 仰 こと 侍りし、 兩少將 家 (義行 君通顯 君) 幼君 

に そ ひ 上意 を受 させ 給 ふ、 長月 十八 日 左 近 仗 家 (義行 卿) 嗣 君に 代り 柳營 にの ほらせ ましくて 封國御 

相 緒の、 ぉ賀 申させ まし- (-- き、 か、 れは亦 御 祝 事と もさ こそ わたらせ 給 ひける に、 神無月の 初めより 幼君 

御 醫藥の 御き f  3 え ありに 府下 何となく 物 さは かし、 さても 居 待の 月 あ へ なく 雲 かくれ 武藏 野の 霜に とも. 


廢 


尻 


な はれ 給 ひし そ、 同し 廿 一 日の 夜 御裘を 開かせられ しか は、 いよく まと ひゆく 時雨に ほさぬ 袂も濡 かへ 

りて 貴賤 何の 殿なら ぬ 類 ひまても おのかし.' 驚 まるら せけ る、 三と せの 御船と 申な から 猶 初の 冬なる に 

あへ なく 過 させ まし/ \ ける 御 果報の 程 申 も 愚かな りけ り、 國の 君と あ ふき 奉りし 事 わつ かに 四十九日 

になん 侍る、 先 公 御 卒哭の 忌 辰 を だに またせた ま はて ゆく りなく 淺 ましき 御 事. 思 ひかけ ぬ 御經營 とも 老 

の 耳に 閜ま ゐら する につけて た. - まほろし とも わき かね 侍りし 世の さため なく を くれ 先た、 せ 給 ひし 末 

の 露 本のし つく こそ かなし けれ、 そ も/ \ 泡 床の あたなる 老の身 は 中/、 け ふまても と まり、 驢年犬 曰 

をお ろかに かさね 侍る もい と. - つれな しゃいた つらに 過 こし 春秋に や 、陰 かた ふき、 た、 齡を わすれ 捥 

腕校郞 のよ しなき 身を耻 すして、 名 場 利 門に 立 交り 侍る 事 あさましから ぬか は、 およそ は 無常の m 者し 

きりに かり もて ゆく 屠 者の 羊なら す、 あゆみ を 急き 立 か へる へ き 道なら ね は 泉下 そ 付 侍らん、 一 息つ か 

され はこれ を 後世に 屬す、 一 念嵯跎 せは必 輪回に 隋 せん、 空しく 土に くち 煙に 登る へき 身 を 愛して 千と 

せの はかり 事 を 慮り、 氷に 結 はれ 炎に むせ はんする 魂 を かへ りみ すして、 萬刦の 愁を數 へなん 事是 誰か 

あやまち そや、 朝に 立 尊卑よ ろつ いは ふへ き 事の 日なん と は、 たれ も/、 け ふ を はれと 装飾の みして、 

夢幻 泡 影の 榮を 忘れさる 者な し、 つらく 思へ は たちまちに いたりな は餘算 いつまて とか 期す へき、 

され は 古賢 世の 忿忙に 見る にっきて 胸中の 觀 念す みまさり、 いさきよ く 浮世 をの かれ 侍りし 類 も 少な か 

ら すまして 眼前の 無常 見 をて まめ やかに 驚し 程のお も ひなかる へき か は、 鳴 呼 照界處 ひろくして 常住の 

地な く、 衆生 形 多くして 永存の 賢 ある 事な し、 苦 海 波浪 高し いつれ の 日か樂 土の 彼岸に 至る へき、 生死 鄕 

里遙 なり 誰の 人 敷 涅槃の 心 都に 導かん、 二 鼠の 我 を 以て ひく 事晝夜 をす てす、 百年 膦 日の 中に 迫り、 獨 

羊の 人 を 追 ふ 事 常時に 覺 へす、 一期 彈 指の 間に 盡 なんとす、 退て 往昔 を かへ り みれ は 一 善の 種子な く、 

進ん て來報 をお も へ はコー 毒の 根本 深く 白 髮は貴 介の 頭上 も繞 せす 靑癡は 名門の 身も簡 事な し、 東 岱の霞 

終に 老少の 枯骨 を殘 し、 北 芒の 露と もに 貴賤の 魂魄 を 宿す、 遠く 聞 近く 見し 人いた つらに 呼 殘す舊 名 を 
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のみと、 めて いつしか 昔語りと 成 行 侍る さま あはれ なり、 愚かなる かな 五 種 不淨の 身 を わすれ、 三輪 淸 

淨の果 を 願 はさる 事、 然るに 衆生 九 識其图 の 長夜い ま を 開 語の 曙を辨 へす といへ とも、 如来 十 劫 成覺の 

慈 光 #» く 西 邁の路 をて らし まします、 I:!- く 念々 不捨の 信 力 を 成立し 順 破 成佛の 正業 を修爲 し、 柴の戶 の 

し はし 枯 命な す ほと も靜 けく、 むらさきの 雲の 迎を 侍なん こそ 且は思 ひ 出なる へき、 いやしくも 塵の 世 

に 立 幻の 身 を くるしめ 侍る 事い と 口 をし けれ、 拉も先 幼君い また 御 初 かふり にた も 及 はせ 給 はさり しか 

は、 御 叙^の 詔 命 もなかり しに、 霜月 二日 御 追贈の 典 行 はれ 參議從 三位 を まいらせられし、 上使に は 正 

喬朝 ほと かや 聞え させ 給 ふ權柴 のし はし 綠の御 袖 を も かさねさせ 給 はすまして、 三 笠 山の さか ゆく 紫の 

色御覽 せられ さりし かと も、 さす か祌祖 敬廟の 御餘澤 いちしる しくて 贈 命の 御 さた ありし こそ 亦た めし 

なく 侍る にや、 深 覺院の 少將家 (從四 位下 內藏 頭賴職 朝臣) 紀疾嗣 封の 後 幾 ほと なく 薨せ させ ましく け 

ろに も、 公卿の 御 贈 典 はな かりし か、 國 たみた も 身き、 奉 は 類い や 高き 位 山 も か へらぬ 路の さかえと お 

ほけ なく、 今 ひとし ほの. 5 を 落し 侍る、 同し 八日 靈柩 東海道より 登り 入らせ 給 ふ、 御 道す からの 御作 法 

見 奉る にもい また 御存 日の やうに て 御家人 且は 夢の こ、 ちし 侍る、 中 一 ト日 ありて 十日の 朝御途 葬な り 

し法號 (御 贈 典に より 朝廷 へ 荒 川 次郞を 九郞を 以て 御禮 あり 十 f 一月 廿 1 一日な り) 

通- M 院^ 贈參. 議從 三位 源 譽法仙 性 達 大意 子 

• と 建 中 寺の 赏首 授け 奉らる、 やかて 十二 日より 一 千 部 御讀經 はし まり、 御 月 忌 初に 御 結願と きこえさせ 

給 ふ 

の 巾 なれと も 世の 式 中陰 はて、 後 は、 公私に つけて いつれ もな と 世の わさに 立 交り 侍る 事 なれ は、 御 

法會 にも 參りぁ ひ 奉りぬ、 無 莊巖光 一 念 及 一 時 善 照 諸怫會 利益 諸 群生と いふ を 心に 唱へ 侍りて、 大功 

德カ德 成就 を 念し 侍りし か 旋頭歌 Q すかた を 

まよ ふ へ きうき 世の やみ は晴 にけ らし も 雪に 猶ゅふ 月し ろき 西の 山の端 


尻  感 


同し 時 

夢殘 驚， 風 從月 那忽々 嗚雁迷 孤影 雪花 慘淡中 

十一月 九 曰 紀伊德 川 前 少府監 (深 覺 院少將 家) 大樹より 參議從 三位 御 贈 進の 典 行 はれ 侍る、 上使 は土屋 

相 州と 聞え し 

仲冬 (十 一 日) 我 少將家 (從四 位下 大隅 守通顯 朝臣 松 平) 御嗣 封、 上使 は 井上 河 內守正 峰久世 大和 守 重 之と 

云々 贈 宰相 家の 御遣領 御相續 あるべき よし、 且御稱 號も德 川た るべき ものな と、 上意 即日 少將家 柳營に 

の ほらせ 給 ひて 御拜謝 ありし 

公 は 元 祿五年 壬 申 一 一月 八日 御 誕生 (御 母 公い つみの 御 方吉田 氏の 女 今 は 泉 光 院と稱 す) 正德 1 一年 壬ぎ 二月 

東都へ 御 下り 二日 御發駕 十日 御着 府 同月 一 一十三 日 幕下の 御 年老に 謁見 あり (攝州 公 御 同道と 云々) 五 月 廿 

五日 初て 大樹に 見えさせ 給 ふ 十二月 十五 日從四 位下 左 近衛 少將 兼大隅 守を拜 しまし ます、 京都への 御 

禮使 (巳の 正月) 河 村九郞 右衛門 

正德 三年 癸 巳 十一 一月 十 一 日御嗣 封の 拜賀 朝廷 へ 御禮使 吉原甚 太夫 仲 治 

同月 十五 日 大樹 御 諱字御 授與稱 繼友卿 

同日 從 三位 右 近衛 攛中將 公 柳營に 登らせ 給 ひ 大樹に 御 謁見 あり、 侍 從喬知 朝臣 仰 を 演說と 云々、 即 

刻 御献儀 大樹 御 1^ を 拾ひ且 正宗の 御 刀 (代金 百 五 拾 枚) を まいらせ 給 ふ 

禁裏 仙 洞 へ 御 使 は 志 水 甲斐 宗秀を 上させ 給 ふ 

〇 立春 之 R 答 客に 號 (巳 十一 一月 廿  一 3 

殘藤 雪花 舊復新 單瓢獨 酒 白眉 瀕 諸君 勸我母 多 語 一 朶疎梅 自是舂 

〇 立春 後 一 日ぎ 1: 龍 和^ 紅梅 (我 亦 贈 柳 花) 

香 夢 破 窓 潔 年"^ 回自梅 景陽 迎翠暖 寒士 上舂臺 

六 六 力 


尻  Si 


  六 七。 

起居 淹不聞 聊贈 一枝 梅 柳 絮载淸 製 報來 照梵臺 

〇年の^に^.11の降し门(4-ー  ：nl: 廿 五日) ある 人の 許より 世の 述懷 なと 書て 其 奥に 

しろ やい そかぬ 老の暮 と は 

と 聞え ける 程に 返し 遣 はすと て 行年の 道 ふり かくせ 夜半の 雪 

けに HE: 飛拔 急に！ il. 蠑 として 歲亦 のこれり、 老の浪 立 も か へらぬ 來 しかた をお も ふに、 いそちの 夢 寒暑 

空しくなす ことなくて あたにお くり 迎 へ し、 冷 月 凍 雲 も あはれ なり 

錢召窓 前 夢 月 殘雪後 峰 一 聲孤鹤 恨 曆尾卷 三冬 

〇 寇恩 あつく 所の 榮目を 驚かせし 人 もまた 時 有て 門前に 雀羅 を も ふけつへ きさまに なり 行 そ 世の さため 

なきす かたなり けり、 眼前に か 、 る を 見ても 猶 出来の 望 深く かや かく や 安らかなら ぬ淺 ましから す やと 

いふ 者の 侍りし か は 

の ほれ そ 又く たりけ り いなふねの いなと やい ひて 誰か やみけ む 

〇 歳暮になる 世捨 人の 葡に まかりて 嵐の はけし りか けれ は 

吹す つる 年の な こりと 思 ふに もよ そに は 聞 力し 軒の まつ 風 

返し 

年. 悲し 松の あらしに と はれても なほ つれな き はう き 身なり 凫 

〇 除夜の 筆す さ ひに 

梅 践！： 開^ 雪 笑 吾 白 頭 新 雲 雨 幾飜手 風波 未脫身 

蹐名場 \ ィ于 跟利 路吟呻 分歲 一 盃綠 曉鏡 亦耻舂 


尻 卷之 九十 四 


0 


尻 


〇 甲 午 元旦 發毫 立春 在舊臘 

舊年尾 又 新年 首 一指 乾坤 一馬 春 旣遭隆 蓮 光花 日 況是艷 陽 iwlK- 

あけ 初て 光りのと けき 玉 ほこの みち もみち ある 時つ はるかせ 

〇 年の 初に 荒木 田の 某より 文お とつれ 侍りて 

敷な みの 浪路 かさなる 言の葉の 猶 せし な はるのお とつれ 

返しに 予 五十一 一にな りし 事 を 

絶す よる 玉 もしき 波い そちへ て 一 一見の うらに かよ ふ はるかせ 

〇 福壽 老人 (天然 子 八十 一 才) 予か試 毫を和 せらる 


紅 輪碾曉 大千廣 

野中 氏 もまた 和 を 送らる 

渐々 一 水生 三 木 

亦瑞峰 上人 

歳星 甲 午 回 佳 運 

再 和 

東風 書 綠池紋 彩 


百 慮同歸 


自是春 ェ 無 偏頗 禁壇樵 舍得其 辰 


蛇 尾 化成 馬首 舂 偏 僻縱無 見新曆 翠歸 野草 識 佳辰 


迎途 一 時 冬 叉 春 德驥 新嘛留 白米 喬松獨 傲 報淸辰 


嘉見 瑞雲 一 朶春 


梅 淸紫洞 雪融辰 


鶯喚靑 林 霞蔟曙 

〇 太平 記に 猿樂は 佳例 延年の 法な りと、 或は 延年の 舞と て 舞樂の 最初に あり、 是惡鬼 魔障 を はら ふ 一 術 

也、 露拂 とい ふ是 也、 圓光 大師 行狀に 後白河 法皇 如法 經の御 時、 山門に て 延年の 種々 の藝を 施す と 云々、 
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尻 
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その a 鹰黉九 口 大抵， 此場方 三十 間 計り 芝 をた  >- みて 緣 とす、 承 仕 等の 者 甲兵 を帶し 異形の 小童に 床机 を 持 

せ 來て腰 打 かけて 芝居 を圍 む、 中に 狩 衣 着た る兒を 並へ 其 中央に して 舞 其 藝 さま/、 なる 中に 

夫 催 床拂 象議 披露 假屋樂 中.^ 俱舍 亂舞 等 あり 遊儈 とて 色々 の 装 .EK 着た る 法師の する わ 

さなり 

糸 給 韓神 (兒 童の わさと す) 朗詠 白拍子 開口 《^ 辨 伽陀 連 事 ー兒. it 風流 

相亂 拍子 退出 樂 

今 南都 藥師 寺の 倂房傳 へて いっく にても 催し あれ は 彼 寺 僮等牲 てつと むと 云 々 、 昔 は 貴 介の 家に して 時 

々ありし にや、 吾妻 鑑に承 元 五 年 正月 五 n 御前の 酒 盛に 及ん て 延年 等 ありし 事 記せり、 是. いにしへの 敬 

樂 にして 今の 猿 樂は此 より 事 起れ り 

〇 晋の季 へ 五 胡 十六 君 夷狄の 潜 偽 五凉ー ー趙四 蕪三秦 乞伏此 中、 ニー 秦の末 後 秦は姚 一長 を始 とす 、元、. ゑ ひす 

國の者 也、 惡 逆の 人な りし、 父子 二； 代 三十 四 年に して 晋の劉 裕に滅 され 跡 結たり、 羅什是 に 仕へ 經を譯 

す、 奉 詔 譯の三 字 を 置 詔の 字 潜 偽 也、 中國 正統の 主に あらす 

〇 尾 州 出生 之武土 


海 束 郡 勝 幡 村 

射 村 (信 長臣) 

(5 

同 (信 長臣) 


織 田 信畏公 

柴田 修理 亮勝家 

平手 中務太 輔政秃 

林 佐 渡 守 信 勝 


同 同村 (右 同) 前 田 又 左 衛門尉 利 家 

葉 栗 郡 北方 村  お 谷川 藤五郞 

(右 同) 河 尻 肥 前 守 


愛知 郡 中 村  豐臣 秀吉公 

冋 末 村 (同)  佐久間 右衛門 尉 信 盛 

愛知 郡 兒玉村 (信 長秀吉 ぼ) 丹 羽 五郎左衛門 長秀 

同 荒 子 村 (信 長 秀吉 ほ) 池 田 紀伊守 信 輝 

春 日 井 郡 比 良 村 (右 同) 佐々 內藏 助成 正 

(信 長臣) 築 田 出；^ 守 

愛知 郡 岩 崎 村 (信 長 及常眞  >ー 仕 丹 羽 勘 助 氏 次 


尻  望 


知 多 郡 緒 川 村  水 野 下野 守 i_ ョ兀 

同 英比村 (神 君-一 仕) 久松佐 渡 守 

同 同村 (秀 吉臣) 毛 利 伊勢 守 高 政 

同 (右 同) 小 出 播磨守 

(右 臣) 木 下肥 後 守 

同 二 寺 村 (右 同) 福 島 左 衛門大 夫 正則 

同 津島村 (右 同) 平野 甚 右衛門 

同 同村  平野 遠、 江 守 

同 同村  眞野藏 人 

同 同村 (秀忠 公-一 仕) 堀 田 勤 右衛門 

同 同村，. 秀吉ニ 仕) 安彥 右京 進 

同 下津村 (秀 吉臣) 加 藤 遠 江 守泰景 

同一 宫村 (信 長- 1 仕) 關十郞 左衛門 

(秀吉 臣後御 旗本) 佐久間 河內守 

(秀 吉臣)  靑木紀 伊 守 

葉 栗 郡 尾關村 (右 同) 尾 關石見 

同 同村  小 坂 孫九郞 

同 河 和 村 (右 同) 水 野 孫 八 

同 木 田 村 (池 田 勝 人家 從) 荒 尾 美 作 

(秀 吉臣) 前 野 但馬守 


^ 大野 村 (信 長臣) 佐 治 上野 介 信 氏 

中島郡^^安賀村(信長臣) 淺 井新 八 郞 

同 同 村 (右 同)  加 藤 肥 後 守淸正 

(右 同)  杉 原 伯誉守 

海 東 郡 蜂 須賀村 (右 同) 蜂須賀 阿波 守至鎭 

同 勝幡村 (信 長臣) 岡 田 助 左衛門 

同 同村  堀 田 若狹守 

同 同村  堀 田 岡 書 

同 同村  伊藤 丹 後 守 長實 

同 同村 (仕 瀧 川 左 近而從 福. お 正則) 大橋茂 右^ e: 

中島 郡 一 宫村 (氏 鄕 二 仕) 蒲 生 源 左衛鬥 

同 赤 池 村 (常眞 政 則-一 仕) 長 谷川 孫八郞 

(柴田 勝 家 甥) 佐久間 玄蕃允 

同 一 宫村 (一柳 監物 家來) 大塚權 太夫 

(福 島 正則 臣)  福^«丹波 

同 前 野 村 (信 長 常 眞-ー 仕) 森 解. E 

知 多 郡 常 滑 村 (信 長臣) 水 野監物 

同 大高村 (右 同)  水 野大膳 

同 常 滑 村 (水 野 監物臣 後 御 旗本) 村田權 右衛門 

(信 長臣)  中 野 义兵衛 


六 七三 


六 七 四 


丹 羽 郡 岩 倉 村 (秀 吉臣) 山 內對馬 守 

m: お 村 0!3^ 秀吉 ほ) 兼 松 修现亮 

同小 折 村 (常眞 秀次忠 .^11 卿 義直卿 仕) 生 駒 八 右衛門 

Ei: 浅 野 村 (ZI)  淺野彈 正少弼 

M 條木村 GiA? 正則 家來) 梶田出 雲 守 

同小 幡村 (池阳 勝 人家 人) 土 肥 周 防 守 

右 同 赤 座內膳 

问^ 海 村 (常 露 加 藤 左 馬 介 忠吉卿 仕义御 旗本) 土方 宇右衛門 

同 12 村 (信 長常眞 仕) 梶川 五左衛門 

(常 爲仕後 御 旗本) 久保平 左衛門 

(右：： ！：)  荒 川 長 右衛門 

同 〔生 崎 村 (丹 羽 長 秀後秀 吉公淺 野 幸 長 仕) 上田 主 水 

(水 野 下野 守臣) 上田 淸兵衛 

(右 同) 今 村 伊贺守 

同藤^^^(丹羽^介被追出：>丹羽左馬允 

同.购井村(常3ぬ秀次忠吉卿義^^卿仕)中村數馬 

SUM 村 (同 衆 又 池 田 輝 政 仕) 加 藤太郞 右衛門 

(右 同义義 卿 仕) 武藤掃 部 

同名 古屋村 (常 M 又 奉仕 神 君) 土方^ 兵衛 

(蒲 生 氏 鄉又森 美 作 仕) 名古屋 三 左衛鬥 


同 稻島村 (瀧 川 左 近 秀吉後 御 旗本 叉義直 卿-一 仕) 瀧 川豐前 

同 奥 田 村  堀 監物 

同 御供所 村 (秀吉 公臣) 堀 尾帶刀 

舂日井 郡稻葉 村、 柴田勝 家臣) 毛 受庄助 

同 光 靑寺村 (同)  水 野次 郞 右衛門 

海 東 郡 千 音 寺 村 ハ信長 二 仕) 恒河 右馬允 

愛知 郡 古渡 村 (神 君 -1 仕) 村 瀨左馬 介 

(常眞 後 仕秀忠 公) 林 大學頭 

(信 長 後 御 旗本) 服 部 小 平 太 

(信 長 後 御 旗本) 服部權 太夫 

同 萬 場 村 (秀吉 公臣) 寺 西 備中守 

同 沓掛村 (信 長秀吉 仕) 川口 長 助 

右 同 又 神 君 一一 モ 村 串與惣 左衛鬥 

同 上野 村 (長 信臣) 下方 左 近 

(長 谷川 藤 五 郞家來 後 御 旗本) 島 彌左衛 門 

同 長久 手 村 (常 眞衆又 御 旗本) 牧助 右衛門 

愛知 郡 岩 嫁 村 (常眞 又 忠吉卿 仕) 寺 西 甚太郞 

(常 眞衆叉 御 旗本) 溝 口外 記 

同 同村 (常 眞秀次 忠吉卿 仕) 澤井左 衛門尉 

(淺野 長 政 幸 長 仕) 淺野左 衛門佐 
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. 同 笠 寺 村 (佐久 間 甚九郞 又常眞 後神 君 二 モ 奉仕) 山 口 修理 進 

〇 湯 火傷 を療 する に ひる もとい ふ 物み」 砂糖水に てと き 侍る、 其 功 神の ことし、 或 人大に 火傷し 面 はろ、 

事甚 しく 眼 口 も 見えさる に 至る、 かの ひる も をつ け けれ は 一夜に 痛み 止 腫 消す、 兩日 を經て 全く 平復す 

1 通りの 湯 火傷に は 一 塗して！ S を またす して 癒 ゆ、 世に 澤 山なる 物に 如 此神効 あり 

〇 笠 寺の 天神の 像 は 星 崎 城主 山 口 半 左衛門 入道 少雲關 白秀次 滅亡の 時 同し く 亡 ふる 也、 其 時 長 持に 入た 

ろ もの を 笠 寺 へ 預け 置たり、 其 內目錄 に のせさる 故秀吉 より 東光院 へ 賜 はると 也 

〇 餅 は 小麥の 粉に して 作る ものな り 

モ チゴメ 

養の 字 は 糯 を 炊き 爛し てこれ を壕 もの なれ は 今の 餅 也 

餻の字 も 餅と 訓す此 は 粳 にて 作る 物な り 

〇 或 曰 彌陀經 に 蓮華の 大サ 車輪の 如しと いへ り、 餘 りなる 大言 敷、 但し 極樂は 表示 なれ は詞の あやに や、 

予曰蠻 夷の 國に はえ もしらぬ 物 こそ 多 かめれ、 過し 庚 寅の 一 一月 城 東淨圓 寺に て 濃 州 臥龍 山 行 基 寺なる 親 

鸞の 影を拜 ます (濃 州评內 家に 親鸞 上人 書の 綠 有し を義行 公寫 させた まふな り) 亦 東大寺の 俊 乘坊重 源 上 

人性 昔 大佛勸 綠の時 持し 物な りと て蓮實 にて 作りし 酌 あり、 大サ 四寸餘 口の 徑リ 三寸 はかりに 兑ゅ (是義 

行 公 御府の 物な りし を 近年 行 基 寺に あ づけ させ 給 ふと かや) され はかる 蓮實を 以て 其 蓮 房 を はから は大 

槪四五 尺 も 有なん、 こ.？ もとに ある 蓮 を 見る へからす、 おも ふに 竺土佛 を 請す る 時 此大蓮 花 を 取て 座と 

するな る へ し 

〇 寬文 三年 禁裏 及 ひ 仙 洞 御造畢 有て 圓城 寺へ 勅して 安鎭の 御沙汰 有しに、 山門 憤りて 訴に及 ひし か は、 

仙 洞 (後水尾 帝) 御 內書を 下され 此度 はすて に 勅許 ありし ま  >- 三 井寺の 法師 參る へ し、 此後は 山門に 仰 付 

らる へ しとて 事濟 にけ り 

〇 冠 いにしへ は 若年 淺官は 十六 歳 以後 皆う す 額 を 用 ひし、 京 極 關白は 三十 歲 左大臣の 時 初て 厚 額 をめ 

六 七 五 


尻  II 
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しけり (延久 三年の 記) 台 記に 右 大將兼 長 厚 額 を 用 ひ 給し を 殿下と かめ まし/、 ける とか や、 今 は 十六 歲 

以後 はな へ て 厚 額 を 用 ひ 給 ふ にや 

〇 大將载 さる 納言は 勅 授帶劎 の 宣下 を 蒙りて 太刀 を帶 たま ひし、 大臣の 大將 といへ とも 辭 表の 後 帶劍如 

元の よし 宣下 せられて 帶劍し 給 ひしと かや、 今 武門の 如き は必 しも 然らす 

〇 直 衣 冬 は 白き し  >ら の 綾、 夏 は 標の穀 織 (色に 淺深 あり) 童 体の 時 は 白 浮 織物 裏 は 濃紫な り、 又 少年の 

間 は 紫 it 色 あるひ は 半 色の 直 衣 着お の 事 ありと かや 鳥 帽子 直 衣 は 大納言 以上 參院の 時 勅 免 を 得て 着用し 

たま ふ 私に は 便宜に よりて 着し 給 ふ 事 子細な しと そ、 すへ て 直 衣 は 勅 免の 家なら て は此を 着せさる 敷 

〇 布拷 常に 袍に下 襲 を 着し 指貫 を 用 ゆる を 云 今 は 襲の 衣冠と 呼 ふに や 

野太 刀 無 文 丸 鞭の 帶を用 ゆるよ し (文治 一 一年の 御 記) 

直 衣布拷 i51 衣に 下が さね 指貫 を 着す る を 云と そ  > 

狩 衣^ 衣 小 la 衣と いふと かや  」 

鞍の 八 種 

水精 地 銀地 鏡 地 (赤銅 也) 黑地 黄 地 龜¥ 地 蒔檢 鉢 鞍 

表 敷 (赤地の 錦 を 用 ゆ) 下 鞍 (今 云 切 付 也 本色 は 豹の 皮) 大滑 (紫 革) ar の 連 着 小總 辻總 

泥 障 (熊の 皮は官 人の 外い にしへ は 用 ひす) 镫蜜 (舌 長 半 舌) 貫 鞘 (豹 皮) 平總 着繩 由木溺 

右 或 人の 間により て 後 成 恩 寺 殿の 御 記 を抄し 送る 

錦 葉拾錄 

昔 銀 冶 

仁王 寳劍 天 國作 大和 國 宇陀 郡に て 作 之 

新资釗 備前信 房 作 後鳥羽院 御宇 八 島 合 戰依失 寳劍作 之 


0 


烏 

切 


髭 切 

賓 

/， 

石 . 

獅子 丸， 

蝶 丸 

蒲德丸 

保 昌懷劍 

拔 丸 

和 目 丸 

鵜 丸 

鶴 丸 

打 丸 

拔打丸 

金 丸 

措 丸 

吹毛劍 

菊 丸 


安倍 貞任 退治 の 時 源賴義 うたす まかね に て銘を 入る 

天國作 平 將軍貞 盛の 太刀 

三條小 銀冶宗 近作 九條殿 重代 也 

河 內有成 作 後 白川院 御太刀 

遠 州 友 安 作 後 德大寺 左大臣 實定 公太 刀 

三條小 銀冶宗 近作 長 八 郞左衛 門 太刀 (鎌 倉權 五郎より 傳 はる) 

備前包 平作 後鳥羽院 御 劍也或 小 平 丸 トモ 云 

伯 奢 國大原 眞守作 平忠盛 太刀 

備前 助平 作 丹 波 守 藤 原 朝臣 保昌 太刀 

紀新 太夫 行 平作 閑院 家相 傳也 

三條吉 家作 後 白 川 院御劍 近 江 守忠家 (偉之) 

京 五條 國永作 相 摸守貞 時相 傳之 

奥州 舞 草 作 鎌 倉 法 華 堂納ル 

備前初 ノ助包 甲斐 國黑 俊太郞 太刀 也 

隱岐院 御作 菊 則 宗作之 鹽冶 相傳之 

傭 前 信 房 作 鳥 羽 院御劍 也 

粟田口 藤 三 郞國安 作 後鳥羽院 御劍也 

備前 助宗作 

粟田口 藤 林 國友作 後鳥羽院 御劍也 


十 
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樓 丸 備前 宗吉作 後鳥羽院 御劍也 

下 食 大和 友 光作 本 三位 中 將重衡 太刀 

鬼 丸 粟 S 口 國綱作 平 相 摸 守時賴 太刀 

^ 栗 鎌 < ぉ则宗 (源 藤 ナ、) 作 三 浦 介義明 太刀 

膈 丸 備前助 重 作 後^：：：？羽院御劍也  . 

袖 切 河內包 平作 小松內 大臣 重 盛 公太 刀 

族 丸 備前 一一： 郞國宗 作 禪林寺 家 在 之 

三 寅 丸 遠 州 Iwgl 作 代 々東宮 相傳 

壺 切 備 前：：：， 125 作 宇津宮 家 之 太刀 

巾 丸 们脊 國大原 a; 守 作 平清盛 人道 太刀 

面 影 來太郞 國行作 山 名 伊豆守 太刀 也 

蜘 切！^ (王 丸) 粟 m 口藤 四郞吉 光作 結 城 越後 入道 傳之 (刀-一 金 一一 テ文ヲ 入) 

血啼丸 奥州 雄 安 作 

骨 喰 奥州 鬼 王 丸 作 

藥研通 藤 叫郞吉 光作 公方 樣御 重代 御 腰 物 也 右水 生 十五 三 段と いへ る鍍 冶の 書の 中拔 書す 

〇 神前に^ 馬 を 奉る はもろ こしよりの 風俗な り、 馬 を こそ 書へ きに 人物 故事 はさら 也、 倡 家の 美 童娃房 

の 色婦を さへ 綠 かきて 神前 を 汚し 侍る は あさまし 

〇 有馬玄 it 頭 賴利歸 國の時 難 波に 船 待して おはせ し、 久留 米より 迎船 多く 来りし 船 奉行 某 心 をな やまし 

なか.. い 上りけ ろか、 卜 一 歳になる 男子 を連來 りし、 大 坂に 到りて 其 奉行 病死す、 頼 利 あはれ みたま ひて 日 

頃 心 かけあり し 者の 病みな から 來 りし、 若 男子 ゃ連來 りしと 問れ ける にさる 事 侍る よし 家人と も 申せし 
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か は、 召 出し 直に 家督 賜 はり、 船中の 指揮 汝に まかす 水 主と もお さなき ものな りと て あなと る 事な く 其 

令 を 請へ しとて 出 舟 ありし、 四 國邊の 海上に て 彼 意 船 を 急に 呼て 御舟 梶 とり 直して 仕れ、 直に はしらす 

る 事な かれと いひし、 あら かしめ 命 ありし 事 ゆ ゑい かなる 事と も辨 へさり しかと も 令の ま、 にせし、 頼 

利 わら は をよ ひて 唯今 は 何の 心 ありて 船 を 指南せ しそと 問れ し、 答 云 海中 鷗 多く 群て 飛 もやらぬ 處は必 

らす岩 ある もの 也と 亡父 申せし、 行先鷂 あまた 見え 候 ひし ほと にかく は 仕らせし と 中す、 まもなく 走る 

船の 左の 方大岩 潮に あら はれ 見えし、 かしこくも 申せし と 皆々 稱 美しけ るよ し、 中務太 輔賴元 朝臣の 家 

人 當時予 に 物語りし 賴 利の 人 を 見 給 ふ 事 明らかな りし 故に や 

〇 唐朝に 十 部の 樂を 立てなら はせ し 

燕樂 淸商 西凉 天竺 高麗 龜玆 安國 疏勒 康國 高國 

我 國に傳 へし 樂此 中なる へし 

〇 太平 樂は道 曲調 太平 樂 出る 時の を 胡 少子 武昌樂 とい ふ、 合歡 は 太平 樂の急 也と かや、 彼 二人 太刀ぬ 

きて 舞 ふ は 項 羽の 臣亞夫 か 高祖 をう たんと はかりて 項莊に 劍を拔 せて ま はせ しに、 項 伯 高祖 をいた はり 

>て お 劍 を拔. て 共 ける な^と- k, や . 11  ,    . . 
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六 AO 

0 尻 卷九 十五 

〇 本國の 寺社 年の 始 (正月 六日) 邦 君 を拜し 奉る、 座 次 大同小異 あり、 或は 僧綱 位次に より 又は 年老 藤 次 

に 依て 一 宗 一 社の 內 前後 時に よる、 今圓君 御代 正德 1 一年 壬 辰の 春 座 次 を 記す 

一せ！ J 及 ひ 津島は 別 日に 拜禮 あり、 尋常 は 熟 田 祠官の 次な り、 稻荷 神主 は 若宮の 次な り 

御內々 獨禮 

〈； 大台) 東照宮 神官 寺 東照宮 神主 (吉見 刑 部 太輔) (臨 濟) 水 野 維摩 院 

定光寺 (眞言) 長久 寺 (同) 天主 坊 

御對而 所獨禮 御 菩提 所 八ケ寺 

(淨土 紫 衣) 建 中 寺 (同 香 衣) 相應寺 (曹 洞) 萬 松 寺 (淨 土) 大森寺 

(同) 性高院 

天台宗 

(神 戶) 善覺寺 

(小 田 井) 願王院 

(岩屋 寺 村) 岩屋 寺您代 

(内 津) 妙 見 寺 

(木 3) 觀福 寺 

鎖西 派 

壽«& 寺 遍昭院 淸淨寺 (淸須 ) 正覺寺 西 蓮 寺 淸 安寺 光明寺 梅香院 


(同) 高岳院 (臨 濟) 政秀寺 (曹 洞) 大光院 


尻  键 


阿 彌陀寺 法藏寺 瑞寶寺 養 林 寺 尋盛寺 寳周寺 (篠 木) (緒 川) 善導 寺 (建久 寺 役者) 宗心院 

(同) 金順院 

西 山 派 

(飛 保 擅 林) 曼陀羅 寺 (部 田 擅 林) 祐福寺 (熱 田檀 林) 正覺寺 (一宮) 常 念 寺 (成 岩〕 常樂寺 西光院 

法廳寺 (大野) 東 龍 寺 誓願 寺 榮國寺 極藥寺 德林寺 (久屋 ) 誓願 寺 

眞言 宗 

(熟 田 神宮 寺) 醫王院 (長 野) 萬德寺 寳性院 (蜂 須賀) 蓮華 寺 (大ぎ 性 海 寺 (小 松 寺 村) 小 松 寺 

(一 宫) 地藏寺 (t 並) 大坊 藥師寺 (甚曰 寺) 法華院 (土 田) 寳！ 里. 院 (甚： HI 寺) 東林坊 七ッ寺 

(笠 寺) 西方 院 (吉 田) 新 長 谷 寺 永 正 寺 (戶 部) 天福 寺 S 鹿 尾) 寂光院 (國 府宮) 威德院 

(笠 寺) 東光院 觀音院 (熟 田 神宮 寺) 不動 (熱 田 神宮 寺) 愛染 院 

臨濟宗 

(犬 山) 瑞泉寺 (谷 口) 汾陽寺 (古渡) 泰雲寺 惣見寺 (犬 山) 德授寺 (上 有 知) 淸泰寺 

(熱 田) 永 泉 寺 禪隆寺 (稻 葉院) 凌雲 寺 (熟 田) 龍珠寺 (淸須 )總 見 寺 (長 良) 崇福寺 

(熱 田) 乾德寺 (野 上) 正傳寺 (賴 沼) 大安 寺 海 福 寺 (東 田 町) 寳林寺 (細目) 大仙寺 

(小 熊) 太寳寺 白 林 寺 (妙 興 寺 村) 妙 輿 寺 (熟 田) 妙 安寺 瑞雲 寺 (神 淵) 龍 叫 寺 (印 場) 良 福 寺 

(中 村： }愚溪 (神 領) 瑞雲 寺 大林寺 (石 原) 眞福寺 (熟 田) 大法 寺 (田 樂) 新德寺 (稻 葉) 祿源寺 

(比久 見) 妙樂寺 (如意) 瑞應寺 (六角堂) 長 光寺 慈 雲 庵 (蜂 谷) 瑞林寺 (熟 S) 海國寺 

永 源 寺 派 

(大 高) 長壽 寺 

五山 派 (甲 上) 法 山寺 (木ケ 崎) 長 母 寺 

I  4 ハ八 一 


山ハ八 二 


曹洞派 

9 淮) 正眼 寺 (白 坂) 雲 興 寺 舍笑寺 (木 田) 長 源 寺 (熱 田) 法 持 寺 (岩 倉) 龍潭寺 (熱 田) 福 重 寺 

(KHi^)： 止 法 寺 (小 折) 久昌寺 (小 幡) 大永寺 (熱 田) 圓通寺 (津島 ) 興禪寺 永 安寺 善 篤 寺 

(^海) 瑞禪寺 (九 坪) 平 田 寺 (常 滑) 總心寺 泰增寺 (下 飯 3、 成 福 寺 乾德寺 高顯寺 

(古 井) 光正 寺 (熟 田) 全隆寺 (御器所) 龍舆寺 普藏寺 長榮寺 安閑 寺 靈岳院 (土 田) 大吉 寺 

(緒 川) 乾坤 院 

•gl 山^ 派 (細 m) 善惠寺 

黄藥派 (東 輪 寺)  . 

日蓮 宗 

妙 勝 寺 本 遠 寺 赏成寺 法 華 寺 本 立 寺 常德寺 大法 寺 妙 本 寺 照 遠 寺 本耍寺 法 輪 寺 

本： 寺 大 光寺 情 妙 寺 長榮寺 聖蓮寺 妙 蓮 寺 (押切) 本 龍 寺 (岐阜) 法 華 寺 (同) 妙 照 寺 

淨蓮寺 本； 止 寺 妙痕寺 本 成 寺 蓮華 寺 壽元寺 蓮 勝 寺 (小 林) 玄乘寺 妙 行 寺 

一 向宗 S 東 一 一派 

東 本願 寺 名代 當年 輪番 (長 島) 願證寺 (針 崎) 勝鬉寺 興禪寺 聖德寺 守 綱 寺 珉光院 

(大野) 光明寺 (岐阜) 淨土寺 (松葉) 圓長寺 敎授寺 (成 岩) 無量 壽寺 眞廣寺 萬 幅 寺 

(熱 田) 興德寺 淨敎寺 覺正寺 (前 田)^ 盛 寺 敎泉寺 善 龍 寺 眞宗寺 正覺寺 長圓寺 

長德寺 圓勝寺 敎順寺 延廣寺 (墨」 牡) 滿； i 寺 (足 近) 西方 寺 (東 田 町) 淨圓寺 (获 原) 常瑞寺 

(刈 安 加) 正 福 寺 專德寺 乘西寺 (巾 下) 一四 願 寺 正敎寺 長 福 寺 (枇杷 島) 西 源 寺 (津 島) 淨蓮寺 

姜導寺 養 念 寺 (小 林) 樂： 速 寺 慶榮寺 ^1明寺 (廣 井) 畏圓寺 (今 尾) 西 願 寺 (岐阜) 蓮 生 寺 

(巾 下) 法藏寺 ^行 寺 正 福 寺 (牛 立) 願 興 寺 (四 女子) 德本寺 (廣 井) 淨信寺 (巾 下)： 止覺寺 


- (小 塚) 西 生 寺 聞 安. 一.- 光 連 寺 善 龍 寺 (前 飛 保) 上宮寺 (下 津) 阿 彌陀寺 (八 神) 珉德寺 崇覺寺 

高田宗 

(赤 津) 萬德寺 (廣 井) 信行院 至誡院 賢隆寺 (山 口) 本 泉 寺 _ 

時宗 

光明寺 蓮臺寺 西 福 寺 

山伏 

(淺 間) 淸壽院 (愛 {石) 大乘院 (鵜 沼) 玉泉院 多寳院 (羽 黑) 眞福院 

社 人 

千秋 大藏 太輔 大喜主 殿 頭 馬場 左京亮 田 島 丹 波 守 大喜 右京 大喜民 部 (若宮 神主) 間宮主 殿 

(二 官祌 主) 織 部 (國 府宮 神主) 左 門 (淸須 上 畠 神主) 織 部 (淸須 上 畠 神主) 出 羽 (同 山 王 神主) 外 記 

(上田 八幡 神主) 左 京 (大曾 根 八幡 神主) 壹岐 (廣井 八幡 神主) 上野 (二宮 南祌 主) 久兵衛 

(廣井 天 王 神主) 和 泉 (同) 釆女 (天道 神主) 石 見 (神明 神主) 淡路 (辨才 H< 神主) 若狹 

(白山 神主) 上總 (山 神神 主) 相模 (淺間 神主) 內記 (神明 神主) 豐後 (岐阜 神主) 和 泉 

(熱 田 中 藤) 翁 助 太夫 

〇 印籠 元 ト印石 及 ひ 印 色 を 盛る 器に して 竹籃 也、 後に 漆器 を 用 ゆ、 今 五山 晋院 の日傳 ふる 所の 印^の 如 

し 後世の 俗 其 小 重疊の 物に 蜜 丸 丹劑の 急藥を 盛て 腰間に 着藥籠 共い ふへ し舊に 依りて 印籠と いふ、 禮 

容の ひとつの ことく 心得 侍る にや、 されと はれ はれし き 儀式の 日 は、 印籠 はさけ ましき 事歟、 我 正 公 

御 長 袴 以上の 御 出立の 時 は、 印籠 を はかりに も 着させた ま はさり し、 今の 人 はか.. -る事 を は 知り 辨ふ 

る 事 稀に 侍る にや 

〇 慶長 十九 年 大坂 軍事 藩 兵 ，. 
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I   六. <四， ■ 

十月 柳： n 駿 府下 軍令 於 諸將、 四日 下 令 於 關西海 軍士 等 

ト 一 月 十一 n 祌；^ 發 駿府、 帥 三 革^ 鶴 千代 君 於 本丸 (鶴 君 ハ賴房 卿 幼名 也) 三 浦 長 門 守 (東國 之 人賴房 

卿 母 公之 也) 爲後兌 中 山 備前守 爲傅之 

I 一十 二日 台 德公發 is- 部 令 越後 少將忠 輝 (松 平 上總介 公之 弟也領 越後 及 信 州 川 中島 等) 松 平 下野 守忠卿 (本 

tl;, 鼎 生 神 君 外孫 也 奥州 會律 城主) 最上 駿河守 家 親 (羽 州 山形 城主) 鳥居 左 京 亮忠政 (奥州 岩 城 城主) 內藤左 

馬 助 政 (上 州化贺 城主) 守 江 城 公子 (竹 千代 君大猷 公也) 及國 千代 君 (後 駿河侯 也) 在 于城酒 井 備後守 鳥居 

土^ 守國； 1?^ 之 爲後： nJT 高 水 主 水 正正 次 (大 番頭) 內藤若 狹守淸 次 (書院 番頭) 衛護 之、 天野傳 右衛門 內藤仁 

兵 衛小嫁 半彌等 仕國君 

黑 S 筑前守 長 政 (筑 前國 主) 加 藤 左 馬 助嘉明 (與州 松 山城 主) 福 島 左 衛門大 夫 正則 (安藝 備後 城主) 平野 遠、 江 

守 ハ介出 羽 守 

右 五 人 者豐ほ 家舊臣 也、 今雖虞 幕下 而敵大 坂 者 非士之 本意、 宜留 江城而 可也、 令 本 多 佐 渡 守 正 信等諷 

之 故不隨 軍、 而 衛江械 翌年 之 役 乃 隨兵也 

京都 守護 (監ー 一條 之 城 守 丹 波 口) 板 倉 伊賀 守 勝 重 

狨州伏 見 城留主  菅谷 左衛門 尉範貞 

松 平隱岐 守定勝 

代官  成瀨吉 右衛門 一 齊 

.  日 下部 兵 右衛門 宗好 

江州彥 极城監  • 松 平攝津 守忠政 (濃 州加納 城主) 

小 笠 原 左 衛門佐 政 信 

尾 州 名 十：！ 尾 城留主  三 宅 與三康 信 


fJL  暨 


志 木 甲斐 

松 平 主 殿 頭忠利 

松 平 將監成 重 

戶澤 右京亮 政 盛 

誠訪 因幡 守賴水 

馬場 半 左衛門 馬場 三郞 右衛門 千 村 助 左衛門 山村 淸兵衛 

原 平 左衛門 千 村次郞 右衛門 山村 八 郞左衛 門 千 村 藤 右衛門 

三 尾 左 市 原 藤兵衛 千 村 九 右衛門 

山村 七郞 右衛門 (甚兵 衛男也 文 ハ隨 軍) 

千 村 平 右衛門 知久 伊右衛門 富 崎 太 郞左衛 門 

松 平庄次 郞淸昌 

向井 兵 庫 助 

有 馬 左衛門 佐贞純 

松 平 源 次 郞乘壽 (濃 州 岩 村 城主) 

妻 木 雅樂助 (濃 州 妻 木 城主) 

折 助 右衛門 高木 左 門 高木 藤兵衞 大島治 右衛門 

大島 茂兵衞 光政 大島久 兵 衞義俊 平 岡 牛 右衞門 稻紫 右近 

稻葉 主計 毛 利 部 毛 利 余お 衞門 

此外御 陣營及 所々 攻ロ 之將師 等詳見 浪速 餘錄等 今 略 之 

〇 東 照 太 神 君關ケ 原の 役 後、 賊彼も 輕罪は 看して 御惠 をす てた ま はすまして、 功臣 二十 餘楚 に闕國 をお 
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三 州吉田 城主 

相 州 小 田 原城監 

甲 州 府城監 

信 州 木曾關 (在 妻兒 村) 


(熟 川 福 島) 巡察 使 

信 州 伊奈 郡 並合關 

三 州 木坂關 

相 州 三 浦 三崎鎭 

肥 州 1K 草郡鎭 

河州牧 方陣 衛 


  六 八 六 

ちた まひて (慶長 五 年 十 一 月) 化ハ 翌年 二月 舊 功の 衆 將十餘 家に 封地の 御沙汰 有て 其勳 勣を顯 はした まへ り 

共 他 典に 浴し 奉りし もの 數 ふるに いとまな し、 され は 賞罰の 御權 御手に 有て 天下 を 正した まひし、 慶 

長 八 年 三月 征夷 大； }^ 軍に 成せた まひ、 廣く 四海の 兵馬 を 司り 諸 疾を攝 て 令 を 施し まし ましけ る、 豈大坂 

一 戰の後 を 侍て 御 治世 を數へ 奉るべき や、 秀 賴は獨 夫の み武將 の統を 記すべき 謂な きに や 

〇 熱 田の神 ii^ にある 吉 光の 刀 は 平信 長 今川義 元と 對戰の 時 (永錄 三年 五月) 願書に 添て 奉納 ありし 所の 刀 

也、 今蜘切 丸な りと いふ、 或 書に 藤 兵 衛國吉 か 十 子吉光 は蜘切 丸の 作者と 云々、 依 之 かく 傳 ふるに や 相 州 

箱 根山權 現の 社の 神^に 友 切 丸と いふ 刀 あり、 亦 三 州 御館の 八幡の 社に も 友 切 丸と て 一 刀 あり、 傳說を 

閱は 源義經 la^ 國 下向の 時 矢 作の 長者 か 娘に 與 へられし 所の 刀な りと 云、 昔より 名高き 物 はこ. - かしこに 

其 名 を假傳 へ て 神社 怫閣 の什寶 とし 侍る 物 多し、 何れ を實と 決し 難き 物 間々 少なから す 

〇 人生 度 一 世 去 若 期露晞 (文選 曹子建 詩) 

淚を あたしの >f 露に そへ、 思 ひ を鳥邊 山の 堙に增 して 世の 定めな きに おとろ くなら ひ、 我 もまた いづれ 

の 口 か 昔の 人と 呼れ 侍るべき、 夢幻 中に 心ならぬ 塵に 汚れ、 世に立 交りて 霜 髮 に耻 なる もい と 口 をし 

〇 桑原 內は甲 州の 原 美 濃 守 か 弟な り、 父の 命に依りて 駿 河の 臨濟 寺に 入 雪 齋和尙 の 弟子と なり 男色の 

事に つのり、 今 川 家の 近習 七 人と 鬪ひ五 人 を討留 ける (其 僕彌藏 と共に 戰 ひし) 駿河を 去て 尾 州 知 多 郡 落 

合 村に 隠れし、 三年の 後永祿 三年 信 長義元 合戰に 及びし 時 甚內熟 田の 社に て 信 長に 謁し 奉りて (甚內 熱 

E ロ參の 時な り) 義元 をよ く 見知れる 由 申す、 信 長 密意を 託した まひ けれ は、 甚內諾 して 幕下に 屬し、 今 

n 義元を 組討參 らせん よしを 啓せ し、 定て今 川の 家臣の 爲に 討る へし、 我豈顧 侍るべき や、 不思議に 存 

命せ は 後日 必 先陣 を 申 承なん とい ふ、 信 長 盃を賜 はると て 刀 (來國 光) を 與へ其 鏜を脫 し 賜 ひなんと せし 

に、 甚內 謝して 曰 事 成て 後恩 昔を拜 すへ しとて 座 を 立、 大高 村へ 行 今 川の 臣 等と 昔 を かたり、 今度 義元 

勝利；^ て 歸陣の 時は必 御供す へ しと 偽り、 走り 通りて 密に尾 兵に 內 通して 義元桶 狭間 村 山の 內田樂 狭間 


Bi  m. 


に 着陣し 雨の 晴を 待し をう か、 ひ 近付 寄て 義元を 組 差 粒し まいらせ ける、 近習 驚き 棄 りて 甚內を 殺、 甚 

內か僕 彌藏も 働て 手 を 負 甲 州に 歸 りて 物語りし とか や、 信 長 桶狹間 村の 役 物が たり あれ は 必甚內 か 勇 を 

稱し、 其 人 を をし みまし ましけ る 

此は或 家蔵の 書に 見えし ま . 虛實は 知れ ざれ ども 筆し 侍る 

〇 城內の 武具 棄の紋 多し、 此 は武衞 家の 紋 にして、 元 淸須の 城に 在し 也、 其 後！ S 田 氏 亦 寞の紋 を W ひら . 

ろ (武衞 家より 拜 領の紋 なり) 三位 中將家 (忠吉 卿) 淸須御 移りの 時に 有け る、 御 道具の ま 、製せ させた ま 

ひし、 此例 にて 今 も 同し 御 事な り、 古き 御 幕に 釘 貫の 紋 ある は 福 島 氏の 名殘 なりと ぞ 

〇 な こやと いふ 所 三 所 あり、 尾 張の 名 古屋肥 前の 名 護 屋相模 の 名 越 也 (那 古野 共 書) 文字の 義 はなし 

和屋 熟屋 饒屋 (是は 豊饒の 地 を 云) 

按す るに 山城 國仁和 寺の 西に 長 尾と いふ 所 あり、 是を なごと 呼ぶ、 がヲの 切れし ゴ なり 此を 以て 考 ふれ 

は 我 州 ゆ ナゴャ は 長 尾 張と いふ 事なる へ し 

長 小 治 (カヲ ノ切シ コ ナリハ ノ 音便 ナ リヒト ャト竪 音 通 ス尾張 ヲ小治 トモ 云 治ハ墾 ナリ) 

是 は地廣 くして 長き 小墾の 田圃 ある 故歟、 猶 識者の 說を 待の み 

〇 文字の 偏 傍 一 一 合の 文字 あり 其 字 意の 主なる ものの かたに 部す 

明 日の 部 月の 部 ありて 日の 部に 入 明らかなる もの 日に 過た る はなく 月 も 日の 光り を受て 照す 故に 日 

の 字 重し 

武 戈の 部 止の 部 ありて 止の 部に 入 ほこ を 止る を武 といへ は 止の 義 重し、 故に 戈に 入らす して 止に 抄 

せり 

此類ひ を 以て 押て しるべし 

〇 敬 公 御代 東 國山御 鹿 狩の 仇 討の 事 
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  六 八 八 

-s: 藤 左 平 (御 足 輕頭八 百 石) 川 地權內 (同役 千 石) 深 尾 左 五右衛門 (同役 千 石) 各 武功の 聞え あり、 或 時成瀨 

四 郞左衛 門 方. y 爲. 饕應罷 越 候處、 左 平權內 口論 有 之 候 得 共、 亭主 四郞 左衞鬥 挨拶に て 先 其 席 は 無事に 一? 化 

歸る、 然雖兩 人心 底晴 かたく 日々 不和なる 故 其 事隱れ なし、 旣に渡 逢 忠右衞 鬥是を 聞 及ばれ 自然の 事 有 

之 時 は 武功の 士惜 く存ぜ られ、 且は 不忠の 至りな りと、 兩人 共に 宅へ 呼 寄せ (或 書に 此和談 は 寬永ニ 年 

十 I 月 六 口の 事 也と 云々) 和睦の 事 取 結ばん と、 深 尾 佐 五右衛門 を 呼て 所存の 趣 被 語 俊へ は、 深 尾 即ち 

左 平^ 內の兩 人へ 共 趣 を 申：^ 得 其 意 候 故、 三人 同道 渡邊 氏へ 參候 處、 忠 右衛門 被 申 候 は 御 兩人於 私宅 得 

御意 候 段^ 事に 非す、 何と やらん 不和の 様子 及 聞 候 意趣 相殘 候て は、 武功の 面々 殘念 殊更 不忠と 籠 成 候 

依 之 今 n 互 ひに 和睦 候 様 致 度 左 五右衛門 方 迄 內意巾 候處、 早速 被 相 越滿足 候い よ/、 和睦の 儀 有 之 候 様 

被 5：: 心 候 へ との 事に 候 へ は、 兩土 領承！^ 事 在 之て 事濟、 渡 邊氏白 今日の 馳走に 茶 を 饗せん とて 先圍 へ 左 五 

右衛門 人 處に內 藤 川地圍 ひの 口論 少々 仕出 候 得 は、 渡 邊深尾 了簡に て 年老 を 上座と 相 定め、 斯て茶 も 相 

濟 一 禮畢て 兩人歸 宅の 節內藤 (屋敷. は 西土 居な り) 川 地 (屋敷 は廣 井中の 町な り) 伴ひ歸 る、 終道內 馬場の 

西 寄の 所に て兩 人相 切 結ぶ 左 五右衛門 は (屋敷 は 立 杉の 町 町 尻 東側) 今日の 一 禮を巾 內右兩 人より は餘程 

後に 座敷み-立、 本 町 御門 近く 一 能 越 候處、 件の 懸聲 聞ゅ是 はと 存じ 召 連た る 中間 (北 ハ比は 身 輕く僕 充召連 

る) を 少し 失念せ し 事 あり 追 付罷歸 べき 由 申 付 先へ 歸 りし、 自分 は 喧嘩の 場へ^ 候處、 早 櫳內を 左 平 か 

手に 懸立 退ん とせし か、 左 五右衛門 やらぬ と聲を 懸け 卽 時に 拔 合せ 左 五右衛門 左 文字の 刀 (關白 秀^よ 

り 賜 はりた る 二 尺八 寸) を 以て 左 平 か 肩先より 眞 二つに 切 付、 夫より 深 尾 刀 を 納め 靜々 歸宅 しけり、 か 

く 人知れ す 內藤を 害し 歸る故 褸內左 平 相 討と 世上に 沙汰し あへ り、 公 翌年 關東御 マ 向 被 遊 候、 于 時御老 

中 志 水 3. 斐守寺 尾 左 馬 助成 瀬四郞 右衛門 渡 < 逸忠 右衛門 方 々 御 小 性 衆 六十 人 程 各 年寄 衆御預 りな り 、 .拉 も 

內藤左 平に 兩人子 有 之、 左 門 喜 內と云 ふ 未 若年に て 兄弟 共に 御 小 性に 被 召 出、 萱 人 は 志 水 氏 御 預り壹 人 

は 寺 尾 氏 御 IS り 有 之、 斯て深 尾 左 五右衛門 當 年江戶 詰の 內 朋輩の. &四五 人 御 長屋 へ 招て 變 せる 事 あり、 


尻  聖 


其 節 古へ よりの 武功の 物語り 打 寄 申 内に、 左 五右衛門 云 右 權內左 平 は 相 討に て は 無 之 資は攉 内 を 左 平 か 

討て立退候處、拙者馳付左平を切殺候、此事かまへ て人に^^^給はるなとひそかに語りけろを、 山 ロ松齋 

(御廣 間 坊主 志 水 氏 へ 心 やすく 出入せ しもの 也) 折節 勝手 へ 取 持と して 來首 . 一階 下につ くくと 聞 居たり 

しか 後に 漏脫 せし 哉覽、 御廣間 坊主 仲より 左鬥 (左 平 子) 喜內 (同上) 方へ 內々 咄聞候 故、 兄弟 安から す 思 

ひ 松齋を 呼で 様子 をと くと 相尋候 得と も 陳謝して けれ は、 證據も 有 之 事 なれ は 是非々 々眞 直に 可 申 聞 由 

責問 けれ は、 詮方な く 左 五右衛門 密談の 通 申 聞 候 兄弟 彌止事 を 得すして 志 水 氏 へ 內意 を. S. 願 候 へ は、 其喧 

嘩は相 討と 申 事に て事濟 たる やうに 相 聞え 候處甚 相違せ り 多賀佐 右衛門 (志 水 氏 出入 也 知行 三 n 石 かち 

ゃ町大 下) 右 振舞の 節 一 座の よし 是を 呼、 寺 尾 氏 も密々 可 承 由 志 水 氏 被 申 早速 佐 左 衛門を 招 共義被 問候處 

是又陳 兼 彼 咄を漏 達 致し 候、 此に 於て 志 水 氏寺 尾 氏の 曰 先々 御 在 府の內 は 穩密に 致 置御國 にて 御 耳に 可 

達 候 間、 其 分 心得 候 様に と 兄弟へ 被 申 聞 候、 拉御歸 國被遊 候て 御 鹿 狩 度々 有 之 候、 御着 城 等の 御 祝镜等 

も 相濟候 上、 右 兄弟の 內 達の 年寄 衆より 申 上 有 之 候處、 上に も 相 討の 上の 沙汰 候 得 は 今更 御意 も 難 被 成 

候 乎、 是は とかく 曾 我との み 御意 御座 候、 思 召 如何と 難 奉 量 存る御 年寄 衆 御 相談 も 御座 候て 近日 東國山 

へ 御 鹿 狩に 出御 可 被 遊 候 旨 仰 出 候、 今般 は 御 家中 殘ら す您 御供に 可 被 召 連 旨 御觸有 之に 付、 我 劣らし と 

馬具 裝朿 美々 敷 御供 罷出 候、 然るに 如何なる 子細に や 左 門喜內 一. f へ は 御 跡に 殘り罷 在、 かくて 丼 日 も暮て 

(或 云 御 鹿 狩 は 寬永十 一年 戌の 冬の 事な りと) 小幡 原に 御歸 M: 被 i 候、 扭 御意に は此 所より は 常々 の 御供 

廻り程殘り其外の者ともは勝手.？^^第御先へ歸し候樣に可仕旨なれは、 面々 我先にと 名 古 屋へ歸 る內、 深 

尾 左 五右衛門 も與み 輩み」 先 へ 返し 其 身 は 僕に 供 廻り 一 一三 人に て 道筋 大曾 根より 片端 坂 下石 かけ 町 へ 懸り 

京 町への 出口に 左 門喜內 兄弟 待 構へ 有し か、 七 尺 柄の 捨鎗を 以て 馬上なる 左 五衛門 を 左右より、 现不盡 

に 衝捨雨 人 共に あたりなる 町家へ 影 を 見せす 隱れ ける、 深 尾 元來强 精な れは是 はとい ひて 左 文字 (右一 一 

云 二 尺八 寸) の 刀 をす るりと 拔候 へと も、 深手の 急所 なれ は 叶 はす 馬より 落て 死て けり、 程なく 寺 尾 氏 
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驚^ を 跡へ 下させ 馬に て 被參、 內 々左様なる 申 合 にても や あり けん、 兄弟 を乘 物に かき 入 させ 屋敷へ 歸 

られナ る、 右の 次第 御 耳に 達 候處、 御意に は 左 五右衛門に i: 兩人有 之よ し 左 も あら は 意趣 を を 含む へし 

と、 內舊 兄弟の 者 御 國に指 置れ かたく 思 召、 松 平 出 羽 守 殿 江 御 頼 被 遊候處 承諾 有て、 兄弟 を 引受 親 左 平 

知ラ程 1« 人へ 八 百 石つ  給 はり 姓名 を 改めさせ 指 置れ 候、 かくて 深 尾 か 子供 兩人 安から す 思 ひ 父の 敵 を 

討よ やと 申 合 出 羽 守 殿 領所を 尊て 罷越、 愛人 は內藤 兄弟の 內へ 草履 奉公に 有 付、 壹人は 屋敷 近 邊に小 家 

を假り 豆腐 商人に 身 を やつし、 折 も かな 本意 を 達せん と 相待內 に、 弟 喜 內方江 振舞に 參る よしを 聞 出し 

今宵 こそ 本望 を遂 なんと、 喜內糯 子の 下にて ひそかに 申定 ける を 蓮の 盡 ぬる 敷、 折し も 喜內窓 をの そき 

居て 此 密談 を 3^、 に 聞て、 甚 噴り 家人 を 呼て 兩人を 庭へ 人 させ、 地の 戶を懸 させ 縳首を 討せ ける となり 


鹽 尻 卷之 九十 六 


〇 山茶花 を つばきと いふ、 つばき は 元 これ 玉 津葉木 也、 たまつ はき は 亦 さか 木の 類 ひ、 皆 冬 木に して 其 

葉 光澤 ありて 靑玉 のこと きをい ふ、 山茶花 も 亦 類 木なる 故 同し 名 を 玉 を 略して 只つ はきと いふ、 世俗 椿 

の 字 を かくは 椿 珍ら しきもの なれば、 山茶花の 殊に 世に 稀なる 色 ある を 椿 花と 異稱 せし よりい ふと ある 

人 かたりき 

〇 驛傳馬 傳不轉 々相 傳之傳 即傳信 之 傳去聲 也、 說文云 驛置騎 也、 增韶 云傳舍 也、 云々 傳者 音張戀 切廣韵 

云郵馬 曰傳、 古 者 以車駕 乘馬詣 京師 謂の 傳車、 後 亦 置 單馬乘 之 謂 之 驛騎、 若 今 這馬漢 律置傳 者、 皆 持 尺五寸 

木傳 信張晏 曰、 傳信也 如 淳曰兩 件 書 緒 帛分持 其 一 出入 關合之 乃 得 過 謂 之 傳師、 周 禮司關 以節 傳出之 中華 古 

今 注 曰、 傳者以 木 爲之長 一 尺 五 寸書符 信 於 具 上 又 一 枝 封御史 印章、 所以 爲期 言經過 所在 爲證也 云々 今 

按 倭俗以 公役 驛馬、 謂之傳 馬、 亦 有 幕下 有司 所 出 之 印章 奉 事 而經過 之 人 以之爲 證俗稱 御朱印 傳 馬若異 

邦 以御史 印 意 得 騎通馬 

〇 垠 我 邦 之 一里 嫁是也 

內傳曰 黄 帝 遊 幸 天下 以猴記 里 云 々 

魏文帝 時 大道 之 旁 一 里 置 銅 表 五 尺、 何 誌里數 云々、 又 韋孝寬 爲路側 一 里 置 土猴、 經 雨頻顚 毀孝寬 乃部內 

當喉處 植槐代 之旣免 修復 行旅 亦 得 庇 陰、 周知 之 曰豈得 一 州爾當 天下 同 之 毎里植 一 木焉 云々 

異邦 里 法 比 我國、 今 里 法則 甚近、 然共稱 一 里 様 之名不 空、 按我 國槩以 三十 六町爲 一 里、 毎 里 置 大堠植 以锓、 

稱之 一 里^^、 堆者封 猴堤堡 之 類 也壤亦 封土 者 也、 以形 之似稱 嫁、 異邦 之^ 植以 槐樹、 我國之 一 里 塚植以 

擾樹、 木 亦 相 類 行旅 得 庇 陰 之援易 生長 且諸郡 皆 多矣、 枝葉 繁茂 而 行人 便 記 里、 或 曰 我國之 一 里 塚 古 植以樗 
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   六 九 二 

木、 贫豐 臣^ 吉謂里 民 曰、 待 不 佳木 植以餘 可也、 倭 俗 訓複稱 惠乃木 亦 訛 云々、 與乃木 餘木與 余 之 木倭訓 

相 近、 故 土民 誤以惠 乃木植 一 里 塚 云 々  ， 

oi 雨 雅曰樂 土遏 水曰塘 

是河邊 のつ、 みなり 

〇 傳放表 天台 不見不 聞 不言 之 三 諦作读 之 形、 山城 國下 粟田 有 三猿 堂、 此固無 庚申 之 由緣、 而浮屠 置 庚申 

堂 者 誤 也 

〇 諸 者 明 神の 號 古昔 皆 勅命 也國史 に出ッ 

文 德富錄 三仁壽 元年 詔 以近江 國散久 難度 神 列 於 明 神 云々 此類亦 多矣、 今 也 小 祠亦稱 明 神 者 巫祝 之 私 也 

按明祌 與名神 同 敷、 本 國帳以 明 神 或 書名 祌 

〇 はま：： r は濱 弓な り 濱の輪 を ま はし 廻る 內に 射る 故に 名つ く、 射 家 者 流 破魔弓と 書て 附會 の說 あり、 方 

便 弓 智惠矢 は 文選に 見えたり 

〇 列 仙 全 俥 n 一 曰、 張 道 陵 宇輔漢 子房 八 世 孫 云々、 上帝 遣 使者 持 玉 冊 授眞人 正 一 眞 人之號 云々、 眞 人乃以 

盟威都 功 等 諸 ni 秘^ 斬 邪 二 劍玉冊 玉 印 以授其 長子、 御戎之 曰、 此文總 統三五 歩 S 正 一之 柩耍、 驅 邪誅妖 

佐國 安民 世々 一 子、 §i 吾 之 位 非 吾 家 子孫 不傳 云々 

按我朝 卜 部 家 曰 一 子 相 傳之秘 乃 似 之、 盖依妖 道士 之 說亦兼 浮 屠 氏之密 法、 以 惑世誣 人夫 符錢之 術始於 

張 道、 卜 家 亦 用 之 者 多矣、 我 神社 之 祠官賴 效之爲 深 秘可痛 哉 

〇 大明 一統 志 六十 曰 襄陽府 云々、 眞武浮 樂國王 太子 也、 生 而神靈 察 微知遠 長、 而 勇猛 惟務 修行 志 除 邪魔 

遇 紫 元 君 授以通 秘逐越 束 海 遊覽、 又 遇 天 神授 以寳劍 入 武當山 修煉 居 四十 二 年、 功 成 白日 飛 昇 奉 帝命 往鎮 

北方 被 髮跣足 云々、 本 號玄武 宋避諱 政 曰眞武 武當山 一名 大和 山 云々、 伊川 先生 曰 北方 玄武 乃龜蛇 之屬後 

人不曉 其義、 書 露 武作 一 人 散 髮握劍 足 踏 龜蛇鼓 傳道敎 屮某人 修行 如此也 


按眞 武事 似 吾 素 達 烏 尊 也、 以尊或 稱武塔 大祌、 武當與 武塔亦 相 類 也、 異邦 道家 祭眞 武者 多矣、 我邦以 

素 尊稱； ^} 於 北方 根國、 又 有^ 散 髮握劍 之 像 以謂除 邪 者 

〇 隱岐國 木隱地 也、 後以 隱地爲 郡置府 

〇 佐渡國 雜太也 即澤田 也、 後以佐 波太爲 郡置府 

〇 楊 用 修曰孔 穎 達 曰、 卦者掛 也 云々 竊謂 卦者圭 也、 古 者 (脫 字) 制 量 六十 四象總 名爲卦 可也、 應劭曰 圭者自 

然之形 陰陽 之始、 卦者亦 自然 之 形 陰陽 之 象 也、 從卜爲 義從圭 爲聲、 亦爲 (脫 字) 古云圭 亦音卦 云々 (代醉 九) 

〇 敬 義翁曰 百 家 衆 技の 世 を まと はす もの 往々 道家より す、 漢の時 三十 七 家 ありけ ると かや、 日 月 星辰の 

祭り は 天子の 事なる を 道士 犯しぬ るより、 釋 氏も效 ひて 此を 祭る 曰 待 月 待す とて 酒 を飮碁 双六 を 打て 夜 

を 明し 朝に 至る 人の 愚なる、 是に ひかれて たから を 費す のみなら す、 天罰 を かへ り 見さる 悲しむべき なり 

庚申 を 守る 事 も 道 書感應 編に 出たり、 俗間に 傳 ふる 緣起 はかの 正 五 九月の 妄 祝に 習 ひて 書ぬ、 柳 子 厚三 尺 

蟲を 罵る 文 あり、 吳淵穎 三 彭の傳 あり、 羅景输 は 柳 か 文に 跋 するな り 群 談採餘 に 子 厚 か 文と 淵 穎 か傳と 

によりて 儒に も 又此物 ありと いふ、 おかし 張籍が 閑居の 詩に 唯敎推 甲子 不信 守 庚申と いへ るよ し (大和 

小學) 

〇 足 利 家 

三 家 吉良 石橋 溢 川 

三 管領 斯波 細 川 畠 山 

四 職 山 名 一色 京 極 赤松 

此內三 家 は 長柄の 塗 輿 免許 也、 今 尾 張 紀伊水 戸の 三 家 塗 輿に 乘 りた まふ は 彼 例と かや 

〇祌 君の 御子 松 君と 忠輝 朝臣 (上總 介) と攣子 也、 皆 川 山城 守 忠輝主 を かくして 養 ひ 奉りけ る、 慶長四 年 正 

月 松 君 早世の 後 啓して 出し まいらせけ ると ぞ、 亦 仙 君 (高 岳院 殿) は 平 岩 親 吉養ひ 奉 0 ける 事 をのみ 人知 
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  六 九 四 

りて.、 加賀の 宰相 利 長の 猶子と なし まいらせられ ける 事 は あまねく 世に しらす 

〇 人家の 戶に墨 あるひ は 白 土 を 以て 手に ぬり 夫 を 押 侍る あり、 或 人是は 如何なる まじな ひとい ふ、 予曰 

^^？の書に兑ぇ侍らぬにゃ、 相 州 鎌 倉 宿の 下に 押手聖 天と て觀喜 1K を 安す る 所 あり、 其緣 起に むかし 男官 

女を戀 ひて.^ 山の 聖 天に 禱り しか、 神助に より 時々 逢 侍る、 彼 官女 黄昏 時には 失せ 侍る 故 宮中， 訝し かり 

て 問け るに、 我心と はなしに 夢の ことく 誘れ 行 侍る とい ふ、 然 らば 手に 墨 を そ ぎて これ を 行 通 ひ 給 ふ 

門の 戶に押 玉へ とい ひし か は、 敎の 如くして 後の 朝 人 をめ くらして 見せた まへば、 京 中の 戸に 手の 形 を 

押してお しかば、 いづれ を それと 知り かたし、 これ 彼の 聖 天の 應 なるよし 記せり、 實に 不經の 事な りか 

^ る 事より 難よ けに 手の 形 を 押 侍る とか や、 およそ まじな ひ は本據 のな き 事 間々 多し 

〇^ 田 信 長 主君 義昭將 軍を廢 して 士 佐の 畑 敷 隱岐の 島 へ うつし まいらす へ きに 定まりし を、 正 親 町院關 

白 晴嗣公 (近衛) に 勅して 信 長 へ 左遷の 事 止めた まひ、 誠に 代々 將 軍の 位 ありし 事 を 思 召て かく 仰せ 被 下 

ける いと { ^難き 叙 慮な りけ り、 且 一所 處 分の 地を義 昭に附 すべきよ し 勅 有し かば、 信 長 御請の みして 終 

に 共 沙汰な かりし とそ 窒町 日記に しるせる なり 

〇 念怫に 和す る^ は 元と 松 尾の 社の 鰐口な り、 明 神 半 ハを空 也に 與 へられし より 以來、 松 尾の 鰐口 は 半面 

なりと いふ、 此 無稽の ことなり、 銃 は是樂 器に て 半面 也、 もし は兩面 あり 跨 口と は 形に 付ての 俗稱 のみ、 

滑 家 又皋て 念怫に 和す 今の ごとき は 形 もむ かしに か はり 犬に 鑄て 鉦と も 見え 侍らす、 萬づ 末に 至りて は 

本 を 失 ふことの み 多 かるに や 

鐘 は 元と 樂器 故に 呂氏卷 秋に 黄 帝 令 伶 倫 造 十一 一 鐘と いへ り、 世 本に は^とい ふ 者 始めて 作れる よし 見え 

たり、 爾雅に 大鐘謂 之 其 中 ナル謂 之 剽 小者 謂 之 接と あり、 怫者は 天竺に て 鑄 初し ことくい ふ、 凡そ 中國 

の 古器 をと りて 怫具 にせし 物 多し、 西 胡 何ん ぞか  ろ 器 あらん. 


尻 


〇 汲 家 周 禮解曰 一 一人 同 術 誰 貼誰驟 1 一虎 同穴 誰 死 誰 生 

同藝互 ひに そしり 同官 むつまじ からす、 古今の 俗情 か 只 君子の み義を 明らかにして 私な し 

〇 後 漢書 西域 傳云大 月氏國 云々 閻膏 珍爲滅 天竺 置將 一 人 監領之 

同書 H< 竺 一 名 身 毒 在 月 氏 之東數 千里 云々 桓帝延 喜 一 一年 頻從日 南 傲 外來献 云々 

月氏與 天竺 刖國也 今 浮 屠 之 書 間 一 之 者 非 也 

〇 乙 酉の 春 春 日の 神主 從 三位 大中 臣師尋 より 文の 次に 正三位 昇進 程 ふりけ る 事 をな ゆきて 

くら ゐ山 さかし き 道 は 越 ぬれと 峰 まての ほる ほと は ひさしき 

とい ひお くられけ る 返事に 

賴め なほ ありし に まさる 藤の 色 を 君. ぞ見 かさの やまと ことのは 

在中 將の ありし に まさな 藤の 色 かもと める を 思 ひ 出して、 紫 袍も今 ひとし ほの 色 勝りて 目 出た く 有なん 

と 祝 申 遣し 侍る 

〇 上 總國市 原 郡 姉ケ崎 村の 民 (次郞 兵衛) 元 祿八年 豆州大 島へ 流罪 其 僕 (市 兵衛) 流人の 老父 幼兒を 扶持し 

主 從の禮 怠らす 年々 流罪 免許の 願 をな しける が、 今年 乙 酉の 正月 其 身を替 りて 主の 歸國 をな けく、 其 誠 

上に 達し 主人の 田圃 等 を 給 はりけ れ共辭 して 主人の 子に 讓り しかば、 御憐 みあり て 1 一月 让  一 口 彼 地 を 主 

人の子に 賜 はり 外に 六 町餘の 田圃 等 を 彼 僕に 下し 賜 はりけ る、 彼 主の 子 (萬 五郎) は 流人の 子なる 故 十五 

歳に 及ば  >  所 を 追 はせ たま ふ 律 なれ ども、 僕が 忠意を 感じ 覺 しめして 其 儘なる うへ、 父の 家を糙 ける も 

僕が i 是 有志 故 也、 まことに 世の 末に 至る ともい かで か 人性の 善た が ひ 侍るべき、 無 好 人の 三 字 は 有德の 

入の 言に あらす と 唐人い へ り、 思 ひ あは せられて 有難き 志 を， J  > に 記し 侍る 

市兵衛 記事 

上 總國市 原 郡 姉 箇崎村 巿兵衛 者 下 農民 也、 其 主 次 郞兵衛 元 祿八乙 亥、 與于 同村 總兵衛 放鳥 逐猪 鹿. 誤 傷 
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  六 九 六 

人 之妻而 死、 次 郞兵衛 雖不预 其 科然曾 爲之黨 類、 故 連座 於 伊豆 大島、 市 兵 衛哀之 憂 之 厦訴於 官廳、 請 贖 

共 罪、 今 己 十一 年 弗輟弗 猪、 寶永ニ 年 乙 酉 正月 十八 日郡國 總務從 五位 下 近 江 守 萩原 重 秀與其 同僚 聽市兵 

衛、 呈懐狀 曰請以 己身處 重科 免 其 主 之 罪 所 言 太 切、 官吏 問曰是 何故 乎、 市兵衛 平伏 曰 次 郞兵衛 有 老父、 

mE.^ 入 今？^ 八 旬お 七 近 歲嬰中 國之疾 身雖未 亡、 氣意奄 々命 在 曰 ー暮僕 抱養竭 心、 常 有 言 曰 未 死 之 日 一見^ 

郞 <ヒ (衛而 p^n 则至願 足矣、 靡 時 而日而 不及之 毎 聽其言 不堪 感痛 也、 且次郞 兵 衛有子 遠 刖之時 女 六 歲兒ニ 

歲號 一： 山 五郎、 流刑 之 後 其妻產 女子 而死、 僕 乞 乳 鞠 育渐已 成長 今年 十一 歳、 咸依賴 於 我 三 子 共 慕 父 號泣老 

父兒女 之， i い 人之爲 不能 忍 之、 况於僕 乎 請 察 哀情 達 素 願、 官吏 又 問 曰 老父 兒女之 所在 如何、 曰 於 我 下 養 之 

だ 之 守 キ；？ i 之 分 如 往年 之 日 唯 恐 用度 不給、 僕今已 四十 三歲然 十一 年與妻 不同 床、 此意無 他 僕 若 生 子 則 所 

以 f2 所 生 之女爲 他人 之婢、 併耕餘 所得 之 金 買 求 田 宅 而附萬 五 郞偏吿 鄕之郞 之 老農 爲證 也、 官 

史召鄉 監又兵 衛樋ロ 氏 質 其 言 無 所 違、 官吏 悉感其 志 賞 其義重 秀乃與 同僚 吿其 始末 於 執政、 老臣 皆 曰 彼 志 

雖切然 次 郞兵衛 之 罪 不可 赦是 法令 所定 也、 唯 以次郞 兵 衛故田 宅之沒 在官 者 悉可授 市兵衛 也、 官吏 傳命於 種 

n 氏 召 ひ (衛論 之、 市 兵 衛垂首 平伏 然猶有 不悌之 色、 叉 訴曰所 賜 之 田 宅 願界之 萬五郞 僕自領 之则爲 主謀 

而取主 之 田 宅 者 也、 命令 雖重而 非 素志 也、 官吏 曰 恩命 惟重 不可 變早 歸邑 里留滯 久支 用 亦乏 也、 市 兵衛养 

謝 曰 僕 出 邑之爲 主 待 罪故附 家事 於 姻族 孫 十郞、 無 所 介 懷且在 府之間 市中 有 知己 者、 憐僕志 感情 顧 遇有餘 

故 十 餘年以 來雖參 江 府不求 宿 食 之 料 也、 官资彌 感其言 亦吿、 執政 改授田 宅 於 萬 五郎、 市 兵 衛歡扑 拜伏乃 

歸 共邑、 重 秀又吿 執政 曰 姉 崎 村 幸 有無 主 之 地願授 之、 市 兵衛、 執政 人 皆 曰 可也、 乃 召 市 兵 衛授田 畠 六 町 

及 m 宅 等 表 共 行、 赏重秀 請 余 於 記 其 條記因 記 界之且 加 一語 曰、 至誠 無 息々々 則久、 久則徵 若 市兵衛 素志 

所存 十 餘年之 久遠 確乎 不變、 使 官感其 誠 於 今 R 可 謂 久则徵 者 也、 大凡 古 < 「所 責士大 夫 者 忠爾然 又 事之不 

耻北 ハ资 者鮮矣 、希 矣、 若 市兵衛 一 鄕之 土民 鄙 夫 之 役 而奉主 之 心 盡己而 無 餘蕴、 忘 身 而無他 道 以士大 夫 之 所 

不能 克克之 m 堅 Z 國則 爲國之 忠臣 置 之 家、 則 爲家之 忠臣 使 世 之 不忠 於國 不忠 於 家 者 聞 之、 則 赦然其 穎 有お 也 


0 
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寳永ニ 年 乙 酉 三月 下旬 大擧頭 藤 信篤識 

〇 載 陰 隨錄漢 李 善 其 主 李 元 一門 疫死止 遣 一子、 名 續祖方 三 歲善痛 李 氏 無 後、 袍績祖 居 山中 哺養 長大 雖在 

孩抱事 如 長居、 後 十 歲方歸 經理先 業 訟諸强 奴 欺 偕 者 咸正其 罪， 光武 聞 其 賢 詔 善與續 祖供爲 太舍人 云々、 

善後 拝 九、 H 大守 明、 江昌朝 作黉曰 

朝爲 主僕暮 同仇馨 況主旣 亡 誰 與子謀 保 其 遣 孤 義莫與 儔 九 江 太守 千 戴 名流 

見勸徵 故事 六 

嗚呼 李 善 守 義盡忠 漢人 書 之 明懦黉 之、 而猶傳 後世 焉、 我 總州姉 崎 義民 所爲 有難 於此 者、 李 氏 疫死而 己 彼 

民主 坐 罪 矣、 李 氏 無 老父 數子彼 民 者 老主在 堂 主婦 產死、 而 赤子 無 賴然養 之 哺千計 萬 謀 只盡其 誠、 訟代身 

安主宜 乎、 感 有司 卒忝旌 閬之命 林 祭 酒爲之 作文 以將傳 萬 代、 而使人 感之歡 喜、 予 一 讀零淚 濡巾仍 重紀之 

以戒袁 蒙之不 忠義 

扶哺孤 子 迎養病 翁 風霜 幾歲 薆々 仲々 

堅持 臣節 爲 主忘躬 幸 遭 昭代 甞 善旌忠 

乙 酉季夏 上弦  信 景謹誌  - 

〇 或 人 宇治の 茶 は いづれ の 時より 初 まりしと 曰、 尺 素 牲來に 宇治 者當代 近来 御 賞 翫栂尾 者 此間雖 衰微 之 

體名 下不虚 と、 明惠 上人の 頃より 栂の 尾の 茶 を 上品と せし、 當 代と は 足 利 家な り、 鹿苑 院義滿 公山 名 氏 

淸と 仰せて、 始めて 宇治の 里に 茶園 を 儲し めた まふと かや 後に 七 所の 號 あり 

森 岩 井 宇 文字 川下 奥山 朝日 琵琶 

此內宇 文字と は 報恩 院 (號 森坊) に 昔 求 聞 持 堂 有し 荒廢し 茶園と なりし、 土俗 ク モ ン. チを 謬り 呼て ゥ モ ン 

.チ とい ふと 云々 

〇 問 平等 院の阿 彌陀堂 其 製 他に 異也、 兩 樓後廊 おの づ から 鳥の 翅 尾に 似たり 、棟に 金 銅の 凰 鳳 雌雄 (脫 字) 

  .1 ハ九七 


尻 


  六 九 八 

て 居り 風に 隨て舞 ふ、 故に 鳳凰 堂と 呼ぶ 何れの 堂 亦如此 なる、 曰 これ 往古 帝宫の 製に して 是を模 して 佛 

院を 造られし. か、 昔 豐樂院 の 製 左右に 栖霞樓 雾景樓 ありし を 以て 思 ひ あはす ベ し 

〇i^ 都 不來乎 藥師は 签の座 西側に あり、 本尊 は 比 山傳敎 大師 一 刀三禮 彫刻した まふ 日本 七佛の 一 體也 

往昔 美 濃國橫 倉に 一 院を 設け 安置せ し、 その 頃 尾 張 國山田 郡 某 右馬允 明 長と て 武士 明暮 尊敬し、 承久三 

年^ 五 月京錄 倉の 戰 ひに 所々 高名 ありし が七瀨 川の 戰 ひに 手 負旣に 最期に 及 ふ 時、 此 藥師豐 人の 儈と化 

し 草 を もみ 與へ たま ふ、 明 長 此を服 すれば 立と ころに 疵 平癒し 本 國へ歸 ると. ぞ、 寬喜ニ 年 夏 六月より 寒 

氣 烈しく 極 塞の 如く なれば 疫癘 流行し 死す る 者 多し、 藥師 住僧に 吿て我 前 へ 来らば 諸 病 こと/、 く 除べ 

し、 ， ^ ぬか/、 と 有しより 不來乎 藥師と い ふよし 都人 物が たり 也 

〇 城郭 は 其 地 を 撰て 之 を 築き、 其 勢の 衆寡 を 計りて 溝壘の 大小 をな し、 兵士の 口 を考へ て 兵粮 を 蔵む、 

故に 古城の 廣狹 等しから す、 夫 故 名 有人の 城墟思 ひの 外に 偏 少なる ありよ く 往昔の 跡を辨 すへ し、 今 都 

會の大 城 を 以て 見る ベ からす、 嗚呼 今の 人 城 墟古戰 場に 遊びて 徒らに 禾 黍の 感を 生じ 寒 煙の 懷を賦 して 

止る 如き は 詩人の 意 旨 也、 かりにも 武林 たる 者 は 此を尋 て は 今古の 興 廢の跡 を 見、 強弱 成敗の 理を考 へ 

地 利の 好 惡狨營 の堅危 を理會 すべし、 凡そ 國の丘 嫁 故城 及び 山の つ、 き 川の 流れ、 深 林 廣地共 道路の 案 

內を 翁て よく 知り 置べき 事、 是も 君に 仕 ふる 一忠 意 也、 されば 諸 州 要害と なるべき 所 は、 山林 海 濱沼港 

丘陵の 類 ひ 古人 意 ありて 其 儘 续し置 侍る を、 後世 便利 を 事と する 小吏なん ど は 何の 辨へ もな く、 田に 犛 

き CS に 塾り て 一時の 開 治の 利 をのみ はかれり、 太平 日 久しく 軍事なければ か. -る壤 倒 的 武備の しわざ を 

なす 者 却て 稱 せられ、 自權を 竊み威 を 張る 事 東西 同じ 風俗と かや、 我 敬 公 軍書 合 鑑を御 述作 有て 是 等の 

御 心 人間々 仰せ 殘 させ 給 ひし、 誠 公の 國志 をお も ほした 、 せまし くけ る も豈御 心な からん や 

〇 白馬 日本 紀. 江 次第 等に 出 平 兼 盛 家集に ふる 雪に 色 も か はらで 曳 もの を たれ あ を 馬と なづけ 初 けん 

.21 馬の 節食 は天武 天皇 十 年に 始れ りと いへ り 日本 紀に はの せられす 寬平御 記に 馬 數三七 二十 一 疋也 云々 
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〇 平泰時 丹. 波國 なる 大庄 一 所 拇の尾 へ 寄附せられ しに、 明惠辭 して 云 か 、 る 寺に 所領 あれ は 住 山の 憷共 

如何程 懶惰に 有と も 僧 食事に 事闕 まし、 衣装 を も 補 ふべ しと 思 ひて 無道 心なる 者 こもり 居て、 彌不當 に 

のみ 成 行へ し 寺の 豐な るに 耽りて、 兒共 取置实 し 兵 具 を ひつ さけ 不思議の 振 廻 計ろ ベ がらす、 さも あろ 

時 は 山寺の 佛禁に 違 ひて 淺 ましく 成 行は此 より 事 起れ り、 只 僧 は 貧に して 人の 恭敬 を 衣食と すれば 自放 

逸なる 事な し、 實 しく 道 を 行 すれば 法 輪 食 輪 盛な り、 不律不 如法の 儈侶肩 を 並ぶ る 所 は 俗 家に 誹謗の 罪 

を與 ふるのみ ならす、 信仰 歸 依の 輩 もなければ 日に 隨て 衰廋の 地と なれり、 寺に 所領なん と 候 はん は 中 

々法の 爲には 宜しから じと 覺へ 候と て 返されけ るよ し 

〇 日本 佛 法の 始籀體 帝の 十六 年に 南 梁の 司 馬 達 等 来朝、 和 州 高 市 郡 坂 田 原 造 草堂 奉佛 像、 又 曰 大安 審詳 

記 宣化帝 三年 士 一月 自百濟 國傳來 云々 

日本 僧形の 初 は 司 馬 達が 女 島 也、 然れは 比丘尼 也、 其 後 達が 子 多 須奈儈 となりて 德齋 といへ り 

〇 俗に 物 を 妨る人 を あまの さく (或は あまの じゃこ) と 云、 是は 日本 紀に 天の 神より 使と して 無名 雉 (濱 

成が 天 書 こ 云 無名 雉 は 天ノ後 園の 神也ト 云々) と 云 者 を 豐蘆原 中 津國に 降した まへ る 時、 天 探 女 (神代 私 

記 一一 ハ天探 女 ハ天若 彥カ婢 女 也ト記 セリ) とい ふ 者 天若彥 にさ かしらして 射殺させし 事 を 載たり、 此ょ 

り 出た る 諺なる べし 

〇 世範曰 慢心 之 人 自不レ 如 レ人而 好 輕，， 薄 人 一見，， 歒レ己 以下 之 人 及 有， 求 一， 於 我， 者： 一 人前 不レ如 レ禮背 後 亦設笑 

凡そ 天下の 事物に 於て 一 人に てこと くく 長せ る はなし、 彼 得て 我 失せる あり、 然る を 僅に 其 片端 を 

覺 たると て自 冗り 人 を 謗へから す、 人 を 非る は 我 短を顯 はすな り、 只 毎に 謙りて 不知 事 を 人に 習 ひ 我 知 
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たる 事 を は 少も殘 さす 敎ゅ へし、 我 一 人の 有と せす して 衆 と共にす る 程 善事 はなし 、元.. 他と 吾と 二に 

あらす、 他の 能 は 我 もよ く 我 能 は 他に も惡 からす、 然る を 彼我の 隔 ある 者 は 人 を 館り 我 を 立ん とし 親し 

きを は惡 しき を も 善と いひ、 疎き を はよ きを も惡 しと 云 類 ひ あり、 か. -る私 あら は十藝 ありと も 用 ゆ 

るに 足さる ベ し、 唯 常に 慢心 我執な くして 君 父に 仕 へ 朋友に 交 はるべ し、 是 人の 人た る 道を盡 すなり、 

必 しも 人の 爲に すると 思 ふ へ からす、 若 他の 爲に すると 思 ふ 心き さ A は惡に 流る と 知て 深く、  J らし 

いたく 誠 しむべし 

〇 文理 す 、 めの 事 也 奥義 抄に云 あやめ も 知らす と は 黑白を しらすと い へ る 也と 古欹に 

ほと >r ぎす 啼ゃ さっきの あやめ 草 あやめ もしらぬ 戀 もす るかな 

御 裳 川 歌合 

あやめつ >T 人し る とてもい か. - せむしの ひ はつべき たもと ならね は 

〇 本朝 之 風 四 度 拜祌、 謂 M 之兩段 再拜， (、江 家 次第) 

職 原句 解 云 中世 i5 を 紙に て 作り 其 形の 祓に 似た る を 以て 麾を 再拜と 誤る、 是は祝 辭禊修 の 始に四 度の 拜 

の isl^ を 搏拜々 々と 書た る を 見て、 麻 さし 上て 讀る たにお かしきに、 形の 類した る を 以て 麾の 名と する に 

至れり 拙から す や (白 井宗 因說) 

〇 後宮 名目に 云 母た る 人 を 袋に な そらへ 侍る 事 は、 胎 中に 其 子 籠れる 時 袋の 中に 物の 有 ことく 侍れば、 

E 出度 事に こと ふきて 申 侍る 也 

山^ 垂加翁 曰俗稱 n 人 母， 曰レ 袋、 蓋 取 M 諸 胞胎之 義- 

〇 野 千 は 形 小 ク尾大 にして 能 木に 登る、 狐 は形大 にして 木に 登る 事 能 はす (諺 草) 

〇 祌異經 云、 東北 有 鬼 星 石室 三百 戶共 一門 題 曰 鬼門、 廣異記 云 東海 度朔 山有大 桃樹、 緩 屈 三千 里、 其 東 

北 曰 鬼門、 事 文； i 聚曰、 交^ 有 鬼門 關、 其 南 多 瘡擒至 者罕得 生還 韻府 云、 諺 云 若 皮 鬼門 關十去 九不還 
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此 等の 說を聞 謬り て 日本の 事な し、 東北の 隅 を 鬼と 覺 へたる 人 多し、 鬼門 關とは 交^:: 今の 安南國 也) 

に 在る 所の 名 也、 此 鬼門と いふ 所 甚敷濕 地に て 往者必 病 出して 十に 九 は 死た ると かや、 此 故に 鬼門に 

行事 を甚 嫌へ り、 日本に て 忌 思 ふ は 方角 違 ひなるべし 

〇 朱 子 曰 雪 非 能爲豐 年、 其 所以 然者以 其 凝結 陽氣、 在 地 至來歲 發達而 生長 萬 物 也 

〇 程 子 曰 見 卜者 問 吉凶 謂 之 大愚 

〇 會津 風土記 云、 奥州 地勢 巖嶮蔚 茂 塞 早暑晚 大雪 數尺、 箬氷 如， 橡 風雪 並 起、 則 行人 往々 咽絕、 牛馬 轔 

輿 之 往來垂 雪 薦爲戶 辟 之 防 牽雪車 (又 作 雪 舟 共訓素 履) 乘載用 之 

〇 文淸公 貌説 云、 余 家 苦 鼠 暴 乞 諸人 得 一 猫、 形 魁然大 爪牙 铦且利 余 私 計 鼠 暴 當不復 慮矣、 以某 未馴也 

執 f 維以 伺候 其 馴焉、 群 鼠 聞 其 聲相與 窺 其 形 類、 有能 者 恐 其噬已 也、 屏不敢 出 穴 者月餘 日、 旣而以 其 馴途 

解 其 維 養 適 覩出殼 雞鳴哦 々焉、 邋起而 捕 之 比 家人 逐得下 咽矣、 家人 欲 執而擊 之、 余 曰 勿 痛 物 之お 能者必 

有 病、 噬雛是 其 病 也、 獨無捕 鼠 之 能 乎、 缘釋 之矣、 已則 化々 泯々 饑哺飽 嬉ー無 所爲群 M、 役 潜 視以爲 彼 

將匿 形致已 也、 猶屛伏 不敢出 旣鼠覬 之 益、 熟 覺其無 他 異遂匮 穴 相吿曰 彼無爲 也、 遂偕其 類 復出爲 暴 如 故 

余 方怪其 然復 有難、 難 過 堂 下 者 又 丞往捕 之、 而走追 則噬者 過半 矣、 余 家人 執 之 至^ 舟數之 曰、 天 之 生 材不齊 有 

能 者 必有病 舍共病 可用 其 能 也、 今 汝無捕 鼠 之 能 有 喷雞之 病、 眞 天下 之^ 材也 哉、 遂笞而 放 之 

鶴 林 玉露 云、 柬坡曰 養 猫 捕 鼠 不可 以無鼠 而養不 捕 之 猫 余 謂 不捕猶 可也、 不捕鼠 而捕雞 則甚矣 

〇 朝野 群 載、 江納言 1H1 房洛陽 田樂記 云、 永 長 元年 K 汶 S 陽 大有田 樂之事 初 自閬里 及 於 公卿 

高足 (木履 有 長齒) 一 足 ( 一 具 也) 腰 鈹振詖 銅 錢子編 木殖女 養女 (已 上樂 具) 之 類 也、 日夜 無絕 喧嘩 之 

甚驚人 耳 

今 俗間 豆腐 を 細く 切米醬 をつ け 炙り 食す、 是 を田樂 豆腐と いへ る は、 いにしへ 田樂 法師 某の 初めて 製 

して 食せ し 故に 名と せり. 
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〇 陸 象 山 語 錄曰學 者 大病 在於師 心、 自用 師心 自用 則 不能 克己 不能 聽言 

新撰 六帖に  衣笠 內 大臣 

おろか なるこ ろの 師に はなり ぬれ ど 思 ふお も ひに 身 を はま かせし 

〇菅 家後蕖 云、 秋 夜 (九月 十五 日) 黄 萎 顔色 白 霜 頭 5^ 復千餘 里 外 投昔被 榮華審 組 縳今爲 5^ 請 草 萊之囚 月 

光 似 鏡 無明 罪 風：！^ 如 刀 不破愁 隨見隨 聞 呰慘慄 此秋獨 作 我 身 之 秋 

〇 黑 川道祐 云、 Hq::- ト ._  n (古用 廿日 故 十  一 no 今 具足に 備 ふるの 餅 は 刀に て截を 忌む、 故に 手 或は 槌 

にて 缺て用 ゆ 此を缺 餅と いふ 

〇 熨斗 は の 雛 を 仲の 器 也、 鳆 魚の 薄く 切て 乾た る は 引 痩な り、 張 掄才が 古器 之 評に 云 漢の慰 斗と は 蓋 

仲レ iSB 之 器 耳 

〇 黑川氏 云 親戚 朋友 參宫の 人 を 粟田口に 送り、 其 歸る時 亦 是を迎 ふるに、 逢坂の 邊 りに 出て 待 故に 坂迎 

へと いふなり と あり、 此說 によれば 世俗 酒迎 へと いふ は 坂と 酒と を 取 遠た るに や 

〇 類 要 曰 匕首 ハ短劍 也、 其 作 類 匕 故 F 匕首 1 用 二 毒藥- 塗-其 而 以，， 水火 一 鍊レ之 試 刺， 之 血 出 如，， 一 線 

1 而人 即死 

〇 一 害に 一： ム武田 信玄の 家人 長 坂 釣 閑と いふ 者、 今 川 氏眞と 北條氏 政と 二人の 顯名 ある 短冊 二 枚 を 信玄に 

兑 せたり、 氏 腐 は 甥に て 氏 政 は 婿な れは悅 ばれん と 思 ひしに、 さもなくて 國 持の 武勇なくて 花 車なる は 

猫の lis に 取らて 毛色 麗 はしき. か 如くな り、 武篇 さへ あれば 無能な り 共 至て 花 奢な りと い ふ ベ し、 武勇 

は 武士の 能な り、 家の 能に も あらぬ 耿 道の 勝れた る こそ 殘り多 けれ、 磑は 種々 の 用に 立テ共 座敷に は あ 

けす、 茶 を挽ク 一能に て 座 上に も 置な り、 兩 人の 手跡 も 和歌 も 石磨藝 也と 批判せられ しとな り 

0空 問 子 云、 双生 以レ後 爲レ兄 者 味 -一 化理， 者 也、 凡 產必前 動 謂 二回 轉ー無 レ碍、 則 首 下 始下首 則 生矣、 即 以受レ 

氣先 後：^ 轉時先 氣者先 出、 斯 造化 之 幾 所，， ，以 全，， 母子， 也、 双生 之 子 先生 者體 大差 長 亦 獨先亂 


塑 
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〇 法然 上人 十八 歳の 時 市中の 隱 者と いふ 事 を 

中. ^^にわれ は みやこに いてに けり 人のお ほき を かくれ 家に して 

〇 羅山子 云、 弓馬の 家に 軍陣の 時！： か を 挂る事 あり、 胞衣に 象る、 凡そ 人 胎內に 在て 胞衣に つ-まる- 

時 は動氣 あれと も. ffi ぶふ 無心 也、 我心 靜 にして 虚 なる 時 はよ く 慎む 故に、 白 を 怖れす、 矢 石 中る へき を 

も 憚らす、 進行 此時胞 中に 在る 時と 同し やうに すへ き 心 持に て 母 衣 を懸る 也、 依 之 母 衣の 製法 今時の 單 

綠道服 杯の ことくに、 肩 背に 打 かけ 左右の 手 を 袖より 通して、 胸の 下に 紐 を 付て 結 ふなり 

〇 准 南 子 曰 狂 馬 不觸木 制 狗不自 投於河 

〇 立 羽 此字出 所 未考、 或 云 立 羽と は 鳥の 羽 を 立た るに 比す、 見 掛の發 起と したる を ひれ あるな と. -ぃ 

ふ も 同し、.！ "なり 

or 度 會延佳 神主 引： 天 クロ  S, 云ァ i3 力 isT ルス S: 入 坂 良 ar< ^娵タ .^ti つ S ぎ^^^^ 

ラメ 

免 

文中 子 云 周 公之 道 曲而當 

貝 原 氏 云 曲 妙と 謂る は 曲 はま かれる 也、 道 は 一定の 直に あらす、 事物に 隨 ひて 時に 中す るの.^ 道 也 

情 を 直にして 其 時勢に 從て 天下 を 利す るの 政道 成へ し、 今 川 了 俊 道行 ふりの 歌 

生 曲る 眞木 のまろ 木の 弓 取 は 直なる よりも 力， 3 そ あれ 

右に のす る ことく まかる とい ふに 一 ーッ あり 曲 妙と 邪曲と なり 此差^ を辨ふ へ し 

曲 風俗 通 云 順 帝 末 京師 童謠直 如， 弦、 死，， 道邊， 曲 如， 釣 封 n 公侯- 

此は 邪曲 也 故事 談に 性签 上人の 歌に 

極樂 はな ほき 人 こそ 參る なり まかれる 事 をな かくと  めよ 

和 泉 式部 かへ し 
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ひしり たに， 3  > ろに 入て みちひけ はま かる^, \ もまい りつきな む 

〇 文選 (十三) 不レ涉 二 大行險 -誰知 n 斯路難 1 (歐陽 堅 石 力 詩 也) 

此心を 兼 好か 欧に 

世の中 を わたり くら へ て 今 そしる 阿波の 鳴門 は浪 かせ もな し 

〇 享保癸 卯年 十一月 當今御 即位 J 貝算 十六) 御製  . 

煙たつ 民の かまと もに き はふと きくを わか 身の たのしみにして 

同 し 御壽詞 として 關柬の 御 使 井伊 掃 部 頭 入洛 參內 あり、 歙慮 特にうる はしく 天盃 をた はせ 給 ひて 御前 を 

退出せられ けろ 時、 中啓 を 取 遣し 置れ し を 關白某 六 位 をして 返さ しめらる とて 

殘 し^つ まくれな ゐは君 か 代み 猶ょ ろつ 代と いは ふなり けり 

〇 良 苦 は 布 なんと 織物の 地の よき を 良と いひ 惡し きを 苦と いふ、 亦 功 苦と いふ は 器物のう へ にて いふ 

ことばな り、 物の じ やうぶな る を 功と いひ そ さうな る を 苦と いふ (苦 は II？ の 字に 通して 下作の もの、 事 

なり) 

〇 嗜 をた しむと 讀 へし すきこのむ 事に 用 ゆ、 世俗 此を クシ ナムと 讀は非 也、 たしな むは 行儀の 正しから 

ん 様に する をい へ は 矜持の 文字 也 

〇 難行 易 行と いふ は 物の しにくき 事 を するとし よき 事 を するとな り、 責ニ 難于君 一とい ふ もしに くき 事 を 

した まへ と 君に せがみ 求む るみ」 いふ 也、 易 を やすしと 讀め とも 安康 泰 殺なん との 字義と は各刖 也、 是は 

難シ 一一 クシの 反對 にしても の、 成 やすくし やすく すら，， （、と 無造作に て、 むつ かしき 事の なき をい ふ 也 

やすらかと いふ 訓 よし 

安 (あ ふけな くお ちつき たる 意 安穏と いふ 是 なり) 康 (やすくた のしむ 意歡康 とい ふ是 也) 

泰 (やすくの ひくと して ひろき 意舒 泰 とい ふ是 なり) 綏 (をと しっけて やすん する 意 也) 


此外 和訓に やすしと 讀し字 多 かれと も、 心 は 大方 同し からす 侍る にや、 是 のみなら す 和訓 Hi: しくして 字 

義 異なる 文字 多し 

〇 僧 道の 募緣を 代と いふ (勸 化勸 進) 其 本願の 主 を 化 主と 呼、 奉加帳 を化疏 とい ふ 事 唐土の 書に 見えし 

或は 勸緣 の疏 ともい ふ 也 

是物を 乞 ふ 事故 夫を轉 用して 異邦に て 乞食 を 叫 化 子と 呼 ひ、 略して 化 子と もい へり、 化の 字 は 去聲な 

る を 訛りて 平聲に 音へ 轉 して 花 子 (花の 字 は半聲 也) と 呼 ふ五雜 姐に 花 子の 義を いふかし かりし を譯 

文筌 蹄に さは かりの 學者 も、 面前 三尺の 暗 をまぬ かれさる にやと い へ り 

〇交1^は唐土にて州縣の刺ゅ<の入かはりするをぃふ、 交の 字はヮ タス (物 を 人に ヮ タス 也) 事 也、 其 州 及 

ひ 官府 官物等 を 前より 居た る 人に うけとり 今來る 人に わたす を 云、 今 世 我 園の 大名 東都に 至り 國に歸 る 

を 交替と 云 は、 似て 非なる 歟、 亦 寺院の 住持 か はる 時 前 住より 後 住へ 受取 わたす 事 を 交 割 するとい ふな 

今 は 寺院 常 什 の 大切な る寳物 を、 交 割物と いふ は展轉 して 誤りけ ると なん 

〇 配 は 配合の 義 (妃の 字と 同し ハイの 音 ヒの音 古しへ 通用せ し) 皇女 を 臣下に 婚し給 ふ を、 某宮を 某に 

配せ しむと 云是 也、 對 待に は あらす かた/、 は 卑き意 也、 又 追 配二于 前人 一とい ひ、 從祀 を配祀 とい ふ も 

一 尊 一 卑の意 也 

〇 婚 媾の媾 は 重婚な りと 字書に あり、 再 ひ 娶るを 云 構の 字に 同し 

〇 鼠 雀耗は 年貢米の カンの たちし をい ふ、 耗失耗 損 は 人知ら す 物のへ りうせ る をい ふ、 虚耗は びん ほ 神 

の稱也 

〇敢 の 字書 を講 する 者大槪 進取の 字 註 をのみ いへ り、 所に よりて 合さる 事 間々 見 ゆ、 勇 也 犯，， ； 3 の 註 果敢 

とい ふ はよ く 難 を 犯す 所の 德を いふ、 日本 紀に不 敢の字 を 不一， 敢來ー 不二 敢言 1 なんと 訓 せり. 此 ヱと 卷 S 

書 通に 得 申 間 敷な と 書く ェの 言も敢 也、 間 敷と いふ 言葉に 不の意 は あれと も 不敢に は あらす、 此は 不能 

.   七 〇 五 
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  七 〇 穴 

の義也 

文法に 敢辭 敢言敢 請なん との 敢は、 進取の 註 不當、 是は胃 味の 辭と 註せ り、 卑者か 尊貴に 對 してい ふ 

詞也、 卑を 以て 尊に 觸る、 處 犯す 意 あるより 轉用 せり、 和語の 揮な から 辭 退す、 おそれな から 申す. ぼ 

外な からか やうに 致 度なん とい ふ謙辭 に、 犯の 心 を 兼て いふ 時 先つ 敢と 書く 也 

〇 頃 (コビ コ ビル) 取レ憐 也と 注せり、 此方より 人に か は ゆから る、 やうに しかくる 也、 山 色 媚花媚 と 

、 ふよ. を ま 媚.^  >t る、. ：！ はな けれと も、 あいき やうら しく 見 ゆる をい ふ 也 

〇 樂 曲に 破と いふ あり、 亦 破瓜と いふ は 處女始 て に 交 はるを 云 (俗に 水 あけと いふ) 唐土の 俗語に は 

梳弄 とい ふ、 然るに 元 政 法師 此を 知らす して、 聖德 太子の 事に つか ひたる を 可 笑と 徂抹 子い へり 

〇 主馬 八 郞左衛 門 尉盛久 (俗謠 に 主馬 判官と い へ る は 非 敷) 文治 一 一年 六月 廿 八日 刑 せらる へ きに て、 土 

屋 一一； 郞宗 遠に 仰せて 旣に由 井の 濱 にして 斬ん とせし に、 太刀 折れ 瑞多 かりし か は 二 品 (頼 朝 卿) 盛久を 

召て 思 ひ あたる 事 や あると 問 給 ひしに、 觀世音 を あな かちに 賴み まいらせし 外 他な きょし 啓せ しか は、 

二 品 殊に 感 して 此を ゆるし、 且 紀伊國 なる 所帶を 安堵せ しめ、 猶亦越 前國池 田庄を 以て 法 住 寺の 仙 洞 を 

造 進し まいらす へきよ し 命 ありし、 盛久歡 にたへ す 恩 を 謝し 歸洛 して 淸水 寺に まいり、 良觀闍 梨に ま 見 

えてし か/、 とかたる、 盛 久豫て 惠心傲 都の 作なる 千 手の 靈像を 淸水寺 本尊の 右の 壇に 居 まいらせ 置て 

年頃 歸 仰の 頭 を かた ふけし、 北 〈尊像 過し 水無月 末の 八日 俄然と して 倒れさせ まし/、、 面 疵付 おはせ 

し 給 ふに ほさち 身に 代て 足下の 命 をた すけさせ 給 ひしに やと、 闍梨 悲喜 こも こも 流して 語られし か は、 

盛久 いと > -感淚 に 沈みて、 彌 信心 も 厚く 終身是 を 供養し 奉りし、 此像數 百年 を經て 後、 故 ありて 淸水寺 

の赛海 法師 か 坊に傳 へ 安置せ し を、 慈眼 大師 (南光 坊天 海) 來歆山 建立の 際 は此を まいらせし、 大歃 

公 御所 望 在て 營 中に 移し へ、 殊に 御 崇敬 淺 からさり し、 後に 一宇 を寬永 寺の 境內に 立て、 彼 像 を 遷座 

なさし め ましく けろ、 是 今の 淸水堂 也、 けに 大悲 代受 苦の 誓 ひい かて かむな しかるへ き、 只 信心の 
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深から ぬ もこ そわれ も 人 も 歎く へきな り、 嗚呼 あたなる 此 世に とても かくても 有なん、 ひとへ にう き 後 

の 世 闇 を 照し あはれ みたま へ と 祈り まいらせて 

身に か へ て たてしち かひの はし 柱く ちす や 今 も わた すらむ 

〇 八 母 

嫡母 (父の 妾 なれ とも子 を 生して 正妻と なる もの 也) 繼母 (父 ふた、 ひ娶 りし 正妻な り) 

養母 (己 か 幼より 外の 家に 養育 せられし 者 をい ふ) 慈母 (所 生の 母 死して 後 父 別 妾 をして 養育せ 

しめたる もの をい ふ 嫁 母 (已か 所 生の 母 なれ 共 父の 死後 他へ 嫁した る もの 也) 出 母 (是 も賓母 

なれと も 父是を 出り しもの 也) 庶母 (我實 母に 非され とも 父の 妾に して 我 兄弟 を 生し 者 を 云) 

^母 (所 生の 母に か はりて^ 哺す) 

右 是を八 母と いふ、 父の 正妻に してお のれ を 生し 偕老の 者 を もい は、 九 母と いふへ し、 八 母 皆お のれに 

恩 あり、 故に 唐土 此か爲 に 服 あり、 嫡母 以下 慈母に 至りて 皆 三年、 嫁 母 出 母 庶母は 一年、 乳母 も 又 一一：：：：： 

の 服 あり、 我國 にて は 乳母の 服 ある 事 を 聞す、 つらく 是を思 ふに 勞苦 生母に 等しき のみなら す 自ら 生 

し 子 を 他に 育し めて 人の子 を 養 ふ、 其 思 ひ 悲しむ へ し豈其 恩 を 忘る へ けんや 

〇 俗に 物の 有 かたく 覺 ゆる 事 を かたしけ なしと いふ、 忝の 字 辱の 字 を 用 ゆ (忝 は 元と H<^ の 字 也泰と 同し 

からす は 添也增 しそ へ る をい ふ泰は 辱な りと 字書に い へり) 辱 は 耻也惡 也 汚 也 等 宇 註 あれと も 物の あ 

り 15?- すからぬ をい ふ 事 見えさる にや、 知る 人考 へよ、 儀 禮の集 補に 身 送拜, 辱、 其 註を考 ふるに 諸 公賓と 

相爲 時其國 君夾賓 を郊勞 すと て、 車に 乗りて 郊門迄 出て 他國の 君の 自 屈辱して 來るを 謝すと 見えたり、 

是其 辱む かふの 人に 有て こなたより 謝する をい ふ 也、 今の 人 何事 も自ラ かたしけ なく 存 るなん とい ふ は 

あたら さる 敷、 但し 人の 勞を 謝する は 意 かなへ り、 カタ ジケ ナシ とい ふ 言 又 解し かたし、 歸命 本願 抄要 

解に 此 和語の 心 は あ" かたし お ほ けなし とい ふ義 なる へし、 ァリと ヲネと を 略して カタ ジケ ナシと 

1,  七 0 七 
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いふなる へしと 云々 

〇 今度 来りし 韓人 上下 大槪倭 語に 通して よく 物語な とせし、 對馬侍 從平義 方 朝臣の 家人 平 田 隼 人 庶事な 

指揮す、 ffl 人 木戶氏 (舆 市左衛 門) 云、 予 去年 庚 寅の 秋 朝鮮に 使し 侍ろ、 签山 浦より 平安 城 迄 道程^ 餘 

里 王 都娠々 しく 文 華に して、 人 優美 婦人の は 信 使の 召 仕へ る 小童の 如し、 國甚 淫風に して 儒 弱 也、 國 

泰院の 殿下 一 戰の後 は國に 軍事な く、 太平に なら ひて 朝野 武備な く 今の 如き は對馬 一 國の兵 を 以て もた 

やすく 举破 しつへ き 有さ まなり といへ り、 實に 元より 武勇な き 風俗 は、 其 人 を 見ても 知れ 侍る、 まして 

i ロロに 馴て 文雅 を 事と し、 淫奔の 習 上下 同し きを や、 東 國通鑑 作れる 頃 はい また 戰亂も 近 かりし か は、 

其^へ 殿な りしと 兑ゅ、 左 あれと 璧 几の 氣象は 三國. sfe^ と共に ひとしく 侍る、 聘使 下部 等 は 只 飮食を 貪 

れる のみに て纏義 もい と 野鄙な りけ る、 判事 以上 は尤靜 にして、 儒者の 姿 は 有な から 武備な くこ そ 見え 

侍ろ 

〇 源 九 郞義經 は 故 左 馬頭 義 朝の 八 男、 母 は 常 盤と 申て 九條 女院呈 子に 宫仕 へせし 女房 也、 義朝 にかたら 

ひ 三人の 男子 あり、 兄 は 今 若 丸 其 次 は 乙 若 丸 三男 牛 若 丸 は 平 治 元年 一二 月 十六 日に 大宫の 森 紫 竹 村に 生れ 

給 ふ、 右の常^^後淸盛に愛せられて女子 一 人 も ふけて 其 後 一 條大藏 掏 長 成の 窒と なれり (鎌 倉實 記) 
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〇 今の 世祿 とい ふ はむかし の 封 戶給分 職 田 位田 等な，：？ にや、 その かみ 祿 と稱 せし は 布 帛の類 ひして 米穀 

にあら す、 祿 令を考 へ 見る へ し 米穀 は 料と 呼し 無 品 親王 內 親王 祀 夫人 女御 日に 米 合せて 五 升と い へ ろ 類 

ひ 也 (月 料 食料の しな 也) 

〇 古し へ 文 武官 人の 馬 料と いひし は 亦 米に あらす 錢也、 文官 一 位 五十 茛文 一 一位 三十 貫 文 等、 以下 初 位 1 1 

貫 五 百 文に 至る、 亦 武官 は從 三位 二十 五 貫 文 從四位 九 貫 文より 八 位 二 貫 文に 至る、 盖 後世 分錢石 しの 

法の 目て 出る 所 かと 覺 侍る、 古 は 武士に 地 を 賜 はるを 馬の 飼料と 稱 する を 以て 考ふ へし、 太平 記に 靑延 

左 衛門か 事 をい ふに 三 萬 贯に及 ふ太庄 なんとい へば、 分 錢の法 は 鎌倉將 軍の 時より 有しと 見えたり 

〇 十 2 しへ 國 司の 年給 料 

山城 國 公.；^、 稻凡 十五 萬 束 (凡 五十 束 は 春 米 五 升 也) 守 給 六 分、 稻五萬 一央 介 給 四 分、 稻三萬 三千 三百 三十 

三 si 給 三分、 稻ー 一 萬 五 千 束 目 給 一 一分、 稻 一 萬 六 千 六 百 六十 六 束. BcHH 給 一 分、 稻八千 三百 三十 ヨ^ (但 

史生 三人 合一 一 萬 四千 九 百 九十 九 束) 

諸國准 可 レ知也 依ニ國 大小 上下， 稻束 有，， 差別  >  載 詳，， チ八 P 義解 等， 也 

田 一 町 (長 三十 歩廣 十二 歩) 稻米凡 五 百 束 也、 十 町 则五千 束 百 町^ 五 萬 束 也、 然 則！： 守 之 給 地 一 百 町 

也 外 位田 八 町 (山城 上國也 上國之 守從五 位下 然§ ^位田 八 町 也) 職分 田 二 町 1 1 反、 上國介 以下 畧之) 

如 此の 制 後世と 異なる，， ？のを 知る へし、 凡そ 國に 公田 公 ま 由 職 田 位田 功田 口分田 等の 差 あり、 亦 親王 大 

臣 の封戶 あり、 是 中世の 庄園に して 國 司の 主 權に あらす して 不輸の 地な りし、 賴朝卿 守護 を m は 地頭 を 補 

してより 昔の すかた 變 せり、 後世 は 我儘に 切 取 力 次第に 土地 を領 せし、 爱に 至て 守護 地頭の 號も 亂れて 
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北 ハ^ キ： 已か 家人に 地 を與へ 侍る、 慶長五 年 天下 一統の 後 其 領分 定まり、 大樹 殿下の 命に よりて 領之、 中 

世より 風俗 異なり、 今の如きは^^？土封建と同しさまにゃ、 然ら は國々 の 主 を 諸侯と 呼 ii?: る も 其 儀な きに 

あらさる 敷 

〇 古國 司の 任 上總常 陸上 野 は 太守と 稱 せし 親王の 任 也、 介 を 受領と す (外 記を歷 さる 人は不 任) 伊與播 

磨 は ra: 位 h 藤 任 之、 近 江 丹 波 備中は 食の 國 (凡 下の 輩 は不任 之) 山城 大和 は 侍の 職に あらす、 志 摩 は 代 

々高 橋 氏 任 之 (六 位な り) 飛 彈隱岐 渡壹岐 對馬は 元と 六 位の 任 也、 陸 奥 は 鎭守武 を 兼る 故 然るへ き 人 

に 非す して は 任せす、 近 江 越 前 丹 波 播磨美 作 備前備 中 備後周 防 伊 與讚岐 は參議 の兼國 也、 (但權 守) 諸 

國の橡 內舍人 は 任-坂 下-練- 弓馬-之 故 也、 文章 生 は 任 n 北海 西 海-練 H 文法- 爲- -蕃客 1 

右從 三位 兵 部 卿 平 基 親の 官職 秘抄に 見えたり、 是 いにしへの 制に して 中世 以来 はい つれと なく 混し 任 

せり、 先王の 法 稍 遠 ひ 侍りし かと、 國務に 於て は 司 府の進 止な りし、 文治 以来 一 變應仁 文明に 衰 極ま 

れり 

〇 朝 廷拜贺 の 舞踏 左右 左 或 記に 云、 先つ 左の 袖 をのべ 後に 右の 袖へ 舞う つし、 又 右に て 舞お さむと いふ 

堀 河 百 首拜賀 の 歌に 

柏木 に椎 の 下 枝 を 折 添て 左右 左 ま て そ 伏 まろ ひけ る 

〇 左 近 右近の 陣は 臣下 北面に して 左 (紫 震 殿の 西な り) 右 東方な り、 天子の 御 方より 申せば 是に 反せり 

〇 石淸水 神主^ 當系圖 略 

紀兼躬 (武內 宿 綱 十八 世 山城 守 兼 弼ニ男 一-一日 夏 井 ノ子也 云々) 御園 (彈 正大 弼) 御豐 (石淸 水神 主 

始從 五位 下) 良範 (神主 二 代 四 位 上自此 代々 相績) 行 敎和尙 (石淸 水 開基 檢校 大安 寺) 眞濟 僧正 

益 t "^正 本覺 大師) 安乘 (石 淸水別 當始) 延 聂和尙 (^當 二 代 大安 寺) 良 常 (神主) 聖淸 (我國 

法印始 也) 枝 實< 神主) 定弼ハ 神主) 安定 (神主) 春實 (神主) 


* し 


此裔代 々 相續し 今に 至て 祭祀に 供奉す 

勅使 は 源氏 公卿 也、 祠官は 神主 家と^ 當 家と 立 交り、 大檠は 佛事を 以て 祭り 侍る 

〇 諸家 名 記の 題目 或は 唐 名の 官號を 呼 又は 居所 を 名 付し 類ひ數 ふるに いとま あらず 其 略 をい は * 

李 部 王 記 式部 卿 兼 明 親王の 記 也 

治 相 記 治と は 宇治 相と は 1^ 一 相 宇治 左大臣 賴 長の 記 也 

台 記 丞相 を 三 台と いふ 賴 長の 記 

山槐記 山と は 中 山槐と は三槐 中山內 大臣 記 

大府記 大府は 大蔵の 唐 名大 藏卿爲 方の 記 

永 昌 記 永 昌四條 坊也中 納言爲 降の 記 

銅駝記 銅 駝ニ條 坊也中 納言實 綱の 記  •， . 

平戶記 平 は 平氏 戶は戶 部 民 部 卿平經 高の 記  • 

長 秋 記 長 秋監は 皇后 宫大夫 唐 名 皇后 大夫師 時の 記 

亞 記 亞相は 大納言の 唐名權 大納言 光 賴の記  . 

龍 記 龍と は 中 納言を 龍 作と いふ 唐 名 次 權中納 言 光惟の 記 

右の 如き 書目 猶 多し、 門 庭の 書 或は 作文なん とに 唐 名 を かく 事 常な り、 唐 名 呼 を ひか こと. - いふへ き や 

う もな し、 若 異邦の 官と あたらぬ 事 ありと いは t -、 參議を 八 座と いふ は 朝 庭 をし 出た る稱呼 也、 異朝の 

八 座と 其 職 各 別 也、 是は官 員 參議八 人に 成しより 此號 あり、 亦 宰相と 稱 する 大に遠 ひ 侍れ ど、 古今 參議 

を 宰相と 稱 する 事 常と 成し 故に、 誰か あやまり とて、 參議と 呼し 世 あり や、 萬つ 誤れる 事 は 誤りと しり 

て、 俗に 遠 はさる こそ 安く 侍る へき、 こと/、 しく 物と かめ 侍らん は 量の せ はき 故に や 

〇 神 谷 石 見守 高 朝 (宇都 宫 末流 應永 中の 人) 三 州 碧 海 郡 上野 十三 村の 內阿 彌陀堂 村に 住す、 其 子孫 三 河 
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に 多し 宗定 村に 神 谷彌五 郞宗弘 とか やい ひし 人の 居城と て 舊墟も 侍る， 彼 家の 紋 上り藤の 內上ヶ お 蝶と 

いふ、 祌 J!;;!: 家人の 祌谷與 次 右衛門 某と い へ るは彌 五郎が 孫 也 (千 五百石 を領 せし) 

〇 書^に 和 州 諸將^ (十一；. -卷) とい ふ あり、 此は和 州 下 郡 筒井 城主 陽 舜房順 慶及ひ 其 養子 侍 從從四 位 

下び 贺 守お 次 (秀吉 の 時 羽 柴氏を 胃せ り) 等 代々 の 事 を 記せり、 順 慶姓は 藤 原 筒井 大夫 順武が 後胤、 筒 

井 顺昭法 印 か 長子な り、 代々 與福寺 衆徒に して 應永 以來 武事 を 以て 大身と なり^りし 者な り、 縻正 元.^ 

三月.，； 翁 政 將軍简 井 隆舜房 光宣 法 印 (筒井 太 郞順秀 なり) に 命して、 和 州甘桓 (a に 昔より 納まりし i 

我 入 鹿 か 屍 を 京師に 人し む  1 

天文 卄年 六月 筒井 順昭 卒せり、 遣霄 して その 死 を 深く 隱 して、 奈良角 根 町なる 隼 社の 邊 りに， き. „め彌 とて 

盲： ：！ の 有け る、 ： ^〈顔 かたち 順 昭に其 ま 、にて 語音 も 亦 驚たり、 年の 程 さへ 比な り けれ は 床に 偽 居て、 

家老， お 松  < お 森 等 軍事 を かたら ひける、 其 後奈良 靜 になり て 其 喪を發 せし 時、 育 目に は 金銀 を與 へても と 

の 町へ 返しけ る 故に、 南都の 俗諺に 事 を いつはり かざりて 後、 再び 本に かへ る を もとのもくあみ といむ 

ける となん  ン 

IK 文 十 じ 年 一二： zSH 山 左 京 太夫 義忠 虎 をして 明朝に 入らし む、 此時上 三 管鄭舜 功と いふ 明 人に 豐心丹 

の 藥方を 傅 狡す、 "j^ より 先に 享祿ニ 年舜功 我國に 使し 來る、 此時薩 州の 儈寬妙 房 光淳 九州より 舜 功と 同船 

し、 船 屮此藥 方 を 傳へ其 生國和 州に 歸り 西大 寺に して 調合し 賣 侍る、 其 時分 は 世間 醫師 まれに して 賫藥 

珍ら しかりし か は、 世 多く 買 來め是 を西大 寺と 呼ぶ、 元来 は凍藥 なる を沈麝 圓と稱 す、 白 S 山 氏より 神 保 

サ 木に 傅え し は丸藥 にして 豐心 丹と い ふ 

光淳 法師 を 時 一： へ 人と 稱す、 西大寺 三十 八 世の 住持に して 天文 七 年 五月 甘 二日 寂す、 賣藥 にて 寺 富し 

故 今に 北.： 忌 を するとなん 

筒井 家人 松 倉 蟹 後 守 重 政 初の 名 は九郞 市、 松 倉 右近 籐原勝 重 か 長子 也、 


尻  缀 


吉備 津宮の 大藤內 (大森 藤 内左衛 門と 云) 紀益躬 か 末葉に して 建 仁 寺 榮西像 正 東大寺 俊 乘坊重 源 上人^ 

子 也と 云々 

紀 系譜 を按す るに、 重 源 俗名 重定池 左衛門 允紀 季重か 三男 也、 榮西大 藤 內か事 はなき こや 不祭、 筒井 

氏 は 元と 浮 屠 氏に して 與福 寺に 供すべき 者な りし を、 中世 亂に 乘じ武 をなら ひ 大名と なり、 ^闘 を 事 

とし 貫主 を も 都て 我 令に 隨 はしむ る やうに せし、 當時 本願 寺 光佐と 同じく 驕,^ 我儘に なりし.；：^ な"、 

筒井. か驕暴 にして 無道な りし を 南都の 商人 恨み 腹 立て 叛 せし、 中に も 椿 井町の 橘屋主 殿藤屋 兵衛， .g- お.. 

屋民昔 等 富 商な り、 しかば 一 揆の將 となり、 輿 福 寺 六 萬の 衆徒 1 一千 餘人： S 外 浪人お よび 法師 町人 百姓 等 

都ム ロー 萬 餘の勢 を 以て、 筒井 氏と 戰 ひし 事 あり、 此時 南都の 民家 多く 燒し 亡け る、 町人の 合 戰ま比 4 そ 

始 なるべき 

〇 儈に姓 を 蒙らし めて 呼し は 姊本紀 僧正 (眞濟 ) 也 

〇 三 州 諸家の 內 牧野 右馬允 成 定榊原 小 平 太 (始は 酒 井 將監か 家人 也) 稻垣平右衛門長茂(牧野左£5^?允.^. 

家人な り) 板 倉 四 郞左衛 門 (松 平 主 殿 介 か 家人な り) 久世三 四 郞廣宣 井上 平 右衛門 淸秀 (大 须贺 五^ 左 

衛門か 家人) 各 武功 拔 群の 勇士な りし 故、 直に 幕下に 屬 せしめ 諸 俟に班 せらる 面 ：12 の 家 也 

〇 今 川 左 馬介豐 (尾 州 名古屋 城主な り) の 男 今 川 孫 四 郞氏明 (童 名 は太郞 いふ) 天 正 十 年 六月 一 ー日言 2^^:- 

味方に て 本能 寺に 於て 戰 死す 

〇 淨土宗 增上寺 等の 檀林所 化の 座學 問の 次第 . 

名目 頌義 (二 藏義 也) 選擇 小玄義 文句 禮讃論 (淨土 論な り) 

右 八 部に 各部に 頭 一人 ありて 所 化 を指彈 す、 名目の 所 化 三年に して 頌義所 化と なりて 趣 を 上る、 廿^ fc- 

にて 八部滿 座し 無 部の 座に 至る 事 十八 檀林 同じ 

〇 三 州 岡 崎 大林寺 は (酉 山派淨 土宗) その かみ 彈正左 衛門尉 長 元 岡 崎の 拔を築 住せし 時、 建て 菩提 道 sj^ 
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とせし (寺 產百 石) 

0 凡 我！： 古し へ より 錦を緻 京師 錦 小路 及び 諸 國錦織 鄕せ倭 錦 を 織 所 也、 太 神宮 御 装束 小 車屋 形 等の 錦 あ 

り、 今や まとに しき も 神事なん どに 用 ゆる 物 は^.^ 朴 なる 物にして、 上古の 物に 見 ゆる 韻府續 編に 日本 

の 麒麟 錦 花 は： ：！ とい ひ、 杜陽雜 編に 我 國明霞 錦 光 耀芬馥 五色 相問而 美麗 過 中國之 錦な どい へ る を 以て 我 

功 手 を 知るべし、 今 京師 所 織袍衫 の穀續 等な り、 錦羅 II を 見よ もろこしに 勝る 物 多し 

〇 八 雲の 神 詠、 西三條 家の 秘說 とて 書る 物 を 見し に、 八 雲た つ は 天 をい ひ、 出 雲 八 雲 垣 は 地 をい ひつ ま 

こめ は 人 をい ひ、 八重 斑 をと は 萬 物の 全備と いふと いへ り、 實に 一理 あるに 似て 神代 質 直の 風 を 忘れた 

るに 似たり、 すべて 神 書の 秘耿 道の 傳か、 る 事 多 かり 古今の 箱傳授 とい ふ も、 密 家の 箱傳授 をなら ひて 

作りし 事と 覺へ 侍る 

0 劉 蒙 菊 Isnr 夏 金 鈴 出 西 京 以 六月 云々、 石 湖菊譜 曰、 五月 菊花 心 極大 云々、 史 老菊譜 曰、 佛頂菊 五 

六月 開 色微紅 云々 是 我 園に 所謂 夏菊 也、 按 に菊譜 三本 異 作者 異稱 日本 傳載倭 菊 有 劉 蒙菊譜 

〇 仁 ti3 天皇 宫廟攝 州 西 成 郡高津 

高津 神社 

あれに ける 高 津の宫 を來て 見れば まかき のむ しゃ あるじな るらん 

後^羽院の 御製な ろよ し 夫 木 集に あり、 高 津の宫 と は 社號に 非す、 日本 紀を按 すれば 皇居の 名な り、 神 

社 啓蒙に 平野 社仁德 帝の 宮廟 とい へ り 家隆の 歌に 

なに はつに 冬 こもりせ し 花 なれ や 平野の 松に ふれる しらゆき 

延^ 神 名 式に 高津 平野の 社號 なし、 攝津國 の 本國悵 にある にや、 夫 仁 德帝は 我 國の聖 主にして その かみ 

の 民 帝 德を稱 す、 今の 人是を 知る ものな し、 盖 少し 其 宮鹿 ありと いへ ども 官幣 にも 侍る にや、 但し 八幡 

{a にて 若せ 3 と稱し 奉りて 祭典 あれば 外に は勅幣 奉らせた まふ 事な きに や 


O 燕 州 圖經に 鹩鵜を 養 ひて 魚 を 捕し むる 說 あり、 是我國 のうの 鳥の 事な り、 倭 俗 鹩の字 を 甩ゅ截 も お 

の 事なる やとい ふ 人 あり、 按す るに 師癀か 禽經晋 の 大傳張 華 注せり、 鵜 志 水 註に 云、 水鳥 也、 似！？ 

而大 隊長 尺 餘領下 有 胡如大 囊受數 升、 湖 中 取水 以聚群 魚 候 其 竭涸奄 取 食 之、 一 名 淘河詩 曰 維 賴在梁 志 在 

水 也と いへ る を 以て 見れ は、 うの 鳥な り 胡 は 字書に 頷 下懸肉 也と いへ り、 然れは 羈^と 鹈と Zi: じ 物 敷 

〇 金 橘と 金柑と 一 物と 心得 侍る は 非 也、 宋の韓 彥直か 摘 錄に金 拼は大 者如錢 小者 如 龍 肉と い へ は、 今 G 

きんかんなる 事 明らけ し、 金 橘 比 金柑 更小也 形 色 頗類木 高不及 尺と いへ り、 きんかんの 類に していと ち 

いさき 物と 見えたり、 か 》 る 木 も 日本に あるに こそ、 予 いまた 金 橘 を 見され はつ まびら かなに いひ 難し 

〇 高琦 文章 一 赏云、 有 一 字 用 於 一 篇之內 1 一三 十 不覺其 煩 者、 如 韓昌黎 送 孟冬野 序 之 鳴 字 葵 九 峰 書 集傳序 

之 心 字 等類是 也、 云々 私に 云 象 好 法師 かつれ く 草に 四季 を 書る 段、 あはれ なりと いふ 事 多くして 耳に 

立き こえす、 小町 か 花の 色のう た卅 二字の 內 にに 文字 四ッ ありて 人 煩を覺 えさる も 此類ひ 也、 皆 文章の 

妙 を 得れ はなり けり 

〇 我國中 世より 執政の 家 近衛 九條兩 家な りしに 四條 院仁洽 一 一年に 良實關 白と なれる より 一 一條 家の 祖 とな 

られ し、 後嵯峨 院寬元 四 年 實經關 白と 成て 一 條 家の 祖 となり、 後深草 院建長 四 年に 兼平攝 政して 鹰司家 

の祖 となられ し 後 は、 五家 か はるく 攝 關を帶 した まふ 

〇 小 窓 別記 曰 政 和 中 淑南崔 志 有 女 母 臥 病 久忽思 魚 食 云々、 女 焚 香 誓 天 即往河 中 臥 氷 凡 十日 菜 得 魚 三 尾 云 

々、 與王祥 同日の 談敷 

〇 木綿 布に さらさ 染と いふ は國の 名な り、 小 窓 別記の 一 四 夷 考に永 樂中來 朝 一 一十 六國の 中捨刺 1^ 國 これ 

なり 

〇 神 家 浴 を 以て 坊 離と いふ、 是 もまた 怫 家の 語 を 傅へ 云、 大品經 に 一切 法坊離 云々、 華嚴 蔬に淸 淨無染 

離 塵 Ji§ といへ り、 此心 をと り 身を淸 むる を 離と いふ 也、 亦 禁足の 名も拂 者の 事 也 

七 一 五 


/兄  m 


  七 1 山ハ 

0 我 敬 公 御名 始 は 賴直然 改義利 然改義 直 

〇 近世の 俗 愚痴なる お を さして.、 ハカと いふ、 此言我 古書に はなき にや、 趙高 か秦の 二世 を誣 して 鹿 を 馬 

とせし 故事に て 人 を 愚に する をバ 力に するとい ふと 是は 事に よりて 率附 する 敷、 或は 破家と か. く は 文字 

を 取合せ て 作；^ り 

按す ろに 胡 語 慕 何とい ふを譯 して 癡と いふ、 飜譯 名義に 見えたり、 之はバ 力の 音に 近し、 然れは 元と 佛者 

よりい ひ 初た る 言に や、 され ども 此を 以て 決する 事な かれ、 若 我 言の 附會 たる 事 あら は博舉 の士 改めよ 

〇 六經 字音 辦 贖 刑 之 贖 音樹躜 兩昔、 一 犯廟諱 一 音樹 北方 之 音 也 (徐免 音) 至 今 河 朔人謂 贖 爲樹！ 能吳 

之 昔 也 云 々 、 陸 德明本 吳人則 多 從吳音 云 々 

〇經^^七卷元豫章熊明來著第七雜說評ニ社之曆法、 立春 後 五 戊爲春 社、 立秋 後 五 戊 爲秋社 云々、 今州縣 

赛 秋 上 丁 之 明 n 祭 社 或 未 交、 一 一八 月 節 輙便行 禮乖於 天 時馒於 民事 旦不 奉曆 書爲大 不敬 云々 

〇 晋書 孝 友 傅に 1^ する 瘦袞疫 を 畏れす して 其 兄 を 保養せ しこと、 時の 人 松柏の 後！： にたと へて 稱 しける 

朱 子 小學 にも 此を 記した まへ り、 亦 偶讀謾 記の 說朱 子文蕖 ヒ十 一 に 見えたり、 寳に 人間 疫病 を 長る、 事、 

其： C "肉 至 親 を もす て？ 省 さる 事倭漢 等しき にや、 祝公賓 之の 類 ひ ある 事 まれな り、 我國 にても 處 により 

泡 S を 忌て 病 者を捨 るに 至る も ありと そ、 古し へ より 疫を追 ふ 事 は 儺より 以下 道士 僧侶の 祈禱に 至り 俗 

節の 飮食 も大槩 疫を讓 ふま じな ひなり、 され は 鐘 鳩の 事 は 天刑 星の 事 をと りて 作れる にや 

〇 或 染ェゐ けたの 紋を 書し に、 又 一人の 染ェ これ を 見て 云 法 を 知らす して 妄りにう は繪 せし 井 文字 を 描 

く は 左 を 上に かさね かく 故實 也、 右 を 上に かさね 組て 書べ からす、 右 を 上に かさね 書く は 人の 字 四 人 は 

しびとに M ゆる 故、 入の 字と なる 様に かくな りと いひし 


是右を 上に して 

人の 字になる 也 


是左を 上に して 

入の 字になる 也 


これ 實に 風俗 なれ ども 其 家の 故實 也、 凡そ 折 字 相 字の 法 も か. -る事 多し 

〇 工匠の 楝上 する を 見し に 墨 指 を 第一 に 置 手斧 を 次に 置 終りて 曲尺 を 置て 祝す、 共 故 を 問へ は是 水の 字 

なりと 云し 

是亦 風俗 なれ ども 和漢 家作に 水 を 用 ひ 侍る 事、 屋上に 鸱尾を 置內に 天井 を も 

ふけ、 或は 藻 を 描き 龍を圖 する も 皆 水物に して 製して 火災 を 壓 わさな れはェ 

器に して 水の 字 を 作る 同意な り 

〇 山 王 1 一十 一 社の 內十禪 師の號 日 吉鎭座 記に、 吾 勝 尊 は 國常立 尊より 第 十 世 

^ ) の 禪を受 たま ふとい ふ 心に て、 十 者 天 ヒ地三 之 數禪ハ 譲 也、 師ハ國 也 等い へ 

り、 是 神道 者 流の 附會也 十禪師 は我國 古し へ の僧官 なる 事 を 忘れて か る 造 

實を なして 人 を 誤る、 十 禪師の 號を儈 に 賜 はりし こと 帝紀ま 》 見えたり、 たと へ は 法 橋 上 士位內 供奉 十 

大禪師 源 信と いへ る 類 ひなり、 此號 異邦に もよ く 知りて、 四 明の 宗曉か 敎行錄 四に 見えたり、 釋門 正統 

の 一に 日本の 信禪師 といへ る も十禪 師の號 によりて や、 十 禪とは 佛家十 種の 禪名 也、 今の 人 是を辨 へす 

して ひたすら 說を なす 中世 浮 屠 氏より 稱し 始めし 社號 多し、 其 字に よって 附會 すべから す 

十禪 GK 台の 名目の 中に て 見 侍りし) 

一 出家 淸淨禪 Ir- 近 善知識 淸淨禪 三- 阿 蘭若禪 四 二 離戲論 憤鬧禪 

五-. - 身心 柔和 禪 六 二 智 惠寂靜 一切 音聲禪 七 こ 七覺 八道 禪 八-一 離 味 著 諸 ー斌惱 

  七 1 七 


七 I 八 

九- 通 明 淸淨禪 十- 智 方便 遊戯 神道 禪 

〇 神 農 本草 云 牛 黄 除 邪逐鬼 云々、 浮 屠 密法有 加持、 牛 黄 之 法是竺 土所爲 乎、 謂其神號牛黄神獸夭見阿^^ 

逸所 譯牛王 守護神 咒經 

〇 按拽： t 紀載柬 越 邵武有 席嶺^ 中 有 大蛇、 長 七 八 尺 大十餘 圍巫親 取 童女 常 八月 祭 之 蛇輾吞 之已九 女將^ 

il 李誕、 有 女 名 奇應募 而行乃 請 好劎作 數斛養 蜜 灌之置 蛇 穴 口 蛇出啖 養奇便 以劎研 殺 之 得 九 女、 钃髏越 Ht 

乃 聘奇爲 是赏似 我 素 讓烏尊 斬 大蛇 之 事、 然則 所謂 素 尊 斬 蛇 者 乃 絶淫祀 救民 之 事 也 

OCEislf 故實 云、 越 人以蠛 募爲上 味、 南楚 新聞 云、 百 越 人 好 食蜈蟇 云々、 我 日本 上世 國栖人 叉 食 之 爲上味 

日本 紀 

〇i^.wiIII 荷 蜂 (同上 事 言要畧 也) 倭 蓮 を はちす とい ふ も 蓮の 蜂の 巢の 如き ゆ ゑな り 

〇 帝 ：+: 院は ISJ^ 網の 緣也、 大紋の 高麗 緣は 親王 大臣 用 之 以下 更に 不可 用、 公卿 は 小紋の 高麗 緣、 六 位の 侍 

黄緣 なり、 四 五位の 雲 客 は 用紫緣 (海人) 藻 芥今神 家 僧家み たりに 大 小紋の 高緣を 用 ゆ、 其 潜甚哉 

〇 雨 皮 生絹 を あさに て 染て用 之 

〇 人前 へ 现を持 出る 時^ をと りて 可持參 者な り、 文 臺に居 へ 持 時は蓥 なから 持 也 

〇 八月 朔 n: 小 花 粥 內裏仙 洞 以下 令 用^ 良藥と 云々 

彼 裘の法 は 薄な 黑燒 にして 粥に 入れ 食す 

〇或 茶人に 物の 茶の湯 を 望け る 程に、 其 器物み な 唐土の 物を盡 して 珍ら しかりし か、 褂物 はかり 何 か 

しの 卿の 書 給 ひし あまの 原 ふり さけ みれ はの 和 也、 客 心得 侍らざる 事 哉と て^ける にさる 事に 侍る、 此 

耿は仲 is もろこし にて 月 を 見て 讀 ける. 5 古今 集 かに 侍りし、 され は 歌 は 我 やまとの 風 なれ どと 唐土に て 

讀 しか は 废 物に こそ 侍れと いひし か は、 水鏡に も 仲 麿 唐土に て 三 笠の 山に いでし 月 かもと 讀し事 見えた 

り、 誠に 物 かたき 文字の 懸 物なら は異 やう 過なん をお もしろ くこ そ 侍る とて、 客 も 共に 感じけ ると かや、 


尻  a 


茶 會は斯 風流に して 文雅な らんこ そ を かしく 侍らん を、 田舍 の茶會 はお これる のみに して 年老 ひ 物む. づ 

かしけ に ふとり 過た る もの、、 萬つ. E 慢 したる 客の かほに くけ にお も ひやり、 異なる 事な き 有さ まなる 

とちい と 愚かなる 物語な どして、 物 食 ひ 茶す、 りて 長居した る 心つ きな く 見苦し、 

〇 小兒舌 ざこと て 口中 熟瘡 生し 乳 を も 食 を も 得 侍らざる あり、 不俗に野っづれとて道路にぁる古き布^！出 

の 類 ひを燒 き、 これに 附 侍る、 中 人 以上まして 高貴の 兒には 用 ひかた し、 本草 服 器の 部 錦の 綱 n に 古 錦 

を燒て 灰と しっけて よきよ し 侍る 

錦な く は 今 II の ふろき を燒 てつけ 侍る へきに や 


七 一 九 


£5 


尻 卷之 丸十 九 


〇 酋我祐 成 時宗 ( 一 作 時 致) 系 11 の 事 ェ藤系 圖四說 あり 

og 維 職 S5,、 維大 狩 野れ 郎，. 豕欠 ip,^ 欠 一 -ー 祐綱 武者 所.^,, C ェ藤 一 藤 

c.*,?.^ 豆 押領使 ま， 一 一 l^ftN ェ藤 1 口  TJti^ 、きも 


久津見 

祐茂 (宇佐美) 


-祐家 赏久須 見 寂 連子 祐親 伊東； 祐 道河津 三郎： 


^一は 國那 賀邵久 兑^ 內 伊東 河 津 宇佐美 三 所 家 

Z づ 次以來相俾其^^£-本ば也祐，？>、死後祐叙押ニ領之， 

-時 1 ガ 祐道 横死 祐親 自殺 後祐經 領，， 伊東 河津 等， 云々 


01, 


, 定經 6T 祐家 


祐親 11 祐泰 IT 祐成 


-祐權 j 祐經 

！-祐 茂 


-時致 


i 次 y 祐家 S- 祐親 ま 1 祐茂 


11311 


祐成 

，時宗 


云々 


尻  M 


大概 右の 如し 亦 曾 我の 系 は 平 高 望の 子 村 岡 將軍良 文の 次男 村 岡 次 郞忠賴 の 一 男 下 總介忠 常より 出れ た是 

亦異說 あれと も 其 一 系の 如き は 


og 忠常 


難 If 兀宗 Esi 恒永 小四郞 


M 信 


大蔵 八郞 


祐家 


曾 我 太夫 


—g 信 


了祐成 (實 ハ 河 津祐泰 子) 

丁 時宗 (同上) 

-ii—祐重 此匪 


中頃の 檢 なんとに 時宗 か 素 襖の 紋に蝶 を 書 は 平氏の 紋 なれば にや 

〇 竹 腰 氏 は 佐々 木の 庶流 江 州 竹 腰 村 家紋 W 目 結と 云々 

00 源 重 法名 S 珍 或作鎭 


！  本ハ 原、.、 n 娶竹腰 重吉女 

「ま 安稱 郞 


從 R 位下 山城 守 仕 尾 公 1 


-重 吉；. 攝津 守) 

-女子 (竹 腰： 止 安 妻) 

, 重 次 (攝津 守武井 之祖) 

.靈4^^次—郞右衛門£¥助九郞仕上杉景勝 保 二年^^ = ^九日 卒 

重 時  r^ss  i 信號正 院安譽 道 輝 母 ハ 

志 水 加 资守女 

舊說に 曰 竹 腰 正 安 者 本 金 森 之 族 而土岐 之 流 原氏ト 云々、 一 說こ曰 正 安者齋 藤氏 之 族 云々、 梅 輪 內之紋 金 森 

家 之紋也 


七 二 


尻  麵 


  七 ニニ 

或 說曰齋 藤氏 代々 崇，， 天滿天 神 r 故 以，， 梅 輪內， 爲， 杖、 正 安 仕，， 齋 藤氏， 之 時、 以レ 爲-, 其 一族， 所-, 恩賜 ー紋也 

云々 

竹 腰 近 珍 は 濃 州 齋藤か 家人 也、 道 三 父子 戰ふ時 道 三に 討る (四月 七：：：) 

或 傅に 曰 道 珍 は 佐々 木 Q 一流、 始めは 竹 腰 攝津守 正 助 (一 二重 吉 法名 道 珍) 土岐賴 藝の臣 也、 道 三 濃 州み- 

有て 是に仕 ふ.. 其 頃 金 森 某の 弟 原 氏 某 を！^ とす、 原 氏の 子 竹 腰 助 九 郞と稱 す、 齋 藤氏 沒 落の 後 浮 田家に 

仕へ しか 故 有て 浪人と なり、 山城の 志 水に 籠 5^1 せり、 是竹腰 山城 守 正 信の 父 也 云々 

或 云 竹 腰 道 珍本 佐々 木の 末流 也、 佐々 は德と 和語 通す 德を越 ゆると いふ 心に て 始て竹 腰と 稱せ しと 云々 

いつれ か是 なる 事 を しらす 

〇但爲 國赤淵 明 神 は孝德 天皇 第一 一の 皇子 表 米異賊 誅伐の 功に より 一し 日 下部の 姓 を 賜 はる、 卒後社 を 建て 

崇之所 IS 赤 淵 明 神 也と 云々 (赤 淵 社 綠起幷 朝 倉 家譜) 延喜神 名 式 曰 但馬國 朝来 郡 赤 淵 神社と 云々 

私 曰 姓氏 錄 にば 口下 部 宿^ 開 北 天皇々 子彥坐 命なる よし 見えた る但日 下部 公 は^ 姓 敷 

f 下部 公  酢ぎ 子 gH* ぼ ー 食權 (下略) 

又 一 系 n 下部 公表 米  荒 島 M^ll,^  治 良 (下唇) 

按す るに 朝 倉 は 本朝 來代々 但 州の 住人 也、 彈 正左衛 門孝景 文明 三年 五月 越前國 守護 代 甲斐 左 近 丞藤原 

昌 之を滅 してより 越 前國に 住せし、 元武衛 家の 臣也、 系 蘭に は 孝景は 義政將 軍に 仕へ 越 前 を 賜 はると 

いへ り、 自家の 譜と 外人の 記録と 相違の 事 は 古今 珍ら しからす 

〇 山城 國愛 賀茂別 雷神 社 (名 神大) 是賀茂 社な り、 祭る 神 は 別 雷 命 同郡賀 茂御祖 神社 一 一座 (並 名 神 

大) 是下賀 茂 社 也 
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建津之 身命 伊賀 古 屋姫命 

同 郡 鸭川合 座 神 宅 神社 (名 神大) 是轧の 社 也 

玉 依 姫 命 

世人 訛りて 上 賀茂を 建 角 身命と いひ、 下賀 茂の 大社 を轧 とい ふ、 夫 賀茂皇 太 神 は 神秘の 御 事お ほろ けに 

は 語り かたし、 山城 風土記 賀茂緣 起の 旨 は 松 尾に 祭る、 大山 昨 命の 御子の ことしされ は 卯月 薬 を 松 尾に 

詠る 歌 あり 

順德院 御製 

誰し かも 松の 尾 山の あふひ 草 かつらに ちかく 契り 初け む 

舊事 本紀に 松の 尾の 祌を用 鳴鎬の 神と いへ り、 風土記 所謂 丹 塗の 矢 思 ひ 合すへ きか も、 亦 刖雷を ヮケッ 

チに訓 し賀茂 山の 別號 とす、 但し ヮケ ツチ 山 は 貴布禰 山の 本號也  • 

貴 布禰社 式- ス 一 座 今 社備爲 J 一一 座， 曰，， 高 籠 別 雷神， 曰，， 奥 御前, 也、 三士 一社 註- ハ爲 T 船 玉 命 與，， 高ぎ 二 一 

座 上 

又 下 賀茂を 大已貴 命 Hi 依姬 とし 上 賀茂を a 々達々 杵尊 とする 說、 往昔の 傳 習に 違 ひ 侍る にや、 只 風土記 

の說 のこと く玉津 神と 心得て 害な かるへ き 敷、 葦原 卜 定記は 後世の 作に ゃ覺 束な し、 釋 日本 紀に贺 茂 建 

角 身命 は 大和 國 宇陀 郡 八， 咫烏 神社なる よし 記せり、 其 御子 玉 依 日子 命 は 賀茂縣 主 等の 遠祖 也、 いもうと 

玉 依 婭命は 別 雷 命の 御 母 也、 雷の 字 を 以て 雷神 也と いふ は、 元より ひか 事に て 侍る、 風土記に 取， 一 祖父 之 

名- 號-, 可 茂 別 雷 命, とい へ は 別 角 身命の 異也、 桓武 天皇 延曆 三年 甲子 十 一 月 紀船守 を 遣 はし 下 上の 社に 

從 二位 を 授け まいらせられし、 これ は 長 岡に 都 を 移さる るに 依て、 其 後代々 增隆封 戶御事 も 帝紀に 見え 

侍ろ され は 賀茂は 山城 國 一 の宫 にして 皇 都の 鏡 御 尊崇 も 也に 異にして 內 親王の 奉祀 も宗 鹿に 等し かりし 

有智內 親王より はし まりて、 上 御 門院の 御宇 繞子內 親王 迄 三十 一 人、 元 祿七年 ral 月 御-再興 あり、 近衛 使 
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の 式 御 車の かさり も 古しへ に 立 かへ り 侍る、 いと 目出度 御 事 也、 抑此 祭り は欽明 天皇の 御 時 はし まりて 

人々 奏 柱の W かけ 侍る、 小緣 ならぬ 事也績 草庵 集宗の 雅歌に 

惠 みある 神と 君との 諸 かつら もろ f 】 、 みに そかけ て 見えけ る 

もえいて し _ ^の ふた はの 其 ま、 に 夏 もし けらぬ あふひ 草 かな 

此草 はた 上 一葉つ 、出て 秋 まても その ま、 也、 故に もろ 葉と もい ふ 夫 本 集師 光の 敎 

その かみの 御 かけの 山の もろ 葉 草け ふの みあれ のしる しに そとる 

亦 かさし 草と もい ふ 

神 まつる け ふの みあれ のか さし 草な かき 世 かけて 我 ゃ賴. まむ 

« に.！ 辛に て^ると そ、 薬の 類 は 多く さま ノ、 ありと 本草 綱目に 見え 侍り ぬれと、 細 辛 は 葵の 類と は 見 

え 侍らす、 我國 いかにして 葵の 宇 を 付し にや、 饞 ある 人 は 祭の rn 葵 を かけさる にや 新 拾 遣 後 京極院 

我 袖に 祌は ゆるさぬ あふひ 草 こ、 ろの 外に かけて 見る かな 

是は 嘉^ 四 年 御着 帶の後 祭の 日 朝餉の 御 几帳に かかれる 奏を 御覧して 讀せ給 ふと かや 

〇 異邦 今將來 する 怫 像の 好 は 石崇は (鏡像) を 先と す 凡 唐 佛其箔 の 色と みたる 如し、 俗にと し 箔と稱 す (漆 

に笵を 交へ 何遍も 塗りた る もの) 或は 塑像に 舍利を 接、 或は 玉 及び 瑪琐 琥珀 等に て 作れる いと 巧なる 多 

し、 然れ とも 我國惠 心定 朝運慶 等の 名作に 及 はす？ Si! 羅琵 乎婆羅 遮な と 天竺の 內 なる 國の作 は 怫像甚 異相 

にして、 けに も 印度の 姿 かく 有へ しと 見 ゆ、 

〇 尾 南 知 多 郡 野 問庄大 御堂 (俗 云 大坊) 白 河院勅 建に して 承曆 年中の 草創、 西方の 三 聖を崇 む、 後に 古 

大將賴 朝 先考 贈內大 ほ資； i の 爲に修 す、 享祿四 年 辛 卯 十月 十三 日 兵火の 爲に燒 失す、 されと も 本尊 夾侍 

展異 ありて 損失せ さりし とか や、 天文 三年 甲 午 三月の 勸進 帳に 見えたり 大坊の 蔵に 有 之 

〇 四月の 頃より 木贫路 (上 松の 邊) 山に も 野に も 麥賓の 如き 穀 おのっから みのりて 村民 多く 取て 食と せ 


0 
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り、 形 チ篠の 自然 粳の 如く 穗 いと 長く 見 ゆ、 麵 となして 色白く 味 小麥に ひとし、 是も亦 荒 年の }K 物と い 

ふ へ き 力 も 

土俗 かむ きとい ふ 皮 を とれ 

は麥 のこと く 色 黑紫也 

〇 周の 代 まて は燭 のみ ありて 燈 なかり しと そ、 燭 は纖燭 也、 禮に燭 の 字 有て 燈の 字な し へ燈は 油に 燃す 

燃し 火 をい ふ) 考へ 見る へし、 亦硯の 字六經 になけ れは漢 以後の 制 かとい ふ、 予 おも ふ 文 房 Z 譜に黄 常 

得 王 級 治 爲墨篆 曰 帝鴻氏 之硯是 知硯其 來尙矣 といへ り、 但し 四 譜の書 も 後世の 作 なれ は、 絶て 證 として 

決せん も 如何に や 侍らん  ， 

〇 難 波に て 松む し 草と いへ る は松蟲 場の 邊 りに 多き 故と かや、 關東 にて はわれ も かう とい ふ、 世に いふ 

われ も かう に は あらす、 

〇 耕 雲ロ傳 一 册は南 禪寺禪 栖院の 耕雲魏 公の 所述 也、 (文 安 戊辰の 奥 書に 見 ゆ) 和歌の ロ傳を 記せり 

按す るに 魏公は 花山院 家に して 南朝 補佐の 賢 臣正ー 一位 大納言 右 近衛 大將藤 長 親 卿の 法名 也 

lligl. 師賢 sfegtli 一 ド i 右大將 

いみし き耿 仙に て、 信 濃 中 書 王 新 葉 集 撰 定の事 を も 委附の 命 を 受られ し、 亦 摘 題 和？^ i!^ の 撰者 也、 新 葉 

集の 作者に は 右近 大將長 親と 載られ 侍る、 新 後 拾 遣新續 古今の 両 集に は明魏 法師と 其 名 を か、 れ 侍る は 

北朝の 撰 集なる 故 か、 此卿 和歌の 才 明らかな りしの みに あらす、 忠義 まめ やかに して 後 龅山院 御 北 這の 

後 終に 他 主に 仕へ 奉らす、 いさきよ く 塵 世 を 遁れ花 頂の 霞に 伴 ひ、 雲水 漂泊の 客と な" 給 ひし、 いと 
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有 かたき 匹 如 身なりし、 S 南方 奉仕の 時嘉 門院 周 防と いふ 女房 を 賜 はり、 一男 子 を 生す、 周 防 は 天野備 

中 守 經政か 女な りし、 經政 外孫 を 子と し 後に ェ藤 宮內少 輔重貞 とて 南廟に 仕へ 武名 ぁリ しと そ、 應永六 

年大 家に 從ひ泉 州に て戰 死せ し、 魏公晚 年 遠 州 奥山に もし はし 住せられし 無 文禪師 (南 帝の 皇子) の 

御え にしと 申 秋の # ；;^ の 城主 天 野 家に 親しき ゆかり も ありし 故なる へ し 

たちの ほる 煙に しるし 山 深み 住 見ん 人の こ  ろ ほそ さに 

此耿も 彼 山寺に て 詠せられ しとな む 

〇： 止 月の かさり の 5: ゆつ り 葉 は 何の 用に やとい ふ 人 あり、 按す るに 三角 柏に 酒 もる か 如きに や、 大甞式 

に所兑 ぉ义 餅な とに も 敷に や 枕 草紙に 十一 一月 晦日に なき 人の 食物な とに も 敷 亦 春の 祝 ひに も 用る 事 侍る 

〇 三 社 託宜、 太 大祌の 託と いふ、 厩戶 皇子の 語 を 取れり、 聖德 太子の 御 記 文に 見 ゆ、 或 日 卜 部 兼豐作 

る 松下兑 林云宜 胤 記 を 見れ は 三 社の 託 を 多く か  れし事 を 記され 侍る、 外緣 あれ は 兼 俱此託 を 作れり と 

聞え たりと いへ り 

〇H< 子 御酌 を 賜る を 天 酌と いふ は、 後花園 院の 時よりの 稱呼 也、 いにしへ は 其 事な かりし とそ 

〇 三史 史記 漢書 前後 をい ふ、 此に 文選 を 合せ 訓讀 通せし もの を 中世 儒者の 學と 思へ り 

〇 或 問 信 州 善 光寺 開基の 擅 主 本 多 善 光と いふ、 皇極 帝の 時 か.！ る 名 あるへ き やと 予云 先に 善 光寺 大勸進 

の 潜 都に 聞し 共 略 系 

如 來奉供 擅 趑交名 次第 

ogls 精：； 人 力 爾 S 作留 tMt 
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善 光寺 本尊 は 一光 三柩 也、 新に 模し籙 ける は 尾 張國熱 田の^ 定尊 法師 靈 夢に 依て、 建 久六年 五月 十五 日 

屮尊を sr 同 六月 让 八日に 二 菩薩 を篱 ける、 是 三尊^ 柩の 始歟、 亦 像 は 伊豆 國走湯 山淨蓮 上人 承久 三年 

の 卷吿に 依て 御戶を ひらき 尊像 を拜 して 自圖 せり 

〇 義滿將 軍 太 上ヂ、 皇の 尊號 は、 鹿 永 十五 年 五月 九日 也、 白" 山基國 紬川賴 元諫議 して 辭せ しむ、 吹 毛 居士 

が 記に 见ゅ、 居士 姓 は 多々 羅氏は 瀧 川 元 和 中の 人 也 

〇 尾 張 國愛智 山 田 兩郡司 兼 社 大禰直 尾 張忠命 云々、 朱 鳥 三月 廿 一日 宣旨、 以同廿 八日 到 來稱以 去、 白 鳳 

廿 一年 十二月 一. 日 被稱熟 a: 大明神 云々 (按廿 一 年 可 作 十 一 年) 

愛 智郡衞 崎 松 圮 お 機 綾村 云々 (衞崎 亦作會 崎) 熱 田 大明神 云々、 大神者 去、 大化ニ 年 丁未歲 (二 可 作 三) 五 

月 十  一 nlK 下 御座 云々、 此土 天下 奉 程 行 向 草木 自莫 不燒 枯者號 遊行 幾 草 大明祌 云々、 即隨身 (須佐 尾 名 

祌所化 者 也) 郡 司 尾張忠 命治以 伊勢 尾 端稻種 御子 幷根預 子孫 西 一 海 部 郡 司 安部 彥谷元 長 祝 部 宮丸等 云々 

极本當 國尾張 氏 立 六 郡從獻 公家 普 一 宗令勤 執 卯 自爾降 住 數代于 勤 庶^ (從獻 ) 就中 遠祖 廣檀大 隅 兄弟 一 一人 

國 ®f 郡獻 M 貢稅 云々、 宮 所定 四面 八 町ノ內 云々 (按是 大化三 五月) 號熱田 大明祌 云々、 天 照 五 鏡 日本 第 

三 之 賢所 者 祌是我 也 云々 (者 ノ字可 有 神ノ字 下) 奥 書 一一 云 

右 件 官府 朱 鳥 元年 六月 十五 日 庚 寅白宣 時到來 奉安 神輿 於御寳 殿至于 正文 者、 奉 籠 置 御 內院於 案文 者官 

幣使等 粗 錄載大 祌昔御 託宣 旨幷 天 下 御 本末 爲將來 後世 奉書 傳耳敢 不可 及 國努々 矣 

長 寬ニ年 八月 九日 

右 は 丹 波 守 尾 張 宿 一 t 仲 頼の 家 藏即熱 田本紀 とは此 也、 今 其 內を抄 し 遣 忘に 備ふ彼 一 卷實に 古物に して 長 

寛の 直筆なる べし、 然るに 此 書の 中正 一位の 祌階米 鳥 元 奉 進の 如く 見 ゆ、 亦 奉幣使 等の 姓に 平 菅橘等 有 

朱 鳥の 時此姓 有へから す、 亦 中 納ー百 宰相 等の 號 あり 天武の 時の 稱 呼に あらす、 疑ら く は 後世の 事 を 書 交 

へたる 物なる べし 


〇 問 長 寬勘文 何 曰ニ條 院長 寛 年中 紀伊國 司 甲斐 守 藤原忠 重、 今 目 代 右馬允 中原 淸弘聽 官入三 枝 守 政 等 さ 

停 廢熊野 八代庄 拔棄， 胯示 奪取 年貢、 或 追 補 在家 溺取 神人 或 禁其身 割 其 口 事 狼 籍茶矣 罪推究 之律盜 大社 神 

物 者 爲八虐 一 條已 決焉、 天皇 命 諸家 曰 大社 者 伊勢 太祌宫 余悉稱 小社、 今 以熊野 可 准 伊勢 否宜 勘定 云、 於 

此各奉 勘 文 即輯錄 之 名 曰 長 寬勤文 謂 勘 文 論 伊勢 熊 野 之 神威 • 優劣 如何 云々 

大內人 與村弘 正 承應ー 一中 夏 所 述長寬 勘 文 或 問 右 勘 文の 中 若 一 王子 神小祥 一 --曰 天 照 國照彥 天火 明 摘 玉 

速 日 尊 天道 日 女 命 を 地と して、 天 香 語 山 命 を 生し 給へ り 天降して 乎栗彥 命と 名 付 又 天 倉 下命と 云 天降 

まします、 紀伊國 熊 野邑に 座す、 天 照 太 神の 曾孫 なれば 若 一王 子と 稱 する かとい へり、 按す るに 天 照 

太 神の 御 事なる へ しと、 熊 野の 祠官ぃ へ と此或 問に は其據 なき 3 曰 を 記せり 

〇 或 國の守 飢餒に 丐者を 府下に あつめ 粥 を 煮て 施し 給 ひし を、 彼乞兒 とも 幾程な くして 多く は 死し けり 

吏是を 見て 曰、 彼等 裸 行 草食 日 久し かりし に、 俄 を 溫饈を 食 ひ 腹中 か はれる 故、 自死 しける にこ そとて 

打捨 けり、 其 國の老 者是を 聞て 曰、 痛 哉 凡 季世國 を 治る 人 貪婪に して、 剝脂摧 髓の奸 吏 をして 牟 利の 政 

をな さしめ、 慘刻 督促に 彼 百姓 を從 して 流離 顚沛の 極に 至れと も、 慳 估に して 鄙啬に 安ん し、 遂に 山 頰 

を 面 を 仰き 人の 殘食を 乞し め、 或 赤身 茱色往 々溝壑 に 幾れ、 S 腹鵠形 野を蔽 ひ、 死 駭签敷 貪 犬の 餌に な 

す 事實に 不仁の 至り 也、 其 時小惠 をな して 施 粥の 政 を 令 事と いへ ども、 其 法 を も 知らぬ 故 粟 廠北ハ 地な 

はすして 汚下濕 土に 作る、 井數少 くして 濁水 を飮 しむ、 襤樓を 左に 肩に 懸 さる 者に 衣を與 ふる 事な けれ S 

寒濕 にせ まりて 死す る者猶 多し、 かくてる 五十 日 百日と 限れる 故、 其 後 はまた a: 汚の 中に 立より 外の ず 

なし、 夫 如 傷の 仁心 を 以て 常に 無告の 困窮 を恤 むと も、 氣： 連 有て 年 飢煢單 なる 者 流 落し、 餓莩に 及 ひなん 

とする 時 は 粥 摩 を 煮 潔 腹の 民に あたへ、 衣 を 施して 氷 凍 0 苦 を 救 ふ は、 亦 荒 政の 一 也、 其廠々 は 水の 上に 

作りて 水に 冷し からぬ やうに して、 風 を もらして 貞氣を さらしめ 業 を 授け 領す、 い たつら に， さる 時 は 

國 土に 歸り生 を 全す へ 、 V 荒 政 要覧の 六に 施 粥の 法 敷 見えたり 
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〇s^ 娥淸凉 寺 は 大覺寺 御門 跡 御き 務 所の 條 本願 彌如 先規 御門 跡 式日の 御 禮可相 勤 事 

- 大 念怫會 誕生 會此 三度 也、 散 錢は先 規の通 御門 跡目 代 致、 支 其 外 は 本願 方 江 可 致 受納 且又 

枝 木 枯木 之義院 之 事 候 問 本願 可 致 支 - &.; 事 

一 大擅 之義 は：： 儿祿 十六 年 十二月 大覺寺 御門 跡 堂 供養の 節 被 差 置 候、 假 堂に 付 無 之 其 以前 も 有無 不分明 可 

爲其 通、 下向 後 正月 十- 日 五月 十五 日 九月 十五 n 國家 安全の 御 祈禱、 三月 十九 日釋 € 一 御身 拭 十二月 煤拂 

右 五ケ 度の 法事 之 節 不及斷 本願 方より 大壇被 進 法事 濟候は 如 元大堉 一可 被 置 候 臨時の 法事 有 之 大壇不 取 退 

候 而不卟 節 は 奉行所 へ 被 相 達 可被受 差圖事 

(附) 眞言 宗. S 寺 僧 於 釋：； |1 堂 登大 境 法事 堅可爲 停止、 右 此度遂 詮議 且亦松 平 紀伊守 就任 府 相談 定之急 底堅 

可 守 此旨候 物、 後日 證ぉ方 相 渡 者 也 

寳永 三年 八月 十八 日  奉行 連判 

此は 近年 大覺 寺と 淸凉寺 本願と 諍 論 數回ニ 付、 幕府の 有司 是非" 付 ケ證章 を 遣 はし 事 極まりけ る是は 往年 釋 

逸 の 像江府 にて 開帳の 時、 數千兩 の 金 有け るより 互 ひに 寺 務を爭 ひ訟に 及びけ ると、 ぞ 

〇 葉 栗^ 飛 保 村より 廿町 計り 西に や、 河內 村と て大 川の 程近き 里の 古墳 引なら しなんと するとて 犬なる 

石 楮を堀 出しけ る (長 九 尺計橫 六尺 計) 內に は劍の 折た る獄の 古き 銅の かたまり たる 鈴に 似た る も あり 

磁器の 破れた ろ も 少し 有け る、 其 外 何もな し 文字 書た る 物な けれ は 誰の 古墳と も 定め かたし、 所に いひ 

傳 ふる 物語 も あらね はいと 古き 塚なる へし 

按す るに 此塚は 葉 栗の 臣人 麻呂の 塚なる へし、 河 內村は 葉 栗の 光明寺より 二三 町 乾の 方 也、 光明寺 は 

飛鳥 井 御 原の 御宇 丁 pi- の 年 葉 栗 臣人麻 呂所建 云々、 年月 かさなり 侍りて は 古 骨 もまた 跡な く 成 侍る 

にこ そ、 されば 夢なる 世に まほろし の 身 を 宿して 順逆 得失の 境に まよ ひ、 しく 一生 をく らしてから 

は 野に すて 山に 埋れ、 秋 露の 悲みを 接し 侍る も、 時う つり 人 あらたまりて 後 はしの ふかた なし、 


梨 椎に阨 して 凄 風 夜 月の あはれ も なくなり 侍る 物 を、 貴 介 名門 猶然 りい はんや 數 ならぬ 身の 行末 遠. 

消の こる なごりた になき 身の はて をお も ふ も あはれ こけの した 露 

〇東海道富士川の^^續古今十四 

^よは ふ ふしの 川瀬に 日 はくれ ぬよ はに やすきん うき 島 か 原 
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〇 唐 大宗 曰 人 主 唯 有， 二 心- 攻レ 之者甚 衆、 或以 _1 勇力， 或以- 辨ロ f 或以 -1 蹈諛 -或以 -1 奸詐： 或以- 嗜 欲-幅 湊 

攻レ之 各 求- 1 自害 丁 〈主少 澥而受 -1 其 一 1 則危亡 隨レ之 (唐 書) 

嗚呼 人、 王た る 身 こ、 にこ \ ろ を 置す はくら まされん 事 也 

〇 軍 家足輕 斥候 七 ケ條は 田 切 池 深 井川 流 古 屋敷 敵の 物昆の ふり 木 竹 茂り 場、 味方 遠近 備 遠近の 心 付 其 他 

山 岡 (大小) 原野 狭廣 村落の 案內 土地の 要害 を 兼て よく 知らされ は、 不覺の あやまり 冇て 味方 利な き事必 

然 なる へし、 殊更 他鄕へ 働き 入る 時 山路 海 邊數奇 の 間に 異道 ある を しらされ は、 一時に 心 まと ひて 見く 

るし き 事 多 かりなん 

〇 鳥居 氏 は 熊 野^ 當敎眞 か 子 重 氏 初め 鳥居 法眼と 號 せし、 其 子 田 內忠氏 三 州 額 m 郡 渡 村に 移り 住せり、 

是 より子 孫 三 州に 住せり、 今 川 家に 屬し 後德川 家へ 奉仕す 

〇 筒井 順慶 法師 天 正 十二 年 八月 十 一 日 病死せ り、 その 寵寬 布施 次 郞八慶 春 (十九 IV) 萬 財 次 郞九郞 、お 友 

(十九 才) 兩人 切腹して！^ 死す、 近世 追 腹の はしめ の樣 にいへ り (此 より 已 下の 文 前に 出よ つて 爱に略 

す) 

〇 大久 保彥左 衞門忠 敎は忠 世の 子 也、 質實 にして 忌避す る 事な かりし 故に 人 云 足下 は忠 世の 子 也、 ^る 

に 小身なる 事 は 世に し たかはす、 有司に 遺胳 なき 故 也、 宜しく 行 を 改め 給へ と、 忠敎諾 し 頓て小 袋に 食 

を 盛 主家へ 持参して 云、 世人 我 をして 近つ かす、 或人誨 へて 交る に 賂を以 せよ と 故に 此ニ物 を 進ら すと 

て投 出さり、 亦 或 時鎗を 止て 傘 を 持せ て 登城す、 人 あやし 見て 問 ふ、 答て 云 今の 世 太平に して 敵な し、 

頃日 は 鎗の用 を 見す 傘 こそ 俄雨に さし 懸て用 は 侍る と 打 わら ひけり、 常に 利 愁の念 露 無り し、 世俗 奸詐 
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にして 貪 悟なる を SS り、 自大 言して 是 操なん とせられし、 人皆猖 狂の 如くい ひしと そ、 彼 人のお なる 三 

河 物. お を 見よ 忠意 まめ やかな り、 され は國 家の 興起す る 書に 三 河 物語に よら さる はなし、 莨 こして 直 

をと る 人 は、 內を譎 り 外 を諾る 故に 遇 侍らす、. 嗚呼庸人^^^ を以て君に近付、 有司 出頭 を 見て 突 卸の^ 

を 執 ものい かて か 忠義の 實 あらん、 勢 を 見て は充を 捨て身 を 利す、 もし 世 亂れ戰 に 及 は 5. 義 こ頃ュ 節に 

死す る 心 はなく、 利 あら は 敵に も 降り 君 をも弑 すへ し、 可 惡可恐 は 小人なる 哉 

〇 玉 弓と いふ は 石に 似たり 實は 磁器 也、 其 硬き 事 石と 等して 輕し、 大サ龍 眼 肉 或は 梧桐 子 雷 丸 程なる 有、 

鎌 含 將軍 家の 季 より 隆んに 用 ひて、 鳥 を も 鬼 を も 射たり しと そ、 今 我 府朝倉 氏 其 射法 を傳 ふ、 是を 以て 

戶板 を射贯 ぬれ は 人に あたる とも 眩せ しむる ほとの 用 はあり 

〇 紬川右 馬頭 入道 常 久明德 三年 卒去の 時 殉死の 事 あり、 是戰 場の 外 主の 死に 殉 せし 始 也と かや、 其 後 も 

主人 事 有て 自殺なん と ある 際、 其臣 腹切 死せ し 事 は 常 なれと も、 病死の 供と て其臣 自殺せ し 事 まよ かり 

しに、 尾 張 三位 中將家 (忠吉 卿) 薨 逝の 時、 稻垣將 監石川 主馬 等 腹切 死せ し、 是そ 近世 はやりし 追 腹の 始 

なりけ り 同し 年 (度 長 十二 年 三月 五 曰 忠吉卿 於武州 芝薨) の 夏 (閏. g 月 八 曰) 越 前 中納言 (秀康 卿) 薨し給 ひ" 

しに、 土 屋左馬 介 (三 萬 八 千 石 法名 閑 窓 道 有) 疋見 右衛門 尉 ( 一 萬 七 千 石 法名 高岳宗 心) なんと 追 腹 仕る 

とて、 尾 張 家の 臣 になし か はおとる へき 六十 日 あまり 後れし 故、 日本 追 腹の 手本と ならさる 事 口 昔と い 

ひしと 侍る (是 にて 稻垣 以下 追 腹の 始 としる) 實 によし なき 風俗 を傳へ て惜 むへ き 忠臣 を あへ なく 失 ひ 

ける もった なし、 寬文 三年 禁止の 命 有て 後 追 腹な し 

或 人 曰忠き 卿の 御 事の 時、 稻垣石 川の 外に 小 笠 原 監物も 奥州より 上りて 增上 寺に て殉 せし 奉る、 中 川 

氏 一 人 共に 四 人 殉死、 牌 性高院 にあり これ は 何人 そ、 曰 中 川喜內 (始め 佐々 木淸 五郎と 稱 せし 者 一 に 

一. ム佐々 木 淸九郞 と) 小 笠 原の 家人 也、 今 御 直の やうに いふ は 非 也 

〇大 權現甍 御の 時 三 浦 八 郞左衛 門と て 八十 三才に 成け る 考士殉 し 奉りし、 これ は 神 君 御 若年の 御 時 草 Is- 
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を；^ し 人に て 當時三 百 石を領 せし とい ふ 

三 浦 八 郞左衞 〔(名 澄 和 觀應ニ 年 二月) とて 高 師直を 討し 人 有、 神 君の 爲に殉 せし、 二  ュ比亨 rT- 

或は 偶然と して 稱を 同し くす る 敷 

〇 隱岐阔 上 西 村雨 來村 はむかし 唐 撟中將 とい ふ 人 此听に 配せられ て 

露の 身の 袖 はか はかし 立よ る も雨來 のさとの 森の した かけ 

とよ まれけ る歸路 なく 此 所に 死せ しか は 塚 を 築 置け り、 露 月と いふ 僭 来り 古塚に 手 向して 

あまつ 風雲 井に かけし .sg 橋の 

と はかりい ひて 下の句 を 案し ける 塚の 中より 

かよ ひ路た ゆる 森の した かけ 

となん マズけ るよ し 所に いひ 傳ふ、 .y 記に 小 野 小町 か あなめ の 贈答に 似たり、 鄭交か 十 2 塚に 題し 0^ 上 竿 

竹 風 吹 常凫々 と 誦せし に、 塚の 屮聲 ありて 下 有 百年 久長陲 不知 曉と 次た るた めし 莫和 I 投 の,.， 敷、 

里に 村 上と 稱 する 民 多し、 是 は唐撟 殿の 裔と いふ、 按す るに 魔 橋 家 は 村 上帝の 御 末 也、 村 0^ も 亦 村 卜-天 

皇の 末葉な りと い ふ され 共 世 系 を しらす 

〇 勅撰 等の 歌書に は 外題 を 端に 書物 語に は必 巾に 書く、 是 冷泉 家の 記に あり、 亦佛家 にても，， 門 ま 中七寸 

は 端に 書 題 をし るすと 云々  -、 

〇 三^ 碧 海 郡 平田庄 上野 城主 上野 右衛門 尉 物 部 照 氏 は 新田 左 兵 衞佐義 興に 屬 して、 l^i 

以て 稱號 とす、 平 岩 主計 頭 親吉等 か祖也  - ： ( 

〇 凡 鶴 鶴 白鷺の 類 ひ 足 高き 鳥 は 交 はらす して 胎 孕し、 蛙 は 陰な くして 交尾、 蠶は食して^-飮、 蟬 よ^て 

食 はす、 諸 鳥 雌^ 同し く 水鳥 は 陽物 を備 ふ、 蝶 は 諸 花の 蘂を たしめ とも 蓮 花 を 外にす、 お 諸蟲を 食へ と 

も 纏， お を 除け る、 おのか さま/ \異 也， 蝶 は乘事 緩やかなる 虫 故 交尾て 兩首 そむきな から 飛行す、 
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は 羽 はやし 蝶の 如く 交りて 飛ない 必らす 離れなん 故に、 雄堪を 雌の 頭に かけて 同し 方に 飛 も 化 功の 妙と 

いふへ し、 或 人 問と ほう は 雌 陰 現に ある 敷、 曰 細 力に 見れ は 雄 中に 來 つて 先 雌の 頂に 尾 を 懸る時 雌蟲尾 

を まけて 雄 蟲の腹 下に 附 して 交 はる、 雄 尾 仲て 後 起て 翔る、 其 はなれさる は 欲い また 盡 さる 間 か、 水邊 

に 至て 數尾を 曲る を 以て 知る へき かも 

〇._t 備津宮 大藤內 か 事旣に 前に 出つ 因て 愛に 略す 

〇 跳 もな き 雲に あらそ ふこ、 ろ こそ 中々 月の さはり なり けれ 

此歌は 一 遍 上人の 詠と かや、 すかた とい ひ 心と いひ 他に ことなる うたに や 

〇 資、 水 五 年 京 城 回祿の 後九條 家の 御所、 今の 地に 移させ 給 ひし、 If^ 町 御門の 內東向 也、 元は 中 御 麄寺町 西 

へ入處 也、 過し ハ やより 我 公有 司 を 上させた まひ 土木の 營 ありし、 此秋 r 洛慶 有て 新 御所へ 移らせ 給 ふ (八 

月 二十 一日) 勅使 は 頭 屮將基 香 朝臣 (岡 家)、 正寢は 北に 向 ひ 御 階の 下 右に 柑子 左に 梅樹植 させ 給 ふ、 故 

實 ある 事と なむ 

〇 固 覺院の 黄 門 家 逝 させた まひし 後讀 せまし/ \ ける 

藤 原輔子 (端 祥院) 

常なら ぬ 身 はう き 秋よ むさし の. -1 草葉に もろき 露の 玉の 緖 

〇 中岛郡 安樂 寺 as 山寶 毒院) 滿願寺 (中莊 山 無量 壽院) の 本尊 は 府下 七ッ寺 (稻門 山 長 福 寺 正 覺院) の 三 

聖容と 同 木 同 作の 尊像 也、 昔 大僧正 行 基 當國に 在し 日露 木 を 感得し、 其 木の本にて 作る 像 は七ッ 寺の 本 

尊 末にて 作れる は 安樂 寺 中に て 作れる は滿 願：； チ の像骼 也、 故に 中庄と 地名 を も 呼と 村翁 かたれり、 癸 巳の 

ハ半閏 五！！：： 十四日お も ひ 立て 三人の 友 誘 ひて 行 侍る、 淸 須の驛 より 少し 雨 そ k き 侍りし ま、 笠な とかり、 

さして 面な ろ 細道 をた とりあ ゆむ に、 風 あらく 雨い みしう 降て 人 も 皆 ぬれ 侍る、 はさまの さとました 

なんと 過る 程 ことに ふりて 路 もさた かなら す、 東 源 寺と いふ 池 あり、 古しへ 益 田 山 東源密 寺と て 古き 眞 


一一 一一 "の 道場な りし (十 余坊ご u 一大 地震に ゆりし つめ 跡な く 池と 成 侍る、 北 ハ名淺 加納院 一 區の 草堂 わつ かに 

tUi り、 (分- E 社と て 赤染衞 門の 集に 讀淺 されし 御社 もい と祌さ ひて 見えさせ まします 

ふりの こる みかき さ ひしき あはれ さはいと、 ましたの 森の むらさめ 

森 村 こえ 侍る 程 雨 止、 頓て 中庄に 至りつ きぬ、 先 御堂へ まい り^み 參ら する に、 八 ま 〈：： 半 ふりて いと 尊 

き、 丈 六 6- 三 尊 聞し にも まさり 見えさせ 給 ふ、 院主に 逢て いにしへ を 聞 開祖 行 基.^ 卜-の 後 中興の 本 一 g は 

實盛 律師 (忌日 四月 十四日と かや). K1 き怫 6- も C 本堂の 不動 毘 沙門 は 運？！ ラ Q 作) 多く 侍る、 PJl^® ^像に い：：：： 治 

七 年 1 一月 十五 日萱 津原尼 公 了！ 1： 彌陀 f: 寄附の. E 書せ り、 五大 尊は亨 ti 五.^. 犬 山の 常 汁と 良 圓.. f?^ 梨つ 描 

かれしと かや 字 大舣若 もめて たく 傳來 せり) 中頃 伊 束 右京 進 藤.；^ か祐 則と て 當邑リ 域 主 c;^ 墟 は.：： チハ西 

1 一町 計に あり〉 なりし 其 影 も 安置し 侍る、 彼 寄附なる 金胎 Q 十 、日 如來は 弘法 大師の 塑像と なん、 何 くれと 

見る に盡 せす、 日晴凉しけなれは是ょり又安樂^：に詣侍りし、 米 尾 村 (左の 方) 有 松 村 (右の 方) の屮 を 

通り 奥 口 1？ に 至る (道の ほと 六 七 丁 計り) こ-. -の三 尊 は 亦 少し. K キ やかに 金 el 昔覺 えて 定 印の 聖 (な尤 あさ 

やかに 類 ひなき^ さま 也、 こ 、 にも 又 古き 怫像 あまた 侍る (院內 の 彌 陀は惠 心の 作と 云々) 

〇 或 問^ 子 先に 密行の 儉穀 p.r 斷事 弘法た 師遣吿 にある よし 云、 大師 何に よって かくいへ る や、 01 蘇悉 

地 經蘇婆 姑 1- 及 ひ. 洪養 法の 懷軌に 多く あり、 鼓 一 經 のみの 說 ならん や 

〇ES0^1和尙^IJS^;!i^師(せ.-.?兀^化)濃州にiw基の地多し(正傳寺等のことし)就中山：f國花山寺はぃと十：l 

き 梵刹な c> しか、 荒廢 して！：； lie 造し いとめて たき 禪院 となり、 獅子 山と 號 せらる 

〇肯柏(^^1-州挑ノ人)牡丹花-ぶ人と い ふ は 

春 さかぬ 華や こ-ろ e 深 見 草 

とい ふ 連歌の 發句 せし よりの 異名と かや 

〇我國官家l:樂をたし牛m「をs^ゅるは六朝隋i^の風なリとそ、 衣冠 元より 隋 唐の 制に なら ヘリ、 是を傳 

七三 七 


  .  セ三八 

へて 故 .：|3： とす、 異邦 は 代々 の變革 同し からす、 今 淸人滿 州 巾の 如き 實に北 狄の容 なる のみ 

〇 我 北 "有- m 法 十 i-a 一 畝 也) 五十 代 ( 一. 羊 也) ；^^百代の稱1與_1ホ母1及今曰ハ尤不&國司郡司綠法も{且レ 

f  f 載、 古へ &綠幾 町-謂- 稻幾朿 S 世 分 錢石數 さ 法相 洽 至-今 曰 I 

〇上 十 ：！ は 人 扑に俗 底 かりし も 満刑官 を 置て 頒を繩 されし、 後世 人民 奸 にして 世の 尤甚 しかりし か 故、 

餽 にお よんて 文 侯 李 を師 とし、 始て， W1 の 刑典 を釆 りて 法 終 六篇を 作れり、 漢の 時蕭何 これに 加 ふる 

に 三篇を 以てす、 通して 是を九 索と！^ せし、 曹魏の 劉 劭又漢 律 を衍て 十八 篇 とす、 晋の賈 充亦魏 律を參 

へて 二十 篇 とす、 应の長 孫 無 忌 等 更に 漢魏晋 の 三 家 をと りて 定て十 一 篇 とせし (歷 世の 法律 皆 九 章を以 

て 本と す) 後に 明 立て 洪武の 律 正し 淸 入て 厳 i_ ゎ律正 しく 詳か 也、 皆^ 律に 據て新 例 を 宛む， 我 國昔大 

齊に雅 令 (文 忠公) 始 (養老) 行 はれて より 以後 律藥尤 精し (代- -i^- 律 を 本と せり〕 岐峨 帝の 後 近 衞院に 至る 

まて 凡 二十 K 主、 - 歴华旣 に 一 二百 六十 餘歳、 刑 置て 海內安 かりし、 保ー兀 (後. 白 川院) 平 治 (二 條院) の 凶亂の 

後 は 死刑 流 酷刑 紫し、 治 承 元 唇の 變 革より 白 IT 綵旣に 解て 律令 行 はれす、 三 帝 (後鳥羽 土 御門 順德) 外遷 

の 後 武人 戰 岡の 術に 立て 只 首級の 功 を 計りし、 更に 元弘 (後 醐) の 一 變 より 終に皇 威 振 ふ 事な し、？^ ゃ應 

仁 文 の 時 永： 止 天文の 際 を や、 天 下 衰亂の 極に 至れり、 篛舉術 法令！： 律 地を拂 て絕、 諸 州 また 統 ふる 

所な かりし か は、 強暴 其 侵 凌を縱 にし 柔弱 を 以て 自立す る 事 能 はす、 然るに 織 田^ 柴和 綾いて 其 中に 起 

り 智力 を 以て ra: 外 半 は 止り、 我！； 家 一 統昇 平の 後 時に 因て 治 を 制し， 廷臣 武家の 憲 令み 設け 惡者 をして 

おそる を 知て、 t: 者 寧 を 得せし め 食 墨の 元 弊 を 捨て、 刑之恼 (舜也 Ji^lif 之 泣 (禹 也) 今 百年 仁 化 を 蒙 

ろ、 幸 ひに^ 人の 舉 ひらけて 都鄙 經をゅ ふ 事 を 得たり、 然るに 頃日 鶴. 1 新 建の 心 法. ま 洛關簡 の 道 舉共學 

所扣永 炭し、 亦其屮 互 ひに 異論 是非 有て 尤 喧し、 鳴呼是 十：！ への 博士 學 生の 業 を しらす 自 私意 を恣 にやる 

か 故に、 觸 W 遂に 罵晉 の网 律ん」 犯せろ ^を 忘る、 若 擧に士 心 ある 人 は 愛に 思 ひ を 起して 擧者相 親睦し 互に 

^非 を告る ゲ甚ん て 各 其 道と せ は、 自 孝弟の 風 厚き に歸 せん、 喧愼て 怠る 事な かれ 


〇 友人 今度 熱 田 社に て 始めし 太々 神樂を 見し とて 語る、 其 さまい と美々 敷 巫女 は 赤 大口 天 冠 をいた i 

き， 大拍の 舞 女に 似たり、 男 は 金の ふり ゑ ほしな と 着 猿樂の 三番 叟の黑 面 を 蒙 ふ. ns、 鲜を持 舞 ふさ ま 舞 

樂 にも あらす、 猿樂 S 樂 に似て 河原 狂言に 近し と， 訝る、 或ん 聞て 曰、 1^^;ー年市〈都芝神明祌田明神なとの社 

家神樂 とて 俳優の わさな なす、 夫 を 能事に 見なし 熱 W の 神樂座 似せ 舉 ひけ" C 姿と晃 えし、 され は 神樂と 

は 元より 舞に あらす、 糸竹の 調へ 歌曲の 節奏 古しへ より 傳 ふる 家 あり、 神 舞と 俗にい ふ は 大和 舞の に 

して 尤ト： 古の 風な り、 舂 曰の 若宮に て は 巫女の 舞 あれと いと 古 ひいに しへの すかた と兑 へたり、 伊勢の 

太々 神樂： 迩 代の 俗 也、 熱 W にて せし 神樂 (辰 二月 十四日 十五 曰) いと も 俗にして 傳も なく、  < ね ことき の 

あ 一, ゲつ造 E 山せ し 事 か、 檀長卿 か 沐猴の 事に もお とりてい と似氣 なし、 十五：：： は 涅槃 力 舎に て 入の 足 殊に 

多く、  } ^村の 民 も 閗傳. へまい る 程に、 西 は 鎮皇門 南 は 下 橋の.^ まて 數萬 人凑 ひし、 神 樂始， まりて 物音 

聞 ゆろ 程に 是を 見ん と 推 合、 我先にと 埒の 際へ よる 程に、 荒 垣 押 倒し 崩れ 入 ほと こそ あれ、 いやかう へ 

に 揉 合神樂 もいた つらに 巫女 も 見物 も 一 ッ になり て ij 励し、 大方 は 疲付物 を 失 ひ 泣 さけ ふま きれに 盜人ぁ 

■ りと 旬り、 いよく  人 惑 ひ春歒 門へ をし 出され 、命から/、 に-うき I:!: 見し もの 数千 人、 非 禮の集 神の 

うけた ま はぬ かた も 有け る にゃあ さまし 

0 鹿 長 八 年 癸 卯 八月 (自 十ヒ日 至卄 七日) 故 三位 屮： & 家 御 家ん 


喜 多 村 竹林 

安 i^- 勘兵衞 

村^ 覺 5: 

島 h: 左 源 次 

. 服 部 半 左衞鬥 

長 谷川 淸七 


上 村 勘十郞 

物 免 新 右衛門 

鈴 木 市兵衞 

權 W 久乒 ，衞 

淸水左 介 

. 家 木 左 兵衞 


. 野村嘉 右衛門 

安藤 九左衛 §: 

岡 寺 兵 助 ■ 

加 藤無邊 • 

上 原 與十郞 

柿 金平 


一命し 淸須山 王 社； 

川岸 _儘 太夫 

上野 小 左衞鬥 

櫛 W ユ^ 左衞 1; 

寺 尾 與兵街 

木 IS 多左銜 門 


？被仰 付 其 名 

伴 次 兵衛 . 

河北 作 左. 衛門 

大 久保忠 八郞 

二：." 加^ 衞 

. ^れ^ 左^ 介 

小十郎 


七三 九 


內脇左 平  .& 根 勘次郞  平岩彌 五助 

杉..^ 能登路 

同 十 一 年 丙 午 九月 (自十 丸 ロ至廿 一 日) 同社に 而的被 仰 付 


七 四 〇 

石川彌 五郎 瀧 勝兵衛 


物 免 新お 衞 e: 

家 木 左兵衛 

川 北 作左衞 I： 

平 山れ 彌 五助 


寺 尾 與兵衛 一 

山宫 加兵衞 j 

門 51£ 茂ぉ衛 ： 

岡 寺 兵 助 一 

大 久保忠 八郞ー 


野村菩 右衛門 

服 部 小十郞 

木 原 多 左衞門 

村 潮. 覺內 

長 谷川 七 

中 板 勘次郞 


伴 治 兵衞 

伊藤 平左衞 W 

小川^お 衞 ^ 

上野 小左微 ^ 

檁 e; 久丘衛 

前 m 治兵衞 


王社拜 殿に 祸ぐ 年蔡 りて 文字！ i  く淸 なんとせ し 寶永五 年 重て 枝 を 新に し 彼 人名 を 嘗て 


小 林 林左衞 I： 

石！^ 新右衞 門 

杉 村 能登路 

^ 勝兵衞 

安藤 九左衞 1: 

川 化 J 橫 .1£ 

右 は 板： g におし 

揭し 

〇 或 人お^ 町 一 ^四の 顺を問 ふ酋て 吏に 聞 を 書す 

F 之 分丄. T 力 お- 

本 町 二 丁 福 井町 一 富 田 町！ 玉^ 町 三 鐵砲町 二 中 1^ 贺町 1 

大 久保兑 町  一 ^^^^  門前町 八  橘^ 四  同：0_;|^?四  長お^ 二 

小 u-m' 二  下お 者 町 二 八 fn 屋町ニ 半 光明寺 町 二 長..！？ 町 二  島 m 町 二 

EIE-::  名^  二 桶 屋町ー 西 鍛冶 町 二 伏：：^町ニ 淀 町 二 

^介 町 二 米 介 町 二  h 御園^  二 中 御 闺 町 二 下 御 11 町 二 御 闻片. ^E- 二 半 


fff.   m 


右 は 南北に して 堀川 以東 也 

大船 町 二 丁 舟 入 町 二 

戶田町 二 堀 詰 町 二 

右 は 堀川 西 也 

五條 町  一 丁半 上 町 一 

袋 町 二 


納屋 町 二 

小船 町 二 半 

和 泉 町 1 


樽 屋町ニ 

鹽町 一 半 

大和 町 一 


傳馬町 十四 

右^&^西の町 

東 之 分 四十 1 一切 

上 七 問 町 二 下 七 間 町 二 

針 屋町ニ 松 本 町 二 

右之內 南北 東西の 町 あり 

大津町 二 丁 溯 戶物町 一 

小 市場 一 小 I- 町 一 

右 南北 町 也 

京 町 二  丁  諸 町 二 

九十 軒 町  萱屋町 二 半 

坂 上 町 

右， \1 內新 町より 西 は 東西の 町 其 外 或 南北の 町 交れり 

永 安寺 町 七 丁 宮町六  駿河町 五 東 門前町 

束 矢場 町 


富澤町 1 1 

伊勢 町 二 

朝 C 町 一 半 

久屋町 二 

中 市場 町 一 半 

ま 町 F I 


住 吉町ニ 

町 六 

上 e: 町 三 

石 町 二 

作 子 町 ■ 


江川 町 二. 海老 屋町ニ 

堀江 町 二 木 挽 町 二 


車 町 二 


松 匿" 


吳服町 二 常？ 2- 町 二 一 

本 重 町 六  一 

關毅冶 町 二 吉 牛.； 


小 牧町ニ 鍋！^ 二 

鐵砲ぉ 町 三 赤； 五 


法 華 寺 町 建 中 寺！： 前 一 


七 .si 


w  鼸 


  七 四 二 

駿河町 以^ は 南北の 町 交れり 

此外 入江 町 (廣 小路  一 丁 下) 近年の 名 杉の 町 徵の町 東 田 町に 私の 名 或は 寺社 方 御！： 方 支配 地 有 之 

〇 卯： =： 巾の 七 n は.？ 「祖の 御祭 典に して 十六 日に 例の 如く 舞樂 なと 侍りし、 當 日の 朝. ぉ御參 あり、 泰公國 

公の 御！ 一代 は此會 式の：：：： いっとて もお 都 御在府 なりし 故 卯月の 御參禮 なかり し、 眞公 はいと けなく わた 

らせ 給へば 御 入！； さへ なく 遇 はせ 給 ふ、 御棧敷 渡御の 式、 何 くれの 古した めし 皆 正 公 御 康存の 日 を ひか 

ろ (元 fi 冗 年 戊辰 御 例と す) 十七 H 辰の 時より 雨い みしう 降て 風 さへ あら/ \- しかりければ、 山車 も わた 

らす いた つらに くれぬ、 あくる 曰の 朝 また 雨 ：大 故 立 さはき たるま、 にて 止ぬ、 十九 曰 方より いとよく 

はれ^ 御 梭敷 へ 渡御 ならせ 給 ひし かば、 山車 放 免 共 渡り て 伶人まい り 音 聲靜け く、 慶 雲樂 一一 一基の 祌^ 御 

旅所に 遷ら せまし/ \、 神 供まい る ほど 五常 樂 夜半 樂贺殿 を 奏す、 太平 日 久しく 如 在の 禮典 いちしる く 

神風 四：^ にあ まねく 德化 一- 民に 蒙り 侍る 事、 いと かたじけな しゃ、 我 遠祖 以來奉 化して 代々 の 御 惠をか 

さね 侍る、 今年 丁酉 下官神 幸の 後 殿； H れと命 ありし、 無益の 费を いましめ 突麗 を惠 とすべ からす、 淸淨 

を 先と すべきよ し 翁て 令 あり、 君 御 假屋へ わたらせ 給 ふ 折から、 御輿 近く 召れ 仰 事 侍りし、 御祭 事故な 

く 午の さか"？ S 御 ありし かば 頓て 御歸城 あり、 おましに つかせ 給 ひて 御燒 火の 間 供 寧の W す、 み 拜し奉 

りしに、 亦 御 訶の儀 あり (此蓽 三十 八 年 前に 有て 中 絡せ し此度 ふた i ひ 行 はる) 生 毎に 神宰 の前驅 つか ふ 

まつりし 一?ii -、 今更 思 ひ 出され 跡 ある 道 を 搏 び ふみながら 庭の 訓 のま、 にし も あらぬ 身 をはづ かしみ 侍る 

馬の 前に 鉗なら へ 侍る 事い とお こなり と 人 も： nj- るら め、 凡 德川家 御家人の 內三譜 IS の 者 は 小身と いへ ど 

も 必す錯 を 先に 進めし、 我 遠祖 親 氏 公に 仕へ 奉り 舊 功の 家と 稱 せられ 侍る、 信 光 公の 證 i:=f により 安祥 譜 

第の 屮に 接せられ 侍る、 高祖父 孫 七郞信 m_ 江 州 姉川戰 死の 日 十文字の 鎗 下の 一方 を 打 折ながら、 敵 を あ 

また 突 伏け るよ せとて 祖父 孝 信 共 すがたなる 鎗を 持せ ける、 難 波の 役に も 天 野 { おは 鎗を先 へす、 めし か 

ば、 御 git 出の すかた も兑ぇ 侍る となん 十：： き 人の 語りし、 今度 いやしくも 神 君の 供奉 仕る 御 因緣も かたし 


尻  m 


けなく、 世々 の すが た 今 n ならでは とて^し 侍り けれと、 餘 所の 聞 も片 腹いた けれ ば 只傍觀 のよ からん 

爲 なりとの みい ひ^ら かし 侍りし、 或 人 これ を 問 ひ 侍りし 故 かく 申け る 

埋れ しおとろ か 末 も 恵み ありて またたち か へ る 道 ひろき 世に 

享保ニ 丁酉 四月 十九 日  信 景 
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